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1
EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行

EPMのベスト・プラクティスは、CoE (センター・オブ・エクセレンス)を作成することです。
EPM CoEは、導入およびベスト・プラクティスを確実にするための統合された取組みです。
パフォーマンス管理およびテクノロジ対応ソリューションの使用に関連するビジネス・プロセ
スの変革を促進します。
クラウドの導入により、組織がビジネス・アジリティを改善し、革新的なソリューションを促
進することが可能になります。EPM CoEはクラウド・イニシアチブを監督し、投資を保護お
よび維持し、効果的な使用を促進するのに役立ちます。
EPM CoEチーム:

• クラウドの導入を確実にし、組織が Oracle Fusion Cloud EPMの投資を最大限に活用する
ことを支援します

• ベスト・プラクティスの運営委員会として機能します
• EPM関連の変更管理イニシアチブをリードし、変革を促進します
すでに EPMを実装済の顧客を含めて、すべての顧客が EPM CoEからメリットを得られます。
使用を開始する方法
クリックして、EPM CoEのベスト・プラクティス、ガイダンスおよび戦略を取得します: EPM
センター・オブ・エクセレンスの概要。
さらに学習
• クラウド・カスタマ・コネクトWebセミナーを見る: Cloud EPMのセンター・オブ・エク
セレンス(CoE)の作成および実行

• ビデオを見る: 概要: EPMセンター・オブ・エクセレンスおよびセンター・オブ・エクセレ
ンスの作成。

• EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行の EPM CoEのビジネス上のメリッ
トおよび価値提案の確認。
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2
はじめに

Planningは、財務および業務のプランニング・プロセスを統合する予算編成および予測ソリュ
ーションで、予測精度を向上します。
次も参照:

• Planningについて
Planningアプリケーションは、プランニングのニーズを満たすために使用される、関連し
たディメンションのセットとディメンション・メンバーです。

• アプリケーションの特長
Planningアプリケーションの主な機能によって、予算策定およびプランニング・サイクル
が短縮され、予測の信頼性が向上します。

• アプリケーションの起動
• ホーム・ページについて
ビジネス・プロセスを作成した後は、ホーム・ページがビジネス・プロセス・タスクにア
クセスするための起動ポイントとなります。

• 標準化された Cloud EPMプラットフォームのアーティファクト・ページについて
• アプリケーション・インタフェースを使用する際の考慮事項
• アプリケーション・アクセス権の管理

Planningについて
Planningアプリケーションは、プランニングのニーズを満たすために使用される、関連したデ
ィメンションのセットとディメンション・メンバーです。
各 Planningアプリケーションにはそれ自体の勘定科目、エンティティ、シナリオおよび他のデ
ータ要素があります。
次のものを含む Planning管理タスクについては、このガイドを参照してください。
• Planningアプリケーションの作成、削除および管理
• フォーム、タスク・リストおよびメニューの作成
• 通貨換算レートと為替レートの管理
• レビューと承認のプロセス、要件、参加者の識別や予算プロセスの管理
Planningモジュールおよび戦略モデリングの詳細は、Planningモジュールの管理の概要を参照
してください。
チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。
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目的 方法の学習
Planningの概要を確認します。

 Planningの概要
次の概要を確認します:
• Planningを使用した一般的なプランニング・プロセス
• プランニング、予算策定および予測のワークフローの概念およびツ
ール

• 複数のシナリオを使用したプランニングの利点
• 予算の送信プロセス

 プランニング・プロ
セスの概要

Planningへのログオン、Planningのナビゲートおよび Oracle Smart
View for Officeでの Planningへのアクセスを行います。  Planningのナビゲ

ート

アプリケーションの特長
Planningアプリケーションの主な機能によって、予算策定およびプランニング・サイクルが短
縮され、予測の信頼性が向上します。
このアプリケーションでは:

• 世界的規模の企業の複数の事業部にわたる協力、情報伝達および管理を促進します。
• 変動に応じて頻繁に行うプランニング・サイクルを管理し、絶え間ないプランニングを行
うためのフレーム・ワークを提供します。

• より短期間でアプリケーションを作成して導入でき、アプリケーションの保守も容易にな
るので、総所有コストを削減できます

• レポート作成、分析およびプランニングにより、意志決定プロセスが改善されます。
• 複雑なビジネス・ルールや割当てを組み込むことができ、モデリングを推進します。
• 他のシステムと統合してデータをロードできます。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
Planningの主要機能の概要を確認します。

 Enterprise Planningのツアー
ビデオで説明している主要なアプリケーション機能に関するトピックへのリンク:

• ダッシュボードの設計
• サンドボックスの管理
• ディメンション・プロパティの編集
• データ入力および分析のためのアド・ホックの使用
• 有効な交差の定義
• データ統合の管理のスマート・プッシュを使用したあるキューブから別のキューブへのデ
ータの移動

• Planningでの独自の Excel式の使用
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チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。

目的 方法の学習
Planningとの統合に使用できるオプションを学習
します。  Oracle Cloud EPM Planningの統合のス

タート・ガイド

アプリケーションの起動
このトピックでは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプリケーショ
ンの起動に使用する一意の起動 URLについて説明します。
サービス管理者は、一意の URLをユーザーに提供する責任があります。
Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceおよび Enterprise
Performance Management Enterprise Cloud Serviceアプリケーションの起動
Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceおよび Enterprise Performance
Management Enterprise Cloud Serviceのインスタンスにプロビジョニングされたお客様は、次
のような URLを使用して環境にアクセスします:

• 本番環境の URL: https://epm-idDomain.epm.dataCenter.oraclecloud.com/epmcloud
• テスト環境の URL: https://epm-test-idDomain.epm.dataCenter.oraclecloud.com/

epmcloud
たとえば、exampleDCデータ・センターのアイデンティティ・ドメイン exampleDoMでプロビジ
ョニングされた Cloud EPM環境では、URLは次のようになります:

• 本番環境: https://epm-exampleDoM.epm.exampleDC.oraclecloud.com/epmcloud
• テスト環境: https://epm-test-exampleDoM.epm.exampleDC.oraclecloud.com/epmcloud
これは、各アプリケーションが個別のコンテキストを使用して環境にアクセスする Cloud EPM
の以前のバージョンからの変更点です。管理者用スタート・ガイドのサンプルの Cloud EPM
URLを参照してください。
Planning and Budgeting Cloudアプリケーションの起動
Planning and Budgeting Cloudアプリケーションを起動するには、新しいブラウザ・ウィンド
ウで次の URLを入力します:

https://Oracle PBCS service name/HyperionPlanning;

例:

https://testnew1-testnew1.pbcs.us1.oraclecloud.com/HyperionPlanning;

モバイル・デバイスでのアプリケーション・アーティファクトへのアクセスの有効化およびア
プリケーション使用時の考慮事項の詳細は、アプリケーション・アクセス権の管理を参照して
ください。
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トラブルシューティング
ログインの問題の解決の詳細は、オペレーション・ガイドのログインの問題の解決を参照して
ください。
ダウンした Oracle Fusion Cloud EPM環境の問題の解決の詳細は、オペレーション・ガイドの
ダウンした環境への対処を参照してください。

ホーム・ページについて
ビジネス・プロセスを作成した後は、ホーム・ページがビジネス・プロセス・タスクにアクセ
スするための起動ポイントとなります。
インタフェースにより、直感的なユーザー操作と、よく使用される機能へのクイック・アクセ
スの概要が提供されます。たとえば、ユーザーは、タスクへのアクセス、データの操作、予算
の承認、レポートの表示および設定の制御を行うことができます。サービス管理者は、ビジネ
ス・プロセスの管理とカスタマイズ、フォームやダッシュボード、インフォレットの作成、デ
ータおよびメタデータのインポートとエクスポート、ジョブのスケジュール、有効な交差の定
義、通知の作成、環境間接続の作成などを行うことができます。
すべての Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementのサービス、ビジネス・
プロセスおよびアプリケーションで、レッドウッド・エクスペリエンスが使用されます。レッ
ドウッド・エクスペリエンスには、デフォルトの Oracleテーマと 2つの追加の外観オプション
(「カスタム・ライト」および「カスタム・ダーク」)が用意されています。「外観」ページで、テ
ーマを「Oracle」、「カスタム・ライト」および「カスタム・ダーク」に切り替えることができ
ます。カスタム・ブランド・ロゴとカスタム背景イメージをホーム・ページに追加することも
できます。環境の外観オプションを変更するには、管理者用スタート・ガイドの Cloud EPMの
外観の構成を参照してください。
ホーム・ページの例
 

 

グローバル・ヘッダー
グローバル・ヘッダーは、ユーザー・インタフェース上部の横幅にわたる領域です。ここには、
ナビゲーション・アイコンの他、アクセシビリティ設定や「設定およびアクション」メニュー
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へのアクセスが含まれます。また、グローバル・ヘッダーからナビゲーション・フローを切り
替えることもできます。
 

 
グローバル・ヘッダーの部品(左から右):

グローバル・ヘッダーの部品 説明
 (ナビゲータ)

「ナビゲータ」アイコンによって「ナビゲータ」メニューが開かれます。
これは、ビジネス・プロセスのサイトマップであり、アクセスできるす
べてのビジネス・プロセス・ページへのリンクが表示されます。

ノート:

「ナビゲータ」メニューの一部のリンクは、
デスクトップからビジネス・プロセスにア
クセスしている場合にのみ使用可能です。

 (ロゴ: ホー
ム)

ビジネス・プロセスの他の場所で作業中に Oracleロゴをクリックする
と、ホーム・ページに戻ります。Oracleロゴのかわりにカスタム・ロゴ
を表示するには、「外観」ページで「ロゴ・イメージ」を選択します。
現在のビジネス・プロセスの名前です。ビジネス・プロセス名を非表示
にするには、「外観」ページの「ビジネス・プロセス名の表示」オプショ
ンについて「いいえ」を選択します。

 (ホーム)
ホーム・アイコンを使用すると、ホーム・ページが更新されます。また
はビジネス・プロセスの他の場所で作業中にホーム・ページに戻ります。

 (「アクセシビリティ設
定」アイコン)

「アクセシビリティ設定」アイコンをクリックすると、アクセシビリティ
機能が有効になります。

 (ナビゲーション・フロ
ー)

複数のグループに属している場合、またはナビゲーション・フローが役
割に割り当てられている場合に、ナビゲーション・フロー・アイコンを
クリックすると、実行時にナビゲーション・フローを切り替えられます。
ユーザー名をクリックして「設定およびアクション」メニューにアクセ
スします。

作業領域
作業領域に表示されるアイコンは、アクセス権を持っているビジネス・プロセスの各機能領域
にリンクしています。たとえば、「財務」、「ダッシュボード」、「承認」、「データ」があります。
アイコン・ラベルの上に表示された 3つのドットは、そのアイコンによってクラスタと呼ばれ
るサブアイコンのグループが表示されることを示します。
「アカデミ」アイコンは、ビジネス・プロセスの使用に関連する様々なリソースにリンクしま
す。
作業領域のデフォルトの背景イメージをカスタムの背景イメージに置き換えるには、「外観」ペ
ージで「背景イメージ」を選択します。表示形式のカスタマイズを参照してください。
インフォレットのナビゲーション
ビジネス・プロセスでインフォレットを使用して概要レベルの必須情報を示す場合は、グロー
バル・ヘッダーの下に表示されるドットをクリックして調べることができます。ホーム・ペー
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ジの横では、ホーム・ページとインフォレット・ダッシュボード・ページとの間を容易にナビ
ゲートできる矢印も使用できます。
 

 

「お知らせ」パネル
「お知らせ」パネルには、ユーザー名とプロファイル・ピクチャ(設定されている場合)や、サー
ビス管理者によって入力されたシステムに関するお知らせが表示され、自分のアクティビティ
を追跡できます。
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• プロファイル・ピクチャを設定して、ホーム・ページの「お知らせ」パネルの上部に表示
できます。プロファイル・ピクチャを設定するには、「ツール」、「ユーザー・プリファレン
ス」の順にクリックします。
詳細は、Planningの操作のプロファイル・ピクチャの設定を参照してください。

• アクティビティ : システムのお知らせが要約され(発効日でソートした最新のお知らせが一
番上に表示されます)、オープン・タスクがリストされます。「お知らせ」をクリックして
パネルを反転させてお知らせを表示します。「本日期限のタスク」をクリックしてパネルを
反転させて、自分のタスクを表示します。

• 最新: 最近アクセスしたフォームとダッシュボード(最大 15アイテム )へのリンクのリスト
が表示されます。リンクをクリックすると、アイテムがセカンダリ・ウィンドウで起動し
ます。リンクの横の星をクリックすると、お気に入りとしてタグ付けされます。

• お気に入り: お気に入りとしてタグ付けされたフォームまたはダッシュボードへのリンク
のリストが表示され、それらが上書きされないようにします。「お気に入り」のリンクをク
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リックして、アイテムをセカンダリ・ウィンドウで起動します。「お気に入り」にアイテム
を追加するには、「最新」をクリックして最近のユーザー・アクティビティを表示し、アイ
テムの右側にある星をクリックします。

• (「ツアー」): クリックすると、ビジネス・プロセスの主要機能に関するビデオが起動さ
れます。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
デフォルトのレッドウッド・エクスペリエンス・テ
ーマについて調べます。  概要: Cloud EPMの新しいレッドウッド・テ

ーマのお知らせ
インタフェースをカスタマイズしてワークフロー
を合理化する方法を学習します。  概要: Cloud EPMのワークフローのカスタ

マイズ

標準化された Cloud EPMプラットフォームのアーティ
ファクト・ページについて

次のアーティファクト・ページ(リストまたはリスト・ページとも呼ばれる)は、Cloud EPMプ
ラットフォームのビジネス・プロセス全体で共通のユーザー・エクスペリエンスを提供するよ
うに標準化されています:

• ダッシュボード
• インフォレット
• データ
• ルール
• ドキュメント
次の画像は、標準化された「ダッシュボード」ページを示しています。
 

 

アーティファクト・ページの表示
アーティファクト・ページを表示するには、ホーム・ページから、「ルール」、「ダッシュボー
ド」、「データ」、「インフォレット」または「ドキュメント」のアイコンをクリックします。
標準化されたアーティファクト・ページの機能
標準化されたアーティファクト・ページは、ヘッダー領域とリスト領域で構成されます。
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• ヘッダー領域の機能:

 

 

– (グローバル)アクション: アーティファクトの作成、フォルダの作成およびアーティフ
ァクトの変換(アーティファクトの変換が適用可能なアクションの場合)の機能が含ま
れています。「権限の割当」と「移動先」など、リスト領域で複数のアーティファクト
を選択してグローバル・アクションを実行することもできます。

Note:

アーティファクト・ページの「ライブラリ」フォルダに権限を割り当てるに
は、リスト領域でアーティファクトを選択せずにグローバル「アクション」
ボタンをクリックし、「権限の割当」を選択します。

– リフレッシュ: アーティファクト・リストを更新します
– 検索: 検索条件を入力すると、「検索」ボックスの下のドロップダウンに検索結果が表
示されます。[Enter]をクリックすると、リスト領域に検索結果が表示されます。検索
結果には、検索条件が含まれているアーティファクトのすべてのインスタンスがリス
トされます(フォルダ名を含む)。各検索結果には完全なフォルダ・パスが表示されま
す。フォルダ内を検索すると、検索がそのフォルダとそのサブフォルダに絞り込まれ
ます。

Note:

検索では、該当する場合は「名前」、「説明」および「フォルダ」列が考慮さ
れます。

– フィルタ・チップ: フィルタ・チップには、「検索」ボックスに入力された検索条件が
表示されます。フィルタ・チップを選択または削除すると、現在のビューを変更せず
に情報をすばやくフィルタできます。選択可能なオプションのリストが開くようにメ
ニューと結合された、すぐに使用できるフィルタ・チップがいくつか用意されていま
す。たとえば、ダッシュボードの「タイプ」フィルタ・チップは、ダッシュボードを
タイプでフィルタします。「タイプ」フィルタ・チップをクリックし、「ダッシュボー
ド 1.0」または「ダッシュボード 2.0」、あるいはその両方を選択します。

• リスト領域の機能:
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– チェック・ボックスによって複数選択が可能になり、選択したアーティファクトに対
してグローバル・アクションを実行できます。

– 「タイプ」および「フォルダ」の新しい列があります。
– 各列見出しの横にある矢印を使用して、アイテムを昇順または降順にソートします。
– 「フォルダ」列内またはアーティファクト・リストの上に表示されるブレッドクラム内
のハイパーリンクをクリックすることで、ルートおよび親のフォルダにすばやく戻る
ことができます。

– 各アーティファクト・ライン・アイテムには、アイテム固有の「アクション」メニュ
ーがあります。

– グローバル「アクション」メニューまたはライン・アイテム固有の「アクション」メ
ニューのいずれかの「権限の割当」オプションを使用して権限を割り当てます。
グローバル「アクション」メニューの「権限の割当」オプションでは、複数のアーテ
ィファクトまたはフォルダへの権限の割当てがサポートされています。アーティファ
クトまたはフォルダが選択されていない場合は、「ライブラリ」フォルダに権限が割り
当てられます。

– グローバル「アクション」メニューまたはライン・アイテム固有の「アクション」メ
ニューのいずれかの「移動先」オプションを使用してアーティファクトを移動します。
グローバル「アクション」メニューの「移動先」オプションは、宛先フォルダへの複
数のアーティファクトの転送をサポートしています。「移動」ダイアログを表示してい
るときに、スクロールして宛先フォルダを見つけるか、「検索」を使用して宛先フォル
ダをすばやく検索できます。

– 「ダッシュボード」アーティファクトには、ダッシュボードのバージョンを区別する際
に役立つ新しいアイコンがあります:

* : ダッシュボード 1.0

* : ダッシュボード 2.0

– 「ルール」アーティファクトの場合、ライン・アイテム固有の「アクション」メニュー
には、「編集」、「起動」および「権限の割当」のオプションが含まれています。「編集」
はサービス管理者にのみ使用可能で、新しい動的タブ内の Calculation Managerにルー
ルが開きます。

従来のアーティファクト・ページに戻す
標準化される前のアーティファクト・ページのオプションは、使用されるビジネス・プロセス
および表示されるアーティファクトによって異なっていました。デフォルトでは、すべてのア
プリケーションが「ダッシュボード」、「インフォレット」、「データ」、「ルール」および「ドキ
ュメント」の標準化されたアーティファクト・ページを使用するようになりました。ただし、
たとえば、アプリケーションが複合フォームを使用しており、「データ」ページに複合フォーム
を表示する必要がある場合など、従来のアーティファクト・ページを表示するほうがよい場合
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があります。「レガシー・リスト・ページ」アプリケーション設定を使用して、標準化されたア
ーティファクト・ページを従来のページに戻します。
アプリケーションで従来のアーティファクト・ページを使用するように戻すには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックし、「設定」をクリックします。
2. 「その他オプション」で「レガシー・リスト・ページ」設定を見つけ、「はい」を選択して
従来のアーティファクト・ページに戻します。

3. 「保存」をクリックします。
標準化されたアーティファクト・ページの考慮事項
標準化されたアーティファクト・ページについて、次の考慮事項に注意してください:

• 標準インタフェースは、すべての OCI (Gen 2)環境で使用できます。Oracle Cloudクラシ
ック環境では、デフォルトで従来のインタフェースが使用されますが、標準インタフェー
スを有効にするオプションがあります。クラシックから OCIへの移行に関する詳細は、オ
ペレーション・ガイドの米国政府環境の Cloud EPMクラシックから Oracle Cloud
Infrastructure (OCI)への移行を参照してください。

• 標準化された「データ」ページは、複合フォームのリストをサポートしていません。「デー
タ」ページで複合フォームを表示するには、「レガシー・リスト・ページ」アプリケーショ
ン設定を使用して従来のページに戻す必要があります。アプリケーションで従来のアーテ
ィファクト・ページを使用するように戻すには、従来のアーティファクト・ページに戻す
を参照してください。

アプリケーション・インタフェースを使用する際の考
慮事項

アプリケーション・インタフェースを使用する際には、次の考慮事項に注意してください。
• インタフェースでは、iPadおよび Androidタブレットのランドスケープ・モードのみがサ
ポートされます。

• タブレットでのユーザーの操作性は、Androidデバイスより iPadの方が優れています。
• iPadでは Safari Webブラウザを使用し、Androidデバイスでは Google Chromeを使用す
ることをお薦めします。

• Windows 10を使用している場合は、スケーリングが 100%に設定されていないと、インタ
フェースが拡大(ズーム・イン)された状態で表示されることがあります。Windows 10で
は、デフォルトでスケーリングが 125%または 150%になっている場合があります。

• タブレットでレポートを表示するには、PDFビューアが必要です。Adobe PDFビューアを
お薦めしますが、Androidデバイスでは Kindleまたは Polaris Office、iPadでは同様のアプ
リケーションで開くことができます。

• Microsoft ExcelとアプリケーションWebフォーム間のデータのコピーと貼付けの詳細
は、Microsoft ExcelとアプリケーションWebフォーム間でのデータのコピーおよび貼付け
を参照してください。

アプリケーション・アクセス権の管理
次も参照:

• モバイル・デバイスでのアプリケーション・アーティファクトへのアクセスの有効化
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• セルのフォーマットについて
• Microsoft ExcelとアプリケーションWebフォーム間でのデータのコピーおよび貼付け
• 即時保存について
• 自動保存について

モバイル・デバイスでのアプリケーション・アーティファクト
へのアクセスの有効化

フォーム、タスク・リスト、ビジネス・ルールなどのアーティファクトをモバイル・デバイス
で操作するには、サービス管理者がそれらのアーティファクトへのユーザーのアクセスを有効
にする必要があります。
モバイル・デバイスでのアプリケーション・アーティファクトへのアクセスを有効にするには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックしてから、「設定」で、「簡略化されたイン
タフェースへのアクセス」をクリックします。

2. 「簡略化されたインタフェースへのアクセス」で、 (「追加/除去」)をクリックして、フォー
ム、タスクおよびルールのセレクタを起動します。

3. 「セレクタ」で、モバイル・デバイス・アクセスを有効にするフォーム、タスクおよびルー
ルを選択し、「OK」をクリックします。

4. 簡易インタフェースへのアクセスに戻り、「フォーム」、「タスク」および「ルール」タブを
選択して、モバイル・デバイス・アクセスが有効なアーティファクトを表示します。

セルのフォーマットについて
フォームに Oracle Smart View for Officeで保存したフォーマットまたは Planningで設定した
フォーマットを適用できます。
適用するフォーマットを選択するには:

1. フォームで、「アクション」、「適用」の順にクリックします。
2. 次をクリックします。

• セル・スタイル: Planningのフォーマットを使用する場合
• カスタム・スタイル: Smart Viewで保存したフォーマットを使用する場合

Microsoft Excelとアプリケーション Webフォーム間でのデータ
のコピーおよび貼付け

Microsoft Excelからデータをコピーして貼り付けるには:

1. Excelで、1つのセルまたはセル範囲のデータをハイライトして、[Ctrl]を押しながら[C]を
押してデータをクリップボードにコピーします。

2. アプリケーションWebフォームで 1つまたは複数のターゲット・セルをハイライト表示し
て選択し、[Ctrl]を押しながら[V]を押します。

3. クリップボード・ヘルパーが表示されたら、再度[Ctrl]を押しながら[V]を押します。データ
がクリップボード・ヘルパーに貼り付けられます。
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4. 「貼付け」をクリックして、アプリケーションWebフォームにデータを貼り付けます。

即時保存について
ユーザーがフォームで作業する際、「保存」をクリックすると、新規または変更されたデータ
は、フォームの構造が変更されていない場合、確認メッセージが表示されずに即時に保存され
ます。たとえば、(フォームの構造を変更するため)次のいずれかのオプションがフォームに選
択されている場合を除き、即時保存は自動的に動作します:

• 欠落データの抑制
• 欠落ブロックの抑制
• 「保存」で起動されるビジネス・ルールが選択されます(デフォルトの「フォームの計算」
および「通貨の計算」ビジネス・ルール以外)。

自動保存について
「グリッドのプロパティ」オプションの「自動保存の使用可能」がフォームに選択されている場
合、ユーザーがセルから出ると、プロンプトおよびメッセージが表示されることなく、加えた
変更が自動的に保存されます。セルの値はその親に集約され、影響を受けたセルは緑の背景で
表示されます。また、このオプションを選択すると、ユーザーは[Ctrl]を押しながら[Z]を押して
変更を元に戻せます。
次の抑制オプションはフォームの構造を変更するため、自動保存を動作させるには、これらの
オプションをオフにする必要があります。
• 欠落データの抑制
• 欠落ブロックの抑制
このオプションおよびその依存オプションである自動保存時にフォーム・ルールを実行の詳細
は、フォーム・グリッド・プロパティの設定を参照してください。
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3
Planningアプリケーションの作成

プランニングのニーズに基づいてアプリケーションを作成します。
購入したサブスクリプションのタイプに応じて、アプリケーションを作成する 2つのアプロー
チがあります:

• Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceまたは Enterprise
Performance Management Enterprise Cloud Service。Cloud EPMサービス・アプリケーシ
ョンの作成を参照してください。

• Planning and Budgeting Cloudアプリケーション。Planning and Budgeting Cloudアプリ
ケーションの作成を参照してください。

Cloud EPMサービス・アプリケーションの作成
プランニングのニーズに基づいて Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management
Serviceアプリケーションを作成します。
Related Topics

• Cloud EPMサービス
• Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Serviceアプリケーションの作成
• Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceアプリケーションの作成
• どのアプリケーションを Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceお
よび Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Serviceに移行できますか。

• Cloud EPMの URL

• 製品名と用語の変更

Cloud EPMサービス
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementの 2つのサービスがあります:

• Enterprise Performance Management Standard Cloud Service

• Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Service

クラウド・サービスの詳細は、管理者用スタート・ガイドの使用可能な Cloud EPMサブスクリ
プションを参照してください。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
Enterprise Performance Management Standard
Cloud Serviceと Enterprise Performance
Management Enterprise Cloud Serviceの違いを
学習します。

 概要: Cloud EPM Standardまたは Cloud
EPM Enterprise
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目的 視聴するビデオ
Enterprise Performance Management Standard
Cloud Serviceおよび Enterprise Performance
Management Enterprise Cloud Serviceで
Planningを設定する方法を学習します。

 Cloud EPMでの Planningの設定

Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Serviceアプリケ
ーションの作成

ランディング・ページは、アプリケーションを作成したり、開始に役立つ概要ビデオを表示す
るための開始点です。
 

 

各 Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Serviceでは、1つのアプリケーショ
ンを作成できます。アプリケーションの下にある選択をクリックし、使用可能なオプションを
確認します。
アプリケーションを作成するための選択について
Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Serviceのランディング・ページには、
作成できるアプリケーションが表示されます。

ノート:

アプリケーションの作成を開始した後、ランディング・ページには戻れません。ラン
ディング・ページに戻って異なるアプリケーションを作成する場合は、最初に環境を
当初の状態にリセットする必要があります。管理者用スタート・ガイドの異なるビジ
ネス・プロセスへの切替えを参照してください。

アプリケーションを作成するための 3つのオプションがあります。
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• サンプル・アプリケーションを作成します
• 新規アプリケーションが作成されます
• 既存のスナップショットを使用してアプリケーションを作成します
これらのオプションは、次の図のようなアプリケーション固有のランディング・ページに表示
されます:
 

 

Planningアプリケーションの作成
ランディング・ページで「Planning」の選択をクリックし、Planningアプリケーションの作成
に使用可能なオプションを表示します。
• サンプル・アプリケーションを作成: 作成をクリックして、Visionサンプル・アプリケーシ
ョンを自動的に作成します。これはプランニングおよび予算策定プロセスを調査するため
の有用なツールです。サンプル・アプリケーションの作成を参照してください。

• 新規アプリケーションを作成します: 開始をクリックして、Planningアプリケーションを作
成します。ビジネス・ニーズに応じて、カスタム、フリーフォーム、Planningモジュール、
Sales Planningまたは Strategic Workforce Planningまたはプレディクティブ資金予測の
アプリケーションを作成できます。
– カスタム: ビジネス・ルールや割当てなどの複雑なビジネス・ロジックを介してプラン
ニングおよび予算策定のほとんどの要件をサポートします。要件によりアプリケーシ
ョンの高度なカスタマイズが必要な場合は、このオプションを選択します。標準アプ
リケーションの作成を参照してください。
また、「カスタム」タイプのアプリケーションを作成する場合、アプリケーションで使
用する戦略モデリングを有効にするオプションがあります。これを行うには、「アプリ
ケーションの作成: 詳細」画面で「戦略モデリング」オプションを選択します。
カスタム・アプリケーションで使用する戦略モデリングは、アプリケーションの作成
時に有効にしなくても、有効にすることができます。既存の Enterprise Performance
Management Enterprise Cloud Serviceのカスタム・アプリケーションの戦略モデリン
グを有効にするには、カスタム・アプリケーションの戦略モデリングの有効化を参照
してください。

ノート:

単一通貨または複数通貨のアプリケーションを作成できます。複数通貨のカ
スタム・アプリケーションは、単純化された複数通貨を使用して作成されま
す。

– フリー・フォーム: フリーフォーム・アプリケーションをサポートし、通貨、エンティ
ティ、シナリオおよびバージョンの各ディメンションおよびそのメンバー階層を必要
としません。フリーフォーム・アプリケーションは、ディメンションおよびメンバー
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をインポートするためにオンプレミス・デプロイメントからの Essbaseアウトライ
ン・ファイル(OTL)を使用して作成されます。ファイル名はフリーフォーム・アプリケ
ーションのキューブ名の指定に使用されるため、アウトライン・ファイル名に使用で
きるのは最大 8文字です。フリーフォーム・アプリケーションの作成を参照してくだ
さい。
フリーフォーム・アプリケーションへのデータのロードの詳細は、データ統合の管理
のフリー・フォーム・アプリケーションへのデータのロードを参照してください。

– モジュール: 資本、財務、プロジェクト、要員および戦略モデリングに必要なキューブ
を設定します。ベスト・プラクティスおよび業界標準の機能をサポートするアプリケ
ーションを作成するには、このオプションを選択します。Planningモジュールの管理
のアプリケーションの作成を参照してください。

ノート:

単一通貨または複数通貨のアプリケーションを作成できます。複数通貨アプ
リケーションは、単純化された複数通貨を使用して作成されます。

– Sales Planning。「Sales Planning」アプリケーションの作成の詳細は、Sales Planning
の管理の実装チェックリストおよびアプリケーションの作成を参照してください。

– Strategic Workforce Planning。「Strategic Workforce Planning」アプリケーション
の作成の詳細は、Strategic Workforce Planningの管理および操作の実装チェックリス
トおよびアプリケーションの作成を参照してください。

– 「資金予測」。資金予測アプリケーションの作成の詳細は、プレディクティブ資金予測の管理のアプリケーションの設定を参照してください。
• 移行: 移行をクリックし、以前に環境にアップロードしたスナップショットからカスタム

Planningアプリケーションを作成します。前提条件およびスナップショットの互換性につ
いては、管理者スタート・ガイドのどのビジネス・プロセスを Cloud EPMに移行できます
か。を参照してください。

ノート:

戦略モデリングが有効になっていないアプリケーションから作成されたスナップ
ショットをインポートした後に、カスタム・アプリケーションの戦略モデリング
を有効にすることはできません。スナップショットに戦略モデリングアーティフ
ァクトが含まれている場合、戦略モデリングは自動的に有効になります。

移行の管理で次のトピックを参照してください。
– 移行の管理のアーティファクトとアプリケーションのバックアップ
– 移行の管理のサービスへのアーカイブのアップロード
– 移行の管理のスナップショットからのアーティファクトとアプリケーションのインポ
ート
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Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceアプリケ
ーションの作成

ランディング・ページは、アプリケーションを作成したり、開始に役立つ概要ビデオ・ツアー
を表示するための開始点です。
 

 

各 Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceでは、1つのアプリケーショ
ンを作成できます。
アプリケーションを作成するための選択について
Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceのランディング・ページには、
作成できるアプリケーションが表示されます。

ノート:

アプリケーションの作成を開始した後、ランディング・ページには戻れません。ラン
ディング・ページに戻って異なるアプリケーションを作成する場合は、最初に環境を
当初の状態にリセットする必要があります。管理者用スタート・ガイドの異なるビジ
ネス・プロセスへの切替えを参照してください。

アプリケーションを作成するための 2つのオプションがあります。
• 独自の設定を選択したアプリケーションの作成
• 既存のスナップショットを使用したアプリケーションの作成
これらのオプションは、次の図のようなアプリケーション固有のランディング・ページに表示
されます:
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Planningアプリケーションの作成
ランディング・ページで「Planning」の選択をクリックし、Planningアプリケーションの作成
に使用可能なオプションを表示します。

ノート:

アプリケーションには、1つのカスタム入力キューブと 1つのレポート・キューブの
みを使用できます。

• 新規アプリケーションを作成します: 開始をクリックし、モジュールベース Planningアプ
リケーションを作成します。Planningモジュールの管理のアプリケーションの設定を参照
してください。

• 移行: 移行をクリックし、以前に環境にアップロードしたスナップショットから Standard
Planningアプリケーションをインポートします。前提条件およびスナップショットの互換
性については、どのアプリケーションを Enterprise Performance Management Standard
Cloud Serviceおよび Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Serviceに移
行できますか。を参照してください。
移行の管理で次のトピックを参照してください。
– アーティファクトとアプリケーションのバックアップ
– サービスへのアーカイブのアップロード
– スナップショットからのアーティファクトとアプリケーションのインポート

どのアプリケーションを Enterprise Performance Management
Standard Cloud Serviceおよび Enterprise Performance Management
Enterprise Cloud Serviceに移行できますか。

次のアプリケーションには、Enterprise Performance Management Standard Cloud Service環
境および Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Service環境でアプリケーシ
ョンを作成するために、スナップショットを移行するオプションが用意されています。
• Planning

• Financial Consolidation and Close
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• Account Reconciliation

• Profitability and Cost Management

• Tax Reporting

• Data Management

ノート:

Tax Reporting、データ管理および Profitability and Cost Managementアプリケーショ
ンは、Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceでは使用できま
せん。

これらの移行シナリオは常にサポートされています
• Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceまたは Enterprise

Performance Management Enterprise Cloud Serviceアプリケーションを移行できます。
たとえば、Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceアプリケーショ
ンのスナップショットを作成した後、サービスを再作成しました。スナップショットを使
用して Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceアプリケーションを
再作成できます。

• Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceまたは Enterprise
Performance Management Enterprise Cloud Serviceのテスト環境で作成されたスナップ
ショットを本番環境に移行したり、その逆を実行できます。

• 従来の環境では、テスト環境から本番環境へのスナップショットの移行(およびその逆)は、
両方の環境で同じ Oracle Essbaseバージョンが使用されている場合にサポートされます。
非ハイブリッド Essbaseを使用する従来の環境からハイブリッド Essbaseを使用する環
境に移行することもできますが、その逆はできません。詳細は、管理者用スタート・ガイドで Cloud EPMの Essbaseについてを参照してください。

これらの移行シナリオはサポートされていません
• Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceまたは Enterprise

Performance Management Enterprise Cloud Serviceから従来の環境へのスナップショッ
トの移行。

• ハイブリッド Essbaseを使用する環境から取得されたスナップショットの非ハイブリッ
ド Essbaseを使用する環境への移行。

• Enterprise Performance Management Standard Cloud Service、Enterprise Performance
Management Enterprise Cloud Serviceまたは従来の環境からオンプレミス・デプロイメン
トへのスナップショットの移行。

従来の Cloud EPMのスナップショットの移行パス
従来のスナップショットとは、Enterprise Performance Management Standard Cloud Service
環境または Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Service環境でない Oracle
Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境から取得されたスナップショットを
指します。デフォルトでは、これらの環境は、ハイブリッド・キューブをサポートしない Oracle
Essbaseバージョン(非ハイブリッド Essbaseと呼ばれる)で構成されます。
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次の従来の環境ではハイブリッド BSOキューブを有効にできるため、ハイブリッド・キュー
ブをサポートする Essbaseバージョン(ハイブリッド Essbaseと呼ばれる)ですでに構成され
ている場合があります。
• Enterprise Planning and Budgeting Cloud

• Planning and Budgeting Cloud (Plus Oneオプション付き)

Cloud EPM での Essbaseの使用の詳細は、管理者用スタート・ガイドの Cloud EPMの
Essbaseについてを参照してください。
従来の環境では、recreate EPM自動化ユーティリティ・コマンドを使用したセルフサービス
操作を利用して、非ハイブリッド Essbaseをハイブリッド Essbaseにアップグレードできま
す。Essbaseのアップグレード後に、Enterprise Planning and Budgeting Cloudでハイブリッ
ド BSOキューブを有効にできます。

ノート:

従来の Planning and Budgeting Cloud環境をアップグレードして、ハイブリッド
Essbaseを使用できます。ただし、これらの環境でハイブリッド BSOキューブの使
用を有効にすることはできません。

表 3-1 従来の Cloud EPMのスナップショットの移行シナリオ

従来のスナップショット・
ソース

使用可能な移行パス 使用できない移行パス

Planning and Budgeting
Cloud (非ハイブリッド
Essbase)

• Enterprise Performance
Management Enterprise
Cloud Serviceのカスタム

• 従来の Planning and
Budgeting Cloud (非ハイブリッ
ド Essbase)

• 従来の Planning and
Budgeting Cloud (ハイブリッド
Essbase)

• Enterprise Performance
Management Enterprise
Cloud Service (Planningモジ
ュール、フリーフォーム)

• Enterprise Performance
Management Standard Cloud
Serviceの Planning

Planning and Budgeting
Cloud (Plus Oneオプショ
ン付き) (ハイブリッドまた
は非ハイブリッド
Essbase)

• Enterprise Performance
Management Enterprise
Cloud Serviceの Planningモジ
ュール

• 従来の Planning and
Budgeting Cloud (Plus Oneオ
プション付き) (ハイブリッドま
たは非ハイブリッド Essbase)

• Enterprise Performance
Management Standard Cloud
Service

• Enterprise Performance
Management Enterprise
Cloud Service (フリーフォー
ム、カスタム)

• 従来の Planning and
Budgeting Cloud (非ハイブリッ
ド Essbase)

Enterprise Planning and
Budgeting Cloud (非ハイ
ブリッド Essbase)

• 従来の Enterprise Planning
and Budgeting Cloud (非ハイ
ブリッドまたはハイブリッド
Essbase)

• Enterprise Performance
Management Enterprise
Cloud Service (Planningモジ
ュール)

• Enterprise Performance
Management Standard Cloud
Service

• Enterprise Performance
Management Enterprise
Cloud Service (カスタム、フリ
ーフォーム)
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表 3-1 (続き) 従来の Cloud EPMのスナップショットの移行シナリオ

従来のスナップショット・
ソース

使用可能な移行パス 使用できない移行パス

Enterprise Planning and
Budgeting Cloud (ハイブ
リッド Essbase)

• 従来の Enterprise Planning
and Budgeting Cloud (ハイブ
リッド Essbase)

• Enterprise Performance
Management Enterprise
Cloud Service (Planningモジ
ュール)

• Enterprise Performance
Management Standard Cloud
Service

• Enterprise Performance
Management Enterprise
Cloud Service (カスタム、フリ
ーフォーム)

• 従来の Enterprise Planning
and Budgeting Cloud (非ハイ
ブリッド Essbase)

• *オンプレミス 11.2.x
Planning

• オンプレミス 11.1.2.4
Planning

• オンプレミス 11.1.2.3
Planning

*Essbase 21cを使用する
オンプレミス 11.2.x
Planningは、Cloud EPM
に移行できません。

• Enterprise Performance
Management Enterprise
Cloud Serviceのカスタム

• 従来の Planning and
Budgeting Cloud

• Enterprise Performance
Management Standard Cloud
Service

• Enterprise Performance
Management Enterprise
Cloud Service (Planningモジ
ュール、フリーフォーム)

• 従来の Enterprise Planning
and Budgeting Cloud (非ハイ
ブリッド Essbase)

Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceおよび Enterprise
Performance Management Enterprise Cloud Serviceのスナップショットの移
行パス

Oracle Essbaseを使用するすべての Enterprise Performance Management Standard Cloud
Serviceおよび Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Service環境では、ハイ
ブリッド・キューブをサポートできる最新バージョンの Essbaseが使用されます。デフォルト
では、カスタム Planning、Planningモジュールおよびフリーフォーム・アプリケーションで
は、ハイブリッド BSOキューブが使用されます。管理者用スタート・ガイドの Cloud EPMの
Essbaseについてを参照してください。
表 3-2 Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceおよび Enterprise
Performance Management Enterprise Cloud Serviceのスナップショットの移行シナリオ

スナップショット・ソ
ース

使用可能な移行パス 使用できない移行パス

Enterprise
Performance
Management
Standard Cloud
Serviceの Planning

• Enterprise Performance
Management Standard
Cloud Serviceの
Planning

• Enterprise Performance
Management Enterprise
Cloud Serviceの
Planningモジュール

• Enterprise Performance Management
Enterprise Cloud Service (フリーフォー
ム、カスタム)

• 従来の Planning and Budgeting Cloud
• 従来の Enterprise Planning and

Budgeting Cloud
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表 3-2 (続き) Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceおよび
Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Serviceのスナップショットの移
行シナリオ

スナップショット・ソ
ース

使用可能な移行パス 使用できない移行パス

Enterprise
Performance
Management
Enterprise Cloud
Serviceカスタム
Planning

Enterprise Performance
Management Enterprise
Cloud Serviceカスタム
Planning

• Enterprise Performance Management
Enterprise Cloud Service

• Enterprise Performance Management
Enterprise Cloud Service (フリーフォー
ム、Planningモジュール)

• 従来の環境(ハイブリッド Essbaseを使用
する環境を含む)

Enterprise
Performance
Management
Enterprise Cloud
Serviceの Planning
モジュール

Enterprise Performance
Management Enterprise
Cloud Serviceの Planningモ
ジュール

• Enterprise Performance Management
Standard Cloud Service

• Enterprise Performance Management
Enterprise Cloud Service (カスタム、フ
リーフォーム)

• 従来の環境(ハイブリッド Essbaseを使用
する環境を含む)

Enterprise
Performance
Management
Enterprise Cloud
Serviceフリーフォー
ム

Enterprise Performance
Management Enterprise
Cloud Serviceフリーフォーム

• Enterprise Performance Management
Standard Cloud Service

• Enterprise Performance Management
Enterprise Cloud Service (カスタム、
Planningモジュール)

• 従来の環境(ハイブリッド Essbaseを使用
する環境を含む)

Planningのスナップショットの移行
これらの Planningの移行シナリオがサポートされています。
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ノート:

• 従来のアプリケーションとは、Enterprise Performance Management Enterprise
Cloud Serviceまたは Enterprise Performance Management Standard Cloud
Service以外の最新の更新からのアプリケーションを指します。

• 従来の Planning and Budgeting Cloud、Enterprise Planning and Budgeting Cloud
および Planning and Budgeting Cloud (Plus Oneオプション付き)からアプリケ
ーションを移行すると、ハイブリッド・キューブに変換できる標準 BSOキュー
ブが作成されます。

• オンプレミス Planningアプリケーションを Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementに移行する手順は、移行の管理のオンプレミス・アプ
リケーションの Cloud EPMへの移行を参照してください。

ノート:

Groovyベースのビジネス・ルールおよびテンプレートを、Groovyをサポートしてい
ないビジネス・プロセスにインポートしようとすると失敗します。たとえば、
Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceの Planningおよび
Financial Consolidation and Closeのビジネス・プロセスは、Groovyベースのビジネ
ス・ルールをサポートしていません。Enterprise Performance Management Standard
Cloud Service Planningの Planningビジネス・プロセスへの、Groovyをサポートし
ているアプリケーション(たとえば、Enterprise Performance Management Enterprise
Cloud Serviceビジネス・プロセスなど)からエクスポートしたビジネス・ルールおよ
びテンプレートのインポートは失敗となります。

Cloud EPMの URL
Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceおよび Enterprise Performance
Management Enterprise Cloud Serviceのインスタンスにプロビジョニングされたお客様は、次
のような URLを使用して環境にアクセスします:

• 本番環境の URL: https://epm-idDomain.epm.dataCenter.oraclecloud.com/epmcloud
• テスト環境の URL: https://epm-test-idDomain.epm.dataCenter.oraclecloud.com/

epmcloud
たとえば、exampleDCデータ・センターのアイデンティティ・ドメイン exampleDoMでプロビジ
ョニングされた Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境では、URLは
次のようになります:

• 本番環境: https://epm-exampleDoM.epm.exampleDC.oraclecloud.com/epmcloud
• テスト環境: https://epm-test-exampleDoM.epm.exampleDC.oraclecloud.com/epmcloud
サービス管理者は、一意の URLをユーザーに提供する責任があります。
これは、各アプリケーションが個別のコンテキストを使用して環境にアクセスする Cloud EPM
の以前のバージョンからの変更点です。管理者用スタート・ガイドのサンプルの Cloud EPM
URLを参照してください。
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製品名と用語の変更
Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceおよび Enterprise Performance
Management Enterprise Cloud Serviceでは、製品名および用語の一部を変更しましたが、ガイ
ド、学習パス、ビデオ、スクリーンショット、オンライン・ヘルプなどのユーザー支援資料に
は反映されていない可能性があります。
表 3-3 製品名と用語の変更

従来の用語 新しい用語
Planning and Budgeting Cloud Planning
Enterprise Planning and Budgeting Cloud Planning
Enterprise Planning and Budgeting Cloudのビ
ジネス・プロセス(例: 要員)

Planningモジュール
Enterprise Performance Reporting Cloud Narrative Reporting
Cloud EPMサービス ビジネス・プロセス

Planning and Budgeting Cloudアプリケーションの作成
プランニングのニーズに基づいて、Planning and Budgeting Cloudアプリケーションを作成し
ます。
Related Topics

• Planning and Budgeting Cloudアプリケーションの作成について
• アプリケーション・タイプの選択
• レポート・アプリケーションの作成
• サンプル・アプリケーションの作成
• 標準アプリケーションの作成
• 設定オプションの選択
• Planning and Budgeting Cloud URL

• 製品ツアーを見る

Planning and Budgeting Cloudアプリケーションの作成について
ビジネス・ニーズを満たすように要件を判別してアプリケーションを設計するための、ガイド
ラインとベスト・プラクティスが用意されていますので、Planning and Budgeting Cloudアプ
リケーションを作成する前にご覧ください。
• アプリケーションを設計するベスト・プラクティスを参照してください。
• 「クイック・ツアーを見る」をクリックします。詳細は、製品ツアーを見るを参照してくだ
さい。

アプリケーションを作成するには:

1. ログインして、「Finance」の下の「開始」を選択してから、「Planning & Budgeting」を
選択します。
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2. 作成するアプリケーションのタイプを選択します。アプリケーション・タイプの選択を参
照してください。
• レポート・アプリケーションの作成
• サンプル・アプリケーションの作成
• 標準アプリケーションの作成
• 設定オプションの選択

ビデオ

目的 視聴するビデオ
Planning and Budgeting Cloudアプリケーション
の作成方法について学習します。  Oracle Planning and Budgeting Cloudでの

Planningアプリケーションの作成
チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。

目的 方法の学習
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementのサービス、インスタンス、ビジネ
ス・プロセスおよび機能の概要を確認し、Cloud
EPMサービスの Standardおよび Enterpriseのサ
ブスクリプションで Planningビジネス・プロセス
を作成する方法について学習します。

 Planningビジネス・プロセスの作成

アプリケーション・タイプの選択
アプリケーション・タイプを選択します:

• 標準: ビジネス・プロセスの拡張アプリケーションを構築します。次の 2つのオプションか
ら選択します。
– サンプル: 用意されているサンプル Visionアプリケーションを使用して、デモ・アプリ
ケーションを素早く自動的に作成します。サンプル・アプリケーションの作成を参照
してください。

– 新規: 拡張カスタム・アプリケーションを構築します。標準アプリケーションの作成を
参照してください。

• Enterprise: カスタム・アプリケーションを構築するか、事前定義済ビジネス・プロセスを
使用して財務、要員、資本およびプロジェクトの各アプリケーションを作成します。戦略
モデリング・ソリューションを構築することもできます。Planningモジュールの管理を参
照してください。

• レポート: 時間をかけて展開する基本アプリケーションを構築します。レポート・アプリケ
ーションの作成を参照してください。

レポート・アプリケーションの作成
レポート・アプリケーションは、1つのキューブと、すぐに起動して実行する必要があるコア・
コンポーネントで構成される基本アプリケーションです。より複雑なビジネス・ロジックが必
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要であると後から判断した場合は、レポート・アプリケーションを標準または Enterpriseアプ
リケーションに変換できます。
レポート・アプリケーションは:

• 1つのキューブで構成されます
• さらにディメンションを追加できます
• MDXメンバー式のみ許可します
• ビジネス・ルール、マップ・レポート、データのコピー、バージョンのコピー、為替レー
トまたは通貨換算はサポートしません

• 標準または Enterpriseアプリケーションに変換できます

ノート:

– レポート・アプリケーションを標準アプリケーションに変換するには、標準
アプリケーションへの変換を参照してください。

– レポート・アプリケーションを Enterpriseアプリケーションに変換するには、
標準アプリケーションまたはレポート・アプリケーションの Enterpriseアプ
リケーションへの変換を参照してください。

レポート・アプリケーションのデフォルトのディメンションと特性:

• 勘定科目: ルート・メンバーのみ提供されます。
• エンティティ : ルート・メンバーのみ提供されます。
• 期間: セットアップ中に提供された回答に基づいてメンバーが作成されます。ユーザーは
代替階層を後で追加できます。期首残高および「年合計」期間が提供されます。

• 年: 年、履歴および将来の年の数が、アプリケーションの作成時に選択した値に基づいて分
割されます。親であるすべての年が提供されます。後で年を追加できます。年のデフォル
ト数は 10です。

• シナリオ: 「プラン」、「実績」、「予測」、「差異」および「差異コメント」の 5つのシナリオ
が用意されています。

• バージョン: 「ベース」、「What If」および「最終」の 3つのバージョンが用意されていま
す。ベース(子メンバー)+What If(子メンバー)=最終(親メンバー)などの階層バージョンが
許可されます。

ノート:

汎用メンバーはディメンションに追加されません。

レポート・アプリケーションを作成するには:

1. 「レポート」をクリックします。
2. アプリケーションの名前と説明を入力します。
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ノート:

必ず、命名規則に記載されているアプリケーションの命名規則に従ってください。

3. アプリケーションには、プランニング・プロセスの初期フレームワークを作成するために
選択できる設定オプションが用意されています。選択するオプションを決定する際に詳細
情報が必要な場合は、設定オプションの選択を参照してください。

4. サマリー画面を確認し、選択した設定が正しい場合は「作成」をクリックします。
アプリケーションを作成したら、次のステップを実行して移入します:

• インポート機能を使用して、メタデータをインポートします。メタデータのインポートを
参照してください。

• ソース・システムからデータをインポートして、データを移入します。データのインポー
トとエクスポートを参照してください。

サンプル・アプリケーションの作成
Planningには、Visionと呼ばれるサンプル・アプリケーションが用意されており、それを使用
することで、アーティファクトとデータを含むアプリケーションをすばやく作成できます。

ノート:

標準アプリケーションを作成するには、標準アプリケーションの作成を参照してくだ
さい。

サンプル・アプリケーションを自動的に作成するには、「標準」をクリックし、「サンプル」を
クリックします。アプリケーションの作成が完了すると(これには数分かかります)、「アプリケ
ーションは正常に作成されました」というメッセージが表示されます。
作成した後でアプリケーションを管理するには、アプリケーションの管理を参照してください。

標準アプリケーションの作成
標準アプリケーションは、2つのキューブで構成され、キューブをさらに追加することもでき
る拡張アプリケーションです。ビジネス・ルールや割当てなどの複雑なビジネス・ロジックが
サポートされています。標準アプリケーションをレポート・アプリケーションに変換すること
はできません。
標準アプリケーションは:

• ディメンションを追加できます
• アプリケーションの作成時に作成したブロック・ストレージ・キューブに対してサンドボ
ックスを有効にします。(キューブの作成時にカスタム・キューブに対してサンドボックス
を有効にすることもできます。)

• カスタム・カレンダをサポートします(月の週まで)

• ビジネス・ルールをサポートします
• メンバー式を使用できます
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• レポート・アプリケーションには変換できません
• Enterpriseアプリケーションに変換できます

ノート:

標準アプリケーションを Enterpriseアプリケーションに変換するには、標準アプ
リケーションまたはレポート・アプリケーションの Enterpriseアプリケーション
への変換を参照してください。

標準アプリケーションを作成するには:

1. 「標準」をクリックします。
2. 「新規」をクリックします。
3. アプリケーションの名前と説明を入力します。

ノート:

必ず、命名規則に記載されているアプリケーションの命名規則に従ってください。

4. アプリケーションには、プランニング・プロセスの初期フレームワークを作成するために
選択できる設定オプションが用意されています。設定オプションの詳細は、設定オプショ
ンの選択を参照してください。

5. サマリー画面を確認し、選択した設定が正しい場合は「作成」をクリックします。
標準アプリケーションを作成したら、次のステップを実行してデータを移入します。
• インポート機能を使用して、アプリケーション・メタデータをインポートします。メタデ
ータのインポートを参照してください。

• ソース・システムからデータをインポートして、アプリケーション・データを移入します。
データのインポートとエクスポートを参照してください。

設定オプションの選択
次も参照:

• カレンダおよびタスク・フロー・タイプの設定
アプリケーションのカレンダおよびタスク・フロー・タイプを設定します。期間頻度、開
始年と終了年、会計期間、およびローリング予測の有効化を設定できます。その後、どの
タスク・フロー・タイプを使用するかを指定できます。

• 通貨の設定
アプリケーションに対して主要通貨を指定し、複数通貨をアプリケーションでサポートす
るかどうかを設定します。

• キューブ名のカスタマイズ
アプリケーションで使用される入力(ブロック・ストレージ)キューブとレポート(集約スト
レージ)・キューブのカスタム名を指定します。

• カスタム・ディメンションおよびメタデータの設定
データ値をディメンションに分類します。ディメンションの合計は最大 32個です。
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カレンダおよびタスク・フロー・タイプの設定
アプリケーションのカレンダおよびタスク・フロー・タイプを設定します。期間頻度、開始年
と終了年、会計期間、およびローリング予測の有効化を設定できます。その後、どのタスク・
フロー・タイプを使用するかを指定できます。
カレンダによって、アプリケーションの期間頻度、開始年と終了年、会計年度の最初の月(月次
の場合)、または最初の会計期間の開始日(週次または四半期ごとの場合)が決定され、ローリン
グ予測および期間を有効化できます。
会計年度に対し、会計年度の最初の月を設定して、会計年度が同じカレンダ年または前のカレ
ンダ年のどちらで開始するかを指定します。数式を使用するなどにより、カレンダ年に基づく
計算を後で設定できます。アプリケーション用の式を設定する際、[TPDate]や[FirstDate]などの
数式は、アプリケーションの開始が同じカレンダ年なのか前のカレンダ年なのかによって、結
果が異なることに注意してください。
この画面で、アプリケーションに「タスク・フロー・タイプ」を選択することもできます:

• タスク・リスト: タスク・リストは、タスク、手順および終了日を一覧表示することで、ユ
ーザーにプランニング・プロセスの手順を示す従来の機能です。
タスク・リストの詳細は、タスク・リストの管理を参照してください。

• EPM Task Manager: これは、新しいアプリケーションに対するデフォルト・オプションで
す。EPM Task Managerは、すべてのタスクを集中モニタリングし、アプリケーションの
実行を記録するための目に見える自動化された繰返し可能なシステムを提供します。
EPM Task Managerの詳細は、タスク・マネージャを使用したタスクの管理を参照してく
ださい。

ノート:

アプリケーション作成後に、「タスク・フロー・タイプ」を「タスク・リスト」から
「タスク・マネージャ」に切り替えることができます。ただし、既存のタスク・リス
トをタスク・マネージャに移行したり、タスク・マネージャを有効にした後でタス
ク・リストに戻すことはできません。従来のタスク・リストを引き続き使用する場合
は、アプリケーションの作成時に「タスク・リスト」オプションを選択します。タス
ク・マネージャの有効化の詳細および切替えに関するその他の重要な考慮事項の確認
方法は、Planning内からのタスク・マネージャの有効化を参照してください。

カレンダおよびタスク・フロー・タイプを設定するには:

1. 「期間頻度」を選択します:

• 月次
• 毎週
• 四半期ごと
• カスタム

2. アプリケーションの「開始年と終了年」を選択します。
3. 「期間頻度」に基づいて会計年度の情報を指定します:

• 「月次」で、会計年度の最初の月を選択します
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最初の月が 1月以外のアプリケーションを作成する場合は、「会計年の開始日」も選択
する必要があります。このパラメータの選択は、年ディメンションを正しく作成し、
基礎となる期間の計算を行うために重要です。詳細は、カレンダについてを参照して
ください。

• 「週次」および「四半期ごと」で、最初の会計期間の開始日を指定します
4. 頻度を「月次」に設定した場合、「週次配分」オプションとして「均等」、445、454または

544を選択します。
週次配分により、月の会計週数に基づいて月次配分パターンが設定されます。この選択に
よって、サマリー期間のデータを基本期間内にどう分布させるかが判別されます。ユーザ
ーが、四半期などのサマリー期間に、データを入力する際、サマリー期間内の基本期間に
値が分散されます。
「均等」以外の週次配分パターンを選択した場合、アプリケーションは、四半期の値をそれ
らが 13週に分割されているかのように処理し、選択したパターンに従って週を分散しま
す。たとえば、5-4-4を選択すると、四半期の最初の月は 5週、最後の 2か月は 4週あるこ
とになります。

5. ローリング予測を有効化して期間を設定するかどうかを決定します。ローリング予測につ
いてを参照してください。

6. アプリケーションのタスク・フロー・タイプを選択します:

• タスク・リスト: タスク、手順および終了日を一覧表示することで、ユーザーにプラン
ニング・プロセスの手順を示します。
タスク・リストの詳細は、タスク・リストの管理を参照してください。

• EPM Task Manager: これは、新しいアプリケーションに対するデフォルト・オプショ
ンです。EPM Task Managerは、すべてのタスクを集中モニタリングし、アプリケー
ションの実行を記録するための目に見える自動化された繰返し可能なシステムを提供
します。
EPM Task Managerの詳細は、タスク・マネージャを使用したタスクの管理を参照し
てください。

カレンダについて
「会計年の最初の月」で 1月以外を選択する 12か月カレンダでは、「会計年の開始日」も選択
する必要があります。このパラメータの選択は、年ディメンションを正しく作成し、基礎とな
る期間の計算を行うために重要です。
「会計年の開始日」オプション:

• 「同じカレンダ年」。会計年(FY)が現在のカレンダ年(CY)で始まるように設定します。
たとえば、12か月カレンダでは、開始期間が 6月の 2025年を選択すると、開始年が FY25
として作成され、Jun-CY25から May-CY26と定義されます。

• 「前のカレンダ年」。会計年(FY)が前のカレンダ年(CY)で始まるように設定します。
たとえば、12か月カレンダでは、開始期間が 6月の 2025年を選択すると、開始年が FY25
として作成され、Jun-CY24から May-CY25と定義されます。

次の表は、「会計開始年」を 2025と仮定して、「会計年の最初の月」および「会計開始年」オ
プションがアプリケーションのカレンダに与える影響の例を示しています。
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Table 3-4    12か月カレンダの「会計年の最初の月」と「会計年の開始日」のカレンダ・オプ
ションの例

会計年度の最初の月 会計年開始日 期間 - 年 年ディメンション
1月 該当なし。このオプショ

ンは、会計年の最初の月
として 1月が選択されて
いる場合は使用できませ
ん。

Jan-CY25から Dec-
CY25

FY25

7月 同じカレンダ年 Jul-CY25から Jun-CY26 FY25
7月 前のカレンダ年 Jul-CY24から Jun-CY25 FY25
2月 同じカレンダ年 Feb-CY25から Jan-CY26 FY25
2月 前のカレンダ年 Feb-CY24から Jan-CY25 FY25
12月 同じカレンダ年 Dec-CY25から Nov-

CY26
FY25

12月 前のカレンダ年 Dec-CY24から Nov-
CY25

FY25

通貨の設定
アプリケーションに対して主要通貨を指定し、複数通貨をアプリケーションでサポートするか
どうかを設定します。
通貨を設定するには:

1. アプリケーションの設定時に、アプリケーションの主要通貨を選択します。
2. アプリケーションで複数の通貨をサポートするかどうかを指定し、サポートする場合は、
次のいずれかの複数通貨オプションを選択します。
• 標準: 通貨ディメンションおよび HSP_Ratesと呼ばれる為替レートを保管する非表示
のディメンションを作成します。標準複数通貨についてを参照してください。モジュ
ールおよびカスタム・アプリケーション・タイプでは使用できません。

• 簡易: 通貨ディメンションを作成し、為替レートを保管する追加勘定科目を追加しま
す。簡易複数通貨についてを参照してください。

アプリケーションの作成後は、このオプションを変更できません。レベル 0のメンバーは、
基本通貨にかかわらず、複数通貨に対応できます。キューブ全体で同じ通貨と為替レート
が使用されます。

簡易複数通貨について
簡易複数通貨アプリケーションでは、1つの通貨ディメンションがアプリケーションに追加さ
れ、為替レートは勘定科目ディメンションに保管されます。
簡易複数通貨アプリケーションを操作するワークフローは、次のとおりです。
1. アプリケーションの作成中には、通貨換算を実行するときアプリケーション全体で基準と
なる主要通貨を選択します。

2. アプリケーションの作成後には、通貨ディメンションで、アプリケーションの通貨ごとに
通貨メンバーを作成します。作成した通貨メンバーは、入力通貨の下にリストされます。
データは入力通貨で入力またはロードされ、エンティティと勘定科目など任意の組合せで、
データは複数の入力通貨に入力またはロードすることができます。
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3. 通貨メンバーを作成するときには、追加する通貨がレポート通貨でもあると指定すること
ができます。通貨をレポート通貨に指定するには、「レポート通貨」を選択します

ノート:

アプリケーションごとに主要通貨は 1つですが、レポート通貨は複数を持つこと
ができます。

4. 通貨ディメンションにセキュリティを割り当て、通貨ディメンション・メンバーをユーザ
ー・アクセスに基づいて読取り専用にできます。通貨ディメンションに対してセキュリテ
ィを有効にするには、「ディメンション・プロパティの編集」タブをクリックしてから、「セ
キュリティの適用」を選択します。ディメンション・プロパティの編集を参照してくださ
い。

5. カスタム集約ストレージ・キューブを使用する簡易複数通貨アプリケーションの場合、カ
スタム集約ストレージ・キューブに対して勘定科目、期間および通貨ディメンションを有
効にする必要があります。デフォルト集約ストレージ・キューブ内のディメンションはす
べてデフォルトで有効化されていますが、カスタム集約ストレージ・キューブに対してこ
れらのディメンションを手動で有効化する必要があります。カスタム集約ストレージ・キ
ューブに対して勘定科目、期間および通貨ディメンションを有効にするには、各ディメン
ションのディメンション・プロパティを編集し、集約ストレージ・キューブに対してディ
メンションを有効化するよう選択します。ディメンション・プロパティの編集を参照して
ください。

6. アプリケーションをリフレッシュします。通貨の計算ルールは、入力値を現在の通貨から
レポート通貨に換算します。換算レートは、入力通貨からアプリケーションの主要通貨へ
の方向で計算されます。入力通貨からすべてのレポート通貨への方向では、トライアンギ
ュレーションが使用されます。

7. アプリケーションの作成中に自動的に作成されてシードされる換算レート・フォームに、
換算レート・データを入力します。換算レート・フォームは、「主要通貨に対する為替レー
ト」と呼ばれ、たとえば「USDに対する為替レート」などがあります。すべての入力通貨
について、主要通貨に対する換算レートを期間別に入力します。換算データを確認するす
べての交差について値を入力する必要があります。

ノート:

換算レート・テンプレートをエクスポートして、通貨換算レートを入力およびロ
ードすることもできます。簡易複数通貨アプリケーションの為替レート・タイプ
のインポートを参照してください。

為替レートは、勘定科目ディメンションに格納され、外貨を基本通貨に換算するために使
用される期末レートおよび平均レートを含みます。これらのレートは、「FXレート-平均」
および「FXレート-期末」に格納されます。これらのレートはロックされており、削除で
きません。表示権限を持つユーザーは、「主要通貨に対する為替レート」フォームで通貨の
レートを表示できます。
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ノート:

• 為替レート勘定科目はロックされているため、為替レート勘定科目にある勘
定科目メンバーを、為替レートから外に移動することはできません。為替レ
ート・メンバーを為替レート勘定科目の外に移動するには、そのメンバーを
削除したうえで、新しい場所に再度追加する必要があります。

• 「エンティティなし」メンバーは、通貨換算レートを保管するために使用され
るロックされたメンバーです。簡易複数通貨アプリケーションでは「エンテ
ィティなし」メンバーに対する変更は許可されておらず、「エンティティな
し」から共有メンバーを作成できません。

8. レポート通知の値を表示するには 2つの方法があります。
• フォーム上の「通貨の計算」ルール: データ入力フォームで、「通貨の計算」ビジネス・
ルールを追加します。このルールを追加するには、「アクション」メニューをクリック
し、「ビジネス・ルール」オプションを選択します。「保存後に実行」または「ロード
前に実行」のビジネス・ルール・プロパティを使用できます。入力通貨にデータを入
力し、通貨の計算ルールを実行していると、通貨が換算され、レポート通貨フォーム
に表示されます。

ノート:

– 作成したフォームは、シナリオ、バージョンおよび年について、「主要通貨に対する為替レート」フォームと同じ交差であることを確認してくだ
さい。

– 入力フォームと換算フォームの両方が同じ構造で、違いは通貨のみであ
ることを確認します。

– 入力を指定するフォームに、「通貨の計算」ルールを関連付けます。フォ
ームにデータを保存するときに自動的にこれらのルールが実行されるよ
うにフォームを設定できます。そうしない場合は、ユーザーがルールを
手動で起動して、ある通貨からレポート通貨にデータを変換する必要が
あります。ルールの実行後、換算された値を表示するフォームを開くか、
通貨ディメンションからその通貨のメンバーを選択して、換算された値
を表示します。

– 「通貨の計算」ルールはブロック・ストレージ・キューブのフォームに関
連付けられます。簡易通貨換算は、集約ストレージ・キューブではサポ
ートされません。

– シナリオ期間に定義された範囲に基づいて、フォームおよびバッチ通貨
ルールで通貨計算を制限できます。「アプリケーション設定」で、「シナ
リオ期間に基づいた通貨計算の有効化」に対して「はい」を選択します。

• カスタム・ルールの作成および起動: カスタム・ルールを作成するには、ホーム・ペー
ジで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で「通貨換算」をクリック
します。「通貨」で、レポート通貨を入力します。次に、「シナリオ」、「バージョン・
タイプ」、「バージョン」の詳細を入力します。通貨換算ルールを計算する「年」を指
定します。「保存」をクリックします。ルールを起動するには、ホーム・ページで「ル
ール」をクリックします。ビジネス・ルールの右側にある「起動」をクリックします。
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ノート:

シナリオ期間に基づいて通貨計算を有効化した場合、「年」を指定することは
できず、1つの「シナリオ」のみを指定できます。

ノート:

通貨換算スクリプトの動作(シナリオ定義に基づいて通貨の計算を考慮するかど
うか)は、スクリプト生成時のアプリケーション設定に応じて異なります。指定可
能なアプリケーションおよびシステム設定を参照してください

ビデオ

目的 視聴するビデオ
Planningで複数通貨を設定する方法を学習しま
す。  Planningでの複数通貨の設定

チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。

目的 方法の学習
Planningフォームでデータをレポート通貨に自動
的に換算する方法を学習します。  Planningでのデータのレポート通貨への

自動的な換算

標準複数通貨について
Planningを使い慣れている場合、標準複数通貨アプローチを熟知しています。これは、現在の
Planningアプリケーションで使用されているアプローチです。
アプリケーションの作成時に標準複数通貨オプションを選択すると、通貨および HSP_Rates
という 2つの追加ディメンションが作成されます。通貨ディメンションのメンバーとしてさら
に通貨を追加できます。HSP_Ratesディメンションは、為替レートを保管する非表示のディメ
ンションです。このディメンションには、これらのメンバーの他に通貨レートを保管する次の
メンバーが含まれます。
• Hsp_InputValue: データ値を格納
• Hsp_InputCurrency: データ値の通貨タイプを格納
詳細は、標準複数通貨アプリケーションの Hsp_Ratesディメンションを参照してください。
通貨データ型を持つ勘定科目については、次の為替レート・タイプのいずれかを選択できます。
• 履歴
• 平均
• 期末
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詳細は、データ型と為替レート・タイプを参照してください。
為替レート・タイプに基づいて、ユーザー定義属性(UDA)が、通貨計算で使用される勘定科目
に関連付けられます。エンティティを通貨に関連付けることができます。たとえば、エンティ
ティ USAを通貨 USDに関連付けると、USAエンティティのフォームの現地通貨は USDにな
ります。
それぞれが異なるビジネス・シナリオを表す、複数通貨レート表を作成できます。各シナリオ
は、1つの為替レート表のみに関連付けることができます。
フォームに含まれるメンバーに基づいて実行時にルールを生成する通貨計算ルールを実行でき
ます。このルールは、要件に応じて、フォームが保存またはロードされたときに実行するよう
に設定できます。
標準複数通貨アプローチの使用の詳細は、ディメンションの管理を参照してください。

キューブ名のカスタマイズ
アプリケーションで使用される入力(ブロック・ストレージ)キューブとレポート(集約ストレー
ジ)・キューブのカスタム名を指定します。
キューブの名前は、アプリケーションの作成時にのみカスタマイズできます。アプリケーショ
ンの作成時にキューブ名を指定しなかった場合、入力(ブロック・ストレージ)キューブ名のデ
フォルトは"Plan1"で、レポート・キューブ(集約ストレージ)名のデフォルトはアプリケーショ
ン名です。

注意:

キューブを追加した後、名前の変更や削除を行うことはできません。

キューブ名をカスタマイズするには:

1. 「入力キューブの名前」に、データ・エントリ(ブロック・ストレージ)キューブの名前を入
力します。

2. 「レポート・キューブの名前」に、レポート(集約ストレージ)・キューブの名前を入力しま
す。

アプリケーション作成プロセスのこの時点で、サンドボックスを有効化することもできます。
サンドボックスの詳細は、サンドボックスの管理を参照してください。

カスタム・ディメンションおよびメタデータの設定
データ値をディメンションに分類します。ディメンションの合計は最大 32個です。
アプリケーションには、勘定科目およびエンティティの 2つのカスタム・ディメンションが含
まれています。勘定科目およびユーザー定義のディメンションは、ユーザーから収集するデー
タを指定するために使用します。エンティティは、組織内のプランニング情報のフローをモデ
リングして、プランのレビュー・パスを確立するために使用します。
アプリケーションの作成時に「標準」複数通貨オプションを選択した場合は、アプリケーショ
ンには、為替レートを保管するための Hsp_Ratesディメンションが含まれます。このディメン
ションには、これらのメンバーの他に通貨レートを保管する次のメンバーが含まれます。
• Hsp_InputValue: データ値を格納

第 3章
Planning and Budgeting Cloudアプリケーションの作成

3-23



• Hsp_InputCurrency: データ値の通貨タイプを格納
カスタム・ディメンションおよび Hsp_Ratesの詳細は、簡易ディメンション・エディタでのデ
ィメンションの編集を参照してください。

ノート:

メンバー名を手動で入力するか、メタデータ・ファイルからインポートして勘定科
目、エンティティおよびカスタム・ディメンション・メンバーを設定できます。メタ
データからインポートするには、まず、各ディメンションのメタデータをフラット・
ファイルにエクスポートしてから、このウィンドウで、そのフラット・ファイルを参
照することによりメタデータをインポートします。フラット・ファイルを作成する手
順については、メタデータ・インポート・ファイルの作成を参照してください。

カスタム・ディメンションを設定するには:

1. ディメンションを追加したり、事前入力されたディメンションの名前を変更するには、「デ
ィメンション・タイプ」の右側にある「ディメンション名」列に、ディメンションの名前
を入力します。
ディメンション名には、空白を含めて最大 80文字を指定できます。

2. ディメンションごとに、そのメンバー名を入力します。
たとえば、バージョン・ディメンションに、Budget2014と入力できます。後でメンバーを
追加できます。
「レコード数」列には、入力したメンバー数またはフラット・ファイル内のメンバー数が表
示されます。

3. オプション: 勘定科目、エンティティまたはカスタム・ディメンションのメタデータをフラ
ット・ファイルからインポートするには、「参照」をクリックします。
小さいディメンション(たとえば 1,000メンバー以下)のインポートには、この方法を使用し
ます。増分更新や大きいディメンションのロードには、インポートおよびエクスポートの
方法(データとメタデータのインポートおよびエクスポートで説明)を使用します。
フラット・ファイルを作成する手順については、メタデータ・インポート・ファイルの作
成を参照してください。アプリケーションのパフォーマンスに影響する多くのメンバーが
ファイルに存在する場合、エラーが表示され、表示されるレコードの数は 0 (ゼロ)になりま
す。

4. 「作成」をクリックします。
5. ロードするメタデータがさらにある場合は、メタデータのインポートに進みます。

Planning and Budgeting Cloud URL
Planning and Budgeting Cloudアプリケーションを起動するには、新しいブラウザ・ウィンド
ウで次の URLを入力します:

https://Oracle PBCS service name/HyperionPlanning;

例:

https://testnew1-testnew1.pbcs.us1.oraclecloud.com/HyperionPlanning;

第 3章
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モバイル・デバイスでのアプリケーション・アーティファクトへのアクセスの有効化およびア
プリケーション使用時の考慮事項の詳細は、アプリケーション・アクセス権の管理を参照して
ください。

製品ツアーを見る
「クイック・ツアーを見る」をクリックすると、アプリケーションの使用開始に関する役立つ情
報へのリンクが提供されます。要件の判別とアプリケーションの設計に関するベスト・プラク
ティス、アプリケーションの管理のチュートリアル、ドキュメント・ライブラリがあるヘルプ・
センターへのリンクも提供されます。
製品ツアーを見るには:

1. 「クイック・ツアーを見る」をクリックします。
2. 画面の下部にあるボタンをクリックすると、ツアー画面が表示されます。

アプリケーション所有権の管理
アプリケーションを作成するサービス管理者には、アプリケーション所有者の役割が自動で割
り当てられます。アプリケーション所有者の役割を持つサービス管理者が削除された場合や、
ユーザーに事前定義された役割の割当てがダウングレードされた(サービス管理者からパワ
ー・ユーザーなど)場合、アプリケーション所有者の役割はアプリケーションで(アルファベッ
ト順で)次に使用可能なサービス管理者ユーザーに再割当てされ、現在のアプリケーション所有
者ユーザーの役割は削除または変更されてアクセス制御と同期されます。
使用可能なサービス管理者がいない場合、サービス管理者ユーザーの削除や役割の変更は行わ
れません。問題を解決するための以降の手順について Oracleからご連絡します。
任意のサービス管理者が、「システム設定」を使用して、アプリケーション所有者の役割を任意
の使用可能なサービス管理者に引き継いだり再割当てできます。
指定可能なアプリケーションおよびシステム設定を参照してください。

第 3章
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4
フリーフォーム・アプリケーションの作成

フリーフォーム・アプリケーションでは、オープンなディメンション・キューブ構造を使用し
て、必要なディメンションの組合せでキューブを作成できます。
Related Topics

• フリーフォームの理解
• フリーフォーム・アプリケーションのソース
• フリーフォーム・アプリケーションの重要な考慮事項
• フリーフォーム・アプリケーション・タイプの作成
• フリーフォームに関するよくある質問(FAQ)

フリーフォームの理解
フリーフォームでは、標準アプリケーションによって強制されるキューブおよびディメンショ
ンの制限を受けずに、選択したキューブおよびディメンションでアプリケーションを作成でき
ます。フリーフォームを使用して、ビジネス・プロセスの機能性を利用する機能を維持しなが
ら、独自のキューブをモデル化して構築できます。
フリーフォームには、Oracle Smart View for Officeまたは Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementの画面を使用してアクセスでき、カスタム関数のための Groovyス
クリプトおよび計算用のビジネス・ルールがサポートされています。
複数のキューブを使用してアプリケーションを作成することも、単一のキューブを使用してア
プリケーションを作成し、後でキューブをさらに追加することもできます(最大で合計 12個の
キューブ)。

Note:

フリーフォームでは、シナリオ、バージョン、期間および年ディメンションをカスタ
ム・ディメンションとして定義できます。
次の機能はフリーフォームでは使用できません:

• サンドボックス
• 承認
• タスク・マネージャ

複数キューブ・フリーフォーム・アプリケーションについて
• フリーフォーム・アプリケーション内のカスタム・ディメンションの許容最大数は 26で
す。

• キューブでディメンションを共有することも、スタンドアロン・ディメンションを使用す
ることもできます。
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• すべてのディメンションをカスタムにすることも、ネイティブの勘定科目、期間またはエ
ンティティ・ディメンション、あるいはそのすべてをキューブで継承することもできます。

• クロス・キューブ・データ・マップ、「スマート・プッシュ」および「データのコピー」の
サポートをフリーフォーム・アプリケーション・タイプで使用できます。

複数キューブ・フリーフォーム・アプリケーションは、次に示す既存のビジネス・プロセスの
前提に制約されます:

• メンバーは、フリーフォーム内のすべてのキューブ間で一意である必要があります。
• ガバナーは、アプリケーション・レベルで適用可能であり、キューブ・レベルで適用する
ことはできません。

• メンバー名の重複を許可するために、入力アウトラインを有効にしないでください。
ビデオ

目的 方法の学習
フリーフォームの概要を確認します。

Cloud EPMのフリーフォーム・アプリケー
ションの概要

オンプレミスの Oracle Essbaseアウトライン
(OTL)ファイルおよびスナップショットからフリ
ーフォーム・アプリケーションを作成します。 オンプレミスの Essbaseアウトライン・フ

ァイルおよびスナップショットからのフリーフォー
ム・アプリケーションの作成

Essbaseアウトラインを使用して複数キューブ・
フリーフォーム・アプリケーションを作成します Essbaseアウトラインからの複数キュー

ブ・フリーフォーム・アプリケーションの作成
BSOキューブまたは ASOキューブを使用して複
数キューブ・フリーフォーム・アプリケーション
を作成します BSOキューブおよび ASOキューブからの

複数キューブ・フリーフォーム・アプリケーション
の作成

Excelテンプレートを使用してフリーフォーム・ア
プリケーションを作成する方法を学習します。
Excelテンプレートを使用して、アプリケーショ
ン・プロパティの定義、キューブの管理、ディメ
ンションおよびメンバー、属性、アクセス権限の
作成、フリーフォーム・アプリケーションへのデ
ータ・ロードを行う方法を学習します。

Excelテンプレートを使用した複数キュー
ブ・フリーフォーム・アプリケーションの作成 - パ
ート 1

Excelテンプレートを使用して、Webインタフェ
ースで変更を確認しながらフリーフォーム・アプ
リケーションを更新する方法を学習します。
Excelテンプレートを使用してフリーフォーム・ア
プリケーションを作成した後で、同じテンプレー
トを使用して、ディメンション、メンバー、代替
変数およびセキュリティに変更を加える方法を学
習します。その後、Planning Webインタフェー
スで、アプリケーション管理オプションを割り当
て、アプリケーションのプロパティと定義および
インポートしたデータを確認します。

Excelテンプレートを使用した複数キュー
ブ・フリーフォーム・アプリケーションの作成 - パ
ート 2
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フリーフォーム・アプリケーションのソース
フリーフォーム・アプリケーションを構築するには、アプリケーション作成ウィザードを使用
してディメンションを作成します。または、オンプレミス・リリース 11.1.2.4.xxx (またはそれ
以降)の単一キューブ Oracle Essbaseアプリケーションのアウトライン(OTL)ファイルまたは
スナップショットを使用して、フリーフォーム・アプリケーションを作成できます。
フリーフォーム・アプリケーションのソースとして Essbaseキューブ OTLファイルまたは
Essbaseアプリケーション・スナップショットを使用する場合、勘定科目、期間(時間)および
エンティティ (国)ディメンションが自動的に作成されマップされます。さらに、Essbaseアプ
リケーションの「バージョン」および「シナリオ」ディメンションがカスタム・ディメンショ
ンとして作成されます。その結果、即時利用可能なワークフロー機能はフリーフォーム・アプ
リケーションではサポートされません。
サービス管理者が、アプリケーション作成ウィザードまたは次のソースを使用してフリーフォ
ーム・アプリケーションを構築します:

• オンプレミス・リリース 11.1.2.4.xxx (またはそれ以降)の単一キューブ Essbaseアプリケ
ーションのアウトライン・ファイル
オンプレミス・リリース 11.1.2.4.xxx (またはそれ以降)の単一キューブ Essbaseアプリケ
ーションの OTLファイルを使用して、フリーフォーム・アプリケーションの構造を作成で
きます。このフリーフォーム・アプリケーションについて後で新しいキューブを追加また
は作成できます。
OTLファイル名はフリーフォーム・アプリケーションについて作成されたキューブに割り
当てられるため、ファイル名を 8文字以下にする必要があります。ファイル名が長いとプ
ロセスが失敗する原因になります。
通常、OTLファイルは、オンプレミス Essbaseデプロイメント内の EssbaseServer/
essbaseserver1/app/<app_Name>ディレクトリにあります。
OTLファイルにはアプリケーション・データが含まれていないため、Essbaseデータをフ
ァイルに抽出する必要があります。MaxL、Essbase Studioまたは別のツールを使用して、
Essbaseアプリケーションからデータをエクスポートします。データは、Essbaseデー
タ・ファイル・フォーマットでエクスポートする必要があります。
アプリケーションを作成した後、抽出したデータを Essbaseのソース・タイプを選択して
インポートします。ローカルに格納されたデータ・ファイルから、または Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Management受信ボックスにアップロードされたファイル
からインポートできます。手順の詳細は、データのインポートを参照してください。

• オンプレミス・リリース 11.1.2.4.xxx (またはそれ以降)の単一キューブ Essbaseアプリケ
ーションのアプリケーション・スナップショット
このオプションは、 移行を使用して作成された既存の Essbaseアプリケーション・スナッ
プショット(ZIPファイル)を移行することで、アプリケーションの作成を簡略化します。こ
のプロセスは、ディメンションのロード、代替変数の作成、グラフィカル・ルールとして
の計算スクリプトの変換、およびデータのロードを自動化します。このフリーフォーム・
アプリケーションについて後で新しいキューブを追加または作成できます。

Chapter 4
フリーフォーム・アプリケーションのソース

4-3



フリーフォーム・アプリケーションの重要な考慮事項
Note:

Oracle Essbase移行スナップショットを Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Management環境にインポートすることによって、フリーフォーム・ア
プリケーションを作成しようとしないでください。移行を使用したスナップショッ
トのインポートは、以前のフリーフォーム・アプリケーションから作成されたスナッ
プショットに対してのみサポートされています。

• アプリケーション作成ウィザードを使用して 1つのキューブのフリーフォーム・アプリケ
ーションを作成する場合、データ・マップおよびその他の複数キューブ機能は使用できま
せん。

• カスタム定義関数(CDF)および CDF参照が含まれている Essbaseスナップショットは、フ
リーフォーム・アプリケーションの作成には使用できません。

• 使用している OTLファイルまたは Essbaseアプリケーション・スナップショットに、シ
ステムにより制限されている名前のオブジェクトが含まれていないことを確認してくださ
い(たとえば、年ディメンションでの FY02という名前のメンバーなど)。アプリケーション
の作成に使用する予定の OTLファイルまたはスナップショットを生成する前に、このよう
な制限されている名前を変更または削除する必要があります。命名規則を参照してくださ
い。

• 使用している OTLファイルまたは Essbaseアプリケーション・スナップショットに、80
文字を超えるメンバー名および別名が含まれていないことを確認してください。メンバー
名および別名が 80文字を超える場合は、それらを削除するか、短くする必要があります。
そうしないと、インポートは成功しません。命名規則を参照してください。

• 使用している OTLファイルに「年合計」メンバーおよび「期首残高」メンバーが含まれて
いる場合、「期首残高」メンバーは「期間」ディメンションの最初の子であり、「年合計」
は「期間」ディメンションの 2番目の子である必要があります。これらのメンバーには特
別な処理が必要であり、スナップショットを復元する前に移行スナップショットの.csvフ
ァイルを変更することで、適切な位置に移動できます。

• Cloud EPM環境に保存されている OTLファイルまたはスナップショットをソースとして
使用する場合は、アプリケーション作成プロセスを開始する前にファイルをアップロード
します。
uploadFile EPM自動化ユーティリティ・コマンドまたは移行を使用して OTLファイルま
たはスナップショットを Cloud EPM環境にアップロードします。

• インポートされたデータは、フリーフォーム・アプリケーションでは編集できない場合が
あります。データが読取り専用に設定されることがあります。

• メンバー・アウトラインは、アプリケーション内で一意である必要があります。
• OTLまたはスナップショットをインポートしてフリーフォーム・アプリケーションを作成
する場合は、後でこのフリーフォーム・アプリケーションの新しいキューブを追加または
作成できます。

• アプリケーション作成ウィザードで新しいキューブを追加してフリーフォーム・アプリケ
ーションを作成する場合は、後でこのフリーフォーム・アプリケーションに Essbaseキュ
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ーブ OTLまたは Essbaseアプリケーション・スナップショットをインポートして、新し
いキューブを作成することはできません。

• 通貨記号は、フリーフォーム・アプリケーションでは表示されません。
フリーフォームのディメンションおよびメンバーに名前を付ける際は、次の予約語を使用しな
いでください:

Table 4-1    フリーフォームのメンバー名として使用できない予約語

予約語
BU Version_1 ユーザー 属性ディメンション HSP_Entity
ConsolidatedData Groups Default HSP_Period
BaseData Calendars タスク・リスト HSP_Version
SandBoxData Currencies メニュー HSP_XCRNCY
Super User Predefined CalcMgrRules HSP_Years
Strategic Planner FX_Tables CalcMgrRulesets HSP_View
サービス管理者 フォーム CalcMgrVariables HSP_Metric
CalcMgrTemplates Aliases HSP_Rates
Root キューブ HSP_Scenario
ディメンション Planning Units HSP_Account

フリーフォーム・アプリケーション・タイプの作成
フリーフォーム・アプリケーションを作成する前に、重要な考慮事項、およびフリーフォーム・
アプリケーションでメンバー名として使用できない予約語を確認します。フリーフォーム・ア
プリケーションの重要な考慮事項を参照してください。
サービス管理者は、次の方法でフリーフォーム・アプリケーション・タイプを作成できます:

• 単一 Essbaseキューブの Essbaseアウトライン・ファイルまたはスナップショットをイン
ポートする。

• 単一キューブを使用するアプリケーションを作成する(単一キューブのままにすることも、
後でキューブを追加することもできます)

• 複数のキューブを使用するアプリケーションを作成する
フリーフォーム・アプリケーション・タイプを作成するには:

1. Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Serviceのランディング・ページ
で、「Planning」の選択をクリックします。

2. Planningのランディング・ページで、「新規アプリケーションを作成します」の開始をクリ
ックします。

3. アプリケーションの名前および説明を入力します。
4. 「アプリケーション・タイプ」から「フリー・フォーム」を選択します。
5. 「アプリケーション設定」で、次のオプションから選択します:

• Essbase OTL/LCMのインポート: オンプレミスの Essbaseアウトライン・ファイルま
たはスナップショットからフリーフォーム・アプリケーションを作成します。1つのア
ウトラインまたはスナップショットのみが許可されます。このアプリケーション設定
オプションを使用してフリーフォーム・アプリケーションの作成を続行するには、ア
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ウトライン・ファイルまたはスナップショットを使用したフリーフォーム・アプリケ
ーションの作成を参照してください。

• キューブを作成してください: 1つ以上のキューブを使用するフリーフォーム・アプリ
ケーションを作成します。カスタム・ディメンションを使用して独自のモデルに基づ
くフリーフォーム・アプリケーションを手動で作成するには、このオプションを使用
します。このプロセス中に、エンティティ、期間および勘定科目ディメンションとし
て使用するカスタム・ディメンションをマップできるとともに、独自のモデルをサポ
ートする他のカスタム・ディメンションを追加することもできます。このアプリケー
ション設定オプションを使用してフリーフォーム・アプリケーションの作成を続行す
るには、アプリケーション作成ウィザードを使用したフリーフォーム・アプリケーシ
ョンの作成を参照してください。

Note:

アプリケーション作成ウィザードで「キューブを作成してください」オプション
を使用してフリーフォーム・アプリケーションを作成する場合、Oracle Essbase
アウトライン・ファイルまたはスナップショットをこのアプリケーションにイン
ポートできなくなります。ただし、後でWebインタフェースを使用して新しい
キューブを作成できます。アプリケーション作成ウィザードで「Essbase
OTL/LCMのインポート」オプションを使用してフリーフォーム・アプリケーシ
ョンを作成する場合、後でWebインタフェースを使用して、このアプリケーシ
ョンについて新しいキューブを作成できます。

アウトライン・ファイルまたはスナップショットを使用したフ
リーフォーム・アプリケーションの作成

アウトライン・ファイルまたはスナップショットを使用してフリーフォーム・アプリケーショ
ンの作成を続行するには:

1. ソース OTLファイルまたは Oracle Essbaseアプリケーション・スナップショットの場所
を選択します:

• 現在 Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementにアクセスしている
コンピュータからソース OTLファイルまたはスナップショットにアクセスするため
に、「ローカル」を選択します。
「ファイルのインポート」で、「ファイルの選択」をクリックし、ソース OTLファイル
またはスナップショットを選択します。

• 「受信ボックス」を選択し、Cloud EPM環境からソース OTLファイルまたはスナップ
ショットにアクセスします。
「1つ選択」から、ソース OTLファイルまたはスナップショットを選択します。

2. 「次」をクリックします。
3. アプリケーション情報を確認して、「作成」をクリックします。
アプリケーションの作成が完了すると、Cloud EPMホーム・ページが表示されます。

4. アプリケーションの作成中にエラーが報告されていないことを確認します。
• 「アプリケーション」、「ジョブ」の順にクリックして、ジョブ・コンソールを開きます
• 「データベースの作成」および「アウトラインの処理」アクティビティがエラーなしで
終了したことを確認します。エラーが報告された場合は修正します。
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5. オプション: OTLファイルをソースとして使用してアプリケーションを作成した場合は、
アプリケーション・データをインポートします。データのインポートを参照してください。
スナップショットをアプリケーション・ソースとして使用した場合は、アプリケーション
作成プロセスによりデータが自動的にインポートされます。

6. アプリケーション・ユーザーをアイデンティティ・ドメインに作成し、必要に応じて事前
定義されている役割を割り当てます。管理者用スタート・ガイドのユーザーと役割の管理
を参照してください。

7. 必要に応じてアクセス権を設定します。アクセス権限の設定を参照してください。

アプリケーション作成ウィザードを使用したフリーフォー
ム・アプリケーションの作成

アプリケーション作成ウィザードを使用してフリーフォーム・アプリケーションの作成を続行
するには:

1. 「キューブ数」で、フリーフォーム・アプリケーションを作成するために使用するキューブ
の数を選択します。この時点で最大 12個のキューブを追加することも、1つのキューブか
ら開始した後、アプリケーション概要ページでキューブをさらに追加することもできます。

Note:

単一キューブのフリーフォーム・アプリケーションを作成する場合は、キューブ
をフリーフォーム・アプリケーションに追加するまで、データ・マップおよびそ
の他のマルチキューブ機能を使用できません。また、データ・マップが機能する
には、ブロック・ストレージ(BSO)キューブが少なくとも 1つ必要であり、デー
タ・マップのソースが BSOキューブである必要があります。

2. 「キューブ名」に、それぞれのキューブの名前(最大 8文字)を入力します。
3. キューブが集約ストレージ・キューブである場合は、「ASO」を選択します。「ASO」チェ
ック・ボックスの選択を解除すると、キューブはハイブリッド・ブロック・ストレージ・
キューブになります。

Note:

ASOキューブを使用するレポート・アプリケーションは、通常、データを集約ビ
ューに格納し、パフォーマンスに悪影響を与えることなく BSOよりも多くのデ
ィメンションを処理できます。

4. 「次」をクリックします。
ディメンションの作成ページが表示されます。この画面から、3つまでのディメンション
を作成し、それぞれを「勘定科目」、「エンティティ」および「期間」デフォルト・ディメ
ンション・タイプに割り当てることができます。後で、Webインタフェースでディメンシ
ョンを追加できます。
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Note:

フリーフォーム・アプリケーションには、標準ディメンションは必要ありません。
選択したメンバーを含むカスタム・ディメンションのみでアプリケーションを作
成できます。作成するディメンションおよびその構造には、標準の Planningアプ
リケーション・ディメンションで強制される制約が適用されません。

5. 「ディメンションの作成」で、デフォルトのアプリケーション・ディメンションを作成およ
びマップします。次のステップを実行します:

• ディメンションを作成してデフォルトのディメンション・タイプにマップするには、
「使用可能」チェック・ボックスを選択して、ディメンション名を入力します。

Note:

ディメンションの有効化は自動ではありません。カスタム・アプリケーショ
ンと同様に、フリーフォーム・アプリケーションについてもディメンション
を手動で有効にする必要があります。この時点でこれを行うことも、後で有
効にすることもできます。

• ディメンションを作成してディメンション・タイプを割り当てるには、行のチェック・
ボックスを選択して、ディメンション名を入力します。

• シェル・アプリケーションを作成する場合は、この画面を何も変更しないでください。
アプリケーション作成プロセスの完了後に、ディメンションをシェル・アプリケーシ
ョンに追加およびマップできます。

6. 「次」をクリックします。
7. 「確認」で、選択した設定を確認してから「作成」をクリックします。
アプリケーションの作成プロセスには数分かかる場合があります。

8. 「アプリケーション作成のステータス」画面で、「OK」をクリックします。
Planningのホーム・ページが表示されます。

9. オプション: 必要に応じて、カスタム・ディメンションを作成します。
a. 「アプリケーション」、「概要」の順にクリックし、「ディメンション」タブを選択しま
す。

b. 「キューブ」で、フリーフォーム・アプリケーションについて作成したキューブを選択
するか、「すべて」を選択します。

c. 「作成」をクリックします。
d. 追加する各ディメンションのディメンション詳細を入力します。ディメンション・プ
ロパティの詳細は、ディメンション・プロパティの編集を参照してください。
フリーフォーム・アプリケーションでは、ディメンション・タイプを選択できます。
ディメンション・タイプは次のとおりです:

• 勘定科目
• エンティティ
• 期間
• カスタム
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ディメンション・タイプに関するノート:

• ディメンション・タイプをすでに作成している場合(「勘定科目」、「エンティティ」、
「期間」の場合)、またはディメンションの最大数を超えている場合(「カスタム」の
場合)、ディメンション・タイプはリストされません。

• ディメンションの作成後は、ディメンション・タイプを編集できません。
「使用可能」を選択して、ディメンションがこのキューブで使用されるかどうかを示し
ます。

Note:

ディメンションの有効化は自動ではありません。カスタム・アプリケーショ
ンと同様に、フリーフォーム・アプリケーションについてもディメンション
を手動で有効にする必要があります。

e. 「完了」をクリックします。
f. 「アクション」、「データベースのリフレッシュ」の順にクリックして、キューブをリフ
レッシュします。

10. オプション: アプリケーション・データをインポートします。データのインポートを参照し
てください。

11. オプション: スナップショットをインポートするビューのあるシェル・アプリケーションを
作成した場合、「移行」にアクセスし、アプリケーションを削除してからインポート・プロ
セスを完了します。
a. フリーフォーム・アプリケーションから環境にスナップショットをアップロードしま
す。手順の詳細は、移行の管理 の サービスへのアーカイブのアップロードを参照して
ください。

b. スナップショットをインポートします。手順の詳細は、移行の管理 の スナップショッ
トからのアーティファクトとアプリケーションのインポートを参照してください。

12. アプリケーション・ユーザーをアイデンティティ・ドメインに作成し、必要に応じて事前
定義されている役割を割り当てます。管理者用スタート・ガイドのユーザーと役割の管理
を参照してください。

13. 必要に応じてアクセス権を設定します。アクセス権限の設定を参照してください。

フリーフォームに関するよくある質問(FAQ)
関連リンク
一般的な質問:

• Essbaseと Cloud EPMフリーフォーム・アプリケーションの違いは何ですか。
• 現在の Essbase 21cバージョンが Cloud EPMに導入されるのはいつですか。
• Cloud EPM + Essbase 21cを使用するとどのような影響がありますか。これらはどのよう
に連携しますか。データ移動、レポート作成、Smart View接続など。

• オンプレミス EPMから Cloud EPMに移行する際に、Essbaseキューブについて顧客に推
奨することは何ですか。

• 処理を制限するデフォルトのハードウェア設定は何ですか。
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• 複数キューブのフリーフォームを入手するにはどの EPMライセンスが必要ですか。
• Cloud EPMの管理タスクに関するよくある質問に役立つリソースはどこにありますか。
フリーフォーム・アプリケーションの詳細に関する質問:

• すべてのフリーフォーム・アプリケーションはカスタム・アプリケーションとみなされま
すか。

• 複数キューブのフリーフォーム・アプリケーションとは、12個のキューブを持つことがで
き、それぞれに 2つまたは 3つのディメンションのみがあることを意味しますか。

• フリーフォーム・アプリケーションではどのような種類の管理インタフェースを使用でき
ますか。

• 「キューブのリフレッシュ」では、すべてのキューブが一度にリフレッシュされますか。
• サイズのしきい値についてはどうですか。
• 緩やかに変更される属性はフリーフォーム・アプリケーションでサポートされますか。
• Smart View、Oracle Analytics Cloudおよびデータ・ビジュアライゼーションを介してフリ
ーフォーム・キューブに直接アクセスできますか。

• ハイブリッド・キューブはフリーフォーム・アプリケーションでサポートされていますか。
• フリーフォーム・アプリケーションでは複数のアプリケーションのリポジトリは提供され
ますか。

• フリーフォーム・アプリケーションではデータ管理を介したメタデータのロードを使用で
きますか。

• フリーフォーム・アプリケーションでは Planningのカスタム・アプリケーション・タイプ
に関連する機能は失われますか。

• フリーフォーム・アプリケーションを選択した場合、Groovyを使用できますか。
• ディメンションを追加した後、削除できますか。
• Planningの移行ファイルを使用して、Essbase OTLまたは移行 zipファイルに類似したア
プリケーションを作成できますか。

• 複数のアウトライン・ファイルまたは移行ファイルをインポートできますか。
• フリーフォームを使用できるのは、Cloud EPM (以前 PBCSと呼ばれていたもの)の

Enterpriseバージョンのみですか。
• フリーフォームを使用して、従来の Oracle Hyperion Planningアプリケーションから EPM
にディメンション(および階層)をアップロードするにはどうすればよいですか。

• Smart Viewからデータベースをリフレッシュできますか。
• パーティションは有効になっていますか。
• セキュリティ・フィルタを構成するにはどうすればよいですか。
• タスク・マネージャ機能は、統合できる Financial Consolidation and Closeに似ています
か、それとも単なる基本タスクですか。この機能について説明していただけますか。

• フリーフォームのディメンションを管理するにはどうすればよいですか。
• フリーフォーム・アプリケーションのバックアップを取って、それを Financial

Consolidation and Closeまたは Planningモジュール Cloudアプリケーションに移行でき
ますか。
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• ビジネス・ルール・スクリプトはどうなりますか。正しく移行されますか。また、Financial
Consolidation and Closeアプリケーションに関連する構成可能な連結ルールはどうです
か。

• OTLの移行は Essbaseのすべてのバージョンで機能しますか。
• シナリオ/期間ディメンションを必要とするフリーフォームでのデータ統合に制限はあり
ませんか。

• アプリケーションがすでに作成されている場合、データをインポートできますか。
• EPM統合エージェント機能がデータ交換でどのように使用されているかについての情報
を提供していただけますか。

• カスタム・ディメンションとビジネス・ルールを作成する機能はありますか。
Oracle Essbaseの移行に関する技術的な質問:

• フリーフォーム・アプリケーションではどのようなチューニング機能を使用できますか(あ
る場合)。

• パーティション化はサポートされていますか。透過、リンク済、レプリケート済ですか。
• 管理者、自動化、シェル統合のための MaxL言語についてはどうですか。
• MDX機能はサポートされますか。
• データ統合/ETL以外に、フリーフォーム・アプリケーションでルール・ファイルを再作成
するにはどうすればよいですか。これは、データ統合では扱いにくい可能性があります。

• 大規模な ASOデータベースの場合、フリーフォーム・アプリケーションで推奨されるデー
タ・ロード・メカニズムは何ですか。

• CDFから Groovyへの移行ツールを作成する計画はありますか。
• フリーフォーム・アプリケーションに移行できる Essbaseアーティファクトとその方法を
教えてください。

• Essbaseアウトライン・ファイルまたは移行ファイルがフリーフォーム・アプリケーショ
ンにインポートされるときにスキップされるオブジェクトは何ですか。

• Essbase機能は Cloud EPMのフリーフォーム・アプリケーションにどのようにマッピング
されますか。

• Essbaseからアクティブおよびパッシブな Essbaseキューブを移行する場合、フリーフォ
ームでこれらのキューブをどのように処理しますか。

一般的な質問:

Essbaseと Cloud EPMフリーフォーム・アプリケーションの違いは何ですか。
ソリューションとしての Essbaseは、オンプレミス・ソリューションとして購入することも、
Oracle Cloud Infrastructure (OCI)を介してデプロイするために購入することもできます。これ
は、お客様がキューブのデプロイメントを完全に制御できる OCIソリューションとしてデプロ
イされます。フリーフォーム・アプリケーションは、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementが提供する SaaSソリューションであり、Essbaseキューブを
Cloud EPMにインポートして、スタンドアロンでデプロイできます。フリーフォーム・アプリ
ケーションには、Essbaseキューブを超えるリレーショナル・コンポーネントを備えたハイブ
リッド・アーキテクチャがあります。フリーフォーム・アプリケーションは、最大 12個のキ
ューブと、すべてのキューブにわたって合計で最大 29個のディメンションを持つことができ
ます。(26個のカスタム・ディメンションと 3個の勘定科目、期間およびエンティティ・ディ
メンション・タイプ。)
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現在の Essbase 21cバージョンが Cloud EPMに導入されるのはいつですか。
Cloud EPMへの Essbaseの最新バージョンの導入は、お客様に対する影響(機能およびパフォ
ーマンス)に基づいています。現在、21cの Cloud EPMへの導入を評価中で、フリーフォーム・
アプリケーションは早期導入者の 1つになります。
Cloud EPM + Essbase 21cを使用するとどのような影響がありますか。これらはどのように
連携しますか。データ移動、レポート作成、Smart View接続など。
OCI上の Essbase 21cは、IaaSデプロイメントです。フリーフォームは SaaSデプロイメント
です。データは、いずれかの環境から抽出するか、もう一方の環境に移動する必要があります。
Oracle Smart View for Officeの共有接続は同じプラットフォーム内で接続できるため、1つの
共有 EPM接続を使用して複数のフリーフォーム・アプリケーションを接続できます。Smart
Viewでフリーフォームが共有接続である場合、OCI上の Essbase 21cはプライベート接続に
なります。フリーフォーム・アプリケーションと OCI上またはオンプレミスの Essbase 21cの
間のデータ交換は、データのエクスポート-インポートになります。
オンプレミス EPMから Cloud EPMに移行する際に、Essbaseキューブについて顧客に推奨
することは何ですか。
オンプレミス EPMインスタンスを Cloud EPMに移行するオンプレミスのお客様は、Essbase
レポート・キューブ・インスタンスまたはプランニング・キューブ・インスタンスを Cloud
EPMのフリーフォーム・アプリケーションに移行する必要があります。これにより、SaaS
Cloud EPM内のすべての EPMビジネス・プロセスへの一貫したアクセスが確実化されます。
また、データの遅延および環境間でのデータの移動も回避されます。さらに、アクセス権とセ
キュリティを維持する 1つの場所が確保されます。お客様は、Cloud EPMプラットフォームの
すべての最新機能および将来の拡張機能を継続的に活用できます。
処理を制限するデフォルトのハードウェア設定は何ですか。
名前付きユーザー・ライセンスに基づいて運営しており、パフォーマンスの期待値はクラウド・
ホスティング・ポリシーに応じたものになります。Cloud EPMでは標準化されたクラウド・ハ
ードウェア構成が使用され、お客様はサービス・リクエスト・プロセスを使用して変更リクエ
ストを作成できます。
複数キューブのフリーフォームを入手するにはどの EPMライセンスが必要ですか。
フリーフォーム・アプリケーションは Enterprise Performance Management Enterprise Cloud
Serviceで使用できます。
Cloud EPMの管理タスクに関するよくある質問に役立つリソースはどこにありますか。
管理者用スタート・ガイドのよくある質問を参照してください。
フリーフォーム・アプリケーションの詳細に関する質問:

すべてのフリーフォーム・アプリケーションはカスタム・アプリケーションとみなされますか。
はい。すべてのフリーフォーム・アプリケーションは完全にカスタムで、すぐに使用できるコ
ンテンツはありません。ディメンションおよびメンバーには完全な柔軟性があります。キュー
ブの合計数がカスタム・ディメンション数の 26より少ない場合は、任意のディメンションの
組合せのキューブを作成できます。「勘定科目」、「期間」または「エンティティ」の各ディメン
ションがキューブ・ディメンションの一部である場合は、これらをデフォルトのディメンショ
ン・タイプにマップできます。これらのディメンションがソース・アウトラインまたは移行フ
ァイルに存在する場合は、自動的にマップされます。
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複数キューブのフリーフォーム・アプリケーションとは、12個のキューブを持つことができ、
それぞれに 2つまたは 3つのディメンションのみがあることを意味しますか。
フリーフォーム・アプリケーションでは、BSOキューブと ASOキューブを組み合せて、最大
12個のキューブを使用できます。各キューブには、必要なディメンションまたはメンバーを要
求しなくても、必要なディメンションを含めることができます。
フリーフォーム・アプリケーションではどのような種類の管理インタフェースを使用できます
か。
SaaSに関連する範囲の Essbase管理コンソール機能は、Calculation Managerまたはフリーフ
ォーム・アプリケーションのディメンション・エディタで使用できます。これはWebベースの
アプリケーションであるため、EPM Webアプリケーションには、管理者が EPMアプリケーシ
ョンを管理できる他の管理インタフェースがあります。
「キューブのリフレッシュ」では、すべてのキューブが一度にリフレッシュされますか。
フリーフォーム・デプロイメントは、1つのフリーフォーム・アプリケーション内に含まれる
キューブです。最大 12個のキューブを持つことができます。リフレッシュは、アプリケーシ
ョンによってすべてのキューブを横断して実行されます。Cloud EPMにはキューブ固有のリ
フレッシュの概念はありません。
サイズのしきい値についてはどうですか。
フリーフォームを使用できる新しい Enterprise Performance Management Enterprise Cloud
Serviceにファイル・サイズ制限はありません。ディメンション・サイズおよびデータ量は、
ケースバイケースで処理されます。しきい値をアップスケールするための標準的な安定したサ
ポート・プロトコルがあります。
緩やかに変更される属性はフリーフォーム・アプリケーションでサポートされますか。
これについて一部のお客様から要望がありましたが、要求度がそれほど高くありません。クラ
ウド・カスタマ・コネクトのカスタマ・コネクト・フィードバックに基づいて調査する予定で
す。
Smart View、Oracle Analytics Cloudおよびデータ・ビジュアライゼーションを介してフリ
ーフォーム・キューブに直接アクセスできますか。
フリーフォーム・アプリケーションへの Smart Viewの接続は、標準の Smart View Cloud EPM
インタフェースを経由します。フリーフォーム・アプリケーションにアクセスするには、Oracle
Analytics Cloudから、および Oracle Analytics Cloudの直接接続機能を使用したデータ・ビジ
ュアライゼーションを使用できます。
ハイブリッド・キューブはフリーフォーム・アプリケーションでサポートされていますか。
フリーフォーム・アプリケーションは、ハイブリッド BSOキューブおよび ASOキューブの作
成をサポートしています
フリーフォーム・アプリケーションでは複数のアプリケーションのリポジトリは提供されます
か。
アプリケーションごとにリポジトリがありますが、別のアプリケーションから接続できます。
アプリケーション間のデータは、Webと Smart Viewでブレンドできます。
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フリーフォーム・アプリケーションではデータ管理を介したメタデータのロードを使用できま
すか。
はい。データ管理のメタデータのロードは、少なくとも 1つの BSOキューブがある場合にサ
ポートされます。近い将来、データ管理を介した ASOキューブのみでフリーフォーム・アプ
リケーションをサポートする予定です。アウトライン・ロード・ユーティリティ (OLU)を使用
したメタデータのインポートはオプションです。
フリーフォーム・アプリケーションでは Planningのカスタム・アプリケーション・タイプに
関連する機能は失われますか。
Planningの必須ディメンションに依存しない共通のプラットフォーム機能はすべて使用でき
ます。オープンされているディメンションの承認は計画中です。
フリーフォーム・アプリケーションを選択した場合、Groovyを使用できますか。
はい。フリーフォーム・アプリケーションでは、すべてのプラットフォーム機能を使用できま
す。Groovyルールを含むすべてのビジネス・ルールは、フリーフォーム・アプリケーションで
サポートされています。
ディメンションを追加した後、削除できますか。
キューブからディメンションの選択を解除すると、次のキューブのリフレッシュにより、その
キューブからディメンションの関連付けが削除されます。
Planningの移行ファイルを使用して、Essbase OTLまたは移行 zipファイルに類似したアプ
リケーションを作成できますか。
フリーフォーム・アプリケーションは、Essbaseアウトライン(OTL)/移行のインポート用、ま
たは最初から構築するアプリケーションとして使用できます。オンプレミス Planningアプリ
ケーションは、Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Serviceのカスタム・ア
プリケーション・タイプにマップされます。
複数のアウトライン・ファイルまたは移行ファイルをインポートできますか。
フリーフォームは、アプリケーションを作成するために 1つのアウトライン・ファイルまたは
移行ファイルのみを受け入れます。インタフェースで追加のキューブを作成し、このアウトラ
インに関連付けることができます。複数のアウトライン・ファイルまたは移行ファイルを 1つ
のアプリケーションにインポートすることはありません。
フリーフォームを使用できるのは、Cloud EPM (以前 PBCSと呼ばれていたもの)の
Enterpriseバージョンのみですか。
フリーフォーム・アプリケーションは Enterprise Performance Management Enterprise Cloud
Serviceで使用できます。
フリーフォームを使用して、従来の Oracle Hyperion Planningアプリケーションから EPMに
ディメンション(および階層)をアップロードするにはどうすればよいですか。
オプションとして、Essbaseアウトライン・ファイル(OTL)を使用したロード、ソースからの
ディメンション抽出とインポート、Webインタフェース/SmartView拡張機能を使用した管理
または手動作成があります。
Smart Viewからデータベースをリフレッシュできますか。
はい。Smart Viewからのリフレッシュは可能です。「ディメンション」を右クリックし、「デー
タベースのリフレッシュ」をクリックします。
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パーティションは有効になっていますか。
いいえ。フリーフォームは Cloud EPMの SaaSデプロイメントであり、代替ソリューションを
使用できるため、フリーフォーム内にパーティションは必要ありません。データ・マップおよ
びスマート・プッシュを使用して、キューブ間でデータをフィードできます。パーティション
化には、ディスク I/Oとネットワーク・アクセスの両方が必要ですが、どちらも Oracle SaaS
Cloudでは許可されていません。クラウドでは、ディスクおよびネットワークが仮想化されて
います。同じフリーフォーム・アプリケーションに ASOキューブと BSOキューブが混在し、
ハイブリッド BSO、データ・マップ、スマート・プッシュおよび Groovyを使用する場合、パ
ーティション化は必要ありません。
セキュリティ・フィルタを構成するにはどうすればよいですか。
セキュリティはアクセス制御を介して制御され、ユーザーにはアプリケーションおよびそのオ
ブジェクトへのアクセス権が付与されます。また、フリーフォームにはセルレベルのセキュリ
ティが存在します。
タスク・マネージャ機能は、統合できる Financial Consolidation and Closeに似ていますか、
それとも単なる基本タスクですか。この機能について説明していただけますか。
フリーフォームでは、タスク・リストを使用します。タスク・マネージャ機能は、Planningア
プリケーションでは使用できるようになりましたが、フリーフォームでは使用できません。
フリーフォームのディメンションを管理するにはどうすればよいですか。
ディメンション管理は、複数の方法で実行できます:

• Webインタフェースおよび Smart Viewを使用したソリューションでの手動
• データ管理およびディメンションのインポート・ジョブを使用したソース・ソリューショ
ンからの統合

• Oracle Fusion Cloud EPM Infrastructure (OCI)などの統合ツールの使用
• 統合を使用して Oracle Data Relationship Management (DRM)から
• Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Serviceソリューションの一部で
ある Oracle Enterprise Data Management Cloudの使用(完全なエンタープライズ・データ・
ガバナンスおよび制御機能を提供します)

フリーフォーム・アプリケーションのバックアップを取って、それを Financial Consolidation
and Closeまたは Planningモジュール Cloudアプリケーションに移行できますか。
いいえ。フリーフォームは別のビジネス・プロセスであるため、他のビジネス・プロセスには
移植できません。
ビジネス・ルール・スクリプトはどうなりますか。正しく移行されますか。また、Financial
Consolidation and Closeアプリケーションに関連する構成可能な連結ルールはどうですか。
いいえ。フリーフォームは別のビジネス・プロセスであるため、他のビジネス・プロセスには
移植できません。
OTLの移行は Essbaseのすべてのバージョンで機能しますか。
オンプレミス・リリース 11.1.2.4.xxx (またはそれ以降)の単一キューブ Essbaseアプリケーシ
ョンのアウトライン(OTL)ファイルまたはスナップショットを使用して、フリーフォーム・ア
プリケーションを作成できます。詳細は、フリーフォーム・アプリケーションのソースを参照
してください
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シナリオ/期間ディメンションを必要とするフリーフォームでのデータ統合に制限はありませ
んか。
フリーフォームでデータ統合を使用するには、少なくとも「勘定科目」、「期間」および「シナ
リオ」ディメンションのタイプを定義する必要があります。詳細は、Oracle Fusion Cloud EPM
データ統合の管理のフリー・フォーム・アプリケーションへのデータのロードを参照してくだ
さい。
アプリケーションがすでに作成されている場合、データをインポートできますか。
データ・インポート機能を使用してデータをインポートできます。詳細は、データのインポー
トを参照してください移行ベースのデータ・インポートは、アプリケーションの作成中にのみ
使用できます。
EPM統合エージェント機能がデータ交換でどのように使用されているかについての情報を提
供していただけますか。
EPM統合エージェントは、オンプレミスまたは任意のシステム(サード・パーティのクラウド
など)からデータやメタデータを抽出して変換し、Cloud EPMに提供する完全に統合されたソ
リューションです。
カスタム SQL問合せまたは事前パッケージ化済問合せを使用して、オンプレミス・データ・ソ
ースに接続してデータをロードし、EBSや PeopleSoft General Ledgerなどのソースからデー
タをインポートできます。
詳細は、Oracle Fusion Cloud EPMデータ統合の管理の EPM統合エージェントを使用した
Cloud EPMとオンプレミス間の接続を参照してください。
カスタム・ディメンションとビジネス・ルールを作成する機能はありますか。
はい。フリーフォームは設計上完全にオープンなビジネス・プロセスであるため、ディメンシ
ョンおよびビジネス・ルールはすべてカスタムで構築されます。
Essbaseの移行に関する技術的な質問:

フリーフォーム・アプリケーションではどのようなチューニング機能を使用できますか(ある場
合)。
フリーフォーム・アプリケーションは SaaSアプリケーションであるため、チューニングは
Oracleによって管理されます。必要な範囲で、データベース・プロパティは、Calculation
Managerインタフェース内で使用できます。
パーティション化はサポートされていますか。透過、リンク済、レプリケート済ですか。
いいえ。フリーフォームは Cloud EPMの SaaSデプロイメントであり、代替ソリューションを
使用できるため、フリーフォーム内にパーティションは必要ありません。データ・マップおよ
びスマート・プッシュを使用して、キューブ間でデータをフィードできます。パーティション
化には、ディスク I/Oとネットワーク・アクセスの両方が必要ですが、どちらも Oracle SaaS
Cloudでは許可されていません。クラウドでは、ディスクおよびネットワークが仮想化されて
います。同じフリーフォーム・アプリケーションに ASOキューブと BSOキューブが混在し、
ハイブリッド BSO、データ・マップ、スマート・プッシュおよび Groovyを使用する場合、パ
ーティション化は必要ありません。
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管理者、自動化、シェル統合のための MaxL言語についてはどうですか。
SaaSクラウドのセキュリティ上の理由から、直接スクリプトは使用できません。SaaSプラッ
トフォームであるため、無制限のスクリプトは許可されていません。MaxLについては、Cloud
EPMでは他に使用できる代替手段があります。EPM自動化、EPMエージェントおよび
Groovyは優れた代替手段です。
MDX機能はサポートされますか。
MDXは、すでにフリーフォーム・アプリケーションの ASOである程度サポートされていま
す。カスタム計算および配賦の MDXスクリプトは、20.05以降 Groovyスクリプトを介して公
開されています。
データ統合/ETL以外に、フリーフォーム・アプリケーションでルール・ファイルを再作成する
にはどうすればよいですか。これは、データ統合では扱いにくい可能性があります。
現在、フリーフォーム・アプリケーションへの Essbaseフォーマット・データのインポートを
サポートしています。Oracle Fusion Cloud EPMデータ統合の管理のデータ統合の定義および
フリーフォーム  ・アプリケーションへのデータのロードを参照してください。
大規模な ASOデータベースの場合、フリーフォーム・アプリケーションで推奨されるデータ・
ロード・メカニズムは何ですか。
Essbaseファイル・フォーマットを使用するか、データ統合を使用します。
CDFから Groovyへの移行ツールを作成する計画はありますか。
Groovyに CDFを移行する計画はありません。Javaのセキュリティを考慮すると、CDFの移
行は実行できません。Groovyは優れた最新の代替手段です。
フリーフォーム・アプリケーションに移行できる Essbaseアーティファクトとその方法を教え
てください。

Essbaseアーティファクト フリーフォーム・インポート・
ファイル?

ノート

アプリケーションとキューブ
のメタデータ

はい キューブおよびアウトライン・メタデー
タがインポートされます。

計算スクリプト はい Calculation Managerにインポートさ
れ、ビジネス・ルールとして使用されま
す

データ はい ソースからの、または移行を使用したレ
ベル・ゼロのインポート

ディスク・ボリューム NA
ドリル・スルー定義 いいえ データ統合を介して管理されます
Excelのワークブックとファ
イル

NA Smart Viewで EPM接続を使用して再
マップされます

フィルタ いいえ メタデータのセキュリティは、リレーシ
ョナル・スキーマで維持されます。

リンクされたレポート・オブ
ジェクト(Linked Reporting
Object:LRO)

いいえ 添付およびコメントは、EPMでは個別に
管理されます。

場所の別名 NA
ログ・ファイル いいえ
アウトラインと式 はい
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Essbaseアーティファクト フリーフォーム・インポート・
ファイル?

ノート

パーティション いいえ キューブ間でデータ・マップおよびスマ
ート・プッシュによる代替手段を使用で
きます。

レポート・スクリプト いいえ 他のエクスポートの代替手段を使用でき
ます。

ルール・ファイル、テキスト・
ファイル、.csvファイル

はい
シナリオ NA
代替変数 はい
ユーザー いいえ EPM SaaS Cloudの IDMで個別に管理

されます
ユーザーの役割 いいえ EPM SaaS Cloudの IDMで個別に管理

されます
Essbaseアウトライン・ファイルまたは移行ファイルがフリーフォーム・アプリケーションに
インポートされるときにスキップされるオブジェクトは何ですか。

Essbaseアーティファクト インポート中にオブジェクトがスキップされる理由
カスタム定義の関数(CDF) CDFは可能ですが、Javaのセキュリティを考慮すると、現在は実行でき

ません。Groovyは優れた代替手段です。
カスタム定義のマクロ(CDM) Essbaseの CDMは古いアーティファクトです。ルールで Calculation

Managerの設計時プロンプトを使用することで、その同じ概念がより適
切に実装されます。

ロケーション別名 ロケーション別名は、サーバー名、アプリケーション名、データベース
名、ユーザー名およびパスワードを介して物理 Essbaseデータベースを
参照できるショートカット名です。フリーフォーム・アプリケーション
は自己完結型で、複数のデータベースを備えた単一のアプリケーション
内にあります。このために、アプリケーション内でデータ・マップおよ
びスマート・プッシュを使用できます。

レポート・スクリプト データのインポートおよびエクスポートの代替手段は、Groovyおよび
EPM自動化を介して Cloud EPMで使用できます。

ルールのロード データ統合は、個別に実行できるルールのロードを取得する機能を提供
します。

Essbase機能は Cloud EPMのフリーフォーム・アプリケーションにどのようにマッピングさ
れますか。

ネイティブ Essbase 11gの機能 Cloud EPMのフリーフォーム・アプリケーション
アクティブ /パッシブ・キューブ 実装設定を使用してサポートできます
計算スクリプト ビジネス・ルール
カスタム定義の関数/マクロ Groovy
データベースのバージョニング 移行のスナップショットによる自動化。追加の環

境。
Oracle Essbase Administration Servicesのアウ
トラインの表示/編集

ディメンション・エディタ
Essbaseのセル・レベル・セキュリティ Cloud EPMアプリケーションのセル・レベル・セ

キュリティ
リンク・レポート・オブジェクト セル・コメント、ドキュメントの添付、サポート詳

細
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ネイティブ Essbase 11gの機能 Cloud EPMのフリーフォーム・アプリケーション
ルールのロード データ統合のルール、Groovy、ディメンション/デ

ータ・インポート、OLUエクスポート、レベル 0
(自動)のエクスポート

MaxLスクリプト EPM自動化、EPMエージェントおよび Groovy
パーティショニング Groovyを使用したクロス・キューブのデータ・マ

ップ/スマート・プッシュは効果的な代替手段です
レポート・スクリプト Cloud EPMのエクスポート・ルール、他の問合せ/

自動化ソリューション
テキスト・リスト すべてのディメンションにおけるスマート・リスト

Essbaseからアクティブおよびパッシブな Essbaseキューブを移行する場合、フリーフォー
ムでこれらのキューブをどのように処理しますか。
• アクティブなキューブは、アクティブに使用され、多くのユーザーによって頻繁に使用さ
れるキューブです。

• パッシブなキューブは、アクティブには使用されず、たまにしか使用されないキューブで
す。パッシブなキューブは多くの場合、振り返って確認するかまたは監査用のデータのア
ーカイブとして、比較決定を行うためにある時点のデータのビューを表すデータのバージ
ョンのスナップショットです。パッシブなキューブはたまにしか必要でなく、少数のユー
ザーのみが必要とします。

• 通常、アクティブなキューブの数はパッシブなキューブより少なくなります。アクティブ
なキューブは頻繁に使用され、使用回数も多いため、お客様はすべてのアクティブなキュ
ーブをアクティブなアプリケーションに移行する必要があります。共通ディメンションを
持つキューブは、デプロイされるアプリケーションの数を最適化するために、可能なかぎ
り 1つのアプリケーションに整理する必要があります。

パッシブなキューブの場合、推奨プラクティスは次のとおりです:

1. ライセンス・プロセスの一環として、追加の環境(通常は 2から 5)を要求します。追加の環
境の正確な数は、ユーザー数およびパッシブなキューブ数によって異なります。

2. EPM自動化を使用して、パッシブなキューブそれぞれの Oracle Essbaseアウトライン・
ファイル/移行ファイルを予備環境にインポートし、フリーフォームの移行ファイルとして
エクスポートするインポートおよびエクスポート自動化ルーチンを作成します。パッシブ
なキューブ・アプリケーションそれぞれのフリーフォームの移行ファイルをローカル/リモ
ートのクラウドの場所に毎月エクスポートして、パッシブなキューブ・アプリケーション
それぞれの現在のバージョンの移行ファイルを常に即座にインポートできるようにしま
す。これらのパッシブなキューブを含むアプリケーションのファイル名は、キューブの機
能的性質を表し、直感的にわかるようにしてください。

3. パッシブなキューブ内のデータを操作または表示する必要がある場合は、そのアプリケー
ションの移行ファイルを予備の Cloud EPMインスタンスにインポートできます。移行フ
ァイルのバージョンは現在のバージョンであるため、フリーフォームの現在のバージョン
の Cloud EPMにインポートされます。

Chapter 4
フリーフォームに関するよくある質問(FAQ)
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5
アクセス権限の設定

ディメンション、フォーム、ダッシュボード、タスク・リストなどのアプリケーション・アー
ティファクトに対するアクセス権限を割り当てます。
次も参照:

• ユーザーおよび役割の管理について
• 権限を割り当てることができるアプリケーション・アーティファクト
• アクセス権限タイプ
• アクセス権限の設計に関する考慮事項
安全なアクセスと効率的な管理を確保するには、アクセス権限を効果的に設定することが
重要です。

• アーティファクトへの権限の管理
• アクセス権限のレポート
• アクセス制御からの変更情報の取得

ユーザーおよび役割の管理について
このビジネス・プロセスでは、セキュリティを確保するために複数のセキュリティ・レイヤー
が使用されています。Oracleによって実装および管理されるインフラストラクチャ・コンポー
ネントにより、アプリケーションのセキュアな環境が構築されます。
権限があるユーザーのみにアプリケーションへのアクセスを許可する次のメカニズムを使用す
ることにより、ビジネス・プロセス・レベルのセキュリティが保証されます。
• シングル・サインオン(SSO)

• ビジネス・プロセスへの役割ベースのアクセス
グローバル役割は、Oracle Cloud Identity Consoleを介して付与されます。管理者用スタート・
ガイドを参照してください。
アクセス権限はアプリケーション・インタフェースを介して付与されます。詳細は、この章で
説明します。
チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。

目的 方法の学習
ビジネス・プロセスでのアクセス制御のセキュリテ
ィの管理方法とアクセス権限の設定方法を学習し
ます。このチュートリアルの背景の項とセキュリ
ティの概要の項では、ビジネス・プロセスのセキュ
リティのレイヤーについて説明しています。

 Planningでのセキュリティの設定
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権限を割り当てることができるアプリケーション・ア
ーティファクト

次のアーティファクトに権限を割り当てることができます。
• ユーザー定義のディメンションを含む、ディメンション

ノート:

メンバーに権限を割り当てるには、ディメンション・プロパティ「セキュリティ
の適用」を選択します。「セキュリティの適用」の設定を省略またはクリアする
と、すべてのユーザーがディメンションのメンバーにアクセスできるようになり
ます。
デフォルトでは、勘定科目、エンティティ、シナリオおよびバージョン・ディメ
ンションのアクセス権限が使用可能です。オプションで、期間、年およびカスタ
ム・ディメンションについてこのオプションを有効にすることができます。
ディメンション・プロパティの編集を参照してください。

• ナビゲーション・フロー
• ルールの起動権限
• ルール・フォルダ
• フォーム
• ダッシュボード
• インフォレット
• レポート、ブックおよびバースティング定義
• フォーム・フォルダ
• ダッシュボード・フォルダ
• インフォレット・フォルダ
• レポートおよびドキュメント・フォルダ
• タスク・リスト
• Groovyテンプレート

アクセス権限タイプ
アクセス権限には、「読取り」、「書込み」、「なし」および「表示」があります。
これらのオプションの詳細は、アド・ホック・グリッドでの祖先メンバーへのアクセスを参照
してください。
どのユーザーがどのルールを起動できるかを設定することもできます。
• 起動: 起動の権限を許可します

第 5章
権限を割り当てることができるアプリケーション・アーティファクト
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ノート:

表示ユーザー・タイプには、ディメンション・メンバーへの書込み権限がないた
め、メンバー、ディメンション、メンバー範囲またはディメンション間実行時プ
ロンプト・タイプを含む実行時プロンプトのあるルールを起動できません。その
他の実行時プロンプト(たとえば日付タイプ)のあるルールを起動することは可能
です。

• 起動しない: 起動を許可しない権限

ノート:

ユーザーがあるグループに属する理由からルールの起動権限を継承しているが、
他のグループに属する理由から起動を許可しない権限も割り当てられている場合
は、より制限的である「起動を許可しない」権限が優先します。

個別ユーザーおよび各グループにアクセス権限を指定できます。ユーザーをグループに割り当
てる場合、ユーザーはグループへのアクセス権限が必要になります。個人のアクセス権限とユ
ーザーが属するグループのアクセス権限に矛盾がある場合は、ユーザーに割り当てられたアク
セス権限が優先します。
グループを使用して、フォーム、ルール、ダッシュボードなどのアプリケーション・アーティ
ファクトに対するアクセス権限を付与できます。Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementでは、次の 3つのタイプのグループが認識されます:

• 事前定義: これらのグループは、それぞれの事前定義された役割について自動的に作成され
ます。すべてのユーザーが事前定義された役割(「パワー・ユーザー」など)に基づいて事前
定義済グループに割り当てられます。

• EPM: これらは「ツール」の「アクセス制御」で作成したグループです。
• IDCS: これらは、Oracle Cloud Identity Consoleで作成したグループです。「アクセス制御」
でそれらを表示し、アプリケーション役割および EPMグループに割り当てることができま
す。

詳細は、アクセス制御の管理のグループの管理を参照してください。
権限の継承
ユーザーまたはグループのアクセス権限は継承によって決定されます。メンバーの子または子
孫がその権限を継承する原因となる属性を指定できます。割り当てられた権限は、継承された
権限に優先します。権限設定で、メンバーを含めるかまたは除外できます。
表 5-1 アクセス権限の継承オプション

継承オプション 権限の割当て
メンバー 現在選択されているメンバーのみ
子 現在選択されているメンバーのレベル以下にあるすべての子メンバー
子(含む) 現在選択されているメンバーおよびそのメンバーのレベル以下にあるす

べての子メンバー
子孫 現在選択されているメンバーの下にあるすべての子孫メンバー

第 5章
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表 5-1 (続き) アクセス権限の継承オプション

継承オプション 権限の割当て
子孫(含む) 現在選択されているメンバーおよびそのメンバーの下にあるすべての子

孫メンバー

権限の評価法
権限を評価する場合、アプリケーションは次の順序で優先権を与えます。
1. 役割レベルのセキュリティ。サービス管理者の役割を持つユーザーには、すべてのアプリ
ケーション要素への権限があります。

2. 具体的にユーザーに割り当てられた権限である、パワー・ユーザー、ユーザーおよび参照
者のユーザー・タイプ。

3. グループに属することで割り当てられた権限。

ノート:

1つのメンバーが、グループ・メンバーに対して異なる権限を割り当てている 2
つのグループに属する場合、最も制限の小さい権限が優先されます。たとえば、
あるグループがメンバーに「読取り」権限を割り当て、別のグループが同じメン
バーに「書込み」権限を割り当てている場合は、「書込み」権限が優先されます。
ただし、グループの 1つが権限なし(なし)をメンバーに割り当てている場合は、
「なし」が「読取り」と「書込み」に優先されます。

4. 親レベルの割当て(たとえば、親メンバーまたはフォルダへのアクセス)。

アクセス権限の設計に関する考慮事項
安全なアクセスと効率的な管理を確保するには、アクセス権限を効果的に設定することが重要
です。
次の設計のベスト・プラクティスに従ってください。
アクセス権限の設定
アクセス権限によって、製品が起動した後のユーザーの権限が決まります。ほとんどの場合、
ユーザーを編成できるようにグループが設定されます。定義によれば、ユーザー・グループは、
同様のアクセス権限を持つユーザーのセットです。
次のアプリケーション要素に対して、グループおよび個々のユーザーのアクセス権限を割り当
てることができます:

• シナリオ
• バージョン
• 勘定科目
• エンティティ
• カスタム・ディメンション・メンバー
• フォーム

第 5章
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• ビジネス・ルール
ユーザーは、次のグループに所属できます。
• サービス管理者
• パワー・ユーザー
• ユーザー
• 参照者
ベスト・プラクティス:

• デフォルトで保護されているディメンションについては、必要に応じてアクセス権限を変
更します。

• ディメンション・メンバー、フォーム、ルールなどのアプリケーション要素に対するアク
セス権限を割り当てます。ユーザーは、アクセス権を持つアプリケーション要素のみを表
示または使用できます。

ユーザーおよびグループの設定
アプリケーション内のいずれかの要素に対するアクセス権限を取得するには、会社のユーザー
が Oracle Identity Management Systemに追加されている必要があります。アクセス権限によ
って、製品が起動した後のユーザーの権限が決まります。
定義によれば、ユーザー・グループは、同様のアクセス権限を持つユーザーのセットです。ユ
ーザーを編成し、アクセス権限を割り当てる方法としてグループを使用することをお薦めしま
す。
ユーザーの追加
ユーザーを環境に追加し、権限を割り当てて、アプリケーションに対するアクセス権を付与す
る必要があります。
ユーザーの役割は、次のいずれかのタイプとして定義されます。
• サービス管理者: ディメンション、フォーム、計算などを含め、アプリケーションを作成お
よび管理します。サービス管理者はアクセス権限を管理し、予算プロセスを開始します

• パワー・ユーザー: フォーム、Oracle Smart View for Officeワークシートおよび Financial
Reportingレポートを作成および維持します。ユーザーのすべてのタスクを実行できます。

• ユーザー: プランの入力および承認のための送信、ビジネス・ルールの実行、他のユーザー
が作成したレポートの使用、およびタスク・リストの表示と使用を行います。Smart View
を利用してデータを入力し、アド・ホック分析を実行します。

• 参照者: データ・フォームとライセンスを所有するデータ・アクセス・ツールを使用して、
データを表示および分析します。参照者は、アプリケーション内のいずれのデータも変更
できません。典型的な表示ユーザーは予算プロセスの期間中および最後にビジネス・プラ
ンを参照する必要のある経営者です。

ユーザー、パワー・ユーザーおよび参照者は、サービス管理者によって割り当てられた権限に
基づいて、フォーム、タスク・リストおよびビジネス・ルールにアクセスできます。
グループの作成
ユーザーにアクセス権限を割り当てる際にはグループを利用することを強くお薦めします。同
様のユーザーのグループを作成すると、継続的なセキュリティの保守が容易になります。ユー
ザーがグループに追加されると、そのグループのアクセス権限を継承します。ディメンショ
ン・メンバー、フォーム、タスク・リストなどの要素に対するグループ・アクセス権限を割り
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当てることは、それらのアクセス権限を各ユーザーに個々に割り当てる必要がないことを意味
します。
ベスト・プラクティス:

• 個々のユーザーがグループに割り当てられ、個々のユーザーのアクセス権限がそのグルー
プのものと矛盾する場合、個々のユーザーのアクセス権限が優先されます。

• 同様のアクセス権限を持つユーザーのセットに対するグループの使用は、ユーザー・アク
セス権を実装する前に明確に定義しておく必要があります。

• 個人の権限はグループの権限より優先されます。
• 個人が複数のグループに割り当てられている場合、最も高いアクセス権限を持つグループ
が優先されます。

ユーザーに直接割り当てられたアクセス権限は、ユーザーが所属するグループから継承された
アクセス権限より優先されます。たとえば、プランに対する読取りアクセス権をグループから
継承しても、プランに対する書込みアクセス権を直接割り当てられている場合は、プランに対
する書込みアクセス権を取得します。
グループへのユーザーの割当て
ベスト・プラクティスとして、保守を軽減し、同様のアクセス権をユーザーに割り当てる方法
としてグループを利用します。適切なグループのアクセス権をユーザーに付与します。
ディメンションに対するアクセス権の割当て
ユーザーがデータを読み書きできるようにするには、次のディメンションに対するアクセス権
限を割り当てる必要があります。
• 勘定科目
• エンティティ
• シナリオ
• バージョン
カスタム・ディメンションでセキュリティが有効になっている場合は、それらのディメンショ
ンに対するセキュリティもユーザーに割り当てる必要があります。デフォルトで保護されてい
るディメンションについては、必要に応じてセキュリティ・アクセス権を変更します。
勘定科目ディメンションに対するアクセス権の割当て
表示を許可されている勘定科目に対する読取りまたは書込みアクセス権のみをユーザーに付与
します。アクセス権限は、「読取り」、「書込み」、「なし」または「表示」として割り当てること
ができます。
ベスト・プラクティス:

• 継続的なセキュリティの保守を軽減するために、可能なかぎり、関係関数も利用する必要
があります。関係関数は、「メンバー」、「子」、「子(含む)」、「子孫」および「子孫(含む)」
です。たとえば、純利益の子孫に対する書込みアクセス権をグループに割り当てると、そ
のグループのすべてのユーザーは、純利益の子孫であるすべての勘定科目に対する書込み
アクセス権を持つことができます。このようにすると、各勘定科目に対するアクセス権を
個々に割り当てる必要がありません。

• 優先および継承のルールを十分に活用するには、例外ベースの手法を使用してセキュリテ
ィを管理します。セキュリティの基本的な割当てには、グループと関係を使用する必要が
あります。親レベルのメンバーに対するグループの権限を割り当て、関係を使用してその
割当てを子または子孫にプッシュします。子に対する個々のユーザーの権限を例外に基づ
いて割り当てます。
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エンティティ・ディメンションに対するアクセス権の割当て
表示を許可されているエンティティに対する読取りまたは書込みアクセス権のみをユーザーに
付与します。アクセス権限は、「読取り」、「書込み」、「なし」または「表示」として割り当てる
ことができます。
シナリオ・ディメンションに対するアクセス権の割当て
シナリオに対するアクセス権は通常、「読取り」または「書込み」に設定します。たとえば、実
績および差異シナリオに対するアクセス権を「読取り」として、プランおよび予測シナリオに
対するアクセス権を「書込み」として割り当てることができます。
バージョン・ディメンションに対するアクセス権の割当て
バージョンに対するアクセス権は通常、「読取り」または「書込み」に設定します。たとえば、
最終バージョンに対するアクセス権を「読取り」として、作業中バージョンに対するアクセス
権を「書込み」として割り当てることができます。
カスタム・ディメンションに対するアクセス権の割当て
カスタム・ディメンションでセキュリティが有効になっている場合、ユーザーがアクセスでき
るようにするには、そのディメンションに対するセキュリティを割り当てる必要があります。
フォームに対するアクセス権の割当て
ユーザーがフォームを開くことができるようにするには、アクセス権限を割り当てる必要があ
ります。
フォーム・フォルダに対するアクセス権を割り当てられているユーザーは、より詳細なアクセ
ス権を割り当てられていないかぎり、そのフォルダ内のフォームにアクセスできます。
ユーザーおよびパワー・ユーザーは、アクセス権を持つフォームのみに対して表示またはデー
タの入力を行うことが可能です。アクセス権を持つメンバーのみを操作できます。
ヒント:

• フォームに対するアクセス権を簡単に割り当てるには、フォームをフォルダに編成し、個
々のフォーム・レベルではなく、フォルダ・レベルでアクセス権を割り当てます。アクセ
ス権限は、「読取り」、「書込み」または「なし」に設定できます。

• フォルダに対してアクセス権を割り当てる場合、そのフォルダ内にあるすべてのフォルダ
はそのアクセス権を継承します。

• フォーム・フォルダに対する特定のアクセス権(「なし」や「書込み」など)を割り当てた場
合、そのアクセス権限はその親フォルダのアクセス権限より優先されます。たとえば、ユ
ーザーが「なし」権限を持っている Folder2を含む Folder1に対する「書込み」権限を持
っている場合、そのユーザーは Folder1を開くことはできますが、Folder2を表示すること
はできません。

• ユーザーが、「書込み」アクセス権を割り当てられている Form1というフォームを含む
Folder1というフォーム・フォルダに対し、「なし」アクセス権が割り当てられている場合、
ユーザーは Folder1と Form1の両方を見ることができます。

ビジネス・ルールに対するアクセス権の割当て
ユーザーがビジネス・ルールを起動できるようにするには、ルールに対するアクセス権限を付
与する必要があります。
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ベスト・プラクティスとして、同様のユーザー・アクセス権を持つビジネス・ルールをフォル
ダに編成し、フォルダにセキュリティを適用してください。個々のビジネス・ルールに対する
アクセス権限を付与することもできますが、この方が少し時間がかかります。
ユーザーは、より詳細なアクセス権を割り当てられていないかぎり、アクセス権を割り当てら
れているフォルダ内の Calculation Managerビジネス・ルールに対する「起動」アクセス権を
持ちます
タスク・リストに対するアクセス権の割当て
アプリケーションをナビゲートするには、個々のタスク・リストに対するアクセス権をユーザ
ーに割り当てる必要があります。
ベスト・プラクティスとして、グループを使用してアクセス権を割り当ててください。これは、
個々のタスク・リストにアクセス権を適用するよりも効率的です。
レポートに対するアクセス権の割当て
ユーザーがレポートを使用できるようにするには、それに対するアクセス権を割り当てる必要
があります。
他のアーティファクトと同様に、レポートをフォルダに編成し、フォルダ・レベルでアクセス
権を割り当てることをお薦めします。これにより、セキュリティに必要な保守が軽減します。
レポートがフォルダに追加されると、そのフォルダからアクセス権が継承されます。

アーティファクトへの権限の管理
次も参照:

• アーティファクト、ルールおよびフォルダに対する権限の割当てについて
• アーティファクトおよびフォルダに対する権限の追加、変更および削除
• ルールおよびルール・フォルダに対する権限の追加、変更および削除

アーティファクト、ルールおよびフォルダに対する権限の割当
てについて

サービス管理者は、アーティファクト (フォーム、ダッシュボード、インフォレット、レポー
ト、ブックおよびバースティング定義)、ルールおよびフォルダに対する権限を割り当てること
ができます。
ディメンション・メンバーに対する権限の割当ての詳細は、アクセス権限タイプおよびディメ
ンション・メンバーへのアクセス権の割当てを参照してください。
原則:

• アーティファクト (フォーム、ダッシュボード、インフォレット、レポート、ブックおよび
バースティング定義):

– ユーザーおよびパワー・ユーザーは、権限を持つフォームのみ表示またはデータ入力
することが可能です(また、権限を持つメンバーに対してのみ作業を行うことが可能で
す)。

– サービス管理者およびパワー・ユーザーはアーティファクトを設計できます。
– パワー・ユーザーは、自分が作成した、またはサービス管理者によって権限を割り当
てられたアーティファクトにアクセスできます。
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– サービス管理者は、すべてのディメンション・メンバーおよびすべてのアーティファ
クトに対する「書込み」権限を持ちます。

• ルール:

– ユーザーおよびパワー・ユーザーは、「起動」権限を割り当てられているルールのみを
表示および起動できます。

– ルールセットは、ルールセットに含まれるルールから起動権限を継承します。
• フォルダ:

– フォルダに対する権限を割り当てられているユーザーは、より詳細な権限を割り当て
られていないかぎり、そのフォルダ内のアイテムにアクセスできます。同様に、ユー
ザーは、より詳細な権限を割り当てられていないかぎり、権限を割り当てられている
フォルダにある Calculation Managerのルールに対する「起動」権限を持ちます。

– フォルダに対する権限を割り当てると、その下にあるすべてのフォルダにその権限が
継承されます。

– フォルダに対する特定の権限(「なし」や「書込み」など)を割り当てた場合、その権限
はその親フォルダの権限より優先されます。たとえば、ユーザーが「なし」権限を持
っている Folder2を含む Folder1に対する「書込み」権限を持っている場合、そのユー
ザーは Folder1を開くことはできますが、Folder2を表示することはできません。

– Calculation Managerのフォルダに対する特定の権限(「起動」など)を割り当てた場合、
その権限はその親フォルダの権限より優先されます。たとえば、ユーザーが「起動し
ない」権限を持っている RulesFolder2を含む RulesFolder1に対する「起動」権限を
持っている場合、そのユーザーは RulesFolder1を開くことはできますが、RulesFolder2
を表示することはできません。

– ユーザーが「書込み」権限を持っている Form1というフォームを含む Folder1という
フォルダに対する「なし」権限を持っている場合、そのユーザーは Folder1と Form1
を表示できます。

– ユーザーが「起動」権限を持っている Rule1というルールを含む RulesFolder1という
Calculation Managerのフォルダに対する「起動しない」権限を持っている場合、その
ユーザーは RulesFolder1および Rule1を表示できます。

手順の詳細は、アーティファクトおよびフォルダに対する権限の追加、変更および削除および
ルールおよびルール・フォルダに対する権限の追加、変更および削除を参照してください。

アーティファクトおよびフォルダに対する権限の追加、変更お
よび削除

アーティファクト (フォーム、ダッシュボード、インフォレットと、レポート、ブックおよびバ
ースティング定義)およびフォルダに割り当てられる権限とは、基礎となるデータではなく、ア
ーティファクトとフォルダの定義を変更する能力のことです。
アーティファクトおよびフォルダに対する権限を割り当てるには:

1. アーティファクト (「データ」、「ダッシュボード」、「インフォレット」、「レポート」または
「ドキュメント」)ページに移動します。

2. アーティファクトまたはフォルダの横にある「アクション」アイコンをクリックして「権
限の割当」をクリックするか、チェック・ボックスを使用して 1つ以上のアーティファク
トまたはフォルダを選択し、グローバル「アクション」メニューをクリックして「権限の
割当」をクリックし、選択したアーティファクトまたはフォルダに権限を割り当てます。
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ノート:

• 複数選択は、標準化されたアーティファクト・ページ(「ダッシュボード」、「イ
ンフォレット」、「データ」、「ルール」または「ドキュメント」)のいずれかを
表示している場合にのみ機能します。その他すべてのアーティファクト・ペ
ージでは従来のインタフェースが使用され、従来のアーティファクト・ペー
ジでは、一度に 1つのアーティファクトまたはフォルダにのみ権限を割当て
できます。標準化された Cloud EPMプラットフォームのアーティファク
ト・ページについてを参照してください。

• アーティファクト・ページの「ライブラリ」フォルダに権限を割り当てるに
は、リスト領域でアーティファクトを選択せずにグローバル「アクション」
ボタンをクリックし、「権限の割当」を選択します。

3. 次のタスクを実行します:

• ユーザーまたはグループの権限を追加するには、「ユーザー/グループの追加」をクリッ
クし、使用可能なユーザーおよびグループのリストから選択し、矢印を使用して選択
したものを「割り当てられた権限」ペインに移動します。

• ユーザーまたはグループの権限のタイプを編集するには、次のオプションを選択しま
す:

– 「読取り」をクリックすると、選択したユーザーおよびグループは、リスト内のア
ーティファクトまたはフォルダを表示できますが、アーティファクトまたはフォル
ダの情報を作成、編集または削除することはできません。

– 「書込み」をクリックすると、選択したユーザーおよびグループは、リスト内のア
ーティファクトまたはフォルダを表示でき、さらにアーティファクトまたはフォル
ダの情報を作成、編集または削除できます。

– 選択したユーザーまたはグループにリスト内のアーティファクトまたはフォルダ
の表示を許可しない場合は、「なし」をクリックします。

• ユーザーまたはグループの権限を削除するには、ユーザーまたはグループの横にある
 (削除)をクリックします。

4. 「保存」をクリックします。

ルールおよびルール・フォルダに対する権限の追加、変更およ
び削除

ルールおよびルール・フォルダに割り当てられた権限は、ユーザーまたはグループが選択した
ルールを起動できるかどうかを制御します。
ルールおよびルール・フォルダに対する権限を割り当てるには:

1. 「ルール」をクリックします。
2. ルールまたはルール・フォルダの横にある「アクション」アイコンをクリックして「権限
の割当」をクリックするか、チェック・ボックスを使用して 1つ以上のルールまたはルー
ル・フォルダを選択し、グローバル「アクション」メニューをクリックして「権限の割当」
をクリックし、選択したアーティファクトまたはフォルダに権限を割り当てます。
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ノート:

複数選択は、標準化された「ルール」ページを表示している場合にのみ機能しま
す。従来の「ルール」ページを使用している場合は、一度に 1つのルールまたは
フォルダにのみ権限を割当てできます。標準化された Cloud EPMプラットフォ
ームのアーティファクト・ページについてを参照してください。

3. 次のタスクを実行します:

• ユーザーまたはグループの権限を追加するには、「ユーザー/グループの追加」をクリッ
クし、使用可能なユーザーおよびグループのリストから選択し、矢印を使用して選択
したものを「割り当てられた権限」ペインに移動します。

• ユーザーまたはグループの権限のタイプを編集するには、次のオプションを選択しま
す:

– 選択したユーザーおよびグループが、選択したルールを起動できるようにするに
は、「起動」をクリックします。

– 選択したユーザーおよびグループが、選択したルールを起動できないようにするに
は、「起動しない」をクリックします。

• ユーザーまたはグループの権限を削除するには、ユーザーまたはグループの横にある
 (削除)をクリックします。

4. 「保存」をクリックします。

アクセス権限のレポート
現在のアクセス権限を表示し、レポートを印刷できます。
アプリケーションにおけるユーザーおよびグループの現在のアクセス権限をレポートするに
は:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックしてから、「モニターおよび検索」で、「シ
ステム・レポート」をクリックします。

2. 「アクセス制御」をクリックします。
3. 「ユーザーまたはグループの選択」で、使用可能なオプションから選択します。
4. 左側の「使用可能」パネルから、レポートするユーザーまたはグループを選択して「選択
済」パネルに移動します。

5. 左側の「使用可能なオブジェクト」パネルから、レポートするオブジェクトを選択して「選
択したオブジェクト」パネルに移動します。

6. レポート・オプションを選択します。
• 「タイプが一致するアクセスの表示」で、ビューへのアクセス「読取り」、「書込み」ま
たは「なし」を選択します。

• 「結果のグループ分け単位」で、どのようにレポートを表示するかを「ユーザー」また
は「オブジェクト」から選択します。

• 「レポート・タイプ」セクションで、「割り当てられたアクセス」または「有効なアク
セス」を選択します。
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表 5-2 アクセス・レポート・タイプ

レポート・タイプ 説明 オプション
割り当てられたアクセ
ス

サービス管理者により割り当てられ
るアクセス権限の要約

アクセス権がメンバー選択リレーションまたはグループ・メ
ンバーシップのどちらにより割り当てられるかを指定しま
す。
• 「関係が一致するアクセスの表示」: 「メンバー」、「子」、
「子(含む)」、「子孫」、または「子孫(含む)」。

• グループからの継承を表示: グループのユーザーから継
承済のアクセス権限を表示します。

有効なアクセス アプリケーションの評価に伴いアク
セス権の割当てを要約します(たと
えば、子またはグループ・メンバー
シップなどのメンバー選択関係)。
アクセス権限に不一致が見られる場
合に有効です。

ノート:

有効なアクセス権レポー
トはグループに対しては
生成できません。

「有効なアクセス元の表示」を選択することにより、有効なア
クセス権元を説明します。たとえば、Entity1の書込みアク
セス権を割り当てられているユーザー名 JSomebodyが、
Entity1の読取りアクセス権を割り当てられている Salesグ
ループに属しているとします。個人に割り当てられたアクセ
ス権は、グループ・メンバーシップにより継承されるアクセ
ス権に優先するため、この設定では JSomebodyが Entity1
の書込みアクセス権を割り当てられていると表示されます。

7. 「レポート作成」をクリックします。

アクセス権限レポートの操作
アクセス権限のレポートは Adobe Acrobatに表示されます。Adobe Acrobatのツールバーを使
ってレポートを操作できます。

アクセス制御からの変更情報の取得
アクセス制御からのグループ名またはグループ・メンバーシップの変更は、アプリケーション
に反映されません。変更を適用するには、セキュリティ・アーティファクトを再インポートす
る必要があります。
グループのプロパティを変更した後に情報を同期するには:

1. サービス管理者として環境にアクセスします。
2. 「ツール」、「移行」の順にクリックします。
3. セキュリティ・アーティファクトをエクスポートします。

a. 「コア」をクリックしてから「セキュリティ」を選択します。
b. 「エクスポート」をクリックします。
c. ファイル名を入力して「OK」をクリックします。
d. 移行ステータス・レポートをレビューしてエクスポートが成功したことを確認します。
e. 「閉じる」をクリックします。

4. 作成したスナップショットをインポートします。
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a. 「移行」ページで、「スナップショット」をクリックします。
b. 「アクション」で、前のステップで作成したスナップショットの横の  (「アクショ
ン」)をクリックしてから、「インポート」をクリックします。

c. 「OK」をクリックします。
d. 移行ステータス・レポートをレビューしてインポートが成功したことを確認します。
e. 「閉じる」をクリックします。
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6
アプリケーションの管理

アプリケーション・コンソールを使用して、アプリケーション、キューブおよびディメンショ
ンの表示と管理を行います。
次も参照:

• アプリケーションの概要
アプリケーション、ディメンションおよびディメンション・メンバーの管理方法について
学習するには、ここから開始します。

• アプリケーションのリフレッシュ
アプリケーションの構造を変更したら、アプリケーションを必ずリフレッシュします。

• キューブの管理
キューブ・エディタを使用して、標準アプリケーションでキューブを表示または追加でき
ます。

• ディメンションの管理
ディメンションおよびディメンション・メンバーの管理方法を学習するには、ここから開
始します。

• ユーザー・プリファレンスの設定
• 変数の管理
• アクティビティ・レポートの表示
アクティビティ・レポートでユーザー・アクティビティをモニターします。

• データとメタデータのインポートおよびエクスポート
Planningを使用して、アプリケーションの内外にデータおよびメタデータを移動します。

• 簡易複数通貨アプリケーションの為替レート・タイプのインポート
テンプレートを使用して簡易複数通貨アプリケーションの為替レートをインポートしま
す。

• Essbaseアウトラインの検証
Essbaseアウトラインを事前検証して、アプリケーションがハイブリッド Essbaseバージ
ョンと互換性があることを確認します。

• ハイブリッド BSOアプリケーションを非ハイブリッドに戻す
• アプリケーション・データベースの作成とリフレッシュ
アプリケーション・データベースをリフレッシュする前に知っておく必要のあること。

• アプリケーションへの集約ストレージ・アウトラインの追加
集約ストレージの機能とアプリケーションでの使用方法について理解します。

• Planningアプリケーションの変換
Planningアプリケーションを Reportingから Standardに変換する方法、および Standard
または Reportingから Enterpriseに変換する方法を学習します。

• アプリケーションの削除
アプリケーションを削除する場合、慎重に作業を進めます。

• 日次メンテナンス・プロセス開始時間の設定
1時間の日次メンテナンス・プロセスを開始するのに最も都合のよい時間を決定して設定
する方法について理解します。
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• 受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラを使用したファイルのアップロードおよびダ
ウンロード
受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラを使用して、ファイルをサーバーにアップロ
ードしたり、コンピュータにダウンロードします。

アプリケーションの概要
アプリケーション、ディメンションおよびディメンション・メンバーの管理方法について学習
するには、ここから開始します。
アプリケーションは、ビジネス・プロセスのニーズを満たすために使用される、関連する一連
のディメンションとディメンション・メンバーです。各アプリケーションにはそれ自体の勘定
科目、エンティティ、シナリオおよび他のデータ要素があります。
アプリケーションを作成するには、Planningアプリケーションの作成を参照してください。
アプリケーションを作成した後、アプリケーション・コンソールを使用して表示および管理で
きます。アプリケーション・コンソールを表示するには、「アプリケーション」をクリックし、
「概要」をクリックします。
アプリケーション・コンソールには、アプリケーションのプロパティ(アプリケーション・タイ
プなど)およびアプリケーション統計(アプリケーション内のタスク、プラン、アプリケーショ
ン階層およびルールの数など)が表示されます。また、アプリケーションで使用されているキュ
ーブ(標準アプリケーションの場合)とディメンション(レポート・アプリケーションの場合)もリ
ストされます。
• アプリケーションの概要を表示するには、「概要」をクリックします。
• キューブを管理するには、「キューブ」をクリックします。キューブの管理を参照してくだ
さい。

• ディメンションを管理するには、「ディメンション」をクリックします。ディメンションの
管理を参照してください。

• アクティビティ・レポートを表示するには、「アクティビティ」をクリックします。アクテ
ィビティ・レポートの表示を参照してください。

アプリケーションのリフレッシュ
アプリケーションの構造を変更したら、アプリケーションを必ずリフレッシュします。
アプリケーションをリフレッシュするまで、アプリケーションの変更がユーザーによるデータ
の入力および承認タスクに影響を与えることはありません。たとえば、ディメンション・メン
バーのプロパティ修正、メンバーの追加またはアクセス権限の変更を行った場合、これらの更
新はアプリケーションをリフレッシュした後ユーザーに表示されます。
アプリケーションをリフレッシュするには:

1. 「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「リフレッシュ」をクリックします。
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ノート:

アプリケーションの更新時にアプリケーションが自動的にリフレッシュされます。
リフレッシュに関する情報は、コンテンツ更新と呼ばれるジョブで取得されます。コ
ンテンツ更新プロセスの進行状況および詳細を表示するには、ジョブ・コンソールを
使用します。ジョブ・コンソールには、ホーム・ページで「アプリケーション」クラ
スタ内の「ジョブ」をクリックするとアクセスできます。ジョブを表示する手順は、
このガイドのジョブのステータスの表示を参照してください。また、コンテンツ更新
の開始時間の設定については、管理者用スタート・ガイドのコンテンツ更新開始時間
の設定を参照してください。

キューブの管理
キューブ・エディタを使用して、標準アプリケーションでキューブを表示または追加できます。
最大で合計 7つのキューブを標準アプリケーションに追加できます。追加したキューブは、他
のキューブと同じように動作します。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
キューブの管理方法を学習します。アプリケーシ
ョンは、メタデータやデータを格納する 1つ以上の
キューブで構成されます。

 Planningでのキューブの管理

関連トピック
• キューブの表示および管理
• キューブの追加
• キューブのクリア
• キューブのパフォーマンスの向上

キューブの表示および管理
キューブを表示および管理するには:

1. 「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「キューブ」をクリックします。
3. 次のいずれかのタスクを実行します。

• キューブの詳細を表示するには、表示するキューブの名前をクリックします。
• キューブを追加するには、「作成」をクリックして、キューブの詳細をすべて指定し、
「完了」をクリックます。
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ノート:

新規ブロック・ストレージ・キューブを作成する場合は、オプション「サン
ドボックスの有効化」を選択できます。このオプションを選択すると、バー
ジョン・メンバーに「サンドボックスの有効化」オプションも提供されます。
サンドボックスの管理を参照してください。

キューブの詳細は、キューブの追加を参照してください。

ノート:

アプリケーションの作成時にのみキューブの名前を変更できます。キューブを追
加した後、名前の変更や削除を行うことはできません。

キューブの追加
Planningでは、それぞれが一意の集約ストレージ・アプリケーション名を持つ、3つのブロッ
ク・ストレージ・キューブ、対応する 3つの集約ストレージ・キューブおよび 1つの連結集約
ストレージ・キューブという最大で合計 7個のキューブを追加できます。アプリケーション・
タイプ別のキューブの比較については、次のチャートを参照してください。
キューブを追加すると、他のアプリケーション・キューブと同様に動作します。キューブが集
約ストレージ・データベースにマップする場合、集約ストレージの制限が適用されます。

ノート:

集約ストレージ・キューブの場合、集約ストレージ・データベースは独自のアプリケ
ーションに存在する必要があるため、データベースを格納するアプリケーション名を
指定する必要があります。
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アプリケーション・タイプ別のキューブの比較

キューブのクリア
次も参照:

• キューブのクリアについて
• キューブのクリア・ジョブの作成
• キューブのクリア・ジョブの開始および削除
• キューブのクリア・ジョブのスケジュール

キューブのクリアについて
アプリケーションでは、入力キューブおよびレポート・キューブ内の特定のデータをクリアで
きます。キューブのクリア・ジョブをすぐに開始するか、後で実行するようにスケジュールで
きます。

ノート:

入力キューブおよびレポート・キューブ内で指定したデータはキューブのクリア・ジ
ョブによって削除されますが、アプリケーションのリレーショナル表内のキューブ定
義は削除されません。

キューブのクリア・ジョブの作成
キューブのクリア・ジョブを作成するには:

1. 「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「アクション」、「キューブのクリア」の順にクリックします。
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3. 「キューブのクリア」ページで、「作成」をクリックし、ジョブ名を入力し、キューブを選
択して、クリア・オプションを選択します。
• すべてクリア : ブロック・ストレージ・キューブと集約ストレージ・キューブの両方に
ついて、選択したエンティティに関連付けられているキューブ内のすべてのデータを
削除します。
– サポート詳細
– コメント
– 添付
– Essbaseデータ

• ブロック・ストレージ・キューブのみの場合:

– 上位レベル・ブロック: 上位レベル・ブロック内のデータを削除します
– 非入力のブロック: 非入力のブロック内のデータを削除します
– 動的ブロック: 動的ブロック内のデータを削除します
– 空のブロック: #MISSING値のあるブロックを削除します

• 集約ストレージ・キューブのみの場合:

– すべての集約: すべての集約ビューを削除します
– 部分データ(基本モード): 指定した領域内のデータをクリアします。「メンバー・セ
レクタ」 をクリックして、視点を選択できます。
* サポート詳細
* コメント
* 添付
* Essbaseデータ(論理): 指定した領域内の入力セルが負の相殺値とともに新し
いデータ・スライスに書き込まれ、その結果、クリアするセルの値がゼロにな
ります。データを論理的にクリアするプロセスは、クリアされるデータのサイ
ズに比例した時間で完了します。相殺セルが作成されるため、このオプション
ではデータベースのサイズが大きくなります。

* Essbaseデータ(物理): 指定した領域内の入力セルが集約ストレージ・データ
ベースから物理的に削除されます。データを物理的にクリアするプロセスは、
クリアされるデータのサイズではなく、入力データのサイズに比例した時間で
完了します。したがって、この方法は通常、大きいデータ・スライスを削除す
る必要がある場合にのみ使用します。

– 部分データ(拡張モード): 表示されるテキスト・ボックスで MDX式を使用して、
Essbaseデータのみをクリアします。
* Essbaseデータ(論理): 指定した領域内の入力セルが負の相殺値とともに新し
いデータ・スライスに書き込まれ、その結果、クリアするセルの値がゼロにな
ります。データを論理的にクリアするプロセスは、クリアされるデータのサイ
ズに比例した時間で完了します。相殺セルが作成されるため、このオプション
ではデータベースのサイズが大きくなります。

* Essbaseデータ(物理): 指定した領域内の入力セルが集約ストレージ・データ
ベースから物理的に削除されます。データを物理的にクリアするプロセスは、
クリアされるデータのサイズではなく、入力データのサイズに比例した時間で
完了します。したがって、この方法は通常、大きいデータ・スライスを削除す
る必要がある場合にのみ使用します。
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4. 「保存して閉じる」をクリックします。
5. 「キューブのクリア」リスト・ページにジョブを表示するには、「リフレッシュ」をクリッ
クします。

キューブのクリア・ジョブをすぐに開始するかジョブを削除するには、キューブのクリア・ジ
ョブの開始および削除を参照してください。
キューブのクリア・ジョブを即時または後で実行するか一定間隔で実行するようにスケジュー
ルするには、「ジョブ」ページに移動します。ジョブのスケジュールを参照してください。

ヒント:

後続の「キューブのクリア」ジョブのジョブ作成プロセスを合理化するために、「名
前を付けて保存」オプションを使用して既存のジョブを複製し、それを更新できま
す。ジョブの複製を参照してください。

キューブのクリア・ジョブの開始および削除
キューブのクリア・ジョブをすぐに開始するかジョブを削除するには:

1. 「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「アクション」、「キューブのクリア」の順にクリックします。
3. 「キューブのクリア」リスト・ページで、開始または削除するキューブのクリア・ジョブの
横にある  (「アクション」)をクリックし、次のいずれかのオプションを選択します:

• 「送信」をクリックすると、ジョブがすぐに開始されます。
• 「削除」をクリックすると、ジョブが削除されます。

キューブのクリア・ジョブのスケジュール
キューブのクリア・ジョブは、後で実行するか一定間隔で実行するようにスケジュールできま
す。キューブのクリア・ジョブをスケジュールするには、「ジョブ」ページに移動します。ジョ
ブのスケジュールを参照してください。

キューブのパフォーマンスの向上
キューブのパフォーマンスを向上させるためにスケジュールできるジョブ
アプリケーションでは、キューブのパフォーマンスを向上させるジョブをスケジュールできま
す。これには、次のようなジョブがあります:

• キューブの再構築: ブロック・ストレージ・キューブの完全な再構築が実行され、断片化が
解消または減少します。また、空のブロックが削除されます。このジョブを実行しても、
変更内容はビジネス・プロセスから Essbaseにプッシュされません。

• アウトラインの圧縮: 集約ストレージ・キューブのアウトライン・ファイルを圧縮します。
圧縮は、アウトライン・ファイルを最適なサイズに保つのに役立ちます。アウトラインを
圧縮しても、データはクリアされません。このジョブを実行しても、変更内容はビジネス・
プロセスから Essbaseにプッシュされません。

• データ・スライスのマージ: 集約ストレージ・キューブの増分データ・スライスをマージし
ます。スライスが少なくなると、キューブのパフォーマンスは向上します。メイン・デー
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タベース・スライスにすべての増分データ・スライスをマージしたり、メイン・データベ
ース・スライスを変更しないまま単一のデータ・スライスにすべての増分データ・スライ
スをマージしたりできます。オプションで、値がゼロのセルを削除することも可能です。

• 集約の最適化: 集約ストレージ・キューブで収集された問合せトラッキング情報に基づい
て、最適化したビューを生成します。このジョブには 2つのアクションがあります。
– 問合せトラッキングの有効化: 有用な一連の問合せを記録したうえで、記録した問合せ
データを使用して、そのデータベース用に生成するのに最も適した集約ビューのセッ
トを選択します。問合せデータに基づいて集約プロセスを実行するには、問合せトラ
ッキングを有効にし、データ収集に十分な時間を取る必要があります。
これを有効にすると、問合せトラッキングを無効にするか、キューブをリロードまた
はリフレッシュする、アウトラインを圧縮する、アプリケーションを終了する、また
はこのデータベースに追加の集約ビールが生成されるまで、問合せトラッキングは続
行します。これらのアクションの実行後、問合せトラッキングは自動的に再開されま
せん。

ノート:

次のアクションを実行すると、保存されている問合せトラッキング情報が集
約ストレージ・キューブからクリアされますが、問合せトラッキングは無効
になりません。
* 増分データ・スライスのマージ
* データのクリア中
* 既存の集約のクリア
* 部分データのクリア
* 集約ストレージ・キューブへのデータのロード

– 集約プロセスの実行: データが含まれ、ユーザーに計算権限が付与されている集約スト
レージ・データベースに対して集約を計算します。集約を実行するには、システム推
奨のビューを使用します。ビューの選択と集約のプロセスをまとめて、サーバーによ
って実行される 1つの構成不可能な操作にします。オプションで、生成されるファイ
ルの最大ディスク・スペースを指定し、ユーザー問合せパターンに基づいてビューの
選択を行い、ビュー選択にロールアップ階層を含めることができます。次の 1つ以上
のオプションを選択します。
* 問合せデータを基準にしますか?: 収集されたユーザー問合せパターンに基づい
て、サーバーで選択されるビューを集約します。このオプションは、問合せトラッ
キングがオンになっている場合にのみ使用可能です。

* ロールアップ・オプションを含めますか?: セカンダリ階層(デフォルトのレベルの
使用)をビュー選択プロセスに含めます。

* 成長サイズ・オプションを含めますか?: 指定された集約データベースの増大限度
を超えるまで、サーバーで選択されるビューを集約します。サーバーがそれを超え
ると集約を停止する必要があるサイズ(比率)を入力します。

ジョブをすぐに開始することも、後で実行するようスケジュールすることもできます。
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ノート:

これらのアクションの間、ユーザーはログインしたままでかまいません。

関連トピック
• ジョブのスケジュール
• オペレーション・ガイドの BSOキューブの最適化
• オペレーション・ガイドの集約ストレージ・オプション・キューブの最適化

ディメンションの管理
ディメンションおよびディメンション・メンバーの管理方法を学習するには、ここから開始し
ます。
ディメンションで、データ値が分類されます。
アプリケーションでは、勘定科目、エンティティ、シナリオ、バージョン、期間、通貨(複数通
貨アプリケーションの場合)および年のディメンションが提供されています。
「ディメンション」ページのディメンションは、優先順位の順序でリストされます。ディメンシ
ョンの順序は、アプリケーションの構造およびパフォーマンスにとって重要です。ディメンシ
ョンの順序により、データ計算がどのように実行されるかが決定されます。「評価順」で、デー
タ交差にデータ・タイプの競合がある場合に優先されるデータ・タイプを指定できます。
たとえば、勘定科目メンバーが通貨データ・タイプに設定され、製品メンバーがスマート・リ
スト・データ・タイプに設定されている場合、通貨またはスマート・リスト・データ・タイプ
のどちらが交差時に優先かを設定できます。

ノート:

• テキスト、日付またはスマート・リスト・データ型が必要な勘定科目メンバーに
は、考慮対象のキューブ(1つまたは複数)に対して評価順序を設定するために勘定
科目ディメンションが必要です。簡易インタフェースでの評価順序の設定を参照
してください。

• スマート・リストをフォームで表示可能にするには、スマート・リストのタイプ・
メンバーが属するディメンションが評価順序の最初にある必要があります。スマ
ート・リストの操作を参照してください。

ディメンションを管理するには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックして、「ディメンション」をクリッ
クします。

2. 次のタスクを実行します:

• ディメンションをキューブでフィルタするには、キューブによるディメンション・ビ
ューのフィルタを参照してください。
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• ディメンションとそのメンバーについてプロパティを表示および編集するには、ディ
メンションの名前をクリックします。簡易ディメンション・エディタでのディメンシ
ョンの編集を参照してください。

• ディメンションの順序を変更するには、キューブを選択し、移動するディメンション
の横にある「順序」列内の上矢印または下矢印をクリックします。

• 異なる評価順序を設定するには、キューブを選択し、更新するディメンションの横に
ある「評価順」フィールドをクリックします。簡易インタフェースでの評価順序の設
定を参照してください。

• ディメンションの名前を変更するには、名前を変更するディメンションの名前をクリ
ックして「ディメンション・プロパティの編集」タブを選択し、「ディメンション」フ
ィールドに新しい名前を入力します。ディメンション・プロパティの編集を参照して
ください。

• ディメンションを作成するには、「作成」をクリックします。ディメンションの作成を
参照してください。

• メタデータをインポートするには、「インポート」をクリックします。メタデータのイ
ンポートを参照してください。

• メタデータをエクスポートするには、「エクスポート」をクリックします。メタデータ
のエクスポートを参照してください。

チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。

目的 方法の学習
ディメンションおよびメンバーの概要を確認し、
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementビジネス・プロセスでこれらを管理
する方法を学習します。

 Cloud EPMビジネス・プロセスでのディ
メンションの管理

キューブによるディメンション・ビューのフィルタ
標準アプリケーションの場合、ディメンション・ビューをキューブでフィルタできます。キュ
ーブを選択すると、そのキューブで使用されているディメンションのみが表示されます。
ディメンション・ビューをキューブでフィルタするには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックして、「ディメンション」をクリッ
クします。

2. 「キューブ」の右側にある下矢印をクリックして、ディメンションのリストをキューブでフ
ィルタします。

デフォルトでは、標準アプリケーションのすべてのキューブが表示されます。ディメンショ
ン・リストをフィルタすると、選択したキューブで使用されているディメンションのみが表示
されます。
(すべてのキューブを表示するのではなく)キューブでフィルタすると、ディメンションに関す
る次の詳細を表示することもできます。
• 優先順位
• ディメンションの密度
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ノート:

「密」列は、ASOキューブのみを含むアプリケーションについては非表示になっ
ています。アプリケーションに BSOキューブが含まれているか、BSOキューブ
と ASOキューブが含まれている場合は、「密」列が両方のキューブについて表示
されます。

• 評価順序
ディメンションの編集の詳細は、簡易ディメンション・エディタでのディメンションの編集を
参照してください。

ディメンションの作成
ディメンションを作成すると、ディメンション・ビューにあるディメンションのリストの最後
に追加されます。
ディメンションを作成するには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックして、「ディメンション」をクリッ
クします。

2. 「作成」をクリックします。
3. 「ディメンションの作成」ページで、表示されるプロパティの値を入力または選択します。
フリーフォーム・アプリケーションでは、ディメンション・タイプを選択できます。ディ
メンション・タイプは次のとおりです:

• 勘定科目
• エンティティ
• 期間
• カスタム
ディメンション・タイプに関するノート:

• ディメンション・タイプをすでに作成している場合(「勘定科目」、「エンティティ」、「期
間」の場合)、またはディメンションの最大数を超えている場合(「カスタム」の場合)、
ディメンション・タイプはリストされません。

• ディメンションの作成後は、ディメンション・タイプを編集できません。
プロパティの詳細は、メンバー・プロパティの編集を参照してください。
ディメンションの編集の詳細は、簡易ディメンション・エディタでのディメンションの編
集を参照してください。

簡易インタフェースでの評価順序の設定
評価順で、フォームのデータ交差にデータ型の競合がある場合に優先されるデータ型を指定で
きます。
たとえば、勘定科目メンバーがテキスト・データ型に設定され、製品メンバーがスマート・リ
スト・データ型に設定されている場合、テキスト・データ型の勘定科目メンバーまたはスマー
ト・リスト・データ型の製品メンバーのどちらが交差時に優先かを設定できます。
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Note:

テキスト、日付またはスマート・リスト・データ型が必要な勘定科目メンバーには、
考慮対象のキューブ(1つまたは複数)に対して評価順序を設定するために勘定科目デ
ィメンションが必要です。

簡易インタフェースで評価順を設定するには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックして、「ディメンション」をクリッ
クします。

2. 「キューブ」の右側にある下矢印をクリックして、ディメンションのリストをキューブでフ
ィルタします。

3. 更新するディメンションの横にある「評価順」フィールドをクリックします。

Note:

メンバーが特定のデータ・タイプを持つディメンションのみを選択する必要があ
ります(つまり、そのデータ・タイプは「未指定」ではありません)。データ・タ
イプ「未指定」は他のデータ・タイプと競合しません。

ユーザー・プリファレンスの設定
サービス管理者は、現在のアプリケーションのデフォルトを指定します。ただし、ユーザーは、
プリファレンスを設定してこれらのアプリケーションのデフォルトをオーバーライドし、プロ
ファイル写真やアプリケーションでの数値の表示方法など、様々な側面を制御できます。
ユーザー・プリファレンス・オプションについてさらに学習するには、Planningの操作のプリ
ファレンスの設定を参照してください。
アプリケーションのデフォルトおよびシステム設定についてさらに学習するには、アプリケー
ションおよびシステム設定の管理を参照してください。

変数の管理
次も参照:

• 代替変数の操作
• ユーザー変数の操作

代替変数の操作
次も参照:

• 代替変数について
• 代替変数の作成および値の割当て
• 代替変数の削除
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代替変数について
代替変数は定期的に変化する情報のグローバルなプレースホルダとして機能します。たとえ
ば、フォームやレポート・スクリプトで月の値を毎月更新しなくてもよいように、現在の月メ
ンバーを代替変数 CurMnthに設定できます。アプリケーション内で代替変数を作成し、値を割
り当てます。これらの代替変数は、フォームのメンバーを選択するときにアプリケーションで
使用できます。
代替変数の選択の詳細は、メンバーとしての代替変数の選択を参照してください。

ノート:

グローバル変数を使用するアプリケーションを移行した場合、アプリケーションでそ
れらを表示できますが、編集することはできません。

代替変数の作成および値の割当て
代替変数を作成して値を割り当てるには:

1. ホーム・ページで、「ツール」、「変数」の順にクリックします。
2. 「代替変数」タブを選択します。
3. (「追加」)をクリックします。
新しい変数がリストの一番下に追加されます。

4. リストの一番下までスクロールし、新しく追加された変数の「キューブ」名の横の下向き
矢印をクリックして、キューブを作成します。

5. 「名前」に、代替変数名(最大 80文字)を入力します。
6. 「値」に、代替変数の値(最大 255文字)を入力します。
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ノート:

• 代替変数を定義する際に、FY16:FY18のように値の範囲を指定できます。
基本メンバーと親メンバーの代替変数範囲を定義できます。基本メンバーの
場合は、単一のコロン(:)または二重コロン(::)を区切り文字として使用でき
ます(例: SunEnT 110::111)。一方、親メンバーの場合は、単一のコロン(:)の
み使用できます。

• 代替変数がブロック・ストレージ・キューブのデータ・エクスポート・ジョ
ブ定義で使用され、メンバー名が数字のみの場合、「値」フィールドでは、そ
のメンバー名を二重引用符で囲む必要があります(例: "1100"または"000")。
英数字のメンバー名に対する二重引用符は不要です(例： a1110)。ただし、こ
の変数が集約ストレージ・キューブのデータ・エクスポート・ジョブ定義で
選択された場合、「値」フィールドのメンバー名を二重引用符で囲むことはで
きません。したがって、両方のタイプのキューブに対して定義されたデー
タ・エクスポート・ジョブ代替変数で同じメンバー名を使用する必要がある
場合は、2つの代替変数(引用符がある/ない)を定義する必要があります

7. 「保存」をクリックします。

代替変数の削除
代替変数を削除するには:

1. ホーム・ページで、「ツール」、「変数」の順にクリックします。
2. 「代替変数」タブを選択します。
3. 削除する代替変数の横にある (「削除」)をクリックします。
4. 削除を確認するには、「はい」をクリックします。

ユーザー変数の操作
次も参照:

• ユーザー変数について
• ユーザー変数の作成
• ユーザー変数の管理
• フォーム上のユーザー変数に対する制限の設定
• ユーザー変数の削除

ユーザー変数について
ユーザー変数はフォームでフィルタとして機能し、ユーザーは部署などの特定のメンバーのみ
に集中できます。ユーザー変数をフォームに関連付けるには、ユーザー変数を作成する必要が
あります。ユーザー変数でフォームを作成するとき、ユーザーはフォームを開く前に変数の値
をプリファレンスで先に選択する必要があります。その後、ユーザーは、変数が動的ユーザー
変数の場合のみ、フォームで変数を変更できます。それ以外の場合は、プリファレンスで変数
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の設定を続行する必要があります。たとえば、Divisionという名のユーザー変数を作成する場
合、ユーザーはフォームに作業する前に除算を選択する必要があります。

ヒント:

属性も、フォームをフィルタする方法です。ただし、属性(「赤」など)で明示的にフィ
ルタするかわりに、属性ディメンションのユーザー変数を作成し、ユーザー変数をフ
ィルタとして使用できます。次に、ユーザー変数を動的ユーザー変数として有効化
し、実行時にユーザーがフィルタの値を変更できるようにすることができます。これ
は、動的フィルタ処理を可能にする有用な手法です。

フォーム用に変数を初回に選択するときに、ユーザーはプリファレンスでこれを実行する必要
があります。そのあとはプリファレンスまたはフォームで変数を更新できます。ユーザー変数
をメンバーとして選択する方法の詳細は、メンバーとしてのユーザー変数の選択を参照してく
ださい。

ユーザー変数の作成
ユーザー変数を作成するには:

1. ホーム・ページで、「ツール」、「変数」の順にクリックします。
2. 「ユーザー変数」タブを選択します。
3. (「追加」)をクリックします。
新しい変数がリストの一番下に追加されます。

4. リストの一番下までスクロールし、新しく追加された変数の「ディメンション」名の横の
下向き矢印をクリックします。「ディメンションの選択」で、ユーザー変数を作成する対象
のディメンションを選択します(属性ディメンションを含む)。

5. 「ユーザー変数名」列にユーザー変数の名前を入力します。
6. (「メンバー・セレクタ」)をクリックして、ディメンション・メンバーを選択します。

ノート:

「コンテキストの使用」の設定は、ユーザーがユーザー・プリファレンスから値を
選択できないことを意味します。かわりに、値が別のフォームからその視点コン
テキストに基づいて渡され、フォームのコンテキストに基づいて値が動的に変更
されます。ただし、行や列など、他の場所でユーザー変数が使用されている場合
は、動的に設定されないため、ユーザーが独自の値を設定できるように別のユー
ザー変数を作成する必要があります。

7. 「OK」をクリックします。
これで、フォームにユーザー変数を関連付けることができます。メンバーとしてのユーザ
ー変数の選択を参照してください。フォーム上のユーザー変数に制限を設定することもで
きます。フォーム上のユーザー変数に対する制限の設定を参照してください。
その後、ユーザーはユーザー変数のメンバーを選択できます。Planningの操作を参照して
ください。
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ユーザー変数の管理
ユーザー変数を設定し、フォームで表示されるメンバー数を制限することで、ユーザーが一定
のメンバーに注目できるようになります。たとえば、エンティティ・ディメンションで Division
という名前のユーザー変数を作成すると、ユーザーは自分の区分のメンバーを選択できます。
各ディメンション(属性ディメンションを含む)についてユーザー変数の数を作成し、フォーム
のすべての軸でユーザー変数を選択できます。フォーム・ページと視点の定義を参照してくだ
さい。
一般的なステップ:

1. 必要に応じて、ディメンション・アウトラインに適切な親レベルのメンバーを作成します。
2. ユーザーがフィルタ処理できるディメンション(属性ディメンションを含む)について、それ
ぞれユーザー変数を定義します。
ユーザー変数の作成を参照してください。

3. フォームをデザインするときに、ユーザー変数をフォームに関連付けします。
メンバーとしてのユーザー変数の選択を参照してください。

4. フォームに関連付けられたユーザー変数についてメンバーを選択するよう、ユーザーに指
示します。
ユーザー変数を持つフォームをユーザーが開く前に、プリファレンスで「ユーザー変数オ
プション」のメンバーを選択する必要があります。初期値を選択したあとで、フォームま
たはプリファレンスでそれを変更できます。Planningの操作を参照してください。

フォーム上のユーザー変数に対する制限の設定
ユーザー変数のメンバー選択を制限することで、個々のフォームを表示または選択できるメン
バー・ユーザーを制限できます。ユーザー変数の制限は、アクセス権限に関係なく、フォーム・
レベルですべてのユーザーに制限を適用します。メンバー別の制限の設定に加えて、サービス
管理者は機能別の制限(たとえば、"IChildren(Existing Employees)"など)も選択できます。
ユーザー変数の制限を設定するには:

1. フォーム設計時に、「動的ユーザー変数の使用可能」を選択して、フォームの動的ユーザー
変数を許可します。
フォームの精度およびその他オプションの設定を参照してください。

2. ユーザー変数を作成します。
ユーザー変数の作成を参照してください。

3. 変数ページの「ユーザー変数」タブにある「ユーザー変数定義」フィールドで、  (「メ
ンバーの選択」)をクリックし、メンバーを追加または削除して制限を設定します。
機能別にメンバーを選択するには、  (「関数セレクタ」)をクリックし、使用可能なオプシ
ョンから選択します。

4. フォーム・デザイナで、ユーザー変数をページ軸に割り当てます。
フォーム・ページと視点の定義を参照してください。
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ユーザー変数の削除
ユーザー変数がフォームに関連付けられていない場合、それらを削除できます。フォームで使
用されているユーザー変数を削除しようとすると、削除できないというエラー・メッセージが
表示されます。このメッセージには、ユーザー変数が使用されているフォームの名前も示され
ます。
フォームに関連付けられていないユーザー変数を削除するには:

1. ホーム・ページで、「ツール」、「変数」の順にクリックします。
2. 「ユーザー変数」タブを選択します。
3. 削除するユーザー変数の横にある (「削除」)をクリックします。
4. 削除を確認するには、「はい」をクリックします。

アクティビティ・レポートの表示
アクティビティ・レポートでユーザー・アクティビティをモニターします。
アクティビティ・レポートを使用すると、サービス管理者はアプリケーションの使用状況を把
握できます。ユーザー・リクエスト、計算スクリプト、フォーム、レポートなどを特定し、ア
プリケーションの設計を合理化することにも役立ちます。HTMLバージョンと JSONバージ
ョンの 2つのバージョンのレポートを使用できます。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementでは、過去 60日間のアクティビテ
ィ・レポートのみが保持されます。過去のトレンドについて分析するために、ダウンロードし
てローカル・コンピュータにバックアップ・コピーを作成することをお薦めします。
アクティビティ・レポートは、次の状況で自動的に生成されます:

• サービスの日次メンテナンス中に毎日
• フィードバックの提供の送信資料を送信するたび
• resetService EPM自動化コマンドを実行して環境を再起動するたび
アクティビティ・レポートで提供される情報の詳細は、管理者用スタート・ガイドのアクティ
ビティ・レポートの内容を参照してください。
アクティビティ・レポートを表示するには:

1. 「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「アクティビティ・レポート」をクリックします。
3. レポート詳細を表示するには、表示するレポートの名前の横にある「表示」をクリックし
ます。

データとメタデータのインポートおよびエクスポー
ト

Planningを使用して、アプリケーションの内外にデータおよびメタデータを移動します。
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次も参照:

• メタデータのインポート
カンマ区切り、タブ区切りまたは他の形式で、メタデータをフラット・ファイルからイン
ポートできます。

• メタデータのエクスポート
.csv (カンマ区切り)または.txt (タブ区切りまたは他の区切り文字)形式でメタデータをフラ
ット・ファイルにエクスポートできます。

• データのインポートとエクスポート

メタデータのインポート
カンマ区切り、タブ区切りまたは他の形式で、メタデータをフラット・ファイルからインポー
トできます。
インポートでは次のアーティファクトがサポートされています。
• ディメンション
• スマート・リスト
• 為替レート表
メタデータをインポートするには、次のタスクを実行します:

• インポートする各アーティファクトのインポート・ファイルを作成します。メタデータ・
インポート・ファイルの作成を参照してください。

• 1つまたは複数のファイルをロードします(一度に複数のディメンション・ファイルをイン
ポートできます)。メタデータ・インポート・ファイルのロードを参照してください。

ノート:

• メタデータのインポート中には、属性ディメンションのメンバーの名前は変更で
きません。メンバーの名前変更は無視されます。

• メタデータのインポート中には、属性ディメンションは削除できません。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
メタデータのインポート方法を学習します。

 Cloud EPMでのメタデータのインポート

メタデータ・インポート・ファイルの作成
次も参照:

• メタデータ・インポート・ファイルについて
• エンティティ・ディメンションのインポート・ファイルの例
• 他のサポートされている区切り文字
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メタデータ・インポート・ファイルについて
ロードを開始する前に、インポートする各アーティファクト (ディメンション、スマート・リス
トおよび為替レート表)のインポート・ファイルを作成する必要があります。インポート・ファ
イルにはヘッダー・レコードが含まれている必要があり、ヘッダー・レコードの下には、イン
ポートまたは更新するメタデータ・レコードのリストが含まれている必要があります。ファイ
ルの形式は、.csv (カンマ区切り)または.txt (タブ区切りまたは他の区切り文字)にできます。
1. ヘッダー・レコード、ファイルの最初の行:

• 後続のメタデータ・レコードで使用されるディメンションおよびメンバーのプロパテ
ィをリストします。ヘッダー・レコードおよび後続のレコードは、すべてのプロパテ
ィを含める必要はありません。含まれていないプロパティは、対応する親のデフォル
トのプロパティ値から継承されます

• 大文字と小文字は区別されます
• 後続のメタデータ・レコードが同じ順序であるかぎり、任意の順序でプロパティをリ
ストできます

• カンマまたはタブ区切り文字を使用できます。他の区切り文字は、その区切り文字が
サポートされていて同じ区切り文字がファイル全体で使用されている場合に、使用で
きます。サポートされている区切り文字と例外のリストは、他のサポートされている
区切り文字を参照してください。

2. ヘッダー・レコードの後の、インポートまたは更新するメタデータ・レコードのリスト。
各メタデータ・レコードには、ヘッダー・レコードで指定された順序に一致するプロパテ
ィ値の区切りリスト(カンマ、タブまたはその他)が含まれています。メタデータ・レコード
は、ヘッダー・レコードで指定されているプロパティをスキップできます。この場合、デ
フォルトのプロパティが指定されているものとして処理されます。

ノート:

ファイルのインポートまたはエクスポートでは、UTF-8の文字セットに含まれる文字
のみがサポートされます。UTF-8の文字セットに含まれない文字は無効と考慮され
ます。ディメンション名の制限事項については、ディメンション、メンバーおよび別
名の名前付けの制限を参照してください。
メタデータ・ロード・ファイル内の UDAおよび属性を削除するには、プロパティ値
を空白のままにするのではなく、UDAおよび属性を<none>に置き換えます。

インポート・ファイルの例は、エンティティ・ディメンションのインポート・ファイルの例を
参照してください。

エンティティ・ディメンションのインポート・ファイルの例
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次の例では、インポート・ファイルは、必要なヘッダー・レコードと 3つのデータ・レコード
を持つエンティティのディメンションをロードします。この例ではカンマ区切りです。ヘッダ
ー・レコードは、インポートするメンバー(Entity)、メンバーのインポート先となる親メンバー
(Parent)、およびメンバーに割り当てる Data Storageプロパティを指定します。
Entity, Parent, Data Storage
e1, Entity,
e2, ,
e1, e2, Shared

このインポート・ファイルを使用すると、他のメンバーが存在しないと仮定すればこのアウト
ラインになります:

Entity
e1
e2
    e1(Shared)

最初のデータ・レコード(e1, Entity)は Entityメンバー e1をルート・メンバー Entityにある子
としてインポートします。指定されない値はデフォルトと見なします。たとえば、データ・ス
トレージが指定されていない場合、デフォルト値の「共有しない」とみなします。次のデータ・
レコード(e2, ,)は、親が指定されていないため、ディメンション・ルート・メンバーにある
Entityメンバー e2をインポートし、データ・ストレージを「共有しない」に設定します。最後
のデータ・レコード(e1, e2, Shared)は、メンバー e2にある e1の共有メンバーをインポート
し、データ・ストレージを「共有」に設定します。

他のサポートされている区切り文字
カンマとタブに加えて、アプリケーションでは、インポート・ファイルとエクスポート・ファ
イルで次の区切り文字をサポートしています。
• チルダ(~)

• 重アクセント(`)

• 感嘆符(!)

• シャープ記号(#)

• 疑問符(?)

• ドル記号($)
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• パーセント記号(%)

• キャレット(^)

• アンパサンド(&)

• アスタリスク(*)

• 丸カッコ( )

• ハイフンマイナス(-)

• プラス(+)

• コロン(:)

• セミコロン(;)

• 山カッコ(< >)

• 円記号(バックスラッシュ) (\)

• スラッシュ(/)

• 垂直棒( | )

• アポストロフィ(')

• 中カッコ({ })

• アンダースコア(_)

• 大カッコ([ ])

• アット・マーク(@)

• ピリオド(.)

区切り文字用にサポートされるのは 1文字のみです。たとえば、1つの縦棒( | )はサポートされ
ていますが、2つの縦棒( | | )はサポートされていません。

注意:

リストされているすべての文字が、すべてのインポートおよびエクスポート・シナリ
オで使用できるわけではありません。次の例外に注意してください。

インポートおよびエクスポート・メタデータの区切り文字の例外
メタデータのインポートおよびエクスポート・ファイルで次の区切り文字は使用しないでくだ
さい。
表 6-1 インポートおよびエクスポート・メタデータの区切り文字の例外

区切り文字 例外の理由
二重引用符("") 空のファイルが作成されます
プラス(+)
マイナス (-)
スラッシュ(/)
パーセント記号(%)

メタデータ・インポート・ファイルにこれらの文字
を使用する集計プロパティが含まれている場合、エ
ラーが発生します
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表 6-1 (続き) インポートおよびエクスポート・メタデータの区切り文字の例外

区切り文字 例外の理由
山カッコ(< >) プロパティで値<none>を使用している場合、エラ

ーが発生します

ノート:

メンバー名の文字と競合する文字を使用すると、エラーが発生します。

インポートおよびエクスポート・データの区切り文字の例外
表 6-2 インポートおよびエクスポート・データの区切り文字の例外

区切り文字 例外の理由
アポストロフィ(') キューブ名で使用すると、エラーが発生します
丸カッコ( ) データ・インポート・ファイルで使用すると、エラ

ーが発生します
二重引用符("") 空のファイルが作成されます
ハイフンマイナス(-) データ・インポート・ファイルで使用すると、エラ

ーが発生します

メタデータ・インポート・ファイルのロード
メタデータ・インポート・ファイルをロードするには:

1. インポートする各アーティファクト (ディメンション、スマート・リストおよび為替レート
表)のメタデータ・インポート・ファイルを作成します。メタデータ・インポート・ファイ
ルの作成を参照してください。

2. 「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
3. 「ディメンション」、「インポート」の順にクリックします。
4. 「メタデータのインポート」ページで、「作成」をクリックします。
5. メタデータ・インポート・ファイルの場所を選択します:

• ローカル: 自分のコンピュータ上の場所からインポート・ファイルをロードします。「フ
ァイルのインポート」で、「参照」をクリックして、インポートしているアーティファ
クトのインポート・ファイルを自分のコンピュータ上で選択します。

• 受信ボックス: サーバーからインポート・ファイルをロードします。「ファイルのイン
ポート」内にファイルの名前を入力します。受信ボックス/送信ボックス・エクスプロ
ーラを使用したファイルのアップロードおよびダウンロードを参照してください。

6. 「ファイル・タイプ」で、「カンマ区切り」、「タブ区切り」または「その他」を選択します。
「その他」を選択した場合、インポート・ファイルで使用する区切り文字を入力します。サ
ポートされている区切り文字と例外のリストは、他のサポートされている区切り文字を参
照してください。
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7. オプション: インポートを実行する前に、クリア・オプションを選択して、ロード・ファイ
ルで明示的に指定されていないメンバーを削除します:

• メンバーのクリア: ロード・ファイルで指定されていないすべてのメンバーを削除しま
す

• 共有メンバーのクリア: ロード・ファイルで指定されていない共有メンバーのみ削除し
ます

ノート:

• ディメンションをインポートした後、指定されていないメンバーはアプリケ
ーション・アウトラインから削除されますが、これが、指定されたメンバー
の祖先である場合または指定された共有メンバーの基本メンバーである場合
は削除されません。

• クリア・オプションが選択されていない場合、インポートでは既存のメンバ
ーの追加または更新のみが実行されます。ファイルを正常にロードするに
は、クリア・オプションを選択せずに、最初にメタデータ・ファイルをロー
ドすることをお薦めします。次に、クリア・オプションを選択して、インポ
ートを再度実行します

• クリア・オプションは、特定のディメンション(メンバーが存在する必要があ
り、メンバーがアプリケーションにとって重要であるディメンション)では使
用できません。
現在、これらのディメンションは、通貨、期間、シナリオ、バージョンおよ
び年です。

• なんらかの理由(フォームや検証ルールで使用されるなど)でディメンショ
ン・エディタで削除できないメンバーは、削除されません。

• 「メンバーのクリア」を選択すると、ロード・ファイルで指定されていないす
べてのメンバー(共有メンバーを含む)が自動的に削除されるため、「メンバー
のクリア」を選択すると共有メンバーのクリア・オプションも自動的に選択
されます。「メンバーのクリア」オプションが選択されている場合、共有メン
バーのクリア・オプションの選択は解除できません。

8. オプション: 選択した場所が「受信ボックス」の場合、「ジョブとして保存」をクリックし
てインポート操作を、ただちにまたは後で実行をスケジュールできるジョブとして保存し
ます。「ローカル」が選択されている場合、このオプションを選択できません。ジョブの管
理を参照してください。
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ノート:

• インポート操作をジョブとして保存すると、ロード・シーケンスをバッチ処
理する場合に便利です。たとえば、メタデータをインポートし、次にデータ
をインポートして、データのロードが完了したらルールを実行します。

• 一度に最大 5つのインポート・ジョブを実行できます。
• メタデータ・インポート・ジョブ中に拒否されたデータを確認する場合は、
「ジョブとして保存」ダイアログで「エラー・ファイル」を指定できます。こ
のファイルにより、各ディメンションについてインポートされなかったメタ
データ・レコードについての情報が提供されます。エラーの zipファイルが
指定されると、ディメンションごとに個別のエラー・ファイルが作成されて、
エラー・ファイルがまとめてが zipされて、zipファイルが、「受信ボックス/
送信ボックス・エクスプローラ」を使用してファイルをダウンロードできる
送信ボックスに格納されます。受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラ
を使用したファイルのアップロードおよびダウンロードを参照してくださ
い。

ヒント:

後続の「メタデータのインポート」ジョブのジョブ作成プロセスを合理化するた
めに、「名前を付けて保存」オプションを使用して既存のジョブを複製し、それを
更新できます。ジョブの複製を参照してください。

9. オプション: 選択した場所が「ローカル」の場合、「検証」をクリックして、インポート・
ファイルの形式が正しいかどうかをテストします。

10.「インポート」をクリックして、インポート操作を実行します。
インポート・ファイルにリストされているキューブがアプリケーション内のキューブ名と一致
しない場合、アプリケーションでは未認識キューブ列が無視されます。
インポートが失敗した場合は、「最終検証/インポート」列に「失敗」ステータスが表示されま
す。詳細なステータスを表示するには、「失敗」をクリックします。インポートが成功した場合
は、「最終検証/インポート」列に「完了」ステータスが表示されます。成功したインポートの
詳細を表示するには、「完了」をクリックし、「表示」ドロップダウンで「すべて」を選択しま
す。
環境のクローニングの一部としてメタデータ・ロードを実行するか、移行または EPM自動化
を使用してスナップショットをインポートする場合、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementではマルチパス・ソリューションを使用します。このソリューショ
ンは、前回のメタデータ・ロードでレコードが拒否された場合、同じメタデータ入力ファイル
の別のロードを自動的に開始します。

メタデータのエクスポート
.csv (カンマ区切り)または.txt (タブ区切りまたは他の区切り文字)形式でメタデータをフラッ
ト・ファイルにエクスポートできます。
エクスポートでは次のアーティファクトがサポートされています。
• ディメンション
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• スマート・リスト
• 為替レート
アプリケーションでは、アーティファクトごとにエクスポート・ファイル(ファイル・タイプに
応じて.txtまたは.csv)が作成され、すべてのエクスポート・ファイルが 1つの zipファイルに統
合されます。ファイルをインポート・ファイルとして使用する場合(たとえば、別のアプリケー
ションにインポートする場合)は、zipファイルから.csvまたは.txtファイルを抽出する必要があ
ります。

ノート:

ファイルのエクスポートまたはインポートでは、UTF-8の文字セットに含まれる文字
のみがサポートされます。UTF-8の文字セットに含まれない文字は無効と考慮され
ます。ディメンション名の制限事項については、ディメンション、メンバーおよび別
名の名前付けの制限を参照してください。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
メタデータのエクスポート方法を学習します。

 Cloud EPMでのメタデータのエクスポート
メタデータをフラット・ファイルにエクスポートするには:

1. 「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「ディメンション」、「エクスポート」の順にクリックします。
3. 「メタデータのエクスポート」ページで、「作成」をクリックします。
4. エクスポート・ファイルのターゲット環境を選択します。

• ローカル: エクスポート・ファイルをローカル・コンピュータ上の場所に保存します。
• 送信ボックス: エクスポート・ファイルをサーバーに保存し、エクスポート・ジョブの
スケジュールに使用できるようにします。受信ボックス/送信ボックス・エクスプロー
ラを使用したファイルのアップロードおよびダウンロードを参照してください。
「ジョブとして保存」をクリックしてエクスポート操作を、ただちにまたは後で実行を
スケジュールできるジョブとして保存します。「ローカル」が選択されている場合、こ
のオプションを選択できません。

ノート:

– 一度に最大 5つのエクスポート・ジョブを実行できます。
– エクスポート・ジョブをスケジュールするときは、各ジョブに対して一
意の出力ファイル名を指定できます。

– ジョブのスケジュールの詳細は、ジョブの管理を参照してください。
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ヒント:

後続の「メタデータのエクスポート」ジョブのジョブ作成プロセスを合理化
するために、「名前を付けて保存」オプションを使用して既存のジョブを複製
し、それを更新できます。ジョブの複製を参照してください。

5. エクスポートする 1つまたは複数のアーティファクトを選択します。
6. オプションを選択します:

• カンマ区切り: 各アーティファクトのカンマ区切りの.csvファイルを作成します。
• タブ区切り: 各アーティファクトのタブ区切りの.txtファイルを作成します。
• その他: 各アーティファクトの .txtファイルを作成します。エクスポート・ファイルで
使用する区切り文字を入力します。サポートされている区切り文字と例外のリスト
は、他のサポートされている区切り文字を参照してください。

7. 「エクスポート」をクリックし、エクスポート・ファイルを保存する場所を指定します。

データのインポートとエクスポート
ディメンションをインポートした後、アプリケーション・データを移入できます。直接データ・
ロードは実行できません。ファイルからデータをインポートする必要があります。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
ビジネス・プロセスでデータをエクスポートおよび
インポートする方法を学習します。  Planningでのデータのエクスポートおよび

インポート
関連トピック
• データのインポート
• ドライバ・メンバーのキャスト・エラー
• データのエクスポート
• データ・インポートおよびエクスポートのステータスの表示

データのインポート
データをインポートする前に、次のことを行う必要があります:

• メタデータを定義またはロードして、データをリフレッシュします。メタデータのインポ
ートを参照してください。

• データ・ロード・ファイルを準備します。ソース・データは、ビジネス・プロセス固有の
データ・ファイル・フォーマットまたは Oracle Essbaseデータ・ファイル・フォーマット
である必要があります。

• データ・ロード・ファイルに、3桁ごとの区切り文字、データ値を囲む引用符などが含ま
れていないことを確認します。最大で 1つの小数点(.)文字がサポートされています。

• データ・インポート・ファイルのタイプが.csv、.txtまたは.zipであることを確認します。
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データ・インポート・ファイルは、テンプレートに基づいて作成するか、またはソース・シス
テムに基づいて生成できます。テンプレートを使用するには、ビジネス・プロセスでデータの
エクスポート・プロセスを実行し、エクスポートされたファイルをテンプレートとして使用し
ます。データのエクスポートを参照してください。

ノート:

データのインポート時には、有効な交差を確認するための検証が交差に対して実行さ
れず、すべての交差にデータがロードされます。無効な交差にロードされているデー
タを確認するには、データをインポートする前に「無効な交差」レポートを実行し、
無効な交差を表示してクリアします。無効な交差レポートの操作を参照してくださ
い。

データをインポートするには:

1. 「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「アクション」、「データのインポート」の順にクリックします。
3. 「作成」をクリックして、「データのインポート」の選択内容を作成します:

表 6-3 データ・インポートのオプション

データ・インポートのオプシ
ョン

説明

場所 データ・インポート・ファイルの場所を選択するには:
• ローカル: 自分のコンピュータ上の場所からデータ・インポー
ト・ファイルをインポートします。

• 受信ボックス: サーバーからデータ・インポート・ファイルをイ
ンポートします。受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラ
を使用したファイルのアップロードおよびダウンロードを参照
してください。

ノート: 有効なインポート・データのファイル形式は、.csv、.txt、.zip
です。
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表 6-3 (続き) データ・インポートのオプション

データ・インポートのオプシ
ョン

説明

ソース・タイプ データ・インポート・ファイルのソース・タイプを選択するには:
• デフォルト: ビジネス・プロセス固有のデータ・ファイル・フォ
ーマットでデータをロードする場合は、このソース・タイプを選
択します。このオプションを選択する場合は、「ファイル・タイ
プ」および「日付フォーマット」を選択する必要があります。「フ
ァイル・タイプ」のオプションは、「カンマ区切り」、「タブ区切
り」および「その他」です。「日付フォーマット」のオプション
は、MM-DD-YYYY、DD-MM-YYYYおよび YYYY-MM-DDで
す。
ノート:
– ビジネス・プロセス固有のデータのロード中にインポート・
エラーが発生した場合でも、有効なデータは引き続きロード
されます(部分ロード)。エラーがあったデータは、インポー
トまたはエクスポートのステータスになります。データ・イ
ンポートおよびエクスポートのステータスの表示を参照し
てください。

– サポートされている区切り文字と例外のリストは、他のサポ
ートされている区切り文字を参照してください。

– データをビジネス・プロセス固有のフォーマットでファイル
にエクスポートする場合、メモ帳を使用してファイル内のデ
ータベース名(ASOCubeなど)を変更してから、データ・フ
ァイルを集約ストレージ・アウトラインにインポートできま
す(すべてのディメンションが集約ストレージ・アウトライ
ンに存在している場合)。

• Essbase: Essbaseのデータ・ファイル形式でデータをロードす
る場合は、このソース・タイプを選択します。このオプションを
選択した場合、キューブを選択する必要があります。
「区切り文字」で Essbaseデータの区切り文字を指定します。オ
プションは「スペース」または「タブ」です。
ノート: デフォルトでは、「エラーの場合に停止」が選択されてい
ます。このオプションが選択されていて、Essbaseデータのロー
ド中にインポート・エラーが発生した場合、インポートは中断さ
れ、データはロードされません。このオプションが選択されてい
ない場合は、エラーが発生してもデータのロードは継続されま
す。

ソース・ファイル • 「ローカル」の場合は、「参照」をクリックし、ソース・ファイル
に移動します。

• 「受信ボックス」の場合は、「ソース・ファイル」内にファイルの
名前を入力します。

メタデータを含む(オプショ
ン)

このオプションをクリアして、データ・インポートのパフォーマンス
を向上させ、メンバーがデータのインポート中にアウトラインの位置
を変更できないようにします。このオプション設定に関係なく、アプ
リケーション・データをロードする前に、必要なメタデータがビジネ
ス・プロセスと Essbaseアウトラインにすでに存在する必要があり
ます。

第 6章
データとメタデータのインポートおよびエクスポート

6-28



表 6-3 (続き) データ・インポートのオプション

データ・インポートのオプシ
ョン

説明

欠落データ・ラベル 欠落値をフォームに表示する方法を指定します。16文字を超えない
ようにアルファベット値を入力します。値は# (番号記号)で始めるこ
とができます。値が入力されない場合は、#MISSINGにデフォルト設
定されます。

ノート:

テンプレートに基づくデータ・インポート・ファイルを使
用する(つまり、ビジネス・プロセスでデータのエクスポー
ト・プロセスを実行し、エクスポートされたファイルをテ
ンプレートとして使用する)場合、このラベルは、データ・
エクスポート時に定義された欠落データ・ラベルと一致す
る必要があります。データのエクスポートを参照してく
ださい。

4. 「ジョブとして保存」をクリックしてインポート操作を、後で実行をスケジュールできるジ
ョブとして保存します。

ノート:

• 「ジョブとして保存」は、「受信ボックス」を選択した場合にのみ使用できま
す。

• インポート操作をジョブとして保存すると、ロード・シーケンスをバッチ処
理する場合に便利です。たとえば、メタデータをインポートし、次にデータ
をインポートして、データのロードが完了したらルールを実行する場合など
です。ジョブの管理を参照してください。

• 一度に最大 5つのインポート・ジョブを実行できます。
• データ・インポート・ジョブ中に拒否されたデータを確認する場合は、「ジョ
ブとして保存」ダイアログで「エラー・ファイル」を指定できます。このフ
ァイルにより、インポートされなかったデータ・レコードに関する情報が提
供されます。エラーの zipファイルを指定すると、zipファイルが送信ボック
スに格納され、受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラを使用してファ
イルをダウンロードできます。受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラ
を使用したファイルのアップロードおよびダウンロードを参照してくださ
い。

ヒント:

後続の「データのインポート」ジョブのジョブ作成プロセスを合理化するために、
「名前を付けて保存」オプションを使用して既存のジョブを複製し、それを更新で
きます。ジョブの複製を参照してください。
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5. オプション: インポート・ファイルのフォーマットが正しいかどうかをテストするには、「検
証」をクリックします。

6. 「インポート」をクリックして、インポート操作を実行します。

ノート:

このビジネス・プロセスには、インポート前にデータをクリアするインポート・オプ
ションはありません。このため、インポートでは#MISSING値を持つ既存のデータ値
は上書きされません。ただしインポート前にキューブのクリア・ジョブを実行するこ
とも、スクリプトまたはルールを使用するか、REST APIを使用してデータをクリア
することもできます:

• 入力キューブおよびレポート・キューブ内の特定のビジネス・プロセス・データ
をクリアできるキューブのクリア・ジョブを実行できます。キューブのクリアを
参照してください。

• 特定のデータ値をクリアするための Essbaseの CLEARDATAコマンドを使用す
るビジネス・ルールを記述できます。Oracle Analytics Cloud - Essbaseのテクニ
カル・リファレンスの CLEARDATAを参照してください。

• データ・スライスのクリア REST APIを使用して、指定した領域のビジネス・プ
ロセスと Essbaseのデータをクリアできます。Oracle Fusion Cloud EPM REST
APIのデータ・スライスのクリアを参照してください。

注意:

データをエクスポートした後にアプリケーションでの評価順序を変更した場合、イン
ポートで予期しない結果が生じることがあります。

データ・ロード入力ファイルの値が評価済ドライバ・メンバーのタイプと一致しない場合(ドラ
イバ・メンバーの評価済タイプが"日付"で、対応する入力値が有効な日付形式でない場合など)
ドライバ・メンバーのキャスト・エラーが発生します。ドライバ・メンバーのキャスト・エラ
ーを参照してください。
表 6-4 ビデオ

目的 視聴するビデオ
ビジネス・プロセスへのデータのロードの重要点を
学習します。  概要: Planning and Budgeting Cloudでのデ

ータのロード

表 6-5 チュートリアル

目的 方法の学習
複数通貨のビジネス・プロセスへの為替レートのイ
ンポートを含む、ビジネス・プロセスでのデータの
インポート方法とエクスポート方法を学習します。  Planningでのデータのロード
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ドライバ・メンバーのキャスト・エラー
データ・ロード入力ファイルの値が評価済ドライバ・メンバーのタイプと一致しない場合、ド
ライブ・メンバーのキャスト・エラーが発生します。次に、ドライバ・メンバーのキャスト・
エラーをいくつか示します:

• ドライバ・メンバーが"日付"タイプで、対応する入力値が有効な日付フォーマットでない場
合

• "スマート・リスト"タイプのドライバ・メンバーに、存在しないスマート・リスト値が指定
されている場合

• "通貨"、"データ"または"パーセント"タイプのメンバーに、数値以外の値が指定されている
場合。

キャスト・エラーは、データ・レコードで発生するたびに入力ファイルで指定した各ドライバ・
メンバーに対して発生します。したがって、指定された入力レコードのキャスト・エラー数の
範囲は 0からドライバ数までです。成功したドライバ・メンバーのバインディングがドライ
バ・メンバーのバインディング・エラーを伴って発生することがあるため、アプリケーション
では、入力レコード全体は拒否されず、インポートおよびエクスポート・ステータスにエラー
が示されます。データ・インポートおよびエクスポートのステータスの表示を参照してくださ
い。
不正な日付値が指定されている、次のデータ・レコードの入力ファイルを検討してください:

Entity, aDate, aSl, aText, aCurr, aPercent, Point-of-View,Data Load Cube Name
e1, exampleBadDateValue, sl1, text11, 888, 0.99, 
"FY15,Current,""BUVersion_1"",Local,u1,Jan",Plan1

表示されるエラー・メッセージ:

• データのロード後に、ステータス・ウィンドウに次が表示されます:

Outline data store load process finished (Invalid data values were not
loaded). 7 data records were read, 7 data records were processed, 7 were
accepted for loading (verify actual load with Essbase log files), 0 were
rejected.

• 次のエントリ詳細とともにインポートおよびエクスポート・ステータスのエラーとして、
エラーが示されます:

Category: Data record
Record Index: 2
Message: Unable to load specified data value in Record 2: (aDate:
exampleBadDateValue)

• 複数のキャスト・エラーが発生した場合、各エラーは同じエラー・メッセージに記録され
ます:

Unable to load specified data values in Record 2: (aSl: aaaaaaasl1),
(aPercent: cc), (aDate: exampleBadDateValue), (aCurr: bb)

• エラー・メッセージ数が最大制限値を超えた場合、次のメッセージが発行されます:

The warning [Unable to load specified data values] message count limit (100)
exceeded: no more warnings of this type will be issued.
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データのエクスポート
ファイルにデータをエクスポートするには:

1. 「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「アクション」、「データのエクスポート」の順にクリックします。
3. 「作成」をクリックし、「データのエクスポート」の選択を行います:

表 6-6 データのエクスポート・オプション

データのエクスポート・オプ
ション

説明

場所 データ・エクスポート・ファイルのターゲット環境を選択します:
• ローカル: データ・エクスポート・ファイルをローカル・コンピ
ュータ上の場所に保存します。

• 送信ボックス: データ・エクスポート・ファイルをサーバーに保
存します。受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラを使用
したファイルのアップロードおよびダウンロードを参照してく
ださい。

キューブ ドロップダウン・リストからキューブを選択します。

ノート:

データのエクスポート・ジョブ定義のドライバと列のディ
メンションは密である必要があります。

ファイル・タイプ 次のタイプから選択します:
• カンマ区切り: 各アーティファクトのカンマ区切りの.csvファイ
ルを作成します。

• タブ区切り: 各アーティファクトのタブ区切りの.txtファイルを
作成します。

• その他: 各アーティファクトの .txtファイルを作成します。エク
スポート・ファイルで使用する区切り文字を入力します。サポー
トされている区切り文字と例外のリストは、他のサポートされて
いる区切り文字を参照してください。

スマート・リスト 「ラベルのエクスポート」または「名前のエクスポート」を指定しま
す。

密な動的メンバー(BSOキュ
ーブのみの場合)

ブロック・ストレージ・キューブ(BSO)の場合、エクスポート中に密
な動的計算メンバーを「含む」か「除外」するかを選択します。
次の点に注意してください。
• 動的計算メンバーをエクスポート・データから除外すると、デー
タ・エクスポート時のパフォーマンスが向上します。

• 「含む」オプションが選択されている場合も、疎動的メンバーは
エクスポートに含まれません。
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表 6-6 (続き) データのエクスポート・オプション

データのエクスポート・オプ
ション

説明

動的メンバー(ASOキューブ
のみの場合)

集約ストレージ・キューブ(ASO)の場合、エクスポート中に動的計算
メンバーを「含む」か「除外」するかを選択します。

ノート:

動的計算メンバーをエクスポート・データから除外する
と、データ・エクスポート時のパフォーマンスが向上しま
す。

小数 エクスポート後のデータをフォーマットするための小数部の桁数
(0-16)を指定するか、またはデフォルトの「なし」を選択してデフォ
ルトの精度フォーマットを使用します。たとえば、「小数点以下の桁
数」フィールドに小数値の「3」を指定すると、該当する場合はいつ
でも、小数点の右側に 3桁の数字が表示されたエクスポート済データ
となります。

ノート:

「なし」を選択すると、小数はデフォルトの精度設定に従
ってフォーマットされ、「0」を選択すると、整数を表示す
るようにデータがフォーマットされます。たとえば、エク
スポートしているデータの値が 123.45678の場合は、「0」
を選択すると、データが 123として、「なし」を選択する
と、データが 123.45678としてエクスポートされます。

暗黙の共有の無効化(BSOキ
ューブのみの場合)

ブロック・ストレージ・キューブ(BSO)の場合、親と子の行のデータ
が同じでも、このオプションを選択して子行をデータ・ファイルにエ
クスポートします。

ノート:

デフォルトでは、暗黙の共有はデータのエクスポート時に
有効になります。これは、データがエクスポートされる
と、子行には親と同じデータが含まれるため、暗黙の共有
関係が維持されて親行のみがエクスポートされることを
意味します。ただし、子データ行をエクスポートする必要
がある場合は、このオプションを選択して、子行をエクス
ポートできるように暗黙の共有関係を無効にできます。
暗黙の共有の詳細は、フォームでの暗黙の共有の理解を参
照してください。
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表 6-6 (続き) データのエクスポート・オプション

データのエクスポート・オプ
ション

説明

欠落データ・ラベル 欠落値をフォームに表示する方法を指定します。16文字を超えない
ようにアルファベット値を入力します。値は# (番号記号)で始めるこ
とができます。値が入力されない場合は、#MISSINGにデフォルト設
定されます。

ノート:

データのエクスポート・プロセスを実行してデータ・イン
ポートのテンプレート・ファイルを作成し、データのエク
スポート時にカスタムの欠落データ・ラベルを定義する場
合は、データのインポート・プロセス時に定義した欠落デ
ータ・ラベルが、ここで定義するラベルと一致する必要が
あります。データのインポートを参照してください。

スライス定義 エクスポートするデータのスライスを選択します。

ノート:

集約ストレージ・キューブからデータをエクスポートし、
複数のメンバーを同時にエクスポートする場合、選択した
メンバーの少なくとも 1つが非共有メンバーであること
を確認してください。共有メンバーの個別のエクスポー
トは、基本メンバーの選択と同じなので可能です。ただ
し、子孫がすべて共有メンバーである親メンバーのレベル
0の子孫の選択はディメンションからのメンバーの選択と
同じではないので、エクスポートは実行されません。した
がって、選択したメンバーのいずれかが非共有メンバーで
あることを確認する必要があります。

4. オプション: 「ジョブとして保存」をクリックしてエクスポート操作を、ただちにまたは後
で実行をスケジュールできるジョブとして保存します。

ノート:

• 「ジョブとして保存」は、「送信ボックス」を選択した場合にのみ使用できま
す。

• 一度に最大 5つのエクスポート・ジョブを実行できます。
• エクスポート・ジョブをスケジュールするときは、各ジョブに対して一意の
出力ファイル名を指定できます。

• ジョブのスケジュールの詳細は、ジョブの管理を参照してください。
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ヒント:

後続の「データのエクスポート」ジョブのジョブ作成プロセスを合理化するため
に、「名前を付けて保存」オプションを使用して既存のジョブを複製し、それを更
新できます。ジョブの複製を参照してください。

5. 「エクスポート」をクリックして、データ・エクスポート・ファイルの保存先を指定しま
す。

ノート:

データ・エクスポート・ファイルのサイズを削減するために、フォームに全体が欠落
値(#MISSINGなど)の行が含まれる場合、その行はデータ・エクスポート・ファイル
から省略されます。

トラブルシューティング
ASOキューブから多数のデータ・セルをエクスポートするときに Oracle Essbase問合せ制限
エラーが発生した場合の問題のトラブルシューティングの詳細は、オペレーション・ガイドの
ASOキューブからの大規模なデータ・エクスポートに関連する問題の対処を参照してくださ
い。

データ・インポートおよびエクスポートのステータスの表示
データのインポートおよびエクスポートのステータスを表示するには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「ジョブ」をクリックします。
2. 「最近のアクティビティ」の下にあるインポートまたはエクスポートのジョブ名をクリック
します。

ステータス・ページに、「エラー」、「警告」、「情報」および「すべて」のメッセージが表示され
ます。エラーがあり、ジョブの定義中にエラー・ファイル名を指定した場合、「エラー・ファイ
ル」リンクを使用して、生成されたエラー・ファイルをダウンロードできます。

簡易複数通貨アプリケーションの為替レート・タイプ
のインポート

テンプレートを使用して簡易複数通貨アプリケーションの為替レートをインポートします。
簡易複数通貨アプリケーションで為替レートの管理を単純化するために、指定されたテンプレ
ートをエクスポートし、為替レートをスプレッドシートで入力して、アプリケーションにレー
トをインポートすることができます。為替レートをすぐにインポートするか、「為替レートのイ
ンポート」ジョブをスケジュールして後で実行できます。
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ノート:

為替レートのオプションを表示するには、「複数通貨」オプションを有効にしてアプ
リケーションを作成し、「複数通貨タイプ」を「簡易」にする必要があります。これ
により、通貨ディメンションが作成されます。複数通貨アプリケーションが簡易にな
っているかどうか不明な場合は、通貨ディメンションの存在によって確認されます。
簡易複数通貨についてを参照してください。

テンプレートを使用して為替レートをインポートするには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「アクション」メニューで「為替レート・テンプレートのエクスポート」を選択し、

ExchangeRateTemplate.csvを開くか、ローカルに保存します。
3. テンプレート・ファイルで、期間および通貨ごとに平均為替レートと終了為替レートを入
力し、POVのメンバーを指定してからファイルを保存します。

ノート:

1の場合、アプリケーションのデフォルト通貨に対する換算レートであることを
示します。デフォルト通貨との相対的なレートを入力します。

4. 「アクション」メニューで「為替レートのインポート」を選択し、「作成」をクリックして、
「インポート」をクリックします。

ノート:

インポートはすぐに実行するジョブまたは後で実行するジョブとしてスケジュー
ルできます。「為替レートのインポート」ジョブをスケジュールするには、「受信
ボックス」オプションを選択して、受信ボックスにあるインポート・ファイルを
ポイントし、次に「ジョブとして保存」をクリックします。ジョブのスケジュー
ルを参照してください。

ヒント:

後続の「為替レートのインポート」ジョブのジョブ作成プロセスを合理化するた
めに、「名前を付けて保存」オプションを使用して既存のジョブを複製し、それを
更新できます。ジョブの複製を参照してください。

Essbaseアウトラインの検証
Essbaseアウトラインを事前検証して、アプリケーションがハイブリッド Essbaseバージョン
と互換性があることを確認します。
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ハイブリッド・ブロック・ストレージ・オプション(BSO)キューブをサポートする Oracle
Essbaseバージョンにすべての環境をアップグレードするための取組みの一部として、環境を
ハイブリッド Essbaseバージョンにアップグレードするときに円滑に移行できるように
Essbaseアウトラインを事前検証するプロセスが追加されました。

Note:

Essbaseバージョンの詳細は、管理者用スタート・ガイドの Cloud EPMの Essbase
についてを参照してください。

アプリケーションがハイブリッド Essbaseバージョンと互換性があることを確認するために、
環境内のメンバー式を検証して、問題を修正できるようにレポートを提供する新しいユーティ
リティが実装されています。
ユーティリティは手動で起動でき、データベースのリフレッシュ中に自動的に実行されます:

• ユーティリティを手動で起動する方法の詳細は、事前検証プロセスの手動起動を参照して
ください。

• データベース・リフレッシュ中の自動起動の詳細は、データベース・リフレッシュ中の自
動事前検証を参照してください。

ユーティリティによるメンバー式検証の完了後にエラーが見つかった場合は、「アウトライン事
前検証レポート」を表示して、見つかったエラーを修正できます。エラーが見つからない場合、
追加のアクションは必要ありません。
事前検証エラーのサンプルと推奨される解決策のリストは、次の各項を参照してください:

• 検証エラーへの対処
• 検証エラーのサンプル
事前検証プロセスの手動起動
事前検証プロセスを手動で起動するには、アプリケーションの概要ページで、「アクション」メ
ニューの「Essbaseアウトライン検証」メニュー・オプションにある次のオプションを選択し
ます:

• アウトラインの事前検証: アプリケーションの検証を実行します
• アウトライン事前検証レポート: ハイブリッド Essbaseバージョンと互換性を持つために
修正する必要があるメンバー式のリストを表示します
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Note:

• 「Essbaseアウトライン検証」メニュー・オプションが表示されるのは、環境が
非ハイブリッド Essbaseバージョン上にある場合のみです。環境がハイブリッ
ド Essbaseバージョン上にある場合、「Essbaseアウトライン検証」メニュー・
オプションは使用できなくなります。

• 環境がハイブリッドと非ハイブリッドのどちらの Essbaseバージョン上にある
かを調べるもう 1つの方法は、「アクティビティ・レポート」で Essbaseバージ
ョンがハイブリッド・ブロック・ストレージ・オプションをサポートの値を確認
することです。この値が「はい」である場合、環境がハイブリッド Essbaseバー
ジョン上にあることを意味します。この値が「いいえ」である場合、環境は非ハ
イブリッド Essbaseバージョン上にあります。

環境内の Essbaseアウトラインを検証し、メンバー式で検出されたエラーを修正するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「アクション」をクリックし、「Essbaseアウトライン検証」を選択して、次のオプション
から選択します:

• 検証を実行するには、「アウトラインの事前検証」を選択します。
• 検証中に検出されたエラーのレポートを表示およびダウンロードするには、「アウトラ
イン事前検証レポート」を選択します。

メンバー式を修正したら、「アウトラインの事前検証」オプションを再度使用して、すべての問
題が解決されていることを確認できます。

Note:

メンバー式を修正した後、事前検証レポートを再度表示する前にデータベースをリフ
レッシュしてください。そうしないと、すべてのエラーが解決されたことがレポート
に示されません。

データベース・リフレッシュ中の自動事前検証
環境で非ハイブリッド Oracle Essbaseバージョンが使用されており、ハイブリッド Essbase
にアップグレードする必要があることが検出された場合、データベース・リフレッシュ・プロ
セスの最後に検証ユーティリティが自動的に起動します。
データベースをリフレッシュするには、アプリケーション・データベースのリフレッシュを参
照してください。
検証プロセス中にメンバー式エラーが検出された場合は、レポートを確認してエラーに対処す
るように指示する警告が表示されます。「アウトライン事前検証レポートの表示」をクリックし
て、完全なレポートを表示し、エラーを解決します。
検証エラーへの対処
アウトラインを検証すると、次に示すようなエラーが明らかになる場合があります。提供され
た推奨事項を使用してこれらの問題に対処し、すべてのエラーが解決されるまで検証プロセス
を再実行します。
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エラー・カテゴリ 推奨事項
IFなしの ELSEまたは ENDIF メンバー式では、if、elseif,、else, および endifの構文が使用

されていますが、endifトークンの数が ifトークンの数より多
いか、elseトークンと ifトークンが対応していません。ifト
ークンの数は、endifまたは elseトークンの数と一致している
必要があり、これにより、適切なグループ化が確保されます。
構文の問題に対処して式を修正してください。

無効なデータ型、または必要な型
NUMBERに対して STRINGが見つかり
ました

メンバー式は存在しないメンバーを参照しています。式を確
認し、存在しないメンバーを削除してください。

無効な数式の戻り値の型 メンバー式は存在しないメンバーを参照しています。式を確
認し、存在しないメンバーを削除してください。

対応する引用符が見つかりません 対応していない引用符が式に含まれています。開始引用符と
終了引用符の数が同じで、適切にグループ化されていること
を確認してください。構文エラーを解決して式を修正してく
ださい。

処理なし メンバー式が/*と*/を使用してコメント・アウトされていま
す。メンバーは動的であるため、有効な式が必要です。メン
バーに有効なメンバー式を入力するか、メンバーのプロパテ
ィを変更してください。

括弧エラー 対応していない括弧が式にあります。開き括弧と閉じ括弧の
数が一致し、正しくグループ化されていることを確認してく
ださい。構文エラーを解決して式を修正してください。

代替変数が存在しません メンバー式は存在しない代替変数を参照しています。適切な
値で代替変数を作成し、式の検証が成功するようにしてくだ
さい。

MDX問合せの構文エラー 構文エラーを修正するには、MDXの構文と文法ルールを参照
してください。

セミコロンの欠落
または
予期しない数式の終わり

メンバー式がセミコロンで終わっていません。
式は値を返す可能性がありますが、終了のセミコロンがない
と構文エラーになります。式を確認して修正してください。

関数で使用されている不明なメンバー名 メンバー式は存在しないメンバーを参照しています。式を確
認して更新し、存在しないメンバーへの参照を削除してくだ
さい。

環境変数が存在しません 式は環境変数を参照しています。Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementアプリケーションで
は環境変数を作成できません。かわりに、環境変数と同じ名
前と値で代替変数を作成し、それを式で使用してください。

式の解析エラー メンバー式が引用符で囲まれていないメンバー名を参照して
いるか、式がセミコロンで終わっていません。また、式で許
可されていない for、year、sumなどのキーワードや関数名が
メンバー名に含まれている可能性があります。
メンバー名が適切に引用符で囲まれており、式がセミコロン
で終わっていることを確認してください。また、その名前の
メンバーがシステム内に存在することを確認してください。

問合せで使用されている不明なメンバー ASOキューブについて、メンバー式はMDX問合せ内に存在
しないメンバーを参照しています。また、ディメンション、
メンバー、属性ディメンションの名前に/ (バックスラッシュ)
文字が含まれていないことを確認してください。

重複するメンバー名 メンバー式は存在しないメンバーを参照しています。式を確
認し、存在しないメンバーを削除してください。
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エラー・カテゴリ 推奨事項
無効な割当 無効な割当: 等号の左辺の値は、メンバーまたは変数である必

要があります。
メンバー式では、等号(=)を使用した代入演算の左辺には、既
存のメンバーの名前を指定する必要があります。割当の左辺
が有効なメンバー名であることを確認してください。

演算子エラー メンバー式に不適切にネストされた if、elseifまたは endif構
文が含まれているため、ネストが正しくなく、不均衡になっ
ています。式を確認して修正し、これらの構文の問題に対処
してください。

関数エラー メンバー式で関数が使用されていますが、余分なパラメータ
が渡されています。関数に Planningの代替変数が含まれて
いる場合は、それらの変数が利用可能であり、アンパサンド
文字(&)で始まっていない値が設定されていることを確認して
ください。また、式を確認して、代替変数の前に余分な&記号
がある場合は削除してください。式内の各代替変数の名前の
前に、&が 1つ付いていることを確認して、適切に解決してく
ださい。

数式の欠落 式を確認して修正し、構文エラーに関連する数式を削除して
ください。

検証エラーのサンプル
次のサンプルでは、[MEMBER_NAME]は検証に失敗したメンバーの名前を示します。
式検証エラーのサンプル: メンバー名、不明なメンバー、セミコロンの欠落、式の終了など:

• Formula verification failed for member [MEMBER_NAME].Error
compiling formula for [] (line 3): unknown member name
["[MEMBER_NAME]"] in function [operator @X]

• Formula verification failed for member [MEMBER_NAME].Error parsing
member name in formula

• Formula verification failed for member [MEMBER_NAME].Error
compiling formula for [] (line 1): semicolon missing

• Formula verification failed for member [MEMBER_NAME].Error
compiling formula for [] (line 19): unexpected end of expression:
[...IF(...)]

• Formula verification failed for member [MEMBER_NAME].Error
compiling formula for [] (line 1): unexpected end of expression:
[@ADD]

式検証エラーのサンプル: 代替変数のサンプル:

Formula verification failed for member [MEMBER_NAME].Substitution
variable [[MEMBER_NAME]] doesn't exist

式検証エラーのサンプル: 括弧:
Formula verification failed for member [MEMBER_NAME].Error compiling
formula for [] (line 1): [)] without [(]

式検証エラーのサンプル: 無効なデータ型、戻り値の型および割当:

• Formula verification failed for member [MEMBER_NAME].Error
compiling formula for [] (line 1): expected type [NUMBER] found
[STRING] ([MEMBER_NAME]) in function [@SUB]
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• Formula verification failed for member [MEMBER_NAME].Error
compiling formula for [] (line 12): invalid expression return type

• Formula verification failed for member [MEMBER_NAME].Error
compiling formula for [] (line 4): invalid assignment

ハイブリッド BSOアプリケーションを非ハイブリッ
ドに戻す

ハイブリッド対応の Oracle Essbaseにアップグレードすると、一部のサブスクリプションでは
アプリケーションでハイブリッド BSOキューブを使用できるようになります。さらに、ハイ
ブリッド対応の Essbaseでは、新しい Enterprise Performance Management Standard Cloud
Serviceがデフォルトでサポートされています。このようなサブスクリプション用に新しく作
成されたアプリケーションでは、ハイブリッド BSOキューブが自動的に使用されます。ハイ
ブリッド BSOキューブの使用は無効にできます。
ハイブリッド・モードを無効にするオプションが使用可能かどうかは、サブスクリプションで
それがサポートされているかどうかによります。さらに、ハイブリッド・モードを無効にでき
るのは、次のビジネス・プロセスまたはアプリケーション・タイプのみです:

• Planningのカスタム・アプリケーション
• フリーフォーム

Caution:

ハイブリッド・モードを無効にする前に、疎ディメンションの構成を慎重に確認し
て、ハイブリッド・モードが有効になっている「動的計算」に設定された上位レベル
のメンバーが、非ハイブリッド・モードでは必要に応じて「保管」または「共有しない」に戻ることを確認します。さらに、必要に応じて、集約やその他のルールで親メ
ンバーが「動的計算」に設定されていた疎ディメンションを含めるようにルールを確
認します。

ハイブリッド BSOキューブの使用を無効にするには:

1. サービス管理者としてアプリケーションにサインインします。
2. ホーム・ページで、「アプリケーション」,、「概要」の順に選択します。
3. 「アクション」をクリックし、「ハイブリッド・モードの無効化」を選択します。
ハイブリッド・モードの詳細は、管理者用スタート・ガイドの Cloud EPMの Essbaseについ
てを参照してください。

アプリケーション・データベースの作成とリフレッシ
ュ

アプリケーション・データベースをリフレッシュする前に知っておく必要のあること。
次も参照:

• アプリケーション・データベースの作成
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• データベースをリフレッシュする前に
• アプリケーション・データベースのリフレッシュ
アプリケーション構造を変更し、ディメンションやメンバーなどのアーティファクトを変
更したら、データベースをリフレッシュします。

• メタデータの検証

アプリケーション・データベースの作成
アプリケーションを作成すると、アプリケーション内の各キューブのデータを保管するアプリ
ケーション・データベースが作成されます。
Planningアプリケーションを作成するには、Planningアプリケーションの作成を参照してくだ
さい。
データをクリアする必要がある場合は、Calculation Managerを使用して、それを行うことがで
きます。データをリフレッシュするには、アプリケーション・データベースのリフレッシュを
参照してください。

データベースをリフレッシュする前に
アプリケーション構造を変更し、ディメンションやメンバーなどのアーティファクトを変更し
たら、データベースをリフレッシュする必要があります。データベースをリフレッシュする前
に、すべてのユーザーに通知し、作業を保存してアプリケーションを閉じるよう求めることを
お薦めします。
データベースをリフレッシュする前に:

• アプリケーションをバックアップし、すべてのデータベースからデータをエクスポートし
ます。

• リフレッシュ中にすべてのユーザーが管理モードでアプリケーションを使用できるように
するか、現在のサービス管理者のみが使用できるようにするかを決定します

• すべてのユーザーをログオフさせるかどうかを決定します
• アクティブなアプリケーション要求を終了します

アプリケーション・データベースのリフレッシュ
アプリケーション構造を変更し、ディメンションやメンバーなどのアーティファクトを変更し
たら、データベースをリフレッシュします。
アプリケーション・データベースには、アプリケーションの各キューブのデータが保管されま
す。「データベースのリフレッシュ」プロセスをすぐに開始するか、後でジョブとして実行する
ようにスケジュールできます。
データベースをリフレッシュするには:

1. データベースをリフレッシュする前にを参照してください。
2. 「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
3. 「アクション」、「データベースのリフレッシュ」の順にクリックします。
4. 「データベースのリフレッシュ」ページで、「作成」をクリックし、次のいずれかのオプシ
ョンを選択します。
データベースのリフレッシュ前
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• アプリケーションを使用可能にする対象: リフレッシュ中にすべてのユーザーまたは
管理者(現在ログインしているサービス管理者)が管理モードでアプリケーションにア
クセスできるようにします

• すべてのユーザーのログオフ : リフレッシュを開始する前にすべてのアプリケーショ
ン・ユーザーをログオフします

• すべてのアクティブな要求の停止: Essbaseアプリケーションにアクティブな要求が
あれば停止して、リフレッシュを開始します

データベースのリフレッシュ後
• アプリケーションを使用可能にする対象: リフレッシュ後に、「すべてのユーザー」ま
たは「管理者」がアプリケーションを使用できるようにします

• メタデータの検証: デフォルトでは、このオプションは選択されていません。このオプ
ションが選択されている場合は、ビジネス・プロセスと Oracle Essbaseの間のメンバ
ー・アイデンティティ (ID)の不一致がスキャンされ、リフレッシュ・プロセス後に自動
的に解決されます。「メタデータの検証」を選択すると、リフレッシュ・プロセスにか
かる時間が長くなることがあります。詳細は、メタデータの検証を参照してください。

ノート:

Essbaseを非ハイブリッドからハイブリッドにアップグレードした後、初め
てキューブをリフレッシュする場合は、「メタデータの検証」オプションを有
効にします(すぐにまたはスケジュール・ジョブとして後で)。検証時の潜在的
なエラーおよびその対処方法の例は、管理者用スタート・ガイドの Essbase
アウトラインの検証を参照してください。

「メタデータの検証」オプションは、ハイブリッド・ブロック・ストレージ・オプショ
ン(BSO)キューブ(ハイブリッド BSO、ASOおよび BSO)をサポートする Oracle
Essbaseバージョンで実行されているこれらのストレージ・オプションがあるキュー
ブで使用できます。このオプションは、ハイブリッド BSOキューブをサポートしてい
ない従来の Essbaseバージョンで実行されているキューブでは使用できません。

5. データベースをすぐにリフレッシュするには、「データベースのリフレッシュ」をクリック
します。リフレッシュを後でジョブとして実行するには、「ジョブとして保存」をクリック
します。データベースのリフレッシュ・ページで選択したすべてのオプション (「メタデー
タの検証」を含む)は、保存済ジョブに保持されます。ジョブの管理を参照してください。

ヒント:

後続の「データベースのリフレッシュ」ジョブのジョブ作成プロセスを合理化す
るために、「名前を付けて保存」オプションを使用して既存のジョブを複製し、そ
れを更新できます。ジョブの複製を参照してください。

トラブルシューティング
データベースのリフレッシュの問題のトラブルシューティングの詳細は、オペレーション・ガイドのデータベース更新の問題のトラブルシューティングを参照してください。
データベース・リフレッシュ中に Essbaseアウトライン事前検証エラーが検出された場合は、
Essbaseアウトラインの検証を参照してください。
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メタデータの検証
「メタデータの検証」について
データベース・リフレッシュ・プロセスの一部として「メタデータの検証」設定(以前は「エラ
ーの自動修正」と呼ばれていました)を使用し、ビジネス・プロセスと Oracle Essbaseの間の
メンバー・アイデンティティ (ID)の不一致をスキャンして自動的に解決します。

Caution:

「メタデータの検証」を選択すると、リフレッシュ・プロセスにかかる時間が長くな
ることがあります。

特定のケースで、アプリケーションが使用するマルチディメンショナル・データベースで完全
には認識されない方法で、メンバーのアイデンティティが変更される場合があります。システ
ムのすべての部分でメンバーのアイデンティティが完全には正確に確立されていない場合、メ
ンバー順序の不正などの階層の問題が発生することがあります。つまり、該当するメンバーの
子の不足、兄弟の一部の不足、特定のプロパティの不足などが発生することがあります。「メタ
データの検証」を選択すると、そのようなメンバーが検出されてアイデンティティが自動的に
解決されます。これにより、これらのメンバーと、プロパティおよび兄弟を含む階層が完全で
正確に認識されるようになり、システムのすべての部分で使用可能になります。
メンバーの移動および削除を詳しく記したレポートの表示
メンバー IDの修正後に、メンバーが削除または移動されることがあります。メンバーの移動
(異なる親への移動)または削除を詳しく記したレポート・ファイルが生成され、csv (カンマ区
切り)ファイル・フォーマットで送信ボックスに配置されます。レポートを確認して、子の階層
が変更された可能性のある保管された親メンバーの一部を再集約します。
例:

CSVファイルが「送信ボックス」フォルダに生成され、アプリケーション名の後に
_autocorrect.csvが付いたファイル名が自動的に生成されます(例:
vision_autocorrect.csv)。このファイルは、実行のたびに上書きされます。
「メタデータの検証」設定を使用して「データベースのリフレッシュ」ジョブを実行した後、送
信ボックスからエクスポート・ファイルをダウンロードできます。
ファイルをダウンロードするには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「ジョブ」をクリックします。
2. 「最近のアクティビティ」で、ジョブをクリックします。
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3. 「ジョブの詳細」の上部で、エクスポート・ファイル・オプションをクリックしてダウンロ
ード場所を選択します。

アプリケーションへの集約ストレージ・アウトライン
の追加

集約ストレージの機能とアプリケーションでの使用方法について理解します。
次も参照:

• 集約ストレージについて
• アプリケーションに集約ストレージ・データベースを追加するプロセス

集約ストレージについて
集約ストレージとは、多数の潜在的に大きなディメンションに分類されている大規模な疎に分
散したデータをサポートする、データベース・ストレージ・モデルです。選択されたデータ値
は集約および保管され、一般的に集約時間が改善されます。ストレージのタイプには、この集
約ストレージの他にブロック・ストレージ(密/疎構成)があります。
集約ストレージ・アウトラインのキューブの特性
• 集約ストレージ・データベースでは XREFが生成されません。XREFは、ブロック・スト
レージ・データベースでのみ生成できます。

• アプリケーションでは、すべての基本ディメンションが集約ストレージ・データベース上
に必要なわけではないため、承認ディメンションが欠落している場合、承認が集約ストレ
ージ・データベースに適用されないことがあります。この場合は、通常のセキュリティが
適用されます。

• 動的時系列のメンバーは、集約ストレージ・アプリケーションの期間ディメンションには
適用できません。

• セキュリティ・フィルタの作成およびリフレッシュは、集約ストレージ・データベースに
適用できません。

トラブルシューティング
集約ストレージ・レポート・キューブのパフォーマンスには、キューブのスライス数、キュー
ブのアウトライン、キューブのディメンションのタイプなど、多くの要因が影響を及ぼします。オペレーション・ガイドの集約ストレージ・オプション・キューブの最適化を参照してくださ
い。

アプリケーションに集約ストレージ・データベースを追加する
プロセス

アプリケーションに集約ストレージ・データベースを追加するには:

1. 集約ストレージ・キューブを作成します。次のいずれかのタスクを実行します。
• アプリケーションの作成時に、集約ストレージ・キューブを作成します。

Planningアプリケーションを作成するには、Planningアプリケーションの作成を参照
してください。

• キューブ・エディタを使用して新規キューブを追加します。
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キューブの管理を参照してください。
2. 集約ストレージ・キューブにディメンションを追加します。
簡易ディメンション・エディタでのディメンションの編集を参照してください。
• 通貨、年、シナリオまたはバージョンのディメンションが集約ストレージ・キューブ
に対して有効な場合、ディメンション・メンバーも集約ストレージ・キューブに対し
て有効です。

• 簡易複数通貨アプリケーションでカスタム集約ストレージ・キューブに対して通貨計
算を実行するには、カスタム集約ストレージ・キューブに対して勘定科目、期間およ
び通貨ディメンションを有効にする必要があります。デフォルト集約ストレージ・キ
ューブ内のこれらのディメンションはすべてデフォルトで有効化されていますが、カ
スタム集約ストレージ・キューブに対してこれらのディメンションを手動で有効化す
る必要があります。カスタム集約ストレージ・キューブに対して勘定科目、期間およ
び通貨ディメンションを有効にするには、各ディメンションのディメンション・プロ
パティを編集し、集約ストレージ・キューブに対してディメンションを有効化するよ
う選択します。ディメンション・プロパティの編集を参照してください。

3. ディメンション・メンバーを追加します。メンバーの追加を参照してください。
4. アプリケーションのアウトラインをリフレッシュします。アプリケーション・データベー
スのリフレッシュを参照してください。

5. 集約ストレージ・データベースに関連付けられたディメンションを使用してフォームを作
成します。フォームの管理を参照してください。

Planningアプリケーションの変換
Planningアプリケーションを Reportingから Standardに変換する方法、および Standardまた
は Reportingから Enterpriseに変換する方法を学習します。
関連トピック
• 標準アプリケーションへの変換
• 標準アプリケーションまたはレポート・アプリケーションの Enterpriseアプリケーション
への変換

• 変換の考慮事項

標準アプリケーションへの変換
キューブの数を増加させ、より広範な計算をサポートするために必要なロジックを使用するに
は、レポート・アプリケーションを標準アプリケーションに変換します。
変換中に、1つのキューブ、および関連付けられたディメンションがアプリケーションに追加
されます。変換後、最大 6つのキューブ(3つの集約ストレージ・アウトライン・キューブと 3
つのブロック・ストレージ・アウトライン・キューブ)を追加できます。
レポート・アプリケーションを標準アプリケーションに変換する際に、サンドボックスを有効
にできます。ただし、標準アプリケーションに変換した後で、サンドボックスを有効にするこ
とはできません。サンドボックスを有効にするには、サンドボックスの有効化を参照してくだ
さい。
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注意:

アプリケーションを変換すると、元に戻せません。変換する前に、必ずデータをバッ
クアップしてください。

標準アプリケーションに変換するには:

1. 「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「アクション」をクリックし、「標準に変換」を選択します。

標準アプリケーションまたはレポート・アプリケーションの
Enterpriseアプリケーションへの変換

このトピックではアプリケーションの変換について学習します。
• 2019年 6月 4日より後に Oracle Fusion Cloud EPMを購入した場合、アプリケーションを
新しいサービスに移行する方法について学習するには、管理者用スタート・ガイドの新し
い Cloud EPMサービスを参照してください。

• Cloud EPMを 2019年 6月 4日より前に購入した場合、標準アプリケーションまたはレポ
ート・アプリケーションを Enterpriseアプリケーションに変換できます。

標準アプリケーションまたはレポート・アプリケーションを変換するには:

1. 変換の考慮事項を確認します。変換の考慮事項を参照してください。
2. 標準アプリケーションまたはレポート・アプリケーションをバックアップします。

3. アプリケーションを開き、「アプリケーション」 、「概要」 の順に
クリックします。

4. 「アクション」、「Enterpriseに変換」、「続行」を順にクリックして次に進みます。アプリケ
ーションが Enterpriseに変換されたかどうかがメッセージで通知されます。成功した場合
はログオフします。
アプリケーション・タイプが「Enterprise」に変更されます。これには、Planningモジュー
ルを有効にして構成するオプションが含まれ、Groovyスクリプトが有効になります。メタ
データとデータは、変換中に変更されません。

5. ログオンして必要な機能を有効化します。
これらの検証は、次の機能を有効にしているときに実行されます:

• すでに存在するカスタム・ディメンションや基本ディメンションと同じ名前のメンバ
ーを「ディメンションのマップ/名前変更」に指定することはできません。たとえば、
「市場」という名前のカスタム・ディメンションを財務に作成する場合、他のディメン
ションに「市場」というメンバーが存在することはできません。

• 実際のディメンション名として<<Dimension>>を指定した場合、名前が
NO_<<customDimension>>、Total_<Dimension>>、All_<<Dimension>>のメ
ンバーは存在できません。たとえば、財務の「Plan Element」をカスタム・ディメ
ンションとして「Element」という名前に変更した場合、「No Element」や「Total
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Element」が存在することはできません。これは、接頭辞なしのメンバーに依存する
モジュールに固有です。

• 「期間」および「勘定科目」ディメンションのデータ・ストレージを「共有しない」に
設定する必要があります。

• 「年」ディメンション名は「年」にする必要があります。
• 18個の別名表が事前定義されています。サポートされる最大数は 32です(1個は内部
で使用されます)。変換プロセスが、事前定義済別名表を既存アプリケーション内の別
名表にマージしようとします。数が 30を超えると検証エラーになります。

• 変換プロセスは、アプリケーション内の既存ディメンションの数と、モジュールが初
期化された場合に作成される新しいディメンションの数を計算します。両方の合計が
32 (最大数)を超えると、検証エラーが表示されます。

• プロジェクトでは、「プログラム」に指定する名前(カスタム・ディメンション・オプシ
ョン)が、非属性ディメンションとしてすでに存在していてはなりません。

• 要員では、バージョン・メンバーを「ラベルのみ」にすることはできません。
6. ユーザー定義のナビゲーション・フローを再作成します。
「移行」を使用してオンプレミス Oracle Hyperion Planning R11.1.2.1 (サポート対象バージョ
ン)のアプリケーションを Planningに変換するときは、前述と同じルールが適用されます。

変換の考慮事項
次の場合に、標準アプリケーションまたはレポート・アプリケーションを Enterpriseアプリケ
ーションに変換できます:

• 「Enterprise」タイプのアプリケーションを実装する商用の許可を受けています。
• 週次期間、四半期期間またはカスタム期間が使用されていません。
• 変換の前に、年ディメンションの名前を「年」に変更します。
• 複数通貨アプリケーションである場合、簡易複数通貨を使用しています(つまり、標準通貨
アプリケーションではありません)。

• アーティファクト名で次の接頭辞が使用されていません:

– oep_: 共通アーティファクトの接頭辞
– ofs_: 財務アーティファクトの接頭辞
– owp_: 要員アーティファクトの接頭辞
– opf_: プロジェクト・アーティファクトの接頭辞
– ocx_: 資本アーティファクトの接頭辞

カスタム・ナビゲーション・フローは変換されません。アプリケーションの変換後に再度作成
する必要があります。

アプリケーションの削除
アプリケーションを削除する場合、慎重に作業を進めます。
アプリケーションを削除するとそのコンテンツおよびスケジュール済のジョブがすべて削除さ
れるため、アプリケーションのバックアップを作成してください。
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アプリケーションを削除するには:

1. 「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「アクション」、「アプリケーションの削除」の順にクリックします。

日次メンテナンス・プロセス開始時間の設定
1時間の日次メンテナンス・プロセスを開始するのに最も都合のよい時間を決定して設定する
方法について理解します。
ビジネス・プロセス・インスタンスでは、定期的なメンテナンスの実行に毎日 1時間が必要で
す。サービス管理者は都合のよい時間を選択(および変更)して 1時間のメンテナンス・プロセ
スを開始できます。
環境の日次メンテナンス操作とメンテナンス開始時間のスケジュールについては、管理者用スタート・ガイドの日次メンテナンスの管理を参照してください。

ノート:

日次メンテナンス時に増分データ・インポートのために Cloud EPMスマート・リス
トのテキスト・データをエクスポートというシステム設定があり、この設定が有効に
なっているかどうかによって、エクスポートの時間に影響を与える可能性がありま
す。この設定の使用の詳細および推奨事項については、次のトピックを参照してくだ
さい:

• オペレーション・ガイドの日次メンテナンス時に増分データ・インポートのため
にスマート・リストのテキスト・データをエクスポート

• 指定可能なアプリケーションおよびシステム設定

日次メンテナンス中に実行されている特定のジョブが原因で自動バックアップが失敗するのを
防ぐために、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementでは、日次メンテナン
ス・プロセスの実行中は特定のジョブの開始が許可されません。
次のジョブは、日次メンテナンス中は開始されません:

• データのインポート
• メタデータのインポート
• データのエクスポート
• メタデータのエクスポート
• データベースのリフレッシュ
• キューブのクリア
• キューブの再構築
• アウトラインの圧縮
• データ・スライスのマージ
• 集約の最適化
これらのジョブは、スケジュールされたジョブであるか、アド・ホック・ベース(未スケジュー
ル)で開始されるジョブであるかに関係なく、開始できません。
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このため、未スケジュール・ジョブについては、日次メンテナンス・プロセス中にジョブのス
ケジュール・ページの「今すぐ実行」オプションを使用してジョブを開始しようとしても、ま
たはジョブ定義のリスト・ページからジョブを送信しても、ジョブが開始されません。システ
ムによってアド・ホック・ジョブの開始が防止された場合は、エラー・メッセージが表示され
ます。
たとえば、日次メンテナンスの実行中にキューブのクリア・ページにリストされているジョブ
を表示し、「アクション」、「送信」の順にクリックすると、エラー・メッセージが表示され、ジ
ョブは開始されません。同様に、日次メンテナンス中にジョブのスケジュール・ページで「キ
ューブのクリア」ジョブを作成し、「今すぐ実行」を選択した場合、システムによってジョブの
開始が妨げられ、エラー・メッセージが表示されます。
ジョブが開始されない場合、その理由が「ジョブの詳細」に示されます。ジョブ・コンソール
の電子メール通知を有効にしている場合は、ジョブが開始されないときに電子メール通知を受
信します。日次メンテナンス・プロセス中に開始されるようにスケジュールされているジョブ
がある場合、日次メンテナンス・ウィンドウ外で開始されるようにジョブを再スケジュールす
ることをお薦めします。ジョブのスケジュールを参照してください。

受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラを使用し
たファイルのアップロードおよびダウンロード

受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラを使用して、ファイルをサーバーにアップロード
したり、コンピュータにダウンロードします。
インポート・ジョブまたはエクスポート・ジョブをスケジュールする方法については、ジョブ
のスケジュールを参照してください。
ファイルをアップロードまたはダウンロードするには:

1. 「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「アクション」、「受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラ」の順にクリックします。
3. オプション: 名前でフィルタし、リストをリフレッシュし、サーバーからファイルをアップ
ロードします。

4. サーバーからファイルをアップロードするには、「アップロード」をクリックします。「フ
ァイルのアップロード」ダイアログ・ボックスで、「参照」をクリックしてアップロードす
るファイルを選択し、「ファイルのアップロード」をクリックします。

5. サーバーからファイルをダウンロードするには、目的のファイルを選択して  (「アクシ
ョン」)をクリックし、「ファイルのダウンロード」をクリックします。

6. 「閉じる」をクリックして「受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラ」を閉じ、「概
要」タブに戻ります。

ノート:

アップロード・ファイルのサイズには、2GBの上限があります。アップロード・ファ
イルがサイズ制限を超える場合は、より小さいファイルを選択するか、EPM自動化
を使用してより大きいファイルをアップロードします。EPM自動化の詳細は、EPM
自動化の操作を参照してください。
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7
戦略モデリングの設定

次も参照:

• 戦略モデリングの開始チェックリスト
• Planningモジュールの戦略モデリングの有効化
• カスタム・アプリケーションの戦略モデリングの有効化
既存のカスタム・アプリケーションで使用する戦略モデリングを有効にできます。

• テンプレートの操作
• 戦略モデリング・モデルの作成
• モデル・データとメタデータのエクスポートおよびインポート
モデル・データとメタデータを.csvファイルにエクスポートおよび.csvファイルからイン
ポートできます。

• モデル・アクセス権限の設定
• モデル・プロパティの変更
• モデルの検証
戦略モデリングには、モデルのパフォーマンスに影響することがある一般的な問題につい
てモデルを評価するモデル検証ツールが含まれています。

• 戦略モデリングと Planning間でのデータのプッシュ
• 1つの戦略モデリング・モデルから複数の戦略モデリング・モデルへのデータのプッシュ
• 戦略モデリング・シナリオ・ロールアップから戦略モデリング・シナリオ・ロールアップ
へのデータのプッシュ

• モデルの変更管理を使用したメタデータの管理
モデルの変更管理を使用して、ソース・モデルから 1つ以上のターゲット・モデルにメタ
データをコピーします。

戦略モデリングの開始チェックリスト
次のタスクを実行して、戦略モデリングを設定します。
1. アプリケーションを作成するか、使用する既存のアプリケーションを指定します。

Planningアプリケーションの詳細は、Planningアプリケーションの作成を参照してくださ
い。
Planningモジュールの詳細は、Planningモジュールの管理のアプリケーションの作成を参
照してください。

2. 戦略モデリングを有効にします。Planningモジュールの戦略モデリングの有効化またはカ
スタム・アプリケーションの戦略モデリングの有効化を参照してください。

3. 提供されたテンプレートを確認し、組織に必要なカスタム・テンプレートをアップロード
します。テンプレートの操作を参照してください。

4. テンプレートからモデルを作成します。戦略モデリング・モデルの作成を参照してくださ
い。
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5. アクセス権限を設定します。モデル・アクセス権限の設定を参照してください。
6. 戦略モデリングを有効にした後、データベースをリフレッシュします。「アプリケーショ
ン」、「概要」の順にクリックし、「アクション」メニューから「データベースのリフレッシ
ュ」、「作成」、「データベースのリフレッシュ」の順に選択します。

チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。

目的 方法の学習
戦略モデリングの概要を理解します。

 戦略モデリングの概要

Planningモジュールの戦略モデリングの有効化
ユーザーが戦略プランニングを開始できるように、戦略モデリングを有効にしておく必要があ
ります。
Planningモジュールの戦略モデリングを有効にするには:

1. ホームページで「アプリケーション」,をクリックし、「構成」をクリックします。
2. 「構成」リストで「戦略モデリング」を選択してから、「機能を使用可能にする」をクリッ
クします。

3. ログアウトしてからログインし、新しく有効にした機能を確認します。
戦略モデリングに必要な構成タスクはありません。
戦略モデリングで提供されているテンプレートにデータが移入されます。
カスタム・アプリケーションの戦略モデリングを有効にするには、カスタム・アプリケーショ
ンの戦略モデリングの有効化を参照してください。

カスタム・アプリケーションの戦略モデリングの有効
化

既存のカスタム・アプリケーションで使用する戦略モデリングを有効にできます。
Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Serviceのカスタム・アプリケーション
の戦略モデリングを有効にするには:

1. サービス管理者としてカスタム・アプリケーションにサインインします。
2. 「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
3. 「アクション」から、「戦略モデリングの有効化」を選択します。
4. ナビゲーション・フローを使用している場合は、戦略モデリング・アーティファクトをア
クティブ化する手順を行います:

• ナビゲーション・フローをリロードします。
• サインアウトし、再度サインインします。
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Planningモジュール・アプリケーションの戦略モデリングを有効にするには、Planningモジュ
ールの戦略モデリングの有効化を参照してください。
戦略モデリングを設定するには、戦略モデリングの設定を参照してください。

テンプレートの操作
テンプレートを使用すると、モデルをすばやく作成できます。テンプレートには、期間やデー
タのない階層構造の勘定科目セットが含まれます。
戦略モデリングには、よく使用される勘定科目構造用のテンプレートが含まれています。提供
されたテンプレートの 1つを使用することも、カスタム・テンプレートを作成してアップロー
ドすることもできます。
Oracleで提供されるテンプレートは次のとおりです:

• 標準
• ユーティリティ
• ヘルスケア
• 小売
• 高等教育
戦略モデリングを有効にすると、これらのテンプレートがすぐに使用できるように選択可能に
なります。Oracleで提供されるテンプレートは変更できませんが、テンプレートのコピーを保
存してから、ビジネスの事例にあわせてそれを変更することはできます。
提供されたテンプレートおよびアップロードしたカスタム・テンプレートの勘定科目構造を確
認するには:

1. ホームページで「戦略モデリング」をクリックし、「テンプレート」をクリックします。
2. 確認するテンプレートの「アクション」メニューから、「開く」をクリックします。
3. 「シナリオ」、データビューまたは「勘定科目グループ」を変更すると、異なる勘定科目セ
ットを表示できます。

また、Oracle Smart View for Officeで戦略モデリングを使用して、Oracleで提供されるテンプ
レートで勘定科目構造を確認および編集することもできます。

カスタム・テンプレートの作成およびアップロード
Oracleが提供するテンプレートのいずれかのコピーを保存し、カスタマイズすることで、カス
タム・テンプレートを作成できます。提供されているテンプレートの勘定科目構造を確認して
ビジネス・ニーズに最も近いものを決定し、Oracle Smart View for Officeを使用して、テンプ
レートをカスタマイズし、Webで使用するためにアップロードします。
また、Smart Viewを使用して、Oracle Hyperion Strategic Financeのオンプレミス・バージョ
ンから作成したテンプレートをアップロードし、Webで使用することもできます。

カスタム・テンプレートの所有者またはアクセス権限の変更
すべてのユーザー (「アクセス権なし」のユーザーを除く)は、戦略モデリングに提供されている
即時利用可能なテンプレートを表示できます。管理者は、カスタム・テンプレートの所有者お
よびアクセス権限を変更できます。
カスタム・テンプレートの所有者またはアクセス権限を変更するには:
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1. ホームページで「戦略モデリング」をクリックし、「テンプレート」をクリックします。
2. 変更するテンプレートの横にある「アクション」メニューから、「プロパティ」をクリック
します。

3. 必要な場合、テンプレートの所有者を変更します。
4. 「権限」をクリックします。

5.  (「追加」)をクリックして、ユーザーまたはグループを追加し、テンプレートへのアク
セス権を割り当てます。
ユーザーおよびグループ権限の詳細は、モデル・アクセス権限の設定を参照してください。

6. 現在の権限をデフォルト権限で置き換えるには、「デフォルト・アクセス権の継承」をクリ
ックします。

7. 「適用」をクリックして変更を保存します。

戦略モデリング・モデルの作成
管理者とモデラーは、テンプレート(事前定義されたレポートおよびモデリングの標準が含まれ
た財務モデル・フレームワーク)を使用して、戦略モデリング・モデルを作成できます。Oracle
には、すぐに使用できる事前定義済のテンプレートがいくつか含まれています。また、既存の
モデルに基づくモデルを作成することもできます。
ユーザーはモデルをチェック・アウトして使用することも、モデルのコピーを使用することも
できます。ユーザーがモデルのコピーを使用する場合、データまたはモデルに対する変更を保
存することはできません。
モデルを作成すると、階層勘定体系、期間構造、レポート、データビュー、勘定科目グループ、
および作成元のテンプレートやモデルからのすべてのメタデータがそのモデルに移入されま
す。
アプリケーションを作成し、戦略モデリングを有効にしておく必要があります。(Oracle Smart
View for Officeを使用してカスタマイズした)カスタム・テンプレートを使用してモデルを作成
する場合は、そのテンプレートをアップロードしておく必要があります。
戦略モデリング・モデルを作成するには:

1. ホーム・ページで「戦略モデリング」をクリックし、「モデル」をクリックします。
2. 「作成」をクリックします。
3. 「一般」ページで、次のオプションを指定し、「次」をクリックします。

• モデルの名前と説明を指定します。
• モデルをテンプレートから作成するか、現在のアプリケーション内の既存のモデルか
ら作成するか、または.alcから作成するかを選択し、テンプレート、モデルまたはフ
ァイルを選択します。
ローカルの.alcファイルからモデルを作成する場合、ファイルは、クラウドで使用す
るために Smart Viewですでに変換済である必要があります。
戦略モデリング・データを財務に統合するには、「財務」テンプレートを選択します。

• スタンドアロン・モデルを作成する場合、または別のモデルの親となるモデルを作成
する場合は、「ルートに配置」を選択します。階層構造を作成する場合は、「ルートに
配置」をクリアして、「親モデル」からモデルを選択します。
階層モデル構造を作成すると、シナリオ・ロールアップやアクセス制御の管理、モデ
ルの視覚的な編成を行う場合に役立ちます。
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• 基本通貨および基本単位を選択します。
各モデルには、アプリケーションとは無関係にそれ自体の通貨と単位を設定できます。
ローカルの.alcファイル、またはソース・データを保持している場合既存のファイル
からモデルを作成する場合、これらのオプションは使用できません。元のモデルの単
位および通貨を使用してモデルが作成されます。

ノート:

通貨換算は、Smart Viewで設定します。Smart Viewでの戦略モデリングの操
作の通貨の換算を参照してください。

• 既存のモデルからモデルを作成した場合に、新しいモデルで既存のモデルと同じ期間
構造を使用するには、「時間構造の保持」を選択します。
「時間構造の保持」を選択した場合、「ソース・モデル・データの保持」を選択して、
ソース・モデルのデータ値を勘定科目に含めることができます。
期間構造を保持を選択した場合、スキップしてステップ 5に進みます。

• 財務との統合のために「財務」テンプレートを使用してモデルを作成した場合、「エン
ティティの選択」で財務エンティティ・ディメンション・メンバーを選択します。モ
デルは選択されたエンティティ・ディメンション・メンバーにマッピングされます。
このオプションは、「財務」テンプレートからモデルを作成した場合にのみ使用可能で
す。詳細は、戦略モデリングおよび財務の間のデータの統合を参照してください。

4. 「カレンダ」ページ、「期間」ページおよび年の構成ページで、このモデルのカレンダを作
成するためのオプションを指定します。

5. モデル作成オプションを確認し、「モデルの作成」をクリックします。
選択したオプションに基づく勘定体系およびカレンダ構造で、モデルが作成されます。
Smart Viewで、Oracle Hyperion Strategic Financeモデルを戦略モデリング・モデルに変換で
きます。Smart Viewでの戦略モデリングの操作を参照してください。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
戦略モデリング・モデルの作成について学習しま
す。  Oracle Enterprise Planning Cloudでの戦略

モデリングの作成

モデル・データとメタデータのエクスポートおよびイ
ンポート

モデル・データとメタデータを.csvファイルにエクスポートおよび.csvファイルからインポ
ートできます。
このオプションによって、モデルを更新するときのスピードと柔軟性が提供されます。モデ
ル・データおよびメタデータをエクスポートして変更した後、モデルにインポートして戻すこ
とができます。また、モデル間でモデル・データをシームレスに転送することもできます。
モデル・データおよびメタデータのエクスポート
モデル・データおよびメタデータをエクスポートするには:
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1. モデルを開きます。
2. 「アクション」メニューから、「エクスポート」を選択します。
3. 「エクスポート・タイプ」リストから、「データ」、「メタデータ」またはデータおよびメタ
データのいずれをエクスポートするかを選択します。
• データ—「勘定科目 ID」、「シナリオ」、「値のタイプ」およびすべての「期間」値を含
みます。

• メタデータ—「勘定科目 ID」および「勘定科目名」を含みます。
• データおよびメタデータ—モデル内の使用可能な情報(データおよびメタデータ)のす
べてを含みます: 「勘定科目 ID」、「勘定科目名」、「シナリオ」、「値のタイプ」およびす
べての「期間」値。

4. 「データビュー」から、「入力のみ」または「出力のみ」を選択します。
「エクスポート・タイプ」が「メタデータ」である場合、「データビュー」は使用できず、
デフォルトに設定されます。

5. 「シナリオ」ボックスをクリックし、エクスポートするシナリオを最大 5つ選択します。
「エクスポート・タイプ」が「メタデータ」である場合、「シナリオ」は使用できず、デフ
ォルトに設定されます。

6. エクスポートして閉じるをクリックします。
.csvファイルが保存されます。

インポート・ファイルの変更
.csvファイルで必要な編集を行い、処理を高速化するために、変更しない値を含む行を削除
します。
.csvファイルに対して次のような変更を加えることはできません:

• 勘定科目 IDの変更。
• ディメンション化された勘定科目の勘定科目名の変更。
• 行の追加。
• ディメンション化された子勘定科目のメタデータの変更。
モデル・データおよびメタデータのインポート
モデル・データおよびメタデータをインポートするには:

1. モデルを開きます。
2. 「アクション」メニューから、「インポート」を選択します。
3. ファイルを参照して選択し、「開く」をクリックします。
4. 「インポート」をクリックします。
「インポート・ステータス」ダイアログ・ボックスで、インポートされた行数と却下された
行数が報告されます。
「結果のエクスポート」をクリックして、インポートの結果をファイルにエクスポートでき
ます。

データのインポートについて次の点に注意してください:

• 最大 200,000セルを一度にインポートできます。
• 有効な入力セルにデータをインポートしていることを確認してください。
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• 勘定科目でインポート操作がサポートされていることを確認してください。
インポート・ファイル・フォーマット
インポート・ファイル・フォーマットについて次の点に注意してください:

• 入力データを受け入れる履歴期間のデータをロードできます。
• 計算済勘定科目を含めないでください。
ヘッダーでは次のフィールドが受け入れられます:

• 「勘定科目」または「メジャー」—v1080:010や v1000:020|Laptops|Northなど、勘
定科目のキー(勘定科目にカスタム・ディメンションが適用されている場合)。

• 名前—Total SG & A Expenseや Service Revenues/Laptops/Northなど、勘定科
目の名前(勘定科目にカスタム・ディメンションが適用されている場合)。

• シナリオ—データのインポート先のシナリオの名前。
• 値—「入力」または「出力」。「値」を指定しない場合、デフォルトは「出力」です。
• 期間—2017や Q419など。
インポート操作のタイプに応じて、必須フィールドは次のとおりです:

• データ—「勘定科目」または「メジャー」、「シナリオ」および「期間」。(「値」はオプショ
ンです。)

• メタデータ—「勘定科目」または「メジャー」および「名前」。
• データおよびメタデータ—「勘定科目」または「メジャー」、「名前」、「シナリオ」および
「期間」。(「値」はオプションです。)

モデル・アクセス権限の設定
Planning管理者は戦略モデリング管理者として設定され、ユーザーおよびグループがモデルや
戦略モデリング機能に対して持つアクセス権のタイプを定義するアクセス権限(アプリケーシ
ョン内のすべてのモデルに適用されるグローバル権限、および個々のモデルに対する権限)を設
定できます。個々のモデルへのアクセス権限を割り当てると、モデル階層内でそのモデルの下
にネストされたモデルはすべて、親からアクセス権限を継承します。
あるモデルが(グローバル・レベルまたは親から)アクセス権限を継承する場合、ユーザーが個
々のモデルのアクセス権限に変更を加えていないかぎり、そのモデルはアクセス権限に対する
変更を継承します。ただし、ユーザーが個々のモデルのアクセス権限を変更した場合は、グロ
ーバル・レベルまたは親(権限の継承元による)で行われた権限変更を継承しません。
使用可能な役割は、モデラー、アナリスト、「参照者」および「アクセス権なし」です。これら
の役割の詳細は、モデル・アクセス権限についてを参照してください。これらの権限は、Oracle
Smart View for Officeで戦略モデリングを使用する場合も適用されます。
モデル・アクセス権の詳細:

• Planningユーザー(管理者以外)は、「ユーザー」リストでモデル・アクセス権の割当て先と
して選択可能です。戦略モデリングのアクセス権限は Planningのアクセス権限とは関係
ないことに注意してください。Planningアプリケーションへのアクセス権を持っているユ
ーザーにも、戦略モデリングのモデルへのアクセス権を付与する必要があります。
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• 初めて作成するモデルは、デフォルトの権限および所有者の権限で設定されます。これら
を削除することはできません。新しく追加したユーザーまたはグループには、デフォルト
権限が割り当てられます。
デフォルトの権限および新規のユーザーおよびグループには、デフォルトで「アクセス権
なし」役割が割り当てられます。グローバル・アクセス権を割り当てると、新しいモデル
はすべてそのアクセス権を継承します。

• ユーザーがモデルへのアクセス権を持っていない場合、使用可能なモデル・アクションま
たはオプションはありません。ユーザーがメニュー・アイテムへのアクセス権を持ってい
ない場合、「アクション」メニューにそのメニュー・アイテムは表示されません。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
モデル・アクセス権限の設定について学習します。

 Oracle Enterprise Planning Cloudの戦略モ
デリングのモデル・アクセス権限の設定

モデル・アクセス権限について
管理者は次のタスクを実行できます:

• 戦略モデリングの有効化
• アクセス権限の割当て
• モデルおよびシナリオ・ロールアップの作成、削除および変更
• テンプレートのアップロード、カスタム・テンプレートへのアクセス権の割当て、および
テンプレートの削除

シナリオ・ロールアップのためのユーザーのアクセス権は、グローバル・アクセスに基づきま
す。
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表 7-1 モデル・アクセス権限

役割 アクセス権
モデラー • モデル:

– 作成
– 開く - チェック・アウトおよびチェック・イン
– コピーとして開く
– ローカル・ファイルとして保存
– 削除
– データ・マップのモデル化

• 勘定科目ビュー: すべてのオプションが使用可能です
– 勘定科目の検索
– 勘定科目の予測
– サブ勘定科目
– ゴール・シーク
– シナリオ・マネージャ
– 監査証跡
– シミュレーション
– データの入力、計算および保存
– 視点の変更による、異なる勘定科目グループ、シナリオおよび
データビューの表示

• シナリオ・ロールアップ: すべてのオプションが使用可能です
• テンプレート: テンプレートの表示、カスタム・テンプレートの削
除、テンプレートのインポート

• レポート: すべてのオプションが使用可能です
• Oracle Smart View for Office:

– モデル: ローカル・ファイルをサーバーにコピー、モデルの削
除、入力ステータス、勘定科目グループ、資金調達オプション、
必須要素、テンプレート名

– 時間管理: 「時間」タブ。すべてのオプションが使用可能です
– シナリオ: すべてのオプションが使用可能です
– ディメンション: すべてのオプションが使用可能です

* カスタム・ディメンションの作成
* カスタム・ディメンションの割当

アナリスト • モデル:
– 開く - チェック・アウトおよびチェック・イン
– コピーとして開く
– ローカル・ファイルとして保存

• 勘定科目ビュー
– 勘定科目の検索
– 勘定科目の予測
– ゴール・シーク
– 監査証跡
– データの入力、計算および保存
– 視点の変更による、異なる勘定科目グループ、シナリオおよび
データビューの表示

• テンプレート: テンプレートの表示
• レポート: レポートの表示
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表 7-1 (続き) モデル・アクセス権限

役割 アクセス権
参照者 • モデル:

– コピーとして開く
– ローカル・ファイルとして保存

• 勘定科目ビュー
– 勘定科目の検索
– ゴール・シーク
– 監査証跡(ただし、参照者が入力に変更を加えることはできませ

ん)
– 読取り専用モードでのグリッドの表示(データの入力や保存は

できません)
– 視点の変更による、異なる勘定科目グループ、シナリオおよび
データビューの表示

• テンプレート: テンプレートの表示
• レポート: レポートの表示

アクセス権なし アクセス権なし

すべてのモデルのグローバル・アクセス権限の指定
すべてのモデルに適用されるグローバル・アクセス権限を指定するには:

1. ホーム・ページで「戦略モデリング」、「モデル」、「グローバル・アクセス」の順にクリッ
クします。

2. 各ユーザーまたはグループの役割を指定します。

3.  (「追加」)をクリックして、ユーザーまたはグループを追加し、グローバル・アクセス
を割り当てます。

4. 「適用」をクリックします。

モデルのアクセス権限の指定
グローバル・アクセス権限を設定した場合、各個別のモデルは、グローバル・アクセス・リス
トからアクセス権限を継承します。各モデルの権限を変更できます。子モデルは、親モデルか
ら権限を継承しますが、親に特定の権限がない場合はこの限りではありませんが、この場合、
グローバル・アクセス権限を継承します。ユーザーが個々のモデルのアクセス権限を変更した
場合は、グローバル・レベルまたは親(権限の継承元による)で行われた権限変更を継承しませ
ん。
特定のモデルのアクセス権限を指定するには:

1. ホーム・ページで「戦略モデリング」、「モデル」の順にクリックします。
2. 変更するモデルの横にある「アクション」メニューから、「プロパティ」をクリックしま
す。

3. 「権限」をクリックして、モデルのユーザーおよびグループ権限を指定します。

4.  (「追加」)をクリックして、ユーザーまたはグループを追加し、モデルへのアクセス権
を割り当てます。
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5. 現在の権限をデフォルト権限で置き換えるには、「デフォルト・アクセス権の継承」をクリ
ックします。

6. 「適用」をクリックして変更を保存します。

モデルの所有者の変更
モデルの所有者を変更できます。
モデルの所有者を変更するには:

1. ホーム・ページで「戦略モデリング」、「モデル」の順にクリックします。
2. 変更するモデルの横にある「アクション」メニューから、「プロパティ」をクリックしま
す。

3. 所有者を変更し、「適用」をクリックします。

モデル・プロパティの変更
管理者およびモデル所有者は、モデルのプロパティを変更できます。
モデルのプロパティを変更するには:

1. ホーム・ページで「戦略モデリング」、「モデル」の順にクリックします。
2. 変更するモデルの横にある「アクション」メニューから、「プロパティ」をクリックしま
す。

3. プロパティを変更し、「適用」をクリックします。
• 所有者: 勘定科目の所有者を指定します。
• デフォルトの単位: モデルのデフォルト単位を指定します。
• デフォルト通貨: モデルのデフォルト通貨を指定します。
• 勘定科目ビュー入力小数点桁数: 入力勘定科目を表示するための小数点以下の桁数を
指定します。

• 勘定科目ビュー出力小数点桁数: 出力勘定科目を表示するための小数点以下の桁数を
指定します。

モデルの検証
戦略モデリングには、モデルのパフォーマンスに影響することがある一般的な問題についてモ
デルを評価するモデル検証ツールが含まれています。
報告された問題を解決することにより、最適なパフォーマンスにつながるガイドラインにモデ
ルが確実に従うようにすることができます。これは特に、循環参照のためにモデルを計算でき
ない場合に役立ちます。モデル検証のログ・ファイルには、循環参照を引き起こすセルのシー
ケンスが含まれます。
モデル検証ツールを使用するには:

1. ホーム・ページで「戦略モデリング」をクリックし、「モデル」をクリックします。
2. 検証するモデルを開きます。
3. 「アクション」メニューから、「モデルの検証」を選択し、「続行」をクリックしてレポート
を生成します。
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4. ファイルの場所を指定し、「保存」をクリックします。
5. ファイルを確認し、報告された問題を解決します。
モデル検証ツールでは、次の問題がチェックされます。
残高ループにおける再予測
モデル検証ツールでは、モデルに含まれる少なくとも 1つのシナリオが計算され、貸借一致ル
ープが特定の期間に複数回実行された場合はログで報告されます。
モデルに複数の月や四半期が含まれ、税金予測などで、資金調達オプションによって使用され
る貸借一致ループにおける変更の影響を受ける年度末値にそれらの値が依存する場合、過剰な
貸借一致ループが発生することがあります。たとえば、年度が終わる前に、以前の年度からの
課税利益に対して繰り戻すことができる課税損失をモデルが生成するかどうかを知ることはで
きません。年度の最初の月を再予測して、年度末に計算された税金払戻をその期間(および間の
他の各月)に分散して戻そうとすると、1年に 12回ではなく、少なくとも 72回、貸借一致ルー
プが実行されることになり、計算の実行に少なくとも 6倍の時間がかかります。
ユーザー定義勘定科目の残高およびフロー
ユーザー定義勘定科目を「比率」ではなく、「残高」(最後のコンポーネント期間値)または「フ
ロー」(コンポーネント期間値の合計)として定義すると、モデルの計算が迅速になることがあ
ります。
モデル検証ツールでは、ユーザー定義勘定科目の計算に使用される式が評価され、勘定科目を
「残高」または「フロー」にする必要がある可能性がある場合はログで報告されます。また、ユ
ーザー定義勘定科目の式も評価され、式が解析されない場合はメッセージがログで報告されま
す。
モデルで他の勘定科目の設定を変更すると、モデル検証ツールでは、「残高」または「フロー」
に変換する必要がある勘定科目がさらに多く報告されることがあります。
フリーフォーム式および「上書きの許可」フラグ
シナリオ・ロールアップ中にビジネス・ケースにロールアップされる勘定科目にフリーフォー
ム予測方法を使用しているときに、勘定科目が入力を受け入れる(入力した式に@inputまたは
@scalarが表示されている)場合、勘定科目に「上書きの許可」フラグが設定されている必要
があります。これにより、モデルがシナリオ・ロールアップの親である場合、戦略モデリング
では、「上書きの許可」フラグの設定を変更しなくても、正しい結果を得るために必要であれば
上書きを生成できます。
ビジネス・ケースに属する勘定科目バージョンについては、入力を受け入れ、「上書きの許可」
フラグがオンになっていないフリーフォーム予測方法がログで報告されます。
式における勘定科目の欠落
式における勘定科目の欠落は、ログで報告されます。
循環計算
循環計算は、ログで報告されます。ログには、循環ループに含まれるすべてのセルが表示され、
そのセルの勘定科目キーと期間が示されます。
実績シナリオの計算中における実績シナリオ外のデータの参照
モデル検証中に計算されるシナリオで実績が使用され、実績シナリオの外部のデータにアクセ
スする先行期間参照がそれらの計算で使用されている場合、この情報がログで報告されます。
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認識されない例外
予期しないことが発生した場合、例外情報がログで報告されます。このエラーを自力で解決す
ることはできません。Oracleサポートに連絡し、モデルと監査ログを提供してください。

戦略モデリングおよび Planning間でのデータのプッシ
ュ

戦略モデリングおよび Planningの間で、2つの方法でデータをプッシュできます。
• データ・マップおよびスマート・プッシュ - 同じ名前のディメンションとメンバーを自動
的にマップする使いやすいインタフェースが用意されており、その他のディメンションと
メンバーの間のマッピングを定義できます。単一のディメンションまたは複数のディメン
ションとの複雑なマッピングを定義できます。この機能には、詳細なマッピングの設定を
さらに簡素化し、使い慣れたインタフェースを使用してこれらをインポートできる
Microsoft Excelテンプレートも用意されています。データ・マップとスマート・プッシュ
を使用する方法は、ほとんどの使用例で役立ちます。データ・マップを使用した戦略モデ
リングと Planning間でのデータのプッシュを参照してください。

• Groovyルール - Groovyスクリプト言語を使用して複雑なデータ・マップを作成するため
の強力なルールベースのメソッドを提供します。Groovyルールを使用して、複雑なマッピ
ングを定義します。たとえば、編集したセルからのみなど、現在のフォームに基づいて対
象領域に関するデータを Planningからプルする Groovyルールを定義できます。また、ス
ケーリング係数の適用など、データをプッシュする前にデータに対して計算を実行するこ
ともできます。Groovyビジネス・ルールについておよび戦略モデリングでの Groovyビジ
ネス・ルールの使用を参照してください。

ノート:

Groovyルールでは、ソース・キューブが戦略モデリングではなく Planningであ
る場合にのみ、スマート・プッシュがサポートされます。

戦略モデリングでの Groovyビジネス・ルールの使用
Groovyビジネス・ルールを作成して、プランニング・キューブと戦略モデリング・モデルの間
でデータをプッシュできます。Groovyルールの設計の詳細は、Calculation Managerでの設計
の Groovyビジネス・ルールの作成および Planningの管理の Groovyルールの使用を参照して
ください。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
戦略モデリングでの Groovyルールの使用につい
て学習します。  Groovyルールを使用した戦略モデルの統合

Groovyビジネス・ルールの例
Groovyスクリプトの例を利用できます。
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Groovyスクリプトの例を表示するには:

1. Oracle Enterprise Performance Management Cloud Groovy Rules Java APIリファレンス
を参照してください(https://docs.oracle.com/cloud/latest/epm-common/GROOV/)。

2. 次のいずれかを行います:

• メイン・ページの「Example Groovy Scripts」で、「ここ」という語をクリックして
サンプル・スクリプトを表示します。

• 左ペインの「すべてのクラス」でクラスをクリックすると、そのクラスの例が表示さ
れます。
たとえば、戦略モデリングの例を表示するには、左のペインで「StrategicModel」クラ
スをクリックします。

データ・マップを使用した戦略モデリングと Planning間でのデ
ータのプッシュ

データ・マップを使用して戦略モデリングと Planning間でデータをプッシュできます。データ
をプッシュするデータ・マップを定義できます。
• 戦略モデリングのモデルまたはシナリオ・ロールアップからプランニング・キューブ。
• Planningキューブから戦略モデリング・モデルへ。
• プランニング・キューブから戦略モデリング・シナリオ・ロールアップ。
詳細設定オプションを使用すると、複数のディメンションと単一のディメンション間、および
名前が異なるメンバー間で複雑なマッピングを定義できます。これらの詳細設定データ・マッ
プ・オプションが使用可能なのは、戦略モデリングが有効であり、データ・マップ内のソース
またはターゲットである場合のみです。
管理者には、データ・マップを作成、編集および実行する権限があります。
データ・マップを作成するには:

1. ホームページで「アプリケーション」、「データ交換」、「データ・マップ」の順にクリック
します。

2. 「作成」をクリックします。
3. データ・マップの名前および説明を入力します。
4. 「ソース」で、データのソースを選択します。次を選択できます:

• 現在のアプリケーションで使用可能なキューブ内の Planning入力キューブ。
• 戦略モデリング・モデル。選択したアプリケーション内の任意のモデルから選択でき
ます。

• 戦略モデリング・シナリオ・ロールアップ。現在のアプリケーションの任意のシナリ
オ・ロールアップから選択できます。ソースがシナリオ・ロールアップの場合、メタ
データはシナリオ・ロールアップのルート・モデルからプルされます。
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ノート:

リストに戦略モデリング・モデルが表示されない場合、「アクション」メニューか
ら「同期」を選択します。
同期アクションは、次の 2通りの方法で実行できます:

a. リストされたデータ・マップの「アクション」からアクセスする、初期デー
タ・マップ画面で(ステップ 1)。

b. 「アクション」を使用して、データ・マップの作成/変更中に
• プランニングからプランニング—ターゲットの戦略モデリング・モデルでメ
タデータの変更を更新します。

• プランニングから戦略モデリング—ターゲットの戦略モデリング・モデルで
メタデータの変更を更新します。

• 戦略モデリングからプランニング—ソースの戦略モデリング・モデルのメタ
データのみを更新します。

• 戦略モデリングから戦略モデリング—ソース・モデルとターゲット・モデル
の両方でメタデータの変更を更新します。

5. 「ターゲット」で、次を選択します。
• ソースがモデルまたはシナリオ・ロールアップの場合、使用可能なアプリケーション
の Planning入力キューブ(ブロック・ストレージ)またはレポート・キューブ(集約スト
レージ)。

• ソースが Planning入力キューブ(ブロック・ストレージ)である場合、戦略モデリング・
モデルを選択する「モデルの選択」。

• ソースが Planning入力キューブ(ブロック・ストレージ)の場合、戦略モデリング・シ
ナリオ・ロールアップを選択する「シナリオ・ロールアップの選択」。

リストに戦略モデリング・モデルまたはシナリオ・ロールアップがない場合、「アクショ
ン」メニューから「同期」を選択します。

6. ソースとターゲット間でディメンションをマップする方法を定義します。
マップした各ディメンションで、「選択」をクリックし、使用する 1つ以上のアーティファ
クトを選択します。
これらのディメンションは、自動的にマップされます。
• 戦略モデリング内の「モデル」と Planning内の「エンティティ」。
複数のモデルをターゲットとして(アプリケーション内のすべてのモデルのリストか
ら)選択できます。たとえば、戦略モデリング内の複数のモデルにマップする Planning
内の複数のエンティティを設定できます。複数選択する場合、モデルとエンティティ
間で 1対 1のマッピングを設定する必要があります。

• 戦略モデリング内の「シナリオ」(またはソースあるいはターゲットがシナリオ・ロー
ルアップである場合は「ビジネス・ケース」)から Planning内の「シナリオ」へ。複数
選択する場合、戦略モデリング内のシナリオまたはビジネス・ケースと Planning内の
シナリオ間で 1対 1のマッピングを設定する必要があります。

• 戦略モデリング内の「勘定科目」と Planning内の「勘定科目」。勘定科目は複数選択可
能です。
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ヒント:

同じ名前の勘定科目メンバーが(戦略モデリング内の「説明」および Planning
内の「名前」に基づいて)自動的にマップされます。「勘定科目」行内の「マ
ップ」をクリックし、マッピングを表示します。

ヒント:

メンバー名がすべてわかっている場合、このステップをスキップし、メンバ
ー名を詳細設定データ・マップに直接入力できます。詳細設定データ・マッ
プの定義を参照してください。

• 同じ名前を持つディメンション。
その他のディメンションは、「マップされていないディメンション」リスト内にあります。

7. 必要に応じて、「マップされていないディメンション」リストから残りのディメンションを
マップします。「マップされていないディメンション」リスト内のディメンションの横にあ
る矢印をクリックし、「マッピング」領域に移動します。マップ先のディメンションを選択
し、「選択」をクリックし、マップするメンバーを選択します。マップされていないディメ
ンションの場合は、メンバーを選択します。

8. カスタム・ディメンションをマップします。
基本ディメンションのマップと同じ方法でカスタム・ディメンションをマップします。カ
スタム・ディメンションに関連付けられたメンバーは、勘定科目ディメンションの下では
なくカスタム・ディメンションの下に表示されます。
データ・マップに、カスタム・ディメンションの一部ではない勘定科目が含まれる場合、
戦略モデリング内のカスタム・ディメンションのルートを Planning内の特定のメンバーに
マップします。カスタム・ディメンションの一部ではない勘定科目のデータは、このメン
バーにプッシュされます。

9. 必要に応じて、複数のディメンションと単一のディメンション間でマップできます。
a. マッピング行の横の「アクション」 をクリックし、「ソース・マッピングの追加」
または「ターゲット・マッピングの追加」を選択します。

b. マップする追加ディメンションを選択し、マップするメンバーを選択します。
たとえば、戦略モデリング内の「時間」ディメンションを Planning内の「年」および
「期間」ディメンションにマップできます。
または、戦略モデリング内の「ビジネス・ケース」ディメンションを Planning内の「シ
ナリオ」および「バージョン」にマップできます。「バージョン」ディメンションを含
めると、シナリオ・ロールアップの実行時にランタイム入力が可能になります。

10. データ・マップからソース・メンバーを除外するには、マッピング行の横にある「アクシ
ョン」 をクリックし、「除外の追加」を選択します。除外する 1つ以上のメンバーを定
義し、「OK」をクリックします。除外された 1つ以上のメンバーが「データ・マップ」ペ
ージに表示されます。
データ移動時のメンバー除外は、ターゲットの場所の特定データを上書きしたくない場合
や、ターゲットの場所にデータが存在しないときに警告を受け取りたくない場合に役立ち
ます。また、除外では、他のすべてのソース・メンバーにデータが必要な状況で、特定の
ソース・メンバー・データを無視できます。
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ディメンションからメンバーを除外する場合、データ・マップを正常に保存および実行す
るためには、そのディメンションのメンバー・リストに、除外メンバー・リストにないメ
ンバーが少なくとも 1つ含まれている必要があります。
除外リストから 1つ以上の除外メンバーを削除するには、除外リストのメンバーをクリッ
クし、メンバー・セレクタを使用して、リストから 1つ以上のメンバーを削除します。
除外全体を削除するには、マッピング行の横にある「アクション」 をクリックし、「除
外の削除」を選択します。

ヒント:

フォームのスマート・プッシュを設定する場合は、スマート・プッシュからもメ
ンバーを除外できます。フォームのスマート・プッシュの構成を参照してくださ
い。Planningフォームにスマート・プッシュを定義して、データを戦略モデリン
グにプッシュする場合は、スマート・プッシュに定義されたメンバーがデータ・
マップに定義されたメンバーと一致する必要があります。

11. メンバー名がソースとターゲットで一致しない場合、または複数のディメンションと単一
のディメンション間でマップする場合、詳細設定データ・マップを定義する必要がありま
す。詳細設定データ・マップの定義を参照してください。また、すべてのメンバー名がわ
かっている場合は、詳細設定データ・マップを使用してマッピングを定義することもでき
ます。

12. 任意の時点で「保存して閉じる」をクリックします。データ・マップ定義がまだ完全では
ない場合、エラーが発生します。ただし、データ・マップをドラフトとして保存できるた
め、別の時点でその処理を続行できます。

13. データ・マップをモデルまたはシナリオ・ロールアップに関連付けます:

• ソースがモデルである場合、必要に応じてデータ・マップをモデルに関連付けること
ができます。データ・マップとモデルの関連付けを参照してください。

• ソースがシナリオ・ロールアップの場合、データ・マップをシナリオ・ロールアップ
に関連付ける必要があります。データ・マップのシナリオ・ロールアップとの関連付
けを参照してください。

ノート:

Planningから戦略モデリングへのシナリオ・ロールアップ・データ・マップは、
Planningフォームとの関連では使用できません。

14. 必要に応じて、データ・マップの実行方法を定義するオプションを指定します。戦略モデ
リング・データ・マップ・オプションの定義を参照してください。
Planningデータ・マップ・オプションの詳細は、データ・マップ・オプションの定義を参
照してください。

データ・マップの実行の詳細は、データ・マップの実行を参照してください。

第 7章
戦略モデリングおよび Planning間でのデータのプッシュ

7-17



ビデオ

目的 視聴するビデオ
Planningから戦略的連結モデル、および戦略的連
結モデル内のモデル間のデータ・マップを使用し
て、データを移動する方法を学習します。

 親モデルのビジネス・ケースへのデータの
マッピング

詳細設定データ・マップの定義
メンバー名がソースとターゲットで一致しない場合、または複数のディメンションと単一のデ
ィメンション間でマップする場合、詳細設定データ・マップを定義する必要があります。
1. マッピング行内の「マップ」をクリックし、詳細設定マッピングを定義します。
たとえば、Planning内の複数の勘定科目を戦略モデリング内の単一の勘定科目にマップで
きます。
「データ・マップの編集」ページを使用して、各タブ上でのマッピングを定義できます。タ
ブには、基本情報、ソース選択、ターゲット選択、マップされた各ディメンション用のタ
ブ、およびこれらが存在する場合はマップされていないソース・ディメンションとマップ
されていないターゲット・ディメンションが含まれます。
ソース選択およびターゲット選択タブには、その他のタブでマップする詳細のスーパーセ
ットが含まれます。

2. マッピングの詳細を定義するタブをクリックします。ディメンションごとに、ソース・メ
ンバーがリストされます。
• ソースとターゲット間でメンバー名が異なるソース・メンバーごとに、ターゲット・
メンバーを追加します。(ターゲット・メンバーは、階層内のレベル・ゼロのメンバー
である必要があります。)

• すでに除外したメンバーは、ソース選択タブのディメンション(除外)列にリストされま
す。

• データ・マップからメンバーを除外するには、ソース選択タブで、メンバーを除外す
るディメンションの列ヘッダーをクリックし、「除外の追加」 、dimension(除外)
列の順にクリックして、除外するメンバーを定義します。
– すでにマップされているメンバーを除外する場合は、ディメンションのタブをクリ
ックして、メンバーのマッピングを更新します。

– 「除外」リストからメンバーを削除するには、メンバーを選択し、「削除」キーを押
します。「除外」リストからメンバーを削除する場合は、ディメンションのタブを
クリックして、メンバーのマッピングを追加します。

– 除外を削除するには、ディメンションの列ヘッダーをクリックし、「除外の削除」
をクリックします。

• 必要に応じて、演算子を指定します。デフォルトの演算子は+です。
行の演算子により、現在の行に対して使用する操作が定義されます。
たとえば、ソース集約内の複数の勘定科目を設定し、ターゲット内の単一の勘定科目
にマップする場合、ソース内の(同じターゲット・メンバーにそれぞれがマップされた)
メンバーごとに行を追加します。デフォルトでは、各行の+演算子によって集約が定義
されます。
または、キューブ内の複数の期間(1月から 12月まで)をモデル(2018)内の単一の期間
にマップすることもできます。
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• 「行のコピー」 または「行の貼付け」 を使用することも、1つのタブからデー
タをコピーして別のタブに貼り付けることもできます。

• 必要な数だけ行を追加し、マップするすべてのメンバーを定義できます。「行の挿入」
をクリックし、ソース・メンバーとターゲット・メンバー間のマッピング定義を追

加します。
• 必要に応じて、「無効なエントリの削除」 をクリックし、ソースが無効であるマッ
ピング行をクリアし、無効なターゲット・メンバーをクリアします。

3. 複数のディメンションから単一のディメンションにマップする場合(Planning内の年と期
間から戦略モデリング内の時間へマップする場合など)、「データ・マップの編集」ページ
に使用可能なソースの組合せがすべて移入されます。必要なソースの組合せごとに対応す
るターゲット・メンバーを選択します。
除外を定義している場合、除外メンバーはリストされません。
マップ先とする必要がないソースの組合せがある場合、行を選択し、「行の削除」 をク
リックします。このソースの組合せは、「データ・マップの編集」ページに戻ったときに自
動的には再移入されません。
削除したソースの組合せを後で参照する場合は、「詳細マッピングの移入」 をクリック
します。「データ・マップの編集」ページが更新され、使用可能なソースの組合せがすべて
表示されます。

4. 「完了」をクリックします。
マッピング・メンバーについて次の点に注意してください。
• ソースとターゲット内のメンバー名が一致し、自動的にマップされる場合、これらは「マ
ッピングの詳細」ページにはリストされません。

• ターゲット選択タブにリストされているターゲット・メンバーのみを選択できます。異な
るメンバーが必要である場合、「データ・マップ」ページに戻り、「ターゲット」メンバー・
リストから選択します。(「データ・マップ」ページでメンバーを入力しなかった場合、こ
の方法に制限されることはありません。)

詳細設定データ・マップの定義を簡素化するには、データ・マップ定義を Excelにエクスポー
トし、Excel内のデータ・マップ・テンプレートを編集し、インポートします。Microsoft Excel
を使用した詳細設定データ・マップの使用を参照してください。

データ・マップおよびカスタム・ディメンションについて
データ・マップ内の一部の戦略モデリング・アカウントがカスタム・ディメンションに関連付
けられているが一部は関連付けられていないときにデータ・マップを定義する場合、次の点に
注意してください。
Planningから戦略モデリングへのデータ・マップを作成する場合、データは次のルールに基づ
いて移動します。
• 戦略モデリング内のディメンションのルートが詳細マッピングの一部である場合:

– このディメンションの適用が可能な勘定科目の場合、ルート・ディメンションのマッ
ピングは無視されます。(データを有効な勘定科目のルートに書き込むことはできませ
ん。)

– このディメンションの適用が不可能な勘定科目の場合、ルート・ディメンションのマ
ッピングが考慮されます。(存在しないリーフ・メンバーにデータを書き込むことはで
きません。)

第 7章
戦略モデリングおよび Planning間でのデータのプッシュ

7-19



– 戦略モデリング内にメンバーがないディメンションの場合、データは常にルートに書
き込まれます。(使用可能な唯一のメンバーはルート・メンバーです。)

• 戦略モデリング内のディメンションのルートが詳細マッピングの一部でない場合:

– このディメンションの適用が可能な勘定科目の場合、データの移動はデータ・マップ
定義に定義されているとおりに行われます。(データは、マッピング内のすべてのメン
バーに書き込むことができます。)

– このディメンションの適用が不可能な勘定科目の場合、ターゲット内の各メンバーが
ルート・ディメンションに置き換わります。すべてのメンバーの集約データが、戦略
モデリング・ディメンションのルートに移動します。
これが求める動作ではない場合、Planning内の適切なメンバーを戦略モデリング内の
ルート・ディメンションに確実にマップしてください。

• ディメンションがマップされていないディメンションの一部である場合(ターゲットの場
合):

– このディメンションの適用が可能な勘定科目の場合、ターゲットに定義されているメ
ンバーにデータがプッシュされます。

– このディメンションの適用が不可能な勘定科目の場合、ルートにデータがプッシュさ
れます。

戦略モデリングから Planningへのデータ・マップを作成する場合、データは次のルールに基づ
いて移動します。
戦略モデリング内のディメンションのルートが詳細マッピングの一部である場合:

• カスタム・ディメンションに複数の選択メンバーがある場合、カスタム・ディメンション
のルートは、カスタム・ディメンションが有効ではないメンバーにのみ適用できます。

• カスタム・ディメンションが有効な場合のデータ重複を回避するために、データ・マップ
検証の一環としてカスタム・ディメンションのルートのマッピングがチェックで要求され
ます。マッピングの「カスタム」ディメンションのセクションに複数のメンバーがある場
合、ルート・メンバーは無視されます。

• カスタム・ディメンションに割り当てられたメンバーは、子メンバーの値を Planningにプ
ッシュします。データ・マップでルート・メンバーのみが定義されている場合、ルート・
メンバーが Planningにプッシュされます。

Microsoft Excelを使用した詳細設定データ・マップの使用
詳細設定データ・マップの定義を簡素化するには、Microsoft Excelを使用してデータ・マップ
を定義します。
1. 「データ・マップ」ページで基本ディメンションのマッピングを定義します。
2. 「アクション」メニューで、「データ・マップのエクスポート」を選択し、Microsoft Excel
でファイルを開きます。

3. 必要に応じて「ソース」および「ターゲット」タブ、および Excelワークシートの各タブ
内の詳細なマッピングを更新し、保存します。

4. 「データ・マップ」ページの「アクション」メニューで、「データ・マップのインポート」
を選択し、データ・マップを保存します。
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ビデオ

目的 視聴するビデオ
データ・マップのインポートについて学習します。

 データ・マップのインポートおよび戦略モ
デルから Planningレポート・キューブへのデータ
の移動

 プランニング・キューブと戦略モデリング
の間でデータを移動するための Excelデータ・マッ
プの使用

データ・マップとモデルの関連付け
データ・マップのソースがモデルである場合、データ・マップをモデルに関連付け、モデルの
チェックイン時にデータ・マップが実行されるよう指定します。
1. ホーム・ページで「戦略モデリング」をクリックし、「モデル」をクリックします。
2. データ・マップを関連付けるモデルの横にある「アクション」 メニューで、「プロパテ
ィ」をクリックし、「データ・マップ」をクリックします。

3. 「使用可能なデータ・マップ」リストから、モデルと関連付けるデータ・マップをクリック
し、

をクリックしてデータ・マップを「関連データ・マップ」リストに移動します。
このモデルがソースとして含まれるデータ・マップ、またはこのモデルがモデルの詳細マ
ッピングのソース・セクションに含まれるデータ・マップがリストされます。

ヒント:

データ・マップを「関連データ・マップ」リストにドラッグ・アンド・ドロップ
することもできます。1つのモデルに複数のデータ・マップを関連付けることが
できます。

4. 実行のオプションを選択して、データ・マップをいつ実行するかを指定します:

• チェックイン時に実行—モデルがチェックインされたときにデータ・マップを実行し
ます。

• データ・マップのインポートまたはチェックイン—モデルにデータをインポートする
別のデータ・マップが実行されたときにデータ・マップを実行します。(データをイン
ポートすると、モデルが暗黙的にチェックインされます。)このオプションを使用する
と、関連付けられたデータ・マップを最大 3レベル自動的に実行できます。

5. 「適用」をクリックします。
また、モデルとのデータ・マップの関連付けを削除することもできます。

データ・マップのシナリオ・ロールアップとの関連付け
戦略モデリングは、シナリオ・ロールアップの個別のモデルで次のように動作します:

第 7章
戦略モデリングおよび Planning間でのデータのプッシュ

7-21

https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:25141
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:25141
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:25141
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:24964
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:24964
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:24964


1. リフレッシュ・フェーズ: リフレッシュ・データ・マップは、ロールアップの一部ではない
Planningキューブや戦略モデリング・モデルなどの外部ソースからシナリオ・ロールアッ
プにデータを取り込みます。これらは、「ロールアップおよびデータ・マップの実行」でビ
ジネス・ケースに対して「リフレッシュ」オプションを選択した場合に、シナリオ・ロー
ルアップの前に実行されます。

2. 前フェーズ: モデルが処理される前に実行するために割り当てられているデータ・マップを
実行します。これらはデータを現在のモデルに移動する必要があります。これらのデー
タ・マップは、ソース・モデルがロールアップされた後、シナリオ・ロールアップ中に自
動的に実行されます。

3. モデルの処理: リーフ・ノードであるモデルをその親ノードにロールアップする準備が完了
し、必要な通貨換算を含めてそれらが完全に計算されていることが確認されます。親ノー
ドであるモデルがその子ノードをロールアップしてから、必要な通貨換算を含めて完全に
計算されます。

4. 後フェーズ: モデルが処理された後に実行するために割り当てられているデータ・マップを
実行します。これらは、このモデルのデータを、現在のモデルからの結果を必要とする他
のモデルに移動する必要があります。これらのデータ・マップは、シナリオ・ロールアッ
プに関連付けられている場合、シナリオ・ロールアップ中に自動的に実行されます。

5. 発行フェーズ: 発行データ・マップは、「ロールアップおよびデータ・マップの実行」でビ
ジネス・ケースに対して「発行」オプションを選択した場合に、シナリオ・ロールアップ
の完了後に、ロールアップされた最終データを Planningなどの外部ターゲットにプッシュ
します。

ノート:

• Planningから戦略モデリングへのシナリオ・ロールアップ・タイプ・データ・マ
ップは、データ・マップが定義されたシナリオ・ロールアップのモデルに対して、
「リフレッシュ」フェーズの関連付けにのみ使用可能です。これらは、シナリオ・
ロールアップに関して外部ソースのデータ・マップとして考慮されます。

• 戦略モデリング・シナリオ・ロールアップから戦略モデリング・シナリオ・ロー
ルアップ・タイプのデータ・マップは、データ・マップが定義されているそれぞ
れのシナリオ・ロールアップ内のモデルの「前」/「後」フェーズの関連付けに使
用できます。

• 戦略モデリング・シナリオ・ロールアップで、特定のシナリオを考えてみましょ
う。データ・マップがモデル Aの「前」データ・マップとして関連付けられてお
り、このデータ・マップがモデル Aをターゲット・モデルとするように設定され
ており、モデル Aが親モデルである場合、データ・マップ結果は、その子からの
シナリオ・ロールアップによって上書きされる可能性があります。

データ・マップをシナリオ・ロールアップと関連付けるには:

1. ホーム・ページで「戦略モデリング」をクリックし、「シナリオ・ロールアップ」をクリッ
クします。

2. データ・マップを関連付けるシナリオ・ロールアップを開きます。
3. シナリオ・ロールアップ階層内のモデルをクリックし、「データ・マップ」タブをクリック
します。

4. ドロップダウン・リストから、データ・マップをいつ実行するか(「リフレッシュ」、「前」、
「後」または「発行」)を選択します。
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データ・マップ・リストは、選択内容に応じてフィルタ処理され、データ・マップ定義、
およびモデルがソースの一部であるかターゲットの一部であるかに基づいています。
例:

• 現在選択しているモデルがデータ・マップのターゲットであるか、モデルのディメン
ション・マッピングのターゲット・セクションに存在する場合は、モデルのロールア
ップ前にデータ・マップを実行でき、「前」を選択するとデータ・マップがリストされ
ます。

• 現在選択しているモデルがデータ・マップのソースであるか、モデルのディメンショ
ン・マッピングのソース・セクションに存在する場合は、モデルのロールアップ後に
データ・マップを実行でき、「後」を選択すると、データ・マップがリストされます。

5. 「使用可能なデータ・マップ」リストから、モデルと関連付けるデータ・マップをクリック
し、

をクリックしてデータ・マップを「関連データ・マップ」リストに追加します。

ヒント:

データ・マップを検索することも、「関連データ・マップ」リストにデータ・マッ
プをドラッグ・アンド・ドロップすることもできます。

6. シナリオ・ロールアップの実行時にデータ・マップが実行されるように、「ロールアップ時
に実行」が選択されていることを確認します。

7. 「適用」をクリックします。
8. データ・マップを関連付けるすべてのモデル (ルート・モデルを含む)に対してこのプロセス
を繰り返します。

9. 「閉じる」をクリックします。
ノート:

• 前または後フェーズに関連付けられているデータ・マップは、モデルがリフレッシュ・フ
ェーズ・データ・マップによって変更されないかぎり、ロールアップが準備完了の状態の
ときは実行されません。

• シナリオ・ロールアップの実行中に、データを親から 1つ以上の子にプッシュする後フェ
ーズに関連付けられているデータ・マップは、2パス・ロールアップをトリガーできます。

• シナリオ・ロールアップの実行時に、データ・マップのソースが現在のシナリオ・ロール
アップの外部の Planningモデルまたは戦略モデリング・モデルである場合、データ・マッ
プは外部ソースのデータ・マップとみなされます。このタイプのデータ・マップは、通常、
データを外部ソースからインポートしてシナリオ・ロールアップ用にモデルを準備するた
めに使用されます。

ヒント:

シナリオ・ロールアップ内のモデルに関連付けられているすべてのデータ・マップを
表示するには、「アクション」 メニューから「データ・マップの設定」を選択しま
す。
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戦略モデリング・データ・マップ・オプションの定義
戦略モデリング・データ・マップに適用するデータ・マップ・オプションを指定します。

ノート:

Planningデータ・マップ・オプションの詳細は、データ統合の管理のデータ・マッ
プ・オプションの定義を参照してください。

1. 「データ・マップ」リスト・ページを表示します。
2. 既存のデータ・マップを選択するか、「作成」をクリックして新しいデータ・マップを作成
します。

3. 「オプション」をクリック(または新しいデータ・マップを作成する場合は「アクション」
をクリックしてから「オプション」をクリック)します。

4. データ・マップ・オプションを指定し、「OK」をクリックします。
表 7-2 戦略モデリング・データ・マップ・オプション

データ・マップ・オプション 説明
#missing値を次の形式でイ
ンポート
(Planningがソースで戦略モ
デリングがターゲットである
データ・マップにのみ使用で
きます)

• 無視: インポートした#missing値を無視し、ターゲット・セルの既
存の値を保持します。

• 出力としてゼロを設定(デフォルト): #missing値をインポートし、
ターゲット・セルで出力値を 0に設定します。

• 数値以外: #missing値をインポートし、ターゲット・セルで出力値
を NaN (数値以外)に設定します。

• 入力としてゼロを設定: 入力セルを 0に設定し、逆算は不要です。
数値以外の値を次の形式でイ
ンポート
(戦略モデリングがソースおよ
びターゲットの両方であるデ
ータ・マップにのみ使用でき
ます)

• 無視: インポートした数値以外の値を無視し、ターゲット・セルの既
存の値を保持します。

• 出力としてゼロを設定(デフォルト): 数値以外の値をインポートし、
ターゲット・セルで出力値を 0に設定します。

• 数値以外: 数値以外の値をインポートし、ターゲット・セルで出力値
を数値以外に設定します。

• 入力としてゼロを設定: 入力セルを 0に設定し、逆算は不要です。
インポート中でないセルの場
合

• 入力値の保持(デフォルト): データ・インポート時に、モデル内の既
存の入力データ値を保持します

• 出力値の保持: データ・インポート時に、モデル内の既存の出力デー
タ値を保持します

マップされたカスタム・ディ
メンション・ルートのデータ
のプッシュ

マッピングにカスタム・ディメンションの親と子の両方のメンバーが含
まれている場合、このオプションはカスタム・ディメンション・ルート
のデータをターゲットにプッシュします。

データ・マップの実行
データ・マップは、次の状況下で自動的に実行されます。
• ソースがモデルであり、データ・マップがこのモデルに関連付けられており、「チェックイ
ン時に実行」が選択されている場合、モデルを変更し、チェックインすると、データ・マ
ップが実行され、スマート・プッシュによってデータが Planningにプッシュされます。
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• ターゲットがモデルで、ターゲットにデータ・マップが関連付けられ、かつその実行オプ
ションがデータ・マップのインポートまたはチェックインになっている場合は、最初のデ
ータ・マップが完了すると、ターゲット・モデルに関連付けられているデータ・マップが
実行されます。(データをインポートすると、モデルが暗黙的にチェックインされます。)
例: モデルがチェックインされ、このモデルに関連付けられたデータ・マップが、データ・
マップのインポートまたはチェックインのオプションを持つデータ・マップが関連付けら
れた別のモデルにデータをプッシュする場合、最初のデータ・マップが完了した後にその
データ・マップが実行され、2番目のモデルを開く必要はありません:

– モデル 1には、実行オプションがデータ・マップのインポートまたはチェックインま
たは「チェックイン」で、モデル 1からモデル 2にデータをプッシュするデータ・マ
ップ 1が関連付けられています。

– モデル 2には、実行オプションがデータ・マップのインポートまたはチェックインで、
モデル 2からモデル 3にデータをプッシュするデータ・マップ 2が関連付けられてい
ます。
データ・マップ 2はモデル 1のチェックイン後に実行されます。

– モデル 3には、実行オプションがデータ・マップのインポートまたはチェックインで、
モデル 3から Planningキューブ(BSOまたは ASO)にデータをプッシュするデータ・マ
ップ 3が関連付けられています。
データ・マップ 3はデータ・マップ 2の終了後に実行されます。

• ソースがシナリオ・ロールアップであり、データ・マップをそのシナリオ・ロールアップ
に関連付けて「ロールアップ時に実行」を選択した場合、「シナリオ・ロールアップ」で
「実行」をクリックします。「ロールアップおよびデータ・マップの実行」ページで、「リフ
レッシュ」または「発行」(あるいはその両方)を選択して、それらのフェーズに関連付けら
れたデータ・マップを実行します。「前」および「後」データ・マップは、自動的に実行さ
れます。
戦略モデリング内の「ビジネス・ケース」を Planning内の「シナリオ」および「バージョ
ン」にマップした場合、シナリオ・ロールアップを実行するときに、「ターゲット・バージ
ョンの上書き」を選択できます。これにより、データ・マップに定義されている「バージ
ョン」が上書きされます。
「マップ解除」セクションに「バージョン」がある場合、選択さ「ターゲット・バージョン
の上書き」は無視されます

• ソースが Planningキューブである場合、データ・マップをフォームに関連付け、「保存時
に実行」するよう指定します。フォームのスマート・プッシュの構成を参照してください。
単一のフォームに複数のデータ・マップを関連付けることができます。

ソースがモデルまたは Planningキューブである場合、「データ・マップ」ページからデータ・
マップを実行することもできます。ホームページで「アプリケーション」、「データ交換」、「デ
ータ・マップ」の順にクリックします。実行するデータ・マップの「アクション」メニューで、
「データのクリアおよびプッシュ」を選択します。

ノート:

「データのクリアおよびプッシュ」オプションは、Planningから戦略モデリング・シ
ナリオ・ロールアップでは使用できません。

データ・マップおよびスマート・プッシュ・ジョブのステータスを確認するには、ホームペー
ジで「アプリケーション」、「ジョブ」の順にクリックします。ジョブ名をクリックし、スマー
ト・プッシュ・ジョブに関する情報とステータスを表示します。エラーがある場合、「エラー」
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をクリックし、エラーの解決の役に立つ詳細を表示します。データ・マップおよびスマート・
プッシュ・ジョブの詳細は、データ統合の管理のデータ・マップおよびスマート・プッシュの
リアルタイムの進行状況ステータスの確認を参照してください。

ノート:

Planningから複数の戦略モデリング・モデルにデータをプッシュするデータ・マップ
は、ターゲットに欠落した勘定科目がある場合は無視され、すべての有効な勘定科目
に対してデータがプッシュされます。ジョブ詳細は、ターゲット・モデルで使用でき
なかったために無視されたディメンション・メンバーのリストを提供します。

戦略モデリングおよび財務の間のデータの統合
提供されているテンプレートおよびデータ・マップを使用して、戦略モデリングのモデルと財
務の損益計算書の間でデータをプッシュできます。
このタスクを完了するには、戦略モデリングと財務が任意の順序で有効になっている必要があ
ります。財務では「損益計算書」が有効になっている必要があります。
1. 「損益計算書」を有効にして 財務を有効にし、財務アプリケーションを作成します。

Planningモジュールの管理の財務の構成を参照してください。
2. 戦略モデリングを有効にし、新規モデルを作成します。

• 「新規モデルの作成」ウィザードの「全般」ページで、テンプレートからのモデルの作
成を選択し、それから「テンプレートの選択」リストから「財務」を選択します。

• 「エンティティの選択」で、財務エンティティ・ディメンション・メンバーを選択しま
す。モデルは選択されたエンティティ・ディメンション・メンバーにマッピングされ
ます。

• Planningアプリケーションが複数通貨である場合、「通貨」リストから通貨を選択しま
す。Planningアプリケーションが単一通貨である場合、このオプションは表示されず、
デフォルトでアプリケーションの通貨になります。

• 財務テンプレートからモデルを作成した場合、「新規モデルの作成」ウィザードの「カ
レンダ」、「期間」および「年の構成」ページは表示されません。「開始期間と終了期
間」の日付は Planningアプリケーションに基づいて設定されます。「年構成」は月次と
なります。

モデルを作成すると、2つのデータ・マップが作成されます。データ・マップの詳細マッ
ピングは、戦略モデリングおよび財務のディメンション・メンバーの間で自動的に移入さ
れます。オプションで詳細データ・マップを表示できます。ホームページで、「アプリケー
ション」をクリックして「データ交換」をクリックし、それから「データ・マップ」をク
リックします。
• <Model_Name>_SMtoPLDatamapは、戦略モデリングから財務のターゲット・バー
ジョンにデータをプッシュします。デフォルトでは、データ・モデルは作成したモデ
ルに関連付けられ、そのモデルをチェック・インするときに実行するように設定され
ます。

• <Model_Name>_PLtoSMDatamapは、財務の作業バージョンから戦略モデリングへ
とデータをプッシュします。

戦略モデリングの有効化の詳細は、Planningモジュールの戦略モデリングの有効化を参照
してください。
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戦略モデリングのモデルの作成の詳細は、戦略モデリング・モデルの作成を参照してくだ
さい。

3. 戦略モデリングから財務へとデータをプッシュするには:

a. 戦略モデリングのモデルをチェック・アウトし、データを入力してからそのシナリオ
またはすべてのシナリオを計算します。

b. モデルをチェック・インします。
データ・マップがチェック・イン時に実行されるように設定されている場合(デフォル
ト)、データ・マップが実行され、スマート・プッシュ・ジョブが送信されます。

ヒント:

ジョブのステータスをチェックするには、ホームページから「アプリケーシ
ョン」をクリックし、それから「ジョブ」をクリックします。

財務で、損益計算書を開いてプッシュされたデータを確認します。ホームページで、
「財務」をクリックして「収益」をクリックし、それから「損益計算書」をクリックし
ます。

4. 次のいずれかの方法を使用して財務から戦略モデリングへとデータをプッシュします。
• 「データ・マップ」ページからデータ・マップを実行します。ホームページで、「アプ

リケーション」 をクリックして「データ交換」 をクリックし、それか
ら「データ・マップ」をクリックします。<Model_Name>_PLtoSMDatamapの「ア
クション」 メニューから、「データのクリアおよびプッシュ」を選択します。

• <Model_Name>_PLtoSMDatamapデータ・マップをフォームに関連付け、スマート・
プッシュ用に設定します。フォームのスマート・プッシュの構成を参照してください。

後から追加の勘定科目を財務で有効化する場合、データ・マップを編集して財務の勘定科目と
戦略モデリングの勘定科目の間に詳細マッピングを追加します。データ・マップの編集および
詳細マッピングの詳細は、詳細設定データ・マップの定義を参照してください。

ノート:

データ・マップを編集する前にコピーを作成しておくことで、元のデータ・マップ定
義を保存しておくことができます。

ノート:

戦略モデリングと財務の間でデータをプッシュする際には、戦略モデリングのカスタ
ム・ディメンションおよび財務の勘定科目のカスタム・チャートはサポートされませ
ん。
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1つの戦略モデリング・モデルから複数の戦略モデリ
ング・モデルへのデータのプッシュ

1つの戦略モデリング・モデル(ソース)から、勘定科目レベルで指定した様々なプロパティで制
御される複数の戦略モデリング・モデル(ターゲット)にデータをプッシュできます。

データ・マップを使用した、1つの戦略モデリング・モデルか
ら複数の戦略モデリング・モデルへのデータのプッシュ

データ・マップを使用して、1つの戦略モデリング・モデルから複数の戦略モデリング・モデ
ルにデータをプッシュできます。データをプッシュする、モデルからモデルへのデータ・マッ
プを定義できます。
管理者は、このガイドの手順を使用してデータ・マップを作成、編集および実行できます。モ
デラーは、Planningの操作の「データ・マップを使用したモデルからモデルへのデータのプッ
シュ」に記載されている手順を使用して、モデラー・アクセス権を持っているモデルのデータ・
マップを作成、編集および実行できます。
モデルからモデルへのデータ・マップを作成するには:

1. ホームページで「アプリケーション」、「データ交換」、「データ・マップ」の順にクリック
します。

2. 「作成」をクリックします。
3. データ・マップの名前および説明を入力します。
4. 「ソース」で、データのソースを選択します: モデルの選択。
「モデルの選択」ページが表示されます。

5. 戦略モデリング・モデルを選択し、「選択」をクリックします。
リストに戦略モデリング・モデルが表示されない場合、「アクション」メニューから「同
期」を選択します。

6. 「ターゲット」で、「モデル」を選択します。

ノート:

このオプションは、ソースで戦略モデリング・モデルが選択されている場合のみ
使用できます。

7. モデルのディメンション・マッピング行の「ターゲット」セクションで、「選択」をクリッ
クします。
「メンバーの選択」ページが表示されます。

8. モデルを選択して「OK」をクリックします。
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ノート:

ターゲットは複数のモデルにすることができます。1つのソース・モデルから複
数のターゲット・モデルにデータをプッシュできます。

リストに戦略モデリング・モデルが表示されない場合、「アクション」メニューから「同
期」を選択します。

9. 勘定科目のディメンション・マッピング行の「ソース」セクションで、「選択」をクリック
します。
「メンバーの選択」ページが表示されます。

10. 勘定科目を選択して「OK」をクリックします。

ノート:

選択した勘定科目メンバーが「ソース」および「ターゲット」の両方の列に表示
されます。

11.「構成」をクリックします。
「データ・マップの編集」ページが、選択した勘定科目構成とともに表示されます。

12. 必要に応じて、「シナリオ」、「値」、「期間」および「セル・テキスト」のデフォルトのメン
バー値を更新し、「完了」をクリックします。

13.「保存して閉じる」をクリックします

勘定科目構成の定義
データ・マップを編集して、ソースの選択した各勘定科目のプロパティを設定できます。これ
は、モデル間でデータをプッシュするときに使用される値を定義します。
勘定科目構成を定義するには:

1. 「データ・マップ」ページで、「構成」をクリックします。
「データ・マップの編集」ページに、選択した勘定科目構成が表示されます。このページ
で、「基本情報」、「オプション」、「選択」および「勘定科目構成」を更新できます。

2. 「勘定科目構成」の場合、「シナリオ」をクリックし、選択した勘定科目に対して選択を行
います。
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ノート:

• これらの選択は、選択した勘定科目のデータ・プッシュに使用されます。
• シナリオ・ロールアップの場合、「シナリオ」列のかわりに「ビジネス・ケー
ス」列が表示されます。「ビジネス・ケース」列にはデフォルト・オプション
の「任意」が表示され、このオプションは編集できません。これは、データ
の移動に対する勘定科目構成が、現在のシナリオ・ロールアップ内のすべて
のビジネス・ケースに適用できるためです。データ移動が発生する正確なビ
ジネス・ケースは、ビジネス・ケースの選択に基づいて実行時に特定されま
す。

3. 「値」をクリックし、選択した勘定科目の値を選択します。

ノート:

値は、選択した勘定科目のどのデータをプッシュするかを定義します:

• 「入力」: 選択した勘定科目に対して入力値のデータがプッシュされます。
• 「出力」: 選択した勘定科目に対して出力値のデータがプッシュされます。
• 「なし」: 選択した勘定科目に対してどのデータもプッシュされません

4. 「期間」をクリックし、選択した勘定科目の値を選択します。

ノート:

「期間」の値によって、選択した勘定科目に対してデータをプッシュする期間のデ
ータが定義されます:

• 「履歴」: 選択した勘定科目に対して履歴期間データがプッシュされます。
• 「予測」: 選択した勘定科目に対して予測期間データがプッシュされます。

5. 「セル・テキスト」をクリックし、選択した勘定科目の値を選択します。

ノート:

「セル・テキスト」の値によって、選択した勘定科目に対してセル・テキストがプ
ッシュされるセル・テキストが定義されます:

• 「シナリオ」: 選択した勘定科目に対して、「シナリオ」セルのセル・テキスト
がプッシュされます。

• 「時系列」: 選択した勘定科目に対して、期間セルのセル・テキストがプッシ
ュされます。

• 「なし」: 指定された勘定科目に対してどのセル・テキストもプッシュされま
せん。

6. 「完了」をクリックします。
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「勘定科目構成」で次のアクションを実行できます:

• 「勘定科目の追加」

のクリック、これは「勘定科目」ページをリストします。必要な勘定科目を選択し、「選
択」をクリックして勘定科目を追加します。

• 「行の削除」

のクリック: 削除する行を選択し、「行の削除」ボタンをクリックします。
• 「行のコピー」

のクリック: コピーする行を選択し、「行のコピー」ボタンをクリックします。
• 「行の貼付け」

のクリック: グリッドをクリックし、「行の貼付け」ボタンをクリックします。
• 「無効なエントリの削除」

のクリック: クリックして無効なエントリを削除します。
• 「検索」

のクリック: クリックして検索する語を入力します。

データ・マップの実行
勘定科目構成の作成および定義の後にデータ・マップを実行します。
1. ホームページで「アプリケーション」、「データ交換」、「データ・マップ」の順にクリック
します。

2. 実行するデータ・マップの「アクション」 メニューで、「データのクリアおよびプッシ
ュ」を選択します。

データ・マップおよびスマート・プッシュ・ジョブのステータスを確認するには、ホームペー
ジで「アプリケーション」、「ジョブ」の順にクリックします。
ジョブ名をクリックし、スマート・プッシュ・ジョブに関する情報とステータスを表示します。
エラーがある場合、「エラー」をクリックし、エラーの解決の役に立つ詳細を表示します。デー
タ・マップおよびスマート・プッシュ・ジョブの詳細は、データ統合の管理のデータ・マップ
およびスマート・プッシュのリアルタイムの進行状況ステータスの確認を参照してください。

モデルからモデルへのデータ・マップとソース・モデルの関連
付け

モデルからモデルへのデータ・マップをソース・モデルに関連付けると、モデルのチェックイ
ン時にターゲット・モデルが自動的に更新されます。
モデルからモデルへのデータ・マップをソース・モデルに関連付けるには:
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1. ホーム・ページで「戦略モデリング」をクリックし、「モデル」をクリックします。
2. ソース・モデルの横にある「アクション」メニューから、「プロパティ」をクリックしま
す。

3. 「データ・マップ」タブをクリックします。
4. 「使用可能なデータ・マップ」リストから、モデルと関連付けるデータ・マップを選択しま
す。

5. データ・マップをクリックし、

をクリックします。
「関連データ・マップ」リストに、選択したデータ・マップが表示されます。

ノート:

データ・マップを「関連データ・マップ」リストにドラッグ・アンド・ドロップ
することもできます。

6. 実行のオプションを選択して、データ・マップをいつ実行するかを指定します:

• チェックイン時に実行—モデルがチェックインされたときにデータ・マップを実行し
ます。

• データ・マップのインポートまたはチェックイン—モデルにデータをインポートする
別のデータ・マップが実行されたときにデータ・マップを実行します。(データをイン
ポートすると、モデルが暗黙的にチェックインされます。)このオプションを使用する
と、関連付けられたデータ・マップを最大 3レベル自動的に実行できます。

7. 「適用」をクリックします。

Microsoft Excelを使用したモデルからモデルへのデータ・マップ
の定義

Microsoft Excelを使用して、モデルからモデルへのデータ・マップを定義できます。
1. 「データ・マップ」ページで基本ディメンションのマッピングを定義します。
2. 「アクション」メニューで、「データ・マップのエクスポート」を選択します。
3. 勘定科目、ソースおよびターゲット・モデルが含まれるエクスポート済の Excelシートを
開きます。
a. 「選択」シートで、必要に応じて勘定科目およびターゲット・モデルを更新します。
b. 「勘定科目構成」で、選択シートで変更した勘定科目を更新します。

4. 「データ・マップ」ページの「アクション」メニューで、「データ・マップのインポート」
を選択し、データ・マップを保存します。
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戦略モデリング・シナリオ・ロールアップから戦略モ
デリング・シナリオ・ロールアップへのデータのプッ
シュ

データ・マップを使用して、1つの戦略モデリング・シナリオ・ロールアップから 1つの戦略
モデリング・シナリオ・ロールアップにデータをプッシュできます。特定のビジネス・ケース
のシナリオ・ロールアップ・モデル間でデータをプッシュする、シナリオ・ロールアップから
シナリオ・ロールアップへのデータ・マップを定義できます。
管理者には、データ・マップを作成、編集および実行する権限が必要です。
シナリオ・ロールアップからシナリオ・ロールアップへのデータ・マップを作成するには:

1. ホームページで「アプリケーション」、「データ交換」、「データ・マップ」の順にクリック
します。

2. 「作成」をクリックします。
3. データ・マップの名前および説明を入力します。
4. 「ソース」で、データのソースを選択します: 「シナリオ・ロールアップの選択」。
「シナリオ・ロールアップの選択」ページが表示されます。

5. シナリオ・ロールアップを選択して、「選択」をクリックします。
リストに戦略モデリング・シナリオ・ロールアップがない場合、「アクション」メニューか
ら「同期」を選択します。

6. 「ターゲット」で、シナリオ・ロールアップを選択します。
7. モデルのディメンション・マッピング行の「ソース」および「ターゲット」セクションで、
「選択」をクリックします。
「メンバーの選択」ページが表示されます。

8. ソースおよびターゲットのモデルを選択し、「OK」をクリックします。

Note:

ターゲットは複数のモデルにすることができます。1つのソース・モデルから複
数のターゲット・モデルにデータをプッシュできます。

リストに「戦略モデリング」モデルがない場合、「アクション」メニューから「同期」を選
択します。

9. 「勘定科目」のディメンション・マッピング行の「ソース」セクションで、「選択」をクリ
ックします。
「メンバーの選択」ページが表示されます。

10. 勘定科目を選択して「OK」をクリックします。
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Note:

選択した勘定科目メンバーが「ソース」および「ターゲット」の両方の列に表示
されます。

11.「構成」をクリックします。勘定科目構成の定義を参照してください。
「データ・マップの編集」ページが、選択した勘定科目構成とともに表示されます。

12. 必要に応じて、「値」、「期間」および「セル・テキスト」のデフォルトのメンバー値を更新
し、「完了」をクリックします。

Note:

「ビジネス・ケース」に「任意」が表示され、編集できません。

13.「保存して閉じる」をクリックします。
シナリオ・ロールアップからシナリオ・ロールアップ・タイプのデータ・マップを実行すると
き、ビジネス・ケースおよびコントリビューション・シナリオに関するデータ移動が発生しま
す。ビジネス・ケース情報は動的であり、「実行」ダイアログで選択されたビジネス・ケースに
基づいて実行時に取得され、選択されたビジネス・ケース/勘定科目のソースとターゲット・モ
デル間のコントリビューション・シナリオ/データ・マップで定義されたカスタム・ディメンシ
ョン選択に基づいてデータ移動が発生します。

Note:

「データのクリアおよびプッシュ」オプションは、シナリオ・ロールアップからシナ
リオ・ロールアップ・タイプのデータ・マップでは使用できません。シナリオ・ロー
ルアップからシナリオ・ロールアップ・タイプのデータ・マップは、シナリオ・ロー
ルアップ内からのみ実行できます。

Microsoft Excelを使用したシナリオ・ロールアップ・データ・マ
ップへのシナリオ・ロールアップの定義

Microsoft Excelを使用して、シナリオ・ロールアップからシナリオ・ロールアップへのデータ・
マップを定義できます。
1. 「データ・マップ」ページでマッピングを定義します。
2. 「アクション」メニューで、「データ・マップのエクスポート」を選択します。
3. エクスポートした Excelシートを開き、必要に応じて更新します:

a. 「選択」シートで、「ソース・モデル」、「ターゲット・モデル」および「勘定科目」列
を更新します。

b. 「勘定科目構成」シートで、「選択」シートで変更した勘定科目を更新します。
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Note:

シナリオ・ロールアップからシナリオ・ロールアップへのデータ・マップの
場合、「シナリオ」列のかわりに「ビジネス・ケース」の列があります。「ビ
ジネス・ケース」列で許可される唯一の値は「任意」です。「ビジネス・ケー
ス」列に存在する「任意」以外のすべての値は、Excelシートがアプリケーシ
ョンにインポートされるときに「任意」にデフォルト設定されます。

4. 「データ・マップ」ページの「アクション」メニューで、「データ・マップのインポート」
を選択し、データ・マップを保存します。

モデルの変更管理を使用したメタデータの管理
モデルの変更管理を使用して、ソース・モデルから 1つ以上のターゲット・モデルにメタデー
タをコピーします。
組織は、様々なモデルを使用して戦略プランニングを実行します。一部のモデルの方が粒度が
大きい場合や、一部のモデルでは特定のテリトリまたは地域に焦点を当てている場合などがあ
ります。通常、モデルの多くは似た構造を持っています。たとえば、カスタム・ディメンショ
ン、勘定科目、シナリオ、および期間の違いはわずかでしかない場合があります。マスター・
ソース・モデルを作成し、この中で勘定科目、勘定科目グループ、カスタム・ディメンション、
時間構造、およびシナリオのマスター構造を構築できます。このソース・モデル内のすべてま
たは一部のメタデータを 1つ以上のターゲット・モデルにコピーすることにより、メタデータ
を管理します。また、ソース・モデルからターゲット・モデルへの増分変更をコピーすること
もできます。
モデルの変更管理を使用するには、ソースとして使用する基本モデルを最初に作成します。ソ
ース・モデルには、任意のターゲット・モデルにコピーする勘定科目、勘定科目グループ、カ
スタム・ディメンション、時間構造、およびシナリオを含める必要があります。ソース・モデ
ルを作成した後、モデルの変更管理を使用して任意のメタデータを 1つ以上のターゲット・モ
デルにコピーできます。
モデルの変更管理のステップの概要:

1. 1つ以上のターゲット・モデルを選択することにより、モデルの変更管理定義を作成しま
す。
モデルの変更管理用のターゲット・モデルの定義を参照してください。

2. コピーするメタデータを定義します。
• 勘定科目と勘定科目属性
• 勘定科目グループ
• カスタム・ディメンション
• 時間
• シナリオ
モデルの変更管理を使用したコピー対象のメタデータの定義を参照してください。

3. モデルの変更管理を実行して、ソース・モデルから 1つ以上のターゲット・モデルにメタ
データをコピーします。
ソースからターゲットへのメタデータのコピーを参照してください。

4. 必要に応じて、モデルの変更管理定義を編集または削除できます。
モデルの変更管理定義の編集または削除を参照してください。

第 7章
モデルの変更管理を使用したメタデータの管理

7-35



ビデオ

目的 視聴するビデオ
モデルの変更管理を使用したサブ勘定科目および
勘定科目属性のコピーについて学習します。  Enterprise Planning Cloudのモデルの変更

管理を使用したサブ勘定科目および勘定科目属性
のコピー。

モデルの変更管理を使用した勘定科目グループの
コピーについて学習します。  Enterprise Planning Cloudのモデルの変更

管理を使用した勘定科目グループのコピー.

モデルの変更管理を使用したシナリオのコピーに
ついて学習します。  Enterprise Planning Cloudのモデルの変更

管理を使用したシナリオのコピー.

モデルの変更管理を使用した期間のコピーについ
て学習します。  Enterprise Planning Cloudのモデルの変更

管理を使用した期間のコピー.

ヒント:

勘定科目、勘定科目グループ、シナリオおよびレポートをコピーすると、戦略モデリ
ングはターゲット・モデル内のアイテムの順序をソース・モデル内の順序にできるか
ぎり一致させようとします。

モデルの変更管理用のターゲット・モデルの定義
モデルの変更管理を使用してメタデータを管理するには、最初にメタデータのコピー先のター
ゲット・モデルを定義します。
1. ホーム・ページで「戦略モデリング」をクリックし、「モデル」をクリックします。
2. ソースとして使用するモデルの「アクション」 メニューで、「モデルの変更管理」、「開
く」、「編集」の順にクリックします。

3. 「ターゲット・モデルのマップ」 タブで、「ターゲットの追加」 をクリックし、メ
タデータのコピー先のターゲット・モデルを 1つ以上選択し、「OK」をクリックします。
リストには、アプリケーション内のすべてのモデルが含まれます。
モデルの変更管理の実行時にターゲット・モデルが含まれないようにするには、「除外」を
クリックします。これにより、メタデータがこのモデルにコピーされなくなります。

4. コピーするメタデータを定義し、「保存」をクリックします。
モデルの変更管理を使用したコピー対象のメタデータの定義を参照してください。

ターゲット・モデルを削除するには、それを選択して「ターゲットの削除」 をクリックし
ます。

モデルの変更管理を使用したコピー対象のメタデータの定義
モデルの変更管理を使用してメタデータを管理するには、ターゲット・モデルを定義した後、
コピーするメタデータを定義します。
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1. 「モデルの変更管理」ページで、「モデルの構成」 をクリックし、コピーするメタデー
タを指定します。

2. コピーするサブ勘定科目を定義します。「勘定科目」タブで、「追加」 、「サブ勘定科目
変更の追加」の順にクリックします。サブ勘定科目を持つすべての勘定科目がリストに表
示されます。ターゲット・モデルにコピーするサブ勘定科目を持つ勘定科目を選択し、サ
ブ勘定科目をコピーするための追加オプションから選択します。
• 勘定科目詳細をターゲットに保持 - 勘定科目階層の詳細は、ソース内に存在しない場合
でもターゲット内で保持します。

• 勘定科目属性のコピー - 選択した勘定科目の属性をターゲットにコピーします。
すべての勘定科目について、次をコピーします。
– 勘定科目名
– 予測方法
– 小計メソッド
– 勘定科目のノート
– 為替レート
メモ勘定科目について、次をコピーします。
– 勘定科目名
– 計算メソッド
– 集約メソッド
– 出力タイプ
– 出力単位

• ソースにない勘定科目の削除 - ソースにないターゲット内の勘定科目を削除します。
このオプションを選択することをお薦めします。この選択をクリアすると、シナリオ・
ロールアップ中にエラーが発生する可能性があります。

選択した勘定科目内のすべてのサブ勘定科目がターゲットにコピーされます。
3. コピーする勘定科目属性を定義します。「勘定科目」タブで、「追加」 、「勘定科目属性
の変更の追加」の順にクリックします。ターゲット・モデルにコピーする属性を持つ勘定
科目を選択し、選択した勘定科目についてコピーするシナリオを選択し、勘定科目属性を
コピーするための追加オプションから選択します。

ノート:

勘定科目名はユーザー編集可能フィールドであるため、他の言語に翻訳されませ
ん。

• 勘定科目の名前変更 - ターゲット内の勘定科目の名前をソース内の勘定科目の名前に
あわせて変更します。

• その他の勘定科目属性のコピー - このオプションを選択すると、次の勘定科目属性がソ
ースからターゲットにコピーされます。
– すべての勘定科目について、次をコピーします。
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* 予測方法
* 小計メソッド
* 勘定科目のノート
* 為替レート

– メモ勘定科目について、次をコピーします。
* 計算メソッド
* 集約メソッド
* 出力タイプ
* 出力単位

ヒント:

勘定科目の選択内容を編集するには、「勘定科目」タブの「詳細の変更」列内のリ
ンクをクリックします。

4. 「勘定科目グループ」タブで、次のいずれかの勘定科目グループ・オプションを選択しま
す:

• ターゲット内のグループの上書きを選択すると、ターゲット・モデルのすべての勘定
科目グループがソース・モデルの勘定科目グループに完全に置換されます。モデル変
更管理を実行すると、ターゲット・モデルはソース・モデルと完全に一致します。
このオプションを選択すると、コピーする追加の勘定科目グループを選択できなくな
ります。

• コピーする勘定科目グループを選択します: 「勘定科目グループの変更の追加」 を
クリックします。ターゲット・モデルにコピーする勘定科目グループを選択し、次の
オプションから選択します。
– ターゲットの勘定科目グループを上書きしない - 勘定科目グループがターゲット
内にすでに存在する場合は上書きしません。

– ターゲットの勘定科目グループを上書き - 勘定科目グループがターゲット内にす
でに存在する場合は上書きします。

– 勘定科目グループの削除 - ソースにないターゲット内の勘定科目グループを削除
します。

ヒント:

「勘定科目グループのフィルタ」を使用すると、コピーする勘定科目グループ
が簡単に見つかります。

5. ターゲットへのコピー時にカスタム・ディメンションを処理する方法を定義します。「カス
タム・ディメンション」タブで、「カスタム・ディメンションのコピー」をクリックし、カ
スタム・ディメンションをターゲットにコピーし、次のオプションから選択します。
• 勘定科目をターゲット内のカスタム・ディメンションに割当て - カスタム・ディメンシ
ョン構造とともに勘定科目割当てをターゲットにコピーします。たとえば、ソース内
の販売勘定科目がカスタム・ディメンションに関連付けられているときに、カスタム・
ディメンション構造をターゲットにコピーする場合、このオプションを選択すると、
ターゲット内の販売勘定科目にカスタム・ディメンションが割り当てられます。
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• サブ階層をターゲット内のカスタム・ディメンションに保持 - カスタム・ディメンショ
ンがターゲット内とソース内にある場合、ソースにないターゲット内のカスタム・デ
ィメンション内の子ディメンション・メンバーを保持できます。

• ソースにないカスタム・ディメンションの削除 - ソースにないターゲット内のカスタ
ム・ディメンションを削除します。このオプションを選択することをお薦めします。
この選択をクリアすると、シナリオ・ロールアップ中にエラーが発生する可能性があ
ります。

ヒント:

「ソース・カスタム・ディメンションのプレビュー」をクリックすると、選択を行
う前にソース・モデル内のカスタム・ディメンションを確認できます。

6. ターゲットへのコピー時に期間を処理する方法を定義します。「時間」タブで、時間構造の
コピーをクリックし、時間構造をターゲットにコピーし、ターゲット内の時間構造の詳細
を保持するために次のオプションを 1つ以上選択します。
• ターゲットに期間詳細の保持を許可 - ソースにない時間の詳細をターゲットで保持で
きます。たとえば、ソースには年のみが含まれるが、ターゲットには四半期も含まれ
る場合、このオプションを選択すると、時間構造のコピー時にターゲット内の四半期
が保持されます。

• ターゲットにソースで定義されている年より前の年の保持を許可 - たとえば、ソース・
モデルの時間構造に 2018 - 2022が含まれ、ターゲット・モデルに 2015 - 2020が含ま
れる場合、このオプションを選択すると、ターゲット・モデルの時間構造に 2015 - 2022
が含まれるようになります。

• ターゲットにソースで定義されている年より後の年の保持を許可 - たとえば、ソース・
モデルの時間構造に 2017 - 2022が含まれ、ターゲット・モデルに 2018 - 2025が含ま
れる場合、このオプションを選択すると、ターゲット・モデルの時間構造に 2017 - 2025
が含まれるようになります。

これらのオプションをクリアされたままにすると、ターゲットの時間構造がソースの時間
構造に完全に置き換えられます。

ヒント:

「ソース期間のプレビュー」をクリックすると、選択を行う前にソース・モデル内
の期間を確認できます。

7. ターゲットへのコピー時にシナリオを処理する方法を定義します。「シナリオ」タブで、「シ
ナリオの変更の追加」 をクリックし、ターゲットにコピーするシナリオを選択し、次の
オプションから選択し、「追加」をクリックします。
• ターゲットのシナリオを上書きしない - ターゲット内にすでに存在するシナリオがソ
ース内に存在しない場合でもターゲット内で保持します。

• ターゲットのシナリオを上書き - ターゲットのシナリオを上書きします。
• ターゲットのシナリオを削除 - ソースにないターゲット内のシナリオを削除します。
必要に応じて、コピーするシナリオを定義した後、「シナリオ」タブでオプションを変更で
きます。シナリオの横の「詳細の変更」をクリックし、新しいオプションを選択します。
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8. ターゲットへのコピー時にレポートを処理する方法を定義します: 「レポート」タブで、「タ
ーゲットのレポート・ワークブックの上書き」を選択すると、ターゲット・モデル内のす
べてのレポートがソース・モデルのレポートに完全に置換されます。

9. モデル変更管理の実行後にシナリオを計算するかどうかを指定します: 「計算」タブで、す
べてのシナリオの計算を選択します。
モデル変更管理の実行後、計算が必要なシナリオがある場合は、それらが計算されます。

ノート:

このオプションでは計算が必要なすべてのシナリオで計算が実行されるため、計
算を実行するとパフォーマンスに影響する可能性があります。

10.「保存して閉じる」をクリックします。

ソースからターゲットへのメタデータのコピー
モデルの変更管理を使用してメタデータを管理するには、ターゲット・モデルおよびコピー対
象のメタデータを定義した後、ソースからターゲットにメタデータをコピーします。
1. ホーム・ページで「戦略モデリング」をクリックし、「モデル」をクリックします。
2. ソース・モデルの「アクション」 メニューで、「モデルの変更管理」、「開く」、「実行」の
順にクリックします。
モデルの変更管理により、新しいメタデータを書き込むためにターゲットが一時的にロッ
クされます。ターゲットが別のユーザーによってロックされている場合、そのターゲット
はスキップされ、ログに記録されます。

3. モデルの変更管理ジョブのステータスを確認します。ホームページで、「アプリケーショ
ン」、「ジョブ」の順にクリックします。ジョブ名をクリックし、ジョブに関する情報とス
テータスを表示します。エラーがある場合、「エラー」をクリックし、エラーの解決の役に
立つ詳細を表示します。
また、「モデルの変更管理」ページでジョブ・ステータスを確認することもできます。ソー
ス・モデルの「アクション」 メニューで、「モデルの変更管理」、「ステータス」の順にク
リックします。各ターゲット・モデルのステータスおよびソース・モデルの全体的なステ
ータスが表示されます。

4. 1つ以上のターゲット・モデルの変更を確認します。

モデルの変更管理定義の編集または削除
必要に応じて、モデルの変更管理定義を編集または削除できます。
1. ホーム・ページで「戦略モデリング」をクリックし、「モデル」をクリックします。
2. • モデルの変更管理定義を編集するには、ソース・モデルの「アクション」 メニュー

で、「モデルの変更管理」、「開く」、「編集」の順にクリックします。
• モデルの変更管理定義を削除するには、ソース・モデルの「アクション」 メニュー
で、「モデルの変更管理」、「削除」の順にクリックします。

モデルが別のユーザーによってロックされている場合、モデルの変更管理定義は表示できます
が、変更することはできません。
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8
メンバー・セレクタの使用

メンバー・セレクタを使用して、メンバーを選択し、検索でワイルドカードを使用します。代
替変数、ユーザー変数およびユーザー定義属性(UDA)を選択することもできます。
次も参照:

• メンバーの操作
• 選択
• メンバーの関係
• ワイルドカードを使用した検索
• メンバーとしての属性値の選択
• フォームのメンバーの選択
• メンバーとしての代替変数の選択
• メンバーとしてのユーザー変数の選択
• UDAのメンバーとしての選択

メンバーの操作
「メンバーの選択」ダイアログ・ボックスを使用して、次の機能で使用するメンバーを選択しま
す。
• ビジネス・ルール実行時プロンプト
• ユーザー変数
• 動的変数
• データのエクスポート
• 有効交差ルールが適用される視点およびページ軸
• 有効な交差

ノート:

フォーム 2.0、ダッシュボード 2.0およびアド・ホック・グリッドでは、異なるバー
ジョンのメンバー・セレクタが使用されます。Enterprise Profitability and Cost
Managementの管理および操作のメンバー・セレクタの使用を参照してください。

変数と属性が定義されている場合は、変数と属性を選択できます。メンバー名または別名でメ
ンバーを表示および選択できます。「メンバー選択」ダイアログ・ボックスに定義する表示オプ
ションは、サービス管理者によってアプリケーション・デフォルトとして定義されたオプショ
ンより、またアプリケーション・プリファレンスで指定されたオプションよりも優先されます。
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フォームで行ディメンションに対してドロップダウン・メンバー・セレクタが定義されている
場合、リストから直接メンバーを選択して、データを入力して、フォームに行を追加できます。
Planningの操作の抑制または除外されたメンバーに対するデータの入力を参照してください。

選択
ユーザーがアクセスできるメンバー、代替変数、属性のみが表示されます。複数のメンバー選
択にメンバー・セレクタを起動している場合のみ、「選択」ペインが表示されます。
有効交差ルールが使用されている場合、有効なメンバーのみがアプリケーション・フォームお
よび Calculation Managerルールの実行時プロンプトに表示されます。Webと Oracle Smart
View for Officeの両方のアド・ホック・フォームでは、アプリケーションによって視点および
ページ軸の有効交差ルールがフィルタされません。グリッドのセルのみ、アド・ホック・フォ
ームで有効交差ルールに従います。
選択するには:

1.  (「メンバー・セレクタ」)をクリックします。
2. オプション: 次のタスクを実行します:

• 検索条件(メンバー名または別名のみ)を入力するには、(デスクトップから)[Enter]を押
すか、(モバイル上で)「検索」をクリックします。

ノート:

検索では大文字と小文字は区別されません。検索できるのは、1つの単語、
複数の単語またはワイルドカード文字です。ワイルドカードを使用した検索
を参照してください。

• 変数や属性の表示、別名の表示、メンバー数の表示、アルファベット順のソート、メ
ンバー・リストのリフレッシュまたは選択のクリアなど、表示オプションを変更する
には、「検索」の横の  (「設定」)をクリックし、表示オプションのリストから選択し
ます。

• メンバー・リストに表示されているメンバーをフィルタするには、「検索」の横の
(設定)で、「フィルタの追加」を選択し、フィルタ・オプションのリストから選択しま
す。

ノート:

Androidユーザーは、  (「フィルタ」)をクリックして、フィルタ・オプシ
ョンを表示および選択できます。

3. メンバー・リストのメンバーをクリックして選択を行います。
関連メンバーを選択する方法を理解するには、メンバーの関係を参照してください。
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ノート:

• 選択されたメンバーにはチェック・マークが表示され、「選択」ペインに移動
されます(該当する場合)。

• 親メンバーを展開してその子メンバーを表示するには、親メンバー名の右側
にある拡張アイコンをクリックします。拡張アイコンをクリックしても、親
メンバーは選択されません。

• 行った選択をクリアするには、  (「設定」)をクリックし、「選択項目のクリ
ア」を選択します。
選択する視点およびページ軸が抑制されている場合があります。これは、視
点およびページ軸内のディメンション選択が、適用済の有効交差により他の
ディメンションを無効化している場合に発生します。この問題を解決するに
は、「選択項目のクリア」オプションを使用して、以前に選択した視点および
ページ軸をクリアします。次に、視点およびページ軸を再度使用して、以前
は抑制されていたメンバーを選択します。

• 有効な交差ルールのために抑制されているメンバーをすべて表示するには、
 (「設定」)をクリックし、「無効なメンバーの表示」を選択します。無効な

メンバーは表示されますが、選択できません。

4. オプション: 次のタスクを実行します:

• 「選択」ペインで選択する関連メンバーをさらに絞り込むには、メンバーの右側にある
 (「関数セレクタ」)をクリックして、メンバーの関係メニューを表示します:
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関係名をクリックして、関連メンバーを選択します(選択したメンバーを除く)。関係名
の右側にある「含む」アイコン をクリックして、関連メンバーを選択します(選択
したメンバーを含む)。
関係の詳細は、メンバーの関係を参照してください。

• 代替変数または属性が定義されている場合は、メンバー選択領域の下で、「メンバー」
の横にある  (下矢印)をクリックし、「代替変数」または「属性」を選択して代替変
数または属性のメンバーを選択します。メンバーは子として表示されます。フォーム
に表示されるのは、ユーザーが読取りアクセス権を持つメンバーのみです。

• 「選択」ペインでメンバーを移動または削除するには、「選択」の横にある  (「設定」)
をクリックします。

• ディメンション階層内で選択済メンバーの場所をハイライトするには、「選択」ペイン
でメンバー名をダブルクリックします。

ノート:

モバイル・デバイスで選択済メンバーの場所をハイライトするには、「選択」
ペインでメンバー名をタップし、「選択」の横にある  (設定)の下の「検
索」をタップします。

5. 選択が完了したら、「OK」をクリックします。

メンバーの関係
この表は、メンバー選択時に含まれるメンバーおよび関連メンバーを示しています。
表 8-1 メンバーの関係

関係 含まれるメンバー
メンバー 選択したメンバー
祖先 選択したメンバーの上方にあるすべてのメンバー (選択したメンバー

は除く)

祖先(含む) 選択したメンバーとその祖先
子 選択したメンバーの真下にあるレベルのすべてのメンバー
子(含む) 選択したメンバーとその子
子孫 選択したメンバーのすべての子孫(選択したメンバーは除く)

子孫(含む) 選択したメンバーとその子孫
兄弟 選択したメンバーと同じ階層レベルからのすべてのメンバー (選択し

たメンバーは除く)

兄弟(含む) 選択したメンバーとその兄弟
親 選択したメンバーの上方にあるレベルのメンバー
親(含む) 選択したメンバーとその親
レベル 0の子孫 子を持たない選択したメンバーのすべての子孫
左兄弟 同じ親を持つ選択したメンバーの前に出現するメンバー

第 8章
メンバーの関係

8-4



表 8-1 (続き) メンバーの関係

関係 含まれるメンバー
左兄弟(含む) 選択したメンバーとその左兄弟
右兄弟 同じ親を持つ選択したメンバーの後に出現するメンバー
右兄弟(含む) 選択したメンバーとその右兄弟
前の兄弟 同じ親を持つ選択したメンバーの直前に出現するメンバー
次の兄弟 同じ親を持つ選択したメンバーの直後に出現するメンバー
前のレベル 0のメンバー 選択したメンバーの前に出現する前のレベル 0のメンバー

例: PrevLvl0Mbr(Jan)は BegBalanceを、PrevLvl0Mbr(Jul)は Jun
を、PrevLvl0Mbr(BegBalance)は空の結果を返します

次のレベル 0のメンバー 選択したメンバーの後に出現する次のレベル 0のメンバー
例: NextLvl0Mbr(Mar)は Aprを、NextLvl0Mbr(Dec)は空の結果を
返します

前の世代のメンバー 同じ世代内の選択したメンバーの直前に出現するメンバー
次の世代のメンバー 同じ世代内の選択したメンバーの直後に出現するメンバー
相対 同じ世代の指定したオフセットの、指定したメンバーに相対的なメン

バーを戻します。
例: Relative("Jan", 4)は、標準月次期間ディメンションで 1月に 4か
月を足した 5月を戻し、Relative("Jan", -2)は、標準月次期間ディメ
ンションで 1月から 2か月を引いた 11月を戻します。

相対範囲 進む場合は開始メンバーからオフセット・メンバーへのすべてのメン
バーを戻し、戻る場合はオフセット・メンバーから開始メンバーへの
すべてのメンバーを戻します。
例: RelativeRange("Jan", 4)は 1月、2月、3月、4月、5月を戻し、
RelativeRange("Jan", -2)は 11月、12月、1月を戻します。

ノート:

メンバー関係は、期間ディメンションのみでなく、任意のディメンションで機能しま
す。時間は線形であるため説明が容易なので、例では期間ディメンションを使用しま
した。

ワイルドカードを使用した検索
次のワイルドカード文字を使用して、メンバーを検索できます。
表 8-2 ワイルドカード文字

ワイルドカード 説明
? 任意の 1文字を表します
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表 8-2 (続き) ワイルドカード文字

ワイルドカード 説明
* ゼロ文字以上の文字を表します。たとえば、「sale*」と入力すると、

「Sales」と「Sale」が一致します。これは*を使用することで、
「sale」という語の後にゼロ文字以上の文字を含む語と一致するため
です。
デフォルトの検索には、*ワイルドカードが使用されます。デフォル
トの検索には、*ワイルドカードが使用されます。たとえば、検索条
件として「cash」と入力すると、「*cash*」が検索され、「Restricted
Cash」、「Cash Equivalents」、「Cash」、「Noncash Expenses」など
が戻されます。これは、一致した各アイテム内に「cash」が含まれ
るためです。

# 任意の 1つの数字(0-9)を表します
[list] 指定した文字リスト内の任意の単一文字を検索します。ワイルドカ

ードとして使用する特定の文字をリストできます。たとえば、[plan]
と入力すると、カッコ内のすべての文字を 1つのワイルドカード文字
として使用します。「-」文字を使用すると、[A-Z]や[!0-9]などの範囲
を指定できます。「-」文字をリストの一部として使用するには、この
文字をリストの先頭に入力します。たとえば、[-@&]の場合、カッコ
内の文字をワイルドカード文字として使用します。

[!list] 指定した文字リスト内にないすべての単一文字を検索します。また、
[!A-Z]や[!0-9]のように、「-」で範囲を示すこともできます。

メンバーとしての属性値の選択
属性メンバーが定義されている場合、「メンバーの選択」ダイアログ・ボックスで属性値を選択
できます。属性メンバーについては、すべての非レベル 0属性を選択すると、すべてのレベル
0子孫が選択され、演算子が相互に適用されます。数値、日付、ブール(false = 0で true = 1)な
どのタイプの属性については、評価は最小値と最大値に基づいています。テキスト属性につい
ては、評価は階層の上部から下部への位置に基づいています。最上部の位置は最小値となり、
最下部の位置は最大値となります。
例: 数値属性
この例では、数値に基づいて、選択された演算子は各レベル 0子孫に適用されます。たとえば、
「メンバーの選択」ダイアログ・ボックスで「等しくない」と「小」を選択すると、1に等しく
なく、2に等しくないすべての値が含まれるため、選択には 3、4、5および 6が入ります。「よ
り大きい」と「小」を選択すると、1より大きいまたは 2よりも大きなすべての値が含まれま
す。このため選択には 2、3、4、5および 6が入ります。
Size
Small
1
2
Medium
3
4
Large
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5
6

表 8-3 例: 数値属性評価

選択された演算子 選択された属性値 結果 説明
等しい Large 5, 6 「等しい」演算子は、5と 6を含む Largeのすべ

てのレベル 0子孫に適用されます。
より小さい Medium 1, 2, 3 「より小さい」演算子はMediumのすべてのレベ

ル 0子孫に適用されます。これには< 3 OR < 4
の値が含まれ、結果として 1、2および 3になり
ます。

より大きい Medium 4, 5, 6 「より大きい」演算子はMediumのすべてのレベ
ル 0子孫に適用されます。これには 3より大き
い、または 4より大きい値が含まれ、結果として
4、5および 6になります。

以上 Medium 3, 4, 5, 6 「以上」演算子はMediumのすべてのレベル 0子
孫に適用されます。これには 3以上、または 4
以上の値が含まれ、結果として 3、4、5および
6になります。

以下 Medium 1, 2, 3, 4 「以下」演算子はMediumのすべてのレベル 0子
孫に適用されます。これには 3以下、または 4
以下の値が含まれ、結果として 1、2、3および
4になります。

等しくない Medium 1, 2, 5, 6 「等しくない」演算子は「中」のすべてのレベル
0子孫に適用されます。これには 3に等しくな
く、かつ 4に等しくない値が含まれます。結果と
して 1、2、5および 6になります。

例: テキスト属性
テキスト属性の場合、選択された演算子は階層の位置、上部(最小値)から下部(最大値)までに基
づいて、各レベル 0子孫に適用されます。
この例では、封筒は最上部にあり、最小値となります。パケットは次に高い値になります。こ
れにボックス、カートン、バレル、クレートが続きます。クレートは最下部にあり、最大値と
なります。
このテキスト属性の場合には、「より小さい」と Smallを選択すると、Envelopeよりも小さい
値または Packetよりも小さい値が含まれます。Envelopeは Packetよりも小さいため、結果と
して Envelopeのみを含む選択となります。同じように、Greaterと Largeを選択すると、Barrel
より大きい値または Crateよりも大きい値が含まれ、結果として Crateのみを含む選択となり
ます。
Containers
Small
Envelope
Packet
Medium
Box
Carton
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Large
Barrel
Crate

表 8-4 例: テキスト属性評価

選択された演算子 選択された属性値 結果 説明
等しい Medium Box、Carton 「等しい」演算子はMediumのすべてのレベル 0

子孫に適用されます。これには Boxおよび
Cartonが含まれます。

等しくない Medium Envelope、Packet、
Barrel、Crate

「等しくない」演算子は「中」のすべてのレベル
0子孫に適用されます。これには、ボックスに等
しくなく、かつカートンに等しくない値が含まれ
ます。この結果として封筒、パケット、バレル、
クレートとなります。

より小さい Medium Box、Packet、Envelope「より小さい」演算子はMediumのすべてのレベ
ル 0子孫に適用されます。これには、カートンよ
りも下位またはボックスより下位のすべてが含
まれます。この結果としてボックス、パケット、
封筒となります。

以下 Medium Envelope、Packet、
Box、Carton

「以下」演算子はMediumのすべてのレベル 0子
孫に適用されます。これには、カートンと同じ位
置またはカートンより下位のすべてが含まれま
す。この結果として封筒、パケット、ボックス、
カートンとなります。

フォームのメンバーの選択
フォームのメンバーを選択するとき:

• 特定のユーザーからメンバーをフィルタ処理するには、そのアクセス権をメンバーに制限
し、そのあとプランをリフレッシュします。

• 「選択したメンバー」リストでのメンバーの順序によりフォームの順序が決まります。順序
を変更するには、メンバーを選択し、選択したメンバー・リストの上にある上矢印または
下矢印を選択します。

ノート:

メンバーを個別に選択し、その親を最初に選択する場合、親はフォームのメンバ
ー階層の一番上に表示されます。(階層レベルの数に応じて、個別に選択されたメ
ンバーの親についての合計の計算では複数のパスがとられ、計算が遅くなる可能
性があります)。「子孫(含む)」などの関係によって選択されたメンバーの親は、階
層の一番下に表示されます。

• 「フォームの管理」ダイアログ・ボックスの「レイアウト」タブで、メンバー選択アイコン
をクリックするか、行または列を右クリックして「メンバー選択」を選択することにより、
「メンバー選択」ダイアログ・ボックスを開くことができます。

• 同じディメンションで異なるメンバー・セットを選択するには、非対称の行と列の作成を
参照してください。
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• 1つの行または列内に複数のディメンションがあるフォームの場合、ディメンションに対
してメンバー選択オプションを設定できます。それには、「メンバー選択」ダイアログ・ボ
ックスに表示される「ディメンション」ドロップダウン・リストから、そのディメンショ
ンを選択します。

• メンバー選択アイコンをクリックすると、「選択内容を別々の行に配置」または「選択内容
を別々の列に配置」のオプションが表示されます。これを使用すると、選択内容がフォー
ム上の既存の最後の行または列の後の行または列に追加されます。たとえば、列 Aに
Acct1、Acct2および Acct3のメンバーが含まれるフォームの場合、「選択内容を別々の列に
配置」を選択した状態でこれらのメンバーを選択すると、列 A、B、Cとしてそれぞれ
Acct1、Acct2および Acct3が選択されます。このオプションを使用せずにメンバーを選択
すると、列 Aとしてすべてのメンバーが選択されます。
この機能は、単一のメンバーに対してのみ使用でき、「子(含む)」などの関数を使用して選
択されたメンバーには使用できません。たとえば、列 Aに対して「Q」/「子(含む)」を選
択している場合に、「選択内容を別々の列に配置」を選択しても、フォームのレイアウトは
変更されません。

• 「メンバー選択」ダイアログ・ボックスを閉じた後は、「カウント」を除くすべての設定が
保持され、「メンバー選択」ダイアログ・ボックスのメンバーはユーザー定義設定に基づい
て表示されます。「レイアウト」タブに表示されるメンバーは、「メンバー選択」ダイアロ
グ・ボックスに定義されている表示設定を継承しません。かわりに、メンバー名を使用し
て表示されます。

• ディメンションについて異なるメンバー・セットを定義するには、非対称の行と列の作成
を参照してください。

• 表示、機能および印刷オプションを設定するには、フォームの精度およびその他オプショ
ンの設定を参照してください。

メンバーとしての代替変数の選択
代替変数は定期的に変化する情報のグローバルなプレースホルダとして機能します。代替変数
はローリング予測で展開、レポートする場合に特に役立ちます。代替変数をフォームのメンバ
ーとして選択すると、その値は動的に生成される情報に基づきます。たとえば、フォームやレ
ポート・スクリプトで月の値を毎月更新しなくてもよいように、現在の月メンバーを代替変数
CurMnthに設定できます。
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ノート:

• フォームで値をオープンまたは計算する際に、アプリケーションでは、割り当て
られた値で代替変数を置き換えます。

• アプリケーション内で代替変数を作成し、値を割り当てます。これらの代替変数
は、フォームのメンバーを選択するときにアプリケーションで使用できます。ア
プリケーションを使用して値を作成し、代替変数に割り当てる手順については、
代替変数の操作を参照してください。

• 代替変数はフォームのコンテキストに適合する必要があります。「期間」ディメン
ションのメンバーとしての Qtr2の値により、CurrQtrという名前の代替変数を選
択できます。CurrYrという名前の代替変数を「年」ディメンションで選択して
も、その値が Febであれば有効になりません。アプリケーションまたはデータベ
ース・レベルで代替変数を設定できます。
同じ代替変数が複数のレベルで存在します。アプリケーションは、次の順序で検
索するときに検出される最初の代替変数を使用します。
1. データベース
2. アプリケーション

• 代替変数がビジネス・ルールの実行時プロンプト用に使用可能であり、その値が
ビジネス・ルールの実行時プロンプトでメンバー・セットに一致する場合、それ
らの代替変数のいずれかをメンバーとして選択できます。

• アプリケーションは代替変数を使用するときに(たとえば、フォームを開く場合)、
その代替変数の有効性を確認します。フォームを設計するときには確認しないた
め、フォームを保存して開くことで、代替変数をテストする必要があります。

• グローバル変数を使用するアプリケーションを移行した場合、このビジネス・プ
ロセスでそれらを表示できますが、編集はできません。

代替変数をフォームで指定するには:

1. フォームを作成します(フォームの作成を参照)。
2. 「メンバー選択」で、「変数」タブをクリックし、「代替変数」を展開して、メンバーを選択
するのと同じ方法で代替変数を選択して「選択したメンバー」で代替変数を移動します。
選択すると、代替変数にはアンパサンド(&)が先頭に付きます。例:

&CurrentScenario
3. 「OK」をクリックします。

メンバーとしてのユーザー変数の選択
ユーザー変数はフォームでフィルタとして機能し、ユーザーは部署などの特定のメンバーのみ
に集中できます。ユーザー変数をフォームに関連付けるには、ユーザー変数を作成する必要が
あります。ユーザー変数の管理を参照してください。
ユーザー変数でフォームを作成するとき、ユーザーはフォームを開く前に変数の値を選択する
必要があります。たとえば、Divisionという名のユーザー変数を作成する場合、ユーザーはフ
ォームに作業する前に除算を選択する必要があります。フォーム用に変数を初回に選択すると
きに、プリファレンスでこれを実行します。その後はプリファレンスまたはフォームで変数を
更新できます。
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フォームのユーザー変数を選択するには:

1. フォームを作成します(フォームの作成を参照)。
2. 「メンバー選択」で、「変数」タブをクリックし、「ユーザー変数」を展開して、矢印を使用
して「選択したメンバー」でユーザー変数を移動して、メンバーを選択するのと同じ方法
でユーザー変数を選択します。
ユーザー変数が現在のディメンションに対して表示されます。たとえば、エンティティ・
ディメンションのユーザー変数は次のように表示される可能性があります。
Division = [ユーザー変数]
選択すると、ユーザー変数には先頭にアンパサンドが付きます。例:

子孫(含む)(&Division)
3. 「OK」をクリックします。

UDAのメンバーとしての選択
フォームのメンバーを、ユーザー定義属性(UDA)として定義した共通属性に基づいて選択でき
ます。UDAをフォームに関連付けるには、UDAを作成する必要があります。UDAの操作を参
照してください。
UDAを使用してフォームを作成すると、その UDAに割り当てられているメンバーが、フォー
ムに動的に追加されます。たとえば、「新製品」と呼ばれる UDAを作成し、この UDAを製品
ディメンションの階層にある新製品に割り当てた場合、フォームでは、実行時に新製品が自動
的に表示されます。
フォームの UDAを選択するには:

1. フォームを作成します(フォームの作成を参照)。
2. 「メンバー選択」で、「変数」タブをクリックし、「UDA」を展開して、矢印を使用して「選
択したメンバー」で UDAを移動して、メンバーを選択するときと同じように UDAを選択
します。
UDAは現在のディメンションに対してのみ表示されます。選択すると、UDAには先頭に
UDAが付きます。例:

UDA(新製品)
3. 「OK」をクリックします。

第 8章
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9
Cloud EPMの環境の接続

Oracle Fusion Cloud EPM全体にわたるアクセス権を持つユーザーが 1回のログインで単一の
アクセス・ポイントを使用できるように環境を接続する方法を学習します。ユース・ケース、
シナリオおよび考慮事項を理解し、外部Webサービスに接続する方法とダイレクト URLを使
用して環境を統合する方法を学習します。
次も参照:

• Cloud EPM環境の接続について
• Cloud EPM接続を移行する際の考慮事項
• 他の Cloud EPM環境への接続の作成、編集および削除
• 外部Webサービスへの接続
• 外部接続の詳細設定オプションの指定
• Cloud EPM環境間のナビゲート
• 他の Cloud EPM環境にアクセスできるようにするためのナビゲーション・フローのカスタ
マイズ

• ダイレクト URLを使用した接続された環境の統合

Cloud EPM環境の接続について
概要
サービス管理者は、次のタイプの複数の Oracle Fusion Cloud EPM環境を接続できます:

• Account Reconciliation

• Enterprise Profitability and Cost Management

• Financial Consolidation and Close

• フリーフォーム
• Narrative Reporting

• Planning

• Planningモジュール
• Profitability and Cost Management

• Sales Planning

• Strategic Workforce Planning

• Tax Reporting

サービス管理者が接続を設定すると、Cloud EPM環境全体に対するアクセス権を持つユーザー
は、1回のログインで単一のアクセス・ポイントから複数の環境間を移動できるようになりま
す。フォームやダッシュボードなど、複数の環境からのアーティファクトについても、ナビゲ
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ーション・フローのクラスタ内またはカード上のタブ内で混合できます。ターゲット環境に含
まれるアーティファクトへのアクセス権はユーザーの役割によって決まります。

ノート:

Oracle Analytics Cloud Enterprise Editionまたは Professional Edition 5.6を Cloud
EPMプラットフォームに直接接続することもできます(両方のサービスを所有してい
る場合)。接続を構成したら、Cloud EPMビジネス・プロセスのデータを Oracle
Analytics Cloudでビジュアル化できます。Oracle Analytics Cloudでビジュアライゼ
ーションやダッシュボードを作成するために、メタデータ・リポジトリ(RPD)ファイ
ルで EPMデータをモデリングする必要はありません。詳細は、Oracle Analytics
Cloudドキュメントを参照してください。
さらに、Oracle® NetSuite Account Reconciliationおよび Oracle NetSuite Planning
and Budgetingを接続できます。

接続できる環境
ソース環境とは、接続の作成元となる環境です。ターゲット環境とは、ソース環境から接続す
る環境です。
次のソース環境を接続できます(これらの環境はターゲット環境にすることもできます):

• Enterprise Profitability and Cost Management

• フリーフォーム
• Financial Consolidation and Close

• Oracle NetSuite Planning and Budgeting

• Planning

• Planningモジュール
• Sales Planning

• Strategic Workforce Planning

• Tax Reporting

また、ソース環境は次のターゲット環境に接続できます(これらの環境はソース環境にすること
はできません)。
• Account Reconciliation

• Narrative Reporting

• Oracle NetSuite Account Reconciliation

• Profitability and Cost Management

他の Cloud EPM環境に接続する方法
• 「ナビゲータ」 メニューでソース環境とターゲット環境間を切り替えます。Cloud EPM
環境間のナビゲートを参照してください。

• ソース環境のナビゲーション・フローをカスタマイズして、ホーム・ページから他のター
ゲット環境のクラスタ、カードおよびアーティファクトにアクセスできるようにします。

第 9章
Cloud EPM環境の接続について
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他の Cloud EPM環境にアクセスできるようにするためのナビゲーション・フローのカスタ
マイズを参照してください。

• ダイレクト URLを使用して、接続された環境をシームレスに統合します。ダイレクト URL
を使用した接続された環境の統合を参照してください。

考慮事項
• サービス管理者のみが環境間接続を作成します。
ユーザーがナビゲーション・リンクをクリックすると、リンク先の環境が開きます。リン
ク先の環境内でのアクセスは、ユーザーに割り当てられた事前定義済の役割とアクセス権
限(存在する場合)によって決まります。

• 環境間をシームレスにナビゲートするためには、環境間のナビゲーション・フローが設定
されているすべての環境インスタンスが同じアイデンティティ・ドメインに属している必
要があります。

ノート:

ターゲットとソースの環境インスタンスが同じアイデンティティ・ドメインに属
していない場合は、それらのインスタンス間の接続を確立できません。

• サービス管理者が、企業の SSO (アイデンティティ・プロバイダ)資格証明を使用して環境
間接続を構成することはできません。
環境が SSO用に構成されている場合は、環境間接続を構成するサービス管理者に、アイデ
ンティティ・ドメイン資格証明が保持されている必要があります。これらのサービス管理
者のアイデンティティ・ドメイン資格証明を保持する方法の詳細は、管理者用スタート・ガイドの SSO対応の Cloud EPM環境でのユーザー資格証明の管理を参照してください。

• 特定のユース・ケース・シナリオでは、テスト環境と本番環境の間で環境間接続を移行す
ると、問題が発生することがあります。詳細は、Cloud EPM接続を移行する際の考慮事項
を参照してください。

• バニティ URLは、環境間接続ではサポートされていません。
トラブルシューティング
環境の接続時の一般的なエラーの修正の詳細は、オペレーション・ガイドのナビゲーション・
フローに関する問題の処理を参照してください。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
Cloud EPMワークフローをカスタマイズする方法
を学習するには、このビデオをご覧ください。  概要: Cloud EPMビジネス・プロセスを統合

するためのナビゲーション・フローの構成

第 9章
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目的 視聴するビデオ
コネクテッド・プランニングについて学習するに
は、このビデオ・シリーズをご覧ください。全体的
なコネクテッド・プランニング・ソリューション
と、pod間スマート・プッシュおよびナビゲーショ
ン・フローを介してプランニング・ソリューション
を接続し、様々な部署のプランナにシームレスなエ
クスペリエンスを提供する方法を確認します。最
初のビデオでは、財務と販売を重点的に説明しま
す。次のビデオでは、Strategic Workforce
Planningと ITプランニングに注目します。最後
のビデオでは、マーケティング・キャンペーン・プ
ランニングに注目します。

概要: コネクテッド・プランニング - 販売計
画と財務目標の連携

概要: コネクテッド・プランニング -
Strategic Workforceと ITプランニング

概要: コネクテッド・プランニング - マーケ
ティング・キャンペーンの管理

Cloud EPM接続を移行する際の考慮事項
オラクル社では、環境の接続などの新機能は、テスト環境で試してから本番環境に移行するの
が、サービス管理者が行う一般的な方法であると認識しています。ただし、この方法では、移
行後に問題が発生する場合があります。ここでは、知っておく必要があるユース・ケース・シ
ナリオをいくつか示します。
これから示す各シナリオでは、Financial Consolidation and Closeと Planningの環境を所有し
ているものと仮定しています。
ユース・ケース・シナリオ 1: テストから本番
テスト環境から本番環境に接続を移行する場合は、テスト環境で定義した接続が、対応する本
番環境をポイントするよう変更される必要があります。
たとえば、サービス管理者が Planningと Financial Consolidation and Closeのテスト環境間の
接続を定義したとします。サービス管理者は、この接続を使用して、Financial Consolidation
and Closeのカードを参照する Planningでナビゲーション・フローを構築します。サービス管
理者が Planningテスト環境の移行のために作成するスナップショットには、接続とナビゲーシ
ョン・フローが含まれますが、これには、Financial Consolidation and Closeテスト環境への接
続も含まれます。
スナップショットを Planning本番環境に移行すると、Planningと Financial Consolidation and
Closeテスト環境が不必要に接続されてしまいます。適切でない接続は、環境の移行前または
移行後に、対応する本番環境をポイントするように手動で変更する必要があります。
ユース・ケース・シナリオ 2: 本番から本番またはテストからテスト
このシナリオには、注意点はありません。
ユース・ケース・シナリオ 3: 本番からテスト
このシナリオでは、サービス管理者は、問題を解決するために本番環境からテスト環境にスナ
ップショットを移行しようとする可能性があります。テスト環境で作成された接続は、依然と
して本番環境をポイントしているため、サービス管理者が、テスト環境をポイントするように
接続を変更することが重要です。本番環境をポイントするテスト環境の接続は、本番環境で意
図せず改ざんされる可能性があります。

第 9章
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他の Cloud EPM環境への接続の作成、編集および削除
他の Oracle Fusion Cloud EPM環境への接続を作成する前に、接続するソースとターゲットの
環境に対するアクセス権があることを確認してください。また、接続する他の環境の URLおよ
び各環境のログイン詳細(サービス管理者としてのユーザー IDとパスワードなど)も入力する
必要があります。

ノート:

新しい接続では、セキュアな HTTPSプロトコル(https://)が必要です。既存の接続
では、引き続き HTTP (http://)プロトコルを使用する場合があります。また、移行
を使用してセキュアでない HTTP接続をインポートしようとするとブロックされ、接
続アーティファクトはインポートされません。

接続を作成、編集、複製および削除するには:

1. ソース環境にログインします。
2. ホーム・ページで、「ツール」、「接続」の順にクリックします。
3. 次のいずれかの操作を選択します。

• 接続を追加するには:

a. 「接続の管理」ページで、「作成」をクリックします。
b. 接続を作成するためのプロバイダの選択ページで、追加するターゲット環境を選択
します。

c. ターゲット環境の接続詳細を入力します。
– 「プロバイダの変更」をクリックして、異なるターゲット環境を選択します。
– 「接続名」に、ナビゲーション・リンクの名前(「Consolidation Application」
など)を入力します。

– リンクの説明(オプション)を入力します。
– 「URL」に、ターゲット環境インスタンスの URL (https://your-target-host-

url.comなど)を入力します。ターゲット環境インスタンスにサインインする
際には、通常、この URLを使用することになります。

ノート:

新しい接続では、セキュアな HTTPSプロトコル(https://)が必要で
す。

– 「サービス管理者」および「パスワード」を使用して、サービス管理者の資格
証明を指定します。
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ノート:

* これらの資格証明は、ナビゲーション・リンクを定義および検証
する目的でのみ使用されます。ユーザーがログインしてターゲ
ット環境にアクセスする際には、それぞれ独自の役割およびアク
セス権が適用されます。

* 他の Cloud EPM環境への接続の場合、ユーザー名の先頭にドメ
イン名を付加しないでください。ただし、他の外部のWebサー
ビスへの接続の場合、ドメイン名が必要です。外部Webサービ
スへの接続を参照してください。

– 「ドメイン」フィールドに、ユーザーが入力した URLに基づいて値が自動的に
入力されます。URLにドメインがない場合、「ドメイン」フィールドは空白の
ままになります。

d. 「検証」をクリックします。
e. 検証が成功したら、「保存して閉じる」をクリックします。

• 接続を編集するには:

a. 「接続の管理」ページで、接続の名前をクリックします。
b. 接続詳細を編集します。

ノート:

新規サービス・タイプに接続するように URLを編集すると、ナビゲーシ
ョン・フローが破損する可能性があります。異なるサービスに接続する
必要がある場合は、かわりに新しい接続を作成することをお薦めします。

c. 「検証」をクリックします。
d. 検証が成功したら、「保存して閉じる」をクリックします。

• 接続を複製するには:

a. 「接続の管理」ページの、複製する接続の横にある「アクション」列で、 (「ア
クション」)をクリックします。

b. 「複製」をクリックします。
c. 複製した接続の名前を入力して、「OK」をクリックします。

• 接続を削除するには:

a. 「接続の管理」ページの、削除する接続の横にある「アクション」列で、 (「ア
クション」)をクリックします。

b. 「削除」をクリックします。
Cloud EPMソース環境に接続されたターゲット環境は、ソース環境の「ナビゲータ」 メニ
ューの「自分の接続」ペインにリストされます。「ナビゲータ」 メニューの「自分の接続」
ペインでは、環境間をナビゲートできます。Cloud EPM環境間のナビゲートを参照してくださ
い。
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トラブルシューティング
トラブルシューティングのサポートは、オペレーション・ガイドのナビゲーション・フローに
関する問題の処理を参照してください。

外部 Webサービスへの接続
サービス管理者はまた、外部Webサービスからのデータの読取りや外部Webサービスへの書
込みのために外部Webサービスに接続できます。
この接続を Groovyスクリプトで参照または使用して、Groovyスクリプトと外部 HTTPSリソ
ースの間の通信リンクを作成できます。この接続を Groovyスクリプトで使用できるようにす
る方法の詳細と例は、EPM Groovyオブジェクト・モデルの Connectionおよび HttpRequestオ
ブジェクトの Java APIドキュメントを参照してください。

ノート:

「その他のWebサービス・プロバイダ」接続タイプは、Groovyルールの作成が可能
なビジネス・プロセスとともに使用するためにのみ提供されています。Oracle
Enterprise Performance Management Cloud、Groovyルール Java APIリファレンス
を参照してください。

外部Webサービスへの接続を作成するには、接続先のWebサービスへのアクセス権があるこ
とを確認してください。また、必要に応じてWebサービスのセキュアな URLとログイン詳細
が必要となります。
外部Webサービスへの接続を作成するには:

1. ソース環境にログインします。
2. ホーム・ページで、「ツール」、「接続」の順にクリックします。
3. 「接続の管理」ページで、「作成」をクリックします。
4. 「その他のWebサービス・プロバイダ」をクリックします。
5. 接続の「接続名」および「説明」を入力します。
6. ターゲット接続のセキュアな「URL」を入力します。

ノート:

• 新しい接続では、セキュアな HTTPSプロトコル(https://)が必要です。
• セキュアな URLにはポート番号 443のみ許可されます。ポート番号 443の

URLを入力するか、またはポート番号なしで入力します。
• また、移行を使用してセキュアでない HTTP接続をインポートしようとする
とブロックされ、接続アーティファクトはインポートされません。

7. その URLについてオプションの詳細設定オプションを入力します。
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ノート:

オプションの詳細設定オプションでは、外部接続を定義するときに問合せパラメ
ータやヘッダー・パラメータを指定できます。外部接続の詳細設定オプションの
指定を参照してください。

8. 必要に応じ、接続の「ユーザー」および「パスワード」ログイン資格証明を入力します。
場合によっては、Oracle Fusion Cloud EPMサービスに接続するときなど、ユーザー名の
前に<Identity Domain>.<User Name>のようにドメイン名を付加する必要があります。
Cloud EPM REST APIの基本認証を理解し、アイデンティティ・ドメインを見つける手順
は、Oracle Fusion Cloud EPM REST APIの基本認証 - クラシックおよび OCIを参照して
ください。

9. 「保存して閉じる」をクリックします。

外部接続の詳細設定オプションの指定
オプションの詳細設定オプションでは、外部接続を定義するときに問合せパラメータやヘッダ
ー・パラメータを指定できます。

ノート:

外部接続の問合せパラメータを定義する機能は、Groovyルールの作成が可能なビジ
ネス・プロセスとともに使用するためにのみ提供されています。Oracle Enterprise
Performance Management Cloud、Groovyルール Java APIリファレンスを参照して
ください。

外部接続の詳細設定オプションを指定するには:

1. 外部接続を作成するか、既存の外部接続を開きます。
外部Webサービスへの接続を参照してください。

2. 接続詳細を入力し、「詳細設定オプションを表示」をクリックします。
3. 問合せ詳細を次のように指定します。

• (「追加」): 問合せの追加
• (「削除」): 問合せの削除
• タイプ: 「ヘッダー」または「パラメータ」を選択します。
「ヘッダー」は、この接続に対して行われるすべての要求で送信されるデフォルト・ヘ
ッダーを設定します。「パラメータ」は、この接続に対して行われるすべての要求で送
信されるデフォルトの問合せパラメータを設定します。

• セキュア: 選択した場合、「値」フィールドに入力した値が暗号化されます。行の「セ
キュア」チェック・ボックスをクリアすると、値が削除されます。
保護対象となるヘッダーの例は、Bearer認証をサポートする外部Webサービスの
Bearerトークンや、認証のための APIキーをサポートする外部Webサービスの API
キー問合せパラメータです。
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• 名前: ヘッダーや問合せパラメータの名前を入力します。
• 値: ヘッダーや問合せパラメータの値を入力します。

Cloud EPM環境間のナビゲート
サービス管理者が他の Oracle Fusion Cloud EPM環境への接続を作成したら、接続が「ナビゲ
ータ」 メニューの「自分の接続」ペインにリストされます。

ここで環境間を切り替えることができます。他の環境を開くためには、それらの環境へのアク
セス権が必要です。アーティファクトへのアクセス権はユーザーの役割によって決まります。
別の Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境を開くには:

1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」 をクリックします。
2. 環境が接続され、自分にそれらの環境へのアクセス権がある場合は、接続された環境のリ
ストが「自分の接続」ペインに表示されます。環境をクリックして開きます。

ノート:

環境名の右側にあるアイコンをクリックすると、その環境が新しいウィンドウで
開きます。

他の Cloud EPM環境にアクセスできるようにするため
のナビゲーション・フローのカスタマイズ

ソース環境のホーム・ページから他の Oracle Fusion Cloud EPM環境にアクセスできるように、
ビジネス・プロセス・インタフェースをカスタマイズできます。たとえば、他の Cloud EPM環
境からのアーティファクト (フォームやレポートなど)をホーム・ページに追加できます。ナビ
ゲーション・フローをカスタマイズすることによって、これらのアーティファクト (カードと呼
ばれる)をクラスタにグループ化できます。ターゲット Cloud EPM環境のクラスタおよびカー
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ドは、ソース Cloud EPM環境のナビゲーション・フローに直接追加できます。タブ形式のペー
ジで、各タブが異なる環境からのアーティファクトになるように、ナビゲーション・フロー・
デザイナでカードをカスタマイズすることもできます。
次の 2つのユース・ケースでは、他の Cloud EPM環境にアクセスできるようにナビゲーショ
ン・フローをカスタマイズする方法を詳しく説明しています:

• 他の Cloud EPM環境のカードのクラスタへのグループ化
• 複数の Cloud EPM環境のタブからなるカードの構成
ナビゲーション・フローの設計についてさらに学習するには、カスタム・ナビゲーション・フ
ローの設計を参照してください。

他の Cloud EPM環境のカードのクラスタへのグループ化
様々な Oracle Fusion Cloud EPM環境のカードをクラスタにグループ化して、ソース環境のホ
ーム・ページからアクセスできるようにすることができます。たとえば、Narrative Reporting
の事前作成済外部レポートのカードで構成されるクラスタを Financial Consolidation and
Close内に作成できます。

複数の環境のカードをソース環境の同一クラスタ内に含めることもできます。たとえば、Tax
Reportingユーザーは、Tax Reportingを終了しなくても、Financial Consolidation and Closeの
「仕訳」アイコンを起動できます。
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ナビゲーション・フローをカスタマイズして、クラスタの作成とカードの追加を行います。
ナビゲーション・フローの全般的な情報は、カスタム・ナビゲーション・フローの設計を参照
してください。
他の Cloud EPM環境のカードからなるクラスタを作成するには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを起動し、ナビゲーション・フローを作成するか、既存
のナビゲーション・フローを編集します。

ノート:

ナビゲーション・フローを作成するには、最初に既存のナビゲーション・フロー
を選択し、そのコピーを作成する必要があります。その後、複製したナビゲーシ
ョン・フローの詳細を編集して保存します。

a. 「ツール」、「ナビゲーション・フロー」の順にクリックします。
b. ナビゲーション・フローを作成するには、複製するナビゲーション・フローを選択し
てから、ページの右上隅にある (「アクション」)をクリックし、「コピーの作成」を
選択します。ナビゲーション・フローの名前を入力し、「OK」をクリックします。

ノート:

新しいフローは、サービス管理者がアクティブにするまで「非アクティブ」
に設定されます。ナビゲーション・フローをアクティブまたは非アクティブ
にするには、「アクティブ」列で「アクティブ」または「非アクティブ」をク
リックします。一度にアクティブにできるナビゲーション・フローは 1つの
みです。
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c. 既存のナビゲーション・フローを編集するには、編集するナビゲーション・フローの
名前をクリックします。

ノート:

編集はナビゲーション・フローが非アクティブな場合にのみ可能です。編集
対象のナビゲーション・フローがアクティブな場合は、編集を開始する前に
「非アクティブ」に設定してください。

2. クラスタを作成するか、既存のクラスタを追加します。
a. ナビゲーション・フローがまだ開いていない場合は、「ナビゲーション・フロー」ペー
ジで、クラスタを追加するナビゲーション・フローの名前をクリックします。

b. 新しいクラスタを作成するには、カードまたはクラスタを右クリックするか、 (「ア
クション」)をクリックして、「クラスタの追加」をクリックし、クラスタの詳細を入力
または選択してから、クラスタのアイコンを選択します。

c. 別の環境から既存のクラスタを追加する場合は、カードまたはクラスタを右クリック
し(あるいは「既存のカード/クラスタの追加」をクリックし)、「自分の接続」でターゲ
ット環境を選択して、ナビゲーション・フローに追加するクラスタを選択します。
次の点に注意してください。
• Narrative Reportingおよび Profitability and Cost Managementから「既存のカー
ド/クラスタの追加」オプションを使用してクラスタを直接選択することはできま
せん。

• 別のナビゲーション・フローまたは別の環境から追加されるクラスタには、ソー
ス・ナビゲーション・フローで定義されたローカライズされたラベルが表示されま
す。ナビゲーション・フローでクラスタ・ラベルを更新するには、ホーム・ページ
で「ツール」、「アーティファクト・ラベル」の順にクリックします。
アーティファクト・ラベルの指定を参照してください。

3. 次のいずれかのオプションを使用して、クラスタに含めるカードを選択します:

• クラスタに追加するカードにナビゲートします。カードが別の環境に含まれている場
合は、最初に「自分の接続」で環境を選択してから、その環境内のカードにナビゲー
トします。次のいずれかのオプションを使用して、カードをクラスタに割り当てます:

– 「順序」列で、移動するカードの右側にある (「移動」)をクリックします。クラス
タを選択し、「OK」をクリックします。

– カードの名前をクリックしてカードの詳細を表示し、「クラスタ」でカードのクラ
スタを選択して、「OK」をクリックします。

• 新しいカードを追加するクラスタにナビゲートします。クラスタが別の環境に含まれ
ている場合は、最初に「自分の接続」で環境を選択してから、その環境内のクラスタ
にナビゲートします。クラスタを右クリックするか、 (「アクション」)をクリックし
て、「カードをクラスタに追加」をクリックし、オプションを選択します:

– 既存のカードの追加を選択して、既存のカードを選択するか、選択したクラスタに
別のクラスタから既存のカードを追加します。

– 「カードの追加」を選択し、カードの詳細を入力して、選択したクラスタに新しい
カードを追加します。
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ノート:

カードまたはクラスタが別のナビゲーション・フローからすでに参照されている
場合、カードをクラスタに追加することはできません。

カードがクラスタの子としてリストに表示されます。必要に応じて、カードの横にある上
矢印と下矢印を使用して、クラスタ内でカードの順序を変更します。

4. 「保存して閉じる」をクリックします。
設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フローをアクティブにしてリロードする必要
があります。ナビゲーション・フローをリロードするには、ユーザー名の横にある下矢印をク
リックします。その後、「設定およびアクション」メニューで、「ナビゲーション・フローのリ
ロード」をクリックします。
 

 

トラブルシューティング
ナビゲーション・フローをアクティブ化およびリロードした後、参照されるアーティファクト
を表示できない場合は、オペレーション・ガイドのナビゲーション・フローに関する問題の処
理を参照してください。

複数の Cloud EPM環境のタブからなるカードの構成
ナビゲーション・フローのカードをカスタマイズし、それぞれ異なる環境からのアーティファ
クトを示すタブ形式のページで構成することもできます。たとえば、Planningユーザーは、
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Narrative Reportingからのレポートを示す水平タブからなるカードを起動する「収益」アイコ
ンをクリックできます。
 

 
ナビゲーション・フローをカスタマイズして、タブ形式のカードを作成します。
ナビゲーション・フローの全般的な情報は、カスタム・ナビゲーション・フローの設計を参照
してください。
他の Oracle Fusion Cloud EPM環境のタブおよびサブ・タブからなるカードを構成するには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを起動し、ナビゲーション・フローを作成するか、既存
のナビゲーション・フローを編集します。

ノート:

ナビゲーション・フローを作成するには、最初に既存のナビゲーション・フロー
を選択し、そのコピーを作成する必要があります。その後、複製したナビゲーシ
ョン・フローの詳細を編集して保存します。

a. 「ツール」、「ナビゲーション・フロー」の順にクリックします。
b. ナビゲーション・フローを作成するには、複製するナビゲーション・フローを選択し
てから、ページの右上隅にある (「アクション」)をクリックし、「コピーの作成」を
選択します。ナビゲーション・フローの名前を入力し、「OK」をクリックします。
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ノート:

新しいフローは、サービス管理者がアクティブにするまで「非アクティブ」
に設定されます。ナビゲーション・フローをアクティブまたは非アクティブ
にするには、「アクティブ」列で「アクティブ」または「非アクティブ」をク
リックします。一度にアクティブにできるナビゲーション・フローは 1つの
みです。

c. 既存のナビゲーション・フローを編集するには、編集するナビゲーション・フローの
名前をクリックします。

2. 様々なターゲット環境からのアーティファクトからなるタブ形式のカードを追加します。
a. 別の環境から既存のカードを追加する場合は、「ナビゲーション・フロー」ページで、
カードまたはクラスタを右クリックするか、 (「アクション」)をクリックして、「既存
のカード/クラスタの追加」をクリックし、「自分の接続」でターゲット環境を選択し、
ナビゲーション・フローに追加するカードを選択します。
次の点に注意してください。
• Narrative Reportingおよび Profitability and Cost Managementからは、「既存のカ
ード/クラスタの追加」オプションを使用してカードを直接選択することはできま
せん。

• 別のナビゲーション・フローまたは別の環境から追加されるカードには、ソース・
ナビゲーション・フローで定義されたローカライズされたラベルが表示されます。
ナビゲーション・フローでカード・ラベルを更新するには、ホーム・ページで「ツ
ール」、「アーティファクト・ラベル」の順にクリックします。
アーティファクト・ラベルの指定を参照してください。

b. 表形式のカードをナビゲーション・フローに追加するには、「ナビゲーション・フロ
ー」ページで、カードまたはクラスタを右クリックするか、 (「アクション」)をクリ
ックして、「カードの追加」をクリックし、カードの詳細を選択します:

• 名前: カードのラベルを入力します。
• 表示可能: ホーム・ページ上でカードをユーザーに表示するかどうかを選択します。
• クラスタ: クラスタが存在する場合、カードのクラスタを選択するか、「なし」を選
択します。

• アイコン: 作成するカードについて表示するアイコンを選択します。アイコン・ラ
イブラリで提供されている使用可能なアイコンから選択してください。

• 内容: 次のオプションから選択します。
– ページ・タイプ: 複数ページ(タブ形式)のフォーマットを選択します。
– 向き: 「垂直」または「水平」を選択します。

3. タブ形式のカードにタブとサブ・タブを追加します。
a. 既存のタブを追加するには、タブを右クリックし、「既存タブの追加」をクリックして

(または「既存タブの追加」ボタンをクリックして)、オブジェクト・ライブラリからタ
ブを選択します。

b. 新しいタブを追加するには、タブを右クリックし、「新規タブの追加」をクリックして
(または「新規タブの追加」ボタンをクリックして)、タブの詳細を編集します。

c. タブを右クリックし、「新規サブ・タブの追加」または「既存サブ・タブの追加」をク
リックして(あるいは「新規サブ・タブの追加」または「既存サブ・タブの追加」ボタ
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ンをクリックして)、オブジェクト・ライブラリからサブ・タブを選択するか、サブ・
タブの詳細を編集します。

d. 「アーティファクト」で、 (「アーティファクトの選択」)をクリックして、アーティ
ファクト・ライブラリでアーティファクトを選択します。たとえば、アーティファク
トがフォームである場合、アーティファクトのリストから特定のフォームを選択しま
す。使用可能なアーティファクトには、フォーム、ダッシュボード、レポートがあり
ます。別の環境からアーティファクトを選択するには、「自分の接続」でターゲット環
境を選択し、サブ・タブに追加するアーティファクトを選択します。

e. カードが完成するまでタブとサブ・タブの追加を繰り返します。
4. 「保存して閉じる」をクリックします。

ノート:

• カードに複数のタブまたはサブ・タブがある場合、同じセッションで次にそのカ
ードにアクセスすると、ユーザーが前回アクセスしたタブが開きます。ユーザー
がログアウトして再度ログインした場合には、デフォルトのタグが表示されます。

• 別のナビゲーション・フローまたは別の環境から追加されるタブまたはサブ・タ
ブには、ソース・ナビゲーション・フローで定義されたローカライズされたラベ
ルが表示されます。ナビゲーション・フローでタブ・ラベルを更新するには、ホ
ーム・ページで「ツール」、「アーティファクト・ラベル」の順にクリックします。
アーティファクト・ラベルの指定を参照してください。

設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フローをリロードする必要があります。ナビ
ゲーション・フローをリロードするには、ユーザー名の横にある下矢印をクリックします。そ
の後、「設定およびアクション」メニューで、「ナビゲーション・フローのリロード」をクリッ
クします。
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ナビゲーション・フローをリロードした後に、参照されるアーティファクトを表示できない場
合は、オペレーション・ガイドのナビゲーション・フローに関する問題の処理を参照してくだ
さい。

ダイレクト URLを使用した接続された環境の統合
Oracle ERP Cloudのような他のソース・システムに、接続された Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Management環境内のカード、タブおよびサブタブに含まれているア
ーティファクトに直接リンクする URLを埋め込むことができます。
Oracle ERP Cloudのような他の Cloud環境では、ダイレクト URLリンクを使用して、フォー
ム、ダッシュボード、インフォレット、レポートなど、接続された Cloud EPMのコンテンツを
開きます。Cloud EPMと他のシステムの統合をシームレスにするために、接続された Cloud
EPMビジネス・プロセス内のアーティファクトの一意の URLをコピーできます。次の 2つの
方法のいずれかで一意の URLをコピーできます:

• ビジネス・プロセス内のアーティファクトの個々の URLをコピーします。アーティファク
トのダイレクト URLのコピーを参照してください。

• ビジネス・プロセス内のすべての URLを CSVファイルにエクスポートして、一意の URL
を見つけてコピーします。CSVファイルへのすべての URLのエクスポートを参照してく
ださい。
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ビデオ

目的 視聴するビデオ
ダイレクト・リンクを使用して、Cloud ERPや
NetSuiteのような他のシステムに Oracle Fusion
Cloud EPMのコンテンツを埋め込む方法を学習し
ます。

 概要: 直接リンクを使用したコンテンツの
埋込み

アーティファクトのダイレクト URLのコピー
アーティファクトのリスト・ページの「URLのコピー」オプションを使用して、Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Managementビジネス・プロセスのアーティファクト (ダッシュ
ボード、フォーム、インフォレットおよびレポート)の一意の URLをコピーします。

Note:

「URLのコピー」はすべてのユーザーが使用できるため、アーティファクトへのダイ
レクト URLを共有できます。ただし、ターゲットのアーティファクトへのアクセス
権を持つユーザーのみがアクションを実行できます。

アーティファクトの一意の URLをコピーするには:

1. ホーム・ページで、アーティファクトのリスト・ページを開きます。
たとえば、「ダッシュボード」、「データ」、「インフォレット」または「レポート」をクリッ
クします。

2. リスト・ページで、アーティファクトの横にある (「アクション」)をクリックし、「URL
のコピー」を選択します。

3. 「URLのコピー」ダイアログに、アーティファクトの一意の URLが表示されます。URLを
コピーします。

コピーされた URLは、無効になることがあります。無効な URLの原因として、次のようなこ
とが考えられます:

• アーティファクトが削除された。
• アーティファクトのユーザー・アクセス権が取り消された。
• アーティファクトの名前が変更され、URLが機能しなくなった。
• アーティファクトが新しいフォルダに移動されて URLが新しくなり、URLが機能しなくな
った。

CSVファイルへのすべての URLのエクスポート
「URLのエクスポート」オプションを使用して、接続された Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementビジネス・プロセス内の各カード、タブまたはサブタブの一意の
URLを提供する CSVファイルを作成します。URLはナビゲーション・フローとクラスタ別に
グループ化されるため、CSVファイル内で URLを簡単に見つけることができます。CSVファ
イルをテキスト・エディタまたは Microsoft Excelで開き、関連する URLをソース・システム
のページ内に埋め込んで、Cloud EPMへの起動ポイントにすることができます。
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Cloud EPMの URLを CSVファイルにエクスポートするには:

1. Cloud EPM環境にログインします。
2. ホーム・ページで、ユーザー名の横にある下矢印(画面の右上隅)をクリックします。
3. 「設定およびアクション」メニューで、「URLのエクスポート」をクリックし、「保存」を
クリックします。

CSVファイルがローカル・マシンのデフォルトのダウンロード・フォルダに保存されます。フ
ァイル名は、サーバーの現在の日時を使用して自動的に生成されます(例: 19_Feb_2021
13_15_38 Navigation Flow URLs.csv)。ダウンロード・フォルダ内でファイルを見つけ、テキ
スト・エディタまたは Microsoft Excelで開きます。
エクスポートされた URLファイルの表示
CSVファイルには、ビジネス・プロセスのすべての URLがリストされます。各カード、タブ
(垂直タブ)およびサブタブ(水平タブ)には一意の URLがあります。メモ帳などのテキスト・エ
ディタや Microsoft Excelに表示すると、カード、タブおよびサブタブごとに一意の URLが識
別されるため、各アーティファクトの URLを簡単に見つけることができます。URLは、ナビ
ゲーション・フロー別およびクラスタ別にグループ化されます。

Note:

カード、タブおよびサブタブにのみ URLがあります。ナビゲーション・フローとク
ラスタには URLはありません。

Table 9-1    ダイレクト URLエクスポート・ファイルのヘッダー

ヘッダー 説明
ナビゲーション・フロー名 たとえば、デフォルト、財務フローなど、ナビゲーション・フローの名

前。
ステータス たとえば、アクティブ、非アクティブなど、ナビゲーション・フローの

ステータス。
タイプ たとえば、クラスタ、カード、タブ、サブタブなど、エントリのタイプ
名前 アーティファクトが含まれているクラスタ、カード、タブまたはサブタ

ブの名前。アーティファクトを直接含まないクラスタまたはカードの場
合、このエントリは空になります。

アーティファクト・タイプ アーティファクトのタイプ。たとえば、フォーム、ダッシュボード、財
務レポートおよび URLタイプのアーティファクト。

アーティファクト名 アーティファクトの名前、または URLタイプのアーティファクトの場合
はターゲット・ページのダイレクト URL。

Caution:

ダイレクト URLが表示される場合は、この
URLを接続環境の統合に使用する一意の
URLと混同しないでください。

URL これは、接続された環境の統合に使用する一意の URLです。
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Table 9-1    (Cont.) ダイレクト URLエクスポート・ファイルのヘッダー

ヘッダー 説明
表示可能 ホーム・ページでナビゲーション・フローのアーティファクトが、ユー

ザーまたはグループに表示されるかどうかを示します(たとえば、Yまた
は N)。

役割/グループ ナビゲーション・フローを表示できる役割またはグループ。ナビゲーシ
ョン・フローがグローバルの場合は、すべてのユーザーが表示できます。

説明 ナビゲーション・フローの説明(提供されている場合)。
URLエクスポート・ファイルは、垂直棒またはパイプ( | )区切り文字で区切られた情報を提供
します。メモ帳に表示された、次のダイレクト URLエクスポート・ファイルの例を参照してく
ださい:

URLエクスポート・ファイルを Microsoft Excelで表示するには:

1. Excelを開き、「データ」メニューをクリックします。
2. 「新しいクエリ」、「ファイルから」の順にクリックし、「CSV から」をクリックします。
3. エクスポートした CSVファイルを探して選択し、「インポート」をクリックします。新し
いウィンドウに CSVファイルのデータが表示されます。

4. CSVファイルの最初の行をヘッダー行にするには、「編集」をクリックし、「先頭の行を見
出しとして使用」をクリックして、「閉じて読み込む」をクリックします。

結果の Excelファイルは次の例のようになります:

他の接続された環境に統合するカード、タブまたはサブタブの一意の URL (URL列にありま
す)を見つけてコピーします。URLターゲットのみが開き、ターゲット・アーティファクトに
アクセスできるユーザーは、ターゲット・ビジネス・プロセス内で作業している場合と同じア
クションを実行できます。
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10
カスタム・ナビゲーション・フローの設計

ナビゲーション・フローを使用してビジネス・プロセス・インタフェースをカスタマイズしま
す。ナビゲーション・フローによって、設計者は、役割またはグループがビジネス・プロセス
と対話する方法を制御できます。
次も参照:

• ナビゲーション・フローの理解
• ナビゲーション・フローの表示と操作

ナビゲーション・フローの理解
ビジネス・プロセス設計者は、ナビゲーション・フローによって、各種の役割またはグループ
がビジネス・プロセスと対話する方法を制御できます。ナビゲーション・フロー・デザイナを
使用すると、ビジネス・プロセス・インタフェースをカスタマイズできます。たとえば、ホー
ム・ページに表示されるカードとクラスタの名前および表示順序を変更できます。カードを非
表示にし、新しいカードを作成し、カードをクラスタにグループ化できます。カードに表示さ
れる垂直タブと水平タブをカスタマイズすることもできます。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
ナビゲーション・フローのカスタマイズ方法を学習
します。  Planningでのナビゲーション・フローの設

計
接続された環境のワークフローのカスタマイズの
重要点を参照します。  概要: Cloud EPMビジネス・プロセスを統合

するためのナビゲーション・フローの構成
関連トピック
• ビジネス・プロセス・インタフェースでカスタマイズできる内容
• ナビゲーション・フローのカスタマイズ・カテゴリ
• ナビゲーション・フローの権限
• 事前定義済のナビゲーション・フロー
• インポート後のナビゲーション・フロー・ステータスの理解
• ナビゲーション・フローの表示と操作

ビジネス・プロセス・インタフェースでカスタマイズできる内
容

ナビゲーション・フローはカードで構成されます。それぞれのカードにはコンテンツが含まれ、
情報が 1つ以上のタブ付きのページとして表示されます。カードに含まれるコンテンツは、
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URLである場合もあれば、フォーム、ダッシュボードおよびレポートなどのアーティファクト
である場合もあります。カードをクラスタにグループ化できます。

ノート:

ダッシュボード 2.0およびフォーム 2.0がビジネス・プロセスで有効になっている場
合:

• ナビゲーション・フローでは、ランタイム・ダッシュボード内からフォームを編
集する機能や、データありまたはデータなしでのダッシュボードの編集など、ダ
ッシュボード 2.0およびフォーム 2.0に含まれる機能がサポートされます。「フ
ォームを開く」や「フォームの編集」など、ダッシュボード 2.0のコンポーネン
ト・アクションもナビゲーション・フロー内で直接機能します。

• ダッシュボードに複数のコンポーネントが含まれている場合、ナビゲーション・
フロー内からダッシュボードを編集するときには、ダッシュボード内の最後のコ
ンポーネントにフォーカスが設定されます。

Planningの操作の 2.0ダッシュボードの操作を参照してください。

ナビゲーション・フローは、次の方法でカスタマイズできます:

• カードまたはタブのラベル
• カードまたはタブに使用されるアイコン
• カードおよびタブの表示と非表示の切替え
• カードおよびタブの表示順序
• 新しいカードの追加
• 既存のカードの追加
• 新しい水平タブまたは垂直タブの追加
• ナビゲーション・フロー、カードおよびタブの削除
• クラスタへのカードのグループ化
• 既存のクラスタの追加
ナビゲーション・フローの表示と操作を参照してください。

ナビゲーション・フローのカスタマイズ・カテゴリ
ナビゲーション・フローは、カスタマイズにおいて次のようにカテゴリ化されます。
1. グローバル: ナビゲーション・フローはすべてのユーザーに表示されます
2. 役割: ナビゲーション・フローは、サービス管理者やパワー・ユーザーなど、特定の役割の
ユーザーのみに表示されます

3. グループ: ナビゲーション・フローは、販売など、特定のグループに属するユーザーのみに
表示されます

ナビゲーション・フローはこれらのいずれかのレベルで定義できます。ナビゲーション・フロ
ーが複数のレベルに存在する場合、更新は最も高いレベル(グローバル)から最も低いレベル(グ
ループ)の順に適用されます。
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たとえば、ホーム・ページで"マイ・タスク"という名前のアイコンを表示するナビゲーション・
フローを作成し、別のサービス管理者がこのナビゲーション・フローを複製し、カードに対し
て次の変更を加え、ナビゲーション・フローをグループに関連付けるとします。
• グローバル・レベルで、"マイ・タスク"を"会社のタスク"という名前に変更します
• グループ・レベルで、販売という名前のグループに対して、"マイ・タスク"を"販売のタス
ク"という名前に変更します

販売と呼ばれるグループに属するユーザーには、ナビゲーション・フローで"マイ・タスク"で
はなくラベル"販売のタスク"が表示され、他のすべてのユーザーにはラベル "会社のタスク"が表
示されます。

ナビゲーション・フローの権限
ビジネス・プロセスでは、ナビゲーション・フローについて次の 3レベルの権限があります。
• 役割ベース: 権限は、特定の役割に割り当てられたユーザーまたはグループに付与されま
す。たとえば、ユーザーには、サービス管理者とは異なるカードがホーム・ページに表示
されます

• アーティファクトベース : 権限は、特定のアーティファクトを表示できるユーザーまたはグ
ループに付与されます。たとえば、ユーザーには、権限が割り当てられているフォームの
みが表示されます

• グローバル: 権限はすべてのユーザーに付与されます

事前定義済のナビゲーション・フロー
ビジネス・プロセスには、デフォルトと呼ばれる 1つの事前定義済ナビゲーション・フローが
あります。デフォルト・ナビゲーション・フローは読取り専用であり、変更できません。
デフォルト・ナビゲーション・フローに対して実行できる操作と実行できない操作は次のとお
りです。
• 名前: 名前は変更できません。
• 削除: ナビゲーション・フローは削除できません。
• 編集: ナビゲーション・フローの詳細を表示できますが、変更はできません。
• アクティブ化または非アクティブ化: ナビゲーション・フローをアクティブ化または非アク
ティブ化できます。

• 複製: ナビゲーション・フローのコピーを作成できます。

インポート後のナビゲーション・フロー・ステータスの理解
アクティブなナビゲーション・フローが含まれているスナップショットを、同じカテゴリ(役
割、グループまたはグローバル)のアクティブなナビゲーション・フローが含まれている環境に
インポートする場合、インポートされる新しいナビゲーション・フローは非アクティブになり
ます。
たとえば、現在、次のナビゲーション・フローがシステムでアクティブであるとします :

• NF Sales Q2 (販売グループ)

• NF Administrator (サービス管理者の役割)

• NF Custom Default (グローバル)
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NF Sales Q2と同じ販売グループを使用する、NF Sales Q3というナビゲーション・フローを
インポートするとします。NF Sales Q3ナビゲーション・フローは非アクティブとしてインポ
ートされ、既存の NF Sales Q2が販売グループに対してアクティブなままになります。新しい
NF Sales Q3をアクティブにする場合は、手動でアクティブにする必要があります(古い NF
Sales Q2は非アクティブになります )。インポートされた Q3ナビゲーション・フローを非アク
ティブにするのは、インポートが Q3の開始日前に発生する可能性があり、Q3ナビゲーショ
ン・フローが Q3の開始日より前にアクティブにならないようにするためです。
アクティブなカスタム・グローバル・ナビゲーション・フロー(例: NF Custom)が含まれている
移行スナップショットから新しいアプリケーションが作成された場合、NF Customグローバ
ル・ナビゲーション・フローは移行のインポート後に非アクティブになります。アプリケーシ
ョンがクローニングされた場合も同様です。デフォルトのグローバル・ナビゲーション・フロ
ーがアクティブなグローバル・ナビゲーション・フローになるため、新しいアプリケーション
が作成された後に NF Customグローバル・ナビゲーション・フローを確実にアクティブにする
必要があります。すべてのユーザーが NF Customグローバル・ナビゲーション・フローを使用
している場合は、NF Customナビゲーション・フローがアクティブになるまで、サービスの中
断が発生することがあります。
ナビゲーション・フローを設計するときには:

• ユーザーの特定のグループまたはクラスについてナビゲーション・フローを作成してくだ
さい。その後、対応するユーザー・グループにナビゲーション・フローを関連付けます。

• すべてのユーザーについて 1つのグローバル・ナビゲーション・フローを作成することは
避けてください。

ナビゲーション・フローの表示と操作
サービス管理者の役割を割り当てられたユーザーは、「ナビゲーション・フロー」ページで、事
前定義済ナビゲーション・フローを含む、すべてのナビゲーション・フローを表示できます。
他の役割やグループに割り当てられたユーザーには、アクセス権のあるナビゲーション・フロ
ーのみが表示されます。
「ナビゲーション・フロー」ページには、各ナビゲーション・フローが名前別に一覧表示され、
ナビゲーション・フローにアクセスできる役割またはグループ(割り当てられている場合)、お
よびナビゲーション・フローの説明(提供されている場合)が示されます。リストには、ナビゲ
ーション・フローがアクティブであるかどうかも示されます。
ナビゲーション・フローの表示
ナビゲーション・フロー・ページを表示するには:

1. ホーム・ページで、「ツール」をクリックします。
2. 「ナビゲーション・フロー」をクリックします。
ナビゲーション・フローの操作
ナビゲーション・フローを操作するには、次のアクションを実行します。
• 設計のベスト・プラクティスおよび考慮事項は、ナビゲーション・フロー設計のベスト・
プラクティスおよび命名の考慮事項を参照してください。

• ナビゲーション・フローを作成および複製するには、ナビゲーション・フローの作成と複
製を参照してください。

• ナビゲーション・フローを編集するには、ナビゲーション・フローの編集を参照してくだ
さい。
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• ナビゲーション・フローをアクティブ化または非アクティブ化するには、ナビゲーション・
フローのアクティブ化と非アクティブ化を参照してください。

• ナビゲーション・フローを検証し、アーティファクトが存在しないナビゲーション・フロ
ー要素を見つけて解決する方法を学習するには、「検証」を使用したナビゲーション・フロ
ーに存在しないアーティファクトの検出を参照してください。

• 警告アイコン が表示されている、リスト内のナビゲーション・フローを解決するには、
「警告」アイコンが表示されるナビゲーション・フローの解決を参照してください。

• カードおよびタブの名前を変更するには、カード、タブおよびクラスタのラベルのカスタ
マイズを参照してください。

• カードおよびタブに使用されるグラフィックをカスタマイズするには、カードおよび垂直
タブのアイコンのカスタマイズを参照してください。

• カードおよびタブの表示と非表示を切り替えるには、クラスタ、カードおよびタブの非表
示および再表示を参照してください。

• ホーム・ページでカードの表示順を変更するには、ホーム・ページ上のカードの表示順序
の変更を参照してください。

• カードを追加するには、カードの追加を参照してください。
• タブを追加するには、タブの追加を参照してください。
• サードパーティ・ページをナビゲーション・フローに埋め込むには、Cloud EPMアプリケ
ーションにサードパーティ・ページを埋め込むための URLの使用についてを参照してくだ
さい。

• ナビゲーション・フロー、カードおよびタブを削除するには、ナビゲーション・フロー、
カードおよびタブの削除を参照してください。

• カードをクラスタにグループ化するには、クラスタへのカードのグループ化を参照してく
ださい。

• ナビゲーション・フローをリロードするには、ナビゲーション・フローのリロードを参照
してください。

• 実行時にナビゲーション・フローを切り替えるには、実行時のナビゲーション・フローの
切替えを参照してください。

• 現在のページの URLをコピーして共有するには、カード、タブおよびサブ・タブの現在の
ページ URLの共有を参照してください。

トラブルシューティング
ナビゲーション・フローの問題の解決の詳細は、オペレーション・ガイドのナビゲーション・
フローに関する問題の処理を参照してください。

ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティスおよび命
名の考慮事項

設計のベスト・プラクティス
最適なユーザー・エクスペリエンスを提供し、ホーム・ページ上およびカードとタブ内での余
分なスクロールを回避するために、ナビゲーション・フローを設計するときは次のガイドライ
ンに従う必要があります:

• 最上位レベル・アイテム (カードおよびクラスタ)の表示可能アイテムを 20個までにしま
す。
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• クラスタに追加する表示可能カードは 16個までです。
• カード内に追加する表示可能垂直タブは 10個までにします。
• 垂直タブ内に追加する表示可能サブ・タブ(水平タブ)は 20個までにします。
• サブ・タブ(水平タブ)のラベル名には、実行時には最初の 30文字のみが表示されます。タ
ブにカーソルを置くと、ラベル全体が表示されます。

Note:

表示の制限を超えようとすると、制限を超えたことを示す警告メッセージが表示され
ます。

命名の考慮事項
ナビゲーション・フローおよびナビゲーション・フロー内のカード、クラスタ、タブ、インフ
ォレット(ビジネス・プロセスでインフォレットを使用する場合)には命名規約があります。次
の特殊文字は使用できません。
• アンパサンド( & )

• 小なり記号( < )

• 大なり記号( > )

• 引用符( " )

• 円記号(バックスラッシュ) (\)

• プラス記号( + )

ナビゲーション・フローの作成と複製
ナビゲーション・フローを作成するには、最初に既存のナビゲーション・フローを選択し、そ
のコピーを作成する必要があります。その後、複製したナビゲーション・フローの詳細を編集
して保存します。
ナビゲーション・フローを作成および複製するには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開きます。ナビゲーション・フローの表示と操作を参
照してください。

2. ページの右上隅で (「アクション」)をクリックし、「コピーの作成」を選択します。
3. ナビゲーション・フローの名前を入力し、「OK」をクリックします。

ノート:

必ず、ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティスおよび命名の考慮事
項に記載されているナビゲーション・フローの命名規則に従ってください。

4. ナビゲーション・フローの詳細を編集します。ナビゲーション・フローの編集を参照して
ください。
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ノート:

新しいフローは、サービス管理者がアクティブにするまで「非アクティブ」に設
定されます。ナビゲーション・フローをアクティブにするには、ナビゲーション・
フローのアクティブ化と非アクティブ化を参照してください。

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フロ
ーのリロードを参照してください。

ナビゲーション・フローの編集
ナビゲーション・フローを編集するには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開きます。ナビゲーション・フローの表示と操作を参
照してください。

2. 編集するナビゲーション・フローの名前をクリックします。

ノート:

事前定義済のナビゲーション・フローは編集できません。ただし、事前定義済の
ナビゲーション・フローのコピーを作成し、そのコピーを編集することは可能で
す。事前定義済のナビゲーション・フローを参照してください。

ナビゲーション・フロー内のカードおよびクラスタがリストされたページが表示されます。
このページで、役割またはグループの割当ての編集、ホーム・ページに表示可能なクラス
タおよびカードの指定、ナビゲーション・フローのクラスタおよびカードが表示される順
序の変更、クラスタへのカードの追加またはそれらの削除、ナビゲーション・フローから
のクラスタおよびカードの削除を行うことができます。
• 割当先: (「選択」)をクリックして、ユーザーのグループまたは役割にナビゲーショ
ン・フローを割り当てます。

• 表示可能: 「表示可能」列で選択または選択を解除することにより、ホーム・ページで
のナビゲーション・フローのクラスタおよびカードの表示を編集します。

ノート:

必ず、ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティスおよび命名の考
慮事項に記載されているナビゲーション・フローの表示のガイドラインに従
ってください。

• 順序: クラスタおよびカードが、ホーム・ページ上に表示される順序でリストされます
(表示可能な場合)。上矢印または下矢印オプションを選択すると、リスト内でクラスタ
およびカードの位置が変わり、ホーム・ページ上のクラスタおよびカードの表示順序
が変更されます。右矢印を選択すると、カードがクラスタに移動します。

• 削除: ナビゲーション・フローからクラスタまたはカードを削除します。
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3. クラスタまたはカードをクリックして詳細を編集します。カードの詳細の説明は、次のト
ピックを参照してください:

• カードの追加
• タブの追加

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フロ
ーのリロードを参照してください。

ナビゲーション・フローのアクティブ化と非アクティブ化
各カテゴリ(グローバル、役割またはグループ)について複数のナビゲーション・フローを作成
できますが、各カテゴリでアクティブにできるナビゲーション・フローは 1つのみです。ナビ
ゲーション・フローをアクティブにすると必ず、同じカテゴリ内の他のナビゲーション・フロ
ーは非アクティブになります。

ノート:

各ビジネス・プロセスには、アクティブなグローバル・ナビゲーション・フローが 1
つ必要です。異なるグローバル・ナビゲーション・フローをアクティブにするには、
別のグローバル・ナビゲーション・フローを選択し、それをアクティブ化してくださ
い。

カテゴリの詳細は、ナビゲーション・フローのカスタマイズ・カテゴリを参照してください。
アクティブなナビゲーション・フローに対してユーザーが実行できる操作と実行できない操作
は次のとおりです。
• 名前: ユーザーは名前を変更できません。
• 削除: ユーザーはナビゲーション・フローを削除できません。
• 編集:

– ユーザーはナビゲーション・フローの定義を表示できますが、何も変更できません。
– ビジネス・プロセスが管理モードになっている場合、ユーザーは変更を保存できます。

• アクティブ化または非アクティブ化: ユーザーはナビゲーション・フローをアクティブ化ま
たは非アクティブ化できます。

• 複製: ユーザーはナビゲーション・フローのコピーを作成できます。
ナビゲーション・フローをアクティブまたは非アクティブにするには :

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開きます。ナビゲーション・フローの表示と操作を参
照してください。

2. 「アクティブ」列で、「アクティブ」または「非アクティブ」をクリックします。アクティ
ブなフローは非アクティブに設定されます。逆に、非アクティブなフローはアクティブに
設定されます。
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「検証」を使用したナビゲーション・フローに存在しないアー
ティファクトの検出

ナビゲーション・フローのリストを表示しているときに、ナビゲーション・フローのノードま
たはアーティファクトにエラー・アイコン が表示される場合があります。このエラーは、ナ
ビゲーション・フローに関連付けられていたアーティファクトが名前変更または削除され、現
在存在しないとみなされるために発生します。ナビゲーション・フローをアクティブにする前
に、ナビゲーション・フローを編集して、名前が変更されたアーティファクトまたは別のアー
ティファクトに関連付ける必要があります。アーティファクトが存在しないとみなされている
ことを認識していない可能性があるため、ナビゲーション・フローを「アクティブ」ステータ
スに設定する前に検証することをお薦めします。

Note:

警告アイコン が表示されているナビゲーション・フローを解決するには、「警告」
アイコンが表示されるナビゲーション・フローの解決を参照してください。

ナビゲーション・フローを検証して、存在しないアーティファクトを見つけて再度関連付ける
には:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開きます。ナビゲーション・フローの表示と操作を参
照してください。

2. まだ非アクティブ化されていない場合は、検証するナビゲーション・フローを「非アクテ
ィブ」ステータスに設定します。ナビゲーション・フローのアクティブ化と非アクティブ
化を参照してください。

3. 検証するナビゲーション・フローの行を強調表示します。
4.  (アクション)をクリックし、「検証」を選択します。
アーティファクトが存在しない場合は、検出できないアーティファクトを参照しているナ
ビゲーション・フローを示すエラー・メッセージが表示されます。

5. エラーのある各ナビゲーション・フローの名前をクリックし、存在しないアーティファク
トが表示される管理ページに到達するまで、エラー・アイコン が表示されたノードを展
開します。

6. アーティファクトの場合、  (「アーティファクトの選択」)をクリックして、アーティフ
ァクト・ライブラリで名前が変更されたアーティファクトまたは別のアーティファクトを
選択します。

7. 「保存して閉じる」をクリックします。
8. ナビゲーション・フローが有効であることを示すメッセージが表示されるまで、ナビゲー
ション・フローで検証を繰り返し、必要に応じてドリルダウンして修正します。

9. ナビゲーション・フローをアクティブ化します。ナビゲーション・フローのアクティブ化
と非アクティブ化を参照してください。

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フロ
ーのリロードを参照してください。
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「警告」アイコンが表示されるナビゲーション・フローの解決
ナビゲーション・フロー・リストを表示しているときに、警告アイコン が表示されたナビ
ゲーション・フローが表示される場合があります。これは、ナビゲーション・フローに関連付
けられていたグループが削除された場合に発生します。ナビゲーション・フローをアクティブ
化する前に、ナビゲーション・フローを編集してグループまたは役割に関連付ける必要があり
ます。

Note:

エラー・アイコン が表示されているナビゲーション・フローを解決するには、「検
証」を使用したナビゲーション・フローに存在しないアーティファクトの検出を参照
してください。

ナビゲーション・フローを解決するには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開きます。ナビゲーション・フローの表示と操作を参
照してください。

2. 警告アイコン が表示されたナビゲーション・フローの名前をクリックします。

3. 「割当先」で  (「選択」)をクリックして、ユーザーのグループまたは役割にナビゲーショ
ン・フローを割り当て、「保存して閉じる」をクリックします。

4. ナビゲーション・フローをアクティブ化します。ナビゲーション・フローのアクティブ化
と非アクティブ化を参照してください。

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フロ
ーのリロードを参照してください。

カード、タブおよびクラスタのラベルのカスタマイズ
カード(ホーム・ページに表示されるアイコン)、タブおよびクラスタのラベルをカスタマイズ
できます。ラベルは、25文字以下に制限されています。垂直タブの場合、垂直タブのラベルは
ホバー・テキストとして表示されるため、文字数の制限はありません。

ノート:

デフォルト・ナビゲーション・フローに対してカード、タブまたはクラスタのラベル
を更新しないでください。カスタム・ナビゲーション・フローのラベルのみをカスタ
マイズします。

カード、タブおよびクラスタのラベルをカスタマイズするには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開き、編集するナビゲーション・フローの名前をクリ
ックします。ナビゲーション・フローの表示と操作を参照してください。

2. カードまたはクラスタのラベルをカスタマイズする場合:
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a. 編集するカードまたはクラスタの名前をクリックします。
b. 新しい名前を入力し、それを保存します。

ノート:

• ラベルはここで編集できます。ただし、ラベルが「ツール」クラスタの
「アーティファクト・ラベル」ページで定義されている場合は、その定義
が優先され、実行時に表示されます。ラベルを完全に変更するには、「ア
ーティファクト・ラベル」ページで再定義してください。
アーティファクト・ラベルの指定を参照してください。

• 必ず、ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティスおよび命名
の考慮事項に記載されている命名規則に従ってください。

3. タブのラベルをカスタマイズする場合:

a. 編集するカードの名前をクリックします。
b. 「タブの管理」ページのタブ・リストで、編集するタブの名前をクリックします。
c. タブの新しい名前を入力し、それを保存します。

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フロ
ーのリロードを参照してください。

カードおよび垂直タブのアイコンのカスタマイズ
カードおよび垂直タブで使用されているアイコンを変更できます。アイコン・ライブラリで提
供されている使用可能なアイコンから選択する必要があります。
カードおよび垂直タブのアイコンをカスタマイズするには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開き、編集するナビゲーション・フローの名前をクリ
ックします。ナビゲーション・フローの表示と操作を参照してください。

2. カードのアイコンをカスタマイズする場合:

a. 編集するカードの名前をクリックします。
b. カードのアイコンをクリックし、ライブラリから新しいアイコンを選択して、それを
保存します。

3. タブのアイコンをカスタマイズする場合:

a. 編集するアイコンの名前をクリックします。
b. 「タブの管理」ページのタブ・リストで、編集するタブの名前をクリックします。
c. タブのアイコンをクリックし、ライブラリから新しいアイコンを選択して、それを保
存します。

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フロ
ーのリロードを参照してください。

クラスタ、カードおよびタブの非表示および再表示
次のナビゲーション要素は非表示にできません。
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• 「アプリケーション」クラスタと、「アプリケーション」クラスタの「設定」アイコン。
• 「ツール」クラスタと、「ツール」クラスタの次のアイコン:

– アクセス制御
– ナビゲーション・フロー
– 日次メンテナンス
– 移行

必ず、ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティスおよび命名の考慮事項に記載され
ているナビゲーション・フローの表示のガイドラインに従ってください。
クラスタ、カードおよびタブを非表示および再表示するには:

1. 「ナビゲーション・フロー」アイコンをクリックし、編集するナビゲーション・フローの名
前をクリックします。ナビゲーション・フローの表示と操作を参照してください。

2. 「表示可能」列でクラスタおよびカードを選択または選択解除して、ホーム・ページのナビ
ゲーション・フローの表示を編集します。

3. タブを表示または非表示にする場合:

a. 編集するカードの名前をクリックします。
b. タブの管理ページのタブ・リストで、「表示可能」列のチェック・ボックスを選択また
は選択解除します。

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フロ
ーのリロードを参照してください。

ホーム・ページ上のカードの表示順序の変更
ナビゲーション・フロー・デザイナでカードの表示順序を変更できます。カードは、リスト内
に表示される順序でホーム・ページ上に表示されます
ホーム・ページ上のカードの表示順序を変更するには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開きます。ナビゲーション・フローの表示と操作を参
照してください。

2. リスト内で、「順序」列の上矢印および下矢印を使用して、ナビゲーション・フローの順序
内でカードを上下に移動します。

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フロ
ーのリロードを参照してください。

カードの追加
ホーム・ページに表示されるアイコンはカードを表します。カードは、ビジネス・プロセスの
各機能領域に固有です。各カードをクリックすると、ユーザーは対応する領域に移動し、他の
情報が 1つ以上のタブ付きのページとして表示されます。単一ページまたは複数ページ(タブ
形式)のカードを作成できます。
最適なユーザー・エクスペリエンスを確実にするために、ナビゲーション・フロー設計のベス
ト・プラクティスを確認します。ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティスおよび
命名の考慮事項を参照してください。
カードをクラスタにグループ化することもできます。クラスタへのカードのグループ化を参照
してください。
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カードをナビゲーション・フローに追加するには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開き、編集するナビゲーション・フローの名前をクリ
ックします。ナビゲーション・フローの表示と操作を参照してください。

2. 既存のカードをナビゲーション・フローに追加するには、リストでカードまたはクラスタ
を右クリックするか、 (「アクション」)をクリックし、「既存のカード/クラスタの追加」
をクリックして、カードを選択します。別の環境から既存のカードを追加する場合は、リ
ストでカードまたはクラスタを右クリックするか、 (「アクション」)をクリックし、「既存
のカード/クラスタの追加」をクリックして、「自分の接続」でターゲット環境を選択した
後、ナビゲーション・フローに追加するカードを選択します。
次の点に注意してください。
• Narrative Reportingおよび Profitability and Cost Managementからは、「既存のカード/
クラスタの追加」オプションを使用してカードを直接選択することはできません。

• 別のナビゲーション・フローまたは別の環境から追加されるカードには、ソース・ナ
ビゲーション・フローで定義されたローカライズされたラベルが表示されます。ナビ
ゲーション・フローでカード・ラベルを更新するには、ホーム・ページで「ツール」、
「アーティファクト・ラベル」の順にクリックします。
アーティファクト・ラベルの指定を参照してください。

• 参照カードは、別のナビゲーション・フローからすでに参照されているカードです。
すでに参照されているカードへの参照は、ナビゲーション・フローではサポートされ
ず、既存のカードを追加する際にオブジェクト・ライブラリで選択できません。次に
例を挙げます:

– リモート・アーティファクトまたはリモート・タブを参照するカードは、既存のカ
ードを追加するときにオブジェクト・ライブラリから使用できません。

– 別のナビゲーション・フローのタブを参照するカードは、既存のカードを追加する
ときにオブジェクト・ライブラリから使用できません。

カードは、リスト内で現在選択されているカードまたはクラスタの下に兄弟として追加さ
れます。カードをクラスタに追加するには、クラスタへのカードのグループ化を参照して
ください。

ノート:

最初にカードまたはクラスタを選択せずに追加されたカードは、リストの最後に
追加されます。

3. 新しいカードをナビゲーション・フローに追加するには、リストでノードを右クリックす
るか、 (「アクション」)をクリックし、「カードの追加」をクリックして、新しいカードの
詳細を選択します:

表 10-1 新しいカードの詳細

ラベル 説明
名前 カードのラベルを入力します。

必ず、ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティスおよび命
名の考慮事項に記載されている命名規則に従ってください。
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表 10-1 (続き) 新しいカードの詳細

ラベル 説明
表示可能 ホーム・ページ上でカードをユーザーに表示するかどうかを選択しま

す。
クラスタ クラスタが存在する場合、カードのクラスタを選択するか、「なし」

を選択します。
アイコン 作成するカードについて表示するグラフィックを選択します。グラ

フィック・ライブラリで提供されている、使用可能なグラフィックか
ら選択してください。

ページ・タイプ 「単一ページ」フォーマットまたは「表形式ページ」フォーマットを
選択します。

コンテンツ・ソース 「単一ページ」フォーマットを選択した場合、「アーティファクト」ま
たは「URL」を選択します:

• 「アーティファクト」で、 (「アーティファクトの選択」)をク
リックして、アーティファクト・ライブラリでアーティファクト
を選択します。たとえば、アーティファクトがフォームである場
合、アーティファクトのリストから特定のフォームを選択しま
す。使用可能なアーティファクトには、フォーム(非表示のフォ
ームを含む)、ダッシュボードおよびレポートが含まれます。別
の環境からアーティファクトを選択するには、「自分の接続」で
ターゲット環境を選択し、追加するアーティファクトを選択しま
す。

• 「URL」については、完全な URLを入力します。たとえば、Oracle
Analytics Cloudダッシュボードをカードに埋め込むための
URLを入力し、「プレビュー」をクリックしてポップアップ・ウ
ィンドウで URLを検証します。
https://セキュリティ・プロトコルで始まる外部サイトの
URLのみを挿入します。内部または相対 URLや、同意していな
いサードパーティ・サイトの URLは使用しないでください。
Cloud EPMアプリケーションにサードパーティ・ページを埋め
込むための URLの使用についてを参照してください。

向き 「表形式ページ」フォーマットを選択した場合、「垂直」または「水
平」を選択し、新規または既存のタブおよびサブ・タブを追加しま
す。タブの追加を参照してください。

カードは、リスト内で現在選択されているカードまたはクラスタの下に兄弟として追加さ
れます。カードをクラスタに追加するには、クラスタへのカードのグループ化を参照して
ください。

ノート:

最初にカードまたはクラスタを選択せずに追加されたカードは、リストの最後に
追加されます。

4. 「保存して閉じる」をクリックします。
ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フロ
ーのリロードを参照してください。
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タブの追加
タブは水平または垂直方向にすることができます。たとえば、「有効な交差」カード(「アプリケ
ーション」クラスタの下)は、2つの水平タブ(「セットアップ」および「レポート」)がある表形
式ページです。

ノート:

水平タブはページの下部にあります。

垂直タブのある表形式ページも作成できます。垂直タブにはグラフィックが表示され、カーソ
ルをタブに置くと、テキストが表示されます。水平タブには、テキストのみまたはテキストと
アイコンを含むラベルが表示されます。
最適なユーザー・エクスペリエンスを確実にするために、ナビゲーション・フロー設計のベス
ト・プラクティスを確認します。ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティスおよび
命名の考慮事項を参照してください。
表形式ページにタブを追加するには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開き、編集するナビゲーション・フローの名前をクリ
ックします。ナビゲーション・フローの表示と操作を参照してください。

2. 編集するカードの名前をクリックして既存のカードを編集するか、カードを右クリックし
(または (「アクション」)をクリックし)、「カードの追加」をクリックして新しいカードを
追加します。

3. 「カードの管理」ページで、次のオプションを選択します:

• 「ページ・タイプ」で、「表形式ページ」を選択します。
• 「向き」で、「垂直」または「水平」を選択します。
「カードの管理」ページの下部にタブ・リストが表示されます。

4. 既存のタブを編集するには、タブのリストからタブ名をクリックし、タブの詳細を編集し
ます。

5. 新規または既存のタブを追加するには:

a. 既存のタブを追加するには、「カードの管理」ページの下部にあるリストでタブを右ク
リックし、「既存タブの追加」をクリックして(または「既存タブの追加」ボタンをクリ
ックして)、オブジェクト・ライブラリからタブを選択した後、「OK」をクリックしま
す。
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ノート:

参照タブは、別のナビゲーション・フローからすでに参照されているタブで
す。すでに参照されているタブへの参照は、ナビゲーション・フローではサ
ポートされず、既存のタブを追加する際にオブジェクト・ライブラリで選択
できません。次に例を示します:

• リモート・アーティファクトまたはリモート・サブ・タブを参照するタ
ブは、既存のタブを追加する際にオブジェクト・ライブラリから使用で
きません。

• 別のナビゲーション・フローのサブ・タブを参照するタブは、既存のタ
ブを追加する際にオブジェクト・ライブラリから使用できません。

b. 新しいタブを追加するには、タブを右クリックし、「新規タブの追加」をクリックして
(または「新規タブの追加」ボタンをクリックして)、タブの詳細を編集します。

c. 新しいタブのコンテンツを選択します:

• 「アーティファクト」で、 (「アーティファクトの選択」)をクリックして、アーテ
ィファクト・ライブラリでアーティファクトを選択します。たとえば、アーティフ
ァクトがフォームである場合、アーティファクトのリストから特定のフォームを選
択します。使用可能なアーティファクトには、フォーム(非表示のフォームを含
む)、ダッシュボードおよびレポートが含まれます。別の環境からアーティファク
トを選択するには、「自分の接続」でターゲット環境を選択し、追加するアーティ
ファクトを選択します。

• 「URL」については、完全な URLを入力します。たとえば、Oracle Analytics Cloud
ダッシュボードをタブに埋め込むための URLを入力し、「プレビュー」をクリック
してポップアップ・ウィンドウで URLを検証します。
https://セキュリティ・プロトコルで始まる外部サイトの URLのみを挿入しま
す。内部または相対 URLや、同意していないサードパーティ・サイトの URLは使
用しないでください。Cloud EPMアプリケーションにサードパーティ・ページを
埋め込むための URLの使用についてを参照してください。

タブは、リスト内で現在選択されているタブの下に兄弟として追加されます。

ノート:

最初にタブを選択せずに追加されたタブは、リストの最後に追加されます。

6. 新規または既存のサブ・タブをタブに追加するには:

a. タブ・リストでタブの名前をクリックします。
b. 「ページ・タイプ」で、「表形式ページ」を選択します。
c. タブを右クリックし、「新規サブ・タブの追加」または「既存サブ・タブの追加」をク
リックして(あるいは「新規サブ・タブの追加」または「既存サブ・タブの追加」ボタ
ンをクリックして)、サブ・タブの詳細を編集します。

d. 新しいサブ・タブのコンテンツを選択します:
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• 「アーティファクト」で、 (「アーティファクトの選択」)をクリックして、アーテ
ィファクト・ライブラリでアーティファクトを選択します。たとえば、アーティフ
ァクトがフォームである場合、アーティファクトのリストから特定のフォームを選
択します。使用可能なアーティファクトには、フォーム(非表示のフォームを含
む)、ダッシュボードおよびレポートが含まれます。別の環境からアーティファク
トを選択するには、「自分の接続」でターゲット環境を選択し、追加するアーティ
ファクトを選択します。

• 「URL」については、完全な URLを入力します。たとえば、Oracle Analytics Cloud
ダッシュボードをサブ・タブに埋め込むための URLを入力します。「プレビュー」
をクリックしてポップアップ・ウィンドウで URLを検証します。
https://セキュリティ・プロトコルで始まる外部サイトの URLのみを挿入しま
す。内部または相対 URLや、同意していないサードパーティ・サイトの URLは使
用しないでください。Cloud EPMアプリケーションにサードパーティ・ページを
埋め込むための URLの使用についてを参照してください。

サブ・タブは、リスト内で現在選択されているタブの下に兄弟として追加されます。

ノート:

最初にタブを選択せずに追加されたサブ・タブは、リストの最後に追加され
ます。

7. 「保存して閉じる」をクリックします。
ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フロ
ーのリロードを参照してください。

ノート:

• カードに複数のタブまたはサブ・タブがある場合、同じセッションで次にそのカ
ードにアクセスすると、ユーザーが前回アクセスしたタブが開きます。ユーザー
がログアウトして再度ログインした場合には、デフォルトのタグが表示されます。

• 別のナビゲーション・フローまたは別の環境から追加されるタブまたはサブ・タ
ブには、ソース・ナビゲーション・フローで定義されたローカライズされたラベ
ルが表示されます。ナビゲーション・フローでタブ・ラベルを更新するには、ホ
ーム・ページで「ツール」、「アーティファクト・ラベル」の順にクリックします。
アーティファクト・ラベルの指定を参照してください。

Cloud EPMアプリケーションにサードパーティ・ページを埋め
込むための URLの使用について

Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementでは、IFrameを使用してサードパ
ーティ URLが埋め込まれます。IFrameでは、埋め込まれるページが、それを埋め込むページ
に対して承認を与える必要があることが規定されています。たとえば、sharepoint.comのペー
ジを Cloud EPMアプリケーションに埋め込む場合、sharepoint.comは、oraclecloud.comが
sharepoint.comのページを埋め込むことを許可する必要があります。
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これを実現するには、ページを埋め込む必要があるWebアプリケーションのコンテンツ・セキ
ュリティ・ポリシーに oraclecloud.comを追加します。
サードパーティ・ページを埋め込むときには、そのページが一般に公開されているのか、ログ
インを必要とするのかを考慮することも必要です。たとえば、wikipedia.orgのページは認証を
必要としません。
認証を必要とするページを埋め込む場合は、そのページについて SSOを有効にすることがで
きるかどうかを確認する必要があります。できない場合、ページの IFrame内にロードするこ
とはできません。回避策として、別のブラウザ・タブで対象のWebアプリケーションにログイ
ンし、Cloud EPMアプリケーションから同じページにアクセスするとページが開きます。
この URLサポート機能を使用すると、次のタイプのページを埋め込むことができます:

• 他の Oracle製品(SSOを有効にする必要がある)

• 顧客が所有しているWebアプリケーション(コンテンツ・セキュリティ・ポリシーを更新
し、SSOを有効にするなどして、Cloud EPMアプリケーションを許可する必要がありま
す)

• パブリック・ドメイン(wikipedia.orgなど)のページ

Note:

• この機能を使用して他の Cloud EPMインスタンス全体の URLを埋め込まない
でください。たとえば、Narrative Reportingの URLを Planningモジュールに埋
め込まないでください。

• Oracleでサポートしているものではありませんが、ナビゲーション・フロー・カ
ード、タブ、サブ・タブ内に次のリソースへのリンクを埋込みできます:

– Googleスプレッドシート
– Googleドライブに保存されているファイル(PDFや Excelなど)

– Microsoft Office 365に保存されているファイル
サードパーティ・サイトが提供する指示に従って、Cloud EPMアプリケーションで
使用できる URLを生成します。

ナビゲーション・フロー、カードおよびタブの削除
次のナビゲーション要素は削除できません。
• 「アプリケーション」クラスタと、「アプリケーション」クラスタの「設定」アイコン。
• 「ツール」クラスタと、「ツール」クラスタの次のアイコン:

– アクセス制御
– ナビゲーション・フロー
– 日次メンテナンス
– 移行

ナビゲーション・フロー、カードおよびタブを削除するには:
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1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開きます。ナビゲーション・フローの表示と操作を参
照してください。

2. ナビゲーション・フローを削除する場合:

a. 削除するナビゲーション・フローを選択します。
b. ページの右上隅で  (「アクション」)をクリックし、「削除」を選択します。

ノート:

デフォルトと呼ばれる事前定義済ナビゲーション・フローは削除できません。

3. カードを削除する場合:

a. 編集するナビゲーション・フローの名前をクリックします。
b. 削除するカードの「削除」列で  (「削除」)をクリックします。

4. タブを削除する場合:

a. 編集するナビゲーション・フローの名前をクリックします。
b. 編集するカードの名前をクリックします。
c. タブの管理ページの下部にあるタブ・リストで、削除するタブの「削除」列の  (「削
除」)をクリックします。

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フロ
ーのリロードを参照してください。

クラスタへのカードのグループ化
クラスタは、カードのグループです。最初にクラスタを作成する必要があり、その後でカード
を割り当てることができます。既存のクラスタをナビゲーション・フローに追加することもで
きます。
最適なユーザー・エクスペリエンスを確実にするために、ナビゲーション・フロー設計のベス
ト・プラクティスを確認します。ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティスおよび
命名の考慮事項を参照してください。
カードをクラスタに割り当てるには:

1. 新しいクラスタを作成するか、既存のクラスタを追加します。
a. 「ナビゲーション・フロー」ページを開き、クラスタを追加するナビゲーション・フロ
ーの名前をクリックします。ナビゲーション・フローの表示と操作を参照してくださ
い。

b. 新しいクラスタを作成するには、リスト内のカードまたはクラスタを右クリックする
か、  (「アクション」)をクリックして「クラスタの追加」をクリックし、クラスタの
詳細を入力または選択してから、クラスタのグラフィックを選択します。
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ノート:

必ず、ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティスおよび命名の考
慮事項に記載されている表示規則および命名規則に従ってください。

クラスタは、現在選択されているクラスタの下の兄弟としてリストに追加されます。

ノート:

カードまたはクラスタを最初に選択せずに追加されたクラスタは、リストの
最後に追加されます。

c. 既存のクラスタを追加するには、リスト内のカードまたはクラスタを右クリックする
か、  (「アクション」)をクリックし、「既存のカード/クラスタの追加」をクリックし
ます。別の環境の既存のクラスタを追加するには、リスト内のカードまたはクラスタ
を右クリックするか、  (「アクション」)をクリックして「既存のカード/クラスタの追
加」をクリックし、「自分の接続」でターゲット環境を選択して、ナビゲーション・フ
ローに追加するクラスタを選択します。

ノート:

• Narrative Reportingおよび Profitability and Cost Managementから「既存
のカード/クラスタの追加」オプションを使用してクラスタを直接選択す
ることはできません。

• 別のナビゲーション・フローまたは別の環境から追加されるクラスタに
は、ソース・ナビゲーション・フローで定義されたローカライズされた
ラベルが表示されます。ナビゲーション・フローでクラスタ・ラベルを
更新するには、ホーム・ページで「ツール」、「アーティファクト・ラベ
ル」の順にクリックします。
アーティファクト・ラベルの指定を参照してください。

• 参照クラスタは、別のナビゲーション・フローからすでに参照されてい
るクラスタです。すでに参照されているクラスタへの参照は、ナビゲー
ション・フローではサポートされず、既存のクラスタを追加する際にオ
ブジェクト・ライブラリで選択できません。

クラスタは、現在選択されているカードまたはクラスタの下の兄弟としてリストに追
加されます。

ノート:

カードまたはクラスタを最初に選択せずに追加されたクラスタは、リストの
最後に追加されます。

d. 「保存して閉じる」をクリックします。
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2. 次のいずれかのオプションを使用して、クラスタに含めるカードを選択します:

a. 追加するカードに移動します。カードが別の環境に含まれている場合は、最初に「自
分の接続」で環境を選択してから、その環境内のカードにナビゲートします。次のい
ずれかのオプションを使用して、カードをクラスタに割り当てます:

• カードの右側の「順序」列で、  (「クラスタへの移動」)をクリックし、クラスタを
選択して、「OK」をクリックします。

• カードの名前をクリックしてカードの詳細を表示し、「クラスタ」でカードのクラ
スタを選択して、「OK」をクリックします。

b. カードを追加するクラスタに移動し、クラスタを右クリックするか、  (「アクショ
ン」をクリック)し、「カードをクラスタに追加」をクリックして、次のいずれかのオプ
ションを選択します:

• 既存のカードの追加を選択して、既存のカードを選択するか、選択したクラスタに
別のクラスタから既存のカードを追加します。

• 「カードの追加」を選択し、カードの詳細を入力して、選択したクラスタに新しい
カードを追加します。

ノート:

カードまたはクラスタが別のナビゲーション・フローからすでに参照されて
いる場合、カードをクラスタに追加することはできません。

c. 「保存して閉じる」をクリックします。
カードがクラスタの子としてリストに表示されます。必要に応じて、カードの横にある上
矢印と下矢印を使用して、クラスタ内でカードの順序を変更します。

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フロ
ーのリロードを参照してください。

ナビゲーション・フローのリロード
ナビゲーション・フローの操作時に設計変更を表示するには、ナビゲーション・フローをリロ
ードします。
設計変更を行った後にナビゲーション・フローをリロードするには 2つの方法があります。ホ
ーム・ページから:

1. ユーザー名の横にある下矢印(画面の右上隅)をクリックします。その後、「設定およびアク
ション」メニューで、「ナビゲーション・フローのリロード」をクリックします。
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2. (「ナビゲーション・フロー」)をクリックします。その後、「ナビゲーション・フロー」
メニューで、  (「ナビゲーション・フローのリロード」)をクリックします。
 

 

実行時のナビゲーション・フローの切替え
複数のグループに属している場合、またはナビゲーション・フローが役割に割り当てられてい
る場合、複数のナビゲーション・フローにアクセスできます。

ノート:

サービス管理者の役割を割り当てられたユーザーは、すべてのナビゲーション・フロ
ーにアクセスできます。

実行時にナビゲーション・フローを切り替えるには:

1. ホーム・ページで  (「ナビゲーション・フロー」)をクリックします。
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2. 表示するナビゲーション・フローを選択します。
 

 

ノート:

(「ナビゲーション・フローのリロード」)をクリックして、ナビゲーション・フ
ローのリストをリフレッシュします。

カード、タブおよびサブ・タブの現在のページ URLの共有
現在表示されているカード、タブまたはサブ・タブの URLをコピーし、アクセス権を持つ他の
ユーザーと共有します。
「設定およびアクション」メニューの「現在のページ URLの共有」オプションを使用して、
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementビジネス・プロセスで現在表示され
ているカード、タブまたはサブ・タブの URLをコピーします。
URLをコピーして、電子メール、Slackまたはその他のメッセージング・アプリケーションで
他のユーザーと共有できます。コピーした URLは、PowerPointなどのスライド・ショー・プ
レゼンテーションで使用することもできます。ユーザーは、アクセスが許可されている場合に
のみ、カード、タブまたはサブ・タブにアクセスできることに注意してください。
コピーした URLが起動されると、完全なヘッダー付きでページがレンダリングされます。つま
り、ナビゲーション・フロー内でアクセス権があるすべてのページに移動できます。URLを起
動しているユーザーがログインしていない場合は、ログイン・ページにリダイレクトされ、ロ
グイン後に URLページが開きます。
共有のために URLをコピーするには:

1. コピーするアプリケーション内のページ(カード、タブまたはサブ・タブ)に移動します。
たとえば、ホーム・ページから「ダッシュボード」をクリックしてダッシュボード・ペー
ジを表示します。

2. ユーザー名の横にある下矢印(画面の右上隅)をクリックします。
3. 「設定およびアクション」メニューで、「現在のページ URLの共有」を選択します。
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Note:

「現在のページ URLの共有」メニュー・オプションは、カード、タブまたはサ
ブ・タブを現在表示している場合にのみ表示されます。現在ホーム・ページを表
示している場合、「現在のページ URLの共有」メニュー・オプションは「設定お
よびアクション」メニューに表示されません。

4. 表示された URLを選択し、[Ctrl]+[C]を押してコピーします。
これをブラウザに貼り付けると、その URLによりアプリケーションの現在のページに直接
アクセスできるようになります。

考慮事項
「現在のページ URLの共有」オプションを使用する場合は、次の考慮事項に注意してください:

• ナビゲーション・フローが削除、変更された場合や、非アクティブになっている場合、URL
で指定されたページは開きません。かわりに、現在アクティブなナビゲーション・フロー
のホーム・ページにリダイレクトされます。

• クラシック環境を使用している場合、URLを共有することはできません。クラシック・ペ
ージでは URLはサポートされていません。

• URLをコンテンツ・ソースとしてダッシュボードに埋め込むことはできません。
• URLをコンテンツ・ソースとしてナビゲーション・フローに埋め込むことはできません。
• 動的タブを含むページでは URLを共有できません。動的タブはローカルであり、現在のユ
ーザー・セッションに制限されるため、共有できません。

• インフォレットでは URLを共有できません。インフォレットでは URLはサポートされて
いません。
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11
Oracle Guided Learningを使用した Cloud
EPMと Oracle Enterprise Data Management
Cloudの統合

Oracle Guided Learning (OGL)は、パーソナライズされたガイド付きのコンテキストに応じた
トレーニングおよびユーザー・オンボーディング・エクスペリエンスを開発するための堅牢な
フレームワークを提供します。EPMドキュメント以外にも、この機能なツールセットには、カ
スタム・プロセス・ガイド、表示グループ、メッセージ・ガイド、スマート・ヒントなどを作
成するオプションが含まれています。Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementおよび Oracle Enterprise Data Management Cloud環境内の特定のニーズを満た
すように調整された包括的な学習インタフェースを提供し、ユーザーの習熟度や運用効率を向
上させます。詳細な概要は、Oracle Guided Learningユーザー・ガイドの Oracle Guided
Learningの紹介と概要を参照してください。
ユーザーは OGLコンソールにアクセスでき、特定のワークフローと要件に合わせたアプリケ
ーション内ガイダンスを設計およびアクティブ化することで、導入を効率化するコンテンツを
定義できます。たとえば、ナビゲーション・フローの OGLガイドを作成できます。
環境での設定の構成
先に進む前に、アクティブな OGLアカウントがあり、少なくとも 1つのアプリケーション ID
(アプリ ID)が設定されていることを確認してください。アプリ IDは、ガイド(コンテンツ)の論
理グループです。それぞれのアプリ IDで、特定のビジネス・プロセスの EPMワークフロー用
にカスタマイズされたガイドをグループ化できます。設定の詳細は、Oracle Guided Learning
ユーザー・ガイドのはじめにを参照してください。

Note:

ナビゲーション・フロー内で OGLヘルプを使用するために OGLアプリ IDを統合す
る場合は、ソース環境でのみそれを構成します。接続された環境では OGL設定は不
要です。

OGLアプリケーションを環境に統合するには、次のステップに従います:

1. 「アプリケーション」、「設定」の順に移動します
2. 次の Oracle Guided Learning設定を入力します:

• アプリケーション ID

• サーバー URL - 環境の場所に応じて URLを入力します:

– NA: https://guidedlearning.oracle.com
– EMEA: https://guidedlearning-emea.oracle.com
– APAC: https://guidedlearning-apac.oracle.com
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3. 「保存」をクリックします。OGLウィジェットを画面に表示するには、ログオフして再度
ログインする必要があります。
 

 

OGL環境での設定の構成
OGLアプリケーションが Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloud環境
に統合されると、ユーザーは OGLウィジェットにアクセスできるようになります。ドメイン
はデフォルトで本番として構成され、開発モードのガイドは非表示になるため、公開済のガイ
ドのみが表示されます。
ユーザーが環境から公開済のガイドと開発中のガイドの両方を表示できるようにするには、ア
プリケーションの設定を次のように変更します:

1. OGLコンソールのアプリケーション設定にアクセスします。Oracle Guided Learningユー
ザー・ガイドの OGLコンソールの左パネルを参照してください。

2. ドメイン・タブに移動します。
3. 環境で、すべてのガイドを表示する開発を選択します。
4. ドメイン・ステータスをチェックして有効にします。

Note:

OGLコンテンツがすべてのアプリケーションで正しく表示されるように、ドメイ
ン・エントリの構成を正しく完了してください。OGLのクラウド構成にリストさ
れていないドメインでは、OGLコンテンツは表示されないことに注意してくださ
い。

5. ドメインの保存をクリックします。
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重要な考慮事項
• Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloud環境では、日次メンテナン
スを実行する必要があります。Oracleによって、既存のアーティファクトとデータを取得
する、アーティファクト・スナップショットと呼ばれるメンテナンス・スナップショット
が生成されます。Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloudの OGL
構成は統合されていないため、アーティファクト・スナップショットに含まれないことに
注意することが重要です。詳細は、Oracle Guided Learningユーザー・ガイドの OGLガイ
ド・コンテンツのエクスポートを参照してください。

• Cloud EPMおよび Oracle Enterprise Data Management Cloud環境に IP許可リストが設
定されている場合は、OGLサーバーの IPアドレスまたは OGLサーバーをホストするデー
タ・センターのアウトバウンド IPアドレスを IP許可リストに追加する必要があります。
オペレーション・ガイドの Cloud EPMのデータ・センターおよびリージョンのアウトバウ
ンド IPアドレスを参照してください。

Cloud EPMでの OGLガイドのコンテキストベース・ア
クティブ化の有効化

Oracle Guided Learning (OGL)は、アプリケーションとのシームレスな統合によりアプリケー
ションのワークフローを取得することで、ユーザーのニーズに合った正確なアプリケーション
内ガイダンスを可能にします。OGLエディタの「拡張設定」機能によって、サービス管理者は
次のことができるようになるため、さらにこの機能が強化されます:

• ナビゲーション・フロー名、クラスタ ID、カード ID、タブまたはサブタブ IDに基づいた
条件付きアクティブ化の構成。

• 動的コンテンツの組込み、およびガイド・アクティブ化のためのカスタム・トリガーの定
義。

• 画面上のガイダンスの表示と配置を制御。
こうした柔軟性により、アプリケーション環境内の多様なビジネス要件に応じて OGLガイダ
ンスを微調整できます。統合すると、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementではページまたはコンポーネントに対して条件付きでガイドをアクティブ化す
るための次の属性が提供され、Cloud EPM環境で OGLガイドをコンテキストベースでアクテ
ィブ化するための拡張設定が可能になります:

Cloud EPMでのコンテキストベース・アクティブ化のための属性
属性の更新の詳細は、Oracle Guided Learningユーザー・ガイドのエディタの操作を参照して
ください。
• ナビゲーション・フロー名によるガイドのアクティブ化: 特定のナビゲーション・フローの
ガイドをアクティブ化するには、属性 g_efsOglNavigationFlowNameを使用します。たと
えば、次の条件は、「財務フロー」ナビゲーション・フロー内のすべてのページでガイドを
アクティブにします。
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• ページ IDによるガイド名のアクティブ化: 属性 g_efsOglFqIdを使用すると、ナビゲーシ
ョン階層内の様々なレベルでのアクティブ化が可能になります:

– g_efsOglFqId/<SUB_TAB_ID> - 指定したサブタブでガイドをアクティブ化します。
– g_efsOglFqId/<TAB_ID>/<SUB_TAB_ID>> - 特定のタブ内のサブタブでガイドをアクテ
ィブ化します。

– g_efsOglFqId/<CARD_ID>/<TAB_ID>/<SUB_TAB_ID> - 指定したカードのタブ内にある
サブタブでガイドをアクティブ化します。

– g_efsOglFqId/<TAB_ID> - 指定したタブ内のすべてのページでガイドをアクティブ化
します。

– g_efsOglFqId/<CARD_ID> - 指定したカード内のすべてのページでガイドをアクティブ
化します。

– g_efsOglFqId/<CLUSTER_ID> - 指定したクラスタ内のすべてのページでガイドをアク
ティブ化します。

たとえば、OGLの次のアクティブ化条件では、クラスタ ID EPM_CL_23で定義されてい
るすべてのページでガイドが有効になります。
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12
簡易ディメンション・エディタでのディメンションの編集

簡易グリッド・インタフェースでアプリケーションのディメンションとメンバーを操作します。
次も参照:

• 簡易ディメンション・エディタでのディメンションの編集について
簡易ディメンション・エディタには、グリッド形式でディメンションとメンバーが表示さ
れます。

• ディメンションの概要
• ディメンションとメンバーについて
• 疎ディメンションおよび密ディメンションについて
• ディメンションの階層について
• データ型と為替レート・タイプ
• カスタム・ディメンションについて
• 集約オプション
• ストレージ・オプション
• エンティティについて
• 勘定科目について
• 勘定科目タイプ
• 保存された仮定
• 勘定科目、エンティティ、期間およびキューブ
• ディメンションの設計に関する考慮事項
正確なレポート、分析およびパフォーマンス管理を遂行するには、ディメンションを効果
的に設計することが重要です。

• 簡易ディメンション・エディタへのアクセス
• 「メンバー・プロパティの編集」グリッドでの作業
「メンバー・プロパティの編集」グリッド・インタフェースで要素を操作します。

• 他のディメンションへの切替え
• 列レイアウトのカスタマイズ
• コンテキスト・メニュー・オプション
• 祖先の表示
• アプリケーションでのメンバーの用途の表示
• 編集のフォーカス
• メンバーの検索
• メンバーの移動
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• メンバーのソート
• 別の階層へのメンバーの移動
• メンバー式の操作
• Microsoft Excelからのメンバー名のコピー
• メンバー・プロパティの編集
• 「メンバー・プロパティの編集」へのアクセス
• メンバーの追加
• メンバーの編集
• メンバーの削除
• 共有メンバーの追加
• ディメンション・メンバーへのアクセス権の割当て
• メンバーに対するアクセス権の追加、編集および削除
• 共有メンバーへの有効なアクセス権限について
• ディメンション・プロパティの編集
• 属性の操作
• 属性の削除
• 簡易ディメンション・エディタでの UDAの操作
• 属性値の操作
• シナリオの設定とバージョンの指定
• シナリオの設定
• シナリオについて
• シナリオの作成、編集および削除
• シナリオのコピー
• バージョンの指定
• バージョンについて
• ターゲットおよびボトムアップ・バージョン
• バージョンの作成、編集および削除
• バージョン・タイプの表示

簡易ディメンション・エディタでのディメンションの
編集について

簡易ディメンション・エディタには、グリッド形式でディメンションとメンバーが表示されま
す。
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ノート:

この項では、17.05 (2017年 5月)更新でリリースされた簡易ディメンション・エディ
タを使用してディメンションを編集する方法について説明します。
クラシック・ディメンション・エディタ(「ナビゲータ」メニューの「ディメンショ
ン」リンクを使用してアクセス)を使用するには、ディメンションの管理を参照して
ください。

簡易インタフェースを使用した、キューブによるディメンション・ビューのフィルタ、ディメ
ンションの作成、または評価順序の設定の詳細は、ディメンションの管理を参照してください。
グリッド形式では、ディメンションとメンバーを 1つのページで編集できます。メンバーのプ
ロパティはグリッド上で直接編集でき、ズームイン、ズームアウト、選択項目の保持、選択項
目の削除、凍結などのアドホック操作を実行できます。さらに:

• グリッドでは、グリッド内でフィルタ検索を実行したり、ドラッグ・アンド・ドロップを
使用して列を並べ替えることができます。グリッド内のメンバー階層の展開状態は、次の
セッションのために保存されます。

• 列セレクタ・インタフェースを使用すると、グリッド内に表示される列を選択できます。
列セレクタでは、プロパティが機能別にグループ化され、グリッドに追加した選択済の列
が次のセッションのために保存されます。また、すべての列がスクロールなしでグリッド
に表示されるように列のサイズを変更するオプションもあります。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
簡易ディメンション・エディタの概要を確認しま
す。  概要: Planningのディメンション・エディタ

チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。

目的 方法の学習
簡易ディメンション・エディタでディメンションと
メンバーを追加および編集する方法を学習します。  Planningでのディメンションの管理

ディメンションの概要
次も参照:

• ディメンションとメンバーについて
• 疎ディメンションおよび密ディメンションについて
• ディメンションの階層について
• データ型と為替レート・タイプ
• カスタム・ディメンションについて
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• エンティティについて
• 勘定科目について
• 勘定科目、エンティティ、期間およびキューブ

ディメンションとメンバーについて
ディメンションは、ビジネス・データを整理して値の抽出や保持のために使用されるデータ・
カテゴリです。
ディメンションには関連するメンバーをグループ化した階層が含まれます。たとえば、年ディ
メンションには多くの場合、各期間(四半期や月など)のメンバーが含まれます。
Planningには、7個のディメンション(勘定科目、エンティティ、シナリオ、バージョン、期
間、年および通貨)が用意されています。最大 32個のユーザー定義のカスタム・ディメンショ
ンを作成できます。

疎ディメンションおよび密ディメンションについて
疎ディメンションには、メンバーの組合せの多くにデータ値が存在しません。密ディメンショ
ンには、メンバーの組合せの多くにデータ値が存在します。少なくとも 1つの密ディメンショ
ンが必要です。カスタム属性を密ディメンションに割り当てることはできません。アプリケー
ションでは、勘定科目および期間ディメンションは密として、他のディメンションは疎として
指定されます。疎ディメンションのパフォーマンスを最適化するために、アプリケーションで
は、各ディメンションの組合せにあるデータ値のみが検索および計算されるため、計算時間が
短縮され、ディスク使用量も削減されます。この設定を変更することも可能です。

ディメンションの階層について
ディメンションの階層は、構造的および算術関係、さらにアプリケーションのメンバー間の連
結を定義します。関係は、折りたたみ式の階層図式で表示されます。キューブ名の下位にはデ
ィメンションが示され、各ディメンションの下位にはメンバーが示されます。
期間ディメンションに、メンバーの Q1、Q2、Q3、および Q4を含む、メンバーの「年合計」
を含めることができます。メンバーの Q1、Q2、Q3および Q4には、その年に追加した月の独
自のメンバーを含みます。期間ディメンションのデータ値を集計するには、月次データ値をロ
ール・アップして四半期ごとのデータ値を取得し、さらに四半期のデータ値をロール・アップ
して年次データ値を取得します。
同じディメンションまたはメンバーに属する同レベルのメンバーを兄弟と呼びます。たとえ
ば、Q1、Q2、Q3および Q4は、階層の同一レベルにあるので兄弟であり、同じメンバーであ
る年合計のメンバーです。
ディメンションのメンバーをディメンションの子と呼びます。メンバーに属するメンバーを、
そのメンバーの子と呼びます。メンバーの年合計は、期間の子であり、Q1、Q2、Q3、Q4の
メンバーは、年合計の子、さらに、1月、2月、3月は Q1の子と見なします。Q1は 1月、2
月、3月の親で、年合計は Q1、Q2、Q3、Q4の親、さらに期間は年合計の親と見なします。

データ型と為替レート・タイプ
データ型と為替レート・タイプで、ディメンション・メンバーにどのように値が保管され、為
替レートが計算値にどのように使用されるかが次のように判別されます。
ディメンション・メンバーの値に使用可能なデータ型は次のとおりです:
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• 未指定
• 通貨: デフォルトの通貨で保存および表示します。
• 通貨以外: 数値として保管および表示します。
• パーセンテージ: 数値を保管し、パーセントとして表示します。
• スマート・リスト
• 日付: 日付として表示します。
• テキスト: テキストとして表示します。
• 一時テキスト: 保存せずにテキストとして表示します。
一時テキスト・データ型は、維持する必要のないフォーム内のテキストを表示します。たとえ
ば、リアルタイム在庫データを外部システムから取得(REST API)し、フォームに対してロード
後 Groovyルールを使用して、データをそのフォームに表示できます。

ノート:

一時テキストは Essbaseやリレーショナル・データベースには保存されません。一
時テキスト・データ型を使用するように既存のメンバーが変更された場合、既存のデ
ータはフォームに表示されなくなりますが、Essbaseからデータは削除されません。

複数通貨アプリケーションでは、通貨データ型のメンバーの場合、使用可能な為替レート・タ
イプは次のとおりです(どの期間にも有効):

• 平均: 平均為替レート
• 期末: 期末為替レート
• 履歴: たとえば、利益剰余金勘定の収益が得られた時点、または固定資産勘定の資産が購入
された時点の有効な為替レート。

簡易複数通貨アプリケーションでは、通貨データ型のメンバーの場合、使用可能な為替レート・
タイプは次のとおりです(どの期間にも有効):

• FXレート - 平均
• FXレート - 期末

カスタム・ディメンションについて
アプリケーションには、勘定科目およびエンティティの 2つのカスタム・ディメンションが含
まれています。これらのディメンションの名前を編集し、最大 32のユーザー定義のディメン
ションを作成できます。

注意:

カスタム・ディメンションは、一度作成すると削除できません。
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勘定科目およびユーザー定義のディメンションは、ユーザーから収集するデータを指定するた
めに使用します。エンティティは、組織内のプランニング情報のフローをモデリングして、プ
ランのレビュー・パスを確立するために使用します。
• 集約オプション
• ストレージ・オプション

集約オプション
集約オプションを使用して、ディメンション階層内に計算を定義できます。集約オプションで、
親のメンバーに対する子のメンバーの値をどのように集約させるか判別します。
• + 加算
• - 減算
• * 乗算
• / 除算
• % パーセント
• ~ 無視
• なし(階層に関係なく集約しない)

ストレージ・オプション
ディメンションの操作時には、様々なデータ・ストレージ・オプションとそれらをビジネス・
プロセスで使用する方法を理解しておくことが重要です。
• ストレージ・オプション
• 動的計算について
• 「動的計算」と「動的計算および保管」の違い
• 保管データ・ストレージについて
• 共有データ・ストレージについて
• 共有しないデータ・ストレージについて
• ラベルのみデータ・ストレージについて
ストレージ・オプション
表 12-1 ストレージ・オプション

オプション 影響
動的計算および保管 メンバーのデータ値および保管値を計算します。
保管 メンバーの保管データ値
動的計算 メンバーのデータ値を計算し、値を無視します。
共有しない 同じディメンション内のメンバーでデータ値を共有することを禁止しま

す。
共有 同じディメンション内のメンバーでデータ値を共有することを許可しま

す。
ラベルのみ メンバーに関連付けられているデータはありません。
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動的計算について
動的に計算されたメンバーを持つアプリケーションでは、メンバーのデータ値が計算され、こ
れらの値が無視されます。ベスト・プラクティスとして、動的計算の親の下に作成する子は
100個までに制限することをお薦めします。メンバーのストレージを動的計算に変更すると、
本来のデータの導出方法によっては、データが紛失する場合があります。アウトラインか計算
のどちらかまたは両方を更新して動的に計算された値を取得することが必要な場合もありま
す。
「動的計算」と「動的計算および保管」の違い
たいていの場合、疎ディメンションのメンバーを計算する際に「動的計算および保管」を使用
するかわりに「動的計算」を使用して、計算を最適化し、ディスク容量を削減できます。複雑
な式を持つ疎ディメンションのメンバーか、頻繁に取得するユーザーには「動的計算および保
管」を使用します。
密ディメンションのメンバーには「動的計算」を使用します。「動的計算および保管」で取得時
間と通常の計算時間を多少削減させることはできますが、大幅なディスク容量の削減はできま
せん。多くのユーザーが同時にアクセスするデータ値には、「動的計算」を使用します。「動的
計算および保管」と比べて、大幅な取得時間の削減が可能な場合があります。

ノート:

• ユーザーがデータを入力する基本レベルのメンバーには「動的計算」を使用しな
いでください。

• ターゲット・バージョンのメンバーにデータを入力する場合は、親のメンバーに
は「動的計算」を使用しないでください。「動的計算」に設定した親のメンバー
は、ターゲット・バージョンで読取り専用となります。

• 「動的計算」メンバーのデータ値は保存されません。

保管データ・ストレージについて
子が「動的計算」に設定されている場合は、親メンバーを「保管」に設定しないでください。
この組合せの場合、ユーザーがフォームを保存したりリフレッシュしたりする際、親の新しい
合計は計算されません。
共有データ・ストレージについて
「共有」を使用して、アプリケーション内で別のロールアップ構造を許可します。
共有しないデータ・ストレージについて
ユーザー定義のカスタム・ディメンションを追加する際、デフォルトのデータ・ストレージ・
タイプは「共有しない」です。親に集約されている 1つの子メンバーのみを持つ親に対して「共
有しない」を使用し、子メンバーへのアクセスを適用できます。
ラベルのみデータ・ストレージについて
ラベルのみメンバーは、通常ナビゲーションで使用される仮想メンバーで、関連付けるデータ
はありません。
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ノート:

• レベル 0のメンバーには、「ラベルのみ」を割り当てることはできません。
• ラベルのみメンバーは値を表示できます。
• ディメンションのメンバーをラベルのみにすると、ブロック・サイズが減少する
ためデータベース容量を最小化できます。

• ラベルのみメンバーには、属性を割り当てることができません。
• 複数通貨アプリケーション内では、ラベルのみストレージをディメンション(エン
ティティ、バージョン、通貨、ユーザー定義のカスタム・ディメンション)のメン
バーに適用できません。為替レートを保管するには、「共有しない」を使用しま
す。

• ラベルのみの親の子に対するデータ・ストレージは、デフォルトで「共有しない」
に設定されています。

注意:

最初の子メンバーにはデータを保存できないため、最初の子メンバーの
後に続くラベルのみの親にフォームを設計しないでください。かわり
に、ラベルのみの親を使用して、その子の選択前にフォームを作成する
か、フォームにラベルのみの親を選択しないようにします。

エンティティについて
エンティティは通常、地域、部署、部門など組織の構造に一致します。承認を受けるためにプ
ランを提出するグループのメンバー・エンティティを作成します。エンティティ・メンバーは、
予算の確認や承認の定義に役立ちます。
承認の管理を参照してください。
たとえば、国の拠点の予算準備を行う地域センターを持つことができます。国の拠点は企業本
部のプランを準備する場合があります。この構造を一致させるには、地域、国、本部のメンバ
ーを作成します。地域を国メンバーの子として指定し、さらに国メンバーを本部の子として指
定します。
フォームは 1エンティティ当たり複数の通貨をサポートするので、複数通貨のデータ入力を使
用可能にし、単一の通貨でレポートを作成できます。ただし、アプリケーションは、それぞれ
のエンティティについて 1つの基本通貨をサポートしています。定義した為替レートを持つ他
の通貨に換算された、入力値の通貨を設定できます。

勘定科目について
勘定科目ディメンションのメンバーでユーザーから必要な情報を指定します。予算管理者に予
算アイテムのデータを入力する勘定科目の構造を作成します。勘定科目構造内の計算が定義で
きます。
関連トピック
• 勘定科目タイプ
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• 保存された仮定
• データ型と為替レート・タイプ

勘定科目タイプ
勘定科目タイプで勘定科目のタイム・バランス(値が時間をフローする状態)が定義され、メン
バー式で差異レポートへの勘定科目のサイン動作を決定します。
勘定科目タイプの使用例
表 12-2 勘定科目タイプの使用

勘定科目タイプ 目的
費用 ビジネスを行うコスト
収益 収益源
資産 会社のリソース
負債と資本 残余請求権または債権者への債務
保存された仮定 アプリケーションで一貫性を確保する集中管理されたプランニング仮定

勘定科目タイプのサマリー
表 12-3 勘定科目タイプのサマリー

勘定科目タイプ タイム・バランス 差異レポート
収益 フロー 費用外
費用 フロー 費用
資産 残高 費用外
負債 残高 費用外
資本 残高 費用外
保存された仮定 ユーザー定義 ユーザー定義
差異レポートおよびタイム・バランスの設定はシステム定義ですが、保存された仮定は唯一ユ
ーザー定義です。
タイム・バランス・プロパティ
タイム・バランスでは、アプリケーションによるサマリー期間の値の計算方法を指定します。

表 12-4 タイム・バランス・プロパティ

タイム・バランス・プロパテ
ィ

説明 例

フロー 期間合計としてのサマリー期間のすべての値の集約 1月: 10 2月: 15 3月: 20 Q1:
45

最初 期間合計としてのサマリー期間内の最初の値 1月: 10 2月: 15 3月: 20 Q1:
10

残高 期間合計としてのサマリー期間内の最後の値 1月: 10 2月: 15 3月: 20 Q1:
20
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表 12-4 (続き) タイム・バランス・プロパティ

タイム・バランス・プロパテ
ィ

説明 例

平均 期間合計としてのサマリー期間内のすべての子値の平均 1月: 10 2月: 15 3月: 20 Q1:
15

入力 親での値の設定は、その親のすべての祖先に入力されます。
子の値が変更されると、デフォルト集約論理はその親に適用
されます。
集計演算子およびメンバー式は、メンバーが再計算される際
に入力値に上書きされます。

1月: 10、2月: 10、3月: 10、
Q1: 30

加重された平均 -
Actual_Actual

加重日平均は 1年の実際の日数に基づいており、2月が 29日
まであるうるう年に対応しています。例では、Q1の平均は次
のように計算されています: (1) Q1の各月の値に、月の日数を
掛け合わせます。(2)これらの値の合計を出します。(3)出し
た合計を Q1の日数で割ります。うるう年と仮定した場合、
(10*31+15*29+20*31)/91=15という計算になります
このタイム・バランス・プロパティは、ブロック・ストレー
ジ・キューブにバインドされたディメンションでのみサポー
トされます。集約ストレージ・キューブでは、「加重平均-
Actual_Actual」タイム・バランス・プロパティはサポートさ
れません。

1月: 10 2月: 15 3月: 20 Q1:
15

加重された平均-Actual_365 加重日平均は 1年 365日に基づき、2月を 28日までと仮定
しており、うるう年に対応していません。例では、Q1の平均
は次のように計算されています: (1) Q1の各月の値に、月の日
数を掛け合わせます。(2)これらの値の合計を出します。(3)
出した合計を Q1の日数で割ります。うるう年と仮定しない
場合、(10*31+15*28+20*31)/90=15という計算になります
このタイム・バランス・プロパティは、ブロック・ストレー
ジ・キューブにバインドされたディメンションでのみサポー
トされます。集約ストレージ・キューブでは、「加重平均-
Actual_365」タイム・バランス・プロパティはサポートされ
ません。

1月: 10 2月: 15 3月: 20 Q1:
15

カスタム 分散は無効化され、アプリケーション・デザイナが、カスタ
マイズ済の分散を追加すると想定されます。たとえば、
Groovyルールを使用して期間合計(Q1)に値を挿入すること
ができ、フロー・メソッドを使用してサマリー期間が計算さ
れます。

NA

無効化 分散が無効になり、サマリー期間は読取り専用です。無効に
すると、レベル・ゼロ以外の期間にデータが入力されないよ
うになります。フロー・メソッドは、期間合計(Q1)に集計す
るために使用されますが、合計期間には分散しません。

NA
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ノート:

• 「加重された平均-Actual_Actual」および「加重された平均-Actual_365」タイム・
バランス・プロパティは、4つの四半期がロープアップされている標準月次カレ
ンダでのみ使用できます。
アプリケーションで異なる「タイム・バランス」設定のデータを計算および分散
する方法の詳細は、Planningの操作のデータの分散方法を参照してください。

• 「カスタム」と「無効化」のタイム・バランス・プロパティの場合、アプリケーシ
ョン・デザイナは、書込み先となるメンバーのストレージ特性を認識する必要が
あり、集約ストレージまたはブロック・ストレージにします。たとえば、集約ス
トレージではレベル・ゼロのメンバーにのみ保存することができ、動的計算メン
バーへの保存を試行する場合には、無視されて再計算時に上書きされます。また、
分散は保存前のグリッドでのみ実行されることに注意し、自動または Groovyル
ールの使用のいずれかにします。グリッドの保存後は、データの保存と読取りに
ついては通常の Essbaseの動作が引き継ぎます(つまり、標準アウトライン計算
の適用、メンバー式、タイム・バランスなど)。

勘定科目タイプと差異レポート
勘定科目の差異レポートのプロパティにより、メンバー式に使用されるときの費用として扱わ
れているかどうかが次のように決定されます:

• 費用: 実績値は予算値から引かれて、差異が計算されます。
• 費用外: 予算値は実績値から引かれて、差異が計算されます。
ゼロと欠落した値の勘定科目計算の設定
「最初」、「残高」、「平均」のタイム・バランス・プロパティで、データベース計算がスキップ・
オプションのあるゼロと欠落した値の扱い方を指定します。

表 12-5 タイム・バランスに「最初」が設定されているときのスキップ・オプションの適用

スキップ・オプション 説明 例
なし ゼロおよび#MISSING値は、親の値(デフォルト)を計算する

ときに考慮されます。例では、最初の子(1月)の値は 0で、ゼ
ロは親の値を計算するときに考慮されるので、Q1 = 0とみな
されます。

1月: 0 2月: 20 3月: 25 Q1: 0

欠落 親の値を計算するときに#MISSING値は除外されます。例で
は、最初の子(1月)の値は#MISSINGで、#MISSING値は親の
値を計算するときに考慮されないので、Q1 = 2番目の子(2
月)、つまり 20です。

1月: #MISSING 2月: 20 3月:
25 Q1: 20

ゼロ 親の値を計算するときにゼロ値は除外されます。例では、最
初の子(1月)が 0で、ゼロ値は親の値を計算するときに考慮さ
れないので、Q1 = 2番目の子(2月)、つまり 20です。

1月: 0 2月: 20 3月: 25 Q1:
20

欠落およびゼロ 親の値を計算するときに#MISSINGおよびゼロ値は除外され
ます。例では、最初の子(1月)はゼロで、2番目の子(2月)は
欠落しています。欠落した値とゼロ値は親の値を計算すると
きに考慮されないので、Q1 = 3番目の子(3月)、つまり 25で
す。

1月: 0 2月: #MISSING 3月:
25 Q1: 25
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保存された仮定
保存された仮定を使用して、プランニング仮定を集中させ、主要なビジネス・ドライバを識別
し、アプリケーションの一貫性を確実にさせます。タイム・バランスと差異レポートのプロパ
ティを選択します。
• 差異レポートにより、予算データと実際のデータ間の差異を費用または費用外に判別しま
す。

• タイム・バランスにより、サマリー期間の末尾の値が判別されます。
次に、タイム・バランスと差異レポートのプロパティが保存された仮定勘定科目メンバーでど
う使用されるかについて例を示します。
• 人数に費やされた実際の金額は予算金額よりも少ないと仮定し、差異レポートに費用タイ
プの保存された仮定を作成します。アプリケーションでは、予算金額から実際の金額が差
し引かれて差異が判別されます。

• 期間の末尾の値を使用して、オフィスの床面積の値を判別します。
• 期間の最終時点での売上製品ユニットの数について仮定を作成します。期間中に売ったユ
ニット数を集約して、サマリー期間の最後の値を判別します。

勘定科目、エンティティ、期間およびキューブ
勘定科目、エンティティおよび期間メンバーにキューブを割り当てて、メンバーの子がアクセ
スできるキューブを設定します。たとえば、売上合計勘定科目は収益と P&Lに有効にできます
が、固定資産勘定科目は貸借対照表のみに有効です。キューブをメンバーに割り当てないと、
そのメンバーの子はそのキューブにアクセスできません。
メンバーを移動したとき、新しい親が別のキューブに有効な場合、メンバーは新しい親と共通
しているキューブにのみ有効です。勘定科目メンバーの新しい親に別のソース・キューブがあ
る場合、メンバーのソース・キューブは、そのメンバーの一番新しい有効なキューブに設定さ
れます。
エンティティとキューブ
通常、エンティティ・メンバーは異なるプランを準備します。エンティティ・メンバーを定義
する際、それらの有効なキューブを指定します。フォームはキューブに関連付けられているの
で、各キューブについてデータを入力できるエンティティ・メンバーを制御できます。
勘定科目とキューブ
勘定科目が複数のキューブに有効な場合、ソース・キューブを指定して、それらの勘定科目値
を保管するキューブのデータベースを決定します。

ディメンションの設計に関する考慮事項
正確なレポート、分析およびパフォーマンス管理を遂行するには、ディメンションを効果的に
設計することが重要です。
ディメンションを設計する際は、次のベスト・プラクティスに従ってください。
• アプリケーション構造を作成するためのディメンションの設計
• ディメンションを識別するための当該プロセスの励行
• ディメンションの一般的なユース・ケースの検討
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• 設計戦略の例の確認
• ディメンションに関する上位 10のベスト・プラクティスの把握
• エンティティ・ディメンションの計画
• 勘定科目ディメンションの計画
• バージョン・ディメンションの計画
• 通貨ディメンションの計画
• 為替レートの計画
• 期間ディメンションの計画
• 年および代替変数の計画
• カスタム・ディメンションの設計
• その他のベスト・プラクティス
アプリケーション構造を作成するためのディメンションの設計
ビジネス・プロセスをサポートする勘定科目、エンティティおよびその他のディメンションを
追加します。
ディメンションで、データ値が分類されます。Planningには、勘定科目、エンティティ、シナ
リオ、バージョン、期間、年のディメンションが用意されています。複数の通貨を計画する場
合、アプリケーションには通貨ディメンションもあります。
カスタム・ディメンションを使用して、製品、顧客、市場など、独自の値を定義することもで
きます。ディメンションの合計は最大 32個です。ただし、ベスト・プラクティスとして、追
加するのは 12個未満にすることをお薦めします。ロード・ファイルを使用してディメンショ
ンを追加することも、Oracle Smart View for Officeでディメンションを構築することもできま
す。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
アプリケーションでデータをエクスポートおよび
インポートする方法を学習します。

Oracle Planning and Budgeting Cloudでのデータ
のエクスポートおよびインポート

ファイルを使用してディメンションをロードする
方法を学習します。

Oracle Planning and Budgeting Cloudでのメタデ
ータのインポート

ディメンションを識別するための当該プロセスの励行
このプロセスを使用して、アプリケーションに含めるディメンションを識別します。
1. 要件に基づいて一意のプランニング・プロセスを識別します。
例: マーケティング・プランニング、販売プランニング、諸経費プランニング、資本プラン
ニング、キャッシュ・フロー・プランニング、要員プランニング

2. 各プランニング・プロセスのディメンションを識別します。
例: 製品、マーケット、チャネル、製品セグメント、顧客セグメント

3. ディメンション相互の関係を定義します。
例: 製品とマーケットには多対多の関係があります。製品セグメントと製品には 1対多の
関係があります。労務リソースと材料リソースには関係がありません。

4. ディメンションをプランニングおよびレポートのバケットに分けます。
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例: 製品、マーケットおよびチャネルはプランニング・ディメンションで、製品セグメント
および顧客セグメントはレポート・ディメンションです。

5. プランニング・プロセスをプランニング・モジュールにマップします。
例: プロジェクトまたは財務を使用してマーケティング・プランニングを構成し、財務およ
びカスタム・キューブを使用して諸経費プランニングおよびキャッシュ・フロー・プラン
ニングを構成します。

ディメンションの一般的なユース・ケースの検討
ディメンションの一般的なユース・ケースを確認し、それらの対処方法のガイドラインを理解
します。
• 標準(必須)ディメンション
高レベルで一般的な財務プランニングのほとんどのユース・ケースは、標準ディメンショ
ンで対処でき、名前も変更できます。

• カスタムまたはオプションのディメンション
要件に応じて追加(有効化)または名前変更できるカスタムまたはオプションのディメンシ
ョンを使用してディメンションを拡張します。

• ディメンション内での複数の階層
ディメンション間の無関係性を回避するために、関連のない 2つ以上のディメンションを
単一のディメンションに結合します。

• プランニングまたはレポートに対する代替階層
トップダウンの割当てまたはレポートの目的で、同じメンバーを異なる親の下にグループ
化できる場合は、代替階層を使用します。

• レポートに対する属性ディメンション
属性ディメンションは、1つのディメンションに関連しており、2つのディメンション間の
関係が経時的に変化しない場合に、レポート要件を満たすのに役立ちます。

• レポートに対するスマート・リストおよび ASOディメンション
レポートに対するスマート・リストおよび ASOディメンションの使用は、レポート・ディ
メンションと他のディメンションとの関係が経時的に変化する場合に役立ちます。

• プランニングに対するスマート・リストおよび複数キューブ BSOディメンション
この戦略は、プランニング・ディメンションがプランニング・プロセスのプライマリ・デ
ィメンションではなく、サブプロセスに分割する必要がある場合に役立ちます。

このサンプル・ワークシートは、ディメンションの識別、そのユース・ケースのリストなど、
ディメンションの計画方法の例を示しています。
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設計戦略の例の確認
これらの例を確認し、ディメンションの追加の設計戦略を理解します。
レポートに対する属性ディメンションの使用
レポートに対する属性ディメンションの使用は、レポート要件を満たすのに役立ちます。属性
は 1つのディメンションに関連しており、2つのディメンション間の関係は経時的に変化しま
せん。
例:

• プロジェクト・ディメンションで「プログラム」という属性を定義します。
• 次に、プログラム・ディメンションにメンバーの階層を作成できます。プログラム・ディ
メンションの最上位レベルのメンバーは自動的に集約されます。

• 「プロジェクトの追加」Groovyルールで、各プロジェクト・メンバーをプログラム・ディ
メンションのリーフ・レベルのメンバーに関連付けます。

• これにより、プログラムでプロジェクトをフィルタできます。
• レポート・フォームでは、プログラム・レベルである費用と収益を表示できます。
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レポートに対するスマート・リストおよび ASOディメンションの使用
この戦略は、レポート・ディメンションと他のディメンションとの関係が経時的に変化する場
合に役立ちます。
例:

• ASOにスキルセット・ディメンションを追加し、スキルセット・スマート・リストをスキ
ルセット・ディメンションにマップします。

• BSOから ASOキューブにデータを移動するためのデータ・マップを作成します。
• データ・マップはバッチ・プロセスとして実行することも、フォームまたは Groovyルール
にスマート・プッシュを実装することもできます。

• ASOキューブのレポート・フォームを使用して、プロジェクト全体のスキルセット別労務
要件を表示できます。

 

 
スマート・リストおよび複数キューブ BSO設計の使用

第 12章
ディメンションの設計に関する考慮事項

12-16



この戦略は、プランニング・ディメンションがプランニング・プロセスのプライマリ・ディメ
ンションではなく、サブプロセスに分割する必要がある場合に役立ちます。
例:

• 従業員とジョブは、プロジェクト・プランニングの要員およびスマート・リストのディメ
ンションです。

• プロジェクト・プランニングでは、ライン・アイテムを使用して、ジョブおよび従業員レ
ベルで労務費用を計画します。

 

 
 

 
ディメンション内での複数の階層
ディメンションでは複数の階層を使用できます。ディメンション間の無関係性を回避するため
に、関連のない 2つ以上のディメンションを単一のディメンションに結合します。
例:

• プロジェクトでは、ジョブ、設備および材料は無関係であるため、単一のリソース・クラ
ス・ディメンションに結合されます。

• 財務では、利益センターとコスト・センターは無関係であるため、単一のエンティティ・
ディメンションに結合できます。
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プランニングおよびレポートに対する代替階層
トップダウンの割当てまたはレポートの目的で、同じメンバーを異なる親の下にグループ化で
きる場合は、代替階層を使用します。
例: ブランドおよび製品カテゴリ別にプランニングおよびレポートするために、製品ディメンシ
ョンに代替ロールアップを作成します。
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ディメンションに関する上位 10のベスト・プラクティスの把握
ディメンションを設計する際は、次の重要なベスト・プラクティスに従ってください。
1. ディメンションの順序は、変更された砂時計フォーマットに従います。
このフォーマットでは、最も密度の高いディメンションが最初のディメンションとなり、
より密度の低いディメンションが後に続きます。その後に疎ディメンションが続きます
が、その際は、集約する疎ディメンションが前で、その後に集約しない疎ディメンション
が続きます。疎ディメンション内では、最も密度の高い疎ディメンションが前で、最も密
度の低い疎ディメンションが後ろです。
ハイブリッド BSOでは、動的疎ディメンションの前に非動的疎ディメンションを配置する
必要がありますが、それ以外の順序は同じです。
密ディメンションと疎ディメンションについてさらに学習するためのチュートリアル: 
Cloud EPMでのディメンションの管理。

2. 大きいブロック・サイズはパフォーマンスに大きな影響を与えます。
ブロック・サイズは、密ディメンションの数およびその密ディメンションのメンバーによ
って決まります。最適なブロック・サイズは 8 KBから 500 KBです。密ディメンションの
数を最大 3までに減らします。密ディメンションのレベル 1以上は、ラベルのみまたは動
的計算にしてください。

3. テキスト、スマート・リスト、日付および保管されたパーセンテージ・タイプの勘定科目
では、連結プロパティを「なし」に設定します。
集約スクリプトで勘定科目が明示的に除外されていない場合、これらの値を集約すると、
無用なデータが作成されます。

4. 世代 2のすべてのメンバーを「無視」に設定します。
これらのルート・メンバーにはセキュリティを定義できないため、それらのメンバーをフ
ォームに含めることはできません。したがって、世代 2のメンバーをルートに集約するこ
とは無意味です。これによってアプリケーション内のブロック数も増加することになりま
す。
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5. 長いまたはフラットなディメンションは、集約のパフォーマンス上の問題につながります。
親メンバーの下に 200を超えるメンバーがある場合は、中間の親を追加します。

6. 複数のキューブのディメンション・メンバーを有効にすると、動的な相互参照が作成され、
パフォーマンス上の問題につながります。
動的な相互参照の作成を回避するには、HSP_NOLINK UDAを使用します。キューブ間で
データを移動するには、データ・マップまたはスマート・プッシュを使用します。

7. 単純な計算には、メンバー式を記述するかわりにアウトライン計算を活用します。
単純な計算は、たとえば、Account C = Account A – Account Bなどです。

8. 可能な場合は、1つの子の親のメンバーは回避します。
親メンバーが「共有しない」になっている場合、1つの子の親メンバーは、暗黙的な共有
またはディスク上のブロックとデータの重複につながります。

9. 可能な場合は常に、BSOではなく ASOに大規模なディメンションを集約します。
これにより、キューブ・リフレッシュ時やメンテナンス時間などのパフォーマンスが向上
します。

10. 2年を超える履歴データは BSOではなく ASOに保存します。
過去 5年または 10年の履歴データがある場合、すべてのデータが計算に必要とはかぎりま
せん。必要な場合は、計算用に数年分の履歴データを BSOキューブに確保し、他の履歴デ
ータを ASOキューブに移動できます。最適なパフォーマンスのためには、BSOキューブ
を軽くして、データ入力の計算に集中できるようにすることがベスト・プラクティスです。

エンティティ・ディメンションの計画
エンティティ・ディメンションは、コスト・センター、部署、事業部門、部門などの組織構造
を表します。
組織の表示方法を反映するために、親と呼ばれるロールアップ・メンバーを作成してコスト・
センターをグループ化できます。たとえば、事業部門、部門またはその他の機能構造別にロー
ルアップできます。例として、部門にロールアップされる事業部門にロールアップされるコス
ト・センターを作成できます。
複数のレポート構造も作成できます。たとえば、地域レポートをサポートする代替構造を作成
できます。複数の通貨を計画する場合は、各エンティティの基本通貨を設定します。
エンティティ・ディメンションは、予算策定プロセスに使用されるプライマリ・ディメンショ
ンの 1つです。シナリオおよびバージョン・ディメンションとともに、エンティティ・ディメ
ンションは、承認ユニット(ユーザーの同僚による承認またはレビューを受けるために上位また
は下位へ移動できる個別コンポーネント)を定義するために使用されます。
承認ユニット外のすべてのディメンションのメンバーが、承認ユニット自体とともに上位およ
び下位へ移動されます。たとえば、承認ユニットが上位へ移動される際には、12か月すべてが
一緒に上位へ移動されます。個々の月を個別に上位へ移動することはできません。
各ディメンションをロードまたは更新したら、アプリケーションをリフレッシュすることをお
薦めします。
勘定科目ディメンションの計画
勘定科目ディメンションは勘定体系の場所です。これには、計画または予測するメンバーを含
める必要があります。勘定体系のすべての勘定科目が含まれるとはかぎりません。
たとえば、損益計算書、貸借対照表およびキャッシュ・フローの勘定科目を勘定科目ディメン
ションに含めることができます。または、KPIや比率の勘定科目を含めることもできます。場
合によっては、勘定科目にサブ勘定科目がありますが、これは一般的ではありません。
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勘定科目ディメンションには財務情報が含まれます。次の勘定科目タイプがサポートされてい
ます。
• 費用: ビジネスを行うコスト
• 収益: 収益源
• 資産: 会社のリソース
• 負債と資本: 残余請求権または債権者への債務
• 保存された仮定: アプリケーションで一貫性を確保する集中管理されたプランニング仮定
勘定科目タイプの設定は、四半期ごとおよび年合計の値のレポートや差異分析に使用されます。
Planningでは、階層構造を使用して、小計および合計をグループ化する勘定科目が作成されま
す。各勘定科目グループには、その親にロールアップされる方法を決定する集計演算子が割り
当てられます。
例:

純利益 = 収益合計 - 費用合計
この例では、収益合計の集計演算子は「加算」で、費用合計の集計演算子は「マイナス」です。
勘定科目ディメンションは、データをロードして移入することも、Smart Viewを使用して移入
することもできます。ファイルからデータをロードするには、ファイル・フォーマットが特定
の要件を満たしている必要があります。
各ディメンションをロードまたは更新したら、アプリケーションをリフレッシュすることをお
薦めします。
ベスト・プラクティス:

• 上位レベル・メンバーは、「動的計算」に設定する必要があります。
• 比率およびその他のタイプの KPIやパーセンテージの計算に使用されるメンバー式につい
ては、それらを「動的計算」、2パスに設定します。2パス設定により、上位レベルのパー
センテージが正しく計算されます。

バージョン・ディメンションの計画
バージョンを使用して、プランニング・プロセスの様々な反復を保存できます。バージョンは、
データ・アクセスを読取りまたは書込みに制限する場合にも役立ちます。
次の 2つのタイプのバージョンが使用可能です。
• 標準ターゲット: 入力データを上位レベルに入力できます。
• 標準ボトムアップ: 入力データをレベル 0のみに入力できます。
承認およびワークフロー機能は、ボトムアップ・バージョンのみについて有効にすることがで
きます。
ベスト・プラクティスとして、次のバージョンが推奨されます:

• 作業中: ユーザーが、実績結果のレビューやプランおよび予測の開発など、各自のタスクを
実行する場合。

• 最初のパス: プランの複数の反復を保持する必要がある場合、このバージョンにそのパスを
保存できます。保存された反復が複数必要な場合は、他のメンバーを作成できます。「デー
タのコピー」機能を利用して、このバージョンにデータを移動できます。「データのコピ
ー」では、データおよびテキスト入力がコピーされます。
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• What If: ユーザーが仮定を変更し、結果を分析できるプレースホルダを提供します。
構築プロセスで各ディメンションをロードまたは更新したら、アプリケーションをリフレッシ
ュすることをお薦めします。
通貨ディメンションの計画
アプリケーションで複数通貨を有効にした場合、計画およびレポートに使用する通貨を追加で
きます。
その後、換算で使用される為替レートをシナリオおよび年別に定義できます。通貨換算を実行
するための計算スクリプトが作成されます。為替レートを入力するには、Planningの管理の為
替レートの指定のプロセスに従ってください。
ベスト・プラクティス:

• レポート通貨の数を制限します。通常は、顧客に 1つのみです。
• シナリオと年の有効な組合せごとに為替レートを入力します。
• この時点から、デフォルトで各フォームに関連付けられている「通貨の計算」ビジネス・
ルールを実行して、通貨換算を計算できます。

• 勘定科目の為替レート・タイプは、「期末」から「平均」などに変更されます。
次の作業を行う前に、通貨換算計算スクリプトを実行します。
• レポート通貨による更新されたローカル・データのレビュー
• レポート通貨データによって異なる可能性がある特定の計算の実行
為替レートの計画
各アプリケーションには、アプリケーションの作成時に指定したデフォルトの通貨があります。
為替レート表を設定する際には、すべてのソース通貨からデフォルトへの為替レートを入力し
ます。他のすべてのレポート通貨への換算には、トライアンギュレーションが使用されます。
為替レートは、平均および期末レートについて年別のシナリオごとに設定されます。
期間ディメンションの計画
期間ディメンションは、月別など、特定の年のカレンダの範囲を設定する場合に使用します。
ベスト・プラクティス:

• レポートおよび計算をサポートするには、このディメンションに代替変数を使用します。
代替変数の候補は CurrMo、CurrQtrおよび PriorMoです。これらの変数は、毎月更新する
必要があります。

• 年次累計(Y-T-D)や四半期累計などの期間計算を使用するには、期間ディメンションで動的
時系列アイコンを選択します。その後、プロセスをサポートするために必要な期間計算を
選択できます。

• 計算時間を短縮するために、四半期合計や年合計などのサマリー期間は動的計算に設定す
る必要があります。

• 各ディメンションをロードまたは更新したら、アプリケーションをリフレッシュします。
年および代替変数の計画
年は、フォーム、計算、レポート、Smart Viewなど、アプリケーションの様々場所に組み込ま
れます。今後何年にもわたってアプリケーションを使用するため、このディメンションを参照
するには代替変数を使用することをお薦めします。
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代替変数は定期的に変化する情報のグローバルなプレースホルダとして機能します。変数およ
び値は年に対応し、値はいつでも変更できます。
代替変数の値は、プレースホルダとしてフォームおよびレポートに表示されます。これにより、
アプリケーションの保守が軽減します。
ベスト・プラクティスとして、プロセスに含まれる年ごとに代替変数を作成してください。例:

• CurrY、現在の年
• NextYr、予算(プラン)年
• PriorYr、前の年
カスタム・ディメンションの設計
カスタム・ディメンションを使用して、データをさらに分類できます。たとえば、カスタム・
ディメンションには製品や市場などがあります。
ディメンション・レベル(世代 1とも呼ばれる)ではアクセス権限を付与できないことに注意し
てください。たとえば、すべての子孫について製品メンバーにアクセス権限を直接割り当てる
ことはできません。カスタム・ディメンションでセキュリティを有効にする場合は、セキュリ
ティ・アクセス権の割当てを考慮に入れて、セキュリティが適用されるすべてのカスタム・デ
ィメンションの世代 2を設計することをお薦めします。
各ディメンションをロードまたは更新したら、アプリケーションをリフレッシュすることをお
薦めします。
その他のベスト・プラクティス
ディメンションを追加または更新した後、次のタスクを完了します。
• アプリケーションのリフレッシュ。
アプリケーションの構造を変更したら、アプリケーションを必ずリフレッシュしてくださ
い。
アプリケーションをリフレッシュするまで、アプリケーションの変更がユーザーによるデ
ータの入力および承認タスクに影響を与えることはありません。
たとえば、エンティティ・メンバーのプロパティの変更、シナリオの追加またはアクセス
権限の変更を行った場合、これらの変更は、アプリケーションをリフレッシュした後でユ
ーザーに反映されます。

• 履歴データのロード。
勘定科目やエンティティなど、すべての構造をロードしたら、履歴データをロードできま
す。これには、前の年の実績結果や現在の年のプランと予算などが含まれます。
履歴データをロードすると、ユーザーは結果を分析し、トレンドを確認して、有意義な比
較を行うことができます。
これは、アプリケーションに組み込んだ構造を確認する際にも役立ちます。たとえば、前
に作成されたレポートにデータが関連していることを確認できます。データが照合されな
い場合は、その原因がデータの問題であるのか、構造に問題があるのかを確認する必要が
あります。
アプリケーションに連結データを表示するには、集約ルールを作成します。

• 有効な交差の計画。
サービス管理者は有効な交差を使用して、ユーザーがデータを入力したり実行時プロンプ
トを選択する際にディメンショナル交差をフィルタする、有効交差ルールと呼ばれるルー
ルを定義できます。たとえば、特定の部署のみに特定のプログラムが有効になるように指
定できます。有効な交差を利用して、有効な交差のみにデータ入力を制御します。

第 12章
ディメンションの設計に関する考慮事項

12-23



フォームを設計する際は、有効な交差について次の点に注意してください。
– 有効な交差で設定されているディメンションがページにある場合、メンバー・セレク
タには有効な組合せのみが表示されます。

– 有効な交差で設定されているディメンションが列または行にある場合、フォーム・デ
ザイナでは無効な交差を完全に抑制できます。抑制オプションが選択されていない場
合、無効な交差は読取り専用に設定されます。

簡易ディメンション・エディタへのアクセス
簡易ディメンション・エディタにアクセスするには :

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「ディメンション」をクリックします。
3. 「キューブ」ドロップダウン・リストのデフォルトは「すべて」です。 「キューブ」ドロ
ップダウン・リストの右側にある下矢印をクリックして、ディメンションのリストをキュ
ーブでフィルタします。

4. 表示するディメンションの名前をクリックします。
5. 次のタブから選択します:

• : 「メンバー・プロパティの編集」をクリックして、ディメンション・メンバーを
表示して編集します。メンバー・プロパティの編集を参照してください。

• : 「ディメンション・プロパティの編集」をクリックして、ディメンションの詳
細を表示して編集します。ディメンション・プロパティの編集を参照してください。

「メンバー・プロパティの編集」グリッドでの作業
「メンバー・プロパティの編集」グリッド・インタフェースで要素を操作します。
次も参照:

• 他のディメンションへの切替え
• 列レイアウトのカスタマイズ
• コンテキスト・メニュー・オプション
• 祖先の表示
• アプリケーションでのメンバーの用途の表示
• 編集のフォーカス
• メンバーの検索
• メンバーの移動
• メンバーのソート
• 別の階層へのメンバーの移動
• メンバー式の操作
• Microsoft Excelからのメンバー名のコピー
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他のディメンションへの切替え
「メンバー・プロパティの編集」グリッドを表示しているときに別のディメンションに切り替え
るには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
簡易ディメンション・エディタへのアクセスを参照してください。

2. ページ上部にあるディメンション名の横にある下矢印をクリックします。

ノート:

ディメンション・ドロップダウンには、現在表示しているキューブに関係なく、
すべてのディメンションが表示されます。

列レイアウトのカスタマイズ
グリッド内の各列は、メンバー・プロパティ(「メンバー名」、「親メンバー」、「デフォルトのデ
ータ・ストレージ」など)を表します。グリッドに最初から表示される列は、編集しているディ
メンション・タイプによって異なります。
「メンバー・プロパティの編集」グリッドの列のレイアウトは、列を非表示、表示、サイズ変更
または並替えすることでカスタマイズできます。「列の選択」ダイアログ・ボックスの「すべて
選択」を選択して、プロパティの全セット(すべての列)を表示することもできます。
列セレクタにリストされるプロパティは、プロパティのフラット・リストではありません。プ
ロパティは、列セレクタ内で機能別にグループ化されています。たとえば、勘定科目に固有の
プロパティ(「勘定科目タイプ」、「差異レポート」、「タイム・バランス」など)は、列セレクタ内
で「勘定科目」の下にグループ化されています。列セレクタで「勘定科目」を選択すると、そ
のグループ内のすべてのプロパティが選択されてグリッドに追加されます。グリッドに追加し
ないプロパティのチェック・ボックスはクリアできます。
「メンバー・プロパティの編集」グリッド内の列レイアウトをカスタマイズするには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
簡易ディメンション・エディタへのアクセスを参照してください。

2. グリッドで、任意の列見出しを右クリックします。

ヒント:

あるいは、 (「列の選択」)をクリックするか、「アクション」、「列の選択」の順
にクリックすることで、このダイアログ・ボックスを表示できます。

「列の選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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3. グリッドに追加する列(プロパティ)のチェック・ボックスを選択し、グリッドから削除する
列のチェック・ボックスはクリアします。「勘定科目」や「データ・ストレージ」などの最
上位グループを選択すると、そのカテゴリにグループ化されているすべてのプロパティが
選択されます。
• グリッドにすべてのプロパティ列を表示するには、「すべて選択」をクリックします。
• 「列の選択」ダイアログ・ボックスの「選択」パネルでは、列は選択した順に表示され
ます。グリッドでもこの順序で列が表示されます。グリッドの列を並べ替えるには、
「選択」ペインの列にカーソルを置き、上矢印または下矢印を選択して列の順序を上ま
たは下に移動します。

ノート:

また、グリッドで直接列をドラッグ・アンド・ドロップして列を並べ替える
こともできます。

• 「選択」ペインから列を削除するには、列にカーソルを置いて (「削除」)をクリック
します。

• 「選択」ペインからすべての列を削除するには、 (選択のアクション)をクリックし
て、「すべて削除」を選択します。

• グリッドに最初に表示されていた列を確認するには、「デフォルトにリセット」をクリ
ックします。
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ノート:

選択を行うと、選択した列は次のセッションのために保存されます。

4. グリッドに表示されるグリッドまたは列のサイズを変更するには、「列の自動調整」オプシ
ョンを選択するか、クリアします。「列の自動調整」オプションを選択すると、すべての列
がスクロールなしでグリッドに表示されるように、列のサイズが変更されます。

コンテキスト・メニュー・オプション
「メンバー・プロパティの編集」グリッドで、グリッド内のセルを右クリックすると、次のコン
テキスト・メニュー・オプションが表示されます:

• 「移動」オプション:

– 上へ移動: メンバーを 1つ上に移動します
– 下へ移動: メンバーを 1つ下に移動します

• 「ズーム・イン」オプション:

– 次のレベルへズーム・イン: 選択したメンバーの 1レベル下にあるすべてのメンバーを
表示します

– すべてのレベルへズーム・イン: 選択したメンバーの下にあるすべての子孫メンバーを
表示します

– 最下位レベルへズーム・イン: 選択したメンバーの下にあって、子を持たないすべての
子孫メンバーを表示します

• ズーム・アウト: 選択したメンバーの 1レベル上にあるメンバーを表示します
• 選択項目の保持: 選択した行または列のみをグリッドに表示します
• 選択項目の削除: 選択した行または列をグリッドから削除します
• 削除: 選択したメンバー、その子孫および関連付けられた共有メンバーを削除します

Note:

コンテキスト・メニューは、表示されているディメンションによって異なる場合があ
ります。一部のメンバーでは、「移動」や「削除」などの特定のコマンドは無効にな
っています。

祖先の表示
祖先はすべて、ディメンション階層で選択したメンバーより上位のメンバーです。
簡易ディメンション・エディタ・グリッドで、選択したメンバーの祖先を表示するには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
簡易ディメンション・エディタへのアクセスを参照してください。

2. 「メンバー・プロパティの編集」グリッドでメンバーを選択します。
3. 「アクション」をクリックし、「祖先の表示」を選択します。
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ヒント:

または、  (「祖先の表示」)をクリックして、メンバーの祖先を表示できます。

アプリケーションでのメンバーの用途の表示
メンバーの削除などの操作を実行する前に、「用途の表示」を使用して、そのメンバーがアプリ
ケーション内のどこで(どのフォーム、承認ユニット、自動プレディクトのプレディクションお
よびインサイト定義、インサイト、為替レートなどで)使用されているかを理解することが重要
です。
アプリケーション内でメンバーが使用される場所を表示するには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
簡易ディメンション・エディタへのアクセスを参照してください。

2. 「メンバー・プロパティの編集」グリッドでメンバーを選択します。
3. 「アクション」をクリックし、「用途の表示」をクリックします。

ヒント:

または、  (「用途の表示」)をクリックして、アプリケーション内でメンバーが
使用されている場所を表示できます。

編集のフォーカス
「メンバー・プロパティの編集」グリッドを操作するとき、ズームイン、ズームアウト、選択項
目の保持、選択項目の削除、凍結を使用して編集のフォーカスを絞ります。
「メンバー・プロパティの編集」グリッドを表示しながらこれらの操作を実行するには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
簡易ディメンション・エディタへのアクセスを参照してください。

2. グリッドの特定メンバーに対する編集のフォーカスを絞るには、メンバーを選択してから、
次のいずれかのズーム操作をクリックします。
• 「ズーム・イン」オプション:

– : 「次のレベルへズーム・イン」は、選択したメンバーの 1レベル下にあるす
べてのメンバーを表示します。

– : 「すべてのレベルへズーム・イン」は、選択したメンバーの下にあるすべて
の子孫メンバーを表示します。

– : 「最下位レベルへズーム・イン」は、選択したメンバーの下にあって、子を
持たないすべての子孫メンバーを表示します。
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• : 「ズーム・アウト」は、選択したメンバーの 1レベル上にあるメンバーを表示し
ます。

3. グリッドの特定の行または列に編集のフォーカスを絞るには、次の操作からいずれかを選
択します。
• : 「選択項目の保持」は、選択した行または列のみをグリッドに表示します。
• : 「選択項目の削除」は、選択した行または列をグリッドから削除します。
• : 「凍結」(列のみ)は、選択した列と、選択した列の左にあるすべての列を固定し、
それらの列をスクロールできないようにします。固定した列の右側のみがスクロール
するようになります。たとえば、メンバー名を含む最初の列のみに固定すると、メン
バー名が表示されたまま、右にスクロールしてメンバーのプロパティを編集できます。
列を凍結解除するには、「凍結」をもう一度クリックします。

ヒント:

または、「アクション」メニューでこれらの操作を選択することもできます。グリ
ッド内のセルを右クリックして、これらのオプションの一部を表示することもで
きます。

メンバーの検索
「メンバー・プロパティの編集」グリッドでディメンション・メンバーを検索するには:

1. ディメンションの「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
簡易ディメンション・エディタへのアクセスを参照してください。

2. 「検索」で、「名前」、「別名」または「両方」を選択し、検索する検索テキスト(メンバー
名、別名または文字列の一部)を入力します。

3. 次のいずれかの検索オプションを選択します:

• : 上方向に検索
• : 下方向に検索
• : 「フィルタ済検索」では、検索語句に一致するすべてのメンバーが検索され、メ
ンバーのリストが返されます。フィルタを解除したグリッドを再度表示するには、
「フィルタのクリア」をクリックします。

メンバーの移動
メンバーを移動するには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
簡易ディメンション・エディタへのアクセスを参照してください。

2. 移動するメンバーを選択します。
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3. メンバーを 1つ上の位置に移動するには、  (「上へ移動」)をクリックします。メンバーを
1つ下の位置に移動するには、  (「下へ移動」)をクリックします。

ヒント:

または「アクション」をクリックし、「上へ移動」または「下へ移動」を選択して
階層内でメンバーを 1つ上または下の位置に移動することもできます。グリッ
ドのセルを右クリックして、「移動」オプションを表示することもできます。

メンバーのソート
子または子孫による昇順または降順でメンバーをソートできます。メンバーのソートはアウト
ラインに影響を及ぼします。たとえば、ユーザーが「メンバー・プロパティの編集」グリッド
で階層内のメンバーを迅速に見つけることができるように、子メンバーのリストを降順でソー
トして、アルファベット順に表示できます。

ノート:

次を除く、Planningモジュールのディメンションをソートできます:

• 密ディメンション
• 財務の Plan Elementディメンション
• プロジェクトの Project Elementディメンション(名前を変更したかどうかは関係
ありません)

「メンバー・プロパティの編集」グリッドを使用してメンバーをソートするには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
簡易ディメンション・エディタへのアクセスを参照してください。

2. グリッドで、子または子孫をソートするメンバーを選択します。
3. 「ソート」で、「子」または「子孫」を選択します。

ノート:

• ページの上部に「ソート」オプションが表示されていない場合は、  (「詳細
オプション」)をクリックします。

• 子でソートする場合は、選択したメンバーの真下のレベルにあるメンバーの
みにソートがかかります。子孫でソートする場合は、選択したメンバーのす
べての子孫にソートがかかります。

4.  (昇順ソート)または  (降順ソート)をクリックします。
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別の階層へのメンバーの移動
「メンバー・プロパティの編集」グリッドでメンバーを別の階層に移動するには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
簡易ディメンション・エディタへのアクセスを参照してください。

2. グリッドの「親メンバー」列で、移動するメンバーの新しい親の名前を入力します。
3. 「保存」をクリックします。

メンバー式の操作
「メンバー・プロパティの編集」グリッドの式バーで直接、または有効なメンバー式を検証でき
る「メンバー式」ダイアログで、メンバー式を定義または編集できます。
演算子、計算関数、ディメンション名、メンバー名および数値定数を組み合せてメンバー式を
定義することによって、メンバーの計算を実行できます。メンバー式には次も含まれます。
• 式で許可される演算子タイプ、関数、値、メンバー名、UDAなど。
• 式に展開するスマート・リスト値またはデータベースのリフレッシュにおける値を含む事
前定義済の数式。

簡易ディメンション・エディタでメンバー式を定義または編集するには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
簡易ディメンション・エディタへのアクセスを参照してください。

2. グリッドのデフォルト式列で、式を定義または編集するメンバーを選択します。次のいず
れかのオプションを使用して、メンバーの式を定義または編集します。
• ディメンション・エディタ・グリッドの上部にある式バー内をクリックして、式を入
力または編集します。

• 式バーの横にある  (「メンバー式」)をクリックして、式を入力または編集します。

ノート:

• 式セルをダブルクリックすると、「OK」または「取消」の複数行のポップア
ップが表示されていました。ポップアップは削除され、かわりに式セル内で
直接編集できるようになりました。

• 式バーは、式セルが強調表示されているときに表示され、式セルから移動す
ると非表示になります。

• 式バーを使用するか、  (「メンバー式」)をクリックすると開くスクリプ
ト・エディタを使用して式を編集することをお薦めします。
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ヒント:

• デフォルト式列が表示されない場合は、グリッドに追加する必要があります。
をクリックして「列の選択」ダイアログを開き、「メンバー式」を展開し

てデフォルト式を選択し、「OK」をクリックします。これを選択すると、以
降のすべてのセッションのグリッドにデフォルト式列が含まれます。

• 式にメンバー名を含めるには、グリッドの式セルにフォーカスを置いたまま
にします。[Ctrl]を押しながら、式に含めるメンバーの名前をクリックします。
メンバー名が式バーに表示されます。

3. オプション: メンバー式の妥当性をチェックするには、式バーの横にある  (「メンバー
式」)をクリックしてから、「検証」をクリックします。

4. 「保存」をクリックします。

Microsoft Excelからのメンバー名のコピー
Microsoft Excelから名前をコピーして貼り付けるには:

1. Excelで、1つのセルまたはセル範囲のメンバー名をハイライトして、[Ctrl]を押しながら[C]
を押してデータをクリップボードにコピーします。

2. 「簡易」ディメンション・エディタで 1つまたは複数のターゲット・セルをハイライト表示
して選択し、[Ctrl]を押しながら[V]を押します。

3. クリップボード・ヘルパーが表示されたら、再度[Ctrl]を押しながら[V]を押します。データ
がクリップボード・ヘルパーに貼り付けられます。

4. 「貼付け」をクリックして、簡易ディメンション・エディタにデータを貼り付けます。

メンバー・プロパティの編集
次も参照:

• 「メンバー・プロパティの編集」へのアクセス
• メンバーの追加
• メンバーの編集
• メンバーの削除
• 共有メンバーの追加
• ディメンション・メンバーへのアクセス権の割当て

「メンバー・プロパティの編集」へのアクセス
簡易ディメンション・エディタで「メンバー・プロパティの編集」タブを開くには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「ディメンション」をクリックしてから、メンバー・プロパティを表示するディメンション
の名前をクリックします。
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ノート:

「キューブ」ドロップダウン・リストのデフォルトは「すべて」です。 「キュー
ブ」ドロップダウン・リストの右側にある下矢印をクリックして、ディメンショ
ンのリストをキューブでフィルタします。

3. タブをクリックします。
4. 「メンバー・プロパティの編集」グリッドでメンバー・プロパティを編集するには、グリッ
ド・セル内をクリックしてテキストを編集するか、ドロップダウン・メニューを開いて、
そこからメンバー・プロパティを選択します。行および列でメンバー・プロパティをドラ
ッグ・アンド・ドロップして、同じプロパティを埋めることもできます。プロパティのオ
プションと説明については、次のメンバー・プロパティ表を参照してください。
「メンバー・プロパティの編集」グリッドでの作業を参照してください。

ノート:

「メンバー・プロパティの編集」グリッドの各列は、メンバー・プロパティを表して
います。グリッドに最初から表示されるプロパティのリスト(列)は、編集しているデ
ィメンション・タイプによって異なります。グリッドの列のレイアウトは、列を非表
示、表示またはサイズ変更することでカスタマイズできます。「列の選択」ダイアロ
グ・ボックスの「すべて選択」を選択して、プロパティの全セット(すべての列)を表
示することもできます。
「メンバー・プロパティの編集」グリッドで列レイアウトをカスタマイズするには、
列レイアウトのカスタマイズを参照してください。

メンバー名は、命名規則に記載されているガイドラインに従っている必要があります。
共有メンバーは、共有メンバーの追加に沿っている必要があります。
表 12-6 メンバーのプロパティ

プロパティ 値
メンバー名 ディメンション・メンバー全体で一意である名前
親メンバー メンバーの親が階層内に存在する場合、親の名前。
説明 オプション - メンバーの説明(複数のメンバーに対して同じ説明も使用

できます)

ノート:

シード・メンバーの説明の編集は許可され
ていません。ユーザーが追加した他のすべ
てのメンバーの説明は編集できます。
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表 12-6 (続き) メンバーのプロパティ

プロパティ 値
別名表 オプション: 別名が格納されている別名表を選択します。「別名」にメン

バーの代替名を入力します。
別名表の管理を参照してください。

勘定科目メンバーのみ: 勘定
科目タイプ

「費用」、「収益」、「資産」、「負債」、「資本」または「保存された仮定」を
選択します。
詳細は、勘定科目タイプを参照してください。

勘定科目メンバーのみ: 差異
レポート

勘定科目タイプが「保存された仮定」の場合、「費用」または「費用外」
を選択します。保存された仮定を、収益、資産、負債、資本の勘定科目
に指定します。

勘定科目メンバーのみ: タイ
ム・バランス

「フロー」、「最初」、「残高」、「平均」、「入力」、「加重された平均-
Actual_Actual」または「加重された平均-Actual_365」を選択します。
詳細は、タイム・バランス・プロパティを参照してください。

勘定科目メンバーのみ: スキ
ップ

勘定科目タイプが「資産」、「資本」または「負債」の場合、「なし」、「欠
落」、「ゼロ」または「欠落およびゼロ」を選択します。
詳細は、ゼロと欠落した値の勘定科目計算の設定を参照してください。

勘定科目メンバーのみ: 為替
レート・タイプ

「平均」、「期末」または「履歴」を選択します。
詳細は、データ型と為替レート・タイプを参照してください。

データ型 「通貨」、「通貨以外」、「パーセンテージ」、「日付」または「テキスト」を
選択します。
詳細は、データ型と為替レート・タイプを参照してください。

勘定科目メンバーのみ: 配分 週次配分を設定します。アプリケーションの作成時に、このオプション
が選択済で基本期間が 12か月の場合、リーフ勘定科目メンバーに使用で
きます。

階層タイプ 集約ストレージ・キューブにバインドされたディメンションに使用でき
ます。集約ストレージ・ディメンションは、複数階層をサポートするた
めに自動的に有効になります。複数階層のディメンションの最初の階層
は保管階層である必要があります。
保管階層タイプのメンバーについては、有効なキューブ集約オプション
は「加算」または「無視」のみです。保管階層で、最初のメンバーを「加
算」に設定する必要があります。動的階層タイプのメンバーについては、
すべてのキューブ集約オプションが有効です。「ラベルのみ」メンバーの
子ではない保管階層では、集計演算子として「加算」を指定する必要が
あります。「ラベルのみ」メンバーの子は「無視」に設定できます。

データ・ストレージ データ・ストレージのプロパティ。新規カスタム・ディメンション・メ
ンバー(ルート・メンバー以外)に対しては、「共有しない」がデフォルト
です。

2パス計算 親メンバーまたは他のメンバーの値に基づいてメンバーの値を再計算し
ます。「動的計算」または「動的計算および保管」プロパティで、勘定科
目とエンティティ・メンバーに使用できます。

エンティティ・メンバーのみ:
基本通貨

標準複数通貨アプリケーションの場合のみ、エンティティ・メンバーの
基本通貨を選択します。
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表 12-6 (続き) メンバーのプロパティ

プロパティ 値
キューブ集計演算子 各キューブの集約オプションを選択します。

• キューブに使用しない(メンバーはキューブに対して無効になる)
• 加算
• 減算
• 乗算
• 除算
• パーセント
• 無視
• なし(メンバーは階層に関係なく集約されない)
複数のキューブがメンバーに有効な場合にのみ、ソース・キューブを選
択できます。メンバーの親に有効なキューブと集約オプションのみが使
用可能です。親がキューブまたは集約オプションに有効でない場合は、
子メンバーも有効になりません。勘定科目またはエンティティの親メン
バーについてキューブの選択を解除すると、その親のすべての子孫につ
いても、その選択が解除されます。保管階層タイプのメンバーに対して
有効な集約オプションは、「加算」または「無視」のみです。
カスタム・ディメンションおよび期間ディメンションのメンバーには、
勘定科目およびエンティティ・ディメンションと同様に、キューブ別に
用途を設定できます。
注意:アプリケーションにデータを入力した後でディメンション・メンバ
ーのキューブの選択を解除すると、アプリケーションをリフレッシュし
たときにデータが失われる場合があります。勘定科目メンバーについて
は、選択を解除されたキューブがソース・キューブの場合、データが失
われます。

勘定科目メンバーのみ: ソー
ス・キューブ

メンバーのソース・キューブを選択します。共有メンバーは基本メンバ
ーへのポインタで、保管されません。これは共有メンバーに無効です。
共有メンバーに適用されないため、ソース・プラン・フィールドは使用
できませんが、共有勘定科目メンバーのソース・キューブは基本メンバ
ーのソース・キューブと一致します。

スマート・リスト オプション: スマート・リストを選択してメンバーに関連付けます。
解決順 式が評価される順序を指定します。0から 100000までの整数を入力し

てください。指定された解決順を持つメンバーの式は、低い解決順から
高い解決順に計算されます。デフォルトは 0です。
「解決順」は、集約ストレージ・キューブに加えて、ハイブリッドが有効
になったブロック・ストレージ・キューブにも使用できます。ブロック・
ストレージ・キューブの解決順は、簡易ディメンション・エディタを使
用してのみ編集可能です。

動的な子に対して使用可能 ユーザーが、動的な親メンバーを使用するように構成されたビジネス・
ルールの実行時プロンプトでメンバー名を入力することにより、このメ
ンバーの子を作成できるようにします。

使用可能な動的な子の数 このオプションは、「動的な子に対して使用可能」が選択されている場合
のみ使用可能です。ユーザーが作成できる、動的に追加する最大メンバ
ー数を入力します。デフォルトは 10です。
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表 12-6 (続き) メンバーのプロパティ

プロパティ 値
メンバー作成者に付与された
アクセス権

このオプションは、「動的な子に対して使用可能」が選択されている場合
のみ使用可能です。メンバー作成者が実行時プロンプトで作成する動的
メンバーに対して持つ権限を判別します:
• 継承: メンバー作成者は、新しく作成したメンバーに対する最も近い

親のアクセス権を継承します。
• なし: メンバー作成者には、新しく作成したメンバーへのアクセス権

は割り当てられません。(サービス管理者は、後でメンバー作成者に
メンバーへのアクセス権を割り当てることができます。)

• 読取り: メンバー作成者には、新しく作成したメンバーへの読取りア
クセス権が割り当てられます。

• 書込み: メンバー作成者には、新しく作成したメンバーへの書込みア
クセス権が割り当てられます。

サービス管理者がこれらの設定を変更した場合、その変更は将来の動的
メンバーにのみ適用され、遡って動的メンバーに適用されることはあり
ません。

メンバーの追加
メンバーは、命名規則に記載されているガイドラインに従っている必要があります。
共有メンバーを追加するには、共有メンバーの追加を参照してください。
「メンバー・プロパティの編集」グリッドでメンバーを追加するには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
簡易ディメンション・エディタへのアクセスを参照してください。

2. メンバーの追加:

• 子メンバーを追加するには、親レベルのメンバーを選択し、「アクション」をクリック
して、「子の追加」をクリックします。

ノート:

子メンバーは、親メンバーのディメンション・プロパティを継承します。

• 兄弟メンバーを追加するには、メンバーを選択し、「アクション」をクリックして、「兄
弟の追加」をクリックします。

• カレンダに年を追加するには、「年」ディメンションを選択し、「アクション」をクリ
ックして、「年の追加」をクリックします。追加する年数を入力し、「適用」をクリッ
クして、カレンダの最後に年を追加するかどうかを確認します。「はい」をクリックす
ると、終了年の後に年が追加されます。「いいえ」をクリックすると、開始年の前に年
が追加されます。

• 「年」ディメンションのすべてのメンバーを含む「すべての年」親メンバーを追加する
には、「年」ディメンションを選択し、「アクション」をクリックして、「「すべての年」
の追加」をクリックします。
「すべての年」親メンバーにより、ユーザーはプロジェクトの終了日までのコスト合計
などの、複数年にわたり累計されたデータを表示することができます。アプリケーシ
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ョンに対して定義された場合、「すべての年」メンバーには「年なし」メンバーは含ま
れません。

3. メンバー・プロパティを設定または変更するには、「メンバー・プロパティの編集」グリッ
ドでセルをクリックし、更新します。メンバーの編集を参照してください。

4. 前回の保存以降に行ったすべての変更を元に戻すには、 (「リフレッシュ」)をクリックし
ます。

5. 変更を保存するには、「保存」をクリックします。
6. 保存後に変更内容をアプリケーション全体に適用するには、 (「データベースのリフレッ
シュ」)をクリックします。

7. ディメンション・メンバーを作成した後、通常は、次のタスクを完了させます。
• アクセス権を割り当てます。「アクション」をクリックし、「権限の割当」をクリック
します。

• カスタム属性を割り当てます。ディメンション・プロパティの編集を参照してくださ
い。

メンバーの編集
「メンバー・プロパティの編集」グリッドで、メンバーを直接編集できます。
メンバーを編集するには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
簡易ディメンション・エディタへのアクセスを参照してください。

2. 次のいずれかの操作を実行します。
• メンバーを追加するには、メンバーの追加を参照してください。
• 「メンバー・プロパティの編集」グリッドに移動し、編集を特定のメンバー、行または
列にフォーカスするには、「メンバー・プロパティの編集」グリッドでの作業を参照し
てください。

• メンバー・プロパティを変更するには、「メンバー・プロパティの編集」グリッドでセ
ル内をクリックし、ドロップダウン・リストからオプションを選択します。たとえば、
勘定科目ディメンション・メンバーで勘定科目タイプを編集する場合は、「勘定科目タ
イプ」列のセル内をクリックします。セル内に表示される下矢印をクリックし、「勘定
科目タイプ」オプションを選択します。メンバー・プロパティの詳細は、メンバー・
プロパティの編集を参照してください。

ノート:

グリッドにすべてのプロパティ列を表示するには、グリッドの任意の見出し
を右クリックし、「列の選択」ダイアログ・ボックス内の「すべて選択」オプ
ションを選択して、「OK」をクリックします。

• メンバーを削除するには、メンバーの削除を参照してください。
3. 前回の保存以降に行ったすべての変更を元に戻すには、 (「リフレッシュ」)をクリックし
ます。

4. 変更を保存するには、「保存」をクリックします。
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5. 保存後に変更内容をアプリケーション全体に適用するには、 (「データベースのリフレッ
シュ」)をクリックします。

メンバーの削除
各データ値は、一連のディメンション・メンバー値とキューブによって識別されます。ディメ
ンション・メンバーの削除やキューブの選択の解除を行うと、アプリケーションをリフレッシ
ュしたときにデータが失われます。エンティティ・メンバーを削除すると、それらに関連付け
られたすべての承認ユニット(データを含む)が削除されます。
メンバーを削除する前に、「用途の表示」を使用して、それらが使用されているアプリケーショ
ン内の場所(フォーム、承認ユニット、為替レートなど)を確認します。アプリケーションでの
メンバーの用途の表示を参照してください。
エンティティ・メンバーをディメンションから削除する前に、アプリケーション全体でそれを
削除する必要があります。たとえば、エンティティ・メンバーがフォームで使用されている場
合には、そのエンティティ・メンバーをディメンションから削除する前に、フォームから削除
する必要があります。
大きなエンティティ・サブツリーを削除する際には、最初にすべてのシナリオとバージョンに
ついて(ルート・メンバーを除外することによって)サブツリーの承認ユニットを除外すると、
パフォーマンスを向上させることができます。承認プロセスを参照してください。
メンバーを削除するには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
簡易ディメンション・エディタへのアクセスを参照してください。

2. 「メンバー・プロパティの編集」グリッドで、削除するメンバーを選択します。
3. 「アクション」をクリックし、「メンバーの削除」をクリックします。

ノート:

基本メンバーを削除すると、その共有メンバーも削除されます。

4. 確認のボックスで、「はい」をクリックします。
5. ビジネス・ルールおよびレポートを更新および検証します。

共有メンバーの追加
メンバーを共有すると、アプリケーション内でロールアップ構造の入れ替えが行えます。共有
メンバーを作成する前に基本メンバーが存在している必要があります。基本メンバーに複数の
共有メンバーを作成できます。上から下への表示位置では、基本メンバーはその共有メンバー
より先に表示されている必要があります。
共有メンバーは、エンティティ、勘定科目、ユーザー定義のカスタム・ディメンションに使用
できます。アウトラインをロールアップする際、共有メンバーの値を無視して二重計算を防ぐ
ことができます。
共有メンバーは、メンバーに有効なメンバー名、別名、基本通貨、キューブなどのいくつかの
プロパティ定義を基本メンバーと共有します。共有メンバーには、一意の親メンバーおよび異
なるロールアップの集約を設定させる必要があります。カスタム属性、カスタム属性値および
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メンバー式を共有メンバーに使用することはできません。基本メンバーの名前を変更すると、
すべての共有メンバーの名前も変更されます。

ノート:

共有メンバーには、基本メンバーと同じ名前が必要です。基本メンバー名も共有メン
バー名も大文字と小文字を区別します。

共有メンバーを別の親メンバーに移動させることはできません。移動させる場合、共有メンバ
ーを削除してから、別の親メンバーの下に再度作成します。基本メンバーをレベル・ゼロにす
る必要はありません。共有メンバーにデータを入力し、値を基本メンバーと共に保管できます。
「メンバー・プロパティの編集」グリッドに共有メンバーを追加するには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
簡易ディメンション・エディタへのアクセスを参照してください。

2. 共有メンバーの追加:

a. 基本メンバーと同じ名前で、子メンバーを追加します。
b. 新規メンバーの「親メンバー」に、新しい親の名前を入力します。
c. 新規メンバーの「デフォルトのデータ・ストレージ」で、「共有」を選択します。

3. 「保存」をクリックします。
他のキューブすべてのデータ・ストレージ・プロパティが、自動的に「共有」に設定されます。

ディメンション・メンバーへのアクセス権の割当て
ユーザー定義のカスタム・ディメンションのメンバーに対するアクセス権を割り当てる前に、
ディメンションの「ディメンション・プロパティの編集」ページで「セキュリティの適用」チ
ェック・ボックスを選択する必要があります。ディメンション・プロパティの編集を参照して
ください。
ディメンション・メンバーにアクセス権を割り当てるには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
簡易ディメンション・エディタへのアクセスを参照してください。

2. メンバーを選択し、「アクション」をクリックして、「権限の割当」をクリックします。
3. 「権限」をクリックします。
4. 次のトピックを参照して、権限を追加、編集または削除します:

• メンバーに対するアクセス権の追加、編集および削除
• 共有メンバーへの有効なアクセス権限について

メンバーに対するアクセス権の追加、編集および削除
選択したメンバーにアクセスできるユーザーおよびグループを指定できます。
メンバーに対するアクセス権限の割当て、編集および削除を行うには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
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簡易ディメンション・エディタへのアクセスを参照してください。
2. メンバーを選択し、「アクション」をクリックして、「権限の割当」をクリックします。
3. 「権限」をクリックします。

4. アクセス権を追加するには、「ユーザー/グループの追加」をクリックし、 (「検索」)をク
リックして、選択したメンバーにアクセスするユーザーおよびグループを選択します。
「ユーザー」をクリックするとすべてのユーザーが表示され、「グループ」をクリックする
とすべてのグループが表示されます。

5. アクセス権のタイプを変更するには:

a. 表示されているユーザーまたはグループの「権限」を選択します:

• 読取り
• 書込み
• なし
• 表示
前述のオプションの詳細は、アド・ホック・グリッドでの祖先メンバーへのアクセス
を参照してください。

b. オプション: 関係を選択します。
たとえば、「子」を選択して、選択したメンバーの子にアクセス権を割り当てます。

6. アクセス権を削除するには、 (「アクセス権の削除」)をクリックします。
7. 「OK」をクリックします。
8. 「閉じる」をクリックします。

共有メンバーへの有効なアクセス権限について
共有メンバーに対して直接アクセス権を割り当てることはできません。共有メンバーは、その
基本メンバー、親または祖先からアクセス権限を継承します。
アプリケーションでは、メンバーのアクセス権限継承関係に基づき、最初にユーザー、次にグ
ループという順でアクセス権限が各レベルで確認されます。複数のアクセス権限が存在する場
合、最も制限の少ないアクセス権限が適用されます(たとえば、書込みアクセスは読取りアクセ
スより優先されます)。
サンプルの親および子エンティティ・メンバー
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表 12-7 共有メンバーへの継承されたアクセス権の例

ケース アクセス権限 基本および共有メンバ
ー CAへの有効なアク
セス権

説明

ケース 1 CA (ベース) = なし
iDescendants (西部) = 読取り

読取り 「読取り」は「なし」よりも制限が少ない
ため、CAはWestの親から「読取り」ア
クセス権を継承します。

ケース 2 iDescendants (米国) =なし
iDescendants (西部) = 読取り
iDescendants (営業地域 1) = 書込み

書込み 「書込み」は「読取り」および「なし」よ
りも制限が少ないため、CAは営業地域 1
の親から「書込み」アクセス権を継承しま
す。

ケース 3 iDescendants (米国) = 書込み
iDescendants (西部) = なし
iDescendants (営業地域 1) = 読取り

書込み 「書込み」は「読取り」および「なし」よ
りも制限が少ないため、CAは米国の親か
ら「書込み」アクセス権を継承します。

ディメンション・プロパティの編集
簡易ディメンション・エディタでディメンションのプロパティにアクセスするには :

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「ディメンション」をクリックします。
3. 「キューブ」ドロップダウン・リストのデフォルトは「すべて」です。 「キューブ」ドロ
ップダウン・リストの右側にある下矢印をクリックして、ディメンションのリストをキュ
ーブでフィルタします。

4. 表示するディメンションの名前をクリックします。

5. 「ディメンション・プロパティの編集」タブ を選択します。
ディメンション・プロパティは、命名規則にあるガイドラインに適合させてください。
表 12-8 ディメンション・プロパティ

プロパティ 値
ディメンション ディメンション全体で一意である名前を入力します。
説明 オプション: 説明を入力します。
「別名表」および「別名」 オプション: 別名表を選択します。ディメンションの代替名を入力しま

す。
別名表の管理を参照してください。

キューブ ディメンションが有効になっているキューブを選択します。このオプシ
ョンをクリアすると、ディメンションのすべてのメンバーが、選択を解
除したキューブに対して無効になります。

2パス計算 親メンバーまたは他のメンバーの値に基づいてメンバーの値を再計算し
ます。「動的計算」または「動的計算および保管」プロパティで、勘定科
目とエンティティ・メンバーに使用できます。
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表 12-8 (続き) ディメンション・プロパティ

プロパティ 値
セキュリティの適用 ディメンション・メンバーにセキュリティの設定を行います。ディメン

ション・メンバーにアクセス権を割り当てる前に選択する必要がありま
す。そうしない場合、ディメンションにセキュリティがかからないため、
ユーザーは無制限にメンバーをアクセスさせることができます。ディメ
ンション・メンバーへのアクセス権の割当てを参照してください。

データ・ストレージ データ・ストレージ・オプションを選択します。デフォルトは「共有し
ない」です。
• 保管: メンバーのデータ値を保管します。
• 動的計算および保管: メンバーのデータ値および保管値を計算しま
す。

• 動的計算: メンバーのデータ値を計算し、値を無視します。
• 共有しない: 同じディメンション内のメンバーでデータ値を共有す
ることを禁止します。

• ラベルのみ: メンバーに関連付けられたデータがありません。
• 共有: 同じディメンション内のメンバーでデータ値を共有すること
を許可します。

ストレージ・オプションを参照してください。
表示オプション 「メンバー選択」ダイアログ・ボックスのアプリケーションのデフォルト

表示オプションを設定します。メンバーまたは別名を表示するには、「メ
ンバー名」または「別名」を選択します。「メンバー名:別名」では、左
側にメンバーが表示され、右側に別名が表示されます。「別名:メンバー
名」では、左側に別名が表示され、右側にメンバーが表示されます。

階層タイプ 集約ストレージ・キューブにバインドされたディメンションに使用でき
ます。集約ストレージ・ディメンションは、複数階層をサポートするた
めに自動的に有効になります。複数階層のディメンションの最初の階層
は「保管済」である必要があります。
「保管済」階層タイプのメンバーについては、有効なキューブ集約オプシ
ョンは「加算」または「無視」のみです。保管階層で、最初のメンバー
を「加算」に設定する必要があります。「動的」階層タイプのメンバーに
ついては、すべてのキューブ集約オプションが有効です。「ラベルのみ」
メンバーの子ではない「保管済」階層では、集計演算子として「加算」
を指定する必要があります。「ラベルのみ」メンバーの子は「無視」に設
定できます。

カスタム属性 ディメンションのカスタム属性の「作成」または「同期」をクリックし
ます。

属性の操作
属性は、製品のサイズ、色など、データの特性を示します。属性を使用すると、その特性に基
づいてディメンションのメンバーのグループ化および分析が可能になります。たとえば、製品
の収益性をサイズやパッケージに基づいて分析でき、さらに各市場地域の人口サイズなどの市
場属性を分析に組み込むことで、より効果的な結論を下すことができます。
疎ディメンションのメンバーのみに属性を割り当てることができます。ラベルのみメンバーに
は、属性を割り当てることができません。属性ディメンションは、親が動的に計算されるため、
集約プロパティを持っていません。
勘定科目のディメンションは通常、密として定義されますので、すべてのキューブのディメン
ションを疎に変更しないかぎり、属性を割り当てることはできません。ディメンションを疎か
ら密に変更する場合、変更するディメンションのすべての属性および属性の値は自動的に削除
されます。
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属性のデータ型の理解に記載されているように、属性は、テキスト、日付、ブール式、数値の
データ型を持つことができます。
属性名は、命名規則にあるガイドラインに適合させてください。
簡易ディメンション・エディタで属性を作成または編集するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」の順にクリックしま
す。

2. 「キューブ」ドロップダウン・リストのデフォルトは「すべて」です。 「キューブ」ドロ
ップダウン・リストの右側にある下矢印をクリックして、ディメンションのリストをキュ
ーブでフィルタし、「密」としてマークされているキューブを確認します。

3. 属性の疎ディメンションを選択します。

Note:

疎ディメンションのみが属性を持つことができます。
疎ディメンションおよび密ディメンションについてを参照してください。

4. 「ディメンション・プロパティの編集」タブ を選択します。
5. オプションを選択します:

• 属性を作成するには、「カスタム属性」の横にある「作成」をクリックします。属性の
名前を入力し、「テキスト」、「日付」、「ブール」または「数値」のデータ型を選択しま
す。

Note:

– 属性が一度作成されると、データ型を変更することができなくなります。
– 日付属性を操作するには、その前に「アプリケーション設定」にある「属
性ディメンション日付フォーマット」を選択して、保存する必要があり
ます。

属性のデータ型の理解を参照してください。
• 属性を変更するには、「カスタム属性」で、変更する属性の横にある

(「アクション」)をクリックし、「編集」を選択して、属性名を更新します。
6. 「閉じる」をクリックします。
「閉じる」をクリックすると、階層が検証され、問題が検知されるとエラーが表示されま
す。たとえば、日付の属性値は正しいフォーマットで入力される必要があり、数値と日付
のディメンションには、少なくとも 1つの定義された属性値が必要です。

7. ビジネス・ルールおよびレポートを更新および検証します。
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Tip:

属性(「赤」など)で明示的にフィルタするかわりに、属性ディメンションのユーザー変
数を作成し、ユーザー変数をフィルタとして使用できます。次に、ユーザー変数を動
的ユーザー変数として有効化し、実行時にユーザーがフィルタの値を変更できるよう
にすることができます。これは、動的フィルタ処理を可能にする有用な手法です。
ユーザー変数の管理を参照してください。

属性の削除
属性を削除すると、その属性に関連付けられたすべての属性値も削除されます。属性値は割り
当てられたメンバーから除去され、属性は割り当てられたディメンションから除去されます。
属性を削除するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」の順にクリックしま
す。

2. 削除する属性を含むディメンションの名前をクリックし、「ディメンション・プロパティの
編集」タブをクリックします。

3. 「カスタム属性」で、編集する属性の横にある
(「アクション」)をクリックし、「削除」を選択します。

4. 「はい」をクリックします。
5. ビジネス・ルールおよびレポートを更新および検証します。

簡易ディメンション・エディタでの UDAの操作
ユーザー定義の属性(UDA)、記述的な語やフレーズは、計算スクリプト、メンバー式、レポー
トおよびフォームで使用できます。UDAは UDAに関連したメンバーのリストを戻します。
例:

• HSP_UDF UDAを使用して、アプリケーションをリフレッシュする際の式の上書きを防止で
きます。ビジネス・プロセスに関連する各データベースにログオンし、UDAを使用したメ
ンバー式を作成する必要があります。この UDAの構文は、(UDAs: HSP_UDF)です。

• @XREF関数を使用して、別のデータベースのデータ値を検索し、現在のデータベースから
値を計算する場合、HSP_NOLINK UDAをメンバーに追加して、@XREF関数が、そのメンバー
用として選択されたソース・キューブではないすべてのキューブで作成されてしまうのを
防ぐことができます。

• 数種類の製品メンバーのついた製品ディメンションでは、「新製品」と呼ばれる UDAを作
成し、製品ディメンションの階層にある新製品へ割り当てることができます。その後、指
定した新製品における特定の計算を基にすることができます。

• 予算レビュー・プロセスでは、製品ラインの各所有者に対しデータ検証ルールを作成する
のではなく(製品によっては数百の所有者がいるものもあります)、承認ユニット階層を使用
してメンバーに適用する、ユーザー名を含む UDAを作成できます。次に、データ検証ルー
ルに、現在のメンバーに対する UDAに保存されたユーザー名を戻す検索関数を入力できま
す。たとえば、移動パスの各ユーザー用の UDAを作成し、その UDA名に接頭辞を割り当
てます(たとえば ProdMgr:Kim)。
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• フォームの設計時に、UDAを使用して、共通属性に基づいてフォームのメンバーを選択で
きます。UDAを使用してフォームを作成すると、その UDAに割り当てられているメンバ
ーが、フォームに動的に追加されます。たとえば、「新製品」と呼ばれる UDAを作成し、
この UDAを製品ディメンションの階層にある新製品に割り当てた場合、フォームでは、実
行時に新製品が自動的に表示されます。フォーム・デザイナで選択する場合、UDAの先頭
に UDA(新製品)のように UDAが付きます。

• HSP_NOMOF_<PlantypeName> UDAを使用すると、指定されたプラン・タイプ<PlantypeName>
の親メンバーが有効であっても、このプラン・タイプに動的メンバー("オンザフライ・メン
バー")が作成されなくなります。これにより、選択されたキューブでの集約に対する動的な
子の影響が防止されます。

UDAはディメンションによって特定されます。たとえば、勘定科目メンバーの UDAを作成す
ると、共有していない勘定科目メンバーに使用できます。UDAを削除すると、すべての勘定科
目メンバーの UDAが除去されます。UDAを複数のディメンションに使用可能にするには、複
数のディメンションに同じ UDAを作成します。たとえば、「新規」という UDAを勘定科目デ
ィメンションとエンティティ・ディメンションに作成し、それを勘定科目メンバーとエンティ
ティ・メンバーに使用できます。

Note:

この手順では、簡易ディメンション・エディタで UDAを操作する方法について説明
します。クラシック・ディメンション・エディタで UDAを操作するには、UDAの操
作を参照してください。

「メンバー・プロパティの編集」グリッドで UDAを操作するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」の順にクリックしま
す。

2. メンバーを UDAに関連付けるディメンションの名前をクリックします。
3. 「メンバー・プロパティの編集」タブを選択します。
4. ディメンション・グリッドで、任意の列ヘッダーを右クリックし、「UDA」を選択して
「OK」をクリックし、グリッドに UDA列を表示します。

5. UDAを追加するメンバーを探し、UDA列までスクロールします。
6. UDAセルをクリックして、「UDA」管理ダイアログを表示します。
7. 次のタスクを選択します。

• UDAを作成するには、

(「作成」)をクリックし、名前を入力して、「保存」をクリックします。
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Note:

UDAに名前を付ける際に使用する文字数は 60文字までにしてください。
承認用の UDAを作成する場合、その名前の最初に接頭辞を割り当てます(た
とえば、ProdMgr:Name)。接頭辞は UDAがユーザー名を含むことを示し、
データ検証ルールがユーザーを検索できるようにします。すべての承認
UDAに同じ接頭辞を使用します。

• UDAを変更するには、UDAを選択し、

(「編集」)をクリックして、名前を変更した後、「保存」をクリックします。
• UDAを削除するには、UDAを選択し、

(「削除」)をクリックして、削除を確認します。

Note:

UDAを削除すると、すべてのディメンションから UDAが除去されます。
UDAを削除した場合は、それを参照していたすべてのメンバー式、計算スク
リプト、レポートを更新する必要があります。

• UDAの選択をクリアするには、

(「クリア」)をクリックします。
8. メンバーの UDAを追加または削除するには、矢印を使用して UDAを「選択した UDA」パ
ネルで移動します。

9. 「OK」をクリックします。

属性値の操作
属性値は、フォームの使用時にディメンション・メンバーを選択する別の方法をユーザーに提
供します。属性のデータ値は動的に計算されますが保管されません。
通常、エンティティとユーザー定義のカスタム・ディメンションの疎ディメンションに、属性
値を定義できます。ディメンションの属性値を定義した後、その属性値をそのディメンション
のメンバーに割り当てることができます。
属性値の作成
属性値を作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「ディメンション」タブをクリックします。
3. 「キューブ」で、「すべて」を選択します。
4. 属性ディメンションを選択します。
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ノート:

属性ディメンションは、ディメンション・リストの最後とディメンション・ドロ
ップダウンの下部に表示されます。

5. 「メンバー・プロパティの編集」で、メンバーを追加します:

• 子メンバーを追加するには、親レベルのメンバーを選択し、「アクション」をクリック
して、「子の追加」をクリックします。

ノート:

子メンバーは、親メンバーのディメンション・プロパティを継承します。

• 兄弟メンバーを追加するには、メンバーを選択し、「アクション」をクリックして、「兄
弟の追加」をクリックします。

6. メンバー・プロパティを設定または変更するには、「メンバー・プロパティの編集」グリッ
ドでセルをクリックし、更新します。メンバー・プロパティの編集を参照してください。

7. 変更を保存するには、「保存」をクリックします。
基本ディメンションへの属性値の割当て
属性ディメンションを基本ディメンションに関連付けると、通常のディメンションと同様に簡
易ディメンション・エディタに表示されます。属性ディメンションをリストに表示するには、
メイン・ディメンション・ページの「キューブ」ドロップダウン・リストで「すべて」を選択
します。その後、属性ディメンションを選択して、値をグリッドに追加できます。
基本ディメンションに属性値を割り当てるには:

1. 基本ディメンションのメンバー・プロパティの編集ページを開き、属性ディメンションの
名前がある列を探します。

2. 特定のメンバーについてグリッド内をクリックして、属性値を含むドロップダウン・リス
トを表示し、リストから属性値を選択します。

3. メンバー・プロパティの編集ページで「保存」をクリックして、基本メンバーに値を割り
当てます。

シナリオの設定とバージョンの指定
次も参照:

• シナリオの設定
• バージョンの指定

シナリオの設定
各シナリオとバージョンの組合せには、勘定科目のデータと各エンティティの他のディメンシ
ョンが含まれます。ユーザーはシナリオとバージョンのエンティティにデータを入力した後、
他のユーザーがレビューおよび承認を行えるようにエンティティのデータを送信したり上位に
移動したりできます。
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• シナリオについて
• シナリオの作成、編集および削除
• シナリオのコピー

シナリオについて
シナリオを次のように使用できます。
• 別のプランニング方法を適用する
• 予測を作成する
• シナリオにデータを入力する
• シナリオを異なる期間や為替レートに関連付ける
• シナリオによってユーザーにアクセス権を割り当てる
• シナリオでレポートする
• シナリオを比較および分析する
期間
各シナリオを年範囲および期間に割り当て、期首残高期間を指定します。ユーザーがフォーム
へアクセスすると、範囲内で年と期間のみをシナリオに入れることができます。範囲外の年と
期間は読取り専用として表示されます。時間範囲は変更可能です。
為替レート表
標準複数通貨アプリケーションが通貨を換算する場合、シナリオに為替レート表を割り当てま
す。シナリオへ別の為替レート表を割り当てることにより、通貨レート仮定の適用のひな型を
作ることができます。
アクセス権限
グループまたはユーザーのシナリオ・ディメンション・メンバーにアクセス権限を指定して、
どのグループまたはユーザーがデータを表示または変更できるかを判別します。ユーザーまた
はグループにつき、読取り、書込み、なしのいずれか 1つのアクセス権限を持つことができま
す。ユーザーのアクセス権限はユーザーが属するグループに基づいて組み合わされます。

シナリオの作成、編集および削除
シナリオを作成、編集または削除するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「ディメンション」、「シナリオ」ディメンションの順にクリックしてから、「メンバー・プ
ロパティの編集」タブをクリックします。

3. 次のいずれかの操作を選択します。
• シナリオを作成するには、 (「子の追加」)をクリックし、ステップ 4に進みます。
• シナリオを削除するには、削除するシナリオを選択し、 (「削除」)をクリックして、
削除を確認します。
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ノート:

シナリオを削除すると、そのシナリオ(データを含む)を使用するすべての承認
ユニットが削除されます。開始された承認ユニットで使用されているシナリ
オ、またはフォームの軸に割り当てられているシナリオは削除できません。
フォームからシナリオへの参照をまず除去してから別のシナリオを割り当て
てください。

• シナリオを編集するには、「メンバー・プロパティの編集」グリッドでグリッド・セル
内をクリックしてテキストを編集するか、ドロップダウン・メニューを開いて、そこ
からメンバー・プロパティを選択します。ステップ 4に進みます。

ノート:

グリッドの各列は、メンバー・プロパティを表します。グリッドに最初から
表示される列は、編集しているディメンション・タイプによって異なります。
グリッドの列のレイアウトは、列を非表示、表示またはサイズ変更すること
でカスタマイズできます。
グリッドにプロパティの完全なセット(すべての列)を表示するには、 (「列
の選択」)をクリックして「すべて選択」を選択し、「OK」をクリックします。

「メンバー・プロパティの編集」グリッドでの作業を参照してください。
4. 「メンバー名」列に、シナリオの名前を入力します。
5. 「開始年度」、「終了年度」、「開始期間」、「終了期間」の各列で、シナリオに関連付ける期間
を定義します。

6. 次のオプションのステップも実行できます:

• 「説明」列に、シナリオの説明を入力します。
• 別名を更新するには、シナリオに関連付ける別名を「別名表」列から 1つ選択(デフォ
ルトまたは言語を選択)します。

• 「期間としての Beg.Bal.」列では、このシナリオで通貨換算に BegBalance期間を含め
るかどうかを指定します。

• 「為替レート表」では、シナリオに関連付ける為替レート表を選択します。

ノート:

アプリケーションが複数の通貨に対応している場合、シナリオを為替レート
表に関連付けて通貨換算を可能にします。

• 「承認に使用可能」列では、承認にこのシナリオを含めるかどうかを指定します。
7. 「保存」をクリックします。
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シナリオのコピー
シナリオ・プロパティのみがコピーされます。シナリオに関連付けられたデータ値とアクセス
権は、新しいシナリオにコピーされません。
シナリオをコピーするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「ディメンション」、「シナリオ」ディメンションの順にクリックしてから、「メンバー・プ
ロパティの編集」タブをクリックします。

3. 「メンバー・プロパティの編集」グリッドで、コピーするシナリオを選択します。
4. (「複製」)をクリックします。
複製したシナリオがグリッドに追加され、メンバー名の後ろに_copyが追加されます。

5. 「メンバー名」列に、重複するシナリオの新しい名前を入力します。
6. 「開始年度」、「終了年度」、「開始期間」、「終了期間」の各列で、シナリオに関連付ける期間
を定義します。

7. 次のオプションのステップも実行できます:

• 「説明」列に、シナリオの説明を入力します。
• 別名を更新するには、シナリオに関連付ける別名を「別名表」列から 1つ選択(デフォ
ルトまたは言語を選択)します。

• 「期間としての Beg.Bal.」列では、このシナリオで通貨換算に BegBalance期間を含め
るかどうかを指定します。

• 「承認に使用可能」列では、承認にこのシナリオを含めるかどうかを指定します。
• 「為替レート表」では、シナリオに関連付ける為替レート表を選択します。

ノート:

アプリケーションが複数の通貨に対応している場合、シナリオを為替レート
表に関連付けて通貨換算を可能にします。

ヒント:

グリッドに「期間としての Beg.Bal.」列、「承認に使用可能」列および「為
替レート表」列を表示するには、「列の選択」ダイアログでそれらの列を選択
する必要があります。これを行うには、 (「列の選択」)をクリックして、「シ
ナリオ」を展開し、「期間としての Beg.Bal.」、「承認に使用可能」および「為
替レート表」を選択して、「OK」をクリックします。

8. 「保存」をクリックします。
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バージョンの指定
バージョンを使用して、アプリケーションで使用されるデータをグループ化します。
• バージョンについて
• ターゲットおよびボトムアップ・バージョン
• バージョンの作成、編集および削除
• バージョン・タイプの表示

バージョンについて
シナリオとバージョンのディメンションを使用して、レビューおよび承認の対象となるプラン
を作成します。各シナリオとバージョンの組合せには、勘定科目のデータと各エンティティの
他のディメンションが含まれます。ユーザーはシナリオとバージョンのエンティティにデータ
を入力した後、他のユーザーがレビューおよび承認を行えるようにエンティティのデータを送
信したり上位に移動したりできます。バージョンを使用する目的は次のとおりです。
• プランの複数反復を許可
• 異なる仮定に基づいた起こりうる結果のモデル化
• プラン・データの普及管理
• 目標設定の簡素化

ターゲットおよびボトムアップ・バージョン
ターゲットおよびボトムアップ・バージョンを作成できます。ボトムアップ・バージョンで、
データを最下位レベルのメンバーに入力すると、親レベルのメンバーは表示専用となりデータ
入力が許可されなくなります。親メンバーの値は最下位レベルのメンバーから集約されます。
ターゲット・バージョンでは、階層内のどのレベルのメンバーにもデータを入力できます。ビ
ジネス・ルールを使用して親メンバーからその祖先まで値を均等配分することができます。タ
ーゲット・バージョンを使って、プランの高レベルのターゲットに設定できます。ボトムアッ
プ・バージョンで操作するユーザーは、プラン・データを入力する際、このターゲットを参照
できます。
ターゲット・バージョンでは、トップダウンの予算編成を使用します。「承認の管理」タスクは
許可されません。ターゲット・メンバーの子を空白(例: #MISSING)にして、最上位レベルにデ
ータを入力できるようにしてください。ターゲット・メンバーは「保管」に設定してください
(動的計算により、子の合計でデータ入力が上書きされます)。

バージョンの作成、編集および削除
バージョンを作成、編集または削除するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「ディメンション」、「バージョン」ディメンションの順にクリックしてから、「メンバー・
プロパティの編集」タブをクリックします。

3. 次のいずれかの操作を選択します。
• バージョンを作成するには、 (「子の追加」)をクリックし、ステップ 4に進みます。
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• バージョンを削除するには、削除するバージョンを選択し、 (「削除」)をクリックし
て、削除を確認します。

ノート:

開始された承認ユニットで使用されているバージョン、またはフォームの軸
に割り当てられているバージョンは削除できません。フォームからバージョ
ンへの参照をまず除去してから別のバージョンを軸に割り当ててください。
少なくとも 1つのバージョンがアプリケーションに残っている必要がありま
す。

• バージョンを編集するには、「メンバー・プロパティの編集」グリッドでグリッド・セ
ル内をクリックして、バージョン名とアクセス権を変更します。ステップ 4に進みま
す。

ノート:

グリッドの各列は、メンバー・プロパティを表します。グリッドに最初から
表示される列は、編集しているディメンション・タイプによって異なります。
グリッドの列のレイアウトは、列を非表示、表示またはサイズ変更すること
でカスタマイズできます。
グリッドにプロパティの完全なセット(すべての列)を表示するには、 (「列
の選択」)をクリックして「すべて選択」を選択し、「OK」をクリックします。

「メンバー・プロパティの編集」グリッドでの作業を参照してください。
4. 「メンバー名」列に、バージョンの名前を入力します。
5. 「タイプ」列で、アプリケーションに表示するバージョンのタイプを選択します。

• 標準ターゲット: 親レベルから下方に値が入力されます
• 標準ボトムアップ: 最下位メンバー・レベルに値が入力されて上方に集約されます

6. 次のオプションのステップも実行できます:

• 「説明」列に、シナリオの説明を入力します。
• 別名を更新するには、バージョンに関連付ける別名を「別名表」列から 1つ選択(デフ
ォルトまたは言語を選択)します。

• 「期間としての Beg.Bal.」列では、このシナリオで通貨換算に BegBalance期間を含め
るかどうかを指定します。

• 「承認に使用可能」列では、承認にこのバージョンを含めるかどうかを指定します。

ノート:

このオプションは、ターゲット・バージョンには使用できません。

7. 「保存」をクリックします。
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8. ビジネス・ルールおよびレポートを更新および検証します。

バージョン・タイプの表示
バージョン・タイプを表示するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「ディメンション」、「バージョン」ディメンションの順にクリックしてから、「メンバー・
プロパティの編集」タブをクリックします。

3. 「メンバー・プロパティの編集」グリッドで、「タイプ」列に次のようなバージョン・タイ
プが表示されます:

• 標準ターゲット: 親レベルから下方に値が入力されます。
• 標準ボトムアップ: 最下位メンバーに値が入力されて上方に集約されます。
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13
タスク・マネージャを使用したタスクの管理

タスク・マネージャは、すべてのタスクを集中モニタリングし、ビジネス・プロセスの実行を
記録するための目に見える自動化された繰返し可能なシステムを提供します。
関連トピック
• タスク・マネージャの設定
• タスク・タイプの管理
• タスク・テンプレートの管理
• タスクの管理
• スケジュールの管理
• タスク・マネージャ統合の管理
• タスク・マネージャのアラート・タイプの管理
• タスク・マネージャでのビューの管理
• タスク・マネージャでの通貨の表示
• タスク・マネージャのカスタム・レポートの生成
• ビューおよびフィルタでの作業
• 操作ダッシュボードの管理

タスク・マネージャの設定
次も参照:

• タスク・マネージャの用語
• タスク・マネージャの概要
• サンプル・タスク・フロー
• タスク・マネージャのビュー、リストおよびフィルタの管理
• タスク・マネージャ・システム設定の管理
• タスク・マネージャ属性の管理
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タスク・マネージャの用語
表 13-1 タスク・マネージャの用語

用語 説明
タスク タスクは、フォーム・データの入力や新しい勘定科目の確認など、

ビジネス・プロセス中に実行されるアクティビティです。
サービス管理者およびパワー・ユーザーは、プロセスにタスクを定
義し、各タスクの詳細(開始日と終了日、担当者、承認者など)を含め
ます。ユーザーは割り当てられたタスクを開き、指示を読み、質問
に答え、完了したらタスクを送信します。

テンプレート テンプレートは、ビジネス・プロセスに必要な反復可能なタスク・
セットを定義します。管理者は、毎回タスクを再作成するのではな
く、定義したタスクのセットをテンプレートとして保存して、月次
や四半期などの将来の期間に使用できます。
たとえば、管理者は月次プロセスに必要なタスクのセットを保存し、
毎月そのプロセスに同じテンプレートを使用できます。

スケジュール スケジュールは、ビジネス・プロセスに対する順序付けられたタス
クのセットです。スケジュールは、事前定義済のタスクのテンプレ
ートから作成することも、手動で作成することもできます。管理者
はスケジュールを作成するときに、ビジネス・プロセスのタスクに
定義された相対日付(日 1、2など)を、カレンダ日付(3月 1日、2日
など)にマップします。スケジュールのステータスを「オープン」に
変更すると、タスクはスケジュールされた開始日時に従って実行さ
れます。
たとえば、管理者は、新規勘定科目の確認タスクを 3月 1日に割り
当てて、3月の月次プロセス・スケジュールを作成します。管理者が
3月 1日にスケジュールを「保留中」から「オープン」に変更する
と、新規勘定科目の確認タスクが開始され、タスク担当者に電子メ
ール通知が送信されます。

タスク・タイプ 「タスク・タイプ」を使用すると、同じタイプのすべてのタスクにわ
たってタスクの詳細を標準化できます。「タスク・タイプ」で定義し
た詳細は、「タスク・タイプ」から作成されたすべてのタスクに継承
されます。たとえば、管理者がデータ承認タスク・タイプに対して
指示やルールなどのタスク・タイプ設定を定義すると、データ承認
タスク・タイプを使用して作成されたすべてのタスクでそれらの設
定が共有されます。
• 基本タスク: タスクの詳細が含まれないデフォルトのタスク・タ
イプ

• 親タスク: タスク階層で親タスクを作成できるタスク・タイプ。
たとえば、「データのロード」親タスクに、「EMEA販売データ
のロード」および「NA販売データのロード」という子タスクを
含めることができます。

• 統合タスク: アクションを定義し、フォームなどのアプリケーシ
ョン・コンポーネントや外部アプリケーションへのリンクに必
要なパラメータを含むタスク・タイプ。事前定義済の統合およ
びタスク・タイプがサービスに自動的にロードされます。別の
サービスへの接続を設定した後、そのサービスの統合タスク・
タイプをタスクに含めることができます。
たとえば、あるサービスでタスク・マネージャを使用する管理
者は、Account Reconciliationなどの別のサービスへの接続を
有効にして同期できます。これにより、 Account
Reconciliationの事前定義済の統合およびタスク・タイプがロ
ードされます。
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表 13-1 (続き) タスク・マネージャの用語

用語 説明
統合 統合は、Oracle Fusion Cloud EPMビジネス・プロセスおよび外部

アプリケーション全体にわたってタスクを自動化するために使用さ
れます。他のアプリケーションとの統合を含むタスクを定義できま
す。Cloud EPMサービスの場合、ビジネス・プロセスに対するロー
カルの事前定義済統合を使用してサービスが自動的に構成されま
す。
他の Cloud EPMサービスへのサブスクリプションがある場合、タス
ク・マネージャを使用して、サービス間の接続を作成し、統合を有
効にできます。事前作成済の統合によって、他の Cloud EPMの機能
にアクセスするタスク・マネージャ・タスクを実行できます。カス
タム・イベント・モニタリング・タスクなどのカスタム統合を作成
することもできます。
統合タスクは、タスクで定義されている次のいずれかの実行タイプ
に基づいて実行されます:
• エンド・ユーザー - タスクを完了するためにユーザーがユーザ

ー・インタフェースと対話することが必要なタスク。ユーザー
がエンド・ユーザー・タスクを起動すると、タスクの実行に必
要なユーザー・インタフェース・コンポーネントが自動的に開
きます。たとえば、「フォーム・データの入力」タスクでは、ユ
ーザーがデータを入力することが必要です。「フォーム・データ
の入力」タスクが起動すると、フォーム UIが開きます。

• プロセスの自動化 - ユーザーの操作を必要としない、バックグラ
ウンドで実行されるタスク。これらの統合は、開始日時に達し、
先行タスクが完了したときに、外部アプリケーションで自動的
に実行されます。たとえば、「データのロード」タスクを、開始
日時に基づいて夜間に自動的に実行されるように定義できま
す。

• イベント・モニタリング - 外部システムで発生した特定のイベン
トをモニターするために使用されるタスク。外部アプリケーシ
ョンでアクションまたはステータスが発生すると、タスクは「ク
ローズ済」に変更されます。たとえば、あるアプリケーション
でタスク・マネージャを使用している場合、外部アプリケーシ
ョンで「データのコピー」タスクのステータスをモニターでき
ます。「データのコピー」タスクが完了し、タスクが「クローズ
済」になっていることを確認したら、アプリケーションで次の
タスク(データの承認など)を開始できます。

アラート アラートは、ハードウェアまたはソフトウェアの問題など、プロセ
ス中に発生した問題に関するユーザーからの通知です。問題が発生
し、ユーザーがそれに対するアラートを作成するときに、問題を識
別する事前定義済のアラート・タイプのリストからいずれかを選択
します。アラートは、「アラート・タイプ」で定義されている担当者
に解決のために送信されます。
たとえば、ユーザーに期限が迫っているタスクがあるのに、割り当
てられたタスクにアクセスできないとします。ユーザーが「アクセ
スの問題」などのアラート・タイプを選択すると、事前に定義され
た、システム管理者などの担当者にアラートが送信されます。シス
テム管理者は、アクセスの問題を解決してから、アラートを閉じま
す。
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表 13-1 (続き) タスク・マネージャの用語

用語 説明
アラート・タイプ アラート・タイプは、ビジネス・プロセス中に発生する可能性のあ

る問題のカテゴリです。管理者は、データの欠落やアクセスの問題
といったアラート・タイプを作成できます。各アラート・タイプで
は、問題に関する重要な情報を取得するための手順を定義し、それ
を解決する主要な担当者を割り当てます。
たとえば、管理者は、詳細情報についてのユーザーに対する質問を
含む、「アクセスの問題」というアラート・タイプを作成できます。
管理者は、問題を解決する担当者(システム管理者など)と、必要に応
じてバックアップ担当者を指定して、アラート・タイプのワークフ
ローを定義します。

システム設定 「システム設定」では、サービス管理者がタスク・マネージャ設定の
デフォルトを指定できます。
管理者は、タスクの指示などにおける URLのパラメータを管理する
ための「グローバル統合トークン」を定義できます。休日の日付を
スケジュールに適用する休日ルールを決定したり、休日やタイム・
ゾーンなどのタスク設定に関連付ける地理的または事業部門の組織
単位を作成できます。また、コメントやタスクの削除、電子メール
通知、リストやファイルのサイズの最大値のタスク・ガバナー、再
割当て要求の承認、タスクを再度開く権限などの設定を構成したり、
Smart View、ワークリストおよび「ようこそ」パネルでのタスクの
表示方法を指定することもできます。

ワークリスト ワークリストは、ユーザーが自分に割り当てられたタスクを簡単に
実行できる、メインのエンド・ユーザー画面です。

スケジュール・タスク 「スケジュール・タスク」ページには、スケジュールのリストおよび
スケジュールに含まれるタスクが表示されます。これにより、ユー
ザーはスケジュール内のすべてのタスクを参照できます。フィルタ
リングおよび保存済ビューのオプションを使用すると、ユーザーは
自分のタスクをすばやく確認できます。

「概要」ダッシュボード 「概要」ダッシュボードでは、POV内のすべてのタスクの要約ビュー
が提供されます。タスクを年、期間およびスケジュールでフィルタ
処理できます。スケジュール、優先度、タスク・タイプまたは組織
単位別にタスクを表示し、タスクの詳細にドリルインできます。

「コンプライアンス」ダッシュボ
ード

「コンプライアンス」ダッシュボードでは、会社がコンプライアンス
の目標をどの程度達成しているかに関するメトリックが提供されま
す(予定どおり完了したタスクと遅延しているタスクが区別され、承
認または却下されたタスクの数が表示されます)。年、期間およびス
ケジュールでタスクをフィルタすることや、ユーザーおよび組織単
位に基づいてユーザー・パフォーマンス・メトリックを表示し、タ
スクの詳細にドリルすることができます。

操作ダッシュボード 操作ダッシュボードでは、様々な表示を使用して、タスク・マネー
ジャ・プロセスに関するデータの全体的な要約が提供されます。操
作ダッシュボードでは、チャート・ビュー、リスト・ビューまたは
ピボット・ビューを組み合せることができます。
たとえば、オンタイム・パフォーマンスを表す棒グラフ、タスク・
ステータスを表す円グラフ、ユーザー別のステータスを表すピボッ
ト・ビューを含む「タスク・パフォーマンス」という名前の操作ダ
ッシュボードを作成できます。
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表 13-1 (続き) タスク・マネージャの用語

用語 説明
タスク・マネージャ・レポート タスク・マネージャ・レポートは、タスクの実行状況を報告する、

デフォルトで用意されているレポートです。たとえば、リスクあり
のタスク、先行タスク、遅延タスク、または担当者によって却下さ
れたタスクが表示されます。また、タスク・コンプライアンス、組
織単位別のパフォーマンス、遅延タスクのあるユーザー、およびタ
スク変更の監査証跡も表示されます。
管理者は、必要に応じて自分のカスタム・レポートを定義できます。

タスク・マネージャの概要
タスク・マネージャは、ビジネス・プロセスの相互依存アクティビティを定義、実行、モニタ
ーおよびレポートするのに役立ちます。すべてのタスクを集中モニタリングし、ビジネス・プ
ロセスの実行を記録するための目に見える自動化された繰返し可能なシステムを提供します。
タスクは、アプリケーションで実行されるアクションの単位を表します。管理者またはパワ
ー・ユーザーは、ビジネス・プロセス内で相互依存関係および階層を持つ統合タスク・フロー
を定義できます。進捗状況を追跡し、ボトルネックを特定して、ビジネス・プロセス全体で発
生する可能性のあるエラーや遅延を修正できます。
EPM Enterpriseサブスクリプションでは、ビジネス・プロセス内で使用できる統合されたエン
ド・ユーザー・タスクおよびプロセス自動化タスクがサービスに事前ロードされています。管
理者は、他の Oracle Fusion Cloud EPMサービスと接続することで、他のビジネス・プロセス
と統合されたタスクを追加できます。サービスをさらに拡張して、Cloud EPM以外のアプリケ
ーションとの統合を含めることもできます。EPM Standardサブスクリプションにはローカル
の統合タスクは含まれず、他の統合タスクを含めて拡張することもできません。

ノート:

アプリケーションの作成中に、「タスク・リスト」と「EPM Task Manager」の 2つ
のタスク・フロー・タイプのオプションが表示されました。「EPM Task Manager」
は、新しいアプリケーションに対するデフォルト・オプションです。タスク・リスト
の管理の詳細は、タスク・リストの管理を参照してください。

タスク・マネージャでは、次のことができます:

• タスクの定義と、効率的なタスク・フローを実施するためのスケジューリング
• ビジネス・プロセスの自動化、そのステータスの追跡、および通知やアラートの提供
• ビジネス・プロセスのモニターと、考えられるエラーへの迅速な対応による遅延の回避。
• 延滞、期限日およびステータス変更に関する電子メール通知の提供。
• ビジネス・プロセスの効果の分析
タスク・マネージャの仕組み
タスク・マネージャには、ビジネス・プロセスの次の主要コンポーネントを定義できるフレー
ムワークが用意されています:
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• 組織単位は、タスクに関連付けられた地域、エンティティ、事業部門、事業部、部署、お
よびその他の組織区分や地理的区分をモデル化するために使用します。これらの組織単位
を階層としてモデル化し、実際の構造を作成してレポートを容易にします。

• 休日ルールは休日の日付の集合であり、タスクのスケジューリングで使用されます。
• タスク・タイプは、タスク全体での整合性をとり、事前定義済の製品統合を利用できるよ
うに、管理者が設定します。事前定義済のタスク・タイプが要件を満たしていない場合、
管理者はタスク・タイプを作成できます。自動タスク・タイプにすることも、担当者を定
義して手動タスク・タイプにすることもできます。

• タスク・テンプレートは、複数の期間にわたって反復可能なタスクのセットを使用するた
めに作成されます。これらのスケジュールは、テンプレートを選択し、カレンダの日付を
割り当てることによって作成された時間順のタスクを表します。

• タスクは、ユーザーまたはグループに割り当てることができます。
スケジュールのステータスが「保留中」から「オープン」に変更されると、ビジネス・プロセ
スが開始されます。ビジネス・プロセス中に、ユーザーは割り当てられたタスクに関する電子
メール通知を受信し、電子メールのリンクをクリックして、割り当てられたタスクに直接アク
セスできます。これを可能にするには、管理者が電子メール通知を有効にする必要があります。
ユーザーが、発生する可能性のある問題に対するアラートを作成して、解決のために担当者と
承認者に転送することもできます。
タスク・マネージャの役割
タスク・マネージャには 3つの主要な役割が含まれています:

• サービス管理者またはパワー・ユーザー: ビジネス・プロセスのテンプレートとタスクを設
定し、ダッシュボード・アクティビティのステータスをモニターします。

• エンド・ユーザー: 割り当てられたタスクを確認して完了します。アプリケーション内また
は割り当てられたタスクの電子メールから、割り当てられたタスクのリストを表示できま
す。

• 承認者: タスクを確認し、タスクが承認可能かどうかを決定します。
サンプル・タスク・フローについては、サンプル・タスク・フローを参照してください。
サービス管理者またはパワー・ユーザーのタスク:

1. ユーザーを設定します。管理者用スタート・ガイドのユーザーと役割の管理を参照してく
ださい。

2. 必須の設定手順を完了します:

• 組織単位を設定します。タスク・マネージャの組織単位の管理を参照してください。
• グローバル統合トークンを設定します。グローバル統合トークンの管理を参照してく
ださい。

• 休日ルールを設定します。タスクの休日ルールの管理を参照してください。
• 添付サイズやその他のシステム設定を設定します。を参照してくださいタスク・マネ
ージャ・ガバナーの設定を参照してください。

• 電子メール通知を有効化します。Planningの操作の通知用電子メールの設定を参照し
てください。

3. ビジネス・プロセスに必要なタスクを確認し、タスク全体での整合性をとり、事前定義済
の製品統合を利用できるようにタスク・タイプを設定します。タスク・タイプの管理を参
照してください。
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4. 多くのビジネス・プロセスは反復されるため、将来の期間に使用できるようにタスクのセ
ットをテンプレートとして定義して保存します。タスク・テンプレートの管理を参照して
ください。
たとえば、管理者は月次または四半期ビジネス・プロセスを 1回設定し、それをすべての
月または四半期に繰り返し使用できます。タスクは、タスク先行、担当者および承認者に
より定義されます。

5. テンプレートを選択し、ビジネス・プロセスを開始するカレンダ日付を割り当てることに
より、スケジュール(時間順のタスク・セット)を生成します。テンプレート内の汎用タスク
は、カレンダの日付に適用されます。スケジュールの管理を参照してください。

6. スケジュールのステータスを「保留中」から「オープン」に変更すると、ビジネス・プロ
セスが開始されます。

7. 必要に応じてスケジュールを変更およびモニターします。
エンド・ユーザーおよび承認者のタスク:

管理者がスケジュールのステータス(「オープン」)を変更してビジネス・プロセスが開始される
と、ユーザーは、タスクの指示を確認し、質問に回答し、タスクを送信、再割当て、承認およ
び却下できます。タスクへのアクセスは、電子メール通知から、またはアプリケーションにロ
グオンして行うことが可能です。
ビジネス・プロセス中に、ユーザーは次のことができます:

1. 割り当てられたタスクに関する電子メール通知を受信し、電子メールのリンクをクリック
して、割り当てられたタスクに直接アクセスできます。

2. あるいは、ログオンして、割り当てられたタスクを様々なタイプのビューで確認およびア
クセスすることもできます。

3. タスクを完了すると、タスクが承認者に送信され、他のユーザーが表示できるようになり
ます。

4. ハードウェアやソフトウェアの問題など、発生した問題に対するアラートを作成できます。
アラートは、解決するために担当者と承認者に転送されます。

さらに学習するには、次の概要ビデオを参照してください。

概要ビデオ
タスク・マネージャの UIナビゲーション
• サービス管理者またはパワー・ユーザーは、「アプリケーション」 > 「タスク・マネージ
ャ」からタスク・マネージャにアクセスします。

• ユーザーは、「ホーム」 > 「タスク」からタスク・マネージャのすべての機能にアクセスし
ます。これには、すべてのタスクおよびアラートがリストされた画面、ダッシュボードお
よびレポートが含まれます。

サンプル・タスク・フロー
シナリオ 1: パワー・ユーザー
パワー・ユーザーが次のビジネス・プロセスのテンプレートとタスクを設定します。
• パワー・ユーザーは、ログオンし、「テンプレートの管理」ページを開きます。
• パワー・ユーザーは、ビジネス・プロセスのテンプレートを選択します。
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• パワー・ユーザーは、テンプレート・タスクを配置するカレンダ日付を選択し、スケジュ
ールを作成します。

• 次に、パワー・ユーザーは、タスクをテンプレートに追加します。
• パワー・ユーザーは、スケジュールを開きます。これにより、プロセスが開始します。
シナリオ 2: パワー・ユーザー
パワー・ユーザーがダッシュボードを通じてアクティビティのステータスをモニターします。
• パワー・ユーザーは、ログオンし、日 3を通じたアクティビティのステータスを確認しま
す。

• パワー・ユーザーは、ドリルダウンして未完了タスクの詳細を表示します。
• パワー・ユーザーは、開いているタスクで、割り当てられたユーザーが提供したコメント
または添付を確認します。

シナリオ 3: 承認者
承認者として割り当てられたユーザーが、現在のタスクを確認して、承認できるかどうかを判
断します。
• 割り当てられた承認者は、未処理のタスクに関する電子メール通知を受信します。
• 承認者は、その電子メールからタスクのリンクを選択します。
• プロセスのアウトラインを示す「タスク・アクション」ページが起動します。
• 承認者は、タスクの完了時にユーザーが提出したドキュメントを確認して、完了を確認し
ます。

• 承認者は追加のコメントを入力し、提出を承認します。
• 別のレベルの承認が必要な場合、タスクは次の承認者に転送されます。タスクが最後の承
認を要求している場合は、タスクが完了し、次のタスクの準備ができていればそのタスク
が実行されます。

• 承認者は、タスクを承認するかわりに却下でき、タスクが担当者に再割当てされます。
シナリオ 4: ユーザー
ユーザーがアプリケーションにログオンし、割り当てられたタスクを確認して完了します。
• ユーザーは、ログオンしてタスクを確認します。
• ユーザーは、割り当てられたタスクのリンクをクリックします。
• タスク・ページが起動し、タスクの指示と参照ドキュメントが表示されます。
• ユーザーは指示と参照ドキュメントを確認し、更新を処理してタスクに関するコメントを
入力し、承認のために提出します。

• システムによってタスク・ステータスが自動的に更新され、割り当てられた承認者に通知
が送信されます。

シナリオ 5: ユーザー
ユーザーがタスクの電子メール通知に応答してデータをロードし、電子メール内のリンクをク
リックして、タスクを完了します。
• ユーザーは、未処理のタスクに関する電子メール通知を受信します。
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• 電子メールから、ユーザーは必要なプロセスが文書化されているページのリンクを選択し
ます。

• ユーザーは、タスクの指示を確認し、タスクをオープンします。
• ユーザーは、データをシステムにロードします。
• ユーザーは、タスクに関するコメントを入力し、承認のために提出します。

タスク・マネージャのビュー、リストおよびフィルタの管理
Related Topics

• タスク・マネージャ・リストの表示
• タスク・マネージャの列の定義

タスク・マネージャのリストの表示
タスク・マネージャのリストは、すべてのタスクを管理するための中心的な場所です。選択し
た年、期間およびスケジュールについて、タスクとそのステータスのリストが表示されます。
管理者の場合は、システム内の使用可能なすべてのタスクと、それらで作業しているユーザー
を表示できます。
管理者以外のユーザーの場合は、自分の役割に対してアクティブな、注意を要するすべてのタ
スクを表示できます。
タスクを表示するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックします。
2. 左側のナビゲーションで「タスク」をクリックします。
3. 「年」、「期間」および「スケジュール」を選択します。
4. オプション: タスクを検索するには、「検索」フィールドで、タスク・リストを検索するテ
キストまたは数値を入力します。

5. オプション: タスクのリストをフィルタするには、フィルタ・バーの「フィルタの追加」を
クリックし、フィルタ条件を指定します。

Note:

遅延タスクを見つけるには、「これまでの遅延」属性を使用すると、ワークフロー内
でスケジュールされている期限の 1つ以上を過ぎたタスクを簡単に特定できま
す。タスクが現在遅延していなくても、担当者または承認者がワークフローで遅
延したことがある場合、「これまでの遅延」属性に、そのタスクがスケジュールされ
た期限を過ぎていると示されます。

サンプル・タスク・リスト
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タスク・マネージャの列の定義
この項では、次のタスク・マネージャ・オブジェクトの列の定義について説明します:

• タスク・マネージャ – スケジュール・タスク
• タスク・マネージャ – テンプレート
• タスク・マネージャ - テンプレート・タスク
• タスク・マネージャ – スケジュール
• タスク・マネージャ – タスク・タイプ
• タスク・マネージャ – 統合
• タスク・マネージャ – アラート・タイプ
• タスク・マネージャ – フィルタ
• タスク・マネージャ – ビュー
• タスク・マネージャ – 属性
• タスク・マネージャ – 通貨
タスク・マネージャ – スケジュール・タスク
この項では、タスク・マネージャのスケジュール・タスクの列の定義について説明します。
表 13-2 列の定義 - タスク・マネージャ – スケジュール・タスク

列名 説明
承認者 1-10 タスクの承認を担当するユーザー、グループまたはチーム
承認者 1-10 (実際) タスクを承認したユーザー
承認者 1-10 (バックアップ) 承認者(プライマリ)が作業できない場合にタスクを承認できるユーザー
承認者 1-10 (プライマリ) タスクを承認するために指定されたユーザー、グループまたはチーム
承認者 1-10の終了日(実際) 役割が完了した実際の終了日
承認者 1-10の終了日(実際、ロ
ーカル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、役割が完了した実際の終了日
(組織単位が割り当てられている場合)

承認者 1-10の終了日(割当済) 承認者の割当済の終了日
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表 13-2 (続き) 列の定義 - タスク・マネージャ – スケジュール・タスク

列名 説明
承認者 1-10の終了日(割当済、
ローカル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、タスクの承認者に割り当てら
れた終了日(組織単位が割り当てられている場合)

承認者 1-10の却下(件数) 承認者によって却下されたスケジュール済タスクの合計件数
承認者 1-10のスケジュール
済の終了日

タスクの承認者の有効終了日
承認者 1-10のスケジュール
済の終了日(ローカル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、タスクの承認者にスケジュー
ルされた終了日(組織単位が割り当てられている場合)

承認者 1-10のスケジュール
済の開始日

タスクの承認者の有効開始日
承認者 1-10のスケジュール
済の開始日(ローカル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、タスクの承認者にスケジュー
ルされた開始日(組織単位が割り当てられている場合)

承認者 1-10の開始日 タスクに割り当てられた開始日
承認者 1-10の開始日(ローカ
ル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、タスクに割り当てられた開始
日(組織単位が割り当てられている場合)

承認者(人数) 割り当てられた承認者の合計数
担当者 現在タスクの作業を担当しているユーザー、グループまたはチーム
担当者(実際) タスクを送信したユーザー
担当者(バックアップ) 担当者(プライマリ)が作業できない場合にタスクを作業できるユーザー
担当者(プライマリ) タスクを作業するために指定されたユーザー、グループまたはチーム
担当者終了日 割り当てられたユーザーの有効終了日
担当者終了日(実際) 担当者役割が完了した実際の終了日
担当者終了日(実際、ローカル) 組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、担当者役割が完了した実際の

終了日(組織単位が割り当てられている場合)
担当者終了日(割当済) 完了する担当者役割の有効終了日
担当者終了日(割当済、ローカ
ル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、役割が完了した実際の終了日
(組織単位が割り当てられている場合)

担当者終了日(ローカル) 組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、タスクに割り当てられた終了
日(組織単位が割り当てられている場合)

コメント(件数) スケジュール済タスクに対するコメントの合計件数
作成者 スケジュール済タスクを作成したユーザーの名前
作成日 スケジュール済タスクが作成された日時
説明 スケジュール済タスクの説明
終了日 スケジュール済タスクの有効終了日
これまでの遅延(担当者) 担当者がタスクを送信した日付が期限日を過ぎているかどうかを示しま

す
これまでの遅延(承認者 1-10) 承認者の役割が遅延したことがあるかどうかを示します
実行タイプ 実行タイプ(「エンド・ユーザー」、「システム自動」、「イベント・モニタ

リング」など)
指示 スケジュール済タスクを完了するための指示セット
統合 スケジュール済タスクに関連付けられている統合
最終更新者 スケジュール済タスクを最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 スケジュール済タスクが最後に更新された日時
遅延(承認者 1-10) 承認者が期限日を過ぎたタスクを完了したかどうかを示します
遅延(担当者) 担当者が期限日を過ぎたタスクを完了したかどうかを示します
オープン・タスク タスクがオープンしているかどうかを示します
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表 13-2 (続き) 列の定義 - タスク・マネージャ – スケジュール・タスク

列名 説明
組織単位 割り当てられた組織単位
所有者 スケジュール済タスク所有者の名前。サービス管理者またはパワー・ユ

ーザーである必要があります
親 親タスクのタスク ID
先行 現在のタスクの先行。これは、別のテンプレートからのものでも構いま

せん。
優先度 タスクの優先度
参照(件数) スケジュール済タスクに追加された参照の件数(URLおよびコンテン

ツ・サーバーの参照)
ルール(件数) スケジュール済タスクに直接割り当てられたルールの合計件数
別名実行 ユーザーとしてタスクを実行します。システム自動タスクにのみ適用さ

れます。
許可済みの別名実行 このタスクを許可できるユーザー。「別名実行」ユーザーがタスクも作成

したユーザーである場合、そのユーザーは、パスワードの再入力を要求
されずにタスクを許可できます。

開始日 スケジュール済タスクの有効開始日
タスクの先行開始 担当者が、開始予定時間の前に保留中のタスクを開いてよいかどうかを

示します
ステータス(アイコン) スケジュール済タスクのステータスを示すアイコン
後続 現在のタスクの後続
タスク ID タスクの一意の識別子
タスク・タイプ タスクのタイプ
例
次の例は、担当者または承認者、実際の担当者または承認者、およびプライマリ担当者または
承認者の間のタスク・ワークフローを示しています。

Sl番号 アクション 担当者/承認者 担当者/承認者
(実際)

担当者/承認者
(プライマリ)

コメント

1 初期状態 PREP_TEAM PREP_TEAM 誰もタスクを請
求または送信し
ていません

2 Barry Millsが
タスクを請求

Barry Mills PREP_TEAM 請求アクション
に基づくユーザ
ー情報

3 Barry Millsが
タスクを送信

Barry Mills Barry Mills PREP_TEAM ワークフロー・
アクションで実
際の値が設定さ
れる

4 管理者がタスク
を Susan
Changに再割
当て

Susan Chang Barry Mills Susan Chang 担当者と担当者
(プライマリ)は
両方とも変更さ
れますが、担当
者(実際)はタス
クを送信したユ
ーザーのままで
す
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Sl番号 アクション 担当者/承認者 担当者/承認者
(実際)

担当者/承認者
(プライマリ)

コメント

5 タスクが却下さ
れる

Susan Chang Susan Chang 担当者(実際)が
クリアされま
す。ワークフロ
ーは前のステッ
プで再割当てさ
れたユーザーに
戻ります

6 Susan Chang
がタスクを送信

Susan Chang Susan Chang Susan Chang 新しいユーザー
のワークフロ
ー・アクション
で実際の値が設
定されます。

タスク・マネージャ – テンプレート
この項では、タスク・マネージャ・テンプレートの列の定義について説明します。
表 13-3 列の定義 - タスク・マネージャ・テンプレート

列名 説明
作成者 テンプレートを作成したユーザーの名前
作成日 テンプレートが作成された日時
説明 テンプレートの説明
埋込み先 現在のテンプレートが埋め込まれているテンプレートのリスト
埋込みのみ テンプレートは埋込みテンプレートとしてのみ使用され、デプロイでき

ません。これにより、サポートしているテンプレートが誤ってデプロイ
されるのを防ぐことができます。

埋込みテンプレート 現在のテンプレートに埋め込まれているテンプレートのリスト
最新のスケジュール 各テンプレートから作成された最新のスケジュール
最終更新者 テンプレートを最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 テンプレートが最後に更新された日時
名前 テンプレートの名前
日 0の後の日数 日ゼロの後にテンプレートで追跡する日数。日ゼロの後の日付は、日 3

や日 4のように示されます。
日 0の前の日数 日ゼロの前にテンプレートで追跡する日数。日ゼロの前の日付は、日-5

や日-4のように示されます。
組織単位 割り当てられた組織単位
所有者 テンプレート所有者の名前。サービス管理者またはパワー・ユーザーで

ある必要があります。テンプレート所有者は、タスク・レベルで上書き
されないかぎり、テンプレートに含まれるすべてのタスクのデフォルト
の所有者になります。

スケジュール 各テンプレートから作成されたスケジュールの合計数
タスク・マネージャ - テンプレート・タスク
この項では、タスク・マネージャ・テンプレート・タスクの列の定義について説明します。
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表 13-4 列の定義 - タスク・マネージャ・テンプレート・タスク

列名 説明
アクティブ タスク・テンプレートのステータス
承認者 1-10 タスクの承認を担当するユーザー、グループまたはチーム
承認者 1-10 (バックアップ) 承認者(プライマリ)が作業できない場合にタスクを承認できるユーザー
承認者 1-10 (プライマリ) タスクを承認するために指定されたユーザー、グループまたはチーム
承認者 1-10の終了日(割当済) 承認者の割当済の終了日
承認者 1-10の終了日(割当済、
ローカル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、タスクに割り当てられた終了
日(組織単位が割り当てられている場合)

承認者 1-10のスケジュール
済の終了日

タスクのスケジュール済の終了日
承認者 1-10のスケジュール
済の終了日(ローカル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンでのタスクのスケジュール済終了
日(組織単位が割り当てられている場合)

承認者 1-10のスケジュール
済の開始日

タスクのスケジュール済の開始日
承認者 1-10のスケジュール
済の開始日(ローカル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンでのタスクのスケジュール済開始
日(組織単位が割り当てられている場合)

承認者 1-10の開始日 タスクに割り当てられた開始日
承認者 1-10の開始日(ローカ
ル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、タスクに割り当てられた開始
日(組織単位が割り当てられている場合)

承認者(人数) 割り当てられた承認者の合計数
担当者 現在タスクの作業を担当しているユーザー、グループまたはチーム
担当者(バックアップ) 担当者(プライマリ)が作業できない場合にタスクを作業できるユーザー
担当者(プライマリ) タスクを作業するために指定されたユーザー、グループまたはチーム
担当者終了日 割当済ユーザーの終了日
担当者終了日(ローカル) 組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、タスクに割り当てられた終了

日(組織単位が割り当てられている場合)
作成者 テンプレート・タスクを作成したユーザーの名前
作成日 テンプレート・タスクが作成された日時
説明 テンプレート・タスクの説明
実行タイプ 「エンド・ユーザー」、「システム自動」、「イベント・モニタリング」など

の実行タイプ
指示 タスクを完了するための指示セット
統合 実行タイプ(「エンド・ユーザー」、「システム自動」または「イベント・

モニタリング」)
最終更新者 テンプレート・タスクを最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 テンプレート・タスクが最後に更新された日時
組織単位 割り当てられた組織単位
所有者 テンプレート・タスク所有者の名前。サービス管理者またはパワー・ユ

ーザーである必要があります。また、テンプレート・タスク所有者は、
タスク・レベルで上書きされないかぎり、テンプレートに含まれるすべ
てのタスクのデフォルトの所有者になります。

親 親タスクのタスク ID
先行 現在のタスクの先行。これは、別のテンプレートからのものでも構いま

せん。
優先度 タスクの優先度
参照(件数) テンプレート・タスクに追加された参照の件数(URLおよびコンテンツ・

サーバーの参照)。
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表 13-4 (続き) 列の定義 - タスク・マネージャ・テンプレート・タスク

列名 説明
ルール(件数) エンタープライズ仕訳上に直接存在するルールの合計件数
別名実行 ユーザーとしてタスクを実行します。システム自動タスクにのみ適用さ

れます。
許可済みの別名実行 このタスクを許可できるユーザー。「別名実行」ユーザーがタスクも作成

したユーザーである場合、そのユーザーは、パスワードの再入力を要求
されずにタスクを許可できます。

タスクの先行開始 担当者が、開始予定時間の前に保留中のタスクを開いてよいかどうか
後続 現在のタスクの後続
タスク ID タスクの一意の識別子
タスク・タイプ タスクのタイプ
テンプレート タスクに関連付けられているテンプレート
タスク・マネージャ – スケジュール
この項では、タスク・マネージャのスケジュールの列の定義について説明します。
表 13-5 列の定義 - タスク・マネージャ – スケジュール

列名 説明
作成者 スケジュールを作成したユーザーの名前
作成日 スケジュールが作成された日時
日ゼロの日付 日ゼロとして割り当てる日付
説明 スケジュールの説明
終了日 スケジュールの有効終了日
最終更新者 スケジュールを最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 スケジュールが最後に更新された日時
名前 スケジュールの名前
組織単位 スケジュールに関連付けられている組織単位
所有者 スケジュール所有者の名前。サービス管理者またはパワー・ユーザーで

ある必要があります
期間 スケジュールの期間
開始日 スケジュールの有効開始日
ステータス スケジュールのステータス
タスク スケジュールに関連付けられているタスク
年 スケジュールが作成された年
タスク・マネージャ – タスク・タイプ
この項では、タスク・マネージャのタスク・タイプの列の定義について説明します。
表 13-6 列の定義 - タスク・マネージャ – タスク・タイプ

列名 説明
作成者 タスク・タイプを作成したユーザーの名前
作成日 タスク・タイプが作成された日時
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表 13-6 (続き) 列の定義 - タスク・マネージャ – タスク・タイプ

列名 説明
説明 タスク・タイプの説明
実行タイプ タスク・タイプに関連付けられている実行のタイプ
統合 タスク・タイプに関連付けられている統合
最終更新者 タスク・タイプを最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 タスク・タイプが最後に更新された日時
名前 タスク・タイプの名前
タスク・タイプ ID タスク・タイプの一意の識別子
タスク・マネージャ – 統合
この項では、タスク・マネージャの統合の列の定義について説明します。
表 13-7 列の定義 - タスク・マネージャ – 統合

列名 説明
接続 タスクが属するアプリケーション
作成者 統合を作成したユーザーの名前
作成日 統合が作成された日時
説明 統合の説明
実行タイプ 統合の実行タイプ
Integration Cloudのデプロ
イ

統合に関連付けられている Integration Cloudのデプロイメント
最終更新者 統合を最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 統合が最後に更新された日時
名前 統合の名前
タスク・マネージャ – アラート・タイプ
この項では、タスク・マネージャのアラート・タイプの列の定義について説明します。
表 13-8 列の定義 - タスク・マネージャ – アラート・タイプ

列名 説明
アラート・タイプ ID アラート・タイプの一意の識別子
関連先 アラート・タイプに関連付けられているオブジェクト(タスクなど)
作成者 アラート・タイプを作成したユーザーの名前
作成日 アラート・タイプが作成された日時
説明 アラート・タイプの説明
使用可能 アラート・タイプが有効かどうかを示します
最終更新者 アラート・タイプを最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 アラート・タイプが最後に更新された日時
名前 アラート・タイプの名前
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タスク・マネージャ – フィルタ
この項では、タスク・マネージャのフィルタの列の定義について説明します。
表 13-9 列の定義 - タスク・マネージャ – フィルタ

列名 説明
作成者 フィルタを作成したユーザーの名前
作成日 フィルタが作成された日時
説明 フィルタの説明
最終更新者 フィルタを最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 フィルタが最後に更新された日時
名前 フィルタの名前
パブリック フィルタがパブリックであるかどうか
タイプ フィルタのタイプ
タスク・マネージャ – ビュー
この項では、タスク・マネージャのビューの列の定義について説明します。
表 13-10 列の定義 - タスク・マネージャ – ビュー

列名 説明
作成者 ビューを作成したユーザーの名前
作成日 ビューが作成された日時
デフォルト ビューがデフォルト・ビューとして設定されているかどうかを示します
説明 ビューの説明
最終更新者 ビューを最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 ビューが最後に更新された日時
名前 ビューの名前
パブリック ビューがパブリックであるかどうかを示します
タイプ ビューのタイプ
タスク・マネージャ – 属性
この項では、タスク・マネージャの属性の列の定義について説明します。
表 13-11 列の定義 - タスク・マネージャ – 属性

列名 説明
添付 属性に添付があるかどうかを示します
計算 属性が計算属性かどうかを示します
作成者 属性を作成したユーザーの名前
作成日 属性が作成された日時
最終更新者 属性を最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 属性が最後に更新された日時
行 「アクション」ダイアログ・ボックスで、スクロールせずに表示できるテ

キストの行数
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表 13-11 (続き) 列の定義 - タスク・マネージャ – 属性

列名 説明
ロック済 属性がロックされているかどうかを示します
名前 属性の名前
タイプ 属性のタイプ
タスク・マネージャ – 通貨
この項では、タスク・マネージャの通貨の列の定義について説明します。
表 13-12 列の定義 - タスク・マネージャ – 通貨

列名 説明
通貨コード 通貨を識別する国の通貨コード
通貨記号 通貨コードの通貨記号
小数点以下の桁数 数値を小数値で表示する方法を示します
説明 通貨コードに関連付けられている国の名前
使用可能 通貨コードが有効かどうかを示します

タスク・マネージャ・システム設定の管理
次も参照:

• グローバル統合トークンの管理
• タスク・マネージャの組織単位の管理
• タスクの休日ルールの管理
• 構成設定の変更
• Oracle Cloud Object Storageを使用した添付の保存

グローバル統合トークンの管理
グローバル統合トークン機能を使用すると、パラメータ化された URLを作成できます。URL
は様々な目的で使用できます。
URLの作成時に、パラメータが URLに挿入されます。URLをクリックすると、パラメータが
適切な値に置き換わります。
たとえば、次にパラメータの抜粋を示します。
…$YearName$%22%22Period%20Name%22&val6=%22$PeriodName$
%22&col17=%22Logical%20Schedules%22.%22Year%20Name%22&val7=%22$Y earName$
%22&col8=%22Logical%20Schedules%22.%22Deployment%20Name%22&val8=%22$ 
ScheduleName $%22
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ここで
$YearName$ = 2012
$PeriodName$ = Jan12
$ScheduleName$ = DemoSchedule

URLは次のようになります。
…
%222012%22%22Period%20Name%22&val6=%22Jan2012%22&col7=%22Logical%20Schedules%2
2.%22Year%20Name%22&val7=%222012%22&col8=%22Logical%20Schedules%22.%22Schedule
%20Name%22&val8=%22DemoSchedule%22

パラメータは、アプリケーションで定義された静的パラメータ、「テキスト」および「リスト」
タイプの属性、およびタスク、テンプレートおよびスケジュールに割り当てられた次のネイテ
ィブ属性から構成されます。
• 期間名
• スケジュール名
• タスク名
• タスク ID

• 年名
URLには次の場所からアクセスできます。
• テンプレート: 管理者またはパワー・ユーザーが参照 URLを「指示」セクションのテンプ
レートに追加すると、URLは「指示」タブでクリックできるようになります。

• スケジュール: 管理者またはパワー・ユーザーが参照 URLを「指示」セクションのスケジ
ュールに追加すると、URLは「指示」でクリックできるようになります。

• タスクの詳細: 管理者、パワー・ユーザーまたはタスク所有者が参照 URLを「指示」セク
ションのタスクに追加すると、URLは「指示」でクリックできるようになります。

• タスク・タイプ: 管理者が参照 URLを「指示」セクションのタスク・タイプに追加すると、
URLは「指示」タブでクリックできるようになります。

• タスク・アクション: 「タスク・アクション」の参照者は参照 URLをクリックできます。
グローバル統合トークンの作成

グローバル統合トークンを作成する際には、次のガイドラインに従ってください。
• トークン名は一意にする必要があります。
• トークンは変更できません。
• トークンは削除しないでください。トークンを削除しようとすると、次の警告が表示され
ます: 「グローバル統合トークンを削除すると、それを参照している URLが無効になりま
す。続行してよろしいですか?」

グローバル統合トークンを作成するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「システム設定」タブをクリックし、「グローバル統合トークン」を選択します。
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3. 「新規」をクリックします。
4. 次を入力します:

• 名前: 一意のトークン名
• タイプ: 静的またはタスク属性
• トークン値:

– 「パラメータ・タイプ」に「タスク属性」が選択されている場合は、URLがレンダ
リングされるときに渡される値を選択します。

– 「パラメータ・タイプ」に「静的属性」が選択されている場合は、URLがレンダリ
ングされるときに渡される値を入力します。

5. 「保存」をクリックします。
トークンの削除

トークンを削除するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「システム設定」タブをクリックし、「グローバル統合トークン」を選択します。
3. トークンを選択し、 「削除」をクリックします。
次の警告メッセージが表示されます。「グローバル統合トークンを削除すると、それを参照
している URLが無効になります。続行してよろしいですか?」

4. 「はい」をクリックして、削除を確認します。

タスク・マネージャの組織単位の管理
組織単位を使用すると、管理者は、地域、エンティティ、事業部門、事業部、部署や、タスク
に関連するその他すべてのエンティティを定義できます。たとえば、「北米」という地理的な組
織単位や、「販売」という事業部門の組織単位を定義できます。組織単位は、レポートが容易に
なるように階層形式を取っています。「販売」組織単位には、階層の一部として「東部販売地
域」と「西部販売地域」を含めることができます。
スケジュールを作成するときに、スケジュールに使用する組織単位を選択すると、選択した組
織単位がスケジュール内のすべてのタスクに適用されます。
たとえば、「東部販売地域」という組織単位を定義したとします。スケジュールの組織単位とし
て「東部販売地域」を選択すると、選択した組織単位がスケジュール内のすべてのタスクに適
用されます。「タイムゾーン」、「休日ルール」、「労働日数」など、その組織単位に定義した設定
が、「東部販売地域」のスケジュール内のすべてのタスクに適用されます。
次も参照:

• 組織単位の追加
• 組織単位のインポート
• 組織単位の選択

組織単位の追加
組織を追加するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
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2. 左側の 「組織」タブをクリックし、「組織単位」を選択します。
3. 「兄弟の追加」をクリックします。
4. 「プロパティ」タブで、次の情報を入力します。

• 名前: 最大 255文字まで入力できます。
名前は管理者が変更でき、一意にする必要はありません。

• 組織単位 ID: 移行目的でトランザクションを識別するために使用される一意の ID。
組織単位 IDは組織単位の設定後は変更できません。最大 255文字まで入力できます。

• オプション: 親組織: 管理者は階層を変更できます。
• 説明: 最大 255文字まで入力できます。
• タイムゾーン: タイム・ゾーンが組織単位に適用されるかどうかを決定します。タイ
ム・ゾーンの選択はオプションです。タイム・ゾーンが選択されていないと、タスク
のタイム・ゾーンはユーザーのタイム・ゾーンに戻ります。

• 休日ルール: どの休日のリストが組織単位に適用されるかを決定します。休日ルール
の選択はオプションです。

• 労働日数: どの曜日が労働日であるかを決定します。
5. 「アクセス」タブを使用すると、管理者は参照者およびコメント作成者のアクセス権を中央
の 1箇所で割り当てることができ、各タスクにアクセス権を割り当てる必要がなくなりま
す。
ユーザーを選択するには:

a. 「追加」をクリックします。
b. 「参照者の選択」で、姓と名を入力するか、「ユーザーの検索」をクリックして「ユー
ザー」または「グループ」を選択します。

c. 「検索結果」で、ユーザーを選択し、「追加」または「すべて追加」をクリックし、こ
れらを「選択済」リストに移動します。

組織単位のインポート
組織単位をインポートするには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「組織」タブをクリックし、「組織単位」を選択します。
3. 「インポート」 をクリックします。

• 「ファイルの選択」をクリックして、CSVインポート・ファイルに移動します。
組織のインポート・フォーマットの例:

ノート:

次の項では、インポート・フォーマットを示します。この例では、Americas
という親組織単位、USという休日ルール、および fm_user5という参照者が
事前に存在することが必要です。

Chapter 13
タスク・マネージャの設定

13-21



"OrganizationalUnitID","Name","ParentOrganization","Description","TimeZone
","H olidayRule","Calendar","Workdays","Viewer1","Commentator1"
"US2","US2","Americas","Import Organization US2 Example","ET
(UTC-05:00)","US","",2-3-5,"fm_user5",""

• 「インポート・タイプ」では、次のいずれかを選択します:

– 置換: 組織単位の詳細を、インポートしているファイル内にある組織単位で置き換
えます。インポート・ファイルに指定されていない他の単位には影響しません。

– すべて置換: 既存の単位を置き換える新しい組織単位のセットをインポートしま
す。あるシステムの単位を別のシステムで更新された定義に置き換える場合にこ
のオプションは便利です。インポート・ファイルに指定されていない組織単位は削
除されます。

• 「ファイル区切り文字」で、「カンマ」、「タブ」または「その他」を選択します。
4. 「インポート」をクリックします。

組織単位の選択
管理者は、タスクの編成とスケジュール設定に役立つよう、組織単位を組織で定義します。
組織を選択するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「組織」タブをクリックし、「組織単位」を選択します。
3. 組織を選択します。矢印は子組織が存在することを示します。子組織を選択するには親を
展開します。

タスクの休日ルールの管理
休日ルールとは、管理者がタスクのスケジュール時に使用する休日の日付の集合です。
休日ルールを作成したら、そのルールを組織単位に適用してから、組織単位をスケジュール・
テンプレートに適用できます。たとえば、「東部販売地域」組織単位について、すべての年間休
日日付に対して休日ルールを定義したとします。スケジュールの組織単位として「東部販売地
域」を選択すると、事前定義済の休日日付がスケジュール内のタスクに適用されます。
組織単位への休日ルールの適用およびスケジュール・テンプレートへの休日ルールの適用を参
照してください。

休日ルールの作成
休日ルールを作成するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「組織」タブをクリックします。
3. 「休日ルール」をクリックします。
4. 「新規」アイコンをクリックします。
5. 次を入力します:

• 休日ルール ID: 最大 255文字まで入力できます。「休日ルール ID」は必須で、一意であ
る必要があります。

• 名前: 最大 50文字まで入力できます。「名前」は一意である必要はありません。
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• 年: 「年」属性はフィルタ・オプションとして機能します。この属性の値を選択する必
要はありません。それを行うと、表がフィルタ処理され、選択した年に関連する日付
が表示されます。

6. 休日を指定するには、「休日」セクションで、 「インポート」アイコンをクリックして
休日のリストをインポートするか、 「新規」アイコンをクリックして休日の日付および
名前を入力します。

組織単位への休日ルールの適用
休日ルールを作成したら、それを組織単位に適用してから、それをスケジュールに適用できま
す。
休日ルールを適用するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「組織」タブをクリックします。
3. 「組織単位」をクリックします。
4. 組織を作成または編集します。
5. 「プロパティ」で、「休日ルール」ドロップダウンから休日ルールを選択します。
6. 「保存」をクリックします。

スケジュール・テンプレートへの休日ルールの適用
休日ルールを作成したら、それを組織単位に適用してから、組織単位をスケジュールに適用で
きます。
休日ルールを適用するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
3. テンプレートを選択し、テンプレートの右側の 「アクション」アイコンをクリックして、
「スケジュールの作成」を選択します。

4. 「スケジュール・パラメータ」については、「スケジュール」、「年」、「期間」および「日ゼ
ロの日付」を指定します。

5. 「日付マッピング」で、「拡張構成」をクリックします。
6. 「組織単位」では、「タスク値の使用」または「値の設定」を選択します。「値の設定」で、

「検索」アイコンをクリックして組織単位を選択します。
7. 作成または編集して休日ルールを追加した組織単位を選択し、「OK」をクリックします。
8. 「OK」をクリックします。
これで、「スケジュール・パラメータ」の「日付マッピング」に休日が表示されます。

休日日付のインポート
日付を休日ルール内にインポートできます。
休日日付をインポートするには:
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1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「組織」タブをクリックします。
3. 「休日ルール」をクリックします。
4. 休日ルールを作成または選択します。
5. 「休日」セクションの前にある 「インポート」アイコンをクリックします。
6. 「ファイルの選択」をクリックして、CSVインポート・ファイルに移動します。
7. 「インポート・タイプ」では、次のいずれかを選択します:

• 置換: 休日日付を、インポートしているファイル内の休日日付に置き換えます。インポ
ート・ファイルに指定されていない他の単位には影響しません。

• すべて置換: 既存の休日日付を置き換える新しい休日日付のセットをインポートしま
す。このオプションを使用して、あるシステムの単位を別のシステムで更新された定
義に置き換えます。インポート・ファイルに指定されていない休日日付は削除されま
す。

8. 「日付フォーマット」で、使用可能な日付フォーマットのドロップダウン・リストから、フ
ォーマットを選択します。日付フォーマットは変換されません。デフォルトで、日付フォ
ーマットはエクスポートされたファイルの場所のロケールの日付フォーマットに設定され
ます。

9. 「ファイル区切り文字」で、「カンマ」、「タブ」または「その他」を選択します。
10.「インポート」をクリックします。

休日ルールの編集
休日ルールを編集するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「組織」タブをクリックし、「休日ルール」を選択します。
3. ルールを選択します。
4. 次のフィールドを編集します:

ノート:

「休日ルール ID」は編集不可です。

• 名前: 名前は最大 50文字です。一意である必要はありません。
• 年: 「年」属性はフィルタ・オプションとして機能します。この属性の値を選択する必
要はありません。それを行うと、表がフィルタ処理され、選択した年に関連する日付
が表示されます。

5. 「保存」をクリックします。
休日ルールの複製

休日ルールを複製するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
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2. 左側の 「組織」タブをクリックします。
3. 「休日ルール」をクリックします。
4. ルールを選択して、 「複製」アイコンをクリックします。
5. 必要に応じてルールを編集します。

休日ルールの削除
論理的に削除されない組織単位に関連付けられている休日ルールは削除できません。休日ルー
ルが割り当てられていた組織単位のリストが表示されます。
休日ルールを削除するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 「組織」タブをクリックし、「休日ルール」を選択します。
3. ルールを選択して、 「削除」アイコンをクリックします。

構成設定の変更
次も参照:

• コメントの削除の許可
• タスクの削除の許可
• アプリケーション・ディメンション別名の有効化
• 電子メール通知の有効化
• タスク・マネージャ・ガバナーの設定
• 再割当て要求の承認の許可
• タスクを再度開く
• タスク・マネージャ・レポートの設定
• Excelフォーマットへのエクスポートの設定
• Smart Viewでのタスク表示の指定
• ワークリストおよびようこそパネルでの今後のタスクの表示

コメントの削除の許可
サービス管理者は、「コメントの削除を許可」構成設定オプションを使用して、タスク内のコメ
ントの削除を許可することを決定できます。デフォルトでは、このオプションはオフです。
ユーザーにコメントの削除を許可するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「システム設定」タブをクリックします。
3. 「コメントの削除を許可」を選択します。
4. 「オンにする」を選択して削除を有効にします。
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タスクの削除の許可
サービス管理者は、タスクの削除を許可するかどうかを指定できます。デフォルトでは、この
オプションはオフです。

ノート:

この設定は実行中およびクローズ済のタスクにのみ影響します。

ユーザーにタスクの削除を許可するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「システム設定」タブをクリックします。
3. 「タスクの削除を許可」を選択します。
4. 「オンにする」を選択して削除を有効にします。

アプリケーション・ディメンション別名の有効化
タスク・マネージャのアプリケーション・ディメンション別名のサポートを有効にできます。
アプリケーション内で、管理者は、システム・ディメンションおよびユーザー定義のディメン
ション・メンバーに代替名(つまり、別名)を割当てできます。アプリケーションでは、ディメ
ンション・メンバーごとに、デフォルトの別名を含めて、最大 30個の別名を付けることがで
きます。Financial Consolidation and Closeの管理の別名表の操作を参照してください。
有効にすると、年ディメンションおよび期間ディメンションでは、ユーザーの優先別名表の選
択およびメンバー名表示プリファレンスに基づいて、代替別名表のラベルがユーザーに表示さ
れます。別名ラベルは、リスト・ページの列、フィルタ・バーおよびダッシュボード表示に表
示されます。ユーザーは、「ユーザー・プリファレンス」 > 「一般」 > 「別名設定」で、別名
表の選択およびメンバー名表示プリファレンスを設定できます。Financial Consolidation and
Closeの操作のメンバー名または別名の表示の設定を参照してください。

ノート:

年ディメンションは Year (年)から Years (年)に名前が変更され、そのメンバーは会計
年度フォーマット(FY00)になります。

ディメンション別名のサポートが無効になっている場合、Years (年)は Year (年)に戻され、数
値(たとえば、2024、2025など)として表示され、期間はデフォルトのメンバー名で表示されま
す。ユーザーの優先別名表の選択に関係なく、このように表示されます。
ディメンション別名を有効または無効にするには:

1. 「アプリケーション」 > 「タスク・マネージャ」 > 「システム設定」に移動します。
システム設定の管理ページが表示されます。

2. 「ディメンション別名」をクリックし、「ディメンション別名サポートの使用可能」オプシ
ョンを選択します。ディメンション別名を無効にするには、このオプションをクリアしま
す。
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ノート:

ディメンション別名のサポートは、タスク・マネージャのシステム設定内で構成
されます。

このオプションを有効または無効にすると、アプリケーション上のデータベースがリフレッシ
ュされます。「ディメンション・メタデータのリフレッシュ」ジョブが開始され、メタデータが
コピーされます。
次のジョブは、トリガーされた場合にキューに登録される可能性があります:

• LCMインポート
• LCMエクスポート
• タスクのインポート
• レポートのインポート
年の値が FY00フォーマットから数値フォーマットに、またはその逆に変更される可能性があ
るため、「ディメンション・メタデータのリフレッシュ」ジョブが完了するまで、先行するジョ
ブはブロックされます。
データベースがリフレッシュされた後、別名のサポートを表示するには、サインオフしてから
サインインする必要があります。アプリケーション・ディメンション定義にあわせてすべての
ディメンションが再調整されます。年ディメンションおよびメンバーへのすべての参照が自動
的に更新されます。年ディメンションの参照方法に応じて、カスタム・レポート定義の改訂が
必要になる場合があります。

電子メール通知の有効化
サービス管理者は、アラート、タスク・マネージャ、連結仕訳などのコンポーネントの電子メ
ール通知を設定できます。電子メール通知を有効化すると、バッチ通知が生成されます。通知
が不要になった場合は、電子メール通知およびリマインダを非アクティブにできます。

ノート:

デフォルトでは、電子メール通知は有効化されていません。

管理者は、リマインダ通知を送信する期限までの日数を割り当てることもできます。
期限日リマインダ通知は、次の条件に該当する担当者および承認者に電子メールで送信されま
す:

• コンポーネント・アクションの責任が変更された: アクションの情報に基づいて送信
• 期限日が欠落している: アクションの情報に基づいて送信
• 期限日が近づいている: 指定した事前日数に基づいて送信
電子メール通知を有効にするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「システム設定」タブをクリックします。
システム設定の管理ページが表示されます。
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3. 「電子メール通知」をクリックします。
4. 次の情報を指定します。

• 電子メール通知: 通知を有効にするには、「オンにする」を選択します。通知を無効に
するには、「オフにする」をクリックします。

• 「送信元アドレス」フィールドを編集できる場合は、ユーザーが通知を受信している場
所を示す電子メール・アドレスを入力します。製品の頭文字を含めることもできます。
「送信元アドレス」フィールドを編集できない場合は、デフォルトの電子メール・アド
レスが no.reply@epm.oraclecloud.comと表示されます。
電子メール通知では、電子メールのフッターにサービス名も含められます。たとえば、
「ノート - これは、efim.trcsの EPM Task Managerからの自動電子メール通知です。」
のように記載されます。

• リマインダを送信する期限日までの日数
• ユーザー指定: 電子メール通知設定のカスタマイズをユーザーに許可するには、このチ
ェック・ボックスを選択します。ユーザーは、ユーザー・プリファレンスで電子メー
ル通知設定をパーソナライズできます(「ツール」 > 「ユーザー・プリファレンス」 >
「通知」)。
管理者がこのチェック・ボックスを選択しなかった場合、ユーザーは管理者が決めた
設定を継承します。

• 「電子メール開始時間」および「電子メール終了時間」: スケジュールされた電子メー
ルが送信される 1日の時間帯を指定します。この設定は、各ユーザーの個人のタイム・
ゾーンで有効になります。

5. 各コンポーネントに対して、「通知タイプ」を定義できます。通知のタイプは次のとおりで
す:

• 遅延通知(タスク・マネージャ用)

• ステータス変更通知(アラート、タスク・マネージャおよび連結仕訳用)

• 期限日リマインダ通知(タスク・マネージャ用)

6. 通知の頻度を示すには、各通知または通知タイプの「通知する」列でオプションを選択し
ます:

• 即時: 電子メール通知は即時に送信されます。

ノート:

「通知する」を「即時」に設定した場合、電子メール通知は、ユーザーの電子
メール開始/終了時間外であっても、即時に送信されます。

• 1日に 1回
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 混在
• なし: 通知を非アクティブにするには、このオプションを選択します。このオプション
は、「ステータス変更通知」および「期限日リマインダ通知」にのみ適用されます。「遅
延通知」では、次の通知タイプでのみこのオプションが表示されます:
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– あなたはタスク所有者です。タスク担当者が遅延しています
– あなたはタスク所有者です。タスク承認者が遅延しています

通知のタイプごとに、必要なコンポーネントを展開し、通知するタイミングを選択します。
たとえば、「ステータス変更通知」の場合は、「タスク・マネージャ」を展開します。「あな
たはタスク承認者です。タスク承認者が遅延しています」に対して、通知の選択肢の「2
時間ごと」を選択します。
管理者がサービスで「電子メール通知」を無効にすると、通知は停止されます。
詳細は、通知タイプおよび設定の管理を参照してください。
Planningの操作の通知用電子メールの設定も参照してください。

通知タイプおよび設定の管理
サービス管理者は、次のコンポーネントについてすべてのユーザーの通知のデフォルト設定を
定義できます:

• アラート
• タスク・マネージャ
• 連結仕訳

アラート通知
ステータス変更通知のオプション

通知タイプ 通知するオプション
あなたはアラート承認者です。アラート・ステ
ータスがオープン(承認者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート担当者です。アラート・ステ
ータスがオープン(担当者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート所有者です。アラート・ステ
ータスがオープン(担当者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回
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通知タイプ 通知するオプション
あなたはアラート所有者です。アラート・ステ
ータスがオープン(承認者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート所有者です。アラート・ステ
ータスが完了に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート所有者です。アラート・ステ
ータスがオープン(所有者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート参照者です。アラート・ステ
ータスがオープン(所有者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート参照者です。アラート・ステ
ータスがオープン(担当者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート参照者です。アラート・ステ
ータスがオープン(承認者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート参照者です。アラート・ステ
ータスが完了に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回
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Note:

「即時」以外のオプションを選択した場合、保留中またはロックされたスケジュール
に関連付けられているアラートは電子メールで送信されません。

タスク・マネージャ通知
遅延通知のオプション

通知タイプ 通知するオプション
あなたはタスク承認者です。タスク承認者が遅延して
います

• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク担当者です。タスク担当者が遅延して
います

• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク所有者です。タスク担当者が遅延して
います

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク所有者です。タスク承認者が遅延して
います

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

ステータス変更通知のオプション

通知タイプ 通知するオプション
あなたはスケジュール所有者です。スケジュ
ールが作成されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはスケジュール所有者です。スケジュ
ール・ステータスがオープンに変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回
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通知タイプ 通知するオプション
あなたはスケジュール所有者です。スケジュ
ール・ステータスがクローズ済に変更されまし
た

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはスケジュール所有者です。スケジュ
ール・ステータスがロック済に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはスケジュール参照者です。スケジュ
ールが作成されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはスケジュール参照者です。スケジュ
ール・ステータスがオープンに変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはスケジュール参照者です。スケジュ
ール・ステータスがクローズ済に変更されまし
た

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはスケジュール参照者です。スケジュ
ール・ステータスがロック済に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク担当者です。タスク・ステータ
スがオープン(担当者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回
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通知タイプ 通知するオプション
あなたはタスク承認者です。タスク・ステータ
スがオープン(承認者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはバックアップ担当者です。プライマ
リ担当者は作業できません

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはバックアップ承認者です。プライマ
リ承認者は作業できません

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク承認者です。スケジュール・ス
テータスがオープンに変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク所有者です。タスク・ステータ
スがオープン(担当者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク所有者です。タスク・ステータ
スがオープン(承認者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク所有者です。タスク・ステータ
スがクローズ済に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回
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通知タイプ 通知するオプション
あなたはタスク所有者です。タスク・ステータ
スが強制クローズ済に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク所有者です。タスク・ステータ
スが中止に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク参照者です。タスク・ステータ
スがオープン(担当者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク参照者です。タスク・ステータ
スがオープン(承認者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク参照者です。タスク・ステータ
スがクローズ済に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク参照者です。タスク・ステータ
スが強制クローズ済に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク参照者です。タスク・ステータ
スが中止に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回
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通知タイプ 通知するオプション
あなたは仕訳送信者です。仕訳を転記する必
要があります

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたは仕訳承認者です。仕訳を承認する必
要があります

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

期限日リマインダ通知のオプション

通知タイプ 通知するオプション
あなたはタスク承認者です。タスクは「リスクあ
り」です

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク担当者です。タスクは「リスクあ
り」です

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク所有者です。タスクは「リスクあ
り」です

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク担当者です。担当者の期限日が 1
日以内に到来します

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク承認者です。承認者の期限日が 1
日以内に到来します

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回
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連結仕訳
ステータス変更通知のオプション

通知タイプ 通知するオプション
あなたは仕訳承認者です。仕訳を承認する必要があり
ます

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたは仕訳送信者です。仕訳を転記する必要があり
ます

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

連結仕訳の役割が割り当てられておらず、電子メールを受信する必要がないユーザーは、ユー
ザー・プリファレンスで連結仕訳通知を無効にしてください。
連結仕訳通知を無効にするには:

1. ホーム・ページから「ツール」、「ユーザー・プリファレンス」の順に選択します。
2. 「通知」、「ステータス変更通知」、「連結仕訳」の順に選択します。
3. 「あなたは仕訳送信者です。仕訳を転記する必要があります」の設定を「なし」に変更しま
す。

4. 「あなたは仕訳承認者です。仕訳を承認する必要があります」の設定を「なし」に変更しま
す。

5. 変更を保存します。
タスク・マネージャ・ガバナーの設定

タスク・マネージャで、様々なシステム設定にガバナーを設定できます。デフォルト設定が提
供されますが、これは削減するか最大値まで増加できます。たとえば、リストに表示する行の
最大数を指定できます。
• リストに表示するアイテムの最大数: 「スケジュール・タスク」などのリスト・ビューに表
示する行の最大数が決まります。

• 最大承認者レベル: タスクが確認される場合のレベル数が決まります。
• 最大ファイル・アップロード・サイズ(MB)を選択してください: ユーザーがアップロード
できる添付ファイルの最大サイズが決定されます。この設定によって、管理者は、アプリ
ケーションのインストール環境の制限内で作業するように適応できます。

タスク・マネージャ・ガバナーを設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「システム設定」タブをクリックします。
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3. システム設定の管理ページで、「ガバナー」をクリックします。
4. 最大値を指定するか、デフォルト設定のままにします:

• リストに表示するアイテムの最大数: デフォルトは 10000です。
• 最大承認者レベル: 1から 10までの値を選択します。
• 最大ファイル・アップロード・サイズ(MB)を選択してください: 5 MBから 5 MB単位
で最大 100 MBまでの値を選択します。

5. 「レポート」セクションで、Oracleサポートから指示された場合にのみ設定を変更します。
6. 「ダッシュボード」セクションで、「問合せを並列で実行」を「オンにする」に設定すると、
操作ダッシュボード問合せの並列実行が有効になります。デフォルトは「オフにする」で
す。

ノート:

この設定は、タスク・マネージャ、補足データ、エンタープライズ仕訳、アラー
トなどのすべての操作ダッシュボード・オブジェクトに影響します。

7. 「保存」をクリックします。
再割当て要求の承認の許可

管理者として、承認のために管理者またはパワー・ユーザーに要求を送信するかわりに、どの
ワークフロー・ユーザーが再割当て要求を直接実行および承認できるかを指定できます。
ユーザーは「ワークリスト」で再割当て要求を承認できます。
サービス管理者は、タスク所有者が対応できないときに要求を承認する必要がある場合、再割
当て要求を確認する必要もあります。
再割当ての実行をワークフロー・ユーザーに許可するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「システム設定」タブをクリックします。
3. 「再割当て要求」を選択します。
4. 「次の実行者による再割当て要求の承認を許可」で、1つ以上のオプションを選択します。

• 管理者
• パワー・ユーザー
• ユーザー

タスクを再度開く
タスク・マネージャで、ユーザーがタスクを再オープンする必要がある場合があります。管理
者は、オープンまたはクローズ済タスクの再オープンを許可するかどうかを指定できます。
タスクを再度開くことを許可するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。
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2. 左側の 「システム設定」タブをクリックします。
3. 「再オープン」を選択します。
4. オープン(担当者または承認者)状態のタスクの再オープンを許可する条件を設定します。
「タスクはオープン(担当者)またはオープン(承認者)です」の場合:

• 許可しない: これがデフォルト・オプションであり、担当者または承認者は、オープ
ン・タスクのワークフローを送信または承認した後はそれを変更できません。

• すべての承認者に許可: タスクを承認した承認者がワークフローを自分に戻すことを
許可します。

• すべての担当者および承認者に許可: タスクを送信した担当者またはタスクを承認し
た承認者がワークフローを自分に戻すことを許可します。

5. クローズ済タスクの再オープンを許可する条件を設定します。「タスクはクローズ済です」
の場合:

• 許可しない: これがデフォルト・オプションであり、ユーザーは、クローズされたタス
クを再オープンできません。

• 最後の承認者に許可: 最後の承認者にのみ、再オープンし、ワークフローを自分に戻す
ことを許可します。

• すべての承認者に許可: 承認者に、再オープンし、ワークフローを自分に戻すことを許
可します。

• すべての担当者および承認者に許可: タスクの担当者および承認者に、再オープンし、
ワークフローを自分に戻すことを許可します。

タスク・マネージャ・レポートの設定
Microsoft Excel形式でレポートを生成すると、複数行にわたる行が、データを含む行とその後
に表示される複数の空行になることがあります。行値に基づいて計算を実行するスクリプトが
ある場合、これによって問題が発生する可能性があります。タスク・マネージャには、このよ
うな余分な行の表示を制御する設定が用意されています。
この問題を解消するには、次のように実行してレポートのテンプレート・ファイルを変更する
必要があります:

• 表の行から空行を削除します
• その行の高さを 0に変更します
または、タスク・マネージャには、このような余分な行の表示を制御する設定が用意されてい
ます。この設定はすべてのレポートに適用されます。
1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「システム設定」タブをクリックします。
3. 「レポート」をクリックします。
4. 「行分割の有効化」の選択を解除し、Microsoft Excelの各データ行に対して複数の行が表示
されないようにします。

Excelフォーマットへのエクスポートの設定
データを Microsoft Excelにエクスポートするには、形式を.xlsまたは.xlsxに設定できます。
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1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「システム設定」タブをクリックします。
3. 「レポート」をクリックします。
4. 「Excelフォーマットのエクスポート」で、次のいずれかのオプションを選択します:

• Excel 97 - 2003 (.xls): 表のデータを.xls形式にエクスポートします。
• Excel (.xlsx): 表のデータを.xlsx形式にエクスポートします。

Smart Viewでのタスク表示の指定
Oracle Smart View for Officeから起動された場合に表示するタスク・マネージャのタスクを構
成するには、表示する列(「タスク属性」など)を選択します。
Smart Viewに表示する列を選択するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 「システム設定」タブをクリックします。
3. 「Smart View」を選択します。
4. 「列の選択」で、「使用可能」リストから表示する列を選択し、「追加」矢印キーをクリック
して「選択済」列に移動するか、「削除」をクリックして削除します。
最大で 30の列を選択でき、必要に応じて列の順序を変更できます。

5. 「保存」をクリックして選択内容を保存します。
ワークリストおよびようこそパネルでの今後のタスクの表示

管理者は、「ワークリストおよびようこそパネル」の「ワークフロー」で現在のタスクのみを表
示するか、現在と今後のタスクを表示するかを決定できます。
現在および今後のタスクを有効化すると、ユーザーは、現在作業に使用可能な項目に加え、今
後のワークフローの項目も参照できます。たとえば、ユーザーは、策定者がまだタスクを終了
していないため、承認する予定であるがすぐには使用できない今後のタスクを参照できます。
また、タスクを説明付き(デフォルト)で表示するオプションや、タスク IDや組織単位ごとに表
示するオプションもあります。
デフォルトでは、現在のタスクのみが表示されます。
タスクの表示を設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「システム設定」タブをクリックします。
3. 「ワークリストおよびようこそパネル」を選択します。
4. 「ワークフロー」のオプションを選択します。

• 現在のタスクのみを表示
• 現在のタスクと今後のタスクを表示

5. 「オプション・フィールド」のオプションを選択します。
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• 説明(デフォルト)

• タスク ID

• 組織単位

Oracle Cloud Object Storageを使用した添付の保存
次も参照:

• Oracle Cloud Object Storageを使用した添付の保存について
• OCIオブジェクト・ストレージに格納される内容について

Planningでは、OCIオブジェクト・ストレージとのファイルの移動が自動処理されるため、
ユーザーは添付をシームレスにアップロードおよび表示できます。

• Planningでの OCIオブジェクト・ストレージの使用手順
• オブジェクト・ストレージ・バケットのレプリケーションの使用

Oracle Cloud Object Storageを使用した添付の保存について
アップロードされる添付の数が主な要因で大規模な Planningデータベースを使用している場
合は、Oracle Cloud Infrastructure (OCI)オブジェクト・ストレージを使用して添付を格納し
てください。別のストレージ・オプションを使用すると、LCMスナップショットのサイズを大
幅に削減できるため、バックアップ、ダウンロードおよび復元ステップがより合理化されます
(たとえば、スナップショットをテストから本番に復元する場合、またはオフライン・ストレー
ジのスナップショットをダウンロードする場合)。もう一つの利点として、OCIオブジェクト・
ストレージの使用により、最大添付サイズを 20 MBから 100 MBに増加できます。ベスト・プ
ラクティスとして OCIオブジェクト・ストレージを使用することをお薦めします。
OCIオブジェクト・ストレージには独自のサブスクリプションおよび構成が必要であるため、
この機能はオプションです。OCIオブジェクト・ストレージを設定するように選択した場合、
今後の添付はこのストレージに保存され、既存の添付は構成後に OCIオブジェクト・ストレー
ジに移動されます。
スナップショットまたはクローニングを使用してアプリケーションを作成し、ソース・アプリ
ケーションで OCIオブジェクト・ストレージを使用して添付を保存する場合、セキュリティ上
の理由から、OCIオブジェクト・ストレージ・バケットへのアクセスに必要なパスワードは新
しいアプリケーションにエクスポートされません。推奨されるベスト・プラクティスは、ソー
ス OCIオブジェクト・ストレージ・バケットを個別にクローニングし、新しいアプリケーショ
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ンで新しいバケットを構成することです。Planningにおける OCIオブジェクト・ストレージの
設定を参照してください。

Note:

• OCIオブジェクト・ストレージの使用開始後は、これらの添付に対して Planning
データベースを再度使用することはできません。

• クローニング中にソースがオブジェクト・ストレージを使用するように設定され
ている場合、移行後は、次の理由により、ターゲット(OCI)上の添付に関する全体
的な統計がソースと一致しないことがあります:

– 孤立したレコード: ソース側の孤立した参照(ソース側の統計で考慮されるも
の)が移行されると、それらの参照はどのオブジェクトにも関連付けられてい
ないため、ターゲット・システムで失われます。これにより、ソースと比較
したときにターゲット側の統計に不一致が生じます。たとえば、アラートに
コメント参照があり、コメントは削除されたが参照がソース側で削除されて
いない場合に、孤立参照が作成されます。

– 重複する添付: ソースに重複する添付がある場合、ソース側の統計では一意の
参照のみが考慮されます。ただし、重複レコードは異なるアーティファクト
の一部として移行されるため、移行後のターゲットでは各重複レコードに一
意の参照が存在します。これにより、統計に不一致が生じます。

Note:

これはタスク・マネージャにのみ適用されます。

OCIオブジェクト・ストレージに格納される内容について
Planningでは、OCIオブジェクト・ストレージとのファイルの移動が自動処理されるため、ユ
ーザーは添付をシームレスにアップロードおよび表示できます。
Planningによって OCIオブジェクト・ストレージに格納される内容の例には、タスク・マネー
ジャの添付があります。
タスク・マネージャで作成された各添付に対して一意の IDが生成されます。この IDは、添付
が OCIオブジェクト・ストレージに格納されるときにファイル名として使用されます。添付フ
ァイルの実際の名前は、オブジェクト・ストレージ・ファイルのプロパティとして格納されま
す。たとえば、fx_translations.xlsxというファイル名の添付をタスク・マネージャに追加
するとします。この添付に対して、fpbh-2765などの一意の IDが生成されます。この添付は
fpbh-2765という名前で OCIオブジェクト・ストレージに格納され、添付ファイルの実際の名
前 fx_translations.xlsxは、OCIオブジェクト・ストレージに fpbh-2765のプロパティとし
て格納されます。添付ファイルの実際の名前を特定するには、OCIオブジェクト・ストレージ
でファイルの「詳細の表示」を使用します。
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Note:

Planningでは、OCIオブジェクト・ストレージからファイルが削除されることはあり
ません。かわりに、OCIオブジェクト・ストレージの添付は、OCIオブジェクト・ス
トレージで設定された保持ポリシーに基づいてパージされます。保持ルールを使用
したデータの保持を参照してください。

Planningでの OCIオブジェクト・ストレージの使用手順
Planningで OCIオブジェクト・ストレージを使用するための大まかな手順は、次のとおりで
す。
1. OCIオブジェクト・ストレージをサブスクライブします。Oracle Cloud Infrastructure - ク
ラウド・ストレージを参照してください。
OCIオブジェクト・ストレージのユーザー支援を確認するには、オブジェクト・ストレー
ジの概要を参照してください。

2. 添付の保存に必要な環境を OCIオブジェクト・ストレージに作成します。これには、添付
を保存するバケット(OCIオブジェクト・ストレージ内の論理ストレージの場所)の設定を含
みます。
OCIオブジェクト・ストレージの設定を参照してください。

3. 添付を OCIオブジェクト・ストレージに格納するように、Planningを構成します。
Planningにおける OCIオブジェクト・ストレージの設定を参照してください。

OCIオブジェクト・ストレージの設定
この機能を使用するには、OCIオブジェクト・ストレージのサブスクリプションが別途必要で
す。バケットは、オブジェクトを格納するための OCIオブジェクト・ストレージ内の論理コン
テナであることに注意してください。タスク・マネージャのコンテキストでは、添付はオブジ
ェクトとみなされます。
OCIオブジェクト・ストレージの概要レベルのステップを次にリストしています:

1. 添付を保存するためのバケットを OCIオブジェクト・ストレージに作成します。手順は、
バケットの作成を参照してください。

Note:

既存のコンパートメントにバケットを作成することも、添付用の新しいコンパー
トメントを作成することもできます。

バケットの設定の例を次に示します。
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バケットへのアクセスをテストし、テスト環境から本番環境にシームレスに切り替えるこ
とができるように、バケット内に 2つのフォルダ(テスト環境用と本番環境用)を作成するこ
とをお薦めします。たとえば、添付を保存するために task_manager_rec_dataというバケ
ットを作成する場合は、このバケット内に testフォルダと prodフォルダを作成します。
実装フェーズでは、バケット URLを<bucket_url>/testと指定して、testフォルダを使
用します。本番環境に移行するときは、バケット構成を<bucket_url>/prodに切り替えま
す。その後、本番環境に影響を与えることなく testフォルダを削除できます。

2. バケットの自動階層制御が無効になっていることを確認してください。オブジェクト・ス
トレージ・バケットの自動階層制御の管理を参照してください。

3. OCIオブジェクト・ストレージでライフサイクル・ポリシー・ルールをそのまま保持する
必要があります。これは変更しないでください。

4. オプション: OCIオブジェクト・ストレージの保持ルールは、会社の監査要件(5-7年など)
に従います。

5. Oracle Cloud Infrastructure (OCI)では、Planningのユーザーを作成し、少なくとも READ
およびWRITEアクセス権をそのユーザーに付与する必要がありますが、DELETEアクセ
ス権は付与しないでください。ユーザーは、Identity and Access Management (IAM)ユー
ザーまたはフェデレーテッド・ユーザーにできます。
Planningのオブジェクト・ストレージにアクセスするために、個別のユーザーを作成する
ことをお薦めします。このユーザーには、添付ストレージ・バケットにアクセスする権限
およびバケットのオブジェクトを管理する権限を付与する必要があります。

6. ポリシーを割り当てるには、グループを作成する必要があります。
オブジェクト・ストレージへのアクセスは、Identity and Access Management (IAM)ポリ
シーによって管理されます。一般的なオブジェクト・ストレージ・ポリシーは、ユーザー
がオブジェクト・ストレージ・バケットにオブジェクトを書き込めるようにするに記載さ
れています
IAMポリシーを作成するには、ポリシーのスタート・ガイドを参照してください
次に、必要なポリシーの例を示します。
• Allow group PlanningAttachmentWriters to read buckets in compartment ABC
• Allow group PlanningAttachmentWriters to manage objects in compartment ABC

where all {target.bucket.name='PlanningAttachments', any
{request.permission='OBJECT_CREATE', request.permission='OBJECT_INSPECT',
request.permission='OBJECT_READ'}}

7. ユーザーの認証トークンを作成しておく必要があります。詳細は、認証トークンの操作を
参照してください
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Note:

認証トークンは構成プロセスの後半で使用しますが、作成した後は表示されない
ため、トークンをノートにとります。

8. バケットを作成してユーザーを作成したら、バケット URL、ユーザー名およびパスワード
を使用して接続が行われるように、Planningで OCIオブジェクト・ストレージを設定する
必要があります。Planningにおける OCIオブジェクト・ストレージの設定を参照してくだ
さい。

Planningにおける OCIオブジェクト・ストレージの設定
Planningでタスク・マネージャの添付用に OCIオブジェクト・ストレージを設定するには:

1. 「ナビゲータ」に移動し、「ツール」の下で「接続」をクリックします。
接続の管理ページが表示されます。

2. 「作成」をクリックして接続を作成します。
「接続を作成するためのプロバイダの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。

3. 「その他のWebサービス・プロバイダ」をクリックします。
「接続詳細の入力」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. 次の詳細を指定します:

• 接続名: オブジェクト・ストレージ接続の名前。
• 説明: 接続に関する簡単な説明。
• URL: オブジェクト・ストレージ・バケットの URL。これは Oracle Object Storage

Cloudバケットの URLです。
• ユーザーおよびパスワード: Oracle Cloud Infrastructureで Planning用に作成したユ
ーザー名とパスワード。

Note:

ユーザーがフェデレーテッド・アイデンティティ・プロバイダで作成された
場合は、ユーザー名の前にフェデレーテッド・アイデンティティ・プロバイ
ダ名を付ける必要があります。例: oracleidentitycloudservice/username。
パスワードについては、ログイン・パスワードではなく、認証トークンをパ
スワードとして使用する必要があります。

5. 「保存して閉じる」をクリックして、オブジェクト・ストレージ接続の詳細を保存します。
6. 「ホーム」 > 「アプリケーション」 > 「タスク・マネージャ」に移動します。
7. 「システム設定」タブをクリックします。
システム設定の管理ページが表示されます。

8. 「オブジェクト・ストレージ」をクリックし、「接続」ドロップダウン・リストからオブジ
ェクト・ストレージ接続を選択します。
「バケット URL」は自動的に入力されます。
URLのフォーマットは https://
swiftobjectstorage.region_identifier.oraclecloud.com/v1/namespace/bucket_name
であり、ここで:
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• region_identifierは、ホストしている Oracle Cloud Infrastructure (OCI)です
• region.namespaceは、すべてのバケットとオブジェクトの最上位のコンテナです。各

Oracle Cloud Infrastructureテナントには、アカウントの作成時に、システムによって
生成された一意の Object Storage名前空間名が割り当てられます。テナンシの名前空
間名(axaxnpcrorw5など)は、すべてのリージョンで有効です

• bucket_nameは、データとファイルを保存する論理コンテナの名前です。バケットはコ
ンパートメントの下に整理され、維持されます。

URLの例: https://swiftobjectstorage.us-ashburn-1.oraclecloud.com/v1/epmcloud/
fccsAttachments
バケット内にフォルダを作成した場合、URLのフォーマットは https://
swiftobjectstorage.us-ashburn-1.oraclecloud.com/v1/epmcloud/bucket_name/
folder_nameであり、ここで、folder_nameはデータを含むフォルダの名前です。

9. 「検証および保存」をクリックします。接続が適切に機能していることを確認するために検
証され、テスト・ファイルの作成および読取りが行われます。
「オブジェクト・ストレージの確認」ダイアログ・ボックスが表示されます。

10.「続行」をクリックします。バッチ・ジョブがすぐに開始され、現在データベースにある添
付が指定されたオブジェクト・ストレージの場所に移動します。これ以降、すべての添付
はデータベースではなくオブジェクト・ストレージの場所に保存されます。添付がオブジ
ェクト・ストレージの場所に保存された後、データベースに戻すことはできません。

11. 既存のお客様か、OCIオブジェクト・ストレージと Planningを初めて設定する新規のお客
様かに応じて、統計が表示されます:

• 移行済添付の数: 移行済添付の数。
• 移行済添付のサイズ(MB): 移行済添付のサイズ。
• 保留中添付の数: 移行が引き続き保留されている添付の数。
• 保留中添付のサイズ(MB): 移行が保留されている添付のサイズ。
• すべての添付の数: システム内の添付の合計数(移行済添付、移行保留中添付および新規
に追加された添付を含む)。

• すべての添付のサイズ(MB): システム内のすべての添付のサイズ

Note:

テスト環境から本番環境に移行した後、接続詳細の手動ステップを更新しない場
合、アプリケーション内で添付をアップロードおよびダウンロードするとエラー
が発生します。ダウンロードは 0バイトで行われ、アップロードは検証エラーに
なります。

• 既存のお客様の場合、Planningデータベースから OCIオブジェクト・ストレージへの
添付の移行に関連する統計が表示されます。添付の移動に合せて統計が増分されま
す。
Planningでは、データベースから添付が取得され、OCIオブジェクト・ストレージの
設定したバケット内にファイルが移動されます。これは、バケット URLと、Oracle
Cloud Infrastructureで Planning用に作成したユーザー名およびパスワードに基づい
て実行されます。添付はデータベースから OCIオブジェクト・ストレージに移動され
た後、データベースから削除されます。
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初回移行の後、添付のアップロードおよびダウンロードは OCIオブジェクト・ストレ
ージに対して格納および取得されます。

• Planningを初めて使用するお客様の場合、既存の添付を OCIオブジェクト・ストレー
ジに移動していないため、表示される統計の多くはゼロと表示されます。

統計のスクリーンショットの例を次に示します。

「リセット」をクリックすると、最後に機能した接続にリセットされます。
構成の問題のトラブルシューティング
OCIオブジェクト・ストレージの設定時に次のエラーが表示される場合は、バケット URLまた
は資格証明に問題がある可能性があります:

エラー: 指定された URLおよび資格証明を使用してオブジェクト・ストレージ・サービスに接続できません。
cURLまたは Postmanなどの任意の RESTクライアントを使用して、バケット URLおよび資
格証明をテストします。
cURLコマンドの書式は次のとおりです: curl <bucket URL> -u "<username>:<password>"

次に、URLおよび資格証明をテストする cURLコマンドの例を示します:

curl https://swiftobjectstorage.us-ashburn-1.oraclecloud.com/v1/epmcloud/
taskAttachments -u "username:password"

オブジェクト・ストレージ・バケットのレプリケーションの使用
構成されたバケットに一時的にアクセスできない場合は、複製されたバケットに添付を格納で
きます。ただし、複製されたバケットは読取り専用です。したがって、新規バケットを作成し、
複製されたバケットから新規バケットにデータをコピーし、新規バケットを使用するように
Planningを構成する必要があります。
詳細は、複製の使用およびオブジェクトのコピーを参照してください。

タスク・マネージャ属性の管理
属性は、主に管理者によって定義され、多くの場所で使用される、ユーザー定義フィールドで
す。
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属性には、「日付」、「日付/時間」、「整数」、「リスト」、「複数行のテキスト」、「数値」、「True/
False」、「テキスト」、「ユーザー」および「はい/いいえ」といった異なる値タイプを指定でき
ます。たとえば、「自動送信」というカスタム属性を「はい」または「いいえ」の値タイプで定
義できます。「自動送信」属性を項目に割り当てると、外部ユーザーによって要求されるタスク
に対してその項目を「はい」に設定できます。
「リスト」タイプを選択した場合、値の選択リストを定義できます。たとえば、「北部」、「南部」、
「東部」および「西部」という値を持つ「販売地域」という名前の「リスト」属性を定義できま
す。
属性は、作成、編集および削除できます。

ノート:

作成またはインポートできるタスク・マネージャ属性の最大数は 10,000です。

タスク・マネージャ属性の定義
タスク・マネージャ属性を定義するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「属性」タブをクリックします。
3. 「新規」アイコンをクリックし、「プロパティ」タブで、次のプロパティを指定します:

• 名前: 最大 80文字まで入力できます。

ノート:

以前に使用し、削除したものと同じ名前を使用してオブジェクトを作成でき
ます。削除されたオブジェクトに以前にリンクされていたオブジェクトはす
べて、新しいオブジェクトに関連付けられます。

• 説明: 最大 255文字まで入力できます。
• タイプ:

– 日付
– 日付/時間
– 整数: -2147483648から 2147483647の値を指定できます。「合計」には、属性の
合計方法を指定します:

* なし(デフォルト): 合計は計算されません。
* 平均: データのある行の平均。データのない行は分母にカウントされません
* 数: データのある行の数
* 合計: 加算合計。

– リスト: 「リストの値」をクリックし、質問に対する有効な回答のリストを入力し
ます。最大 255文字まで入力できます。

– 複数行のテキスト: 「フォーマット」をクリックし、3から 50行の間の行数を指定
します。「複数行のテキスト」では、「アクション」ダイアログ・ボックスで、スク
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ロールせずに表示できるテキストの行数を決定します。最大長は 4,000文字未満
にする必要があります。
「アクション」ダイアログ・ボックスに「添付」セクションを追加する場合は、「添
付を含める」を選択します。

– 数値: 値 xxxxxxxxxxxxxxxxx.xxxxxxxxx (17桁と小数点以下 9桁)を入力します。
「フォーマット」をクリックし、数値のフォーマット・オプションを選択します:

* 「小数点以下の桁数」には、表示する小数点以下の桁数の値を入力します。
* 「パーセンテージとして表示」については、パーセンテージを表示する場合に
選択します。

* 1,000.00のように、数値に 3桁ごとの区切り文字を表示する場合は、「3桁ご
との区切り文字」オプションを選択します。

* 「通貨記号」では、通貨記号(米ドルの場合は$)を選択します。
* 「負数」では、(123)など、負数の表示方法を選択します。
* 「スケール」では、数値のスケール値(1000など)を選択します。

– テキスト: 最大 4000文字まで入力できます。
– True/False

– ユーザー
– はい/いいえ

• 計算: 「計算」タブの属性に論理関数や数学的関数を追加することを選択します。
計算属性の定義を参照してください。

計算属性の定義
計算属性を使用すると、論理関数や数学的関数を追加して、属性の値を派生させることができ
ます。別の計算済属性に埋め込むと、複雑な関数を作成できます。計算済属性は読取り専用で
す。評価対象はスケジュールのみです。
スケジュール: ユーザーは任意の計算を追加でき、その計算はタスクに対して明示的に割り当て
られているかどうかに関係なく評価されます。
テンプレート: 「計算」オプションが選択されているカスタム属性は、列属性またはフィルタ可
能な属性として追加できません。
管理者が「アクション」ダイアログの「属性」セクションに属性を追加すると、ワークフロー・
ユーザーがその属性を表示できるようになります。管理者は、アクセス権を「表示しない」に
設定することで、特定の役割に対してアクセス権を制限できます。たとえば、管理者が計算済
属性 XYZに対して、アクセス権を「参照者: 表示しない」に設定すると、XYZ属性は、参照者の
役割しかないユーザーには表示されません。
どのユーザー役割でも、計算済属性を列としてビューおよびポートレットに追加できます。「フ
ィルタ・パネル」にフィルタ可能な属性として追加することもできます。
計算属性を定義するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「属性」タブをクリックします。
3. 「新規」アイコンをクリックし、「プロパティ」タブで、属性の「名前」を入力して、属
性の「タイプ」を選択します。

Chapter 13
タスク・マネージャの設定

13-48



4. 「計算」オプションを選択します。
5. 「計算」タブで、「計算タイプ」を選択します。
次の計算タイプから選択できます。使用可能なタイプは、属性のタイプ(テキスト、整数など)
によって決定されます。
• 値をリストに割当: カスタム値をリスト・タイプの属性に割り当てます
• リストを値に割当: カスタム・リストの値を異なる属性の値に割り当てます。リスト・タイ
プ属性にのみ使用できます。

• 条件: 条件付き計算(If – Then – Else)

• スクリプト: 自由形式のスクリプト計算。タイプが、整数、複数行のテキスト、数値または
テキストの属性にのみ使用できます。

次の表は、属性タイプごとに使用可能な計算タイプを示しています。

属性タイプ 値をリストに割当て 条件 スクリプト リストを値に割当て
日付
日時
整数 X X X
リスト X X
複数行のテキスト X X X
数値 X X X
テキスト X X X
True/False X
ユーザー
はい/いいえ X

計算式の定義
スクリプト計算タイプを使用すると、自由形式の計算式を入力できます。「属性の追加」および
「関数の追加」を使用できます:

• 属性の追加: 属性を選択すると、「計算式の定義」ボックスのカーソルの位置に属性が挿入
されます。カーソルが単語または属性上にある場合は、定義内でその単語/属性が置き換え
られます。スクリプトの形式によって、新しい属性の名前がカッコ{}で囲まれます。
使用可能な属性は、スケジュール属性のみです。

• 関数の追加: 関数を選択すると、「計算式の定義」に関数が追加されます。関数は各パラメ
ータのプレースホルダとともに追加されます。

例: DATE_DIFF関数を計算式の定義に挿入します。
DATE_DIFF(<Date1>, <Date2>, <Type>)

次に、プレースホルダを属性に置き換えます。
DATE_DIFF( {Start Date}, {End Date}, 'DAYS')

数値と日付の関数
• 絶対値: 指定された数の絶対値を戻します。数値が 0未満の場合は、その数字の正の値が戻
されます。指定した数値が 0以上の場合は、指定した数値が戻されます。
ABS(<Number>)

Chapter 13
タスク・マネージャの設定

13-49



• 月の追加: 開始日からの指定した月数の日付オフセットを返します。日付は常に指定した
月オフセットに該当します。開始日に、オフセット月を越える日の値がある場合は、オフ
セット月の最後の日が使用されます。たとえば、EDate (31-Jan-2017, 1)は(28-Feb-2017)
を返します。月の場合は、開始日の前または後の月数を入力します。月に対する正の値は
将来の日付を生成します。負の値は過去の日付を生成します。
ADD_MONTH(<Start Date>, <Months>, <Length>)
例: ADD_MONTH(DATE(2017, 2, 15) 3)

• 日付: 年、月および日に対して指定された整数値に基づく日付値を返します。
DATE(<Year>, <Month>, <Day>)

• 日付差異: 2つの日付の差を年、月、日、時間、分または秒で戻します。たとえば DATE 1
と DATE 2には、それぞれ現在の日付(時間コンポーネントなし)と日時を表す TODAYおよ
び NOWの値を使用できます。
DATE_DIFF(<Date1>, <Date2>, <Type>)
例: DATE_DIFF( {Start Date}, 'TODAY', 'DAYS')

• 日: 日付の日の値を整数として返します
DAY(<DATE>)

• テキストの抽出: 値内の指定した位置からの部分文字列を戻します。
SUBSTRING(<Value>, <Location>, <Length>)
例: SUBSTRING( {Name}, 4, 10)

• If Then Else: 条件付きの計算をスクリプト計算に挿入できるようになります。
IF_THEN_ELSE計算式は、ネストして ELSE IFタイプの計算式に対応することもできま
す。
IF_THEN_ELSE(<Condition>, <Value1>, <Value2>)
例: IF_THEN_ELSE( ( {Priority} = 'Low'), 1,IF_THEN_ELSE( ( {Priority} =
'Medium'), 2, IF_THEN_ELSE( ( {Priority} = 'High'), 3, 0)))
例: IF_THEN_ELSE( ( {Priority} = 'Low'), 'Good' IF_THEN_ELSE( ( {Priority} =
'Medium'), 'Better'. 'Best') )

• Instring: 値内の部分文字列の索引を戻します。
INSTRING(<Value1>, <Value to Search>)
例: INSTRING({Name}, 'a')

• Length: パラメータとしてテキスト値を使用し、テキストの文字数である整数を返します。
値が空/nullの場合は 0を返します。
Length ({<attribute>})
例: LENGTH("Value")は 5を返し、LENGTH({Name})はオブジェクトの名前の文字数を返しま
す。
SUBSTRINGを使用した計算を使用して、テキスト値の最後の 4文字を抽出します。
SUBSTRING( {MyString}, LENGTH ({MyString}) - 4

• 小文字: 値を小文字で戻します
LOWERCASE(<Value>)
例: LOWERCASE ({Task Code})
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• 最大: 属性リストの最大値を戻します。任意の数のパラメータを含めることができます。
MAX <Value1>, <Value2>, <ValueN>)
例: MAX( {Scripted Substring Loc a}, {Scripted Substring Loc s}, {Scripted
Substring Loc t} )

• 最小: 属性リストの最小値を戻します。任意の数のパラメータを含めることができます。
MIN (<Value1>, <Value2>, <ValueN>)
例: MIN( {Scripted Substring Loc a}, {Scripted Substring Loc s}, {Scripted
Substring Loc t} )

• 月: 日付の月の値を整数(1から 12)として返します
MONTH (<DATE>)

• 指数: 一方の数字を他方の数字の回数掛け合せます。
POWER(x,y) where x=BASE NUMBER,and y=EXPONENTの場合、xと yは数値であるかぎり属
性または計算にすることができます。
例: POWER(3,4)=81

ノート:

分数値では、べき根になります。たとえば、POWER(27, 1/3) = 3 で、立方根で
す。
負の値では、指数計算の逆数になります。たとえば、POWER(2, -2) = 1 / (2^2)
= 1 / 4 = .25です。

• 丸め処理: 指定された小数点以下の桁数で丸めた値を戻します
ROUND <Attribute>, <Decimal Places>)
例: ROUND( ({Scripted Substring Loc t} / 7), '4')

• テキストの場所: 値内の部分文字列の索引(1が最初の位置)を戻します。
INSTRING(<Value>, <Value To Search>)
例: INSTRING( UPPERCASE( {Name} ), 'TAX' )

• 大文字: 値を大文字で戻します。
UPPERCASE(<Value>)
例: UPPERCASE( {Name} )

• 年: 日付の年の値を整数として返します。
YEAR (<DATE>)

計算の検証
計算の保存時に、次の検証チェックが実行されます。
• 計算式の構文が正しい。
• 計算式で指定された属性と関数が存在する
• 関数へのパラメータが正しい
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• 循環ループがない

リスト属性のインポート
リスト・タイプのタスク・マネージャ属性をインポートするには:

1. 値ごとに異なる行を使用して、リスト属性のインポート・ファイルを TXTファイル形式で
作成します。
例:

Blue
Yellow
Red
Green

インポート・オプションは常に「すべて置換」です。
2. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
3. 左側の 「属性」タブをクリックします。
4. 「リスト」タイプの属性を選択し、「編集」をクリックします。
5. 「インポート」 アイコンをクリックします。
6. 「ファイル」で、「ファイルの選択」をクリックし、TXTインポート・ファイルを検索して
「ファイル区切り文字」を選択します。

7. 「インポート」をクリックします。「リストの値のインポート」に、合計リスト値、「完了」、
「エラー」、作成済リスト値および更新済リスト値の値が表示されます。
「正常に完了」の場合は、「OK」をクリックします。
「エラーで完了」の場合は、エラーが表示されます。エラー・リストをエクスポートするに
は、「Excelにエクスポート」をクリックします。

属性の編集
カスタム・タスク・マネージャ属性の名前を編集できます。属性タイプが「リスト」の場合は、
リスト値を追加、名前変更または削除することもできます。
タスク・マネージャ属性を編集するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「属性」タブをクリックします。
3. 属性を選択し、 「編集」をクリックします。
4. 属性名を編集します。

ノート:

属性が「リスト」タイプの場合は、リスト値を追加、名前変更または削除できま
す。カスタム属性が保存された後、そのタイプは変更できません。
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5. 「OK」をクリックします。
関連のテンプレート、スケジュール、タスク・タイプまたはタスクは、すべて更新されま
す。

属性の複製
属性は複製できます。
属性を複製するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「属性」タブをクリックします。
3. 複製を選択して「複製」をクリックします。
4. 「閉じる」をクリックします。

属性の削除
不要になった属性は削除できます。属性を削除すると、属性に対するすべての参照が削除され
ます。
属性を削除するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「属性」タブをクリックします。
3. 削除する属性を選択し、 「削除」をクリックします。
4. 確認のプロンプトで「はい」をクリックします

属性の表示
「属性」で、属性のリストに表示する列を指定するか、すべての列を表示できます。列の順序変
更、昇順または降順での列のソート、および列幅の変更を行うこともできます。
列を表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「属性」タブをクリックします。
3. 次の 1つ以上のタスクを行います。

• すべての列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、「すべて表示」を選択しま
す。

• 特定の列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、列名を選択または選択解除し
ます。

• 列を並べ替えるには、「表示」、「列の順序変更」の順に選択し、列を選択して上矢印ま
たは下矢印を使用するか、それらをドラッグして順序を変更します。

• 列をソートするには、「ソート」アイコンが表示されるまで列ヘッダーにマウス・カー
ソルを合せ、「昇順ソート」または「降順ソート」をクリックします。

• 列の幅を変更するには、矢印が表示されるまで列ヘッダーの区切りにマウス・カーソ
ルを合せ、適切な幅になるまで列をドラッグします。
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属性の検索
「属性」リストの検索機能を使用して、タスク・マネージャ・タスクの属性を検索できます。検
索する名前の全部または一部を入力できます。フィルタ・バーを使用して、リストに表示する
属性を制御できます。デフォルトでは、すべての属性が表示されます。
タスク・マネージャ属性を検索するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「属性」タブをクリックします。
3. 属性を検索するには、「検索」テキスト・ボックスに検索条件を入力します。
4. オプション: フィルタ・バーでカテゴリをクリックすると、追加の検索演算子(「次と等し
い」、「次と等しくない」、「次を含む」、「次を含まない」、「次で始まる」、「次で終わる」)が
表示されます。
次のカテゴリを使用して、属性をフィルタできます: 名前、タイプ、計算、作成者、作成
日、最終更新者または最終更新日。

ノート:

• 「フィルタの追加」をクリックして、すべてのカテゴリを表示します。
• フィルタ・バーを非表示にするには、「フィルタ」アイコンをクリックします。
• すべてのフィルタをクリアするには、
アイコンで「すべてのフィルタのクリア」をクリックします。

タスク・タイプの管理
次も参照:

• タスク・タイプ
• タスク・タイプの作成
• タスク・タイプ履歴の表示
• タスク・タイプの編集
• タスク・タイプの表示
• タスク・タイプの検索
• タスク・タイプのインポート
• タスク・タイプのエクスポート
• タスク・タイプの削除
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タスク・タイプ
タスク・タイプは、一般的に実行されるタスクの保存済定義です。これにより、ビジネス・プ
ロセス中に一般的に実行されるデータ入力や総勘定元帳抽出などのタスクを識別し、分類しま
す。タスク・タイプにより、ユーザーが入力する必要のある設定や、そのタイプのすべてのタ
スクで共有される質問や指示などのデフォルト情報を設定できます。たとえば、データ・ロー
ドを担当するユーザーが答える必須の質問セットがある場合、必須の質問が含まれるデータ・
ロード・タスク・タイプを作成できます。データ・ロード・タスクを作成するとき、そのデー
タ・ロード・タスク・タイプを選択でき、質問がタスクに自動的に組み込まれます。
2つの事前定義済タスク・タイプがデフォルトでインストールされます:

• 基本タスク: 指示、質問または属性を含まない基本的なタスク・タイプです。
• 親タスク: タスク階層を定義するための親タスクを作成できます。
タスク・タイプを作成および管理するには、サービス管理者またはパワー・ユーザーのセキュ
リティ役割が割り当てられている必要があります。パワー・ユーザーは、自身のタスク・タイ
プを作成できますが、他のユーザーのタスク・タイプは表示するのみです。

ノート:

EPM Enterpriseサブスクリプションは、ビジネス・プロセスのすべてのローカル統合
に対するタスク・タイプが追加された構成になっています。新しい事前定義済統合が
有効になると、新しい統合タスク・タイプが自動的にサービスに追加されます。

Cloud EPMサービスとの統合の管理および Cloudアプリケーションおよびオンプレミス・アプ
リケーションとの統合の管理を参照してください。

タスク・タイプの作成
タスク・タイプによって、ユーザー入力が必要な設定や、そのタイプのすべてのタスクによっ
て共有される質問や指示など、タスクのデフォルト情報を設定できます。
タスク・タイプを作成するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックします。
4. 関連項目:

• タスク・タイプのプロパティの設定
• タスク・タイプ・パラメータの設定
• タスク・タイプの指示の指定
• タスク・タイプの質問の指定
• タスク・タイプ・ルールの操作
• タスク・タイプ履歴の表示
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タスク・タイプのプロパティの設定
「プロパティ」タブにより、名前、IDおよび説明を設定し、統合タイプを関連付けることがで
きます。
エンド・ユーザー・タイプについては、タスク先行条件がすべて満たされた場合、担当者が予
定時間の前に保留中のタスクを開けるようにすることができます。
タスク・タイプのプロパティを設定するには:

1. 新しいタスク・タイプを作成します。
デフォルトで「プロパティ」タブが表示されます。

2. 「タスク・タイプ名」に入力します。入力できる最大文字数は 80文字です。
3. タスク・タイプの識別に使用できるタスク・タイプ IDを入力します。入力できる最大文字
数は 80文字です。

4. タスク・タイプの説明を入力します。最大 255文字まで入力できます。
5. 統合を指定するには、拡大鏡をクリックし、統合を検索して選択し、「OK」をクリックし
ます統合を選択することにより、タスク・タイプにその統合からパラメータが継承される
ようになります。

6. オプション: エンド・ユーザー・タイプの場合、「先行開始を許可する」を選択し、担当者
が予定開始時刻の前にタスクを開けるようにします。

7. 関連項目:

• タスク・タイプ・パラメータの設定
• タスク・タイプの指示の指定
• タスク・タイプの質問の指定
• タスク・タイプ・ルールの操作
• タスク・タイプ履歴の表示

タスク・タイプ・パラメータの設定
「パラメータ」タブでは、タスク・タイプのパラメータを設定できます。

ノート:

「パラメータ」タブは、定義する必要のあるパラメータを持つ統合を選択した場合に
のみ使用できます。パラメータ値は、タスク・タイプ・レベルまたはタスク・レベル
で設定できます。

一部のタスクには、スケジュールに適用されるたびに変更する必要のあるパラメータが含まれ
ます。たとえば、データ入力タスクの日付駆動パラメータは、スケジュールに追加されるたび
に現在の月に設定する必要があります。タスク・タイプ・パラメータを設定する際に、どのパ
ラメータをスケジュール・プロセス中に上書きできるかを指定できます。
タスク・タイプのパラメータを設定するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。

Chapter 13
タスク・タイプの管理

13-56



2. 「タスク・タイプ」タブをクリックし、 「新規」をクリックします。
3. 「タスク・タイプ名」および「タスク・タイプ ID」を入力します。
4. 「パラメータ」タブを選択します。
5. 必要に応じて、パラメータ値を入力します。
6. オプション: スケジュール時にパラメータを上書きできるようにするには、「スケジュール
設定時にオーバーライド」を選択します。

7. 関連項目:

• タスク・タイプのプロパティの設定
• タスク・タイプの指示の指定
• タスク・タイプの質問の指定
• タスク・タイプ・ルールの操作
• タスク・タイプ履歴の表示

タスク・タイプの指示の指定
タスクを完了するための一連の指示を作成できます。ドキュメント、ファイル、またはWebサ
イトの URLに参照を追加することもできます。たとえば、ポリシー・ドキュメントを参照とし
て添付したり、製品指示ガイドへのリンクを添付したりできます。
指示を指定するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 「タスク・タイプ」タブをクリックし、 「新規」をクリックします。
3. 「タスク・タイプ名」および「タスク・タイプ ID」を入力します。
4. 「指示」タブを選択します。
5. 「指示」に、指示のテキストを入力します。
参照を追加するには:

1. 「参照」セクションで、 「追加」をクリックします。
2. 「タイプ」リストから、次のいずれかのタイプを選択します。

• ローカル・ファイル: 「ファイルの選択」をクリックしてファイルを選択して添付し、
名前を入力して「OK」をクリックします。

• URL: URLおよび URLの名前を入力し(https://www.oracle.comと Oracleなど)、「OK」
をクリックします。

ノート:

「添付の追加」ダイアログ・ボックスから使用できるドラッグ・アンド・ドロップ
機能を使用して 1つ以上の添付を追加できます。必要に応じて「名前」フィール
ドで添付の名前を変更できます。複数の添付をドラッグ・アンド・ドロップする
と、それらを一度にアップロードできます。
添付を正確にドラッグ・アンド・ドロップするには、「添付の追加」ダイアログ・
ボックスにアクセスする必要があります。
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ヒント:

参照を削除するには、その参照を選択して、 「削除」をクリックします。

3. 関連項目:

• タスク・タイプのプロパティの設定
• タスク・タイプ・パラメータの設定
• タスク・タイプの質問の指定
• タスク・タイプ・ルールの操作
• タスク・タイプ履歴の表示

タスク・タイプの質問の指定
タスク・タイプの質問を指定できます。タスク・タイプの質問は、そのタスク・タイプのすべ
てのタスクに適用されます。

ノート:

「質問」タブは、自動統合を使用するタスク・タイプには使用できません。

質問を指定するには:

1. 新しいタスク・タイプを作成します。
2. 「質問」タブを選択します。
3. 「新規」をクリックします。
4. 「新規質問」ダイアログ・ボックスで、「質問」に質問のテキストを入力します。
5. 「タイプ」リストから、次の質問タイプを選択します。

• 日付
• 日付/時間
• 整数
• リスト: 質問に対する有効な回答のリストを入力します。
• 複数行のテキスト: 最大の長さは 4,000字未満にする必要があります。
「行数」には、3から 50行の間の値を入力します。「複数行のテキスト」では、「アクシ
ョン」ダイアログ・ボックスで、スクロールせずに表示できるテキストの行数を決定
します。
添付用のセクションを作成するためのカスタム属性が必要な場合は、「添付」を選択し
ます。

• 数値: フォーマット・オプションを選択して、「システム設定」の「プリファレンス」
セクションで設定されているデフォルトを上書きします:

– 「小数点以下の桁数」には、表示する小数点以下の桁数を入力します。
– 「パーセンテージとして表示」を選択して、パーセント記号を表示します。
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– 3桁ごとの区切り文字(たとえば、1,000.00)を表示するには、「3桁ごとの区切り文
字」を選択します。ユーザーのロケール用の 3桁ごとの区切り文字が表示されま
す。

– 「通貨記号」では、通貨(米ドルの場合は$)を選択します。
– 「負数」では、(123)など、負数の表示方法を選択します。
– 数値をスケーリングするには、「スケール」で、1000から 1000000000000までの
値を選択します

• True/False

• テキスト: 最大長は 255文字です。
• ユーザー
• はい/いいえ

6. 役割を割り当てます。役割は、質問に回答できる役割を決めるために割り当てます:

• 担当者
• 承認者
• 所有者
• 参照者
質問の順序は、役割の中でのみ変更できます。

7. 質問が必須の場合は、「必須」を選択します。
「必須」チェック・ボックスは、所有者や参照者の役割に割り当てられた質問では無効にな
っています。

8. 「OK」をクリックして質問を保存します。
9. オプション: 質問の順序を変更するには、質問を選択し、 「一番上へ移動」、 「上へ移
動」、 「下へ移動」または 「一番下へ移動」をクリックします。

10. オプション: 質問を編集するには、質問を選択し、 「編集」をクリックします。質問を
削除するには、質問を選択し、 「削除」をクリックします。

11.「保存して閉じる」をクリックしてタスク・タイプを保存します。
12. 関連項目:

• タスク・タイプのプロパティの設定
• タスク・タイプ・パラメータの設定
• タスク・タイプの指示の指定
• タスク・タイプ・ルールの操作
• タスク・タイプ履歴の表示

タスク・タイプ属性の割当て
システムでタスク・タイプを見つけるために、属性をタスク・タイプに適用できます。属性を
選択する際に、属性タイプに基づいて属性の値を設定できます。後で属性値によってフィルタ
処理できます。
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たとえば、「北部」、「南部」、「東部」および「西部」という値を持つ「販売地域」という名前の
「リスト」属性を持つことができます。現在のタスク・タイプは西部販売地域にのみ適用される
ため、「販売地域」属性を追加し、この属性を「西部」に設定できます。
属性を適用するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「タスク・タイプ」タブをクリックし、 「新規」をクリックします。
3. タスク・タイプ名とタスク・タイプ IDを入力します。
4. 「属性」タブを選択します。
管理者は、属性を割り当てて、その属性に値を指定できます。
属性を追加するには、 「追加」をクリックします。次を入力します:

• 属性: 定義された属性のリストから属性を選択します。
• タイプ: このフィールドは編集不可であり、「属性」によってデータが移入されます。
• 値: 属性のタイプに関連付けられた値を選択します。たとえば、フォーマット済数値属
性の場合は数値、リスト属性の場合はリスト、複数行のテキストの場合はスクロール
せずに表示できる複数行のテキスト、個人名、ユーザー、はい/いいえ属性の場合は「は
い」または「いいえ」です。

• アクセス: 「アクセス」ボックスに指定されていないかぎり、すべての役割に表示アク
セス権があります。
役割のそれぞれについてアクセスを追加するには:

a. 「追加」をクリックします。
b. 次の中から役割を選択します: 「所有者」、「担当者」、「承認者」(アプリケーション
で現在使用されている承認者のレベルごとに異なる役割を指定)または「参照者」。

c. 役割アクセス・タイプのいずれかを選択します。
– 表示しない: この属性は「タスク・アクション」ダイアログ・ボックス、また
はダッシュボード、リスト・ビュー、レポートのいずれにも表示されません。

– 編集を許可: 属性の値を追加、変更および削除する権限がありますが、編集ル
ールの対象です。

– 必須: 属性に値が必要です。「必須」オプションは担当者および承認者が使用で
きます。値が指定されるまで、担当者は送信できず、承認者は承認できませ
ん。

d. 「OK」をクリックします。
5. 「OK」をクリックします。
6. 関連項目:

• タスク・タイプのプロパティの設定
• タスク・タイプ・パラメータの設定
• タスク・タイプの指示の指定
• タスク・タイプの質問の指定
• タスク・タイプ・ルールの操作
• タスク・タイプ履歴の表示
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タスク・タイプ・ルールの操作
タスク・タイプ・ルールは同じタスク・タイプのすべてのタスクに適用されるため、タスクの
グループにルールを適用するための便利なメカニズムとして機能します。「タスク・タイプ」ダ
イアログで構成されたルールは、「タスクの編集」ダイアログに伝播され、そのダイアログの
「ルール」タブに表示され(テンプレート・タスクの場合は読取り専用形式)、スケジュール・タ
スクにコピーされます。
使用可能なタスク・タイプ・ルール:

• タスクの自動承認: 指定された条件を満たしている場合にのみ、指定された承認を自動的に
完了します。
このルールに適用される条件の例: 属性に指定の値がある場合(計算済属性を含む)

条件を満たすと、指定の承認者レベルが完了としてマークされ、これによりワークフロー
が次の承認レベルに進むか、他に承認レベルがない場合は「クローズ済」になります。
タスクの自動承認は、タスク・ステータスが「オープン(承認者)」に変更されたときに実行
されます。

• タスクの自動送信: 指定された条件を満たしている場合、タスクが自動的に送信されます。
条件を満たすと、担当者役割が完了としてマークされ、これによりワークフローが最初の
承認レベルに進むか、承認レベルがない場合は「クローズ済」になります。
タスクの自動送信ルールは、タスク・ステータスが「保留中」からオープン(担当者)に変更
されたときに実行されます。

• タスク承認の防止: このルールでは、属性値または他の特性に基づいて、タスクが承認され
ないようにします。このルールは、承認者が「承認」をクリックすると実行されます。

• タスク送信の防止: このルールでは、属性値または他の特性に基づいて、タスクが送信され
ないようにします。このルールは、担当者が「送信」をクリックすると実行されます。

• 更新時に電子メールを送信: このルールは、タスクに対するユーザー・アクションに基づい
て実行されます。そのため、ルールの条件を適切に設定する必要があります。最も一般的
な条件は、「ステータス」属性または「ステータス(詳細)」属性を含む条件を持つことです:

– 「ステータス」属性: 選択できる有効な値は「クローズ済」のみです。「保留中」、「オー
プン」および「エラー」はすべて、タスクに対する自動化されたアクションに起因す
るステータスです。

– 「ステータス(詳細)」属性: 有効なステータスは承認者によります。
タスク・タイプ・ルールを操作するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. タスク・タイプをクリックし、 「編集」をクリックします。
4. 「ルール」タブを選択します。次の情報を表示できます:

• 順序: 優先順位
• ルール: ルールの名前
• 条件: ルールを実行する前に存在している必要がある条件の選択

5. ルールを編集するには、「ルール」タブで 「編集」をクリックして更新します:
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• ルール: ルールを選択します。
• 説明: オプション。ルールを構成した理由と使用方法を説明します。
• メッセージ(次に示す一部のルールに対して):

– 承認者へのメッセージ: 「タスク承認の防止」ルールの、承認者へのオプションの
メッセージを定義します。

– 担当者へのメッセージ: 「タスク送信の防止」ルールの、担当者へのオプションの
メッセージを定義します。

• 承認者レベル: 特定のルールについて、すべてのレベルのルールを選択するか、承認者
レベルを選択します。

ノート:

タスクの自動承認ルールとタスク承認の防止ルールには、承認者レベルを設
定する必要があります。

• 「フィルタの作成」を選択して条件セクションに移入するか、「保存済フィルタの使用」
を選択してからフィルタを選択します。ルールに対して選択および構成されたフィル
タが、適用するルールをトリガーする条件を決定します。

• 「条件」では、次のいずれかを選択します:

– 保存済フィルタの使用: 保存済フィルタに関連付けられた条件の読取り専用バージ
ョンが「条件」セクションに表示されます。

– フィルタの作成: 「条件」セクションが有効になります。
「組合せ」、「ソース」、「属性」、「演算子」および「値」は、既存の高度なフィルタ
機能の場合と同様に動作します。

• 「タスクのフィルタ」で、条件を選択するタスクを指定します:

– 現在のタスク
– 任意の先行
– 特定のタスク: タスク IDを入力します。

ノート:

ルール定義を変更すると、監査ログに追加情報が追加されます。変更内容は、「履
歴」タブと「監査レポート」の両方で表示できます。

6. 関連項目:

• タスク・タイプのプロパティの設定
• タスク・タイプ・パラメータの設定
• タスク・タイプの指示の指定
• タスク・タイプの質問の指定
• タスク・タイプ履歴の表示
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タスク・タイプ履歴の表示
システムでは、「タスク・タイプの表示」ダイアログ・ボックスから表示できるタスク・タイ
プ・アクションの履歴がメンテナンスされます。「履歴」タブには、更新されたコンポーネン
ト、変更のタイプ、古い値と新規の値、変更を行ったユーザー、および変更日が表示されます。
「履歴」タブの情報は読取り専用であり、変更はできません。
タスク・タイプ履歴を表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. タスク・タイプを選択して、 「編集」をクリックします。
4. 「履歴」タブを選択します。
5. 終了したら、「保存して閉じる」または「取消し」をクリックします

タスク・タイプの編集
「タスク・タイプ」ダイアログ・ボックスで、タスク・タイプを編集できます。たとえば、属性
の追加または削除、パラメータの編集、質問の追加または削除、指示の編集、質問の順序の変
更を行うことができます。
タスク・タイプの編集は、タスク・タイプから作成されたタスクに影響することがあります。
テンプレート内のタスクの場合、影響は即時です。タスク・タイプ(指示、質問など)に対する
変更は、そのタイプのタスクで自動的に更新されます。スケジュール内のタスク・タイプを編
集した場合、影響はありません。
タスク・タイプを編集するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. 編集するタスク・タイプを選択します。
4. 次のいずれかの方法を使用します:

• 「タスク・タイプ」の右側の「アクション」アイコンを選択し、「編集」を選択します。
• 「編集」アイコンをクリックします。
• 右クリックして「編集」を選択します

5. 編集する情報のタブを選択し、タスク・タイプを編集します。
6. 「保存して閉じる」をクリックします。

タスク・タイプの表示
「タスク・タイプ」で、タスク・タイプのリストに表示する列を指定するか、すべての列を表示
できます。列の順序変更、昇順または降順での列のソート、または列幅の変更を行うことがで
きます。
列を表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
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2. 左側の 「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. 次の 1つ以上のタスクを行います。

• すべての列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、「すべて表示」を選択しま
す。

• 特定の列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、列名を選択または選択解除し
ます。

• 列を並べ替えるには、「表示」、「列の順序変更」の順に選択します。列を選択し、上下
の矢印を使用するか、列をドラッグして順序を変更します。

• 列をソートするには、「ソート」アイコンが表示されるまで列ヘッダーにマウス・カー
ソルを合せ、 「昇順ソート」または 「降順ソート」をクリックします。

• 列の幅を変更するには、矢印が表示されるまで列ヘッダーの区切りにマウス・カーソ
ルを合せ、適切な幅になるまで列をドラッグします。

タスク・タイプの検索
「タスク・タイプ」リストの検索機能を使用して、タスク・タイプを検索できます。検索する名
前の全部または一部を入力できます。フィルタ・バーを使用して、リストに表示するタスク・
タイプを制御できます。デフォルトでは、すべてのタスク・タイプが表示されます。
タスク・タイプを検索するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. タスク・タイプを検索するには、「検索」テキスト・ボックスに検索条件を入力します。
4. オプション: フィルタ・バーでカテゴリをクリックすると、追加の検索演算子(「次と等し
い」、「次と等しくない」、「次を含む」、「次を含まない」、「次で始まる」、「次で終わる」)が
表示されます。
次のカテゴリを使用してタスク・タイプをフィルタできます: 「名前」、「タスク・タイプ
ID」、「統合」、「実行タイプ」、「作成者」、「作成日」、「説明」、「最終更新者」、「最終更新日」
および「ユーザー作成」。

ノート:

• 「フィルタの追加」をクリックして、すべてのカテゴリを表示します。
• フィルタ・バーを非表示にするには、 「フィルタ・バーの非表示」アイコンを
クリックします。

• すべてのフィルタをクリアするには、
「フィルタ」アイコンをクリックし、「すべてのフィルタのクリア」をクリックし
ます。
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タスク・タイプのインポート
テキスト・ファイルから、タスク・タイプまたはタスク・タイプの部分的情報をインポートで
きます。プロセスは、タスクのテンプレートへのインポートに似ています。

ノート:

タスク・タイプ・ルールはインポートできません。タスク・タイプ・ルールをインポ
ートするには、移行を使用します。

タスク・タイプをインポートするには、サービス管理者またはパワー・ユーザーのセキュリテ
ィ役割が必要です。
タスク・タイプをインポートするには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. 「アクション」、「インポート」の順にクリックします。
4. 「ファイルの選択」をクリックして、ファイルに移動します。
5. 「インポート・タイプ」を選択します。

• 置換: タスク・タイプの定義を、インポート・ファイル内の定義に完全に置き換えま
す。このオプションでは、すべてのタスク・タイプの詳細を、インポートするファイ
ル内の情報に置き換えます。インポート・ファイルに指定されていないタスク・タイ
プには影響がありません。
インポート・ファイル内のタスク・タイプ IDに一致するタスク・タイプが変更される
という警告が表示されます。タスク・タイプを上書きしない場合は、「取消し」をクリ
ックします。

ノート:

置換対象のタスク・タイプへの添付を保持するには、「添付の保持」を選択し
ます。

• 更新: タスク・タイプの部分的な情報を更新します。このオプションは、タスク・タイ
プの詳細の完全置換ではありません。ファイルで指定したタスク・タイプのプロパテ
ィの詳細のみが更新されます。

6. 「日付フォーマット」を選択します。
使用可能な日付フォーマットのドロップダウン・リストから、フォーマットを選択します。
日付フォーマットは変換されません。デフォルトで、日付フォーマットはエクスポートさ
れたファイルの場所のロケールの日付フォーマットに設定されます。

7. インポート・ファイルのファイル区切り文字を選択します。「カンマ」、「タブ」を選択する
か、「その他」を選択して「他の区切り文字」に任意の 1文字を指定します。

8. 「インポート」をクリックします。
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タスク・タイプのエクスポート
タスク・タイプをカンマ区切り形式(CSV)のファイルにエクスポートし、そのファイルを Excel
で読み取った後、変更および再インポートできます。

ノート:

タスク・タイプ・ルールはエクスポートできません。タスク・タイプ・ルールをエク
スポートするには、移行を使用します。

タスク・タイプをエクスポートするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. 1つ以上のタスク・タイプを選択し、「アクション」をクリックして「エクスポート」を選
択します。

4. 「タスク・タイプのエクスポート」ダイアログで、次のエクスポート・オプションから選択
します:

• 「行」では、「すべてのタスク・タイプ」または選択したタスク・タイプを選択します。
• 「フォーマット」では、フォーマットされたデータまたは「今後のインポート用のフォ
ーマットされていないデータ」を選択します。

5. 「エクスポート」をクリックします。フォーマットされたデータまたは「今後のインポート
用のフォーマットされていないデータ」の選択に応じて、ファイルが Excel形式または CSV
形式でダウンロードされます。

6. 「閉じる」をクリックして、タスク・タイプのエクスポート・ダイアログを閉じます。

タスク・タイプの削除
不要になったタスク・タイプは削除できます。タスク・タイプを削除するには、サービス管理
者またはパワー・ユーザーのセキュリティ権限が必要です。

ノート:

属しているタスクがある場合、そのタスク・タイプは削除できません。

タスク・タイプを削除するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. 削除するタスク・タイプを選択します。
4. 次のいずれかの方法を使用します:
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• 「アクション」、「削除」の順に選択します。
• 「削除」アイコンをクリックします。
• 右クリックして「削除」を選択します。

5. 確認のプロンプトで「はい」.をクリックします

タスク・テンプレートの管理
タスク・テンプレートでは、ビジネス・プロセスに必要な反復可能なタスクのセットを定義し
ます。これはスケジュール作成の基礎として使用されます。様々なタイプのプロセスに対して
テンプレートを作成できます。
テンプレート・タスクは、カレンダ上の特定の日に割り当てられずに、プロセスのアクティビ
ティに基づいて日-3、日-2、日-1、日 0などの汎用的な日を使用して定義されます。テンプレ
ートで定義されるタスク・フローは、スケジュールの作成時にカレンダの日付に適用します。
サービス管理者またはパワー・ユーザーは、テンプレートを表示、作成、編集および削除でき
ます。

ノート:

作成またはインポートできるタスク・テンプレートの最大数は 10,000です。

タスク・テンプレートの作成
管理者は、ビジネス・プロセス内の反復可能なタスクのテンプレートを作成します。月次や四
半期など、様々なタイプのビジネス・プロセスのテンプレートを作成できます。たとえば、月
次決算に必要なタスクのセットを保存し、毎月同じテンプレートを使用できます。
テンプレートを作成するときは、名前、説明、時間スパンなどのテンプレートのプロパティを
設定します。指示、属性、ルールおよび日付ラベルを指定し、所有者および参照者を割り当て
ることができます。
タスク・テンプレートの作成について学習するには、次のビデオを参照してください。

タスク・テンプレートの作成.

テンプレートを作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックします。
4. テンプレート・セクションで必要な情報を入力します。

• テンプレート・プロパティの設定
• テンプレートの指示の指定
• テンプレートへの参照者の割当て
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• テンプレート属性の適用
• 日ラベルの指定
• 埋込みテンプレート
• テンプレート・ルールの操作

テンプレート・プロパティの設定
「プロパティ」タブで、テンプレート名、説明、所有者および時間スパンを指定できます。
すべてのテンプレートにテンプレート所有者を割り当てる必要があります。この所有者は、サ
ービス管理者またはパワー・ユーザーである必要があります。現在の IDがデフォルトの所有者
です。テンプレート所有者は、タスク・レベルで上書きされないかぎり、テンプレートに含ま
れるすべてのタスクのデフォルトの所有者になります。
テンプレートの各タスクは、テンプレート日の数値によって編成されます。各テンプレートに
は日ゼロが含まれています。ゼロの日付前後にテンプレートで追跡する日数を指定できます。
日ゼロの前の日付は、日-5や日-4のように示されます。日ゼロの後の日付は、日 3や日 4のよ
うに示されます。日ゼロの前後の日を指定しなくても、テンプレートには少なくとも 1日(日ゼ
ロ)が含まれます。
テンプレート・プロパティを設定するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
3. 「新規テンプレート」または「テンプレートの編集」ダイアログの「プロパティ」タブ
で、次の情報を入力します:

• 名前: 最大 80文字まで入力できます。
• 説明: 最大 255文字まで入力できます。
• 組織単位

4. テンプレートの時間スパンを入力します。
• 「日 0の前の日数」では、数値を選択します。
• 「日 0の後の日数」では、数値を選択します。

5. オプション: テンプレートを埋込みテンプレートとしてのみ使用する場合、「埋込みのみ」
を選択します。
このオプションが有効な場合、テンプレートはデプロイできません。これにより、サポー
トしているテンプレートが誤ってデプロイされるのを防ぐことができます。

6. 「所有者」には、デフォルトの所有者を使用するか、「所有者の選択」 をクリックしま
す。「検索」をクリックして、所有者として割り当てるユーザーを選択するときに表示され
る役割は、管理者またはパワー・ユーザーの役割で構成した管理者、パワー・ユーザーの
みです。Shared Servicesグループのメンバーは役割を実行できますが、同じユーザーが複
数の役割を実行することはできません。

7. テンプレート・セクションで必要な情報を入力します。
• テンプレートの指示の指定
• テンプレートへの参照者の割当て
• テンプレート属性の適用
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• 日ラベルの指定
• 埋込みテンプレート
• テンプレート・ルールの操作

テンプレートの指示の指定
ビジネス・プロセスを完了するために、テンプレートに指示を指定できます。ユーザーは、テ
ンプレート内のタスクから指示を表示できます。指示は、各スケジュールにも転送されます。
ユーザーがテンプレートの目的とタスクの完了方法を理解するのに役立つ詳細を追加指定でき
ます。追加の参照を添付できます。
スケジュール・タスク・リストおよびテンプレート・タスク・リストに指示が指定されている
かどうかを簡単に確認できます。リスト・ビューに「指示」列を追加して、タスクに関するテ
キストの説明を表示できます。
テンプレートの指示を指定するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
3. 「新規テンプレート」または「テンプレートの編集」ダイアログで、「指示」タブを選択し
ます。

4. 「指示」で、テンプレート内の各タスクに含める指示テキストを入力します。
5. 「OK」をクリックします。
参照を追加するには:

1. 「参照」セクションで、 「追加」をクリックします。
2. 「参照タイプ」リストから、次のいずれかのタイプを選択します。

• ローカル・ファイル: 「ファイルの選択」をクリックしてファイルを選択して添付し、
名前を入力して「OK」をクリックします。

• URL: URLを入力してから URLの名前を入力し(https://www.oracle.comと Oracleな
ど)、「OK」をクリックします。

3. テンプレート・セクションで必要な情報を入力します。
• テンプレート・プロパティの設定
• テンプレートへの参照者の割当て
• テンプレート属性の適用
• 日ラベルの指定
• 埋込みテンプレート
• テンプレート・ルールの操作

テンプレートへの参照者の割当て
「参照者」タブでは、スケジュール内のタスクや、テンプレートから生成されるスケジュール・
タスクを表示する可能性のあるユーザーに参照者権限を割り当てることができます。複数のユ
ーザーを参照者としてテンプレートに割り当てることができます。参照者は、チームまたはグ
ループ割当てであってもかまいません。パワー・ユーザー参照者は、テンプレート詳細とテン
プレート・タスクを読取り専用として表示できます。参照者にはテンプレート・アクセス権が

Chapter 13
タスク・テンプレートの管理

13-69



なく、テンプレートから作成されたスケジュールに対する読取り専用アクセス権のみがありま
す。

ノート:

タスクの「参照者」の役割を持つユーザーのみが質問に回答できます。

参照者権限を割り当てるには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
3. 「新規テンプレート」または「テンプレートの編集」ダイアログで、「参照者」タブを選択
します。

4. 「追加」をクリックします。
5. ユーザーまたはグループで検索するには、 「ユーザーの検索」をクリックし、「ユーザ
ー」または「グループ」を選択します。

6. ユーザー名の全部または一部を入力し、「検索」をクリックします
7. ユーザーを識別するには、「詳細」をクリックし、ユーザー IDまたは電子メール・アドレ
スを入力します。

8. 「検索結果」リストからユーザーを選択して、「選択済」ペインに移動します。
9. グループや役割など、ユーザーに関する詳細は、「詳細」をクリックします。
10.「追加」または「すべて追加」をクリックして、ユーザーを「選択済」リストに移動しま
す。

ヒント:

ユーザーを削除するには、それらを選択して「削除」または「すべて削除」をク
リックします。

11. テンプレート・セクションで必要な情報を入力します。
• テンプレート・プロパティの設定
• テンプレートの指示の指定
• テンプレート属性の適用
• 日ラベルの指定
• 埋込みテンプレート
• テンプレート・ルールの操作
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テンプレート属性の適用
システムでテンプレートを見つけるために、属性をテンプレートに適用できます。属性を選択
する際に、属性タイプに基づいて属性の値を設定できます。後で属性値によってフィルタ処理
できます。
たとえば、「北部」、「南部」、「東部」および「西部」という値を持つ「販売地域」という名前の
「リスト」属性を持つことができます。現在のテンプレートは西部販売地域にのみ適用されるた
め、「販売地域」属性を追加し、この属性を「西部」に設定できます。
属性を適用するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
3. 「新規テンプレート」または「テンプレートの編集」ダイアログで、「属性」タブを選択し
ます。

4. 「追加」をクリックします。
5. 「属性」リストから、属性を選択します。「タイプ」フィールドは編集不可であり、「属性」
によってデータが移入されます。

6. 「値」では、属性に応じて、ドロップダウン・リストから属性の値を選択するか、値を入力
します。

7. 「OK」をクリックします。
8. テンプレート・セクションで必要な情報を入力します。

• テンプレート・プロパティの設定
• テンプレートの指示の指定
• テンプレートへの参照者の割当て
• 日ラベルの指定
• 埋込みテンプレート
• テンプレート・ルールの操作

日ラベルの指定
テンプレート内の日の名前はカスタマイズできます。日の名前を編集しても、順序は変更され
ません。
テンプレートで作成された日ラベルは、テンプレートから作成されたスケジュールにコピーさ
れます。
日ラベルを指定するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
3. 「新規テンプレート」または「テンプレートの編集」ダイアログで、「日ラベル」タブを選
択します。

4. 名前を変更する日を選択します。
5. 日の名前をデフォルト値からカスタム名に変更します。最大 20文字まで入力できます。
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6. 「OK」をクリックします。
7. テンプレート・セクションで必要な情報を入力します。

• テンプレート・プロパティの設定
• テンプレートの指示の指定
• テンプレートへの参照者の割当て
• テンプレート属性の適用
• 埋込みテンプレート
• テンプレート・ルールの操作

埋込みテンプレート
1つのテンプレートを別のテンプレートに埋め込むことにより、あるタスク・テンプレートの
タスクを別のテンプレートで再使用できます。テンプレートのタスクをスケジュールすると、
埋込みテンプレートのタスクもスケジュールされます。たとえば、基本的に同じテンプレート
が 2つあり、一方のテンプレートに追加タスクがいくつか含まれているとします。1つのテン
プレートに 2つ目のテンプレートを埋め込むことを指定できるため、一方のテンプレートを変
更した場合に、もう一方を更新する必要はありません。スケジュールを生成すると、そのスケ
ジュールにはもう一方のテンプレートのタスクが組み込まれます。
たとえば、月次タスクのコア・セットがあれば、四半期タスクという名前の新しいテンプレー
トを作成することにより四半期決算用にそれを拡張し、月次タスクを埋め込んで、いくつかの
タスクを追加することができます。さらに、年間テンプレートを作成して四半期テンプレート
を埋め込み、必要に応じて新しいタスクを追加することもできます。
テンプレート内に埋め込むテンプレートを選択するとき、テンプレート内に埋め込んだテンプ
レートのタスクを編集可能にすることを選択できます。テンプレートを編集可能として埋め込
むと、埋め込まれたテンプレートのタスクを編集して、それを含むテンプレート内のタスク・
プロパティのオーバーライドを許可できます。共通タスクのコア・セットを含む埋込み専用テ
ンプレートを作成すると、複数のグループが各自のビジネス・プロセスにそれを活用できます。
各グループはマスター・テンプレートを作成し、コア・テンプレートをマスター・テンプレー
トに埋め込むことができます。各マスター・テンプレートに、そのグループ固有のタスクを追
加できます。マスター・テンプレートに埋め込まんだタスクに変更を加えることができます。
オーバーライドされたフィールドは各マスター・テンプレートで追跡されます。
まだオーバーライドされていないコア・タスクへの変更は、マスター・テンプレートにすぐに
反映されます。ユーザーが特定のマスター・テンプレート内のコア・タスクを削除せずに非ア
クティブ化すれば、そのコア・タスクはスケジュールにデプロイされなくなります。コア・セ
ットにタスクが追加されると、それらは組織内の様々なグループのテンプレートに自動的に反
映されます。
次のイメージは、コア・テンプレートで編集およびオーバーライドされたフィールドがマスタ
ー・テンプレートに反映される仕組みを示しています:

• コア・テンプレート: データのロード・タスクの最初のフィールドと統合タスクの最後のフ
ィールドの更新は、オーバーライドされないかぎり、マスター・テンプレートに反映され
ます。

• 西部テンプレート: 統合タスクの最初のフィールドがオーバーライドされます。
• 中部テンプレート: コア・テンプレートで更新されていても、データのロード・タスクの最
初のフィールドへのオーバーライドが使用されます。

• 東部テンプレート: 統合タスクのすべてのフィールドがオーバーライドされ、これらの値が
使用されます。
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ノート:

複数のレベルのテンプレートを埋め込むことができます。たとえば、テンプレート A
がテンプレート Bに埋め込まれている場合、テンプレート Bを別のテンプレートに
埋め込むことができます。ただし、テンプレートの編集は 1レベル上までしかできま
せん。

埋込みテンプレートは、直接デプロイするように設計されておらず、直接デプロイする他のテ
ンプレートで使用されるように設計されたタスク・テンプレートです。埋め込まれるテンプレ
ートを指定するには、次の列を使用します:

• 埋込み: 現在のテンプレートに埋め込まれているテンプレートのリスト。存在しない場合
は空白です。

• 埋込み先: 現在のテンプレートが埋め込まれているテンプレートのリスト。存在しない場
合は空白です。

ノート:

これらの列はデフォルトでは表示されませんが、「表示」メニューから利用できま
す。

テンプレートを埋め込むには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
3. 以前に埋め込まれたテンプレートを識別するには、「表示」、「列」の順にクリックし、「埋
込み先」または「埋込みテンプレート」を選択します。

4. 「新規テンプレート」または「テンプレートの編集」ダイアログで、「埋込みテンプレート」
タブを選択します。

5. 「テンプレート」リストから、埋め込むテンプレートを選択します。
6. 「埋込みモード」リストから、次のいずれかを選択します:

• 表示のみ
• 編集可能
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ヒント:

1つまたは複数のテンプレートを削除するには、「埋込みテンプレート名」リスト
からテンプレートを選択し、「削除」をクリックします。

7. 「OK」をクリックします。
8. テンプレート・セクションで必要な情報を入力します。

• テンプレート・プロパティの設定
• テンプレートの指示の指定
• テンプレートへの参照者の割当て
• テンプレート属性の適用
• 日ラベルの指定
• テンプレート・ルールの操作
埋め込まれたテンプレート内のタスクを編集する場合:

• 「プロパティ」タブで、「タスク ID」と「タスク・タイプ」を除くすべてのプロパティ
の属性値を変更できます。値を変更すると、属性の「オーバーライド済」列に「はい」
が表示されます。

• 「指示」タブで、「参照」セクションにタスクのコア・セットからの参照が表示されて
いる場合は、参照を変更できません。ただし、新しい参照を追加することはできます。

• 「ワークフロー」タブで、埋め込まれたタスクの承認者が 2人の場合は、2人の承認者
が必須であるため承認者を削除できません。新しい承認者を追加すると、既存の承認
者のいずれかを削除できるようになります。

• 「質問」タブで、ロック済として表示されているコア・セットの質問は変更できませ
ん。ただし、新しい質問を追加することはできます。同じことが、「参照者」タブと
「ルール」タブにも当てはまります。

• 「先行」タブで、すべての先行タスクがコア・テンプレートで定義されている場合は、
新しい先行タスクを追加できません。

• 「属性」タブで、新しい属性の追加や既存の属性の編集はできません。コア・タスクか
ら継承された属性の並替えはできませんが、新しく追加した属性の並替えはできます。

• 埋め込まれた親タスクの子は変更できません。
オーバーライドをクリアするには、必要なテンプレート・タスクを選択し、「アクション」
> 「オーバーライドのクリア」の順にクリックします。

テンプレート・ルールの操作
テンプレート・ルールはテンプレート内のすべてのタスクに適用され、タスクのグループにも
ルールが適用されます。「テンプレート」ダイアログ・ボックスで構成するルールは、「スケジ
ュール」ダイアログ・ボックスと「タスクの編集」ダイアログ・ボックスに適用され、「ルー
ル」タブに読取り専用形式で表示されます。
テンプレート・ルール:

• タスクの自動承認: 指定された条件を満たしている場合に、指定された承認を自動的に完了
します。
このルールに適用される条件の例:
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– 属性に指定の値がある(計算済属性を含む)

– 先行タスクに指定の値を持つ属性が含まれる
条件を満たすと、ルールによって指定の承認者レベルが完了としてマークされ、ワークフ
ローが次の承認レベルに進むか、他に承認レベルがない場合はクローズします。
このルールは、タスク・ステータスが「オープン(承認者)」に変更されたときに実行されま
す。

• タスクの自動送信: 指定された条件を満たしている場合、タスクを自動的に送信します。
条件を満たすと、ルールによって担当者役割が完了としてマークされ、これによりワーク
フローが最初の承認レベルに進むか、承認レベルがない場合は「クローズ済」になります。

ノート:

– タスクの自動送信は、タスク・ステータスが「保留中」からオープン(担当
者)に変更されたときに実行されます。タスクの自動送信ルールでは、先行関
係が適用されます。これが実行されるのは、「終了時に終了」の先行タスクが
エラーなしで完了し、「エラー終了時に終了」の先行タスクが完了している場
合のみです。「終了時に終了」の先行タスクがユーザーまたはルールによって
「クローズ済」になっている場合は、その「実行中」の後続タスクを確認し
て、必要に応じてタスクの自動送信ルールがトリガーされます。

– タスクの自動送信ルールは、タスクにパラメータの不足がある場合はトリガ
ーされません。

• タスク承認の防止: このルールでは、属性値または他の特性に基づいて、タスクが承認され
ないようにします。このルールは、承認者が「承認」をクリックすると実行されます。

• タスク送信の防止: このルールでは、属性値または他の特性に基づいて、タスクが送信され
ないようにします。このルールは、担当者が「送信」をクリックすると実行されます。

テンプレート・ルールを操作するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
3. テンプレートを開きます。
4. 「ルール」タブを選択します。テンプレートに関連するルールについて次の情報を表示でき
ます:

• 順序: 優先順位
• ルール
• 条件: ルールを実行する前に存在している必要がある条件

5. ルールを作成または編集するには、「ルール」タブで 「新規」をクリックするか、 「編
集」をクリックして更新します:

• ルール: ルールを選択します。
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ノート:

ルール定義を変更すると、監査ログに追加情報が追加されます。変更内容は、
「履歴」タブと「監査レポート」の両方で表示できます。

• 説明: オプション。ルールを構成した理由と使用方法を説明します。最大 255文字ま
で入力できます。

• 承認者レベル: 「すべてのレベル」を選択するか、承認者レベルを選択します。
• 「フィルタの作成」を選択して条件セクションに移入するか、「保存済フィルタの使用」
を選択してからフィルタを選択します。ルールに対して選択および構成されたフィル
タが、適用するルールをトリガーする条件を決定します。

• 条件:

– 保存済フィルタの使用: 保存済フィルタに関連付けられた条件の読取り専用バージ
ョンが「条件」セクションに表示されます。

– フィルタの作成: 「条件」セクションが有効になり、「条件の作成」または「条件グ
ループの作成」をクリックして条件を指定できます。
「組合せ」、「ソース」、「属性」、「演算子」および「値」は、既存の高度なフィルタ
機能の場合と同様に動作します。

• タスクのフィルタ: 条件を選択するタスクを指定します:

– 現在のタスク
– 任意の先行
– 特定のタスク: タスク IDを入力します

6. ルールの削除、複製または並替えを行うには、適切なボタンをクリックして指示に従いま
す。

7. テンプレート・セクションで必要な情報を入力します。
• テンプレート・プロパティの設定
• テンプレートの指示の指定
• テンプレートへの参照者の割当て
• テンプレート属性の適用
• 日ラベルの指定
• 埋込みテンプレート

テンプレート履歴の表示
システムでは、「テンプレート」ダイアログ・ボックスから表示できるテンプレート・アクショ
ンの履歴がメンテナンスされます。「履歴」タブには、作成または更新されたコンポーネント、
変更タイプ、古い値と新規の値、変更を行ったユーザーおよび変更日が表示されます。「履歴」
タブの情報は読取り専用です。
テンプレート履歴を表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
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3. 履歴を表示するテンプレートを選択し、「編集」をクリックします。
4. 「履歴」タブを選択します。
5. 「OK」をクリックします。

テンプレートを開く
「テンプレート」ダイアログ・ボックスからテンプレートを開いて操作することができます。
テンプレートを開くには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. 「テンプレート」から、テンプレートを選択します。
4. 次のいずれかの方法を使用します:

• テンプレートの右側の「アクション」アイコンをクリックし、「編集」を選択します。
• テンプレートをクリックします。
• 右クリックし、「編集」を選択します。

テンプレートへのタスクの追加
タスク・マネージャ・テンプレートにタスクを追加できます。各タスクには開始日時がありま
す。テンプレートに追加されている場合は、エンドユーザー・タスクにも終了日時があります。
テンプレート内の開始日は、カレンダ日ではなくテンプレート日に対応します。

ノート:

タスク・マネージャのテンプレートに追加できるタスクの最大数は 500,000です。

タスク・マネージャ・テンプレートにタスクを追加するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
3. テンプレートを選択して開きます。
テンプレートのリストが大きい場合は、「検索」ボックスに名前の全部または一部を入力し
て、選択ダイアログ内のリストからテンプレートを検索します。

4. 必要に応じてタスクを追加します。
5. 「OK」をクリックします。

テンプレートの編集
タスク・マネージャ・テンプレートを編集して、テンプレート名、日ゼロの前後の日数などの
プロパティを変更できます。日ゼロの前後の日数を減らした場合は、これらの日に関連付けら
れているタスクが削除されます。テンプレートを編集しても、そのテンプレートから以前生成
されたスケジュールには影響がありません。
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テンプレートのタスクを編集、コピーおよび削除できます。
埋込みテンプレートのタスクを編集するには、ソース・テンプレートで作業を行う必要があり
ます。
タスク・マネージャ・テンプレートを編集するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
3. テンプレートを選択し、 「編集」をクリックします。
4. テンプレートのプロパティを編集します。
5. 「OK」をクリックします。

テンプレートへのタスクのインポート
Microsoft Excelスプレッドシートなどの他のテキスト・ファイルからテンプレートにタスク、
またはタスクの部分データをインポートできます。たとえば、Excelの行としてタスク定義を
入力し、ファイルをカンマ区切り(CSV)ファイルとして保存してから、テンプレートにインポ
ートできます。タスクを個別に作成するかわりに、「インポート」機能を使用して、テキスト・
ファイルのフィールドを編集し、そのファイルをインポートすることにより、多くの反復タス
クをすばやく追加できます。

ノート:

タスクをテンプレートにインポートする前に、複数のタスクが同じ IDを持たないよ
う、テンプレート内で一意のタスク IDを指定する必要があります。

タスクをインポートするには、テンプレートを編集するためのセキュリティ権限が必要です。
タスクをテンプレートにインポートするには、次のオプションが使用可能です。
• 置換: タスクの定義を、インポート・ファイル内の定義で置き換えます。このオプションで
は、タスクの詳細を、インポートするファイル内の詳細に置き換えます。インポート・フ
ァイルに指定されていないテンプレート内の他のタスクには影響しません。

• 更新: タスクの部分的な情報を更新します。たとえば、インポート・ファイルで、タスクの
指示の変更、所有者、担当者および承認者の再割当て、あるいは一部の属性の削除と新し
い属性の追加を行った場合が考えられます。また、同じ変更を多数のタスクに行った(400
タスクのうち 100のタスクに新しい属性を追加するなど)場合も考えられます。更新オプ
ションは、タスクの詳細を完全に置き換えるものではありません。ファイルに指定されて
いるタスク・プロパティの詳細のみが更新されます。たとえば、インポート・ファイルに
タスクの指示の列しかない場合、タスクの名前、担当者、属性やその他のプロパティには
影響しません。

• 削除: タスクおよび関連情報を、ファイルに指定されたタスク IDのリストに基づいて削除
します。削除の実行に必要な情報は、タスク IDの列が含まれたファイルです。

タスクをテンプレートにインポートするには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
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3. タスクのインポート先のテンプレートを選択します。
4. 「タスクのインポート」をクリックします。
5. インポートするファイルの名前を入力するか、「ファイルの選択」をクリックしてファイル
を検索します。

6. インポート・オプションを選択します:

• 置換: タスクの定義を、インポート・ファイル内の定義で置き換えます。インポート・
ファイルに指定されていない他のタスクには影響しません。

ノート:

置換対象のタスクへの添付を保持するには、「添付の保持」を選択します。
• 更新: タスクの部分的な情報を更新します。たとえば、インポート・ファイルで、タス
クの指示の変更、所有者、担当者および承認者の再割当て、あるいは一部の属性の削
除と新しい属性の追加を行った場合が考えられます。また、同じ変更を多数のタスク
に行った(400タスクのうち 100のタスクに新しい属性を追加するなど)場合も考えら
れます。更新オプションは、タスクの詳細を完全に置き換えるものではありません。
ファイルに指定されているタスク・プロパティの詳細のみが更新されます。たとえば、
インポート・ファイルにタスクの指示の列しかない場合、タスクの名前、担当者、属
性やその他のプロパティには影響しません。

ノート:

テンプレート内のタスクで、インポート・ファイル内のタスク IDに一致する
ものが変更されるという警告が表示されます。タスクを上書きしない場合
は、「取消し」をクリックして、インポート・プロセスを取り消します。

• 削除: タスクおよび関連情報を、ファイルに指定されたタスク IDのリストに基づいて
削除します。削除の実行に必要な情報は、タスク IDの列が含まれたファイルです。

7. 「日付フォーマット」を選択します。
使用可能な日付フォーマットのドロップダウン・リストから、フォーマットを選択します。
日付フォーマットは変換されません。デフォルトで、日付フォーマットはエクスポートさ
れたファイルの場所のロケールの日付フォーマットに設定されます。

8. インポート・ファイルのファイル区切り文字を選択します。「カンマ」または「タブ」を選
択します。他の任意の 1文字を他の区切り文字として指定するには、「その他」を選択しま
す。

9. 「インポート」をクリックします。
• インポートに成功した場合は、テンプレート名、タスクを含むファイルの名前およびイン
ポートされたタスクの合計数を示す「インポート - 成功」ダイアログ・ボックスが表示さ
れます。「OK」をクリックします。

• エラーが見つかった場合は、インポート・プロセスが実行されず、「インポート・エラー」
ダイアログ・ボックスにエラーが表示されます。エラーを表示し、「OK」をクリックして
テンプレート・ページに戻ります。
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表 13-13 インポート・エラーのトラブルシューティング

エラー 解決方法
重複するタスク ID 重複するタスク IDの確認をします。タスク IDは、

テンプレートまたはスケジュール内で一意である
必要があります。タスクの作成を参照してくださ
い。

タスク名が長すぎます タスク名に使用できるのは、最大 80文字です。タ
スク・プロパティの設定を参照してください。

組織の値 - "値が無効です" 組織の値は空白にできず、箇条書きにすることや、
複数行にすることはできません。

タスクのインポート・ファイル・フォーマット
タスクのインポート・ファイルでは、テンプレートにインポートするタスク情報を指定できま
す。最初の行には、TaskNameなど、その列のデータを識別する列見出しのみが含まれます。
各タスクを定義するために別々の行が使用されます。
ファイル内の各タスクには、「TaskID」列で一意の IDを指定する必要があります。数値 IDを使
用して、先行タスクおよび親タスクを一意に識別します。たとえば、「親」列に親タスクを入力
するとき、そのタスクのタスク名ではなく、数値 IDを入力します。
「置換」または「すべて置換」オプションを使用する場合、列を追加、削除および移動できます
が、必須列を削除することはできません。「更新」オプションを使用する場合、TaskIDまたは
TaskTypeID (タスク・タイプをインポートする場合)以外の必須列はありません。各列のデータ
は、最初の行の列 IDに一致する必要があります。
多くの列 IDでは、値の量が決まっていません。たとえば、1つのタスクに多数の参照者がいる
場合があります。Viewer4、Viwer5などのように、末尾の番号を変更することにより、パラメ
ータを追加できます。
承認者、質問または参照の列 IDに付けた番号は、他の承認者、質問または参照との相対的順序
を表すにすぎません。これらを更新すると、システムでは、ファイル・フォーマットの列内の
数値に関係なく、承認者、質問または参照の名前で照合を行います。質問のテキスト、承認者
または参照名を置き換えるには、「置換」モードを使用する必要があります。「更新」モードを
選択すると、ファイル名が一致しない場合、新規の質問、承認者または参照が 1つ追加される
のみです。
ファイル内のすべてのテキスト検索行は、アプリケーションに格納されている値と一致する必
要があります。たとえば、タスク・タイプをインポートする場合は、アプリケーションの設定
時にタスク・タイプの値を指定してあることが必要です。列見出しのグループについては、い
ずれかのグループの特定の番号がある場合は、他のメンバーに対しても同じ番号が必要です。
たとえば、QText5がある場合は、対応する QType5が必要です。

ノート:

インポート・ファイルに複数行のテキストを作成する必要がある場合(たとえば、指
示の場合)、次の構文を使用して改行を示します: '\n'。強制改行を使用してテキスト行
を区切らないでください。
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列 ID Description タイプ
TaskID タスクの ID。最大 80文字。 テキスト
TaskName タスクの名前 テキスト
TaskType タスク・タイプ テキスト検索
Description タスクの詳細な説明。最大 1000文字。 テキスト
Priority タスクの優先度(「高」、「中」、「低」) テキスト検索
StartDate 開始日、テンプレート内の日(たとえ

ば、-5、0、1、12)
スケジュールの場合、開始日はロケー
ル・フォーマットのカレンダの日付にす
る必要があります。

整数

StartTime HH:MM (24時間)形式の開始時間(たと
えば、13:00)

整数

EndDate ユーザー・タスクのみ、テンプレート内
の日(たとえば、-5、0、1、12)
スケジュールの場合、終了日はロケー
ル・フォーマットのカレンダの日付にす
る必要があります。

整数

EndTime ユーザー・タスクのみ、HH:MM (24時
間)形式(たとえば、13:00)

整数

Duration 分単位でのタスク期間(自動タスクのみ) 数値
Owner タスク所有者 テキスト検索
Assignee タスク担当者(ユーザー・タスクのみ) テキスト検索
Active タスクがアクティブかどうか。テンプ

レートのインポートにのみ適用されま
す。

ブール

StartEarly 担当者が、開始予定時間の前に保留中の
タスクを開いてよいかどうか

ブール

RunAs RunAsユーザー名。システム自動タス
クにのみ適用されます。

テキスト検索

Instruction 指示テキスト。最大 2GB。 テキスト
Reference# 指示参照(URL参照およびコンテンツ・

サーバー参照)
URL

RefText# 参照名、URL参照用 テキスト
RefType# 参照タイプ(URL、ドキュメント) テキスト検索
RefURL# 参照 URL、URL参照用 URL

RefDocId# 参照ドキュメント ID、ドキュメント参照
用

整数

Approver# 承認者レベル ユーザー名
Viewer# タスク参照者 ユーザー名
QText# 質問には必須。質問のテキスト。最大

255文字。
テキスト

QType# 質問には必須。質問のデータ型(「テキス
ト」、「メンバー」、「True/False」など)

テキスト検索

QReq# 質問には必須。質問が必須か?(「はい」ま
たは「いいえ」)

ブール
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列 ID Description タイプ
QList# 質問用の値リスト。| 記号で区切られて

います(たとえば、Red|Green|Blue|
Yellow)。

テキスト検索

QCurrSymbol# 質問 X用の通貨フォーマット テキスト
QDecPlaces# 質問 X用の小数点以下の有効桁数 数値
QNegNumFmt# 質問 X用の負数のフォーマット テキスト: -または( )

QScale# 質問 X用のスケール・フォーマット 数値、大きさ: 1000など
QThouSep# 質問 X用の 3桁ごとの区切り文字 ブール
Attribute# 「色」などの属性名 テキスト検索
AttrVal# 属性値(たとえば、赤)。最大 255文字。 テキスト
AttrDisplay ユーザーに対する属性の表示(タスク・ア

クション・ダイアログ・ボックス)
ブール

Param# パラメータ名 テキスト検索
ParmVal# パラメータ値 テキスト
Parent タスクの親のタスク ID タスク ID

Predecessor# 先行タスク ID (列 Aから) タスク ID

PredType# 必須。先行タイプ(たとえば、起動の終
了)。

テキスト検索

PredTemplate# 先行が別のテンプレートまたはスケジ
ュールに属している場合、先行のテンプ
レートまたはスケジュールの名前

テキスト

タスク・タイプをインポートするとき、次の列が使用されます:

• TaskTypeID

• IntegrationType

• ParamOverride# - パラメータをオーバーライドできるかどうか
サンプル・タスクのインポート・ファイルが提供されます。これには、変更できる次の動的パ
ラメータが含まれています:

• 2つの質問
• 2つの属性
• 2つの指示参照
• 3つの先行タスク
• 3つの承認者レベル

Microsoft Excelへのタスクのエクスポート
テンプレートからタスクを CSV形式のフラット・ファイルにエクスポートし、Microsoft Excel
を使用してファイルを変更できます。たとえば、テスト・インストール内のテンプレートから
タスクをエクスポートし、それらを本番インストール内のテンプレートにインポートできます。
テンプレートからタスクをエクスポートすると、それらは CSVファイルに保存されます。
タスクをエクスポートするには:
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1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
3. 「タスク」タブをクリックします。
4. 1つ以上のタスクを選択し、「アクション」メニューの「エクスポート」をクリックしま
す。「フォーマットされたデータ(表示列のみ)」または「今後のインポート用のフォーマッ
トされていないデータ」の選択に応じて、ファイルが Excel形式または CSV形式でダウン
ロードされます。

5. 「閉じる」をクリックして、「タスクのエクスポート」ダイアログ・ボックスを閉じます。

テンプレートでのユーザーの再割当て
ユーザーを別のタスクに再割当てすることが定期的に必要になる場合があります。たとえば、
テンプレートを作成し、ユーザーを特定のタスクに割り当てたが、後でその従業員が退職し、
別の従業員がこれらのタスクを行う場合があります。個々のタスクを手動で検索し、開いて編
集するかわりに、「テンプレート」ダイアログ・ボックスの「再割当て」機能を使用して割当て
を自動的に変更できます。「再割当て」機能では、1人のユーザーに関連付けられているタスク
をすばやく検索し、別のユーザーに再割当てできます。
一度に複数のテンプレートに対してユーザーを再割当てできます。これは、アプリケーション
に多数のテンプレートがある場合に役立ちます。
ユーザーを再割当てする役割を選択できます。たとえば、「所有者」の役割を選択した場合は、
ユーザーが所有者として割り当てられているタスクでのみユーザーが再割当てされます。
タスクが再割当てされると、再割当てされたユーザーに電子メールの通知がすぐに送信されま
す。
ユーザーを再割当てするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
3. ユーザーを再割当てするテンプレートを 1つ以上選択します。
4. 「アクション」、「ユーザーの再割当て」の順に選択します。
5. 「ユーザーの検索」では、置換するユーザーの検索条件を入力します。

a. 「ユーザーの検索」をクリックし、「ユーザーの選択」ダイアログ・ボックスでユー
ザーの姓または名を入力し、「検索」をクリックします。

b. 結果からユーザーを選択し、「OK」をクリックします。
6. 「置換」をクリックし、タスクを再割当てするユーザーの検索条件を入力します。
7. 再割当てが必要なユーザーについて役割を選択します。

• 所有者
• 担当者
• 承認者
• 参照者

8. 「再割当て」をクリックします。
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プロセスが終了すると、ユーザーの再割当てが完了したことを示す「ユーザーの再割当て
- 成功」メッセージが表示され、テンプレート名と、行われたユーザー再割当ての合計数が
表示されます。

テンプレートからのスケジュールの作成
テンプレートからスケジュールを作成できます。テンプレートからスケジュールを作成する
と、スケジュールにテンプレート内のタスクが移入されます。ソース・テンプレートにテンプ
レートが埋め込まれている場合、埋込みテンプレート内のタスクが組み込まれます。テンプレ
ートの指示、参照者および属性もスケジュールに追加されます。
テンプレートからスケジュールを作成するには、サービス管理者またはパワー・ユーザーの役
割が必要です。
テンプレートからのタスクがスケジュールに追加されると、日ゼロのテンプレート日付との関
係に基づいてカレンダの日付に割り当てられます。必要な場合、カレンダ日付でスケジュール
の休日を説明できます。たとえば、スケジュールで週末を除外していれば、日ゼロが金曜日の
場合、日 1のタスクは土曜日ではなく次の月曜日に適用されます。「日付マップ」には、各テン
プレートの日に割り当てられたカレンダ日付が表示され、これを使用して日付の割当てを調整
できます。

ヒント:

グローバル・テンプレートを 1つ作成しておくと、そのテンプレートを使用して、地
域の休日カレンダ、タイム・ゾーンおよび労働日数の構成を考慮しながら、各地域エ
ンティティに適切なスケジュールを作成できます。

あるテンプレート内のタスクの先行タスクが、別のテンプレート内に存在する場合があります。
テンプレートからスケジュールを作成するとき、別のテンプレートに先行タスクがあるタスク
の先行タスクとして、スケジュールで先行タスクを選択できます。「先行タスクのリンク」タブ
を使用して、スケジュール内の先行タスクを選択します。
デフォルトでは、新しいスケジュールのステータスは「保留中」となるため、必要に応じて変
更を加えることができます。
REST APIを使用して、テンプレートからタスク・スケジュールを作成することもできます。
これにより、自動ルーチンを作成し、すべての定期タスク・スケジュールを生成できます。詳
細は、のタスク・マネージャ・テンプレートのデプロイを参照してください REST API

テンプレートからスケジュールを作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
3. スケジュールするテンプレートを選択します。
4. テンプレートの検証に成功したら、スケジュールを次のように作成します右側の 「ア
クション」アイコンをクリックして「スケジュールの作成」を選択するか、 「スケジュ
ールの作成」アイコンをクリックします。

5. 「スケジュール・パラメータ」タブで、次の情報を入力します:

• スケジュール: スケジュールの名前。
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• 年: スケジュールの年を選択します。
• 期間: スケジュールの期間を選択します。
• 日ゼロの日付: テンプレートの日ゼロに割り当てるカレンダの日付を選択します。
• 日付マッピング:

– 組織単位 - オプションを選択します:

* タスク値の使用: 組織単位から値を選択します
* 値の設定: (テンプレートのタスクに異なる組織単位の値が含まれていても )選
択した組織単位がスケジュール内のすべてのタスクに適用されます。すべて
のタスクの組織単位が同じであるため、テンプレートからスケジュールを作成
ダイアログ・ボックスの「日付マッピング」パネルの「組織単位」は読取り専
用になります。

– カレンダ日
– 労働日数 - デフォルトでは、月曜日から金曜日が労働日、土曜日と日曜日が休日と
なります。

– 拡張構成 - スケジュール内のすべてのタスクの「組織単位」および「労働日数」の
構成をオーバーライドするには、このオプションを選択します。

– 日付マップ: 日付割当てを変更するには、「日付」列に新しい日付を入力します。
日付マッピングは組織単位ごとに異なる場合があります。テンプレート・レベルに
割り当てられた組織単位がない場合は、「未割当」の日マッピングがスケジュール
に適用されます。テンプレートに組織単位が割り当てられている場合は、その組織
単位の日マッピングがスケジュールに割り当てられます。
同じ日付に複数の日がマップされている場合は、日ラベルがカンマで連結されま
す。休日の日ラベルは空になります。

6. オプション: 「先行タスクのリンク」タブを選択し、先行タスクが含まれるスケジュールを
選択して、「割当済タスク」リストで先行タスクを選択します。

7. オプション: 「パラメータのオーバーライド」タブを選択し、パラメータを確認して、「新
規の値」列で、変更するパラメータごとに新規の値を入力します。

ノート:

「パラメータのオーバーライド」タブには、少なくとも 1つのパラメータで「オ
ーバーライド」オプションが有効になっているタスク・タイプを使用するタスク
のみが表示されます。

8. 「スケジュールの作成」をクリックします。
スケジュールが作成されて、テンプレートからタスクが移入され、ステータスは「保留中」
になります。
スケジュールのリストは、「スケジュール・タスク」ページに表示されます。

テンプレートからスケジュールを作成する際の「パラメータのオーバ
ーライド」オプションの使用

統合されたタスクには、定期的に更新する必要があるパラメータを伴うものがよくあります。
統合されたタスクの多くで、スケジュールごと、タスク実行ごとに「期間」パラメータの設定
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を変えます。たとえば、「データ・ルールの実行」という統合されたタスクの「開始期間」およ
び「終了期間」パラメータは、テンプレートから作成された複数のスケジュール間で変更が必
要になる場合があります。
「パラメータのオーバーライド」オプションを使用すると、定期的に更新する必要があるこれら
のパラメータを簡単に更新できます。
最初に、タスク・タイプの「スケジュール設定時にオーバーライド」プロパティを選択するこ
とで、スケジュール設定時に更新する必要がある統合のパラメータを指定します。新規のタス
ク・タイプの場合は、タスク・タイプ・パラメータの設定を参照してください。既存のタスク・
タイプの場合は、タスク・タイプの編集を参照してください。
たとえば、「データ・ルールの実行」タスク・タイプを編集します。「パラメータ」タブで、「開
始期間」および「終了期間」の「スケジュール設定時にオーバーライド」オプションを選択し
て、保存します。
次に、統合されたタスクをテンプレートに追加するときに、タスク・タイプを選択し、必要な
パラメータを入力します。オーバーライドするように指定されたパラメータについては、デフ
ォルト値を指定するか空白のままにすることができます。テンプレートへのタスクの追加を参
照してください。
たとえば、「データ・ルールの実行」タスク・タイプを選択することで、1つ以上の「データ・
ルールの実行」タスクをテンプレートに追加します。「パラメータ」タブで「開始期間」に Jan、
「終了期間」に Febを入力します。
最後に、テンプレートからスケジュールを作成するときに、「スケジュール設定時にオーバーラ
イド」タブを選択します。表内に、スケジュール設定時にオーバーライドするように指定され
たすべてのパラメータが、現在の値とともにリストされます。新しいパラメータ値を入力でき、
その値がそのタスク・タイプを使用するすべてのタスクに設定されます。
たとえば、テンプレートからスケジュールを作成するときに、「スケジュール設定時にオーバー
ライド」タブに、「データ・ルールの実行」の「開始期間」および「終了期間」パラメータが現
在の値とともに表示されます。表内の値を更新することで、パラメータをオーバーライドでき
ます。

表 13-14 スケジュール設定時にパラメータをオーバーライド

タスク・タイプ名 パラメータ名 現在の値 新規の値
データ・ルールの実行 開始期間 Jan Feb
データ・ルールの実行 終了期間 Feb Mar

スケジュールが作成されるときに、「データ・ルールの実行」タスクは、「開始期間」が Febと
して、「終了期間」が Marとして設定されます。

テンプレートの手動検証
テンプレートからスケジュールを生成するとき、システムによって自動的にテンプレートが検
証され、最初に一意性の違反、相互に直接または間接的に依存しているタスク、または日付の
優先度の不一致が確認されます。たとえば、循環する先行タスクがあってはなりません。
テンプレートは手動で検証できます。検証は、ファイルからタスクをテンプレートにインポー
トした後、問題がないかチェックするのに特に役立ちます。
検証結果には、テンプレートの名前、ステータスおよびエラー・メッセージが表示されます。
検証結果のリストは、「テンプレート名」または「ステータス」でソートできます。
テンプレートを手動で検証するには:
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1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
3. 「テンプレート」で、検証する 1つ以上のテンプレートを選択します。
4. 「検証」をクリックします。
エラーがない場合は、検証結果に「テンプレートは有効です」のメッセージが表示されま
す。エラーが存在する場合は、エラーの詳細が表示されます。
 

 

タスク・マネージャ・テンプレートの表示
「テンプレート」ダイアログ・ボックスでは、テンプレートのリストに表示する列を指定するこ
とも、すべての列を表示することもできます。列の順序変更、昇順または降順での列のソート、
または列幅の変更を行うこともできます。
列を表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
3. 次の 1つ以上のタスクを行います。

• すべての列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、「すべて表示」を選択しま
す。

• 特定の列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、列名を選択または選択解除し
ます。

• 列を並べ替えるには、「表示」、「列の順序変更」の順に選択します。列を選択し、上下
の矢印を使用するか、列をドラッグして順序を変更します。

• 列をソートするには、「ソート」アイコンが表示されるまで列ヘッダーにマウス・カー
ソルを合せ、 「昇順ソート」または 「降順ソート」をクリックします。

• 列の幅を変更するには、矢印が表示されるまで列ヘッダーの区切りにマウス・カーソ
ルを合せ、適切な幅になるまで列をドラッグします。
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テンプレートの検索
「テンプレート」リストの検索機能を使用して、タスク・マネージャのテンプレートをすばやく
検索できます。検索する名前の全部または一部を入力できます。フィルタ・バーを使用して、
リストに表示するテンプレートを制御できます。デフォルトでは、すべてのテンプレートが表
示されます。
テンプレートを検索するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
3. テンプレートを検索するには、「検索」テキスト・ボックスに検索条件を入力します。
4. オプション: フィルタ・バーでカテゴリをクリックすると、追加の検索演算子(「次と等し
い」、「次と等しくない」、「次を含む」、「次を含まない」、「次で始まる」、「次で終わる」)が
表示されます。
テンプレートは次のカテゴリを使用してフィルタできます: 「名前」、「所有者」、「組織単
位」、「日 0の後の日数」、「日 0の前の日数」、「埋込み先」、「埋込みのみ」、「埋込みテンプ
レート」、「説明」、「作成者」、「作成日」、「最終更新者」、「最終更新日」。

ノート:

• 「フィルタの追加」をクリックすると、すべてのカテゴリが表示されます。
• フィルタ・バーを非表示にするには、 「フィルタ・バーの非表示」アイコンを
クリックします。

• すべてのフィルタをクリアするには、
「フィルタ」アイコンをクリックし、「すべてのフィルタのクリア」をクリックし
ます。

テンプレートの削除
不要になったタスク・マネージャ・テンプレートを削除できます。テンプレートを削除するに
は、テンプレートに対するセキュリティ権限が必要です。
テンプレートを削除すると、使用可能なテンプレートのリストからそのテンプレートが削除さ
れ、そのテンプレートに関連付けられているタスクが削除されます。実行中のスケジュールに
は直接影響しませんが、一部のレポートおよびダッシュボード・メトリックではそのテンプレ
ートを使用して様々なスケジュール実行をリンクしている場合があり、テンプレートが削除さ
れるとリンクできなくなります。
タスク・マネージャ・テンプレートを削除するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックします。
3. テンプレートを選択し、 「削除」をクリックします。
4. 確認のプロンプトで「はい」をクリックします。
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タスクの管理
タスクは、データ入力やデータ連結など、ビジネス・プロセスにおけるアクションのコア単位
です。
各タスクには、タスク・タイプに応じて異なるパラメータがあります。サービス管理者または
パワー・ユーザーのセキュリティ権限がある場合は、タスクを作成、編集または削除できます。
タスクの作成を参照してください。
関連項目: サービスの管理

タスクの作成
タスクはテンプレートまたはスケジュールに追加できます。テンプレートでタスクを作成する
場合は、開始日および終了日を日ゼロの前または後の日数として割り当てます。スケジュール
でタスクを作成する場合は、開始日および終了日としてカレンダの日付を選択します。
タスクを親タスクの下にグループ化することで、ビジネス・プロセスのビューを単純化できま
す。上位レベルの親タスクを表示した後で、基礎となるタスクにドリルできます。親タスクの
子タスクは、所有者が親タスクとは異なる場合があります。
次のいずれかの方法を使用して、タスクを作成できます。
• タスク・タイプをビュー内のテンプレートまたはスケジュールにドラッグ・アンド・ドロ
ップします。

• タスクを右クリックし、「新規」を選択します
次に、タスク情報を入力します。
• タスク・プロパティの設定
• タスク・パラメータの設定
• タスクの指示の指定
• ワークフローの選択
• タスクの質問の追加
• タスク参照者の設定
• 先行タスクの設定
• タスクの属性の適用
• タスク・ルールの操作
• タスク履歴の表示
タスクの作成についてさらに学習するには、次のビデオをご覧ください。

タスクの作成
次のチュートリアルでは、タスクの作成に関する追加情報を説明します:

タスク・マネージャでのタスクの表示、更新および追加
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タスク・プロパティの設定
「プロパティ」ダイアログで、タスク名、タスク ID、説明、タスク・タイプ、優先度、開始日、
終了日または期間を設定できます。
また、「プロパティ」を使用して、タスクの所有者と担当者を指定します。所有者または担当者
が(病気、休暇、退職または単なる多忙により)タスクを処理できない場合は、タスク、テンプ
レートまたはスケジュールに関連付けられたユーザーを再割当てできます。テンプレート、ス
ケジュールおよびタスクの所有者、担当者および承認者も、タスクを再割当てできます。
エンド・ユーザー・タスクについては、タスク先行条件がすべて満たされた場合、担当者が予
定時間の前に保留中のタスクを開けるようにすることができます。
自動タスクには担当者はいませんが、このタイプのタスクを実行するユーザーの「別名実行」
ユーザーを指定できます。
イベント・モニタリング・タスクには、担当者も「別名実行」ユーザーもありません。
タスクのプロパティを設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックし、「タスク」タブをクリックします。

ノート:

「タスク」タブは、ページの下部に表示されます。
3. タスクを開きます。
4. 「プロパティ」をクリックし、次の情報を入力します。

• タスク名: 最大 80文字まで入力できます。
• タスク ID: タスクを識別します(必須)。タスク IDは、テンプレートまたはスケジュー
ル内で一意である必要があります。最大 80文字まで入力できます。

• 説明: 最大 255文字まで入力できます。

ノート:

「説明」、「質問」、「指示」では改行や URLを使用できます。

• 組織単位: 組織のモデル化に使用できる階層型のエンティティタイプ構造を表します。
別々にレポートする必要のある各エンティティに対して、あるいはタイム・ゾーン、
休日、労働日数、参照者の割当てまたはコメント作成者の割当て用に異なる構成が必
要なエンティティに対して、別々の組織単位を定義します。組織単位はシステム設定
で定義します。

• タスク・タイプ: 虫眼鏡をクリックし、タスク・タイプを選択します(必須)。
• 「優先度」で、次のオプションから選択します:

– 高
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– 中
– 低

• 所有者: デフォルトの所有者を使用するか、「所有者の選択」 をクリックしてユーザ
ーまたはグループを選択します。

• 「アクティブ」を選択して、このタスクをテンプレートから生成されたスケジュールに
組み込みます。

ノート:

このオプションは、スケジュールで作成されたタスクには使用できません。

5. 「保存して閉じる」をクリックします。
6. 関連項目:

• タスク・パラメータの設定
• タスクの指示の指定
• ワークフローの選択
• タスクの質問の追加
• タスク参照者の設定
• 先行タスクの設定
• タスクの属性の適用
• タスク・ルールの操作
• タスク履歴の表示

タスク・パラメータの設定
「パラメータ」ダイアログには、統合タイプと関連付けられ、パラメータを持つタスクのデータ
のみが表示されます。統合タイプは、外部アプリケーションとリンクしています。「パラメー
タ」では、タスクに関する特定の情報や、実行方法を設定できます。パラメータは外部アプリ
ケーションに渡されます。たとえば、タスクにデータ・グリッドへのリンクが含まれている場
合、「パラメータ」ダイアログを使用して、グリッドの視点を選択できます。
タスクのパラメータを設定するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックし、「タスク」タブをクリックします。

ノート:

「タスク」タブは、ページの下部に表示されます。
3. 「新規タスク」または「タスクの編集」ダイアログ・ボックスで、「パラメータ」をクリッ
クします。

4. パラメータ値がタスク・タイプによって入力されない場合は、必要なパラメータ値を入力
できます。
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ノート:

タスクの開始準備ができているのにパラメータが定義されていない場合、タスク
所有者に電子メールが送信されます。値が入力されるまでタスクは開始を待機し
ます。

5. 関連項目:

• タスク・プロパティの設定
• タスクの指示の指定
• ワークフローの選択
• タスクの質問の追加
• タスク参照者の設定
• 先行タスクの設定
• タスクの属性の適用
• タスク・ルールの操作
• タスク履歴の表示

タスクの指示の指定
タスク所有者は、タスクを完了するための一連の指示を作成できます。タスクへのアクセス権
を持つ他のすべてのユーザーは、指示を読むことのみ可能です。タスク・タイプ、テンプレー
トまたはスケジュールから継承されたタスク指示がある場合は、指示テキストが指示テキス
ト・ボックスの上に読取り専用で表示されます。
テンプレート・タスクの場合、テンプレートとタスク・タイプの指示を表示できますが、編集
はできません。
指示を指定するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックし、「タスク」タブをクリックします。

ノート:

「タスク」タブは、ページの下部に表示されます。
3. 「新規タスク」または「タスクの編集」ダイアログ・ボックスで、「指示」をクリックしま
す。

4. 「指示」に入力します(文字数に制限はありません)。
参照を追加するには:

1. 「参照」セクションで、 「追加」をクリックします。
2. 「参照タイプ」リストから、次のいずれかのタイプを選択します。

• ローカル・ファイル: 「ファイルの選択」をクリックしてファイルを選択して添付し、
名前を入力して「OK」をクリックします。
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• URL: URLおよび URLの名前を入力します(https://www.oracle.comと Oracleなど)。
3. 関連項目:

• タスク・プロパティの設定
• タスク・パラメータの設定
• ワークフローの選択
• タスクの質問の追加
• タスク参照者の設定
• 先行タスクの設定
• タスクの属性の適用
• タスク・ルールの操作
• タスク履歴の表示

ワークフローの選択
「タスク・マネージャ」ワークフローを選択するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックし、「タスク」タブをクリックします。

ノート:

「タスク」タブは、ページの下部に表示されます。
3. 「新規タスク」または「タスクの編集」ダイアログ・ボックスで、「ワークフロー」をクリ
ックします。
「ワークフロー」セクションには、担当者と承認者の割当てが含まれます。

ノート:

ワークフロー内の複数の役割に同じユーザーを割り当てることはできません。
4. 担当者について、次の情報を入力します。

• 担当者: 名前付きユーザーまたは Shared Servicesグループに担当者を割り当てるに
は、 「担当者の選択」をクリックします。
「実際」属性は各ワークフロー・ステージで使用でき、完了したワークフローの実際の
ユーザーを表示します。たとえば、「担当者(実際)」です。ワークフローの「実際」列
には、ユーザーのステータスに関係なくタスクの実行者が表示されます。

ノート:

追加のユーザー情報は、最初のユーザーがタスクを完了した後にタスクが再
割当てされた場合にのみ表示されます。
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エンド・ユーザー・タスクの場合、「担当者」で、 「担当者の選択」をクリックして
ユーザーを検索します。
担当者を選択しない場合、所有者がデフォルトの担当者になります。親タスクと自動
タスクには、担当者はいません。

ノート:

プロセス自動タスクの場合は、「別名実行」をクリックして、このタイプのタ
スクを実行するユーザーを検索して選択し、「OK」をクリックします。
選択した別名実行ユーザーがタスクも作成したユーザーである場合、そのユ
ーザーは、パスワードの再入力を要求されずにタスクを許可できます。

• バックアップ: ユーザーをプライマリ担当者として割り当てた場合、担当者の権限を持
つバックアップ・ユーザーを割り当てることができます:

a. 「バックアップ担当者の選択」をクリックします。
b. 「名」および「姓」を入力するか、「検索」をクリックしてバックアップ・ユーザー
を選択します。

c. 「OK」をクリックします。
• アクションが必要なユーザー: グループまたはチームが担当者として割り当てられた
場合、「バックアップオプションが「アクションが必要なユーザー」オプションに置き
換わり、次の値から選択できます:

– 任意の担当者(デフォルト)

– すべての担当者
「すべての担当者」を選択した場合、タスクが承認者に送信されるには、グループまた
はチーム内の全員がタスクを送信する必要があります。

• 開始: 開始日を選択し、タスクを開始する時刻を 15分単位で選択します。
• 終了: 終了日を選択し、タスクを終了する時刻を 15分単位で選択します。
• オプション: 「最小期間」では、日、時間、分の形式でタスクの最小期間を入力しま
す。「リスクあり」の基準は、開始日を過ぎており、かつ、(終了日 - 現在の日付が最小
タスク期間より短いか、または終了日 - 開始日が最小期間より短い)という条件に基づ
きます。「リスクあり」のタスクは、ダッシュボードの「ステータス・チャート」の
「要注意」グラフに表示されます。

• オプション: エンド・ユーザー・タスクの場合、「先行開始を許可する」を選択し、担
当者が予定開始時刻の前にタスクを開けるようにします。

5. オプション: 承認者について、次の情報を入力します:

a. 「+」をクリックして、承認レベルを追加します
b. ユーザー、グループまたはチームを選択して、「承認者」を割り当てます。
c. バックアップ: 「承認者」でユーザーを割り当てた場合、承認者の権限を持つバックア
ップ・ユーザーを割り当てることができます。
i. 「バックアップ承認者の選択」をクリックします。
ii. 「名」および「姓」を入力するか、「検索」をクリックしてバックアップ・ユーザー
を選択します。
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iii.「OK」をクリックします。
d. 「終了日」を指定します。
e. アクションが必要なユーザー: グループまたはチームが承認者として割り当てられた
場合、「バックアップオプションが「アクションが必要なユーザー」オプションに置き
換わり、次の値から選択できます:

• 任意の承認者(デフォルト)

• すべての承認者
「すべての承認者」が選択されている場合、タスクを次の承認レベルに進めたり、完了
としてマークするためには、すべての承認者がタスクを承認する必要があります。い
ずれかの承認者がタスクを却下した場合、そのタスクは担当者に再び割り当てられま
す。

f. さらに承認レベルを追加するには、これを繰り返します。
g. 承認レベルを並べ替えるには、矢印アイコンを使用します。

6. 参照:

• タスク・プロパティの設定
• タスク・パラメータの設定
• タスクの質問の追加
• タスク参照者の設定
• 先行タスクの設定
• タスクの属性の適用
• タスク・ルールの操作
• タスク履歴の表示

タスクの質問の追加
ノート:

「質問」タブは、自動タスクまたは親タスクに対しては表示されません。

タスクを作成する場合、担当者がタスクの完了を示す前にアクションに関する質問に回答する
ことが必要な場合があります。たとえば、タスクの完了時に特定のプロセスが続いて実行され
たかどうかを質問できます。
テキスト、数値、True/Falseなど、様々なタイプの質問を指定でき、それらが必須かどうかを
指定できます。質問が必須の場合、ユーザーは質問に回答する必要があり、回答しないと承認
のためにタスクを送信できません。「上へ移動」および「下へ移動」ボタンを使用して、質問を
並べ替えることもできます。
スケジュール・タスクの場合、ユーザーは、「タスク・アクション」ページから質問に回答でき
ます。テンプレートのタスクを作成または更新している場合は、行がロックされているかどう
かを表示して、ユーザーが質問を削除または更新できるかどうかを示す追加の列が表示されま
す。ロックされている行は、「タスク・タイプ」から継承されているため編集または削除できま
せん。
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テンプレートには、「タスク・タイプ」の質問は表示されますが、編集はできません。

ノート:

タスクの「参照者」の役割を持つユーザーのみが質問に回答できます。

質問を追加するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックし、「タスク」タブをクリックします。

ノート:

「タスク」タブは、ページの下部に表示されます。
3. 「新規タスク」または「タスクの編集」ダイアログ・ボックスで、「質問」をクリックしま
す。

4. 「追加」をクリックします。
5. 「質問」に 2000文字以下で入力します。
6. 「タイプ」で、次のオプションから選択します:

• 日付
• 日付/時間
• 整数: -2147483648から 2147483647の値を入力します。
• リスト: 質問に対する有効な回答のリストを入力します(最大 255文字)。
• 複数行のテキスト: 3から 50行の間の行数を入力します。最大 4000文字まで入力し
ます。「複数行のテキスト」では、「アクション」ダイアログ・ボックスで、スクロー
ルせずに表示できるテキストの行数を決定します。添付用のセクションを作成する場
合、「添付」を選択します。

• 数値: 値 xxxxxxxxxxxxxxxxx.xxxxxxxxx (17桁と小数点以下 9桁)を入力します。
数値のフォーマット・オプションを選択します:

– 「小数点以下の桁数」には、表示する小数点以下の桁数の値を入力します。
– 「パーセンテージとして表示」については、パーセンテージを表示する場合に選択
します。

– 1,000.00のように、数値に 3桁ごとの区切り文字を表示する場合は、「3桁ごとの
区切り文字」オプションを選択します。

– 「通貨記号」では、通貨記号(米ドルの場合は$)を選択します。
– 「負数」では、(123)など、負数の表示方法を選択します。
– 「スケール」では、数値のスケール値(1000または 1000000000000など)を選択し
ます。

• True/False
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• テキスト: 最大 4000文字まで入力できます。
• ユーザー
• はい/いいえ

7. 質問に役割(「担当者」、「承認者」、「所有者」、「参照者」)を割り当てます。アクセス権は責任
に基づきます。

8. 質問が必須の場合は、「必須」を選択します。
「必須」チェック・ボックスは、所有者や参照者の役割に割り当てられた質問では無効にな
っています。

9. 「OK」をクリックします。
10. オプション: 質問の順序を変更するには、質問を選択し、 「一番上へ移動」、 「上へ移
動」、 「下へ移動」または 「一番下へ移動」をクリックします。

11. オプション: 質問を編集するには、質問を選択し、 「編集」をクリックします。質問を
削除するには、質問を選択し、 「削除」をクリックします。

12. 関連項目:

• タスク・プロパティの設定
• タスク・パラメータの設定
• タスクの指示の指定
• タスクの質問の追加
• タスク参照者の設定
• 先行タスクの設定
• タスクの属性の適用
• タスク・ルールの操作
• タスク履歴の表示

タスク参照者の設定
「参照者」タブでは、現在のタスクの参照者を追加または削除できます。参照者は数に制限なく
指定できます。
タスクのアクセスを設定するには:

1. 「新規タスク」ダイアログ・ボックスで、「参照者」タブを選択します。
2. ユーザーの姓名を入力し、「検索」をクリックします
ユーザーを識別するには、「詳細」をクリックし、ユーザー IDまたは電子メール・アドレ
スを入力します。

ヒント:

グループや役割など、ユーザーに関する詳細は、「詳細」をクリックします。

3. 「参照者」リストからユーザーを削除するには、ユーザーを選択し、 「削除」をクリック
します。
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4. 関連項目:

• タスク・プロパティの設定
• タスク・パラメータの設定
• タスクの指示の指定
• ワークフローの選択
• タスクの質問の追加
• 先行タスクの設定
• タスクの属性の適用
• タスク・ルールの操作
• タスク履歴の表示

先行タスクの設定
「先行」タブでは、現在のタスクに対して先行タスクを設定できます。テンプレート・タスクの
場合は、別のテンプレートから先行タスクを選択でき、スケジュール・タスクの場合は、別の
スケジュールから先行タスクを選択できます。先行/後続関係に条件を割り当てる必要があり
ます。
開始日時が指定されているかぎり、タスクに先行タスクは不要です。両方が指定されている場
合は、先行タスクが開始または完了(「終了時に開始」の場合)し、開始日時に達したときにタス
クが開始します。
先行関係が確立される次の条件を設定できます:

条件 説明
終了時に開始 デフォルト。タスクは先行タスクが完了するか警

告ありで終了するとすぐに開始します。
エラー終了時に開始 タスクは、先行タスクがエラーの場合でも、先行タ

スクが完了するとすぐに開始します。
エラー終了時に終了 タスクは、先行タスクがエラーの場合でも、先行タ

スクが完了するとすぐに完了します。
終了時に終了 先行タスクが完了としてマークされるまでは、タス

クを完了としてマークできません。これは主にユ
ーザー・タスクに使用されます。たとえば、ユーザ
ーはドキュメントのサマリーを開始できますが、連
結データが最終になるまでは完了としてマークで
きません。

先行タスクを設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックし、「タスク」タブをクリックします。

ノート:

「タスク」タブは、ページの下部に表示されます。
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3. 「新規タスク」または「タスクの編集」ダイアログ・ボックスで、「先行」タブを選択しま
す。

4. 「追加」をクリックします。
5. 先行タスクを検索するには、検索の拡張をクリックし、タスク名を入力して「検索」ボタ
ンをクリックします。検索を絞り込むには、「詳細」をクリックし、詳細な検索条件を入力
します。

6. 先行タスクを選択し、「OK」をクリックします。
7. 関連項目:

• タスク・プロパティの設定
• タスク・パラメータの設定
• タスクの指示の指定
• ワークフローの選択
• タスクの質問の追加
• タスク参照者の設定
• タスクの属性の適用
• タスク・ルールの操作
• タスク履歴の表示

タスクの属性の適用
システムでタスクを見つけるために、属性をタスクに適用できます。属性を選択する際に、属
性タイプに基づいて属性の値を設定できます。後で属性値によってフィルタ処理できます。
たとえば、「北部」、「南部」、「東部」および「西部」という値を持つ「販売地域」という名前の
「リスト」属性を持つことができます。現在のタスクは西部販売地域にのみ適用されるため、「販
売地域」属性を追加し、この属性を「西部」に設定できます。
タスク属性を適用するには:

1. タスクを開き、「属性」タブを選択します。
「追加」をクリックし、次の情報を入力します:

• 属性: 定義された属性のリストから属性を選択します。
• タイプ: このフィールドは編集不可であり、「属性」によってデータが移入されます。
• 値: 属性のタイプに関連付けられた値を選択します。たとえば、フォーマット済数値属
性の場合は数値、リスト属性の場合はリスト、複数行のテキストの場合はスクロール
せずに表示できる複数行のテキスト、個人名、ユーザー、はい/いいえ属性の場合は「は
い」または「いいえ」です。

• アクセス: 次に指定されていないかぎり、すべての役割に表示アクセス権があります。
アクセス権を追加するには、それぞれの「テキスト・ボックス」タブおよび「添付」
タブで:

a. 「追加」をクリックします。
b. 役割を選択します。
c. 役割アクセス・タイプのいずれかを選択します:

Chapter 13
タスクの管理

13-99



– 表示しない: この属性は、ダッシュボード、リスト・ビューまたはレポートの
いずれにも表示されません。

– 編集を許可: 属性の値を追加、変更および削除する権限がありますが、編集ル
ールの対象です。

– 必須: 属性に値が必要です。
2. 「OK」をクリックします。
3. 関連項目:

• タスク・プロパティの設定
• タスク・パラメータの設定
• タスクの指示の指定
• ワークフローの選択
• タスクの質問の追加
• タスク参照者の設定
• 先行タスクの設定
• タスク・ルールの操作
• タスク履歴の表示

タスク・ルールの操作
タスク・ルールはタスクの動作に影響します。これらのルールを使用すると、テンプレート・
レベル、スケジュール・レベルまたはタスク・タイプ・レベルでのルールの割当てが適切でな
い場合に、ルールをタスクに直接割り当てられます。ルールは、ルールが構成されたタスクに
対して適用されます。
使用可能なタスク・ルール:

• タスクの自動承認: 指定された条件を満たしている場合にのみ、指定された承認を自動的に
完了します。
このルールに適用される条件の例:

– 属性に指定の値がある(計算済属性を含む)

– 先行タスクに指定の値を持つ属性が含まれる
条件を満たすと、指定の承認者レベルが完了としてマークされ、これによりワークフロー
が次の承認レベルに進むか、他に承認レベルがない場合は「クローズ済」になります。
このルールは、タスク・ステータスが「オープン(承認者)」に変更されたときに実行されま
す。

• タスクの自動送信 - 指定された条件を満たしている場合、タスクを自動的に送信します。
条件を満たすと、担当者役割が完了としてマークされ、これによりワークフローが最初の
承認レベルに進むか、承認レベルがない場合は「クローズ済」になります。
このルールは、タスク・ステータスが「保留中」からオープン(担当者)に変更されたときに
実行されます。

• タスク承認の防止: 属性値または他の特性に基づいて、タスクが承認されないようにしま
す。このルールは、承認者が「承認」をクリックすると実行されます。
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• タスク送信の防止: 属性値または他の特性に基づいて、タスクが送信されないようにしま
す。このルールは、担当者が「送信」をクリックすると実行されます。

• 更新時に電子メールを送信: このルールは、タスクに対するユーザー・アクションに基づい
て実行されます。そのため、ルールの条件を適切に設定する必要があります。最も一般的
な条件は、「ステータス」属性または「ステータス(詳細)」属性を含む条件を持つことです:

– 「ステータス」属性: 選択できる有効な値は「クローズ済」のみです。「保留中」、「オー
プン」および「エラー」はすべて、タスクに対する自動化されたアクションに起因す
るステータスです。

– 「ステータス(詳細)」属性: 有効なステータスは承認者によります。
タスク・ルールを操作するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、 「タスク」の順にクリックします。
2. 「ルール」タブを選択して「新規ルール」を開きます。次の情報を表示できます:

• 順序: 優先順位。
• ルール: ルールの名前
• 条件: ルールを実行する前に存在している必要がある条件の選択

3. 「ルール」で、使用するルール・タイプを選択します。
• タスクの自動承認
• タスクの自動送信
• タスク送信の防止
• タスク承認の防止
• タスク却下の防止
• 更新時に電子メールを送信
• 「フィルタの作成」 を選択して条件セクションに移入するか、「保存済フィルタの使用」
を選択してからフィルタを選択します。ルールに対して選択および構成されたフィル
タが、適用するルールをトリガーする条件を決定します。

ノート:

ルール定義を変更すると、監査ログに追加情報が追加されます。変更内容は、「履
歴」タブと「監査レポート」の両方で表示できます。

4. オプション: 「説明」で、ルールを構成した理由と使用方法を説明します。
5. 「承認者レベル」では、すべてのレベルのルールを選択するか、承認者レベルを選択しま
す。

6. フィルタを選択し、適用するルールをトリガーする条件を決定します。
• 保存済フィルタの使用: 保存済フィルタに関連付けられた条件の読取り専用バージョ
ンが「条件」セクションに表示されます。

• フィルタの作成: 「条件」セクションが有効になります。詳細フィルタに適用する条件
を選択します: 「組合せ」、「ソース」、「属性」、「演算子」および「値」。

7. 「タスクのフィルタ」で、条件を適用する対象のタスク(「現在のタスク」、「任意の先行」、
「特定のタスク」(タスク IDを指定))を選択します。
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8. 関連項目:

• タスク・プロパティの設定
• タスク・パラメータの設定
• タスクの指示の指定
• ワークフローの選択
• タスクの質問の追加
• タスク参照者の設定
• 先行タスクの設定
• タスクの属性の適用
• タスク履歴の表示

タスク履歴の表示
各タスクについて、システムでは、日付の入替えや所有権の変更など、タスクに対して行われ
た変更の履歴を保持します。各変更レコードには、フィールド、追加、作成、変更などの変更
タイプ、古い値と新規の値、変更を行ったユーザー、および変更が行われた日付が含まれます。
このタブの情報は読取り専用です。
タスク履歴を表示するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、 「タスク」の順にクリックします。
2. タスクを選択します。
3. 右側の「履歴」タブを選択します。
4. 終了したら、「保存して閉じる」をクリックします。

「タスク」ダイアログ・ボックスの操作
「スケジュール・タスク」ページからタスクのリストを表示できます。使用可能なスケジュール
のリストを日付またはステータスでフィルタできます。
「スケジュール・タスク」ページからタスクを表示するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、 「タスク」の順にクリックします。
2. 「スケジュール」でスケジュールを選択するか、リストをフィルタしない場合は「すべて」
を選択します。

3. オプション: スケジュール・リストを年または期間でフィルタするには、年または期間を選
択します。

4. オプション: スケジュール・リストをステータスでフィルタするには、「スケジュールのス
テータス」からステータスを選択します。

5. タスクを選択します。
6. 右側の「プロパティ」タブをクリックすると、次のフィールドが表示されます。

• 名前
• タスク ID

• ステータス
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• スケジュール
• 優先度
• タスク・タイプ
• タスク・タイプ
• 説明
• 所有者
• 開始日
• 終了日
• 期間
• 実際の開始日
• 実際の終了日
• 実際の期間

7. 「指示」をクリックすると、指示が表示されます。
8. 「アラート」をクリックすると、現在のアラートが表示されます。
9. 「ワークフロー」をクリックすると、タスクの担当者が表示されます。
10.「属性」をクリックすると、タスクの属性が表示されます。
11.「質問」をクリックすると、タスクに対して投稿された質問が表示されます。
12.「コメント」をクリックすると、タスクに対して投稿されたコメントが表示されます。
13.「関連タスク」をクリックすると、関連タスクが表示されます。先行タスクまたは後続タス
クを表示できます。

14.「パラメータ」をクリックすると、ダッシュボード、クラスタ、アプリケーションなどが表
示されます。

15.「履歴」をクリックすると、タスクの変更の監査証跡が取得されます。「すべてのアクティ
ビティ」、 「過去 7日間」、「今日」などの、タスクのアクティビティを表示できます。

16.「アクション」をクリックして、次のアクションのいずれかを選択します:

• タスクの送信
• タスクの中止: タスクを取り消します。タスクを(強制的に閉じずに)取り消す目的は、
プロセスの進行を妨げずに、後続タスクの続行を回避することです。

• タスクの強制クローズ
• リフレッシュ

17.「閉じる」をクリックします。

タスクのインポートおよびエクスポート
タスクのインポート
タスクをインポートするには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、 「タスク」の順にクリックします。
2. タスクを選択し、「アクション」、「タスクのインポート」の順にクリックします。
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3. 「参照」をクリックしてインポート・ファイルを検索します。
4. 「インポート・タイプ」を選択します。

• 置換: タスクの定義を、インポート・ファイル内の定義で置き換えます。このオプショ
ンでは、タスクの詳細を、インポートするファイル内の詳細に置き換えます。インポ
ート・ファイルに指定されていないスケジュール内の他のタスクには影響しません。
スケジュール内のタスクで、インポート・ファイル内のタスク IDに一致するものが変
更されるという警告が表示されます。タスクを上書きしない場合は、「取消し」をクリ
ックします。
置換対象のタスクへの添付を保持するには、「添付の保持」を選択します。

• 更新: タスクの部分的な情報を更新します。たとえば、インポート・ファイルで、タス
クの指示の変更、所有者、担当者および承認者の再割当て、あるいは一部の属性の削
除と新しい属性の追加を行った場合が考えられます。また、同じ変更を多数のタスク
に行った(400タスクのうち 100のタスクに新しい属性を追加するなど)場合も考えら
れます。更新オプションは、タスクの詳細を完全に置き換えるものではありません。
ファイルに指定されているタスク・プロパティの詳細のみが更新されます。たとえば、
インポート・ファイルにタスクの指示の列しかない場合、タスクの名前、担当者、属
性やその他のプロパティには影響しません。

• 削除: タスクおよび関連情報を、ファイルに指定されたタスク IDのリストに基づいて
削除します。削除の実行に必要な情報は、タスク IDの列が含まれたファイルです。

5. 「日付フォーマット」を選択します。
使用可能な日付フォーマットのドロップダウン・リストから、フォーマットを選択します。
日付フォーマットは変換されません。デフォルトで、日付フォーマットはエクスポートさ
れたファイルの場所のロケールの日付フォーマットに設定されます。

6. インポート・ファイルの「ファイル区切り文字」として「カンマ」または「タブ」を選択
します。任意の 1文字を他の区切り文字として指定するには、「その他」を選択します。

7. 「インポート」をクリックします。
タスクのエクスポート
タスクをエクスポートするには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、 「タスク」の順にクリックします。
2. タスクを選択し、「アクション」、「タスクのエクスポート」の順に選択します。
3. エクスポート・オプションを選択します:

• 「すべてのタスク」または「選択したタスク」を選択します
• 「フォーマット」の場合、「フォーマットされたデータ(表示列のみ)」または「今後のイ
ンポート用のフォーマットされていないデータ」を選択します。

ノート:

管理者またはパワー・ユーザーである場合は、フォーマットを選択できます。ユ
ーザーのセキュリティ権限がある場合、「フォーマット」オプションはデフォルト
で「フォーマットされたデータ(表示列のみ)」になり、これは変更できません。

4. 「エクスポート」をクリックします。「フォーマットされたデータ(表示列のみ)」または「今
後のインポート用のフォーマットされていないデータ」の選択に応じて、ファイルが Excel
形式または CSV形式でダウンロードされます。
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5. 「閉じる」をクリックします。

タスクの編集
ステータスとセキュリティ権限に応じてタスクを編集できます。たとえば、タスクの説明、属
性または終了日を編集できます。
タスク・リストの「オープン」タスクについては、タスクが開始しているため、開始日を編集
できません。期間または終了日のみ変更できます。指示、質問、担当者または承認者は編集で
きず、先行タスクの追加、削除または編集もできません。担当者または承認者は、「タスク・ア
クション」ワークフローから再割当てできます。
タスクを編集するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックし、編集するタスクを強調表示します。 「編
集」アイコンが有効になります。

2. 「編集」アイコンをクリックします。
3. タスク属性を編集するには:

「属性」タブをクリックします。
属性を追加するには、 「追加」アイコンをクリックして「属性の割当の追加」ダイアロ
グ・ボックスを表示し、次の選択を行います:

• 属性: 定義された属性のリストから属性を選択します。
• タイプ: このフィールドは編集不可であり、「属性」によってデータが移入されます。
• 値: 属性のタイプに関連付けられた値を選択します。たとえば、フォーマット済数値属
性の場合は数値、リスト属性の場合はリスト、複数行のテキストの場合はスクロール
せずに表示できる複数行のテキスト、個人名、ユーザー、はい/いいえ属性の場合は「は
い」または「いいえ」です。

• アクセス: 属性へのアクセス権を選択します。
4. 「OK」をクリックします。

添付の追加
タスクに含める必要のある添付(Wordファイル、Excelスプレッドシートやその他のドキュメ
ント)がある場合、次のいずれかの方法を使用してドキュメントをタスクに添付できます。複数
のアイテムを同時に添付できます。「OK」をクリックすると、添付したすべてのドキュメント
がシステムによってアップロードされます。
タスクに添付を追加するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、 「タスク」の順にクリックします。
2. タスクを選択します。
3. 「コメント」タブを選択します。
4. 「添付ドキュメント」アイコンをクリックし、「添付の追加」ダイアログ・ボックスを開
きます。

5. 次のいずれかのオプションを使用してドキュメントを添付します。
• ドキュメントの場所を参照します。
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• ドキュメントをローカル・ディレクトリから直接ドラッグ・アンド・ドロップします。
6. オプション: ドキュメントの名前を変更します。
7. 「OK」をクリックします。

タスクのソート
「タスク・リスト」から、タスクを昇順または降順にソートできます。「スケジュール名」、「ス
テータス」、「所有者」、「開始日」、「終了日」または「期間」でソートできます。
タスクをソートするには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックしてから、 「タスク」をクリックします。
2. 「ソート」アイコンが表示されるまで列ヘッダーにマウス・カーソルを合せ、「昇順ソート」
または「降順ソート」をクリックします。

タスクの検索
「タスク検索」機能を使用して、特定のタスクを検索できます。たとえば、「ロード」と入力し
てロード・タスクを検索できます。単語全体またはその一部を使用して検索できます。「前」ボ
タンと「次」ボタンを使用して結果をスクロールできます。
タスクを検索するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックしてから、 「タスク」をクリックします。
2. 「検索」フィールドにタスク名を入力します。
3. 「前」または「次」をクリックして、検索条件に一致する前または次のタスクを検索しま
す。

タスクの移動
ビューを使用して、タスクを移動できます。たとえば、「ガント」ビューでタスクを移動できま
す。

ノート:

移動は、親タスクには使用できません。

タスクを移動するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックしてから、 「タスク」をクリックします。
2. タスクを選択します。
3. タスクを右クリックし、新しい場所にドラッグするか、タスクを切取り、コピーおよび貼
付けします。

4. タスクの移動先に移動し、「OK」をクリックします。
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タスクの切取り、コピー、貼付け
テンプレートおよびスケジュール内のタスクの切取りとコピーができます。たとえば、あるス
ケジュールまたはテンプレートからタスクをコピーし、それを別のテンプレートまたはスケジ
ュールに貼り付けられます。
タスクを貼り付けると、「タスクの詳細」ダイアログ・ボックスが開き、貼り付けているタスク
に変更を加えることができます。
タスクを親タスクに貼り付けた場合、貼り付けられたタスクは親タスクの子になります。タス
クを子タスクに貼り付けると、貼り付けたタスクは子タスクの兄弟になります。

ノート:

「切取り」、「コピー」および「貼付け」機能は、親タスクには使用できません。「切取
り」機能は、スケジュールされた(「オープン」または「クローズ済」の)タスクには使
用できません。

タスクを切取り、コピーまたは貼付けするには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックし、タスクを選択します。
2. タスクを右クリックしてアクションを選択するか、メイン・ツールバーで「アクション」
をクリックし、次を選択します:

• 切取り: タスクを切り取ってクリップ・ボードに入れます。
• コピー: タスクをコピーしてクリップ・ボードに入れます。

3. タスクを右クリックし、「貼付け」を選択するか、メイン・メニューのツールバーで「アク
ション」をクリックし、「貼付け」を選択します。
「タスクの詳細」ダイアログ・ボックスが開き、貼り付けているタスクに変更を加えること
ができます。

4. 「OK」をクリックして貼付け操作を完了します。
タスクが挿入され、ビューおよびフィルタ・ビューがリフレッシュされて、貼り付けられ
たタスクが表示されます。

手動および自動タスクの再オープン
タスクを再オープンし、先行と後続の関係を再確立することを選択できます。このことは、手
動のエンド・ユーザー・タスクと自動タスクの両方で可能です。自動タスクを再オープンする
と、タスクは同じパラメータで実行されます。自動タスクのパラメータを変更する必要がある
場合は、クローズ済自動タスクを編集して「タスクの再オープン」を選択します。
手動タスクの再オープン
タスクを再度開くには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、 「タスク」の順にクリックします。
2. クローズ済タスクを選択し、「オープン」をクリックするか、タスク名をクリックします。
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3. 「アクション」ダイアログで、「アクション」メニューから「タスクの再オープン」を選択
します。
タスクが再オープンされたときにどの後続を自動的に再オープンして先行リンクを復元す
るかを選択できます。次の後続タスクのリストから、すべて、なし(デフォルト)または再オ
ープンするサブセットを選択できます。
表 13-15 後続タイプ - ユース・ケース例

後続タイプ 説明 ユース・ケース例

直接の後続 最も単純なケースは後続が一続
きになるもので、最も一般的な
ケースと考えられます。再オー
プンされるタスクの後続のう
ち、クローズ済またはエラー(可
能性は低い)の各タスクが、再オ
ープンに適格になります

タスク Aが再オープンされる
と、タスク B、タスク Cおよび
タスク Dが再オープンできるよ
うになります。

混合ステータス後続 オープンまたは保留中のタスク
があった場合、そのタスクと後
続のタスクは再オープンに適格
になりません。

タスク Aが再オープンされる
と、タスク Bのみが再オープン
できるようになります。

複数の後続 タスクには複数の後続がある場
合があります。それぞれの分岐
をたどって適格なタスクが決定
されます。これがツリーの末端
まで続きます。

タスク Aが再オープンされる
と、タスク B、タスク C、タス
ク Dおよびタスク Eが再オー
プンできるようになります。

親タスク 親タスクがクローズされている
場合は、子のタスクが再オープ
ンされる前に自動的に再オープ
ンされます。このケースでは、
親のすべての後続タスクが再オ
ープンに適格になります。

タスク Aが再オープンされる
と、タスク B、タスク C、タス
ク Dおよびタスク Eが再オー
プンできるようになります。親
Aは自動的に再オープンされま
す。

• 適格な後続タスクがない場合、「タスクの再オープン」ダイアログに、指定のタスクを
再オープンするように求める確認メッセージが表示されます。
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– ダイアログを閉じてタスクを再オープンするには、「はい」,をクリックします。
– タスクを再オープンしないでダイアログを閉じるには、「いいえ」,をクリックしま
す。

• 再オープンされるタスクに対して適格な後続がある場合は、「タスクの再オープン」ダ
イアログに、確認メッセージとチェック・ボックスが付いた後続のリストが表示され、
再オープンするものを選択できます。

ノート:

エラーや警告のために正常に完了しなかった自動タスク、または強制的に閉
じた自動タスクは、後続リストに表示されません。

– 「名前」チェック・ボックス: 「名前」チェック・ボックスを選択すると、後続の全
選択と全選択解除が切り替わります。デフォルトでは、これは選択が解除されてい
て、すべてのタスクの選択が解除されています。

– 後続名: 後続タスクの横にあるチェック・ボックスを選択すると、タスクが再オー
プンするときにリセットされます。

– 世代: 再オープンするタスクからの距離を示す読取り専用フィールド。親タスク
は、この計算ではカウントされません。

– 関係: 再オープンするタスクとの関係を表示する読取り専用フィールド。
– ダイアログを閉じてタスクを再オープンするには、「はい」をクリックします。
– タスクを再オープンしないでダイアログを閉じるには、「いいえ」をクリックしま
す

4. 先行タスクを追加または削除し、「保存して閉じる」をクリックします。
関係を指定します:
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• 先行タスクを指定します。次のいずれかを選択します:

– 先行がある場合は、このオプションを選択できます: 先行の関係を再確立 - タスク
が元の順序で開きます。

– 先行の関係を無視 - すべてのタスクがすぐに再度開きます。
• 後続タスクを指定します:

a. 「後続のタスクを再度開く」を選択します。後続のリストが表示されます。
b. 後続タスクを選択します。

5. 「OK」をクリックして閉じます。タスクの詳細ダイアログ・ボックスが閉じて、選択内容
に基づいてタスクが再び開きます。「OK」をクリックするか、それ以外の場合は「取消し」
をクリックします。

自動タスクの再オープン
自動タスクを再オープンして自動化のパラメータを変更するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、 「タスク」の順にクリックします。
2. クローズ済自動タスクを選択して、 「編集」アイコンをクリックします。
3. 「タスクの詳細」ダイアログで、「再度開く」をクリックします。これで、タスクが編集可
能になりました。

4. パラメータのタブをクリックし、必要に応じてパラメータを更新します。
5. 「保存して閉じる」をクリックします。
自動タスクを再オープンする確認メッセージがサービスによって表示されます。
• ダイアログを閉じてタスクを再オープンするには、「はい」,をクリックします。
• タスクを再オープンしないでダイアログを閉じるには、「いいえ」,をクリックします。
再オープンされるタスクに対して適格な後続がある場合は、「タスクの再オープン」ダイア
ログに、確認メッセージとチェック・ボックスが付いた後続のリストが表示され、再オー
プンするものを選択できます。前の項の手動タスクの再オープンを参照してください。

タスクの送信
タスクを送信するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックしてから、 「タスク」をクリックします。
2. 送信する必要のあるタスクを選択します。
複数選択する場合、1つ 1つ選択するには[Ctrl]を押し、ある範囲を選択するには、[Shift]
を押しながら、その範囲の最初と最後をクリックします。

3. 「タスクの送信」を選択します。これでタスクが完了することを示す警告が表示されます。
続行するには、「はい」をクリックします。

4. エラーを確認し、「OK」をクリックします。

タスクの承認または却下
タスクを承認または却下するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックしてから、 「タスク」をクリックします。
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2. 承認または却下する必要のあるタスクの名前を選択します。
複数のタスクを選択するには、[Ctrl]を押すか、[Shift]を押しながら目的の範囲の最初と最
後の行をクリックします。

3. 選択したタスクを強調表示し、「アクション」で「ステータスの設定」を選択してから、「承
認」または「却下」を選択します。

4. エラーを確認し、「OK」をクリックします

タスクの請求またはリリース
タスク・マネージャでは、単一タスクまたは複数のタスクを一度に請求およびリリースできま
す。タスクに関連付けられているユーザーは、タスクを請求またはリリースできます。
別のユーザーからタスクの請求ができると、ユーザーがタスクの請求を行ったが、欠席などの
ためにタスクを完了できない場合に役立ちます。
タスクが請求されると、担当者はタスクの請求者に変わります。
タスクがリリースされると、担当者はそのタスクに関連付けられなくなります。

Note:

バルク更新機能が有効になっている場合は、複数のタスクを一度に請求またはリリー
スできます。

タスクのアクション・メニューを使用したタスクの請求またはリリース
タスクの「アクション」メニューからタスクを請求またはリリースするには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、 「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. 請求またはリリースするタスクをクリックするか、タスクを選択して 「開く」アイコン
をクリックします。

3. 「アクション」メニューで、「請求」または「リリース」をクリックします。
確認を求めるポップアップ・メッセージが表示されます。

4. 「はい」をクリックします。
タスクが正常に請求またはリリースされたことを示す確認メッセージが表示されます。
エラーが発生した場合、エラーを確認して修正し、同じステップを実行して、タスクを請
求またはリリースします。

5. 「閉じる」をクリックして、ダイアログ・ボックスを閉じます。
タスク・リストからのタスクの請求またはリリース
タスク・リストからタスクを請求またはリリースするには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、 「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. 請求またはリリースするタスクを選択します。
複数のタスクを選択するには、[Ctrl]を押すか、[Shift]を押しながら目的の範囲の最初と最
後の行をクリックします。選択したタスクが強調表示されます。

3. 「アクション」で「更新」をクリックし、「請求」または「リリース」をクリックします。
確認を求めるポップアップ・メッセージが表示されます。
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4. 「はい」をクリックします。
「タスク・アクションの結果」ダイアログ・ボックスに、ステータス、選択したタスクの
数、考慮したタスク、正常に処理されたタスクおよび失敗したタスクに関する情報が表示
されます。プロセスのステータスは次のいずれかです:

• 処理中
• 正常に完了
• エラーで完了
視覚的なインジケータに完了率が表示されます。エラーで完了したタスクについては、ダ
イアログ・ボックスにエラーが表示されます。「Excelにエクスポート」アイコンをクリッ
クし、表示されたエラーを Excelファイルにエクスポートできます。エラーを確認して修
正し、同じステップを実行して、タスクを請求またはリリースします。

5. 「閉じる」をクリックして、ダイアログ・ボックスを閉じます。

タスクの再割当ての管理
ユーザーを別のタスクに再割当てすることが定期的に必要になる場合があります。たとえば、
タスクを従業員に割り当てたが、後でその従業員が退職し、別の従業員がこれらのタスクを引
き継ぐ場合があります。「再割当」機能を使用すると、あるユーザーに関連付けられているタス
クをすばやく検索して、別のユーザーに再割当てできます。
ワークフロー・ユーザー(担当者および承認者)は、「タスク・アクション」ダイアログ・ボック
スから、単一タスクに対するワークフローの役割の再割当てを要求できます。これらの要求に
は承認が必要です。管理者およびスケジュール/テンプレートの所有者は、承認を必要とするこ
となく、「タスクの編集」ダイアログ・ボックスを使用して、タスクを再割当てできます。
タスクが再割当てされると、再割当てされたユーザーに電子メールの通知がすぐに送信されま
す。
再割当てを要求するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックしてから、 「タスク」をクリックします。
2. タスクをクリックすると、タスク・プロパティが開きます。
3. 「アクション」メニューをクリックして、「再割当ての要求」を選択します。
4. 入力するか、「検索」をクリックして再割当て対象のタスクを見つけます。
5. 「再割当要求の作成」で、「ユーザーの選択」アイコンをクリックし、「対象ユーザー」を選
択します。

6. 「再割当」で、再割当て対象のタスクを選択します:

• 選択したタスク
• 選択したタスクおよび将来のタスク

7. 再割当てについて「理由」を入力します。
8. 「OK」、「閉じる」の順にクリックします。

自動タスク実行
自動タスクのステータスは、「スケジュール・タスク」ページに表示されます。
タスクのステータスを表示するには:
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1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックしてから、 「タスク」をクリックします。詳細
は、「タスク」ダイアログ・ボックスの操作を参照してください

2. 「リフレッシュ」アイコンをクリックして、タスク・リスト内のタスク詳細を更新しま
す。

「プロセスの自動化」タスクの場合、開始時刻になるとタスク・マネージャによってビジネス・
プロセスが実行されます。ビジネス・プロセスが完了すると、タスクに完了のマークが付きま
す。
このプロセスの実行中、タスク・マネージャはジョブをターゲット・アプリケーションに送信
し、アプリケーションはジョブ IDを返します。ほとんどのタスクがバックグラウンドで実行さ
れます。タスク・マネージャは、ターゲット・アプリケーションをポーリングして、定期的に
ジョブのステータスを確認します。最初のポーリング間隔は 1秒未満ですが、徐々に最大 15
分まで拡大します。次の表に示すように、ポーリング間隔はタスクの完了にかかる時間に比例
します。ポーリング間隔により、タスク・マネージャと基礎となるアプリケーションの両方に
おいてジョブ完了ステータスの頻繁な問合せに関連するオーバーヘッドが減り、それによって
最適なシステム・パフォーマンスが確保されます。

プロセス自動化実行時間 タスク完了ステータスの更新にかかる追加時間
1分 最大 1秒
10分 最大 15秒
1時間 最大 2分
5時間 最大 9分
10時間 最大 15分

Note:

ジョブの完了後にタスク・ステータスが更新されていない場合、タスクをすぐに強制
的に閉じないでください。実行時間が長いタスクの場合は最大 15分待つか、前述の
タイミングに従って待つことをお薦めします。

イベント・モニタリング・タスクの場合、開始時刻になるとタスク・マネージャによってイベ
ント・モニターが実行されます。タスク・マネージャが他のアプリケーションからイベント通
知を受信すると、タスク・ステータスが更新されます。

タスクの取消し
タスクを強制的に閉じずに取り消す目的は、後続タスクの続行を回避し、プロセスを引き続き
進行させることです:

• 「終了時に開始」または「エラー終了時に開始」の先行タスクが取り消された場合、その後
続タスクは保留中のままです。プロセスを引き続き進行させるには、後続タスクを編集し
て、取り消された先行タスクを削除し、後続タスクを開始する必要があります。

• 「終了時に終了」または「エラー終了時に終了」の先行タスクを取り消した場合、プロセス
を引き続き進行させるには、タスク所有者、スケジュール所有者または管理者が後続タス
クを強制的に閉じる必要があります。
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タスクの削除
不要になったタスクは削除できます。タスク削除するには、サービス管理者またはパワー・ユ
ーザーのセキュリティ権限が必要です。
スケジュールでは、ステータスが「保留中」のタスクのみを削除できます。ステータスが「オ
ープン」または「クローズ済」のタスクは削除できません。親タスクを削除する場合、親のみ
を削除するのか、親と子を削除するのかを選択できます。
タスクを削除するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックしてから、 「タスク」をクリックします。
2. 「アクション」をクリックし、 「削除」を選択します。
3. 確認のプロンプトで「はい」をクリックします。

サービスの管理
「サービス」(ホームページ > 「アプリケーション」 > 「サービス」)オプションを使用すると、
特定のサービス関連タスクのステータスを表示できます。緑色は実行中であることを示しま
す。「サービス」から実行するアクションは、「今すぐ実行」または「再起動」です。

Note:

「今すぐ実行」を使用すると、オープン・タスクの実行などのアクションを即座に実
行できます。「再起動」は、サービスがシャットダウンし、このオプションが緑色に
なっていない場合にのみ使用する必要があります。再起動では、サービス自体を実行
しないで、サービスがリセットされます。

• システム・メンテナンス: ユーザー同期プロセスやデータベースのクリーン・アップなどの
ようにタスク・マネージャがタスク内で定期的に実行するアクションのことで、日次メン
テナンスと呼ばれるクラウド・レベルのアクションとは異なります。「ツール」、「日次メン
テナンス」の順にクリックしてアクセスする日次メンテナンスには、テストまたは本番環
境のクラウドで実行される運用メンテナンスやバックアップ・スナップショットなどのア
クションが含まれます。

• タスクの電子メール通知: 作業が割り当てられていることをユーザーに通知するために使
用されます。サービス管理者は、「サービス」のオプションを使用して「再起動」または
「今すぐ実行」できます。

Note:

– サービス管理者が電子メール通知をオフにするために使用できる別のオプシ
ョンがあります。「アプリケーション」 → 「構成」 → 「設定」 → 「システ
ム・メンテナンス・プロセス」の順に選択します。

– 電子メール通知には、電子メールの発信元がわかるように、サービスおよび
テナント情報がフッターに含まれています。

Chapter 13
タスクの管理

13-114



• [スケジュール名]モニター: オープン状態で、将来的にタスクが含まれるそれぞれのスケジ
ュールで使用できます。このオプションは、スケジュール内でタスクを開く必要があるか
どうかを確認します。

• タスク・ステータスの更新: プロセスが自動化されたタスクを実行およびモニターするバッ
クグラウンド・サービスです。

スケジュールの管理
スケジュールは、特定のビジネス・プロセスに対して実行する必要のあるタスクの時間順のセ
ットを定義するもので、カレンダにテンプレートを適用したものです。たとえば、四半期テン
プレートを第 1四半期の Q1FY19として適用し、そのテンプレートを第 2四半期の Q2FY19と
して再び適用できます。
作成、インポートまたはデプロイできるスケジュールの最大数は 100,000です。
スケジュールのステータスは、「保留中」、「オープン」、「クローズ済」または「ロック済」で
す。スケジュールのステータスを「保留中」から「オープン」に、または「オープン」から「ク
ローズ済」や「ロック済」に変更できます。

ノート:

• スケジュールを「オープン」に設定すると、「保留中」にリセットできません。
• スケジュールを「ロック済」に設定した後、そのステータスは変更できません。
• スケジュールの所有者および参照者は、スケジュールが削除されると電子メール
で通知されます。

• 担当者または承認者が再割当を要求すると、管理者およびスケジュール所有者に
再割当要求通知が即時に送信されます。

スケジュールの手動作成
スケジュールを作成するには、管理者またはパワー・ユーザーであることが必要です。パワー・
ユーザーは、テンプレートで「スケジュールの作成」を実行するか、「スケジュールの管理」か
ら「新規」を選択できます。「スケジュールの管理」ページからスケジュールを手動で定義する
か、テンプレートからスケジュールを作成できます。テンプレートからスケジュールを作成す
ると、すべての値がテンプレート定義から継承されます。
スケジュールの作成についてさらに学習するには次のビデオを参照してください。

 スケジュールの作成
スケジュールを手動で作成するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックします。
2. 「タスク・マネージャ」をクリックします。
3. 左側の 「スケジュール」タブをクリックします。
4. 「新規」をクリックします。
5. スケジュール・タブでスケジュール情報を入力します。
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• スケジュール・プロパティの設定
• スケジュールへの指示の追加
• スケジュール参照者の割当て
• スケジュール属性の適用
• 日ラベルの追加
• スケジュール・ルールの操作
• スケジュール履歴の表示

スケジュール・プロパティの設定
「プロパティ」タブでは、スケジュールの名前、説明、開始日および終了日、所有者を設定でき
ます。スケジュール所有者は、管理者またはパワー・ユーザーである必要があります。デフォ
ルトの所有者は現在のユーザーです。開始日と終了日により、スケジュールの初期日付範囲を
指定しますが、スケジュールの作成後、それより前または後の日付でタスクを追加でき、最も
早い日付と遅い日付を反映するために、プロパティが更新されます。
スケジュール・プロパティを設定するには:

1. 新しいスケジュールを作成し、「プロパティ」タブを選択します。
• 名前: 最大 80文字まで入力できます。
• 説明: 最大 255文字まで入力できます。
• 組織単位
• 開始日: スケジュールの開始日
• 終了日: スケジュールの終了日
• 年
• 期間
• 日ゼロの日付: 日ゼロとして割り当てる日付
• 「所有者」: デフォルトの所有者を使用するか、 「所有者の選択」をクリックします。
• ステータス

ノート:

「ステータス」フィールドは、新しいスケジュールが保存された後、表示され
るようになります。スケジュールのステータスは、「保留中」に初期設定さ
れ、表示専用です。

• ソース・テンプレート
2. 保存して閉じるには、「OK」をクリックするか、別のタブをクリックします。すべてのエ
ントリが保存されます。

3. スケジュール・タブでスケジュール情報を入力します。
• スケジュールへの指示の追加
• スケジュール参照者の割当て
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• スケジュール属性の適用
• 日ラベルの追加
• スケジュール・ルールの操作
• スケジュール履歴の表示

スケジュールへの指示の追加
スケジュールの指示とサポート・ドキュメントを指定できます。これらは、スケジュール内の
すべてのタスクによって継承されます。
スケジュールに指示を追加するには:

1. 新しいスケジュールを作成し、「指示」タブを選択します。
2. 「指示」に、スケジュールの指示を入力します。
3. 参照を追加するには:

a. 「参照」セクションで、 「追加」をクリックします。
b. 「参照タイプ」リストから、次のいずれかのタイプを選択します。

• ローカル・ファイル:

「ファイルの選択」をクリックし、ファイルを選択して添付し、名前を入力して
「OK」をクリックします。

• URL:

URLを入力してから URLの名前を入力し(https://www.oracle.comと Oracleな
ど)、「OK」をクリックします。

4. 保存して閉じるには、「OK」をクリックするか、「参照者」タブをクリックします。すべて
のエントリが保存されます。

5. スケジュール・タブでスケジュール情報を入力します。
• スケジュール・プロパティの設定
• スケジュール参照者の割当て
• スケジュール属性の適用
• 日ラベルの追加
• スケジュール・ルールの操作
• スケジュール履歴の表示

スケジュール参照者の割当て
「参照者」タブでは、スケジュールの参照者権限を割り当てることができます。スケジュールに
は複数の参照者がいる場合がありますが、参照者には製品のセキュリティ役割が必要です。参
照者は、スケジュールのすべてのタスクに対する読取り専用アクセス権を付与されます。

ノート:

タスクの「参照者」の役割を持つユーザーのみが質問に回答できます。
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参照者権限を割り当てるには:

1. 新しいスケジュールを作成し、「参照者」タブを選択します。
2. 「追加」をクリックします。
3. ユーザーまたはグループで検索するには、 「ユーザーの検索」アイコンをクリックし、
「ユーザー」または「グループ」を選択します。

4. ユーザー名または名前の一部を入力し、「検索」をクリックします。
5. ユーザーを識別するには、「詳細」をクリックし、「ユーザー ID」または「電子メール」を
入力します。

6. 「検索結果」リストで、ユーザーを選択します。
7. グループ、役割、割当てなど、ユーザーに関する詳細は、「詳細」をクリックします。
8. 「追加」または「すべて追加」をクリックして、ユーザーを「選択済」リストに移動しま
す。

ヒント:

ユーザーを削除するには、ユーザーを選択し、「削除」または「すべて削除」をク
リックします。

9. 保存して閉じるには、「OK」をクリックするか、「属性」タブをクリックします。すべての
エントリが保存されます。

10. スケジュール・タブでスケジュール情報を入力します。
• スケジュール・プロパティの設定
• スケジュールへの指示の追加
• スケジュール属性の適用
• 日ラベルの追加
• スケジュール・ルールの操作
• スケジュール履歴の表示

スケジュール属性の適用
システムでスケジュールを見つけるために、属性をスケジュールに適用できます。属性を選択
する際に、属性タイプに基づいて属性の値を設定できます。後で属性値によってフィルタ処理
できます。
たとえば、「北部」、「南部」、「東部」および「西部」という値を持つ「販売地域」という名前の
「リスト」属性を持つことができます。現在のスケジュールは西部販売地域にのみ適用されるた
め、「販売地域」属性を追加し、この属性を「西部」に設定できます。
属性を適用するには:

1. 新しいスケジュールを作成し、「属性」タブを選択します。
2. 「追加」をクリックします。
3. 「属性」リストから、属性を選択します。
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4. 「値」では、属性に応じて、ドロップダウン・リストから属性の値を選択するか、値を入力
します。

5. 保存して閉じるには、「OK」をクリックするか、「日ラベル」タブをクリックします。すべ
てのエントリが保存されます。

6. 「スケジュール」タブでスケジュール情報を入力します。
• スケジュール・プロパティの設定
• スケジュールへの指示の追加
• スケジュール参照者の割当て
• 日ラベルの追加
• スケジュール・ルールの操作
• スケジュール履歴の表示

日ラベルの追加
カレンダ日のビジネス・アクティビティには、営業日ラベルを使用します。ラベルを使用して
マイルストーンとなる日をマークしたり、その日の目的を指定したりできます。
スケジュールに日ラベルを追加するには:

1. 新しいスケジュールを作成し、「日ラベル」タブを選択します。最大 20文字まで入力でき
ます。

2. 特定の日付に日ラベルを追加します。
3. 保存して閉じるには、「OK」をクリックするか、「ルール」タブをクリックします。すべて
のエントリが保存されます。

4. スケジュール・タブでスケジュール情報を入力します。
• スケジュール・プロパティの設定
• スケジュールへの指示の追加
• スケジュール参照者の割当て
• スケジュール属性の適用
• スケジュール・ルールの操作
• スケジュール履歴の表示

スケジュール・ルールの操作
スケジュール・ルールはスケジュール内のすべてのタスクに適用されるため、タスクのグルー
プにルールが適用されます。「スケジュール」ダイアログ・ボックスで構成されたルールは、新
規スケジュール・タスクにコピーされます。
使用可能なスケジュール・ルール:

• タスクの自動承認: 指定された条件を満たしている場合にのみ、指定された承認を自動的に
完了します。
このルールに適用される条件の例: 属性に指定の値がある場合(計算済属性を含む)。
条件を満たすと、指定の承認者レベルが完了としてマークされ、ワークフローが次の承認
レベルに進むか、他に承認レベルがない場合はクローズします。
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• タスクの自動送信: 指定された条件を満たしている場合、タスクを自動的に送信します。
条件を満たすと、担当者役割が完了としてマークされ、ワークフローが最初の承認レベル
に進むか、承認レベルがない場合はクローズします。

• タスク承認の防止: 属性値または他の特性に基づいて、タスクが承認されないようにしま
す。

• タスク送信の防止: 属性値または他の特性に基づいて、タスクが送信されないようにしま
す。

スケジュール・ルールを表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「スケジュール」タブをクリックします。
3. スケジュールをダブルクリックします。
4. 「ルール」タブを選択します。次の情報を表示できます:

• 順序: 優先順位
• ルール: ルールの名前
• 条件: ルールを実行する前に存在している必要がある条件の選択

5. ルールを編集するには、「ルール」タブで 「編集」をクリックして更新します:

• ルール: ルールを選択します。
• 説明: オプション。ルールを構成した理由と使用方法を説明します。最大 255文字ま
で入力できます。

• 承認者レベル: すべてのレベルのルールを選択するか、承認者レベルを選択します。
• 「フィルタの作成」を選択して条件セクションに移入するか、「保存済フィルタの使用」
を選択してからフィルタを選択します。ルールに対して選択および構成されたフィル
タが、適用するルールをトリガーする条件を決定します。

• 条件:

– 保存済フィルタの使用: 「条件」セクションに、保存済フィルタに関連付けられた
条件の読取り専用バージョンが表示されます。

– フィルタの作成: 「条件」セクションが有効になります。
「組合せ」、「ソース」、「属性」、「演算子」および「値」は、既存の高度なフィルタ
機能の場合と同様に動作します。

• 「タスクのフィルタ」で、条件を選択するタスクを指定します:

– 現在のタスク
– 任意の先行
– 特定のタスク(タスク IDを入力)

ノート:

ルール定義を変更すると、監査ログに追加情報が追加されます。変更内容は、「履
歴」タブと「監査レポート」の両方で表示できます。

6. スケジュール・タブでスケジュール情報を入力します。
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• スケジュール・プロパティの設定
• スケジュールへの指示の追加
• スケジュール参照者の割当て
• スケジュール属性の適用
• 日ラベルの追加
• スケジュール履歴の表示

必要なタスク・パラメータの設定
必須パラメータに値が入力されるまで、タスクは保留中の状態になります。指定された開始日
までに入力されない場合は、電子メール通知がタスク所有者に送信されます。さらに、そのタ
スクはビューの「要注意」の下に表示されます。必須パラメータに値が入力されると、タスク
が開始されます。

スケジュールを開く
タスクの追加、編集または作業を行うためにスケジュールを開きます。
スケジュールを作成すると、ステータスはデフォルトで「保留中」になります。スケジュール
の「表示」メニュー・オプションを選択すると、スケジュールの最終的な調整や、タスクの追
加、編集または削除を行うことができます。
スケジュールを実行するには、スケジュールの「ステータス」を「保留中」から「オープン」
に変更する必要があります。スケジュール・ステータスの設定を参照してください。
編集のためにスケジュールを開くには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「スケジュール」タブをクリックします。
3. 次のいずれかの方法を使用します:

• リストのスケジュールの右側にある「アクション」を選択し、「表示」を選択します。
• スケジュールをハイライトして「表示」アイコンをクリックします。
• ハイライトされたスケジュールを右クリックし、「表示」を選択します。

スケジュールの編集
スケジュールを編集して、名前、スケジュール、開始日および終了日などのプロパティを変更
できます。開始日をスケジュール内の最初のタスクより後の日付に変更したり、終了日をスケ
ジュール内の最後のタスクの前の日付に変更したりすることはできません。「オープン」または
「保留中」のスケジュールを編集して、保留中のタスクを変更できます。「クローズ済」または
「ロック済」のスケジュール内のタスクは追加、変更または削除できません。スケジュールを編
集するには、スケジュールの所有者か管理者であることが必要です。
スケジュールを編集するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「スケジュール」タブをクリックします。
3. スケジュールを選択し、 「編集」をクリックします。
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4. スケジュールを編集します。
5. 「OK」をクリックします。

スケジュールへのタスクの追加
スケジュールが「保留中」または「オープン」の場合は、そのスケジュールにタスクを追加で
きます。「クローズ済」または「ロック済」のスケジュールにタスクを追加することはできませ
ん。

ノート:

タスク・マネージャのスケジュールに追加できるタスクの最大数は 500,000です。

タスクをスケジュールに追加するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「スケジュール」タブをクリックします。
3. スケジュールを開きます。
4. タスクを追加します。

スケジュールへのタスクのインポート
テキスト・ファイルからタスクや部分的なタスク・データを、ステータスが「保留中」または
「オープン」のスケジュールにインポートできます。たとえば、Microsoft Excelスプレッドシー
トにタスクの定義が含まれている場合、ファイルを CSVファイルとして保存してから、スケジ
ュールにインポートできます。新しいタスクを個別に作成するかわりに、「インポート」機能を
使用して、CSVファイルのフィールドを編集し、そのファイルをインポートすることにより、
多くの反復タスクをすばやく追加できます。
「クローズ済」または「ロック済」ステータスのスケジュールにはタスクをインポートできませ
ん。

ノート:

決算後のタスクに対して「更新」オプションを使用してスケジュールにファイルをイ
ンポートする前に、インポート・ファイルから「所有者」、「担当者」、「承認者」およ
び開始日時の各フィールドを削除します。削除しないとエラーが発生します。

実行を開始したエンド・ユーザー・タスクに関する情報をインポートすると、ステータスがオ
ープン(担当者)にリセットされ、質問に対する回答がクリアされます。
タスクをスケジュールにインポートするには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「スケジュール」タブをクリックします。
3. 「タスクのインポート」をクリックします。
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4. インポートするファイルの名前を入力するか、「ファイルの選択」をクリックしてファイル
を検索します。

5. インポート・オプションを選択します:

• 置換: タスクの定義を、インポート・ファイル内の定義で置き換えます。このオプショ
ンでは、タスクの詳細を、インポートするファイル内の詳細に置き換えます。インポ
ート・ファイルに指定されていないスケジュール内の他のタスクには影響しません。

ノート:

「添付の保持」チェックボックスを選択して、置き換えられるタスクの添付を
保持できます。

• 更新: タスクの部分的な情報を更新します。たとえば、インポート・ファイルで、タス
クの指示の変更、所有者、担当者および承認者の再割当て、あるいは一部の属性の削
除と新しい属性の追加を行った場合が考えられます。また、同じ変更を多数のタスク
に行った(400タスクのうち 100のタスクに新しい属性を追加するなど)場合も考えら
れます。更新オプションは、タスクの詳細を完全に置き換えるものではありません。
ファイルに指定されているタスク・プロパティの詳細のみが更新されます。たとえば、
インポート・ファイルにタスクの指示の列しかない場合、タスクの名前、担当者、属
性やその他のプロパティには影響しません。

ノート:

スケジュール内のタスクで、インポート・ファイル内のタスク IDに一致する
ものが変更されるという警告が表示されます。タスクを上書きしない場合
は、「取消し」をクリックします。

• 削除: タスクおよび関連情報を、ファイルに指定されたタスク IDのリストに基づいて
削除します。削除を実行するために必要な情報は、タスク IDの列を含むファイルで
す。

6. オプション: 「添付の保持」を選択して、置き換えられるタスクに関連付けられた添付を保
持します。

7. 「日付フォーマット」を選択します。
使用可能な日付フォーマットのドロップダウン・リストから、フォーマットを選択します。
日付フォーマットは変換されません。デフォルトで、日付フォーマットはエクスポートさ
れたファイルの場所のロケールの日付フォーマットに設定されます。

8. インポート・ファイルの「ファイル区切り文字」で、「カンマ」または「タブ」を選択しま
す。任意の 1文字を他の区切り文字として指定するには、「その他」を選択します。

9. 「インポート」をクリックします。
• インポートに成功した場合は、スケジュール名、タスクを含むファイルの名前および
インポートされたタスクの合計数を示す「インポート成功」ダイアログ・ボックスが
表示されます。「OK」をクリックします。

• エラーが見つかった場合は、インポート・プロセスが実行されず、「インポート・エラ
ー」ダイアログ・ボックスにエラーが表示されます。エラーを表示し、「OK」をクリ
ックしてスケジュール・ページに戻ります。
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表 13-16 インポート・エラーのトラブルシューティング

エラー 解決方法
重複するタスク ID 重複するタスク IDの確認をします。タスク ID

は、テンプレートまたはスケジュール内で一意で
ある必要があります。タスクの作成を参照して
ください。

タスク名が長すぎます タスク名に使用できるのは、最大 80文字です。
タスク・プロパティの設定を参照してください。

組織の値 - "値が無効です" 組織の値は空白にできず、箇条書きにすること
や、複数行にすることはできません。

スケジュール内のタスクの更新
状況によっては、実行中のタスクに関する情報を手動で更新する必要があります。この場合、
タスクを再度開くことができます。タスクを再度開くと、そのステータスは「オープン(担当
者)」にリセットされ、情報を編集できます。たとえば、指示、参照、属性および質問を変更で
きます。変更を行った場合、質問に対する前の回答はクリアされます。
一連のタスクを再び開くと、先行関係は再構築されません。すべてのエンド・ユーザー・タス
クが、「オープン(担当者)」にリセットされます。タスクは「保留中」ステータスには戻りませ
ん。
次の条件で、タスクを再度開くことができます。

表 13-17 タスクを再度開くための条件

タスク・ステータス エンド・ユーザー
担当者/実行中 「指示」、「属性」または「質問」セクションでは、データの編

集やインポートができます。タスクは保存すると「担当者」
にリセットされ、質問に対する回答はクリアされます。

承認者 「指示」、「属性」または「質問」セクションでは、データの編
集やインポートができます。タスクは保存すると「担当者」
にリセットされ、質問に対する回答はクリアされます。

クローズ済/エラー 「タスクの詳細」から、タスク所有者は「再度開く」をクリッ
クしてタスクを再び開き、変更できます。タスクを保存する
と、「担当者」にリセットされます。

スケジュール内のタスクを更新するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「スケジュール」タブをクリックします。
3. スケジュールを開きます。
4. ステータスが「クローズ済」または「エラー」のタスクを選択して右クリックし、「表示」
を選択します。
「タスクの表示」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. 「再オープン」をクリックします。
6. タスクを編集します。
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7. 担当者はタスクを再び完了する必要がある、またはサービスが再び実行されるという警告
が表示されたら、続行する場合は「はい」を、取り消す場合は「いいえ」をクリックしま
す。

8. アクションを行います:

• 「クローズ済」タスクの場合、「閉じる」をクリックします。
• 「エラー」タスクの場合、「保存して閉じる」をクリックします。

スケジュールでのユーザーの再割当て
ユーザーを別のスケジュールに再割当てすることが定期的に必要になる場合があります。たと
えば、スケジュールを作成し、ユーザーに一定の権限を割り当てたが、後にその従業員が退職
し、別の従業員がそのスケジュールを引き継ぐ場合が考えられます。個々のスケジュールを手
動で検索し、開いて編集するかわりに、「スケジュール」ダイアログ・ボックスの「再割当て」
機能を使用して割当てを自動的に変更できます。「再割当て」機能では、1人のユーザーに関連
付けられているスケジュールをすばやく検索し、別のユーザーに再割当てできます。
一度に複数のスケジュールに対してユーザーを再割当てできます。これは、アプリケーション
に多数のスケジュールがある場合に役立ちます。
ユーザーを再割当てするには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「スケジュール」タブをクリックします。
3. ユーザーを再割当てするスケジュールを 1つ以上選択します。
4. 「アクション」、「ユーザーの再割当」の順にクリックします。
5. 「ユーザーの検索」では、 「ユーザーの検索」をクリックし、置換するユーザーの検索
条件を入力します:

a. 「ユーザーの選択」ダイアログ・ボックスで、ユーザーの姓名を入力し、「検索」をク
リックします。

b. 結果からユーザーを選択し、「OK」をクリックします。
6. 「置換」では、 「置換」アイコンをクリックし、タスクを再割当てする対象ユーザーの
検索条件を入力します:

a. 「ユーザーの選択」ダイアログ・ボックスで、ユーザーの姓名を入力し、「検索」をク
リックします。

b. 結果からユーザーを選択し、「OK」をクリックします。
7. 「次の間に終了」の日付を選択します。
8. 再割当てが必要なユーザーについて役割を選択します。

• 所有者
• 担当者
• 承認者
• 参照者

9. 「再割当て」をクリックします。
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プロセスが終了すると、ユーザーの再割当てが完了したことを示す「ユーザーの再割当 -
成功」メッセージが表示され、スケジュール名と、行われたユーザー再割当ての合計数が
表示されます。

プロセスが自動化されたタスクの許可
プロセスが自動化されたタスクを作成するときに、セキュリティ上の目的で、そのタスクが実
行されるユーザー・アカウントを指定します。セキュリティを維持するには、次の条件のどれ
かが発生した場合にタスクを実行するための許可が必要になる可能性があります:

• テンプレートから、または手動でタスクを追加して、「別名実行」ユーザーとして知られる
別のランタイム・ユーザーを持つプロセスが自動化されたタスクをスケジュールに追加し
た場合

• スケジュールを「オープン」ステータスに設定し、まだタスクが完了していない場合、シ
ステムでは自動的に許可のリクエストを発行します。

担当者(または所有者が担当者でもある場合はタスク所有者)以外のユーザーによってタスクの
パラメータが変更された場合、許可は許可なしにリセットされるので、パスワードを入力して
取得する必要があります。プロセスが自動化されたタスクの場合、指定またはデフォルトの「別
名実行」ユーザー以外のユーザーがパラメータを変更した場合、タスクは許可なしにリセット
されます。
許可は、プロセスが自動化されたタスクを実行するユーザーが、そのタスクを実行するための
アプリケーションやデータに対するセキュリティ権限を持っていることを保証します。ランタ
イム・ユーザーの資格証明を知っている管理者は、許可を実行したり、ユーザーに許可取得を
求めるリクエストを発行したりできます。
プロセスが自動化されたタスクの実行がスケジュールされているとき、許可がなければ、その
タスクは実行されず、ステータスが「要注意」に変わります。所有者または担当者がタスクを
編集する場合、タスクの詳細には、許可が必要であることが示されます。この場合、「別名実
行」ユーザーのみがタスクを許可できます。
許可のリクエストを受信したユーザーは、電子メール内のリンクから、またはアプリケーショ
ンにログオンすることで、「ワークリスト」の許可にアクセスできます。

ノート:

管理者、スケジュール所有者またはタスク所有者は、タスク開始日の前に、「スケジ
ュール」または「ワークリスト」からタスクを許可できます。タスク開始日の後は、
「別名実行」ユーザーのみがタスクを許可できます。

タスクを許可するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します

2. 左側の 「スケジュール」タブを選択します。
3. スケジュールを選択します。
4. 「アクション」、「タスクの許可」の順に選択します。
選択したスケジュールの「ユーザー」選択リストと、許可されていないタスクの表が表示
されます。ユーザー選択リストには、担当するプロセスが自動化されたタスクが保留中で、
許可が必要なユーザーが示されています。
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5. ユーザー選択リストから、ユーザーを選択します。
そのユーザーに許可されていないタスクのリストが表示されます。デフォルトでは、リス
トの先頭に自分のユーザー名が太字で表示されます。許可されていないタスクがない場
合、リストは空白です。

6. 許可の必要なタスクを選択します。
7. タスクの詳細を表示するために、タスク名をクリックし、タスクのパラメータを確認しま
す。

ヒント:

タスク所有者に電子メールで連絡するには、タスクの隣の所有者名をクリックし、
ユーザーの詳細を表示します。

スケジュール・ステータスの設定
スケジュール・ステータスの設定により、スケジュールのライフサイクルを管理します。現在
のステータスに応じて、スケジュールのステータスを「オープン」、「クローズ済」または「ロ
ック済」に設定できます。スケジュール・ステータスを設定するには、スケジュールの所有者
かサービス管理者であることが必要です。
一度に複数のスケジュールに対してステータスを設定できます。これは、アプリケーションに
多数のスケジュールがある場合に役立ちます。
次のステータスを使用できます:

• 保留中: スケジュールはまだアクティブではありません。スケジュールを作成する際は、ス
ケジュールに最終的な調整を加えたり、タスクを追加、編集または削除したりできるよう
に、ステータスはデフォルトで「保留中」になります。スケジュールのステータスが「保
留中」のときは、スケジュールを閉じたり、ロックすることはできません。

• オープン: スケジュールを実行するには、ステータスを「保留中」から「オープン」に変更
します。スケジュールが開かれると、定義に従ってタスクの実行が開始されます。開始の
日付、時刻および条件を満たしたタスクのステータスは「オープン」に設定され、タスク
の通知が担当者に送信されます。

• クローズ済: スケジュール上の作業が、スケジュールがアクティブでなくなって事後確認作
業を残すのみとなった段階で、ステータスを「クローズ済」に設定します。「クローズ済」
のスケジュールに新しいタスクを追加することはできません。ただし、ユーザーは完了し
ていないタスクの作業を続行できます。「クローズ済」のスケジュールは必要に応じて再度
開くことができ、ステータスが「オープン」に変わります。

• 「ロック済」: すべてのタスクが完了したら、ステータスを「ロック済」に設定します。ロ
ックされた後のスケジュールは変更できません。「ロック済」のスケジュールは編集できま
せんが、必要に応じてステータスを「オープン」に戻すことができます。

自動タスクはスケジュール内の定義済ワークフローに基づいて実行され、手動の操作は必要あ
りません。手動のユーザー・アクションに基づいて自動タスクを実行する場合は、次の 2つの
スケジューリング・オプションがあります:

• 基本タスクまたはエンド・ユーザー・タスクを自動タスクの「開始時に終了」の先行タス
クとして追加します。自動タスクは、先行タスクが完了して開始時刻に達すると実行され
ます。先行タスクの設定を参照してください。

• 自動タスクのワークフロー内で「別名実行」ユーザーを割り当てます。ワークフローの選
択を参照してください。自動タスクに対して「別名実行」ユーザーが指定されると、タス
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クの実行は、指定した「別名実行」ユーザー認証に基づいて行われます。自動タスクは、
開始時刻、先行タスクおよび「別名実行」認証の条件を満たした場合にのみ実行されます。
プロセスが自動化されたタスクの許可を参照してください。

ノート:

スケジュールのタスクの開始時間に達しても、システム自動タスクに対して許可
が与えられていなければ、タスクは「保留中」ステータスのままで、許可が必要
になります。

スケジュールのステータスを設定するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「スケジュール」タブをクリックします。
3. ステータスを設定するスケジュールを 1つ以上選択します。
4. 「アクション」、「ステータスの設定」の順にクリックするか、「ステータスの設定」ドロッ
プダウンを選択します。

5. 現在のステータスに応じて、次のステータス・オプションのいずれかをクリックします:

• オープン
• クローズ済
• ロック済

6. 変更に関するシステム警告(たとえば、ステータスを「オープン」に設定すると、現在の日
付のすべてのタスクの実行が開始されるという警告)が表示されます。ステータスの変更
を確認するには、「はい」をクリックします。

スケジュール履歴の表示
システムでは、「スケジュールの編集」ダイアログ・ボックスから表示できるスケジュール・ア
クションの履歴がメンテナンスされます。「履歴」タブには、更新されたコンポーネント、変更
のタイプ、古い値と新規の値、変更を行ったユーザー、および変更日が表示されます。情報は
読取り専用です。
スケジュール履歴を表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「スケジュール」タブをクリックします。
3. スケジュールを選択します。
4. 「履歴」タブを選択して、スケジュールの履歴を確認します。

• 変更タイプ: 変更のタイプ(「作成済」、「変更済」、「追加済」、「除去済」)を示します
• 変更日: 変更の日付
• 変更者: スケジュールを変更したユーザーの名前
• 古い値
• 新規の値

5. 「OK」をクリックします。
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スケジュールの検証
ステータスが「保留中」または「オープン」のスケジュールを検証できます。スケジュールの
検証では、開始日および終了日、先行関係、親子関係に問題がないか、製品の統合に必要なタ
スク・パラメータが抜けていないかをチェックします。検証のエラーがすべて解決されるまで、
スケジュールのステータスを「保留中」から「オープン」に変更できません。スケジュールを
検証するには、スケジュールの所有者かサービス管理者であることが必要です。
検証結果には、スケジュールの名前、ステータスおよびエラー・メッセージが表示されます。
結果は、「スケジュール名」または「ステータス」でソートできます。
スケジュールを検証するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「スケジュール」タブをクリックします。
3. 検証用に 1つ以上のスケジュールを選択します。
4. 「アクション」をクリックし、「検証」を選択します。
エラーが存在しない場合、検証結果には「スケジュールは有効です」というメッセージが
表示されます。エラーが存在する場合は、エラーの詳細が表示されます。

スケジュールのロック
スケジュールをロックして、ユーザーがそれ以上変更できないようにすることができます。
スケジュールをロックするには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「スケジュール」タブをクリックします。
3. スケジュールのリストから、スケジュールを選択します。
4. リストのスケジュールの右側にある「アクション」アイコンを選択して「ステータスの設
定」を選択するか、「ステータスの設定」ドロップダウン・リストから「ロック済」を選択
します。

5. オプション: 「ロック済」のスケジュールを再オープンする必要がある場合、「アクショ
ン」、「ステータスの設定」の順に選択するか、「ステータスの設定」ドロップダウン・リス
トから「オープン」を選択します。

スケジュールの表示
「スケジュール」で、スケジュールのリストに表示する列を指定するか、すべての列を表示でき
ます。列の順序変更、昇順または降順での列のソート、または列幅の変更を行うこともできま
す。
列を表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「スケジュール」タブをクリックします。
3. 次の 1つ以上のタスクを行います。
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• すべての列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、「すべて表示」を選択しま
す。

• 特定の列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、列名を選択または選択解除し
ます。

• 列を並べ替えるには、「表示」、「列の順序変更」の順に選択し、列を選択して上矢印ま
たは下矢印を使用するか、それらをドラッグして順序を変更します。

• 列をソートするには、「ソート」アイコンが表示されるまで列ヘッダーにマウス・カー
ソルを合せ、「昇順ソート」または「降順ソート」をクリックします。

• 列の幅を変更するには、矢印が表示されるまで列ヘッダーの区切りにマウス・カーソ
ルを合せ、適切な幅になるまで列をドラッグします。

スケジュールの検索
「スケジュール」リストの「検索」テキスト・ボックスを使用して、スケジュールをすばやく検
索できます。検索する名前の全部または一部を入力できます。フィルタ・バーを使用して、リ
ストに表示するスケジュールを制御できます。デフォルトでは、すべてのスケジュールが表示
されます。
スケジュールを検索するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「スケジュール」タブをクリックします。
3. スケジュールを検索するには、「検索」テキスト・ボックスに検索条件を入力します。
4. オプション: フィルタ・バーでカテゴリをクリックすると、追加の検索演算子(「次と等し
い」、「次と等しくない」、「次を含む」、「次を含まない」、「次で始まる」、「次で終わる」)が
表示されます。
次のカテゴリを使用してスケジュールをフィルタできます : 「名前」、「年」、「期間」、「ステ
ータス」、「開始日」および「終了日」。次のフィルタを追加するには「フィルタの追加」を
クリックします: 「作成者」、「作成日」、「日ゼロの日付」、「説明」、「最終更新者」、「最終更
新日」、「組織単位」、「所有者」および「タスク」。

ノート:

• 「フィルタの追加」をクリックして、すべてのカテゴリを表示します。
• フィルタ・バーを非表示にするには、 「フィルタ・バーの非表示」アイコンを
クリックします。

• すべてのフィルタをクリアするには、
「フィルタ」アイコンをクリックし、「すべてのフィルタのクリア」をクリックし
ます。

スケジュールの削除
不要になったスケジュールは削除できます。スケジュールを削除するには、スケジュールの所
有者かサービス管理者であることが必要です。スケジュールを削除すると、そのスケジュール
およびそのスケジュールへのすべての参照がシステムから削除されます。
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スケジュールを削除するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「スケジュール」タブをクリックします。
3. 「スケジュール」で、削除するスケジュールを選択します。
4. 「削除」をクリックします。
スケジュールを削除すると、そのスケジュール内のすべてのタスクも完全に削除され、復
元するにはバックアップを使用する以外に方法がないという警告が表示されます。

5. スケジュールを削除するには、「はい」をクリックします。

タスク・マネージャ統合の管理
タスク・マネージャのタスクを有効にして、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementおよび他の外部アプリケーション内に統合を含めることができます。
タスク・マネージャを使用すると、統合されたタスクをビジネス・プロセス内に組み込むこと
ができます。これらは、手動タスクを自動化したり、埋込みアプリケーション・ページまたは
リンクを含めることにより、プロセスを簡素化します。
タスク・マネージャ統合を管理するには、サービス管理者の役割が必要です。
タスク・マネージャでは、次の統合タイプがサポートされています:

エンド・ユーザー
エンド・ユーザーの統合されたタスクでは、ユーザーはアプリケーション Webページと対話す
る必要があります。これらのアプリケーションWebページは、タスク内に表示されるか、タス
ク内のリンクとして含まれます。統合には、ユーザー・タスクおよびオプションのパラメータ・
セットに対する実行 URLが必要です。実行 URLにより外部プログラムが起動され、パラメー
タによりタスクに必要な情報が外部プログラムに渡されます。たとえば、仕訳の承認統合には、
仕訳の視点ディメンション値などのパラメータが含まれています。
ユーザーがタスクを実行して検証する必要があります。たとえば、タスクは、データ送信など
の汎用タスクの場合、または完了を促進または検証するために製品統合を必要とする場合があ
ります。
プロセスの自動化
プロセスの自動化タスクは、接続されたアプリケーション内でアクションを開始します。これ
らの統合は、開始日時に達し、先行タスク(たとえば、総勘定元帳からの夜間のデータ入力な
ど)が完了したときに、外部アプリケーションで自動的に実行されます。これらのタスクは、多
くの場合、就業時間後に実行されます。ユーザーの介入は限定的で、担当者はいません。
イベント・モニタリング
イベント・モニタリング・タスクは受動的なタスクです。これはアクションを開始しませんが、
アクションまたはステータスが発生するのを待機している別のアプリケーションをモニターし
ます。アクションまたはステータスが発生すると、タスクは完了とマークされます。これらは、
外部アプリケーションで発生するイベント(仕訳承認など)に基づきます。
タスク・マネージャには、次の事前作成済の統合が用意されています:

• Cloud統合: Cloud EPM接続のエンド・ユーザーおよびプロセス自動化統合。Cloud EPM
サービスとの統合の管理を参照してください。
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• Cloud統合: Oracle Cloud ERP。Cloudアプリケーションおよびオンプレミス・アプリケー
ションとの統合の管理を参照してください。

• オンプレミス・エンド・ユーザーおよびイベント・モニタリング統合。Cloudアプリケー
ションおよびオンプレミス・アプリケーションとの統合の管理を参照してください。

• オンプレミス Oracle E-Business Suite一般会計、買掛金および売掛金統合。Cloudアプリ
ケーションおよびオンプレミス・アプリケーションとの統合の管理を参照してください。

Cloudまたはオンプレミス用の他の統合が必要な場合、カスタム統合を作成できます。カスタ
ム統合の作成を参照してください。

Cloud EPMサービスとの統合の管理
タスク・マネージャを使用し、他の Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management
サービスへのサブスクリプションがある場合、サービス間の接続を作成し、タスク・マネージ
ャ機能を使用して統合を有効にできます。
事前作成済の統合によって、他の Cloud EPMの機能にアクセスするタスク・マネージャ・タス
クを実行できます。
事前作成済の統合は、次の Cloud EPMサービスに対してタスク・マネージャ内で提供されま
す:

• Account Reconciliation

• Enterprise Data Management

• Enterprise Profitability and Cost Management

• Financial Consolidation and Close

• Planningおよび Planningモジュール
• Profitability and Cost Management

• Tax Reporting

統合の設定方法についてさらに学習するには、Cloud EPMでの事前作成済の統合の追加を参照
してください。
使用可能なエンド・ユーザー統合についてさらに学習するには、Cloud EPM用のエンド・ユー
ザー統合を参照してください。
使用可能な事前作成済の自動化統合についてさらに学習するには、Cloud EPMの自動化統合を
参照してください。

Cloud EPMでの事前作成済の統合の追加
前提条件を満たしていることを確認し、次のステップに従ってタスク・マネージャと他の
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementサービスの統合を設定します。
タスク・マネージャの統合の概要は、タスク・マネージャ統合の管理を参照してください。
前提条件
Cloud EPMサービス間の統合を作成するには、統合する Cloud EPMサービスのサブスクリプ
ションを取得する必要があります。
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統合タイプおよびタスク・タイプを作成する手順
タスク・マネージャが有効になっている Cloud EPMサービス(Financial Consolidation and
Closeなど)の場合、そのビジネス・プロセスの統合およびタスク・タイプを使用してサービス
が自動的に構成されます。
タスク・マネージャを拡張して他のビジネス・プロセスとの統合を含めるには、ビジネス・プ
ロセスへの接続を定義してから、統合およびタスク・タイプをデプロイします。
Cloud EPM内の事前作成済の統合を追加するには:

1. タスク・マネージャを含むサービスと他のサービスの間の接続を作成します:

• ホーム・ページで、「ツール」、「接続」の順にクリックします。
• 「作成」をクリックして新しい接続を作成します:

– Enterprise Data Managementの場合は、「その他のWebサービス・プロバイダ」
を選択します。

– その他すべての Cloud EPMサービスの場合は、「Oracle Enterprise Performance
Management Cloud」プロバイダを選択します。

• EPM Connect接続の名前を付けます。たとえば、Planningと統合する場合、考えられ
る「接続名」は PBCSです。

• 接続 URLを指定します。
• ユーザー資格証明を指定します。
• また、「その他のWebサービス・プロバイダ」の場合は、詳細設定オプションを指定
する必要があります。「詳細設定オプションを表示」をクリックします。
– 「タイプ」で、「パラメータ」を選択します。
– 「名前」に、SERVICE_TYPE (これは固定値)を入力します。
– 「値」に、EDMCS (これは固定値)を入力します。

2. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

3. 左側の 「統合」タブをクリックします。
4. 「統合」ページで、 「接続の管理」をクリックします。
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5. 「接続の管理」で、「アクション」から「EPM接続の同期」を選択します。

同期の進行状況を示し、サービスに追加された統合の詳細を示すメッセージが表示されま
す。各統合に対して統合タイプおよびタスク・タイプが追加されます。
関連項目:

• Cloud EPM用のエンド・ユーザー統合
• Cloud EPMの自動化統合

Cloud EPM用のエンド・ユーザー統合
エンド・ユーザー統合により、タスク・マネージャの使用中に、他のリモート Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Management環境の機能にアクセスできます。
タスク・マネージャの統合の概要は、タスク・マネージャ統合の管理を参照してください。
この項では、使用可能なエンド・ユーザー統合を Cloud EPMサービス別にリストします:

• Account Reconciliation用のエンド・ユーザー統合
• Enterprise Profitability and Cost Management用のエンド・ユーザー統合
• Financial Consolidation and Close用のエンド・ユーザー統合
• Planningおよび Planningモジュール用のエンド・ユーザー統合
• Profitability and Cost Management用のエンド・ユーザー統合
• Tax Reporting用のエンド・ユーザー統合
リモート Cloud EPM機能の説明は、その Cloud EPMサービスのドキュメントを参照してくだ
さい。
Account Reconciliation用のエンド・ユーザー統合
• コンソール
• データ交換
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• 照合リスト(期間、保存済リスト)

• レポート
• トランザクション・リスト(期間、保存済リスト)

Enterprise Profitability and Cost Management用のエンド・ユーザー統合
• 計算モデル
• データ交換
• フォーム・データの入力
• データのエクスポート
• メタデータのエクスポート
• データのインポート
• 無効な交差レポート
• ディメンションの管理
• フォームの管理
• 有効な交差の管理
• 利益曲線
• アプリケーションのリフレッシュ
• レポート
• ルールの更新
• 検証モデル
• 計算分析の表示
• ダッシュボードの表示
• 操作ダッシュボードの表示
• ルール・バランシングの表示
• 配賦のトレースの表示
Financial Consolidation and Close用のエンド・ユーザー統合
• 承認
• アプリケーションの構成
• データ交換
• フォーム・データの入力(フォーム)
必要なパラメータは、「タスクの詳細」ダイアログのドロップダウン・リストに表示される
「フォーム」(EPMアーティファクト・タイプ)です。

• データのエクスポート
• メタデータのエクスポート
• 仕訳のエクスポート
• 財務レポートの生成
必要なパラメータは、ドロップダウンからのレポートの選択です。
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• データのインポート
• メタデータのインポート
• 仕訳のインポート
• 無効な交差レポート
• 会社間照合レポートの生成
• 仕訳レポートの生成
• 承認の管理
• ディメンションの管理
• フォームの管理
• 仕訳の管理
• 出資比率の管理
• 期間の管理
• 有効な交差の管理
• アプリケーションのリフレッシュ
• レポート
• ダッシュボードの表示(ダッシュボード)
必要なパラメータは、「タスクの詳細」ダイアログのドロップダウン・リストに表示される
「ダッシュボード」(EPMアーティファクト・タイプ)です。

• 財務レポートの表示
• 操作ダッシュボードの表示
Planningおよび Planningモジュール用のエンド・ユーザー統合
• 承認
• データ交換
• フォーム・データの入力(フォーム)
必要なパラメータは、「タスクの詳細」ダイアログのドロップダウン・リストに表示される
「フォーム」(EPMアーティファクト・タイプ)です。

• 財務レポートの生成
必要なパラメータは、ドロップダウンからのレポートの選択です。

• 無効な交差レポート
• 承認の管理
• ディメンションの管理
• ルールの管理
• 有効な交差の管理
• レポート
• ダッシュボードの表示(ダッシュボード)。
必要なパラメータは、「タスクの詳細」ダイアログのドロップダウン・リストに表示される
「ダッシュボード」(EPMアーティファクト・タイプ)です

• 財務レポートの表示

Chapter 13
タスク・マネージャ統合の管理

13-136



• 操作ダッシュボードの表示
Profitability and Cost Management用のエンド・ユーザー統合
• ダッシュボード
• データ交換
• 利益率レポートの生成
• 利益曲線(利益曲線)
必要なパラメータは、「タスクの詳細」ダイアログのドロップダウン・リストに表示される
「利益曲線」(EPMアーティファクト・タイプ)です。

• ダッシュボードの表示(ダッシュボード)。
必要なパラメータは、「タスクの詳細」ダイアログのドロップダウン・リストに表示される
「ダッシュボード」(EPMアーティファクト・タイプ)です。
レポートの表示(レポート)

Tax Reporting用のエンド・ユーザー統合
• 承認
• アプリケーションの構成
• データ交換
• フォーム・データの入力(フォーム)
必要なパラメータは、「タスクの詳細」ダイアログのドロップダウン・リストに表示される
「フォーム」(EPMアーティファクト・タイプ)です。

• データのエクスポート
• メタデータのエクスポート
• 財務レポートの生成
必要なパラメータは、ドロップダウンからのレポートの選択です。

• データのインポート
• メタデータのインポート
• 無効な交差レポート
• 承認の管理
• ディメンションの管理
• フォームの管理
• 期間の管理
• 有効な交差の管理
• アプリケーションのリフレッシュ
• レポート
• ダッシュボードの表示(ダッシュボード)。
必要なパラメータは、「タスクの詳細」ダイアログのドロップダウン・リストに表示される
「ダッシュボード」(EPMアーティファクト・タイプ)です

• 財務レポートの表示
• 操作ダッシュボードの表示
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Cloud EPMの自動化統合
次の事前作成済の統合が用意されています
• Cloud EPMプラットフォーム用の自動化統合
• Account Reconciliation用の自動化統合
• Enterprise Data Management用の自動化統合
• Enterprise Profitability and Cost Management用の自動化統合
• Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reporting用の自動化統合
• Planningおよび Planningモジュール用の自動化統合
• Profitability and Cost Management用の自動化統合
事前作成済の Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management統合を使用するに
は、統合のパラメータを指定する必要があります。自動統合の多くのパラメータは、ドロップ
ダウン・リストから選択でき、値を手動で入力する必要はありません。たとえば、ルールまた
はルール・セットを実行するには、ForceConsolidate、ForceTranslateなどのビジネス・ルー
ルのリストから選択できます。
タスク・マネージャの統合の概要は、タスク・マネージャ統合の管理を参照してください。
Cloud EPMプラットフォーム用の自動化統合

統合名/モジ
ュール

モジュール 説明 パラメータ/説明

Planningか
らファイル
をコピー

Enterprise
Data
Manageme
ntを除くす
べての
Cloud EPM
サービス

タスク・マネージャが構成
されている現在のサービス
から別の Cloud EPMサー
ビスにファイルをコピーし
ます。
たとえば、Planningでタス
ク・マネージャを構成し、
Account Reconciliation
接続を設定した場合、
「Planningからファイルを
コピー」により、Planning
から Account
Reconciliationにファイル
がコピーされます。

ファイル名: コピーするファイルの名前。
ファイルに名前を付けて保存: 保存するファイ
ルの名前。これは、元のファイル名と異なって
もかまいません。
外部ディレクトリ名(オプション): ディレクト
リの名前。

Planningに
ファイルを
コピー

Enterprise
Data
Manageme
ntを除くす
べての
Cloud EPM
サービス

別の Cloud EPMサービス
から、タスク・マネージャ
が構成されている現在のサ
ービスにファイルをコピー
します。

ファイル名: コピーするファイルの名前。
ファイルに名前を付けて保存: 保存するファイ
ルの名前。これは、元のファイル名と異なって
もかまいません。
外部ディレクトリ名(オプション): ディレクト
リの名前。

Planningか
らファイル
を削除

Enterprise
Data
Manageme
ntを除くす
べての
Cloud EPM
サービス

Cloud EPMサービスから
ファイルを削除します。

ファイル名: 削除するファイルの名前。
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統合名/モジ
ュール

モジュール 説明 パラメータ/説明

データ統合
のロックと
ロック解除

Enterprise
Data
Manageme
ntを除くす
べての
Cloud EPM
サービス

データ交換の場所、カテゴ
リおよび期間について統合
をロックまたはロック解除
します。これはプロセスが
自動化された統合です。

操作: ロックまたはロック解除から選択しま
す。
ロック・タイプ: ロック/ロック解除操作の対象
がアプリケーションであるか場所であるかを
選択します。
期間: データ交換で定義された統合またはデー
タ・ロード・ルールから POVの期間を指定し
ます(例: "Jan-21")。
カテゴリ: 統合(データ・ルール)定義の POVカ
テゴリに基づく事前定義済のシナリオ値を指
定します。使用できるカテゴリは、データ統合
設定で作成されたカテゴリです(「実際」など)。
アプリケーション(オプション): 選択したロッ
ク・タイプがアプリケーションの場合、アプリ
ケーションの名前を指定します(ビジョンな
ど)。
場所(オプション): 選択したロック・タイプが場
所の場合、場所の名前を指定します。場所がロ
ックされている場合、データをロードできませ
ん。
場所ごとのロック(オプション): このパラメー
タは、選択した操作がロックで、選択した場所
がアプリケーションの場合に指定できます。
ターゲット・アプリケーションのロック時に選
択すると、アプリケーション・レベルのロック
ではなく、ターゲット・アプリケーションの場
所にあるすべてのルールがロックされます。
詳細は、REST APIの POVのロックおよびロッ
ク解除を参照してください。

データ統合
の実行

Enterprise
Profitability
and Cost
Manageme
ntを除くす
べての
Cloud EPM
サービス

期間の処理方法およびソー
ス・フィルタに基づいて、
統合またはデータ・ロー
ド・ルールを実行します。
これにより、データ交換で
定義されたデータ・ロード
を月次処理スケジュールに
簡単に統合できます。

ジョブ・タイプ: ジョブ・タイプは「統合」で
す。
統合名: データ統合で定義された統合の名前。
期間名: 期間の名前。
インポート・モード: データをデータ統合にイ
ンポートする方法を決定します
エクスポート・モード: データをデータ統合に
エクスポートする方法を決定します
ファイル名: ネイティブ・ファイルベースのデ
ータ・ロードにのみ適用され、他のロードに指
定された場合は無視されます。
ソース・フィルタ: データ・ロード・ルールま
たは統合に対して定義されたソース・フィルタ
を更新するために使用されるパラメータ。
ターゲット・オプション: データ・ロード・ル
ールまたは統合に対して定義されたターゲッ
ト・オプションを更新するために使用されるパ
ラメータ。
実行モード: クイック・モード統合にのみ適用
されます。
これらのパラメータの詳細は、REST APIの統
合の実行を参照してください。
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統合名/モジ
ュール

モジュール 説明 パラメータ/説明

パイプライ
ンの実行

Enterprise
Data
Manageme
ntおよび
Account
Reconciliati
onを除くす
べての
Cloud EPM
サービス

選択するジョブ・パラメー
タおよび変数に基づいてパ
イプラインを実行します。

ジョブ・タイプ: 「パイプライン」がジョブ・
タイプです。
ジョブ名: データ統合のパイプライン用に定義
されたパイプライン・コード
開始期間: データがロードされる最初の期間。
この期間名は、データ統合の期間マッピングに
定義されている必要があります。
終了期間: データがロードされる最後の期間。
この期間名は、データ統合の期間マッピングに
定義されている必要があります。
インポート・モード: データをデータ統合にイ
ンポートする方法を決定します
エクスポート・モード: データをデータ統合に
エクスポートする方法を決定します
ログの添付: 電子メールにログを添付として含
めるかどうかを示します。
電子メールの送信: パイプラインの実行時に電
子メールを送信するタイミングを決定します。
送信先: 電子メール通知の受信者電子メール ID
を決定します。
これらのパラメータの詳細は、REST APIのパ
イプラインの実行を参照してください。

統合ファイルのコピーおよび削除も参照してください
Account Reconciliation用の自動化統合

統合名/モジュール モジュール 説明 パラメータ/説明
期間ステータスの変更 照合コンプライア

ンス
期間のステータス(オープ
ン、クローズ済、保留中、ロ
ック済).を変更します

Period: 期間の名前
Status: 保留中、オープン、
クローズ済、ロック済

期間終了照合の作成 照合コンプライア
ンス

選択されたすべてのプロフ
ァイルを期間にコピーし、成
功または失敗のステータス
を返します。

Period: 期間の名前
Filter: 照合に一致するフィ
ルタの名前

残高のインポート 照合コンプライア
ンス

データ管理を使用して、以前
に作成されたデータ・ロード
定義から残高データをイン
ポートします。

Period: 期間の名前
dl_Definition: DL_testなど
の DL_name形式を使用し
て以前に保存されたデータ
の名前
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統合名/モジュール モジュール 説明 パラメータ/説明
事前マップ済残高のイ
ンポート

照合コンプライア
ンス

事前マップ済残高をインポ
ートします。

Period: 期間の名前
BalanceType: サブシステム
またはソース・システムの
SUB|SRC
CurrencyBucket: 通貨バケ
ット(機能など)
File: 受信ボックスに関連す
るファイルの名前
(balances.csvなど)。ファ
イルは、EPM自動化または
REST APIを使用して
Account Reconciliationに
アップロードする必要があ
ります。

事前マップ済トランザ
クションのインポート

照合コンプライア
ンス

特定の期間の事前マップ済
トランザクションをインポ
ートします。

TransactionType: 使用可能
なトランザクション・タイプ
は、BEX (説明付き残高)、SRC
(ソース・システムに対する調
整)および SUB (サブシステ
ムに対する調整)です
File: 受信ボックスに関連す
るファイルの名前
(transactions.csvなど)。フ
ァイルは、EPM自動化また
は REST APIを使用して
Account Reconciliationに
アップロードする必要があ
ります。
DateFormat: 日付フォーマ
ット(MM/dd/yyyy、dd/MM/
yyyy、dd-MMM-yy、MMM
d,yyyy、Allなど)

事前マップ済トランザ
クションのインポート

トランザクション
照合

事前マップ済トランザクシ
ョンのファイルをトランザ
クション照合にインポート
します。

DataSource: トランザクシ
ョンのインポート先データ・
ソースのテキスト ID
File: 受信ボックスに関連す
るファイルの名前
(transactions.csvなど)。フ
ァイルは、EPM自動化また
は REST APIを使用して
Account Reconciliationに
アップロードする必要があ
ります。
ReconciliationType: トラン
ザクション・ファイルがイン
ポートされる照合タイプの
テキスト ID (銀行から GLな
ど)
DateFormat: 日付フォーマ
ット(MM/dd/yyyy、dd/MM/
yyyy、MM-dd-yyyy、d-M-
yyyy、dd-MMM-yy、MMM
d, yyyyなど)
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統合名/モジュール モジュール 説明 パラメータ/説明
プロファイルのインポ
ート

照合コンプライア
ンス

特定の期間のプロファイル
をインポートします。

ImportType: インポート・タ
イプ。サポートされる値は、
Replaceおよび ReplaceAll
です
Period: インポートする期間
ProfileType: プロファイル・
タイプ。サポートされる値
は、Profilesおよび Children
です
File: 受信ボックスに関連す
るファイルの名前
(profiles.csvなど)。ファイ
ルは、EPM自動化または
REST APIを使用して
Account Reconciliationに
アップロードする必要があ
ります。
DateFormat: 日付フォーマ
ット(MM/dd/yyyy、dd/MM/
yyyy、d-M-yyyy、dd-MMM-
yy、MMM d, yyyy、Allな
ど)

レートのインポート 照合コンプライア
ンス

特定の期間およびレート・タ
イプのレートをインポート
します。

Period: 期間の名前
RateType: レート・タイプ(会
計など)
レートのインポート(照合コ
ンプライアンス)
File: 受信ボックスに関連す
るファイルの名前(rates.csv
など)。ファイルは、EPM自
動化または REST APIを使用
して Account
Reconciliationにアップロ
ードする必要があります。
ImportType: サポートされ
ているインポート・タイプは
Replaceと ReplaceAllです

照合のモニター 照合コンプライア
ンス

ARCSでの照合のリストをモ
ニターします

Period: 期間の名前
Filter: 照合リストの問合せ
に使用されるフィルタ文字
列

自動照合の実行 トランザクション
照合

トランザクション照合で自
動照合プロセスを実行しま
す。

ReconTypeId: 自動照合する
照合タイプのテキスト ID

照合の表示 照合コンプライア
ンス

指定された期間の照合を表
示します。

Period: 期間の名前
Saved List: パブリック保存
済リストの名前

トランザクションの表
示

トランザクション
照合

指定された期間のトランザ
クションを表示します。

Period: 期間の名前
Saved List: パブリック保存
済リストの名前
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Enterprise Data Management用の自動化統合

統合名 説明 パラメータ/説明
ディメンションのエクスポ
ート

ディメンションを Enterprise Data
Managementから構成済の接続に
エクスポートします。これはプロ
セスが自動化された統合です。
Cloud EPMでの事前作成済の統合
の追加を参照してください。

アプリケーション: ディメンション
のエクスポート元となる
Enterprise Data Managementア
プリケーションの名前。
ディメンション: エクスポートする
ディメンションの名前。
接続: オプション。ディメンション
のエクスポート先となる接続の名
前。
ファイル名: ディメンションのエク
スポート元のファイルおよびパス。

ディメンション・マッピング
のエクスポート

ディメンション・マッピングを
Enterprise Data Managementか
ら構成済の接続にエクスポートし
ます。これはプロセスが自動化さ
れた統合です。

アプリケーション: ディメンショ
ン・マッピングのエクスポート元と
なる Enterprise Data
Managementアプリケーションの
名前。
ディメンション: エクスポートする
ディメンション・マッピングの名前。
接続: オプション。ディメンショ
ン・マッピングのエクスポート先と
なる接続の名前。
マッピング場所: ディメンション・マ
ッピングのエクスポート先の場所。
ファイル名: ディメンション・マッピ
ングのエクスポート元のファイルお
よびパス。

ディメンションのインポー
ト

構成済の接続から Enterprise Data
Managementアプリケーションに
ディメンションをインポートしま
す。これはプロセスが自動化され
た統合です。Cloud EPMでの事前
作成済の統合の追加を参照してく
ださい。

アプリケーション: ディメンション
のインポート先となる Enterprise
Data Managementアプリケーショ
ンの名前。
ディメンション: インポートするデ
ィメンションの名前。
接続: ディメンションのインポート
元となる接続の名前。
ファイル名: ディメンションのイン
ポート元のファイルおよびパス。
インポート・オプション: オプショ
ン。データを Enterprise Data
Managementにインポートする方
法を決定します。

ディメンションの抽出 ディメンションを Enterprise Data
Managementから構成済の接続に
抽出します。これはプロセスが自
動化された統合です。

アプリケーション: ディメンション
の抽出元となる Enterprise Data
Managementアプリケーションの
名前。
ディメンション: 抽出するディメン
ションの名前。
抽出: 抽出の名前。
接続: ディメンションの抽出先の接
続の名前。
ファイル名: ディメンションの抽出
元のファイルおよびパス。
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Enterprise Profitability and Cost Management用の自動化統合

統合名 説明 パラメータ/説明
計算モデル 1つ以上の視点のモデルを計算し

ます。
ジョブ・タイプ: 計算モデル
ジョブ名: ジョブの名前
POV区切り文字: POV値で使用
される区切り文字。デフォルトの
区切り文字は_ (アンダースコア)
です。区切り文字は二重引用符で
括る必要があります。次の区切り
文字のみがサポートされていま
す:
• _ (アンダースコア)
• # (ハッシュ)
• & (アンパサンド)
• ~ (チルダ)
• % (パーセンテージ)
• ; (セミコロン)
• : (コロン)
• - (ダッシュ)
POV名: 計算する POVの名前。
カンマ(,)で区切られた 1つ以上の
POVを渡すことができます。
モデル名: 計算するモデルの名前
実行タイプ: ルールの実行タイプ
を識別します
モニタリング・タスク: 別のアプ
リケーションをモニターしてアク
ションまたはステータスの発生を
待ちます
ルール名: 実行する単一ルールの
名前
最初のルール・セット・シーケン
ス番号: ルール・セット内で最初
に実行するルールのシーケンス番
号
最後のルール・セット・シーケン
ス番号: ルール・セット内で最後
に実行するルールのシーケンス番
号
既存計算のクリア: 既存の選択を
クリアするかどうか
計算の実行: 計算を実行するかど
うか
レポート用の最適化: レポート用
の計算プロセスを最適化するかど
うか
デバッグ・スクリプトの生成: デ
バッグ・スクリプトを生成するか
どうか
コメント: ジョブを説明するコメ
ント
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統合名 説明 パラメータ/説明
キューブのクリア PCM_CLCキューブおよび

PCM_REPキューブ内の特定のデ
ータをクリアします。

ジョブ・タイプ: キューブのクリ
ア
ジョブ名: ジョブの名前

視点によるデータのクリア 視点を削除せずにその視点からデ
ータをクリアします。

ジョブ・タイプ: POVのクリア
ジョブ名: ジョブの名前
POV区切り文字: POV値で使用
される区切り文字。区切り文字は
二重引用符で括る必要がありま
す。カンマの他には、次の区切り
文字のみがサポートされていま
す:
• _ (アンダースコア)
• # (ハッシュ)
• & (アンパサンド)
• ~ (チルダ)
• % (パーセンテージ)
• ; (セミコロン)
• : (コロン)
• - (ダッシュ)
POV名: クリアする POVの名前。
キューブ名: クリア操作を実行す
るキューブの名前
入力データのクリア: 入力データ
をクリアするかどうか
割り当てられたデータのクリア:
割り当てられたデータをクリアす
るかどうか
調整データのクリア: 調整データ
をクリアするかどうか
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統合名 説明 パラメータ/説明
視点によるデータのコピー ある視点から別の視点にデータを

コピーします。
ジョブ・タイプ: POVのコピー
ジョブ名: ジョブの名前
POV区切り文字: POV値で使用
される区切り文字。区切り文字は
二重引用符で括る必要がありま
す。カンマの他には、次の区切り
文字のみがサポートされていま
す:
• _ (アンダースコア)
• # (ハッシュ)
• & (アンパサンド)
• ~ (チルダ)
• % (パーセンテージ)
• ; (セミコロン)
• : (コロン)
• - (ダッシュ)
ソース POV: ソース POVの名前
宛先 POV: 宛先 POVの名前
コピー・タイプ: ソースからコピ
ーするデータを指定します
ソース・キューブ名: ソース・キ
ューブの名前
宛先キューブ名: 宛先キューブの
名前

キューブのリフレッシュ OLAPキューブをリフレッシュし
ます。

ジョブ・タイプ: キューブのリフ
レッシュ
ジョブ名: ジョブの名前

データのエクスポート データのエクスポート・タイプの
ジョブで指定されたデータのエク
スポート設定(ファイル名を含む)
を使用して、アプリケーション・
データをファイルにエクスポート
します。エクスポートされたデー
タが含まれるファイルはリポジト
リに格納されます。

ジョブ・タイプ: データのエクス
ポート
ジョブ名: ジョブの名前
ファイル名のエクスポート: デー
タのエクスポート先のファイル名

データ・マッピングのエクスポー
ト

データ管理で定義されたデータ・
マッピングを指定された場所にエ
クスポートします。これはプロセ
スが自動化された統合です。詳細
は、Cloud EPMでの事前作成済の
統合の追加を参照してください。
メンバー・マッピングでは、単一
ディメンション内のソース・メン
バーとターゲット・ディメンショ
ン・メンバー間の関係が定義され
ます。

ジョブ・タイプ: データ・マッピ
ングのエクスポート
ディメンション: インポートする
特定のディメンションのディメン
ション名(ACCOUNTなど)、また
はすべてのディメンションをイン
ポートする場合は ALL
ファイル名: マッピングのエクス
ポート元のファイルおよびパス。
ファイル・フォーマット
は、.CSV、.TXT、.XLSまたは.XLSX
です。ファイル・パスに送信ボッ
クス(outbox)を含めます(outbox/
BESSAPPJan-06.csv.など)
場所名: エクスポート先の場所の
名前
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統合名 説明 パラメータ/説明
メタデータのエクスポート メタデータのエクスポート・タイ

プのジョブで指定されたメタデー
タのエクスポート設定を使用し
て、リポジトリ内のファイルから
メタデータをアプリケーションに
エクスポートします。

ジョブ・タイプ: メタデータのエ
クスポート
ジョブ名: メタデータのエクスポ
ートで定義されたバッチの名前
Zipファイル名のエクスポート:
エクスポートされたメタデータの
zipファイルの名前

データのインポート データのインポート・タイプのジ
ョブで指定されたデータのインポ
ート設定を使用して、リポジトリ
内のファイルからデータをアプリ
ケーションにインポートします。

ジョブ・タイプ: データのインポ
ート
ジョブ名: ジョブの名前
ファイル名のインポート: データ
のインポート元のファイル名

データ・マッピングのインポート データ管理で定義されたデータ・
マッピングを指定された場所にイ
ンポートします。これはプロセス
が自動化された統合です。
メンバー・マッピングでは、単一
ディメンション内のソース・メン
バーとターゲット・ディメンショ
ン・メンバー間の関係が定義され
ます。
選択した Excel (.CSVまた
は.TXT)ファイルから、メンバー・
マッピングをインポートできま
す。

ジョブ・タイプ: データ・マッピ
ングのインポート
ディメンション: インポートする
特定のディメンションのディメン
ション名(ACCOUNTなど)、また
はすべてのディメンションをイン
ポートする場合は ALL
ファイル名: マッピングのインポ
ート元のファイルおよびパス。フ
ァイル・フォーマット
は、.CSV、.TXT、.XLSまたは.XLSX
です。ファイルは、インポート前
に、受信ボックスまたは受信ボッ
クスのサブディレクトリのいずれ
かにアップロードされている必要
があります。ファイル・パスに受
信ボックス(inbox)を含めます
(inbox/BESSAPPJan-06.csv.など)
インポート・モード: 新規ルール
を追加する、または既存ルールを
置換する場合はMERGE、あるい
はインポート前に以前のマッピン
グ・ルールをクリアする場合は
REPLACE
検証モード: 検証モードを使用す
るかどうか: trueまたは false。
trueのエントリは、ターゲット・
アプリケーションに照らしてター
ゲット・メンバーを検証します。
falseは、検証なしでマッピング・
ファイルをロードします。検証プ
ロセスはリソースを大量に消費
し、検証モードが falseの場合よ
りも時間がかかります。ほとんど
のユーザーが選択するオプション
は falseです
場所: マッピング・ルールをロー
ドするデータ管理の場所。マッピ
ング・ルールは、データ管理の場
所に固有です。
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統合名 説明 パラメータ/説明
メタデータのインポート メタデータのインポート・タイプ

のジョブで指定されたメタデータ
のインポート設定を使用して、リ
ポジトリ内のファイルからメタデ
ータをアプリケーションにインポ
ートします。

ジョブ・タイプ: メタデータのイ
ンポート
ジョブ名: メタデータのインポー
トで定義されたバッチの名前
Zipファイル名のインポート: イ
ンポートされたメタデータの zip
ファイルの名前

データ統合のロックとロック解除 データ交換の場所、カテゴリおよ
び期間について統合をロックまた
はロック解除します。これはプロ
セスが自動化された統合です。

ジョブ・タイプ: ロック・ロック
解除データ統合
操作: 「ロック」または「ロック
解除」
ロック・タイプ: ロック/ロック解
除操作の対象がアプリケーション
であるか場所であるか
期間: データ交換で定義されてい
る統合またはデータ・ロード・ル
ールの POVの期間(例:
"Jan-21")。
カテゴリ: 統合(データ・ルール)定
義の POVカテゴリに基づく事前
定義済のシナリオ値。使用できる
カテゴリは、データ統合設定で作
成されたカテゴリです(「実際」な
ど)。
アプリケーション(オプション):
選択したロック・タイプがアプリ
ケーションの場合、アプリケーシ
ョンの名前(例: "Vision")。
場所(オプション): 選択したロッ
ク・タイプが場所の場合、場所の
名前。場所がロックされている場
合、データをロードできません。
ロケーションごとのロックの解除
(オプション): このパラメータは、
選択した操作がロックで、選択し
た場所がアプリケーションの場合
に指定できます。
ターゲット・アプリケーションの
ロック時に選択すると、アプリケ
ーション・レベルのロックではな
く、ターゲット・アプリケーショ
ンの場所にあるすべてのルールが
ロックされます。
詳細は、REST APIの POVのロッ
クおよびロック解除を参照してく
ださい。
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統合名 説明 パラメータ/説明
バッチの実行 データ管理で定義されたジョブの

バッチを実行します
ジョブ・タイプ: バッチの実行
バッチ名: 実行するバッチの名前
(POV (ディメンション、カテゴリ、
期間)パスのディメンション・マッ
プなど)
レポート・フォーマット・タイプ:
レポートのファイル形式 - PDF、
XLSXまたは HTML
パラメータ: レポートに応じて数
と値が異なります
Location: レポートの場所
(Comma_Visionなど)
別名実行: 「ワークフロー」タブ
でこのパラメータを指定します

ビジネス・ルールの実行 ビジネス・ルールを起動します。 ジョブ・タイプ: ビジネス・ルー
ルの実行
ルール名: ビジネス・ルールの名
前。
パラメータ: JSON構文の実行時
プロンプト。このパラメータ名
は、ルール定義で定義されている
名前と同じである必要がありま
す。たとえば、
{"MyScenario1":"Current",
"MyVersion1":"BU Version_1",
"ToEntity":"CA",
"Rule_Level_Var":"AZ",
"planType":"Plan1"}
次の形式もサポートされていま
す。例:
"Scenario=Actual"
"Entity=Total Geography"
"Year=FY21" "Period=Apr"

ビジネス・ルール・セットの実行 ビジネス・ルール・セットを起動
します。実行時プロンプトがない
ルール・セットまたはデフォルト
値がある実行時プロンプトがサポ
ートされます。

ジョブ・タイプ: ビジネス・ルー
ル・セットの実行
ジョブ名: ジョブの名前
ルール・セット名: ビジネス・ル
ール・セットの名前
パラメータ: JSON構文の実行時
プロンプト。このパラメータ名
は、ルール定義で定義されている
名前と同じである必要がありま
す。たとえば、
{"MyScenario1":"Current",
"MyVersion1":"BU Version_1",
"ToEntity":"CA",
"Rule_Level_Var":"AZ",
"planType":"Plan1"}
次の形式もサポートされていま
す。例:
"Scenario=Actual"
"Entity=Total Geography"
"Year=FY21" "Period=Apr"
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統合名 説明 パラメータ/説明
データ統合の実行 期間の処理方法およびソース・フ

ィルタに基づいて、統合またはデ
ータ・ロード・ルールを実行しま
す。これにより、データ交換で定
義されたデータ・ロードを月次処
理スケジュールに簡単に統合でき
ます。

ジョブ・タイプ: データ統合の実
行
統合名: データ統合で定義されて
いる統合の名前
期間名: 期間の名前
インポート・モード: データをデ
ータ統合にインポートする方法を
決定します
エクスポート・モード: データを
データ統合にエクスポートする方
法を決定します
ファイル名: ネイティブ・ファイ
ルベースのデータ・ロードにのみ
適用され、他のロードに指定され
た場合は無視されます
ソース・フィルタ: データ・ロー
ド・ルールまたは統合に対して定
義されたソース・フィルタを更新
するために使用されるパラメータ
ターゲット・オプション: データ・
ロード・ルールまたは統合に対し
て定義されたターゲット・オプシ
ョンを更新するために使用される
パラメータ
実行モード: クイック・モード統
合にのみ適用されます
これらのパラメータの詳細は、
REST APIの統合の実行を参照し
てください。
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統合名 説明 パラメータ/説明
データ・ルールの実行 指定した開始期間および終了期間

とインポート・オプションまたは
エクスポート・オプションに基づ
いて、データ管理のデータ・ロー
ド・ルールを実行します。

ジョブ・タイプ: データ・ルール
の実行
データ・ルール名: データ管理で
定義されているデータ・ロード・
ルールの名前
開始期間: データがロードされる
最初の期間。この期間名は、デー
タ管理の期間マッピングに定義さ
れている必要があります。
終了期間: データがロードされる
最後の期間。この期間名は、デー
タ管理の期間マッピングに定義さ
れている必要があります。
インポート・モード: データをデ
ータ管理にインポートする方法を
決定します:
• APPEND: 既存のルールに追
加します

• データ管理の POVデータ
• REPLACE: POVデータを削
除してファイルからのデータ
で置換します

• RECALCULATE: データのイ
ンポートをスキップします
が、更新されたマッピングお
よび論理勘定科目を使用して
再処理します。

• NONE: データ管理のステー
ジング表へのデータ・インポ
ートをスキップします

エクスポート・モード: データを
データ管理にエクスポートする方
法を決定します
• STORE_DATA: データ管理の

ステージング表のデータを既
存の Financial
Consolidation and Closeま
たは Tax Reportingのデー
タとマージします

• ADD_DATA: データ管理のス
テージング表のデータを
Financial Consolidation
and Closeまたは Tax
Reportingに追加します

• SUBTRACT_DATA: データ管
理のステージング表のデータ
を既存の Financial
Consolidation and Closeま
たは Tax Reportingのデー
タから削除します

• REPLACE_DATA: POVデー
タをクリアしてデータ管理の
ステージング表のデータで置
換します。データがクリアさ
れる対象は、シナリオ、バー
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統合名 説明 パラメータ/説明
ジョン、年、期間およびエン
ティティです

• NONE: データ管理から
Financial Consolidation
and Closeまたは Tax
Reportingへのデータのエク
スポートをスキップします

ファイル名: ファイル名を指定し
ないと、APIによって、データ・
ロード・ルールに指定されたファ
イル名に含まれるデータがインポ
ートされます。データ・ルールの
実行前にデータ・ファイルが受信
ボックスにすでに存在している必
要があります。
別名実行: 「ワークフロー」タブ
でこのパラメータを指定します

パイプラインの実行 選択するジョブ・パラメータおよ
び変数に基づいてパイプラインを
実行します。

ジョブ・タイプ: パイプライン
ジョブ名: データ統合のパイプラ
イン用に定義されたパイプライ
ン・コード
開始期間: データがロードされる
最初の期間。この期間名は、デー
タ統合の期間マッピングに定義さ
れている必要があります。
終了期間: データがロードされる
最後の期間。この期間名は、デー
タ統合の期間マッピングに定義さ
れている必要があります。
インポート・モード: データをデ
ータ統合にインポートする方法を
決定します
エクスポート・モード: データを
データ統合にエクスポートする方
法を決定します
ログの添付: 電子メールにログを
添付として含めるかどうか
電子メールの送信: パイプライン
の実行時に電子メールを送信する
タイミングを決定します
送信先: 電子メール通知の受信者
電子メール IDを決定します
これらのパラメータの詳細は、
REST APIのパイプラインの実行
を参照してください。

Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reporting用の自動化統合

統合名 説明 パラメータ/説明
キューブのクリア
ノート: この統合は、Tax
Reportingにのみ適用されます。

入力およびレポート・キューブ内
の特定のデータをクリアします

名前: キューブのクリア・ジョブ
の名前。
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統合名 説明 パラメータ/説明
出資比率データを次の年にコピー 出資比率データを、年の最後の期

間から次の年の最初の期間にコピ
ーするタスクを自動化します。詳
細は、EPM自動化の操作の
copyOwnershipDataToNextYea
rを参照してください。

シナリオ: シナリオの名前(実績な
ど)。選択可能
年: 選択可能

キューブのリフレッシュ OLAPキューブをリフレッシュし
ます。

名前: キューブのリフレッシュ・
ジョブの名前。

データのクリア プロファイル名を使用して、デー
タのクリア・ジョブを実行します。
Financial Consolidation and
Closeでデータのクリアを使用す
る方法の詳細は、REST APIのデ
ータのクリアを参照してくださ
い。Tax Reportingでデータのク
リアを使用する方法の詳細は、
REST APIのデータのクリアを参
照してください。

プロファイル名: データのクリ
ア・プロファイルの名前。

データのコピー プロファイル名を使用して、デー
タのコピー・ジョブを実行します。

プロファイル名: データのコピ
ー・プロファイルの名前。

データのエクスポート データのエクスポート・タイプの
ジョブで指定されたデータのエク
スポート設定(ファイル名を含む)
を使用して、アプリケーション・
データをファイルにエクスポート
します。エクスポートされたデー
タが含まれるファイルはリポジト
リに格納されます。

名前: データのエクスポート・ジ
ョブの名前。
ファイル名のエクスポート: オプ
ション。データのエクスポート先
のファイル名。

データ・マッピングのエクスポー
ト

データ管理で定義されたデータ・
マッピングを指定された場所にエ
クスポートします。これはプロセ
スが自動化された統合です。詳細
は、Cloud EPMでの事前作成済の
統合の追加を参照してください。
メンバー・マッピングでは、単一
ディメンション内のソース・メン
バーとターゲット・ディメンショ
ン・メンバー間の関係が定義され
ます。

ディメンション: インポートする
特定のディメンションのディメン
ション名(ACCOUNTなど)、また
はすべてのディメンションをイン
ポートする場合は ALL。
ファイル名: マッピングのエクス
ポート元のファイルおよびパス。
ファイル・フォーマット
は、.CSV、.TXT、.XLSまたは.XLSX
です。ファイル・パスに送信ボッ
クスを含めます。たとえば、
outbox/BESSAPPJan-06.csv。
場所名: エクスポート先の場所の
名前。

出資比率データのエクスポート エンティティからカンマ区切りの
CSVファイルに出資比率データ
をエクスポートするタスクを自動
化します。詳細は、EPM自動化の操作の exportOwnershipData
を参照してください。

エンティティ : エンティティの名
前。
シナリオ: シナリオの名前(実績な
ど)選択可能。
年: 選択可能
期間: 期間の名前(1月など)選択
可能。
ファイル名: エクスポートするフ
ァイルの名前。
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統合名 説明 パラメータ/説明
データのインポート データのインポート・タイプのジ

ョブで指定されたデータのインポ
ート設定を使用して、リポジトリ
内のファイルからデータをアプリ
ケーションにインポートします。

名前: データのインポート・ジョ
ブの名前。
ファイル名のインポート: オプシ
ョン。データのインポート元のフ
ァイル名。

データ・マッピングのインポート データ管理で定義されたデータ・
マッピングを指定された場所にイ
ンポートします。これはプロセス
が自動化された統合です。
メンバー・マッピングでは、単一
ディメンション内のソース・メン
バーとターゲット・ディメンショ
ン・メンバー間の関係が定義され
ます。
選択した Excel (.CSVまた
は.TXT)ファイルから、メンバー・
マッピングをインポートできま
す。

ジョブ・タイプ: ジョブ・タイプ、
MAPPINGIMPORT。
ジョブ名: インポートする特定の
ディメンションのディメンション
名(ACCOUNTなど)、またはすべ
てのディメンションをインポート
する場合は ALL。
ファイル名: マッピングのインポ
ート元のファイルおよびパス。フ
ァイル・フォーマット
は、.CSV、.TXT、.XLSまたは.XLSX
です。ファイルは、インポート前
に、受信ボックスまたは受信ボッ
クスのサブディレクトリのいずれ
かにアップロードされている必要
があります。ファイル・パスに受
信ボックス(inbox)を含めます
(inbox/BESSAPPJan-06.csv.など)
インポート・モード: 新規ルール
を追加する、または既存ルールを
置換する場合はMERGE、あるい
はインポート前に以前のマッピン
グ・ルールをクリアする場合は
REPLACE。
検証モード: 検証モードを使用す
るかどうか: trueまたは false。
trueのエントリは、ターゲット・
アプリケーションに照らしてター
ゲット・メンバーを検証します。
falseは、検証なしでマッピング・
ファイルをロードします。検証プ
ロセスはリソースを大量に消費
し、検証モードが falseの場合よ
りも時間がかかります。ほとんど
のユーザーが選択するオプション
は falseです
場所名: マッピング・ルールをロ
ードする必要があるデータ管理の
場所。マッピング・ルールは、デ
ータ管理の場所に固有です。

メタデータのインポート メタデータのインポート・タイプ
のジョブで指定されたメタデータ
のインポート設定を使用して、リ
ポジトリ内のファイルからメタデ
ータをアプリケーションにインポ
ートします。

名前: メタデータのインポートで
定義されたバッチの名前。

Chapter 13
タスク・マネージャ統合の管理

13-154



統合名 説明 パラメータ/説明
出資比率データのインポート 環境で使用可能な CSVファイル

から期間に出資比率データをイン
ポートするタスクを自動化しま
す。詳細は、EPM自動化の操作の
importOwnershipDataを参照し
てください。

シナリオ: シナリオの名前(実績な
ど)選択可能。
年: 選択可能
期間: 期間の名前(1月など)選択
可能。
ファイル名: インポートするファ
イルの名前。

仕訳期間 仕訳期間を自動的にオープンまた
はクローズします。
承認済の仕訳および転記の戻し済
の仕訳がない場合にのみ、期間は
クローズされます。承認済の仕訳
および転記の戻し済の仕訳がある
場合、期間はクローズされずにエ
ラーが返されます。
「作業中」および「送信済」ステー
タスの転記の戻し済の仕訳がある
場合、期間はクローズされますが、
警告が表示されます。

シナリオ: シナリオの名前(実績な
ど)
年: 年(FY20など)
期間: 期間の名前(1月など)
アクション: オープンまたはクロ
ーズ

エンタープライズ仕訳のモニター
ノート: この統合は、Financial
Consolidation and Closeにのみ
適用されます

年/期間内またはフィルタされた
リスト内の仕訳の完了ステータス
をモニターします。

年: オプション。年(2022など)。
選択可能。
期間: オプション。期間の名前(1
月など)。選択可能。
フィルタ名: オプション。エンタ
ープライズ仕訳のステータスをモ
ニターするために作成したフィル
タの名前。
ノート: パラメータはすべてオプ
ションですが、少なくとも「フィ
ルタ名」または「年」と「期間」
は指定する必要があります。

出資比率データの再計算 出資比率データの再計算のタスク
を自動化します。詳細は、EPM自動化の操作の
recomputeOwnershipDataを参
照してください。

シナリオ: シナリオの名前(実績な
ど)
年: 年(FY20など)
期間: 期間の名前(1月など)

バッチ・ルールの実行 データ管理で定義されたジョブの
バッチを実行します。

名前: 実行するレポートの名前
(POV (ディメンション、カテゴリ、
期間)パスのディメンション・マッ
プなど)
レポート・フォーマット・タイプ:
レポートのファイル形式 - PDF、
XLSXまたは HTML
パラメータ: レポートに応じて数
と値が異なります
Location: レポートの場所
(Comma_Visionなど)
Run As: 「ワークフロー」タブで
このパラメータを指定する必要が
あります。
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統合名 説明 パラメータ/説明
ビジネス・ルールの実行 ビジネス・ルールを起動します。 名前: 定義されている正確なビジ

ネス・ルール名。
パラメータ: JSON構文の実行時
プロンプト。パラメータ名は、ル
ール定義に定義されているのと完
全に同じである必要があります。
たとえば、
{ "MyScenario1":"Current",
"MyVersion1":"BU Version_1",
"ToEntity":"CA",
"Rule_Level_Var":"AZ",
"planType":"Plan1"}
次の形式の例もサポートされてい
ます:
"Scenario=Actual"
"Entity=Total Geography"
"Year=FY21" "Period=Apr"

ビジネス・ルール・セットの実行 ビジネス・ルール・セットを起動
します。実行時プロンプトがない
ルール・セットまたはデフォルト
値がある実行時プロンプトがサポ
ートされます。

名前: 定義されている正確なビジ
ネス・ルール・セット名。
パラメータ: JSON構文の実行時
プロンプト。パラメータ名は、ル
ール定義に定義されているのと完
全に同じである必要があります。
たとえば、
{ "MyScenario1":"Current",
"MyVersion1":"BU Version_1",
"ToEntity":"CA",
"Rule_Level_Var":"AZ",
"planType":"Plan1"}
次の形式の例もサポートされてい
ます:
"Scenario=Actual"
"Entity=Total Geography"
"Year=FY21" "Period=Apr"

連結の実行 このタスクは、連結を実行するユ
ーティリティ・タスクです。タス
クでは、ユーザーはシナリオ、年、
期間、エンティティなどのタスク
を実行するためのパラメータを入
力するように要求されます。

シナリオ
年
期間
Entity: カンマで区切って複数の
エンティティを追加できます。
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統合名 説明 パラメータ/説明
データ・ルールの実行 指定した開始期間および終了期間

とインポート・オプションまたは
エクスポート・オプションに基づ
いて、データ管理のデータ・ロー
ド・ルールを実行します。

ジョブ名: データ管理に定義され
ているデータ・ロード・ルールの
名前。
開始期間: データがロードされる
最初の期間。この期間名は、デー
タ管理の期間マッピングに定義さ
れている必要があります。
終了期間: データがロードされる
最後の期間。この期間名は、デー
タ管理の期間マッピングに定義さ
れている必要があります。
インポート・モード: データをデ
ータ管理にインポートする方法を
決定します。
APPEND: 既存のルールに追加し
ます
データ管理の POVデータ
REPLACE: POVデータを削除し
てファイルからのデータで置換し
ます
RECALCULATE: データのインポ
ートをスキップしますが、更新さ
れたマッピングおよび論理勘定科
目を使用して再処理します。
NONE: データ管理のステージン
グ表へのデータ・インポートをス
キップします
エクスポート・モード: データを
データ管理にエクスポートする方
法を決定します。
STORE_DATA: データ管理 のステ
ージング表のデータを既存の
Financial Consolidation and
Closeまたは Tax Reportingのデ
ータとマージします
ADD_DATA: データ管理のステー
ジング表のデータを Financial
Consolidation and Closeまたは
Tax Reportingに追加します
SUBTRACT_DATA: データ管理の
ステージング表のデータを既存の
Financial Consolidation and
Closeまたは Tax Reportingのデ
ータから削除します
REPLACE_DATA: POVデータを
クリアしてデータ管理のステージ
ング表のデータで置換します。デ
ータがクリアされる対象は、シナ
リオ、バージョン、年、期間およ
びエンティティです
NONE: データ管理から
Financial Consolidation and
Closeまたは Tax Reportingへの
データのエクスポートをスキップ
します
ファイル名: オプション。ファイ
ル名を指定しないと、この APIに
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統合名 説明 パラメータ/説明
よってデータ・ロード・ルールに
指定されたファイル名に含まれる
データがインポートされます。デ
ータ・ルールの実行前にデータ・
ファイルが受信ボックスにすでに
存在している必要があります。
Run As: 「ワークフロー」タブで
このパラメータを指定する必要が
あります。

強制連結の実行 このタスクは、強制連結を実行す
るユーティリティ・タスクです。
タスクでは、ユーザーはシナリオ、
年、期間、エンティティなどのタ
スクを実行するためのパラメータ
を入力するように要求されます。

シナリオ
年
期間
Entity: カンマで区切って複数の
エンティティを追加できます。

強制換算の実行 このタスクは、強制換算を実行す
るユーティリティ・タスクです。
タスクでは、ユーザーはシナリオ、
年、期間、エンティティなどのタ
スクを実行するためのパラメータ
を入力するように要求されます。

シナリオ
年
期間
Entity: カンマで区切って複数の
エンティティを追加できます。

換算の実行 このタスクは、換算を実行するユ
ーティリティ・タスクです。タス
クでは、ユーザーはシナリオ、年、
期間、エンティティなどのタスク
を実行するためのパラメータを入
力するように要求されます。

シナリオ
年
期間
Entity: カンマで区切って複数の
エンティティを追加できます。

Planningおよび Planningモジュール用の自動化統合

統合名 説明 パラメータ/説明
キューブのクリア 入力およびレポート・キューブ内

の特定のデータをクリアします
名前: キューブのクリア・ジョブ
の名前。

キューブのリフレッシュ OLAPキューブをリフレッシュし
ます。

名前: キューブのリフレッシュ・
ジョブの名前。

データのエクスポート データのエクスポート・タイプの
ジョブで指定されたデータのエク
スポート設定(ファイル名を含む)
を使用して、アプリケーション・
データをファイルにエクスポート
します。エクスポートされたデー
タが含まれるファイルはリポジト
リに格納されます。

名前: データのエクスポート・ジ
ョブの名前。
ファイル名のエクスポート: オプ
ション。データのエクスポート先
のファイル名。

データのインポート データのインポート・タイプのジ
ョブで指定されたデータのインポ
ート設定を使用して、リポジトリ
内のファイルからデータをアプリ
ケーションにインポートします。

名前: データのインポート・ジョ
ブの名前。
ファイル名のインポート: オプシ
ョン。データのインポート元のフ
ァイル名。
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統合名 説明 パラメータ/説明
メタデータのインポート メタデータのインポート・タイプ

のジョブで指定されたメタデータ
のインポート設定を使用して、リ
ポジトリ内のファイルからメタデ
ータをアプリケーションにインポ
ートします。

名前: メタデータのインポートで
定義されたバッチの名前。

バッチの実行 データ管理で定義されたジョブの
バッチを実行します。

名前: 実行するレポートの名前
(POV (ディメンション、カテゴリ、
期間)パスのディメンション・マッ
プなど)
レポート・フォーマット・タイプ:
レポートのファイル形式(PDF、
XLSXまたは HTML)
パラメータ: レポートに応じて数
と値が異なります
Location: レポートの場所
(Comma_Visionなど)

ビジネス・ルールの実行 ビジネス・ルールを起動します。 名前: 定義されている正確なビジ
ネス・ルール名。
パラメータ: JSON構文の実行時
プロンプト。パラメータ名は、ル
ール定義に定義されているのと完
全に同じである必要があります。
たとえば、
{ "MyScenario1":"Current",
"MyVersion1":"BU Version_1",
"ToEntity":"CA",
"Rule_Level_Var":"AZ",
"planType":"Plan1"}
次の形式の例もサポートされてい
ます:
"Scenario=Actual"
"Entity=Total Geography"
"Year=FY21" "Period=Apr"

ビジネス・ルール・セットの実行 ビジネス・ルールセットを起動し
ます。実行時プロンプトのないル
ールセットやデフォルト値のある
実行時プロンプトはサポートされ
ます。

名前: 定義されている正確なビジ
ネス・ルールセット名。
パラメータ: JSON構文の実行時
プロンプト。パラメータ名は、ル
ール定義に定義されているのと完
全に同じである必要があります。
たとえば、
{ "MyScenario1":"Current",
"MyVersion1":"BU Version_1",
"ToEntity":"CA",
"Rule_Level_Var":"AZ",
"planType":"Plan1"}
次の形式の例もサポートされてい
ます:
"Scenario=Actual"
"Entity=Total Geography"
"Year=FY21" "Period=Apr"
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統合名 説明 パラメータ/説明
データ・ルールの実行 指定した開始期間および終了期間

とインポート・オプションまたは
エクスポート・オプションに基づ
いて、データ管理のデータ・ロー
ド・ルールを実行します。

ジョブ名: データ管理に定義され
ているデータ・ロード・ルールの
名前。
開始期間: データがロードされる
最初の期間。この期間名は、デー
タ管理の期間マッピングに定義さ
れている必要があります。
終了期間: データがロードされる
最後の期間。この期間名は、デー
タ管理の期間マッピングに定義さ
れている必要があります。
インポート・モード: データをデ
ータ管理にインポートする方法を
決定します。
APPEND: 既存のルールに追加し
ます
データ管理の POVデータ
REPLACE: POVデータを削除し
てファイルからのデータで置換し
ます
RECALCULATE: データのインポ
ートをスキップしますが、更新さ
れたマッピングおよび論理勘定科
目を使用して再処理します。
NONE: データ管理のステージン
グ表へのデータ・インポートをス
キップします
exportMode: データをデータ管
理にエクスポートする方法を決定
します。
STORE_DATA: データ管理のステ
ージング表のデータを既存の
Oracle Hyperion Planningのデ
ータとマージします
ADD_DATA: データ管理のステー
ジング表のデータを Planningに
追加します
SUBTRACT_DATA: データ管理の
ステージング表のデータを既存の
Planningのデータから削除しま
す
REPLACE_DATA: POVデータを
クリアしてデータ管理のステージ
ング表のデータで置換します。デ
ータがクリアされる対象は、シナ
リオ、バージョン、年、期間およ
びエンティティです
NONE: データ管理から Planning
へのデータのエクスポートをスキ
ップします
ファイル名: オプション。ファイ
ル名を指定しないと、この APIに
よってデータ・ロード・ルールに
指定されたファイル名に含まれる
データがインポートされます。デ
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統合名 説明 パラメータ/説明
ータ・ルールの実行前にデータ・
ファイルが受信ボックスにすでに
存在している必要があります。

Profitability and Cost Management用の自動化統合

統合名 説明 パラメータ/説明
データ権限の適用 指定された Profitability and

Cost Managementアプリケーシ
ョンのデータ権限を適用します。
この APIは、Essbaseでデータ権
限を作成および適用するジョブを
送信します。この APIは、Oracle
Essbaseの既存のすべてのデータ
権限を削除し、アプリケーション
からの最新の情報でデータ権限を
再作成します。問題がある場合
は、データ権限を修復するために
使用することもできます。

なし

MLキューブのデプロイ 選択した Profitability and Cost
Managementアプリケーション
の計算キューブをデプロイまたは
再デプロイします。

isKeepData: 既存のデータを保存
するかどうかを指定します
isReplacecube: 既存を置き換え
るかどうかを指定します
comment: 任意のユーザー・コメ
ント
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統合名 説明 パラメータ/説明
ML計算の実行 選択したアプリケーションの計算

を実行またはクリアします。管理
元帳で使用します。

povGroupMember: 計算を実行
する POVグループ・メンバー
(2015_January_Actualなど)
isClearCalculated: 計算データを
クリアするかどうか。trueまた
は false
subsetStart: ルール・セット開始
連番
subsetEnd: ルール・セット終了連
番
Rule: SINGLE_RULEのルール名
ruleSetName: - SINGLE_RULE
オプションのルール・セット名
exeType: - 実行するルールを指
定する実行タイプ。使用可能な値
は ALL_RULES、
RULESET_SUBSET、
SINGLE_RULEです。他のパラメ
ータは、exeTypeの値に応じて必
要です。
exeType: ALL_RULESは
subsetStart、subsetEnd、
ruleSetName、ruleNameなど、
他のすべてのオプションを上書き
します。
exeType: RULESET_SUBSETは
subsetStartおよび subsetEndの
みを考慮します。
exeType: SINGLE_RULEは
ruleSetNameおよび ruleName
のみを考慮します。
Comment: コメント・テキストを
使用します。
Delimiter: POVグループ・メンバ
ーの文字列区切り文字(アンダー
スコア(_)など)。

ML POVのクリア モデル・アーティファクトとデー
タをアプリケーションの POVの
組合せからクリアします。

POV GroupMember: 計算を実行
する POVグループ・メンバー
(2015_January_Actualなど)
isManageRule: プログラム・ルー
ル詳細をクリアするかどうか
isInputData: 入力データをクリ
アするかどうか
IsAllocatedValues: 割り当てられ
た値をクリアするかどうか
stringDelimiter: POVグループ・
メンバーの文字列区切り
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統合名 説明 パラメータ/説明
ML POVのコピー モデル・アーティファクトとソー

ス POVの組合せのデータを、アプ
リケーションの宛先 POVの組合
せにコピーします。管理元帳アプ
リケーションで使用します。

POV: パスに含まれます
srcPOVMemberGroup: ソース
POVメンバー・グループ
(2014_January_Actualなど)
destPOVMemberGroup: 宛先
POVメンバー・グループ
(2014_March_Actualなど)
isManageRule: プログラム・ルー
ルの詳細をコピーするかどうか
isInputData: 入力データをコピ
ーするかどうか
modelViewName: データの一部
をソース POVから宛先 POVにコ
ピーします
宛先 POVの作成: 宛先 POVがま
だ存在しない場合は作成するかど
うか
文字列区切り: POVグループ・メ
ンバーの文字列区切り
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統合名 説明 パラメータ/説明
データ・ルールの実行 指定した開始期間および終了期間

とインポート・オプションまたは
エクスポート・オプションに基づ
いて、データ管理のデータ・ロー
ド・ルールを実行します。

ジョブ名: データ管理に定義され
ているデータ・ロード・ルールの
名前。
開始期間: データがロードされる
最初の期間。この期間名は、デー
タ管理の期間マッピングに定義さ
れている必要があります。
終了期間: データがロードされる
最後の期間。この期間名は、デー
タ管理の期間マッピングに定義さ
れている必要があります。
インポート・モード: データをデ
ータ管理にインポートする方法を
決定します。
APPEND: 既存のルールに追加し
ます
データ管理の POVデータ
REPLACE: POVデータを削除し
てファイルからのデータで置換し
ます
RECALCULATE: データのインポ
ートをスキップしますが、更新さ
れたマッピングおよび論理勘定科
目を使用して再処理します。
NONE: データ管理のステージン
グ表へのデータ・インポートをス
キップします
エクスポート・モード: データを
データ管理にエクスポートする方
法を決定します。
STORE_DATA: データ管理のステ
ージング表のデータを既存の
Profitability and Cost
Managementのデータとマージ
します。
ADD_DATA: データ管理のステー
ジング表のデータを Profitability
and Cost Managementに追加し
ます。
SUBTRACT_DATA: データ管理の
ステージング表のデータを既存の
Profitability and Cost
Managementのデータから削除
します
REPLACE_DATA: POVデータを
クリアしてデータ管理のステージ
ング表のデータで置換します。デ
ータがクリアされる対象は、シナ
リオ、バージョン、年、期間およ
びエンティティです
NONE: データ管理から
Profitability and Cost
Managementへのデータのエク
スポートをスキップします
ファイル名: オプション。ファイ
ル名を指定しないと、この APIに
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統合名 説明 パラメータ/説明
よってデータ・ロード・ルールに
指定されたファイル名に含まれる
データがインポートされます。デ
ータ・ルールの実行前にデータ・
ファイルが受信ボックスにすでに
存在している必要があります。

バッチ・ルールの実行 データ管理で定義されたジョブの
バッチを実行します。

ジョブ名: データ管理に定義され
ているバッチの名前。

ディメンションの更新 フラット・ファイルを使用して作
成されたアプリケーションの新し
いディメンション・フラット・フ
ァイルをアップロードします。こ
れはプロセスが自動化された統合
です。詳細は、REST APIのジョ
ブとしてディメンションを更新を
参照してください。

ファイル名: データ・ファイル名
区切り記号: オプション・パラメ
ータ

統合ファイルのコピーおよび削除
次の統合は、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementに共通です:

• <Cloud EPMサービス>からファイルをコピー
• <Cloud EPMサービス>にファイルをコピー
• <Cloud EPMサービス>からファイルを削除
例

これらの統合を実行するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「統合」タブをクリックします。
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3. 事前作成済の統合のリストから、「<Cloud EPMサービス>からファイルをコピー」を選択
します。これにより、現在のタスク・マネージャ・サービスからリモート Cloud EPMサー
ビスにファイルがコピーされます。たとえば、Planningでタスク・マネージャを構成し、
Account Reconciliation接続を設定した場合、「Planningからファイルをコピー」により、
Planningから Account Reconciliationにファイルがコピーされます

Note:

これは、Enterprise Data Managementを除くすべてのリモート  Cloud EPMサー
ビスに適用されます。

• 次のパラメータを入力します:

– ファイル名: コピーするファイルを参照して選択します。
– ファイルに名前を付けて保存: ファイル名を入力します(元のファイル名と異なっ
てもかまいません)。

– 外部ディレクトリ名(オプション): ディレクトリの名前を選択します。
• 「保存して閉じる」をクリックします。

4. 「<Cloud EPMサービス>にファイルをコピー」を選択します。これにより、別の Cloud
EPMサービスから、タスク・マネージャが構成されている現在のサービスにファイルがコ
ピーされます。

Note:

これは、Enterprise Data Managementを除くすべてのリモート  Cloud EPMサー
ビスに適用されます。

• 次のパラメータを入力します:

– ファイル名: コピーするファイルを参照して選択します。
– ファイルに名前を付けて保存: ファイル名を入力します(元のファイル名と異なっ
てもかまいません)。

– 外部ディレクトリ名(オプション): ディレクトリの名前を選択します。
• 「保存して閉じる」をクリックします。

5. 「<Cloud EPMサービス>からファイルを削除」を選択します。これにより、Oracle Fusion
Cloud EPMサービスからファイルが削除されます。
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Note:

これは、Enterprise Data Managementを除くすべてのリモート  Cloud EPMサー
ビスに適用されます。

• 「ファイル名」で、削除するファイルを参照して選択します。

• 「保存して閉じる」をクリックします。
Cloud EPMの自動化統合も参照してください。

クラウドおよびオンプレミス・アプリケーションとの統合の管
理

この付録では、次の事前作成済のタスク・マネージャ統合の設定方法について説明します:

• Oracle Cloud ERP統合
• オンプレミス統合
• オンプレミス Oracle E-Business Suiteイベント・モニタリング統合
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementでは、タスク・マネージャが Cloud
EPM以外のサービスで自動タスクを実行するための統合プラットフォームとして、Oracle
Integration Cloudを使用します。
次の図に、Planning適用されるシステムおよびユーザー・フローを示します:
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Oracle Cloud ERP用のエンド・ユーザー統合
タスク・マネージャのエンド・ユーザー統合では、リモートのクラウド環境の機能にアクセス
できます。この項に、Oracle Cloud ERPで使用可能な タスク・マネージャのエンド・ユーザ
ー統合をリストします。
リモートのクラウドの機能の説明は、そのクラウド・サービスのドキュメントを参照してくだ
さい。
Oracle Cloud ERP - Assets用のエンド・ユーザー統合
• 総勘定元帳との資産残高突合せ
• 資産取得価額要約
• 資産償却累計額要約
• 減価償却の計算
• 繰延償却の計算
• CIP資産の資産計上
• 資産会計の作成
• 仕訳償却累計額元帳レポート
• 資産割当の管理
• 資産財務トランザクションの管理
• 一括除・売却の管理
• 一括振替の管理
• 税務台帳の定期一括コピー
• 期間クローズ例外レポート
• ソース明細の準備および一括追加の転記の発行
• 資産の再稼働
• 資産の除・売却
Oracle Cloud ERP - Cash Management用のエンド・ユーザー統合
• 銀行取引明細書突合せ
• 会計の作成
• 現金の総勘定元帳との突合せレポート
• 補助元帳期間クローズ例外レポート
Oracle Cloud ERP - General Ledger用のエンド・ユーザー統合
• 仕訳の自動転記
• 仕訳の自動逆仕訳
• 総勘定元帳期間のクローズ
• 配賦ルールの作成
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• 貸借対照表決算整理仕訳の作成
• 損益計算書決算整理仕訳の作成
• 買掛/未払金の総勘定元帳との突合せデータの抽出
• 売掛/未収金の総勘定元帳との突合せデータの抽出
• 財務レポート・センター作業領域
• 一般会計ダッシュボード
• 配賦ルールの生成
• 総勘定元帳残高試算表
• 総勘定元帳平均残高試算表
• 総勘定元帳仕訳レポート
• 総勘定元帳一般仕訳レポート
• 一般会計仕訳詳細レポート
• 総勘定元帳仕訳帳レポート
• 総勘定元帳仕訳バッチ要約レポート
• 一般会計勘定科目詳細レポート
• 総勘定元帳相対勘定の勘定科目分析レポート
• 総勘定元帳平均残高監査会計分析レポート
• 総勘定元帳勘定科目分析レポート
• 総勘定元帳残高試算表レポート
• 仕訳のインポート
• 総勘定元帳の会計期間の管理
• 仕訳の管理
• 総勘定元帳期間のオープン
• 期間クローズ・ダッシュボード
• 買掛/未払金の総勘定元帳との突合せ
• 売掛/未収金の総勘定元帳との突合せ
• 残高の再評価
• 換算
• 残高相互元帳の転送
• セカンダリ元帳への残高の転送
Oracle Cloud ERP - Intercompany用のエンド・ユーザー統合
• 会社間勘定詳細レポート
• 会社間照合
• 会社間トランザクション要約レポート
• 会社間トランザクション作業領域
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• 会社間期間ステータスの管理
• 会社間トランザクションを総勘定元帳に転送
• 会社間トランザクションを売掛/未収金に転送
• 会社間トランザクションを買掛/未払金に転送
Oracle Cloud ERP - Payables用のエンド・ユーザー統合
• 欠落している換算レートの適用
• 未完了の支払プロセス要求の完了または取消
• 買掛/未払金会計の作成
• 一括追加の作成
• 買掛/未払金の総勘定元帳との突合せデータの抽出
• 買掛/未払金請求書のインポート
• 買掛/未払金支払要求のインポート
• 買掛/未払金期間の管理
• オープン項目評価替えレポート
• 買掛/未払金未計上トランザクション・レポート
• 買掛/未払金請求書ランディング・ページ
• スイープ・オプションを指定した買掛/未払金未計上トランザクション・レポート
• 買掛/未払金残高試算表レポート
• 期間クローズ例外レポート
• 買掛/未払金の総勘定元帳との突合せレポートの確認
• トランザクション承認待ち
• 原価を原価管理に転送
• 満期支払手形ステータスの更新
• 満期支払手形ステータスの更新
• 未検証トランザクションの検証
Oracle Cloud ERP - Receivables用のエンド・ユーザー統合
• 顧客与信の承認または否認
• 請求作業領域
• 入金の自動決済
• 自動請求調整の作成
• 自動入金バッチの作成
• 入金送金バッチの作成
• 延滞手数料バッチの作成
• 自動入金消込の作成
• 売掛/未収金会計の作成
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• 売掛/未収金から総勘定元帳への突合せデータの抽出
• 自動インボイスのインポート: マスター
• 売掛/未収金会計期間の管理
• 収益調整の管理
• 売掛/未収金残高作業領域
• ロック・ボックスを介した入金の処理
• 収益の認識
• 総勘定元帳勘定科目別売掛/未収金年齢調べレポート
• 補助元帳期間クローズ例外レポートの発行
Oracle Cloud ERP - Tax用のエンド・ユーザー統合
• 税金突合せレポート
• 課税対象勘定別税金突合せレポート
Cloud ERP統合のアプリケーション・トークン値
トークン名: SERVER

トークン摘要: たとえば、 https://customer_chosen_domain_name_fa.DC.oraclecloud.comと
いう架空の URLのように、URLベースの統合に使用されるプロパティ

ノート:

URLの最後にスラッシュ( / )を指定しないでください。

タスク・マネージャで ERP Cloudタスクを表示するための前提条件
タスク・マネージャで Cloud ERPタスクを表示するには、Cloud ERPアプリケーションで
iFrame内のサイトを表示できるようにする必要があります。Cloud ERPを開いたときに
<Cloud ERP URL>への接続が拒否されましたというエラーとともに空白のページが表示され
た場合は、これらの前提条件を満たしていることを確認してください。
1. Identity Cloud Service (IDCS) - iFrameを介した認証を許可します

a. IDCS管理コンソールのナビゲーション・トレイで、「設定」 > 「セッション設定」を
クリックします。

b. すべての Cross-Origin Resource Sharing (CORS)スライダを有効にします。
c. 「許可された CORSドメイン名」に、EPMルート URLを入力します
d. 「保存」をクリックします。IDCS - IFrameを介した認証を許可する方法を参照してく
ださい。
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ノート:

IDCSを使用せず、シングル・サインオンに Oktaなどの他のアプリケーションを
使用している場合は、EPM用にそのアプリケーションで Cross-Origin Resource
Sharing (CORS)を有効にする必要があります。

2. Oracle Cloud ERP Applications管理者に、次のプロファイル・オプションについて Oracle
Cloudアプリケーションに Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementル
ート URLを追加して、Cross-Origin Resource Sharing (CORS)を有効にするように要求し
ます:

• ORA_CORS_ORIGINS

• ORACLE.ADF.VIEW.ALLOWED_ORIGINS

プロファイル値を更新するには:

a. Cloud ERPアプリケーションに管理者としてログインします。
b. ユーザー管理メニューから、設定および保守に移動します。
c. 管理者プロファイル値の管理を検索します。
d. プロファイル・コードとして ORACLE.ADF.VIEW.ALLOWED_ORIGINSを入力し、「検
索」をクリックします。

e. プロファイル値セクションで、値を指定します。サード・パーティの URLにアクセス
するには、'self'とサード・パーティの URLを含めます(区切り文字として空白を使用し
ます)。例:
'self' <空白> <url>

次を参照してください
• データ・フェッチの問題を回避するための

ORACLE.ADF.VIEW.ALLOWED_ORIGINSの有効な値
• ORACLE.ADF.VIEW.ALLOWED_ORIGINSプロファイル・オプションの使用方法
• Visual Builder Studioの管理

f. ORA_CORS_ORIGINSプロファイル・オプションについても同じステップを繰り返し
ます。

Oracle Cloud ERPのイベント・モニタリング統合
この項に、Oracle Cloud ERPの即時利用可能なイベント・モニタリング統合をリストします。

ノート:

カスタムのプロセスの自動化、または Oracle Cloud ERPとのイベント・モニタリン
グ統合については、カスタム・タスク・マネージャ統合の作成を参照してください。

Oracle Cloud ERP General Ledgerでサポートされているイベント
General Ledgerでは次のイベントがサポートされています:
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ソース イベント 説明
総勘定元帳 会計期間のクローズ 総勘定元帳の会計期間がクローズするときのシグナ

ル。
総勘定元帳 会計期間のオープン 総勘定元帳の会計期間がオープンするときのシグナ

ル。
総勘定元帳 会計期間の再オープン 総勘定元帳の会計期間が再オープンするときのシグ

ナル。
総勘定元帳 仕訳バッチの承認 仕訳バッチが承認されるときのシグナル。
総勘定元帳 仕訳バッチ転記の完了 仕訳バッチが転記されるときのシグナル。

同梱された既存の接続に追加される統合
表には、タスク・マネージャ Tax Reportingから次のビジネス・イベントをモニターするため
に追加される統合を、これらを含めて表に示しています:

• Tax Reportingの統合タイプ
• Tax Reportingのタスク・タイプ
• Integration Cloudでの統合フロー

接続名 統合名 統合コード イベント名 説明 パラメータ
Oracle Cloud
ERP - General
Ledger

期間クローズ・
イベント

R13GLPeriodCl
ose

会計期間のクロ
ーズ

Oracle Cloud
ERP General
Ledger期間ク
ローズ・イベン
ト・モニタリン
グ

LedgerName:
元帳の名前。例:
US Primary
Ledger。
Period: 期間の
名前。たとえば、
01-19です。

Oracle Cloud
ERP - General
Ledger

期間オープン・
イベント

R13GLPeriodO
pen

会計期間のオー
プン

Oracle Cloud
ERP General
Ledger期間オ
ープン・イベン
ト・モニタリン
グ

LedgerName:
元帳の名前。例:
US Primary
Ledger。
Period: 期間の
名前。たとえば、
01-19です。

Oracle Cloud
ERP - General
Ledger

期間再オープ
ン・イベント

R13GLPeriodR
eopen

会計期間の再オ
ープン

Oracle Cloud
ERP General
Ledger期間再
オープン・イベ
ント・モニタリ
ング

LedgerName:
元帳の名前。例:
US Primary
Ledger。
Period: 期間の
名前。たとえば、
01-19です。

Oracle Cloud
ERP - General
Ledger

仕訳承認イベン
ト

R13GLJournal
BatchApprove

仕訳バッチの承
認

Oracle Cloud
ERP General
Ledger仕訳バ
ッチ承認イベ
ント・モニタリ
ング

BatchName: 仕
訳バッチ名
Period: 期間の
名前。たとえば、
01-19です。
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接続名 統合名 統合コード イベント名 説明 パラメータ
Oracle Cloud
ERP - General
Ledger

仕訳転記イベン
ト

R13GLJournal
BatchPost

仕訳バッチの転
記

Oracle Cloud
ERP General
Ledger仕訳バ
ッチ転記イベ
ント・モニタリ
ング

BatchName: 仕
訳バッチ名
Period: 期間の
名前。たとえば、
01-19です。

タスク・マネージャでの統合の設定
タスク・マネージャでは、Oracle Cloud ERP - General Ledgerのイベント・モニタリング統合
を作成できます。イベント・モニタリング統合は、他のクラウド・サービスまたはオンプレミ
ス・アプリケーションで外部イベントが発生するとトリガーされます。
Oracle Cloud ERPでビジネス・イベントが使用可能であることを確認してください。REST
APIを使用してイベントを検証できます。Oracle Financials Cloud REST APIガイド
(docs.oracle.comで入手可能)の ERPビジネス・イベント RESTエンドポイントの項のこれら
のトピックを参照してください。
イベントを検証するには、すべてのビジネス・イベント・レコードの取得に関する項を参照し
てください。
イベントが有効になっていない場合は、ビジネス・イベントの有効化インジケータの更新に関
する項を参照してください。
タスク・マネージャでは、外部アプリケーションへのすべての統合に Oracle Integration Cloud
を使用します。基本認証または OAuth 2.0認証を使用して、タスク・マネージャで Oracle
Integration Cloudへの接続を設定できます。

ノート:

• Oracle Integration Cloud世代 2では、「Basic認証」と「OAuth 2.0」の両方がサ
ポートされています。

• Oracle Integration Cloud世代 3では、「OAuth 2.0」のみがサポートされていま
す。

• 基本認証ユーザーには、Oracle Integration Cloudのサービス管理者役割が必要で
す。

• OAuth 2.0では、クライアント資格証明のみがサポートされています。OAuth 2.0
クライアント・アプリケーションでは、Oracle Integration Cloudのサービス管理
者役割が必要で、許可されるスコープはすべてである必要があります。

OAuth 2.0接続を設定する前に、アクセス・トークン URL、クライアント ID、クライアント・
シークレット、スコープなどのクライアント資格証明があることを確認してください。OAuth
クライアント・アプリケーションの設定については、Oracle Integration Cloud Generation 3の
ドキュメントの Oracle Integrationの OAuth認証を参照してください。
タスク・マネージャで Integration Cloud接続を設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。
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2. 左側の 「統合」タブをクリックします。
3. 「接続の管理」をクリックし、「アクション」から「Integration Cloud接続」を選択し
ます。

4. 次の認証メカニズムのいずれかを選択します:

• Basic認証: Integration Cloudの URL、サービス管理者のユーザー IDおよびパスワー
ドを指定します。

• OAuth 2.0: Integration Cloud URL、アクセス・トークン URL、クライアント ID、クラ
イアント・シークレットおよびスコープを指定します。

ノート:

• Gen 2の場合、次の URLを入力します: https://<SERVICE_NAME>-
<TENANT_NAME>.integration.ocp.oraclecloud.com

• Gen 3場合、次の URLを入力します: https://
<SERVICE_INSTANCE>.integration.<REGION>.ocp.oraclecloud.com。サー
ビス・インスタンスを見つけるには、Integration Cloudにログインし、「情
報」ウィンドウを開きます。

5. 「検証」をクリックします。検証が成功したら、「保存」をクリックします。これにより、
接続のサーバーおよび資格証明が保存されます。

Oracle Cloud ERP - General Ledger接続の有効化
Oracle Cloud ERP - General Ledger接続を有効化するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「統合」タブをクリックし、 「接続の管理」をクリックします。
3. リストから Oracle Cloud ERP - General Ledgerを選択し、「アクション」、「編集」の順
にクリックします。

4. 「接続の編集」ダイアログで、「使用可能」を選択し、「OK」をクリックします。
5. 「Integration Cloudへのデプロイ」ダイアログで、「生成」をクリックします。
「Oracle Cloud ERP - General Ledger」接続がすでに有効な場合は、「統合」画面からイベ
ント・モニタリング統合を選択し、ツールバーから「Integration Cloudへのデプロイ」を
クリックして、統合フローを Oracle Integration Cloudにデプロイします。次に、
「Integration Cloudへのデプロイ」ダイアログで「生成」をクリックします。
統合フローが Integration Cloudにデプロイされ、Integration Cloud Servicesにログインす
るとフローを表示できます。

ノート:

Integration Cloudへの接続を最初に有効にするとき、すべての Integration Cloudデプ
ロイメントがアクティブ化中に失敗します。管理者は、Integration Cloudで統合をア
クティブ化する必要があります。統合をアクティブ化する前に、管理者は Integration
Cloudで統合を設定する必要があります。
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Integration Cloudでの統合フローの設定
Integration Cloudで統合フローを設定するには:

1. Integration Cloud Servicesにログインします。
2. 「接続」に移動します。

EPM Fusion接続と EPM接続は自動的に作成されます。
3. 環境および資格証明情報を指定して、接続を編集します。接続の作成の前提条件の詳細は、
接続の作成の前提条件を参照してください。
• EPM Fusion接続は Oracle Cloud ERPへの接続です。詳細は、Oracle ERP Cloudア
ダプタの使用を参照してください。

• EPM接続は、タスク・マネージャでの Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementサービスへの接続です。詳細は、Oracle統合での Oracle Enterprise
Performance Management Cloudアダプタの使用を参照してください。

接続を構成、テストおよび保存すると、接続の横に緑色のチェック・マークが表示されま
す。

4. タスク・マネージャに戻り、 「統合」を選択します。
5. リストから統合を選択し、ツールバーから 「Integration Cloudへのデプロイ」をクリ
ックします。

6. 「Integration Cloudへのデプロイ」ダイアログで、「生成」をクリックします。
Cloud統合のデプロイメントが成功します。Oracle Integration Cloudサービス、「統合」の
順にログインし、Integration Cloudでアクティブ化ステータスを検証します。

テンプレートまたはスケジュールへのイベント・モニタリング・タスクの追加
設定が完了した後は、スケジュールまたはテンプレートにイベント・モニタリング・タスクを
追加できます。
1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「テンプレート」タブをクリックし、新しいテンプレート(ERPイベント・テンプ
レートなど)を作成します。

3. イベント・モニタリング・タスクを作成します。タスクの作成を参照してください。
「タスク・タイプ」で、Oracle Cloud ERP - General Ledgerを選択し、イベント・モニタ
リング・タスク(「期間オープン・イベント」など)を選択します。

4. タスク・マネージャで 「テンプレート」をクリックし、ERPイベント・テンプレートを
選択して、スケジュールを作成します。テンプレートからのスケジュールの作成を参照し
てください。
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5. タスク・マネージャで 「スケジュール」をクリックし、スケジュールを選択して、ステ
ータスを「オープン」に変更します。
「スケジュール・タスク」画面でスケジュール・タスクをモニターできます。

Oracle Cloud ERPでの期間クローズ・イベントのトリガー
Oracle Cloud ERPで期間クローズ・イベントを起動するには:

1. Oracle Cloud ERPにログインします。
2. 「一般会計」タブを選択し、「期間クローズ」を選択します。
3. 「一般会計」をクリックし、期間を選択して、「クローズ期間」をクリックします。

 

 

4. タスクが完了するまで数分待ちます。次に、「タスク」内で「スケジュール・タスク」画面
に移動し、タスクがクローズしたことを確認します。

Oracle Cloud ERPでの期間オープン/再オープン・イベントのトリガー
Oracle Cloud ERPで期間オープン・イベントを起動するには:

1. Oracle Cloud ERPにログインします。
2. 「一般会計」タブを選択し、「期間クローズ」を選択します。
3. 「一般会計」をクリックし、期間を選択して、「オープン期間」をクリックします。
4. タスクが完了するまで数分待ちます。次に、「タスク」内で「スケジュール・タスク」画面
に移動し、タスクがクローズしたことを確認します。

ノート:

オープンしたことがない期間をオープンする場合は、期間オープン・イベントがトリ
ガーされます。以前にクローズされた期間をオープンする場合は、期間再オープン・
イベントがトリガーされます。

Oracle Cloud ERPでの仕訳バッチの承認イベントのトリガー
Oracle Cloud ERPで仕訳バッチの承認イベントを起動するには:

1. Oracle Cloud ERPにログインします。
2. 「一般会計」タブを選択し、「仕訳」を選択します。
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3. 「ユーザーの承認が必要」をクリックし、仕訳バッチを選択して、「承認」をクリックしま
す。

4. タスクが完了するまで数分待ちます。次に、「タスク」内で「スケジュール・タスク」画面
に移動し、タスクがクローズしたことを確認します。

ノート:

複数レベルの承認プロセスで最後の承認である場合のみ、仕訳バッチの承認イベ
ントをトリガーできます。

Oracle Cloud ERPでの仕訳転記イベントのトリガー
Oracle Cloud ERPで仕訳バッチの承認イベントを起動するには:

1. Oracle Cloud ERPにログインします。
2. 「一般会計」タブを選択し、「仕訳」を選択します。
3. 「タスク」をクリックし、「仕訳の作成」を選択します。
4. 「仕訳の作成」画面で必要な情報を指定し、「保存」をクリックします。

ノート:

仕訳バッチ名および会計期間は、タスク・マネージャのスケジュールのタスクの
パラメータと一致する必要があります。

5. タスクが完了するまで数分待ちます。次に、「タスク」内で「スケジュール・タスク」画面
に移動し、タスクがクローズしたことを確認します。

オンプレミス・アプリケーション用のエンド・ユーザー統合
タスク・マネージャのエンド・ユーザー統合では、オンプレミス環境の機能にアクセスできま
す。この項に、オンプレミス・アプリケーションに対する使用可能なタスク・マネージャのエ
ンド・ユーザー統合をリストします。
オンプレミスの機能の説明は、そのアプリケーションのドキュメントを参照してください。
Hyperion Financial Management用のエンド・ユーザー統合
• データのロード
• 会社間トランザクションのロード
• 仕訳のロード
• ドキュメントの管理
• 仕訳の承認
• 仕訳の作成
• データ・グリッド
• データの抽出
• ICTの抽出
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• 仕訳の抽出
• 会社間照合テンプレート・レポート
• 勘定科目別会社間照合レポート
• トランザクション ID別会社間照合レポート
• 会社間レポート
• 会社間トランザクション・レポート
• 仕訳レポート
• 出資比率の管理
• 仕訳の転記
• プロセス・コントロール
• ICTの処理
• タスク・リスト
• Webデータ入力フォーム
Oracle E-Business Suite (EBS)用のエンド・ユーザー統合
買掛管理タスク
• 買掛/未払金期間のクローズ
• 経費精算書インポート
• 次の買掛/未払金期間をオープン
• 買掛/未払金承認ワークフロー
• 保留と解除の確認
• オープン・インタフェース・インポート(買掛/未払金オープン・インタフェース・インポー
ト)

• 会社間トランザクション・インポート(買掛/未払金オープン・インタフェース・インポー
ト)

• すべての未検証の請求書の検証(請求書の検証)

• 保留中請求書レポート
• 満期支払ステータスの更新(満期支払手形ステータスの更新)

• 仕訳を GLに転送
• 未計上トランザクション・レポートの実行(未計上トランザクション・レポート(XML)

• 未計上トランザクション・スイープの実行(未計上トランザクション・レポート(XML)

• 未計上トランザクション・スイープ・プログラムの実行(未計上トランザクション・レポー
ト(XML)

• 転記済請求書登録レポート(買掛/未払金転記済請求書登録)

• 転記済支払登録レポート(買掛/未払金転記済支払登録)

• 買掛/未払金残高試算表レポートの実行(買掛/未払金残高試算表)

• 一括追加作成
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• 買掛/未払金キー・インジケータ・レポートの実行(キー・インジケータ・レポート)

• 金融税登録の実行(RXのみ: 金融税登録)

• 税務監査証跡レポートの実行
• 使用税額レポートの実行
• EU域内 VAT監査証跡レポートの実行
• 源泉徴収税レポートの実行(AP源泉徴収税レポート)

• 源泉徴収税務書類の生成(AP源泉徴収税務書類)

売掛管理タスク
• 承認最終 ARトランザクション調整
• 最終 ARトランザクション調整の作成
• 定期消込の作成
• ロック・ボックス入金
• 後続期間のタスクのオープン
• 収益に対する手動偶発の削除
• 期間をクローズ保留中に設定
• 入金の手動消込
• 売掛/未収金期間のクローズ
• 請求書作成用のオーダー明細情報のインポート(自動請求書インポート・プログラム)

• 請求書作成用のオーダー明細情報のインポート - Oracle以外(自動請求書インポート・プロ
グラム)

• 収益認識の実行(収益認識)

• 会計の作成
• 未転記 AR品目レポートの実行(未転記品目レポート)

• 入金登録レポートの実行(消込済入金登録)

• 最終会計の作成と GLへの転送(会計の作成)

• 売掛/未収金の GLとの突合せの生成(AR突合せレポート)

• 売掛/未収金分析レポートの実行(キー・インジケータ・レポート - サマリー)

一般会計タスク
• 売掛金突合せ
• 賃料経費を配賦する自動配賦の生成
• 企業への財務実績の連結
• 評価替え通貨レートの維持
• 賃料経費の配賦算式のレビュー
• 補助元帳ソース仕訳の確認
• 貸倒引当金繰入の定型仕訳の生成
• 新規会計期間のオープン/会計期間のクローズ
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• 補助元帳ソース仕訳の転記
• 保有外貨の評価替えの確認
• 前期見越しの戻入
• 暫定損益計算書レポートの実行
• 企業への財務実績の連結
• 親通貨への換算の実行
• 暫定詳細残高試算表レポートの実行(残高試算表 - 詳細)

• 外貨仕訳レポートの実行(仕訳 - 入力通貨)

Hyperion Profitability and Cost Management用のエンド・ユーザー統合
• ジョブ・ライブラリ
• 計算の管理
• データベースの管理
• モデル・ビューの管理
• 問合せの管理
• ルールの管理
• モデル要約
• モデル検証
• POVマネージャ
• ルール・バランシング
• システム・レポート
• 配賦のトレース
Oracle Fusion Assets用のエンド・ユーザー統合
• ソース明細の準備および一括追加の転記の発行
• CIP資産の資産計上
• 資産財務トランザクションの管理
• 資産割当の管理
• 資産の除・売却
• 資産の再稼働
• 一括財務トランザクションの管理
• 一括除・売却の管理
• 一括振替の管理
• 総勘定元帳との資産残高突合せ
• 減価償却の計算
• 税務台帳の定期一括コピー
• 仕訳償却累計額元帳レポート
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• 繰延償却の計算
• 資産会計の作成
• 資産取得価額要約
• 資産償却累計額要約
• 期間クローズ例外レポート
Oracle Fusion Cash Management用のエンド・ユーザー統合
• 銀行勘定突合
• 会計の作成
• 補助元帳期間クローズ例外レポート
• 現金の総勘定元帳との突合せレポート
Oracle Fusion General Ledger用のエンド・ユーザー統合
• 仕訳のインポート
• 仕訳の自動転記
• 仕訳の自動逆仕訳
• 一般配賦ルール
• 総勘定元帳残高試算表
• 総勘定元帳平均残高試算表
• 総勘定元帳仕訳レポート
• 総勘定元帳仕訳チェック・レポート
• 総勘定元帳仕訳帳レポート
• 総勘定元帳仕訳バッチ要約レポート
• 総勘定元帳レポート
• 総勘定元帳相対勘定の勘定科目分析レポート
• 総勘定元帳平均残高監査会計分析レポート
• 残高の再評価
• 換算
• 買掛/未払金の総勘定元帳との突合せデータの抽出
• 売掛/未収金の総勘定元帳との突合せデータの抽出
• 貸借対照表決算整理仕訳の作成
• 損益計算書決算整理仕訳の作成
• 総勘定元帳期間のクローズ
• 総勘定元帳期間のオープン
• セカンダリ元帳への残高の転送
• 残高相互元帳の転送
• 仕訳のレビュー・ダッシュボード
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• 仕訳の管理
• 期間クローズ・ダッシュボード
• 財務レポート・センター作業領域
• 財務レポートのワークスペースの起動
• 買掛/未払金の総勘定元帳との突合せ
• 売掛/未収金の総勘定元帳との突合せ
• 総勘定元帳の会計期間の管理
• 配賦ルールの作成
• 総勘定元帳勘定科目分析レポート
• 総勘定元帳一般仕訳レポート
• 総勘定元帳残高試算表レポート
Oracle Fusion Intercompany用のエンド・ユーザー統合
• 会社間トランザクション作業領域
• 会社間期間ステータスの管理
• 会社間トランザクションを総勘定元帳に転送
• 会社間トランザクションを売掛/未収金に転送
• 会社間トランザクションを買掛/未払金に転送
• 会社間勘定詳細レポート
• 会社間トランザクション要約レポート
Oracle Fusion Payables用のエンド・ユーザー統合
• 外部システムからのトランザクションのインポート
• 会社間トランザクションのインポート
• 経費精算書のインポート
• 未検証トランザクションの検証
• 承認が必要なトランザクションを承認
• 満期支払手形ステータスの更新
• 欠落している換算レートの適用
• 買掛/未払金会計の作成
• 買掛/未払金未計上トランザクション・レポート
• スイープ・オプションを指定した買掛/未払金未計上トランザクション・レポート
• 期間クローズ例外レポート
• オープン項目評価替えレポート
• 期末突合せレポート
• 買掛/未払金残高試算表レポート
• 買掛/未払金の総勘定元帳との突合せデータの抽出
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• 一括追加の作成
• 原価を原価管理に転送
• 未完了の支払プロセス要求の完了または取消
• 買掛/未払金期間のクローズ
• 次の買掛/未払金期間をオープン
• 買掛/未払金の総勘定元帳との突合せレポートの確認
Oracle Fusion Accounts Receivable用のエンド・ユーザー統合
• 自動インボイスのインポート: マスター
• ロック・ボックスを介した入金の処理
• 自動入金バッチの作成
• 入金送金バッチの作成
• 入金の自動決済
• 延滞手数料バッチの作成
• 自動入金消込の作成
• 収益認識
• 売掛/未収金会計の作成
• 補助元帳期間クローズ例外レポートの発行
• 売掛/未収金から総勘定元帳への突合せデータの抽出
• 総勘定元帳勘定科目別売掛/未収金年齢調べレポート
• 期間クローズ・レポートの実行
• 顧客与信の承認または否認
Oracle Fusion Tax用のエンド・ユーザー統合
• 税金突合せレポート
• 課税対象勘定別税金突合せレポート
Hyperion Planning用のエンド・ユーザー統合
• ビジネス・ルール
• セル詳細のクリア
• データのコピー
• バージョンのコピー
• カスタム・リンク
• データ・フォーム
• データ・ロードの設定
• 通貨換算の管理
• データ・フォームの管理
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• ディメンションの管理
• 為替レートの管理
• メニュー管理
• プロセス管理
• セキュリティ・フィルタの管理
• スマート・リストの管理
• タスク・リストの管理
• ユーザー変数の管理
• プランニング・ユニット階層
• シナリオおよびバージョンの割当て
• タスクリスト
PeopleSoft 9.0用のエンド・ユーザー統合
• GLおよびサブシステムの期間のクローズ
• PS/nVisionレポートの実行と確認
• サブシステムと外部仕訳の処理(仕訳ジェネレータ)

• 手動仕訳の入力
• 費用経過勘定の記帳
• 調整証憑の入力
• エラーのある証憑のレビュー/訂正
• 照合例外のレビュー/訂正
• 不完全な預入のレビュー
• 保留中品目の転記エラーの解決
• 適宜残高を消込み
• 回収困難な売掛/未収金の更新
• 未請求収益見越の記帳
• 未処理請求の確定
• 請求インタフェース・エラーの訂正
• AP統制勘定の GLとの突合せ
• 残高試算表レポートの確認
• AR統制勘定の GLとの突合せ
• 収益(請求)勘定科目の GLとの突合せ
• 資産統制勘定の GLとの突合せ
• 費用経過勘定の確認
• オープン AP債務レポートの GLとの突合せ
• 経過した AR残高試算表の確認
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PeopleSoft 9.1用のエンド・ユーザー統合
• GLおよびサブシステムの期間のクローズ
• PS/nVisionレポートの実行と確認
• サブシステムと外部仕訳の処理(仕訳ジェネレータ)

• 手動仕訳の入力
• 費用経過勘定の記帳
• 調整証憑の入力
• エラーのある証憑のレビュー/訂正
• 照合例外のレビュー/訂正
• 不完全な預入のレビュー
• 保留中品目の転記エラーの解決
• 適宜残高を消込み
• 回収困難な売掛/未収金の更新
• 未請求収益見越の記帳
• 未処理請求の確定
• 請求インタフェース・エラーの訂正
• AP統制勘定の GLとの突合せ
• 残高試算表レポートの確認
• AR統制勘定の GLとの突合せ
• 収益(請求)勘定科目の GLとの突合せ
• 資産統制勘定の GLとの突合せ
• 費用経過勘定の確認
• オープン AP債務レポートの GLとの突合せ
• 経過した AR残高試算表の確認

統合の設定
前提条件を満たしていることを確認し、次のステップに従ってタスク・マネージャと外部アプ
リケーションとの間に統合を設定します。
前提条件
タスク・マネージャを E-Business Suiteなどのオンプレミス・アプリケーションと統合するに
は、次のものが必要です:

• Oracle Integration Cloud Serviceへのサブスクリプション。
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ノート:

Planningインスタンスごとに Integration Cloudインスタンスが 1つ必要です。
インスタンスごとに Integration Cloudインスタンスが 1つ必要です。

• 設定された Oracle E-Business Suite (EBS)などのオンプレミス・アプリケーション。
1. Oracle Integration Cloud / Oracle Autonomous Integration Cloudをサブスクライブします。
詳細は、Integration Cloud Serviceのドキュメント を参照してください。

2. Oracle Integration Cloudの EBSアダプタに対する Oracle E-Business Suiteのビジネス・
イベントを使用した Oracle Integrationの統合エンドポイントのトリガーの前提条件を確
認して完了します。

3. Planningのホーム・ページで「アプリケーション」を選択し、「タスク・マネージャ」をク
リックします。

4. 左側の 「統合」タブをクリックします。
5. 「接続の管理」をクリックします。
6. 「接続の管理」から、「アクション」で、「Integration Cloud接続」を選択します。

 

 

7. Integration Cloudの接続 URLと資格証明を指定し、「検証」をクリックします。検証が成
功したら、「保存」をクリックします。これにより、Planning接続のサーバーおよび資格証
明が保存されます。

ノート:

タスク・マネージャでは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Management以外の外部アプリケーションへのすべての統合に Integration Cloud
を使用します。外部アプリケーションには、別のクラウド・サービスまたは
Oracle E-Business Suiteなどのオンプレミス・アプリケーションも含まれます。
「プロセスの自動化」または「イベント・モニタリング」統合タイプになります。

8. 一般会計と買掛管理の接続のための EBS接続がすでに有効になっているかどうかに応じ
て、次のいずれかを実行します。
• 一般会計と買掛管理の EBS接続がすでに有効になっている場合、「デプロイ」、「生成」
の順にクリックして、対応する Integration Cloud統合を Integration Cloudにデプロイ
します

• 一般会計と買掛管理の接続のための EBS接続が有効になっていない場合:
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a. Planningの「タスク・マネージャ」で、 「統合」に移動し、 「接続の管理」
をクリックします。

b. 「E-Business Suite一般会計」を選択して編集します。「有効」チェック・ボック
スを選択し、「OK」をクリックします。「デプロイ」、「生成」の順にクリックしま
す。

c. E-Business Suite - 買掛管理に対してこれらのステップを繰り返します。
システムにより統合タスク・タイプが作成され、Integration Cloudサービスへの
Integration Cloud統合もデプロイされます。

ノート:

これを初めて行う場合に Integration Cloud内の接続が完了していないと、すべて
の Integration Cloudデプロイメントがアクティブ化中に失敗します。これは予
期された動作です。これを修正するには:

a. Integration Cloudにログインします。
b. 「接続」に移動します。「FCCS」および「EBS」という名前の 2つの接続が
表示されます。オプションで、「検索」を使用します。
FCCS接続を編集します。
• 接続の構成をクリックし、FCCSの URLに「<FCCS url>/

HyperionPlanning/rest/cmapi/v1」を入力します
• セキュリティの構成をクリックし、FCCSサービスのサービス管理者資
格証明を入力します。「テスト」、「保存」の順にクリックします。

ノート:

サービス管理者のユーザー IDは、REST APIの Cloud EPM REST
APIの OAuth 2および基本認証で指定されている形式にする必要
があります。

EBS接続を編集します。
• Oracle E-Business Suiteの接続 URLおよび資格証明を入力します。
• 「テスト」、「保存」の順にクリックします。

c. FCCSから「タスク・マネージャ」を開き、 「統合」を選択します。
d. 「接続の管理」をクリックし、「アクション」メニューで「Integration

Cloud接続」を選択し、 「Integration Cloudへのデプロイ」、「生成」の
順にクリックします。こうすると、デプロイメントはエラーなしで完了しま
す。

9. Integrationと EBSのリンクが正しく確立したことを確認します。そのためには、Oracle E-
Business Suiteに管理者としてログインし、Integration Cloud RESTサービスがビジネス・
イベントのサブスクライバとして追加されていることを確認します。次に例を示します:
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Integration Cloudサービスが追加されたことを確認します。例:
 

 

オンプレミス Oracle E-Business Suite (EBS)統合
EBSイベント・モニタリング用の タスク・マネージャ統合は、次のとおりです。
• EBSJournalApprove

• EBSJournalPost

• EBSJournalPeriodClose

• EBSJournalPeriodOpen

• EBSJournalPeriodReopen

• EBSAPJournalPeriodOpenClose

次のイベントをモニターできます。
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表 13-18 Oracle E-Business Suiteのイベントおよび説明

統合名 イベント名 説明
仕訳承認イベント oracle.apps.gl.Journals.journal.approve 一般会計: 仕訳承

認済
仕訳転記イベント oracle.apps.gl.Journals.journal.post 一般会計: 転記完

了
仕訳期間クローズ・イベント oracle.apps.gl.CloseProcess.period.close 一般会計: 期間ク

ローズ済
仕訳期間オープン・イベント oracle.apps.gl.CloseProcess.period.open 一般会計: 期間オ

ープン済
仕訳期間再オープン・イベン
ト

oracle.apps.gl.CloseProcess.period.reopen 一般会計: 期間再
オープン済

買掛/未払金期間オープン/ク
ローズ・イベント

oracle.apps.ap.CloseProcess.period 買掛金: 期間オー
プン/クローズ/再
オープン

表 13-19 一般会計仕訳統合タイプのパラメータ

名前 タイプ 必須 順序 非表示
バッチ ID テキスト はい 1 N

表 13-20 一般会計期間決算プロセス統合タイプのパラメータ

名前 タイプ 必須 順序 非表示
LedgerID テキスト はい 1 N
PeriodName テキスト はい 2 N

表 13-21 買掛金統合タイプのパラメータ

名前 タイプ 必須 順序 非表示
LedgerID テキスト はい 1 N
PeriodName テキスト はい 2 N
アクション 静的リスト はい 3 N

ビジネス・イベントの実行による結果の確認
必要なイベントをサブスクライブするように EBSビジネス・イベント・システムを構成した
後、ビジネス・イベントを実行して結果を確認できます。次の項では、追跡対象のイベントを
実行する EBSタスクの実行方法について説明します。
一般会計 - 仕訳承認済
oracle.apps.gl.Journals.journal.approve
EBSのステップ
1. EBSにログオンします。
2. 一般会計を選択し、左のツリーから Vision Operations (USA)役割を選択します。
3. 仕訳、入力の順に選択し、Oracle Applicationsが起動するまで待ちます。
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4. このフォルダのレコードを検索しますかというメッセージには、「いいえ」をクリックしま
す。

5. 仕訳の検索画面で新規バッチをクリックします。
ウィンドウ(Vision Operation (USA))が表示されます。

6. バッチに一意のバッチ名を入力します。

ノート:

保存をクリックするとき、カーソルがバッチ・フィールド内にある必要がありま
す。

7. ファイルを選択し、保存をクリックしてバッチを保存します。

ノート:

保存するとき、カーソルがバッチ・フィールド内にある必要があります。
8. 1つ以上の仕訳を入力してくださいのメッセージには、「OK」をクリックします。
9. 仕訳をクリックします。
10. 仕訳フィールドに一意の名前を入力します。
11. 明細 1で始まる明細エントリを指定します。勘定科目の借方および貸方の値を指定しま
す。

12. 明細の値の入力が終了したら、カーソルを仕訳フィールドに移動します。
13.「ファイル」メニューに移動し、「新規」をクリックします。
14.「変更を保存しますか?」のメッセージには、「はい」をクリックします。

ノート:

はいをクリックすることで、複数の仕訳入力をバッチに追加できます。

最後の仕訳の仕訳入力が終了したら、カーソルを仕訳フィールドに移動します。
15. ファイルを選択し、保存をクリックして最後の仕訳入力を保存します。
16. バッチ(Vision Operation (USA)にフォーカスを置き、バッチ・フィールドを選択します。
17. ヘルプをクリックし、診断、調査の順に選択します。
18. Oracleパスワード APPSを入力します。
19. フィールドに JE_BATCH_IDと入力し、値内でクリックして一意の仕訳バッチ IDを取得し
ます。たとえば、
• ブロック: BATCH

• フィールド: JE_BATCH_ID

• 値: 4776732
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この値をメモ帳にコピーします。このバッチ IDは、イベント・モニタリング・タスクのバ
ッチ IDパラメータの値として使用されます。

タスク・マネージャでの次のステップ
1. 「保留中」状態で新しいスケジュールを作成します。
2. 仕訳承認イベント(oracle.apps.gl.Journals.journal.approve)をモニターするイベン
ト・モニタリング・タスクのタスクを作成します。

3. 「パラメータ」タブで、EBSの仕訳バッチ IDとして Batch IDの値を入力します。
4. タスクを保存し、スケジュールを「オープン」状態に設定します。
EBSでの次のステップ
1. バッチ(Vision Operation (USA))で、指定したバッチに対して承認ボタンが有効化されてい
ます。

2. 承認をクリックして仕訳承認イベントを実行します。
タスク・マネージャでの次のステップ
1. タスクが「オープン」状態に設定されるまで待ちます。EBSイベントが取得されるまで数
分かかります。

2. 2、3分後、「タスク・マネージャ」で「リフレッシュ」をクリックします。
仕訳バッチ承認関連情報の詳細は、承認のための仕訳バッチの送信を参照してください。
一般会計 - 仕訳転記イベント
oracle.apps.gl.Journals.journal.post
EBSのステップ
1. EBSにログオンします。
2. 一般会計を選択し、左のツリーから Vision Operations (USA)役割を選択します。
3. 仕訳、入力の順に選択し、Oracle Applicationsが起動するまで待ちます。
4. このフォルダのレコードを検索しますかというメッセージには、「いいえ」をクリックしま
す。

5. 仕訳の検索画面で新規バッチをクリックします。
ウィンドウ(Vision Operation (USA)が表示されます。

6. バッチに一意のバッチ名を入力します。

ノート:

保存をクリックするとき、カーソルがバッチ・フィールド内にある必要がありま
す。

7. ファイルを選択し、保存をクリックしてバッチを保存します。

ノート:

保存するとき、カーソルがバッチ・フィールド内にある必要があります。
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8. 1つ以上の仕訳を入力してくださいのメッセージには、「OK」をクリックします。
9. 仕訳をクリックします。
10. 仕訳フィールドに一意の名前を入力します。
11. 明細 1で始まる明細エントリを指定します。勘定科目の借方および貸方の値を指定しま
す。

12. 明細の値の入力が終了したら、カーソルを仕訳フィールドに移動します。
13. ファイルに移動し、新規をクリックします。
14.「変更を保存しますか?」のメッセージには、「はい」をクリックします。

ノート:

はいをクリックすることで、複数の仕訳入力をバッチに追加できます。

最後の仕訳の仕訳入力が終了したら、カーソルを仕訳フィールドに移動します。
15. ファイルを選択し、保存をクリックして最後の仕訳入力を保存します。
16. バッチ(Vision Operation (USA)にフォーカスを置き、バッチ・フィールドを選択します。
17. ヘルプをクリックし、診断、調査の順に選択します。
18. Oracleパスワード APPSを入力します。
19. フィールドに JE_BATCH_IDと入力し、値内でクリックして一意の仕訳バッチ IDを取得し
ます。たとえば、
• ブロック: BATCH

• フィールド: JE_BATCH_ID

• 値: 4776732

この値をメモ帳にコピーします。このバッチ IDは、イベント・モニタリング・タスクのバ
ッチ IDパラメータの値として使用されます。

タスク・マネージャでの次のステップ
1. 「保留中」状態で新しいスケジュールを作成します。
2. 仕訳承認イベント(oracle.apps.gl.Journals.journal.post)をモニターするイベント・モ
ニタリング・タスクのタスクを作成します。

3. 「パラメータ」タブで、EBSの仕訳バッチ IDとして Batch IDの値を入力します。
4. タスクを保存し、スケジュールを「オープン」状態に設定します。
EBSでの次のステップ
1. バッチ(Vision Operation (USA),では、「承認」ボタンが指定したバッチで有効になっていま
す。

2. 転記をクリックして仕訳承認イベントを実行します。
3. 表示、要求、特定の要求の順に選択して、EBS要求のステータスを調べます。
4. 以前に記録した要求 IDを指定します。
タスク・マネージャでの次のステップ
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1. タスクが「オープン」状態に設定されるまで待ちます。EBSイベントが取得されるまで数
分かかります。

2. 2、3分後、「タスク・マネージャ」で「リフレッシュ」をクリックします。
仕訳バッチ転記関連情報の詳細は、仕訳の転記を参照してください。
一般会計 - 仕訳期間クローズ
oracle.apps.gl.CloseProcess.period.close

EBSのステップ
1. EBSにログオンします。
2. 一般会計を選択し、左のツリーから Vision Operations (USA)役割を選択します。
3. オープン/クローズ、入力の順に選択し、Oracle Applicationsが起動するまで待ちます。
期間の検索ダイアログが表示されます。

4. 検索をクリックします。期間のオープンおよびクローズ・ダイアログが表示されます。
5. 表示された期間のリストから、クローズする期間を選択します。
6. その期間のステータス列を選択します。
7. ステータス・オプションをクリックします。ステータス・リスト・ボックスが開きます。
8. クローズ済ステータスを選択し、OKをクリックします。メモ帳に期間を記録しておきま
す。

9. ステータスを保存するには、ファイルを選択して保存をクリックします。
10. その期間のステータス列を選択します。
11. ヘルプをクリックし、診断、調査の順に選択します。
12. Oracleパスワード APPSを入力します。
13. フィールドに LEDGER_IDと入力し、値内でクリックして一意の元帳 IDを取得します。た
とえば、
• ブロック: PREVIOUS
• フィールド: LEDGER_ID
• 値: 1
この値をメモ帳にコピーします。この元帳 IDは、イベント・モニタリング・タスクの
LEDGER_IDパラメータの値として使用されます。

タスク・マネージャでの次のステップ
1. 「保留中」状態で新しいスケジュールを作成します。
2. 仕訳クローズ・イベント (oracle.apps.gl.CloseProcess.period.close)をモニターするイ
ベント・モニタリング・タスクのタスクを作成します。

3. 「パラメータ」タブで、EBSの元帳 IDと期間名の値を入力します。例: 期間名: Dec-10、元
帳 ID: 1

4. タスクを保存し、スケジュールを「オープン」状態に設定します。
EBSでの次のステップ
1. 期間のオープンおよびクローズ・ダイアログを閉じます
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2. 要求ノードの送信メッセージ・ボックスで OKをクリックします。
3. 表示、要求、特定の要求の順に選択して、EBS要求のステータスを調べます。
タスク・マネージャでの次のステップ
1. タスクが「オープン」状態に設定されるまで待ちます。EBSイベントが取得されるまで数
分かかります。

2. 2、3分後、「タスク・マネージャ」で「リフレッシュ」をクリックします。
一般会計期間の詳細は、会計期間のオープンとクローズを参照してください。
一般会計 - 仕訳期間オープン
oracle.apps.gl.CloseProcess.period.open

EBSのステップ
1. EBSにログオンします。
2. 一般会計を選択し、左のツリーから Vision Operations (USA)役割を選択します。
3. オープン/クローズ、入力の順に選択し、Oracle Applicationsが起動するまで待ちます。
期間の検索ダイアログが表示されます。

4. 検索をクリックします。期間のオープンおよびクローズ・ダイアログが表示されます。
5. 表示された期間のリストから、オープンする期間を選択します。
6. オープンする期間をメモ帳にコピーします。
7. その期間のステータス列を選択します。
8. ヘルプをクリックし、診断、調査の順に選択します。
9. Oracleパスワード APPSを入力します。
10. フィールドに LEDGER_IDと入力し、値内でクリックして一意の元帳 IDを取得します。た
とえば、
• ブロック: PREVIOUS
• フィールド: LEDGER_ID
• 値: 1
この値をメモ帳にコピーします。この元帳 IDは、イベント・モニタリング・タスクの
LEDGER_IDパラメータの値として使用されます。

タスク・マネージャでの次のステップ
1. 「保留中」状態で新しいスケジュールを作成します。
2. 仕訳期間オープン・イベント (oracle.apps.gl.CloseProcess.period.open)をモニターす
るイベント・モニタリング・タスクのタスクを作成します。

3. 「パラメータ」タブで、EBSの元帳 IDと期間名の値を入力します。例: 期間名: Dec-10、元
帳 ID: 1

4. タスクを保存し、スケジュールを「オープン」状態に設定します。
EBSでの次のステップ
1. 期間のオープンをクリックします。
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2. オープンする期間を選択し、OKをクリックしてイベントを実行します。
3. 表示、要求、特定の要求の順に選択して、EBS要求のステータスを調べます。
タスク・マネージャでの次のステップ
1. タスクが「オープン」状態に設定されるまで待ちます。EBSイベントが取得されるまで数
分かかります。

2. 2、3分後、「タスク・マネージャ」で「リフレッシュ」をクリックします。
一般会計期間の詳細は、会計期間のオープンとクローズを参照してください。
一般会計 - 仕訳期間再オープン
oracle.apps.gl.CloseProcess.period.reopen

EBSのステップ
1. EBSにログオンします。
2. 一般会計を選択し、左のツリーから Vision Operations (USA)役割を選択します。
3. オープン/クローズ、入力の順に選択し、Oracle Applicationsが起動するまで待ちます。
期間の検索ダイアログが表示されます。

4. 検索をクリックします。期間のオープンおよびクローズ・ダイアログが表示されます。
5. 表示された期間のリストから、再オープンする期間を選択します。
6. 再オープンする期間をメモ帳にコピーします。
7. その期間のステータス列を選択します。
8. ヘルプをクリックし、診断、調査の順に選択します。
9. Oracleパスワード APPSを入力します。
10. フィールドに LEDGER_IDと入力し、値内でクリックして一意の元帳 IDを取得します。た
とえば、
• ブロック: PREVIOUS
• フィールド: LEDGER_ID
• 値: 1
この値をメモ帳にコピーします。この元帳 IDは、イベント・モニタリング・タスクの
LEDGER_IDパラメータの値として使用されます。

タスク・マネージャでの次のステップ
1. 「保留中」状態で新しいスケジュールを作成します。
2. 仕訳期間再オープン・イベント (oracle.apps.gl.CloseProcess.period.reopen)をモニタ
ーするイベント・モニタリング・タスクのタスクを作成します。

3. 「パラメータ」タブで、EBSの元帳 IDと期間名の値を入力します。例: 期間名: Dec-10、元
帳 ID: 1

4. タスクを保存し、スケジュールを「オープン」状態に設定します。
EBSでの次のステップ
1. 期間のオープンをクリックします。
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2. オープンするクローズ済期間を選択し、OKをクリックしてイベントを実行します。
3. 表示、要求、特定の要求の順に選択して、EBS要求のステータスを調べます。
タスク・マネージャでの次のステップ
1. タスクが「オープン」状態に設定されるまで待ちます。EBSイベントが取得されるまで数
分かかります。

2. 2、3分後、「タスク・マネージャ」で「リフレッシュ」をクリックします。
一般会計期間の詳細は、会計期間のオープンとクローズを参照してください。
買掛/未払金期間オープン/クローズ
oracle.apps.ap.CloseProcess.period

EBSのステップ
1. EBSにログオンします。
2. 買掛/未払金を展開し、左のツリーから Vision Operations (USA)役割を展開します。
3. 会計を展開し、買掛/未払金期間のコントロールを選択します。これにより、買掛/未払金期
間のコントロール・フォームが起動します。

4. 元帳および操作単位を指定します。買掛/未払金期間の検索ダイアログを閉じないでくだ
さい。かわりに、次のステップを実行して元帳 IDの値を指定します。

5. ヘルプをクリックし、診断、調査の順に選択します。
6. 資格証明を要求された場合は、APPSスキーマ資格証明を指定します。フィールドおよび
変数値の調査フォームが表示されます。

7. ブロックに PERIOD_QFと入力します。フィールドに SET OF BOOKSと入力し、値内で
クリックして一意の元帳 IDの数値を取得します。例:

• ブロック: PERIOD_QF
• フィールド:SET OF BOOKS
• 値:1
この値をメモ帳にコピーします。この元帳 IDは、イベント・モニタリング・タスクの
LEDGER_IDパラメータの値として使用されます。

タスク・マネージャでの次のステップ
1. 「保留中」状態で新しいスケジュールを作成します。
2. 買掛/未払金期間オープン/クローズ・イベント(oracle.apps.ap.CloseProcess.period)を
モニターするイベント・モニタリング・タスクのタスクを作成します。

3. 「パラメータ」タブで、EBSの元帳 ID、期間名およびアクションの値を入力します。例: 元
帳 ID: 1、期間名: Dec-10、アクション: クローズ済

4. タスクを保存し、スケジュールを「オープン」状態に設定します。
EBSでの次のステップ
1. EBSの買掛/未払金期間のコントロールで期間を検索します。
2. その期間の期間ステータス列をクリックします。
3. ステータスの制御フォームで、適切なステータスを選択します。
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4. ファイル、保存の順に選択してイベントを実行します。
タスク・マネージャでの次のステップ
1. タスクが「オープン」状態に設定されるまで待ちます。EBSイベントが取得されるまで数
分かかります。

2. 2、3分後、「タスク・マネージャ」で「リフレッシュ」をクリックします。

ノート:

EBS実装により、「クローズ済」および「オープン」ステータスに対してのみイベン
トが実行されます。恒久的にクローズ済ステータスではイベントは実行されません。

買掛/未払金期間の詳細は、買掛/未払金会計期間のステータスの制御を参照してください。

カスタム統合の作成
タスク・マネージャでは、外部アプリケーションとのカスタムのプロセスの自動化またはイベ
ント・モニタリング統合を作成または管理できます。EPM Adapterによって、Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Managementやその他のクラウド、オンプレミス・アプリケー
ションを使用して Oracle Integration Cloud Serviceで接続および統合フローを作成できます。
次の図に、カスタム統合を作成する場合のユーザーおよびシステム・フローを示します。
 

 
次のトピックを参照してください。
• カスタムのプロセス自動化統合の作成
• カスタムのイベント・モニタリング統合の作成

エンド・ユーザー統合の作成
統合を作成するときは、「実行」タイプに「エンド・ユーザー」を選択します。それにより、定
義されたこの統合に基づくタスク・タイプの作成や、統合の検証が可能になります。

Chapter 13
タスク・マネージャ統合の管理

13-198

https://docs.oracle.com/cd/A60725_05/html/comnls/us/ap/ctlperst.htm


統合を作成するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「統合」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックします。
統合のプロパティの設定および統合のパラメータの設定も参照してください。

カスタムのプロセス自動化統合の作成
タスク・マネージャで、外部アプリケーションとのカスタムのプロセス自動化統合を作成でき
ます。プロセス自動化統合では、タスクの開始日時になり、先行タスク(たとえば、総勘定元帳
からの夜間のデータ入力など)が完了している場合、外部アプリケーションでタスクが自動的に
実行されます。
プロセスの自動化タスクを作成するときに電子メール通知を設定した場合、タスク所有者は、
タスクの開始時または完了時に電子メール通知を自動的に受信します。ワークフローの設定時
に指定された担当者は、タスク・ステータスに変更があり、承認などのアクションを実行する
必要がある場合にアクション通知を受け取り、所有者は承認が完了すると通知を受け取ります。
前提条件を満たしていることを確認し、次のステップに従ってタスク・マネージャと外部アプ
リケーションとの間に統合を設定します。
カスタム統合フローの概要は、カスタム統合の作成を参照してください
前提条件
タスク・マネージャと外部アプリケーションを統合する場合、次のものが必要です。
• オンプレミスおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management以外のサ
ービスと統合する場合、Oracle Integration Cloud Serviceのサブスクリプション。

ノート:

Oracle Cloud EPMインスタンスごとに Integration Cloudインスタンスが 1つ必
要です。

• 外部アプリケーションの設定。
1. Oracle Integration Cloud/Oracle Autonomous Integration Cloudをサブスクライブし
ます。詳細は、Integration Cloud Serviceのドキュメント を参照してください。

2. Oracle Cloud EPMインスタンスと通信するために、現在のアプリケーション環境で
Integration Cloudエージェントをインストールします。Integration Cloudエージェントの
設定の詳細は、エージェント・グループの管理を参照してください。

ノート:

オンプレミス・アプリケーション・サービスが非武装地帯(DMZ)構成で設定され
た環境にデプロイされているため、それらのサービスがインターネット経由でパ
ブリックにアクセス可能である場合は、Integration Cloudエージェントをインス
トールする必要はありません。
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タスク・マネージャでの接続の作成
1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「統合」タブをクリックし、 「接続の管理」をクリックします。
3. 「新規」をクリックします。
4. 「接続」に、接続の名前を入力します。
5. 「使用可能」を選択し、接続を有効にします。
6. 外部アプリケーションがクラウド・サービスの場合、「クラウド」を選択します。
7. 「OK」をクリックして接続を保存します。
タスク・マネージャでの統合の設定
1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「統合」タブをクリックし、 「新規」をクリックします。
3. 「プロパティ」タブで必要な情報を指定します。

a. 「名前」に、統合の名前を入力します。
b. 「コード」に、統合タスクの統合コードを入力します。
コードは、統合を実行するため、またファイル・インポートから統合に更新をマップ
するために使用されます。

c. オプション: 「説明」に、統合タスクの説明を入力します
d. 「接続」に、タスクが属するアプリケーションを選択します。
アプリケーションのリストは、「接続の管理」ダイアログ・ボックスの「接続の管理」
アイコンからメンテナンスできます。

e. 「実行タイプ」に「プロセスの自動化」を選択します。
4. 「パラメータ」タブで、 「新規」をクリックし、必要な情報を指定します:

a. 「名前」に、パラメータの名前を入力します。
b. 「パラメータ・コード」に、パラメータ・コードを入力します。
c. オプション: パラメータのツールチップを入力します。
d. 「パラメータ・タイプ」リストからタイプを選択し、そのパラメータの追加情報を入力
します。
• チェック・ボックス: ブール値
• 日付: 日付値
• 整数: 自然数での数値
• 数値: 自然数または小数での数値
• オプション・グループ: 事前に定義された一連の値用のチェック・ボックス
• 静的リスト: 事前に定義された一連のテキスト値
• タスク情報: たとえば、担当者、期間、開始日、終了日などのタスク情報
• テキスト: 自由形式のテキスト値。
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• EPMアーティファクト : アーティファクトの名前(フォームやレポートなど)。
e. パラメータの値が必須の場合は、「必須」を選択します
f. 「OK」をクリックしてパラメータを保存します。
g. 「保存して閉じる」をクリックして統合を保存します。

統合のタスク・タイプの作成
1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックします。
4. 「プロパティ」タブで、タスク・タイプ名とタスク・タイプ IDを指定します。
5. 「統合」で「検索」をクリックし、統合を選択して「OK」をクリックします。
6. 「パラメータ」タブで、タスク・タイプのパラメータを設定します。
タスク・マネージャでの Integration Cloud接続の設定
タスク・マネージャでは、外部アプリケーションへのすべての統合に Oracle Integration Cloud
を使用します。基本認証または OAuth 2.0認証を使用して、タスク・マネージャで Oracle
Integration Cloudへの接続を設定できます。

ノート:

• Oracle Integration Cloud世代 2では、「Basic認証」と「OAuth 2.0」の両方がサ
ポートされています。

• Oracle Integration Cloud世代 3では、「OAuth 2.0」のみがサポートされていま
す。

• 基本認証ユーザーには、Oracle Integration Cloudのサービス管理者役割が必要で
す。

• OAuth 2.0では、クライアント資格証明のみがサポートされています。OAuth 2.0
クライアント・アプリケーションでは、Integration Cloudのサービス管理者役割
が必要で、許可されるスコープはすべてである必要があります。

OAuth 2.0接続を設定する前に、アクセス・トークン URL、クライアント ID、クライアント・
シークレット、スコープなどのクライアント資格証明があることを確認してください。OAuth
クライアント・アプリケーションの設定については、Oracle Integration Cloud Generation 3の
ドキュメントの Oracle Integrationの OAuth認証を参照してください。
Integration Cloudのサービス管理者役割を提供するには:

1. Identity Cloud Service管理者コンソールに管理者としてログインします。
2. Oracle Cloud Serviceから、Oracle Integration Cloud Serviceを選択します。
3. 「アプリケーション」タブで、「サービス管理者」の行メニューから「アプリケーションの
割当」をクリックし、前の手順で設定した OAuthアプリケーションを選択します。

タスク・マネージャで Integration Cloud接続を設定するには:
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1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「統合」タブをクリックします。
3. 「接続の管理」をクリックし、「アクション」から「Integration Cloud接続」を選択し
ます。

4. 次の認証メカニズムのいずれかを選択します:

• Basic認証: Integration Cloudの URL、サービス管理者のユーザー IDおよびパスワー
ドを指定します。

• OAuth 2.0: Integration Cloud URL、アクセス・トークン URL、クライアント ID、クラ
イアント・シークレットおよびスコープを指定します。

ノート:

• Gen 2の場合、次の URLを入力します: https://<SERVICE_NAME>-
<TENANT_NAME>.integration.ocp.oraclecloud.com

• Gen 3場合、次の URLを入力します: https://
<SERVICE_INSTANCE>.integration.<REGION>.ocp.oraclecloud.com。サー
ビス・インスタンスを見つけるには、Integration Cloudにログインし、「情
報」ウィンドウを開きます。

5. 「検証」をクリックします。検証が成功したら、「保存」をクリックします。これにより、
接続のサーバーおよび資格証明が保存されます。

Integration Cloudでの接続と統合の作成
1. Integration Cloudにログインします。
2. Oracle Enterprise Performance Management Cloudアダプタを使用して、EPMサーバーへ
の接続を作成します。詳細は、このリンクを参照してください: Oracle Enterprise
Performance Management Cloudへの接続の作成。

3. 必要に応じて、他のアプリケーションへの接続を 1つ以上作成します。
4. 作成した接続を使用してプロセス自動化統合を作成し、アクティブにします。Oracle

Integrationでの Oracle Enterprise Performance Management Cloudアダプタの使用の例
を参照してください。

タスク・マネージャでの統合の設定の完了
次のステップを使用して、タスク・マネージャで統合の設定を完了します。
1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「統合」タブをクリックし、「統合」リストに新しい統合が表示されていることを
確認します。

3. タスク・マネージャで 「スケジュール」を選択し、新しいスケジュールを「保留中」状
態で作成します。スケジュールの手動作成を参照してください。

4. プロセス自動化タスクを作成し、スケジュールに追加します。タスクの作成を参照してく
ださい。
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5. 「スケジュール」から、スケジュールを選択し、開きます。

カスタムのイベント・モニタリング統合の作成
タスク・マネージャで、外部アプリケーションに対するイベント・モニタリング統合を作成で
きます。イベント・モニタリング統合は、他のクラウド・サービスまたはオンプレミス・アプ
リケーションで外部イベントが発生するとトリガーされます。イベント・モニタリング統合の
例は、期間(2018年 1月などの)のクローズ時の Oracle E-Business Suite - General Ledgerから
のトリガーです。
前提条件を満たしていることを確認し、次のステップに従ってタスク・マネージャと外部アプ
リケーションとの間に統合を設定します。
カスタム統合フローの概要は、カスタム統合の作成を参照してください
前提条件

ノート:

イベント・モニタリングは、REST APIを起動できる任意の統合ツールによってトリ
ガーすることもできます。その場合、これらの前提条件は必要ありません。

タスク・マネージャと外部アプリケーションを統合する場合、次のものが必要です。
• オンプレミスおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management以外のサ
ービスと統合する場合、Oracle Integration Cloud Serviceのサブスクリプション。

ノート:

Oracle Cloud EPMインスタンスごとに Integration Cloudインスタンスが 1つ必
要です。

• 外部アプリケーションの設定。
1. Oracle Integration Cloud / Oracle Autonomous Integration Cloudをサブスクライブします。
詳細は、Integration Cloud Serviceのドキュメント を参照してください。

2. Oracle Cloud EPMインスタンスと通信するために、現在のアプリケーション環境で
Integration Cloudエージェントをインストールします。Integration Cloudエージェントの
設定の詳細は、エージェント・グループの管理を参照してください。

ノート:

オンプレミス・アプリケーション・サービスが非武装地帯(DMZ)構成で設定され
た環境にデプロイされているため、それらのサービスがインターネット経由でパ
ブリックにアクセス可能である場合は、Integration Cloudエージェントをインス
トールする必要はありません。
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タスク・マネージャでの統合の設定
1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「統合」タブをクリックし、 「新規」をクリックします。
3. 「プロパティ」タブで必要な情報を指定します。
4. a. 「名前」に、統合の名前を入力します。

b. 「コード」に、統合タスクの統合コードを入力します。
コードは、統合を実行するため、またファイル・インポートから統合に更新をマップ
するために使用されます。

c. オプション: 「説明」に、統合タスクの説明を入力します
d. 「接続」に、タスクが属するアプリケーションを選択します。
アプリケーションのリストは、「接続の管理」ダイアログ・ボックスの「接続の管理」
アイコンからメンテナンスできます。

e. 「実行タイプ」に「イベント・モニタリング」を選択します。
f. 「イベント名」に、イベントの名前を入力します。

5. 「パラメータ」タブで、「新規」 をクリックし、必要な情報を指定します。
a. 「名前」に、パラメータの名前を入力します。
b. 「パラメータ・コード」に、パラメータ・コードを入力します。
c. オプション: パラメータのツールチップを入力します。
d. 「パラメータ・タイプ」リストからタイプを選択し、そのパラメータの追加情報を入力
します。
• チェック・ボックス: ブール値
• 日付: 日付値
• 整数: 自然数での数値
• 数値: 自然数または小数での数値
• オプション・グループ: 事前に定義された一連の値用のチェック・ボックス
• 静的リスト: 事前に定義された一連のテキスト値
• タスク情報: たとえば、担当者、期間、開始日、終了日などのタスク情報
• テキスト: 自由形式のテキスト値
• EPMアーティファクト : アーティファクトの名前(フォームやレポートなど)

e. パラメータの値が必須の場合は、「必須」を選択します
f. 「OK」をクリックしてパラメータを保存します。
g. 「保存して閉じる」をクリックして統合を保存します。

統合のタスク・タイプの作成
1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「タスク・タイプ」タブをクリックします。
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3. 「新規」をクリックします。
4. 「プロパティ」タブで、タスク・タイプ名とタスク・タイプ IDを指定します。
5. 「統合」で「検索」をクリックし、統合を選択して「OK」をクリックします。
6. 「パラメータ」タブで、タスク・タイプのパラメータを設定します。
タスク・マネージャでの Integration Cloud接続の設定
タスク・マネージャでは、外部アプリケーションへのすべての統合に Oracle Integration Cloud
を使用します。基本認証または OAuth 2.0認証を使用して、タスク・マネージャで Oracle
Integration Cloudへの接続を設定できます。

ノート:

• Oracle Integration Cloud世代 2では、「Basic認証」と「OAuth 2.0」の両方がサ
ポートされています。

• Oracle Integration Cloud世代 3では、「OAuth 2.0」のみがサポートされていま
す。

• 基本認証ユーザーには、Oracle Integration Cloudのサービス管理者役割が必要で
す。

• OAuth 2.0では、クライアント資格証明のみがサポートされています。OAuth 2.0
クライアント・アプリケーションでは、Integration Cloudのサービス管理者役割
が必要で、許可されるスコープはすべてである必要があります。

OAuth 2.0接続を設定する前に、アクセス・トークン URL、クライアント ID、クライアント・
シークレット、スコープなどのクライアント資格証明があることを確認してください。OAuth
クライアント・アプリケーションの設定については、Oracle Integration Cloud Generation 3の
ドキュメントの Oracle Integrationの OAuth認証を参照してください。
タスク・マネージャで Integration Cloud接続を設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「統合」タブをクリックします。
3. 「接続の管理」をクリックし、「アクション」から「Integration Cloud接続」を選択し
ます。

4. 次の認証メカニズムのいずれかを選択します:

• Basic認証: Integration Cloudの URL、サービス管理者のユーザー IDおよびパスワー
ドを指定します。

• OAuth 2.0: Integration Cloud URL、アクセス・トークン URL、クライアント ID、クラ
イアント・シークレットおよびスコープを指定します。
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ノート:

• Gen 2の場合、次の URLを入力します: https://<SERVICE_NAME>-
<TENANT_NAME>.integration.ocp.oraclecloud.com

• Gen 3場合、次の URLを入力します: https://
<SERVICE_INSTANCE>.integration.<REGION>.ocp.oraclecloud.com。サー
ビス・インスタンスを見つけるには、Integration Cloudにログインし、「情
報」ウィンドウを開きます。

5. 「検証」をクリックします。検証が成功したら、「保存」をクリックします。これにより、
接続のサーバーおよび資格証明が保存されます。

Integration Cloudでの統合の設定

ノート:

Integration Cloudの使用を計画していない場合は、このステップをスキップします。

Integration Cloudで統合を設定するには:

1. Integration Cloudにログインします。
2. Oracle Enterprise Performance Management Cloudアダプタを使用して、EPMサービスへ
の接続を作成します。詳細は、このリンクを参照してください: Oracle Enterprise
Performance Management Cloudへの接続の作成。

3. 必要に応じて、他のアプリケーションへの接続を 1つ以上作成します。
4. 作成した接続を使用してイベント・モニタリング統合を作成し、アクティブにします。こ
の例を参照してください: Oracle Integrationでの Oracle Enterprise Performance
Management Cloudアダプタの使用。

Integration Cloudを使用しない統合の設定

ノート:

Integration Cloudの使用を計画している場合は、このステップをスキップします。

使用を計画している統合ツールを構成します。
1. REST APIを確認します(REST APIのイベント・モニタリングのタスク・ステータスの更新
を参照してください)。
2. REST APIを呼び出してイベントのパラメータを渡してイベント・モニタリング・タスクを
クローズするように統合ツールを構成します。
詳細は、REST APIのイベント・モニタリングのタスク・ステータスの更新を参照してくださ
い。
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タスク・マネージャでの統合の設定の完了
次のステップを使用して、タスク・マネージャで統合の設定を完了します。
1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「統合」タブをクリックし、新しい統合が表示されていることを確認します。
3. タスク・マネージャで 「スケジュール」をクリックし、新しいスケジュールを「保留中」
状態で作成します。スケジュールの手動作成を参照してください。

4. イベント・モニタリング・タスクを作成し、スケジュールに追加します。タスクの作成を
参照してください。

5. 「スケジュール」から、スケジュールを選択し、開きます。
6. 外部アプリケーション(EBSなど)でイベントを生成するアクションをトリガーします。

Integration Cloudを使用しないで他の統合ツールを使用する場合は、統合ツールから
REST APIを起動します。

ノート:

統合タイプ、イベント、パラメータによって予期されているとおりにパラメータ
を渡します。そうしないと、それらが一致しない場合はタスクは考慮されません。

7. タスクの完了を待ちます。
8. オプション: Integration Cloud Servicesで統合のステータスをモニターするには、

Integration Cloudにログインし、モニタリングに移動します。

統合の操作
関連トピック
• 統合の作成
• 統合の表示
• 統合の編集
• 統合の検索
• 統合の検証
• 統合の削除

統合の作成
統合を作成するときは、「実行」タイプに「エンド・ユーザー」を選択します。それにより、定
義されたこの統合に基づくタスク・タイプの作成や、統合の検証が可能になります。
統合を作成するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「統合」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックします。
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次に示す項で、さらに説明します。
• 統合のプロパティの設定
• 統合のパラメータの設定

統合のプロパティの設定
関連付けられたアプリケーションやエンド・ユーザー・タスクなど、統合のプロパティを設定
できます。
エンド・ユーザー・タスクの場合、「SSOパラメータ」オプションを選択すれば、ユーザーが
認証を要求されずに外部Webアプリケーションにアクセスできるようにすることができます。
外部アプリケーションが Oracle EPM System SSOフレームワークと統合されている場合、そ
のアプリケーションに SSOパラメータを使用できます。
統合のプロパティを設定するには:

1. 編集する統合を選択します。
2. 「プロパティ」で「名前」に統合の名前を入力します。入力できる最大文字数は 80文字で
す。

3. Hyperion Financial Management Consolidate統合タスクの場合は HFM_CONSのように、「コ
ード」を入力します。最大 90文字まで入力できます。
コードは、統合を実行するため、また統合に更新をマップするために使用されます。

4. オプション: 「説明」に、統合タスクの説明を入力します最大 255文字まで入力できます。
5. 「接続」に、タスクが属するアプリケーションを選択します。

ノート:

アプリケーションのリストは、「接続の管理」ダイアログ・ボックスの「接続の管
理」アイコンからメンテナンスできます。

6. 「実行タイプ」で、「エンド・ユーザー」を選択し、オプションを選択します:

• エンド・ユーザー・エンドポイント: エンド・ユーザー・タスクのパラメータを入力す
る場合、「エンド・ユーザー・エンドポイント」には、次のフォーマットで次のパラメ
ータを入力する必要があります。
$パラメータ・タイプ・コード$ (例: $COLORS$)。「エンド・ユーザー・エンドポイント」
のパラメータ・トークンは、タスクのパラメータに指定された情報で置き換えられま
す。

• オプション: インラインで表示: 「タスク・アクション」ダイアログ内で、URLをイン
ラインで表示するかどうかを選択します。

• オプション: SSOパラメータ: アプリケーションの SSOパラメータ名を指定して、外
部アプリケーションへのエンド・ユーザー・タスク URLを実行したときに含まれるよ
うにします。SSOパラメータを指定しない場合、システムではエンド・ユーザー URL
が使用されます。

7. オプション: 「パラメータ」をクリックします。
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統合のパラメータの設定
タスク・マネージャ統合のパラメータにより、アプリケーションからエンド・ポイントに、ア
クションの実行方法を制御する情報を渡すことができます。たとえば、連結を実行する場合、
プログラムでは、連結の実行対象にするアプリケーションや、連結のディメンション選択を渡
すことができます。統合で定義されたパラメータ値は、その統合を使用してタスクまたはタス
ク・タイプで設定します。
各パラメータの定義には、名前、説明、一意のコード、タイプ、および値が必須かどうかの設
定が必要です。パラメータ・コードは、ユーザー・タスクでは実行 URL内のパラメータを、シ
ステム自動統合では実行Webサービスに渡されるパラメータ名を置換するトークンです。必
須の値は、スケジュール内のすべてのタスクに 1つの値を指定しないと、そのスケジュールは
「オープン」に設定できません。
パラメータ・タイプにより、パラメータ値と、ユーザーがタスク・フィールドに値を入力する
方法を制御します。
統合のパラメータを設定するには:

1. 「新規統合」ダイアログ・ボックスで、「パラメータ」をクリックします。
2. 「新規」をクリックします。
3. パラメータの名前を入力します。
4. パラメータ・コードを入力します。
5. パラメータのツールチップを入力します。
6. 「パラメータ・タイプ」リストからタイプを選択し、そのパラメータの追加情報を入力しま
す。
• チェック・ボックス: ブール値
• 日付: 日付値
• 整数: 自然数での数値
• 数値: 自然数または小数での数値
• オプション・グループ: 事前に定義された一連の値用のチェック・ボックス
• 静的リスト: 事前に定義された一連のテキスト値
• タスク情報: タスク情報。たとえば、担当者、期間、開始日と終了日
• テキスト: 自由形式のテキスト値。
• EPMアーティファクト : アーティファクトの名前(フォームやレポートなど)

7. パラメータの値が必須の場合は、「必須」を選択します
8. 「OK」をクリックしてパラメータを保存します。
9. 「保存して閉じる」をクリックして統合を保存します。

統合の表示
インポートされた統合のプロパティとパラメータを表示できます。表示する列を指定すること
も、すべて表示することも可能です。列の順序変更、昇順または降順での列のソート、または
列幅の変更を行うこともできます。
インポートされた統合のプロパティとパラメータを表示するには:
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1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「統合」タブをクリックします。
「統合」ページが表示されます。

3. プロパティおよびパラメータを表示する統合名をクリックします。
統合の表示ダイアログ・ボックスに、「プロパティ」タブがデフォルトで表示されます。「パ
ラメータ」タブをクリックすると、統合に関連するパラメータが表示されます。フィール
ドの詳細は、統合のプロパティの設定および統合のパラメータの設定を参照してください。

列を表示するには、「統合」ページで「表示」、「列」の順にクリックし、オプションを選択しま
す:

• すべての列を表示するには、「すべて表示」を選択します。
• 特定の列を表示するには、列名を選択または選択解除します。
列の順序を変更するには、「統合」ページで「表示」、「列の順序変更」の順にクリックします。
列を選択し、「上」と「下」の矢印を使用して順序を変更します。
列をソートするには、「統合」ページで「ソート」アイコンが表示されるまで列ヘッダーにマウ
ス・カーソルを置き、「昇順ソート」または「降順ソート」をクリックします。
列の幅を変更するには、「統合」ページで矢印が表示されるまで列ヘッダーの区切りにマウス・
カーソルを置きます。希望する幅になるまで列をドラッグします。

統合の編集
システムによりデフォルトで提供されている、事前作成済の統合は編集できません。編集でき
るのは、自身で作成したカスタム作成の統合のみです。
エンド・ユーザー・タイプの場合は、エンドポイントの編集、視点の変更または値のリストの
変更を行うことができます。
統合を編集するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「統合」タブをクリックします。
3. 統合を選択し、 「編集」をクリックします。
4. 統合を編集します。
5. 「保存して閉じる」をクリックします。

統合の検索
統合ページの「検索」ボックスを使用して、統合を検索できます。検索する名前の全部または
一部を入力できます。
統合を検索するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「統合」タブをクリックします。
3. 「検索」ボックスに、統合の完全または部分検索条件入力します。
4. [Enter]を押します。
リストをリセットしてすべての統合を表示するには、「検索」ボックスをクリアして[Enter]
を押します。
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統合の検証
テスト・スケジュールおよびスケジュールへのタスクの追加を介して、タスク・マネージャ統
合の定義をテストおよび検証できます。
統合を検証するには:

1. タスク・マネージャで 「スケジュールをクリックし、 「新規」をクリックして、新し
いスケジュールを「保留中」状態で作成します。スケジュールの手動作成を参照してくだ
さい。

2. 検証する統合に基づくタスクをスケジュールに追加します。タスクの作成を参照してくだ
さい。

3. 「スケジュール」から、スケジュールを選択し、開きます。
4. 「タスク」から、「スケジュール」をクリックします。スケジュールを選択し、タスクを表
示します。

5. イベント・モニタリング・タスクについては、外部アプリケーション(EBSなど)のイベン
トを生成するアクションをトリガーします。Integration Cloudを使用しないで他の統合ツ
ールを使用する場合は、統合ツールから REST APIを起動します。

統合の削除
不要になった統合は削除できます。ただし、デフォルトで提供されている事前作成済の統合は
削除できず、タスク・タイプに関連付けられている間も統合を削除できません。
統合を削除するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「統合」タブをクリックします。
3. 削除する統合を選択します。
4. 「削除」をクリックします。
5. 確認のプロンプトで「はい」をクリックします。

接続の管理
統合は、リンクする外部製品に割り当てられた接続です。「接続の管理」モジュールから、統合
に関連付けられた接続のリストを管理できます。接続で、リストの検索やソートができます。
• 接続の追加
• 接続の編集
• 接続の削除

接続の追加
統合タイプに関連付ける接続を追加できます。統合タイプに使用するセキュリティ・ポリシー
も指定できます。
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ノート:

接続では、マルチファクタ認証(MFA)はサポートされていません。

さらに、アプリケーション内のすべての統合タイプに対して、アプリケーションレベルのトー
クンと値を指定できます。エンド・ユーザー URLまたはWebサービスWSDLでアプリケーシ
ョンレベルのトークンを指定すると、そのトークンは、アプリケーションでそのトークンに定
義されている値に置き換えられます。たとえば、サーバーやポートの値を持つトークンを指定
すると、それらの値はシステムによって自動的にアプリケーション内の統合タイプに適用され
ます。
接続を追加するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「統合」タブをクリックします。
3. 「接続の管理」をクリックします。
4. 「新規」をクリックします。
5. 「新規統合」の「プロパティ」および「パラメータ」の入力を完了し、「保存して閉じる」
をクリックします。

6. オプション: アプリケーションレベルのトークンを追加するには、 「接続の管理」をク
リックします。 「新規」をクリックするか、接続を選択して 「編集」をクリックしま
す。「アプリケーション・トークン」表で、 「追加」をクリックします。トークン名とオ
プションでトークン値を入力して、「OK」をクリックします。

ヒント:

トークンを削除するには、 「削除」をクリックします。

接続の編集
接続名、セキュリティ情報およびアプリケーションレベルのトークンを編集できます。

ノート:

シードされたアプリケーションのアプリケーション・トークンは追加したり、変更で
きません。トークン値の編集のみ可能です。

「接続の編集」ダイアログを使用してあらかじめ組み込まれた統合を有効にすることもできま
す。統合を有効にしてパラメータを入力したら、有効にした統合のタスク・タイプを使用して
タスクを作成できます。
接続を編集するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「統合」タブをクリックします。
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3. 「接続の管理」をクリックします。
4. 接続を選択して、 「編集」をクリックします。
5. 事前作成済の統合を有効にするには、接続を選択して「使用可能」を選択し、パラメータ
を入力します。
接続は、いつでも有効化または無効化できます。

6. 必要に応じて設定またはトークンを編集し、「OK」をクリックします。

接続の削除
不要になった統合に対する接続は削除できます。接続は、統合タイプに関連付けられている間
は削除できません。接続を削除する前に、接続を参照する各統合タイプのプロパティを変更す
る必要があります。

ノート:

シードされた統合の接続は削除できません。

接続を削除するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「統合」タブをクリックします。
3. 「接続の管理」をクリックします。
4. 接続を選択して、 「削除」をクリックします。

タスク・マネージャのアラート・タイプの管理
アラート・タイプ
タスクの実行中に、ハードウェア障害、アクセスの問題、システム障害などの問題が発生する
可能性があります。
管理者は、考えられる問題のカテゴリに対してアラート・タイプを作成できます。各アラート・
タイプでは、問題に関する重要な情報を取得するための手順を定義し、それを解決する主要な
担当者を割り当てます。
たとえば、管理者は、詳細情報についてのユーザーに対する質問を含む、「アクセスの問題」と
いうアラート・タイプを作成できます。管理者は、問題を解決する担当者と、必要に応じてバ
ックアップ担当者を指定して、アラート・タイプのワークフローを定義します。
アラート・タイプを使用したアラートの作成
問題が発生し、ユーザーがそれに対するアラートを作成するときに、問題を識別する事前定義
済のアラート・タイプのリストからいずれかを選択します。アラートは、「アラート・タイプ」
で定義された担当者に送信されるようになります。
たとえば、ユーザーに期限が迫っているタスクがあるのに、割り当てられたタスクにアクセス
できないとします。ユーザーが「アクセスの問題」などのアラート・タイプを選択すると、問
題を解決するために、事前に定義された担当者にアラートが送信されます。
アラート・タイプを管理するには、次のトピックを参照してください:
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• アラート・タイプの作成
• アラート・タイプの編集
• アラート・タイプの表示
• アラート・タイプの検索
• アラート・タイプの削除

アラート・タイプの作成
ハードウェアの問題やシステム障害など、タスクの実行を妨げる問題が発生した場合、ユーザ
ーはその問題に対するアラートを作成できます。
管理者は、システム停止などの考えられる問題のカテゴリに対してアラート・タイプを作成で
きます。アラート・タイプを作成するときは、名前、説明、アラート・タイプ ID、ユーザー向
けに含める指示、詳細を得るためのユーザーへの追加質問などのプロパティを定義します。ア
ラート・タイプの担当者、バックアップ担当者(オプション)、および追加の参照者を指定して
ワークフローを設定します。
ユーザーが選択したアラート・タイプから収集された情報を使用して、ビジネス・サイクル中
にユーザーに発生した問題のタイプを分析し、将来のサイクルでその問題が発生しないように
変更を加えることができます。
作成したアラート・タイプのリストを参照し、「アラート・タイプ」ページから編集および削除
できます。

アラート・タイプを作成するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックします。
4. アラート・タイプのタブで必要な情報を入力します:

• アラート・タイプ・プロパティの設定
• アラート・タイプの指示の指定
• アラート・タイプ・ワークフローの選択
• アラート・タイプ参照者の割当
• アラート・タイプに対する質問の追加
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• アラート・タイプ属性の適用
• アラート・タイプ履歴の表示

アラート・タイプ・プロパティの設定
「プロパティ」タブでは、アラート・タイプの名前と説明を指定し、それをタスク・マネージ
ャ・オブジェクト(タスクやスケジュールなど)と関連付けることができます。個々のアラート
を複数のオブジェクトと関連付けることができます。
アラートとそれに関連するオブジェクトの間の関係には制限を設定できます。すべてのオブジ
ェクトにすべての制限を適用できるわけではありません。
表 13-22 アラートの制限

制限 説明 例
なし オブジェクトのステータスとアラ

ートのステータスに対する制限は
ありません

レポート・タスクの作業時に、パ
フォーマンス低下のアラートを提
起します。これは、タスクの所要
時間に影響しますが、タスクの正
常な完了を妨げるものではありま
せん。タスクが完了した場合も、
パフォーマンスの問題が解決する
まではアラートをオープンしてお
くことが望まれます。

ワークフローの防止 オブジェクトのワークフローは、
アラートがクローズされるまで先
に進めません(送信、承認などは実
行されません)。
これは、請求または却下(ワークフ
ローの逆方向への移動)を妨げる
ものではありません。また、管理
者または所有者がワークフローを
強制的に先に進めることも阻止し
ません。

ユーザーが、レポート・システム
のダウンを知らせるアラートを提
起します。これにより、アラート
が解決されるまでレポート・タス
クの作業が阻止されます。ワーク
フローの防止には、ステータスが
「保留中」から「オープン」、「オー
プン」から「クローズ済」への変
更を防止することが含まれます。

クローズの防止 アラートがクローズされるまで、
オブジェクトをクローズ状態に移
動できません。ただし、中間ワー
クフローは続行できます。
これは、管理者または所有者によ
る終了または強制終了を阻止しま
せん。

ユーザーが、レポート・タスクの
一部の比較データが欠落している
ことを示すアラートを提起しま
す。これにより、レポートの作成
および最初の承認申請は妨げられ
ませんが、欠落しているデータと
比較できるようになるまでは、レ
ポートを完全にサインオフしない
必要があります。

オブジェクトには、異なる制限の複数のアラートを指定できます。この場合は、次のルールが
優先順に適用されます:

1. オブジェクトに関連付けられているオープン・アラートに「ワークフローの防止」制限が
ある場合は、ワークフローの防止により、アラートがクローズされるまでオブジェクト(タ
スクなど)のワークフローが停止します。

2. オブジェクトに関連付けられているオープン・アラートに「クローズの防止」制限がある
場合は、アラートがクローズされるまでオブジェクトをクローズできません。

さらに、アラートは複数のオブジェクトに関連付けられている場合があります。異なるオブジ
ェクトに対して複数の「クローズの防止」制限がある場合、アラートは、最後のオブジェクト
がクローズされた場合にのみクローズされます。
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アラート・タイプのプロパティを設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリック
します。

2. 左側の 「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックして、「新規アラート・タイプ」を開きます。デフォルトでは、「プ
ロパティ」タブが表示されます。

4. 「名前」に、アラート・タイプ名を入力します。入力できる最大文字数は 80文字です。
5. 「アラート・タイプ ID」を入力します。入力できる最大文字数は 80文字です。
アラート・タイプ IDは必須で、一意にする必要があります。

6. オプション: 「説明」に、アラート・タイプの説明を入力します。最大 255文字まで入力
できます。

7. オプション: 「関連先」ドロップダウン・リストから、アラートを関連付けるオブジェクト
(タスクなど)を選択します。

8. オプション: 「制限」で、アラートの制限を入力します。たとえば、タスクのアラートに
「クローズの防止」を選択した場合、そのアラートが完了するまでユーザーはクローズ・タ
スクを完了することができません。
「関連先」に「すべてのタイプ」を選択した場合、使用可能な制限はありません。

9. 「期間の選択」と「年の選択」の両方に対して、次の値から選択します。
• 必須 – ユーザーはアラートを年または期間に関連付ける必要があります。
• 表示 – ユーザーはアラートを年または期間に関連付けることができます。
• 非表示 – プロパティは非表示になり、アラートを年または期間に関連付けられません。
これらのオプションは、期間と年がどのようにアラートに関連付けられるかを示します。

10. アラートから既存の関連付けを削除するには、「関連付けの削除の許可」オプションを選択
します。このオプションを選択解除する場合、関連付けられた既存のアーティファクトを
アラートから削除できなくなります。

11.「使用可能」をクリックしてアラート・タイプを有効にします。
使用可能なアラート・タイプのリストには有効なアラート・タイプのみが表示され、新し
いアラートを作成する際に選択できます。

12.「アラート・タイプ」タブをクリックし、情報の入力を続けます。
アラート・タイプ情報の入力が完了したら、「保存して閉じる」をクリックします。

ノート:

既存のアラートにアラートを作成できません。

• アラート・タイプの指示の指定
• アラート・タイプ・ワークフローの選択
• アラート・タイプ参照者の割当
• アラート・タイプに対する質問の追加
• アラート・タイプ属性の適用
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アラート・タイプの指示の指定
アラートに対してユーザーが何をする必要があるかを理解できるように、アラート・タイプに
は指示を指定できます。ファイルおよび URLの添付からその他の参照を追加できます。
アラート・タイプの指示を指定するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. 「新規」または「編集」ダイアログで、「指示」タブを選択します。
4. 「指示」に、アラート・タイプの指示テキストを入力します。
参照を追加するには:

1. 「参照」セクションで、「ファイルの添付」または「リンクの添付」をクリックします。
• ファイルの添付
「ファイルの選択」をクリックしてファイルを選択し、添付します。「名前」に名前を
入力するか、またはファイル名を使用します。「OK」をクリックします。

• リンクの添付
URLを入力し、URLの名前を入力します(https://www.oracle.comと Oracleなど)。
「OK」をクリックします。

2. 「アラート・タイプ」タブをクリックし、情報の入力を続けます。
アラート・タイプ情報の入力が完了したら、「保存して閉じる」をクリックします。
• アラート・タイプ・ワークフローの選択
• アラート・タイプ参照者の割当
• アラート・タイプに対する質問の追加
• アラート・タイプ属性の適用

アラート・タイプ・ワークフローの選択
「ワークフロー」セクションには、担当者と承認者の割当てが含まれます。バックアップ・ユー
ザーを選択することもできます。
アラート・タイプ・ワークフローを選択するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. 「新規」または「編集」ダイアログで、「ワークフロー」タブをクリックします。
4. 「担当者」で、 「ユーザーの選択」をクリックし、担当者を選択します。
担当者は、このタイプのアラートが作成されたときにアラートに対して作業するように割
り当てられるユーザーまたはグループです。担当者を指定しない場合、アラートを作成す
るユーザーが担当者を入力する必要があります。

5. オプション: 「バックアップ・ユーザー」で、担当者のバックアップ・ユーザーを選択しま
す:
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a. ホーム・ページで、「ツール」、「アクセス制御」、「タスク・マネージャ・ユーザー」の
順に選択します。

b. 担当者 IDを編集し、「ステータス」フィールドを「作業不可」に変更します。
c. これにより、「アラート・タイプ」の「ワークフロー」タブで、バックアップ・ユーザ
ーを選択できるようになります。

バックアップ・ユーザーは、メインの担当者が不在の場合にアラートに対して作業するよ
うに割り当てられたバックアップ用の個人です。担当者およびバックアップ担当者は、事
前に割り当てる必要があります。

6. 「追加」をクリックして承認者を追加し、承認者の次の情報を入力します:

• ユーザー名
• バックアップ・ユーザー: メイン承認者が不在の場合のアラートのデフォルト・バック
アップ承認者ユーザーを指定できます。これは必須ではありません。

「レベル」には、承認者が入力された順序で表示されます。承認者リストの順序を変更する
には、承認者を選択し、矢印ボタンをクリックしてリスト内で上下に移動します。
このタイプのアラートが作成されるときのデフォルト承認者ユーザーまたはグループのレ
ベルを 1つ以上追加できます。これらは必須ではありません。承認者を指定しない場合、
アラートを作成するユーザーがオプションで承認者を追加できます。

7. 「アラート・タイプ」タブをクリックし、情報の入力を続けます。
アラート・タイプ情報の入力が完了したら、「保存して閉じる」をクリックします。
• アラート・タイプ参照者の割当
• アラート・タイプに対する質問の追加
• アラート・タイプ属性の適用

アラート・タイプ参照者の割当
「参照者」タブでは、アラート・タイプの参照者権限を割り当てることができます。参照者は、
読取り専用アクセス権を持ちます。
参照者権限を割り当てるには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. 「新規」または 「編集」をクリックし、「参照者」タブをクリックします。
4. 「追加」をクリックし、アラートへの表示アクセス権を持つユーザーまたはグループの
名前を選択します。
メンバー・セレクタが表示されます。これは外部の参照者に対して編集可能です。

5. オプション: 「外部ユーザーの追加」をクリックして、アラートに関する通知を受けるシ
ステム外部のユーザーを追加します。
外部ユーザーにはアラートは表示されず、通知のみを受け取ります。サービスへのアクセ
ス権は付与されません。

6. 参照者の「電子メール・アドレス」を指定します。
外部参照者の電子メール・アドレスは編集可能です。リストに重複する電子メール・アド
レスがある場合は、アラート・タイプへの変更を保存できません。
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7. 「通知優先度」を選択して、ユーザーが電子メールで通知を受けるアラートの優先度を指定
します。
通知は優先度レベル以上の場合に送信されます。したがって、「高」に設定されていると、
アラートが「高」に設定されている場合のみ通知が送信されます。「低」に設定されている
と、すべての優先度タイプ(低、中、高)について通知されます。空白(デフォルト)の場合、
通知は送信されません。

8. 「アラート・タイプ」タブをクリックし、情報の入力を続けます。
アラート・タイプ情報の入力が完了したら、「保存して閉じる」をクリックします。
• アラート・タイプに対する質問の追加
• アラート・タイプ属性の適用

アラート・タイプに対する質問の追加
アラート・タイプを作成する場合、アラート・タイプが完了したことをユーザーに示す前に、
ユーザーがアクションに関する質問に回答するようにできます。たとえば、タスクの完了時に
特定のプロセスが続いて実行されたかどうかを質問できます。質問は、管理者、担当者、承認
者、所有者または参照者の役割に設定できます。これにより、問題が発生しているユーザーか
ら主要な詳細を収集できます。
テキスト、数値、True/Falseなど、様々なタイプの質問を指定でき、それらが必須かどうかを
指定できます。質問が必須の場合、ユーザーは質問に回答する必要があり、回答しないと承認
のためにタスクを送信できません。「上へ移動」および「下へ移動」ボタンを使用して、質問を
並べ替えることもできます。
質問を追加するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. 「新規」または「編集」ダイアログで、「質問」タブを選択します。
4. 「新規」をクリックします。
5. 「質問」に、最大 4000文字の質問のテキストを入力します。
6. 「タイプ」リストから、次の質問タイプを選択します。

• 日付
• 日付/時間
• 整数
• リスト
質問に対する有効な回答のリストを入力します。

• 複数行のテキスト
最大長は 4,000文字未満にする必要があります。
「複数行のテキスト」を選択し、3から 50行の間の行数を入力します。「複数行のテキ
スト」では、「アクション」ダイアログ・ボックスで、スクロールせずに表示できるテ
キストの行数を決定します。

• 数値
「数値」を選択した場合、数値のフォーマット・オプションを選択します:

– 「小数点以下の桁数」には、表示する小数点以下の桁数の値を入力します。
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– 1,000.00のように、数値に 3桁ごとの区切り文字を表示する場合は、「3桁ごとの
区切り文字」オプションを選択します

– 「通貨記号」リストから、通貨記号(米ドルの場合は$)を選択します。
– 「負数」リストから、負数の表示方法((123)など)を選択します。
– 「スケール」リストから、数値のスケール値(1000など)を選択します。

• テキスト
• True/False

• ユーザー
• はい/いいえ

7. 質問に回答するユーザーの役割(所有者、担当者、承認者、参照者)を割り当てます。
8. 質問が必須の場合は、「必須」を選択します
「必須」は、続行する前にユーザーが質問に回答する必要があることを示します。必須の質
問は、担当者、承認者および所有者に対して設定できます。システム管理者および参照者
の役割には無効です。

9. 「OK」をクリックします。
10. オプション: 質問の順序を変更するには、質問を選択し、 「一番上へ移動」、 「上へ移
動」、 「下へ移動」または 「一番下へ移動」をクリックします。

11. オプション: 質問を編集するには、質問を選択し、 「編集」をクリックします。質問を
削除するには、質問を選択し、 「削除」をクリックします。

12.「アラート・タイプ」タブをクリックし、情報の入力を続けます。
アラート・タイプ情報の入力が完了したら、「保存して閉じる」をクリックします。
• アラート・タイプ属性の適用
• アラート・タイプ履歴の表示

アラート・タイプ属性の適用
属性を選択する際に、属性タイプに基づいて属性の値を設定できます。後で属性値によってフ
ィルタ処理できます。
たとえば、「北部」、「南部」、「東部」および「西部」という値を持つ「販売地域」という名前の
「リスト」属性を持つことができます。現在のアラート・タイプは西部販売地域にのみ適用され
るため、「販売地域」属性を追加し、この属性を「西部」に設定できます。
属性を適用するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. 「新規」または 「編集」をクリックし、「属性」タブを選択します。
4. 「追加」をクリックします。
5. 「属性」リストから、属性を選択します。
6. 「値」で、属性に応じて、ドロップダウン・リストから属性の値を選択するか、値を入力し
ます。
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7. オプション: 属性に対するアクセスを変更するには、「役割」および「アクセス」を選択し
ます。

8. 「保存して閉じる」をクリックします。
9. その他のアラート・タイプ情報を編集するには、次のトピックを参照してください:

• アラート・タイプ・プロパティの設定
• アラート・タイプの指示の指定
• アラート・タイプ・ワークフローの選択
• アラート・タイプ参照者の割当
• アラート・タイプに対する質問の追加

アラート・タイプ履歴の表示
システムによりアラート・タイプ・アクションの履歴が保持されます。「履歴」タブには、作成
または更新されたコンポーネント、変更タイプ、古い値と新規の値、変更を行ったユーザーお
よび変更日が表示されます。「履歴」タブの情報は読取り専用です。
アラート・タイプ履歴を表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. アラート・タイプを編集し、「履歴」タブを選択します。
4. 履歴を表示し、「保存して閉じる」をクリックします。

アラート・タイプの表示
「アラート・タイプ」ページで、リストに表示する列を指定するか、すべての列を表示できま
す。列の順序変更、昇順または降順での列のソート、または列幅の変更を行うことができます。
「アラート・タイプ」ページで列を表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. 次の 1つ以上のタスクを行います。

• すべての列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、「すべて表示」を選択しま
す。

• 特定の列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、列名を選択または選択解除し
ます。

• 列を並べ替えるには、「表示」、「列の順序変更」の順に選択し、列を選択して上矢印ま
たは下矢印を使用するか、それらをドラッグして順序を変更します。

• 列をソートするには、「ソート」アイコンが表示されるまで列ヘッダーにマウス・カー
ソルを合せ、「昇順ソート」または「降順ソート」をクリックします。

• 列の幅を変更するには、矢印が表示されるまで列ヘッダーの区切りにマウス・カーソ
ルを合せ、適切な幅になるまで列をドラッグします。
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アラートの列の定義
この項では、アラートの列の定義について説明します。
表 13-23 列の定義 - アラート

列名 説明
アラート(件数) アラートの合計件数
オープン中のアラート(件数) オープン・アラートの合計件数
アラート・タイプ アラートのタイプ。タイプに基づいて、ビジネス・

サイクル中に発生した問題のタイプを分析し、今後
のサイクルでその問題を防ぐために変更を加える
ことができます

承認者 1-10 承認者レベル
承認者 1-10 (バックアップ) アラートのバックアップ承認者
承認者 1-10 (プライマリ) アラートのプライマリ承認者
承認者 1-10の終了日(実際) 各承認者レベルの実際の終了日
承認者 1-10の却下(件数) 承認者によって却下されたアラートの件数
担当者 アラートの割当済ユーザー
担当者(バックアップ) アラートに割り当てられたバックアップ・ユーザー
担当者(プライマリ) アラートに割り当てられたプライマリ・ユーザー
担当者終了日(実際) 割当済ユーザーの実際の終了日
関連付けられたオブジェクト・タイプ アラートに関連付けられたオブジェクトのタイプ
関連付けられたオブジェクト(件数) アラートに関連付けられたオブジェクトの合計件

数
クローズ日 アラートがクローズされた日付
コメント(件数) アラートのコメントの合計件数
作成者 アラートを作成したユーザーの名前
作成日 アラートが作成された日時
説明 アラートの説明
期間 定義されたアラート期間
期間(実際) 実際のアラート期間
終了日 アラートの有効終了日
ID アラートの一意の識別子
最終更新者 アラートを最後に更新したユーザーの名前
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表 13-23 (続き) 列の定義 - アラート

列名 説明
最終更新日 アラートが最後に更新された日時
名前 アラートの名前
所有者 アラート所有者の名前。サービス管理者またはパ

ワー・ユーザーである必要があります。
所有者終了日(実際) アラート所有者の実際の終了日
期間 アラートの期間
優先度 アラートに割り当てられた優先度
開始日 アラートの有効開始日
ステータス アラートのステータス
ステータス(詳細) アラートの詳細なステータス
ステータス(アイコン) アイコンで示されたアラートのステータス
年 アラートが作成された年

アラート・タイプの編集
アラート・タイプの名前と説明を編集し、有効かどうかを変更できます。アラート・タイプを
有効にすると、使用可能なアラート・タイプのリストにそのアラート・タイプが表示されます。
アラート・タイプを編集するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. アラート・タイプを選択し、 「編集」をクリックします。
4. アラート・タイプを編集します。
5. 「保存して閉じる」をクリックします。

アラート・タイプの検索
「アラート・タイプ」リストの検索機能を使用して、アラート・タイプをすばやく検索できま
す。検索する名前の全部または一部を入力できます。フィルタ・バーを使用して、リストに表
示されるアラート・タイプを制御できます。デフォルトでは、すべてのアラート・タイプが表
示されます。
アラート・タイプを検索するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. アラート・タイプを検索するには、「検索」テキスト・ボックスに検索条件を入力します。
4. オプション: フィルタ・バーでカテゴリをクリックすると、追加の検索演算子(「次と等し
い」、「次と等しくない」、「次を含む」、「次を含まない」、「次で始まる」、「次で終わる」)が
表示されます。
次のカテゴリを使用して、アラート・タイプをフィルタできます: 名前、アラート・タイプ
ID、使用可能、説明、作成者、作成日、最終更新者または最終更新日。

Chapter 13
タスク・マネージャのアラート・タイプの管理

13-223



ノート:

• 「フィルタの追加」をクリックして、すべてのカテゴリを表示します。
• フィルタ・バーを非表示にするには、 「フィルタ・バーの非表示」アイコンを
クリックします。

• すべてのフィルタをクリアするには、
「フィルタ」アイコンをクリックし、「すべてのフィルタのクリア」をクリックし
ます。

アラート・タイプの削除
不要になったアラート・タイプは削除できます。アラート・タイプを削除しても、そのアラー
ト・タイプで作成されたアラートは削除されませんが、アラート・タイプの割当ては失われま
す。
アラート・タイプを削除するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. アラート・タイプを選択します。
4. 「削除」をクリックし、確認メッセージで「OK」をクリックします。

タスク・マネージャでのビューの管理
タスク・マネージャ内でビューを編集、削除および公開できます。また、ビューをデフォルト
として設定することもできます。詳細は、次を参照してください:

• 保存済ビューの編集
• ビューの削除
• ビューの公開
• デフォルト・ビューの設定
• ビューでの作業

タスク・マネージャでの通貨の表示
タスク・マネージャ内で構成された通貨を表示するには、ホーム・ページで、「アプリケーショ
ン」、「タスク・マネージャ」、 「通貨」の順にクリックします。構成された通貨コードのリ
ストが表示されます。
通貨ごとに、「通貨コード」、「通貨記号」、「小数点以下の桁数」、「説明」、および通貨が「使用
可能」かどうかを確認できます。これらの列の詳細は、タスク・マネージャ – 通貨を参照して
ください。
通貨を設定するには、通貨の設定を参照してください。
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レポートの使用
タスク・マネージャのカスタム・レポートと Cloud EPMシステム・レポートを生成できます。
詳細は、次を参照してください:

• タスク・マネージャのカスタム・レポートの生成
• タスク・マネージャの Cloud EPMシステム・レポートの生成

タスク・マネージャのカスタム・レポートの生成
タスク・マネージャのレポートを作成できます。レポートは、PDF、CSV、HTMLまたは XLSX
形式で生成できます。

ノート:

タスク・マネージャには、開始時に役立つサンプル・サポートが用意されています。
これらをテンプレートとして使用して、必要に応じて複製してから、変更を加えた
り、ユーザーへのアクセスを拡張することができます。レポートを複製するには、レ
ポートを選択し、省略記号ボタン から「複製」を選択します。これにより、新し
く作成したレポートを編集できます。

カスタム・レポートも作成できます。カスタム・レポートの作成は 4つのステップで構成され、
サービス管理者のみが実行できます。
1. タスク・マネージャ問合せの作成.

2. テンプレートの作成.

3. レポート・グループの設定
4. レポートの作成
カスタム・レポートを作成するには、定義を XMLファイルとしてエクスポートできる問合せを
作成します。XMLファイルをWordにインポートし、これを使用してテンプレート・ドキュメ
ントを作成します。テンプレート・ドキュメントは RTF形式である必要があります。次に各レ
ポートをグループ化するレポート・グループを設定できます。最後に、レポートを生成します。
作成した問合せとテンプレートの両方が使用され、デフォルト出力を CSV、PDF、HTMLまた
は XLSXに設定できます。
カスタム・レポートの作成後、サービス管理者またはアクセス権が付与された他のユーザーは
レポートを生成できます。レポートの生成を参照してください。

ノート:

Oracleクラシック環境から Oracle Cloud Infrastructure (OCI)への移行を管理してい
て、カスタム・レポートがある場合は、ターゲット・サービスでカスタム・レポート
の問合せ定義を更新する必要がある場合があります。これは、オブジェクト(タスク、
仕訳、属性など)の内部 IDが移行中に変わる可能性があるためです。ただし、Oracle
管理の移行の場合、内部オブジェクト IDは変わらないため、カスタム・レポート定
義の変更は必要ありません。
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タスク・マネージャ問合せの作成
問合せの作成が、カスタム・レポートの作成の最初のステップです。
問合せを作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「タスク・マネージャ・レポート」タブを選択します。
3. 「問合せ」タブで、 「新規」をクリックします。
4. 「新規問合せ」画面で、「名前」およびオプションの「説明」を入力します。
5. 「タイプ」から、次のいずれかのオプションを選択します:

• パラメータ問合せ: 「パラメータ問合せ」タイプは、このパラメータの値に指定できる
オプションのリストを表示するために使用されます。「パラメータ問合せ」では、レポ
ート問合せに対するパラメータの値の入力時に使用されるオプションのリストを表示
できます。このオプションのリストはすでに定義済の単純な属性ではなく、定義が必
要とされる複雑な問合せです。
このパラメータ問合せの例では、すべてのタスク・マネージャ期間のリストが表示さ
れます。
SELECT PERIOD_ID, PERIOD_NAME FROM FCC_PERIODSWHERE APP_ID=1

• レポート問合せ: レポートに含めるレコードを選択します。セキュリティ・フィルタを
適用できます。これによって、ユーザーには各自の役割に基づいて参照を許可されて
いるデータと、割り当てられているレポートのみが表示されます。レポート問合せに
セキュリティ・フィルタを適用するには、問合せのWHERE CLAUSE文の最後に次の
構文を追加します
$FCC_SECURITY_CLAUSE$
問合せ内で$FCC_SECURITY_CLAUSE$を使用する場合、FCC_TASKSに TaskEOの別名を付
ける必要があります
タスク・マネージャに付属している事前定義の問合せの多くはセキュリティ・フィル
タが適用されているため、独自の問合せを作成する際にこれらを例として使用できま
す。
たとえば、次のレポート問合せでは、選択したスケジュールのすべての高優先度タス
クのタスク・コード、名前、担当者およびスケジュールを表示するスケジュール済タ
スクを指定します。
SELECT TaskEO.TASK_CODEAS "$TASK_CODE$",
TaskEO.TASK_NAMEAS "$NAME$" ,
((SELECT CASE WHEN FIRST_NAME IS NULL AND LAST_NAME IS NULL THEN
USER_LOGIN ELSE FIRST_NAME||' '||LAST_NAME END FROM FCM_USERS WHERE
USER_ID = (coalesce(AssigneeEO.ACTIVE_USER_ID, AssigneeEO.USER_ID))))AS
"$ASSIGNEE$" ,
DeploymentEO.DEPLOYMENT_NAMEAS "$SCHEDULE$"
FROM FCC_TASKS TaskEO
LEFT OUTER JOIN FCC_ACCESS AssigneeEO ON (TaskEO.TASK_ID =
AssigneeEO.SOURCE_ID AND AssigneeEO.ACCESS_TYPE = "AS")
LEFT OUTER JOIN FCC_DEPLOYMENTS DeploymentEO ON (TaskEO.SOURCE_ID =
DeploymentEO.DEPLOYMENT_ID)
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WHERE (TaskEO.SOURCE_TYPE = "DEPLOYMENT")
AND ((((TaskEO.PRIORITY=3 )
AND (TaskEO.SOURCE_ID=~SCHEDULE~ ))))

6. 「問合せの生成」をクリックして、「新規問合せ」ダイアログから問合せを作成します。こ
のダイアログは、問合せまたはフィルタ処理(あるいはその両方)の対象となる既存の製品内
の属性を選択可能にすることで、データベースに対する問合せの作成を支援します。シス
テムでは指定された属性およびフィルタと一致するように SQLが生成されます。この時
点で変更および改善が可能です。
a. 「タイプの選択」画面で、オプションを選択します。

• 「問合せ」から、「テンプレート・タスク」または「スケジュール・タスク」を選択
します。

• オプション: 「セキュリティの適用」チェック・ボックスを選択すると、ユーザー
のセキュリティ・フィルタが、生成された問合せに自動的に適用されます。これに
より、レポートが生成されるときに正しい SQLで入力されるように、セキュリテ
ィ・トークンが問合せに適用されます。

b. 「次」をクリックします。
 

 

7. 「列の選択」から、問合せで表示する列を選択し、「次」をクリックします。
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8. 「フィルタの選択」で、「条件の作成」または 「条件グループの作成」をクリックし、問合
せの作成へのフィルタを作成する条件を選択します。
 

 

9. 「OK」をクリックします。
10. オプション: レポートを今後使用する場合は、「サンプル XMLの生成」をクリックします。
11.「保存」をクリックします。
12. エラーの問合せをテストするには:

• 「新規問合せ」ダイアログで、「検証」をクリックします。ドロップダウン・リストか
ら「検証」を選択することもできます。
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「問合せ」タブに問合せが表示されます。

ノート:

「アクション」メニューを使用すると、簡単に問合せを削除したり、複製でき
ます。

• ドロップダウンから「プランの検証と説明」をクリックして問合せを検証し、この問
合せの実行プランも生成します。問合せと同じ名前を使用する.txtファイルが生成さ
れます。生成されたプランは表示またはダウンロードできます。
このファイルを開いて、この問合せを実行するために実行される一連のステップを含
めて生成されたプランを表示します。問合せのパフォーマンスが準最適な場合は、こ
のプランを使用して問題の原因を理解し、問合せのパフォーマンスを向上させる最善
の方法を判断できます。

ノート:

デフォルトでは、実行プランの生成は、OCI (Gen 2)環境でのみ使用できま
す。クラシック環境でこれを有効にするには、サービス・リクエストを使用
してオラクル社にお問い合せください。

問合せの変更
システム管理者は、タスク・マネージャ問合せを編集できます。
1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「タスク・マネージャ・レポート」タブを選択します。
3. 「問合せ」タブを選択し(まだ選択していない場合)、編集する問合せの横にある から「編
集」を選択します。

ノート:

ロックされている場合は、システム管理者にロックを解除するように依頼してく
ださい。

4. タスク・マネージャ問合せを選択します。
5. 「問合せの編集」で、必要に応じて情報を編集します。
6. 変更が完了したら、「保存して閉じる」をクリックします。
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テンプレートの作成
レポート・テンプレートの作成は、カスタム・レポート生成の 2番目のステップです。レポー
ト・テンプレートは、Oracle BI Publisherデスクトップがインストールされた Microsoft Word
で作成します。
問合せを作成したときにサンプル XMLがすでに生成されていることを確認してください。サ
ンプル XMLファイルは、サンプル XMLフォルダに生成されます。
レポート・テンプレートを作成するには:

1. Microsoft Wordで新しいドキュメントを開きます。
2. 「BI Publisher」タブを選択し、「サンプル XML」フォルダを選択して「データのロード」
をクリックします。

3. 問合せを作成したときに生成された SampleQuery.xmlを特定し、「開く」をクリックしま
す。「データが正常にロードされました」というメッセージが表示されたら、「OK」をクリック
します。

4. 「挿入」、「表ウィザード」の順に選択します。
5. 「表」を選択し、「次」をクリックします。
6. デフォルトのデータセットを選択し、「次」をクリックします。
7. レポートに表示するフィールドを選択し、「次」をクリックします。
8. 「グループ基準」を選択し、グループ化の基準のフィールドを選択して「次」をクリックし
ます。

9. 「ソート基準」を選択してから、ソート基準のフィールドを選択し、「終了」をクリックし
ます。

10. テンプレートを.rftファイルとして保存します。例: SampleQuery.rtf。
RTFテンプレートの作成の詳細は、RTFテンプレートの作成を参照してください。

レポート・グループの設定
レポート・グループの作成が、カスタム・レポート生成の 3番目のステップです。レポート・
グループにより、個々のレポートをグループにまとめ、レポートをフォルダ構造に編成できま
す。

ノート:

ネストされたレポート・グループはサポートされていません。

レポート・グループの作成後、必要に応じて変更できます。レポート・グループを複製できま
すが、その名前は一意である必要があります。レポート・グループを削除することもできます。
ただし、レポート・グループを削除すると、そのグループに関連付けられたすべてのレポート
が削除されます。
レポート・グループを作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
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2. 左側の 「タスク・マネージャ・レポート」タブを選択します。
3. 「レポート・グループ」タブで 「新規」をクリックします。
4. 「新規レポート・グループ」ウィンドウで、次の内容を入力します:

• 名前: レポート・グループのグループ名を入力します。
• 説明
• ユーザーへの表示: このレポート・グループをユーザーに表示する場合に選択します。
「ユーザーへの表示」オプションを使用すると、レポート作成者はレポートのグループ
に対する作業を行う間、対象となるレポートを非表示にすることができます。

5. 「レポート」タブで、「移動」アイコン
を使用して、レポート・グループに追加されたレポートを並べ替えたり編集します。

6. 「保存して閉じる」をクリックします。

レポートの作成
レポート定義の作成は、レポート生成の 4番目のステップですユーザーは問合せからレポート
を作成して、それをグループに割り当てることができます。
レポート定義を作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「タスク・マネージャ・レポート」タブを選択します。
3. 「レポート」を選択し、 「新規」をクリックします。
4. 「新規レポート」で、次の内容を入力します:

• 名前
• 説明
• 問合せ: 問合せを選択します。
• テンプレート: 「参照」をクリックして、レポート・テンプレートを参照します。サポ
ートされている任意の Oracle Business Intelligence Publisherテンプレート・フォーマ
ットをアップロードできます。テンプレートの作成を参照してください。

• レポート・グループ: ドロップダウン・メニューからレポートのグループ名を選択しま
す。

• ユーザーへの表示: レポートをユーザーに表示する場合に選択します。
• 出力フォーマット: 次のいずれかのオプションから、BI Publisherでサポートするレポ
ート出力フォーマットを選択します:

– xlsx: グラフではサポートされません。
– html: グラフおよびチャートではサポートされません。
– pdf

– csv: テンプレートを使用せず、より高速にデータを取得できます。
– csv (フォーマット済): データがフォーマットされている単純なデータ表に最適
で、テンプレートでのイメージ、グラフィックまたはスタイル設定はサポートされ
ません。
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ノート:

csv (フォーマット済)出力フォーマットは、csvフォーマットと比較する
と、テンプレートのフォーマットを尊重するためにレポートの生成に追
加の時間がかかります。そのため、データを迅速に生成する場合は
「csv」を選択し、フォーマット済テンプレート・ベース・データを生成
する場合は「csv (フォーマット済)」を選択します。

5. レポート定義を完成させるには、パラメータおよびアクセス権を設定する必要があります。
a. パラメータについては、「パラメータ」タブを選択します。
問合せ内のパラメータが識別され、リストに追加されます。次を更新します:

• 表示名
• パラメータ・タイプ: 使用可能なオプションは:

– タスク・マネージャ属性
– テキスト
– 日付
– 日付/時間
– 数値
– 問合せ
– 整数
– True/False

– はい/いいえ
– ユーザー

• ユーザーへの表示: パラメータを表示せずに値を使用する場合は、チェック・ボッ
クスの選択を解除します。1つの問合せを使用して複数のレポートを作成できま
す。その場合、いくつかのパラメータが非表示になり、「パラメータ」タブで定義
した値が使用されます。

• 属性/問合せ: 属性の場合は、ドロップダウンにタスク・マネージャの属性がリスト
されます。問合せの場合は、ドロップダウンに「パラメータ・タイプ」のすべての
問合せがリストされます。これを使用して、動的 LOVなどのパラメータを作成で
きます。タスク・マネージャ問合せの作成を参照してください

• パラメータ値: デフォルト値が表示されます。
b. アクセス権については、「アクセス」タブを選択します。
c. ドロップダウン・リストから、「アプリケーション・モジュール」を選択し、アプリケ
ーション・モジュールの「役割」を選択します。
たとえば、「アプリケーション・モジュール」に「タスク・マネージャ」を選択してか
ら、「パワー・ユーザー」役割にアクセス権を割り当てることを選択できます。
「追加」または 「削除」を使用して、レポートにアクセスできるユーザーのリス

トを変更できます。
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ノート:

対応する「レポート」タブにレポートが表示されるためには、レポートに少
なくとも 1つのアプリケーション・モジュールへのアクセス権が付与されて
いる必要があります。

6. 「保存して閉じる」をクリックします。

問合せ、レポート・グループまたはレポートの検索とフィルタ
検索フィールドおよびフィルタ・オプションを使用して、問合せ、レポート・グループまたは
レポートのリストに表示するレコードを制御できます。
問合せ、レポート・グループまたはレポートをフィルタするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「タスク・マネージャ・レポート」タブを選択します。
3. 「問合せ」、「レポート・グループ」または「レポート」タブを選択します。
4. 「検索」テキスト・ボックスに検索条件を入力します。
5. オプション: フィルタ・バーでカテゴリをクリックすると、追加の検索演算子(「次と等し
い」、「次と等しくない」、「次を含む」、「次を含まない」、「次で始まる」、「次で終わる」)が
表示されます。

ノート:

• 「フィルタの追加」をクリックすると、すべてのカテゴリが表示されます。
• フィルタ・バーを非表示にするには、 「フィルタ・バーの非表示」アイコンを
クリックします。

• すべてのフィルタをクリアするには、
「フィルタ」アイコンをクリックし、「すべてのフィルタのクリア」をクリックし
ます。

レポートの生成
レポートの作成が、プロセスの最後のステップです。サービス管理者がカスタム・レポートを
作成後、アクセス権が付与されたユーザーまたはグループはレポートを生成できます。
サービス管理者が REST APIコマンドを使用してレポートを生成することもできます。詳細
は、REST APIの Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingのレポートの生成を
参照してください。レポートのサイズが大きい場合は、REST APIでレポート生成用の
runAsyncパラメータを使用するとレポートを非同期で実行できます(値 true)。
レポートを生成するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックし、左側の 「レポート」タブを選択します。
2. 「タスク・マネージャ・レポート」タブをクリックします。
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3. 生成するレポートを選択します。クイック検索オプションを使用して、選択したグループ
内のレポートを検索できます。

4. 「出力フォーマット」で、次の中から選択します:

• xlsx: グラフではサポートされません。
• html: グラフおよびチャートではサポートされません。
• pdf

• csv: テンプレートを使用せず、より高速にデータを取得できます。

ノート:

10,000を超えるレコードが含まれるレポートの場合、csvフォーマットの使
用をお薦めします。

• csv (フォーマット済): データがフォーマットされている単純なデータ表に最適で、テ
ンプレートでのイメージ、グラフィックまたはスタイル設定はサポートされません。

ノート:

「csv (フォーマット済)」出力オプションは、csvフォーマットと比較すると、
テンプレートのフォーマットを尊重するためにレポートの生成に追加の時間
がかかります。そのため、データを迅速に生成する場合は「CSV」を選択し、
フォーマット済テンプレートベース・データを生成する場合は「csv (フォー
マット済)」を選択します。

5. 「生成」をクリックします。
6. 名前を入力し、ドロップダウン・メニューからスケジュールおよび期間を選択します。
7. 「生成」をクリックします。
終了すると、「正常に完了」というステータス・メッセージが表示されます。

ノート:

• 「戻る」をクリックすると、選択したパラメータ値を保持してレポートが再生
成されます。

• 「リセット」をクリックすると、選択したパラメータ値をクリアしてレポート
が再生成されます。

8. 「オープン」または「ファイルの保存」を選択して、ZIPファイルを保存します。
レポート生成プロセスでは、レポート・ジョブをバックグラウンドで実行するバックエンド・
ジョブ・フレームワークが使用されます。レポートでエラーが発生した場合は(サイズが推奨サ
イズを超えている場合など)、レポートが生成される前に、「レポートの生成」ダイアログにエ
ラーを示すメッセージが表示されます。多数のレコードを含むレポートの場合は、フィルタを
使用して、少ない数のレコードにレポートを分割することをお薦めします。
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レポート・セキュリティの理解
このトピックでは、タスク・マネージャにおける標準レポートおよびカスタム・レポートのセ
キュリティについて説明します。

Note:

サービス管理者が REST APIコマンドを使用してユーザー詳細レポートを生成する
こともできます。詳細は、REST APIの Financial Consolidation and Closeおよび Tax
Reportingのユーザー詳細レポートの生成を参照してください。

標準(事前定義済)レポートのセキュリティ
セキュリティ句はすべての標準レポートの問合せに含まれています。これは、これらのレポー
トに対し、セキュリティ・フィルタがデフォルトで適用されていることを意味します。たとえ
ば、パワー・ユーザーのセキュリティ(「アクセス制御」で設定)では、特定のタスクへのアクセ
ス許可がレポートに適用されています。特定のタスクのみへのアクセス権を持つパワー・ユー
ザーは、それらのタスクのレポートのみを表示できます。
管理者は、「レポートの編集」ダイアログの「アクセス」タブを使用してレポートを編集し、レ
ポートへのアクセス権をユーザーに付与できます。これにより、ユーザーにレポートの表示を
許可した場合、そのユーザーには管理者がそのユーザーに適切であると決定したデータのみが
表示されるようになります。
このセキュリティ句は、次の事前定義済の「タスク・マネージャ」レポートにも含まれていま
す:

• リスクありタスク
• タスク・コンプライアンス分析
• 先行タスク
• 遅延タスク
• 組織単位別タスク・パフォーマンス分析
• 却下されたタスク
• タスク監査証跡
• 遅延タスクがあるユーザー
ユーザーへの標準レポートへのアクセス権の割当て
管理者は、様々なユーザーに対して標準レポートへのアクセス権を付与することを決定できま
す。これは、「レポートの編集」ダイアログの「アクセス」タブを使用して行います。
ユーザーにレポートへのアクセス権を付与するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の 「タスク・マネージャ・レポート」タブを選択します。
3. 「レポート」から目的のレポートを選択し、「アクション」で 「編集」を選択します。
4. 「レポートの編集」ダイアログの「アクセス」で、 「追加」または 「削除」を使用し
て、そのレポートにアクセスできるユーザーのリストを変更できます。
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5. 「保存」または「保存して閉じる」をクリックします
カスタム・レポートのセキュリティ
カスタム・レポートでは、問合せを作成するときに、問合せにセキュリティ句を挿入し、その
後、ユーザーにレポートへのアクセス権を割り当てるようにするかどうかを決定できます。つ
まり、レポートの作成者がアクセス権を付与するユーザーを決定できるということです。

タスク・マネージャ・レポート・バインダの使用
タスク・マネージャ・レポート・バインダにより、スケジュールの一部として発生したすべて
のアクティビティの履歴(たとえば、Corporate Q1 Close)を作成できます。フィルタを使用し
て、スケジュール、組み込むタスク、および組み込むタスク情報を指定します。
バインダ・フィルタ条件を満たすすべてのタスクの情報が、HTML形式で ZIPファイルに出力
されます。これには HTMLファイルやその他のファイルが含まれます。ZIPファイルを解凍す
ると、ディレクトリ構造が形成され、そこで HTMLファイルにアクセスすれば、そのレポー
ト・バインダを表示できます。レポートは 1つのファイルに内蔵されているため、コピー、印
刷、あるいは内部レビューや外部レビュー用の電子メール送信が簡単にできます。

レポート・バインダの生成
「レポート・バインダの生成」ダイアログでは、レポートの作成に必要なパラメータを指定でき
ます。ビューでスケジュールを開き、「レポート・バインダの生成」を実行すると、レポート・
バインダが現在のビューに適用され、現在のフィルタ処理されたビュー内のタスクのみが組み
込まれます。
レポート・バインダは、ブラウザを通じてドキュメントとして生成され、戻されます。「レポー
ト・バインダの生成」を実行するとき、レポート・バインダをすぐに開くか、または ZIPファ
イルとしてディスクに保存するかを選択できます。
一度に複数のスケジュールに対してレポート・バインダを生成できます。これは、アプリケー
ションに多数のスケジュールがある場合に役立ちます。
レポート・バインダを生成するには:

1. スケジュールのリストで、レポート・バインダを生成するスケジュールを 1つ以上選択し
ます。

2. 「アクション」ドロップダウンで、「レポート・バインダの生成」を選択します。
3. 「レポート・バインダ名」に、名前を入力します。
4. 「説明」に、バインダの説明を入力します。
5. 「オプション・コンポーネント」から、レポートに表示するタスク・コンポーネントを選択
します:

• アラート
• コメント
• 添付

ノート:

レポートに添付を含めると、レポートのサイズが大幅に増加し、パフォーマンス
に影響することがあります。
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6. 「生成」をクリックします。
7. 「ファイルのダウンロード」から、「保存」を選択します
「名前を付けて保存」ダイアログ・ボックスが表示され、ZIPファイル名が下部に表示され
ます。

8. ZIPファイルの保存先ディレクトリを選択し、「保存」、「閉じる」の順にクリックします
レポート・バインダの表示

レポート・バインダを生成すると、1つの ZIPファイルに出力されます。ZIPファイル名は、
レポート・バインダに指定した名前です。レポートのページは、必要に応じてセクションごと
に改ページを入れて、1つの HTMLレポートにまとめられるので、印刷コマンドによりレポー
トを印刷できます。添付を含める選択をすると、添付へのリンクが対応するタスクおよびアラ
ートとともに含まれる別の添付付録が作成され、別に印刷できます。すべての添付は、別々の
フォルダにダウンロードされます。
レポート・バインダを ZIPファイルとして保存した場合、ZIPファイルからすべてを抽出する
と、レポート・バインダと同じ名前のディレクトリ構造が作成されます。このディレクトリで
HTMLページを開くことで、レポート・バインダを表示できます。最初のレポート・ページに
は、レポート・バインダ、スケジュールに関する情報が含まれ、レポート・バインダで使用可
能なタスクおよびアラートのリストが表示されます。「タスク」セクションにナビゲートする
と、ステータス、担当者、開始日および終了日、期間などのタスクの詳細を参照できます。タ
スクが開始していない場合は、予定(スケジュール)日が表示されます。各タスクは、「タスクの
詳細」ページへのリンクです。デフォルトでは、「属性」、「指示」、「質問」、「ワークフロー」、
「先行」および「履歴」のセクションが含まれます。レポート・バインダの生成時に「アラー
ト」および「コメント」を含めるオプションを選択した場合、それらのセクションも表示され
ます。
最初のページには、さらにドリル可能なアラートのリストも含まれます。「アラートの詳細」ペ
ージから、関連付けられたタスクに移動できます。
レポート・バインダを表示するには:

1. ZIPファイルをダウンロードしたディレクトリに移動し、ファイルをダブルクリックしま
す。

2. 希望するディレクトリに ZIPファイルを抽出します。
3. そのディレクトリに移動し、ZIPファイル名と一致するサブディレクトリを探します。
4. サブディレクトリから、report_binder_name.htmlをダブルクリックして、レポート・バ
インダを表示します。

タスク・マネージャの Cloud EPMシステム・レポートの生成
レポートには、豊富なレポート・ビューア体験とともに使いやすくて堅固なレポート開発フレ
ームワークが用意されています。レポートの表を使用して、タスク・マネージャのデータを
Cloud EPMレポート・プラットフォーム(レポート、ブック、バースティング )に組込みできま
す。
詳細は、次を参照してください:

• レポートでの設計のレポートの設計
• Cloud EPMシステム・レポート・スキーマ・リファレンス・ガイドのタスク・マネージャ
属性リスト
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ビューおよびフィルタでの作業
この章では、ビューおよびフィルタを作成、管理および使用する方法について説明します。
関連トピック
• フィルタでの作業
• ビューでの作業

フィルタでの作業
フィルタを使用して、ビューおよびレポートに表示されるレコードを制限します。
Related Topics

• フィルタについて
• 既存の保存済フィルタの表示
• 新規フィルタの作成
• フィルタ・バーを使用した表示の調整
• フィルタ条件のクリア
• フィルタの削除
• フィルタの編集
• フィルタの複製
• フィルタの保存
• 保存済フィルタの適用
• フィルタの公開
• フィルタの削除
• フィルタの列の表示
• フィルタの列の並替え

フィルタについて
フィルタは、リスト・ビューおよびレポートに表示されるレコードを制御します。
フィルタ対象の属性の値とフィルタに使用する演算子を指定できます。一般的な演算子には、
「等しい」、「次と等しくない」、「次で始まる」、「次で終わる」、「次を含む」、「次より大きい」、
「次より小さい」などがあります。使用可能な演算子は属性のデータ型によって異なります。た
とえば、テキスト値をフィルタ処理するための演算子は、数値をフィルタ処理するための演算
子とは異なります。フィルタは、ANDロジックを使用して結合されます。この場合、フィルタ
条件のすべてを満たすレコードのみが表示されます。
ANDと ORのロジックを使用した複雑なフィルタや、フィルタの適用順を決めるグループ化ロ
ジックを作成することもできます。
フィルタは、後で使用するために保存できます。一方で、ビューの設定には保存済リストを使
用できます。リスト・ビューでの作業を参照してください。
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サービス管理者およびパワー・ユーザーは、他のユーザーがアクセスできるようにフィルタを
公開でき、これらは「パブリック」としてマークされます。サービス管理者およびパワー・ユ
ーザーは、保存済フィルタを使用してルールをテストできます。
タスク・マネージャでフィルタが使用される場所
タスク・マネージャ内の多くの場所でフィルタを使用できます。
フィルタ機能は、次の様々な領域全体で一貫しています:

• スケジュール・タスク
• テンプレート
• スケジュール
• タスク・タイプ
• アラート・タイプ
• ビュー
• 属性

既存の保存済フィルタの表示
保存されたフィルタ定義は、「構成」の「フィルタ」タブで使用できます。
保存済フィルタを表示するには:

1. 「ホーム」で、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 「フィルタ」をクリックして既存のフィルタを表示します。
パブリック・フィルタには緑色のチェック・マークが付いています。

新規フィルタの作成
要件に応じて行の表示を制御する新しいフィルタを作成します。
新規フィルタを作成するには:

1. 「ホーム」で、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」、「フィルタ」の順にクリック
します。次のいずれかのページに移動して、フィルタを作成することもできます:

• 「タスク」 > 「スケジュール・タスク」。右側の「...」をクリックし、「フィルタの管
理」をクリックします。

• 「タスク」 > 「補足データ・タスク」。右側の「...」をクリックし、「フィルタの管理」
をクリックします。

• 「タスク」 > 「アラート」。右側の「...」をクリックし、「フィルタの管理」をクリック
します。

2. 「新規」(+)をクリックして新規フィルタを追加します。「新規フィルタ」ダイアログが表示
されます。

3. 「名前」に、フィルタの一意の名前を入力します。
4. 「説明」に、フィルタの説明(オプション)を入力します。
5. 「タイプ」で、作成するフィルタのタイプを選択します。
6. 「フィルタ定義」セクションで、「条件の作成」をクリックして、データのフィルタに使用
する条件を作成します。複数の条件および条件グループを指定できます。
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条件ごとに、次を指定します:

• (条件グループのみ)組合せ: 「および」または「または」を選択します。これらによっ
て、この条件またはグループと、先行する兄弟の条件またはグループとの関係を指定
します。このフィールドは、選択したノードがその親ノードの最初の子ではない場合
にのみ有効になります。

• 属性: 属性は、条件がフィルタの結果セットに含めるための値と比較される、フィール
ドまたは値です。ただし、フィルタが対象の場合、属性はユーザー定義属性のリスト
を超えたものを表します。

• 演算子: 属性に対して実行する評価の種類を示します。たとえば、「次と等しい」、「次
の間」、「次と等しくない」、「次より大きい」、「空白である」、「空白でない」、「次より
小さい」、「次の間以外」です。

• 値: 属性を比較する値を指定します。属性のタイプによって、使用可能な入力フィール
ドが決定されます。

フィルタ・バーを使用した表示の調整
フィルタ・バーは様々な領域で機能し、リストに表示されるデータをフィルタします。複数の
フィルタをリストに追加できます。
フィルタ構成でのフィルタ・バーの例を次に示します。デフォルトの「すべて」が使用されて
いることに注意してください。つまり、フィルタ属性を選択をしないかぎり、すべてのオブジ
ェクトが表示されます。

フィルタをリストに追加するには:

1. 「+フィルタの追加」をクリックして、データのフィルタに使用できる属性のリストを表示
します。
属性のリストは、フィルタを追加するリスト・ページによって異なります。

2. 追加するフィルタ属性を選択します。
選択した属性がフィルタ・バーに表示されます。

日付範囲の使用
一部のフィルタ属性には日付範囲があります。たとえば、別のフィルタ属性をフィルタ・バー
に追加する場合(「作成日」など)、日付範囲機能を使用できます。日付値を使用して表示を絞り
込み、次に「演算子」フィールドを使用して、この基準に合致する日付値の条件を設定します
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フィルタ条件のクリア
フィルタをクリアすると、表示されたデータにこのフィルタによって適用された条件が削除さ
れます。
フィルタをフィルタ・バーに追加した後、次のいずれかを実行してフィルタ条件をクリアでき
ます:

• 特定のフィルタの条件をクリアしてリセットするには、各フィルタにマウス・カーソルを
置き、 アイコンをクリックし、「クリア」をクリックします。

• フィルタ・バーの右側にある アイコンをクリックし、「すべてのフィルタのクリア」を
選択します。フィルタ・バーのすべてのフィルタの条件がクリアされてリセットされます。

フィルタの削除
フィルタ・バーからフィルタを削除できます。
フィルタを削除すると、リストされたデータにフィルタによって適用された条件もクリアされ
ます。
フィルタ・バーからフィルタ削除するには:

1. フィルタの隣にある アイコンをクリックします。
2. 「削除」をクリックして、フィルタ・バーからフィルタを削除します。
いくつかのページでは、デフォルトのフィルタを削除できません。

フィルタの編集
フィルタを編集して、その定義を変更します。
フィルタを編集するには:
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1. 「フィルタ」ページを開きます。
ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」、「フィルタ」の順にクリ
ックします。
ページで「…」、「フィルタの管理」の順にクリックして、フィルタを編集することもでき
ます。

2. 編集するフィルタを選択し、 アイコンをクリックします。
「フィルタの編集」ダイアログが表示されます。

3. 必要な情報を更新します。
4. 「OK」をクリックします。
フィルタの詳細が更新されます。

フィルタの複製
フィルタを複製して、既存のフィルタのコピーを作成します。
フィルタを複製するには:

1. 「フィルタ」ページで、複製するフィルタを選択し、 アイコンをクリックします。
フィルタのコピーがページに表示されます。

2. コピーされたフィルタをクリックします。
「フィルタの編集」ウィンドウが表示されます。

3. 必要な情報を更新します。
4. 「OK」をクリックします。
コピーされたフィルタのフィルタ詳細が更新されます。

フィルタの保存
フィルタ定義を保存すると、(必要なときに手動でフィルタを設定するのではなく)必要なとき
にこれらのフィルタ設定を簡単に再利用できます。
デフォルトでは、フィルタはプライベート・フィルタとして保存されます。他のユーザーが同
じ保存済フィルタを使用できるようにするには、フィルタを公開します。
フィルタを保存するには:

1. 「フィルタの追加」を使用して、必要な属性のフィルタを作成します。
2. 「アクション」メニューから、「フィルタの保存」を選択します。
「フィルタの保存」ダイアログが表示されます。

3. 「名前」に、フィルタの一意の名前を入力します。
4. 「説明」に、フィルタの説明をオプションで入力します。
「フィルタ定義」セクションに、選択したフィルタ条件が表示されることに注意してくださ
い。

5. 「OK」をクリックします。

保存済フィルタの適用
保存済フィルタを適用して、表示されるデータを制限できます。ページの右上にある「…」ア
イコンをクリックすると、すべての保存済フィルタが表示されます。これらのフィルタのいず
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れかをクリックして、データに適用します。定義されているフィルタ条件に基づいてデータが
表示されます。

フィルタの公開
サービス管理者は、他のユーザーが使用できるようにフィルタを公開できます。フィルタを公
開すると、そのフィルタは「パブリック」としてマークされます。
フィルタを公開するには:

1. 「フィルタ」ページで、公開するフィルタを選択し、 アイコンをクリックします。
確認を求めるメッセージが表示されます。

2. 「はい」をクリックします。
フィルタのコピーが作成され、「パブリック」列にフィルタが公開されていることを示すア
イコンが表示されます。

Note:

パワー・ユーザーと管理者のみがフィルタを公開できます。

フィルタの削除
フィルタを削除して、その定義をシステムから除去します。
フィルタを削除するには:

1. 「フィルタ」ページで、削除するフィルタを選択し、 アイコンをクリックします。
確認を求めるメッセージが表示されます。

2. 「はい」をクリックします。
フィルタが削除されます。

フィルタの列の表示
フィルタの列を表示するには:

1. 「フィルタ」ページで、「表示」、「列」の順にクリックします。
2. 表示する列を選択するか、「すべて表示」をクリックしてすべての列を表示します。
「列の管理」をクリックし、「表示」 > 「列」に表示される列の非表示/表示を切り替えることが
できます。
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フィルタの列の並替え
列を並べ替えるには:

1. 「フィルタ」ページで、「表示」、「列の順序変更」の順にクリックします。
2. 並べ替える列名を選択し、次のアイコンを使用して必要な位置に移動します:

• : 選択アイテムをリストの最初に移動
• : 選択アイテムをリストの 1つ上に移動
• : 選択アイテムをリストの 1つ下に移動
• : 選択アイテムをリストの最後に移動

3. 「OK」をクリックします。
指定した順序に基づいて列が表示されます。

ビューでの作業
ビューでは、データをビジュアル化および分析する複数の方法を利用できます。
関連トピック
• ビューについて
• リスト・ビューでの作業
• ピボット・ビューでの作業
• チャート・ビューの操作
• ガント・チャート・ビューの操作
• カレンダ・ビューの操作
• ビューの保存
• 保存済ビューの編集
• ビューの公開
• デフォルト・ビューの設定

Chapter 13
ビューおよびフィルタでの作業

13-244



ビューについて
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management製品には、データを視覚的に表示で
きる高い柔軟性が備えられています。
ビューのタイプ
• リスト・ビュー: ページのフィルタ条件を満たすオブジェクトの情報が列と行の表で表示さ
れます。

• ガント・チャート: タスクの期間とそれらの依存関係をグラフィカルに表す、スケジュール
の時系列が表示されます。ガント・チャートを使用して、他のタスクの先行タスクのステ
ータスを確認できます。

• カレンダ: 月、週または日ごとに、従来のカレンダのフォーマットでスケジュール・タスク
が表示されます。「カレンダ・ビュー」を選択した後に、カレンダ・アイコンを使用して
「月」、「週」または「日」を選択します。カレンダ・ビューでは、「日」ヘッダーで「日ラ
ベル」を表示することもできます。

• ピボット・ビュー: 属性値ごとに数値属性データのサマリーを作成できます。
• チャート・ビュー: データがチャートの形式で表示されます。
ビュー・セレクタ( )を使用して、ビューを移動します。
ビューのコンパクト表示の選択
リスト・ビュー、ガント・ビューまたはピボット・ビューでアイテムを表示している場合、デ
ータをコンパクト・フォーマットで表示できます。「コンパクト」オプションは切替えスイッチ
として機能し、表示される情報の行を増やすことができます。ビュー・セレクタから「コンパ
クト」をクリックして、レコードをコンパクト・フォーマットで表示します。
ビューを保存すると、「コンパクト」を選択したことも保存されます。
ビューを使用できるオブジェクト
タスク・マネージャでは次のオブジェクトにビューを使用できます:

• スケジュール・タスク: タスク・マネージャのスケジュール済タスクのリストが含まれます
• アラート: アラートのリストが含まれ、アラートの詳細にドリルダウンできます

ビューのデータのフィルタについて
フィルタを使用して、ビューに表示されるデータを制限できます。フィルタは、実行時(データ
の表示後)またはチャート・ビューやピボット・ビューの設計時に作成できます。
データは次の方法でフィルタできます:

• ビューのフィルタ・バー
フィルタ・バーのフィルタを使用すると、ユーザーはビューのデータに適用する必要があ
る基準を動的に決定できます。指定したフィルタ条件は、ビューが生成された後、実行時
に適用され、適用された条件を反映して表示が更新されます。フィルタ・バーを使用した
表示の調整を参照してください。
たとえば、「担当者」列が選択された状態で、「タスク」リストのフィルタ・バーにフィル
タを追加します。このフィルタを使用して、1人以上の担当者を選択することでチャート
のデータを動的にフィルタできます。
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• 「ピボットの編集」または「チャートの編集」ダイアログの「レイアウト」タブの「フィル
タ」
このフィルタはビュー・デザイナによって追加されます。指定した条件は、データがピボ
ット・ビューまたはチャート・ビューに含められる前にデータに適用されます。「凡例(系
列)」セクションにリストされるデータ・セットごとにフィルタを作成できます。チャー
ト・レイアウトの設定を参照してください。
たとえば、あるデータ・セットに対してステータスが「オープン」に設定されているとい
うフィルタ条件を作成した場合は、そのデータ・セットをチャート化するときにオープン・
タスクのみが含められます。

リスト・ビューでの作業
リスト・ビューを使用して、レコードを単純な表形式で表示します。
Related Topics

• リスト・ビューについて
• リスト・ビューのカスタマイズ
• タスク・マネージャの例: スケジュール・タスクのリスト・ビューのカスタマイズ

リスト・ビューについて
リスト・ビューは、レコードを画面上に表示し、レコードの詳細にドリルダウンできる機能を
提供します。オブジェクトは行と列の形式で垂直リストに表示されます。
リスト・ビューに行をさらに表示するには、右側にある「ビュー・セレクタ」の「コンパクト」
を使用します。
リスト・ビューには、次のレポート機能があります:

• ビューに列を追加するか、ビューから列を削除して、列の順序を変更できます。
• フィルタを適用してリストに含まれるレコードを制限できます。
• アドホック・レポートとして、リスト・ビューを印刷することや、Excelにエクスポートす
ることができます。

リスト・ビューのカスタマイズ
リスト・ビューには、デフォルトの列が選択された状態で表示されます。デフォルトの列を変
更してビューを簡単にカスタマイズできます。
リスト・ビューをカスタマイズするには:

1. 必要なオブジェクトのリスト・ビューを表示します。
2. 「アクション」ドロップダウンで、「列の選択」を選択します。
「列の選択」ダイアログが表示されます。現在表示されている列は、「選択済」セクション
にリストされます。

3. 「使用可能」セクションで、リスト・ビューに含める必要がある属性を選択し、矢印キーを
使用して「選択済」セクションに移動します。

4. 「OK」をクリックします。
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タスク・マネージャの例: スケジュール・タスクのリスト・ビューのカスタマイ
ズ

タスクが作成された日付などの詳細情報を表示するとします。
次のステップを使用します:

1. ホームから、「タスク」をクリックした後、「スケジュール・タスク」をクリックします。
2. 「アクション」ドロップダウンから、「列の選択」をクリックします。
「列の選択」ダイアログが表示されます。これを使用して、タスクに関する情報を表示する
列を追加します。

3. 「使用可能」で、リストを下にスクロールして「作成日」を選択し、矢印キーを使用して、
それを右側の「選択済」に移動します。

4. 「OK」をクリックします。
「スケジュール・タスク」ページに、タスクの「作成日」列が表示されます。

ピボット・ビューでの作業
ピボット・ビューを使用して、データを要約します。
Related Topics

• ピボット・ビューについて
• ピボット・ビューのカスタマイズ
• 例: タスク・ステータスに基づいた組織単位の表示

ピボット・ビューについて
ピボット・ビューでは、属性データの要約を作成できます。
ピボット・ビューをサポートするオブジェクトごとにデフォルト・レイアウトがあります。た
だし、ピボット・ビューは要件に基づいてカスタマイズできます。
ピボット・ビューに表示される各要約値をクリックしてドリルダウンし、合計を構成するレコ
ードを表示します。
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ピボット・ビューのカスタマイズ
ピボット・ビューをカスタマイズして、ビジネス要件に基づいてデータを要約できます。デー
タは最大 2つの属性によってグループ化できます。
ピボット・ビューをカスタマイズするには:

1. 必要なオブジェクトのピボット・ビューを表示します。
2. 右上の「編集」アイコンをクリックします。
「ピボットの編集」ダイアログが表示されます。これには 3つのタブ(「プロパティ」、「レイ
アウト」および「列」)が含まれています。

3. 「プロパティ」タブで、基本的なビューのプロパティを入力します。ピボット・ビューのプ
ロパティの設定を参照してください。

4. 「レイアウト」タブで、データをグループ化する方法の詳細を指定します。ピボット・ビュ
ーのレイアウトの設定を参照してください。

5. 「列」タブで、データ・ラベルおよびデータのソート順を入力します。ピボット・ビューの
列の指定を参照してください。

6. 「OK」をクリックします。

Note:

レコードにドリルダウンし、1つ以上の詳細を更新して保存し、ピボット・ビューに
戻っても、これらの変更は表示されません。最新の更新を表示するには、ピボット・
ビューをリフレッシュする必要があります。

ピボット・ビューのプロパティの設定
「ピボットの編集」ダイアログの「プロパティ」タブを使用して、ピボット・ビューの基本プロ
パティを設定します。
ピボット・ビューのプロパティを設定するには:

1. 「背景」で、次のいずれかを選択します:

• 塗りつぶしなし: 背景色は使用されません
• 単色: 背景色として使用する色を選択します。オプションで、「グラデーション」で色
を選択できます。

2. 「ヘッダーの色」と「ヘッダー・サイズ」で、ピボット・ビューのヘッダーの色とフォン
ト・サイズを選択します。

3. 「データの色」と「データ・サイズ」で、ピボット・ビューに表示されるデータの色とサイ
ズを選択します。

4. データ値が欠落している場合にゼロを表示するには、「ゼロとしての欠落値」を選択しま
す。
これには、欠落しているデータ値、および適用されたフィルタにより欠落している値が含
まれます。

5. 「期間」で、次のいずれかを選択します:

• 選択: 期間フィルタの選択をそのまま使用します。
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• 最新の選択: フィルタの最新の期間を日付順に使用します。
• 選択の前: フィルタの最新の期間に基づいて、以前の X期間の新しいフィルタを作成し
ます。
期間の選択により、特定のピボット・ビューの期間のリストを微調整できます。これ
を行うことで、同じグローバル期間フィルタを共有するピボット・ビューで異なる量
のデータを表示したり、単一のローカル期間選択に基づいて期間データの分布を簡単
に表示できます。

ピボット・ビューのレイアウトの設定
「レイアウト」タブでは、ピボット・ビューのデータを要約する方法を指定します。要約の対象
となるデータにフィルタを適用することもできます。
次のレイアウトの詳細を指定します:

1. 「X軸」セクションで、ビューで使用するプライマリ・グループに関する詳細を指定しま
す。
• 「タイプ」で、「なし」、「属性」、「日付」、「ユーザー」、「はい」/「いいえ」または
「"True"」/「"False"」のいずれかを選択します。
「タイプ」を「属性」に設定した場合は、「属性 1」で、データのグループ化に使用する
必要がある属性を選択します。たとえば、「組織単位」などです。
オプションで、「属性 2」で別の属性を選択することにより、「属性 1」グループ内に別
のサブグループを作成できます。

• 「ソート」で、データをソートする必要がある属性と順序を選択します。
• グリッド内の行と列の表示を入れ替えるには、「行および列の入替え」を選択します。

2. 「凡例(系列)」セクションで、「追加」アイコンをクリックして、データを要約する属性ごと
に 1行を作成します。この要約は、指定した「タイプ」内で作成されます。このセクショ
ンには少なくとも 1行が必要です。
行ごとに次の詳細を指定します:

• 「値」で、データを要約する必要がある属性を選択します。たとえば、「承認者(人数)」
などです。

• 「集約」で、要約データに対して実行する集約操作を選択します。デフォルトでは、選
択した属性で指定した集約方法が使用されます。サポートされている集約方法は、「平
均」、「カウント」、「最大」、「最小」および「合計」です。

Note:

「値」で数値以外の属性を選択した場合、使用可能な「集約」は「カウント」
のみです。

• 「カテゴリ」で、必要に応じて、「値」グループ内でデータの要約に使用する属性を選
択します。

• 「グループ化基準」で、リストから属性を選択します。これは、「タイプ」が「属性」
以外の値の設定されている場合にのみ適用されます。

• 「フィルタ」をクリックして、ピボット・ビューに含まれるデータにフィルタを適用し
ます。まずこのフィルタがデータに適用され、次に指定した基準を使用してデータが
要約されます。
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デフォルトでは、フィルタ条件の最初の句がこのフィルタのラベルとして表示されま
す。

3. 「OK」をクリックします。
集約を使用する際の考慮事項
タスク・マネージャの例は、例: タスク・ステータスに基づいた組織単位の表示を参照してくだ
さい

ピボット・ビューの列の指定
「列」タブを使用して、ピボット・ビューに表示されるデータのラベルと順序をカスタマイズし
ます。
このタブの各行は、ピボット・ビューの列として表示されます。行数は、「レイアウト」タブの
「X軸」と「カテゴリ」で指定した内容によって決まります。
ピボット・ビューの表示をカスタマイズするには:

• 「ラベル」に、この列に表示する必要があるラベルを入力します。
• この列でピボット・データをソートするには、「ソート」を選択します。このオプションの
横にあるアイコンをクリックして、昇順または降順でソートします。

• 列の表示順序を変更するには、右側の矢印を使用します。この列のリストは、ピボット・
ビューで左から右に表示されます。

例: タスク・ステータスに基づいた組織単位の表示
この例では、タスクのステータスに基づいて組織単位をグループ化するピボット・ビューの作
成方法について説明します。次の画像には、ピボット・ビューが表示されています。

次のステップを使用して、前述のピボット・ビューを作成します:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックして、「スケジュール・タスク」ページを表示し
ます。

2. アイコンをクリックし、「ピボット・ビュー」を選択します。
3. 「編集」アイコンをクリックして、要件に従ってピボット・ビューを構成します。
4. 「プロパティ」タブで、次のようにします:

• 背景: 塗りつぶしなし
• ヘッダー・サイズ: 13

• データ・サイズ: 14

• 期間: 選択
5. 「レイアウト」タブで、次のようにします:
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• X軸:

– 「タイプ」で、「属性」を選択します。
– 「属性 1」で、「組織単位」を選択します。
– 「ソート」で、1つ目のドロップダウン・リストから「組織単位」を選択し、2つ目
のドロップダウン・リストから「降順」を選択します。

• 凡例(系列):

– 「値」で、「タスク」を選択します。
– 「カテゴリ」で、「ステータス」を選択します。

6. 「列」タブで、表示されるラベルを選択します。
7. 「OK」をクリックします。

チャート・ビューの操作
チャート・ビューを使用すると、データをビジュアル化できます。
Related Topics

• チャート・ビューの概要
• チャート・ビューの作成
• 例: タスク・ステータスを月別に表示するチャートの作成
• 例: プランと実際の終了日の比較を表示するチャートの作成
• 例: タスクの実行を組織単位別に表示するチャートの作成

チャート・ビューの概要
Related Topics

• チャート・ビューについて
• チャート・ビューのプロパティについて
• チャート・ビューのタイプ

チャート・ビューについて
チャートによってデータが視覚的に表現されます。
チャートはビジネス・プロセス・データに基づいて動的に生成されます。チャート内の領域(円
グラフ内の領域など)をクリックしてドリルダウンし、その領域別に要約された情報の詳細を表
示します。チャート・ビューとピボット・ビューのレイアウトはリンクされているため、チャ
ート・ビューとピボット・ビューをすばやく切り替えることができます。
チャート・ビューの設定を構成すると、システムでこれらの設定が記憶されます。チャート・
ビューを閉じ、ビジネス・プロセスで他のアクションを実行してからチャート・ビューに戻る
と、チャートは以前の設定を使用して表示されます。
複数のタイプのチャート・ビューを使用して、タスクをグラフィカル表示できます。チャート・
ビューのタイプを参照してください。
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チャート・ビューのプロパティについて
チャートのプロパティには、チャートのタイプ、チャートの向き、背景などの基本詳細が含ま
れます。チャートに設定できるプロパティは、チャートのタイプによって異なります。

チャートのプロパティ 適用可能なチャートのタイプ 説明
タイプ すべて チャートのタイプ

チャート・ビューのタイプを参照
してください。

背景 面、棒、縦棒、組合せ、ドーナツ、
折れ線、円、タイル

チャートで使用される背景色
この色は、枠線から枠線までチャ
ート領域全体に適用されます。背
景色を使用しないことも選択でき
ます。その場合、チャートには白
の背景が使用されます。背景色を
指定する場合は、必要に応じてグ
ラデーションも指定できます。

ラベルの位置 面、棒、縦棒、組合せ、折れ線 要素に対するデータ・ラベルの位
置
使用可能なオプションは、チャー
トのタイプによって異なります。
たとえば、棒グラフには「ラベル
なし」、「中央」、「エッジの内側」
または「エッジの外側」のラベル・
オプションがあります。

バーのラベルの位置 組合せ 棒グラフのデータ・ラベルの位置
グリッド線 面、棒、縦棒、組合せ、折れ線 チャート領域の分割に使用される

グリッド線
向き 面、棒、縦棒 チャートの向き - 「垂直」または

「水平」
ゼロとしての欠落値 面、組合せ、折れ線、タイル 特定の要素のデータが欠落してい

る場合に(空白ではなく)ゼロを表
示します
このオプションを選択すると、欠
落値はすべてゼロとして表示され
ます。これには、欠落しているデ
ータ値、および適用されたフィル
タにより欠落している値が含まれ
ます。
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チャートのプロパティ 適用可能なチャートのタイプ 説明
二重-Y軸 面、棒、縦棒、組合せ、折れ線 チャートのプライマリ Y軸の反

対側に表示されます
セカンダリ Y軸のスケールは、関
連付けられているデータ系列の値
を反映します。セカンダリ Y軸
は折れ線チャート・タイプおよび
棒チャート・タイプで使用できま
すが、より一般的には、組合せチ
ャート・タイプで使用して、セカ
ンダリ Y軸にプロットされるデ
ータ系列を区別しやすくします。
たとえば、プライマリ Y軸に「棒」
を選択し、セカンダリ Y軸に「折
れ線」を選択します。
チャートのデータ値がデータ系列
によって大きく異なる場合や、デ
ータのタイプ(通貨とパーセンテ
ージなど)が混在する場合、1つ以
上のデータ系列をセカンダリ(垂
直) Y軸にプロットできます。
セカンダリ Y軸を分割二重チャ
ートとしてプロットすることもで
きます。この場合、セカンダリ Y
軸は元のチャートの下にデータ系
列とともに表示されます。この場
合、「棒」または「折れ線」のチャ
ート・タイプを使用できます。

線の太さ 組合せ、折れ線 チャートの行の幅
デフォルトは 5ピクセルです。

バーのラベルの位置 組合せ 棒グラフとして表示されるデー
タ・セットのラベルの位置

パーセンテージとして表示 ドーナツ、円 各データ・セットの値は(数値では
なく)パーセンテージで表示され
ます

3Dチャート 円、タイル 3次元のチャート・フォーマット

チャート・ビューのタイプ
次のタイプのチャート・ビューを作成できます:

• 面
各データ・セットを表す影付きの領域を表示します

• 棒
複数のデータ値のグラフィカルなサマリーを表し、比較に利用します
棒グラフは、垂直または水平に表示できます

• 縦棒
異なるデータ・セット同士を積み重ねて表す棒グラフです
1つの棒の最終的な高さは、データ・セットを合算した値を表します。

• 組合せ
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棒グラフ、折れ線グラフおよび面グラフの任意の組合せを 1つのチャートにマージできる
ビジュアライゼーションを提供します。
Y軸にプロットされる 2つの異なるデータのセットがある場合は、このタイプを使用しま
す。プライマリ Y軸の反対側にセカンダリ Y軸を追加できます。セカンダリ Y軸を追加
すると、他のメジャーでは適切にスケールされない 1つのメジャーのスケールをチャート
に表示できます。たとえば、パーセンテージ・メジャーと通貨メジャーを同じチャートに
表示できます。

• ドーナツ
円グラフをセグメントに分割し、データ・セット同士を比較します
中央の空白は、全データ・セットの合計を表します。

• 折れ線
一定期間にわたるデータのトレンドをビジュアル化できます

• 円
円グラフでは、分割したスライスでデータ・セット同士を比較します

• タイル
データ・セットから特定の値を選択して、個別のタイルに表示できます
少数のデータ・ポイントまたは個々のデータ・ポイントを強調します。

デフォルトのチャート・ビューは棒グラフです。チャートの表示をカスタマイズしたり、デフ
ォルトのチャート・ビューを変更できます。

チャート・ビューの作成
チャートを作成して、アプリケーションのデータをグラフィカルに表示します。
チャート・ビューを作成するには:

1. 必要なオブジェクトのチャート・ビューを表示します。
2. ページの右上にある「ビュー・セレクタ」から、「チャート・ビュー」を選択します。
チャート・ビューに初めてアクセスした場合は、デフォルトのチャート・ビュー・レイア
ウトが表示されます。

3. 右上の「編集」をクリックして、「チャートの編集」ダイアログを表示します。これには 3
つのタブ(「プロパティ」、「レイアウト」および「凡例」)が含まれています。

4. 「プロパティ」タブで、必要なチャートのプロパティを指定します(チャート・ビューのプ
ロパティについてを参照してください)。

5. 次のトピックの説明に従って、チャートの作成に必要な情報を入力します:

• チャート・レイアウトの設定
• チャートの軸の設定
• チャートの凡例の設定

6. 「OK」をクリックしてチャート定義を保存し、チャートを表示します。
チャート・ビュー内の任意の領域をクリックしてドリルダウンし、選択した領域によって集約
されたすべてのレコードを表示します。これらのレコードは、「詳細」ダイアログに表示されま
す。このダイアログ内のリンクをクリックすると、その個々のレコードの詳細にアクセスでき
ます。
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Note:

個々のレコードにドリルダウンし、1つ以上の詳細を更新して保存し、チャート・ビ
ューに戻っても、これらの変更は表示されません。最新の更新を表示するには、チャ
ート・ビューをリフレッシュする必要があります。

チャート・レイアウトの設定
「レイアウト」タブを使用して、チャートの X軸と Y軸にプロットする必要があるデータ・セ
ットを指定します。
チャートのレイアウトを設定するには:

1. 「チャートの編集」ダイアログの「レイアウト」タブを開きます。
2. 「X軸」セクションで、チャートの X軸にプロットする必要があるデータ・セットを指定し
ます。
• 「タイプ」で、データのタイプを選択します。オプションには、「なし」、「属性」、「日
付」、「ユーザー」、「はい」/「いいえ」および「"True"」/「"False"」があります。

• 「タイプ」を「属性」に設定した場合は、X軸にプロットされる属性を少なくとも 1つ
指定する必要があります。最大 2つの属性を指定できます。
「属性 1」で、X軸にプロットする最初の属性を選択します。必要に応じて、「属性 2」
で、X軸にプロットする 2番目の属性を選択します。属性 1と属性 2の値の様々な組
合せがプロットされます。

• 「ソート」で、X軸のデータをソートする「昇順」または「降順」を選択します。
3. 「凡例(系列)」セクションで、チャート・ビューの Y軸に沿ってプロットする必要がある 1
つ以上のデータ・セットを指定します。
たとえば、3つのデータ・セットを定義した場合、3つの値が Y軸にプロットされます。
各データ・セット内で、集約操作やデータのグループ化を実行できます。必要に応じて、
フィルタを適用して、データ・セットの集約を計算するときに選択されるデータを制限で
きます。
このセクションの行ごとに次を指定します:

• 「値」で、プロットする必要がある値を選択します。たとえば、「金額」や「ステータ
ス」などです。

• 「集約」で、選択した値に対して実行する必要がある集約を選択します。サポートされ
ている集約方法は、「平均」、「カウント」、「最大」、「最小」および「合計」です。この
トピックの最後にある「集約を使用する際の考慮事項」を参照してください。

• (オプション)「カテゴリ」で、データ・セット内のデータを分類するために使用する必
要がある属性を選択します。「カテゴリ」を使用して、グラフをより細かく分割しま
す。

• (オプション)「グループ化基準」で、日付タイプのデータをグループ化する属性を選択
します。
「グループ化基準」が日付に設定されている場合は、新しい列の「日付集約」が表示さ
れます。

• (オプション)「フィルタ」で、「フィルタ」アイコンをクリックして、フィルタ条件を
追加します。この条件により、チャート・ビュー内に表示されるデータ・セットのデ
ータをさらに絞り込みます。これは、データがチャート・ビューに含まれる前に適用
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されます。たとえば、「値」が「タスク」に設定されている場合、ステータスが「オー
プン」のタスクのみをプロットするフィルタを作成できます。
デフォルトでは、フィルタ条件の最初の句がこのフィルタのラベルとして表示されま
す。

4. 「OK」をクリックしてチャート・ビューの設定を保存します。
例
タスク・マネージャについては、次を参照してください:

• 例: タスク・ステータスを月別に表示するチャートの作成
• 例: プランと実際の終了日の比較を表示するチャートの作成
• 例: タスクの実行を組織単位別に表示するチャートの作成

チャートの軸の設定
チャートの軸プロパティは、チャートの軸ラベルの視覚的な表示に影響します。チャートの X
軸およびプライマリ Y軸とセカンダリ Y軸のタイトルとラベルを作成できます。Y軸のテキ
ストと数値のフォーマットを編集したり、両方の Y軸のカスタム範囲を定義することもできま
す。

Note:

このタブは、「タイプ」が「ドーナツ」、「円」または「タイル」に設定されたチャー
ト・ビューでは表示されません。

チャートの軸を定義するには:

1. 「チャートの編集」ダイアログの「軸」タブを開きます。
2. 「X軸」を選択し、次を指定します(「レイアウト」タブで「タイプ」が「日付」に設定され
ているチャート・ビューのみ):

• 間隔: 「自動」、「毎日」、「月次」または「年次」を選択します。
• 最大: 「自動」または「固定」を選択します。「固定」の場合は、日付を選択します。
• 最小: 「自動」または「固定」を選択します。「固定」の場合は、日付を選択します。

3. 「Y軸」をクリックし、「最小」、「最大」、「主ユニット」および「副ユニット」に「自動」
または「固定」を指定します。

4. 「プロパティ」タブでチャートの「二重 Y軸」が選択されている場合、「二重 Y軸」をクリ
ックして、「最小」、「最大」、「主ユニット」および「副ユニット」を指定します。

5. 「OK」をクリックしてチャート・ビューの設定を保存します。
チャートの凡例の設定

凡例プロパティは、チャートの凡例の視覚的な表示に影響します。
凡例の位置を変更したり、凡例のタイトルを表示したり、背景と枠線の色を変更したり、チャ
ート・ラベルのフォントとフォーマットを編集できます。
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組合せチャートの場合、「凡例」タブには「タイプ」という名前の新しい列が 1つ含まれます。
構成された凡例(系列)ごとにタイプを選択できます。たとえば、ある凡例では「タイプ」 = 「棒」
とし、他の凡例では「タイプ」 = 「折れ線」とします。
チャートの凡例を定義するには:

1. 「チャートの編集」ダイアログの「凡例」タブを開きます。
2. 「凡例の位置」で、チャート内の要素に対するデータ・ラベルの位置を選択します。
使用可能なオプションは、「凡例なし」、「左」、「右」、「上」または「下」です。

3. 「パレット」で、チャート・ビューを表示するときに使用する色パレットを選択します。
4. 「系列」表には、「レイアウト」タブで指定した凡例ごとに 1行が表示されます。
データ・セットごとに:

• 「ラベル」に、チャートのこのデータ系列に対して表示する必要があるラベルを入力し
ます。

• セカンダリ Y軸に表示する必要があるデータ系列には、「二重 Y」を選択します。
5. 「OK」をクリックしてチャート・ビューの設定を保存します。

例: タスク・ステータスを月別に表示するチャートの作成
この例では、すべてのタスクの完了ステータスを期間別に要約するチャートを作成します。こ
れは、完了していない特定のタスクがあるかどうかを前期間比で特定するために役立ちます。
生成されたチャートは、下のように表示されます。チャート内の任意の領域をクリックしてド
リルダウンし、集約されたその領域を構成する個々のレコードを表示します。

このチャートを作成するには:

1. ホームページで「タスク」をクリックします。「スケジュール・タスク」をクリックして、
タスク・リストを表示します。

2. ページの右上にある「ビュー・セレクタ」から、「チャート・ビュー」を選択します。
デフォルトのチャートが表示された状態で、チャート・ビューが表示されます。

3. 右上の「編集」をクリックして、「チャートの編集」ダイアログを表示します。
4. 「プロパティ」タブで、次のように指定します:

• 「タイプ」で、「縦棒」を選択します。
• 「グリッド線」の選択を解除します。
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• 「期間」で、「選択」を選択します。
5. 「レイアウト」タブで、次のように指定します:

• 「X軸」セクション:

– 「タイプ」で、「属性」を選択します。
– 「属性 1」で、「期間」を選択します。

• 「凡例(系列)」セクション:

– 「値」で、「タスク」を選択します。
– 「カテゴリ」で、「ステータス」を選択します。

6. 「軸」タブで、デフォルト設定のままにします。
7. 「凡例」タブで、次のように指定します:

• 「凡例の位置」で、「右」を選択します。
• 「パレット」で、「レッドウッド」を選択します。

8. 「OK」をクリックします。
例: プランと実際の終了日の比較を表示するチャートの作成

この例では、タスクの完了のプランと実績の比較を一定期間にわたってビジュアル化し、スケ
ジュールより先行しているか、スケジュールより遅れているかを確認できるようにします。こ
のチャートには、特定の日付以降のタスクの終了日がすべて表示されます。スケジュールの初
期には多数のタスクが表示され、スケジュールの最後のタスクまで徐々に減少します。
生成されたチャートは、下のように表示されます。チャート内の任意の領域をクリックしてド
リルダウンし、集約されたその領域を構成する個々のレコードを表示します。
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このチャートを作成するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックした後、「スケジュール・タスク」をクリックし
てタスク・リストを表示します。

2. ページの右上にある「ビュー・セレクタ」から、「チャート・ビュー」を選択します。
デフォルトのチャートが表示された状態で、チャート・ビューが表示されます。

3. 右上の「編集」アイコンをクリックして、「チャートの編集」ダイアログを表示します。
4. 「プロパティ」タブで、次のように指定します:

• 「タイプ」で、「組合せ」を選択します。
• 「背景」で、「塗りつぶしなし」を選択します。
• 「ラベルの位置」で、「ラベルなし」を選択します。
• 「バーのラベルの位置」で、「ラベルなし」を選択します。
• 「線の太さ」には 5を選択します。
• 「グリッド線」を選択します。
• 「二重-Y軸」の選択を解除します。
• 「期間」で、「選択」を選択します。

5. 「レイアウト」タブで、次のように指定します:
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• 「X軸」セクションで、「タイプ」について、「日付」を選択します。
• 「凡例(系列)」セクションで、次の 2つの値を入力します:

1つ目のエントリ:

– 「値」で、「タスク」を選択します。
– 「カテゴリ」で、「なし」を選択します。
– 「グループ化基準」で、「終了日(割当済)」を選択します
– 「日付集約」で、「次以後」を選択します。
2つ目のエントリ:

– 「値」で、「タスク」を選択します。
– 「カテゴリ」で、「なし」を選択します。
– 「グループ化基準」で、「終了日(実際、ローカル)」を選択します
– 「日付集約」で、「次以後」を選択します。

6. 「軸」タブで、デフォルト設定のままにします。
7. 「凡例」タブで、次のように指定します:

• 「凡例の位置」で、「右」を選択します。
• 「パレット」で、「レッドウッド」を選択します。

8. 「OK」をクリックします。
例: タスクの実行を組織単位別に表示するチャートの作成

この例では、タスクの完了を組織単位別に表示するチャートを作成して、それぞれの組織にお
けるタスクの完了状況をモニターできるようにします。
生成されたチャートは、次のように表示されます。チャート内の任意の領域をクリックしてド
リルダウンし、集約されたその領域を構成する個々のレコードを表示します。
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このチャートを作成するには:

1. ホームページで「タスク」. をクリックします「スケジュール・タスク」をクリックして、
タスク・リストを表示します。

2. ページの右上にある「ビュー・セレクタ」から、「チャート・ビュー」を選択します。
デフォルトのチャートが表示された状態で、チャート・ビューが表示されます。

3. 右上の「編集」をクリックして、「チャートの編集」ダイアログを表示します。
4. 「プロパティ」タブで、次のように指定します:

• 「タイプ」で、「縦棒」を選択します。
• 「グリッド線」の選択を解除します。
• 「期間」で、「選択」を選択します。

5. 「レイアウト」タブで、次のように指定します:

• 「X軸」セクション:

– 「タイプ」で、「属性」を選択します。
– 「属性 1」で、「組織単位」を選択します。

• 「凡例(系列)」セクション:

– 「値」で、「タスク」を選択します。
– 「カテゴリ」で、「ステータス」を選択します。

6. 「軸」タブで、デフォルト設定のままにします。
7. 「凡例」タブで、次のように指定します:
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• 「凡例の位置」で、「右」を選択します。
• 「パレット」で、「レッドウッド」を選択します。

8. 「OK」をクリックします。

ガント・チャート・ビューの操作
ガント・チャートには、タスクの期間とそれらの依存関係をグラフィカルに表す、スケジュー
ルの時系列が表示されます。タスク間の先行関係を表示できます。棒は期間を表し、矢印は依
存関係を表します。タスクの親子関係を階層で表示することもできます。
テンプレートを作成する際にガント・チャート・ビューを使用することを選択し、タスク間の
先行関係を表示したり、スケジュールにタスクを追加した後で優先順序を確認したりできます。
ガント・チャート・ビューは「スケジュール・タスク」で使用できます。
ガント・チャートでデータを表示するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. 「ビュー・セレクタ」アイコンをクリックし、「ガント・チャート」を選択します。
次に示すように、スケジュール・タスクのデータがガント・チャート・ビューに表示され
ます。

カレンダ・ビューの操作
カレンダ・ビューには、すべてのスケジュール済タスクが従来のカレンダ・フォーマットで表
示されます。
「月」ビューには、標準的なカレンダ・フォーマットの日が表示されます。
「週」ビューには、指定された週のタスクが表示されます。1番上のセクションには、複数の日
にまたがるタスクが表示されます。2番目のセクションには、1日に含まれるタスクが表示さ
れます。タスクは 1日の各時間にまたがって縦方向に表示されます。
「日」ビューは、24時間に焦点を当てています。
カレンダ・ビューでスケジュール済タスクを表示するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. 「ビュー・セレクタ」アイコンをクリックし、「カレンダ・ビュー」を選択します。
スケジュール済タスクのデータがカレンダ・ビューに表示されます。カレンダ・アイコン
を使用して「月」、「週」または「日」を選択します。カレンダ・ビューでは、「日」ヘッダ
ーで「日ラベル」を表示することもできます。
次の画像は、カレンダ・ビューの 1か月のスケジュール済タスクを示しています。
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ビューの保存
ビューを保存すると、ビューの定義と設定を保存できます。このビューで設定されたフォーマ
ットでデータを表示する必要がある場合は、必要なビューのプロパティを再度設定するかわり
に、保存済ビューを使用できます。
保存済ビューのスコープは、そのビューのベースとなるオブジェクトに制限されます。たとえ
ば、タスクを使用して保存済ビューを作成した場合、仕訳では使用できません。特定の補足デ
ータ・セットの保存済ビューは、別のデータ・セットでは使用できません。そのため、特定の
フォームまたはコレクション内でのみ使用できます。
ビューを保存するには:

1. リストでフィルタ、列またはソートを調整し、目的のデータが表示されるようビューを調
整します。フィルタ・バーを使用した表示の調整を参照してください。

2. 「アクション」で、「ビューの保存」をクリックします。
3. 「ビューの保存」ダイアログで、名前(最大 80文字入力可能)とオプションで説明(最大 255
文字入力可能)を入力します。

4. 「OK」をクリックします。
「表示」ドロップダウン・セレクタをクリックすると、保存されているすべてのリストを表示で
きます。

保存済ビューの編集
保存済のリスト・ビュー、ピボット・ビューまたはチャート・ビューを編集して、その名前や
定義を変更します。
ビューを編集するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」、「ビュー」の順にクリッ
クします。
使用可能なビューのリストが表示されます。

2. 特定のビューを選択し、「編集」アイコンをクリックします。ビューの「…」アイコンをク
リックし、「編集」を選択することもできます。

3. 必要な情報を更新し、「OK」をクリックします。

ビューの削除
管理者およびパワー・ユーザーは、ビューを削除できます。
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ビューを公開するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」、「ビュー」の順にクリッ
クします。
使用可能なビューのリストが表示されます。

2. 削除するビューを選択し、「削除」アイコンをクリックします。ビューの「…」アイコンを
クリックして、「削除」を選択することもできます。
削除したビューは、ビューのリストに表示されなくなります。

ビューの公開
管理者またはパワー・ユーザーは、プライベート・ビューを他のユーザーが使用できるように
ビューを公開できます。保存されたビューは、複製され、プライベート・バージョンとパブリ
ック・バージョンになります。
ビューを公開するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」、「ビュー」の順にクリッ
クします。
使用可能なビューのリストが表示されます。

2. 特定のビューを選択し、「公開」アイコンをクリックします。ビューの…アイコンをクリッ
クして、「公開」を選択することもできます。
保存されたビューは、複製され、プライベート・バージョンとパブリック・バージョンに
なります。パブリック・バージョンは「パブリック」列にチェック・マークが表示されま
す。

デフォルト・ビューの設定
サービス管理者またはパワー・ユーザーは、公開された保存済ビューをデフォルト・ビューと
して設定できます。
ユーザーが初めてビューを開くと、デフォルト・ビューが表示されます。使用したビュー設定
は、システムに記憶されます。そのため、その後ビューを開くと、ビューは最後に使用した設
定で表示されます。
デフォルト・ビューを設定するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 「ビュー」タブをクリックして「ビュー」ページを表示します。
3. デフォルトとして設定するビューを選択し、「デフォルトの設定」アイコンをクリックしま
す。
または、デフォルトとして設定するビューの「アクション」メニューをクリックし、「デフ
ォルトの設定」を選択します。

Note:

「デフォルトの設定」アクションは、公開されたリスト・ビューに対して使用できま
す。管理者またはパワー・ユーザーがビューをデフォルトに設定すると、保存済リス
ト・ビューがそのビュー・タイプのすべてのユーザーに使用可能になるだけでなく、
ユーザーがそのビュー・タイプを開いたときにデフォルトで選択されます。
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リスト・ビューおよびピボット・ビューのエクスポート
リスト・ビューまたはピボット・ビューのレコードを Microsoft Excelにエクスポートできま
す。
リスト・ビューまたはピボット・ビューをエクスポートするには:

1. エクスポートする必要があるリスト・ビューまたはピボット・ビューに移動します。
2. 「アクション」、「Excelにエクスポート」の順にクリックします。
エクスポートされたデータは Excelファイルに保存され、ダウンロードできます。Excelファ
イルの形式は、「Excelにエクスポート」設定に応じて、.xlsまたは.xlsxになります。

操作ダッシュボードの管理
関連トピック
• 操作ダッシュボードの概要
• 操作ダッシュボードを表示する/開く
• 操作ダッシュボード: デザイン・モード
• 操作ダッシュボードの作成
• 操作ダッシュボード内でのオブジェクト・タイプの設定
• 操作ダッシュボードのビュー・オプションの指定
• 操作ダッシュボードの編集
• 操作ダッシュボードの複製
• 操作ダッシュボードの削除
• 操作ダッシュボードのエクスポート
• 操作ダッシュボードのインポート
• 操作ダッシュボードの実行
• 操作ダッシュボードを表示するための列の表示
• 操作ダッシュボードを表示するための列の並替え
• 操作ダッシュボードの URLのコピー
• 操作ダッシュボード内に表示されるデータへのフィルタの適用
• 例: タスク・マネージャの操作ダッシュボード

操作ダッシュボードの概要
ダッシュボードには、高度なレポート機能が用意されています。ユーザーは、主要ビジネス・
データのチャート作成や評価を行ったり、(場合によっては )変更を行うこともできます。
操作ダッシュボードについて
操作ダッシュボードによって、ビジネス・プロセスについての可視性が向上します。
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それぞれのダッシュボードには、最大 4つのビューを追加できます。これには、リスト・ビュ
ー、ピボット・ビューまたはチャート・ビューが含まれます。一度に最大 10個のダッシュボ
ードを開くことができます。サービス管理者、または「操作ダッシュボード - 管理」または「ダ
ッシュボード - 管理」の役割を付与されたユーザーは、ダッシュボードを作成および編集でき
ます。ダッシュボード作成者は、1つ以上のユーザー、グループまたはチームに権限を付与す
ることによって、ダッシュボードへのアクセスを制御することもできます。ダッシュボードへ
のアクセス権を付与されたユーザーは、ダッシュボードを実行し、そのデータを表示できます。
このアクセス権では、ダッシュボードの表示のみがユーザーに許可されます。基礎となるデー
タまでアクセス権が拡張されることはありません。したがって、ユーザーは、サービス内の独
自のアクセス権に基づいたレコードの表示のみが可能です。
操作ダッシュボードの機能
ダッシュボードには、次の機能が用意されています:

• 多様なチャート・タイプを使用して、データを対話形式でビジュアル化する
• ビジネス・プロセスのパフォーマンスについての概要レベルのインサイトと詳細なインサ
イトの両方を取得する

• ダッシュボード・レベルと個々のビュー・レベルでフィルタを作成する
ダッシュボード・レベルで作成されたフィルタは、ダッシュボード内のすべてのビューに
適用されます。この後、ビュー・レベルで定義されたフィルタが適用されます(ある場合)。

• アクセスをダッシュボードの表示に制限する

操作ダッシュボードを表示する/開く
既存のダッシュボードの表示
ダッシュボードを表示するには、「ホーム」で、「タスク」、「ダッシュボード」の順にクリック
します。
既存のダッシュボードのリストを含む「操作ダッシュボード」ページが表示されます。
ダッシュボードを開く
ダッシュボードを開くには:

1. 操作ダッシュボード・ページにアクセスします。このページには、既存の操作ダッシュボ
ードのリストが表示されます

2. (オプション)「検索」ボックスを使用して、特定のダッシュボードを検索します。
3. 開くダッシュボードの名前をクリックします。
ダッシュボードは、「操作ダッシュボード」タブの横の新しい動的タブ内で開きます。

ダッシュボードでは次のアクションを実行できます:

• ビューで任意の領域または合計をクリックして、その領域または合計を構成する個々のレ
コードにドリル・ダウンします。

• アイコンを使用して、ダッシュボード設定を編集します。
• アイコンを使用して、ダッシュボードのすべてのビューを (ダッシュボード・レベルで)
リフレッシュします。

• ダッシュボード・レベルで作成されたフィルタを使用します。操作ダッシュボード内に表
示されるデータへのフィルタの適用を参照してください。
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ダッシュボードの各ビューで、次のことができます:

• アイコンを使用して、ダッシュボードのすべてのビューを (ダッシュボード・レベルで)
リフレッシュします。

• アイコンを使用して、ダッシュボード・ビューのビューを展開または縮小します。
• ビュー・レベルで定義されたフィルタを使用します。操作ダッシュボード内に表示される
データへのフィルタの適用を参照してください。

次の画像は、ダッシュボードを開いたときに使用できるオプションを示しています。

操作ダッシュボード: デザイン・モード
ダッシュボードのデザイン・モードでは、ダッシュボードとそのコンポーネント(チャート・ビ
ュー、リスト・ビューおよびピボット・ビュー)を構成および管理できます。
このイメージは、操作ダッシュボードのデザイン・モードを示しています。このダッシュボー
ドには、チャート・ビューとピボット・ビューが 1つずつ含まれています。

右上には、ダッシュボードを管理するための次のオプションがあります:

• 設定
ダッシュボードのプロパティを編集します。

• 元に戻す
ダッシュボードのプロパティに加えた変更を元に戻します。
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•  実行
ダッシュボードを実行します。
データが動的にフェッチされてダッシュボードに表示されます。権限を付与されたユーザ
ーのみがダッシュボードのデータを表示できます。
「実行」モードでは、「リフレッシュ」オプションと「展開」オプションのみがユーザーに
表示されます。

• リフレッシュ
ダッシュボードとそこに含まれるすべてのビューに表示されているデータをリフレッシュ
します。

• 保存
ダッシュボードのプロパティに加えた変更を保存します。

ダッシュボード内のそれぞれのビュー(リスト、チャートまたはピボット)には、次のオプショ
ンが含まれています:

• 設定
チャート、リストまたはピボット・ビューのプロパティを編集します。

• オブジェクト・タイプ
オプションは、「タスク」および「アラート」です

• ビュー・セレクタ
オプションは、「チャート・ビュー」、「リスト・ビュー」または「ピボット・ビュー」で
す。

• 展開
ダッシュボード領域全体にビューを表示します。
このオプションは、ダッシュボードに複数のビューが含まれている場合にのみ表示されま
す。

• リフレッシュ
ビューに表示されているデータをリフレッシュします。

操作ダッシュボードの作成
サービス管理者と、「操作ダッシュボード - 管理」アプリケーション役割を付与されたユーザー
は、ダッシュボードを作成できます。
ダッシュボードを作成するには:

1. 「ホーム」で、「タスク」、「ダッシュボード」の順にクリックします。
「操作ダッシュボード」ページに、既存のダッシュボードのリストが表示されます。

2. 「新規」アイコンをクリックします。
新しいダッシュボードが新しいタブで開きます。これには、次が含まれています:

• デフォルト名(New Dashboard #の形式)。
• 1つの空のビュー(リスト・ビュー、ピボット・ビューまたはチャート・ビュー)
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• ダッシュボードおよびダッシュボード内のビューのオプションに対応する 2つのアイ
コン・セット(右上にある)。操作ダッシュボード: デザイン・モードを参照してくださ
い。

• ダッシュボード・レベルでデータをフィルタするためのフィルタ。「フィルタの追加」
をクリックしてフィルタを追加します。

3. ダッシュボードに対応するアイコン・セットで、「設定」アイコンをクリックします。
「ダッシュボードの編集」ダイアログが表示されます。

4. 「プロパティ」タブで、必要なダッシュボードのプロパティを指定します。
操作ダッシュボードのプロパティの定義を参照してください。

5. 「アクセス」タブをクリックして、ユーザー、グループまたはチームにこのダッシュボード
へのアクセス権を付与します。アクセス権が付与されたユーザーは、このダッシュボード
を実行してそのデータを表示できます。
操作ダッシュボードへのアクセスの定義を参照してください。

6. 「OK」をクリックします。
ダッシュボード・レイアウトで指定された領域ごとに、個別の領域と対応するアイコンが
表示されます。たとえば、「レイアウト」を「グリッド」に設定した場合、ページには 4つ
の個別の領域が表示されます。

7. ダッシュボード内の領域ごとに、データをビジュアル化する対象に基づいてオブジェクト・
タイプを設定します。操作ダッシュボード内でのオブジェクト・タイプの設定を参照して
ください。

8. ダッシュボード内の領域ごとに、「ビュー・セレクタ」アイコンをクリックして選択し、ビ
ューのタイプを指定します。操作ダッシュボードのビュー・オプションの指定を参照して
ください。

9. ビューごとに、「設定」をクリックし、そのビューの設定を指定します。
• チャート・ビューの作成を参照してください。
• リスト・ビューでの作業を参照してください。
• ピボット・ビューでの作業を参照してください。

10.「保存」をクリックして、ダッシュボード設定を保存します。

操作 ダッシュボードのプロパティの定義
ダッシュボードのプロパティには、名前、説明、枠線、背景およびレイアウトが含まれます。
ダッシュボードのプロパティを定義するには:

1. 「ダッシュボードの編集」ダイアログの「プロパティ」タブを開きます。
2. 「名前」に、ダッシュボードの一意の名前を入力します。
3. 「説明」に、ダッシュボードのオプションの説明を入力します。
4. 「枠線」を選択すると、ダッシュボード内のそれぞれのビューの周囲に枠線が表示されま
す。

5. 「グローバル・フィルタ・バー」を選択すると、ダッシュボードにグローバル・フィルタ・
バーが含められます。このフィルタ・バーは、ダッシュボード内のすべてのビューに適用
されます。

6. 「フィルタ・バーの表示」を選択すると、ダッシュボードの実行時にビューレベルのフィル
タが表示されます。
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7. 「背景」で、次のいずれかを選択します:

• 塗りつぶしなし
• 単色: 背景色として使用する必要がある色を選択します。オプションで、「グラデーシ
ョン」を選択した後、色を選択します。

8. 「レイアウト」で、ダッシュボードを分割する領域の数(ビューごとに 1つ)を指定します。
領域の最大数は 4つです。
次のいずれかを選択します:

• 単一
単一のビューが表示されます

• 水平
2つのビューが上下に表示されます
「水平分割」を使用して、画面領域を 2つのビュー間でどのように分割するかを指定し
ます。

• 垂直
2つのビューが横に並んで表示されます
「垂直分割」を使用して、画面領域を 2つのビュー間でどのように分割するかを指定し
ます。たとえば、「垂直分割」を 30に設定した場合、ダッシュボードの上部に表示さ
れるチャートによってダッシュボード・スペースの 30%が使用されます。2つ目のチ
ャートによってダッシュボードの残りの 70%が使用されます。

• グリッド
ダッシュボードに 4つのビューが表示されます

9. 「OK」をクリックして、ダッシュボードの設定を保存します。

操作ダッシュボードへのアクセスの定義
サービス管理者および操作ダッシュボード - 管理役割を付与されたユーザーは、特定のユーザ
ー、グループまたはチームにこのダッシュボードへのアクセス権を付与できます。このような
ユーザーは、ダッシュボードを実行し、そのデータを表示できます。
ダッシュボードを実行するためのアクセス権を追加するには:

1. 「ダッシュボードの編集」ダイアログの「アクセス」タブを開きます。
デフォルトでは、ダッシュボードを作成したユーザーのエントリが 1つあります。

2. 「追加」アイコンをクリックします。
「ユーザーの選択」ダイアログが表示されます。

3. 「ユーザーの選択」アイコンをクリックし、「ユーザー」、「グループ」または「チーム」の
いずれかを選択します。
デフォルトの選択は「ユーザー」です。

4. 名前または説明を入力し、「検索」をクリックします。
• 「検索」をクリックして、使用可能なユーザー、グループまたはチームのリスト全体を
表示できます。たとえば、グループの名前が不明な場合、「ユーザーの選択」アイコン
を使用して「グループ」を選択し、「検索」をクリックします。使用可能なグループの
リストが表示されます。
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• ユーザーを選択する場合は、「詳細」をクリックして「ユーザー ID」および「電子メー
ル」フィールドを表示します。ユーザーの検索中にこれらの属性を使用することもで
きます。

5. アクセス権を付与するユーザー名、グループ名またはチーム名をダブルクリックします。
選択した名前が「アクセス」タブに表示されます。この名前をクリックすると、詳細を表
示できます。

6. 「OK」をクリックして、ダッシュボードの設定を保存します。

Note:

サービス管理者と、「タスク・マネージャ - ダッシュボードの管理」のアプリケーシ
ョン役割を付与されたユーザーは、すべてのダッシュボードを表示および編集できま
す。

ダッシュボードを実行するためのアクセス権を削除するには:

1. アクセスを設定するダッシュボードについて、「ダッシュボードの編集」ダイアログの「ア
クセス」タブを開きます。
ダッシュボードを実行するための権限を付与されたユーザー、グループおよびチームが「名
前」の下にリストされます。

2. ダッシュボードを実行するための権限を取り消す必要があるユーザー、グループまたはチ
ームの名前をクリックします。
複数のアイテムを選択するには、[Ctrl]キーを押しながら目的のアイテムを選択します。

3. 「削除」、「OK」の順にクリックします

操作ダッシュボード内でのオブジェクト・タイプの設定
ダッシュボードのプロパティとアクセスを設定した後、各ビューでレポートまたはビジュアル
化するデータ・タイプを選択できます。
ビュー内のすべてのデータ、メタデータ、フィルタなどは、このオブジェクト・タイプに基づ
きます。各ビューで使用できるオブジェクト・タイプは 1つのみですが、ビューによって異な
る場合があります。
Planningでは、次のオブジェクト・タイプを使用できます:

• タスク
• アラート
オブジェクト・タイプを指定するには:

1. 「操作ダッシュボード」ページから操作ダッシュボードを開きます。
2. 「オブジェクト」アイコンをクリックし、必要なオブジェクトを選択します。
3. 「保存」をクリックして、設定を保存します。
オブジェクト・タイプを変更すると、領域内のすべての設定がリセットされます。
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操作ダッシュボードのビュー・オプションの指定
ダッシュボード内でオブジェクト・タイプを指定した後、リスト・ビュー、ピボット・ビュー、
チャート・ビューなどのビューを選択して、ダッシュボード内にデータを表示できます。
ビュー・オプションを指定するには:

1. 「操作ダッシュボード」ページで、ビュー・オプションを指定するダッシュボードを開きま
す。

2. 「ビュー・セレクタ」アイコンをクリックし、次のいずれかを選択します:

• リスト・ビュー
• ピボット・ビュー
• チャート・ビュー

3. 「ビュー・セレクタ」アイコンに対応する「設定」アイコンをクリックし、ビュー・オプシ
ョンを指定します。
• リスト・ビューについては、リスト・ビューでの作業を参照してください。
• ピボット・ビューについては、ピボット・ビューでの作業を参照してください。
• チャート・ビューについては、チャート・ビューの作成を参照してください。
指定したビュー設定に基づいてダッシュボード内にデータが表示されます。

4. 「保存」をクリックします。

操作ダッシュボードの編集
サービス管理者は、ダッシュボードを編集して、そのプロパティとアクセス権限を変更できま
す。
ダッシュボードを編集するには:

1. 「ホーム」で、「タスク」、「ダッシュボード」の順にクリックします。
2. 編集するダッシュボードをクリックし、「編集」アイコンをクリックするか、「アクション」
アイコンをクリックし、「編集」をクリックします。
ダッシュボード・デザイナが表示されます。
また、ダッシュボードを実行モードで表示している場合は、「編集」アイコンをクリックし
てデザイン・モードに切り替えることができます。

3. 「設定」をクリックして、「ダッシュボードの編集」ダイアログを表示します。
4. 「プロパティ」タブと「アクセス」タブを使用して、目的のプロパティを変更します。
操作ダッシュボードのプロパティの定義および操作ダッシュボードへのアクセスの定義を
参照してください。

5. 「OK」をクリックします。

操作ダッシュボードの複製
ダッシュボードを複製するには:

1. 「ホーム」で、「タスク」、「ダッシュボード」の順にクリックします。
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2. 複製するダッシュボードを選択し、「複製」アイコンをクリックします。「アクション」ア
イコンをクリックし、「複製」をクリックすることもできます。
ダッシュボード・デザイナで「<Dashboard name>のコピー」タブが開きます。

3. プロパティ、アクセスおよびビュー・オプションを指定します。
4. 「保存」をクリックして、ダッシュボードを保存します。

操作ダッシュボードの削除
ダッシュボードを削除するには:

1. 「ホーム」で、「タスク」、「ダッシュボード」の順にクリックします。
2. 削除するダッシュボードをクリックし、「削除」アイコンをクリックします。「アクション」
アイコンをクリックし、「削除」をクリックすることもできます。
確認を求めるメッセージが表示されます。

3. 「はい」をクリックします。
ダッシュボードが削除され、「操作ダッシュボード」ページに表示されなくなります。

操作ダッシュボードのエクスポート
ダッシュボードの定義を XMLファイルにエクスポートできます。エクスポート機能を使用す
ると、ダッシュボードの定義を一方のビジネス・プロセスからもう一方のビジネス・プロセス
にコピーできます。

Note:

操作ダッシュボードをエクスポートするには、「ダッシュボードの管理」権限が必要
です。

ダッシュボードをエクスポートするには:

1. 「ホーム」で、「タスク」、「ダッシュボード」の順にクリックします。
「操作ダッシュボード」ページが表示されます。

2. エクスポートするダッシュボードを 1つ以上選択し、「エクスポート」アイコンをクリック
します。
「ダッシュボードのエクスポート」ダイアログが表示されます。

3. 次のいずれかを選択します:

• すべての行: 既存の操作ダッシュボードをすべてエクスポートします
• 選択した行: 前のステップで選択したダッシュボードをエクスポートします。

4. 「エクスポート」をクリックします。
指定したダッシュボードが、Dashboard.jsonという名前の JSONファイルとしてエクスポ
ートされます。

操作ダッシュボードのインポート
サービス管理者は、以前に「エクスポート」オプションを使用してエクスポートされたダッシ
ュボードをインポートできます
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Note:

操作ダッシュボードをインポートするには、「ダッシュボードの管理」権限が必要で
す。

ダッシュボードをインポートするには:

1. 「ホーム」で、「タスク」、「ダッシュボード」の順にクリックします。
「操作ダッシュボード」ページが表示されます。

2. 「インポート」をクリックします。
操作ダッシュボードのインポート・ダイアログが表示されます。

3. 「ファイル」で、「参照」をクリックし、インポートするダッシュボードが含まれている
JSONファイルを指定します。

4. 「インポート」をクリックします。
「ステータス」フィールドにインポートのステータスが表示されます。

5. インポートが正常に完了したら、「OK」をクリックします。
インポートしたダッシュボードが「操作ダッシュボード」ページに表示されます。
「ダッシュボード」ページのものと同じ名前を持つダッシュボードがインポート・ファイルに含
まれている場合は、それらのダッシュボードが更新されます。

操作ダッシュボードの実行
ユーザーは、アクセス権が付与されているダッシュボードを実行できます。
ダッシュボードを実行すると、最新のデータがダッシュボードの様々なチャート・ビューやピ
ボット・ビューに表示されます。
ダッシュボードを実行するには:

1. 「ホーム」で、「タスク」、「ダッシュボード」の順にクリックします。
操作ダッシュボード・ページが表示されます。

2. 次のいずれかを行います:

• 実行するダッシュボードをクリックし、「実行」アイコンをクリックします。
• 実行するダッシュボードの「アクション」アイコンをクリックし、「実行」を選択しま
す。

• ダッシュボードを開き、「実行」アイコンをクリックします。
新しいタブに、最新のデータを示すダッシュボードがランタイム・モードで表示され
ます。

3. 必要に応じて、表示されるデータをフィルタします。操作ダッシュボード内に表示される
データへのフィルタの適用を参照してください。

操作ダッシュボードを表示するための列の表示
ダッシュボードを表示するための列を表示するには:

1. 「操作ダッシュボード」ページで、「表示」、「列」の順にクリックします。
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2. 「すべて表示」をクリックしてすべての列を表示するか、特定の列を選択します。
表示される列の表示と非表示を切り替えるには:

1. 「表示」 > 「列」 > 「列の管理」をクリックします。
2. 移動アイコンを使用して「非表示列」と「表示列」の間で目的の列を移動し、表示される
列の表示と非表示を切り替えます。

操作ダッシュボードを表示するための列の並替え
列を並べ替えて、異なる順序で表示できます。
列を並べ替えるには:

1. 操作ダッシュボード・ページで、「表示」、「列の順序変更」の順にクリックします。
2. 並べ替える列名を選択し、次のアイコンを使用して必要な位置に移動します:

• : 選択アイテムをリストの最初に移動
• : 選択アイテムをリストの 1つ上に移動
• : 選択アイテムをリストの 1つ下に移動
• : 選択アイテムをリストの最後に移動

3. 「OK」をクリックします。
指定した順序に基づいて列が表示されます。

操作ダッシュボードの URLのコピー
操作ダッシュボードの URLをコピーして、そのダッシュボードにアクセスできるようにするこ
とができます。
操作ダッシュボードの URLをコピーするには:

1. 「ホーム」で、「タスク」、「ダッシュボード」の順にクリックします。
「操作ダッシュボード」ページが表示されます。

2. ダッシュボードの「アクション」アイコンをクリックして URLをコピーし、「URLのコピ
ー」をクリックします。

3. 表示された URLをコピーします。この URLにより、ダッシュボードに直接アクセスでき
るようになります。

操作ダッシュボード内に表示されるデータへのフィルタの適
用

フィルタを使用して、ダッシュボードとそのビューに表示されるデータを制限できます。
「検索」ボックスの横にある「表示/非表示」切替えアイコンを使用して、フィルタ・バーを表
示または非表示にします。
フィルタ・バーでは、次を実行して、表示されているダッシュボードをフィルタできます:

• 追加フィルタの追加
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• 各フィルタの条件の指定
• フィルタのクリアまたは削除
• すべてのフィルタのクリア
ダッシュボードに表示されるデータを制限するには:

1. ダッシュボードを実行し、そのデータを表示します。
2. このダッシュボードに対してグローバル・フィルタが構成されている場合は、これを使用
して、ダッシュボードのすべてのビューに表示されるデータをフィルタします。

3. ビューでは、ビューに定義されたフィルタを使用して、そのビューに表示されるデータを
フィルタします。

グローバル・フィルタは、まずダッシュボード内のすべてのビューに適用されます。次に、ビ
ューごとに、そのビューに定義されたフィルタが適用されます。
これらの各機能の詳細は、フィルタでの作業を参照してください。

例: タスク・マネージャの操作ダッシュボード
この例では、ダッシュボードの作成方法を示します。
ダッシュボードでは、タスク・マネージャの次のビューを使用します:

• チャート・ビュー: タスクの完了 - プランと実績の比較
• チャート・ビュー: 遅れて完了したタスク
• チャート・ビュー: 労働日別のステータス
• チャート・ビュー: 地域別の完了
完了したダッシュボードがスクリーンショットに示されています。任意のビューの任意の領域
をクリックして、その領域を構成する個々のレコードにドリルダウンできます。

この例で、ダッシュボードを作成するには:

1. ホームから、「タスク」を選択し、「操作ダッシュボード」をクリックします。
既存の操作ダッシュボードが表示されます。

2. 「新規」アイコンをクリックして、新しいダッシュボードを作成します。
新しいダッシュボードがデフォルトの名前で作成され、新しいタブで開きます。
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3. ダッシュボードの「設定」アイコンをクリックし、「プロパティ」タブでプロパティを更新
します:

• 名前: Task Manager

• 枠線: このチェック・ボックスを選択します
• グローバル・フィルタ・バー: このチェック・ボックスを選択します
• 背景: 塗りつぶしなし
• レイアウト:

– グリッド: このチェック・ボックスを選択します。
– 水平分割: 50

– 垂直分割: 50

4. 左上のチャート・ビューを作成するには、チャート・ビュー: タスクの完了 - プランと実績
の比較を参照してください。

5. 右上のチャート・ビューを作成するには、チャート・ビュー: 遅れて完了したタスクを参照
してください。

6. 左下のチャート・ビューを作成するには、チャート・ビュー: 労働日別のステータスを参照
してください。

7. 右下のチャート・ビューを作成するには、チャート・ビュー: 地域別の完了を参照してくだ
さい。

8. 「保存」をクリックして、ダッシュボードを保存します。

チャート・ビュー: タスクの完了 - プランと実績の比較
この例は、時間の経過に伴うタスクの完了を示したもので、タスクが予定より進んでいるか遅
れているかを確認できます。
このチャートには、特定の日付以前のタスクの終了日がすべて含まれています。また、それら
のタスクの完了のステータスも表示されています。

ダッシュボードの左上のビュー内:

1. 「オブジェクト・タイプ」アイコンをクリックし、「タスク」を選択します。
2. 「ビュー・セレクタ」アイコンをクリックし、「チャート・ビュー」を選択します。
3. 「設定」アイコンをクリックし、次のように指定します:
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• 「プロパティ」タブ:

– タイトル: タスクの完了 - プランと実績の比較
– タイプ: 折れ線
– 背景: 塗りつぶしなし
– ラベルの位置: 上の点
– 行の太さ: 5

– グリッド線: このチェック・ボックスを選択します
– 期間: 選択

• 「レイアウト」タブ:

– X軸:

* タイプ: 日付
* ソート: 1つ目のドロップダウン・メニューから「X軸」、2つ目のドロップダ
ウン・メニューから「降順」

– 凡例(系列):

* 最初の行で、次のものを追加します:

* 値: タスク
* 集約: カウント
* カテゴリ: なし
* グループ化基準: 終了日(実際、ローカル)

* 日付集約: 次以前
* 「新規」をクリックし、別の行を追加します。次を指定します。

* 値: タスク
* 集約: カウント
* カテゴリ: なし
* グループ化基準: 終了日(割当済、ローカル)

* 日付集約: 次以前
• 「軸」タブ:

– 「X軸」を選択します。
– 間隔 : 日次
– 最小: 自動
– 最大: 自動

• 「凡例」タブ:

– 凡例の位置: 下
– パレット: レッドウッド
– それぞれの系列についてデフォルトのラベルを選択します: 「終了日(実際、ローカ
ル)」および「終了日(割当済、ローカル)」
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– それぞれの系列についてデフォルトの色を選択します。
4. 「OK」をクリックします。

チャート・ビュー: 遅れて完了したタスク
この例は、様々な組織単位で予定より遅れて完了したタスクを示しています。

ダッシュボードの左上のビュー内:

1. 「オブジェクト・タイプ」アイコンをクリックし、「タスク」を選択します。
2. 「ビュー・セレクタ」アイコンをクリックし、「チャート・ビュー」を選択します。
3. 「設定」アイコンをクリックし、次のように指定します:

• 「プロパティ」タブ:

– タイトル: 遅れて完了したタスク
– タイプ: 棒
– 背景: 塗りつぶしなし
– ラベルの位置: エッジの内側
– 向き: 垂直
– 期間: 選択

• 「レイアウト」タブ:

– X軸:

* タイプ: 日付
* ソート: 1つ目のドロップダウン・メニューから「X軸」、2つ目のドロップダ
ウン・メニューから「昇順」

– 凡例(系列):

* 値: タスク
* 集約: カウント
* カテゴリ: 組織単位
* フィルタ: 「これまでの遅延(担当者)」が「いいえ」と等しくない

• 「軸」タブで、X軸のデフォルト・オプションを選択します。
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• 「凡例」タブで、デフォルト・オプションを選択します。
4. 「OK」をクリックします。

チャート・ビュー: 労働日別のステータス
このチャートの例は、カスタムの労働日属性に基づいてタスクの完了を示しています。
この例では、カスタム属性が事前に追加されており、-15から 35の日の値が定義されていま
す。すべてのタスクが、計画完了日に基づいて労働日に割り当てられています。

ダッシュボードの左下のビュー内:

1. 「オブジェクト・タイプ」アイコンをクリックし、「タスク」を選択します。
2. 「ビュー・セレクタ」アイコンをクリックし、「チャート・ビュー」を選択します。
3. 「設定」アイコンをクリックし、次のように指定します:

• 「プロパティ」タブ:

– タイトル: 労働日別のステータス
– タイプ: 縦棒
– 背景: 塗りつぶしなし
– ラベルの位置: エッジの内側
– 向き: 垂直
– グリッド線: このチェック・ボックスを選択します
– 期間: 選択

• 「レイアウト」タブ:

– X軸:

* タイプ: 属性
* 属性 1: 労働日(このカスタム属性をリストに表示するには、事前に追加してお
く必要があります。)

* ソート: 1つ目のドロップダウン・メニューから「Workday」、2つ目のドロッ
プダウン・メニューから「昇順」。

– 凡例(系列): 最初の行で、次のものを追加します:
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* 値: タスク
* 集約: カウント
* カテゴリ: ステータス

– Y軸: このチェック・ボックスを選択します。
– 最小: 自動
– 最大: 自動
– 主ユニット: 自動
– 副ユニット: 自動

• 「凡例」タブ:

– 凡例の位置: 右
– パレット: レッドウッド
– それぞれの系列についてデフォルトのラベルを選択します: 「クローズ済」、「エラ
ー」、「オープン」および「保留中」。

– それぞれの系列についてデフォルトの色を選択します。
4. 「OK」をクリックします。

チャート・ビュー: 地域別の完了
このチャートの例は、地域に基づいてタスクの完了を示しています。この例では、カスタムの
組織単位属性が事前に追加されており、完了したタスクの値が地域に基づいて定義されていま
す。

ダッシュボードの左下のビュー内:

1. 「オブジェクト・タイプ」アイコンをクリックし、「タスク」を選択します。
2. 「ビュー・セレクタ」アイコンをクリックし、「チャート・ビュー」を選択します。
3. 「設定」アイコンをクリックし、次のように指定します:

• 「プロパティ」タブ:

– タイトル: 地域別の完了
– タイプ: 縦棒
– 背景: 塗りつぶしなし
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– ラベルの位置: エッジの内側
– 向き: 水平
– グリッド線: このチェック・ボックスを選択します
– 期間: 選択

• 「レイアウト」タブ:

– X軸:

* タイプ: 属性
* 属性 1: 組織単位

(このカスタム属性をリストに表示するには、事前に追加しておく必要がありま
す。)

* ソート: 1つ目のドロップダウン・メニューから「組織単位」、2つ目のドロッ
プダウン・メニューから「降順」。

– 凡例(系列):

* 値: タスク
* 集約: カウント
* カテゴリ: ステータス

• 「軸」タブ:

– Y軸: このチェック・ボックスを選択します。
– 最小: 自動
– 最大: 自動
– 主ユニット: 自動
– 副ユニット: 自動

• 「凡例」タブ:

– 凡例の位置: 右
– パレット: レッドウッド
– それぞれの系列についてデフォルトのラベルを選択します: 「クローズ済」、「エラ
ー」、「オープン」および「保留中」。

– それぞれの系列についてデフォルトの色を選択します。
4. 「OK」をクリックします。
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14
ダッシュボードの設計

ユーザーにサマリー・データを表示するダッシュボードを設計します。ダッシュボードにより、
ユーザーはチャート作成、評価、ハイライト、コメント作成および主要ビジネス・データの変
更に加え、ルールの追加および編集を行うことができます。
関連トピック
• ダッシュボードのメリット
• ダッシュボードの作成および管理
• ダッシュボードの作成および管理 1.0

• ダッシュボードの作成および管理 2.0

ダッシュボードのメリット
通常、ダッシュボードでは、ユーザーが計画および予測プロセスを開始するときに、サマリー・
データを表示することで概要が提供されます。ダッシュボードの多様な機能により、ユーザー
はチャート作成、評価、ハイライト、コメント作成および主要ビジネス・データの変更を行う
ことができます。ダッシュボード内にあるフォームでドライバを変更し、他のフォームやチャ
ートでその影響を即座に確認できます。
ダッシュボード 1.0のサンプル
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ダッシュボード 2.0のサンプル

ダッシュボードを作成するには、単に左側のライブラリ・パネルからダッシュボード・ワーク
スペースに様々なオブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップします。
ダッシュボードでは、次のことができます。
• ユーザーがフォームでデータを変更すると動的に更新される複数のフォームと関連チャー
トを含めます。

• キューブの特定の値を表示するタイルを含めます。各タイルに値を提供するには、フォー
ムまたはセル交差をデータ・ソースとして指定します。

• ダッシュボード・ユーザーに表示される内容を正確に確認できるように、デザイン環境と
ランタイム環境の使用を簡単に切り替えます。

• 面、棒、バブル、列、棒と折れ線の組合せ、ドーナツ、ファンネル、ゲージ、散布、レー
ダーなどの多様なチャート・タイプを使用して、データを対話形式で表します。

• ダッシュボードのレイアウトを制御します。
• フォームの設計に応じて、ユーザーが基礎となる詳細にドリルダウンし、作業するメンバ
ーを選択できるようにします。

• グローバル POVバーとローカル POVにユーザー変数を含めます。
• 特定のチャートで、色や線幅をカスタマイズしたり、グリッド線の表示/非表示を切り替え
ます。

• 外部Webページを動的に表示するリンクを追加します。
• 注釈と呼ばれるデータの説明をダッシュボードに含めます。
• フォームをマスターとしてタグ付けし、マスター・フォームのメンバーをフィルタ処理し
て、同じダッシュボード内に詳細フォームまたはチャートを表示します

• チャートの凡例およびラベルの位置を変更します。
• ダッシュボード 2.0で:

– ダッシュボード内に最大 12個のコンポーネントを追加します
– 1つのタイル・チャート・タイプで最大 10個のタイルを追加します
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– チャートで階層ラベルを追加します
– 関連するチャート・タイプで対数目盛を使用します
– 関連するチャート・タイプでセカンダリ Y軸を追加します
– 「スタイル」プロパティを使用して、「デフォルト」、「明るい」および「暗い」の背景
色でダッシュボードをレンダリングします

– 書込み可能なグリッドでグリッド表示を使用します(フォーム 2.0で使用)

– より広くなった画面スペース、フォームを直接開いて編集するオプション、データな
しでダッシュボードを編集するオプション、POVの変更の自動適用、ディメンション
名の非表示など、その他のユーザビリティが向上しました

– ダッシュボードでの保存時のルールが改善されました: ロード/保存の前後の実行時プ
ロンプトの有無

– ダッシュボード 1.0から簡単に移行します

ノート:

ダッシュボード 1.0のダッシュボードは、「フォーム・バージョン」設定が「フォー
ム 2.0」の場合でも、フォーム 1.0とともにデプロイされます。

ユーザーがダッシュボード(ランタイムと呼ばれる)を使用する場合、表示されるチャートのタ
イプやダッシュボードのタイトルなど、コンポーネントの様々な側面を設定できます。コンポ
ーネントごとにツールバーを使用できます。ダッシュボード・ユーザーは、データの変更と保
存、ルールの実行などを行うことができます。ただし、実行時にチャート・タイプのオプショ
ンに加えた変更は、次のセッションには保存されません。実行時に「保存」をクリックすると、
データは保存されますが、ダッシュボード定義は保存されません。
サービス管理者は、ダッシュボードとダッシュボード・フォルダの作成、再設計、削除および
権限の割当てを行うことができます。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
1.0ダッシュボードの作成方法を学習します。

 Oracle Planning and Budgeting Cloudでの
ダッシュボードの作成

ダッシュボード 2.0のダッシュボードの作成方法
を学習します。 Cloud EPM Planningでのダッシュボード

2.0の設計
関連トピック
• ダッシュボード・バージョンについて
• 1.0ダッシュボード設計の概念
• ダッシュボード 2.0のダッシュボード設計の概念
• ダッシュボードの作成および管理
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ダッシュボードの作成および管理
次も参照:

• ダッシュボード・バージョンについて
• ダッシュボードの表示 - 標準化されたインタフェース
• ダッシュボードの表示 - 従来のインタフェース
• ダッシュボード 1.0のダッシュボードの 2.0への変換
ダッシュボード 1.0のダッシュボードをダッシュボード 2.0のダッシュボードに変換する
方法を学習します。

ダッシュボード・バージョンについて
ダッシュボードは、現在、2つのバージョンで使用可能です:

• ダッシュボード 1.0: Oracle Application Development Framework (Oracle ADF)テクノロジ
を使用しています

• ダッシュボード 2.0: Oracle JavaScript Extension Toolkit (Oracle JET)テクノロジを使用し
ています

現在、両方のダッシュボード・バージョンが同時に同じビジネス・プロセスに共存します。ダ
ッシュボード 1.0には Oracle ADFテクノロジが使用され、Oracle ADFベースのダッシュボー
ドの動作は変わっていません。引き続き、これらのダッシュボードを以前と同様にビジネス・
プロセスで作成および更新できます。ダッシュボード 2.0では、既存のダッシュボード機能を
使用し、Oracle JETテクノロジを使用してそれを拡張することで、レンダリングの高速化、洗
練性、使いやすさ、柔軟性の向上、より効果的なビジュアライゼーションを実現するとともに、
新たなデザインも提供しています。
ダッシュボード・ページでダッシュボード・バージョンを区別しやすいように、それぞれのダ
ッシュボードの前にアイコンが表示されるようになりました。
表 14-1 ダッシュボード・バージョンのアイコン

アイコン ダッシュボード・バージョン
 

 

ダッシュボード 1.0 (標準化されたリスト・ページ・インタフェース)

ダッシュボード 1.0 (従来のリスト・ページ・インタフェース)

 

 

ダッシュボード 2.0 (標準化されたリスト・ページ・インタフェース)

ダッシュボード 2.0 (従来のリスト・ページ・インタフェース)

• ダッシュボード 1.0の作成および管理を参照してください。
• ダッシュボード 2.0の作成および管理を参照してください。
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ダッシュボード 2.0デザイナ機能
ダッシュボード 2.0デザイナでは次の内容がサポートされています:

• ダッシュボード 1.0よりも多くのチャート・タイプ。たとえば、「ウォーターフォール」、
「ピラミッド」、「ジオマップ」や、「レーダー」チャート、「組合せ」チャート、「ゲージ」
チャートのサブチャート・タイプはすべてダッシュボード 2.0の機能です

• スパーク・チャートと呼ばれるデータのビジュアル・インライン・ビューを使用したダッ
シュボードでの表の作成

• クイック分析(事前作成されたフォームがなくても、ダッシュボードにコンポーネントを追
加できます)

「検索」バーにメンバー名を入力するか、「メンバー・セレクタ」を使用してクイック分析
アドホック問合せを作成した後、「プロパティ」パネルの「レイアウト」タブで問合せのレ
イアウトを制御します。

• 基礎となるフォームがフォーム 2.0のフォームの場合、フォーム・グリッド内のデータの
直接操作

• ダッシュボード 2.0のダッシュボードでフォームに構築されたチャートからのアド・ホッ
ク・グリッドの直接作成
アド・ホック・グリッドはチャート要素を右クリックして作成します。たとえば、棒グラ
フ内で棒を右クリックし、「分析」をクリックして、動的なタブにアド・ホックを開きま
す。

• 「URL」タイプのダッシュボード・コンポーネント
• テキスト・エディタを使用する「注釈」タイプのダッシュボード・コンポーネント
• カスタム・フォーマットのダッシュボード・タイトル
• 「URL」、「注釈」および「グリッド」コンポーネント・タイプの背景色
• ダッシュボード 2.0内でフォーム 2.0をレンダリングするための「グリッド」チャート・
タイプ・オプション

• グローバル・ルールを関連付けるための「プロパティ」パネルの新しい「関連付け」タブ
• 「ゲージ」、「円」および「ドーナツ」チャート・タイプの複数のチャート
• ダッシュボード・コンポーネント内からフォームを直接開いて編集するための新しいメニ
ュー・オプション

• フォームおよびダッシュボードの「情報」アイコン。フォームをダッシュボードにドロッ
プすると、その情報が表示されます。

• 「プロパティ」パネルのサイズを変更する機能
• 各ダッシュボード・コンポーネントの背景色を設定する機能
• コンポーネント・タイトルを削除するオプション(ビジュアライゼーションのために保存さ
れたスペースを使用)

• ダッシュボード・コンポーネント数の増加(最大 12個)

• タイル数の増加(最大 10個)

• データなしで編集する機能
• 最大 10,000セルのカスタマイズされたセル・ビジュアライゼーション制限。次のような行

x 列の組合せになります:
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– 100行 x 100列=10,000セル
– 1000行 x 10列=10,000セル
– 250行 x 40列= 10,000セル

• ダッシュボードの「スタイル」を選択する機能。オプションは、「デフォルト」、「明るい」
および「暗い」です。

• ダッシュボード・コンポーネントと POVバーの間の枠線を表示および非表示にするオプシ
ョン

• 新しい Oracle JETメンバー・セレクタ
• 動的タブのサーフェス・デザイナ
ダッシュボード 2.0に切り替える前に考慮事項を確認するには、ダッシュボード 2.0の考慮事
項を参照してください。

ダッシュボードの表示 - 標準化されたインタフェース
ダッシュボード・インタフェースについて
このトピックでは、デフォルトの標準化されたインタフェースでの「ダッシュボード」ページ
の操作について詳細を提供します。標準化されたインタフェースについてさらに学習するに
は、標準化された Cloud EPMプラットフォームのアーティファクト・ページについてを参照し
てください。
ただし、従来のアーティファクト・ページが引き続き使用されている場合もあります。従来の
「ダッシュボード」ページを表示している場合は、ダッシュボードの表示 - 従来のインタフェー
スを参照してください。
ダッシュボード・ページの表示
ダッシュボード・ページを表示するには:

1. ホーム・ページで、「ダッシュボード」をクリックします。
 

 

2. ダッシュボードを開くには、ダッシュボード名をクリックします。
これにより、ダッシュボードがランタイム環境で開きます。
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Note:

ダッシュボード 2.0のダッシュボードを選択し、ダッシュボード 2.0コンポーネントの初
期化中にエラーが発生しましたというメッセージが表示された場合は、ダッシュボードに
フォーム 2.0のフォームが関連付けられています。ダッシュボードを表示する前に、
フォーム 2.0が有効になっていることを確認する必要があります。
フォーム 2.0を有効にするには、「アプリケーション」、「設定」の順にクリックし、
「その他オプション」で「フォーム・バージョン」を探し、「フォーム 2.0」を選択し
て、「保存」をクリックします。

標準化された「ダッシュボード」ページの機能
標準化された「ダッシュボード」ページでは:

• フォルダがサポートされています。ダッシュボード・ページでは、インフォレットやデー
タ入力フォームと同じフォルダ階層が使用され、すべてのアーティファクトとフォルダが
「ライブラリ」と呼ばれるルート・フォルダの下にあります。「ライブラリ」フォルダを削
除したり、名前変更することはできません。

Note:

管理者のみがファイル(たとえば、ダッシュボード、インフォレット、フォーム、
レポートなど)を「ライブラリ」ルート・フォルダに追加できます。

• ダッシュボード・ページでダッシュボード・バージョンを区別しやすいように、それぞれ
のダッシュボードの前にアイコンが表示されるようになりました:

– : ダッシュボード 1.0

– : ダッシュボード 2.0

• ダッシュボード・ページをタイプに基づいてフィルタできます。標準化されたインタフェ
ースで、「検索」ボックスの「タイプ」フィルタ・チップをクリックし、「ダッシュボード
1.0」または「ダッシュボード 2.0」、あるいはその両方を選択します。

• 特定のダッシュボードを検索するには、検索条件を入力すると、「検索」ボックスの下のド
ロップダウンに検索結果が表示されます。[Enter]をクリックすると、リスト領域に検索結
果が表示されます。検索結果には、検索条件が含まれているダッシュボードのすべてのイ
ンスタンスがリストされます(フォルダ名を含む)。各検索結果には完全なフォルダ・パスが
表示されます。フォルダ内を検索すると、検索がそのフォルダとそのサブフォルダに絞り
込まれます。

Note:

検索では、該当する場合は「名前」、「説明」および「フォルダ」列が考慮されま
す。
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標準化されたインタフェースのダッシュボードの「アクション」
標準化されたインタフェースの「ダッシュボード」ページには、グローバル「アクション」メ
ニューとライン・アイテム固有の「アクション」メニューがあります。
グローバル「アクション」メニュー(「ダッシュボード」ページのヘッダー領域内)には次のオプ
ションが含まれています:

• ダッシュボード 1.0の作成: ダッシュボード 1.0のダッシュボードを作成します。
• ダッシュボード 2.0の作成: ダッシュボード 2.0のダッシュボードを作成します。
• フォルダの作成: 新しいフォルダを作成します。
• ダッシュボードを 2.0に変換: フォルダ階層内でダッシュボード 1.0のダッシュボードを
検出し、それらをダッシュボード 2.0のダッシュボードに変換します。

• 権限の割当: 選択したアーティファクトまたはフォルダに対するアクセス権限を割り当て
ます。フォルダ権限はそのフォルダ内のすべてのアイテムに適用され、リストに表示され
ていないアイテムにも適用されます。一度に複数のアーティファクトまたはフォルダに対
する権限を割り当てることができます。アーティファクトまたはフォルダが選択されてい
ない場合は、グローバル「権限の割当」アクションによって、「ライブラリ」フォルダに権
限が割り当てられます。

• 移動先: リスト領域で 1つ以上のダッシュボードまたはフォルダが選択されている場合、こ
のオプションにより、フォルダがフォルダ階層内の別の場所に移動するか、ダッシュボー
ドが別のフォルダに移動します。

各ダッシュボードのライン・アイテムには、アイテム固有の「アクション」メニューもあり、
次のオプションが含まれています:

• 開く: ダッシュボードをランタイム環境で開き、表示できるようにします。ダッシュボード
は動的タブで開きます。

• 編集: 基礎となるフォームのデータを取得してダッシュボード・デザイナでダッシュボード
を開きます。 ダッシュボードは動的タブで開きます。

• 削除: フォルダまたはダッシュボードを削除します。フォルダを削除するには、空である必
要があります。

• 名前変更: フォルダまたはダッシュボードの名前を変更します。他のフォルダが含まれて
いる場合、フォルダの名前を変更することはできません。

• 別名コピー: 新しい名前を付けてダッシュボードをコピーします。ダッシュボードは、リス
ト内で元のダッシュボードの直下にコピーされます。

• 移動先: フォルダをフォルダ階層内の別の場所に移動するか、ダッシュボードを別のフォル
ダに移動します。

• URLのコピー: ダッシュボードのダイレクト URLをコピーして共有できます。
アーティファクトのダイレクト URLのコピーを参照してください。

• 権限の割当: フォルダまたはダッシュボードに対するアクセス権限を割り当てます。
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ダッシュボードの表示 - 従来のインタフェース
ダッシュボード・インタフェースについて
このトピックでは、従来のインタフェースでの「ダッシュボード」ページの操作について詳細
を提供します。デフォルトの標準化された「ダッシュボード」ページを表示している場合は、
ダッシュボードの表示 - 標準化されたインタフェースを参照してください。
標準化されたインタフェースについてさらに学習するには、標準化された Cloud EPMプラット
フォームのアーティファクト・ページについてを参照してください。
ダッシュボード・ページの表示
ダッシュボード・ページを表示するには:

1. ホーム・ページで、「ダッシュボード」をクリックします。
 

 

2. ダッシュボードを開くには、ダッシュボード名をクリックします。
これにより、ダッシュボードがランタイム環境で開きます。

Note:

ダッシュボード 2.0のダッシュボードを選択し、ダッシュボード 2.0コンポーネントの初
期化中にエラーが発生しましたというメッセージが表示された場合は、ダッシュボードに
フォーム 2.0のフォームが関連付けられています。ダッシュボードを表示する前に、
フォーム 2.0が有効になっていることを確認する必要があります。
フォーム 2.0を有効にするには、「アプリケーション」、「設定」の順にクリックし、
「その他オプション」で「フォーム・バージョン」を探し、「フォーム 2.0」を選択し
て、「保存」をクリックします。

従来の「ダッシュボード」ページの機能
従来の「ダッシュボード」ページでは:

• フォルダがサポートされています。ダッシュボード・ページでは、インフォレットやデー
タ入力フォームと同じフォルダ階層が使用され、すべてのアーティファクトとフォルダが
「ライブラリ」と呼ばれるルート・フォルダの下にあります。「ライブラリ」フォルダを削
除したり、名前変更することはできません。

第 14章
ダッシュボードの作成および管理

14-9



Note:

管理者のみがファイル(たとえば、ダッシュボード、インフォレット、フォーム、
レポートなど)を「ライブラリ」ルート・フォルダに追加できます。

• ダッシュボード・ページでダッシュボード・バージョンを区別しやすいように、それぞれ
のダッシュボードの前にアイコンが表示されるようになりました:

–
: ダッシュボード 1.0

–
: ダッシュボード 2.0

• フラット・ビューとツリー・ビューの間でダッシュボードの表示を切り替えることができ
ます:

• ダッシュボード・ページをタイプに基づいてフィルタできます。  (「フィルタ」)をクリ
ックし、次のフィルタ・オプションから選択します:

– すべてのタイプ (デフォルト)

– ダッシュボード 1.0

– ダッシュボード 2.0

• 特定のダッシュボードを検索するには、

(「検索」)をクリックしてキーワードで検索するか、  (「ライブラリ」)をクリックして検索
を特定のライブラリ・フォルダに絞り込みます。

従来のインタフェースのダッシュボードの「アクション」
ダッシュボード・ページの右側には、「アクション」列があります。ダッシュボードまたはフォ
ルダの横にある  (「アクション」)をクリックすると、次のアクションが表示されます:

• フォルダに対するアクション:

– 権限の割当: フォルダに対するアクセス権限を割り当てます。フォルダ権限はそのフ
ォルダ内のすべてのアイテムに適用され、リストに表示されていないアイテムにも適
用されます。

– ダッシュボードの作成: ダッシュボード 1.0のダッシュボードを作成します。
– ダッシュボード 2.0の作成: ダッシュボード 2.0のダッシュボードを作成します。
– フォルダの作成: 新しいフォルダを作成します。
– 削除: フォルダを削除します。フォルダを削除するには、空である必要があります。
– 名前変更: フォルダの名前を変更します。他のフォルダが含まれている場合、フォルダ
の名前を変更することはできません。

– 移動先: フォルダをフォルダ階層内の別の場所に移動します。
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– すべてのダッシュボードを 2.0に変換: フォルダ階層内でダッシュボード 1.0のダッシ
ュボードを検出し、それらをダッシュボード 2.0のダッシュボードに変換します。

• 個々のダッシュボードに対するアクション:

– 編集: 基礎となるフォームのデータを取得してダッシュボード・デザイナでダッシュボ
ードを開きます。 ダッシュボードは動的タブで開きます。

– データなし編集(「ダッシュボード 2.0」オプションのみ): ダッシュボード・コンポーネ
ントおよびタイルの再配置のようなアクションをより簡単に実行できるように、基礎
となるフォームのデータを取得せずにダッシュボード・デザイナでダッシュボードを
開きます。ダッシュボードは動的タブで開きます。

– 名前変更: ダッシュボードの名前を変更します。
– 別名コピー: 新しい名前を付けてダッシュボードをコピーします。ダッシュボードは、
リスト内で元のダッシュボードの直下にコピーされます。

– 削除: ダッシュボードを削除します。
– 移動先: ダッシュボードを別のフォルダに移動します。
– 権限の割当: ダッシュボードに対するアクセス権限を割り当てます。
– ダッシュボード 2.0に変換(「ダッシュボード 1.0」オプションのみ): ダッシュボードを
ダッシュボード 2.0のダッシュボードに変換します。

– URLのコピー: ダッシュボードのダイレクト URLをコピーして共有できます。
アーティファクトのダイレクト URLのコピーを参照してください。

ダッシュボード 1.0のダッシュボードの 2.0への変換
ダッシュボード 1.0のダッシュボードをダッシュボード 2.0のダッシュボードに変換する方法
を学習します。
アプリケーションで現在ダッシュボード 1.0を使用している場合は、ダッシュボード 2.0に変
換できます。
「ダッシュボード」リスト・ページのダッシュボードは、個々のダッシュボード・レベルまたは
フォルダ・レベルで変換します。たとえば、アプリケーション内のすべてのダッシュボードを
1.0から 2.0に変換する場合は、最上位レベルの「ライブラリ」フォルダを選択してすべてのダ
ッシュボードを変換できます。

Note:

• ダッシュボード 2.0に変換した後は、ダッシュボードをダッシュボード 1.0に戻
すことはできません。

• 変換プロセスにより、ダッシュボード名が変更されることはありません。ナビゲ
ーション・フローは、変換前と同様に機能します。

• ダッシュボード 2.0に変換した後は、固定 POVではなく動的 POVが最初に表示
されます。

ダッシュボード 1.0をダッシュボード 2.0に変換するには:

1. ホーム・ページで、「ダッシュボード」をクリックします。
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2. 変換するフォルダまたは個々のダッシュボード 1.0のダッシュボードに移動し、次のオプ
ションから選択します:

• 個々のダッシュボードを変換するには、ダッシュボードの右側にある (「アクショ
ン」)をクリックし、「ダッシュボード 2.0に変換」を選択します。

• フォルダ内のすべてのダッシュボードを変換するには、フォルダの右側にある (「ア
クション」)をクリックし、「すべてのダッシュボードを 2.0に変換」を選択します。

Note:

• 非常に古いダッシュボードには、現在サポートされていないコンポーネント幅の
値を含むダッシュボード定義が含まれている場合があります。このため、古いダ
ッシュボードをダッシュボード 2.0に変換した後、予期しないダッシュボードの
レンダリングが発生する可能性があります。
この問題を解決するには、次のいずれかの回避策をお薦めします:

– ダッシュボード 1.0の元のダッシュボードを開き、ダッシュボードを編集し
て保存します。修正したコンポーネント幅の値とともにダッシュボードが自
動的に保存され、ダッシュボード 2.0に変換できます。

– 同じフォーム・セットとチャート・セットおよび同じ設定を含むダッシュボ
ード 1.0の新しいダッシュボードを作成し、このダッシュボードをダッシュ
ボード 2.0に変換します。

– 同じアーティファクトおよび設定を含むダッシュボード 2.0の新しいダッシ
ュボードを作成します。

• 23.11の更新より前にダッシュボード 2.0に変換されたマスター・フォームおよ
び詳細を含むダッシュボードでは、グリッドのコンテキスト・メニューに 2つの
「コンテキストの適用」メニュー・オプションが表示される場合があります。この
問題は 23.11で修正されました。

ダッシュボード 1.0の作成および管理
• 1.0ダッシュボード設計の概念
• ダッシュボード 1.0のダッシュボードの作成
• マスター・フォームと詳細を含むダッシュボードの作成
• ダッシュボードのレイアウトについて - バージョン 1.0

• ゲージ・チャート・タイプについて
• タイル・チャート・タイプについて
• ダッシュボードの色のカスタマイズ
• 1.0ダッシュボードのグローバル POVとローカル POVについて
• ダッシュボード POVと有効な交差

1.0ダッシュボード設計の概念
1.0ダッシュボードを設計する際には、次の情報が役立ちます。
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• 左側には、デザイン・パレットがあります。パレットからキャンバスにオブジェクトをド
ラッグ・アンド・ドロップします。

ヒント:

オブジェクトを枠線までドラッグします。許可されたスペースにオブジェクトを
ドロップできるようになると、ドラッグ・アイコンがプラス記号に変わります。
ダッシュボードのレイアウトについて - バージョン 1.0を参照してください。

• 右上には、ダッシュボード全体の設定があります。

• 「設定」

をクリックして、ダッシュボードの次の一般設定を指定します。
表 14-2 ダッシュボードの一般設定

オプション 説明
名前をタイトルとして使用 このオプションはデフォルトで選択されています。カスタム・フォー

マットのタイトルをダッシュボードに指定するには、このオプション
の選択を解除します。

枠線 新しいダッシュボードを作成する場合、デフォルトでは枠線は非表示
です。新しく作成するダッシュボードで枠線を表示するには、「表示」
を選択します。

レイアウト 「固定」(デフォルト)または「フレキシブル」を選択します。
POVバー 「表示」(デフォルト)または「非表示」を選択します。
グローバル POVバー 「有効化」(デフォルト)または「無効化」を選択します。

POVの詳細は、1.0ダッシュボードのグローバル POVとローカル POVについてを参照し
てください。
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• ダッシュボード・オブジェクトにカーソルを置くと、そのオブジェクトのツールバーが右
上隅に表示されます: 

ノート:

ダッシュボード 1.0のホバー・アイコンでは、オブジェクトのタイプに応じて、
「指示」(フォームに指示が構成されている場合のみ使用可能)、「アクション」、「保
存」、「リフレッシュ」、「設定」および「最大化」などのオプションが提供されま
す。

• ダッシュボードの作成時に、「ランタイム」 をクリックすると、ダッシュボード・ユー
ザーに対するダッシュボードの外観と動作をすぐに確認できます。デザイナ・モードに戻
ってダッシュボードの設計を続行するには、 (ダッシュボード・デザイナ)をクリック
します。

• デフォルトでは、欠落データまたは抑制データは、グラフでゼロとしてプロットされます。
「欠落値をゼロとしてプロット」設定をクリアして、特定のチャート・タイプの欠落データ
または抑制データを無視し、ゼロとしてプロットされなくなるようにできます。

• ダッシュボードのリスト・ページでは、フォルダがサポートされます。フォルダによって、
個別のダッシュボードに対する権限を割り当てるかわりに、フォルダ内のすべてのダッシ
ュボードに対する権限を割り当てることができます。ダッシュボードのリスト・ページで
は、インフォレットやデータ入力フォームと同じフォルダ階層を使用しており、すべての
アーティファクトおよびフォルダは、「ライブラリ」と呼ばれるルート・フォルダ内に存在
します。

ノート:

管理者のみがファイル(たとえば、ダッシュボード、インフォレット、フォーム、
レポートなど)を「ライブラリ」ルート・フォルダに追加できます。

• ダッシュボードのリスト・ページでは、ダッシュボード表示の「フラット・ビュー」と「ツ
リー・ビュー」を切り替えることができます: 

その後、「検索」 を使用してダッシュボードを検索できます。フラット・ビューには、
検索条件と一致するダッシュボードのみが表示され、それらを含むフォルダは表示されま
せん。ツリー(階層)ビューには、ダッシュボードとそれらが含まれるフォルダが一緒に表示
されます。
別のキーワードで検索するには、「検索」ボックスの をクリックして検索条件をクリア
します。

ダッシュボード 1.0のダッシュボードの作成
選択するダッシュボード・バージョンを決定する際に役立つ情報を確認できます。ダッシュボ
ード・バージョンについてを参照してください。
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ノート:

ダッシュボード 2.0のダッシュボードを作成するには、ダッシュボード 2.0のダッシ
ュボードの作成を参照してください。

1. ホーム・ページから、「ダッシュボード」をクリックし、「作成」をクリックします。

2. 提供されるオプションから、「ダッシュボード」 1.0を選択します。
 

 

3. デフォルトのダッシュボード名をクリックし、入力ボックスに新しい名前を入力すること
により、名前を入力します。
カスタム・フォーマットのタイトルをダッシュボードに指定するには、「設定」をクリック
し、「名前をタイトルとして使用」の選択を解除し、タイトルを入力して、ダイアログ・ボ
ックスのフォーマットを設定します。

4. 左側のデザイン・パレットから、オブジェクトをダッシュボード・キャンバスにドラッグ・
アンド・ドロップします。
次のオブジェクトから選択します。
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表 14-3 ダッシュボード・オブジェクト

オブジェクト 説明
フォーム フォーム・フォルダにナビゲートするか、名前で検索して、ダッシュ

ボードに含めるフォームを選択します。フォームをダッシュボード
に追加した後にそのフォームの指示を表示するには、フォームの上に
カーソルを置き、「指示」

をクリックします。
フォームに設定されているアクセス権限がダッシュボードで保持さ
れます。

チャート・タイプ ダッシュボードに含めるチャート・タイプを選択します。最初に追加
した際、選択したチャートにはサンプル・データがあります。続い
て、それをそのデータ・ソースとしてのフォームに関連付けます。チ
ャートをフォームにリンクすると、ユーザーは、関連付けられたチャ
ートに対するフォームでのデータ変更の影響をすぐに確認できます。
デフォルトでは、欠落データまたは抑制データはゼロとしてプロット
されます。選択したチャート・タイプ(「面」、「バブル」、「組合せ」、
「折れ線」、「レーダー」および「散布」)のチャートの設定で、「欠落値
をゼロとしてプロット」オプションをクリアして、この設定を無効化
できます。このオプションがクリアされると、欠落データまたは抑制
データが無視されて、そのチャート・タイプでプロットされなくなり
ます。
「組合せ」チャート・タイプでは、行データが交互に垂直棒と折れ線
でチャート内に表示されます。たとえば、フォームの行 1のデータは
棒として、行 2のデータは折れ線として表示され、偶数と奇数の行の
チャート・タイプが交互に入れ替わります。「組合せ」チャート・タ
イプで表示できるデータは 20行までですが、特に 2つのカテゴリの
データを比較する際に便利です。たとえば、ドイツとフランスの平均
為替レートを複数年にわたって比較するため、フォームの行 1にドイ
ツのレートがあり、フランスのレートが行 2にある場合などです。
「ゲージ」チャート・タイプの詳細は、ゲージ・チャート・タイプに
ついてを参照してください。
パフォーマンス・タイルと呼ばれることもあるタイル・チャート・タ
イプを使用すると、キューブから特定の値を選択して表示できます。
タイル・チャート・タイプについてを参照してください。

注釈 「外部アーティファクト」、「注釈」の順に選択します。データまたは
チャートを説明するテキストを入力します。テキスト制限は、リッ
チ・テキスト用に追加されるフォーマット・タグを含めて、2000文
字であることに注意してください。

URL 動的なWebページのサマリーです。「外部アーティファクト」、
「URL」の順に選択します。https://セキュリティ・プロトコルで
始まる外部サイトの URLのみを挿入します。内部または相対 URL
や、google.comなどの同意していないサード・パーティ・サイトの
URLを使用しないでください。

5. ダッシュボード設定とオブジェクトのホバー・ツールバーを使用してダッシュボードをカ
スタマイズし、「保存」をクリックします。
ダッシュボードのレイアウトについて - バージョン 1.0を参照してください。

「ダッシュボード」リスト・ページで「別名コピー」を使用すると、ダッシュボードを簡単に複
製して変更できます。コピーするダッシュボードの横にある「アクション」アイコンを選択し
ます。
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マスター・フォームと詳細を含むダッシュボードの作成
1つのマスター・フォームと複数の詳細(ターゲット)オブジェクト(フォームまたはチャート)を
含むダッシュボードを設計できます。その場合、マスター・フォームのメンバーの選択によっ
てターゲット・オブジェクトのメンバーが自動的にフィルタ処理され、ターゲット・オブジェ
クトには、マスター・フォームでハイライトされたメンバーに関連する詳細のみが表示されま
す。
マスター・フォームとターゲット・オブジェクトを含むダッシュボードを設計する際の考慮事
項:

• マスター・フォームは常にフォームでなければなりません(チャートをマスター・フォーム
としてタグ付けすることはできません)。

• ターゲット・オブジェクトはフォームでもチャートでもかまいません。
• マスター・フォームを含むダッシュボードは、常に複数のオブジェクトを含む必要があり
ます。

• ダッシュボード上の 1つのフォームだけをマスターとしてタグ付けできます。ダッシュボ
ード上の別のフォームをマスターとしてタグ付けする場合は、まず既存のマスター・フォ
ームのタグ付けを解除する必要があります。

マスター・フォームとターゲット・オブジェクトを含むダッシュボードを作成するには:

1. 少なくとも 1つのフォームと 1つまたは複数のターゲット・オブジェクトを含むダッシュ
ボードを作成します。
ダッシュボードの作成および管理を参照してください。

2. 「アクション」をクリックしてから、「編集」を編集して、必ずダッシュボードをデザイナ・
モードにします。

3. ダッシュボード上でマスターとして指定するフォームを選択し、フォームの「設定」アイ
コンをクリックしてから、「マスターとしてタグ付け」を選択します。

マスター・フォーム内のデータに関連するターゲット・フォームまたはチャートのデータをフ
ィルタ処理するには、マスター・フォーム内の関連するデータを右クリックし、「コンテキスト
の適用」を選択します。

ダッシュボードのレイアウトについて - バージョン 1.0
バージョン 1.0でのダッシュボードのレイアウトの設定について:

• 最初にドラッグしたオブジェクトがキャンバス全体を占有します。
• その後、既存のオブジェクトの上下左右にオブジェクトをドラッグします。
• ダッシュボード・キャンバスには、2種類のドロップ・ゾーンが用意されています。2つの
オブジェクトを相互に並べて配置し、それぞれがスペースの半分を占有するものと、3つ
のオブジェクトを配置し、それぞれがスペースの 3分の 1を占有するものです。

• オブジェクトを左右および上下に並べて表示するようにダッシュボードを設計でき、それ
ぞれを独自のサイズに調整することもできます。

• 「フレキシブル」レイアウトを使用しているオブジェクトのサイズを変更するには、オブジ
ェクトの枠線をドラッグします。オブジェクトのハンドルをクリックして拡張し、ハンド
ルを再びクリックしてオブジェクトを元のサイズに戻すこともできます。

• 「固定」レイアウトを使用しているオブジェクトのサイズを変更するには、「設定」でその
幅または高さの割合を設定します。
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• フォームのレイアウトは非対称にすることができます。
• ランタイム・モードでは、ユーザーがフォームに対するアクセス権を持っていない場合や
フォームが見つからない場合、隣接するオブジェクトがそのスペースを占有します。デザ
イナ・モードでは、空のオブジェクトがすべて表示され、デザイナはそれらを削除するよ
うに選択できます。

ゲージ・チャート・タイプについて
ゲージ・チャート・タイプは、データ値が許容範囲内に収まっているかどうかを確認する場合
に便利です。最大値および範囲の最大値を設定すると、ゲージに範囲が赤、黄色および緑で表
示され、現在の値をすばやく評価できます。そのため、ゲージ・チャート・タイプを使用する
と、重要なデータ・ポイントやメジャーにおける問題を簡単に特定できます。たとえば、しき
い値が売上げ目標を示すように設定し、ゲージを使用して現在の売上げを表示できます。
フォームに複数の値がある場合、最大 36個(フォームの最初の 6行と最初の 6列の値)まで、複
数のゲージを表示できます。フォーム内の残りの値は無視されます。ゲージ・チャートに 1つ
の値のみを表示する場合は、セル値が 1つのみのフォームにそれを関連付けます。
ダイヤル・ゲージまたはステータス・メーター・ゲージを選択できます。ステータス・メータ
ー・ゲージは、水平棒または垂直棒を使用して表示できます。
ダッシュボード・デザイナは次の設定を行うことができます。
• 最大値: ゲージの最高値。ダッシュボード・デザイナが「最大値」をデフォルトとして設定
した後、ユーザーが実行時にそれを一時的に変更できます。ダッシュボード・デザイナが
最大値を指定しなかった場合、アプリケーションでは、最大値がゲージの値より大きいも
のに自動的に設定されます。

• しきい値:

– 「低しきい値」、「中しきい値」および「高しきい値」: メジャーが許容範囲内にあるか
どうかを視覚的に示すために、これらのしきい値を使用して、指定した値に基づいて
ゲージを赤、黄色および緑で表示できます。

– 低い値が適しているしきい値。
– ゲージでしきい値にカーソルを置くと表示されるしきい値の適切なラベル。
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たとえば、次のようなフォームのデータがあるとします。

結果として生成されるダイヤル・ゲージは次のようになります。
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結果として生成される垂直棒を使用したステータス・メーター・ゲージは次のようになります。

ノート:

フォームのセルに値がない場合、そのセルについてはゲージが表示されません。ま
た、少なくとも 2つの連続するしきい値を指定する必要があります。アプリケーショ
ンでは、チャートを計算するために中間のしきい値が必要です。

タイル・チャート・タイプについて
タイルは、キューブから特定の値を選択して表示できるチャート・タイプです。フォームをデ
ータ・ソースとして使用する以外に、タイルに値を提供するセル交差を直接入力することもで
きます。横方向に最大 6つのタイルと、下方に 4つの行をダッシュボードに含めて、それらに
タイトルを指定できます。タイルをデータに関連付けるまで、サンプル・データが表示されま
す。
フォームをタイルのデータ・ソースとして使用する場合:

• 1つのオブジェクトにつき最大 6つのタイルを含めることができます。
• 最初の列の値(6行目まで)が、タイルを作成するために使用されます。
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ノート:

場合によっては、フォーム内で、グリッドとして表示されたときに最初の列が縮
小される(非表示になる)ことがあります。ただし、タイルがフォームからその値
を取得する際には、縮小された列も考慮されます。

• タイルのタイトルは行のタイトルで、最初の列から、続いて行によってその値を取得しま
す。

• タイルのタイトル、タイルの高さのパーセンテージ、凡例を設定でき、含めるフォームの
軸を選択できます。たとえば、3つの行があるフォームを選択すると、タイルに 3つの値
が表示されます。

タイルのデータ・ソースとしてセル交差を使用する場合は、1つのオブジェクトにつきタイル
を 1つのみ含めることができます。

ヒント:

タイル・チャート・タイプを選択するには、リストの下部にあるリンクをクリックし
て、チャート・タイプのリストを展開します。

タイル・チャート・タイプに設定できるオプションは、次のとおりです。値の表示は、タイル
の水平方向で左、中央、右に設定することができます。

大きい数字のスケーリング
大きい数字で特に便利なのは、通貨値の表示方法を指定できることです。たとえば、タイル値
が 1,689,000の場合に、スケーリング・オプションとして「K」を選択すると、タイルにはこ
の値が「1689K」と表示されます。スケーリングのオプションは次のとおりです。
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• なし: スケーリングを適用しません。
• 自動: 範囲に応じて値が表示されます。たとえば、1,500は「1.5K」、1,689,000は
「1.69M」、42,314,531,211は「42.31B」、1,234,567,891,234は「1.23T」としてそれぞれ表
示されます。

• K: 千単位で値が表示されます。たとえば、1689000は「1689K」と表示されます。
• M: 百万単位で値が表示されます。たとえば、123,456,789は「123M」と表示されます。
• B: 十億単位で値が表示されます。たとえば、12,345,678,912は「12B」と表示されます。
• T: 兆単位で値が表示されます。たとえば、1,234,567,891,234,567は「1,234T」と表示さ
れます。

ダッシュボードの色のカスタマイズ
企業では、標準的な色のセットを使用して、チャート内の様々なタイプのデータを示している
場合があります。たとえば、実績データは濃い青で、予算データは水色で示されます。ダッシ
ュボードの色をカスタマイズする際は、フォームの行の順序で色を選択します。系列 1はデー
タの最初の行を表し、以降はそれに続きます。フォームの各行に、チャート内のデータを表す
色を割り当てることができます。
棒、折れ線、面、バブル、列、組合せ、ドーナツ、円、レーダー、散布の各グラフ・タイプで
ダッシュボードの色をカスタマイズできます。
1. ダッシュボードのデザイン・パレット上のチャートで、「設定」 をクリックします。
2. 「色」をクリックします。
3. 「デフォルト」チェック・ボックスをクリアして、変更する系列の下向き矢印 をクリッ
クします。
背景のチャートで、各系列が表すデータ・タイプを確認します。
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4. 選択した系列に指定する色をクリックして、「閉じる」をクリックします。

ノート:

最初に表示されているよりも多くの色の濃淡を選択するには、「カスタム色」をク
リックします。

選択内容は、現在のチャートにのみ適用されます。ダッシュボードで他のチャートの色を変更
する場合も、このステップに従います。

1.0ダッシュボードのグローバル POVとローカル POVについ
て

フォームのローカル POVには、フォーム設計者がそのフォームについて選択したディメンシ
ョン・メンバーが反映されます。ダッシュボードではグローバル POVバーもサポートされて
おり、各オブジェクトで繰り返されないように、共通するローカル POVはグローバル POVバ
ーに組み込まれます。
ダッシュボード 1.0の POVの例
次の 1.0ダッシュボードには、グローバル POVバー(「エンティティ」、「製品」および「年」を
示す)とローカル POV (Q2を示す「プラン」ドロップダウン・リスト)が表示されています。
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グローバル POVバーがある場合、グローバル POVバーでページを変更し、「実行」をクリッ
クすると、フォームに基づいたすべてのオブジェクトについてページが変更されます。グロー
バル POVバーはダッシュボードの最上部に、すべてのオブジェクトより上に表示されるのに
対して、ローカル POVバーはオブジェクト内に表示されます。ユーザー変数は、ダッシュボ
ードのグローバル POVとローカル POVの両方でサポートされており、動的ユーザー変数を
POVバーから直接変更できます。
ダッシュボードの「設定」で、POVを表示するか、非表示にするか、およびグローバル POV
バーを有効にするか、無効にするかを設定できます。(「POVバー」について「非表示」を、「グ
ローバル POVバー」について「有効化」を選択した場合、「非表示」オプションが「有効化」
オプションより優先されます。)グローバル POVバーは、デフォルトで有効になっています。無
効にすると、該当する場合、それぞれのローカル POVについて POV全体が表示されます。
グローバル POVバーについて:

• POVバーは、ローカル POVディメンション、ページ・ディメンションおよびユーザー変
数で構成されます。

• ダッシュボード上の各フォームのローカル POVおよびページに応じて、グローバル POV
バーが自動的に計算されます。

• それらは、そのダッシュボードでフォームを使用している他のオブジェクトに反映されま
す。つまり、それらは、ダッシュボード内のフォーム、フォームにリンクされたチャート、
およびデータ・ソースとしてフォームを使用するタイルに適用されます。そのため、ダッ
シュボードにデータ・ソースとしてフォームが含まれていない場合は、ローカル POVバー
もグローバル POVバーも使用できません。

次に、2つのフォームのローカル POVディメンションに基づいて、グローバル POVバーがど
のように計算されるかの例を示します。
グローバル POVバーが無効:

• フォーム Aのローカル POV: 年、エンティティ、製品
• フォーム Bのローカル POV: 年、エンティティ、プロジェクト
グローバル POVバーが有効:

• グローバル POVバー: 年、エンティティ
• フォーム Aのローカル POV: 製品

第 14章
ダッシュボード 1.0の作成および管理

14-24



• フォーム Bのローカル POV: プロジェクト
すべてのディメンションおよびページの選択がダッシュボード上のすべてのフォームに共通し
ているとはかぎらないため、ダッシュボード・オブジェクトの POV全体がローカル POVバー
とグローバル POVバーの間で分割されることがあります。グローバル POVバーとローカル
POVをあわせると、ダッシュボード上の各フォームの完全な交差情報が含まれます。
データ・ソースとしてフォームを使用するオブジェクトが、ダッシュボードで 1つのみである
場合、フォームの POV/ページ全体をグローバル POVバーに移動できます。
データ・ソースとしてフォームを使用するオブジェクトがダッシュボードに複数ある場合、ど
のディメンションがグローバル POVバーに移動し、どのディメンションがローカル POVにと
どまるかは次のように決まります。
• ディメンションがすべてのフォームの POVまたはページに含まれ、メンバーの選択がすべ
てのフォームで同じ場合、ディメンションはグローバル POVバーに移動します。

• ディメンションが 1つのフォームの POVおよび別のフォームのページに含まれる場合、デ
ィメンションはローカル POVバーにとどまります。

• ディメンションが POVに含まれる場合、そのディメンションについてすべてのフォームで
同じメンバーが選択されている必要があります。

• ディメンションがページ・ディメンションである場合、選択されたページ・メンバーがす
べてのフォームで同じであり、同じ順序で表示される必要があります。

1.0ダッシュボードの POVは、無効なページ・メンバーを非表示にして有効交差を保持しま
す。ダッシュボード POVと有効な交差を参照してください。

ダッシュボード POVと有効な交差
ダッシュボードの POVは、無効なページ・メンバーを非表示にすることで、有効な交差が優
先されています。フォームの場合と同様に、POVおよびページ・ディメンション内の選択した
全メンバーについて、「ページ」ドロップダウン・リストがフィルタされます。ダッシュボード
ではグローバル POVとローカル POVの両方がサポートされているため、「ページ」ドロップ
ダウン・リストをフィルタするコンテキストは、メンバーが存在する POVによって異なりま
す。「ページ」ドロップダウン・リストがグローバル POVにある場合、フィルタリング・コン
テキストはグローバル POVディメンションのみです。「ページ」ドロップダウン・リストがロ
ーカル POVにある場合、フィルタリング・コンテキストはすべてのグローバル・ディメンシ
ョンとチャートのローカル POVのディメンションです。
1.0ダッシュボードのグローバル POVとローカル POVについても参照してください。

ダッシュボード 2.0の作成および管理
次も参照:

• ダッシュボード 2.0のダッシュボード設計の概念
• ダッシュボード 2.0の考慮事項
• ダッシュボード 2.0のダッシュボードの作成
• ダッシュボード 2.0の設計時のメンバー・セレクタの操作
ダッシュボード 2.0のダッシュボードを設計する場合は、メンバー・セレクタを使用して
新しいディメンション・メンバーを簡単に検索して選択できます。

• ダッシュボード 2.0のフォーム 2.0のグリッドについて
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• ジオマップ・チャート・タイプについて
• ピラミッド・チャート・タイプについて
• ウォーターフォール・チャート・タイプについて
• ダッシュボードでの表の使用
• ダッシュボード 2.0のゲージ・チャート・タイプについて
• ダッシュボード 2.0のレーダー・チャート・タイプについて
• ダッシュボード 2.0の組合せチャート・タイプについて
• ダッシュボード 2.0のタイル・チャート・タイプについて
• ダッシュボード 2.0のグローバル POVとローカル POVについて
• クイック分析について
• ダッシュボード・デザインのガイドライン
見た目が美しく機能性にも優れた Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementダッシュボードを構築する方法に関するガイダンスをダッシュボード設計者
向けに提供します。

• ダッシュボード・タイプ
• 読取り専用ダッシュボード
• ユーザー別の読取り専用ダッシュボードの例
• 書込み可能ダッシュボード
• 書込み可能ダッシュボードの例
• ダッシュボード・レイアウトのガイダンス
• ダッシュボード・スタイル
• チャートでの色の順序付け
• ダッシュボード・デザインを改善するための推奨事項
• チャートのサイズ指定
• 読みやすさ
• POVによるダッシュボードの読みやすさの向上
• マスター詳細ダッシュボードの使用
• 間隔および配置
• 整合性
• サマリー

ダッシュボード 2.0のダッシュボード設計の概念
このトピックには、ダッシュボード 2.0のダッシュボードを設計する際に役立つ情報が含まれ
ています:

• ダッシュボード 2.0デザイナについて
• ダッシュボード 2.0デザイナを開く
• チャートのデータ・ソース
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• ダッシュボード 2.0に関するその他の役立つ情報
• ビデオ
ダッシュボード 2.0デザイナについて

ダッシュボード・デザイナは、次のダッシュボード・コンポーネントで構成されています:

• オブジェクト・パレット
• ダッシュボード・ツールバー
• ダッシュボード・ワークスペース
• プロパティ・パネル
• ダッシュボード・コンポーネント
ダッシュボード 2.0デザイナを開く
前述したように、ダッシュボード・ページのダッシュボード 2.0のダッシュボードは次のいず
れかのアイコンで識別されます:

•  (標準化されたインタフェースの「ダッシュボード 2.0」アイコン)

•  (従来のインタフェースの「ダッシュボード 2.0」アイコン)

ダッシュボード 2.0デザイナを開くには:

1. ホーム・ページで、「ダッシュボード」をクリックします。
2. 次のいずれかのオプションを選択してください:

• ダッシュボードを作成するには、「作成」をクリックし、「ダッシュボード 2.0」を選択
します。

• ダッシュボードを編集するには、編集するダッシュボード 2.0のダッシュボードの右側
にある「アクション」列で (「アクション」)をクリックし、「編集」をクリックしま
す。
ダッシュボード 2.0のダッシュボードの編集中にデータを操作する必要がない場合(た
とえば、ダッシュボード・コンポーネントおよびタイルを再配置する場合)は、 (「ア
クション」)をクリックし、「データなし編集」をクリックします。

3. ダッシュボード 2.0のダッシュボードがランタイム環境で開いている場合は、ランタイム
環境からダッシュボード・デザイナ環境に切り替えることができます。
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「アクション」をクリックし、「編集」または「データなし編集」を選択します。
チャートのデータ・ソース
ダッシュボード 2.0では、アド・ホック・グリッド、フォームおよびキューブからデータを選
択できます。オブジェクト・パレットからデータ・ソースを選択します。

ノート:

ダッシュボード 2.0のダッシュボードには、最大 12個のコンポーネントを含めるこ
とができます。

• プロパティ・パネルには、「チャート」タブ のダッシュボード・コンポーネントの完全
なデータ・ソース情報が表示されます。ダッシュボード・コンポーネントを選択し、
(「チャート」)をクリックします。データ・ソース情報は、「ビジュアライゼーション」見出
しの下に表示されます。

• クイック分析のデータ・ソースとしてキューブを使用する場合は、オブジェクト・パレッ
トからダッシュボード・ワークスペースにキューブをドラッグ・アンド・ドロップし、「検
索」ボックスをクリックしてメンバー名を入力するか、メンバー・セレクタを起動してメ
ンバーを選択します。これにより、「レイアウト」タブがプロパティ・パネルに表示され、
ディメンションをピボットし、POV、行軸または列軸に表示するディメンションを選択で
きます。クイック分析についてを参照してください。

ノート:

クイック分析を使用してチャートを作成できるのは、選択できる全ディメンショ
ンのうち 50個のメンバーという上限があります。この制限とキューブ内のディ
メンション数をあわせて、クイック分析に基づいたチャートでサポートされるグ
リッドの最大サイズが決まります。

• ダッシュボード・コンポーネントのデータ・ソースがフォームまたはアド・ホック・グリ
ッドである場合は、フォーム定義を使用してデータがフェッチされます。
– プロパティ・パネルでソース・フォームを変更するには、プロパティ・パネルの

(「チャート」)タブで「フォーム」プロパティをクリックします。
– チャートでビジュアル化できるフォーム・データの総量は 10,000セルです。デフォル
トでは、これは 100行と 100列です。ただし、行数と列数は、合計が 10,000セル以下
になる任意の組合せに変更できます。たとえば、行数を 5に減らすと、列数を 2,000 (5
x 2000=10,000)に増やすことができます。

– フォームの精度が設定されている場合、ダッシュボード 2.0への変換後に表示される値
は、フォームの精度設定に基づきます。フォームの精度値が設定されていない場合、
ダッシュボード 2.0への変換後に表示される値は変わる可能性があります。
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ノート:

ダッシュボード・コンポーネントのデータ・ソースがフォームで、そのフォーム
に空白のヘッダー・セルを含む行または構成されていない空の式の行がある場合、
対応するチャートの凡例は表示されません。

• 「ドーナツ」、「円」および「ゲージ」チャート・タイプの場合、1つのコンポーネントに複
数のチャートを追加できます。複数のチャートを追加するには、チャートの「表示」プロ
パティで「単一」または「複数」をクリックします。「単一」が選択されている場合、チャ
ートには基礎となるフォームのデータの最初の列のみが表示されます。「複数」が選択され
ている場合、基礎となるフォームのデータの列ごとにチャートが表示されます。

ノート:

「ドーナツ」、「円」および「ゲージ」チャート・タイプが含まれ、ダッシュボード
1.0からダッシュボード 2.0に変換されたダッシュボードの場合、「表示」プロパ
ティのデフォルト・オプションは「複数」です。新しく作成されたダッシュボー
ド 2.0のダッシュボードの場合、「表示」のデフォルト・オプションは「単一」で
す。

ダッシュボード 2.0に関するその他の役立つ情報
• ダッシュボードの作成時に、「アクション」をクリックし、保存して実行を選択すると、ダ
ッシュボード・ユーザーに対するダッシュボードの外観と動作をすぐに確認できます。デ
ザイナ・モードに戻ってダッシュボードの設計を続行するには、「アクション」をクリック
し、「編集」または「データなし編集」を選択します。

• デフォルトでは、欠落データまたは抑制データはゼロとしてプロットされます。選択した
チャート・タイプ(面、バブル、組合せ、折れ線、レーダーおよび散布図)のチャートの設定
で、「欠落値をゼロとしてプロット」オプションを選択して、この設定を無効化できます。
このオプションが無効になっている場合は、そのチャート・タイプでは欠落データまたは
抑制データが無視され、ゼロとしてプロットされなくなります。

• ダッシュボード 2.0の考慮事項を確認するには、ダッシュボード 2.0の考慮事項を参照し
てください。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
ダッシュボード・デザイナで複数のコンポーネント
を持つダッシュボードをダッシュボード 2.0向け
に作成する方法を学習します。

 ダッシュボード 2.0でのダッシュボードの
作成

オブジェクト・パレット
ダッシュボード・デザイナの左側には、ダッシュボード・コンポーネントのコンテンツを選択
するオブジェクト・パレットがあります。単にオブジェクト・パレットからワークスペースに
オブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップするか、「検索」ボックスを使用してコンテンツを
検索します。
オブジェクト・パレットのサイズを変更できます。オブジェクト・パレットのサイズを変更す
るには、パレットの右側にカーソルを置き、ドラッグします。パレットを非表示にするには、
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ハンドル・アイコン が表示されるまでパレットの上にカーソルを置き、このアイコンをクリ
ックしてパレットを非表示にします。  (ハンドル)を再度クリックすると、パレットが再度開
きます。
オブジェクト・パレットのコンテンツは、次のカテゴリにグループ化されます:

Table 14-4    オブジェクト・パレットのコンテンツのカテゴリ

アイコン 説明
キューブ: 事前作成されたフォームがなくても、キューブのコンポーネン
トをダッシュボードに追加することでクイック分析を実行します。
クイック分析についてを参照してください。
ライブラリ: フォーム・フォルダに移動するか名前で検索して、ダッシュ
ボードに含めるアド・ホック・フォームおよび標準フォームを選択しま
す。
• 「リスト」をクリックして、フォームを「リスト・ビュー」または
「ツリー・ビュー」で表示します。

•
 (「検索」)をクリックして、検索キーワードを入力します。

フォームに設定されているアクセス権限がダッシュボードで保持されま
す。
ビジュアライゼーション : ダッシュボードに含めるチャートを選択しま
す。
チャートでデータを表示するには、キューブのコンポーネントを選択す
るか、そのチャートをデータ・ソースとしてフォームに関連付ける必要
があります。チャートをフォームにリンクすると、ユーザーは、関連付
けられたチャートに対するフォームでのデータ変更の影響をすぐに確認
できます。
その他:
• 注釈: 入力したコメントをグラフまたはチャートの下、およびプロパ
ティ・パネルの「チャート」タブの下部に追加します。「注釈」に
は、WYSIWYGテキスト・エディタが含まれています。

• URL: 入力した URLをグラフまたはチャートの下、およびプロパテ
ィ・パネルの「チャート」タブの下部に追加します。「URL」には参
照 URLリンクが含まれており、URLは IFrameをサポートしてい
る必要があります。
https://セキュリティ・プロトコルで始まる外部サイトの URL
のみを挿入します。内部または相対 URLや、google.comなどの同
意していないサード・パーティ・サイトの URLを使用しないでくだ
さい。
同じ Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management
インスタンスまたは別の Cloud EPMインスタンスのフォームやダ
ッシュボードなど、他の EPMアーティファクトへのダッシュボー
ド・ダイレクト URLを埋め込まないでください。

Note:

ダッシュボードに追加された URLがラン
タイム環境で機能しない場合は、その URL
を右クリックし、新しいタブでリンクを開
きます。
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ダッシュボード・ツールバー
ダッシュボード・デザイナの右上隅には、次のダッシュボード・タスクを実行できるダッシュ
ボード・ツールバーがあります:

Table 14-5    ダッシュボード・ツールバー

アイコン 説明
「情報」アイコンは、ダッシュボードがあるフォルダを表示します。
「データのリフレッシュ」アイコンは、ダッシュボード全体に関連付けら
れているすべてのデータをリフレッシュします。
「POV設定」アイコンは、次の POVアクションを実行します:
• POV : ディメンション・ラベルの非表示: ダッシュボードにグローバ

ル POVバーが含まれている場合、選択すると、グローバル POVバ
ーでディメンション名が非表示になります。もう一度このオプショ
ンの選択を解除すると、グローバル POVバーにディメンション名が
表示されます。

• POV : 自動適用: ダッシュボードにグローバル POVまたはローカル
POVが含まれている場合、このアクションを有効にすると、変更が
自動的に POVに適用されます。変更が自動的に適用されないよう
にするには、このオプションの選択を解除します。

• POV : すべてのページ選択のクリア:
「追加」アイコンは、新しい空のダッシュボード・コンポーネントをデザ
イン・キャンバスに追加します(これは、ドラッグ・アンド・ドロップに
かわる方法です)。
「プロパティ」アイコンは、プロパティ・パネルの表示/非表示を切り替
えます。

「アクション」メニュー 「アクション」メニューでは、次のアクションを実行できます:
• 最終保存時の状態に戻す: ダッシュボードが最後に保存されて以降
行われた編集を破棄します

• 保存して実行: 行った編集を保存し、ランタイム環境でダッシュボー
ドを開きます

保存 「保存」をクリックすると、ダッシュボード定義が保存されます。

ダッシュボード・ワークスペース
ページ中央の、オブジェクト・パレットと「プロパティ」パネルの間の大きな領域は、ダッシ
ュボード・ワークスペースです。ドラッグ・アンド・ドロップに加えて、「検索」ボックスを使
用して、コンポーネントごとに表示するデータを指定または検索できます(コンポーネントは、
ダッシュボード・オブジェクト(チャートや表など)を追加できるダッシュボード・ワークスペ
ース内の空のオブジェクトです)。ダッシュボード・ワークスペースには最大 12個のコンポー
ネントを追加できます。
フォーム・バージョンがフォーム 2.0である場合、ワークスペースにドロップされたフォーム
は、最初は、編集可能なグリッドとしてレンダリングされます。ワークスペースにドロップさ
れたアド・ホック・グリッドは、最初は表としてレンダリングされます。
• 最初にドラッグ・アンド・ドロップしたオブジェクトがワークスペース全体を占有し、そ
の後、追加オブジェクトをオブジェクト・パレットから既存のコンポーネントの左、右、
上または下にドラッグします。
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• コンポーネントをダッシュボードの別の部分に移動するには、そのコンポーネントをクリ
ックし、ドラッグ・アイコンが表示されるまでコンポーネントの上端にカーソルを置きま
す。コンポーネントを別のコンポーネントの左、右、上または下にドラッグ・アンド・ド
ロップすると、ダッシュボード上の他のコンポーネントが移動し、再配置されます。

• コンポーネントをワークスペース全体に広がるように最大化するには、コンポーネントに
カーソルを置いて (「アクション」)をクリックし、「最大化」をクリックします。コンポ
ーネントがワークスペース全体に広がり、ワークスペース上の他のコンポーネントは非表
示になります。 (「アクション」)、「復元」の順にクリックすると、コンポーネントが元
のサイズに戻り、ワークスペース内の他のコンポーネントが再び表示されます。

• ダッシュボード内のコンポーネントの高さおよび幅を変更するには、次のいずれかのアク
ションを実行します:

– ダッシュボード・ワークスペース内のコンポーネントの枠線をドラッグします

– ダッシュボード・コンポーネントを選択し、右側の「プロパティ」パネルで (「チ
ャート」)をクリックして、コンポーネントの高さおよび幅を表示して変更します。

• ダッシュボード・ワークスペースの全体的なサイズを最大化するには、ワークスペースの
いずれかの側にあるオブジェクト・パレットとプロパティ・パネルのサイズを変更したり、
非表示にすることができます。

• URLコンポーネントを含むダッシュボードの場合、URLコンポーネントの本体をクリック
しても、フォーカスは URLコンポーネントに切り替わりません。フォーカスを URLコン
ポーネントに切り替えるには、[Alt]を押しながら[W]を押すか、カーソルが「移動」アイコ
ン に変わるまで URLタイトル・バーの上にカーソルを置き、クリックしてフォーカス
を変更します。

Note:

ランタイム環境では、ユーザーがフォームなどのオブジェクトに対するアクセス権を
持っていない場合やフォームが見つからない場合、隣接するコンポーネントがそのス
ペースを占有します。デザイナ環境では、すべての空のコンポーネントが表示される
ため、デザイナはそれらを削除することもできます。

プロパティ・パネル
ダッシュボード・デザイナの右側には、ダッシュボード全体の一般プロパティおよびコンポー
ネント固有のプロパティを設定できる「プロパティ」パネルがあります。
「プロパティ」パネルのサイズを変更できます。パネルのサイズを変更するには、パネルの左側
にカーソルを置き、ドラッグします。パネルを非表示にするには、ページの上部にある  (「プ
ロパティ」)をクリックします。  (「プロパティ」)を再度クリックすると、パネルが再度開き
ます。
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Table 14-6    プロパティ・パネル

アイコン 説明
「一般」タブには、ダッシュボード全体の次のプロパティが含まれていま
す:
• 名前: ダッシュボード全体のタイトルを編集します。
• 説明(オプション): ダッシュボードについて説明します。
• POVバー: POVバーを表示または非表示にします。
• グローバル POVバー: グローバル POVバーを有効または無効にし
ます。

• スタイル: ダッシュボードのカラー・スキームを選択します。オプシ
ョンは、「デフォルト」、「明るい」および「暗い」です。

Note:

「暗い」を選択すると、ダッシュボードのエラー・メッセ
ージおよび凡例テキストが見づらくなります。

• 枠線: コンポーネントの枠線を表示または非表示にします。
• 背景: 色のメニューから新しいダッシュボードの背景を選択します。

Note:

ダッシュボードにグリッドが含まれている場合は、背景
色のみが変更されます。グリッドの色は変わりません。

• 名前をタイトルとして使用: 「いいえ」を選択すると、ダッシュボー
ドのタイトルをカスタマイズできます。フォント・ファミリ、フォ
ント・サイズ、太字、斜体、下線、フォントの色およびフォントの
背景色を変更して、タイトルをさらにカスタマイズできます。

POVの詳細は、ダッシュボード 2.0のグローバル POVとローカル POV
についてを参照してください。
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Table 14-6    (Cont.) プロパティ・パネル

アイコン 説明
「関連付け」タブには、ダッシュボードおよび基礎となるフォーム・デー
タに関連付けられているルールがリストされます。

Note:

グローバルな保存中に実行する必要がある
ルールを関連付けることができます。これ
らのルールは、いつでも関連付けたり、削
除することができます。

ルールを追加して編集できます:
• ルールが関連付けられていない場合は、  (「ビジネス・ルールの
追加/編集」)をクリックして、選択するルールのリストを表示します。
ダッシュボード内のフォームにすでに関連付けられているルールが
最初にリストされ、次のような名前が付けられています:
<フォーム名>のビジネス・ルール

• ルールを追加する場合は、ルールの実行タイミングを指定する必要
があります: 「ロード前」、「ロード後」、「保存前」、「保存後」、「フォ
ームのメンバーを使用」、「プロンプトの非表示」。

• 「アクション」で、ルールを削除したり、ルールの実行順序を変更す
ることができます: 「一番上へ移動」、「上へ移動」、「下へ移動」、「一
番下へ移動」および「削除」。

• ルールに実行時プロンプトがある場合、それらはルールの実行時に
表示されます。

ビジネス・ルールのプロパティの設定を参照してください。
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Table 14-6    (Cont.) プロパティ・パネル

アイコン 説明
「チャート」タブには、チャート・タイトル、コンポーネントの高さ、
幅、背景色など、ダッシュボードで選択されているコンポーネントのプ
ロパティが含まれています。また、チャート・タイプ、データ・ソース・
タイプ、および各コンポーネントに使用されている基礎となるフォーム
を変更することもできます。コンポーネントごとに異なる背景色を使用
すると、各ダッシュボード・コンポーネントを一意に区別できます。チ
ャート・タイトルを削除するとスペースが解放され、ローカル POVバー
およびチャート自体に応じてスペースが調整されます。
行と列の場合、チャートでビジュアル化できるフォーム・データの総量
は 10,000セルです。デフォルトでは、これは 100行と 100列です。た
だし、行数と列数は、乗算の合計が 10,000セル以下になる任意の組合せ
に変更できます。たとえば、行数を 5に減らすと、列数を 2,000 (5 x
2000=10,000)に増やすことができます。

Note:

10,000セルのビジュアライゼーション制
限はグリッドには適用されません。
チャートに関連付けられているフォームが
10,000セルのビジュアライゼーション制
限を超えると、フォームに表示されるデー
タとダッシュボードのチャートでデータを
ビジュアル化する方法の間に矛盾が発生す
る可能性があります。また、チャートや凡
例のドリルスルーなど、他の実行時の問題
が発生する可能性もあります。

このコンポーネントに「注釈」または「URL」情報タイプを追加した場
合は、このタブの下部にあるそれらの情報タイプのコンテンツを編集で
きます。
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Table 14-6    (Cont.) プロパティ・パネル

アイコン 説明

 (このアイコンは、ダッシ
ュボードで選択されているコ
ンポーネントによって異なり
ます)

このタブでは、選択したチャートまたは表のビジュアライゼーションを
カスタマイズできます。
値のスケール方法、行区切りやグリッド線の表示または非表示、ヘッダ
ーやデータについての異なるフォント・サイズおよび色の選択、垂直ま
たは水平の向きの設定、凡例の位置の定義、表へのスパーク・チャート
の追加、セカンダリ Y軸の追加など、選択したコンポーネントの表示プ
ロパティを設定します。
プロパティの詳細な説明については、チャート・タイプのトピックを参
照してください。

Note:

ダッシュボード 2.0のデータ・ビジュアラ
イゼーションの場合、現在、カスタム色パ
レットで 15色ではなく 12色のみがサポ
ートされています。以前の更新で 15色を
使用してダッシュボードを作成した場合、
実行時には引き続き 15色が表示されま
す。ただし、カスタム色を変更しようとす
ると、ダッシュボード・デザイナで選択お
よび保存できる 12色のみが表示されま
す。

「レイアウト」タブには、クイック分析用に選択したキューブの「POV」、
「行」および「列」プロパティが含まれています。
クイック分析についてを参照してください。

ダッシュボード・コンポーネント
ダッシュボード・ワークスペースには最大 12個のコンポーネントを追加できます。
ワークスペースのコンポーネントにカーソルを置くと、そのコンポーネントのツールバーが右
上隅に表示されます:

Table 14-7    ダッシュボード・コンポーネントのツールバー

アイコン 説明
情報: フォーム名、フォームのフォルダ・パス、キューブなど、基礎とな
るフォームの詳細を表示します
保存: 変更したデータを保存し、コンポーネントに関連付けられているル
ールを実行します
リフレッシュ: ダッシュボード・コンポーネントに関連付けられたデータ
をリフレッシュします
チャート・タイプ: コンポーネントに関連付けられているチャート・タイ
プを変更します
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Table 14-7    (Cont.) ダッシュボード・コンポーネントのツールバー

アイコン 説明
「アクション」メニュー:
• 最大化: ダッシュボード・コンポーネントを拡大します。最大化した
後、「復元」をクリックすると、ダッシュボード・コンポーネントは
元のサイズに戻ります。

• フォームを開く: 現在のタブの横に、コンポーネントに関連付けられ
ているランタイム・フォームを動的タブで開きます。

• フォームの編集: 適切な権限を持っている場合は、コンポーネントに
関連付けられているフォームがフォーム・エディタで開きます。フ
ォーム・エディタは、現在のタブの横に動的タブで開きます。

• 削除: フォームを削除します。

ダッシュボード 2.0の考慮事項
ダッシュボード 2.0の使用時には、次の考慮事項に注意してください:

• ダッシュボード 2.0でダッシュボードを表示すると、各フォームのデータは、フォームの
最初の行の最初のセルのデータ型に基づいてビジュアル化されます。たとえば、フォーム
の最初の行の最初のセルでパーセンテージのデータ型が使用されている場合、ダッシュボ
ード 2.0でそのフォームに表示されるデータはパーセンテージとしてビジュアル化されま
す。同じダッシュボード内の別のフォームで、最初の行の最初のセルに数値のデータ型が
使用されている場合、データは小数として表示されます。

• チャートの場合、データを正しくレンダリングするために各列に一意の名前を付ける必要
があります。

• 一部のダッシュボード 2.0チャート(折れ線グラフや面グラフなど)では、データ・マーカー
がデフォルトで常に表示されます。将来の更新により、ダッシュボード・デザイナでデー
タ・マーカーの表示を制御できるようになります。

• 3Dビジュアライゼーションは、ダッシュボード 2.0ではサポートされていません。これ
は、ダッシュボード 2.0の次のチャート・タイプに影響します:

– 面
– 棒
– バブル
– 縦棒
– 組合せ
– ドーナツ
– ゲージ
– グリッド
– 折れ線
– レーダー
– 散布
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Note:

ダッシュボード 1.0では、必要に応じてチャートの 3Dビジュアライゼーション
が引き続きサポートされます。

• 今後の更新で、ダッシュボード 2.0ではスマート・プッシュがサポートされる予定です。
• ファンネル・チャートは、プロセスのステージ(営業プロセスのステージなど)のデータを表
示する場合に役立ちます。ファンネル・スライスの領域は、対応するステージのその値に
比例します。ダッシュボード 1.0は、ダッシュボード 2.0がファンネル・チャートをレン
ダリングする方法とは大きく異なる方法でファンネル・チャートをレンダリングします。
ダッシュボード 1.0では、ファンネル・チャートは複数の列をサポートし、フォームの最
初の 2行は実績とターゲットを比較するために使用されます。チャートでは、それぞれの
列に対応するファンネルの 2つの間の差異がプロットされます。ダッシュボード 2.0で
は、ファンネル・チャートは最初の列のみをサポートし、行の各セルに対応するファンネ
ルの領域は色付けされ、その数値に比例してサイズが変更されます。

• ダッシュボード 2.0のチャート・タイプからアド・ホック・グリッドにアクセスしている
場合:

– 分析は、フォーム上に構築されたチャート要素に対してのみ機能します。
– 分析は、ジオマップ・チャート・タイプまたはクイック分析チャートではサポートさ
れません。

– 式の行または列があるフォーム上に構築されたチャートでは、式の行/列に対応するチ
ャート要素(棒グラフの棒など)を右クリックしてから「分析」をクリックしても、アク
ションは実行されません。

• 今後のダッシュボードの拡張機能はすべてダッシュボード 2.0に含まれます。
フォーム・バージョンとダッシュボード 2.0

ランタイム・フォームも 2つのバージョンで使用可能です:

• フォーム 1.0: Oracle ADF Fuseコンポーネントを使用する Slick Gridを使用しています
• フォーム 2.0: Oracle JETコンポーネントを使用する Slick Gridを使用しています
ダッシュボード 2.0の特定の機能は、フォーム 2.0でのみ機能します。たとえば、ダッシュボ
ード 2.0でフォーム・グリッド内のデータを直接操作できるのは、基礎となるフォームがフォ
ーム 2.0のフォームである場合のみです。「フォーム・バージョン」は、アプリケーション設定
で更新できます。
ダッシュボード・バージョンとフォーム・バージョンが相互作用する方法にはいくつかの違い
があることを知っておく必要があります。
フォーム・バージョン 1.0

「フォーム・バージョン」アプリケーション設定が「フォーム 1.0」に設定されている場合:

• ダッシュボード 1.0とフォーム 1.0は引き続き併用できます。
• ダッシュボード 2.0とフォーム 1.0は併用できません。
フォーム 2.0はダッシュボード 2.0でのみサポートされます。すべての相互作用にフォー
ム 2.0とダッシュボード 2.0を使用します。
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ダッシュボード 2.0のダッシュボードを選択し、ダッシュボード 2.0コンポーネントの初期化中
にエラーが発生しましたというメッセージが表示された場合は、ダッシュボードにフォーム
2.0のフォームが関連付けられており、ダッシュボードを表示する前に、フォーム 2.0が有
効になっていることを確認する必要があります。

• ダッシュボード 2.0のアーティファクトが作成されると、「グリッド」ビジュアライゼーシ
ョン・オプションは使用できなくなります。

• ダッシュボード 2.0でフォームをグリッドとして使用するには、「フォーム・バージョン」
アプリケーション設定を「フォーム 2.0」に更新します。

• 既存のダッシュボード 2.0のダッシュボード(2023年 11月より前に作成されたダッシュボ
ード 2.0のダッシュボード)では引き続き、フォームが表およびチャートとして表示され、
グリッドとしては表示されません。

フォーム・バージョン 2.0

「フォーム・バージョン」アプリケーション設定が「フォーム 2.0」に設定されている場合:

• ダッシュボード 1.0とフォーム 2.0は引き続き併用できます。
• ダッシュボード 2.0では、「グリッド」ビジュアライゼーション・オプションが表示され、
読取り、書込みおよび計算機能を備えたフォーム 2.0を使用します。

• ダッシュボード 1.0内のフォーム 2.0は、フォーム 1.0として表示されます。

Note:

保存したフォーム定義は、「フォーム・バージョン」アプリケーション設定(「フォー
ム 1.0」または「フォーム 2.0」)に関係なく、ダッシュボードのチャートのデータ・ソ
ースとして使用できます。

ダッシュボード 2.0のダッシュボードの作成
選択するダッシュボード・バージョンを決定する際に役立つ情報を確認できます。ダッシュボ
ード・バージョンについてを参照してください。

ノート:

ダッシュボード 1.0のダッシュボードを作成するには、ダッシュボード 1.0のダッシ
ュボードの作成を参照してください。

ダッシュボード 2.0のダッシュボードを作成するには:

1. ホーム・ページから、「ダッシュボード」をクリックし、「作成」をクリックします。

2. 提供されるオプションから、「ダッシュボード 2.0」を選択します。
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3. デフォルトのダッシュボード名をクリックし、入力ボックスに新しい名前を入力すること
により、ダッシュボードの名前を入力します。

4. 左側のオブジェクト・パレットからダッシュボード・ワークスペースにコンテンツをドラ
ッグ・アンド・ドロップします。ダッシュボード設定およびプロパティを使用して、ダッ
シュボードをカスタマイズします。
ダッシュボード・デザイナの詳細は、ダッシュボード 2.0のダッシュボード設計の概念を
参照してください。
ダッシュボードでの作業中、未保存の変更も含めて新しいダッシュボードとして保存でき
ます。これを行うには、「アクション」、「名前を付けて保存」の順にクリックし、新しい名
前でダッシュボードを保存します。

5. 「保存」をクリックします。
「ダッシュボード」リスト・ページで「別名コピー」を使用すると、ダッシュボードを簡単に複
製して変更できます。コピーするダッシュボードの横にある「アクション」 を選択します。

ダッシュボード 2.0の設計時のメンバー・セレクタの操作
ダッシュボード 2.0のダッシュボードを設計する場合は、メンバー・セレクタを使用して新し
いディメンション・メンバーを簡単に検索して選択できます。
ダッシュボードでクイック分析を作成する場合は、キューブを追加した後に、メンバー・セレ
クタを使用して各ディメンションのメンバーを選択できます。
クイック分析のメンバー・セレクタを開くには:

「クイック検索」バーのメンバー・セレクタ・アイコンをクリックします:
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メンバー・セレクタを使用して、各ディメンションのメンバーを選択します。
 

 

メンバー・セレクタの操作の詳細は、メンバー・セレクタの使用を参照してください。

ダッシュボード 2.0のフォーム 2.0のグリッドについて
ダッシュボード 2.0に新しく追加されたコンポーネントにはデフォルトでフォーム・グリッド
が表示され、関連付けられているフォームがフォーム 2.0のフォームである場合、グリッドは
書込み可能です。基礎となるフォームがフォーム 2.0のフォームである場合、ダッシュボード
のグリッドを使用してフォーム内のデータを直接操作できます。グリッド・コンポーネントが
あるダッシュボードでは、データの更新を書き戻したり、ルールを起動することができます。
また、グリッド内で右クリックしてコンテキスト・メニューを表示し、グリッド分散、コメン
トや添付の追加といった追加のグリッド・アクションを実行することもできます。
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1つのグリッドと複数のチャートがあるダッシュボードの例

ジオマップ・チャート・タイプについて
ジオマップは、表示されているそれぞれの地理的地域に関するいくつかのメジャーを表示する
オーバーレイおよびチャートを伴う地理マップです。ジオマップ内でバブルまたは色による強
調表示にカーソルを置くと、データ・ラベルが表示されます。

ノート:

基礎となるデータの値に基づいて差異(「目的の差異トレンド」設定に応じて赤または
緑)を表示するために、色による強調表示のジオマップが設計されます。ジオマップ
領域の 1番目または 2番目の列に欠落値がある場合、またはそれらの列の値が等し
く、差異がない場合、領域が青で強調表示されます。強調表示された領域の上にカー
ソルを置くと、欠落値を除く行のすべての値の棒グラフが表示されます。

ジオマップの例 - データ・バブルを使用した米国の売上げ
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ジオマップの例 - 色による強調表示を使用した世界の売上げ
 

 

ダッシュボード・デザイナは、次に示すジオマップ・チャートのプロパティを設定できます:

表 14-8 ジオマップ・チャートのプロパティ

設定 説明
マップ・レイヤー 「世界」を選択するか、マップの範囲を「アジア」、「北アメリカ」、「アフ

リカ」などの大陸に絞り込みます。
タイプ 「データ・バブル」ジオマップでは、サイズが異なるバブルとしてデータ

がマップ・レイヤー上に表示されます。「色による強調表示」ジオマップ
では、2つのデータ値を比較して、増加している地理的地域は緑、減少
している地理的地域は赤で表示されます。
「データ・バブル」または「色による強調表示」を選択し、次の追加オプ
ションを指定します:
• 「データ・バブル」の場合は、「ラベル」(「表示」または「非表示」)、
「ラベルの色」および「バブルの色」について目的の設定を選択しま
す。

• 「色による強調表示」の場合は、「目的の差異トレンド」(「増加」ま
たは「減少」)を指定します。
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表 14-8 (続き) ジオマップ・チャートのプロパティ

設定 説明
地理名 国、都道府県/州、市区町村など、ジオマップで使用される地理要素を含

むメタデータ・ロード・ファイルが用意されています。CSVファイルを
クリックしてダウンロードし、これを新しいメンバーとして、または(手
動で変更を加えて)アプリケーション内の既存のメンバーの別名として
ディメンションにアップロードできます。
ジオマップが機能するのは、フォームの地理名が、ダッシュボード 2.0
によってそのマップ・レイヤーに使用される地理名と完全に一致する場
合のみです。したがって、たとえば、マップ・レイヤーでは「合衆国」
が使用されているため、USAというエンティティ /地理ディメンション
は、有効な名前として認識されません。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
ジオマップ・チャートの地理メンバーをダウンロー
ドし、それらをディメンションにインポートする方
法を学習します。データ・バブルと色による強調表
示の両方のジオマップ・チャートを設定する方法を
学習します。

 ダッシュボード 2.0でのジオマップの作成

ピラミッド・チャート・タイプについて
ピラミッド・チャート・タイプでは、三角形の図表を使用して階層が視覚的に表されます。三
角形はセクションに分割され、上から下に幅を変えて構造やプロセスが示されます。
3Dピラミッド・チャートの例
 

 

ダッシュボード・デザイナは、次に示すピラミッド・チャートのプロパティを設定できます:

第 14章
ダッシュボード 2.0の作成および管理

14-44

https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:29381


表 14-9 ピラミッド・チャートのプロパティ

設定 説明
凡例の位置 「左」、「右」、「上」、「下」または「なし」を選択します。
値のスケール 大きい数字で特に便利なのは、値の表示方法を指定できることです。た

とえば、値が 1,689,000の場合に、スケーリング・オプションとして「K
- 千」を選択すると、チャートにはこの値が 1,689Kと表示されます。
スケーリングのオプションは次のとおりです。
• なし: スケーリングを適用しません。
• 自動: 範囲に応じて値が表示されます。たとえば、1,500は「1.5K」、

1,689,000は「1.69M」、42,314,531,211は「42.31B」、
1,234,567,891,234は「1.23T」としてそれぞれ表示されます。

• K - 千: 値が千単位で表示されます。たとえば、1,689,000は
「1689K」と表示されます。

• M - 百万: 値が百万単位で表示されます。たとえば、123,456,789は
「123M」と表示されます。

• B - 十億: 値が十億単位で表示されます。たとえば、12,345,678,912
は「12B」と表示されます。

• T - 兆: 値が兆単位で表示されます。たとえば、
1,234,567,891,234,567は「1,234T」と表示されます。

3Dグラフ データを 3Dグラフとしてビジュアル化するには、「はい」を選択しま
す。

色 「デフォルト」を選択するか、ピラミッド・チャートのセクションをクリ
ックし、そのセクションのカスタム色を選択します。

ウォーターフォール・チャート・タイプについて
ウォーターフォール・チャートには正および負の値の累計が表示され、初期値からその累計値
に到達した経緯を示す場合に役立ちます。
ウォーターフォール・チャートは、初期値が一連の正または負の中間値によってどのような影
響を受けたかを表すために使用されます。通常、初期値と最終値(端点)は列全体で表されるの
に対して、中間値は、前の列の値に基づいて開始されるフローティング列として表示されます。
列を色分けして、正の値と負の値を区別することもできます。
ウォーターフォール・チャートの例 - 在庫分析
次の例は、時間の経過に伴う 1つの勘定科目の変化をビジュアル化したものです。
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ウォーターフォール・チャートの例 - 損益計算書
次の例では、費用勘定科目が収益合計に対する負の変化として示され、利益勘定科目が最終的
な純利益値に対する正の変化として示されています。
 

 

ダッシュボード・デザイナは、次に示すウォーターフォール・チャートのプロパティを設定で
きます:

表 14-10 ウォーターフォール・チャートのプロパティ

設定 説明
値のスケール 大きい数字で特に便利なのは、値の表示方法を指定できることです。た

とえば、値が 1,689,000の場合に、スケーリング・オプションとして「K
- 千」を選択すると、チャートにはこの値が 1,689Kと表示されます。
スケーリングのオプションは次のとおりです。
• なし: スケーリングを適用しません。
• 自動: 範囲に応じて値が表示されます。たとえば、1,500は「1.5K」、

1,689,000は「1.69M」、42,314,531,211は「42.31B」、
1,234,567,891,234は「1.23T」としてそれぞれ表示されます。

• K - 千: 値が千単位で表示されます。たとえば、1,689,000は
「1689K」と表示されます。

• M - 百万: 値が百万単位で表示されます。たとえば、123,456,789は
「123M」と表示されます。

• B - 十億: 値が十億単位で表示されます。たとえば、12,345,678,912
は「12B」と表示されます。

• T - 兆: 値が兆単位で表示されます。たとえば、
1,234,567,891,234,567は「1,234T」と表示されます。

グリッド線 「非表示」を選択するか、「表示」を選択してグリッドの x軸線を表示し
ます。

接続折れ線 「非表示」を選択するか、「表示」を選択して各列の末尾を次の列の先頭
に接続する線を表示します。これは、チャート内のデータのフローをビ
ジュアル化するのに役立ちます。
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表 14-10 (続き) ウォーターフォール・チャートのプロパティ

設定 説明
プロット差分 提供された値に基づいて、1つのバーと次のバーの間で共通の始点およ

び終点を自動的に計算してプロットする場合は、「はい」を選択します。
これは、残高タイプの勘定科目のトレンドを表示する場合に便利です。
それ以外の場合は、「いいえ」を選択して増加および減少点を手動で設定
します。
「いいえ」を選択した場合、次の増加/減少オプションをバーごとに手動
で設定できます:
• 棒の方向: 棒を選択して、棒の方向を手動で増加/減少に設定します。
• すべての棒: チャート内のすべての棒のリストを表示して、棒の方向
を手動で増加/減少に設定します。

それぞれのバーについて設定できる手動オプションは、「自動」、「リバー
ス」および「合計」です。「自動」では、データ・ソースからの正/負の
値が考慮され、それに従ってプロットされます。「リバース」では符号が
変更され、「合計」では、対応するバーでチャートが再開されます。

増加
減少
合計

それぞれのプロパティの色を選択します。

終了棒 チャート上で終了バーを「非表示」にするか、「表示」するかを選択しま
す。上の例では、終了バーが表示されています。終了バーを表示する場
合、ラベルを指定できます。

軸 「X軸」および「Y軸」の「カスタム範囲」を選択するか、「オフ」を選
択します。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
ウォーターフォール・チャートを作成して、1つの
勘定科目の時間の経過に伴う変化を追跡し、複数の
勘定科目がどのように連携して最終合計を生成す
るかを追跡する方法を学習します。

 ダッシュボード 2.0でのウォーターフォー
ル・チャートの作成

ダッシュボードでの表の使用
ダッシュボードの表では、フォームまたはグリッドからの複数の値を表示するデータのリス
ト・ビューが提供されます。列データをプロットする、スパーク・チャートと呼ばれる小さい
チャートを表の各行に埋め込むことができます。また、表は検索可能です。複数通貨アプリケ
ーションの表には通貨記号または通貨コードが表示されます。
プレーンな表が表示されているダッシュボードの例
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スパーク・チャートを含む表が表示されているダッシュボードの例
 

 

ダッシュボード・デザイナは、次の表のプロパティを設定できます:
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表 14-11 表のプロパティ

設定 説明
値のスケール 大きい数字で特に便利なのは、値の表示方法を指定できることです。た

とえば、値が 1,689,000の場合に、スケーリング・オプションとして「K
- 千」を選択すると、表にはこの値が 1,689Kと表示されます。
スケーリングのオプションは次のとおりです。
• なし: スケーリングを適用しません。
• 自動: 範囲に応じて値が表示されます。たとえば、1,500は「1.5K」、

1,689,000は「1.69M」、42,314,531,211は「42.31B」、
1,234,567,891,234は「1.23T」としてそれぞれ表示されます。

• K - 千: 値が千単位で表示されます。たとえば、1,689,000は
「1689K」と表示されます。

• M - 百万: 値が百万単位で表示されます。たとえば、123,456,789は
「123M」と表示されます。

• B - 十億: 値が十億単位で表示されます。たとえば、12,345,678,912
は「12B」と表示されます。

• T - 兆: 値が兆単位で表示されます。たとえば、
1,234,567,891,234,567は「1,234T」と表示されます。

行区切り 「表示」または「非表示」を選択します。
フォント ヘッダーおよびデータのサイズと色のオプションを指定します。
スパーク・チャート • チャート・タイプ: 「棒」、「折れ線」、「面」および面付き折れ線とと

もに関連するオプションを選択します。または、「なし」を選択する
こともできます。

• ヘッダー: スパーク・チャート列の列ヘッダー
• 開始インデックス: データのチャート化を開始する列インデックス
• 最終インデックス: データのチャート化を終了する列インデックス

ビデオ

目的 視聴するビデオ
ダッシュボード・デザイナでダッシュボード 2.0向
けに複数コンポーネントを含むダッシュボードを
作成する方法を確認します。表が含まれるダッシ
ュボード、スパーク・チャートが含まれる表および
タイル・チャートを作成します。

 表、スパーク・チャートおよびタイル・チ
ャートのダッシュボード 2.0での作成

ダッシュボード 2.0のゲージ・チャート・タイプについて
ゲージ・チャート・タイプでは、データ値が許容範囲内に収まっているかどうかがわかります。
最小値、最大値および範囲の最大値を設定すると、ゲージで赤、黄色および緑のトラフィック・
ライトが使用され、現在の値をすばやく評価して、重要なデータ・ポイントやメジャーにおけ
る問題を識別できます。ダッシュボード 2.0のダッシュボードでは、円形、水平および垂直ゲ
ージ・タイプを選択できます。
ダッシュボード 2.0の例 - 円形ゲージ・タイプ
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ダッシュボード 2.0の例 - 水平ゲージ・タイプと垂直ゲージ・タイプ
 

 

ダッシュボード 2.0の例 - 単一ゲージの表示
「表示」で「単一」が選択されている場合、ゲージ・チャートには基礎となるフォームのデータ
の最初の列のみが表示されます。
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ダッシュボード 2.0の例 - 複数のゲージの表示
「表示」で「複数」が選択されている場合、基礎となるフォームのデータの列ごとにゲージ・チ
ャートが表示されます。

ダッシュボード・デザイナは、次に示すゲージ・チャート・タイプのプロパティを設定できま
す:

表 14-12 ゲージ・チャート・タイプのプロパティ

設定 説明
スケール 大きい数字で特に便利なのは、値の表示方法を指定できることです。た

とえば、値が 1,689,000の場合に、スケーリング・オプションとして「K
- 千」を選択すると、チャートにはこの値が 1,689Kと表示されます。
スケーリングのオプションは次のとおりです。
• なし: スケーリングを適用しません。
• 自動: 範囲に応じて値が表示されます。たとえば、1,500は「1.5K」、

1,689,000は「1.69M」、42,314,531,211は「42.31B」、
1,234,567,891,234は「1.23T」としてそれぞれ表示されます。

• K - 千: 値が千単位で表示されます。たとえば、1,689,000は
「1689K」と表示されます。

• M - 百万: 値が百万単位で表示されます。たとえば、123,456,789は
「123M」と表示されます。

• B - 十億: 値が十億単位で表示されます。たとえば、12,345,678,912
は「12B」と表示されます。

• T - 兆: 値が兆単位で表示されます。たとえば、
1,234,567,891,234,567は「1,234T」と表示されます。

表示 コンポーネントで、「単一」または「複数」ゲージ・チャートを表示でき
ます。「単一」が選択されている場合、ゲージ・チャートには基礎となる
フォームのデータの最初の列のみが表示されます。「複数」が選択されて
いる場合、基礎となるフォームのデータの列ごとにゲージ・チャートが
表示されます。

ゲージ・タイプ 次のオプションから選択します。
• 円形
• 水平
• 垂直

最小値
最大値

ゲージの最低値と最高値。ダッシュボード・デザイナがこれらの値をデ
フォルトとして設定した後、ユーザーが実行時にそれらを一時的に変更
できます。ダッシュボード・デザイナがこれらの値を指定しなかった場
合、アプリケーションによって、自動的に、最小値がゼロに設定され、
最大値がゲージの値より大きいものに設定されます。

希望の目標 「高」の値と「低」の値のどちらが望ましいかを指定します。
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表 14-12 (続き) ゲージ・チャート・タイプのプロパティ

設定 説明
低しきい値
中しきい値
高しきい値

メジャーが許容範囲内にあるかどうかを視覚的に示すために、これらの
しきい値を使用して、指定した値に基づいてゲージを赤、黄色および緑
で表示できます。それぞれのしきい値について「ラベル」(テキスト)と
「値」(数値)を指定します。

ダッシュボード 2.0のレーダー・チャート・タイプについて
レーダー・チャートは、1つ以上の系列の値を複数の定量的変数についてプロットするように
設計された 2次元チャート・タイプです。レーダー・チャートは、データの変数のうち、結果
がそれ以外と比較して優れているものを確認する場合に最適です。したがって、主にパフォー
マンス分析に使用されます。
ダッシュボード 2.0では、棒、折れ線、面、散布およびバブル・レーダー・タイプを選択でき
ます。
ダッシュボード 2.0の例 - レーダー棒チャート・タイプ
 

 

ダッシュボード 2.0の例 - レーダー折れ線チャート・タイプ
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ダッシュボード・デザイナは、次に示すレーダー・チャート・タイプのプロパティを設定でき
ます:

表 14-13 レーダー・チャート・タイプのプロパティ

設定 説明
値のスケール 大きい数字で特に便利なのは、値の表示方法を指定できることです。た

とえば、値が 1,689,000の場合に、スケーリング・オプションとして「K
- 千」を選択すると、チャートにはこの値が 1,689Kと表示されます。
スケーリングのオプションは次のとおりです。
• なし: スケーリングを適用しません。
• 自動: 範囲に応じて値が表示されます。たとえば、1,500は「1.5K」、

1,689,000は「1.69M」、42,314,531,211は「42.31B」、
1,234,567,891,234は「1.23T」としてそれぞれ表示されます。

• K - 千: 値が千単位で表示されます。たとえば、1,689,000は
「1689K」と表示されます。

• M - 百万: 値が百万単位で表示されます。たとえば、123,456,789は
「123M」と表示されます。

• B - 十億: 値が十億単位で表示されます。たとえば、12,345,678,912
は「12B」と表示されます。

• T - 兆: 値が兆単位で表示されます。たとえば、
1,234,567,891,234,567は「1,234T」と表示されます。

タイプ 次のオプションから選択します。
• 棒
• 折れ線
• 面
• 散布
• バブル

凡例の位置 「左」、「右」、「上」、「下」または「なし」を選択します。
グリッド線 「非表示」または「表示」を選択します。
対数目盛 特に、値の範囲が広い(一般に、データの最大数が最小数の数百倍、ある

いは数千倍の大きさになる)数値データを表示する場合は、対数目盛によ
って、これらの値がよりコンパクトで読みやすい形で表示されると便利
です。レーダー・チャートで対数目盛を使用するかどうかを選択します。

色 「デフォルト」を選択するか、チャート内のデータをクリックし、そのデ
ータのカスタム色を選択します。
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ダッシュボード 2.0の組合せチャート・タイプについて
組合せチャートは、棒グラフ、折れ線グラフおよび面グラフの任意の組合せを 1つのチャート
にマージできるビジュアライゼーションです。
プライマリ Y軸の反対側にセカンダリ Y軸を追加することもできます。セカンダリ Y軸を追
加すると、他のメジャーでは適切にスケールされない 1つのメジャーのスケールをチャートに
表示できます。たとえば、パーセンテージ・メジャーと通貨メジャーを同じチャートに表示で
きます。
ダッシュボード 2.0の例 - 面、棒および折れ線の組合せチャート
 

 

ダッシュボード・デザイナは、次に示す組合せチャート・タイプのプロパティを設定できます:

表 14-14 組合せチャート・タイプのプロパティ

設定 説明
値のスケール 大きい数字で特に便利なのは、値の表示方法を指定できることです。た

とえば、値が 1,689,000の場合に、スケーリング・オプションとして「K
- 千」を選択すると、チャートにはこの値が 1,689Kと表示されます。
スケーリングのオプションは次のとおりです。
• なし: スケーリングを適用しません。
• 自動: 範囲に応じて値が表示されます。たとえば、1,500は「1.5K」、

1,689,000は「1.69M」、42,314,531,211は「42.31B」、
1,234,567,891,234は「1.23T」としてそれぞれ表示されます。

• K - 千: 値が千単位で表示されます。たとえば、1,689,000は
「1689K」と表示されます。

• M - 百万: 値が百万単位で表示されます。たとえば、123,456,789は
「123M」と表示されます。

• B - 十億: 値が十億単位で表示されます。たとえば、12,345,678,912
は「12B」と表示されます。

• T - 兆: 値が兆単位で表示されます。たとえば、
1,234,567,891,234,567は「1,234T」と表示されます。
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表 14-14 (続き) 組合せチャート・タイプのプロパティ

設定 説明
線の太さ カウンタをクリックして線の幅を設定します。

線のデフォルトの幅は 5ピクセルです。1から 12ピクセルを選択でき
ます。

凡例の位置 「左」、「右」、「上」、「下」または「なし」を選択します。
ラベルの位置 チャート上のデータ・ラベルの位置を設定します。

「バーの端の外側」、「中央」、「バーの端の内側」または「なし」を選択し
ます。

グリッド線 「非表示」または「表示」を選択します。
対数目盛 特に、値の範囲が広い(一般に、データの最大数が最小数の数百倍、ある

いは数千倍の大きさになる)数値データを表示する場合は、対数目盛によ
って、これらの値がよりコンパクトで読みやすい形で表示されると便利
です。組合せチャートで対数目盛を使用するかどうかを選択します。

セカンダリ Y チャートを挟んでプライマリ Y軸の反対側に表示されるセカンダリ Y
軸にプロットするデータを選択します。
チャートのデータ値がデータ系列によって大きく異なる場合や、データ
のタイプ(通貨とパーセンテージなど)が混在する場合、1つ以上のデータ
系列をセカンダリ縦(Y)軸にプロットできます。
セカンダリ Y軸は折れ線チャート・タイプおよび棒チャート・タイプで
使用できますが、より一般的には、組合せチャート・タイプで使用して、
セカンダリ Y軸にプロットされるデータ系列を区別しやすくします。た
とえば、プライマリ Y軸に棒を使用し、セカンダリ Y軸に折れ線を使用
します。

系列 チャートの棒/折れ線/面の組合せを選択します。
色 「デフォルト」を選択するか、チャート内のデータをクリックし、そのデ

ータのカスタム色を選択します。
軸 「X軸」、「Y軸」および「セカンダリ Y軸」の「カスタム範囲」を選択す

るか、「オフ」を選択します。

ダッシュボード 2.0のタイル・チャート・タイプについて
タイルは、キューブから特定の値を選択して表示できるチャート・タイプです。フォームをデ
ータ・ソースとして使用する以外に、タイルに値を提供するセル交差を直接入力することもで
きます。デフォルトでは、最初はコンポーネントに 6個のタイルが表示されますが、コンポー
ネントには最大 10個のタイルを表示できます。タイルをデータに関連付けるまで、サンプル・
データが表示されます。
フォームをタイルのデータ・ソースとして使用する場合:

• コンポーネントごとに最大 10個のタイルを含めることができます(デフォルトでは 6個)。
• フォームの最初の列の値(10行目まで)が、タイルの作成に使用されます。
• デフォルトでは、フォームの行タイトルはタイルのタイトルで、最初の列から、続いて行
によってその値を取得します。

• タイルのコンポーネント・タイトル、タイルの高さのパーセンテージ、凡例ラベルを設定
でき、含めるフォームの軸を選択できます。たとえば、3つの行があるフォームを選択す
ると、タイルに 3つの値が表示されます。
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Note:

場合によっては、フォーム内で、グリッドとして表示されたときに最初の列が縮小さ
れる(非表示になる)ことがあります。ただし、タイルがフォームからその値を取得す
る際には、縮小された列も考慮されます。フォーム定義を更新し、タイルに表示する
セルのみを含むフォームをデータ・ソースとして使用することをお薦めします。

タイルのデータ・ソースとしてセル交差を使用する場合は、1つのオブジェクトにつきタイル
を 1つのみ含めることができます。
次の表は、タイル・チャート・タイプに設定できるオプションを示しています。値の表示は、
タイルの水平方向で左、中央、右に設定することができます。また、複数通貨アプリケーショ
ンでは、通貨記号または通貨コードがタイルに表示されることにも注意してください。
Table 14-15    タイル・チャート・タイプのプロパティ

設定 説明
値のスケール 大きい数字で特に便利なのは、値の表示方法を指定できることです。た

とえば、値が 1,689,000の場合に、スケーリング・オプションとして「K
- 千」を選択すると、チャートにはこの値が 1,689Kと表示されます。
スケール・オプション:
• なし: スケーリングを適用しません。
• 自動: 範囲に応じて値が表示されます。たとえば、1,500は「1.5K」、

1,689,000は「1.69M」、42,314,531,211は「42.31B」、
1,234,567,891,234は「1.23T」としてそれぞれ表示されます。

• K - 千: 値が千単位で表示されます。たとえば、1,689,000は
「1689K」と表示されます。

• M - 百万: 値が百万単位で表示されます。たとえば、123,456,789は
「123M」と表示されます。

• B - 十億: 値が十億単位で表示されます。たとえば、12,345,678,912
は「12B」と表示されます。

• T - 兆: 値が兆単位で表示されます。たとえば、
1,234,567,891,234,567は「1,234T」と表示されます。

テキストの配置 テキストの配置オプション:
• 左
• 中央
• 右

カウント コンポーネントに表示されるタイルの数(最大 10個)

表示 凡例表示オプション:
• 行と列のディメンション
• 行のディメンション
• 列のディメンション
• なし

位置 凡例配置オプション:
• 左
• 右
• 上
• 下

凡例のフォント・サイズ 凡例のフォント・サイズを大きくしたり、小さくします。
値のフォント・サイズ 値のフォント・サイズを大きくしたり、小さくします。
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Note:

ダッシュボード 2.0では、セル詳細はサポートされていません。かわりに、セル詳細
のより高度なバージョンであるクイック分析をデータ・ソースとして使用することを
お薦めします。セル詳細を使用するコンポーネントを含むダッシュボードをダッシ
ュボード 2.0に変換する場合は、セル詳細をデータ・ソースとして使用するコンポー
ネントを削除し、クイック分析をデータ・ソースとして使用するコンポーネントを再
作成します。

ダッシュボード 2.0のグローバル POVとローカル POVについ
て

フォームのローカル POVには、フォーム設計者がそのフォームについて選択したディメンシ
ョン・メンバーが反映されます。ダッシュボードではグローバル POVバーもサポートされて
おり、各コンポーネントで繰り返されないように、共通するローカル POVはグローバル POV
バーに組み込まれます。
ダッシュボード 2.0の POVの例
次のダッシュボード 2.0のダッシュボードには、グローバル POVバー(「エンティティ」および
「年」を示す)とローカル POV (Q2のドロップダウン・リスト)が表示されています。
 

 

グローバル POVバーがある場合、グローバル POVバーでページを変更し、「POVバー : 自動
適用」を有効にすると、フォームに基づいたダッシュボード内のすべてのコンポーネントにつ
いてページが変更されます。グローバル POVバーはダッシュボードの最上部に、すべてのコ
ンポーネントより上に表示されるのに対して、ローカル POVバーはコンポーネント内に表示
されます。ユーザー変数は、ダッシュボードのグローバル POVとローカル POVの両方でサポ
ートされており、動的ユーザー変数を POVバーから直接変更できます。

ダッシュボード・ツールバーの 「POV設定」メニュー(ランタイム・モードと編集モード
の両方)では、ディメンション・ラベルをグローバル POVで非表示にするかどうか(「POVバ
ー : ディメンション・ラベルの非表示」)、および変更の自動適用を有効にするか無効にするか
(「POVバー : 自動適用」)を設定できます。
グローバル POVバーについて:
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• POVバーは、ローカル POVディメンション、ページ・ディメンションおよびユーザー変
数で構成されます。

• ダッシュボード上の各フォームのローカル POVおよびページに応じて、グローバル POV
バーが自動的に計算されます。

• グローバル POVは、そのダッシュボードのフォームを使用してコンポーネントのコンテン
ツを反映します。つまり、それらは、ダッシュボード内のフォーム、フォームにリンクさ
れたチャート、およびデータ・ソースとしてフォームを使用するタイルに適用されます。
そのため、ダッシュボードにデータ・ソースとしてフォームが含まれていない場合は、ロ
ーカル POVバーもグローバル POVバーも使用できません。

次に、2つのフォームのローカル POVディメンションに基づいて、グローバル POVバーがど
のように計算されるかの例を示します。
グローバル POVバーが無効:

• フォーム Aのローカル POV: 年、エンティティ、製品
• フォーム Bのローカル POV: 年、エンティティ、プロジェクト
グローバル POVバーが有効:

• グローバル POVバー: 年、エンティティ
• フォーム Aのローカル POV: 製品
• フォーム Bのローカル POV: プロジェクト
すべてのディメンションおよびページの選択がダッシュボード上のすべてのフォームに共通し
ているとはかぎらないため、ダッシュボード・コンポーネントの POV全体がローカル POVバ
ーとグローバル POVバーの間で分割されることがあります。グローバル POVバーとローカ
ル POVをあわせると、ダッシュボード上の各フォームの完全な交差情報が含まれます。
データ・ソースとしてフォームを使用するコンポーネントが、ダッシュボードで 1つのみであ
る場合、フォームの POV/ページ全体がグローバル POVバーに移動されます。
データ・ソースとしてフォームを使用するコンポーネントがダッシュボードに複数ある場合、
どのディメンションがグローバル POVバーに移動し、どのディメンションがローカル POVに
とどまるかは次のように決まります。
• ディメンションがすべてのフォームの POVまたはページに含まれ、メンバーの選択がすべ
てのフォームで同じ場合、ディメンションはグローバル POVバーに移動します。

• ディメンションが 1つのフォームの POVおよび別のフォームのページに含まれる場合、デ
ィメンションはローカル POVバーにとどまります。

• ディメンションが POVに含まれる場合、そのディメンションについてすべてのフォームで
同じメンバーが選択されている必要があります。

• ディメンションがページ・ディメンションである場合、選択されたページ・メンバーがす
べてのフォームで同じであり、同じ順序で表示される必要があります。

ダッシュボード 2.0のダッシュボードでの POVメンバーの検索
ダッシュボード 2.0のダッシュボードで作業している場合は、新しい POVメンバーを簡単に検
索できます。検索するには、POVリンクをクリックします。検索インタフェースには、最後に
使用したメンバーのリストが表示され、そこから選択できます。

第 14章
ダッシュボード 2.0の作成および管理

14-58



図 14-1 ダッシュボード 2.0の最後に使用した POVメンバーのリスト

メンバー・セレクタを使用して検索することもできます。POVリンクをクリックし、メンバ
ー・セレクタ・アイコン をクリックしてメンバー・セレクタを起動します。メンバー・セレ
クタのメンバーが階層として表示されるか、または「検索」ボックスにメンバー名を入力でき
ます。「検索」ボックスを使用してメンバーが見つかった場合は、「検索」ボックスの下に結果
が表示されます。

図 14-2 ダッシュボード 2.0のメンバー・セレクタ検索結果

結果の「情報」列の上にカーソルを置き、  (「メンバーの特定」)をクリックすることにより、
メンバーが階層内のどこにあるかを確認できます。
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図 14-3 ダッシュボード 2.0の階層におけるメンバー・セレクタ検索結果

ダッシュボード 2.0の POVバーの考慮事項
• POVバーのページのドロップダウン・リストで、ページのドロップダウンに表示するメン
バーの数は、「ページ・オプション」の「ユーザー・プリファレンス」で制御できます。(ホ
ーム・ページから「ツール」、「ユーザー・プリファレンス」、「表示」の順にクリックして
「ページ・オプション」を表示します。)ページのドロップダウン内のアイテム数がこの制限
を超えた場合、ユーザーはそれらを表示できません。これは、今後のリリースで、ダッシ
ュボード 1.0のように残りのメンバーを参照するためのメンバー・セレクタの機能を使用
して修正される予定であることに注意してください。

• ダッシュボードに複数のフォームが含まれているが、一部のフォームで同じディメンショ
ンに異なるプロパティがある場合(たとえば、「バージョン」ディメンションは一部のフォ
ームでは非表示ですが、同じダッシュボードの他のフォームでは表示される場合)、グロー
バル POVに「バージョン」ディメンションのメンバーが表示されない場合があります。ダ
ッシュボード内に含まれるすべてのフォームで、すべてのディメンションのすべてのプロ
パティが同じであることを確認することをお薦めします。

クイック分析について
クイック分析を使用すると、事前作成されたフォームがなくても、ダッシュボードにコンポー
ネントを追加できます。「検索」バーにメンバー名を入力するか、「メンバー・セレクタ」を使
用してアドホック問合せを作成した後、「プロパティ」パネルの「レイアウト」タブ で問合
せのレイアウトを制御します。
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ダッシュボード 2.0のデザイン・モードでのクイック分析チャートの例
 

 

ダッシュボードでクイック分析を作成するには:

1. 問合せのキューブを選択します。次の 2つのいずれかの方法でこれを行うことができま
す:

• ワークスペースの「検索」ボックスをクリックしてキューブのリストを表示し、キュ
ーブを選択します。

• オブジェクト・パレットからダッシュボード・ワークスペースにキューブをドラッグ・
アンド・ドロップします。

ノート:

どちらの方法でも、デフォルトの問合せから開始されます。最近使用したもの
(MRU)に基づく、キューブ内の 1つの交差です。デフォルトの問合せは、キュー
ブで最近見ていたものによって異なります。
キューブ内の MRU交差が無効な場合は、エラーが返されます。エラーが表示さ
れた場合は、MRUが有効な交差で更新されるように、別のフォームを開いてペ
ージを有効な交差に変更します。

2. 問合せのメンバーを指定して、問合せを調整します:

• 「検索」ボックスにメンバー名を入力して、キューブからのオートコンプリート・リス
トを表示します。

• 「メンバー・セレクタ」 を起動してメンバーを選択し、「OK」をクリックします。

第 14章
ダッシュボード 2.0の作成および管理

14-61



ノート:

クイック分析を実行するために検索ボックスを使用してメンバーを検索し、キュ
ーブ内のメンバーが 25,000人よりも多い場合、検索ボックスでは、キューブの
ディメンション内の最初の 3000人のメンバーのみが検索されます。キューブに
含まれているメンバーが 25,000人より少ない場合は、検索ボックスですべての
メンバーが検索されます。メンバーが 25,000人より多いキューブを検索するに
は、メンバー・セレクタを起動してクイック分析の選択をします。

3. 問合せのチャート・タイプを選択します。

(「チャート・タイプ」)をクリックして、チャート・タイプ(「棒」 など)を選択しま
す。

4. 「プロパティ」パネルで、「レイアウト」タブ をクリックします。
5. 「プロパティ」パネルの「レイアウト」タブのディメンションを「レイアウト」タブの他の
セクションにドラッグ・アンド・ドロップして、ダッシュボード・コンポーネントの
「POV」、「行」および「列」レイアウトを変更します。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
フォームを事前作成せずに、ダッシュボードにクイ
ック分析コンポーネントを追加する方法を学習し
ます。ダッシュボード・デザイナでアド・ホック問
合せを作成する方法と、ディメンションのレイアウ
トを変更し、ビジュアライゼーションを適用して結
果をフォーマットする方法を学習します。

 ダッシュボード 2.0でのクイック分析の作
成

ダッシュボード・デザインのガイドライン
見た目が美しく機能性にも優れた Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management
ダッシュボードを構築する方法に関するガイダンスをダッシュボード設計者向けに提供しま
す。
ダッシュボードは、様々な対象者やユーザー・グループの期待に応えるように、限られたスペ
ースで膨大な情報を明確にすばやく視覚的に伝える必要があります。そのためには優れたデザ
インにする必要があります。
ここに示すガイドラインは、あらゆるタイプのユーザー向けに効果的な Cloud EPMダッシュボ
ードを設計する方法を学習するのに役立ちます。
関連トピック
• ダッシュボード・タイプ
• ダッシュボード・レイアウトのガイダンス
• ダッシュボード・スタイル
• チャートでの色の順序付け
• ダッシュボード・デザインを改善するための推奨事項
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• サマリー

ダッシュボード・タイプ
ダッシュボードは、ユース・ケースが異なる様々な関係者が使用する、強力な対話型インタフ
ェースです。ダッシュボードの設計者は、対象ユーザーにとって魅力的かつ機能的なダッシュ
ボードを作成するために、誰がどのような目的でダッシュボードを使用するかを理解する必要
があります。
ダッシュボードのユーザーにはそれぞれ独自の期待があり、ダッシュボードを設計する際には
これらの期待を念頭に置く必要があります。Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementでは、一般的なダッシュボードのタイプを 2つ特定しました:

• 読取り専用ダッシュボード: 読取り専用ダッシュボードは、重要なメトリックとキー・パフ
ォーマンス・インジケータ(KPI)を集約して 1つの画面に表示する視覚的なツールであり、
ユーザーはビジネス・パフォーマンスを一目でモニターおよび調査できます。読取り専用
ダッシュボードを参照してください。

• 書込み可能ダッシュボード: 書込み可能ダッシュボードは Cloud EPMに固有のもので、ダ
ッシュボード内でデータを直接更新し、それをすぐにビジュアル化する機能をサポートし
ています。書込み可能ダッシュボードを参照してください。

読取り専用ダッシュボード
読取り専用ダッシュボードは、重要なメトリックやキー・パフォーマンス・インジケータ(KPI)
を単一の画面に集約して表示するビジュアル・ツールとなり、ユーザーはビジネス・パフォー
マンスを一目でモニターおよび調査できます。
読取り専用ダッシュボードを設計するときは、そのダッシュボードが対象ユーザーにとって魅
力的かつ機能的なものになるように、次の要素を考慮してください:

• オーディエンスを知る
ダッシュボードごとにオーディエンスおよび用途が異なります。マネージャおよび経営者
は、効果的に意思決定できるように、読取り専用ダッシュボードを戦略的に使用して重要
なビジネス KPIおよびメトリックをモニターします。データ・アナリストおよび対話型ユ
ーザーは、読取り専用ダッシュボードを分析的に使用して概要レベルの重要なサマリー・
データをビジュアル化し、さらに詳細データにドリルスルーできます。

Note:

ダッシュボード・ユーザーのタイプとしては他に、データ入力および影響分析担
当者があります。データ入力ユーザーとしてダッシュボードをデータ入力インタ
フェースとして使用し、さらに、新しく入力したデータのチャートへの影響をリ
アルタイムで即時に確認することもできます。これらのタイプのダッシュボード
は Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementに固有のものであ
り、書込み可能ダッシュボードと呼ばれます。書込み可能ダッシュボードの設計
の詳細は、書込み可能ダッシュボードを参照してください。

• シンプルに保つ
ダッシュボードの設計における基本的な課題は、狭いスペースにできるだけ多くの情報を
詰め込むことです。クリティカルな情報を省くことは誰も望みませんが、複雑性と有用性
はトレードオフの関係にあります。ダッシュボードの目的を明確にし、その目的の達成に
直接関係する情報に絞り込みます。表示される初期データに詳細情報が存在する場合は、
ドリルダウンしてさらに焦点を絞った有用な情報を探すオプションを提供します。
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• 要素に優先順位を付ける
要素は左上から右下に向かって優先度の順に配置します。読みやすく、実用的な概要レベ
ルのコンポーネントを左上付近に配置し、補足情報を含むコンポーネントを下部に配置し
ます。オーディエンスに十分な時間がなく、隅々まで注意を払うことができない場合は、
目に留まる場所に重要な要素を配置します。

• 美観の重要性
ダッシュボードが美観を備えているかどうかが、導入に影響を与える可能性があります。
使用する書体は 1つのみとし、色を使いすぎないようにします。データ・ビジュアライゼ
ーション内のそれぞれの色に目的を持たせます。異なるものを表現する場合にのみ、異な
るダッシュボードの色を使用します。一貫性を保ちます。ダッシュボードに複数のチャー
トが含まれている場合、同じグループやエンティティを参照しているときにはチャート間
で色が一致するようにします。チャート間で色の意味が変わると、ユーザーがチャートを
理解しにくくなる可能性があります。

ユーザー別の読取り専用ダッシュボードの例
このトピックでは、ユーザー別の読取り専用ダッシュボードの例を示します。また、ダッシュ
ボードに表示する情報、使用するチャート・タイプおよびコンポーネントの数に関する推奨事
項も示します。
• マネージャおよび経営者向けの読取り専用ダッシュボード
• データ・アナリストおよび対話型ユーザー向け読取り専用ダッシュボード
マネージャおよび経営者向けの読取り専用ダッシュボード
マネージャおよび経営者は、通常、意思決定者です。表やチャートで明確な情報が示されるこ
とを期待しています。複数のコンポーネントで構成される 1つのダッシュボードに、期待され
る詳細を含めるようにしてください。
Table 14-16    マネージャおよび経営者向けの読取り専用ダッシュボードの推奨事項

ダッシュボード・コンテンツ 推奨事項
表示する情報 • キー・パフォーマンス・インジケータ(KPI)

• 高レベルのトレンド
• 差異
• YoYまたは QoQの比較(あるいはその両方)

チャート・タイプ タイル、ゲージ、表、円/ドーナツ、折れ線/棒、ジオマップ、レーダー、
ウォーターフォール

ダッシュボード・コンポーネ
ントの数

3-6
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データ・アナリストおよび対話型ユーザー向け読取り専用ダッシュボード
データ・アナリストと対話型ユーザーは通常、データ分析を実行し、重要な意思決定のための
インサイトを上級管理職に提供します。
Table 14-17    データ・アナリストおよび対話型ユーザー向け読取り専用ダッシュボードの推奨
事項

ダッシュボード・コンテンツ 推奨事項
表示する情報 • ドリル可能なサマリー・レベル・チャート

• 様々なデータの組合せを確認するためのページレベルおよびチャー
トレベルの POVスイッチャ

• 差異
• YoYまたは QoQの比較(あるいはその両方)
• マスターと詳細の関係を示すチャート

チャート・タイプ タイル、ゲージ、スパーク・チャートを含む表、円/ドーナツ、折れ線/
棒、ジオマップ、レーダー、ウォーターフォール、バブル、散布、ファ
ンネル、ピラミッド、グリッド(サマリー・データ付き)

ダッシュボード・コンポーネ
ントの数

3-6
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書込み可能ダッシュボード
書込み可能ダッシュボードは、ユーザーがビジュアル化、読取り、書込みおよび計算を 1つの
ダッシュボードで行えるという点で、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementに固有のものです。
書込み可能ダッシュボードでは、データの表示と更新の両方における双方向のデータ操作が容
易になります。ダッシュボードには通常、比較のためのスケールを使用して様々なチャート・
タイプでデータが表され、ユーザーはわかりやすい形式でデータをビジュアル化できます。ま
た、書込み可能ダッシュボードでは、ユーザーがデータ値が更新すると、ビジュアライゼーシ
ョンが瞬時にレンダリングされます。
Cloud EPMダッシュボードでの操作は、POVの変更、ドリルスルー、各種チャート・タイプ
のビジュアライゼーションなどに限定されません。書込み可能ダッシュボードでは、ユーザー
がダッシュボードで直接データを更新できます。また、ダッシュボードでビジネス・ルールを
関連付けることができるため、複雑な計算をオンザフライで実行し、値を更新できます。

書込み可能ダッシュボードの例
書込み可能ダッシュボードにより、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management
では、データを更新して即時にビジュアル化できます。
次の表に、書込み可能ダッシュボードに表示するコンポーネント、使用するチャート・タイプ、
およびコンポーネントの数に関する推奨事項を示します。

ダッシュボード・コンテンツ 推奨事項
表示する情報 • 入力可能なグリッド

• マスターと詳細の関係を示すチャート
• 様々なデータの組合せを確認するためのページレベルおよびチャー
トレベルの POVスイッチャ

• 横並びの参照データ
チャート・タイプ グリッド、表、折れ線/棒/面、ウォーターフォール、円、ゲージ、ドーナ

ツ
ダッシュボード・コンポーネ
ントの数

2-4

次の例のダッシュボードには、データを表すビジュアル・チャートと、(データの更新が行われ
る)グリッドの両方があります。グリッドの値が更新されて保存されると、変更はリアルタイム
でチャートに反映されます。
書込み可能ダッシュボードの例: KPIタイルと書込み可能グリッド
次のダッシュボードの例では、ダッシュボードの上部コンポーネントにタイルを使用していま
す。左中央のコンポーネントと下部のコンポーネントは書込み可能なグリッドで、右中央のコ
ンポーネントは棒グラフです。
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書込み可能ダッシュボードの例: 売上予測
次の売上予測ダッシュボードの例では、上部の「実績 vs予測」チャートは組合せチャートであ
り、下部の実績付き売上予測グリッドは書込み可能グリッドです。

ダッシュボード・レイアウトのガイダンス
ダッシュボードのレイアウトを選択する際には、次の点に留意してください:

• 等間隔で配置された 3列または 2列のチャートのレイアウトを目指します。3列を超える
ダッシュボードはお薦めしません。

• ダッシュボード・ページで複数のスクロール・バーを使用しないでください。スクロール・
コンポーネントは画面の下部に接するパネルに配置するのが理想的です。スクロール・コ
ンポーネントを配置する推奨場所については、次の例の黄色のパネルを参照してください。

1パネル・ダッシュボードのレイアウト
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2パネル・ダッシュボードのレイアウト

例 1 例 2 例 3

3パネル・ダッシュボードのレイアウト

例 1 例 2

例 3 例 4

4パネル・ダッシュボードのレイアウト
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5パネル・ダッシュボードのレイアウト

ダッシュボード・スタイル
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementでは、スタイルと呼ばれるカラー・
テーマを使用してダッシュボードを設計します。各ダッシュボード・スタイルには様々な色と
背景のセットが用意されており、その中から選択することで、見た目が美しく、読みやすく、
インパクトのあるダッシュボードを作成できます。
ダッシュボード・スタイルは次のとおりです:

• 明るい(デフォルト)

• 暗い
• 白
各ダッシュボード・スタイルのカテゴリ・カラー・パレットは、隣り合う色の違いが最大にな
るように意図して設計されています。
次の例は、「明るい」、「暗い」、「白」の各スタイルを使用してカスタマイズしたダッシュボード
を示しています。
「明るい」ダッシュボード・スタイル
「明るい」ダッシュボード・スタイルは、明るい背景、暗いフォント、暗いイメージおよび暗い
アイコンを使用しています。白い背景が必要な場合は、かわりに「白」ダッシュボード・スタ
イルを選択します。
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「暗い」ダッシュボード・スタイル
「暗い」ダッシュボード・スタイルでは、背景が暗くなり、明るいフォント、明るいイメージお
よび明るいアイコンが使用されます。

「白」ダッシュボード・スタイル
「白」ダッシュボード・スタイルでは、背景が真っ白になり、暗いフォント、暗いイメージおよ
び暗いアイコンが使用されます。白い背景が必要な場合は、「明るい」のかわりにこのスタイル
を選択します。

チャートでの色の順序付け
カテゴリ・カラー・パレットは、隣り合う色の違いが最大になるように意図して設計されてい
ます。次に指定された順序でデータにパレットの色を適用することをお薦めします。
チャート間で色シーケンスを繰り返すことも、最後のチャートが終了したところからシーケン
スを始めることもできます。
明るい背景のチャートのカラー・シーケンス
明るい背景のチャートには、次のカラー・シーケンスを使用することをお薦めします:
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ネガティブ、中立およびポジティブを色で示す必要がある場合は、次の一連の色を使用するこ
とをお薦めします。これらの色は、そのページのシーケンスから予約できます。

暗い背景のチャートのカラー・シーケンス
暗い背景のチャートには、次のカラー・シーケンスを使用することをお薦めします:

ネガティブ、中立およびポジティブを色で示す必要がある場合は、次の一連の色を使用するこ
とをお薦めします。これらの色は、そのページのシーケンスから予約できます。

白い背景のチャートのカラー・シーケンス
白い背景のチャートには、次のカラー・シーケンスを使用することをお薦めします:

ネガティブ、中立およびポジティブを色で示す必要がある場合は、次の一連の色を使用するこ
とをお薦めします。これらの色は、そのページのシーケンスから予約できます。

ダッシュボード・デザインを改善するための推奨事項
以降のトピックでは、ダッシュボードのデザインを改善するためのベスト・プラクティスをい
くつか示し、ダッシュボードの例を紹介しています。
• チャートのサイズ指定
• 読みやすさ
• 間隔および配置
• 整合性
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チャートのサイズ指定
ここでは、ダッシュボードでチャートのサイズを設定する際のベスト・プラクティスをいくつ
か示します:

• ダッシュボードのレイアウトは、幅がパネル 3つ分以下にする必要があります。
• 円グラフ、リング・チャート、ゲージ・グラフおよびドーナツ・グラフを 3分の 1以外の
幅で使用することは避けます。

• ダッシュボードで複数の円グラフ、リング・チャート、ゲージ・グラフおよびドーナツ・
グラフを使用する場合は、すべて同じサイズにしてください。

Figure 14-4    エグゼクティブ・サマリー

読みやすさ
ここでは、ダッシュボードをより読みやすくするためのベスト・プラクティスをいくつか示し
ます:

• テキストは、中央揃えや右揃えに設定せずに左揃えにします。
• すべてのチャートでグリッド線を使用します。
• 負の数字には赤を使用します。
• 類似の情報には同じチャート・タイプを使用します。たとえば、「インフロー」と「アウト
フロー」は、どちらも同じタイプのチャートとしてビジュアル化する必要があります。
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Figure 14-5    ダッシュボードの例: 定期サマリー

POVによるダッシュボードの読みやすさの向上
POVは、ダッシュボードの読みやすさを向上させる役立つツールです。ダッシュボードで
POVを使用する場合は、次のベスト・プラクティスに従ってください:

•  「POV設定」メニューで「POV : 自動適用」を有効にします。POVメンバーが選択
されるたびに、ダッシュボード内の関連するデータおよびチャートが自動的にリフレッシ
ュされます。これにより、効率が向上し、不要なクリックが回避されます。

• ダッシュボードの「一般設定」で「グローバル POVバー」を有効にします。複数のダッシ
ュボード・コンポーネントで同じページ・ディメンションおよび POVディメンションが使
用されている場合、そのディメンションは各コンポーネント内で繰り返されるのではなく、
グローバル POVに自動的に移動します。グローバル POVを使用することで煩雑さがなく
なり、スペースが節約されます。

•  「POV設定」メニューで「POV : ディメンション・ラベルの非表示」を有効にするこ
とを検討してください。ディメンション・メンバー名がそれ自体の説明になっている場合、
ディメンション・ラベルは不要です。たとえば、製品名や通貨に、"製品"または"通貨"とい
うラベルは必要ありません。ディメンション・ラベルを非表示にすると、さらに煩雑さが
減り、ダッシュボードが読みやすくなります。
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Figure 14-6    ダッシュボード POVの例: 製品収益分析

マスター詳細ダッシュボードの使用
1つのマスター・フォームと複数の詳細(ターゲット)フォームまたはチャートを含むダッシュボ
ードを設計できます。これはマスター詳細ダッシュボードとも呼ばれます。マスター・フォー
ムでメンバーを選択すると、ターゲット・フォームまたはチャート内のメンバーが自動的にフ
ィルタされ、ターゲット・フォームまたはチャートには、マスター・フォームで強調表示され
たメンバーに関連する詳細のみが表示されます。
効率を高め、より速くビジュアライゼーションを提供するマスター詳細ダッシュボードを設計
するためのベスト・プラクティスは次のとおりです:

• 右クリック・メニュー・オプション「コンテキストの適用」を選択すると、マスター・フ
ォーム内のデータに関係するターゲット・フォームまたはチャート内のデータがフィルタ
されます。マスター詳細ダッシュボードは、ローカル POVを変更する必要なくより速くビ
ジュアル化するために役立ちます。マスター・フォームでデータ行を選択し、右クリック
して「コンテキストの適用」を選択すると、すべての詳細フォームまたはチャートで、選
択されているメンバーのデータが自動的にリフレッシュされます。

• マスター詳細ダッシュボードは、ライトバック機能を備えたグリッドを含む、様々な組合
せで使用できます。これにより、様々なデータ・セットの詳細を確認して更新し、マルチ
タスクを効果的に実行できるようになります。

• マスター詳細ダッシュボードは、タイプが異なるダッシュボードではありませんが、他の
ダッシュボードとは違う設計にすることができます。これを実現するには、マスター・フ
ォームの行にディメンション・メンバーを配置し、他の詳細フォームまたはチャートのペ
ージ・レベルで同じディメンションを繰り返します。

マスター詳細ダッシュボードの例
次の例では、左上のマスター・フォームに製品のリストが表示され、詳細グリッドとチャート
にページ・ディメンションとして製品が表示されています。いずれかの行で製品を選択し、右
クリックで「コンテキストの適用」を選択すると、ローカル POVで選択されているメンバー
を含むすべてのターゲット・グリッドおよびチャートが即時に自動更新され、データがリフレ
ッシュされます。
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Figure 14-7    コンテキストを適用する前のマスター詳細ダッシュボードの例

Figure 14-8    コンテキストを適用した後のマスター詳細ダッシュボードの例

間隔および配置
ここでは、ダッシュボードでのチャートおよびグリッドの間隔と配置に関するベスト・プラク
ティスをいくつか示します:

• グリッドが指定された領域全体を埋めるようにします。
• 適用可能な場合、アクティブなセルと読取り専用セルをグリッドの背景色で示す必要があ
ります。

• 凡例は、チャートの位置を揃えられる場所に配置します。たとえば、次のダッシュボード
では、両方の凡例がチャートの下に配置され、下のチャートの x軸線と上のチャートの x
軸線の位置が揃っています。一方の凡例をチャートの右側に配置すると、x軸の線が揃いま
せん。

• 散らかりを解消するために、類似の情報(営業キャッシュ・フローと営業外キャッシュ・フ
ローなど)を含むチャートは 1つのチャートに結合することを検討します。

• また、散らかりを解消するために、ローカル POVとグローバル POVを非表示にすること
もできます。
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Figure 14-9    ダッシュボードの例: 定期コントローラ・ローリング予測

整合性
ここでは、ダッシュボードの整合性を高めるためのベスト・プラクティスをいくつか示します:

• ラベルを複数の場所で使用する場合は、同じ順序で使用します。たとえば、「インフロー」
と「アウトフロー」を使用する場合は、どこでも同じ順序で使用します。

• 必ず、すべてのチャートにタイトルを付けます。
• 整合性のある 1つの書体(Oracle Sansなど)を使用し、文字のサイズは 3タイプまでにしま
す(タイトル用、ラベル用およびその他のコンテンツ用)。

Figure 14-10    ダッシュボードの例: PCF定期概要(暗い)

サマリー
ユーザーが使用したくなるダッシュボードを設計するには、コミュニケーションの基本的な目
標に焦点を当てます。ユーザーが簡単にすばやくダッシュボードを表示して理解できるように
します。
色を使用してデータの意味に注目を集める方法の詳細は、次のリソースをお薦めします:
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データ・ビジュアライゼーションでの色による通信
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15
インフォレットの設計

インフォレットを作成して、ユーザーが様々なソースから高レベルの重要な情報を表示および
操作できるようにします。これにより、どこに注意を向ける必要があるかをすばやく判断でき
るようになります。
次も参照:

• インフォレットについて
• インフォレットの詳細分析
• インフォレットの内容の決定
• インフォレット・デザイナの使用
• インフォレットの作成
• インフォレットの操作 - 標準化されたインタフェース
• インフォレットの操作 - 従来のインタフェース
• インフォレットにアクセスするインタフェースのカスタマイズ

インフォレットについて
インフォレットを使用すると、各種のソースから生成される概要レベルの必須情報を表示し、
扱うことができるので、どこに注意を向けるべきかすぐに評価できます。サービス管理者は、
インフォレットの作成、再設計、削除およびインフォレットへの権限の割当てを行います。
インフォレットとは何か
インフォレットとは、自己完結型で対話型のボックス・コンテナです。テキストとチャートを
使用して情報を表示します。インフォレットは対話型で、概要レベルで集約された必須情報を
段階的に表示するので、一目で参照しやすく、必要に応じて迅速に対処できます。インフォレ
ットは、最大で 3つのチャートまたは一連の値を表示できるように、切替えとサイズ変更が可
能です。
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インフォレットの詳細は、インフォレットの詳細分析を参照してください。
インフォレットの使用方法
インフォレットは、次の用途に使用できます。
• 必須の情報を使いやすい形で示す
• 最もクリティカルな質問に対する答えを示す

– 何が新しく、何が変更されていますか?

– 自分の作業をサポートする最も重要な情報は何ですか?

• ユーザーの作業を迅速に評価して優先順位を設けられるように、重要な情報をユーザーの
役割ごとにグループ化する

• 必須の情報やアクションを段階的に表示する
インフォレットを切替えまたは展開することで、このような追加の詳細情報をさまざまな
インフォレット・ビューで表示します。ただし、使用できるインフォレット・ビューは 1
つのみです。

• 必須の情報や概要情報を、視覚的にリッチな形で示す
レポート機能のように特に複雑な情報を扱うとき、または詳細なビジュアルを示すときには、
インフォレットは使用しないでください。
インフォレットの内容の決定を参照してください。
インフォレット・ページとは何か
インフォレット・ページとは、1つ以上のインフォレットが表示されるページです。これには
コンテナがあり、インフォレットが占めるスペースを管理したり、ブラウザのサイズとインフ
ォレットのサイズに合せて再配置したりできます。作成した各インフォレットは、1つのイン
フォレット・ページに属します。ホーム・ページの「インフォレット」カードに、インフォレ
ット・ページのリストが表示されます。
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ノート:

この更新では、上の画像で示されている機能をすべて使用できるわけではありませ
ん。それらの機能には、今後の更新で対応する予定です。

インフォレットの操作 - 標準化されたインタフェースを参照してください。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
インフォレットの設計方法を学習します。
様々なユーザーおよびグループが、即時に実行する
アクティビティに優先順位を付けて意思決定に役
立てるために必要な重要データに、目的にあわせて
迅速にアクセスするためにインフォレットを使用
する方法を学習します。

 概要: Planningでのインフォレットを使用
した重要データのカスタム対話型ビューの作成

インフォレットの詳細分析
インフォレットのビュー
1つのインフォレットは、最大 3つのビューをサポートしています。
1. 前面ビュー(必須)
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2. 背面ビュー(オプション)

 

 

3. 展開ビュー(オプション)

 

 

前面ビューは必須です:

• 自分の作業に直接影響する概要レベルの情報を一目で見ることができます。たとえば、前
面ビューには、ステータス、数、合計、最新の更新などを表示できます

• 一目でわかりやすくなっているため、詳細を調べたい重要な情報の識別に役立ちます
• 3x2を除いてすべてのインフォレット・サイズを使用できます(詳細は、後述のインフォレ
ット・サイズの情報を参照)

• 展開ビューを、前面ビューまたは背面ビューで元のサイズに戻せます
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• 「アクション」メニュー・アイコンはカーソルを置いたときだけ表示され、背面切替えアイ
コン(オプション)または展開アイコンが右下隅に表示されます

ノート:

ビューを 1つだけ表示する場合は、前面ビューにする必要があります。

背面ビューはオプションです:

• 分析情報(グラフなど)を表示します
• スキャンしやすいため、前面ビューに表示された情報を調べたり、さらに知ることができ
ます

• サイズは前面ビューと同じです
• 「アクション」メニュー・アイコンはカーソルを置いたときだけ表示され、前面切替えアイ
コンが左下隅に、展開アイコン(オプション)が右下隅に表示されます

展開ビューはオプションです:

• 前面ビューまたは背面ビューで示される 1つのデータ・ポイントまたは個々のデータにつ
いて、さらに詳細を表示します。たとえば、展開ビューでは、1つのオブジェクトまたは
最近の項目の一覧について、前面ビューや背面ビューに表示される内容よりも詳細な情報
を表示できます

• アクションを実行して作業領域ページの注目すべき内容に移動してよいかどうか、十分な
情報に基づいて判断できます

• 他のビューからの移行もスムーズです。他のインフォレットが新しい位置に移動されるの
で、スムーズでシームレスに展開できます。

• 前面ビューや背面ビューよりサイズを大きくする必要があります
• 「アクション」メニュー・アイコンはカーソルを置いたときだけ表示され、縮小アイコンが
右下隅に表示されます

インフォレット・ビューでは、基礎となるフォームとディメンションに割り当てられているア
クセス権を保持します。したがって、ユーザーごとにアクセス権が異なれば、同じインフォレ
ットでも表示されるビューは異なることがあります。
インフォレットのサイズ
インフォレットのサイズは、次のように設定できます。

ノート:

1x1は、1列 1行(170ピクセル)のボックスを表します。

• 1x1

• 2x1

• 3x1

• 2x2

• 3x2 (展開ビューのみ)

第 15章
インフォレットの詳細分析

15-5



前面ビューと背面ビューのサイズは、常に同じです。前面ビューのサイズを変更すると背面ビ
ューのサイズも自動的にリセットされます。展開ビューのサイズは必ず前面/背面ビューより
大きくする必要があるため、インフォレットの前面/背面ビューのサイズを大きくした場合、展
開ビューは前面/背面ビューより大きいサイズに自動的にリセットされます。

ノート:

前面ビューと背面ビューには、3x2のサイズは使用できません。このサイズは、展開
ビューのみに適用可能です。

ビューのサイズ、タイトルおよびサブタイトルは、プロパティ・パネルで設計者が設定します。
インフォレット・デザイナの使用を参照してください。
インフォレット・ビュー間の移動
1つのインフォレットは、次のいずれかのビューの組合せで作成できます。
1. 前面ビューのみ
2. 前面ビューと背面ビュー
3. 前面ビューと展開ビュー
4. 前面ビュー、背面ビュー、展開ビュー
ビュー間を切り替えるには、インフォレットの右下隅または左下隅にある切替えアイコン、展
開アイコン、縮小アイコンを使用します。下隅にカーソルを置くと、切替え、展開、縮小のア
イコンが表示されます。

インフォレットの内容の決定
インフォレットの内容を決めるときは、次の一般的なヒントを参照してください。
• 既存のダッシュボードと作業領域ページを確認します。
ダッシュボードと作業領域ページは、情報サマリーがまとめて表示されるので、出発点と
して最適です。

• 10/90/90の原則を適用します。
重要性が高く利用しやすい、ユース・ケースの上位 10%からあがる FAQに対処する情報を
探します。このユース・ケースは、ビジネス・インテリジェンス、ソーシャル、トランザ
クション、外部など全社から集まります。
次に、この情報に絞って、ユーザーの 90%が、時間の 90%で得られるメリットが何かを検
討します。既存のダッシュボードの内容、既存の作業領域ページ、または全般にこの
10/90/90の原則を適用して、インフォレットに適した情報を選定します。

• 上位のユース・ケースを、よくあるビジネス上の質問の形で書きなおします。
これらのビジネス上の質問に答えるように、対応するインフォレットの内容を提示します。
たとえば、対応の困難なオーダーの数をステータス別に一覧するなどです。

• 複数の情報ポイントではなく、1つのポイント、または密接に関連があり相互に依存する
一連のポイントを探します。
インフォレットの内容を決定するプロセスは、ダッシュボードの内容を作成するプロセス
に類似していますが、分析のレベルはもっと深くなります。3つ以下の情報階層ビューで
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表示するのに適しており、ビジネス上のクリティカルな質問の答えになる情報を、1つの
データ・ポイントまたはデータ・セットから探します。

• 最も重要な 1つのポイントから始めます。
1つのインフォレットには、データの 1つの側面つまり情報ポイントに関する集約情報が
表示されます。ユーザーが知る必要のあるイベント、またはユーザーが対処する必要のあ
るタスクに関連する情報です。
ダッシュボードに、1つ以上のオブジェクトの複数の側面(数字の合計や通貨の合計)が含ま
れている場合は、最も重要な 1つのポイントから始め、インフォレットの前面ビューに対
する 1つの概要(たとえば、合計としてスタイル付きの数値を使用するなど)を追加してきま
す。次に、必要に応じて背面ビューの内容を決めます。最後に、必要に応じて展開ビュー
の内容を決めます。
1つのインフォレットで、4つ以上のビューは追加できません。インフォレットに表示する
データ・ポイントが 1つのみ、または密接に関連があり相互に依存するデータ・セットが
１つのみの場合は、前面ビューのみ使用します。

関連リンク
インフォレットのフォームの設計
インフォレットのチャートの設計

インフォレットのフォームの設計
インフォレットでは、小さいデータ・セットのフォームのみを使用します。フォームに設定さ
れているアクセス権限がインフォレットで保持されます。
インフォレットで個々に使用されるフォームを作成できます。
• フォルダで使用するフォームは、従来のデータ入力フォームよりセルが少なくなります。
たとえば、インフォレットで使用するフォームのセルは 12以下です。

• インフォレットで使用するフォームは、行と列を 12以下にしてください。フォームの行と
列が 12を超えた場、12行および 12列までしか表示されません。

• 現在、インフォレットはページ・ディメンションまたは POVをサポートしていないため、
インフォレットで使用するフォームにページ・ディメンションは使用しないでください。

• インフォレットで使用するフォームにグリッドが含まれ、メンバーを展開すると、インフ
ォレットでは展開したメンバーも含めて、フォームのメンバーがすべて表示されます。

インフォレットのチャートの設計
静的な内容を表示するには、チャートのタイトルとサブタイトルを使用します。
インフォレットで使用できるチャートは 6種類あります:

• 棒: 複数のデータ値のグラフィカルなサマリーを表し、比較に利用します。棒グラフは、垂
直または水平に表示できます。棒グラフのインフォレットでは、棒の数を最大で 8つまで
に抑えることをお薦めします。

• 縦棒: 異なるデータ・セット同士を積み重ねて表す棒グラフです。1つの棒の最終的な高さ
は、データ・セットを合算した値を表します。

• ドーナツ: 円グラフをセグメントに分割し、データ・セット同士を比較します。中央の空白
は、全データ・セットの合計を表します。ドーナツ・チャートのインフォレットでは、セ
グメントの数を最大で 6つまでに抑えることをお薦めします。
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• 折れ線: 一定期間にわたるデータのトレンドをビジュアル化するときに使用します。
• 円: 円グラフでは、分割したスライスでデータ・セット同士を比較します。円グラフのイン
フォレットでは、スライスの数を最大で 6つまでに抑えることをお薦めします。

• タイル: データ・セットから、表示する特定の値を選択できます。タイル・チャートのイン
フォレットでは、タイルの数を最大で 3つまでに抑えることをお薦めします。

ノート:

タイル・チャートで使用できるサイズは 1x1のみです。タイル・チャートを使用
しているインフォレットは、チャート・タイプを変更しないかぎりサイズを変更
できません。タイル・チャートを 1x1より大きいインフォレットにドラッグ・ア
ンド・ドロップすると、インフォレットのサイズかチャート・タイプか、どちら
かを変更するよう指示されます。

インフォレット・デザイナの使用
サービス管理者は、インフォレット・デザイナを使用してインフォレットおよびインフォレッ
ト・ページを作成します。インフォレット・デザイナでは、ランタイム・ビューとデザイナ・
ビューを簡単に切り替えることができます。
インフォレット・デザイナにアクセスするには、ホーム・ページで「インフォレット」アイコ
ンをクリックし、インフォレットを作成するか、または既存のインフォレットを編集します。
リスト領域でインフォレット名をクリックすると、そのインフォレット・ページのランタイム・
バージョンが開きます。ランタイム・ビューとデザイナ・ビューは、  (インフォレット・
デザイナ)をクリックして切り替えられます。
インフォレット・デザイナ
 

 

インフォレット・ツールバー
右上にインフォレット・ツールバーがあります。

: インフォレット・デザイナに新しいインフォレットを追加します
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: 「プロパティ」パネルの表示/非表示を切り替えます
: クリックして次のアクションを実行します。

• リセット: インフォレット・デザイナを、前回保存した状態に戻します
• リフレッシュ: Essbaseからのデータをリフレッシュし、データベースからインフォレット
定義を更新します

• ランタイム: インフォレット・デザイナの要素をすべて非表示にし、実行時にユーザーに見
えるのと同じようにインフォレットを表示します
: ランタイム・モードから、インフォレット・デザイナを表示します

インフォレット・デザイナ・パレット
左側には、デザイナ・パレットがあります。デザイナ・パレットには、「フォーム」と「チャー
ト・タイプ」の 2つのタブがあります。デザイナ・パレットでオブジェクトをハイライトし、
ドロップ・ゾーンまでドラッグ・アンド・ドロップします。
 

 

デザイナ・パレットのオブジェクト:
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• フォーム: フォームをスクロールするか、名前で検索して、インフォレットに含める単一の
フォームを選択します。フォームの詳細は、インフォレットのフォームの設計を参照して
ください。

ノート:

フォームに設定されているアクセス権限がインフォレットで保持されます。

• チャート・タイプ: インフォレットに含めるチャート・タイプを選択します。インフォレッ
トのチャートには、データ・ソースとしてチャートとフォームを関連付けるまで、サンプ
ルのデータが表示されています。チャートをフォームにリンクすると、ユーザーは、関連
付けられたチャートに対するフォームでのデータ変更の影響を確認できます。チャートに
フォームを関連付けるには、プロパティ・パネルでチャートをハイライトしてドロップ・
ゾーンまでドラッグ・アンド・ドロップし、「サンプル」をクリックしてから「フォーム」
をクリックしてデータ・ソースを選択します。チャートの詳細は、インフォレットのチャ
ートの設計を参照してください。

インフォレット・メニュー
インフォレット・メニューには、インフォレットの削除およびクリア・アクションが含まれま
す。インフォレット・メニューを表示するには、インフォレットの右上隅にカーソルを置き、
下矢印をクリックして、メニュー・オプションを表示します。
• 削除: ページからインフォレットを削除します
• クリア: インフォレットの詳細をクリアします
プロパティ・パネル
インフォレット・デザイナの右側のプロパティ・パネルでは、次のインフォレット・プロパテ
ィを表示および操作できます。

ノート:

指定するヘッダーは、1つのインフォレットではすべてのビューで同じですが、各ビ
ューに違うサブタイトルを指定することはできます。たとえば、1つのインフォレッ
トの前面、背面、展開の各ビューに異なるサブタイトルを指定できますが、ヘッダー
は同じにする必要があります。

• ヘッダー
• サブタイトル
• サイズ: 選択したサイズでインフォレットを表示します
• チャート・タイプ: インフォレットのデータを選択したチャート・タイプで表示します
• データ: 関連するデータ・ソース(サンプルまたはフォーム)を表示します
• フォーム: 選択したインフォレット・フォームを表示します
削除やクリアなどのアクションは、インフォレット・メニューにあります。
デフォルトでは、インフォレットの前面ビューがプロパティ・パネルに表示されます。他のビ
ューをドロップダウンから選択すると、それらが表示されます。インフォレットを切り替えた
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り展開して背面ビューまたは展開ビューを表示する場合、それらのビューのプロパティは、プ
ロパティ・パネルに表示されます。また、対応するチャート・タイプのプロパティも、プロパ
ティ・パネルに表示されます。

インフォレットの作成
インフォレットを作成するには:

1. ホーム・ページで、「インフォレット」をクリックします。
2. 「アクション」をクリックして「インフォレットの作成」をクリックします(または、従来
のインタフェースを使用している場合は「作成」をクリックします)。

3. 「無題インフォレット・ページ」をクリックして、作成する新しいインフォレット・ページ
のタイトルを入力します。

4. 左側のデザイナ・パレットから、「ライブラリ」タブまたは「ビジュアライゼーション」タ
ブを選択し、オブジェクトをハイライトして、インフォレットのドロップ・ゾーンまでド
ラッグ・アンド・ドロップします。
または、ページ上部の

(「インフォレットの追加」)をクリックして、ワークスペースに新しいインフォレットを追加
できます。

5. 「プロパティ」パネルがまだ表示されていない場合は、ページ上部の

(「プロパティ」)をクリックして表示します。強調表示したインフォレットを、「プロパティ」
パネルで行った選択を使用してカスタマイズします。

6. 「保存」をクリックします。
「インフォレット」リスト・ページで「別名コピー」アクションを使用すると、インフォレット
を簡単に複製して変更できます。リスト・ページで、コピーするインフォレットの横にある「ア
クション」アイコンをクリックし、「別名コピー」をクリックします。

インフォレットの操作 - 標準化されたインタフェース
インフォレット・インタフェースについて
このトピックでは、デフォルトの標準化されたインタフェースでの「インフォレット」ページ
の操作について詳細を提供します。標準化されたインタフェースについてさらに学習するに
は、標準化された Cloud EPMプラットフォームのアーティファクト・ページについてを参照し
てください。
ただし、従来のアーティファクト・ページが引き続き使用されている場合もあります。従来の
「インフォレット」ページを表示している場合は、インフォレットの操作 - 従来のインタフェー
スを参照してください。
インフォレット・ページを作成すると、「インフォレット」ページのリスト領域に表示されま
す。
「インフォレット」では、フォルダがサポートされます。フォルダによって、個別のインフォレ
ットに対する権限を割り当てるかわりに、フォルダ内のすべてのインフォレットに対する権限
を割り当てることができます。「インフォレット」ページでは、ダッシュボードやデータ入力フ
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ォームと同じフォルダ階層を使用しており、すべてのアーティファクトおよびフォルダは、「ラ
イブラリ」と呼ばれるルート・フォルダ内に存在します。

ノート:

管理者のみがファイル(たとえば、ダッシュボード、インフォレット、フォーム、レ
ポートなど)を「ライブラリ」ルート・フォルダに追加できます。

「インフォレット」ページの表示
「インフォレット」ページを表示するには:

1. ホーム・ページで、「インフォレット」をクリックします。
 

 

2. インフォレットを開くには、インフォレット名をクリックします。
これにより、インフォレットがランタイム環境で開きます。

標準化された「インフォレット」ページの機能
標準化された「インフォレット」ページで、次のことを実行できます:

• 特定のインフォレットを検索するには、検索条件を入力すると、「検索」ボックスの下のド
ロップダウンに検索結果が表示されます。[Enter]をクリックすると、リスト領域に検索結
果が表示されます。検索結果には、検索条件が含まれているインフォレットのすべてのイ
ンスタンスがリストされます(フォルダ名を含む)。各検索結果には完全なフォルダ・パスが
表示されます。フォルダ内を検索すると、検索がそのフォルダとそのサブフォルダに絞り
込まれます。

ノート:

検索では、該当する場合は「名前」、「説明」および「フォルダ」列が考慮されま
す。

• インフォレット・リストをリフレッシュするには、「リフレッシュ」をクリックします。
• グローバル「アクション」メニュー(「インフォレット」ページのヘッダー領域内)には、次
のオプションが含まれています:

– インフォレットの作成: 新しいインフォレットを作成します。インフォレットの作成
を参照してください。

– フォルダの作成: 新しいフォルダを作成します。
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– 権限の割当: 選択したインフォレットまたはフォルダに対するアクセス権限を割り当
てます。フォルダ権限はそのフォルダ内のすべてのアイテムに適用され、リストに表
示されていないアイテムにも適用されます。一度に複数のインフォレットまたはフォ
ルダに対する権限を割り当てることができます。インフォレットまたはフォルダが選
択されていない場合は、グローバル「権限の割当」アクションによって、「ライブラ
リ」フォルダに権限が割り当てられます。

– 移動先: リスト領域で 1つ以上のインフォレットまたはフォルダが選択されている場
合、このオプションにより、フォルダがフォルダ階層内の別の場所に移動するか、イ
ンフォレットが別のフォルダに移動します。

• 各インフォレット・ライン・アイテムには、アイテム固有の「アクション」メニューもあ
り、次のオプションが含まれています:

– 開く: インフォレットをランタイム環境で開き、表示できるようにします。インフォレ
ットは動的タブで開きます。

– 編集: 基礎となるフォームのデータを取得してインフォレット・デザイナでインフォレ
ットを開きます。インフォレットは動的タブで開きます。

– 削除: フォルダまたはインフォレットを削除します。フォルダを削除するには、空であ
る必要があります。

– 名前変更: フォルダまたはインフォレットの名前を変更します。他のフォルダが含ま
れている場合、フォルダの名前を変更することはできません。

– 別名コピー: 新しい名前を付けてインフォレットをコピーします。インフォレットは、
リスト内で元のインフォレットの直下にコピーされます。

– 移動先: フォルダをフォルダ階層内の別の場所に移動するか、インフォレットを別のフ
ォルダに移動します。

– URLのコピー: インフォレットのダイレクト URLをコピーして共有できます。
アーティファクトのダイレクト URLのコピーを参照してください。

– 「デフォルト」または「マーク解除」: 「デフォルト」は、インフォレット・ページを
デフォルトとしてマークし、ホーム・ページのグローバル・ヘッダーの下に表示され
る 2つ目のインフォレット・ドットをクリックすることで、ホーム・ページから直接
アクセスできるようにします。デフォルトとしてマークできるインフォレット・ペー
ジは 1つのみで、リスト内のそのインフォレットの名前の前に(デフォルト)という接頭
辞が表示されます。マーク解除は、インフォレット・ページからデフォルト指定を削
除します。

– 権限の割当: フォルダまたはインフォレットに対するアクセス権限を割り当てます。

インフォレットの操作 - 従来のインタフェース
インフォレット・インタフェースについて
このトピックでは、従来のインタフェースでの「インフォレット」ページの操作について詳細
を提供します。デフォルトの標準化された「インフォレット」ページを表示している場合は、
インフォレットの操作 - 標準化されたインタフェースを参照してください。
標準化されたインタフェースについてさらに学習するには、標準化された Cloud EPMプラット
フォームのアーティファクト・ページについてを参照してください。
インフォレット・ページを作成すると、「インフォレット」ページのリスト領域に表示されま
す。
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「インフォレット」では、フォルダがサポートされます。フォルダによって、個別のインフォレ
ットに対する権限を割り当てるかわりに、フォルダ内のすべてのインフォレットに対する権限
を割り当てることができます。「インフォレット」ページでは、ダッシュボードやデータ入力フ
ォームと同じフォルダ階層を使用しており、すべてのアーティファクトおよびフォルダは、「ラ
イブラリ」と呼ばれるルート・フォルダ内に存在します。

Note:

管理者のみがファイル(たとえば、ダッシュボード、インフォレット、フォーム、レ
ポートなど)を「ライブラリ」ルート・フォルダに追加できます。

「インフォレット」ページの表示
「インフォレット」ページを表示するには:

1. ホーム・ページで、「インフォレット」をクリックします。
 

 

2. インフォレットを開くには、インフォレット名をクリックします。
これにより、インフォレットがランタイム環境で開きます。

従来の「インフォレット」ページの機能
従来の「インフォレット」ページで、次のことを実行できます:

• フラット・ビューとツリー・ビューの間でインフォレットの表示を切り替えることができ
ます: 

• 「検索」 を使用してインフォレットを検索できます。フラット・ビューには、検索条件
と一致するインフォレットのみが表示され、それらを含むフォルダは表示されません。ツ
リー(階層)ビューには、インフォレットとそれらが含まれるフォルダが一緒に表示されま
す。

• インフォレット・リストをリフレッシュするには、「リフレッシュ」をクリックします。
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• インフォレットを作成するには、「作成」をクリックします。インフォレットの作成を参照
してください。

• インフォレット・ページで次のアクションを実行するには、インフォレット・ページに隣
にある「アクション」アイコンをクリックし、次のように選択します。
– フォルダの作成: リスト内にフォルダを作成します
– 編集: インフォレット・デザイナでインフォレット・ページを開きます
– 名前変更: インフォレット・ページの名前を変更します
– 別名コピー: インフォレット・ページを複製します
– 削除: リストからインフォレット・ページを削除します
– 移動先: インフォレット・ページを別のフォルダに移動します
– 「デフォルト」または「マーク解除」: 「デフォルト」は、インフォレット・ページを
デフォルトとしてマークし、ホーム・ページのグローバル・ヘッダーの下に表示され
る 2つ目のインフォレット・ドットをクリックすることで、ホーム・ページから直接
アクセスできるようにします。デフォルトとしてマークできるインフォレット・ペー
ジは 1つのみで、リスト内のそのインフォレットの名前の前に(デフォルト)という接頭
辞が表示されます。マーク解除は、インフォレット・ページからデフォルト指定を削
除します。

– 権限の割当: 個々のユーザーまたはグループに、インフォレット・ページおよびフォル
ダに対する「読取り」、「書込み」および「なし」のアクセス権限を割り当てることが
できます

– URLのコピー: インフォレットのダイレクト URLをコピーして共有できます。
アーティファクトのダイレクト URLのコピーを参照してください。

インフォレットにアクセスするインタフェースのカ
スタマイズ

ホーム・ページからインフォレット・ページへのリンクを追加できるように、ナビゲーション・
フロー・デザイナを使用して、ビジネス・プロセス・インタフェースをカスタマイズできます。
インフォレット・ページにアクセスするインタフェースをカスタマイズすると、ホーム・ペー
ジでグローバル・ヘッダーの下にドットが表示され、ホーム・ページとインフォレット・ダッ
シュボード・ページとの間を容易にナビゲートできる矢印が表示されます。ホーム・ページに
表示される各ドットが 1つのインフォレット・ページを表しており、ドットにカーソルを置く
と、インフォレット・ページの名前が表示されます。インフォレットのドットをクリックする
と、それに関連付けられているインフォレット・ページが開きます。ホーム・ページに定義で
きるインフォレットのドットは、最大 7つです。他の Oracle Fusion Cloud EPM環境への接続
をすでに作成している場合は、他の Cloud EPM環境でもインフォレット・ページへのリンクを
追加できます。
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アクセス権のあるインフォレット・ページのドットのみがホーム・ページに表示され、ユーザ
ーに見えます。表示されるインフォレット・ドットのタイプは、次のとおりです。
• ホーム・ドット: 常に最初に表示されるドットで、ホーム・ページにリンクしています。ホ
ーム・ドットは 1つだけです。ホーム・ページ以外を閲覧しているときは、ホーム・ドッ
トをクリックするとホーム・ページに戻ります。

• ユーザー・ドット: エンド・ユーザーがデフォルトのインフォレット・ページとしてマーク
したインフォレット・ページにリンクします。ユーザー・ドットは 1つだけで、必ずユー
ザーのホーム・ページでホーム・ドットの後に表示されます。ユーザー・ドットは、ナビ
ゲーション・フロー・デザイナでは追加できません。インフォレットをデフォルトとして
マークする方法の詳細は、インフォレットの操作 - 標準化されたインタフェースを参照し
てください。

• カスタマイズ可能ドット: サービス管理者が作成したインフォレット・ページにリンクしま
す。カスタマイズ可能ドットは、ナビゲーション・フローに統合でき、表示するかどうか
と表示の順序はナビゲーション・フロー・デザイナで決定します。カスタマイズ可能ドッ
トは最大 7つまでで、常にホーム・ドットとユーザー・ドットの後に表示されます。

ナビゲーション・フロー・デザイナを使用して、ビジネス・プロセス・インタフェースにイン
フォレット・ドットを追加するには:

1. ホーム・ページから、「ツール」、「ナビゲーション・フロー」の順にクリックします。
2. アクティブでないナビゲーション・フローをリストから選択し、ナビゲーション・フロー・
デザイナで「インフォレット」タブをクリックします。

3. をクリックします。
4. 「インフォレットの管理」で、インフォレット・ドットに名前を付けて、表示/非表示を設
定し、  (「アーティファクトの選択」)をクリックしてアーティファクト・ライブラリか
らインフォレットを選択します。
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ノート:

他の Cloud EPM環境への接続が作成してある場合は、その環境からインフォレ
ットを選択できます。まず、「自分の接続」で環境を選択し、その環境のインフォ
レットに移動します。

5. 「保存して閉じる」をクリックします。

ノート:

インフォレットが、ナビゲーション・フローでタブまたはカードに関連付けられてい
る場合もあります。タブやカードを追加または更新する際には、アーティファクト・
ライブラリでインフォレットを選択します。

設計時のナビゲーション・フローに対する変更を確認するには、ナビゲーション・フローをア
クティブにし、ホーム・ページからユーザー名(画面の右上隅)の隣の下向き矢印をクリックし
て、「ナビゲーション・フローのリロード」をクリックします。
ナビゲーション・フローの設計についてさらに学習するには、カスタム・ナビゲーション・フ
ローの設計を参照してください。
Cloud EPM環境の接続についてさらに学習するとともに、「URLのコピー」機能の詳細を確認
するには、Cloud EPMの環境の接続を参照してください。

第 15章
インフォレットにアクセスするインタフェースのカスタマイズ

15-17



16
IPMの構成

インテリジェント・パフォーマンス管理(IPM)を使用して、プランニングの意思決定を通知しま
す。
Related Topics

• IPMについて
Oracle Fusion Cloud EPMは、アプリケーションに直接統合されたインテリジェント・パ
フォーマンス管理(IPM)を提供し、プレディクティブ機能を使用してプランニングの意思決
定を通知し、財務パターン認識を使用してインサイトの検出を加速します。

• Planningで AIを使用可能
Planningで AIを使用可能にして、マルチディメンショナル・プランニングおよび予測のユ
ースケースに最適化されたデータ・サイエンスにより、ユーザーを支援します。

• IPMインサイトについて
IPMインサイトは、マルチディメンショナル・プランニングおよび予測のユースケースに
最適化されたデータ・サイエンスにより、財務および運用ユーザーを支援します。

• IPMインサイト、自動プレディクトおよびプレディクティブ・プランニングでのカレンダ
とイベントの使用について
IPMインサイト、自動プレディクトのプレディクションを定義するとき、およびWeb上の
フォームからプレディクティブ・プランニングを実行するときに、インサイト定義または
プレディクションに関連付けるカレンダおよびイベントを指定できます。

• カレンダおよびイベントの構成
インサイトまたはプレディクションに関連付けるカレンダおよびイベントを定義して、イ
ンサイトまたはプレディクションの精度を向上させることができます。

• IPMインサイトの構成
Planningで IPMインサイトを構成して、インサイト・ダッシュボードでプランナに表示さ
れるインサイトを定義します。

• 自動プレディクトを使用して自動的に実行するプレディクションの設定
Planningで自動プレディクトを使用して、履歴データに基づいて将来のパフォーマンスを
プレディクトします。

• 自動プレディクトについて
自動プレディクトを使用すると、管理者は、履歴データに基づいて将来のパフォーマンス
をプレディクトするためのプレディクションを定義し、そのプレディクション定義を実行
するためのジョブをスケジュールして、プレディクション・プロセスを自動化できます。

• 自動プレディクトの考慮事項
• 予測のための自動プレディクションの作成
プレディクションを自動化するための自動プレディクトのプレディクション定義を作成し
ます。

• 自動プレディクトの詳細設定オプションの構成
• データ・スクリーニング・オプション
• データ属性オプション
• 手法オプション
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• 最終期間の欠損値処理
プレディクションを定義する際、自動プレディクトでの最終履歴期間の欠損値処理方法を
決定するオプションがあります。

• 自動プレディクトのプレディクションの実行
自動プレディクトページまたは IPMページから自動プレディクトのプレディクション定
義を実行することも、ジョブをスケジュールしてプレディクションを自動的に実行するこ
ともできます。

• 自動プレディクトのプレディクション定義の編集、削除または複製
既存の自動プレディクションのプレディクション定義を編集、削除または複製できます。

• 自動プレディクトのプレディクションの詳細レポートの確認
自動プレディクトのプレディクション結果の詳細を、Excelワークシート形式にダウンロー
ド可能なレポートで確認できます。これには、プレディクション・ステータス、使用され
た手法、およびプレディクション精度などの詳細が含まれます。

• インサイトの実行およびスケジュール
インサイトは、構成した後、いつでも実行できます。また、新しい実績のセットがある場
合など、一定の間隔でインサイトを実行するようにジョブを設定することもできます。

• インサイト定義および生成されたインサイトの管理
既存のインサイト定義を編集、削除または複製できます。管理者は、生成されたインサイ
トを削除することもできます。

• タグの管理
タグを使用した IPMインサイトにより、同僚とより効果的にコラボレーションし、自動分
析の力を活用できます。

• 独自の MLの持込み: 機械学習モデルのインポートについて
独自の MLの持込みによって、EPM管理者は、完全にトレーニングされた機械学習(ML)モ
デルをインポートして Planningアプリケーションにデプロイできます。プランナは、高度
なプレディクティブ・モデリング手法を使用してより正確な予測を生成する、堅牢な ML
ベースの予測を活用できます。

• 独自の MLの持込みの考慮事項
• MLモデルのインポート
完全にトレーニングされた MLモデルを Planningアプリケーションにインポートして、ビ
ジネス・ユーザーが使用できるように準備します。

• プランナへの MLモデルのデプロイ
インポートした MLモデルをデプロイして、プランナがフォームおよびダッシュボードで
使用できるようにします。プランナは、機械学習を使用してプレディクションを生成でき
ます。

IPMについて
Oracle Fusion Cloud EPMは、アプリケーションに直接統合されたインテリジェント・パフォ
ーマンス管理(IPM)を提供し、プレディクティブ機能を使用してプランニングの意思決定を通知
し、財務パターン認識を使用してインサイトの検出を加速します。
Cloud EPM IPMのオファリングについてさらに学習します:

• 自動プレディクトを使用すると、プランニング・プロセスをすぐに開始し、強力で自動化
されたプレディクティブ機能を使用してプレディクティブの精度を高めることができま
す。自動プレディクトについてを参照してください
フリーフォームおよび Planningでサポートされます。

Chapter 16
IPMについて

16-2



• IPMインサイトを使用すると、プランナにインサイトを提供する財務パターン認識により、
データ分析に費やす時間が削減されます。プランナはインサイトを評価してアクションを
実行できます。IPMインサイトについてを参照してください。
Enterprise Profitability and Cost Management、フリーフォーム、Planningおよび Tax
Reportingでサポートされます。

• 機械学習モデルのインポートでは、ビジネス・ユーザーは、Planningアプリケーションに
インポートされたトレーニング済の MLモデルに対してWhat-If分析を実行することによ
り、データ・サイエンスの力を活用できます。独自の MLの持込み: 機械学習モデルのイン
ポートについてを参照してください。
フリーフォームおよび Planningでサポートされます。

• タスク・マネージャ統合を使用すると、クラウド・サービスおよびオンプレミス・アプリ
ケーション全体でタスクを自動化できます。タスク・マネージャ統合の管理を参照してく
ださい。
Enterprise Profitability and Cost Management、Financial Consolidation and Close、Planning
および Tax Reportingでサポートされます。

Planningで AIを使用可能
Planningで AIを使用可能にして、マルチディメンショナル・プランニングおよび予測のユー
スケースに最適化されたデータ・サイエンスにより、ユーザーを支援します。
Planningで AIを使用可能にするには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックし、「設定」をクリックします。
2. 「AIの使用可能」セクションで「生成 AI」を選択して、単一のインサイトまたはインサイ
トのグループのナレーティブ・サマリーを自動的に生成する機能を使用可能にします。
インサイト・サマリーでは生成 AIを使用します。生成 AIからの出力は、常に事実で正確
で適切であるとはかぎりません。ユーザーは、生成 AIの出力をレビューして、各自の裁量
で使用する責任があります。

IPMインサイトについて
IPMインサイトは、マルチディメンショナル・プランニングおよび予測のユースケースに最適
化されたデータ・サイエンスにより、財務および運用ユーザーを支援します。
IPMインサイトは、過去のデータとプレディクト・データを分析し、自力では発見できなかっ
た可能性のあるデータのパターンおよびインサイトを見つけるために役立ちます。インサイト
は、トレンド、異常、予測偏向または差異である可能性があります。IPMインサイトを使用す
ると、プランニング・プロセスのインサイト検出フェーズがデータ・サイエンスおよび財務パ
ターン認識によって自動化され、予測の有効性が向上します。IPMインサイトを使用すると、
任意の勘定科目のデータを分析および探索できます。IPMインサイトは、大量のマルチディメ
ンショナル・データの処理を自動化するため、新しい実績がシステムに取り込まれると、デー
タのパターンまたは隠れた相関をすばやく検出し、レポートを合理化し、予測を向上させ、意
思決定を強化します。分析に費やす時間が減ることで全体的なプランニング・プロセスの時間
を節約できます。
IPMインサイトは次の利点を提供します:

• データ分析にかかる時間を削減します
• 隠れた偏向を最小化します
• 予測の精度および信頼性を向上させ、情報に基づいた意思決定により予測の有効性を高め
ます
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• 同僚とのコラボレーションを促進します
• トレンドの早期検出と戦略的な意思決定の強化に役立ちます
IPMインサイトは、履歴データとプレディクト・データを使用して、次のタイプのインサイト
を提供します:

• 予測差異および予測偏向インサイトは、プランナが履歴データの分析によって送信した予
測の隠れた偏向を明らかにします。このタイプのインサイトは、予測と実績などの 2つの
履歴シナリオ間の差異または偏向を測定し、現在の予測に関連付けられたリスクのパーセ
ンテージを計算します。
予測差異は、プランナが送信した予測のレベルの精度を示します。予測偏向は、予測誤差
の方向の傾向を示します。たとえば、実績を上回って予測する傾向は過大予測偏向と呼ば
れ、実績を下回って予測する傾向は過少予測偏向と呼ばれます。
IPMインサイトは、差異またはリスクのいずれかが指定されたしきい値を超えると、イン
サイトをトリガーします。

• プレディクション・インサイトは、予測をプレディクト値と比較して大幅な偏差を発見す
るために役立ちます。このタイプのインサイトは、予測とコンピュータ生成プレディクシ
ョンなどの 2つの将来のシナリオ間の差異を探し、リスク(ターゲット予測を達成するリス
クなど)の測度を計算できます。
プランナの予測とマシン生成プレディクションを比較することにより、プレディクション・
インサイトは差異と隠れた偏向の存在(プランナの過大予測または過少予測の傾向)を測定
します。
IPMインサイトは、差異または偏向のいずれかが指定されたしきい値を超えると、インサ
イトをトリガーします。

• 異常インサイトは、予期した結果から外れるデータの異常なパターンを検出します。この
タイプのインサイトは、他の値と大きく異なる外れ値を検出します。たとえば、実績が基
本レベルと比較して突然変動していたり、実績データが欠落している場合などです。
異常は、主要なビジネス・アクションに起因する場合もあれば、隠れたトレンドに関する
貴重な情報が含まれる場合もあります。
また、履歴データの異常は、過去にデータの急増や減少につながったイベントに起因する
場合があります。過去の急増や減少も将来のプレディクションに反映されるように、イン
サイトの生成中にこれらの急増や減少を考慮することを選択できます。
IPMインサイトは、外れ値測度が指定されたしきい値を超えると、インサイトをトリガー
します。

IPMインサイトの使用を開始するには、管理者はインサイトを構成して実行し、定期的に実行
するようにスケジュールできます。
プランナは、ダッシュボードでインサイトを確認および分析し、予測を改善するために適切な
アクションを実行できます。
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Figure 16-1    予測差異および偏向インサイト
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Figure 16-2    プレディクション・インサイト

Figure 16-3    異常インサイト
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ビデオ

目的 視聴
この概要では、インサイトを紹介します。インサイ
トは、マルチディメンショナル・プランニングおよ
び予測のユースケースに最適化されたデータ・サイ
エンスにより、財務および運用ユーザーを支援しま
す。インサイトは、過去のデータとプレディクト・
データを分析し、自力では発見できなかった可能性
のあるデータのパターンおよびインサイトを見つ
けるために役立ちます。それらのインサイトを評
価し、それに対してアクションを実行できます。

概要: Cloud EPMのインサイト

IPMインサイトの考慮事項
IPMインサイトと自動プレディクトの利点を活用するための考慮事項およびベスト・プラクテ
ィスを次に示します。
考慮事項:

• IPMインサイトには、EPM Enterpriseサブスクリプションが必要です。
• IPMインサイトは、次の Planningアプリケーション・タイプで機能します:

– カスタム
– モジュール
– フリーフォーム
– Sales Planning

– Strategic Workforce Planning

– 資金予測
• IPMインサイトは、Oracle Sales Planning Cloudおよび Oracle Strategic Workforce

Planning Cloudで使用できます。
• IPMインサイトは、Enterprise Profitability and Cost Managementで機能します。
• IPMインサイトは、Tax Reportingアプリケーションで機能します。
• IPMインサイトは、フリーフォーム・アプリケーションで機能します。
• IPMインサイトは、ハイブリッド Essbaseが有効であるアプリケーションでのみ機能しま
す。

• IPMインサイトは、メンバー・レベル・セキュリティとセル・レベル・セキュリティの両
方を使用するため、プランナにはアクセス権を持つデータ・スライスのインサイトのみが
表示されます。ただし、セル・レベル・セキュリティが年/期間ディメンションに定義され
ている場合、ユーザーにインサイトが生成されないことに注意してください。

IPMインサイトのサポート・マトリックス
IPMインサイトでサポートされる SKU、ビジネス・プロセスおよびアプリケーション・タイプ
の要約について、表を確認してください。
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Table 16-1    IPMインサイトのサポート

SKU ビジネス・プロセ
ス

アプリケーショ
ン・タイプ

サポー
トされ
ている
か。

コメント

EPM Enterpriseサブスクリ
プション

Planning モジュール サポート
されてい
ます

ハイブリッド Essbase
が有効である必要があ
ります

Planning カスタム サポート
されてい
ます

ハイブリッド Essbase
が有効である必要があ
ります

Planning フリーフォーム サポート
されてい
ます

ハイブリッド Essbase
が有効である必要があ
ります

Planning Sales Planning サポート
されてい
ます

ハイブリッド Essbase
が有効である必要があ
ります

Planning Strategic
Workforce
Planning

サポート
されてい
ます

ハイブリッド Essbase
が有効である必要があ
ります

Planning プレディクティブ
資金予測

サポート
されてい
ます

ハイブリッド Essbase
が有効である必要があ
ります

フリーフォーム サポート
されてい
ます

ハイブリッド Essbase
が有効である必要があ
ります

Enterprise
Profitability
and Cost
Management

サポート
されてい
ます

Tax Reporting サポート
されてい
ます

ハイブリッド Essbase
が有効である必要があ
ります

その他のビジネ
ス・プロセス

サポート
されてい
ません

従来の SKU Planning Enterprise
Planning and
Budgeting Cloud

サポート
されてい
ません

Planning Planning and
Budgeting Cloud

サポート
されてい
ません

その他のビジネ
ス・プロセス

サポート
されてい
ません

EPM Standardサブスクリ
プション

Planning 標準モジュール サポート
されてい
ません

その他のビジネ
ス・プロセス

サポート
されてい
ません
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Table 16-1    (Cont.) IPMインサイトのサポート

SKU ビジネス・プロセ
ス

アプリケーショ
ン・タイプ

サポー
トされ
ている
か。

コメント

Sales Planning Planning Sales Planning サポート
されてい
ます

ハイブリッド Essbase
が有効である必要があ
ります

Strategic Workforce
Planning

Planning SWP サポート
されてい
ます

ハイブリッド Essbase
が有効である必要があ
ります

ベスト・プラクティス:

• 履歴データ: 使用する履歴データが多ければ多いほど、プレディクション結果の精度が向上
します。履歴データの量は、プレディクション期間の数の少なくとも 2倍にする必要があ
ります。たとえば、将来の 12か月をプレディクトするには、少なくとも 24か月の履歴デ
ータが必要です。プレディクション時に使用できる履歴データの量が十分でない場合は、
警告が表示されます。

• プレディクションにおける時間の粒度: インサイト・ジョブの最下位の期間ディメンショ
ン・メンバー・レベルによって、プレディクションにおける時間の粒度が決定されるため、
可能なかぎり最下位レベルの期間メンバーを使用してインサイト・ジョブを作成し、最大
量の履歴データを使用できるようにします。

IPMインサイトで使用される統計手法の詳細は、Planningの操作の IPMインサイトのメトリッ
クを参照してください。

IPMインサイト、自動プレディクトおよびプレディク
ティブ・プランニングでのカレンダとイベントの使用
について

IPMインサイト、自動プレディクトのプレディクションを定義するとき、およびWeb上のフ
ォームからプレディクティブ・プランニングを実行するときに、インサイト定義またはプレデ
ィクションに関連付けるカレンダおよびイベントを指定できます。
イベントは通常、過去にデータの急増や減少を引き起こした 1回かぎりのイベントまたは反復
イベントです。過去の急増や減少も将来の分析に反映されるように、インサイトの分析中にこ
れらの急増や減少を考慮することを選択できます。たとえば、北米のカレンダにはクリスマス
のイベントを含めたり、APACのカレンダには通常売上が急増するディワリのイベントを含め
ることができます。過去のデータの急増を分析に含めることで、インサイト・データで急増を
確認できるため、ボリュームについて事前に計画したり、機会を活用することができます。
イベントを含めない場合は、データの急増または減少が正規化され、分析期間にわたって分散
されるため、分析の精度が低くなる可能性があります。イベントを使用すると、特定のイベン
トに伴う急増や減少の予想をインサイト・データで確認できるため、イベントに備えて事前に
計画し、機会を利用するために役立ちます。IPMインサイト、自動プレディクトおよびプレデ
ィクティブ・プランニングでイベントを使用すると、分析が容易になり、航空、公共交通、小
売、E-Commerce、実店舗、FMCG、自動車など、ボリューム・ベースの複雑な業種について
インサイト精度が大幅に向上します。
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または、イベントのデータが分析から完全に除外されるように、履歴データの急増や減少をス
キップすることを選択することもできます。
カレンダとイベントをインサイト定義および自動プレディクトのプレディクション定義に関連
付けるには、最初にカレンダとイベントを構成します。カレンダおよびイベントの構成を参照
してください。
イベントをプレディクションに含める効果を、次に示すダッシュボードで説明します。
次の例で、上のチャートは履歴データを示し、ここには何回かの急増が含まれています。下の
チャートは、イベントを使用しない場合のプレディクション結果を示しています。プレディク
ト・データが分散および正規化され、急増がないことに注目してください。
 

 
次の例で、上のチャートは同じ履歴データを示し、ここには何回かの急増が含まれています。
下のチャートは、イベントを使用した場合のプレディクション結果を示しています。プレディ
クト・データで急増が顕著になっていることに注目してください。この例では、イベントを使
用することで、プレディクション精度が大幅に向上しています。
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IPMインサイトおよび自動プレディクトでカレンダとイベントを使用するには:

1. カレンダを定義します。
2. イベントを定義します。
3. IPMインサイト・ジョブまたは自動プレディクトのプレディクション定義を構成するとき
に、インサイトまたは自動プレディクト・ジョブにカレンダを関連付けます。その後、イ
ベントを分析に含めるかどうかを選択します。

これらの手順の詳細は、カレンダおよびイベントの構成および IPMインサイトの構成を参照し
てください。
フォームでのプレディクティブ・プランニングでカレンダとイベントを使用できます:

• フォームを設計するときに、フォーム・デザイナの「レイアウト」タブにある「プレディ
クション・オプション」を使用して、フォームのプレディクションに関連付けるカレンダ
を指定し、デフォルトでイベントをプレディクションに含めるかどうかを選択します。こ
の選択はフォームとともに保存されるため、フォームのすべてのユーザーにとってデフォ
ルトのオプションになります。プレディクション・オプションの設定を参照してください。

• フォームからプレディクションを実行するときに、プランナは「設定」オプションを使用
して、プレディクションに使用するカレンダと、イベントをプレディクションに含めるか
どうかを選択できます。「チャート設定」を使用して、イベントをチャートに表示するかど
うかを指定できるとともに、スキップ・イベントを除外することを選択することもできま
す。これらの設定に対する変更は、現在のユーザー・セッションで使用されます。これら
の設定は、新しいログイン・セッションのたびにデフォルトに戻ります。
Planningの操作の過去のパフォーマンスに基づく将来値のプレディクトを参照してくださ
い。

カレンダとイベントに関するノート:

• イベントとカレンダの定義はオプションです。
• イベントは、Webでのみ使用可能であり、Oracle Smart View for Officeでは使用できませ
ん。Smart Viewではイベントがサポートされていないため、イベントを含むプレディクシ
ョンをWebフォームで実行した後、同じフォームを Smart Viewで開き、プレディクショ
ンを実行した場合、Webと Smart Viewで異なるプレディクション結果が表示されること
があります。
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• それぞれのインサイト・タイプおよび自動プレディクトでカレンダを使用できます。「異
常」インサイト・ジョブ・タイプおよび自動プレディクトについては、イベントはオプシ
ョンです。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
このビデオでは、プレディクション・プロセスにイ
ベントを含める方法を紹介します。プレディクシ
ョンを実行するときにイベントを考慮すると、プレ
ディクションの精度が向上し、イベントに起因する
売上やボリュームの需要への影響を前もって十分
に計画するのに役立ちます。季節イベント、文化イ
ベントおよびその他のタイプのイベントを組み込
むことで、それらの特定のイベントについて急増や
減少の予想をプレディクト・データで確認できる機
会を利用できます。イベントに起因する過去の急
増または減少も将来のプレディクションに反映さ
れます。

 Cloud EPM Planningでのイベントを使用し
たプレディクトの概要

カレンダおよびイベントの構成
インサイトまたはプレディクションに関連付けるカレンダおよびイベントを定義して、インサ
イトまたはプレディクションの精度を向上させることができます。
IPMインサイトおよび自動プレディクトでカレンダとイベントを使用するには:

1. カレンダを定義します。ホーム・ページで、「IPM」をクリックし、「構成」をクリックし
た後、「カレンダ」タブをクリックします。カレンダの定義を参照してください。

2. イベントを定義します。ホーム・ページで、「IPM」をクリックし、「構成」をクリックし
た後、「イベント」タブをクリックします。イベントの定義を参照してください。

3. IPMインサイト・ジョブまたは自動プレディクトのプレディクション定義を構成するとき
に、インサイトまたは自動プレディクト・ジョブにカレンダを関連付けます。「異常」イン
サイト・ジョブ・タイプおよび自動プレディクトについては、イベントはオプションです。
IPMインサイトの構成および予測のための自動プレディクションの作成を参照してくださ
い。

「自動プレディクト」からカレンダおよびイベントを定義することもできます自動プレディクト
からのカレンダおよびイベントの定義を参照してください。
カレンダの定義
カレンダでは、選択したキューブについて時系列のスコープと範囲を定義します。たとえば、
日次カレンダ、週次カレンダおよび代替カレンダを作成できます。すべてのイベントがすべて
のエンティティに適用可能であるとはかぎらないため、特定のエンティティについてカレンダ
を作成することをお薦めします。たとえば、ディワリは APACに適用され、感謝祭は北米に適
用されるため、独自のイベントを含む APACカレンダと独自のイベントを含む北米カレンダを
作成できます。
カレンダを単独で使用してインサイトおよびプレディクション定義の時間枠をすばやく設定す
ることも、カレンダをイベントとともに使用することもできます。
カレンダを定義するには:

1. 「カレンダ」タブで、「カレンダの追加」をクリックします。
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2. カレンダの名前と説明を入力します。
3. 「キューブ」列で、カレンダが適用されるキューブを選択します。
4. 「時間」列で、カレンダの開始の年と期間を選択して、カレンダの時間定義を指定します。
特定のメンバーを選択することも、代替変数を使用することもできます。
「時間」には、プレディクションに必要な履歴期間と将来の期間の全範囲が含まれます。

5. 「現在」列で、プレディクション期間の開始を指定します。前の期間が履歴データの終わり
になります。代替変数設定に基づいてプレディクションで期間と年が取得されるように、
代替変数を選択できます。これにより、毎月カレンダを変更する必要がありません。

6. 「履歴期間数」および「将来の期間数」を入力します。
入力する履歴期間数と将来の期間数は、カレンダに定義された範囲内のメンバー選択にな
る必要があります。たとえば、カレンダ範囲が FY20から FY25、
Lev0Descendants(YearTotal)と定義され、現在の期間が Jan->FY24と定義されている場合、
入力できる履歴期間数は最大 48期間(4年)です。48より大きい数値はエラーになります。
同様に、入力できる将来の期間の最大数は 24期間(2年)です。Jan FY26以降はカレンダ範
囲に含まれないため、24より大きい数値はエラーになります。

7. 「保存」 をクリックします。
カレンダの編集
カレンダを編集するには、「カレンダ」リストで、編集するカレンダを含む行をダブルクリック
して、オプションを編集できるようにします。必要な変更を加えて、「保存」 をクリック
します。変更を破棄するには、「取消」 をクリックします。
たとえば、「履歴期間数」と「将来の期間数」を変更できます。
または、カレンダの横にある「アクション」メニューをクリックし、「編集」または「削除」を
選択します。
カレンダを削除するには、「カレンダ」リストで、削除するカレンダの横にある「アクション」
をクリックし、カレンダの削除をクリックします。

イベントの定義
イベントは、カレンダに関連付けられます。
イベントを定義するには:

1. 「イベント」タブで、イベントの追加をクリックします。
2. イベントの名前と説明を入力します。
3. 「タイプ」列で、イベントのタイプを選択します:

• 1回かぎり: 繰り返されないと想定されるものの、データに含める必要があるイベント
です。

• 繰返し: 定期的に繰り返されるイベントとなり、増加や減少も繰り返されます。たとえ
ば、ディワリや感謝祭などの休日は繰返しイベントです。

• スキップ: 1回かぎりのイベントと同様に、繰り返されないと想定されるものの、デー
タに含める必要がないイベントです。スキップ・イベントのデータは系列から除去さ
れます。
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Note:

季節より短いスキップ・イベントを定義すると、履歴データの精度に影響が
発生することがあります。たとえば、3か月間の Covidのイベントを定義で
きますが、季節が 12か月とすると、データは 9か月分のみとなります。デー
タに偏りがあることで季節性が失われます。このような場合は、季節全体を
スキップする方が効果的である可能性があります。

4. 「カレンダ」列で、イベントが適用されるカレンダを選択します。
5. 「開始日時」列で、イベントの開始日を指定します。
6. 「期間」列で、イベント期間(イベントが有効である期間の数)を入力します。たとえば、日
次カレンダでは、期間が 4の場合、イベントがイベントの開始から 4日間連続で発生しま
した。週次カレンダでは、期間が 1の場合、イベントが 1週間にわたって発生しました。

7. 定期繰返しイベントについては、「間隔」列で、繰返しの間隔を入力します。定期繰返しイ
ベントについては、間隔は、何日後、何週間後または何か月後にイベントが繰り返される
かを示す数値である必要があります。たとえば、週次カレンダでは、クリスマスは 52週間
後に繰り返されます。
1回かぎりのイベントまたはスキップ・イベントについては間隔を指定する必要はありま
せん。

8. カスタム繰返しイベントについては、「発生」列で をクリックし、イベントがいつ発生
するかについての具体的な詳細を入力します。たとえば、米国の感謝祭は年に 1回発生し
ますが、日付は毎年異なります。

9. 「保存」 をクリックします。
イベントは、自動的に「アクティブ」ステータスに設定されます(「アクティブ」列にチェック・
マークで示されます)。このチェック・ボックスをクリアして、イベントを非アクティブにする
ことができます。プレディクション中には、アクティブなイベントのみが考慮されます。
イベントを編集するには、「イベント」リストで、編集するイベントを含む行をダブルクリック
して、オプションを編集できるようにします。必要な変更を加えて、「保存」 をクリック
します。変更を破棄するには、「取消」 をクリックします。
イベントを削除するには、「イベント」リストから、削除するイベントの横にある「アクショ
ン」 をクリックし、イベントの削除をクリックします。
イベントのインポートおよびエクスポート
イベントを.csvにエクスポートし、ダウンロードした後、イベントを追加したり、変更するこ
とができます。その後、csvファイルからイベントをインポートできます。このプロセスは、
多数のイベントを追加するための迅速な方法であり、イベント定義の監査やトラブルシューテ
ィングに役立つことがあります。
イベントをエクスポートするには、「IPM」の「構成」の「イベント」タブで、「アクション」
メニューから「イベントのエクスポート」を選択します。
イベントをインポートするには、「IPM」の「構成」の「イベント」タブで、「アクション」メ
ニューから「イベントのインポート」を選択し、ファイルを選択して、「インポート」をクリッ
クします。その後、「イベントのインポート」ジョブを確認できます。ホーム・ページで、「ア
プリケーション」をクリックし、「ジョブ」をクリックした後、実行された「イベントのインポ
ート」ジョブをクリックします。
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既存のイベントと同じ名前のイベントをインポートした場合は、既存のイベントが上書きされ
ます。
自動プレディクトからのカレンダおよびイベントの定義
1. ホーム・ページから、「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックして、「アク
ション」メニューから、「自動プレディクト」を選択します。

2. 「アクション」メニューから、「カレンダ」を選択してカレンダを定義するか、「イベント」
を選択してイベントを定義します。カレンダの定義およびイベントの定義を参照してくだ
さい。

IPMインサイトの構成
Planningで IPMインサイトを構成して、インサイト・ダッシュボードでプランナに表示される
インサイトを定義します。
IPMインサイトを構成するには、実行する分析のタイプを選択し、分析のスライス定義を指定
し、分析を構成して、インサイト・ダッシュボードに表示されるインサイトの設定を定義しま
す。必要な数のデータ交差のインサイトを定義できます。プランナには、アクセス権を持つデ
ータ・スライスのインサイトのみが表示されます。
自動プレディクトを使用してプレディクションを定義し、履歴データに基づいて将来のパフォ
ーマンスをプレディクトし、そのプレディクション定義を実行するためのジョブをスケジュー
ルして、プレディクション・プロセスを自動化できます。これらのプレディクション結果を、
インサイトを生成するための入力として使用できます。
カレンダとイベントをインサイト定義および自動プレディクトのプレディクション定義に関連
付けるには、最初にカレンダとイベントを構成します。カレンダおよびイベントの構成を参照
してください。
IPMインサイトを構成するには:

1. ホーム・ページで、「IPM」をクリックし、「構成」をクリックします。
2. 「作成」をクリックします。
3. 「IPMコンフィギュレータ」のタイプ・ページで、名前および説明を入力します。
4. 「自動プレディクト」を選択して、時系列予測テクニックを使用し、履歴データに基づいて
将来のパフォーマンスをプレディクトします。プレディクション結果を、プレディクショ
ン・インサイトを生成するための入力として使用できます。自動プレディクトの詳細は、
自動プレディクトを使用して自動的に実行するプレディクションの設定を参照してくださ
い。

5. 生成するインサイトのタイプを選択し、「次」をクリックします。必要なものをいくつでも
選択できます。
• 予測偏向インサイト。プランナが履歴データの分析によって送信した予測の隠れた偏
向を明らかにします。予測と実績などの 2つの履歴シナリオ間の差異または偏向を測
定します。

• プレディクション・インサイト。プランナによる予測とコンピュータ生成プレディク
ションなどの将来のシナリオ間の差異を探します。
使用可能なプレディクション・データがあり、プレディクション・データの場所がわ
かっている場合は、「使用可能なプレディクション・データはありますか。」で「はい」
を選択します。そうでない場合は、「いいえ」を選択すると、「自動プレディクト」が
自動的に選択されます。自動プレディクトは、定義した交差の履歴データを使用して、
インサイトに使用されるプレディクション・データを生成します。
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自動プレディクションのかわりに、機械学習に基づいてプレディクションを使用する
こともできます。

• 異常インサイト。他の値と大きく異なる外れ値を検出します。
「自動プレディクト」を選択して、自動プレディクトのみを実行することもできます。

6. 「カレンダの選択」ページで、使用するカレンダを選択し、「次」をクリックします。カレ
ンダを選択すると、選択したカレンダの詳細が「履歴データ」セクションおよび「将来の
データ」セクションに移入されます。
カレンダを選択しない場合は、これらのオプションを自分で選択できます。
「将来のデータ」については、期間メンバーの親レベルまたはリーフ・レベルで分析するイ
ンサイトを定義できます。たとえば、「将来の期間」について、月次データがある場合、四
半期レベルで分析を実行できます。リーフ・レベルおよび中間レベルの親メンバーが許可
されています。最上位レベルの親メンバー(期間の直下にあるもの)はサポートされていま
せん。自動プレディクトについては、分析は常にリーフ・レベルである必要があります。

7. スライスの定義ページで、履歴データ(実績および予測)と将来のデータを分析するデータ・
スライスを定義し、「次」をクリックします。
スライス定義で動的計算の親メンバーを使用する際の考慮事項については、インサイトの
スライスを定義する際の考慮事項を参照してください。
• 「履歴データ」セクションで、キューブを選択し、履歴データ(実績と、プランナによっ
て提供された予測の両方)のデータのスライスを定義します。スライスの定義には、年
および期間ディメンションを除き、キューブのすべてのディメンションが表示されま
す。メンバーはすべて、選択されたルート・メンバーから始まります。

• 「将来のデータ」セクションで、キューブを選択し、将来のデータ(プランナによって提
供される予測とベース・プレディクション(最も可能性の高いシナリオ)の両方)のデー
タ・スライスを定義します。
データが使用可能な場合は、 をクリックして、ベスト・ケースとワースト・ケース
のシナリオのデータ・スライスの定義を追加します。
「自動プレディクト」を選択した場合、プレディクション結果はこの場所に保存されま
す。

8. 構成ページで、インサイトのエラー許容差およびしきい値を定義してインサイトを構成し、
「次」をクリックします。IPMコンフィギュレータにより、分析のデフォルト・メトリック
が選択されます。
• 自動プレディクト: イベントをプレディクションに含めるかどうかを選択します。
「詳細設定オプションを表示」を選択した場合は、追加オプションを選択して自動プレ
ディクト・ジョブを定義します。詳細は、自動プレディクトの詳細設定オプションの
構成を参照してください。

• 予測差異および予測偏向インサイト: 誤差許容差パーセンテージを選択します。これ
は、プランナが送信した履歴予測と許容範囲内に収まっている実績の間のパーセンテ
ージ差異を定義します。パーセンテージ差異がエラー許容差の限度を超えると、偏向
計算の対象となります。
たとえば、.05と入力した場合、履歴予測と履歴実績の間に 5%以上の差異があると、
大幅な差異とみなされ(および過少予測または過大予測とみなされ)、インサイトがトリ
ガーされます。
偏差のメトリックおよびしきい値は、詳細設定オプション・ページで選択または変更
できます。追加のインサイト設定の構成を参照してください。
偏差または偏向のいずれかが指定されたしきい値を超えると、インサイトが生成され
ます。
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• プレディクション・インサイト: しきい値パーセンテージを選択します。これは、プラ
ンナが送信した将来の予測とコンピュータ生成プレディクションの間の許容されるパ
ーセンテージ差異を定義します。
偏差またはリスクのいずれかが指定されたしきい値を超えると、インサイトが生成さ
れます。
たとえば、25%と入力した場合、将来の予測と将来のプレディクションの間に 25%以
上の差異があると、大幅な差異とみなされ(および過少予測または過大予測とみなさ
れ)、インサイトがトリガーされます。

• 異常インサイト: イベントをインサイト計算に含めるかどうかを選択します。
しきい値を選択します。これは、Zスコア値(値の平均からの標準偏差)の許容されるし
きい値を定義します。ゼロから離れすぎているもの(しきい値は通常 3または-3の Z
スコア)は外れ値とみなします。
指定された外れ値検出メトリックが指定されたしきい値を超えると、インサイトが生
成されます。
たとえば、3を入力した場合、標準偏差が平均から 3以上のものは外れ値とみなされ、
インサイトがトリガーされます。

追加のオプションを構成する場合(使用するメトリックの選択など)、「詳細設定オプション
を表示」をクリックします。追加のインサイト設定の構成を参照してください。

9. 設定ページで、インサイトをプランナに表示する方法を定義する設定を構成し、「保存」を
クリックします。
• ディメンションの表示: プランナがインサイトのナビゲートおよび分析に使用するデ
ィメンションを選択します。選択したディメンションがインサイト・ダッシュボード
に表示されます。

• 影響の重大さのしきい値: インサイトがインサイト・ダッシュボードに表示される場合
は、この設定により、インサイトごとに計算された影響のパーセンテージまたは絶対
値に基づいて、インサイトが「高」、「中」、「低」のグループに分類されます。これに
より、プランナはより極端な差異を持つインサイトに注目できます。
– 低い値未満のものは「低」カテゴリに入ります。
– 高い値を超えるものは「高」カテゴリに入ります。
– 低い値から高い値までの間にあるものは「中」カテゴリに入ります。
たとえば、30%を「低」しきい値、60%を「高」しきい値として指定した場合、影響
のパーセンテージが 30%未満のインサイトは「低」カテゴリ、影響のパーセンテージ
が 60%を超えるインサイトは「高」カテゴリに入ります。影響のパーセンテージが
30%から 60%までのインサイトは「中」カテゴリに入ります。
影響の重大さのしきい値について絶対値を入力すると、スライス定義で定義された通
貨が絶対値に適用されます。複数の通貨が定義されている場合は、絶対値による重大
さのしきい値を適用できません。このオプションを使用することはできません。

10. これで、構成したインサイトを実行する準備ができました。インサイトの実行およびスケ
ジュールを参照してください。

インサイト定義は(「グローバル・アーティファクト」の下の「自動プレディクト」フォルダに)
グローバル・アーティファクトとして保存され、メンテナンス・スナップショットを使用して
バックアップされます。
インサイト、自動プレディクトおよびプレディクティブ・プランニングでのイベントの使用に
ついて
イベントの使用について次の点に注意してください:
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• イベントを使用すると、生成される異常インサイトに影響が生じることがあります。たと
えば、売上が急増した特定の日付について 1回かぎりのイベントまたは繰返しイベントを
作成し、分析を生成した場合、その日付のデータにおける異常は異常インサイトとして報
告されません。かわりに、その日付の売上の急増が分析に含まれます。イベントを使用せ
ずに分析を生成した場合は、その日付について異常インサイトが報告されます。

• 自動プレディクト・ジョブでは、スキップ・イベントと 1回かぎりのイベントの次の動作
に注意してください:

– スキップ・イベントについては、スキップ・イベントがプレディクション範囲に入る
と、そのスキップ・イベントは、ダウンロードされたジョブ・レポートに記述または
リストされません。

– 1回かぎりのイベントについては、1回かぎりのイベントが履歴データの最後の期間(プ
レディクション範囲に達する期間)に到達すると、その 1回かぎりのイベントは、ダウ
ンロードされたジョブ・レポートに記述またはリストされません。

• プレディクティブ・プランニングを使用したフォームでのプレディクションでは、スキッ
プ・イベントと 1回かぎりのイベントの次の動作に注意してください:

– スキップ・イベントについては、スキップ・イベントがプレディクション範囲に入る
と、そのスキップ・イベントは適用されなくなります。

– 1回かぎりのイベントについては、1回かぎりのイベントが履歴データの最後の期間(プ
レディクション範囲に達する期間)に到達すると、その 1回かぎりのイベントは適用さ
れなくなります。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
データ分析を自動化するようにインサイトを構成
する方法を学習します。管理者はインサイトを構
成して、インサイト・ページでプランナに表示され
るインサイトを定義します。実行する分析のタイ
プを選択し、分析のスライス定義を指定し、分析を
構成して、インサイト・ページに表示されるインサ
イトの設定を定義します。インサイトを実行する
か、定期的に実行するようにスケジュールできま
す。

 Oracle Fusion Cloud EPM - インサイトの
構成

チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。

目的 方法の学習
IPMインサイトを構成する方法を学習するには、実
行する分析のタイプを選択し、分析のスライス定義
を指定し、分析を構成して、インサイト・ダッシュ
ボードに表示されるインサイトの設定を定義しま
す。必要な数のデータ交差のインサイトを定義で
きます。プランナには、アクセス権を持つデータ・
スライスのインサイトのみが表示されます。

 インサイトの構成

インサイトのスライスを定義する際の考慮事項
IPMインサイトでは、動的計算の親メンバーのインサイトを生成できます。
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レポート・キューブ(集約ストレージ(ASO)キューブ)の場合、インサイト定義に動的計算の親メ
ンバーを含めることに関する制限はありません。
データ入力キューブ(ブロック・ストレージ(BSO)キューブ)の場合、リーフ・レベルで動的計算
の親メンバーまたは動的計算メンバーを含めることはできませんが、次のソリューションを使
用できます: インサイトの生成で考慮する親の共有メンバーを含む代替階層を作成します。親
メンバーは、代替階層のレベル 0メンバーとして定義する必要があります。インサイトのスラ
イス定義を構成する場合は、必ず代替階層からメンバーを選択してください。
ベスト・プラクティスとして、データ・マップを使用してレポート・キューブ(集約ストレージ
(ASO)キューブ)にデータを移動し、そのキューブからインサイトを生成します。
インサイトに動的計算の親メンバーを含めることは、多数のメンバーがある場合に特に役立ち
ます。レベル 0メンバーに複数のスライス定義を定義する必要がなく、親メンバーを含めるた
めにスライス定義を定義できます。
考慮事項:

• レポート・キューブ(ASO)のインサイトの生成において遅延を回避するには、式を持つ動
的親メンバーをインサイト定義に含めないことを検討します。

• 作成できる代替階層の数が制限されているため、データ入力キューブ(BSO)の場合は、デ
ータ・マップを使用してレポート・キューブ(ASOキューブ)にデータを移動し、そのキュ
ーブからインサイトを生成することがベスト・プラクティスとなります。

• ASOキューブの場合、プレディクション・インサイトでは、スライス定義にレベル 0メン
バーのみが含まれている必要があります。または、動的計算の親メンバーのプレディクシ
ョン・インサイトを生成するには、自動プレディクトを有効にしないでください。つまり、
BSOでプレディクションを実行し、その結果を ASOに移動します。

追加のインサイト設定の構成
「IPMコンフィギュレータ」の構成ページで、「詳細設定オプションを表示」をクリックして、
インサイトのメトリックおよびトリガー基準を定義します自動プレディクトの詳細設定オプシ
ョンの詳細は、自動プレディクトの詳細設定オプションの構成を参照してください。
• 「予測差異および予測偏向インサイト」の場合:

– 偏差メトリック
* メトリック: プランナが送信した履歴実績と履歴予測の間の差異の分析に使用する
メトリックを選択します。

* しきい値: インサイトをトリガーする偏差パーセンテージを選択します。たとえ
ば、しきい値として 15を指定した場合、プランナが送信した履歴実績と履歴予測
の間の偏差が 15%以上になると、インサイトが生成されます。

– 偏向メトリック
* エラー許容差の限度: エラー許容差の限度のパーセンテージを指定します。たとえ
ば、5%と入力した場合、履歴予測と履歴実績の間に 5%以上の差異があると、大幅
な差異とみなされます。

* 偏向メトリック: 予測偏向の測定に使用するメトリックを指定します。
* 偏向しきい値: インサイトをトリガーする偏差パーセンテージを選択します。

• 「プレディクション・インサイト」の場合:

– 偏差メトリック
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* メトリック: プランナが送信した将来の予測とコンピュータ生成プレディクション
の間の差異の分析に使用するメトリックを選択します。

* しきい値: プランナが送信した将来の予測とコンピュータ生成プレディクションの
間の、インサイトをトリガーする偏差パーセンテージを選択します。

– 「リスク%」および「しきい値」: インサイトをトリガーしないで許容する、予測が達成
されないリスク・レベルを選択します。この設定により、現在の予測数値のターゲッ
トが達成されるまたはされない確率が評価されます。

• 「異常インサイト」の場合:

– 手法: 分析に使用する異常検出メトリックを選択します。
– しきい値: インサイトをトリガーするしきい値を選択します。

IPMインサイトで使用されるメトリックの詳細は、Planningの操作の IPMインサイトのメトリ
ックを参照してください。

自動プレディクトを使用して自動的に実行するプレ
ディクションの設定

Planningで自動プレディクトを使用して、履歴データに基づいて将来のパフォーマンスをプレ
ディクトします。
次も参照:

• 自動プレディクトについて
自動プレディクトを使用すると、管理者は、履歴データに基づいて将来のパフォーマンス
をプレディクトするためのプレディクションを定義し、そのプレディクション定義を実行
するためのジョブをスケジュールして、プレディクション・プロセスを自動化できます。

• 予測のための自動プレディクションの作成
プレディクションを自動化するための自動プレディクトのプレディクション定義を作成し
ます。

• 自動プレディクトのプレディクションの実行
自動プレディクトページまたは IPMページから自動プレディクトのプレディクション定
義を実行することも、ジョブをスケジュールしてプレディクションを自動的に実行するこ
ともできます。

• 自動プレディクトのプレディクション定義の編集、削除または複製
既存の自動プレディクションのプレディクション定義を編集、削除または複製できます。

• 自動プレディクトのプレディクションの詳細レポートの確認
自動プレディクトのプレディクション結果の詳細を、Excelワークシート形式にダウンロー
ド可能なレポートで確認できます。これには、プレディクション・ステータス、使用され
た手法、およびプレディクション精度などの詳細が含まれます。

自動プレディクトについて
自動プレディクトを使用すると、管理者は、履歴データに基づいて将来のパフォーマンスをプ
レディクトするためのプレディクションを定義し、そのプレディクション定義を実行するため
のジョブをスケジュールして、プレディクション・プロセスを自動化できます。
自動プレディクトでは、プレディクティブ・プランニングと同じ予測および統計手法が使用さ
れますが、プレディクティブ・プランニングとは異なり、フォームでのプレディクションの実
行に限定されていません。ジョブをスケジュールすることにより、必要に応じて数千のセルの
値を一度にプレディクトし、履歴データと同じキューブまたは異なるキューブのシナリオ/バー
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ジョンにプレディクション結果を自動的に書き込むことができます。また、ベスト・ケースと
ワースト・ケースのプレディクション結果を含めることもできます。プレディクションを実行
すると、自動プレディクト定義の各メンバーの履歴データが取得され、時系列予測手法を使用
して分析されて、これらのメンバーの将来のパフォーマンスがプレディクトされます。
自動プレディクトが役立つのは、次のとおりです:

• プレディクトするデータが大量にある場合。
• 履歴データに基づいたプレディクションをプレディクション・シナリオに事前に入力する
ことにより、予測プロセスをすぐに開始するため。その後、プランナはプレディクション
を予測と比較できます。

• 差異分析。プレディクション結果をプレディクション・シナリオにシードし、プレディク
ションを予測と比較します。差異しきい値を組み込むには、予測がプレディクションを 5%
上回る場合など、定義されたしきい値でプランナが説明注釈を追加する必要がある Groovy
ルールを定義します。

• 予測またはプランニング・サイクルを開始する前に予測またはプラン・シナリオに事前移
入するため。プランナは、これらのプレディクション結果を予測の開始点として使用し、
必要に応じて調整を加えることができます。

• 自動プレディクト・ジョブをスケジュールすることにより、実績が提供されると、プレデ
ィクションを最新の状態に保つため。新しい実績が提供されると、ジョブを自動的に実行
してキューブに移入できます。プランナは、更新されたプレディクションを表示し、予測
およびプランと比較できます。

自動プレディクト結果は、フォーム、ダッシュボードおよびアドホック分析で使用します。ま
た、Smart View内で自動プレディクトのプレディクション結果を使用することもできます。
キューブ(通常は ASOキューブ)から履歴データを読み取り、同じキューブまたは異なるキュー
ブ(プランニングおよびプレディクションが行われる BSOキューブなど)にプレディクション
結果を書き込むプレディクションを定義します。
また、自動プレディクトでカレンダおよびイベントを使用することもできます。詳細は、IPM
インサイト、自動プレディクトおよびプレディクティブ・プランニングでのカレンダとイベン
トの使用についてを参照してください。
自動プレディクトを操作するには:

1. 自動プレディクトのプレディクションを定義します。予測のための自動プレディクション
の作成を参照してください。

2. 必要に応じてアプリケーション設定を変更して、「予測区間」を設定します。これらの設定
は、プレディクティブ・プランニングと共有されます。デフォルトでは、ワースト・ケー
スとベスト・ケースの予測区間は 2.5%と 97.5%です。アプリケーションおよびシステム設
定の管理を参照してください。

3. 自動プレディクトのプレディクションを実行します: 自動プレディクトのプレディクショ
ンの実行を参照してください。
• 「自動プレディクト」または「IPM」リストから自動プレディクションを実行します。
• ジョブをスケジュールして自動プレディクトのプレディクションを自動的に実行しま
す。
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ビデオ

目的 視聴するビデオ
自動プレディクト定義を設定する方法とジョブを
スケジュールしてその定義を実行する方法を学習
します。プレディクション・シナリオを事前に入力
して予測プロセスをすぐに開始する方法と、システ
ムのプレディクションを進行中の予測とリアルタ
イムで直接比較する方法を確認します。プレディ
クションを予測と比較し、説明注釈を入力する必要
がある差異しきい値を組み込みます。また、予測サ
イクルを開始する前にプランまたは予測をシード
する方法も確認します。

Cloud EPM Planningでの自動プレディクトを使用
した予測

自動プレディクトの考慮事項
• 自動プレディクトは、ハイブリッド Essbaseが有効な場合に、カスタムおよびモジュー
ル・アプリケーション・タイプの EPM Standardサブスクリプションおよび EPM Enterprise
サブスクリプション・アプリケーションで動作します。

• 自動プレディクトは、ハイブリッド Essbaseが有効である場合、Sales Planning、Strategic
Workforce Planningおよび資金予測アプリケーション・タイプの EPM Enterpriseサブスク
リプション・アプリケーションで機能します。

• また、自動プレディクトは、Oracle Sales Planning Cloudおよび Oracle Strategic
Workforce Planning Cloudで使用できます。

• 自動プレディクトは、フリーフォーム・アプリケーションでは使用できません。
• 従来のアプリケーションについては、自動プレディクトは、Essbaseバージョンがハイブ
リッド Essbaseをサポートするバージョンにアップグレードされ、ハイブリッド Essbase
が有効な場合に、従来の Enterprise Planning and Budgeting Cloud Serviceおよび Planning
and Budgeting Cloud Service Plus One (PBCS +1)で動作します。

• 自動プレディクトは、Planningのカスタム期間および Planningモジュールの代替期間で動
作します。たとえば、財務では、同じアプリケーションで週次レベルと月次レベルの両方
でプレディクトできます。

• 使用する履歴データが多ければ多いほど、プレディクション結果の精度が向上します。履
歴データの量は、プレディクション期間の数の少なくとも 2倍にする必要があります。
系列の履歴データ・ポイントが 6つ未満の場合、自動プレディトでは予測が使用されず、
かわりに直線フィットがプレディクション系列に使用されます。この場合は、ベース・ケ
ースの結果のみになります。ベスト・ケースとワースト・ケースは計算されません。値が
ベース・ケースと同じであるためです。

• 自動プレディクトのプレディクションで使用される統計予測手法の詳細は、Planningの操
作のプレディクティブ・プランニングの予測および統計の説明を参照してください。

• プランナは、フォームでプレディクションを直接行うことができます。詳細は、Planning
の操作のプレディクティブ・プランニングによる予測精度の向上を参照してください。

予測のための自動プレディクションの作成
プレディクションを自動化するための自動プレディクトのプレディクション定義を作成しま
す。
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カレンダおよびイベントを自動プレディクトのプレディクション定義に関連付けるには、まず
カレンダおよびイベントを構成します。カレンダおよびイベントの構成を参照してください。
自動プレディクトのプレディクション定義を作成するには:

1. ホーム・ページから、「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックして、「アク
ション」メニューから、「自動プレディクト」を選択します。
または、IPMインサイトを使用する場合は、ホーム・ページで、「IPM」をクリックし、「構
成」をクリックします。

2. 「作成」をクリックします。
3. タイプ・ページで、自動プレディクト定義の名前と説明を入力します。
さらに、IPMインサイトを使用する場合は、「プレディクションの生成」領域で「自動プレ
ディクト」を選択します。
「次」をクリックします。

4. 「カレンダの選択」ページで、使用するカレンダを選択し、「次」をクリックします。カレ
ンダを選択すると、選択したカレンダの詳細が「履歴データ」セクションおよび「将来の
データ」セクションに移入されます。
カレンダを選択しない場合は、これらのオプションを自分で選択できます。

5. スライスの定義ページで、履歴データと将来のデータについて分析するデータのスライス
を定義し、「保存」をクリックします。
• 「履歴データ」セクションで、キューブを選択し、履歴データ(実績と、プランナによっ
て提供された予測の両方)のデータのスライスを定義します。スライスの定義には、年
および期間ディメンションを除き、キューブのすべてのディメンションが表示されま
す。メンバーはすべて、選択されたルート・メンバーから始まります。

• 「将来のデータ」セクションで、キューブを選択し、将来のデータのデータのスライス
を定義します。自動プレディクト結果は、この場所に保管されます。 をクリックし
て、ベスト・ケース・シナリオとワースト・ケース・シナリオのデータのスライスの
定義を追加できます。
「ベスト・ケース」と「ワースト・ケース」の結果を定義するために使用される予測区
間は、アプリケーションの「設定」で定義され、プレディクティブ・プランニングと
共有されます。指定可能なアプリケーションおよびシステム設定を参照してくださ
い。
財務では週次レベルでプレディクトできます。週次レベルでプレディクトするには、
自動プレディクト定義を定義するときに、「プレディクト」セクションで、「開始期間」
について「特定の期間」を選択する必要があります。

ヒント:

プレディクションの「開始」を設定するときに、開始が「特定の期間」であ
る場合、期間の選択メンバー・セレクタについて、現在の期間の代替変数に
基づいて選択できます。このようにすると、代替変数の値が更新されるたび
に、ジョブ定義が更新されます。代替変数の値を変更すれば、それぞれのジ
ョブを編集して現在の期間を更新する必要はありません。代替変数について
選択するには、「メンバー・セレクタ」の左下隅で、リストから「代替変数」
を選択します。

6. 「構成」ページで、プレディクションにイベントを含めるかどうかを選択します。詳細設定
オプションを定義する場合は、「詳細設定オプションを表示」をクリックします。自動プレ
ディクトの詳細設定オプションの詳細は、自動プレディクトの詳細設定オプションの構成
を参照してください。
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7. 「保存」をクリックします。
自動プレディクトのプレディクションを定義したら、自動プレディクトページまたは IPMペー
ジからプレディクションを実行することも、ジョブをスケジュールしてプレディクションを自
動的に実行することもできます。自動プレディクトのプレディクションの実行を参照してくだ
さい。
自動プレディクト定義はグローバル・アーティファクトとして保存され、メンテナンス・スナ
ップショットを使用してバックアップされます。

自動プレディクトの詳細設定オプションの構成
自動プレディクトのプレディクション定義をまだ作成していない場合は、予測のための自動プ
レディクションの作成を参照してください。
自動プレディクトのプレディクション定義を構成するときは、デフォルトのプレディクショ
ン・オプションを使用することも、構成ページの「詳細設定オプションを表示」をクリックす
ることもできます。
詳細設定オプションを表示すると、次の追加オプションが表示されます:

• データ・スクリーニング: データ・スクリーニング・オプションを参照してください
• データ属性: データ属性オプションを参照してください
• プレディクション手法: 手法オプションを参照してください
• 最終期間の欠損値処理: 最終期間の欠損値処理を参照してください

データ・スクリーニング・オプション
履歴データには、残りのデータから大幅に逸脱するデータ・ポイントである欠損値および外れ
値が含まれる場合や、イベント(通常は過去にデータの急増や減少を引き起こした 1回かぎりの
イベントまたは反復イベント)が含まれる場合があります。「データ・スクリーニング」オプシ
ョンを使用すると、欠損値の処理、外れ値の識別および調整、プレディクションにイベントを
含めるなどの様々な方法を選択できます。調整済の外れ値は欠損値として扱われるため、これ
らの状況の両方が検討され、一緒に処理されます。
これらの「データ・スクリーニング」のオプションから選択します。
• イベントを含める—このオプションは、プランナがフォーム上でプレディクティブ・プラ
ンニングを使用する場合に使用できます。このオプションを選択した場合、選択したカレ
ンダに定義されているすべてのイベントがプレディクション中に考慮されます。(プラン
ナは最初にカレンダを選択する必要があります。フォームのプレディクション領域から、
「設定」を選択して、「日付範囲」を選択します)。
イベントを含めると、過去の急増または減少も将来のプレディクションに反映されます。
たとえば、北米のカレンダにはクリスマスのイベントを含めたり、APACのカレンダには
通常売上が急増するディワリのイベントを含めることができます。過去のデータの急増を
プレディクションに含めることで、プレディクト・データで急増を確認できるため、ボリ
ュームについて事前に計画したり、機会を活用することができます。
イベントを含めない場合は、データの急増または減少が正規化され、プレディクション期
間にわたって分散されるため、プレディクションの精度が低くなる可能性があります。

• 外れ値の調整—このオプションを選択した場合、系列で外れ値が検出されると、外れ値の
影響を回避するために、外れ値がプレディクション・トレンド線の値に置き換えられます。

• 欠損値の入力—このオプションを選択した場合、時系列に欠損値があると、プレディクシ
ョンを続行するために、欠損値にプレディクション・トレンド線の値が移入されます。
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• 欠損最小しきい値—このオプションを選択した場合、しきい値に到達するまで、時系列の
欠損値が入力されます。欠損値の数が指定されたしきい値を超える場合、プレディクショ
ンは行われません。最大値は 50%より大きくすることはできません。

データ属性オプション
データ属性および季節性について、次のオプションから選択します:

• プレディクション範囲のオーバーライド: このオプションを選択すると、プレディクション
は、プレディクションを実行するために通常必要な最小数の履歴データ・ポイントをオー
バーライドします。かわりに、使用可能な履歴データ・ポイントの数に基づいて期間数を
プレディクトします。たとえば、2yの履歴データ・ポイントが使用可能な場合、y期間を
プレディクトします。
このオプションが選択されておらず、プレディクション範囲が x期間に設定されている場
合、プレディクションを実行するには少なくとも 2xの履歴データ・ポイントが必要です。
最小数の履歴データ・ポイントを使用できない場合、プレディクションは続行されません。

• 自動検出: このオプションを選択すると、プレディクションはデータに基づいて季節性を自
動的に検出します。

• 年次季節性オーバーライド(12期間): このオプションを選択すると、選択した階層のレベル
0の期間数によって季節性が定義されます。履歴データ・ポイントの数が年次季節性の 2x
より少ない場合、プレディクションは季節性に「自動検出」を使用します。

• カスタム: このオプションを選択すると、「サイクルごとの期間」で指定することにより、
季節性をカスタム値でオーバーライドできます。このオプションを選択できるのは、季節
性が年次でない場合です。

• サイクルごとの期間: 「カスタム」を選択した場合は、考慮する正確な期間数を選択しま
す。十分なデータ・ポイントを使用できない場合、プレディクションは、季節性に「自動
検出」を使用します。「サイクルごとの期間」の最大許容値は、履歴データ範囲期間の合計
数の半分です。

手法オプション
プレディクションに使用する手法を選択します。
• 季節性手法の適用: 季節性予測手法では、データの季節的な動きを取り込む追加コンポーネ
ントを追加して非季節性予測手法を拡張します。
季節性手法の詳細は、Planningの操作のクラシック季節性予測手法を参照してください。
プレディクションは、使用する最適な季節性予測手法を選択します。

• 非季節性手法の適用: 非季節性手法では、データ値の循環繰返しが存在しない、極端な過去
データの変化を除去して予測します。
非季節性手法の詳細は、Planningの操作のクラシック非季節性予測手法を参照してくださ
い。プレディクションは、使用する最適な非季節性予測手法を選択します。

• ARIMAの使用:
自己回帰和分移動平均(ARIMA)の詳細は、Planningの操作の ARIMA時系列予測手法を参照
してください。

• ARIMA拡張検索の使用: 履歴データと比較することにより、ARIMAモデルで拡張モデル検
索を実行します。結果は正確ですが、分析には相当の時間がかかります。

最終期間の欠損値処理
プレディクションを定義する際、自動プレディクトでの最終履歴期間の欠損値処理方法を決定
するオプションがあります。
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次のオプションを選択できます:

• 系列のスキップ—最後の履歴期間が欠損している時系列をスキップします。デフォルトの
オプションです。

• 平均値—欠損している最後の履歴期間を、以前の履歴期間のデータを使用して生成された
平均値で埋めます。

• ゼロ—欠損している最後の履歴期間をゼロで埋めます。
• 最後の実測値—欠損している最後の履歴期間を時系列で使用可能な最後の値で埋めます。

自動プレディクトのプレディクションの実行
自動プレディクトページまたは IPMページから自動プレディクトのプレディクション定義を
実行することも、ジョブをスケジュールしてプレディクションを自動的に実行することもでき
ます。
自動プレディクトのプレディクションの実行
自動プレディクションのプレディクション定義を実行するには:

1. ホーム・ページから、「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックして、「アク
ション」メニューから、「自動プレディクト」を選択します。
または、IPMインサイトを使用する場合は、ホーム・ページで、「IPM」をクリックし、「構
成」をクリックします。

2. リストから、自動プレディクト定義の横にある「アクション」をクリックし、「実行」を選
択します。
計算するセルが多数ある自動プレディクトのプレディクションについては、「パラメータの
実行」で、ディメンションを選択し、「今すぐ実行」をクリックします。
この設定は、別々のプレディクション・スレッドでプレディクションを並列で実行するこ
とにより、自動プレディクト・ジョブを高速化するために使用されます。これらの並列ジ
ョブを効率的にするために、データを各プレディクション・スレッドに均一に分散するデ
ィメンションを選択します。

3. プレディクションのサマリーを確認するには、ジョブ・コンソールで詳細を確認します:
「アプリケーション」、「ジョブ」の順にクリックし、ジョブ・ページでプレディクション定
義名をクリックします。

長時間実行されるプレディクション・ジョブが、自動化されたメンテナンス・ウィンドウによ
って中断された場合、メンテナンスが完了すると、中断された場所からプレディクション・ジ
ョブが再開されます。
自動プレディクト・ジョブのスケジュール
自動プレディクト・ジョブをスケジュールする方法の詳細は、ジョブのスケジュールを参照し
てください。自動プレディクトには、「自動プレディクト」と呼ばれる独自のジョブ・タイプが
あります。
計算するセルが多数ある自動プレディクトのプレディクションについては、「パラメータの実
行」で、ディメンションを選択し、「OK」をクリックします。この設定は、別々のプレディク
ション・スレッドでプレディクションを並列で実行することにより、自動プレディクト・ジョ
ブを高速化するために使用されます。これらの並列ジョブを効率的にするために、データを各
プレディクション・スレッドに均一に分散するディメンションを選択します。繰返しジョブに
ついては、変更するまで、選択したディメンションがジョブに使用されます。
スケジュールされたプレディクション・ジョブを実行する前に、自動プレディクトでは、特定
の要素が分析されて、プレディクション結果が変わるかどうかが確認されます。プレディクシ
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ョン結果が変わらない場合、自動プレディクト・ジョブは実行されていません。たとえば、履
歴範囲が過去 3年間に設定され、プレディクションの開始期間/年に変更がなかった場合、分析
の履歴データは同じになり、プレディクション結果は変わりません。この場合、パフォーマン
スを最適化し、不要なジョブが実行されないようにするために、自動プレディクト・ジョブは
スキップされます。ジョブが実行されないことを示すメッセージが表示されます。それでもプ
レディクションを実行する場合は、自動プレディクトページからジョブを実行できます。

自動プレディクトのプレディクション定義の編集、削除または
複製

既存の自動プレディクションのプレディクション定義を編集、削除または複製できます。
自動プレディクトのプレディクション定義を編集、削除または複製するには:

1. ホーム・ページから、「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックして、「アク
ション」メニューから、「自動プレディクト」を選択します。
または、IPMインサイトを使用する場合は、「IPM」をクリックし、「構成」をクリックし
ます。

2. リストから、自動プレディクト定義の横にある「アクション」をクリックし、「編集」、「複
製」または「削除」を選択します。

自動プレディクトのプレディクションの詳細レポートの確認
自動プレディクトのプレディクション結果の詳細を、Excelワークシート形式にダウンロード
可能なレポートで確認できます。これには、プレディクション・ステータス、使用された手法、
およびプレディクション精度などの詳細が含まれます。
Excelワークブックには複数のワークシートが含まれます:

• サマリー: プレディクションと使用された POVおよびプレディクション中に考慮されたイ
ベントに関する詳細を含むプレディクションのサマリー。

• レポート: メンバー名の別名を使用して連続して表示されるプレディクションの詳細レポ
ート。ステータス、精度、プレディクション手法、季節性、外れ値の調整、誤差測度、お
よびその他のプレディクション統計などの詳細が含まれます。

• SV_Series_Data_CubeName (Smart Viewシリーズ・データ)データ・アクセス・シート:
Smart Viewを使用したプレディクションに使用されたキューブに対するデータ・アクセ
ス。プレディクション・データに対してアド・ホック分析を実行することもできます。複
数のキューブ・ジョブについて、ソース・キューブのワークシートと、プレディクション・
キューブのワークシートが含まれます。

詳細レポートは自動プレディクト・ジョブの実行時に自動的に生成され、ジョブの完了時に送
信ボックスに圧縮済形式で使用可能になります。レポートは、自動プレディクトのプレディク
ション・ジョブが次に実行されたときに上書きされます。
レポートの確認
自動プレディクトページからレポートを確認するには:

1. ホーム・ページから、「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックして、「アク
ション」メニューから、「自動プレディクト」を選択します。
または、IPMインサイトを使用する場合は、ホーム・ページで、「IPM」をクリックし、「構
成」をクリックします
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2. 自動プレディクト定義の横にある「アクション」メニューで、「レポートのダウンロード」
を選択します。

送信ボックスからレポートをダウンロードするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「アクション」メニューから、「受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラ」を選択しま
す。

3. AP_JobName.zipを探して、ファイルをダウンロードします。
プレディクション・データの分析
SV_Series_Data_CubeNameワークシートで、Smart Viewを使用してアド・ホック分析を実
行してプレディクション・データにドリルできます:

1. SV_Series_Data_CubeNameワークシートを選択します。ワークシートには、履歴日付範
囲、プレディクション日付範囲および分析を開始するメンバーなどの基本情報が移入され
ています。

2. 自動プレディクトのプレディクションが実行されたサーバーに接続します。
3. プレディクションに使用されたキューブ(キューブ名はワークシート名に追加されていま
す)を選択し、次に「このワークシートのアクティブ接続の設定」を選択します。
プレディクションの定義で、ソース・キューブとプレディクション・キューブの 2つのキ
ューブが使用されている場合、各ワークシートに関連付ける適切なキューブを選択して、
この手順を両方の SV_Series_Data_CubeNameワークシートで繰り返します。

4. 「リフレッシュ」をクリックします。
プレディクション・データ分析のヒント:

• 分析するメンバーについて、「レポート」ワークシート(「系列ディメンション」列)から
SV_Series_Data_CubeNameワークシートにメンバーをコピーして貼り付けます。

• 「レポート」ワークシートで、様々な方法でデータを分析するためにソートできます。たと
えば、「精度」列でソートして、精度の低いケースを確認します。次に、より細かく分析す
るメンバーをコピーして SV_Series_Data_CubeNameワークシートに貼り付けます。た
とえば、精度が最も低い 10人のメンバーなどです。

• Excelのグラフ機能を使用して、プレディクション結果を様々な方法でビジュアル化しま
す。

• ワークシート・データにプレディクティブ・プランニングを使用する場合は、まず、月と
年以外の列のすべてのディメンションを「Planningアド・ホック」メニューを使用して
POVにピボットします。

インサイトの実行およびスケジュール
インサイトは、構成した後、いつでも実行できます。また、新しい実績のセットがある場合な
ど、一定の間隔でインサイトを実行するようにジョブを設定することもできます。
インサイトを実行すると、IPMインサイトにより使用可能な各交差のデータが分析され、パタ
ーンおよび異常が検索されます。
インサイトを実行するには:

1. ホーム・ページで、「IPM」をクリックし、「構成」をクリックします。
2. 実行するインサイトの横にある「アクション」メニューで、「実行」をクリックします。
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3. インサイト・ジョブを確認するには、ホーム・ページで「アプリケーション」をクリック
し、「ジョブ」をクリックして、インサイトを選択します。インサイトまたは自動プレディ
クションのタイプごとに、ジョブ・ステータスおよび関連するサブジョブを確認できます。

IPMインサイトのスケジュールの詳細は、ジョブのスケジュールを参照してください。
IPMインサイトには、「インサイト」という独自のジョブ・タイプがあります。
インサイトは、インサイト・ダッシュボードで 6か月間使用できます。6か月を経過すると、
次回 IPMインサイト・ジョブを実行したときにパージされます。
チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。

目的 方法の学習
Oracle Fusion Cloud EPMでインサイトを実行し
てスケジュールする方法を学習します  インサイトの実行およびスケジュール

インサイト定義および生成されたインサイトの管理
既存のインサイト定義を編集、削除または複製できます。管理者は、生成されたインサイトを
削除することもできます。
インサイト定義を編集、削除または複製するには:

1. ホーム・ページで、「IPM」をクリックし、「構成」をクリックします。
2. インサイトの横にある「アクション」メニューで、「編集」、「複製」または「削除」をクリ
ックします。

管理者は、生成されたインサイトを削除することもできます。インサイトを削除するには、「イ
ンサイト」ダッシュボードで、削除するインサイトの「アクション」メニューから、「インサイ
トの削除」をクリックします。

タグの管理
タグを使用した IPMインサイトにより、同僚とより効果的にコラボレーションし、自動分析の
力を活用できます。
インサイトの「コメント」ボックスでタグを追加できます:

• #を使用して、カスタム・ラベルでインサイトにタグ付けします。たとえば、#TeamReview
を追加することで、チーム・レビュー用のインサイト・セットにタグ付けできます。

• @を使用して、ユーザーまたはグループにタグ付けします。
次に、インサイト・ダッシュボードをフィルタして、タグ付けしたインサイトを表示します。
タグの追加、およびタグのフィルタと検索の詳細は、Planningの操作のタグを使用したインサ
イトでのコラボレーションを参照してください。
管理者は、タグを追加したり、不要になったタグを削除することでタグを管理できます。
タグを管理するには:

1. ホーム・ページで、「IPM」をクリックし、「タグ」をクリックします。
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2. 新しいタグを追加するには、「タグの追加」をクリックし、タグ名を入力します。
3. タグを削除するには、タグの横にある「アクション」メニューをクリックし、「削除」をク
リックします。

ビデオ

目的 視聴
インサイトへのタグ付けについて学習すると、チー
ムのコラボレーションを促進し、注意が必要なイン
サイトに目が向くようにして、例外による管理を実
施するために役立ちます。 EPMプランニングにおけるタグを使用したインサ

イトでのコラボレーション

独自の MLの持込み: 機械学習モデルのインポートに
ついて

独自の MLの持込みによって、EPM管理者は、完全にトレーニングされた機械学習(ML)モデル
をインポートして Planningアプリケーションにデプロイできます。プランナは、高度なプレデ
ィクティブ・モデリング手法を使用してより正確な予測を生成する、堅牢な MLベースの予測
を活用できます。
データ・サイエンティストは、ビジネスの問題に関連する履歴データを収集して準備し、アル
ゴリズムをトレーニングし、サード・パーティ・ツールを使用して PMML (予測モデル・マー
クアップ言語。プレディクティブ・モデルを表すために使用する標準言語)ファイルを生成しま
す。これらのプレディクティブ分析モデルおよび機械学習モデルは、統計手法または MLアル
ゴリズムを使用して、大量の履歴データに隠れたパターンを学習します。プレディクティブ分
析モデルは、トレーニング中に取得した知識を使用して、新しいデータ内の既知のパターンの
存在をプレディクトします。
EPM管理者は、完全にトレーニングされた MLモデルをインポートして構成できます。これに
より、2つの Groovyルールが生成されます。管理者は、ルールをフォームまたはダッシュボー
ドに添付するか、定期的にプレディクション結果を生成するようにジョブをスケジュールしま
す。これにより、機械学習の利点およびデータ・サイエンスの力をビジネス・ユーザーが活用
できるようになり、プランニングおよび予算策定のプロセスが強化され、ビジネス上の意思決
定が改善されます。
たとえば、平均販売価格、宣伝広告に対する計画済費用、履歴ボリューム、推定業界ボリュー
ムなどのキー・ドライバを使用して、エンティティの製品ボリュームをプレディクトできます。
MLモデルをインポートし、それらを使用して他の財務ユース・ケースの数値をプレディクト
できます。次に例を示します:

• 取引プロモーションが売上アップリフトに与える影響
• よりよい ROMIを得るためのマーケティング・ミックス・モデリング
• 内部および外部のドライバが収益予測に与える影響
• より適切な資金ポジションを実現するためのプレディクティブ資金予測
ステップの概要
前提条件: データ・サイエンティストは、データ・サイエンス・ツール(サード・パーティ・ツ
ールまたは Oracle Data Science Cloud)で MLモデルを構築してトレーニングし、PMMLファ
イルとして保存します。

Chapter 16
独自の MLの持込み: 機械学習モデルのインポートについて

16-30

https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:33712
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:33712


次に、EPM管理者は、トレーニングされたモデルからビジネス価値を得られるようにモデルを
機能させます:

1. 管理者は、MLモデルを PMMLフォーマットで Planningアプリケーションにインポート
し、入力変数とターゲット変数が Planningアプリケーションのディメンション・メンバー
またはセル値にどのようにマップされるかを定義します。このステップにより、MLモデル
を Planningアプリケーションに接続する自動 Groovyルールが生成されます。MLモデル
定義ごとに 2つの Groovyルールが生成されます。1つはフォームまたはダッシュボード
に関連付けるルールで、ユーザーはオンデマンドでプレディクションを作成することがで
きます。もう 1つは、一括処理用のスケジュール済ジョブで大規模なプレディクションを
生成します。MLモデルのインポートを参照してください。

2. 管理者は、Groovyルールを関連するアクション・メニュー、フォームまたはダッシュボー
ドに関連付けることにより、MLモデルを Planningアプリケーションにデプロイします。
プランナへの MLモデルのデプロイを参照してください。管理者は、バッチ・プロセスで
Groovyルールを実行するジョブを作成することもできます。

3. プランナは、フォームで MLを利用したビジネス・ルールを活用してプレディクト値を生
成します。プレディクト値はフォームに保存されます。プランナは、生成されたプレディ
クションを使用してWhat-If分析を実行したり、フォームのプレディクト値を変更すること
ができます。プランナは、専門知識と判断力により値を追加して、予測を確定します。

4. これは反復プロセスです。プランナは MLモデルに基づいてプレディクションを作成する
ため、管理者はモデルのパフォーマンスを測定し、データ・サイエンティストと連携して、
必要に応じて MLモデルを更新または置換できます。次に、管理者は再トレーニングされ
た MLモデルを再インポートしてデプロイします。
再トレーニングされた MLモデルを再インポートすると、Groovyルールが再生成されま
す。

ビデオ

目的 視聴
この概要では、独自のML (機械学習)の持込みにつ
いて紹介します。EPM管理者は、完全にトレーニ
ングされたMLモデルをインポートして、
Planningアプリケーションにデプロイできます。
プランナは、高度なプレディクティブ・モデリング
手法を使用してより正確な予測を生成する、堅牢な
MLベースの予測を活用できます。

 概要: 独自の機械学習(ML)の持込み

独自の機械学習の持込み向けにMLモデルのイン
ポートを構成する方法を学習します。完全にトレ
ーニングされたMLモデルを Planningにインポ
ートします。ウィザードのステップに従って、モデ
ルをマップ、分析およびテストします。モデルを保
存すると、2つの Groovyルールが作成されます。
統合プロセスを完了するには、MLモデルを
Planningにデプロイするための関連ビデオを参照
してください。

機械学習(ML)モデルのインポートの構成
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目的 視聴
MLモデルを Planningにデプロイする方法を学習
します。MLモデル・インポートを構成したら、構
成したMLモデルから生成された Groovyルール
を使用してアクション・メニューを作成して、
PMMLファイルをアプリケーションに統合しま
す。その後、アクション・メニューをフォームに関
連付けます。プランナがフォームからルールを実
行すると、プレディクト値のセットがルールによっ
て返されます。

機械学習(ML)モデルの Planningへのデプロイ

独自の MLの持込みの考慮事項
独自の MLの持込みに関する考慮事項を次に示します。
考慮事項:

• 独自の MLの持込みには、EPM Enterpriseサブスクリプションが必要です。EPM Standard
サブスクリプションでは使用できません。さらに、Enterprise Planning and Budgeting
Cloudおよびフリーフォームでも使用できます。
また、独自の MLの持込みは、Oracle Sales Planning Cloudおよび Oracle Strategic
Workforce Planning Cloudで使用できます。

• 独自の MLの持込みは、「カスタム」、「フリーフォーム」、「モジュール」、「Sales Planning」、
「Strategic Workforce Planning」および「資金予測」のアプリケーション・タイプで機能し
ます。

• 独自の MLの持込みには、Groovyルールが必要です。

MLモデルのインポート
完全にトレーニングされた MLモデルを Planningアプリケーションにインポートして、ビジネ
ス・ユーザーが使用できるように準備します。
前提条件: MLモデルをインポートする前に、データ・サイエンス・チームは MLモデルを構
築、トレーニングし、PMMLファイルとして保存する必要があります。
MLモデルを Planningアプリケーションにインポートするには:

1. ホーム・ページで、「IPM」をクリックし、「MLモデル」をクリックします。
2. 「インポート」をクリックし、PMMLファイルをドラッグ・アンド・ドロップするか、参照
して選択します。
モデルのインポート・ページには、ターゲット列(MLモデルを使用してプレディクトされ
る変数)やトレーニング日など、PMMLファイルに関する情報が表示されます。

3. モデルの名前と説明を入力し、「次」をクリックします。
4. ルールの生成ページで、フォームまたはダッシュボードに関連付ける Groovyルールを生成
する情報を入力します:
「モデル・マッピング」で、MLモデルを使用するキューブを選択し、各ディメンションか
らメンバーまたはメンバーのセットを選択して、MLモデルを使用するデータのスコープを
定義します。

5. 「入力」および「出力」をキューブの適切なディメンションおよびメンバーにマップし、「次」
をクリックします。
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「入力」セクションおよび「出力」セクションには、入力機能(プレディクションの作成に
使用される機能/列)およびターゲット機能(プレディクトされると予想される列)のリスト
が含まれています。Planningは、PMMLファイルを分析して、入力と出力のリストを生成
します。
入力機能は、ドライバと同様に、システムへの入力として機能する独立変数です。プレデ
ィクションを作成する場合、モデルは入力機能を使用して出力をプレディクトします。こ
のステップでは、MLモデルからの入力を Planningキューブの出力にマップします。「入
力」には、MLモデルからデータをどのように抽出するかを記述します。「出力」では、プ
レディクトするターゲット・メジャー、および Planningアプリケーションのプレディクト
値をどこに貼り付けるかを定義します。
たとえば、製品、価格および業界ボリューム(入力機能)を使用して、ボリューム(出力)をプ
レディクトできます。
• 「入力」領域で、入力機能ごとに「入力タイプ」を選択し、「セルの値」または「メン
バー」を選択した場合は、マップする Planningアプリケーションのメンバーまたはデ
ィメンションを選択します。入力タイプは次のとおりです:

– プロンプト: Planningに、MLモデルからこの入力値にマップするメンバーまたは
ディメンションがない場合、プレディクションが行われるときに、値の推定を入力
するように要求されます。

– セルの値: 入力機能を Planningキューブの 1つ以上のディメンション・メンバーに
マップします。たとえば、Priceという入力機能を Planningアプリケーションの
Priceという勘定科目メンバーにマップします。

– メンバー: 入力機能を Planningキューブの 1つのディメンションにマップします。
たとえば、Productという入力機能を Planningアプリケーションの製品ディメンシ
ョンにマップします。

• 「出力」領域で、「入力タイプ」を選択し、「セルの値」または「メンバー」を選択した
場合は、プレディクション結果を格納する、マップする Planningアプリケーションの
メンバーまたはディメンションを選択します。

6. モデルの分析で、MLモデルを確認し、「次」をクリックします。
このステップでは、MLX (機械学習の説明可能性)を表し、MLモデルに関する追加情報を抽
出します。たとえば、回帰係数を確認して、出力のプレディクトに主要な入力機能の相対
的な影響がどのように使用されているかを確認します。棒の高さは、入力機能における 1
ユニット増加のターゲット変数に対する増分効果を表します。

7. モデルのテストで、サンプル値のセットのプレディクションを生成することにより、MLモ
デルをテストします。入力ごとに、サンプル入力値を入力し、「プレディクト」をクリック
します。

8. プレディクトされた出力値を確認し、「保存して閉じる」をクリックします。
9. 「はい」をクリックして、Groovyルールの作成を確認します。
MLモデル定義ごとに 2つの Groovyルールが生成されます:

• ML_MLModelName_Form: このルールを使用して、フォームまたはダッシュボードに関連
付けます。これにより、ユーザーはオンデマンドでプレディクションを作成することがで
きます。

• ML_MLModelName: このルールを使用して、一括処理用のスケジュール済ジョブで大規模
なプレディクションを生成します。

生成されたルールは、Calculation Managerで確認できます。Groovyルールは、PMMLファイ
ルの名前と場所、および定義したマッピングに基づいて入力と出力を定義します。これらの生

Chapter 16
独自の MLの持込み: 機械学習モデルのインポートについて

16-33



成された Groovyルールの使用方法の詳細は、プランナへの MLモデルのデプロイを参照して
ください。
チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。

目的 方法の学習
完全にトレーニングされたMLモデルをインポー
トして、Planningアプリケーションにデプロイす
る方法を学習します。プランナは、高度なプレディ
クティブ・モデリング手法を使用してより正確な予
測を生成する、堅牢なMLベースの予測を活用でき
ます。

 MLモデルのインポート

プランナへの MLモデルのデプロイ
インポートした MLモデルをデプロイして、プランナがフォームおよびダッシュボードで使用
できるようにします。プランナは、機械学習を使用してプレディクションを生成できます。
PMMLモデルをインポートした後、EPM管理者は、生成された Groovyルールを Planningフ
ォームに関連付けることにより、PMMLファイルを Planningアプリケーションに統合します。
最初に、Calculation Managerで Groovyルールを確認してマッピングを検証し、必要に応じて
変更を加えることができます。Groovyルールが確定されたら、関連するフォームまたはダッシ
ュボードに関連付けることができます。
フォームに関連付けるアクション・メニューを作成して、プランナが Groovyルールを使用で
きるようにします。
ML Groovyルールをフォームに関連付けるには:

1. アクション・メニュー・アイテムを作成します:

a. 「ナビゲータ」の「作成および管理」で、「アクション・メニュー」をクリックします。
b. をクリックし、メニューの名前を入力して、「OK」をクリックします。
c. 新しいメニュー・アイテムを選択し、 をクリックして、「子の追加」をクリックし
ます。

d. メニュー・アイテム名を入力し、ラベルを指定して(例: Predict Volume、タイプ「ビ
ジネス・ルール」)、適切なキューブおよび Formという接尾辞が付いた Groovyルール
(例: ML_MLModelName_Form)を選択します。次に、「保存」をクリックします。

詳細は、アクション・メニューの作成と更新を参照してください。
2. アクション・メニューをフォームに関連付けます:

a. 「ナビゲータ」の「作成および管理」で、「フォーム」をクリックします。
b. フォームに移動して をクリックし、「その他オプション」で、作成したアクション・
メニュー・アイテムをクリックします。メニューを「使用可能なメニュー」から「選
択したメニュー」に移動して、メニューをフォームに関連付けます。次に、「保存」を
クリックします。

詳細は、フォームの管理を参照してください。
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プランナがフォームからアクション・メニュー・アイテムを選択すると、Groovyルールがトリ
ガーされます。ルールは、すべての入力ドライバのデータを選択して処理のために PMMLファ
イルに送信し、プレディクション値のセットを返し、モデルのインポート・ウィザードでの定
義に従ってそれらを出力に貼り付けます。ルールはフォームのコンテキストで実行され、フォ
ームのセルの値のみをプレディクトします。プランナにアクセス権を持つ交差のプレディクシ
ョンのみが表示されるように、セキュリティが適用されます。プランナは、様々なWhat-Ifシ
ナリオを実行して、予測とプランを調整したり、プレディクト値を調整することができます。
プランナがルールを実行するには、モデル、フォーム、ルールおよびメンバーにアクセスでき
る必要があることに注意してください。
バッチ・ジョブとしての ML Groovyルールの実行
ML Groovyルールをジョブとして実行できます。バッチ・ルールは、特定のフォームのセルの
みでなく、モデルの全スコープのすべてのセルに対して実行されます。繰返しジョブとして実
行するように設定できます。たとえば、プランナが定期的に使用できるようにプレディクショ
ンをロードするなどです。
バッチ・ジョブを実行またはスケジュールするには、「ジョブ」で「ルール」の「ジョブ・タイ
プ」を選択し、PMMLモデル(ML_MLModelName)のビジネス・ルールの Groovyバッチ・バー
ジョンを選択します。
ジョブのスケジュールの詳細は、ジョブのスケジュールを参照してください。
チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。

目的 方法の学習
インポートされたMLモデルから作成された
Groovyルールを取得してフォームに追加する方
法を学習します。その後、PlanningでMLモデル
を使用してプレディクションを作成します。

 MLモデルによるプレディクションの実
行
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17
サンドボックスの管理

ユーザーは、サンドボックスを使用して、プランの開発に従って様々な結果を試してみながら、
その作業を非公開のままに維持できます。
次も参照:

• サンドボックスについて
• サンドボックスの有効化
• バージョン・メンバーの有効化
• HSP_Viewおよびバージョン・メンバーを使用する場合のサンドボックスについて
• サンドボックスの公開時に行われること
• サンドボックスの管理
• サンドボックスとその他の機能

サンドボックスについて
サンドボックスを使用すると、プランを開発する際に作業内容を(管理者以外に対して)非公開
にできます(Planningの操作のプランのプライベートな構築を参照)。ユーザーは、自身の分析
が完了するまで、サンドボックス内の様々な結果を、他の人から数値が見えないように非公開
で試してみることが必要な場合があります。数値を(他のユーザーがアクセスできるように)公
開する準備ができたら、サンドボックスでデータを公開します。
サンドボックスに関する基本事項を示します。
• サンドボックスはキューブ・レベルで有効になります。アプリケーションの作成時にシー
ドされるブロック・ストレージ・キューブに対して「サンドボックス」オプションを選択
できます。新しいブロック・ストレージ・キューブの作成時にサンドボックスを有効化す
ることもできます。「プラン 1」などのデフォルトで作成されるキューブを含む既存のキュ
ーブに対して、後で「サンドボックス」オプションを変更することはできません。サンド
ボックスの有効化を参照してください。

• デフォルトでは、フォームおよびアド・ホック・グリッドは基本ビューにあります。ユー
ザーがサンドボックスで作業を開始すると、フォームは基本ビューからサンドボックス・ビューに切り替わります。サンドボックス・ビューでは、ユーザーのデータはアプリケー
ションのデータとは別に保存されます。ユーザーは、サンドボックスでのデータのプライ
ベートな変更および分析を完了したら、サンドボックスを公開します。公開されると、新
規データおよび変更されたデータがアプリケーションに保存されます。フォームは基本ビ
ューに戻ります。サンドボックスの公開時に行われることを参照してください。

• 「ユーザー」の役割を持つユーザーがサンドボックスを使用できるようにするには、バージ
ョン・ディメンションの「セキュリティの適用」オプションを有効にする必要があります。
サンドボックスの有効化およびバージョン・メンバーの有効化も参照してください。

• 承認ユニットに対するセキュリティを含むすべてのアクセス権限がサンドボックス内で有
効です。たとえば、バージョン・メンバーが承認プロセスにある承認ユニットの一部であ
る場合、ユーザーは、承認ユニットの現在の所有者である場合にのみ書込みアクセス権を
持ちます。
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• ユーザーは複数のサンドボックスを使用してその間で切り替えることができます。
• 複数のユーザーが同時に互いの作業に影響を与えずに複数のサンドボックスで作業できま
す。

• サービス管理者は、すべてのサンドボックスの名前(およびデータ)、ベースになっているバ
ージョン・メンバー、各サンドボックスの作成者、最終更新日時を確認できます。サービ
ス管理者は任意のユーザーのサンドボックスを削除できます。サンドボックスを管理する
には、ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」、「アクション」、「サ
ンドボックスの管理」の順にクリックします。

• 動的メンバーは自動的に計算されるため、ユーザーはただちに変更の効果を確認できます。
• キューブがサンドボックスに対して有効になると、BaseData、SandboxDataおよび

ConsolidatedDataの 3つのメンバーを持つ HSP_Viewというディメンションが追加され
ます。HSP_Viewおよびバージョン・メンバーを使用する場合のサンドボックスについて
を参照してください。

• サンドボックスで作業する場合、ユーザーはメンバーを追加できますが、それらのメンバ
ーはサンドボックスの公開時にベース・バージョンに追加されません。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
サンドボックスを使用したデータの分析方法を学
習します。  Oracle Planning and Budgeting Cloudでの

サンドボックスを使用したデータの分析

サンドボックスの有効化
サンドボックスを有効化するには:

1. アプリケーションの作成時に、「サンドボックス」オプションを選択することでサンドボッ
クスに対して有効にできるブロック・ストレージ・キューブが作成されます。「サンドボッ
クスの有効化」を選択することで、カスタム・ブロック・ストレージ・キューブの作成時
にサンドボックスを有効にすることもできます。
サンドボックスは、標準アプリケーション内、および Enterpriseアプリケーションで作成
されたカスタム・キューブに対してのみ有効にでき、レポート・アプリケーションに対し
ては有効にできません。キューブに対してサンドボックスを有効にした後で、そのオプシ
ョンを無効にできます。キューブに対してサンドボックスを有効にした場合、バージョン・
メンバーは「サンドボックスの有効化」オプションを持ちます。

2. バージョン・メンバーの有効化の説明に従って、バージョン・メンバーを作成し、サンド
ボックスに対して使用可能にします。

3. 必要に応じて、基本ビューとサンドボックス・ビューの両方で正しく計算されるようにメ
ンバー式を変更します。
メンバー式は新しい HSP_Viewディメンションによって影響を受ける可能性があります。
メンバー式がすべてのバージョンについて正しいデータを使用するようにするには、
"ConsolidatedData"/サンドボックスを参照する必要があります。
参照:

• HSP_Viewおよびバージョン・メンバーを使用する場合のサンドボックスについての
各トピック

• メンバー式の操作
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ノート:

データ・マップでは、データのマッピングはすべて HSP_View BaseData交差で
行われます。デフォルトでは、基本ビューが選択されます。

4. フォームでサンドボックスをサポートするには、次のいずれかのようにフォームを設計ま
たは変更します:

• バージョン・ディメンションはページ軸にあります。
• バージョン・ディメンションはユーザー変数を持つ POVです。

ノート:

– 前述の条件のいずれかを満たさないフォームはサンドボックス・オプシ
ョンを表示しません。

– サンドボックスで、HSP_Viewメンバーは POVに固定され、変更できま
せん。

– ユーザーがサンドボックスで実行できるビジネス・ルールはデフォルト
の「フォームの計算」および「通貨の計算」ルールのみです。

– サンドボックス・ビューでは、インポートまたはエクスポートできませ
ん。

バージョン・メンバーの有効化
サンドボックスに対してバージョンを使用可能にするには、サービス管理者がバージョン・メ
ンバーを作成し、メンバー・プロパティ「サンドボックスの有効化」を選択します。
ユーザーはサンドボックス・ビューに切り替える際、有効なバージョン・メンバーを選択しま
す。そうすると、サンドボックス内のデータがそのバージョンに関連付けられます。ユーザー
が基本ビューに戻ると、ベース・バージョン・データが表示されます。ユーザーがサンドボッ
クス・データを公開すると、サンドボックス内の変更されたデータはアプリケーションに保存
され、基本ビューに表示されます。HSP_Viewおよびバージョン・メンバーを使用する場合の
サンドボックスについておよびサンドボックスの公開時に行われることを参照してください。

ヒント:

メンバー・プロパティを編集するには、ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリ
ックしてから、「作成および管理」で、「ディメンション」をクリックします。
「ディメンション」リンクは、デスクトップからアプリケーションにアクセスしてい
る場合にのみ使用可能です。
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HSP_Viewおよびバージョン・メンバーを使用する場合
のサンドボックスについて

次も参照:

• HSP_Viewディメンション
• ConsolidatedDataメンバー用のサンプル式
• サンドボックス・バージョン・メンバー
• メンバー式に対するサンドボックスの影響

HSP_Viewディメンション
キューブのサンドボックスが有効な場合、HSP_Viewディメンションは次のメンバーを使用し
て作成されます。
• BaseDataメンバーは、ユーザーがフォームの基本ビューで操作しているときのデータ交差
を定義します。ユーザーがサンドボックスで作業していない場合、データは BaseDataメ
ンバーの交差に保管されます。

• ユーザーがサンドボックスでデータを操作している場合、SandboxDataにデータが保管さ
れます。

• ConsolidatedDataメンバーは動的に計算され、使用可能な場合 SandboxDataメンバーから
データを取得します。それ以外の場合、ConsolidatedDataの BaseDataメンバーがベー
ス・バージョンの BaseDataメンバーからデータを取得します。

ノート:

• HSP_Viewディメンションまたはそのメンバーは変更できません。「パフォーマ
ンス設定」で HSP_Viewディメンションの順序を変更しないでください。「パフ
ォーマンス設定」を表示するには、ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリ
ックしてから、「作成および管理」で、「ディメンション」をクリックします。

• フォームでは、HSP_Viewメンバーは POV上で固定され、変更できません。
• 疎ディメンションの最上位における集計は、「サンドボックス」ビューではサポー
トされていません。

ConsolidatedDataメンバー用のサンプル式
市場が疎ディメンションで、Workingがベース・バージョンと仮定した場合の、
ConsolidatedDataメンバーのサンプル式を次に示します:

IF(@ISLev("Market",0))
IF(@ISLev("Entity",0))
IF (@ISLev("Period", 0))
IF(NOT (@ismbr(@relative("Sandboxes",0))))
BaseData;
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ELSE
        IF (SandboxData== #MISSING ) 
IF(@ISCHILD("Sandboxes_Working"))
                       "Working"->BaseData;
ENDIF
        ELSE
SandboxData;
        ENDIF   
ENDIF
ENDIF
ENDIF
ENDIF

サンドボックス・バージョン・メンバー
アプリケーションがサンドボックスに対して有効になっている場合、サンドボックス・メンバ
ーは、バージョン・ディメンションの下に作成されます。サンドボックスが作成されると、バ
ージョン・メンバーが、サンドボックスの作成者によって指定された名前でバージョン・サン
ドボックス・メンバーの下に追加されます。例:

 

 

• 基本フォームのデータは、HSP_View BaseDataメンバーとベース・バージョン(Working
など)の交差に保管されます。

• サンドボックス内のデータは、バージョン・ディメンション(サンドボックス 1など)の各メ
ンバーと HSP_Viewメンバー SandboxDataの交差に保管されます。

メンバー式に対するサンドボックスの影響
メンバー式を作成または変更する場合、基本ビューとサンドボックス・ビューの両方でデータ
が正しく計算されるには、メンバー式で HSP_View ConsolidatedDataメンバーとサンドボック
ス・バージョン・メンバーの交差を参照する必要があります。例:
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サンドボックスの公開時に行われること
ユーザーがサンドボックスのデータを公開すると、次のようになります:

• サンドボックス内の変更されたデータは、データの公開時に基本ビューに表示されている
交差に対するもの、およびユーザーが書込み権限を持つセルのもののみアプリケーション
に保存されます。サンドボックス・データは、すべての影響を受けるフォームとキューブ
の基本ビューに保存されます。ユーザーが複数のフォームまたは異なるページ/POVの組
合せでデータを変更した場合でも、すべての変更されたデータ、サポート詳細およびコメ
ントがアプリケーションに移動されます。

• アプリケーションによってサンドボックスが削除されます。(サービス管理者はその中の
データを公開する前にサンドボックスを削除できます。サンドボックスの管理を参照して
ください。)

• 公開アクションが 3分(デフォルト)より長くかかる場合、ジョブはバックグラウンドで実行
され、「ジョブ」に表示されます。

ノート:

複数のユーザーが基本ビュー内の同じメンバーにサンドボックス・データを公開した
場合、最後に公開されたデータがそれより前に公開されたデータを上書きします。

サンドボックスの管理
サンドボックスを管理するには:
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1. 「アプリケーション」、「概要」、「アクション」、「サンドボックスの管理」の順にクリックし
ます。

2. サンドボックスのリストをフィルタするには、  (「フィルタ」)をクリックして、次のい
ずれかのフィールドに値を指定します:

• サンドボックス名
• ベース・バージョン
• 作成者

3. サンドボックスを削除するには、その名前、「削除」の順にクリックします。

サンドボックスとその他の機能
• Oracle Smart View for Office:

– サンドボックス機能は Smart Viewで使用可能ですが、Smart Viewからデータを作成、
削除または公開できません。

– アド・ホック分析で、ユーザーは HSP_Viewメンバーを表示できますが、これにはサ
ンドボックスおよびベース・データが含まれています。

– ConsolidatedDataメンバーを選択すると、サンドボックスと元のベース・データの両
方に入力されたデータが表示されます。

– サンドボックスはスマート・スライスに対してサポートされていますが、HSP_View
ディメンションは非表示になります。

– プランニング管理拡張機能では、HSP_Viewディメンションは「ディメンション」下
に表示されますが、メンバー・プロパティは変更できません。同様に、サンドボック
ス・バージョン・メンバーのメンバー・プロパティは変更できません。

• Financial Reporting: 基本ビュー・データについてレポートするには、HSP_Viewディメン
ションの BaseDataメンバーを選択します。サンドボックス・データについてレポートす
るには、HSP_Viewの ConsolidatedDataメンバーを選択します。

• データ管理: HSP_Viewディメンションはマッピングに表示されますが、BaseDataメンバ
ーのみマップできます。

• Migration: Migrationを使用してアプリケーションを複製する場合は、サンドボックスの変
更オプションを選択することをお薦めします。サンドボックスとデータをインポートする
際にサンドボックス・データを公開する場合、サンドボックスの変更を選択する必要があ
ります。

• Oracle Hyperion Public Sector Planning and Budgeting: 意思決定パッケージおよび予算要
求ではサンドボックスはサポートされません。
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18
有効な交差とセル・レベル・セキュリティの定義

アプリケーションでデータを入力したり、表示できるユーザーを制限するルールを定義します。
アプリケーションでデータを入力できるユーザーを制限するには、特定のメンバー交差をデー
タ入力について有効(または無効)としてマークするルールを作成します。このようなルール
は、有効な交差と呼ばれます。また、アプリケーションでデータを表示できるユーザーを制限
するには、標準のセキュリティであれば通常アクセスできるセルに対する読取りまたは書込み
アクセス権をユーザーから削除するルールを作成します。このようなルールは、セル・レベル・
セキュリティと呼ばれます。
• 有効な交差を定義するには、有効な交差の定義を参照してください。
• セル・レベル・セキュリティを定義するには、セル・レベル・セキュリティの定義を参照
してください

有効な交差の定義
データを入力したり、実行時プロンプトを選択する場合にユーザーに対して特定のセル交差を
フィルタする有効な交差ルールを定義します。
次も参照:

• 有効な交差の理解
• 有効な交差の作成
• 有効な交差の管理
• フォーム内の無効データの抑制
• 無効なデータのクリア
• 有効交差の操作

有効な交差の理解
有効交差は、定義したルールに基づいてフィルタされるセルの交差部分です。このルールは有
効交差ルールと呼ばれ、ユーザーがデータを入力したり実行時プロンプトを選択する場合に、
ユーザーに対して特定のセル交差をフィルタします。たとえば、ある期間や一部の部署にのみ
特定のプログラムが有効であることを指定できます。有効交差を定義した後は、無効なデータ
を含むセルは読取り専用になります。この制限により、プランニング・プロセスのスピードが
向上し、ユーザーに使用可能な情報が最適化されます。
逆に、ほとんどのセルの組合せでデータ入力を許可し、選択したいくつかのセルの組合せに対
するデータ入力のみを禁止する必要があるというユース・ケースも考えられます。このような
場合は、無効な交差を定義することにより、定義プロセスを簡易化できます。無効な交差は、
交差グループの作成中に無効な交差定義タイプを指定できる点を除き、有効な交差を定義する
場合と同様に定義します。
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有効交差がフォームおよび実行時プロンプトの動作にどのように影響するかをさらに理解する
には、有効交差の操作を参照してください。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
有効交差の管理方法を学習します。

 Cloud EPMでの有効交差の管理
関連トピック
• 有効交差グループ
• 有効交差ルール
• アンカーおよび非アンカー・ディメンション
• 有効な交差の例
• 有効交差ルールの冗長または重複
• 共有メンバーおよび有効交差ルール
• 代替変数および有効交差ルール
• 評価順序

有効交差グループ
有効交差グループで次の内容を定義します:

• 含まれるディメンション
• ディメンションのいずれかをアンカー・ディメンションとする
• 非アンカー・ディメンションが必要かどうか
• 指定されないまたは参照されないアンカー・ディメンション・メンバーは有効か、無効か

有効交差ルール
有効交差ルール:

• 有効交差グループ内で定義されたディメンションと同じディメンションを使用する必要が
あります

• 同じ有効交差グループ内の有効交差ルールは明らかな競合や重複が生じると、いずれかの
有効交差ルールの条件が満たされた場合に、有効とマークされます

• 明らかな冗長または重複を発生させる、異なる有効交差グループ内の有効交差ルールは、
すべての有効交差グループの要件を満たしている場合、有効とマークされます
したがって、有効交差グループが交差を無効とマークしている場合、他の有効交差グルー
プがその交差を有効とマークしているかどうかにかかわらず、その交差は無効とマークさ
れます無効なグループは有効なグループの結果を上書きします。
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ノート:

有効交差を削除する場合は、他の有効交差グループが許可しているかどうかにか
かわらず、このルールは異なる有効交差グループに属する必要があります。

有効な交差の例を参照してください。

アンカーおよび非アンカー・ディメンション
アンカーおよび非アンカー・ディメンション:

• アンカー・ディメンションは常に、有効な交差の評価で使用されるキューブの必須ディメ
ンションです。

• 非アンカー・ディメンションが必須である場合、または必須でない場合:

– 非アンカー・ディメンションが必須である場合、そのディメンションを使用しないキ
ューブでは、有効な交差の評価時に、そのディメンションが必須としてタグ付けされ
ている有効な交差グループは無視されます。

– 非アンカー・ディメンションが必須でない場合、そのディメンションを使用しないキ
ューブでは、そのディメンションが必須でないとして含まれている有効な交差グルー
プも評価され、キューブで使用されている有効な交差グループ内の他のディメンショ
ンの交差が評価されます。

• 選択していないアンカー・ディメンション・メンバーはデフォルトで有効ですが、「選択さ
れていないメンバーは有効です」オプションをクリアすると、これらを無効としてマーク
できます。このオプションでは、このルールで選択されていないアンカー・ディメンショ
ン・メンバーを含むすべての交差を無効としてマークします。

有効な交差の例を参照してください。

有効な交差の例
ここでは、有効交差グループと有効交差ルールの例を示して、単純、複雑およびエッジケース
のシナリオをいくつか説明します。
例: アンカーおよび非アンカー・ディメンション
アンカー・ディメンションの選択は重要です。アンカーのディメンション定義に基づいて、異
なる結果が作成される次の例を検討してください:

• 有効交差グループ 1では、アンカー・ディメンションとしてエンティティが定義され、非
アンカー・ディメンションとして製品が定義されています。

• 有効交差グループ 2では、アンカー・ディメンションとして製品が、非アンカー・ディメ
ンションとしてのエンティティとして逆に定義されています。

表 18-1 例 - アンカー・ディメンションはエンティティです

有効交差グループ アンカー・ディメンション - エンティ
ティ

非アンカー・ディメンション - 製品

1 DESC(500 - 製造) - 選択されていない
メンバーは有効です

DESC(P_TP1 - コンピュータ設備)
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グループ 1は、製造の子孫であるエンティティが、コンピュータ設備の子孫製品でのみ有効で
あることを意味します。製造の子孫で有効である製品は他にありません。製造の子孫以外のす
べてのエンティティは、コンピュータ設備の子孫を含め、すべての製品で有効です。
表 18-2 例 - アンカー・ディメンションは製品です

有効交差グループ アンカー・ディメンション - 製品 非アンカー・ディメンション - エンテ
ィティ

2 DESC(P_TP1 - コンピュータ設備) - 選
択されていないメンバーは有効です

DESC(500 - 製造)

グループ 2は、コンピュータ設備の子孫である製品が、製造の子孫エンティティでのみ有効で
あることを意味します。他のエンティティは、コンピュータ設備の子孫で有効ではありません。
コンピュータ設備の子孫以外のすべての製品は、製造の子孫を含め、すべてのエンティティで
有効です。

注意:

アンカー・ディメンションの選択は重要です。間違ったアンカー・ディメンションを
選択した場合、非常に異なる結果になります。

例: 必須のディメンション
次の例では、非アンカー・ディメンションが必須ではない場合、アプリケーションは、必須で
はないディメンションを含まないキューブの有効交差グループ内のすべての残りのディメンシ
ョン交差を評価します。この動作では、1つの有効なディメンションのみを含む有効交差グル
ープの評価が発生する可能性があります。
表 18-3 例 - 必須と必須ではない非アンカー・ディメンションの比較

有効交差グループ アンカー・ディメンション - エンティ
ティ

非アンカー・ディメンション - 製品

1 DESC(500 - 製造) - 選択されていない
メンバーは有効です

DESC(P_TP1 - コンピュータ設備) - 必
須ではない

グループ 1では、製品ディメンションは必須ではなく、選択されていないエンティティは有効
です。したがって、実行時、フォームまたはビジネス・ルールのキューブに製品ディメンショ
ンが含まれない場合、アプリケーションではエンティティ・ディメンションの選択内容が評価
され、製品ディメンションを含まないキューブに対してすべてのエンティティが有効とマーク
されます。
表 18-4 例 - 必須と必須ではない非アンカー・ディメンションの比較

有効交差グループ アンカー・ディメンション - エンティ
ティ

非アンカー・ディメンション - 製品

2 DESC(500 - 製造) - 選択されていない
メンバーは無効です

DESC(P_TP1 - コンピュータ設備) - 必
須ではない

グループ 2では、製品ディメンションは必須ではなく、選択されていないエンティティは無効
です。したがって、キューブに製品ディメンションが含まれない場合、アプリケーションでは
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エンティティ・ディメンションの選択内容が評価され、製品の子孫を除くすべてのエンティテ
ィが無効とマークされます。したがって、製品ディメンションを使用しないキューブでは、製
造エンティティの子孫でのデータ入力のみが許可されます。

注意:

非アンカー・ディメンションが必須であるかどうか、特に 1つの有効なディメンショ
ンのみを含む有効交差グループが結果に残されているかどうかを注意深く検討して
ください。また、アンカー・ディメンション・メンバーに対する「選択されていない
メンバーは有効です」オプションの選択も、有効交差のシステム動作で重要な役割を
果たします。有効な交差の例を参照してください。

例: 選択されていないメンバーは有効です
次の例では、2つの交差グループが有効です。1つのグループで、アンカー・ディメンション
の選択されていないメンバーは無効です(このオプションはクリアされています)。他のグルー
プで、アンカー・ディメンションの選択されていないメンバーは有効です(このオプションは選
択されています)。
表 18-5 例 - 選択されていないメンバーは有効です

有効交差グループ アンカー・ディメンション - 勘定科目 非アンカー・ディメンション - エンテ
ィティ

1 IDESC(BS - 貸借対照表) - 選択されて
いないメンバーは無効です

000 - 部署なし
2 IDESC(GP - 総利益) - 選択されていな

いメンバーは有効です
IDESC(403 - 売上げ)

ビジネス・グループ 1では、すべての選択されていないメンバーが無効と定義されており、ア
プリケーションによって、貸借対照表に含まれない子孫が無効とマークされます。総利益は、
貸借対照表に含まれる子孫ではありません。したがって、グループ 2は、総利益に含まれる子
孫が、売上げエンティティに含まれる子孫で有効であることを明示的に示していますが、グル
ープ 1の無効定義は、同じアンカー・ディメンション・メンバー・セットの有効交差を上書き
します。
例: 同じ有効交差グループ内での冗長または重複有効交差ルール
有効交差ルールが同じ有効交差グループにあり、冗長または重複が生じる場合、有効交差グル
ープのいずれかの要件が満たされたときにのみ、交差は有効とマークされます。
表 18-6 例: 同じ有効交差グループ内での冗長または重複有効交差ルール

有効交差ルール アンカー・ディメンション - 勘定科目 非アンカー・ディメンション - エンテ
ィティ

1 IDESC(GP - 総利益) - 選択されていな
いメンバーは有効です

IDESC(403 - 売上げ)

2 IDESC(NI - 純利益) - 選択されていな
いメンバーは有効です

IDESC(TD - 部署合計)

総利益が純利益の子孫で、売上が部署合計の子孫であるため、総利益に含まれる子孫は、部署
合計に含まれる利益で有効です。ルール 1はルール 2のサブセットなので、実際は、ルール 1
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は操作なしのルールであり、不要です。総利益勘定科目に含まれる子孫に制限はなく、売上げ
エンティティに含まれる子孫に対してのみ有効です。
例: 異なる有効交差グループでの冗長または重複有効交差ルール
有効交差ルールが異なる有効交差グループにあり、冗長または重複が生じる場合、すべての有
効交差グループの要件が満たされたときにのみ、交差は有効とマークされます。
次の例では、異なるグループに冗長または重複するルールがあります:

表 18-7 例 - 異なる有効交差グループでの冗長または重複有効交差ルール

有効交差グループ アンカー・ディメンション - 勘定科目 非アンカー・ディメンション - エンテ
ィティ

1 IDESC(GP - 総利益) - 選択されていな
いメンバーは有効です

IDESC(403 - 売上げ) - 必須
2 IDESC(NI - 純利益) - 選択されていな

いメンバーは有効です
IDESC(TD - 部署合計) - 必須ではない

グループ 1は、売上げエンティティに含まれる子孫で有効である、総利益勘定科目に含まれる
子孫を制限するため、アプリケーションでは、このグループがこれらの交差に使用されます。
他の総利益以外の勘定科目は、部署合計エンティティに含まれるすべての子孫を使用できます
が、総利益勘定科目に含まれる子孫は、売上げエンティティに含まれる子孫を使用する必要が
あります。

有効交差ルールの冗長または重複
同じ有効交差グループ内の有効交差ルールで、明らかな競合や重複が生じると、いずれかの有
効交差ルールの条件が満たされた場合に、有効とマークされます。
異なる有効交差グループが、アンカー・ディメンション、必須または必須でない非アンカー・
ディメンション、および「選択されていないメンバーは有効です」属性を含め、同じ属性を共
有している場合、これらは、同じ有効交差グループのルールとして扱われます。

共有メンバーおよび有効交差ルール
共有メンバーは、有効交差ルールでサポートされています。基本メンバーが有効交差ルールに
対して選択されている場合、共有メンバーもルールに含まれます。あるいは、共有メンバーが
有効交差ルールに対して選択されている場合、基本メンバーもルールに含まれます。

代替変数および有効交差ルール
有効交差ルールで代替変数を使用できます。ユーザー変数はサポートされていません。代替変
数は、Essbaseサーバー、アプリケーションまたはデータベース・レベルで設定できます。同
じ代替変数が複数のレベルで存在します。アプリケーションは、次の順序で検索するときに検
出される最初の代替変数を使用します。
1. データベース(キューブ)

2. アプリケーション
3. サーバー
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評価順序
有効交差グループの評価順序は、無効な結果セットをできる限り速く順序付けし、有効交差の
評価全体の速度および効率性を向上させます。
たとえば、アプリケーションでは、リスト内の最初の有効交差グループ、次に 2番目のグルー
プというように順番に評価されます。無効として定義された交差は、他の有効交差ルールの結
果より優先されるため、リスト内の 2番目のグループで無効な交差が検出されると、リストの
残りの評価は中止されます。
グループの評価順序を変更するには、有効交差グループの評価順序の変更を参照してください。

有効な交差の作成
データを入力したり、メンバーを選択したり、実行時プロンプトを選択する場合にユーザーに
対して特定のセル交差をフィルタするルールを定義できます。
有効交差を作成するには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」をクリックします。
2. まだ選択されていない場合は、「セットアップ」タブをクリックします。

ノート:

「セットアップ」タブはページの下部にあります。

3. 有効交差グループを作成します:

a. 「作成」をクリックします。
b. 新しい交差の名前と説明を入力します。
c. 「使用可能」チェック・ボックスは、デフォルトで選択されています。有効交差グルー
プを無効化するには、「使用可能」チェック・ボックスの選択を解除します。「有効な
交差」ページで直接、有効交差グループを有効化または無効化することもできます。
有効交差グループの無効化および有効化を参照してください。

d. 「定義タイプ」で、次のいずれかを選択します:

• 有効な交差
• 無効な交差

e. 交差グループのアンカー・ディメンションを選択するには、「アンカー・ディメンショ
ンの選択」の横にある をクリックします。

f. オプション: デフォルトでは、有効交差ルールで指定されていないアンカー・ディメン
ション・メンバーが有効とマークされます。このオプションをクリアするには、アン
カー・ディメンションの横の (「編集」)をクリックし、「選択されていないメンバーは
有効です」をクリックします。
このオプションの詳細と使用方法の例は、アンカーおよび非アンカー・ディメンショ
ンを参照してください。

g. 追加のディメンション(非アンカー・ディメンションと呼ばれます)を選択するには、「デ
ィメンションの追加」をクリックします。
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h. オプション: デフォルトでは、非アンカー・ディメンションは必須ではありません。非
アンカー・ディメンションを必須にするには、非アンカー・ディメンションの横の
(「編集」)をクリックし、「必須」をクリックします。

4. 有効交差ルールを定義します:

a. 「ルールの追加」をクリックします。
b. 有効な交差に対して含める、除外するまたは削除するメンバーの範囲を選択するには、
新規ルールのディメンションの横の (「編集」)をクリックします:

• 「編集」をクリックして「メンバーの選択」ページを開き、有効な交差ルールに含
めるメンバー、代替変数および属性を選択します。メンバー・セレクタの使用を参
照してください。

• 「除外」または「すべて除外」をクリックして、ルールから除外するディメンショ
ン・メンバーを定義します:

– 除外: このオプションを選択した場合、メンバーは IDを基準にして除外されま
す。指定されたメンバー(基本または共有)のみが除外されます。

– すべて除外: このオプションを選択した場合、メンバーは名前を基準にして除
外されます。基本メンバーが指定された場合、この基本メンバーとそのすべて
の共有メンバーが除外されます。共有メンバーが指定された場合、このメンバ
ー、その基本メンバー、このメンバーのその他のすべての共有メンバーが除外
されます。

• 「クリア」をクリックして、選択をクリアします。
ルールを削除するには、 (「削除」)をクリックします。

5. 「保存して閉じる」をクリックします。
新しい有効交差グループが、有効交差リストの最後に追加されます。リスト内のルールの順序
を変更するには、有効交差グループの評価順序の変更を参照してください。

有効な交差の管理
次も参照:

• 有効交差の表示
• 有効な交差のフィルタ
• 交差のインポートとエクスポート
• 有効交差グループの評価順序の変更
• 有効交差グループの無効化および有効化
• 有効交差グループの詳細の編集
• 有効交差グループの複製
• 有効交差グループの削除

有効交差の表示
有効交差を表示するには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」をクリックします。
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2. まだ選択されていない場合は、「セットアップ」タブをクリックします。

ノート:

「セットアップ」タブはページの下部にあります。

3. 特定の交差についてリスト全体を検索するには、「検索」ボックスに検索条件を入力し、
をクリックして、検索条件を満たす交差のみを表示します。

4. フィルタ条件を満たす交差のみが表示されるようにリストをフィルタするには、次のフィ
ルタ・オプションを指定します:

• フィルタ : クリックすると、フィルタ・ページが表示され、フィルタ・オプション
の堅牢なリストから選択できます。フィルタ・オプションとその説明の完全なリスト
は、有効な交差のフィルタを参照してください。

• すべてクリア  : クリックすると、すべてのフィルタがクリアされます。
• 使用可能: リストをフィルタして、使用可能である(「はい」)または使用可能でない(「い
いえ」)交差のみを表示するか、「すべて」を選択します。

• 定義タイプ: 「有効な交差」または「無効な交差」タイプの交差のみを表示するように
リストをフィルタするか、「すべて」を選択します。

5. 有効な交差ページで次のタスクを実行することもできます:

• 「アクション」メニュー: 有効な交差をインポートおよびエクスポートするには、交差
のインポートとエクスポートを参照してください。

• 作成: 有効な交差の作成を参照してください。
• リフレッシュ: クリックすると、交差リストがリフレッシュされます。

6. 交差ページのそれぞれのリストについて、次のタスクを実行できます:

• 「使用可能」列: 交差が使用可能であるかどうかを示します。交差を無効または有効に
するには、その横にあるチェック・マークをクリックします。緑色のチェック・マー
クは、定義が使用可能であることを示します。有効交差グループの無効化および有効
化を参照してください。

• 「アクション」列:  (「アクション」)をクリックし、交差を編集、複製または削除し
たり、交差をリストの順序で上または下に移動します。次のトピックを参照してくだ
さい:

– 有効交差グループの評価順序の変更
– 有効交差グループの詳細の編集
– 有効交差グループの複製
– 有効交差グループの削除

有効な交差のフィルタ
交差が有効になっているかどうか、定義が有効であるか無効であるか、変更時期、変更者など、
特定の条件によって交差のリストをフィルタできます。フィルタすると、フィルタ条件を満た
す交差のみが「有効な交差」ページに表示されます。
交差をフィルタするには:

Chapter 18
有効な交差の定義

18-9



1. 「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」をクリックします。
2.  (「フィルタ」)をクリックして、フィルタ条件を指定します:

• 使用可能: 有効になっている(「はい」)または有効になっていない(「いいえ」)交差のみを
表示するか、「すべて」を選択します。

• 定義タイプ: 「有効な交差」または「無効な交差」タイプの交差のみを表示するか、「す
べて」を選択します。

• 変更: 特定の日時より前または後に変更された交差、あるいは日付または時間の範囲内
に変更された交差のみを表示します。「後」、「前」または「次の値の間」を選択し、
(日時の選択)をクリックして、日付と時刻の条件を指定します。

• 変更者: 選択したユーザーによって変更された交差のみを表示します。
3. 「増やす」をクリックして、フィルタ条件をさらに絞り込みます:

• ディメンション
• アンカー・ディメンション
• 選択されていないメンバーは有効です: 「はい」、「いいえ」または「すべて」を選択し
ます。

• その他のディメンションが必要: 「はい」、「いいえ」または「すべて」を選択します。
4. 「適用」をクリックします。

交差のインポートとエクスポート
有効な交差のインポートとエクスポートについて
有効な交差のフィルタされたリストをリスト・ページからローカル・コンピュータ上の場所に
エクスポートするか、それらをサーバーにエクスポートできます。リスト・ページでフィルタ
が定義されていない場合は、すべての交差がエクスポートされます。
交差をローカル・コンピュータ上の場所からアプリケーションにインポートするか、それらを
サーバーからインポートするには、「インポート」アクションを使用します。インポートを実行
する際に、インポート・ファイルに定義の破損の原因となる可能性があるなんらかの問題がな
いかどうかテストされます。たとえば、キューブが欠落している場合、アンカー・ディメンシ
ョンが存在しない場合、サブルールが見つからない場合は、エラー・ファイルにエラーが記録
されます。インポート・ジョブは、インポート・ファイルにエラーがない場合にのみ正常に完
了します。

Note:

サブルールは、ルールのコンテンツに関する情報(アンカー・ディメンションおよび
非アンカー・ディメンションのメンバー選択または除外、各サブルールに適用される
制限タイプなど)を提供します。

選択したエクスポート場所またはインポート場所に応じて、交差は Excelファイル・フォーマ
ット(XLSX)か zipファイル・フォーマットでエクスポートまたはインポートされます。
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Note:

ロックされている有効交差ルールは、有効な交差のエクスポート時にエクスポートさ
れません。ロックされている有効交差ルール(および FCCS_、OCX_、OEP_、
OFS_、OPF_、OWP_、TRCS_などの制限付き接頭辞で始まるルール)は、有効な交
差のインポート時にインポートされません。

有効な交差のインポート・ファイル
Excelインポート・ファイルには 2つのシートが必要であり、最初のシートと 2番目のシート
の名前は次のとおりです:

1. Rules
2. Sub Rules
Rulesシートには次の列見出しがあります:

• 名前
• 位置
• 説明
• 使用可能
• 定義タイプ
• アンカー・ディメンション名
• 選択したメンバーへの アンカー・ディメンションの適用
• Dim1

• Dim1必須
• Dim2

• Dim2必須
• ディメンション X

• ディメンション Xが必要
Sub Rulesシートには次の列見出しがあります:

• 名前 - この列には、最初のシートのルールの名前を含める必要があります
• アンカー・メンバー
• アンカーの除外
• アンカーをすべて除外
• Dim1メンバー
• Dim1の除外
• ディメンション 1をすべて除外
• Dim2メンバー
• Dim2の除外
• ディメンション 2をすべて除外

Chapter 18
有効な交差の定義

18-11



• ディメンション Xのメンバー
• ディメンション Xの除外
• ディメンション Xをすべて除外
有効な交差のインポートとエクスポート
交差をエクスポートおよびインポートするには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」をクリックします。
2. 必要に応じて、リストにフィルタを適用します。有効な交差のフィルタを参照してくださ
い。

3. エクスポートするには、「アクション」、「エクスポート」の順にクリックし、エクスポー
ト・ファイルのターゲットの場所を選択します:

• ローカル: エクスポート・ファイルをローカル・コンピュータ上の場所に保存します。
このオプションを選択する場合は、「エクスポート」をクリックした後、エクスポー
ト・ファイルを保存する場所を指定します。

• 送信ボックス: エクスポート・ファイルを zipフォーマットでサーバーに保存するジョ
ブを実行します。これを今すぐダウンロードすることも、後でエクスポート・ジョブ
をスケジュールするために使用することもできます。このオプションを選択する場合
は、「保存してジョブを実行」をクリックします。
送信ボックスからエクスポート・ファイルをダウンロードするには:

a. 「アプリケーション」をクリックし、「ジョブ」をクリックします。
b. 「最近のアクティビティ」で、エクスポート・ジョブをクリックします。
c. ジョブの詳細ページで、  (「ダウンロード」)をクリックしてエクスポート・ファ
イルのダウンロード場所を選択します。ビジネス・プロセスの受信ボックス/送信
ボックス・エクスプローラからエクスポート・ファイルをダウンロードすることも
できます。

4. エクスポート・ファイルを Excelで編集する場合、Excelファイルには Rulesと Sub Rules
の 2つのシートがあることに注意してください。

5. インポートするには、「アクション」、「インポート」の順にクリックし、インポート・ソー
ス・ファイルの場所を選択します:

• ローカル: 自分のコンピュータの場所からインポート・ファイルをロードします。「ソ
ース・ファイル」で、「参照」をクリックして自分のコンピュータ上のインポート・フ
ァイルを選択し、「インポート」をクリックします。

• 受信ボックス: サーバーからインポート・ファイルをロードするジョブを実行します。
インポート・ファイルは zipファイル・フォーマットである必要があります。「ソース・
ファイル」にファイルの名前を入力し、「保存してジョブを実行」をクリックして、「ジ
ョブとして保存」ダイアログで「名前」と「エラー・ファイル」を指定します。エラ
ー・ファイルでは、インポートされなかった交差に関する情報が提供されます。ビジ
ネス・プロセスの受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラからエラー・ファイル
をダウンロードできます。

有効交差グループの評価順序の変更
交差グループの評価順序は、無効な結果セットをできるかぎり速く順序付けし、交差の評価全
体の速度および効率性を向上させます。
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評価順序についてさらに学習するには、評価順序を参照してください。
リスト内の有効交差グループの位置を変更するには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」をクリックします。
2. まだ選択されていない場合は、「セットアップ」タブをクリックします。

ノート:

「セットアップ」タブはページの下部にあります。

3. リスト内で交差グループの右側にある (「アクション」)をクリックします。
4. 「上へ移動」または「下へ移動」を選択します。

ヒント:

また、交差グループをドラッグして、リスト内で上下に移動することもできます。

有効交差グループの無効化および有効化
交差グループは、デフォルトで作成時に有効になります。交差グループを評価または使用しな
い場合、「有効な交差」ページでこれを無効化できます。交差グループを無効にすると、アプリ
ケーションのフォーム、ビジネス・ルールまたは実行時プロンプトを表示する際に、そのグル
ープの交差ルールは適用されなくなります。無効になっている交差グループを再度有効にする
こともできます。
交差グループを無効化および有効化するには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」をクリックします。
2. まだ選択されていない場合は、「セットアップ」タブをクリックします。

ノート:

「セットアップ」タブはページの下部にあります。

3. 交差リストの「使用可能」列で、無効または有効にする交差グループの横にあるチェック・
マークをクリックします。

ノート:

グループが有効化されている場合、チェック・マークは緑色です。

4. 有効になっている残りのグループが、交差リストに正しい評価順序でまだリストされてい
ることを確認します。そうではない場合、順序内で上または下に移動します。
有効交差グループの評価順序の変更を参照してください。
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有効交差グループの詳細の編集
交差グループの詳細を編集するには、メンバー・セレクタでディメンション・メンバーを操作
します。また、交差ルールで除外を定義できます。
交差グループの詳細を編集するには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」をクリックします。
2. まだ選択されていない場合は、「セットアップ」タブをクリックします。

ノート:

「セットアップ」タブはページの下部にあります。

3. 編集する交差グループの名前をクリックします。

ノート:

ページ区切りバーがルール・ページの下部に表示されます。ルールが多数ある場
合、ページ区切りバーを使用してルール・ページ間を簡単に移動したり、特定の
ページにジャンプできます。ページ区切りバーで選択できるページ・サイズ・オ
プション(1ページ当たりのルール数)は、「25」、「50」、「100」および「すべて」
です。(300を超えるルールがある場合、「すべて」オプションを使用することは
できません。)

• ディメンションの詳細を編集するには、ディメンションの横の (「編集」)をクリック
して、交差ルールに対して含める、除外するまたは削除するメンバーを選択します:

– 「編集」をクリックして「メンバーの選択」ページを開き、交差ルールに含めるメ
ンバー、代替変数および属性を選択します。メンバーまたは関数に入力することも
できます。
メンバー・セレクタの使用を参照してください。

– 「除外」または「すべて除外」をクリックして、ルールから除外するディメンショ
ン・メンバーを定義します:

* 除外: このオプションを選択した場合、メンバーは IDを基準にして除外されま
す。指定されたメンバー(基本または共有)のみが除外されます。

* すべて除外: このオプションを選択した場合、メンバーは名前を基準にして除
外されます。基本メンバーが指定された場合、この基本メンバーとそのすべて
の共有メンバーが除外されます。共有メンバーが指定された場合、このメンバ
ー、その基本メンバー、このメンバーのその他のすべての共有メンバーが除外
されます。

– 「クリア」をクリックして、選択をクリアします。
• 交差グループからディメンションを削除するには、ディメンションの横の (「編集」)
をクリックして、 (「削除」)をクリックします。
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• 交差グループからルールを削除するには、 (「削除」)をクリックします。
• 交差グループにディメンションまたはルールを追加するには、「ルールの追加」または
「ディメンションの追加」をクリックします。

4. 「保存して閉じる」をクリックします。

有効交差グループの複製
交差グループの作成を高速化するために、既存の交差グループを複製し、編集できます。
交差グループを複製するには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」をクリックします。
2. まだ選択されていない場合は、「セットアップ」タブをクリックします。
3. 複製する交差グループの右側にある (「アクション」)をクリックし、「複製」を選択しま
す。
複製されたグループは、名前の末尾に"コピー"という語が付加されて、交差リストの最後に
追加されます。

4. 交差グループを開いて編集します。
5. 必要に応じて、交差グループの順序を変更します。有効交差グループの評価順序の変更を
参照してください。

有効交差グループの削除
グループを削除した後、交差グループの順序が変更されます。3つの交差グループがあり、順
序内の 2番目の交差グループが削除された場合、3番目の交差グループが 2番目となります。
交差グループを削除するには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」をクリックします。
2. まだ選択されていない場合は、「セットアップ」タブをクリックします。

ノート:

「セットアップ」タブはページの下部にあります。

3. 削除する交差グループの右側にある (「アクション」)をクリックし、「削除」を選択しま
す。

4. 必要に応じて、残りの交差の順序を変更します。有効交差グループの評価順序の変更を参
照してください。

交差グループから交差ルールを削除するには、有効交差グループの詳細の編集を参照してくだ
さい。

フォーム内の無効データの抑制
無効データの抑制により、無効データを含むアプリケーション・フォームの行または列が非表
示になります。このオプションが選択されていない場合、アプリケーションでは無効データを

Chapter 18
有効な交差の定義

18-15



含むセルを含んでいる行または列が表示されます。無効なデータを含むセルは読取り専用で
す。
フォーム内の無効データを抑制するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「フォーム」を
クリックします。

2. フォームを選択し、  (「編集」)、「レイアウト」の順にクリックします。
3. 「グリッドのプロパティ」の下の「無効なデータの抑制 - 行」または「無効なデータの抑制

- 列」、あるいはその両方を選択します。
4. 「保存」をクリックします。

無効なデータのクリア
次も参照:

• 無効なデータについて
• 無効な交差レポートの操作
• 無効な交差のデータのクリア

無効なデータについて
データが交差にすでに存在する場合、有効な交差を追加または変更すると、既存のデータは無
効になります。有効な交差ルールを作成するか、既存の有効な交差ルールを変更しても、無効
な交差のデータはクリアされません。データが無効な交差に存在する状況を示す、有効な交差
ルール・レポートを生成し、そのデータをクリアするかどうかを判別する必要があります。

ノート:

履歴を残すため、または将来に向けたシナリオで使用するために、データが無効な交
差に保持される場合があります。そのため、無効な交差のデータをクリアする必要は
ありません。

無効な交差レポートの操作
「有効な交差」ページの「レポート」タブで、無効な交差のデータを表示するレポートを表示で
きます。「無効な交差レポート」には、既存のレポート、そのステータスおよび前回の実行時刻
が表示されます。
無効な交差レポートを操作するには:

1. 「アプリケーション」、「有効な交差」の順にクリックし、「レポート」タブをクリックしま
す。

ノート:

「レポート」タブはページの下部にあります。
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2. 次のタスクを実行します:

• リストをリフレッシュするには、「リフレッシュ」をクリックします。
• レポートを作成するには、「作成」をクリックし、レポートに名前を付け、キューブを
選択してレポートの範囲を選択し、レポートの実行時刻を選択します。レポートは、
すぐに実行することも、ジョブとして保存して後で実行することもできます。レポー
トを実行せずに保存するには、「保存して閉じる」をクリックします。レポートを実行
後に削除するには、「レポートの削除」をクリックします。

ノート:

無効な交差レポートは、集約ストレージ・キューブではサポートされていま
せん。集約ストレージ・キューブは、「キューブ」ドロップダウン・リストに
表示されません。
また、無効な交差レポートでは、エンティティ /シナリオ/バージョンのディメ
ンションの組合せはプランニング・ユニットまたは視点ディメンションとし
て扱われ、それぞれのディメンションについて 1つのメンバーのみを選択で
きます。その他のディメンションでは、IDESCENDANTS(<member_name>)のよ
うな関数選択が許可されます。

• レポートを編集するには、  (「アクション」)、「編集」の順にクリックします。
• レポートをコピーするには、  (「アクション」)、「複製」の順にクリックします。
• レポートを実行するには、  (「アクション」)、「実行」の順にクリックします。
• レポートを削除するには、  (「アクション」)、「削除」の順にクリックします。

無効な交差のデータのクリア
データが不要な場合、適切な権限があるユーザーは無効なデータをクリアできます。無効なデ
ータをクリアするには、レポートを実行し、「無効な交差のクリア」をクリックします。

有効交差の操作
次も参照:

• アプリケーション・フォームでの有効交差の操作
• Calculation Managerルールの実行時プロンプトでの有効交差の操作

アプリケーション・フォームでの有効交差の操作
有効交差を使用すると、該当する有効交差グループの定義に従い無効な交差のデータ入力を防
ぐことができます。フォーム内で影響を受けるセルは、読取り専用の標準、読取り専用の色コ
ーディングで表示されます。無効な交差にカーソルを置くと、無効な交差として定義されてい
るので、セルが読取り専用であることを示すツール・チップが表示されます。
有効交差グループは、フォームの視点およびページ軸に最初に適用されます。視点の交差がす
べて無効の場合、警告メッセージが表示され、有効交差が選択されるまでフォームにはデータ・
グリッドがレンダリングされません。
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視点に有効交差がある場合、行と列は無効な交差でのデータ入力を制限するようにフィルタさ
れます。フォームの「無効なデータの抑制」オプションが有効化されている場合、フォームで
は無効な行または列(あるいはその両方)が必要に応じて抑制されます。
有効交差と無効交差で構成される行または列は、その交差がそれぞれ有効または無効として表
示されます。無効な交差は、標準の読取り専用の網掛けで表示され、データ入力できません。
アプリケーション・ユーザーは、選択をクリアすることにより、フォームを閉じたり再度開い
たりすることなく、視点をデフォルト(フィルタを解除したリスト)にリセットできます。アプ
リケーション・ユーザーは、選択をクリアして、他のディメンションに対するより多くの選択
を開くこともできます。有効なメンバーを各ディメンションに選択する必要があるため、ディ
メンションがクリアされた状態ではフォームをレンダリングできません。
メンバー・セレクタでは、無効なメンバーは有効交差ルールのために表示されません。アプリ
ケーション・ユーザーは、「無効なメンバーの表示」オプションを使用すると、メンバー・セレ
クタで無効なメンバーを表示できます。無効なメンバーは表示されますが、選択できません。

ノート:

有効交差グループは、ディメンション・メンバーに対してアクセス権を付与しませ
ん。有効交差グループは、アプリケーション・ユーザーにすでに付与されているディ
メンション・メンバーの有効交差をさらに制限します。

表 18-8 有効交差が適用されている場合のフォームの動作

アクション 動作
フォームを開きます フォームは、フォーム定義での定義どおりにメンバーが選択されてレン

ダリングされ、ディメンションに対するユーザーのアクセス権が順守さ
れ、現在の選択として最近使用された有効交差グループが適用されます。

視点ディメンションからメン
バーを選択

このアプリケーションでは:
• ユーザーによる視点でのメンバーの選択を有効化します
• 視点ディメンション用のメンバー・セレクタで、ユーザーは、残っ
ている有効交差のフィルタ済リストから選択できます。このリスト
は、他の視点ディメンションに選択されたメンバーに基づいていま
す

• ディメンションの選択時、有効交差グループに含まれているディメ
ンションからメンバーを選択すると、有効交差グループに含まれて
いるディメンションの残りのディメンション・メンバーが必要に応
じて動的にフィルタされるため、視点ディメンション・メンバーが
選択される順序を無視します

• 無効なメンバーをディメンション・リストで非表示にする、または
視点で選択できないようにするオプションを提供します

• 選択をクリアすることにより、フォームを閉じたり再度開いたりす
ることなく、フィルタをすべて解除したリストに視点をリセットす
る機能を提供します

Webと Oracle Smart View for Officeの両方のアド・ホック・フォーム
では、有効交差グループに従って、ページまたは視点メンバーがフィル
タされません。

視点の選択内容に基づいてフ
ォームをレンダリングするに
は、「実行」を選択します。フ
ォームの視点の右矢印をクリ
ックすることもできます。

フォームは、有効な視点交差に基づいて定義どおりにレンダリングされ
ます。

データの入力および保存 フォーム・データが入力および保存されます。
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Calculation Managerルールの実行時プロンプトでの有効交差の操作
アプリケーションのコンテキスト内から起動された場合、有効交差グループは実行時プロンプ
トに適用されます。実行時プロンプトにより、有効交差グループの定義のとおりに、ユーザー
が無効な交差を選択できないようにします。
有効交差グループに応じたフィルタは、Oracle Smart View for Officeフォームではサポートさ
れていません。ただし、Webと Smart Viewの両方で実行時プロンプトの無効な交差を選択し
た場合、ルールは起動されません。
表 18-9 有効交差が適用されている場合の実行時プロンプトの動作

アクション 動作
Calculation Managerルール
の実行時プロンプトを起動し
ます

このアプリケーションでは:
• 有効交差グループに基づいて、実行時プロンプト内で無効な交差を
ユーザーが選択できないようにします

• 実行時プロンプトに無効な交差がある場合、Calculation Manager
ルールを実行できないようにします

有効交差を入力します 有効交差へは入力が許可されます。

セル・レベル・セキュリティの定義
ユーザーおよびグループに対して特定のセル交差のデータがフォームに表示されないように制
限するセキュリティ・ルールを定義します。
次も参照:

• セル・レベル・セキュリティの理解
• セル・レベル・セキュリティ定義の作成
• セル・レベル・セキュリティ定義の表示
• セル・レベル・セキュリティ定義のフィルタ
• セル・レベル・セキュリティ定義のインポートとエクスポート
• セル・レベル・セキュリティのテスト
• セル・レベル・セキュリティ定義リストの並替え

セル・レベル・セキュリティの理解
セル・レベル・セキュリティについて
セル・レベル・セキュリティを適用するサービス管理者は、標準のセキュリティであれば通常
アクセスできるセルに対するユーザーのアクセスを拒否できます。したがって、セル・レベル・
セキュリティは、既存のメンバー・セキュリティに対する例外として定義されます。たとえば、
ある部署マネージャは、自分の部署のすべての勘定科目に対するアクセス権を必要としますが、
他のすべての部署については、特定の勘定科目に対してのみアクセス権を必要とします。通常
のメタデータ・セキュリティでは、このマネージャは、すべての部署を横断してすべての勘定
科目にアクセスできますが、セル・レベル・セキュリティを使用すると、サービス管理者は、
すべての勘定科目とマネージャの部署との交差、および他のすべての部署の特定の勘定科目の
みを制御できます。
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セル・レベル・セキュリティでは、有効交差ルールと似たルールを使用して、セルが表示され
るあらゆる場所(フォーム、実行時プロンプト、Smart View、レポート、ダッシュボード、イン
フォレットなど)で、特定のセル交差を表示するユーザーに対して読取りまたは書込みアクセス
を拒否します。セル・レベル・セキュリティ・ルールが適用されると、読取りアクセス権を持
つユーザーはセルのデータ値を表示できますが、セルを編集することはできません。セルに対
する読取りアクセスを拒否されたユーザーの場合、セルに表示される値は#noaccessです。
サービス管理者である場合、セル・レベル・セキュリティ・ルールを定義し、任意のユーザー
またはグループに割り当てることができます。セル・レベル・セキュリティは、サービス管理
者には影響しません。
アンカーおよび非アンカー・ディメンション
セル・レベル・セキュリティ定義では、アンカー・ディメンションと非アンカー・ディメンシ
ョンが使用されます:

• アンカー・ディメンションは、セル・レベル・セキュリティ定義で使用されるキューブで
は常に必須ディメンションです。

• 非アンカー・ディメンションが必須である場合、または必須でない場合:

– 非アンカー・ディメンションが必須である場合、そのディメンションを使用しないキ
ューブでは、そのディメンションが必須としてタグ付けされているセル・レベル・セ
キュリティ定義は無視されます。

– 非アンカー・ディメンションが必須でない場合、そのディメンションを使用しないキ
ューブでは、そのディメンションが必須でないとして含まれているセル・レベル・セ
キュリティ定義も評価され、キューブで使用されている定義内の他のディメンション
の定義が評価されます。

– デフォルトでは、非アンカー・ディメンションは必須ではありません。非アンカー・
ディメンションを必須にするには、非アンカー・ディメンションの横の (「編集」)を
クリックし、「必須」をクリックします。

• デフォルトでは、ルールで指定されていないアンカー・ディメンション・メンバーがセキ
ュリティ定義に含まれますが、アンカー・ディメンションの横の  (「編集」)をクリック
し、「選択したメンバーにのみ適用」をクリックすることにより、このオプションをクリア
できます。

セル・レベル・セキュリティ定義の作成
セル・レベル・セキュリティ定義を作成するには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「セル・レベル・セキュリティ」をクリックします。
2. 定義を作成します:

a. 「作成」をクリックします。
b. 定義の名前と説明を入力します。
c. 「使用可能」チェック・ボックスは、デフォルトで選択されています。定義を無効にす
るには、「使用可能」チェック・ボックスの選択を解除します。「セル・レベル・セキ
ュリティ定義」ページで直接、定義を有効または無効にすることもできます。

d. キューブ固有のセキュリティを定義するには、「キューブ」をクリックし、キューブの
リストから選択するか、「すべて」を選択します。

e. アンカー・ディメンションは必須です。アンカー・ディメンションを選択するには、
「アンカー・ディメンションの選択」をクリックします。アンカー・ディメンションと
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非アンカー・ディメンションの詳細は、セル・レベル・セキュリティの理解を参照し
てください

f. オプション: デフォルトでは、ルールで指定されていないアンカー・ディメンション・
メンバーがセキュリティ定義に含まれます。このオプションをクリアするには、アン
カー・ディメンションの横の (「編集」)をクリックし、「選択したメンバーにのみ適
用」をクリックします。

g. 追加のディメンション(非アンカー・ディメンションと呼ばれます)を選択するには、「デ
ィメンションの追加」をクリックします。

h. オプション: デフォルトでは、非アンカー・ディメンションは必須ではありません。非
アンカー・ディメンションを必須にするには、非アンカー・ディメンションの横の
(「編集」)をクリックし、「必須」をクリックします。

3. セル・レベル・セキュリティ・ルールを定義します:

a. 「ルールの追加」をクリックします。

b. 「ユーザー、グループ」列で、 (「検索」)をクリックして、セル・レベル・セキュリ
ティ・ルールに含めるユーザーおよびグループを検索します。

c. 「制限」で、「読取り不可」(デフォルト)または「書込み不可」を選択します。「読取り
不可」は最も制限的であるため、デフォルトのオプションです。セルに対する読取り
アクセスを拒否されたユーザーの場合、セルに表示される値は#noaccessです。「書込
み不可」アクセス権のユーザーはセルのデータ値を表示できますが、セルを編集する
ことはできません。

d. 新しいルールのディメンションの横にある (「編集」)をクリックします:

• 「編集」をクリックして「メンバーの選択」ページを開き、セル・レベル・セキュ
リティ・ルールに含めるメンバー、代替変数および属性を選択します。

• 「除外」または「すべて除外」をクリックして、ルールから除外するディメンショ
ン・メンバーを定義します:

– 除外: このオプションを選択した場合、メンバーは IDを基準にして除外されま
す。指定されたメンバー(基本または共有)のみが除外されます。

– すべて除外: このオプションを選択した場合、メンバーは名前を基準にして除
外されます。基本メンバーが指定された場合、この基本メンバーとそのすべて
の共有メンバーが除外されます。共有メンバーが指定された場合、このメンバ
ー、その基本メンバー、このメンバーのその他のすべての共有メンバーが除外
されます。

• 「クリア」をクリックして、選択をクリアします。
ルールを削除するには、 (「削除」)をクリックします。

4. 「保存」をクリックします。
新しいセル・レベル・セキュリティ定義はリストの末尾に追加されます。定義は、リストに表
示される順序で評価されます。定義リストを並べ替えるには、セル・レベル・セキュリティ定
義リストの並替えを参照してください。
定義を作成したら、フォームでテストして、フォームがユーザーの視点からどのように見える
かを確認できます。セル・レベル・セキュリティのテストを参照してください。
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セル・レベル・セキュリティ定義の表示
セル・レベル・セキュリティ定義を表示するには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「セル・レベル・セキュリティ」をクリックします。
2. 特定の定義についてリスト全体を検索するには、「検索」ボックスに検索条件を入力し、

 (「検索」)をクリックして、検索条件を満たす定義のみを表示します。
3. フィルタ条件を満たす定義のみが表示されるようにリストをフィルタするには、次のフィ
ルタ・オプションを指定します:

• フィルタ : クリックすると、フィルタ・ページが表示され、フィルタ・オプション
の堅牢なリストから選択できます。フィルタ・オプションとその説明の完全なリスト
は、セル・レベル・セキュリティ定義のフィルタを参照してください。

• すべてクリア  : クリックすると、「有効な割当」、「使用可能」および「制限」のすべ
てのフィルタがクリアされます。

• 有効な割当: リストをフィルタして、特定のユーザーまたはグループに影響する定義の
みを表示します。

• 使用可能: リストをフィルタして、使用可能である(「はい」)または使用可能でない(「い
いえ」)定義のみを表示するか、「すべて」を選択します。

• 制限: リストをフィルタして、「読取り不可」または「書込み不可」の制限を割り当て
られている定義のみを表示するか、「すべて」を選択します。

4. 「セル・レベル・セキュリティ定義」ページで次のタスクを実行することもできます:

• 「アクション」メニュー: 定義をインポートおよびエクスポートするには、セル・レベ
ル・セキュリティ定義のインポートとエクスポートを参照してください。

• テスト: セル・レベル・セキュリティのテストを参照してください。
• 作成: セル・レベル・セキュリティ定義の作成を参照してください。
• リフレッシュ: クリックすると、定義リストがリフレッシュされます。

5. 定義ページのそれぞれのリストについて、次のタスクを実行できます:

• 「使用可能」列: 定義が使用可能であるかどうかを示します。定義を無効または有効に
するには、その横にあるチェック・マークをクリックします。緑色のチェック・マー
クは、定義が使用可能であることを示します。

• 「アクション」列:  (「アクション」)をクリックし、定義を編集、複製または削除し
たり、定義をリストの順序で上または下に移動します。

セル・レベル・セキュリティ定義のフィルタ
キューブ、制限、日付など、特定の条件によってセル・レベル・セキュリティ定義のリストを
フィルタできます。フィルタすると、フィルタ条件を満たす定義のみが「セル・レベル・セキ
ュリティ定義」ページに表示されます。
セル・レベル・セキュリティ定義をフィルタするには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「セル・レベル・セキュリティ」をクリックします。
2.  (「フィルタ」)をクリックして、フィルタ条件を指定します:
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• キューブ: 選択したキューブ内の定義のみを表示するか、「すべて」を選択します。
• 使用可能: 使用可能である(「はい」)または使用可能でない(「いいえ」)定義のみを表示す
るか、「すべて」を選択します。

• 制限: 「読取り不可」または「書込み不可」の制限を割り当てられている定義のみを表
示するか、「すべて」を選択します。

• 変更: 特定の日時より前または後に変更された定義、あるいは日付または時刻の範囲内
に変更された定義のみを表示します。「後」、「前」または「次の値の間」を選択し、
(日時の選択)をクリックして、日付と時刻の条件を指定します。

• 変更者: 選択したユーザーによって変更された定義のみを表示します。
• 有効な割当: 選択したユーザーまたはグループに影響する定義のみを表示します。

3. 「増やす」をクリックして、フィルタ条件をさらに絞り込みます:

• ディメンション
• アンカー・ディメンション
• アンカー・ディメンション: 選択したメンバーにのみ適用: 「はい」、「いいえ」または
「すべて」を選択します。

• その他のディメンションが必要: 「はい」、「いいえ」または「すべて」を選択します。
4. 「適用」をクリックします。

セル・レベル・セキュリティ定義のインポートとエクスポート
セル・レベル・セキュリティ定義のインポートとエクスポートについて
セル・レベル・セキュリティ定義のフィルタされたリストをリスト・ページからローカル・コ
ンピュータ上の場所にエクスポートするか、それらをサーバーにエクスポートできます。リス
ト・ページでフィルタが定義されていない場合は、すべてのセル・レベル・セキュリティ定義
がエクスポートされます。
セル・レベル・セキュリティ定義をローカル・コンピュータ上の場所からアプリケーションに
インポートするか、それらをサーバーからインポートするには、「インポート」アクションを使
用します。インポートを実行する際に、インポート・ファイルに定義の破損の原因となる可能
性があるなんらかの問題がないかどうかテストされます。たとえば、キューブが欠落している
場合、アンカー・ディメンションが存在しない場合、サブルールが見つからない場合は、エラ
ー・ファイルにエラーが記録されます。インポート・ジョブは、インポート・ファイルにエラ
ーがない場合にのみ正常に完了します。

Note:

サブルールは、ルールのコンテンツに関する情報(ルールの各メンバー(サブルール)の
ユーザー割当て、アンカー・ディメンションおよび非アンカー・ディメンションのメ
ンバー選択または除外、各サブルールに適用される制限タイプなど)を提供します。

選択したエクスポート場所またはインポート場所に応じて、アプリケーション定義は Excelフ
ァイル・フォーマット(XLSX)か zipファイル・フォーマットでエクスポートまたはインポート
されます。
セル・レベル・セキュリティのインポート・ファイル
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Excelインポート・ファイルには 2つのシートが必要であり、最初のシートと 2番目のシート
の名前は次のとおりです:

1. Rules
2. Sub Rules
Rulesシートには次の列見出しがあります:

• 名前
• 位置
• 説明
• 使用可能
• 有効なキューブ - この列には、「すべて」、または Plan1, Plan2のようなキューブ名のカン
マ区切りリストを含めることができます

• アンカー・ディメンション名
• 選択されていないメンバーへのアンカー・ディメンションの適用
• Dim1

• Dim1必須
• Dim2

• Dim2必須
• ディメンション X

• ディメンション Xが必要
Sub Rulesシートには次の列見出しが必要です:

• 名前 - この列には、最初のシートのルールの名前を含める必要があります
• ユーザー
• ユーザー・グループ
• 制限 この列には、「読取り不可」または「書込み不可」を含めることができます
• アンカー・メンバー
• アンカーの除外
• アンカーをすべて除外
• Dim1メンバー
• Dim1の除外
• ディメンション 1をすべて除外
• Dim2メンバー
• Dim2の除外
• ディメンション Xのメンバー
• ディメンション Xの除外
• ディメンション Xをすべて除外
セル・レベル・セキュリティ定義のエクスポートとインポート
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セル・レベル・セキュリティ定義をエクスポートおよびインポートするには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「セル・レベル・セキュリティ」をクリックします。
2. 必要に応じて、リストにフィルタを適用します。セル・レベル・セキュリティ定義のフィ
ルタを参照してください。

3. エクスポートするには、「アクション」、「エクスポート」の順にクリックし、エクスポー
ト・ファイルのターゲットの場所を選択します:

• ローカル: エクスポート・ファイルをローカル・コンピュータ上の場所に保存します。
このオプションを選択する場合は、「エクスポート」をクリックした後、XLSXエクス
ポート・ファイルを保存する場所を指定します。

• 送信ボックス: エクスポート・ファイルを zipフォーマットでサーバーに保存するジョ
ブを実行します。これを今すぐダウンロードすることも、後でエクスポート・ジョブ
をスケジュールするために使用することもできます。このオプションを選択する場合
は、「保存してジョブを実行」をクリックします。
送信ボックスからエクスポート・ファイルをダウンロードするには:

a. 「アプリケーション」をクリックし、「ジョブ」をクリックします。
b. 「最近のアクティビティ」で CLSのエクスポート・ジョブをクリックします。
c. ジョブの詳細ページで、  (「ダウンロード」)をクリックしてセル・レベル・セキ
ュリティのエクスポート・ファイルのダウンロード場所を選択します。ビジネス・
プロセスの受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラからエクスポート・ファ
イルをダウンロードすることもできます。

4. エクスポート・ファイルを Excelで編集する場合、Excelファイルには Rulesと Sub Rules
の 2つのシートがあることに注意してください。

5. インポートするには、「アクション」、「インポート」の順にクリックし、インポート・ソー
ス・ファイルの場所を選択します:

• ローカル: 自分のコンピュータの場所からインポート・ファイルをロードします。「ソ
ース・ファイル」で、「参照」をクリックして自分のコンピュータ上のインポート・フ
ァイルを選択し、「インポート」をクリックします。

• 受信ボックス: サーバーからインポート・ファイルをロードするジョブを実行します。
インポート・ファイルは zipファイル・フォーマットである必要があります。「ソース・
ファイル」にファイルの名前を入力し、「保存してジョブを実行」をクリックして、「ジ
ョブとして保存」ダイアログで「名前」と「エラー・ファイル」を指定します。エラ
ー・ファイルでは、インポートされなかった定義に関する情報が提供されます。ビジ
ネス・プロセスの受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラからエラー・ファイル
をダウンロードできます。

セル・レベル・セキュリティのテスト
セル・レベル・セキュリティを定義して有効にしたら、それをテストして、影響を受けるユー
ザーがフォームを表示したときに何が表示されるかを確認できます。テストによって、表示を
許可されているセル値のみがユーザーに表示され、必要とする以上のものがどのユーザーにも
表示されないようにすることができます。定義をテストするには、それを有効にする必要があ
ります。
セル・レベル・セキュリティをテストするには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「セル・レベル・セキュリティ」をクリックします。
2. テストする定義を有効にします。

Chapter 18
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3. 「テスト」をクリックし、テストするフォームを選択します。

4. 「ユーザー名の選択または入力」テキスト・ボックスで、ユーザー名を指定するか、  (「検
索」)をクリックしてユーザーを選択し、「OK」をクリックします。

Note:

一度にテストできるユーザーは 1人のみです。
それぞれのセルに対するユーザー・アクセス権が「読取り」、「書込み」または「なし」として
フォームに表示されます。

セル・レベル・セキュリティ定義リストの並替え
セル・レベル・セキュリティ定義は、定義リストに表示される順序で評価されます。たとえば、
リスト内の最初のセル・レベル・セキュリティ定義、2番目の定義といった順序で評価されま
す。
リスト内でセル・レベル・セキュリティ定義の位置を変更するには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「セル・レベル・セキュリティ」をクリックします。
2. セル・レベル・セキュリティ定義の右側にある  (「アクション」)をクリックします。
3. 「上へ移動」または「下へ移動」を選択します。

Tip:

セル・レベル・セキュリティ定義をドラッグして、リスト内で上下に移動するこ
ともできます。

Chapter 18
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19
データ・マップの定義とファイルベース統合の作成

データ、コメント、添付およびサポート詳細をソース・キューブとスマート・リストからター
ゲット・レポート・キューブに移動して、データを連結するためのデータ・マップを定義しま
す。
データ統合は、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementでの統合プロセスの
実行の基礎となるメカニズムです。ファイルベース統合と直接統合のソースの定義、ソース・
データを必要なターゲット・フォーマットに変換するためのマッピング・ルールの作成、およ
び定期的なデータ・ロード・プロセスの実行と管理が可能になります。ファイルベース統合の
作成方法を学習するには、データ統合の管理のファイルベース統合の作成を参照してください。
データ・マップの定義方法を学習するには、データ統合の管理のデータ・マップの定義を参照
してください。
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20
ジョブの管理

一般的な管理タスクを実行するジョブをスケジュールして、作業負荷を軽減します。ジョブを
すぐに開始することも、後で定期的に実行するようジョブをスケジュールすることもできます。
次も参照:

• ジョブで時間を節約する方法
• ジョブのステータスの表示
保留中のジョブおよび最近のアクティビティをジョブ・コンソールで表示します。

• ジョブのスケジュール
• ジョブの編集および取消し
• ジョブの複製
• ルール・ジョブおよびルール・セット・ジョブの取消し
• 送信ボックスからのエクスポート・ファイルのダウンロード
• タスク・マネージャ・ジョブの表示

ジョブで時間を節約する方法
ジョブはデータのエクスポートやデータベースのリフレッシュなどのアクションで、ただちに
開始することも、後で周期的に実行するようスケジュールすることもできます。作業負荷を軽
減するために、次のような一般的な管理タスクを実行するジョブを定義します。
• メタデータとデータのインポートおよびエクスポート
• データベースのリフレッシュ
• キューブのマップ

ジョブのステータスの表示
保留中のジョブおよび最近のアクティビティをジョブ・コンソールで表示します。
ジョブ・コンソールでは、「保留中のジョブ」の下に保留中の状態のジョブがリストされます。
処理中のジョブ、実行され完了したジョブ、またはエラーが発生したジョブは、「最近のアクテ
ィビティ」の下にリストされます。
ジョブは、ジョブ・コンソールに 90日間保持されます。
ジョブのステータスを表示するには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「ジョブ」をクリックします。
2. 次のタスクを実行します:

• 日付やジョブ・タイプなどの条件でジョブおよびアクティビティをフィルタするには、
 (「フィルタ」)をクリックします。
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• ジョブを名前で検索するには、「検索」にテキストを入力し、  (「検索」)をクリック
します。

• ジョブの詳細を表示するには、ジョブをクリックします。

ノート:

• アプリケーションのアップグレード時にアプリケーションが自動的にリフレッシ
ュされます。アプリケーションのアップグレード中にリフレッシュ・エラーが発
生した場合は、「ジョブ」ページでエラーを表示できます。これらのエラーは、「コ
ンテンツ更新」というジョブで取得されます。

• 「ジョブ」ページの「最近のアクティビティ」リストには、デフォルトで前日のデ
ータのみが表示されます。同様に、ジョブ・フィルタの「開始日」と「終了日」
の日付は、差が 1日のみになるように昨日と今日にデフォルトで設定されます。
デフォルトの表示を変更するには、  (「フィルタ」)をクリックします。

• 90日より古いジョブはパージされます。

ジョブのスケジュール
ジョブをスケジュールするには:

1. 「アプリケーション」、「ジョブ」、「ジョブのスケジュール」の順にクリックします。
2. 次を指定します。

• 作成するジョブのタイプ。ジョブのリストおよび説明については、ジョブ・タイプを
参照してください。

• いつジョブを実行するか。ジョブは、すぐに実行または後で実行するようにスケジュ
ールできます。ジョブを後で実行する場合は、後で実行するジョブのスケジュールを
参照してください。

3. 「次」をクリックします。
4. ジョブ・リストからジョブを選択します。ジョブ・タイプに応じて、追加のオプションお
よび考慮事項がある可能性があります。ジョブ・タイプを参照してください。
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ノート:

• 一度に最大 5つのインポートまたはエクスポート・ジョブを実行できます。
• エクスポート・ジョブの場合は、各ジョブに対して一意の出力ファイル名を
指定できます。ジョブ・リストのページで、選択したジョブの横にある
(「編集」)をクリックし、zip拡張子を使用して出力ファイル名を指定します。
指定する一意のファイル名によって、デフォルトのエクスポート・ファイル
名がジョブの実行時に上書きされます。

• 日次メンテナンス中に実行される特定のジョブによる自動バックアップの失
敗を防ぐために、Oracle Fusion Cloud EPMでは、特定のジョブは日次メン
テナンス・プロセスの実行中の開始が許可されません。ジョブが開始されな
い場合、その理由が「ジョブの詳細」に示されます。ジョブ・コンソールの
電子メール通知を有効にしている場合は、ジョブが開始されないときに電子
メール通知を受信します。日次メンテナンス・プロセス中に開始されるよう
にスケジュールされているジョブがある場合、日次メンテナンス・ウィンド
ウ外で開始されるようにジョブを再スケジュールすることをお薦めします。
日次メンテナンス・プロセス開始時間の設定を参照してください。

5. 「次」をクリックします。
6. 選択内容を確認します。問題なければ、「終了」をクリックします。
スケジュールしたジョブを編集または取消すには、ジョブの編集および取消しを参照してくだ
さい。

ジョブ・タイプ
表 20-1 ジョブ・タイプ

ジョブ・タイプ 説明
ルール 選択したルールを実行します。

次の点に注意してください。
• ルール・リストは、キューブとルール・タイプを基準にフィルタで
きます。

• 続行する前に、実行するルールの横にあるチェック・マークをクリ
ックする必要があります。

• 実行時プロンプトがあるルール・ジョブの場合は、ルールの横にあ
るチェック・マークをクリックすると、実行時プロンプトのパラメ
ータが表示されます。ジョブ・スケジューラでルールを実行する際
の実行時プロンプト値を設定し、「OK」をクリックします。

• 非表示の実行時プロンプトでは、Calculation Managerで設計時に
設定されたデフォルト値が取得されます。

ルールについてを参照してください。
データのインポート* ジョブとして保存されたデータ・インポートを実行します。

データのインポートを参照してください。
為替レートのインポート 簡易複数通貨アプリケーションの為替レート・タイプをインポートしま

す。
簡易複数通貨アプリケーションの為替レート・タイプのインポートを参
照してください。
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表 20-1 (続き) ジョブ・タイプ

ジョブ・タイプ 説明
メタデータのインポート* ジョブとして保存されたメタデータ・インポートを実行します。

メタデータのインポートを参照してください。
セル・レベル・セキュリティ
定義のインポート

ジョブとして保存されたセル・レベル・セキュリティ定義をインポート
します。
セル・レベル・セキュリティ定義のインポートとエクスポートを参照し
てください。

有効な交差のインポート ジョブとして保存された有効な交差をインポートします。
交差のインポートとエクスポートを参照してください。

データのエクスポート* ジョブとして保存されたデータ・エクスポートを実行します。
各「データのエクスポート」ジョブに対して一意の出力ファイル名を指
定できます。ジョブ・リストから、選択したジョブの横にある  (「編
集」)をクリックし、zip拡張子を使用して「出力ファイル名」を指定しま
す。エクスポート・ファイル名は「確認」ページで確認できます。一意
のファイル名によって、デフォルトのエクスポート・ファイル名がジョ
ブの実行時に上書きされます。
データのエクスポートを参照してください。

ノート:

データのエクスポート・ジョブ定義のドラ
イバと列のディメンションは密である必要
があります。

メタデータのエクスポート* ジョブとして保存されたメタデータ・エクスポートを実行します。
各「メタデータのエクスポート」ジョブに対して一意の出力ファイル名
を指定できます。ジョブ・リストから、選択したジョブの横にある
(「編集」)をクリックし、zip拡張子を使用して「出力ファイル名」を指定
します。エクスポート・ファイル名は「確認」ページで確認できます。
一意のファイル名によって、デフォルトのエクスポート・ファイル名が
ジョブの実行時に上書きされます。
メタデータのエクスポートを参照してください。

セル・レベル・セキュリティ
定義のエクスポート

ジョブとして保存されたセル・レベル・セキュリティ定義をエクスポー
トします。
セル・レベル・セキュリティ定義のインポートとエクスポートを参照し
てください。

有効な交差のエクスポート ジョブとして保存された有効な交差をエクスポートします。
交差のインポートとエクスポートを参照してください。

データベースのリフレッシュ* アプリケーション・データベースをリフレッシュします。
アプリケーション・データベースのリフレッシュを参照してください。

データ・マップ データのマッピング操作を実行します。
データ統合の管理のデータ・マップの定義を参照してください。

無効な交差レポート データが無効な交差に存在する場所を示すレポートを実行します。
無効な交差レポートの操作を参照してください。
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表 20-1 (続き) ジョブ・タイプ

ジョブ・タイプ 説明
キューブのクリア* キューブのクリア操作を実行します。

キューブのクリア・ジョブの作成を参照してください。
キューブの再構築* ブロック・ストレージ・キューブの再構築をすべて実行して、断片化を

消去または削減します。また、空のブロックが削除されます。このジョ
ブを実行しても、変更内容はビジネス・プロセスから Essbaseにプッシ
ュされません。
キューブのパフォーマンスの向上を参照してください。

アウトラインの圧縮* 集約ストレージ・キューブのアウトライン・ファイルを圧縮します。圧
縮は、アウトライン・ファイルを最適なサイズに保つのに役立ちます。
アウトラインを圧縮しても、データはクリアされません。このジョブを
実行しても、変更内容はビジネス・プロセスから Essbaseにプッシュさ
れません。
キューブのパフォーマンスの向上を参照してください。

データ・スライスのマージ* 集約ストレージ・キューブの増分データ・スライスをマージします。ス
ライスが少なくなると、キューブのパフォーマンスは向上します。メイ
ン・データベース・スライスにすべての増分データ・スライスをマージ
したり、メイン・データベース・スライスを変更しないまま単一のデー
タ・スライスにすべての増分データ・スライスをマージしたりできます。
オプションで、値がゼロのセルを削除することも可能です。
キューブのパフォーマンスの向上を参照してください。

集約の最適化* 集約ストレージ・キューブで収集された問合せトラッキング情報に基づ
いて、最適化したビューを生成します。
オプションの追加詳細は、キューブのパフォーマンスの向上を参照して
ください。

管理モード ビジネス・プロセスのログイン・レベルを変更します。「管理者」を選択
すると、ジョブの実行後にすべての非管理者ユーザーがアプリケーショ
ンからログオフされます。すべてのユーザーがアプリケーションにアク
セスできるように復元するには、「すべてのユーザー」を選択します。
指定可能なアプリケーションおよびシステム設定を参照してください

バースティング定義の実行 レポートのバースティング・ジョブを実行します
次世代のレポートのレポート・ソリューションを使用している場合、バ
ースティング機能を使用すると、1つのデータ・ソースに対して、単一
ディメンションの複数メンバーの単一レポートまたはブックを実行し、
メンバーごとに PDF出力を発行できます。
Oracle Fusion Cloud EPMレポートでの設計のバースティングの操作を
参照してください。

自動プレディクト 自動プレディクト・ジョブ定義を実行します。
プレディクション・ジョブを実行すると、自動プレディクト定義の各メ
ンバーの履歴データが取得され、時系列予測手法を使用して分析されて、
これらのメンバーの将来のパフォーマンスがプレディクトされます。プ
レディクトするデータが大量にある場合や、プランニングおよび予測サ
イクルの一部としてプレディクション結果を最新の状態に保つ場合に、
プレディクションをジョブとして実行すると便利です。
自動プレディクト・ジョブのパラメータの詳細は、自動プレディクトの
プレディクションの実行を参照してください。
自動プレディクトのプレディクション定義を作成する方法の詳細は、自
動プレディクトについてを参照してください。
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表 20-1 (続き) ジョブ・タイプ

ジョブ・タイプ 説明
インサイト IPMインサイトのインサイト定義を実行します。

IPMインサイトのインサイト定義を構成する方法の詳細は、IPMインサ
イトの構成を参照してください。

統合 データ・ルールまたは統合定義で定義されたパラメータに基づいて、デ
ータ管理でデータ・ロード・ルールを実行するか、またはデータ統合で
統合を実行します。
ジョブ・スケジューラを使用したデータ・ルールまたは統合の実行の詳
細は、Oracle Fusion Cloud EPMデータ統合の管理のジョブ・スケジュ
ーラでの実行するデータ・ルール、統合またはバッチ定義のスケジュー
ルを参照してください

統合パイプライン* パイプライン定義を実行します。
このジョブでは、データ統合ユーザー・インタフェースでパイプライン
について定義されたパラメータおよび変数(「開始期間」や「インポート・
モード」など)に基づいたパイプラインの実行がサポートされています。
ジョブのパラメータおよび変数の詳細は、次のトピックを参照してくだ
さい:
• Oracle Fusion Cloud EPMデータ統合の管理の統合ジョブ・タイプ
の使用

• Oracle Fusion Cloud EPM REST APIのパイプラインの実行
パイプライン定義の作成の詳細は、Oracle Fusion Cloud EPMデータ統合の管理のパイプラインの使用を参照してください。

統合バッチ データ管理で定義されたパラメータに基づいてバッチ定義を実行しま
す。
ジョブ・スケジューラを使用したバッチ定義の実行の詳細は、Oracle
Fusion Cloud EPMデータ統合の管理のジョブ・スケジューラでの実行
するデータ・ルール、統合またはバッチ定義のスケジュールを参照して
ください

統合メンテナンス・スクリプ
ト

データ管理のパラメータと変数に基づいてメンテナンス・スクリプトを
実行します
メンテナンス・スクリプトの実行の詳細は、Oracle Fusion Cloud EPMデータ統合の管理のジョブ・スケジューラでのメンテナンス・スクリプ
トのスケジュールを参照してください。

*このジョブは、スケジュールされたジョブであるか、アド・ホック・ベース(未スケジュール)
で開始されるジョブであるかに関係なく、日次メンテナンス中には開始されません。このジョ
ブを日次メンテナンス・ウィンドウ外で開始することをお薦めします。日次メンテナンス・プ
ロセス開始時間の設定を参照してください。

後で実行するジョブのスケジュール
表 20-2 ジョブのスケジュール・オプション

オプション 説明
スケジュール開始日 開始日時をタイム・ゾーンを含めて選択します。
名前 スケジュール済ジョブの名前を指定します(MyDailyCubeRefreshな

ど)。指定した名前が(次の画面で選択する)ジョブ名とともに表示されま
す(MyDailyCubeRefresh : データベースのリフレッシュなど)。
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表 20-2 (続き) ジョブのスケジュール・オプション

オプション 説明
繰返しパターン ジョブの実行頻度を指定します:

• 時間ごと: 時間ごとのジョブは、「スケジュール開始日」フィールド
と「時間」フィールドに設定した値に基づくタイムテーブルに従っ
て実行されます。「時間ごと」ジョブのスケジュールは毎日午前 0時
に再スタートし、繰返しジョブは「時間」フィールドで選択した値
に従い、午前 0時の 1時間後、2時間後、3時間後(というように最
大 12時間後)にスタートします。
たとえば、「時間」フィールドに値の「5」を指定すると、ジョブの
開始可能な時間は、毎日午前 12:00、午前 5:00、午前 10:00、午後
3:00、および午後 8:00となります。スケジュールされたジョブの開
始時間が午後 12:48で、「時間ごと」の繰返しを 5時間と指定した場
合、そのジョブは午後 3:48に開始されます。これは 5時間の繰返し
ジョブが開始される 12:48より後の最初のスケジュール時間です。
その後、ジョブは午後 8:48に、それから午前 12:48、午前 5:48、午
前 10:48に実行されます。
デフォルトの繰返しが 1時間の場合、ジョブは指定した開始時刻に
実行され、終了の日時まで 1時間ごとに実行され続けます。たとえ
ば、スケジュールの開始時刻が 12:48の場合、ジョブは 12:48、
1:48、2:48、3:48というように実行されます。
「時間」フィールドで選択された値に基づく時間のスケジュールにつ
いては、時間ごとのジョブのスケジュールを参照してください。

• 分単位: 「頻度」を 15分または 30分に設定します。ジョブは 15分
または 30分後に開始され、終了の日時まで指定した間隔で実行され
続けます。たとえば、15分ごとに実行するようジョブを設定し、開
始時刻が 3:15の場合、ジョブは 3:30に始まり、その次が 3:45とい
うように実行されます。ジョブの実行をスケジュールできる最小の
単位は 15分です。

• 1回実行: ジョブは開始日時に 1回実行されます。
• 年次: ジョブは開始日時に実行され、その後引き続き終了日まで毎年
実行されます。

• 月次: ジョブは開始日時に実行され、その後引き続き終了日まで毎月
実行されます。

• 週次: ジョブは開始日時に実行され、引き続き終了日まで毎週実行さ
れます。

• 毎日: ジョブは開始日時に実行され、引き続き終了日まで毎日実行さ
れます。

終了日 ジョブが繰り返される場合は、終了する日時を選択します。

時間ごとのジョブのスケジュール
時間ごとのジョブは、「スケジュール開始日」フィールドと「時間」フィールドに設定した値に
基づくタイムテーブルに従って実行されます。「時間ごと」ジョブのスケジュールは毎日午前 0
時に再スタートし、繰返しジョブは「時間」フィールドで選択した値に従い、午前 0時の 1時
間後、2時間後、3時間後(というように最大 12時間後)にスタートします。
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たとえば、「時間」フィールドに値の「5」を指定すると、ジョブの実行時間は、毎日午前 12
時、午前 5時、午前 10時、午後 3時、および午後 8時となります。開始時間はスケジュール
に基づいたシステムの開始時分を示し、終了時間はシステムの停止時分を示します。そうする
と、開始時間が 11/18の午後 12:48の場合、その日(11/18)の午前 12:48、午前 5:48および午前
10:48時はすでに過ぎており、次に実行可能なタイムスロットは午後 3:48となり、この時間に
スケジュール済ジョブが最初に実行されます。その後は、11/18の午後 8:48に実行されます。
ただし、11/19には最初から再開され、午前 12:48、午前 5:48、午前 10:48のように、指定さ
れたシステムの終了時間(この場合は 11/19の午後 12:48)まで実行されます。

ノート:

ジョブが 2日にまたがる場合、そのジョブは次の日の午前 0時に実行され、繰返しパ
ターンが再セットされます。

時間ごとのジョブをスケジュールする方法については、ジョブのスケジュールを参照してくだ
さい。
表 20-3 時間ごとのジョブのタイムテーブル

時間ごとの繰返し タイムテーブル
1 (デフォルト) 午前: 12:00、1:00、2:00、3:00、4:00、5:00、6:00、7:00、8:00、9:00、

10:00、11:00
午後: 12:00、1:00、2:00、3:00、4:00、5:00、6:00、7:00、8:00、9:00、
10:00、11:00
例:
スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰返しが 1時
間に設定されている場合、ジョブはまず午後 12:48に実行され、それか
ら午後 1:48、午後 2:48、午後 3:48というように続きます。
スケジュールされた開始時間が午前 7:48で、時間ごとの繰返しが 1時間
に設定されている場合、ジョブはまず午前 7:48に実行され、それから午
前 8:48、午前 9:48、午前 10:48というように続きます。
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表 20-3 (続き) 時間ごとのジョブのタイムテーブル

時間ごとの繰返し タイムテーブル
2 午前: 12:00、2:00、4:00、6:00、8:00、10:00

午後: 12:00、2:00、4:00、6:00、8:00、10:00
例:
スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰返しが 2時
間に設定されている場合、ジョブはまず午後 12:48に実行され、それか
ら午後 2:48、午後 4:48、午後 6:48というように続きます。
スケジュールされた開始時間が午前 7:48で、時間ごとの繰返しが 2時間
に設定されている場合、ジョブはまず午前 8:48に実行され、それから午
前 10:48、午後 12:48、午後 2:48というように続きます。

3 午前: 12:00、3:00、6:00、9:00
午後: 12:00、3:00、6:00、9:00
例:
スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰返しが 3時
間に設定されている場合、ジョブはまず午後 12:48に実行され、それか
ら午後 3:48、午後 6:48、午後 9:48、午前 12:48、午前 3:48というよう
に続きます。
スケジュールされた開始時間が午前 7:48で、時間ごとの繰返しが 3時間
に設定されている場合、ジョブはまず午前 9:48に実行され、それから午
後 12:48、午後 3:48、午後 6:48、午後 9:48、午前 12:48、午前 3:48とい
うように続きます。

4 午前: 12:00、4:00、8:00
午後: 12:00、4:00、8:00
例:
スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰返しが 4時
間に設定されている場合、ジョブはまず午後 12:48に実行され、それか
ら午後 4:48、午後 8:48、午前 12:48、午前 4:48というように続きます。
スケジュールされた開始時間が午前 7:48で、時間ごとの繰返しが 4時間
に設定されている場合、ジョブはまず午前 8:48に実行され、それから午
後 12:48、午後 4:48、午後 8:48、午前 12:48というように続きます。

5 午前: 12:00、5:00、10:00
午後: 3:00、8:00
例:
スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰返しが 5時
間に設定されている場合、ジョブはまず午後 3:48に実行され、それから
午後 8:48、午前 12:48、午前 5:48、午前 10:48というように続きます。
スケジュールされた開始時間が午前 7:48で、時間ごとの繰返しが 5時間
に設定されている場合、ジョブはまず午前 10:48に実行され、それから
午後 3:48、午後 8:48、午前 12:48、午前 5:48というように続きます。

6 午前: 12:00、6:00
午後: 12:00、6:00
例:
スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰返しが 6時
間に設定されている場合、ジョブはまず午後 12:48に実行され、それか
ら午後 6:48、午前 12:48、午前 6:48というように続きます。
スケジュールされた開始時間が午前 7:48で、時間ごとの繰返しが 6時間
に設定されている場合、ジョブはまず午後 12:48に実行され、それから
午後 6:48、午前 12:48、午前 6:48というように続きます。
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表 20-3 (続き) 時間ごとのジョブのタイムテーブル

時間ごとの繰返し タイムテーブル
7 午前: 12:00、7:00

午後: 2:00、9:00
スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰返しが 7時
間に設定されている場合、ジョブはまず午後 2:48に実行され、それから
午後 9:48、午前 12:48、午前 7:48というように続きます。
スケジュールされた開始時間が午前 8:48で、時間ごとの繰返しが 7時間
に設定されている場合、ジョブはまず午後 2:48に実行され、それから午
後 9:48、午前 12:48、午前 7:48というように続きます。

8 午前: 12:00、8:00
午後: 4:00
例:
スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰返しが 8時
間に設定されている場合、ジョブはまず午後 4:48に実行され、それから
午前 12:48、午前 8:48というように続きます。
スケジュールされた開始時間が午前 7:48で、時間ごとの繰返しが 8時間
に設定されている場合、ジョブはまず午前 8:48に実行され、それから午
後 4:48、午前 12:48というように続きます。

9 午前: 12:00、9:00
午後: 6:00
例:
スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰返しが 9時
間に設定されている場合、ジョブはまず午後 6:48に実行され、それから
午前 12:48、午前 9:48、午後 6:48というように続きます。
スケジュールされた開始時間が午前 7:48で、時間ごとの繰返しが 9時間
に設定されている場合、ジョブはまず午前 9:48に実行され、それから午
後 6:48、午前 12:48というように続きます。

10 午前: 12:00、10:00
午後: 8:00
例:
たとえば、スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰
返しが 10時間に設定されている場合、ジョブはまず午後 8:48に実行さ
れ、それから午前 12:48、午前 10:48、午後 8:48というように続きます。
スケジュールされた開始時間が午前 7:48で、時間ごとの繰返しが 10時
間に設定されている場合、ジョブはまず午前 10:48に実行され、それか
ら午後 8:48、午前 12:48というように続きます。

11 午前: 12:00、11:00
午後: 10:00
例:
スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰返しが 11時
間に設定されている場合、ジョブはまず午後 10:48に実行され、それか
ら午前 12:48、午前 11:48、午後 10:48というように続きます。
スケジュールされた開始時間が午前 7:48で、時間ごとの繰返しが 11時
間に設定されている場合、ジョブはまず午前 11:48に実行され、それか
ら午後 10:48、午前 12:48というように続きます。
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表 20-3 (続き) 時間ごとのジョブのタイムテーブル

時間ごとの繰返し タイムテーブル
12 午前: 12:00

午後: 12:00
例:
スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰返しが 12時
間に設定されている場合、ジョブはまず午後 12:48に実行され、それか
ら午前 12:48というように続きます。
スケジュールされた開始時間が午前 7:48で、時間ごとの繰返しが 12時
間に設定されている場合、ジョブはまず午後 12:48に実行され、それか
ら午前 12:48というように続きます。

ジョブの編集および取消し
保留中のジョブのスケジュールを編集したり、保留中のジョブや完了したジョブを削除したり
できます。処理中のジョブを変更したり、削除することはできません。
ジョブを編集または削除するには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「ジョブ」をクリックします。
2. ジョブを実行する時期を変更するには、 (「アクション」)、「編集」の順にクリックし、
スケジュールを変更します。

ノート:

ジョブの頻度を変更しても、新しい頻度で実行されるのは、それ以前の頻度設定
で次に 1回実行されてからです。たとえば、毎日繰返しに設定されていたジョブ
の頻度を 1時間に変更した場合、スケジュールされていた毎日のジョブが翌日に
実行されてから、新しい 1時間ごとの頻度で実行されるようになります。それよ
り早く新しい頻度でジョブを実行したい場合は、スケジュールされているジョブ
を削除して新しいジョブを作成することをお薦めします。

3. ジョブを削除するには、ジョブを選択して (「アクション」)、「削除」の順にクリックし
ます。

ジョブの複製
「名前を付けて保存」オプションを使用して既存のジョブの複製を作成し、新しいジョブを作成
するたびに選択を最初からやり直さなくて済むように複製を更新します。
「名前を付けて保存」は、次のジョブ・タイプでサポートされています:

• データのエクスポート
• データのインポート
• メタデータのエクスポート
• メタデータのインポート
• データベースのリフレッシュ
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• キューブのクリア
• 為替レートのインポート

Note:

ジョブ・タイプの詳細は、ジョブ・タイプを参照してください。

ジョブを複製するには:

1. 「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「アクション」をクリックして、次のアクションのいずれかを選択します:

• データのエクスポート
• データのインポート
• メタデータのエクスポート
• メタデータのインポート
• データベースのリフレッシュ
• キューブのクリア
• 為替レートのインポート

3. リスト・ページで、複製するジョブの横にある「アクション」列の (「アクション」)をク
リックし、「名前を付けて保存」を選択します。

4. 新しいジョブの名前を入力し、「OK」をクリックします。
ジョブの複製が作成されたら、ジョブを開いて更新できます。ジョブの複製のエラー・ファイ
ルでは、新しいジョブ名が接頭辞として自動的に使用されます。

ルール・ジョブおよびルール・セット・ジョブの取消
し

処理中の、「最近のアクティビティ」に表示されているルール・セットまたはルール・ジョブを
取り消すことができます。これらのジョブを取り消すには、「アプリケーション」をクリック
し、「ジョブ」をクリックします。

ルール・ジョブを取り消すには、ジョブの横の (「ルール」)、 (「アクション」)、「取消」
の順にクリックします。

ルール・セットを取り消すには、 (「ルール・セット」)、「ジョブの詳細」の (「アクショ
ン」)、「取消」の順にクリックします。

第 20章
ルール・ジョブおよびルール・セット・ジョブの取消し
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送信ボックスからのエクスポート・ファイルのダウン
ロード

メタデータまたはデータのエクスポート・ジョブを実行したら、送信ボックスからエクスポー
ト・ファイルをダウンロードできます。
ファイルをダウンロードするには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「ジョブ」をクリックします。
2. 「最近のアクティビティ」で、ジョブをクリックします。
3. 「ジョブの詳細」の上部で、エクスポート・ファイル・オプションをクリックしてダウンロ
ード場所を選択します。

タスク・マネージャ  ・ジョブの表示
タスク・マネージャ・ジョブ・ページには、タスク・マネージャ・ジョブが一覧表示され、フ
ィルタを適用してジョブの詳細を表示できます。タスク・マネージャ・ジョブでは、次のこと
ができます:

• パラメータ、プロパティ、結果などのジョブの詳細を表示します。
• サイド・パネルでジョブのサマリー統計を表示します。
タスク・マネージャ・ジョブには、競合するバッチ・ジョブが同時に実行されないようにして
アプリケーションの整合性を確保するための、追加の実行順序付けルーチンが含まれています。
個々のジョブの実行時間には影響しませんが、最適化の順序付けにより、開始時間が遅れる可
能性があります。
ジョブを表示するには:

1. ホーム・ページで「タスク」をクリックし、左側のナビゲーションで「ジョブ」タブをク
リックします。

2. オプション: ジョブを検索するには、「検索」テキスト・ボックスに検索条件を入力します。
3. オプション: 「フィルタ」バーで、フィルタ条件を選択します:

• ジョブ ID

• 名前
• タイプ
• ソース
• ステータス: 保留中、実行中、完了およびエラー
• 開始日
• 終了日

4.
をクリックして、追加のフィルタ条件を選択します。

第 20章
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Note:

フィルタ・バーを非表示にするには、

をクリックします。すべてのフィルタをクリアするには、フィルタ・バーの右側
をクリックします。

5. ジョブの横にある
アイコンをクリックして、パラメータ、プロパティ、結果などのジョブの詳細を表示しま
す。
• すべてのジョブですべてのセクションを利用できるわけではありません。
• 他のジョブの完了を待機しているためにジョブが保留中の場合、これらは「プロパテ
ィ」の下にリストされます。現在実行中のジョブの開始時間はカッコ内に表示されま
す。

• バッチ・ジョブが手動で開始された場合(レポートの実行など)、「スケジュール済の開
始日」にはユーザーが開始した時間が表示されます。スケジュールされたジョブの場
合(システム・メンテナンスなど)、「スケジュール済の開始日」には実行がスケジュー
ルされている時間が表示されます。

6. 右側の新しいパネルには、ジョブのサマリー情報が含まれています。サマリー・パネルの
上部で、サマリーに含めるタスクの範囲を選択できます:

• 過去 24時間
• 過去 7日間
• 過去 30日間
• 過去 60日間(ジョブ情報がパージされる前に保管される最大時間)

サイド・パネルには、指定した「時間範囲」について、「ジョブ名」ごとに次の情報が表示
されます:

• 合計時間: ジョブのすべての実行の合計時間
• 平均時間: すべてのジョブ実行の平均時間
• 実行: 実行の合計数

Note:

メイン・リストでジョブが強調表示されている場合、そのジョブ名は「サマリー」
パネルで自動的に強調表示されます。

タスク・マネージャ・ジョブ

ジョブ名 説明 実行
電子メール通知 今後のユーザー・アクションに関する電子メール通知を生成し

ます。
スケジュール
済

レポートの生成 レポート定義からレポート出力を生成します。 オン・デマン
ド

第 20章
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ジョブ名 説明 実行
レポートのインポート カスタム・レポート定義をインポートします。 オン・デマン

ド
LCMエクスポート オブジェクト定義とデータをエクスポートします。 スケジュール

済
オン・デマン
ド

LCMインポート オブジェクト定義とデータをインポートします。 オン・デマン
ド

スケジュール・モニタ
ー

保留中のタスクを、その開始時間に達したときにオープンに設
定します。

スケジュール
済

システム・メンテナン
ス

毎日のクリーン・アップと最適化。
このジョブには、他のシステム・アクティビティが同時に実行
されるのを防ぐ操作が含まれています。メンテナンス操作の進
行中は、競合を防ぎ、シームレスなプロセスを確保するために、
他の運用機能は一時的に停止されます。

スケジュール
済

システム・メンテナン
ス(非ブロッキング)

毎日のクリーン・アップと最適化。このジョブは他のシステム・
アクティビティの実行を妨げません。進行中の操作と同時にメ
ンテナンス操作を実行できます。

スケジュール
済

タスク・ステータスの
更新

イベント・モニタリング・タスクを更新します。 スケジュール
済

スケジュールの削除 すべてのタスクとその関連情報(添付など)を含む指定されたス
ケジュールを削除します。

オン・デマン
ド

スケジュールのデプロ
イ

1つ以上のテンプレートから指定されたスケジュールにタスク
をデプロイします。

オン・デマン
ド

インポートの統合 外部統合タイプと関連データをインポートします。 オン・デマン
ド

タスクのインポート タスクと関連データを指定されたテンプレートまたはスケジュ
ールにインポートします。

オン・デマン
ド

第 20章
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21
タスクおよびデータの監査

ユーザーが実行したタスクを監査する方法と、監査の詳細を表示する方法を理解します。
次も参照:

• 監査の概要
• 監査トラッキングの有効化
• 監査詳細の表示

監査の概要
監査機能を使用して、ユーザーが実行したタスクを表示します。監査タイプ(データ、承認また
はセル詳細のクリアなど)、日付範囲(昨日または過去 60日間など)およびユーザー名で、監査
タスクをフィルタできます。
監査トラッキングを有効化し、監査情報を表示およびエクスポートするには、サービス管理者
である必要があります。
次のタイプのユーザー・アクティビティを、タスク監査でログに保存できます。
表 21-1 監査可能なタスク

監査タイプ 追跡される変更
ディメンション管理 • ディメンション階層: メンバーまたはディメンションの追加。プロ

パティの移動、削除および変更。メンバーおよびディメンションの
名前変更

• パフォーマンス設定: ディメンションの密または疎の再設定、ディメ
ンションの順序の変更

• 通貨: 通貨の追加または削除、三角換算法またはレポートの通貨の設
定

別名表の管理 別名表への変更: 登録、コピー、名前変更、削除およびクリア
データ • セル値

• サポート詳細
• 勘定科目注釈
• セル・レベル・ドキュメント

ノート:

監査ログは、データ・フォーム内でデータ
変更が発生した場合にのみ変更を取得しま
す。たとえば、ビジネス・ルール計算、デ
ータ・マップまたは Oracle Essbaseへの直
接データ・ロードの一部として変更が発生
した場合、監査ログでは取得されません。
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表 21-1 (続き) 監査可能なタスク

監査タイプ 追跡される変更
ビジネス・ルールの起動 計算スクリプトおよびビジネス・ルールによる更新(実行時プロンプトを

含む)

フォームの定義 フォーム: フォームの作成、移動、削除(監査レコードには、設計の変更
方法は記録されません。)

フォーム・フォルダの管理 フォルダ: 作成済、移動済および削除済
承認 承認: 承認ユニットの所有者およびステータス
バージョンのコピー サポート詳細、セル・テキスト、セルの添付、詳細のないデータなどを

含むコピーされたバージョン。監査レコードには、コピーされたバージ
ョンの詳細(データおよびサポート詳細など)は記録されません。

セキュリティ ディメンションのメンバー、フォーム、フォーム・フォルダ、ビジネス・
ルールおよびタスク・リストに対するアクセス権限

ユーザーの管理 追加、変更および削除済のユーザー
ノート: 今後の更新では、ユーザーの管理に関する情報が監査レポートに
含まれなくなります。この情報は、EPM自動化および Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Management REST APIを使用して取
得できます。次のトピックを参照してください:
• EPM自動化の操作の roleAssignmentAuditReport
• Oracle Fusion Cloud EPM REST APIの役割の割当レポート
• Oracle Fusion Cloud EPM REST APIの OCIの役割割当監査レポー
ト

グループの管理 追加、変更および削除済のグループ、追加および除去済のユーザー
ノート: 今後の更新では、グループの管理に関する情報が監査レポートに
含まれなくなります。この情報は、EPM自動化および Cloud EPM REST
APIを使用して取得できます。次のトピックを参照してください:
• EPM自動化の操作の groupAssignmentAuditReport
• Oracle Fusion Cloud EPM REST APIのグループ割当監査レポート

タスク・リスト タスク・リスト: 作成、更新、保存、移動および削除済
データのコピー サポート詳細、セル・テキスト、セルの添付、詳細のないデータなどを

含む静的ディメンション、ソース・ディメンション、宛先ディメンショ
ンにおけるユーザーの選択

セル詳細のクリア サポート詳細、コメント、および添付のクリアにおけるユーザーの選択
変数 変数(代替変数およびユーザー変数): 追加、変更および削除済
アプリケーションの管理 • 次のものを含む、アプリケーションのログイン・レベルを変更しま

す:
– 「管理モード」ジョブの実行
– 「アプリケーションを使用可能にする対象」のシステム設定の変
更(手動で変更する場合と、データベースのリフレッシュ中に自
動で変更される場合の両方)

– EPM自動化コマンド setApplicationAdminModeの実行
– REST APIを使用した「管理モード」ジョブの実行

• Planningカスタム・アプリケーションおよびフリーフォームのハイ
ブリッド・モードを変更します(「ハイブリッド・モードの有効化」
または「ハイブリッド・モードの無効化」)。

レポート・アーティファクト 「レポート」、「共有レポート」、「スナップショット」、「ブック」および
「バースト定義」タイプの場合:
• 作成: 名前、親の名前
• 変更: 名前、親、内容
• 削除: 名前

第 21章
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表 21-1 (続き) 監査可能なタスク

監査タイプ 追跡される変更
ドキュメント 追加、変更および削除されたドキュメント
「監査」ページには、次の情報が表示されます。
• 監査(タスク)

• ソース
• アクション
• ユーザー
• 名前
• 日付
• 詳細
• プロパティ
• 古い値
• 新規の値
列はすべて、昇順または降順でソートできます。

監査トラッキングの有効化
監査トラッキングは、デフォルトでは有効化されていません。サービス管理者は監査を有効に
して、データの変更を追跡できるようにする必要があります。
監査機能を有効化するには:

1. ホーム・ページで、「ツール」、「監査」の順にクリックします。
2. 「監査」ページで「監査の使用可能」をクリックします。
3. 「監査の使用可能」ページで監査タイプを選択して、「保存して閉じる」をクリックします。
監査タイプのリストおよび説明については、監査の概要を参照してください。

監査詳細の表示
ビジネス・プロセス・インタフェースでは、最大 180日間の監査詳細を表示およびエクスポー
トできます。
監査の詳細を表示するには:

1. ホーム・ページで、「ツール」、「監査」の順にクリックします。
監査が有効になっている場合、デフォルトで「監査」ページに過去 7日間のデータ・タス
クの監査レコードが表示されます。監査を有効にするには、監査トラッキングの有効化を
参照してください。

2. フィルタするには、 (「フィルタ」)をクリックしてフィルタ条件を選択します:

第 21章
監査トラッキングの有効化
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• 監査タイプ: 1つ以上または「すべて」を選択します。
監査タイプのリストおよび説明については、監査の概要を参照してください。

• 日付範囲: 「今日」、「昨日」、「過去 7日間」、「過去 30日間」、「過去 60日間」または
「過去 180日間」を選択します。

ノート:

– 今日から 180日より前の日付範囲は選択できません。今日と今日から
180日前までの間(今日を含む)で、日付範囲を選択する必要があります。

– ビジネス・プロセスでは、現在のシステム日付から最大 365日間の監査
詳細が保持されます。180日間を超える監査詳細をエクスポートするに
は、EPM自動化の exportAppAuditコマンドまたは REST APIの「監
査のエクスポート」ジョブを使用します。EPM自動化の操作または
REST APIを参照してください。

• ユーザー名: ユーザー名を入力するか、 (「検索」)をクリックしてユーザーを検索し
ます。

3. フィルタ条件の選択が完了したら、「適用」をクリックします。
グリッドに、フィルタ条件に一致する監査表から上位 200レコードが表示されます。フィ
ルタ条件に 200を超えるレコードがある場合、表の下に汎用が表示されます。

4. Microsoft Excelスプレッドシートに監査情報をエクスポートするには、「エクスポート」を
クリックしてダウンロードの指示に従います。
「エクスポート」オプションを選択すると、フィルタ条件に一致するすべてのレコードが
xlsxファイル(Microsoft Excelバージョン 2007以降の形式)にエクスポートされます。

ノート:

データ監査が有効な場合、「アクション」、「変更履歴」の順に選択して、どのデータ
が変更されたかを確認できます。

第 21章
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22
フォームでのデータ検証およびフォーマット・ルールの管理

フォームで条件が満たされたときにチェックするデータ検証およびフォーマット・ルールを構
築する方法を学習します。
関連リンク
• データ検証ルールについて
• フォームのルールのフォーマットについて

データ検証ルールについて
ビジネス・ポリシーおよびビジネス・プラクティスを実装するために、フォームで条件が満た
されたときにチェックするデータ検証ルールを構築できます。入力したデータが検証ルールに
違反したときに、検証メッセージを生成できます。また、検証ルールを使用して、送信される
承認ユニット・データに対する制限を構築したり、特定の条件を満たすデータを確認する確認
者、所有者または通知者を指定することもできます。
たとえば、データ検証を使用して、会社のガイドラインから外れる資本支出が含まれる予算を
ユーザーが送信するのを阻止することにより、部門の資本経費を会社のポリシーに準拠させる
ことができます。 データ検証ルールを使用して処理できるシナリオの例は、データ検証ルール
のシナリオを参照してください。
データ検証ルールの定義には、次のメイン・タスクがあります:

• 条件が満たされたときに検証メッセージとともに表示したり別の色で表示するデータのセ
ルまたは場所を指定します。

• ルールの評価に関与させるセルを指定し、適切にルールを定義します。
• 次のリンクされている各トピックの説明に従って、指定した場所でデータ検証ルールを作
成します。

関連リンク
• フォームでのデータ検証ルールの作成および更新
• セルのフォーマットと移動パスの設定
• データ検証ルールの表示
• データ検証ルールの評価および実行の順序
• ルール・ビルダーによってサポートされている条件
• データ検証の条件演算子
• データ検証ルールのシナリオ
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フォームでのデータ検証ルールの作成および更新
データ検証ルールは、管理者がフォーム・デザイナの「レイアウト」タブで定義します。グリ
ッド、行見出し、列見出しまたはセル・レベルで検証ルールを追加できます。「レイアウト」タ
ブで背景が緑色の領域は、ルールが定義されている場所を示します。
検証ルールを作成および更新するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「フォーム」を
クリックします。

2. フォームを作成または編集し、「フォームとアド・ホック・グリッドの管理」ページで「レ
イアウト」をクリックします。

3. 「レイアウト」で、検証ルールを追加または更新する行、列またはセル・レベルのグリッド
を右クリックします。場所と、その場所でルールがすでに定義されているかどうかに応じ
て、次のコンテキスト・メニュー・オプションの一部またはすべてが表示されます:

• フォーマット/検証ルールの追加/編集: 「フォーマット/検証ルール・ビルダー」で、グ
リッド、行または列の個々のデータ・セルまたはすべてのデータ・セルに対してルー
ルを作成または変更します。

• フォーマット/検証ルールのコピー | フォーマット/検証ルールの貼付け: 選択した場所
でルールをコピーして貼り付けます。

• メタデータのフォーマット/検証ルールの追加/編集: 「フォーマット/検証ルール・ビル
ダー」で、行メタデータ・セルまたは列メタデータ・セルのフォーマット・ルールを
作成または変更します。

• メタデータのフォーマット/検証ルールのコピー | メタデータのフォーマット/検証ルー
ルの貼付け: 選択した場所で行メタデータ・セルまたは列メタデータ・セルのルールを
コピーして貼り付けます。

4. 「フォーマット/検証ルールの追加/編集」を選択し、ルールを作成または更新します。

ノート:

グリッド全体にルールを追加するには、右側の「フォーマット/検証ルール」ペインを展開
します。「場所のルール」で、「グリッド」を選択し、 (検証ルールの追加)を選択します。

5. 「フォーマット/検証ルール・ビルダー」で、新しいルールを作成するか、既存のルールを
更新します。
• 必要に応じて、「場所」からオプションを選択し、ルールを移動します。既存のルール
と似たルールを作成するには、 (「複製」)をクリックしてルールを更新します。現在
の場所にあるルールを表示するには、「ルールの表示」をクリックします。データ検証
ルールの表示を参照してください。

• フォーマット/検証ルールの使用可能: フォームでフォーマット/検証ルールを使用可能
にする場合に選択します。このチェック・ボックスの選択を解除することで、フォー
マット/検証ルールを一時的に無効にできます。

• フォーマットのみ: ルールをフォーマットのみとしてマークする場合に選択します。
このオプションは、フォーマットのみルールが作成されると自動的に有効になります。
フォームのフォーマット・ルールの作成および更新を参照してください。
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6. ルールを更新します。
a. 「条件」で、条件文を開始するオプション: IF、ELSE IF、ELSE、THEN、RANGE、

CHECK RANGEまたは FORMATを選択します。

ノート:

FORMAT条件の場合は、「ソース・タイプ」フィールドに「セルの処理」オ
プションが自動的に表示されます。FORMAT条件には、「ソース・タイプ」
のその他のオプションはありません。フォームのルールのフォーマットにつ
いてを参照してください。

検証ルールでは、検証の最初の部分に IF条件を指定する必要があります。また、検証
ルールには、特定の形式の THEN条件を含める必要もあります。ルール・ビルダーに
よってサポートされている条件を参照してください。

b. 「ソース・タイプ」で、ルールによる評価のオプションを選択します。
「ソース・タイプ」リストには、条件に適したオプションが表示されます。たとえば、
IF条件には、「ソース・タイプ」の次のオプションを指定できます: 現在のセル値、セ
ルの値、列値、行値、メンバー名、メンバー、ディメンション間メンバー、勘定科目
タイプ、バージョン・タイプ、Varレポート・タイプ、UDA、属性、世代、子ありま
たはディメンション名。条件の各タイプの詳細は、ルール・ビルダーによってサポー
トされている条件を参照してください。

c. 選択した「ソース・タイプ」に該当する場合、オプションを選択するか、フリー・フ
ォーム値を入力して、「ソース値」に値を入力します。

d. 評価の演算子(「=」、「!=」、「<」、「<=」、「>」、「>=」、「次と等しい」、「次と等しくない」、
「次を含む」、「次で始まる」、「次で終わる」、「次に含まれる」または「次に含まれな
い」)を選択します。
データ検証の条件演算子の例を参照してください。

e. ルールに適した「ターゲット・タイプ」を選択します。
f. 条件ビルダーの右側にある「アクション」列のアイコンをクリックして、条件を更新
します。
• 条件の追加 : 現在の行の横に条件を追加します。
• 条件の削除 : 現在の行の条件を削除します。

g. 更新する条件または条件ブロックを選択します。
条件ブロックを更新するには、条件ビルダーの上部にある「条件」領域のアイコンを
クリックします:

• 条件ブロックの追加 : 検証ルール内に IFで始まる条件ブロックを追加します。
条件は展開または縮小できます。ルール・ビルダーによってサポートされている条
件を参照してください。

• 条件ブロックの削除 : 選択した条件ブロックを削除します。
• 条件の切取り : 選択した条件を削除し、コピーして新しい場所に貼り付けます。
• 条件のコピー : 選択した条件をコピーします。
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• 条件の貼付け : 選択した条件を新しい場所に貼り付けます。
• 条件のグループ化 : 条件内で選択した内容をグループ化し、グループ用のカッ
コを追加します。設定したグループに加えて、条件がグループ化されるとこのグル
ープ・ブロック内の IF文がグループ化され、「カスタム・グループ」オプションが
有効になります。

• 条件のグループ化解除 : 選択した条件のグループを解除します。選択した条件
からは、グループ用のカッコが削除されます。グループ化解除が選択されるたび
に、条件から 1つのグループが削除されます。
独自の条件グループを設定することもできます。それには、「カスタム・グループ」
を選択して、ルール定義領域でグループを設定します。
選択した条件は影付きで表示されます。選択した条件をクリアするには、「条件」
列の左側を再クリックします。

7. 右端の列にある (「セルの処理」)をクリックして、処理命令を追加します。

ノート:

アイコンが表示されない場合は、ルールが有効であり、ルールでセルの処理命令
が許可されていることを確認してください。セルの処理命令は、たとえば ELSE、
RANGE、THENおよび FORMAT条件に含まれています。このアイコンは、ルー
ルに必要なすべての列が選択されるまで表示されません。

セルのフォーマットと移動パスの設定を参照してください。
8. 前述したように、ルールを有効にしてフォームで使用できる準備を整えたら、「フォーマッ
ト/検証ルールの使用可能」を選択します。

ヒント:

ルールは、構築する際、使用可能にしなくても保存できます。この場合、エラー
を解決してルールが検証および使用する準備ができた後、ルールを使用可能にし
て保存し、フォームで使用可能にできます。「フォーマット/検証ルールの使用可
能」の選択を解除することで、ルールを一時的に無効にできます。

9. ルールの更新が終了したら、ルールを検証します。
a. 「検証」をクリックします。
検証ステータスが、ダイアログ・ボックスの上部に表示されます。変更を保存する前
に、エラーを修正する必要があります。ルールを検証しなかったり、検証中に検出さ
れたエラーを修正せずにダイアログ・ボックスを閉じると、更新は保存されません。

b. 検証中に検出されたエラーを修正した後、ルール定義領域の上にある「フォーマット/
検証ルールの使用可能」が選択されて、アプリケーションでルールが有効になってい
ることを確認します。

c. ルールを検証した後、「OK」をクリックします。
10. オプション: 「フォームとアド・ホック・グリッドの管理」ページで、ルールを表示して更
新します。
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• 「フォームとアド・ホック・グリッドの管理」ページの右側にある「フォーマット/検証
ルール」ペインで、 (検証ルールの追加)、 (検証ルールの編集)または (選択し
た検証ルールの削除)をクリックして、グリッド・レベルなどの任意のレベルでルール
を追加、編集または削除します。

• 同じ場所に複数のルールが定義されている場合に、ルールの優先度が同じであるとき
は、ルールが処理される順序を変更できます。ルールをリストで上下あるいは一番上
または下に移動するには、ルールを選択して、矢印をクリックします。データ検証ル
ールの評価および実行の順序を参照してください。

• 検証ルールのオプションから選択します。
表 22-1 フォームの「検証ルール」のオプション

オプション 説明
このフォームへのアクセス
権を持つユーザーについて
のみ検証

現在ログインしているユーザーがフォームへのアクセス権を持た
ない場合は、承認ユニットの検証時に、フォームに関連する検証
を実行しません。

既存のブロックがあるペー
ジについてのみ検証

有効化されている場合、システムにより潜在的ブロックが含まれ
るページの組合せが検出され、そのページの組合せに対してのみ
検証が実行されます。これにはいくつかの例外があります。ペー
ジの組合せに動的計算、動的計算および保管、ラベルのみ、また
は子メンバーが 1つ含まれる保管が含まれる場合、そのページは
常にロードされます。

ユーザーがアクセス権を持
つセルおよびページについ
てのみ検証

有効化されている場合、サービス管理者ではなく現在ログインし
ているユーザーとして検証が行われ、フォーム・メンバーにはユ
ーザーのセキュリティが適用されます。

11.「フォームとアド・ホック・グリッドの管理」ページで、フォームをプレビューして検証
し、検証エラーを解決して、変更を保存します。
データ検証ルールが使用可能なフォームの場合、フォームがロードまたは保存されたとき
にルールが検証されます。フォームが保存されると、データ検証ルールが保存されます。
フォームの作成を参照してください。
ユーザーは、フォームを開いたときに、フォーマット/検証メッセージ・ペインを使用して
検証メッセージを表示および解決できます。
Planningの操作のデータ検証エラーの解決を参照してください。

セルのフォーマットと移動パスの設定
ルールを設定した後、「セルの処理」ダイアログ・ボックスを使用して、フォームにおけるセル
の表示方法を設定し、データ検証に基づいて移動パスを更新します。
セルをフォーマットし、移動パスを設定するには:

1. フォーマット/データ検証ルール・ビルダーダイアログ・ボックスで、右端の列にある
(セルの処理)をクリックします。

第 22章
データ検証ルールについて

22-5



ノート:

「セルの処理」アイコンが表示されない場合は、ルールが有効であり、ルールでセ
ルの処理命令が許可されていることを確認してください。セルの処理命令は、た
とえば ELSE、RANGE、THENおよび FORMAT条件に含まれています。このア
イコンは、ルールに必要なすべての列が選択されるまで表示されません。フォー
ムでのデータ検証ルールの作成および更新を参照してください。

2. 「セルの処理」ダイアログ・ボックスで、このルールに定義されている条件が満たされた場
合のフォームにおけるセルの表示方法を設定します。
ルールが使用可能であっても、フォーマット・オプション、検証メッセージまたは移動パ
スのうち少なくとも 1つのオプションを指定しないかぎり、ルールによる検証は行われま
せん。
• フォーマット・オプションを追加するには、フォントと配置および「枠線と網掛け」
の「セルのフォーマット」にあるオプションをクリックします。フォーマット・オプ
ションが選択されると、現在のフォーマットに、フォームに表示されたときの表示方
法が示されます。

• セルの検証メッセージを表示するには、「メッセージ」フィールドにメッセージを入力
します。フォームのセルの上にマウスを置くと表示されるコンテキスト・メニューで
「データ検証メッセージの表示」を選択すると、このテキストが表示されます。また、
検証ルールによってデータ・セルにフラグが設定されており、「フォーマット/検証メッ
セージ・ペインに表示」チェック・ボックスが選択されている場合は、「データ検証メ
ッセージ」ペインにリンクとしても表示されます。データ検証エラーの表示および解
決の詳細は、Planningの操作を参照してください。

• セルに指定されたデータ検証ルールに基づいて承認ユニットの移動パスを更新するに
は、「承認」オプションを選択します。
データ・セルが技術的に有効な状態にあるときに、セルの背景色の更新や検証メッセ
ージの指定のみを行う場合、このオプションを「なし」のままにし、移動パスを変更
しないことを指定できます。また、「移動パスの更新」または「移動しない」(条件が満
たされた場合に承認ユニットが移動されないようにする)を選択することもできます。
承認ユニットの移動パスの変更を参照してください。

3. 「OK」をクリックします。
ルールの更新は、ルールの「処理」列に表示されます。フォーマットを指定した場合は、
そのフォーマットが表示されます。検証メッセージをプレビューするには、「処理」列の上
にカーソルを置きます。

データ検証ルールの表示
「レイアウト」タブでデータ検証ルールを定義した後、選択したグリッド、行、列またはセルに
適用されるルールを表示したり、フォーム上のすべてのルールを表示するように選択できます。
「レイアウト」タブで背景が緑色の領域は、ルールが定義されている場所を示します。
データ検証ルールを表示するには:

1. フォームを開き「レイアウト」をクリックします。
2. 右側のフォーマット/データ検証ルール・ペインを展開し、「場所のルール」の横にあるド
ロップダウン・リストをクリックして特定の場所(グリッド、行、列、セル)のルールを表示
するか、「すべてのルール」を選択してフォーム内のすべてのルールを表示します。

3. ルール名をダブルクリックすると、ルールの詳細が表示されます。
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データ検証ルールの評価および実行の順序
フォーム内のデータ更新ルールについては、ルール評価の優先度は、条件の優先度、ルールの
場所、およびルール・リスト内のルールの位置(同じ場所に複数のルールが存在する場合)によ
って決まります。最初に、セル・レベルのルールが処理されます。次に、列レベルのルールが
処理され、続いて、行レベルのルールが処理されます。最後に、グリッド・レベルのルールが
処理されます。これらのルールは、各レベルのルール・リスト内の位置に基づいて評価されま
す。
場所と位置により、ルールの処理順序が決まります。ただし、データ・セルに適用されるルー
ルは、処理命令の優先度によって決まります。このため、セル・レベルのルールに優先度 4の
処理命令が含まれ、グリッド・レベルのルールに優先度 5の処理命令が含まれる場合、データ・
セルにはグリッド・レベルのルールが適用されます。すべてのルールの処理命令の優先度が同
じである場合は、最初に処理されたルールが優先されます。優先度は、検証メッセージ、色、
「移動しない」移動パス・オプション、またはこれらの設定の組合せがセルの処理命令に指定さ
れているかどうかによって決まります。
表 22-2 フォームのルール優先度

デフォルトの条件優先度 検証メッセージ 色 移動しない
1 (最低) X
1 X
1 X X
2 X
3 X X
4 X X
5 (最高) X X X

ルール・ビルダーによってサポートされている条件
フォーマット/データ検証ルール・ビルダーによってサポートされている条件は、IF、ELSE、
ELSE IF、THEN、RANGE、CHECK RANGEおよび FORMATです。
これらの条件によってサポートされている値の詳細と例は、次の項を参照してください:

• IF、ELSE、ELSE IF: IF条件値
• THEN: THEN条件値
• RANGE、CHECK RANGE: RANGE条件値
• FORMAT: FORMAT条件値

IF条件値
他の条件の詳細は、ルール・ビルダーによってサポートされている条件を参照してください。
現在のセル値
アクション:

アクションが実行されるのは、ルールが呼び出される現在のデータ・セルの値がこの条件を満
たす場合です。
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演算子:

この関数で使用可能な演算子は、「=」、「!=」、「<」、「<=」、「>」、「>=」、「次と等しい」、「次と等
しくない」、「次を含む」、「次で始まる」、「次で終わる」です。これらの演算子は、選択したタ
ーゲット値に作用します。ターゲット値には、フリー・フォーム値、セル値、列値、行値また
はディメンション間メンバーがあります。
条件定義:

 

 
条件評価:

前の図に示す条件の場合、条件が評価されると、メンバー Row_Member1を持つ行 1のセルは
赤になります。
 

 

セルの値
アクション:

アクションが実行されるのは、指定したセルの値が条件を満たす場合です。
演算子:

この関数で使用可能な演算子は、「=」、「!=」、「<」、「<=」、「>」、「>=」、「次と等しい」、「次と等
しくない」、「次を含む」、「次で始まる」、「次で終わる」です。これらの演算子は、選択したタ
ーゲット値に作用します。ターゲット値には、フリー・フォーム値、セル値、列値、行値また
はディメンション間メンバーがあります。
条件定義:
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条件評価:

設計時セルは、次の図に示すように、データ入力時に 1つ以上のデータ・セルまで展開できま
す。セルの値は、展開されたすべてのデータ・セルの値の合計です。たとえば、セル A1の値
は、紫色の線で囲まれたセルの値の合計(1+2+5+6+9+10=33)です。また、セル A2の値は、青
色の線で囲まれたセルの値の合計(13+14+17+18=62)です。
 

 

列値
アクション:

アクションが実行されるのは、指定した列の値が条件を満たす場合です。
演算子:

この関数で使用可能な演算子は、「=」、「!=」、「<」、「<=」、「>」、「>=」、「次と等しい」、「次と等
しくない」、「次を含む」、「次で始まる」または「次で終わる」です。これらの演算子は、選択
したターゲット値に作用します。ターゲット値には、フリー・フォーム値、セル値、列値、行
値またはディメンション間メンバーがあります。
条件定義:

 

 
条件評価:

設計時列は、次の図に示すように、データ入力時にデータ・セルまで展開できます。列の値は、
現在の行の場所にあるこの列内の展開されたすべてのデータ・セルの値の合計です。ルールが
評価されている現在のセルがグリッド内で変更されると、これに応じて現在の行も変更されま
す。
たとえば、メンバー Row_Member1を持つ行 1の任意のセルに対してルールが評価される場
合、列 Aの値は、紫色の線で囲まれたセルの値の合計(1+2=3)になります。メンバー
Row_Member3を持つ行 1の任意のセルに対してルールが評価される場合、列 Aの値は、青色
の線で囲まれたセルの値の合計(9+10=19)になります。同様に、メンバー Row_Member5を持
つ行 2の任意のセルに対してルールが評価される場合、列 Aの値は、緑色の線で囲まれたセル
の値の合計(17+18=35)になります。
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行値
アクション:

アクションが実行されるのは、指定した行の値が条件を満たす場合です。
演算子:

この関数で使用可能な演算子は、「=」、「!=」、「<」、「<=」、「>」、「>=」、「次と等しい」、「次と等
しくない」、「次を含む」、「次で始まる」、「次で終わる」です。これらの演算子は、選択したタ
ーゲット値に作用します。ターゲット値には、フリー・フォーム値、セル値、列値、行値また
はディメンション間メンバーがあります。
条件定義:

 

 
条件評価:

設計時行は、次の図に示すように、データ入力時に 1つ以上のデータ・セルまで展開できます。
行の値は、現在の列の場所にあるこの行内の展開されたすべてのデータ・セルの値の合計です。
ルールが評価されている現在のセルがグリッド内で変更されると、それに応じて現在の列も変
更されます。
たとえば、メンバー Column_Member1を持つ列 Aの任意のセルに対してルールが評価される
場合、行 1の値は、紫色の線で囲まれたセルの値の合計(1+5+9=15)になります。同様に、メン
バー Column_Member2を持つ列 Aの任意のセルに対してルールが評価される場合、行 2の値
は、青色の線で囲まれたセルの値の合計(14+18=32)になります。
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ディメンション間メンバー
アクション:

アクションが実行されるのは、ディメンション間メンバーによって参照されるデータ・セルの
値が条件を満たす場合です。現在のデータ・セル・メンバーを使用して、メンバーがディメン
ション間に指定されていないディメンションのセルを完全修飾します。このメンバー名は、フ
リー・フォームで入力されます。

ノート:

フォームの検証ルールでディメンション間演算子が使用されている場合、ディメンシ
ョン間セルがフォーム上で表されている必要があります。ディメンション間セルが
含まれる列または行が、その場所に表示されることをユーザーが望まない場合にフォ
ーム上で非表示になっていることがあります。

演算子:

この関数で使用可能な演算子は、「=」、「!=」、「<」、「<=」、「>」、「>=」、「次と等しい」、「次と等
しくない」、「次を含む」、「次で始まる」または「次で終わる」です。これらの演算子は、選択
したターゲット値に作用します。ターゲット値には、フリー・フォーム値、セル値、列値、行
値またはディメンショナル間メンバーがあります。ターゲット値には、各ディメンションの 1
つのメンバーのみを含めることができますが、ディメンションのメンバーのみを行または列と
して含める必要があります。
条件定義:

 

 
条件評価:

前のルールがグリッド・レベルで適用されると、このルールはフォームの各セルで呼び出され、
紫色の線で囲まれたセルの値とこのセルの値が比較されます。このため、Row_Member5のセ
ル->Column_Member2は赤色になります。
 

 

メンバー名
アクション:
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アクションが実行されるのは、ルールが呼び出される現在のデータ・セルの交差に、指定した
ディメンション・メンバーがある場合です。フォームが作成されたキューブに、選択したディ
メンションのメンバー名が含まれる必要があります。
演算子:

演算子には、「次と等しい」、次と等しくない、「次を含む」、「次で始まる」または「次で終わ
る」を使用できます。メンバー名であるターゲット値は、フリー・フォームで選択または入力
されます。
条件定義:

 

 

メンバー
アクション:

アクションが実行されるのは、ルールが呼び出される現在のデータ・セルの交差に、指定した
ディメンション・メンバー(または、指定した関数の評価結果として生成されるメンバーの 1つ)
がある場合です。
演算子:

使用可能な演算子は「次に含まれる」および次に含まれないです。メンバーであるターゲット
値は、フリー・フォームで選択または入力されます。
属性を含める
ルールには属性値を含めることができます。「ソース・タイプ」が「属性」の場合、使用可能な
演算子は「次である」で、属性値を「ターゲット値」フィールドに直接入力できます。「ソー
ス・タイプ」が「メンバー」であり、「ターゲット値」フィールドで「次に含まれる」または次
に含まれない演算子を選択する場合は、  (ルール選択)をクリックし、「メンバー選択」ダ
イアログ・ボックスの「変数」をクリックして、属性を選択できます。メンバー選択関数セレ
クタを使用して、「等しくない」や「以上」などの属性の関数を選択できます。
データ検証ルールに属性値を使用する場合、属性の評価方法に注意してください。1つのルー
ルが 1つまたは複数のディメンションからの 1つまたは複数の属性を参照する場合、同じ属性
ディメンションからの属性値は ORとして評価され、異なる属性ディメンションからの属性は
ANDとして評価されます。たとえば、ルールに属性 IN Red、Blue、True、Bigが含まれる場
合、いずれか(Red OR Blue) AND True AND Bigのすべてのメンバーが選択されます。詳細は、
メンバーとしての属性値の選択を参照してください。
メンバーのソース・タイプの条件定義
 

 
属性のソース・タイプの条件定義
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勘定科目タイプ
アクション:

アクションが実行されるのは、ルールが呼び出される現在のデータ・セルの交差に、指定した
勘定科目タイプの勘定科目がある場合です。現在サポートされているすべての勘定科目タイプ
(費用、収益、資産、負債、資本、保存された仮定)が表示されます。
演算子:

使用可能な演算子は、「次である」です。
条件定義:

 

 

バージョン・タイプ
アクション:

アクションが実行されるのは、ルールが呼び出される現在のセルの交差に、指定したバージョ
ン・タイプのバージョンがある場合です。現在サポートされているバージョン・タイプ(標準ボ
トムアップ、標準トップダウン)が表示されます。
演算子:

使用可能な演算子は、「次である」です。
条件定義:

 

 

差異レポート・タイプ
アクション:

アクションが実行されるのは、ルールが呼び出される現在のセルの交差に、指定した差異レポ
ート・タイプの勘定科目がある場合です。使用可能な差異レポート・タイプ(費用、費用外)が
表示されます。
演算子:

使用可能な演算子は、「次である」です。
条件定義:

 

 

UDA

アクション:
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アクションが実行されるのは、ルールが呼び出される現在のセルの交差に、指定したディメン
ションのメンバーに関連付けられたこの UDAがある場合です。UDA参照は、選択したディメ
ンションに基づいて選択されます。条件は、選択した値と等しいこのディメンションの UDA
に基づいています。UDA値は、ドロップダウン・リストから選択する必要があります。
演算子:

使用可能な演算子は、「次である」です。
条件定義:

 

 

属性
アクション:

アクションが実行されるのは、ルールが呼び出される現在のセルの交差に、指定したディメン
ションのメンバーに関連付けられたこの属性がある場合です。属性参照は、選択したディメン
ションに基づいて選択されます。条件は、選択したターゲット値と等しいこのディメンション
の属性に基づいています。
演算子:

使用可能な演算子は、「次である」です。
条件定義:

 

 

世代
アクション:

アクションが実行されるのは、ルールが呼び出される現在のデータ・セルまたはヘッダー(メタ
データ)セルに、ディメンション階層の「ターゲット値」(1)で指定された世代に属する「ソース
値」(勘定科目)に指定されたディメンションのメンバーがある場合です。
演算子:

この関数で使用可能な演算子は「=」、「!=」、「<」、「<=」、「>」、「>=」です
条件定義:

 

 

子あり
アクション:

アクションが実行されるのは、ルールが呼び出される現在のデータ・セルまたはヘッダー(メタ
データ)セルに、「ソース値」(勘定科目)に指定されたディメンションから、レベル 0のメンバー
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(「ターゲット値」が 0 (false))がある場合、またはレベル 0以外のメンバー(「ターゲット値」が
1 (true))である場合です。
演算子:

この関数で使用可能な演算子は「=」、「!=」です
条件定義:

 

 

ディメンション名
アクション:

アクションが実行されるのは、ルールが呼び出される現在のヘッダー(メタデータ)セルが、「タ
ーゲット値」で指定されたディメンションに属する場合です。
演算子:

演算子には、「次と等しい」、次と等しくない、「次を含む」、「次で始まる」または「次で終わ
る」を使用できます。ディメンション名であるターゲット値は、フリー・フォームで選択また
は入力されます。
条件定義:

 

 

THEN条件値
他の条件の詳細は、ルール・ビルダーによってサポートされている条件を参照してください。
THEN

アクション:

データ検証ルール・ビルダーによってサポートされている THEN条件は、セルの処理条件のみ
をサポートします。セルの処理条件を入力するには、セルのフォーマットと移動パスの設定を
参照してください。
条件定義:

 

 

RANGE条件値
CHECK RANGEおよび RANGE条件は一緒に使用されます。これらの条件は、データ検証ル
ール・ビルダーを使用して、THEN句内でまたは独立して使用できます。
他の条件の詳細は、ルール・ビルダーによってサポートされている条件を参照してください。
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CHECK RANGE

アクション:

特定の範囲内に収まる必要がある値を定義します。
値:

この値には、「現在のセル値」、または特定の「行」、「列」または「セル」の値を使用できます。
RANGE

アクション:

CHECK RANGE条件に定義されている値に有効な範囲を定義します。この範囲には、最小値
以上かつ最大値未満のすべての値が含まれます。CHECK RANGE条件に指定した値がこの範
囲内である場合、この条件によって定義される処理命令は、ルールが呼び出されるデータ・セ
ルに適用されます。複数の値範囲を定義し、範囲ごとに異なる処理命令を指定できます。
値:

範囲の最小値と最大値は、「セルの値」、「現在のセル値」、「行値」、「列値」、ディメンション間
値を使用するか、フリー・フォーム値を入力することにより、定義できます。たとえば、次の
ルールにより、現在のセル値が 5以上 10未満であることを確認できます。この条件が満たさ
れない場合、セルは赤になります。
条件定義:

 

 

FORMAT条件値
他の条件の詳細は、ルール・ビルダーによってサポートされている条件を参照してください。
フォーマット
アクション:

フォーマット/データ検証ルール・ビルダーによってサポートされている FORMAT条件は、セ
ルの処理条件のみをサポートします。セルの処理条件を入力するには、セルのフォーマットと
移動パスの設定を参照してください。
条件定義:

データ検証の条件演算子
データ検証ルール・ビルダーの条件演算子には、次のタイプの比較を組み込むことができます:

• 次の演算子を使用した数値比較: 「=」、「!=」、「<」、「<=」、「>」、「>=」。
• 次の演算子を使用した文字列値比較: 「次と等しい」、「次と等しくない」、「次を含む」、「次
で始まる」、「次で終わる」、次に含まれる」、次に含まれない。
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ルールにより、テキストやスマート・リストなどの様々なデータ型を持つセルを比較できます。
セルのデータ型が保持されるのは、常に 1つのセルからの値が参照される場合です。「現在のセ
ル値」と「ディメンション間メンバー」を使用してセル値を参照する場合がこれに該当します。
比較対象の値が複数のセルからの値(行値、列値およびセル値など)である場合、データ型はデ
フォルトで double型に設定されます。
これらのデータ型の値を比較する場合、次のような処理が行われます:

• double型の場合、double値に対して文字列表現(123.45など)が使用されます。double型が
小数部を持たない整数(123.00など)である場合、整数値(この場合、123)が使用されます。

• テキストの場合、ルールで比較対象として使用するのはテキスト値のみです。
• その他すべてのデータ型(パーセンテージ、通貨、通貨以外および日付)は、double型とし
て処理されます。

表 22-3 「次で始まる」、「次で終わる」および「次を含む」の結果の例

演算子 比較値 比較先の値
次で始まる 2.0 2

1234.0 12.0
101.0 10
2.0 2.0
2.5 "2."
"YearTotal" "Year"

次で終わる 2.0 2.0
2.0 2
2.5 5
2.5 ".5"
"YearTotal" "al"
"YearTotal" "Total"

次を含む 2.0 2.0
2.0 2
2.5 5
2.5 ".5"
2.5 2.5
23.567 3.5
23.567 67
23.567 "23."
23.567 ".56"
"YearTotal" "al"

データ検証ルールのシナリオ
これらのシナリオは、データ検証がビジネス・ポリシーの実装にどのように役立つかについて
の例となります。
シナリオ 1

Johnは、Acme, Incという会社で働くコンサルタントで、フォームを設計したり、会社のポリ
シーを実施するデータ検証ルールを実装しています。彼は、実際のコスト合計が予算額を超え
たときに実績額を赤色で示す検証ルールを実装するよう求められました。このテストは、アプ
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リケーションで年度および期間ごとに繰り返す必要があります。Johnは、次の図のようにフォ
ームを設計し、ディメンション間メンバーを使用してセル・レベルにデータ検証ルールを追加
しました。
設計時のフォームのレイアウト:

 

 

設計時のデータ検証ルール:

 

 

データ検証が適用されたデータ入力時のフォーム:
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ヒント:

• Johnは、コスト合計を分割して独立したセグメントとし、このセグメントにデータ検証ル
ールを適用することにより、パフォーマンスをわずかに向上させることができます。ただ
し、これを行うと、新規のアカウントとシナリオがフォームに追加されるためにメンテナ
ンス作業が増えます。

• 「実績」の年合計期間のみを赤色で示すというように要件が変更された場合、Johnには 2
つのオプションがあります。最善のオプションは、年合計が「期間」メンバーであるかど
うかをチェックする IFエントリを追加する方法です。もう 1つのオプションは、年合計メ
ンバーを分割して独立した列とし、パフォーマンスを向上させる方法です。ただし、これ
を行うと、分散ロジックが破綻し、「年」の列ヘッダーが繰り返されるため、新規年度が追
加されるにつれてフォームのメンテナンスがより困難になります。

シナリオ 2

シナリオ 1で Johnによって設計されたフォームをレビューした後、Acmeは、「予算」を行で
はなく列として配置することにしました。この要件を実装するには、Johnは、軸内でメンバー
を移動してフォームのレイアウトを変更できます。ただし、データ検証ルールを更新する必要
はありません。Johnは、次の図のようにフォームを更新しました。
設計時のフォームのレイアウト:

 

 

データ検証が適用されたデータ入力時のフォーム:
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シナリオ 3

これらのフォームを正常にロール・アウトした後、Johnは、次のポリシーを実装するよう求め
られました。それは、今年度の予算金額が前年度の実績金額を大幅に超えないことを確認する
ためです。差が 5%を超える場合、差が赤色で示されます。
Johnは、メンバー式を持つメンバーを使用して、今年度の予算金額と前年度の実績金額の差異
を計算することにしました。次のメンバー式を追加しました:

@varper(@Prior("Actual", 1, @Relative("Year", 0)), budget)/100;

Johnは、次の図に示すようにフォームを設計し、セル・レベルでデータ検証ルールを追加しま
した。Johnは、「メンバー名」を使用して検証をコスト合計にのみ適用しました。
設計時のフォームのレイアウト:

 

 

設計時のデータ検証ルール:

 

 

データ検証が適用されたデータ入力時のフォーム:
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ヒント:

• Johnがアウトラインの変更を許可されていない場合、またはメンバー式のパフォーマンス
に問題が発生した場合、式の列を使用できます。
式の行と列を使用したフォームの設計を参照してください。

• Johnは、次の理由により、このルールを「差異の割合(%)」列に定義します。
– パフォーマンスが向上します。ルールは、「差異の割合(%)」列のセルにおいてのみ評
価されます。これに対し、ルールが年合計に割り当てられている場合は、今年度の予
算についてすべての期間でルールを評価することが必要になってしまいます。

– ユーザーがデータ検証メッセージに対応しやすくなります。Johnは、差異が大きいと
いう内容のメッセージを、年合計に追加するのではなく、「差異の割合(%)」列に追加
できます。これにより、ユーザーは、差異を確認するために「差異の割合(%)」を探さ
なくてすみます。

• 年合計と「差異の割合(%)」の両方を赤色で示すことが要件の一部であった場合、Johnは
両方を赤色で示すことができます。

シナリオ 4

セルを赤色で示すのみでなく、今年度の「予算」が前年度の「実績」金額より大幅に多い(> 5%)
場合に、承認ユニットを移動できないようにすることも必要です。この要件を実装するために
Johnに必要な作業は、次の図に示すように、データ検証ルールの処理命令を編集し、「移動し
ない」を選択することです。
設計時のデータ検証ルール:
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シナリオ 5

最後に、Johnは、特定部門の従業員の合計報酬が許容範囲内に収まっているかどうかを検証す
るデータ検証ルールを設計するよう求められました。このルールにより、「運用」部門の「既存
の従業員」を評価します。このルールでは、「合計報酬」が許可された「最小」より大きく、従
業員の等級に応じた報酬範囲の 4分の 3以下である場合、アクションは必要ないと認定しま
す。
「合計報酬」が報酬範囲の 4分の 3を超える場合、検証メッセージが表示され、承認ユニット
は人事部長の承認を受ける必要があります。この値が「最小」より小さい場合や、「最大」より
大きい場合は、エラーが生成され、ユーザーはその承認ユニットを移動できません。
Johnは、「フォームの管理」ダイアログ・ボックスから従業員費用サマリーフォームを開きま
した。このフォームでは、ページに従業員と部門、行に勘定科目(「合計報酬」など)、および列
として期間があります。検証を構築しやすくするために、Johnは、次の図に示すように、報酬
範囲の 4分の 3を計算するための計算行を追加し、フォームに最小報酬および最大報酬メンバ
ーを追加しました。従業員の等級に応じた最小報酬および最大報酬は、メンバー式を使用して
計算されます。
設計時のフォームのレイアウト:

 

 

承認ユニットの移動を阻止するデータ検証ルール:
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人事部長を確認者として追加するデータ検証ルール:

 

 

データ検証が適用され、検証メッセージが表示された、データ入力時のフォーム:
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フォームのルールのフォーマットについて
設計時にフォームのフォーマット・ルールを定義すると、フォームにカスタム・スタイルが適
用されている場合に、ユーザーが実行時にフォーマットを表示できます。
 

 
フォーマット・ルールを使用して処理できるシナリオの例は、フォーマット・ルールのシナリ
オを参照してください。
フォーマット・ルールの定義には、次のメイン・タスクがあります:

• フォーマットで表示するセルまたは場所の特定
• 特定した場所でのフォーマット・ルールの作成
• 実行時のスタイルの適用
関連リンク
• フォームのフォーマット・ルールの作成および更新
• フォームのセル・フォーマット・オプション
• フォーマット・ルールの表示
• フォーマット・ルールの優先順位
• 実行時のフォームへのフォーマット・ルールの適用
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• フォーマット・ルールのシナリオ
チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。

目的 方法の学習
設計時フォーマット(DTF)の概要を確認します。フ
ォーマット・ルールの重要なユーザー・インタフェ
ース要素のメニューに移動します。フォーマッ
ト・ルールを変更して、典型的な表示要素のフォー
ム・データ・グリッドを表示します。

データ・フォーム設計時フォーマット – 概要

Webフォームの設計時フォーマット(DTF)オプシ
ョンの概要を確認します。スタイル・セレクタを使
用して、使用可能なスタイルのオプションを適用し
た場合の実行時の違いを確認します。Groovyル
ールが他のすべてのルールより優先されることが
わかります。

Webのデータ・フォーム - 実行時のフォーマット表
示

フォーマット・ルールの作成およびWebフォーム
の設計時フォーマット(DTF)オプションの使用につ
いて学習します。複数のフォーマット・ルールを使
用して、損益計算書の様々なセクションをフォーマ
ットします。フォーマット・ルールの複製および変
更も実行します。

データ・フォーム設計時フォーマット – 高度

Oracle Smart View for Officeの設計時フォーマ
ット(DTF)オプションの概要を確認します。使用可
能なスタイルのオプションを適用した場合の実行
時の違いを確認します。Smart Viewで様々なタ
イプのルールおよびセル・スタイルの優先順位が表
示されます。

Smart Viewのデータ・フォーム - 表示オプション
のフォーマット

フォームのフォーマット・ルールの作成および更新
フォーマット・ルールは、管理者がフォーム・デザイナの「レイアウト」タブで定義します。
グリッド、行、行メタデータ・セル、列、列メタデータ・セルまたはセルのレベルでフォーマ
ット・ルールを追加できます。
「レイアウト」タブで背景が緑色の領域は、ルールが定義されている場所を示します。
フォーマット・ルールを作成および更新するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「フォーム」を
クリックします。

2. フォームを作成または編集し、「フォームとアド・ホック・グリッドの管理」ページで「レ
イアウト」をクリックします。

3. 「レイアウト」で、フォーマット・ルールを追加または更新する行、列またはセル・レベル
を右クリックします。場所と、その場所でルールがすでに定義されているかどうかに応じ
て、次のコンテキスト・メニュー・オプションの一部またはすべてが表示されます:

• フォーマット/検証ルールの追加/編集: 「フォーマット/検証ルール・ビルダー」で、グ
リッド、行または列の個々のデータ・セルまたはすべてのデータ・セルに対してルー
ルを作成または変更します。

• フォーマット/検証ルールのコピー | フォーマット/検証ルールの貼付け: 選択した場所
でルールをコピーして貼り付けます。
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• メタデータのフォーマット/検証ルールの追加/編集: 「フォーマット/検証ルール・ビル
ダー」で、行メタデータ・セルまたは列メタデータ・セルのフォーマット・ルールを
作成または変更します。

• メタデータのフォーマット/検証ルールのコピー | メタデータのフォーマット/検証ルー
ルの貼付け: 選択した場所で行メタデータ・セルまたは列メタデータ・セルのルールを
コピーして貼り付けます。

4. 「フォーマット/検証ルールの追加/編集」またはメタデータのフォーマット/検証ルールの追
加/編集を選択し、ルールを作成または更新します。

Note:

グリッド全体にルールを追加するには、右側の「フォーマット/検証ルール」ペインを展開
します。「場所のルール」で、「グリッド」を選択し、 (検証ルールの追加)を選択します。

5. 「フォーマット/検証ルール・ビルダー」で、新しいルールを作成するか、既存のルールを
更新します。

6. ルールを追加するには、ルールの名前と説明を入力します。
• 必要に応じて、「場所」からオプションを選択し、ルールを移動します。既存のルール
と似たルールを作成するには、 (「複製」)をクリックしてルールを更新します。現在
の場所にあるルールを表示するには、「ルールの表示」をクリックします。フォーマッ
ト・ルールの表示を参照してください。

• フォーマット/検証ルールの使用可能: フォームでフォーマット/検証ルールを使用可能
にする場合に選択します。このチェック・ボックスの選択を解除することで、フォー
マット/検証ルールを一時的に無効にできます。

• フォーマットのみ: ルールをフォーマットのみとしてマークする場合に選択します。
このオプションは、フォーマットのみルールが作成されると自動的に有効になります。

7. ルールの条件付きロジックを入力します:

a. 「条件」で、FORMATを選択します。
フォーマット・ルールを定義または更新する際、データ検証ルールと同様の条件付き
ロジックを使用できます。その場合、THEN条件には FORMAT条件と同様の「セルの
処理」ソース・タイプが設定されます。

Note:

すべての条件の詳細は、ルール・ビルダーによってサポートされている条件
を参照してください。

b. 「ソース・タイプ」フィールドに「セルの処理」オプションが自動的に表示されます。
FORMAT条件には、「ソース・タイプ」のその他のオプションはありません。
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c. 右側の「アクション」列で、 (セルの処理)をクリックしてフォーマット命令を追加
します。フォームのセル・フォーマット・オプションを参照してください。

d. フォーマット命令の追加が完了したら、「OK」をクリックします。
8. 前述したように、ルールを有効にしてフォームで使用できる準備を整えたら、「フォーマッ
ト/検証ルールの使用可能」を選択します。

Tip:

ルールは、構築する際、使用可能にしなくても保存できます。ルールを使用する
準備が整ったら、フォームで使用できるようにルールを有効にして保存できます。
「フォーマット/検証ルールの使用可能」の選択を解除することで、ルールを一時
的に無効にできます。

9. オプション: 「フォームとアド・ホック・グリッドの管理」ページで、ルールを表示および
更新できます:

• 「フォームとアド・ホック・グリッドの管理」ページの右側にある「フォーマット/検証
ルール」ペインで、 (検証ルールの追加)、 (検証ルールの編集)または (選択し
た検証ルールの削除)をクリックして、グリッド・レベルやメタデータ・セルなどの任
意のレベルでルールを追加、編集または削除します。

• 同じ場所に複数のルールが定義されている場合に、ルールの優先度が同じであるとき
は、ルールが処理される順序を変更できます。ルールをリストで上下あるいは一番上
または下に移動するには、ルールを選択して、矢印をクリックします。「すべてのルー
ル」を表示している場合は、ルールの順序を変更できません。ルールの優先順位の詳
細は、フォーマット・ルールの優先順位を参照してください。

Note:

ペインの下部にある検証ルールのオプションは、データ検証ルール専用です。こ
れらのオプションの詳細は、フォームでのデータ検証ルールの作成および更新を
参照してください。

10.「フォームとアド・ホック・グリッドの管理」ぺージで、「終了」をクリックして更新を保
存します。
フォーマット・ルールが有効になっているフォームでは、フォームがロードされるとフォ
ーマットが表示されます。

Note:

現在、プレビューにはフォーム 1.0ランタイムのみが表示されます。したがって、
フォーマット・ルールはレンダリングされません。

フォームへのデータ検証およびフォーマット・ルールの組込みを参照してください。
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フォームのセル・フォーマット・オプション
「フォーマット/検証ルール・ビルダー」ダイアログ・ボックスを使用して、フォーマット/検証
ルールを使用可能にし、ルールをフォーマットのみとしてマークして、フォーム内のセルのフ
ォーマットを定義します。
 

 

• フォーマット/検証ルールの使用可能: フォームでフォーマット/検証ルールを使用可能にす
る場合に選択します。このチェック・ボックスの選択を解除することで、フォーマット/検
証ルールを一時的に無効にできます。

• フォーマットのみ: ルールをフォーマットのみとしてマークする場合に選択します。この
オプションは、フォーマットのみルールが作成されると自動的に有効になります。

ルールの「アクション」列で、  (セルの処理)をクリックしてフォーマット命令を追加しま
す。

Note:

「セルの処理」アイコンが表示されない場合は、ルールが有効であり、ルールでセル
の処理命令が許可されていることを確認してください。セルの処理命令は、たとえば
ELSE、RANGE、THENおよび FORMAT条件に含まれています。このアイコンは、
ルールに必要なすべての列が選択されるまで表示されません。
フォームでのデータ検証ルールの作成および更新を参照してください。

フォントと配置および「枠線と網掛け」の「セルのフォーマット」にオプションがあります。
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Figure 22-1    「フォーマット/検証ルール・ビルダー」ダイアログ・ボックスの「セルのフォ
ーマット」ペイン

セルをフォーマットするには:

1. 「セルのフォーマット」ペインで、フォーム内でのセルの表示方法を設定するオプションを
選択します。フォントと配置および「枠線と網掛け」のオプションを選択します。
右側のフォントと配置(「フォント」、「サイズ」、「色」、「フォーマット」、「垂直方向の配
置」、「水平方向の配置」および「右端で折返す」を含む)で、オプションをクリックしま
す。
右側の「枠線と網掛け」(「枠線」(左、上、右、下およびすべて )、および「背景色」を含
む)で、オプションをクリックします。
オプションが選択されると、現在のフォーマットに、フォームに表示されたときの表示方
法が示されます。

2. オプションで、ツールチップ・テキストを「メッセージ」フィールドに追加できます。実
行時に、ユーザーがフォーム上のフォーマットされる場所にマウスを置くと、ツールチッ
プが表示されます。

Note:

「フォーマットのみ」ルールの場合は「フォーマット/検証メッセージ・ペインに
表示」チェック・ボックスが無効になり、その結果、フォームの「データ検証メ
ッセージ」ペインにメッセージが表示されません。また、「承認」オプションも無
効になります。

3. 「OK」をクリックします。
各ルールのセル・フォーマットは、そのルールの「処理」列に表示されます。

フォーマット・ルールの表示
「レイアウト」タブでフォーマット・ルールを定義した後、選択したグリッド、行、行メタデー
タ・セル、列、列メタデータ・セルまたはセル・レベルに適用されるルールを表示したり、フ
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ォーム上のすべてのルールを表示するように選択できます。「レイアウト」タブで背景が緑色の
領域は、ルールが定義されている場所を示します。
グリッド、行、行メタデータ・セル、列、列メタデータ・セルまたはセル・レベル
フォーマット・ルールを表示するには:

1. フォームを開き「レイアウト」をクリックします。
2. 右側のフォーマット/データ検証ルール・ペインを展開し、「場所のルール」の横にあるド
ロップダウン・リストをクリックして特定の場所(グリッド、行、行メタデータ・セル、
列、列メタデータ・セルまたはセル・レベル)のルールを表示するか、「すべてのルール」
を選択してフォーム内のすべてのルールを表示します。

Note:

グリッド領域上の特定の場所をクリックすると、フォーマット/データ検証ルー
ル・ペインでその場所のルール(「場所のルール」)が更新されます。

3. ルール名をダブルクリックすると、ルールの詳細が表示されます。

フォーマット・ルールの優先順位
フォームの同じ場所に複数のルールを指定できるため、フォーマットの表示方法に影響を与え
る可能性があります。たとえば、フォームに Groovyルール、データ検証ルール、Webフォー
ムのスタイルおよびフォーマット・ルールをすべて同じ場所に含めることができます。したが
って、フォームにルールを表示する優先順位があります。
優先順位は次のとおりです:

1. (P1) Groovyルール
2. (P2) フォーマット/データ検証ルール・ビルダーのデータ検証ルール

Note:

複数の場所(グリッド、行、列またはセル・レベル)で定義されたデータ検証ルー
ルを継承するセルの場合、ルール定義の場所に最も近いルールが優先されます。
したがって、セル・レベルでルールが適用されている場合、そのルールが優先さ
れます。その次が、列レベル、行レベル、グリッド・レベルの順になります。

3. (P3) Oracle Smart View for Officeのセル・スタイル
4. (P4) フォーマット/データ検証ルール・ビルダーのフォーマット・ルール
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Note:

前述のノートと同じです。複数の場所(グリッド、行、列またはセル・レベル)で
定義されたルールを継承するセルの場合、ルール定義の場所に最も近いルールが
優先されます。したがって、セル・レベルでルールが適用されている場合、その
ルールが優先されます。その次が、列レベル、行レベル、グリッド・レベルの順
になります。

5. (P5) Smart Viewのカスタム・フォーマット(Webフォームには適用不可)

ルールをマージする際の考慮事項
様々なルール(フォーマットおよびデータ検証ルール)からフォーマットをマージするとき、マ
ージされたフォーマットを使用するルールはデータ検証ルールの優先度(P2)に上がります。つ
まり、同じセルに対して定義された P4のフォーマット・ルール、P2のデータ検証ルール、お
よび P3のスタイルがある場合、フォーマットおよび検証ルールのマージによりフォーマット・
ルールは P2優先度レベルに上がったため、P3のスタイルではなく P4のフォーマット・ルー
ルのフォーマットが表示されます。
ツールチップおよび有効なフラグは、優先度がより高いデータ検証ルールのものです。フォー
マットのみがマージされます。
プロパティに対してフォーマットが設定されていない場合は、ルールのタイプ(フォーマットの
み、またはデータ検証)に関係なく、マージするフォーマットのプロパティが採用されます。た
とえば、左枠線が設定されていない場合、マージする左枠線値が設定されます。各枠線は個々
のプロパティとして扱われます。また、左枠線の太さ/スタイルは同じプロパティとみなされま
す。

実行時のフォームへのフォーマット・ルールの適用
設計時にフォームのフォーマット・ルールを定義した後、ユーザーは、実行時にスタイルを使
用してフォームにフォーマット・ルールを適用できます。スタイルは、グリッド、行見出し、
列見出しおよびセルのフォーマット・ルールの表示方法を制御します。

Note:

フォーム 2.0では、フォーマットのみルールが指定されている実行時フォームのみを
表示できます。フォーム 2.0で作業するには、アプリケーション設定の「フォーム・
バージョン」設定が「フォーム 2.0」に設定されている必要があります。また、Oracle
Smart View for Office 24.200でもフォーマット・ルールがサポートされています。
24.200より前のバージョンではこの機能はサポートされていません。フォームにフ
ォーマットのみルールを定義し、その実行時フォームをフォーム 1.0または以前のバ
ージョンの Smart Viewで表示すると、フォーマット・ルールは無視されます。

フォームにスタイルを適用するには:

1. フォーム 2.0 (または Smart View 24.200)でフォームを開きます。
2. フォーム上部に表示されるクイック・ツールバーのスタイル・アイコンをクリックし、次
のいずれかのスタイル・オプションを選択します:
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•  セル・スタイル: Webフォームのスタイル(読取り専用セル、ロックされたセル、サ
ポート詳細など)、Smart View 24.200で定義された Smart Viewのセル・スタイル、デ
ータ検証ルールおよび Groovyルールをフォームに適用します。カスタム(フォーマッ
トのみ)スタイルは適用されません。

•  カスタム・スタイル: 設計時にルール・ビルダーで定義されたフォーマットのみル
ール、および Smart Viewで管理者およびユーザーによって追加された Excelカスタ
ム・フォーマットを適用します。セル・スタイルは適用されません。

•  カスタム・スタイルおよびセル・スタイル: すべてのセル・スタイルおよびカスタ
ム・スタイルをフォームに適用します。これがデフォルトのスタイル・オプションで
す。

Note:

フォーマット・ルールには、フォーム上の同じ場所に複数のルールが定義されている
場合の優先順位があります。優先順位は、実行時フォームでのフォーマットの表示方
法に影響する可能性があります。詳細は、フォーマット・ルールの優先順位を参照し
てください。

フォーマット・ルールのシナリオ
これらのシナリオは、セル・スタイルおよびカスタム・スタイルが適用されたときに、設計時
に定義されたフォーマット/検証ルールおよび Groovyルールがランタイム・フォームの表示に
どのように影響するかの例を示します。
シナリオ 1: セル・スタイルの適用
Smart Viewセル・スタイルが適用された Smart Viewランタイム・データ・グリッド:

 

 
Webのセル・スタイルが適用されたWebランタイム・データ・グリッド:
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シナリオ 2: カスタム・スタイルの適用
次のスクリーンショットに示すように、フォーマット/検証ルール・ビルダーで、行と列ヘッダ
ー・セルごと、および列 Aと列 Bに、フォーマットのみルールが作成されます。
フォーマット/検証ルール・ビルダーのプロパティ:

 

 
フォーマット/検証ルール・ビルダーの「セルのフォーマット」のオプション:

 

第 22章
フォームのルールのフォーマットについて

22-33



 
カスタム・スタイルが適用されて設計時フォーマット・ルールのみが表示された Smart View
ランタイム・データ・グリッド:

 

 
カスタム・スタイルが適用されて設計時フォーマット・ルールのみが表示されたWebランタイ
ム・データ・グリッド:
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シナリオ 3: カスタム・スタイルおよびセル・スタイルの適用
次のスクリーンショットでは、Oracle Smart View for Officeのセル・スタイルが設計時フォー
マット・ルールより優先されています。
カスタム・スタイルとセル・スタイルが適用された Smart Viewランタイム・データ・グリッ
ド:

 

 
カスタム・スタイルとセル・スタイルが適用されたWebランタイム・データ・グリッド:

 

第 22章
フォームのルールのフォーマットについて

22-35



 

シナリオ 4: 1つのデータ検証ルールがあるセル・スタイルの適用
次のフォーマット/検証ルール・ビルダーのスクリーンショットでは、値が$4000を超えた場合
にレベル 0の「その他報酬」セルの背景色とツールチップを設定するデータ検証ルールが追加
されます。
フォーマット/検証ルール・ビルダーのプロパティ:

 

 
フォーマット/検証ルール・ビルダーの「セルのフォーマット」のオプション:

 

 
セル・スタイルが適用され、1つのデータ検証ルールがある Smart Viewランタイム・データ・
グリッド:
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前述のスクリーンショットでは、ルール・ビルダーで定義されたデータ検証ルールがセル
[B,14]、[F,14]および[H,14]に適用されています。四方を黒い枠線で囲まれ、背景色は黄色で、
フォントは青色です。
セル・スタイルが適用され、1つのデータ検証ルールがあるWebランタイム・データ・グリッ
ド:

 

 
前述のスクリーンショットに関して、次の点に注意してください:

• フォーマット: 四方を黒い枠線で囲まれ、背景色は黄色で、フォントは青色です。
• ツールチップ・メッセージ: その他報酬が$4000を超えています。
シナリオ 5: 1つのデータ検証ルールと 1つの Groovyルールがあるセル・スタイルの適用
Groovyルール定義により、セル値が給与の 10%を超えた場合に「その他報酬」セルの背景色
とツールチップが設定されます。
Groovyルール定義:

 

第 22章
フォームのルールのフォーマットについて

22-37



 
フォーム・デザイナの「ビジネス・ルール」タブでのフォームへの Groovyルールの追加:

 

 
Groovyルールおよびデータ検証ルールが適用された Smart Viewランタイム・データ・グリッ
ド:
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データ検証ルールおよび Groovyルールがセル[B,14]と[H,14]に適用されています。
前述の Smart Viewランタイム・データ・グリッドでは、次の点に注意してください:

• Groovyルールはデータ検証ルールより優先度が高いため、背景色は Groovyルールから適
用されます。フォーマット(枠線および青色フォント)は、Groovyルールによるフォーマッ
トの適用がないため、データ検証ルールからマージされます。

• セル[C,14]、[D,14]、[E,14]および[I,14]では、Groovyルール定義のみが表示されます。
• セル[F,14]にのみデータ検証ルールが適用されます
Groovyルールおよびデータ検証ルールが適用されたWebランタイム・データ・グリッド:

 

 
前述のWebランタイム・データ・グリッドでは、次の点に注意してください:

• Groovyルールはデータ検証ルールより優先度が高いため、背景色は Groovyルールから適
用されます。フォーマット(枠線および青色フォント)は、Groovyルールによるフォーマッ
トの適用がないため、データ検証ルールからマージされます。

• 一部のセルでは、Groovyルール定義のみが表示されます。
• 1つのセルにのみデータ検証ルールが適用されます
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シナリオ 6: 1つのデータ検証ルールと 1つの Groovyルールがあるカスタム・スタイルとセ
ル・スタイルの適用
次のスクリーンショットでは、優先度の順序が適用されます(P1が優先度が最も高い):

• (P1) Groovyルール
• (P2) フォーマット/データ検証ルール・ビルダーのデータ検証ルール
• (P3) Smart Viewのセル・スタイル
• (P4) フォーマット/データ検証ルール・ビルダーのフォーマット・ルール
• (P5) Smart Viewのカスタム・フォーマット
カスタム・スタイルとセル・スタイルが適用され、1つのデータ検証ルールと 1つの Groovy
ルールがある Smart Viewランタイム・データ・グリッド:

 

 
読取り専用の色が無効になっている Smart Viewランタイム・データ・グリッド:
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23
アプリケーションおよびシステム設定の管理

数値のフォーマット、通知、ページに表示されるアイテム数、別名、日付のフォーマット、ア
プリケーション所有権の割当てなど、アプリケーションのデフォルトおよびシステム設定を設
定します。
次も参照:

• 指定可能なアプリケーションおよびシステム設定
• ユーザー変数の定義
• 表示形式のカスタマイズ
表示のテーマを変更するか、会社のロゴまたは背景イメージをホーム・ページに追加しま
す。

• 将来のイベントのお知らせ
• アーティファクト・ラベルの指定

指定可能なアプリケーションおよびシステム設定
次のようなアプリケーションおよびシステムの様々な側面を制御できます。
• 千の位、小数点および負数をフォームで表示する方法
• 通知を受けるアクションの定義
• ユーザー IDではなくユーザーのフル・ネームの表示
• レポート・オプションの設定
• 別のサービス管理者へのアプリケーション所有権の割当て
アプリケーションおよびシステム設定を変更するには:

1. 「アプリケーション」、「設定」の順にクリックします。
2. 現在のアプリケーションのデフォルトを指定します。設定の詳細は、以下のアプリケーシ
ョン設定の表を参照してください。

3. システム設定を指定します。設定の詳細は、以下のシステム設定の表を参照してください。
4. 「保存」をクリックします。
表 23-1 アプリケーション設定

アプリケーション設定 説明
別名設定 オプションの詳細は、デフォルトの別名表の指定と、メンバーおよび別

名の表示オプションの設定を参照してください。
数値のフォーマット オプションの詳細は、数値のフォーマットを参照してください。
承認 別名を表示するか、開始されていない承認ユニットを表示するか、承認

通知で別名として承認ユニットを表示するかどうかを選択します。
通知 タスク・リスト、承認およびジョブ・コンソールで通知を有効化します。
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表 23-1 (続き) アプリケーション設定

アプリケーション設定 説明
ページ ページでのメンバーのインデントおよびページ・ドロップダウンのアイ

テム数の設定に対するデフォルトを設定します。
「「ページ」ドロップダウンの項目数」オプションを使用するとメンバー・
リストを短くできるので、「検索」ボックスを容易に見つけられるように
なることに注意します。たとえば、リストを 10メンバーに減らすと、ス
クロールしなくても「検索」ボックスが見つかります。
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表 23-1 (続き) アプリケーション設定

アプリケーション設定 説明
その他オプション 次に示すその他の構成オプションを設定します:

• 日付フォーマット
• 属性ディメンション日付フォーマット
• UI表示: 「標準インタフェース」または「簡易インタフェース」を
選択します。

• 部分グリッド・フェッチ・サイズ(行,列): nn,nnの形式で行と列の
数を入力します

• Smart Viewでアプリケーション管理オプションを抑制
• アド・ホック読取り専用役割のデータ・ロードの有効化: デフォルト

は「いいえ」です。アド・ホック読取り専用役割を持つユーザーの
データ・ロードを有効にするには、「はい」を選択します。

• ルールがバックグラウンドで実行されるまでの秒数の設定: 0から
600までの値を入力します。

ノート:

フォームのコンテキスト内から実行されるルールは同期
モードで実行され、バックグラウンドでは実行されませ
ん。これは、保存後に自動的に実行されるルール、ロー
ド前に実行されるルール、またはフォームのコンテキス
ト・メニューや「アクション」メニューから実行される
ルールに適用されます。

• クライアント・ログ・レベル: 接続したデータ・ソースからのエラ
ー・メッセージ、警告メッセージおよび情報メッセージはすべて発
生時に表示されますが、どのメッセージ・レベルのものをブラウザ・
コンソールのログ・ファイルに記録するかを選択できます。この設
定は、Oracle JETテクノロジを使用するWebインタフェースでの
み使用できます。表示および記録するメッセージ・レベルの選択:
– 「なし」: すべてのメッセージを抑制します。
– 「情報」: 警告およびエラーを含む、すべてのメッセージ (問題を

診断する際に推奨)。パフォーマンスに悪影響を与える可能性
があります。

– 「警告」: 警告レベルおよびエラー・レベルのメッセージ。パフ
ォーマンスに悪影響を与える可能性があります。

– 「エラー」: エラー・メッセージのみ(一般的な使用に推奨)。パ
フォーマンスへの影響が最小になります。

– 「一般」: 情報レベルのメッセージとすべてのサーバー・レスポ
ンスおよびリクエスト。パフォーマンスに悪影響を与えます。

• アド・ホックのユーザー式の有効化: 「はい」を選択すると、アド・
ホック・グリッドでメンバー式が添付されたセルにカーソルを置い
たときに、セルに関連付けられているメンバー式が表示され、計算
をオンザフライで実行できます。

• 「セグメント」ドロップダウンでの除外メンバーのフィルタ処理: デ
フォルトは「はい」です。「いいえ」を選択すると、フォームで行の
ドロップダウン POVに除外メンバーが表示されます。

• フォーム・バージョン: フォーム・バージョンを指定します。既存の
アプリケーションについては、デフォルトは「フォーム 1.0」です。
新しく作成されたアプリケーションのデフォルトは「フォーム 2.0」
になります。この設定はアプリケーション固有であり、アプリケー
ション間で異なる場合があります。

• レガシー・リスト・ページ: 標準化されたアーティファクト・ページ
(リストまたはリスト・ページとも呼ばれます)を従来のアーティフ
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表 23-1 (続き) アプリケーション設定

アプリケーション設定 説明
ァクト・ページに戻します。デフォルトは「いいえ」で、標準化さ
れたアーティファクト・ページが表示されます。従来のアーティフ
ァクト・ページに戻すには、「はい」を選択します。
標準化された Cloud EPMプラットフォームのアーティファクト・ペ
ージについてを参照してください。

プレディクティブ・プランニ
ング

次の設定を指定するためのプレディクティブ・プランニング・オプショ
ン:
• ワースト・ケースとベスト・ケースの値に使用する「予測区間」。自
動プレディクトにも適用されます。

• プレディクションを実行する、フォームが関連付けられているキュ
ーブを選択する「プレディクション・キューブ」。

• 履歴実績が格納されているキューブを選択する「ソース・キュー
ブ」。これは、「プレディクション・キューブ」と同じキューブでも、
異なるキューブでもかまいません。

• ソース・キューブの「POV」。履歴データ・ソースの POVを定義す
る際には、すべてのディメンションからメンバーを選択できます。
ディメンションのメンバーを指定しない場合、プレディクション中
に、プレディクティブ・プランニングでは、「シナリオ」ディメンシ
ョンからは「実績」メンバーが使用され、他のディメンションにつ
いてはフォームの POVのメンバーが使用されます。

次の点に注意してください。
• ソース・データとプレディクションに異なるキューブを使用する場
合は、それらが同じアプリケーション内にある必要があります。

• それぞれのプレディクション・キューブについて、ソース・キュー
ブ(プレディクション・キューブと同じでも、異なるキューブでもか
まわない)およびソース・キューブの POVを指定できます。

• アプリケーション内のそれぞれのキューブについて POVを選択で
きます。

デジタル・アシスタント設定 Oracle Digital Assistant for Enterprise Performance Management
を実装した場合は、アシスタントの構成設定を指定します。
ノート: これらの設定は、Oracle Digital Assistant for Enterprise
Performance Managementを使用できるようにするための大きな構成
プロセスの一部です。アシスタントを使用する前に、構成手順を完了す
る必要があります。デジタル・アシスタントのスタート・ガイドのアプ
リケーションの構成を参照してください。
• チャネル ID: Oracle Digital Assistant for Enterprise

Performance Managementの Oracle Webチャネルを作成したと
きに生成されたチャネル IDを入力します。

• サービス名: デジタル・アシスタント URLを入力します。これは、
サービスにログオンしたときに表示される Oracle Digital
Assistantサービス URLです。http://または https://を前に付けず
に URLを入力します。
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表 23-1 (続き) アプリケーション設定

アプリケーション設定 説明
Smart Viewアドオン 環境の必要に応じて、次の Smart View関連オプションを有効にします:

• Googleスプレッドシート: Googleスプレッドシートでの Smart
Viewのサポートを有効にする場合に選択します。選択すると、ユー
ザーは Googleスプレッドシートからアプリケーションに接続し、
Smart View機能を使用して Googleスプレッドシートのデータを
表示および分析できます。

• 無効なメンバー/コメントの保持: リフレッシュ後にユーザーが
Smart Viewのアド・ホック・グリッド上の無効なメンバーとコメ
ントを保持できるようにする場合に選択します。
たとえば、ユーザーはアド・ホック・グリッドにメンバー名を誤っ
て入力したり、グリッドの内外にコメントを追加する場合がありま
す。アプリケーションでこのオプションを選択すると、ユーザーは
グリッドをリフレッシュし、無効なメンバーとコメントをすでに入
力したデータとともに保持できます。
Smart Viewユーザーは、コメントのセル・スタイルを設定でき、
これにより無効なメンバーとコメントが呼び出されます。このオプ
ションが選択されていない場合、無効なメンバーはグリッド内の最
も近い直前のメンバーに戻ります。ただし、グリッド内の最初の行
または最初の列はコメントとして保持されます。グリッドに挿入さ
れた空白の行または列は空白のままです。

Oracle Guided Learning設
定

Oracle Guided Learningを実装した場合は、構成設定を指定します。

ノート:

これらの設定は Oracle Guided Learning
を使用できるようにするための大きな構成
プロセスの一部です。Oracle Guided
Learningを使用する前に、構成手順を完了
する必要があります。Oracle Guided
Learningを使用した Cloud EPMと Oracle
Enterprise Data Management Cloudの統
合を参照してください。

• OGLアプリケーション ID: アプリケーション IDを入力します。
• OGLサーバー URL: 場所に応じた URLを入力します:

– NA: https://guidedlearning.oracle.com
– EMEA: https://guidedlearning-emea.oracle.com
– APAC: https://guidedlearning-apac.oracle.com

AIの使用可能 アプリケーションで AIを使用可能にします:
「生成 AI」を選択して、単一のインサイトまたはインサイトのグループ
のナレーティブ・サマリーを自動的に生成する機能を使用可能にします。

表 23-2 システム設定

システム設定 説明
ユーザーのフル・ネームの表
示

選択すると、ユーザーのフル・ネームが表示されます(Max Henningsな
ど)。クリアすると、ユーザーの IDが表示されます(VHenningsなど)。
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表 23-2 (続き) システム設定

システム設定 説明
キューブのリフレッシュに共
有メンバーを含める

選択すると、基本メンバーと共有メンバーの親に割り当てられたアクセ
ス権限の組合せに基づいた、最も高いセキュリティ・アクセスを共有メ
ンバーが継承します。
クリアすると、共有メンバーが基本メンバーに割り当てられたセキュリ
ティ・アクセスを継承します。

デフォルト祖先アクセス権 アド・ホック・グリッドおよびメンバー・セレクタの祖先メンバーへの
デフォルトのユーザー・アクセス権を指定するオプションを選択します:
• なし: デフォルトでは、ユーザーは、自分にアクセス権があるメンバ

ーの祖先メンバーを表示できません(自分にそれらへのアクセス権
が明示的に付与されている場合を除きます)。このオプションを選
択した場合、システムは、24.03の更新の前と同じように動作しま
す。

• 読取り: デフォルトでは、ユーザーは、自分にアクセス権があるメン
バーの祖先メンバーへの読取り専用アクセス権を付与されます(自
分に書込みアクセス権または表示アクセス権が明示的に付与されて
いる場合を除きます。この場合は、それらがこのデフォルトより優
先されます)。

• 書込み: デフォルトでは、ユーザーは、自分にアクセス権があるメン
バーの祖先メンバーへの書込みアクセス権を付与されます(自分に
読取りアクセス権または表示アクセス権が明示的に付与されている
場合を除きます。この場合は、それらがこのデフォルトより優先さ
れます)。

• 表示: デフォルトでは、ユーザーは、自分にアクセス権があるメンバ
ーの祖先メンバーへの表示専用アクセス権を付与されます(自分に
読取りアクセス権または書込みアクセス権が明示的に付与されてい
る場合を除きます。この場合は、それらがこのデフォルトより優先
されます)。

ノート:

表示専用アクセス権があるメンバーは表示されますが、
それらのメンバーに関連付けられているセルにはデータ
値ではなく「#NoAccess」が表示されます。

「デフォルト祖先アクセス権」設定の操作の詳細は、Oracle Smart View
for Officeの操作のアド・ホック・グリッドでの祖先メンバーへのアクセ
スを参照してください。

電子メールの文字セット 「UTF-8エンコード」または「地域設定」を選択します。
ビジネス・ルール通知 「はい」に設定されている場合、(Calculation Managerで通知に対して

有効な)ルールが完了するか、エラーが発生した場合にユーザーまたはグ
ループに通知します。「ユーザーに通知」で、通知するユーザーまたはグ
ループを選択します。
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表 23-2 (続き) システム設定

システム設定 説明
アド・ホックでの共有メンバ
ーに対するドリルダウンを許
可

• 「はい」では、アド・ホック・グリッドで共有メンバーに対するドリ
ルダウンが許可されます。
「はい」に設定している場合、「ベースのすべてのレベルにドリル」
チェック・ボックスが表示されます。
このオプションが「はい」に設定されている場合、ブロックの抑制
はサポートされないことに注意してください。ブロックの抑制を無
効にするには:
– Oracle Smart View for Officeの「オプション」、「データ・オ
プション」で、「欠落ブロックの抑制」を無効にします。

– Webの「プリファレンス」、「アド・ホック・オプション」で、
「行で欠落しているブロック」を無効にします。

• 「いいえ」では、アド・ホック・グリッドで共有メンバーに対するド
リルダウンが無効になります。

ベースのすべてのレベルにド
リル

アド・ホック・グリッド・ユーザーが共有メンバーから基本階層内のす
べてのレベルにドリル・ダウン(またはズーム・イン)することを許可し
ます。このチェック・ボックス・オプションは、標準モードのアプリケ
ーションにのみ適用されます。
「ベースのすべてのレベルにドリル」チェック・ボックスは、「アド・ホ
ックでの共有メンバーに対するドリルダウンを許可」が「はい」に設定
されている場合に表示されます。
多くの場合、共有メンバーはその基本階層で親メンバーです。「ベースの
すべてのレベルにドリル」チェック・ボックスを有効にすると、ユーザ
ーはズーム・オプションの「すべてのレベル」または「最下位レベル」
を使用して、共有メンバーから基本階層にドリル・ダウンできます。
「ベースのすべてのレベルにドリル」チェック・ボックスを無効にする
と、ユーザーは「次のレベル」ズーム・オプションを使用して、基本階
層の様々なレベルに一度に 1つずつズーム・インできます。
共有メンバーへの複数セル・ズーム・インはサポートされません。

承認プロセスの電子メールの
最小化

承認の使用時にユーザーが受信する電子メールの数を減らします。デフ
ォルトは「いいえ」です。
「はい」を選択すると、プランニング・ユニットの新しい所有者にメール
通知(承認された親エンティティに関する)が 1通だけ送信されます。プ
ランニング・ユニット階層のすべての子エンティティに個別の電子メー
ル通知が送信されるわけではありません。「いいえ」を選択すると、親ノ
ードで設定されている所有者が、選択したノードについてのメールも、
子ノードについてのメールも受信します。

アプリケーションの使用可能 バックアップ中などの管理モードのときに、ユーザーがアプリケーショ
ンにアクセスできるかどうかを判別します。「管理者」を選択すると、非
管理者ユーザーがアプリケーションにログオンしている場合、ユーザー
は強制的にシステムからログオフされ、ログオンできなくなります。す
べてのユーザーがアプリケーションにアクセスできるように復元するに
は、「すべてのユーザー」を選択します。

アプリケーションの所有者の
割当

アプリケーションの所有権を別のサービス管理者に割り当てます。
アプリケーションの所有権の詳細は、アプリケーション所有権の管理を
参照してください。

代替変数の表示を使用可能に
する

ユーザーが、ビジネス・ルールで実行時プロンプトへの応答時に「メン
バー選択」ダイアログ・ボックスに代替変数をどう表示させるかを次の
ように設定します。「すべて表示」では、すべての代替変数が表示されま
す。「何も表示しない」では、代替変数は表示されません。「フィルタの
使用可能」では、実行時プロンプトに有効な代替変数のみが表示されま
す。
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表 23-2 (続き) システム設定

システム設定 説明
抑制モード 行と列にデータの欠落やゼロがある場合のWebおよび Smart Viewに

おけるアド・ホック・グリッドの抑制動作を選択します。
• 欠落した値のみを抑制(デフォルト): データなし/欠落を含む行また
は列、あるいはその両方を抑制します。

• 欠落を抑制したらゼロも抑制: データなし/欠落とゼロの両方を含む
行または列、あるいはその両方を抑制します。

Smart Viewアド・ホック動
作

すべての新規および再作成アプリケーションは、自動的に「標準」に設
定されます。
既存および移行済アプリケーションの場合、Smart Viewで拡張アド・
ホックの機能および動作を有効にするかどうかを選択します:
• ネイティブ(デフォルト): 拡張アド・ホック機能を有効化しません。

すべての Smart Viewリリースでサポートされます。
ノート: 25.01以降では、「ネイティブ」モード・オプションは使用
できますが、サポートされなくなりました。アプリケーションを「標
準」モードに変換することをお薦めします。

• 標準: 拡張アド・ホック機能を有効にします。
リリース 11.1.2.5.900以降の Smart Viewでサポートされます。

標準モードで使用可能な拡張アド・ホック機能の詳細は、Oracle Smart
View for Officeの使用の Cloud EPMでの Smart Viewの動作オプショ
ンを参照してください。

リフレッシュ時にすべての別
名表を使用

アド・ホック・グリッドに入力された別名を現在選択されている別名表
を使用して評価するか、すべての別名表に対して評価するかを指定しま
す
• はい: 入力はすべての別名表およびすべてのメンバー名に対して評
価されます。

• いいえ: 入力は現在選択されている別名表およびすべてのメンバー
名に対して評価されます。これがデフォルトの設定です。

入力が有効なメンバー名または別名として識別されない場合、入力はコ
メントとして表示されます。

シナリオ期間に基づいた通貨
計算の有効化

シナリオ期間に基づいてフォームおよびバッチ通貨ルールで通貨計算を
有効化するかどうかを選択します。「はい」を選択すると、通貨計算は、
シナリオ期間に定義された範囲に制限されます。「いいえ」を選択する
と、為替レートやレポート通貨に基づいてすべてが計算され、シナリオ
期間の範囲に基づいて制限されません。通貨換算スクリプトの動作は、
ルール実行時のアプリケーション設定に応じて異なることに注意してく
ださい。

日次メンテナンス時に増分デ
ータ・インポートのために
Cloud EPMスマート・リスト
のテキスト・データをエクス
ポート

日次メンテナンス・プロセス中に完全なエクスポートを実行するか、ア
プリケーション・バックアップを作成するかを選択します:
• はい: 完全なエクスポートを実行することで、ビジネス・プロセス・
スマート・リスト・データを含むデータをアプリケーションに増分
的にインポートできます(このオプションではメンテナンス・プロセ
スの時間が長くなる可能性があります)

• いいえ(デフォルト): メンテナンス・プロセス時にアプリケーション
のバックアップを作成することで、全面的な復元の一部としてデー
タを使用できます

この設定は、ハイブリッドをサポートしない Oracle Essbaseにのみ該当
します。
詳細は、Oracle Fusion Cloud EPMオペレーション・ガイドの日次メン
テナンス時に増分データ・インポートのためにスマート・リストのテキ
スト・データをエクスポートを参照してください。
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表 23-2 (続き) システム設定

システム設定 説明
デフォルトで勘定科目をリン
ク

ブロック・ストレージ(入力)キューブの場合、デフォルトで勘定科目メ
ンバーを XREFリンクするかどうかを選択します:
• はい(デフォルト): XREFは勘定科目メンバーで作成され、アプリケ

ーションは以前のリリースと同じように機能します。
• いいえ: 勘定科目メンバーの XREFは作成されず、これにより、アプ

リケーションのパフォーマンスが向上する場合があります。「いい
え」を選択すると、「キューブのリフレッシュ」を実行した後、勘定
科目メンバーの既存の XREFはすべて削除され、非ソース・キュー
ブではソース・キューブのデータが表示されなくなります。

特定の勘定科目メンバーで HSP_LINKおよび HSP_NOLINK UDAを使用
すると、その勘定科目メンバーの XREF設定がオーバーライドされるこ
とに注意します。たとえば、このオプションが「いいえ」に設定され、
@XREF関数を使用して、別のキューブのデータ値を検索し、現在のキュ
ーブから値を計算する場合、HSP_LINK UDAをそのようなメンバーに追
加して、この特定のメンバーに対してのみ@XREF関数を作成できます。
このオプションが「はい」に設定されている場合、HSP_NOLINKは以前
のリリースと同じように機能し、特定のメンバーで XREFが作成されな
いようにします。

属性ディメンション並替えし
きい値

0から 500までのしきい値を入力します(500がデフォルト値です)。
属性ディメンションについては、特定の親の下のメンバー数が、指定し
たしきい値を超えると、メタデータのロード中ではなく、ロードの終了
時にメンバーが並べ替えられます。属性ディメンションの特定の形状に
よっては、この数値を調整すると、パフォーマンスに影響が生じること
があります。一般に、属性ディメンションのロード時間が許容可能なレ
ベルを下回らないかぎり、この設定は無視できます。

レポート・オプションの設定 次世代のレポートのレポート・ソリューションを使用している場合は、
この設定を使用して、レポートの作成に会社で使用している TrueType
フォントをアップロードすることをお薦めします。
TrueTypeフォントをアップロードするには、「レポート設定」、フォン
トの管理、  (「作成」)の順にクリックして、アップロードするフォン
ト・ファイルを選択します。
Planningの操作のレポートのレポート・ソリューションの操作を参照し
てください。

ユーザー変数の定義
部署の費用など、特定のメンバーにユーザーが集中できるように、ユーザー変数を定義できま
す。たとえば、エンティティの行、および部署というユーザー変数を含むフォームを作成でき
ます。たとえば販売など、部署ユーザー変数のメンバーを選択することによってフォームで表
示される行数を制限できます。後で部署に他の値、たとえば営業などを選択できます。
ユーザー変数を更新するには:

1. 「ツール」、「変数」の順にクリックします。
2. 「ユーザー変数」タブをクリックします。
3. 変更する変数の横にある (「メンバー・セレクタ」)をクリックします。
4. 「メンバーの選択」で、メンバーを選択します。
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表示形式のカスタマイズ
表示のテーマを変更するか、会社のロゴまたは背景イメージをホーム・ページに追加します。
外観ページで、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境の全般的なルッ
ク・アンド・フィールを変更できます。
すべての Cloud EPMサービス、ビジネス・プロセスおよびアプリケーションで、レッドウッ
ド・エクスペリエンスが使用されます。レッドウッド・エクスペリエンスには、デフォルトの
Oracleテーマと 2つの追加の外観オプションであるカスタム・ライトおよびカスタム・ダーク
が用意されています。
レッドウッド・エクスペリエンスの外観オプションの変更以外にも、カスタム・ブランド・ロ
ゴやカスタム背景イメージを追加したり、グローバル・ヘッダーの下に表示されるバンドにカ
スタム・カラーを適用したり、ビジネス・プロセス名を非表示にしたりすることで、ホーム・
ページをカスタマイズできます。ホーム・ページ使用の全般情報は、ホーム・ページについて
を参照してください。

ノート:

「ユーザー・プリファレンス」でプロファイル・ピクチャを設定して、ホーム・ペー
ジの「お知らせ」パネルの上部に表示できます。「ツール」に続いて、「ユーザー・プ
リファレンス」をクリックします。
詳細は、Planningの操作のプロファイル・ピクチャの設定を参照してください。

表示をカスタマイズするには、管理者用スタート・ガイドの Cloud EPMの外観の構成を参照し
てください。

将来のイベントのお知らせ
システム・メンテナンスやジョブの実行など、将来のイベントをユーザーに通知するには、お
知らせを作成して送信します。お知らせは、アプリケーションのホーム・ページの「お知らせ」
領域に表示されます。
「お知らせ」領域の詳細は、ホーム・ページについてを参照してください
お知らせを作成するには:

1. 「ツール」をクリックし、「お知らせ」をクリックします。
2. 「作成」をクリックし、次のような情報を入力します。

• お知らせの目的を要約した件名
• 開始日(お知らせを送信する時期)。終了日はオプションです。
• 内容。最初に編集モード(リッチ・テキストまたはソース・コード)を選択する必要があ
る場合があります。
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アーティファクト・ラベルの指定
「ツール」クラスタのアーティファクト・ラベル・ページを使用すると、サービス管理者は、ユ
ーザーのブラウザのロケールに基づいてアーティファクト・ラベル(アーティファクト名、説明
など)をカスタマイズできます。
例をいくつか示します。
• ユーザーに表示しない暗号のような名前でフォームを作成する場合、ユーザーの言語で表
示されるわかりやすい名前をフォームに定義できます。

• 次の例のように、ユーザーの言語でのみ表示される、アーティファクトに関する有用な指
示を作成する場合:

"この式では、休職中の常勤従業員の数が計算されます。"

関連リンク
• ローカライズ可能なアーティファクト・ラベル
• アーティファクト・ラベル・グリッドの操作
• 言語の追加とローカライズされたアーティファクト・ラベルの定義
• 編集するアーティファクト・ラベルのエクスポートとインポート

ローカライズ可能なアーティファクト・ラベル
アプリケーションでは、次のアーティファクトの言語の変更がサポートされています。
• カード
• クラスタ
• ダッシュボード
• データ・マップ
• データ検証ルール
• ディメンション
• フォルダ
• フォーム
• メンバー
• メニュー
• メニュー・アイテム
• ナビゲーション・フロー
• キューブ
• 承認ユニット階層
• レポート
• ルール
• ルールセット
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• スマート・リスト
• スマート・リスト・エントリ
• タブ
• タスク
• タスク・リスト
• テンプレート
• ユーザー変数
• 有効な交差

アーティファクト・ラベル・グリッドの操作
アーティファクト・ラベル・ページには、アーティファクトおよびプロパティ・タイプでフィ
ルタされた Excelスタイルのスプレッドシート・グリッドが表示されます。
グリッドの行軸には、アーティファクトとそのプロパティが表示されます。
グリッドの列軸には、次の列が表示されます。
• アーティファクト : アーティファクトのタイプ (たとえば、タスク・リストやルール)

• プロパティ: アーティファクトのプロパティ・タイプ(たとえば、名前、説明など)

• デフォルト: アーティファクトの作成時に定義されたアーティファクト・ラベルが表示され
ます。

言語が追加されると、「デフォルト」列の右側に新しい列が表示されます。
アーティファクト・ラベル・グリッドを表示およびフィルタするには:

1. 「ツール」をクリックし、「アーティファクト・ラベル」をクリックします。
2. フィルタするには:

a.  (「フィルタ」)をクリックし、操作するアーティファクトを選択します。一部のア
ーティファクトについては、プロパティ・タイプによってさらにフィルタできます。

b. 「適用」をクリックして「フィルタ」ウィンドウを閉じると、アーティファクト・タイ
プとプロパティ・タイプでフィルタされたアーティファクト・グリッドが表示されま
す。

言語の追加とローカライズされたアーティファクト・ラベルの
定義

サービス管理者は、サポートされている言語のリストからアーティファクト・ラベル・グリッ
ドに特定のアーティファクトの言語を追加できます。一度に選択できる言語は 1つのみです。
言語を追加すると、その言語の新しい列がグリッドの「デフォルト」列の右側に追加されます。
言語固有の列のセルは編集可能です。
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ヒント:

アーティファクト・ラベル・グリッドでラベルを直接追加するには、この方法を使用
します。この方法は、一度に少数のラベルのみを追加または更新する必要がある場合
に最適です。複数のラベルに影響する用語の変更など、アーティファクト・ラベルに
対するバルク変更または更新の場合は、エクスポート機能を使用して Excelで編集し
た後、インポートします。編集するアーティファクト・ラベルのエクスポートとイン
ポートを参照してください。

言語を追加するには:

1. 「ツール」をクリックし、「アーティファクト・ラベル」をクリックします。

2. (「フィルタ」)をクリックし、操作するアーティファクトを選択します。一部のアーテ
ィファクトについては、プロパティ・タイプによってさらにフィルタできます。

3. 「適用」をクリックします。
4. 「言語の追加」をクリックします。
5. サポートされている言語のリストから選択します。
6. 言語固有の列で、それぞれのアーティファクト・プロパティ(「名前」、「説明」など)につい
て編集可能なセルにアーティファクト・ラベルを入力します。

ノート:

アーティファクト・ラベル・グリッドでは、[Ctrl]+[C] (コピー)および[Ctrl]+[V] (貼
付け)の使用はサポートされていません。

7. 「保存」をクリックします。

ノート:

デフォルトのナビゲーション・フローにローカライズされたアーティファクト・ラベ
ルを定義すると(ホーム・ページでアイコンの名前を編集するなど)、更新内容がすべ
てのナビゲーション・フローに自動的に伝播されます。ただし、デフォルト・フロー
ではない別のナビゲーション・フローにローカライズされたアーティファクト・ラベ
ルを定義すると、更新内容によってデフォルト・フローのラベルが上書きされます。

編集するアーティファクト・ラベルのエクスポートとインポー
ト

指定した言語のすべてのアーティファクト・ラベルをエクスポートして編集できます。すでに
ラベルのあるアーティファクトのみがエクスポートされます。ラベルは Excelファイル形式
(XLSX)でエクスポートします。編集後、ラベルをアプリケーションにインポートできます。
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ヒント:

この方法は、複数のラベルに影響する用語変更など、言語ごとのアーティファクト・
ラベルのバルク変更または編集に使用します。個々のアーティファクト・ラベルを更
新する場合は、アーティファクト・グリッドで直接編集できます。言語の追加とロー
カライズされたアーティファクト・ラベルの定義を参照してください。

言語ごとのアーティファクト・ラベルを編集のためにすべてエクスポートしてインポートする
には:

1. 「ツール」をクリックし、「アーティファクト・ラベル」をクリックします。
2. すべてのアーティファクト・ラベルが含まれる XLSXファイルをエクスポートします:

a. 「アクション」、「エクスポート」の順にクリックします。
b. エクスポート・ファイルのターゲットの場所を選択します:

• ローカル: エクスポート・ファイルをローカル・コンピュータ上の場所に保存しま
す。

• 送信ボックス: エクスポート・ファイルをサーバーに保存します。受信ボックス/送
信ボックス・エクスプローラを使用したファイルのアップロードおよびダウンロー
ドを参照してください。

c. 言語を選択します。
d. 「エクスポート」をクリックします。

3. XLSXファイルでラベルを編集します。
4. XLSXファイルをインポートします:

a. 「アクション」、「インポート」の順にクリックします。
b. インポート・ファイルの場所を選択します。

• ローカル: 自分のコンピュータの場所からインポート・ファイルをロードします。
「ソース・ファイル」で、「参照」 をクリックして、インポートしているアーティ
ファクトのインポート・ファイルを自分のコンピュータ上で選択します。

• 受信ボックス: サーバーからインポート・ファイルをロードします。「ソース・ファ
イル」内にファイルの名前を入力します。受信ボックス/送信ボックス・エクスプ
ローラを使用したファイルのアップロードおよびダウンロードを参照してくださ
い。

c. 「インポート」をクリックします。
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24
その他の管理タスクへのアクセス

この章の情報を使用して、追加の管理タスクを実行します。
関連リンク
• 「ナビゲータ」メニューについて
• データ・ロード設定の管理
• データ統合を使用したインポート
• アクション・メニューの管理
• 別名表の管理
• ディメンションの管理
• フォームの管理
• ルールの管理
• ルール・セキュリティの管理
• スマート・リストの管理
• タスク・リストの管理
• ユーザー・プリファレンスの設定
• 変数の管理
• セル詳細のクリア
• データのコピー
• 複数のバージョンのデータのコピー
• アプリケーション診断の管理
• 承認の管理
• 承認ユニット階層の管理
• 承認ユニット階層のシナリオとバージョンの組合せの割当て

「ナビゲータ」メニューについて
「ナビゲータ」メニューから追加の管理タスクにアクセスできます。
ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックすると、より多くのビジネス・プロセス機能
にアクセスできるリンクのリストが表示されます。
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ノート:

一部のリンクは、デスクトップからビジネス・プロセスにアクセスしている場合にの
み使用可能です。

データ・ロード設定の管理
パラメータを指定して、アプリケーション・データベースにデータを直接ロードできるように
します。必要に応じて、ドライバ・ディメンションの一意の識別子に基づいて親ディメンショ
ン・メンバーの子メンバーに詳細をロードする場合、拡張設定を使用できます。
たとえば、開始日、職階、給与基準および支払タイプとともに勘定科目データを従業員ディメ
ンション・メンバーにロードできます。人事データには新規従業員と既存の従業員のプレース
ホルダが含まれているため、次のような拡張設定も設定できます:

• データ・ロード・ディメンションの親: 新規従業員、既存の従業員
• 新規従業員の一意の識別子: 開始日、職階
• 既存の従業員の一意の識別子: 給与基準、支払タイプ
データ・ロード時に、新規従業員と既存の従業員の子メンバーにデータ更新がないかどうかが
評価されます。一意の識別子である開始日、職階、給与基準および支払タイプにより、既存の
データ・ロード・ディメンション値が更新されるか、新規値が追加されるかが判別されます。
つまり、一意の識別子のデータ値が同じ場合はデータが更新され、データ値が異なる場合は次
に使用可能な子メンバーが使用されます。
データをロードするためのパラメータを指定するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「統合」で、「データ・ロードの設定」
をクリックします。

2. 「データ・ロード・ディメンション」で、アプリケーション用にデータがロードされるディ
メンション(従業員など)を選択します。

3. 「ドライバ・ディメンション」で、 (「メンバーの選択」)をクリックして、データのロー
ド先のディメンションを選択します。
たとえば、データを従業員にロードする場合、ドライバ・ディメンションには勘定科目を
使用できます。

4. ドライバ・ディメンションのメンバーを選択します。
たとえば、ドライバ・ディメンションが勘定科目である場合、ドライバ・ディメンション・
メンバーには開始日、等級、職階、給与基準および支払タイプを組み込むことができます。

5. オプション: 拡張設定を使用するには、次のステップに従います。
a. (「新規行の追加」)をクリックして、行を追加します。
b. 新規フィールドの右側で、 (「データ・ロード・ディメンションの親の選択」)をクリ
ックし、親メンバーを選択します。
メンバーの選択の詳細は、メンバー・セレクタの使用を参照してください。
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c. 親メンバーの右側にある「ドライバ・ディメンションの一意の識別子」の下で、メン
バーを一意の識別子として選択します。(このフィールドで選択したメンバーは、ペー
ジの上部にある選択済ドライバ・ディメンション・メンバーのリストに追加されます。)
各親メンバーには、少なくとも 1つの一意の識別子メンバーを含める必要があります。
これらの識別子メンバーにより、既存のデータ・ロード・ディメンション値が更新さ
れるか、新規値が追加されるかが判別されます。

d. 必要に応じて、前述のステップを繰り返して、行の追加を続行します。
e. 行を複製または削除するには、行内をクリックし、 (「行の複製」)または (「行の削
除」)をクリックします。

データ統合を使用したインポート
データ統合は、Oracle Fusion Cloud EPMでの統合プロセスの実行の基礎となるメカニズムで
す。忙しい管理者やユーザー向けに設計されたものであり、ファイルベース統合と直接統合の
ソースの定義、ソース・データを必要なターゲット・フォーマットに変換するためのマッピン
グ・ルールの作成、および定期的なデータ・ロード・プロセスの実行と管理が可能になります。
一般的な統合タスクは、作業方法をサポートし、それに準拠する、ナビゲートしやすいインタ
フェースを使用して行います。
統合プロセスの一般的な理解については、データ統合の管理のデータ統合の定義を参照してく
ださい。
チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。

目的 方法の学習
ビジネス・プロセスでのファイルベースのデータ統
合を定義および実行する方法を学習します。  データ統合を使用した Planningへのデ

ータのロード
アプリケーションの登録、期間マッピングの定義、
カテゴリ・マッピングの定義およびファイルベース
のデータ統合の作成と実行の方法を学習します。 データ統合を使用したデータのロード

アクション・メニューの管理
次も参照:

• アクション・メニューの作成と更新
• アクション・メニュー・アイテムの操作
• アクション・メニュー・アイテムの定義
• アド・ホック・グリッドのアクション・メニューの有効化

アクション・メニューの作成と更新
サービス管理者は、右クリック・メニュー(アクション・メニューまたはコンテキスト・メニュ
ーとも呼ばれる)を作成してフォームに関連付けることができ、ユーザーがフォームで行や列を
クリックしてメニュー・アイテムを選択し、次の操作を実行できるようになります:
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• 実行時プロンプトがあってもなくても、別のアプリケーション、URLまたはビジネス・ル
ールを起動

• 別のフォームへの移動
• 「承認の管理」への事前定義済のシナリオとバージョンをともなった移動
• ダッシュボードの追加
アド・ホック・グリッドで有効にできるグローバル・アクション・メニューを作成することも
できます。アド・ホック・グリッドのアクション・メニューの有効化を参照してください。
右クリックのコンテキストは、POVとページ、ユーザーがクリックしたメンバー、左のメンバ
ー(行)や上(列)など、次のアクションへ送られます。
フォームの設計時に、「その他オプション」を使用して、「フォーム」メニュー・アイテム・タ
イプで使用可能なメニューを選択します。アプリケーションを更新するとき、それに適切なメ
ニューが更新されます。たとえば、メニューで参照されているビジネス・ルールを削除する場
合は、そのルールをメニューから削除します。
アクション・メニューを作成、編集または削除するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「アクション・
メニュー」をクリックします。

2. 次のいずれかのアクションを行います:

• アクション・メニューを作成するには、「アクション」、「メニューの作成」 の順にク
リックし、「メニュー名」を入力して、「OK」をクリックします。
「アド・ホックに対して使用可能」を選択し、アド・ホック・グリッドで使用できるグ
ローバル・アクション・メニューであるアド・ホック・メニューを作成します。アド・
ホック・グリッドのアクション・メニューの有効化を参照してください。

• アクション・メニューにメニュー・アイテムを追加したり、アクション・メニューの
詳細を編集するには、メニューを選択して「アクション」をクリックし、「メニューの
編集」 をクリックします。アクション・メニュー・アイテムの操作を参照してくだ
さい。

• アクション・メニューを削除するには、1つ以上のメニューを選択して「アクション」
をクリックし、「メニューの削除」 をクリックし、「OK」をクリックします。

ノート:

フォームに関連付けられているアクション・メニューは削除できません。メ
ニューの削除を試みると、フォームからメニューを削除するように指示され
ます。その後、メニューを削除できます。

アクション・メニュー・アイテムの操作
メニューの編集ページには、名前、ラベル、必要なディメンション、アイコンおよびタイプ
(「URL」、「フォーム」、「ビジネス・ルール」、「承認の管理」、「ダッシュボード」、「メニュー・
ヘッダー」など)を含む、現在のアクション・メニューのメニュー・アイテムが表示されます。
アド・ホック・メニューを編集したり、既存のアクション・メニューをアド・ホック・メニュ
ーに変換することもできます。
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アクション・メニュー・アイテムを操作するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「アクション・
メニュー」をクリックします。

2. メニューを選択し、「アクション」をクリックして、「メニューの編集」 をクリックし
ます。

3. 初回のみ: メニューに初めてアイテムを追加するには、「子の追加」をクリックして、「保
存」をクリックします。

4. メニュー・アイテムを選択して、次のことを実行できます。
• 選択したメニュー・アイテムの下にメニュー・アイテムを追加するには、「アクショ
ン」、「子の追加」(「メニュー・ヘッダー」メニュー・タイプの場合に使用可能)をクリ
ックします。

• 選択したメニュー・アイテムと同じレベルにメニュー・アイテムを追加するには、「ア
クション」、「兄弟の追加」の順にクリックします。

• メニュー・アイテムを編集し、メニュー・アイテムのプロパティを定義するには、「ア
クション」、「メニュー・アイテムの編集」の順にクリックします。メニュー・アイテ
ムのプロパティの詳細は、アクション・メニュー・アイテムの定義を参照してくださ
い。

• メニュー・アイテムを削除するには、「アクション」、「メニュー・アイテムの削除」の
順にクリックします。

• 同じレベル内でメニュー・アイテムの順番を変更するには、「上へ移動」または「下へ
移動」をクリックします。複数のアイテムを移動できます。

5. 「保存」をクリックします。
「名前を付けて保存」をクリックして、新しいメニュー名の下にある現在の選択肢を保存し
ます。

アクション・メニュー・アイテムの定義
アクション・メニュー・アイテムを定義するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「アクション・
メニュー」をクリックします。

2. メニューを選択し、「アクション」をクリックして、「メニューの編集」 をクリックし
ます。

3. メニュー・アイテムを選択し、「アクション」をクリックして、「メニュー・アイテムの編
集」または「兄弟の追加」をクリックします。

4. メニュー・アイテムを定義します:

表 24-1 「メニュー・アイテムの編集」のオプション

アイテム 説明
メニュー・アイテム 特殊文字やスペースを入れずに、英数字とアンダースコア文字のみを

含む一意の名前を入力します。
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表 24-1 (続き) 「メニュー・アイテムの編集」のオプション

アイテム 説明
ラベル メニューが選択されたときに表示されるテキストを入力します。ス

ペースおよび特殊文字を使用できます。メニュー・ラベルはユーザ
ー・インタフェースに表示されます。ラベルはテキストか、名前のリ
ソース変数から参照できるものにします。たとえば、メニューのラベ
ルを「ファイル」と設定して、それを「ファイル」に直接設定するか、
ローカライズ可能な、「ラベル_ファイル」のようなリソースの名前に
設定します。

アイコン このオプションは現在サポートされていません。
タイプ メニュー・アイテム・タイプを選択して、使用可能なプロパティを判

別します。

ノート:

「メニュー・ヘッダー」にプロパティは使用できません。

• URL: 指定された URLを開くメニューを作成します。
• フォーム: 選択したフォームを起動するメニューを作成します。
ユーザーが、ソース・フォーム内で右クリックすると、メンバ
ー、ページ、POVのメンバー選択のコンテキストが保持されま
す。ターゲット・フォームにページのこれらのディメンション・
メンバーが含まれる場合、そのページはコンテキストが一致する
よう設定されます。Webから起動された場合、フォームはWeb
で開きます。Oracle Smart View for Officeから起動された場
合、フォームは Smart Viewで開きます。フレックス・フォーム
として有効化されるフォームを参照するアクション・メニュー
は、これらのフォームを Smart Viewではフレックス・フォーム
として開き、Webでは単一のフォームとして開きます。

• ビジネス・ルール: 選択したビジネス・ルールを起動するメニュ
ーを作成します。

• 承認の管理: 承認ユニットを操作するために「承認の管理」を開
くメニューを作成します。

• ダッシュボード: 選択したダッシュボードを起動するメニューを
作成します。ユーザーがソース・フォーム内で右クリックする
と、セル・コンテキストは保持され、ダッシュボードが新しい動
的タブで開きます。

• メニュー・ヘッダー: 子のメニュー・アイテムの作成先にメニュ
ーを作成します。このアイテムでメニューに区切り線を表示す
るには、「ラベル」にハイフンを 1つ入力します。この場合、「必
須ディメンション」リストは使用できません。
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表 24-1 (続き) 「メニュー・アイテムの編集」のオプション

アイテム 説明
必須パラメータ ディメンションとメンバーを選択するか、メニュー・アイテムを表示

するオプション(「視点」、「ページ」、「行」、「列」、「メンバーのみ」、
「セルのみ」)を選択します。たとえば「勘定科目」を選択すると、ユ
ーザーがフォームで勘定科目メンバーを右クリックしたときにメニ
ューが表示されます。「行」を選択すると、ユーザーが行を右クリッ
クしたときにメニューが表示されます。「なし」を選択すると、ユー
ザーがフォーム内の任意の場所を右クリックしたときにメニューが
表示されます。

ノート:

Smart Viewでは、フォーム(単一のフォームまたはフレッ
クス・フォーム)に添付されたアクション・メニューで、「ペ
ージ」および「POV」オプションはサポートされていませ
ん。

5. メニュー・アイテムのタイプごとに、異なるメニュー・アイテム・プロパティを定義しま
す:

表 24-2 メニュー・アイテム・タイプのオプション

タイプ オプション
URL a. 「URL」で、ユーザーがアクセスする完全な URLを入力します。

例: https://サーバー名/HFM/Logon/HsvLogon.asp。URLタ
イプのアクション・メニューは、新しいタブを自動的に起動しま
す。

b. 「フォーム・コンテキストの使用」を選択して、URLのカッコで
囲まれたディメンション名(たとえば、<Entity>や<Account>)
を、フォームのページまたは POVの対応するディメンションの
メンバー名と置き換えます。
たとえば、URLでエンティティ、シナリオ、バージョンおよび勘
定科目ディメンションのメンバーを返すには、URLを入力して
「フォーム・コンテキストの使用」を有効にします:
https://yourcompanyurl/
EntDim=<Entity>&test['VERSION']=<Version>&Acc=<Acc
ount>
URLは新しいタブで次のように開きます:
https://yourcompanyurl/
EntDim=<410>&test['VERSION']=<working>&Acc=<1110>
「フォーム・コンテキストの使用」を無効にすると、URLは新し
いタブでコンテキストを置換せずにそのまま起動されます。

フォーム a. 「フォーム・フォルダ」で、宛先フォームを含むフォルダを選択
します。

b. 「フォーム」で、フォームを選択します。
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表 24-2 (続き) メニュー・アイテム・タイプのオプション

タイプ オプション
ビジネス・ルール a. 「キューブ」で、ビジネス・ルールで使用できるキューブを選択

します。
b. 「ビジネス・ルール」で、起動するビジネス・ルールを選択しま
す。

c. 「表示タイプ」で、実行時プロンプト・ページの表示方法を選択
します:
• クラシック・ビュー: デフォルトのアプリケーション・ビュ
ーを使用します

• ストリームライン・ビュー: 異なるラインで各実行時プロン
プトを表示

d. オプション: 「ウィンドウ・タイトル」で、実行時プロンプトの
かわりに表示するタイトルを入力します。

e. オプション: 「「OK」ボタン・ラベル」で、「OK」ボタンに表示
するテキストを入力します。

f. オプション: 「「取消」ボタン・ラベル」で、「取消」ボタンに表
示するテキストを入力します。

g. オプション: 「確認メッセージの起動」で、ビジネス・ルールが
呼び出されて起動する前に表示するテキストを入力します。こ
のオプションにより、サービス管理者はビジネス・ルールの起動
の結果についてユーザーに意味のあるメッセージを表示するこ
とができます。

承認の管理 シナリオとバージョンを選択して、ユーザーの移動先の承認ユニット
を指定します。

ダッシュボード 「ダッシュボード」で、ダッシュボードを選択します。
6. 「保存」をクリックします。

アド・ホック・グリッドのアクション・メニューの有効化
すべてのアド・ホック・グリッドに対して使用可能になる、アド・ホック・メニューと呼ばれ
るグローバル・アクション・メニューを作成できます。アド・ホック・メニューは、1つ以上
のキューブのコンテキスト内で機能します。アド・ホック・メニューを 1つ以上のキューブに
関連付ける必要があり、これにより、それらのキューブを使用するすべてのアド・ホック・グ
リッドにメニューを表示できます。たとえば、ビジネス・ルールを起動するアド・ホック・メ
ニューを定義できます。選択したキューブを使用する任意のアド・ホック・グリッド内でデー
タ・セルを右クリックすると、ビジネス・ルール・メニュー・オプションが表示され、ルール
を実行できます。
また、既存のアクション・メニューをグローバル・アド・ホック・メニューとして指定するこ
ともできます。

Note:

グローバル・アド・ホック・メニューは、Oracle Smart View for Officeのアド・ホッ
ク・グリッドに対しても使用可能になります。Oracle Smart View for Officeの操作の
右クリック・コンテキスト・メニューを参照してください。
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アド・ホック・メニューを作成するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「アクション・
メニュー」をクリックします。

2. 次のいずれかのアクションを行います:

• 新規アド・ホック・メニューを作成するには:

a. 「アクション」、「メニューの作成」 の順にクリックして、メニュー名を入力しま
す。

b. 「アド・ホックに対して使用可能」を選択し、デフォルトのすべてのキューブを保
持するか、またはアド・ホック・メニューに対して 1つ以上のキューブを選択しま
す。アド・ホック・メニューは、定義されたキューブのコンテキスト内で機能しま
す。

c. 「OK」をクリックします。
• 既存のメニューをアド・ホック・メニューにするか、または既存のメニューをアド・
ホック・メニューとして保存するには:

a. メニューを選択し、「アクション」をクリックして、「メニューの編集」 をクリ
ックします。

b. 「アド・ホックに使用可能」を選択し、デフォルト(アド・ホック・メニューに対し
てすべてのキューブが使用可能)を保持するか、または「キューブの選択」をクリ
ックしてアド・ホック・メニューに対して 1つ以上のキューブを選択します。ア
ド・ホック・メニューは、定義されたキューブのコンテキスト内で機能します。

c. 「保存」をクリックして、現在の選択肢を更新します。「名前を付けて保存」をクリ
ックして、新しいメニュー名の下にある現在の選択肢を保存します。

3. 新規メニューが「アクション・メニュー」リストに追加されます。
メニュー・アイテム (「URL」、「フォーム」、「ビジネス・ルール」、「承認の管理」、「ダッシ
ュボード」、「メニュー・ヘッダー」など)をアド・ホック・メニューに追加するには、アク
ション・メニュー・アイテムの操作を参照してください。

別名表の管理
次も参照:

• 別名について
• 別名表について
• 別名表の操作
• デフォルトの別名表の指定と、メンバーおよび別名の表示オプションの設定

別名について
代替名(別名)を、勘定科目、通貨、エンティティ、シナリオ、期間、バージョン、年およびユ
ーザー定義のディメンション・メンバーに割り当てることができます。アプリケーションでは、
ディメンション・メンバーごとに、デフォルトの別名を含めて、最大 30個の別名を付けるこ
とができます。別名は、1つの別名表内および複数の別名表間で同じ名前を持つことができま
す。
別名は、次を持つこともできます:
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• メンバーと同じ名前
• 親および子であるメンバーについて同じ別名
• 異なるディメンションまたは同じディメンションのメンバーについて同じ名前

ノート:

• メンバーを一意に識別する方法がなくなるため、兄弟である 2つのメンバーに同
じ別名を指定することはできません。このルールは、アプリケーションによって
基本メンバーに適用されますが、共有メンバーには適用されません。
共有メンバーに別名を直接設定することはできないため、このルールは共有メン
バーには適用されません。共有メンバーの別名は、その基本メンバーから継承さ
れます。代替階層を作成すれば、そこで 2つの共有メンバーが同じ別名と兄弟を
持つことができます。ただし、これらのメンバーをアドホック・グリッドから別
名によって参照する場合、この状況は推奨されません。別名をグリッドに入力し
てアプリケーションに送信すると、そのアプリケーションはこのメンバーを一意
に解決できなくなり、エラーが返されるためです。表示の目的にのみ別名を使用
する場合は、問題ではありませんが、この設計は推奨されません。視覚上で、こ
れらの 2つのメンバーを識別する方法がないためです。

• 別名はメンバーと同じ名前を持つことができますが、member1の別名を
member2と同じ名前に設定しないように注意してください。これは、意図しない
結果につながる場合があり、フォーム・グリッドで混乱が生じます。

• メンバー名は、ルールおよびフォーム設計で使用できるように、一意にする必要
があります。

別名表について
別名表の作成および更新、アプリケーションの別名表の設定ができます。
命名規則の命名規則に従ってください。
たとえば、複数の別名表が次の言語の組合せをサポートしています:

• 英語、フランス語、ドイツ語、スペイン語およびイタリア語
• 日本語と英語
• 韓国語と英語
• トルコ語と英語

ノート:

別名表のサポートは、これらの言語の組合せに限定されていません。

別名表を設定してアプリケーションのメンバーを表示できます。ユーザーは、プリファレンス
の別名表を設定できます。
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別名表の操作
別名表を追加、編集、名前変更、削除したり、別名表の値をクリアできます。別名表の内容を
1つの表から別の表にコピーすることもできます。
別名表を操作するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックしてから、「作成および管理」で、「別名
表」をクリックします。

2. タスクを選択します。
• 別名表を追加する場合は、  (「追加」)をクリックし、「追加 - 別名表」に名前を入力し
ます。

• 別名表を編集または名前変更するには、別名表を選択し、  (「編集」)をクリックし
て、「編集 - 別名表」に名前を入力します。

• 別名表を削除する場合は、別名表を選択し、「削除」をクリックします。

ノート:

デフォルトの別名表は削除できません。

• 別名表の値をクリアするには、クリアする別名表を選択し、「値のクリア」をクリック
します。

ノート:

別名表をクリアすると、表の内容は除去されますが、表自体は除去されませ
ん。

• 別名表の内容をコピーする場合は、別名表を選択し、「コピー」をクリックして、コピ
ー先の別名表を選択し、「コピー」をクリックします。

ノート:

移行先の別名表が存在している必要があります。コピーしても表は作成され
ません。

3. 「OK」をクリックします。

デフォルトの別名表の指定と、メンバーおよび別名の表示オプ
ションの設定

勘定科目、通貨、エンティティ、シナリオ、期間、バージョン、年およびユーザー定義のディ
メンションとメンバーの別名で別名表を作成する場合、アプリケーション用デフォルトの別名
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表を選択できます。ユーザーは、一連の別名(別名表に保管済)でプリファレンスを設定し、メ
ンバーおよびディメンション名の表示に使用できます。
アプリケーションのデフォルトの別名表を選択するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックし、「設定」をクリックします。
2. 「別名表」で、別名表を選択します。
3. 「メンバーのラベルの表示形式」で、アプリケーション全体でメンバー・セレクタにメンバ
ー・データの種類を表示できるようにするオプションを選択します。
• デフォルト: フォーム、グリッドまたはディメンション設定によって判別されるデータ
• メンバー名: メンバー名のみ
• 別名: メンバーの別名のみ(定義されている場合)

• メンバー名:別名: 名前に続けて別名(定義されている場合)

• 別名:メンバー名: 別名(定義されている場合)に続けて名前
4. 「保存」または、「リセット」をクリックします。

ディメンションの管理
ここでは、クラシック・ディメンション・エディタを使用してディメンションを編集する方法
について説明します。「ナビゲータ」メニューの「ディメンション」リンクからアクセスしま
す。17.05 (2017年 5月)の更新で、簡易ディメンション・エディタがリリースされました。
簡易ディメンション・エディタの使用の詳細は、簡易ディメンション・エディタでのディメン
ションの編集を参照してください。
関連リンク
ディメンションについて
ディメンション階層の操作
カスタム・ディメンション、エンティティ、勘定科目、期間およびキューブについて
ユーザー定義カスタム・ディメンションの追加または編集
メンバーの操作
属性の操作
属性値の操作
カレンダのカスタマイズ
通貨の設定
動的時系列メンバーの設定
UDAの操作
メンバー式の操作

ディメンションについて
ディメンションで、データ値が分類されます。
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アプリケーションには、勘定科目、エンティティ、シナリオ、バージョン、期間、年および通
貨の 7個のディメンションが含まれています。最大 32個のユーザー定義のカスタム・ディメ
ンションを作成できます。
メンバーはディメンションのコンポーネントです。
ディメンションの詳細は、ディメンションの概要を参照してください。

ディメンション階層の操作
次も参照:

• キューブによるディメンション・ビューのフィルタ
• メンバーのソート
• メンバーの祖先の表示
• アプリケーション内でメンバーが使用される場所の判別

キューブによるディメンション・ビューのフィルタ
ディメンション・ビューをキューブでフィルタできます。キューブを選択すると、そのキュー
ブで使用されているディメンションのみが「ディメンション」ページに表示されます。
ディメンション・ビューをキューブでフィルタするには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンショ
ン」をクリックします。

2. 「キューブ」で、キューブを選択します。
選択したキューブで使用されているディメンションのみが表示されます。

メンバーのソート
子または子孫による昇順または降順でメンバーをソートできます。メンバーのソートはアウト
ラインに影響を及ぼします。
メンバーをソートするには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンショ
ン」をクリックします。

2. 「ディメンション」で、メンバーのディメンションを選択します。
3. 「ディメンション」タブで、子または子孫をソートするメンバーを選択します。
4. 「ソート」で、子または子孫を選択します。
子でソートする場合は、選択したメンバーの真下のレベルにあるメンバーのみにソートが
かかります。子孫でソートする場合は、選択したメンバーのすべての子孫にソートがかか
ります。

5. 昇順でソートする場合は  (「昇順ソート」)を、降順でソートする場合は  (「降順ソート」)
をクリックします。

6. 「OK」をクリックします。
次にデータベースを作成またはリフレッシュするとき、表示される順序のメンバーでアウ
トラインが生成されます。
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メンバーの祖先の表示
メンバーの祖先を表示するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンショ
ン」をクリックします。

2. 「ディメンション」で、ディメンションを選択します。
3. ディメンション階層内のメンバーを選択します。
4.  (祖先の表示)をクリックします。
5. 「OK」をクリックします。

アプリケーション内でメンバーが使用される場所の判別
アプリケーション内でメンバーが使用される場所を表示するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンショ
ン」をクリックします。

2. メンバーの使用状況を表示するディメンションを選択します。
3. (「用途の表示」)をクリックします。

カスタム・ディメンション、エンティティ、勘定科目、期間お
よびキューブについて

詳細は、次のトピックを参照してください。
• カスタム・ディメンションについて
• エンティティについて
• 勘定科目について
• 勘定科目、エンティティ、期間およびキューブ

ユーザー定義カスタム・ディメンションの追加または編集
ユーザー定義のカスタム・ディメンションは、命名規則に記載されているガイドラインに従っ
ている必要があります。
表 24-3 ユーザー定義カスタム・ディメンションのプロパティ

プロパティ 値
ディメンション ディメンション全体で一意である名前を入力します。
別名 オプション: 別名表を選択します。ディメンションの代替名を入力しま

す。別名についてを参照してください。
説明 オプション: 説明を入力します。
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表 24-3 (続き) ユーザー定義カスタム・ディメンションのプロパティ

プロパティ 値
キューブに有効 ディメンションに有効なキューブを選択します。このオプションをクリ

アすると、ディメンションのすべてのメンバーが、選択を解除したキュ
ーブに対して無効になります。

セキュリティの適用 ディメンション・メンバーにセキュリティの設定を行います。ディメン
ション・メンバーにアクセス権を割り当てる前に選択する必要がありま
す。そうしない場合、ディメンションにセキュリティがかからないため、
ユーザーは無制限にメンバーをアクセスさせることができます。

データ・ストレージ データ・ストレージ・オプションを選択します。デフォルトは「共有し
ない」です。

ユーザー定義のディメンションを追加または変更するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンショ
ン」をクリックします。

2. (「ディメンションの追加」)をクリックするか、既存のディメンションを選択して (「デ
ィメンションの編集」)をクリックします。

3. 前述のプロパティのいずれかを指定します。
4. 「保存」をクリックします。
5. 「OK」をクリックします。
「リフレッシュ」をクリックすると、前の値に戻されます。ページは開いたままです。

• ディメンション・プロパティの設定
• ディメンションの密度と順序の設定
• 評価順序の設定

ディメンション・プロパティの設定
ディメンション・プロパティは、命名規則にあるガイドラインに適合させてください。
表 24-4 ディメンション・プロパティ

プロパティ 値
ディメンション ディメンション全体で一意である名前を入力します。
説明 オプション: 説明を入力します。
「別名表」および「別名」 オプション: 別名表を選択します。ディメンションの代替名を入力しま

す。別名表の管理を参照してください。
キューブに有効 ディメンションに有効なキューブを選択します。このオプションをクリ

アすると、ディメンションのすべてのメンバーが、選択を解除したキュ
ーブに対して無効になります。

2パス計算 親メンバーまたは他のメンバーの値に基づいてメンバーの値を再計算し
ます。「動的計算」または「動的計算および保管」プロパティで、勘定科
目とエンティティ・メンバーに使用できます。
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表 24-4 (続き) ディメンション・プロパティ

プロパティ 値
セキュリティの適用 ディメンション・メンバーにセキュリティの設定を行います。ディメン

ション・メンバーにアクセス権を割り当てる前に選択する必要がありま
す。そうしない場合、ディメンションにセキュリティがかからないため、
ユーザーは無制限にメンバーをアクセスさせることができます。

データ・ストレージ データ・ストレージ・オプションを選択します。デフォルトは「共有し
ない」です。

表示オプション 「メンバー選択」ダイアログ・ボックスのアプリケーションのデフォルト
表示オプションを設定します。メンバーまたは別名を表示するには、「メ
ンバー名」または「別名」を選択します。「メンバー名:別名」では、左
側にメンバーが表示され、右側に別名が表示されます。「別名:メンバー
名」では、左側に別名が表示され、右側にメンバーが表示されます。

ディメンションの密度と順序の設定
「パフォーマンス設定」タブで、ディメンションを疎または密に設定し、その優先順位を設定で
きます。
パフォーマンス設定を管理するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンショ
ン」をクリックします。

2. 「パフォーマンス設定」タブを選択します。
3. 各ディメンションに対し、「密度」を「密」または「疎」に設定します。
疎ディメンションおよび密ディメンションについてを参照してください。

ノート:

「密度」列は、ASOキューブのみを含むアプリケーションでは非表示になってい
ます。アプリケーションに BSOキューブまたは BSOキューブと ASOキューブ
が含まれている場合、両方のキューブで「密度」列が表示されます。

4. ディメンションを選択し、「位置」列見出しの横にある  (「上へ移動」)または  (「下へ移
動」)をクリックして、優先順位を設定します。
ディメンションの順序変更についてを参照してください。

評価順序の設定
「評価順」タブで、データ交差にデータ・タイプの競合がある場合に優先されるデータ・タイプ
を指定できます。
たとえば、勘定科目メンバーが通貨データ・タイプに設定され、製品メンバーがスマート・リ
スト・データ・タイプに設定されている場合、通貨またはスマート・リスト・データ・タイプ
のどちらが交差時に優先かを設定できます。
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ノート:

テキスト、日付またはスマート・リスト・データ型が必要な勘定科目メンバーには、
考慮対象のキューブ(1つまたは複数)に対して評価順序を設定するために勘定科目デ
ィメンションが必要です。

評価順序を設定するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンショ
ン」をクリックします。

2. 「評価順」を選択し、キューブを選択します。
3. 選択したディメンションを「選択したディメンション」の内または外に移動するアクショ
ンを選択します:

•  (選択したアイテムの移動)は、選択したディメンションを移動します
•  (すべてのアイテムの移動)は、すべてのディメンションを移動します
•  (選択したアイテムの削除)は、選択したディメンションを削除します
•  (すべてのアイテムの削除)は、すべてのディメンションを削除します
メンバーが特定のデータ・タイプを持つディメンションのみを選択する必要があります(つ
まり、そのデータ・タイプは「未指定」ではありません)。データ・タイプ「未指定」は他
のデータ・タイプと競合しません。

4. 「選択したディメンション」ペインの右側にある移動矢印をクリックして、「選択したディ
メンション」内のディメンションの優先順位を設定します。

5. 「保存」をクリックします。

メンバーの操作
メンバーへのアクセス権の割当て、ディメンション・メンバー階層の再配置、エンティティ、
勘定科目およびユーザー定義のカスタム・ディメンションのメンバーの共有、動的メンバーの
オンザフライ作成が可能です。
• ディメンション・メンバーの検索
• メンバーに対するアクセス権の割当てについて
• メンバーの追加または編集
• メンバーの削除
• 親メンバーの削除
• 共有メンバーの操作
• 共有メンバーの作成
• 動的メンバーについて

ディメンション・メンバーの検索
ディメンション階層内のディメンション・メンバーを検索するには:
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1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンショ
ン」をクリックします。

2. 「ディメンション」で、メンバーのディメンションを選択します。
3. 「検索」では、「名前」、「別名」、または「両方」を選択します。
4. 検索する検索テキスト(メンバーの名前、別名または文字列の一部)を入力します。
5. Click  (「下方向に検索」)または  (「上方向に検索」)をクリックします。

メンバーに対するアクセス権の割当てについて
サービス管理者はメンバーにアクセス権を割り当てることができます。
メンバーに権限を割り当てるには、ディメンション・プロパティ「セキュリティの適用」を選
択します。「セキュリティの適用」の設定を省略またはクリアすると、すべてのユーザーがディ
メンションのメンバーにアクセスできるようになります。デフォルトでは、勘定科目、エンテ
ィティ、シナリオおよびバージョン・ディメンションのアクセス権限が使用可能です。オプシ
ョンで、期間、年およびカスタム・ディメンションについてこのオプションを有効にすること
ができます。
詳細は、ディメンション・メンバーへのアクセス権の割当てを参照してください。メンバーに
対してアクセス権を有効にするには、ディメンション・プロパティの編集を参照してください。

メンバーの追加または編集
メンバーは、命名規則に記載されているガイドラインに従っている必要があります。共有メン
バーは、共有メンバーの操作に沿っている必要があります。
表 24-5 メンバーのプロパティ

プロパティ 値
名前 ディメンション・メンバー全体で一意である名前を入力します。
説明 オプション: 説明を入力します。
別名表 オプション: 別名表を選択し、別名を保管します。「別名」にメンバーの

代替名を入力します。別名表の管理を参照してください
勘定科目メンバーのみ: 勘定
科目タイプ

「費用」、「収益」、「資産」、「負債」、「資本」または「保存された仮定」を
選択します。
詳細は、勘定科目タイプを参照してください。

勘定科目メンバーのみ: 差異
レポート

勘定科目タイプが「保存された仮定」の場合、「費用」または「費用外」
を選択します。保存された仮定を、収益、資産、負債、資本の勘定科目
に指定します。

勘定科目メンバーのみ: タイ
ム・バランス

「フロー」、「最初」、「残高」、「平均」、「入力」、「加重された平均-
Actual_Actual」または「加重された平均-Actual_365」を選択します。
詳細は、タイム・バランス・プロパティを参照してください。

勘定科目メンバーのみ: スキ
ップ

勘定科目タイプが「資産」、「資本」または「負債」の場合、「なし」、「欠
落」、「ゼロ」または「欠落およびゼロ」を選択します。
詳細は、ゼロと欠落した値の勘定科目計算の設定を参照してください。

勘定科目メンバーのみ: 為替
レート・タイプ

「平均」、「期末」または「履歴」を選択します。
詳細は、データ型と為替レート・タイプを参照してください。

勘定科目メンバーのみ: デー
タ型

「通貨」、「通貨以外」、「パーセンテージ」、「日付」または「テキスト」を
選択します。
詳細は、データ型と為替レート・タイプを参照してください。
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表 24-5 (続き) メンバーのプロパティ

プロパティ 値
勘定科目メンバーのみ: 配分 週次配分を設定します。アプリケーションの作成時に、このオプション

が選択済で基本期間が 12か月の場合、リーフ勘定科目メンバーに使用で
きます。

階層タイプ 「階層タイプ」は、集約ストレージ・キューブにバインドされたディメン
ションに使用できます。集約ストレージ・ディメンションは、複数階層
をサポートするために自動的に有効になります。複数階層のディメンシ
ョンの最初の階層は保管階層である必要があります。

ノート:

保管階層タイプのメンバーについては、有
効なキューブ集約オプションは「加算」ま
たは「無視」のみです。保管階層で、最初
のメンバーを「加算」に設定する必要があ
ります。動的階層タイプのメンバーについ
ては、すべてのキューブ集約オプションが
有効です。「ラベルのみ」メンバーの子では
ない保管階層では、集計演算子として「加
算」を指定する必要があります。「ラベルの
み」メンバーの子は「無視」に設定できま
す。

データ・ストレージ データ・ストレージのプロパティを選択します。新規カスタム・ディメ
ンション・メンバー(ルート・メンバー以外)に対して、デフォルトは「共
有しない」です。

2パス計算 親メンバーまたは他のメンバーの値に基づいてメンバーの値を再計算し
ます。「動的計算」または「動的計算および保管」プロパティで、勘定科
目とエンティティ・メンバーに使用できます。

エンティティ・メンバーのみ:
基本通貨

標準複数通貨アプリケーションの場合のみ、エンティティ・メンバーの
基本通貨を選択します。
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表 24-5 (続き) メンバーのプロパティ

プロパティ 値
プラン・タイプ メンバーに有効なプラン・タイプ(またはキューブ)を選択します。

ノート:

メンバーは、集約ストレージ・キューブと
ブロック・ストレージ・キューブの両方に
属することができます。

選択したキューブごとに集約オプションを選択します。複数のキューブ
がメンバーに有効な場合にのみ、ソース・キューブを選択できます。メ
ンバーの親に有効なキューブと集約オプションのみが使用可能です。親
がキューブまたは集約オプションに有効でない場合は、子メンバーも有
効になりません。勘定科目またはエンティティの親メンバーについてキ
ューブの選択を解除すると、その親のすべての子孫についても、その選
択が解除されます。保管階層タイプのメンバーに対して有効な集約オプ
ションは、「加算」または「無視」のみです。集約オプションを参照して
ください。

注意:

アプリケーションにデータを入力した後で
ディメンション・メンバーのキューブの選
択を解除すると、アプリケーションをリフ
レッシュしたときにデータが失われる場合
があります。勘定科目メンバーについて
は、選択を解除されたキューブがソース・
キューブの場合、データが失われます。

カスタム・ディメンションおよび期間ディメンションのメンバーには、
勘定科目ディメンションやエンティティ・ディメンションと同様に、キ
ューブ別に使用方法を設定できます。

勘定科目メンバーのみ: ソー
ス・キューブ

メンバーのソース・キューブを選択します。共有メンバーは基本メンバ
ーへのポインタで、保管されません。これは共有メンバーに無効です。
共有メンバーに適用されないため、ソース・プラン・フィールドは使用
できませんが、共有勘定科目メンバーのソース・キューブは基本メンバ
ーのソース・キューブと一致します。

スマート・リスト オプション: スマート・リストを選択してメンバーに関連付けます。
動的な子に対して使用可能 動的な親メンバーを使用するように構成されたビジネス・ルールの実行

時プロンプトで、ユーザーがメンバー名を入力することにより、このメ
ンバーの子を作成できるようにします(動的メンバーについてを参照)。

使用可能な動的な子の数 このオプションは、「動的な子に対して使用可能」が選択されている場合
のみ使用可能です。ユーザーが作成できる、動的に追加する最大メンバ
ー数を入力します。デフォルトは 10です。

第 24章
ディメンションの管理

24-20



表 24-5 (続き) メンバーのプロパティ

プロパティ 値
メンバー作成者に付与された
アクセス権

このオプションは、「動的な子に対して使用可能」が選択されている場合
のみ使用可能です。メンバー作成者が実行時プロンプトで作成する動的
メンバーに対して持つ権限を判別します:
• 継承: メンバー作成者は、新しく作成したメンバーに対する最も近い

親のアクセス権を継承します。
• なし: メンバー作成者には、新しく作成したメンバーへのアクセス権

は割り当てられません。(サービス管理者は、後でメンバー作成者に
メンバーへのアクセス権を割り当てることができます。)

• 読取り: メンバー作成者には、新しく作成したメンバーへの読取りア
クセス権が割り当てられます。

• 書込み: メンバー作成者には、新しく作成したメンバーへの書込みア
クセス権が割り当てられます。

ノート:

サービス管理者がこれらの設定を変更した
場合、その変更は将来の動的メンバーにの
み適用され、遡って動的メンバーに適用さ
れることはありません。

ユーザーを追加または編集するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンショ
ン」をクリックします。

2. ディメンションを選択します。
3. 次のいずれかの操作を実行します:

• 子メンバーを追加するには、メンバーを追加する親レベルのディメンション階層を選
択し、 (「子の追加」)をクリックします。

• 兄弟を追加するには、兄弟を追加するレベルのディメンション階層を選択し、 (「兄
弟の追加」)をクリックします。

• メンバーを編集するには、そのメンバーをディメンション階層から選択し、 (「編
集」)をクリックします。

ノート:

「年」ディメンションのすべてのメンバーを含む「すべての年」親メンバーを追加
するには、「年」ディメンションを選択し、「アクション」をクリックして、すべ
ての年の追加 をクリックします。「すべての年」親メンバーにより、ユーザー
はプロジェクトの終了日までのコスト合計などの、複数年にわたり累計されたデ
ータを表示することができます。アプリケーションに対して定義された場合、「す
べての年」メンバーには「年なし」メンバーは含まれません。
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4. 「メンバーのプロパティ」で、表 1の説明に従ってメンバーのプロパティを設定または変更
します。
現在のページに新規メンバーが表示されないときは、「次」をクリックします。

5. 「保存」をクリックして、リレーショナル・データベースに新しい情報を保存し、変更がデ
ィメンション階層に反映されることを確認します。

6. データベースをリフレッシュすると、データを入力するユーザーに編集したメンバーが表
示されます。

7. ディメンション・メンバーを作成した後、通常は、次のタスクを完了させます。
• アクセス権を割り当てます。ディメンション・メンバーへのアクセス権の割当てを参
照してください。

• 属性を指定します。

メンバーの削除
各データ値は、一連のディメンション・メンバー値とキューブによって識別されます。ディメ
ンション・メンバーの削除やキューブの選択の解除を行うと、アプリケーションをリフレッシ
ュしたときにデータが失われます。エンティティ・メンバーを削除すると、それらに関連付け
られたすべての承認ユニット(データを含む)が削除されます。
メンバーを削除する前に、「用途の表示」を使用して、それらが使用されているアプリケーショ
ン内の場所(フォーム、承認ユニット、為替レートなど)を確認します。アプリケーション内で
メンバーが使用される場所の判別を参照してください。
エンティティ・メンバーをディメンションから削除する前に、アプリケーション全体でそれを
削除する必要があります。たとえば、エンティティ・メンバーがフォームで使用されている場
合には、そのエンティティ・メンバーをディメンションから削除する前に、フォームから削除
する必要があります。
大きなエンティティ・サブツリーを削除する際には、最初にすべてのシナリオとバージョンに
ついて(ルート・メンバーを除外することによって)サブツリーの承認ユニットを除外すると、
パフォーマンスを向上させることができます。承認プロセスを参照してください。
メンバーを削除するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンショ
ン」をクリックします。

2. 削除するメンバーのディメンションを選択します。
3. ディメンション階層から、削除するエンティティ・メンバーを選択します。
4. (「削除」)をクリックします。
基本メンバーを削除すると、その共有メンバーも削除されます。

5. 「はい」をクリックします。
6. ビジネス・ルールおよびレポートを更新および検証します。

親メンバーの削除
データ値は、一連のディメンション・メンバー値とキューブによって識別されます。ディメン
ション・メンバーの削除やキューブの選択の解除を行うと、アプリケーションをリフレッシュ
したときにデータが失われます。
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ディメンション階層から親メンバーとそのすべての子孫を削除するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンショ
ン」をクリックします。

2. 削除するメンバーと子孫を持つディメンションを選択します。
3. 削除する分岐を持つメンバーを選択します。
4. (「削除」)をクリックします。
5. 「はい」をクリックします。

共有メンバーの操作
メンバーを共有すると、アプリケーション内でロールアップ構造の入れ替えが行えます。共有
メンバーを作成する前に基本メンバーが存在している必要があります。基本メンバーに複数の
共有メンバーを作成できます。上から下への表示位置では、基本メンバーはその共有メンバー
より先に表示されている必要があります。
共有メンバーは、エンティティ、勘定科目、ユーザー定義のカスタム・ディメンションに使用
できます。アウトラインをロールアップする際、共有メンバーの値を無視して二重計算を防ぐ
ことができます。
共有メンバーは、メンバーに有効なメンバー名、別名、基本通貨、キューブなどのいくつかの
プロパティ定義を基本メンバーと共有します。共有メンバーには、一意の親メンバーおよび異
なるロールアップの集約を設定させる必要があります。カスタム属性、カスタム属性値および
メンバー式を共有メンバーに使用することはできません。基本メンバーの名前を変更すると、
すべての共有メンバーの名前も変更されます。
共有メンバーを別の親メンバーに移動させることはできません。移動させる場合、共有メンバ
ーを削除してから、別の親メンバーの下に再度作成します。基本メンバーをレベル・ゼロにす
る必要はありません。共有メンバーにデータを入力し、値を基本メンバーと共に保管できます。
共有メンバーは基本メンバーと同様に、Oracle Smart View for Officeのメンバー選択のディメ
ンション階層に表示されます。

共有メンバーの作成
共有メンバーを、他のメンバーと同じ方法で作成できますが、次のように異なる点があります。
• 基本メンバーは、共有メンバーの親にはなれません。
• 共有メンバーを兄弟として基本メンバーに追加できません。
• 共有メンバーの名前は、基本メンバーと同じにする必要があります。共有メンバーに別の
説明を付けることはできます。

• 共有メンバーのデータ・ストレージ・オプションは、「共有」にする必要があります。

動的メンバーについて
動的メンバーとは、ユーザーがビジネス・ルールの操作時に作成できるメンバーです。"オンザ
フライ・メンバー"と呼ばれることもあります。
サービス管理者はエンド・ユーザーが親メンバーの下に動的メンバーを作成できるようにし、
データベースをリフレッシュして必要なプレースホルダを Essbase内に作成する必要があり
ます。実行時プロンプトのあるビジネス・ルールでは、ユーザーは実行時プロンプトで目的の
メンバー名を入力して、メンバーを作成できます。それ以降にデータベースをリフレッシュす
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ると、使用されている動的な子の名前がエンド・ユーザーによって指定された名前に変更され、
必要なプレースホルダが Essbase内に再作成されます。ビジネス・ルールと動的メンバーの操
作の詳細は、Calculation Managerでの設計を参照してください。
親メンバーが動的な子を追加できるようになっている場合、ユーザーは実行時プロンプトで名
前を入力して新規のメンバーを作成できます。

ノート:

HSP_NOMOF_<PlantypeName>ユーザー定義属性(UDA)を使用すると、指定されたプラ
ン・タイプ<PlantypeName>の親メンバーが有効であっても、このプラン・タイプに動
的メンバーが作成されなくなります。これにより、選択されたキューブでの集約に対
する動的な子の影響が防止されます。UDAの操作を参照してください。

動的な子の追加に対する親メンバーの有効化
親メンバーが動的な子を追加できるようにするには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンショ
ン」をクリックします。

2. 親メンバーを編集し、オプション「動的な子に対して使用可能」を選択します(メンバーの
追加または編集を参照)。
• オプション: メンバー・プロパティ「使用可能な動的な子の数」を設定します(デフォル
トは 10です)。この設定は、メンバーを親の下に動的に追加またはロードするために作
成されたプレースホルダの名前を決定します。すべてのプレースホルダが使用されて
いる場合、以降に追加される子は通常のメンバーとして追加され、データベースがリ
フレッシュされるまで使用できません。

• オプション: メンバー・プロパティ「メンバー作成者に付与されたアクセス権」を設定
します(デフォルトは「継承」です)。

3. データベースをリフレッシュして、メンバーを使用するキューブに対して、データベース
内の動的メンバーのプレースホルダを作成します。

4. Calculation Managerで:

a. (変数タイプが「メンバー」の)実行時プロンプトを含むビジネス・ルールを作成しま
す。「動的メンバーの親」列で、「メンバー・セレクタ」を使用して、アプリケーショ
ンで動的な子に対して有効な親メンバーを選択します。

b. オプション「動的メンバーの作成」を選択します。
c. ビジネス・ルールをデプロイします。
ビジネス・ルールの操作の詳細は、Calculation Managerでの設計を参照してください。
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ノート:

• Calculation Managerで、「動的メンバーの作成」オプションと「動的メンバ
ーの削除」オプションの両方を選択すると、一時的な動的メンバーを計算用
に作成できるようになり、それらの一時的な動的メンバーはビジネス・ルー
ルの完了後に削除されます。

• 「動的メンバーの削除」オプションのみを選択すると、実行時プロンプトで
「メンバー・セレクタ」が表示され、(メンバーへの書込みアクセス権を持っ
ていれば)親の下に動的に作成したメンバーを削除できます。これを使用す
ると、親の下のメンバーのクリーン・アップおよび管理を完全に制御できま
す。重要なのは、要件に応じた適切な設計を行い、「メンバー作成者に付与さ
れたアクセス権」メンバー・プロパティを使用して動的な子に適切なアクセ
ス権を設定することです。

結果
前述のすべての条件が満たされた場合、ユーザーは、実行時プロンプトのあるビジネス・ルー
ルを実行するときに、動的なメンバーの名前を入力して、「起動」をクリックします。ビジネ
ス・ルールが正常に実行されると、ディメンション階層内の動的メンバーの親の下にメンバー
が作成されます。
動的な子に対して有効な親メンバー下にインポートされた子メンバーは、Essbase内に動的メ
ンバー・プレースホルダが存在している場合、動的な子メンバーとして追加されます。プレー
スホルダがいっぱいになると、残りの子は通常のメンバーとして追加され、データベースがリ
フレッシュされるまで使用できません。

ノート:

動的な子に対して使用可能になっている親メンバーおよびその子メンバーを同じイ
ンポート時にロードすると、子メンバーは通常のメンバーとしてロードされます。こ
れは、Essbaseにプレースホルダを作成するためにデータベースのリフレッシュが必
要なためです。

考慮事項
動的メンバーを作成し、そのメンバーに対するデータが複数のキューブに(直接データ入力、計
算、データ・ロード、またはデータ・マップ/スマート・プッシュを介して)取得されている場
合は、「動的メンバーの削除」操作を使用してメンバーを移動する前に、これらの各場所からの
データのクリアを確認する必要があります。「動的メンバーの削除」操作によってデータは削除
されません。メンバーは削除されますが、キューブはメンバーなしで保持されてインタフェー
スに示され、キューブ上のロールアップには間違った合計が反映されます。

属性の操作
グループ・メンバーに同じ条件で属性を使用します。疎ディメンションのメンバーのみに属性
を割り当てることができます。ラベルのみメンバーには、属性を割り当てることができません。
属性ディメンションは、親が動的に計算されるため、集約プロパティを持っていません。
勘定科目のディメンションは通常、密として定義されますので、すべてのキューブのディメン
ションを疎に変更しないかぎり、属性を割り当てることはできません。ディメンションを疎か
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ら密に変更する場合、変更するディメンションのすべての属性および属性の値は自動的に削除
されます。
属性のデータ型の理解に記載されているように、属性は、テキスト、日付、ブール式、数値の
データ型を持つことができます。属性名は、命名規則にあるガイドラインに適合させてくださ
い。属性が定義されると、「メンバー選択」ダイアログ・ボックスを使用し、「等しい」や「以
上」などの属性関数を選択できます。

ノート:

このトピックでは、クラシック・ディメンション・エディタを使用して属性を操作す
る方法について説明します。簡易ディメンション・エディタを使用して属性を操作す
る方法は、属性の操作を参照してください。

属性、属性値、別名を作成または変更するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンショ
ン」をクリックします。

2. 定義する属性、属性値または別名に疎ディメンションを選択します。

ノート:

疎ディメンションのみが属性を持つことができます。

3. 「アクション」をクリックし、「カスタム属性」 をクリックします。

ノート:

ディメンションが疎ディメンションではない場合、「カスタム属性」は使用できま
せん。

4. オプションを選択します。
• 属性を作成するには、  (作成)をクリックします。属性の名前を入力し、テキスト、
日付、ブール式、数値のデータ型を選択します。

ノート:

– 属性が一度作成されると、データ型を変更することができなくなります。
– 日付属性を操作するには、その前に「アプリケーション設定」にある「属
性ディメンション日付フォーマット」を選択して、保存する必要があり
ます。

属性のデータ型の理解を参照してください。
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• 属性を変更するには、  (「編集」)をクリックし、属性の名前を更新します。
• 属性に別名を設定するには、属性と属性値を選択し、  (別名)をクリックします。別
名表を選択して別名を入力してから、「保存」をクリックします。

5. 「閉じる」をクリックします。
「閉じる」をクリックすると、階層が検証され、問題が検知されるとエラーが表示されま
す。たとえば、日付の属性値は正しいフォーマットで入力される必要があり、数値と日付
のディメンションには、少なくとも 1つの定義された属性値が必要です。

6. ビジネス・ルールおよびレポートを更新および検証します。
関連トピック
• 属性のデータ型の理解
• 属性の削除

ノート:

属性(「赤」など)で明示的にフィルタするかわりに、属性ディメンションのユーザー変
数を作成し、ユーザー変数をフィルタとして使用できます。次に、ユーザー変数を動
的ユーザー変数として有効化し、実行時にユーザーがフィルタの値を変更できるよう
にすることができます。これは、動的フィルタ処理を可能にする有用な手法です。ユ
ーザー変数の管理を参照してください。

表 24-6 チュートリアル

目的 方法の学習
属性階層を使用してデータについてレポートする
方法を学習します。Web上のフォームおよびダッ
シュボード、MRレポート、または Oracle Smart
View for Officeのアド・ホック分析で、属性によ
って編成されたデータを表示およびレポートでき
ます。

 属性階層を使用したデータのレポート

属性のデータ型の理解
属性ディメンションは、数値、ブール式または日付のデータ型を持つことができます。これに
より、グルーピングに異なる関数テキストの使用、選択を可能にするかまたはデータの計算を
可能にします。属性タイプは属性ディメンションのレベル 0のメンバーにのみ適用します。
• テキストの属性で、計算における基本の属性メンバー選択と属性の比較ができます。この
ような比較を実行すると、文字が比較されます。たとえば、パッケージ・タイプの
「Bottle」はパッケージ・タイプの「Can」より小さいということなります。アルファベッ
トでは Bは Cの前にくるからです。

• 数値の属性ディメンションでレベル 0のメンバーの名前に数の値が使用されます。計算に
は数値の属性ディメンションのメンバーの名前(値)を含めることができます。たとえば、オ
ンスの属性に指定されたオンスの数を使用して、各プロジェクトのオンスごとの収益を計
算することができます。さらに、市場人口のグループ化による製品売上げの分析など、数
値の属性を基本ディメンションの値の範囲に関連付けることができます。

第 24章
ディメンションの管理

24-27

https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/planning-budgeting-cloud/pln-tutorial-rpt-att-hier/index.html


• データベース内のブール式の属性ディメンションには、2個のメンバーのみが含まれてい
ます。ビジネス・プロセスにブール式の属性ディメンションが追加されると、2個の属性
値、すなわち TRUEおよび FALSEが、この属性ディメンションにデフォルトで作成され
ます。勘定科目やエンティティなどの基本ディメンションを、1つだけのブール式データ
型属性ディメンションに関連付けることができます。

• 日付の属性で、月-日-年または日-月-年という日付フォーマット、およびそれに応じたシー
ケンス情報を指定できます。計算にも日付の属性を使用できます。たとえば、12-22-1998
からの製品売上げを選択する計算で日付を比較できます。ユーザーは「アプリケーション
設定」の「属性ディメンション日付フォーマット」のオプションを 1つ選択して日付フォ
ーマットを設定できます。

注意:

日付属性を操作するには、その前に「アプリケーション設定」にある「属性ディ
メンション日付フォーマット」の選択を切り替えて、保存する必要があります。
ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックし、「設定」をクリックしま
す。「属性ディメンション日付フォーマット」で、日付フォーマット(MM-dd-yyyy
または dd-MM-yyyy)を選択してから、「保存」をクリックします。日付フォーマ
ットを選択して保存した後は、既存の属性の日付値すべてをサポートされている
フォーマットに手動で変更する必要があります。サポートされていないフォーマ
ットがアプリケーション内の日付属性で使用されている場合は、修正する必要が
あるディメンション属性値のリストが提供されます。
また、アプリケーション設定内で「属性ディメンション日付フォーマット」の設
定が変更されている場合は、新しい属性を追加または保存する前に、元のフォー
マットの日付属性をすべて新しいフォーマットに変更する必要があります。

属性の削除
属性を削除すると、その属性に関連付けられたすべての属性値も削除されます。属性値は割り
当てられたメンバーから除去され、属性は割り当てられたディメンションから除去されます。

ノート:

このトピックでは、「ナビゲータ」メニューの「ディメンション」リンクを使用して
アクセスするクラシック・ディメンション・エディタを使用して属性を削除する方法
について説明します。以前の更新で、簡易ディメンション・エディタがリリースされ
ました。
簡易ディメンション・エディタを使用して属性を削除する方法は、属性の削除を参照
してください。

属性を削除するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンショ
ン」をクリックします。

2. 属性を削除する疎ディメンションを選択し、 (「カスタム属性」)をクリックします。
3. 削除する属性を選択します。
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4. 「属性」列の上で、 (「削除」)をクリックします。
5. 「OK」をクリックします。
6. ビジネス・ルールおよびレポートを更新および検証します。

属性値の操作
属性値には、フォームの使用の際、ディメンション・メンバーを選択する別の方法があります。
属性値のデータ値は動的に計算されますが保管されません。

ノート:

このトピックでは、クラシック・ディメンション・エディタを使用して属性値を操作
する方法について説明します。簡易ディメンション・エディタを使用して属性値を操
作する方法は、属性値の操作を参照してください。

• 属性値の作成
• メンバーへの属性値の割当て
• 属性値の編集および削除

属性値の作成
通常、エンティティとユーザー定義のカスタム・ディメンションの疎ディメンションに、属性
値を定義できます。ディメンションの属性値を定義した後、その属性値をそのディメンション
のメンバーに割り当てることができます。
属性値を作成するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンショ
ン」をクリックします。

2. 属性値を作成する疎ディメンションを選択します。
3. ディメンション階層内の最上位レベルを選択します。
4. (「カスタム属性」)をクリックします。
5. 「属性と値の管理」ページで、値を指定する属性値を選択します。
6. 「属性値」列の上で、 (「子の追加」)または (「兄弟の追加」)をクリックします。
7. 名前を入力し、データ型を選択します。
8. 「保存」をクリックします。

メンバーへの属性値の割当て
すべてのキューブについて、疎として定義されているディメンションのメンバーに属性値を割
り当てることができます。属性値は同レベルの疎ディメンション・メンバーへ割り当ててくだ
さい。そうしないと、リフレッシュ中にエラーが表示されます。
メンバーへ属性値を割り当てるには:
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1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンショ
ン」をクリックします。

2. 属性値を割り当てるメンバーの疎ディメンションを選択します。
3. 「ディメンション」階層で、属性値を割り当てるメンバーを選択します。
4. (「カスタム属性」)をクリックします。
5. 属性値を割り当てられているメンバーについて、 (「編集」)をクリックして、メンバーの
属性値を変更します。

6. 属性値を選択してメンバーへ割り当てます。
7. 次のいずれかのアクションを行います:

• 選択したメンバーに値を割り当てるには、 (「追加」)をクリックします。
• 選択したメンバーから値を削除するには、削除する値を選択し、 (「削除」)をクリック
します。

• 選択したメンバーからすべての値を削除するには、 (「すべて削除」)をクリックしま
す。

8. 「保存」をクリックします。

属性値の編集および削除
ノート:

属性値を削除すると、属性値が割り当てられていたすべてのカスタム・ディメンショ
ンから、属性値が除去されます。

属性値を編集または削除するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンショ
ン」をクリックします。

2. 変更または削除する属性値を含む疎ディメンションを選択します。
3. ディメンション階層内の最上位レベルを選択します。
4. (「カスタム属性」)をクリックします。
5. 「属性」で、変更または削除する値を含む属性を選択し、属性値を選択します。
6. 「属性値」列の上で、 (「編集」)または (「削除」)をクリックします。
7. 編集する場合は、名前を入力します。削除する場合は、削除を確認します。
8. 「保存」をクリックします。
9. ビジネス・ルールおよびレポートを更新および検証します。
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カレンダのカスタマイズ
期間ディメンションを使用して、月次カレンダのロールアップ構造体を操作できます。アプリ
ケーションの作成時に、サービス管理者はアプリケーション・データベースにスパンする基本
期間を指定します。年ディメンションを使用して、カレンダに年を追加します。
関連トピック
• カレンダのロールアップ方法の定義
• サマリー期間の作成と編集
• サマリー期間の削除
• 年ディメンションの操作
• 年のカレンダへの追加
• 年情報の編集
• 期間名の変更
• 別名のサマリー期間への割当て
• BegBalanceメンバーの編集

カレンダのロールアップ方法の定義
表 24-7 カレンダのロールアップ

基本期間 ロール・アップ
12か月 年ごとに 4つの四半期が作成されます。月は親の四半期にロールアップ

され、四半期は年にロールアップされます。
四半期 四半期は年にロールアップされます。
カスタム デフォルトのロールアップ構造はありません。カスタム基本期間の固定

リストが表示されます。
アプリケーションのカレンダが一度作成されると、カレンダの基本期間を変更したり、年数を
減らしたりすることはできなくなります。サービス管理者は、階層内の名前、説明、別名、サ
マリー期間を変更できます。

サマリー期間の作成と編集
名前、説明、別名、開始期間、終了期間などを変更できます。ただし、基本期間の順序を変更
したり基本期間をスキップすることはできません。現在の会計年度を超えた範囲の延長はでき
ません。
サマリー期間を作成する際、階層の上位から下位へ操作する必要があります(そうしないと、ロ
ールアップ構造が非対称として表示され、続行できません。)サマリー期間は、選択されたアイ
テムの親として、階層内を表示します。バランスのとれた階層にするには、すべての基本メン
バーをルートから同じレベル数にする必要があります。
サマリー期間の作成または編集をするには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンショ
ン」をクリックします。
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2. 「ディメンション」で、「期間」を選択します。
3. 次のいずれかの操作を実行します:

• 期間を追加するには、子または兄弟を追加するディメンション階層内の期間を選択し、
(「子の追加」)または (「兄弟の追加」)をクリックします。

• 期間を編集するには、期間を選択して (「編集」)をクリックします。
4. 「名前」で、サマリー期間の名前を入力するか変更します。
5. オプション: 「説明」で、説明を入力します。
6. オプション: 「別名表」および「別名」で、使用する別名表を選択します。別名を入力しま
す。
1つ選択しないと、デフォルトの表が使用されます。

7. 「開始期間」で、開始する期間を選択します。
現在の会計年度を超えた範囲の延長はできません。サマリー期間には、「開始期間」に最初
の子が表示されるか、その上の兄弟の最初の子を除く、すべての子が表示されます。

8. 「終了期間」で、期末を選択します。
サマリー期間には、「終了期間」に最後の子が表示されるか、最後の子を除く、開始期間か
ら次の兄弟の子までのすべての子が表示されます。

9. 「保存」をクリックします。

サマリー期間の削除
階層からサマリー期間を除去すると、その子は次に示すように別のサマリー期間に移動されま
す。
• 階層で最初のサマリー期間を削除すると、その子はサマリー期間の次の兄弟に移動されま
す。

• 階層で最後のサマリー期間を削除すると、その子はサマリー期間の前の兄弟に移動されま
す。

• 階層の中段からサマリー期間を削除すると、その子はサマリー期間の前の兄弟に移動され
ます。

サマリー期間を削除するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンション」をク
リックします。

2. 「ディメンション」で、「期間」を選択します。
3. ディメンション階層で、削除するサマリー期間を選択します。
基本期間は削除できません。

4. (「削除」)をクリックします。
5. 「OK」をクリックします。

年ディメンションの操作
年ディメンションを使用して、カレンダの年を操作します。
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表 24-8 年タスク

タスク トピックを参照
• カレンダの開始年の前、または終了年の後に年

を追加します。
• 「年」ディメンションのすべてのメンバーを含
む「すべての年」親メンバーを追加します(「年
なし」メンバー(存在する場合)を除く)。

メンバーの追加

年の説明および別名を追加または更新します。 メンバーの編集

年のカレンダへの追加
年数をカレンダの最初または最後に追加できますが、データベースの作成をせずにカレンダの
年数を減らすことはできません。
年をカレンダに追加するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンション」をク
リックします。

2. 「ディメンション」で、「年」を選択します。
3. (「年の追加」)をクリックします。
4. 「年の追加」で、カレンダに追加する年数を入力します。
5. 「OK」をクリックします。
確認ダイアログで次の確認を求められます。

• 年を終了年の後に追加するには、「はい」をクリックします。
• 年を開始年の前に追加するには、「いいえ」をクリックします。

ノート:

「年」ディメンションのすべてのメンバーを含む「すべての年」親メンバーを追加す
るには、 (「「すべての年」の追加」)をクリックします。「すべての年」親メンバーに
より、ユーザーはプロジェクトの終了日までのコスト合計などの、複数年にわたり累
計されたデータを表示することができます。(この親メンバーには「年なし」メンバ
ー(存在する場合)は含まれません。)

年情報の編集
年ディメンションのメンバーの説明と別名を追加または更新できます。
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年ディメンションのメンバーを編集するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンション」をク
リックします。

2. 「ディメンション」で、「年」を選択します。
3. 編集する年を選択し、 (「年の編集」)をクリックします。
4. その年の情報を更新し、「保存」をクリックします。

期間名の変更
ルート・レベル、基本期間、ユーザー定義のサマリー期間の名前を変更できます。
期間の名前を変更するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンション」をク
リックします。

2. 「ディメンション」で、「期間」を選択します。
3. 名前を変更する期間を選択し、  (「編集」)をクリックします。
4. 期間の名前を変更し、「保存」をクリックします。

別名のサマリー期間への割当て
基本期間およびサマリー期間への別名の割り当てや変更を行えます。
別名を割り当てまたは変更するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンション」をク
リックします。

2. 「ディメンション」で、「期間」を選択します。
3. サマリー期間を選択します。
4. (「編集」)をクリックします。
5. 「別名表」で、使用する別名表を選択します。
6. 「別名」で、別名を入力します。
7. 「保存」をクリックします。

BegBalanceメンバーの編集
期間ディメンションの「BegBalance」メンバーを編集できます。アプリケーションの最初の期
間として、新規アプリケーション、会計年度、カレンダの年を開始するときの開始データの入
力には BegBalanceメンバーが便利です。BegBalanceの名前変更や説明、ならびに別名も付け
ることができます。
BegBalanceメンバーを編集するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンション」をク
リックします。
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2. 「ディメンション」で、「期間」を選択します。
3. 最初のメンバーである BegBalanceを選択します。
4. (「編集」)をクリックします。
5. 「メンバーの編集」で:

• 名前を入力します。
• 説明を入力します。
• BegBalanceメンバーに使用する別名表を選択し、別名を入力します。

6. 「保存」をクリックします。

通貨の設定
1つ以上の通貨の財務情報をプランし、予測し、分析することができます。通貨の作成、編集、
削除ができます。サービス管理者は次を制御します:

• アプリケーションが使用する通貨(レポート作成も含む)

• レポートやフォームでの通貨の表示方法
• 他の通貨への換算方法
• 標準複数通貨アプリケーションでは、トライアンギュレーション通貨を通貨に換算させる
かどうか

• 通貨の換算を行うタイミングの指定

複数通貨の有効化
標準複数通貨アプリケーションでのみ、フォームでエンティティごとの複数通貨を有効にする
ことができます。レイアウトの定義を参照してください。
フォームにビジネス・ルールを選択すると、「通貨の計算」ビジネス・ルールを選択し、使用可
能な通貨の値に換算できます。フォームでのルールの追加および削除を参照してください。
• 標準複数通貨アプリケーションにおける通貨の操作
• 「通貨の計算」ビジネス・ルールについて
• 為替レート・タイプ
• スケーリング
• 数値のフォーマット
• 標準複数通貨アプリケーションのレポート通貨
• 通貨の使用方法の確認
• 通貨の作成
• 通貨の編集
• 通貨の削除
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基本通貨
標準複数通貨アプリケーションの場合、各エンティティ・メンバーの基本通貨を指定します。
エンティティ・メンバーのデフォルトの基本通貨は、アプリケーション作成時に指定された通
貨です。たとえば、米国ドルがデフォルト通貨の場合でも、日本のエンティティには円を、米
国のエンティティには米国ドルを指定できます。日本のエンティティの値を持つフォームを使
用する際、表示する通貨が米国ドルに設定されている場合、為替レート表内のレートを使用し
て、値は米国ドルに換算されます(円を現地通貨、米国ドルをレポートの通貨と仮定)。

ノート:

アプリケーションの作成時に「簡易」複数通貨オプションを選択した場合、エンティ
ティ・メンバーの基本通貨を指定する必要はありません。簡易複数通貨についてを参
照してください。

標準複数通貨アプリケーションにおける通貨の操作

ノート:

このトピックは、アプリケーションの作成時に「標準」複数通貨オプションを選択し
たことを前提としています。「簡易」複数通貨オプションを選択した場合は、簡易複
数通貨についてを参照してください。

複数通貨を使用可能にすると、ユーザーは現地通貨からレポートの通貨に換算された値を表示
し、セルの基本通貨を上書きできます。
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ノート:

• フォームに現地通貨が選択されると、保管されるデフォルトとセルに表示される
通貨は、(指定した)エンティティの基本通貨です。ユーザーはデータ値を現地通
貨メンバーにのみ入力できます。現地通貨メンバーが選択されると、アプリケー
ションに指定されたすべての通貨は入力タイプとして使用可能になります。

• 「通貨の編集」ダイアログ・ボックスで各通貨にディメンション・プロパティを設
定できます。プリファレンスで、ユーザーは様々な表示オプションを選択するこ
とや、「通貨設定」を選択してサービス管理者が設定したプロパティを適用するこ
とができます。

• 通貨はレポート通貨のみに換算されます。ユーザーはレポート通貨に表示される
セルにデータを入力できません。アプリケーションの主要通貨は、デフォルトに
よってレポート通貨です。レポートの通貨にする通貨を変更することができま
す。

• アプリケーションに定義された通貨はデータ入力に有効な通貨です。データ入力
に有効な通貨は、ユーザーがデータ入力中に通貨リンクをクリックしてアクセス
できるリストに表示されます。

• 有用な結果を得るため、1つの共通のレポートの通貨にロールアップします。小
計のメンバーが混在する通貨を持っている場合、通貨タイプは空白になり、通貨
記号は表示されません。たとえば、10米国ドルと 10円を足しても、20の数値に
はなり得ません。

• 500の期間を持ったアプリケーションは、期間がデフォルト名の TP 1から 500
の場合にのみ、通貨換算計算スクリプトを正常に実行できます。それ以外の場合
は、作成しようとする換算計算スクリプトはその制限サイズの 64Kを超えてしま
います。

• データベースが作成されるかリフレッシュされるときに作成されたユーザー定義
の通貨換算計算スクリプトは、ユーザーのアクセス権に応じて Oracle Smart
View for Officeで使用できる場合があります。ユーザー定義の通貨換算計算スク
リプトを使用する場合、フォームの計算の前に、通貨換算計算スクリプトが最初
にくるよう順序を変更することが推奨されています。

• 入力値に関連付けられている通貨コードは数値として保管されます。これらのコ
ードはディメンション式、計算スクリプトおよびビジネス・ルールで計算されま
す。この通貨コードの計算された値が正しくない、または無効な換算コードに換
算される場合があります。混在する通貨で子がいる場所では、上位レベルで計算
結果をレビューするようにします。

• 親が複数の子を持つ場合は、その中の 1つの子のみが書き換えられた通貨を持
ち、親は書き換えられた通貨コードを継承します(これはフォームに表示されませ
ん)。

• 選択した通貨に換算を試みようとすると、親のエンティティが#MISSINGと表示
される場合があります。通貨レートが現地通貨の各組合せに入力され、フォーム
かレポートに通貨が選択されるようにします。通貨の組合せはすべての混在する
通貨の子エンティティと親メンバーに存在させる必要があります。

• Smart Viewでは、1つのエンティティへの複数の通貨の入力はサポートされてい
ません。混在する通貨タイプを含むワークシートの場合、ユーザーが間違った通
貨に値を入れてしまうこともあり得ます。
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「通貨の計算」ビジネス・ルールについて

ノート:

このトピックは、アプリケーションの作成時に「標準」複数通貨オプションを選択し
たことを前提としています。「簡易」複数通貨オプションを選択した場合は、簡易複
数通貨についてを参照してください。

「通貨の計算」ビジネス・ルールは、フォームのディメンションとメンバーに基づいています。
これにより、為替レート換算を適用して、データを現地通貨からフォーム上で指定されたレポ
ートの通貨に換算されます。これは:

• 小計を計算しません。値の小計を出すには、通貨を換算した後に「フォームの計算」ビジ
ネス・ルール(または、集約を含むカスタマイズされたビジネス・ルール)を実行します。

• #MISSING値を無視します。
• フォーム設計中に、フォームに関連付ける、または関連付けを解除することでオンまたは
オフにできます。

• デフォルトで、データの保存中には実行しないように設定されています。
為替レート・タイプ

標準複数通貨アプリケーションの為替レート・タイプ
標準複数通貨アプリケーションの場合、通貨に関連付けられる為替レート・タイプは、「履歴」、
「平均」および「期末」です。
各勘定科目の為替レート・タイプは、「メンバーのプロパティ」ダイアログ・ボックスで指定し
ます。平均および最終のレート・タイプには、すべての期間の値を入力します。履歴のレート・
タイプには、期首残高期間を含む、すべての期間に使用されるレート値を 1つ入力します。期
首残高期間には、平均および最終のレート・タイプの期間に使用されるレート値を 1つ入力し
ます。
標準複数通貨アプリケーションでは、トライアンギュレーション通貨を介した三角換算法によ
る通貨換算がサポートされています。
簡易複数通貨アプリケーションの為替レート・タイプ
簡易複数通貨アプリケーションの場合、通貨に関連付けられる為替レート・タイプは、「FXレ
ート-平均」および「FXレート-期末」です。簡易複数通貨についてを参照してください。

スケーリング
特定の通貨で表示するときの単位データ値を指定できます。たとえば、円を千に単位設定し、
通貨ディメンションに選択されている現地メンバーで、フォーム上に日本のエンティティの値
として 10,000を入力できます。フォームの通貨メンバーとして円を指定すると、単位が適用さ
れ、日本の値として 10が表示されます。

数値のフォーマット
次のように、フォームに通貨以外および通貨のデータ型数値の初期表示を決定できます:
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• 3桁ごとの区切り文字:

– なし: 1000

– カンマ: 1,000

– ドット: 1.000

– スペース : 1 000

• 小数点:

– ドット: 1000.00

– カンマ: 1000,00

• 負数の符号:

– 先頭のマイナス: -1000

– 末尾のマイナス: 1000-

– 括弧: (1000)

• 負数の色:

– 黒
– 赤

標準複数通貨アプリケーションのレポート通貨

ノート:

このトピックは、アプリケーションの作成時に「標準」複数通貨オプションを選択し
たことを前提としています。「簡易」複数通貨オプションを選択した場合は、簡易複
数通貨についてを参照してください。

レポートの通貨は会社が準備する財務諸表の通貨です。アプリケーションは、現地通貨から 1
つ以上のレポートの通貨への通貨換算に対応しています。換算されたレポートの通貨の値は、
すべてのユーザーに読取り専用で保管されます。アプリケーションのデフォルトの通貨はデフ
ォルトのレポート通貨です。通貨をレポートの通貨として無効にすることもできます。

通貨の使用方法の確認
アプリケーションによる通貨の使用方法を表示できます: 通貨が、デフォルトであるか、トライ
アンギュレーション通貨として使用されるのか、エンティティによって使用されるのか(標準複
数通貨アプリケーションの場合)、あるいは他の通貨との換算や為替の関係があるのかなどが表
示されます。
通貨の使用方法を表示するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「ディメンション」タブをクリックし、「通貨」ディメンションを選択します。
3. 情報を表示させる通貨を選択します。
4. 「アクション」をクリックし、「用途の表示」をクリックします。
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通貨の作成
事前定義済みリストを選択するか、独自で作成することができます。次の設定を指定できます。
• 3文字のコード
• 記号
• 256文字までの説明文
• 値が表示されるときに使用するスケーリング係数
• 標準複数通貨アプリケーションでは、通貨換算に使用するトライアンギュレーション通貨
• 別名を表示させる別名表
• 3桁ごとの区切り文字、小数点、負数の符号、負数の色など、数値のフォーマット
• レポートの通貨かどうか
通貨を作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「ディメンション」タブをクリックし、「通貨」ディメンションを選択します。
3. 通貨を作成します。

• あらかじめ定義されている通貨を追加するには、「アクション」、「標準通貨の追加」の
順にクリックし、標準通貨のリストから選択して、「OK」をクリックします。

• 通貨を作成するには、「アクション」をクリックし、「通貨の追加」をクリックして、
次のプロパティを指定します。
– 「メンバー名」で、3文字までの略語または識別子を入力します。
– オプション: 「説明」で、日本円など、名前を入力します。

ノート:

グリッドで「説明」列を含むすべてのプロパティ列を表示するには、グ
リッドの任意の見出しを右クリックし、「デフォルト・モード」チェッ
ク・ボックスが表示されるまで下にスクロールします。「デフォルト・モ
ード」チェック・ボックスをクリアすると、グリッドにすべてのプロパ
ティ列が表示されます。

– 「記号」で、記号を入力するか、「事前定義の記号」から記号を選択します。
– オプション: 「スケール」で、通貨の入力方法と表示方法を選択します。たとえば、
スケーリングが千に設定された場合、3円は 3000円を意味します。

– オプション: 「トライアンギュレーション通貨」では(標準複数通貨アプリケーショ
ンの場合)、換算される 3番目の共通通貨として使用する通貨を選択します。

– オプション: 「別名表」で、使用する別名表を選択します。
– オプション: 「別名」で、通貨の別名の名前を入力します。

4. オプション: 「レポートの通貨」を選択します(標準複数通貨アプリケーションにおける通
貨の操作を参照)。
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5. オプション: 「3桁ごとの区切り文字」で、3桁ごとの区切り文字をどのように表示させる
かを選択します(小数点と異なる必要があります)。

6. オプション: 「小数点」で、表示する数字を小数点の値でどのように表示させるかを選択し
ます(3桁ごとの区切り文字と異なる必要があります)。

7. オプション: 「負数の符号」で、負数を表示する方法を選択します:

• 先頭のマイナス: -1000

• 末尾のマイナス: 1000-

• 括弧: (1000)

8. オプション: 「負数の色」で、表示する色を選択します。
9. オプション: 「データ・ストレージ」のタイプを選択します。
10. オプション: 「2パス計算」を選択します。
11. オプション: 「データ型」を選択します。
12. オプション: 「スマート・リスト」を選択します。
13.「保存」をクリックします。

通貨の編集
通貨を編集するには:

1. 「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンション」をクリックし
ます。

2. 「ディメンション」から、「通貨」を選択します。
3. 編集する通貨を選択します。
4. (「編集」)をクリックします。
5. 「通貨」タブをクリックします。
6. プロパティを変更します。

• 事前定義された記号から選択するには、「事前定義の記号から選択」ドロップダウン・
リストから 1つを選択します。

• 通貨記号を変更するには、「記号」で、入力するか、記号を選択します。
• 「スケール」で、通貨の入力および表示方法を設定します。
• 通貨精度を設定するために、「精度」ドロップダウン・リストから 1から 10までの数
字を 1つを選択します。
「なし」がデフォルトです。

ノート:

サービス管理者はフォームのこの設定を上書きできます。フォームの精度お
よびその他オプションの設定を参照してください。

• 通貨をレポートの通貨として指定するには、「レポートの通貨」を選択します。
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標準複数通貨アプリケーションにおける通貨の操作を参照してください。
• 「3桁ごとの区切り文字」で、3桁ごとの区切り文字をどのように表示させるかを選択
します(小数点と異なる必要があります)。

• 「小数点」で、表示する数字を小数点の値でどのように表示させるかを選択します(3桁
ごとの区切り文字と異なる必要があります)。

• 「負数の符号」で、負の数字をどのように表示させるかを選択します:

– 先頭のマイナス: -1000

– 末尾のマイナス: 1000-

– 括弧: (1000)

– デフォルト設定を使用: 通貨の表示設定を適用します(通貨の作成を参照)。
• 「負数の色」で表示色を選択します。

7. 「保存」をクリックします。
通貨の削除

デフォルトの通貨は削除できません。
通貨を削除するには:

1. 「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンション」をクリックし
ます。

2. 「ディメンション」から、「通貨」を選択します。
3. 削除する通貨を選択します。
4. 複数通貨アプリケーションの場合、 (「用途の表示」)をクリックして、通貨がデフォルト
通貨であるかどうかを確認します。標準複数通貨アプリケーションを使用する場合は、ト
ライアンギュレーション通貨であるか、または通貨がエンティティに関連付けられている
かを確認します。この条件に合った通貨は削除できません。

ノート:

標準複数通貨アプリケーションの場合、為替レート表で定義されている通貨を削
除すると、その表から削除されます。

5. 「閉じる」をクリックします。
6. (「削除」)をクリックし、「OK」をクリックします。
7. ビジネス・ルールおよびレポートを更新および検証します。
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為替レートの指定
ノート:

このトピックは、アプリケーションの作成時に複数通貨オプションを選択したことを
前提としています。「簡易」複数通貨オプションを選択した場合は、簡易複数通貨に
ついてを参照してください。

為替レートを使って、ある通貨から別の通貨に換算します。次を行えます:

• 様々な国で予算管理して他の通貨でプランを作成できるようにします。
• 通貨でサマリー・レポート・データを表示します。
• 複数の通貨から 1つの通貨に値を集計します。
たとえば、基本通貨を日本のエンティティには円を指定し、アメリカ合衆国のエンティティに
は米国ドルを指定するとします。日本のエンティティの値を持つフォームを表示する際、フォ
ームの表示通貨が米国ドルに設定されている場合、円の為替レートにより日本の値が米国ドル
に換算されます。表示通貨が円に設定されると、米国ドルの為替レートは米国エンティティの
値が円に換算されます。
為替レートを指定するには、アプリケーションの作成時に複数通貨を設定する必要があります。
• 標準複数通貨アプリケーションの為替レート表について
• 標準複数通貨アプリケーションの Hsp_Ratesディメンション
• トライアンギュレーション
• 計算方法

標準複数通貨アプリケーションの為替レート表について

ノート:

このトピックは、アプリケーションの作成時に「標準」複数通貨オプションを選択し
たことを前提としています。「簡易」複数通貨オプションを選択した場合は、簡易複
数通貨についてを参照してください。

各アプリケーションには、アプリケーションが作成されるときに指定されたデフォルトの通貨
があります。為替レート表を指定すると、デフォルト通貨ならびにトライアンギュレーション
通貨のみが、対象となる通貨として使用可能になります。ソース通貨から為替レートをデフォ
ルト通貨またはトライアンギュレーション通貨に入力できます。
複数の為替レート表を作成できます。各表は通常、複数のシナリオに関連付けられていますが、
各シナリオは 1つの為替レート表にしか関連付けられません。シナリオを作成する際、換算す
る通貨の為替レート表を選択します。
デフォルト通貨と「為替レート」ページで定義された通貨との間の換算値を入力します。為替
レート表は、すべてのアプリケーション期間に渡るため、すべてのシナリオに為替レートを適
用可能です。為替レート表を作成または変更する際、アプリケーションをリフレッシュして、
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それらをキューブに保管する必要があります。アプリケーション・データベースのリフレッシ
ュを参照してください。

標準複数通貨アプリケーションの Hsp_Ratesディメンション

ノート:

このトピックは、アプリケーションの作成時に「標準」複数通貨オプションを選択し
たことを前提としています。「簡易」複数通貨オプションを選択した場合は、簡易複
数通貨についてを参照してください。

標準複数通貨アプリケーションには、為替レートを保管するための Hsp_Ratesディメンション
が含まれます。このアプリケーションには、通貨レートを保管するメンバーと次のものが含ま
れます。
• Hsp_InputValue: データ値を格納
• Hsp_InputCurrency: データ値の通貨タイプを格納
レポートを生成したりデータをロードする際、Hsp_InputValueメンバーを参照してください。
データのロード時は、現地通貨に対してデータをロードします。Hsp_InputCurrencyメンバー
を参照する必要はありません。
デフォルトでは、Hsp_Ratesディメンションは「疎」に設定されます。これは変更できます(デ
ィメンションの密度と順序の設定を参照)。

トライアンギュレーション

ノート:

このトピックは、アプリケーションの作成時に複数通貨オプションを選択したことを
前提としています。「簡易」複数通貨オプションを選択した場合は、簡易複数通貨に
ついてを参照してください。

複数通貨アプリケーションは、トライアンギュレーション通貨と呼ばれる中間通貨を介する三
角換算法による通貨換算に対応しています。通貨のトライアンギュレーション通貨を変更する
場合、トライアンギュレーション通貨プロパティの為替レートを再入力し、為替レートを転送
および保管するためにアプリケーションをリフレッシュなければなりません。アプリケーショ
ンのデフォルト通貨にトライアンギュレーション通貨を選択することはできません。

計算方法
通貨間で換算するときの為替レートを入力する場合、「乗算」または「除算」の計算方法を選択
することができます。たとえば、英国ポンドを米国ドルに換算するレートとして 1.5を選択す
ると、1英国ポンドが 1.5米国ドルに換算されます。

動的時系列メンバーの設定
動的時系列メンバーを使用して四半期累計費用などの期間累計データを表示するレポートが作
成できます。動的時系列メンバーは、アプリケーション作成時に自動的に作成され、期間ディ
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メンションのメンバーと一緒に使用できます。動的時系列を設定するには、事前定義済の動的
時系列メンバーを使用可能にし、世代番号(およびオプションで、別名表と別名)に割り当てま
す。たとえば、四半期累計値を算出する場合、Q-T-D (四半期累計)メンバーを使用可能にし、
世代番号 2へ割り当てます。その後、Q-T-D動的時系列メンバーを使用して、その四半期にお
ける本月までの月次値を算出できます。

ノート:

集約ストレージ・アプリケーションでは、期間ディメンションとして動的時系列はサ
ポートされていません。

動的時系列メンバーは期間累計レポートの 8レベルまでを提供します。データおよびデータベ
ースのアウトラインでどのメンバーが使用できるかを判別できます。たとえば、データベース
に 1時間、1日、1週間、1か月、四半期および 1年ごとのデータが含まれる場合、D-T-D (日
次累計)、W-T-D (週次累計)、M-T-D (月次累計)、Q-T-Dおよび Y-T-Dの情報をレポートできま
す。データベースに過去 5年間の月次データが含まれる場合、特定年までの Y-T-Dおよび H-T-
D (累計)の情報をレポートできます。データベースが季節ごとのデータを記録する場合は、P-
T-Dまたは S-T-D (季節累計)の情報をレポートできます。
動的時系列の計算でメンバーを使用する予定がある場合、タイム・バランス・プロパティ(「最
初」、「平均」など)を動的計算に予定されているメンバーに割り当てないことをお薦めします。
割り当ててしまうと、勘定科目ディメンションの親メンバーの値に誤りが生じる場合がありま
す。
動的時系列メンバーを設定するには:

1. 「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンション」をクリックし
ます。

2. 期間ディメンションを選択し、  (「動的時系列」)をクリックまたはタップします。
3. 使用する DTS系列の「使用可能」を選択します。

• Y-T-D: 年次累計
• H-T-D: 累計
• S-T-D: 季節累計
• Q-T-D: 四半期累計
• P-T-D: 期間累計
• M-T-D: 月次累計
• W-T-D: 週次累計
• D-T-D: 日次累計

4. 「世代」を選択します。
表示される世代数は、時間ディメンションの世代数によって異なります。動的時系列メン
バーは一番高い世代(ディメンション・ルート)と関連付けることはできません。

5. オプション: 別名を追加します。「別名の編集」列で  (「別名」)をクリックし、別名を入力
して「OK」をクリックします。

6. 「保存」をクリックします。
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サポートされるその他のアプリケーション機能
その他にも、アプリケーション・ディメンションでサポートされる機能があります。シナリオ、
バージョンおよび期間ディメンションに子および兄弟を追加できるとともに、切取り、貼付け、
展開および縮小機能を使用してディメンション階層を操作できます(ディメンション階層の操
作を参照)。このディメンションには共有メンバーを使用することもでき、すべてのディメンシ
ョンにおいてルート・レベルで 2パス計算を設定できます。たとえば、次のようなことができ
ます。
表 24-9 機能

機能 詳細情報
シナリオおよびバージョンのディメンションで、階層を作成し、共有メ
ンバーを使用します。子をボトムアップ・バージョンへ割り当てる場合、
このバージョンはフォーム上では読取り専用の親として表示されます。

シナリオの設定およびバージ
ョンの指定を参照してくださ
い。

期間ディメンションで、代替階層を作成し、共有子孫を使用します。す
べての期間のデータ・ストレージは、有効なデータ・ストレージ値に設
定できます。BegBalanceを含むすべての期間の集計演算子は、有効な
集計演算子に設定できます。たとえば、~(無視)のかわりに+に設定でき
ます。

年ディメンションの操作およ
び BegBalanceメンバーの編
集を参照してください。

たとえば、勘定科目のルート・レベルの 2パス計算をオンにします。

注意:

2パス計算は、動的計算に設定されていな
い非勘定科目メンバーでは無視されます。
この設定を使用する場合は、通貨換算スク
リプトへの影響を考慮してください。

メンバーの追加または編集を
参照してください。

属性には階層を作成し、別名を割り当てます。 属性の操作を参照してくださ
い。

ノート:

複数通貨アプリケーションの場合、組込み済の通貨換算計算スクリプトは、任意のシ
ナリオ、バージョン、期間または年メンバー、または特定のディメンション・ルート
(エンティティ、バージョン、通貨、カスタム・ディメンションなど)でデータ・スト
レージを動的に変更した場合、適切に機能しません。データ・ストレージを変更する
場合は、通貨換算スクリプトに対する影響を考慮してください。

期間ディメンションの代替階層の考慮事項
「期間」ディメンションで代替階層を作成する場合、代替階層はアウトラインの年合計メンバー
に従う必要があります。
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UDAの操作
ユーザー定義の属性(UDA)、記述的な語やフレーズは、計算スクリプト、メンバー式、レポー
トおよびフォームで使用できます。UDAは UDAに関連したメンバーのリストを戻します。
例:

• HSP_UDF UDAを使用して、アプリケーションをリフレッシュする際の式の上書きを防止で
きます。ビジネス・プロセスに関連する各データベースにログオンし、UDAを使用したメ
ンバー式を作成する必要があります。この UDAの構文は、(UDAs: HSP_UDF)です。

• @XREF関数を使用して、別のデータベースのデータ値を検索し、現在のデータベースから
値を計算する場合、HSP_NOLINK UDAをメンバーに追加して、@XREF関数が、そのメンバー
用として選択されたソース・キューブではないすべてのキューブで作成されてしまうのを
防ぐことができます。

• 数種類の製品メンバーのついた製品ディメンションでは、「新製品」と呼ばれる UDAを作
成し、製品ディメンションの階層にある新製品へ割り当てることができます。その後、指
定した新製品における特定の計算を基にすることができます。

• 予算レビュー・プロセスでは、製品ラインの各所有者に対しデータ検証ルールを作成する
のではなく(製品によっては数百の所有者がいるものもあります)、承認ユニット階層を使用
してメンバーに適用する、ユーザー名を含む UDAを作成できます。次に、データ検証ルー
ルに、現在のメンバーに対する UDAに保存されたユーザー名を戻す検索関数を入力できま
す。たとえば、移動パスの各ユーザー用の UDAを作成し、その UDA名に接頭辞を割り当
てます(たとえば ProdMgr:Kim)。

• フォームの設計時に、UDAを使用して、共通属性に基づいてフォームのメンバーを選択で
きます。UDAを使用してフォームを作成すると、その UDAに割り当てられているメンバ
ーが、フォームに動的に追加されます。たとえば、「新製品」と呼ばれる UDAを作成し、
この UDAを製品ディメンションの階層にある新製品に割り当てた場合、フォームでは、実
行時に新製品が自動的に表示されます。フォーム・デザイナで選択する場合、UDAの先頭
に UDA(新製品)のように UDAが付きます。

• HSP_NOMOF_<PlantypeName> UDAを使用すると、指定されたプラン・タイプ<PlantypeName>
の親メンバーが有効であっても、このプラン・タイプに動的メンバー("オンザフライ・メン
バー")が作成されなくなります。これにより、選択されたキューブでの集約に対する動的な
子の影響が防止されます。

UDAはディメンションによって特定されます。たとえば、勘定科目メンバーの UDAを作成す
ると、共有していない勘定科目メンバーに使用できます。UDAを削除すると、すべての勘定科
目メンバーの UDAが除去されます。UDAを複数のディメンションに使用可能にするには、複
数のディメンションに同じ UDAを作成します。たとえば、「新規」という UDAを勘定科目デ
ィメンションとエンティティ・ディメンションに作成し、それを勘定科目メンバーとエンティ
ティ・メンバーに使用できます。

ノート:

この手順では、クラシック・ディメンション・エディタで UDAを操作する方法につ
いて説明します。簡易ディメンション・エディタで UDAを操作するには、簡易ディ
メンション・エディタでの UDAの操作を参照してください。

UDAを操作するには:
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1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンション」をク
リックします。

2. メンバーを UDAに関連付けるディメンションを選択します。
3. ディメンションの階層から、メンバーを選択して  (編集)をクリックします。
4. 「UDA」タブを選択します。
5. 次のタスクを選択します。

• UDAを作成するには、  (「作成」)をクリックし、名前を入力して、「保存」をクリッ
クします。

ノート:

UDAに名前を付ける際に使用する文字数は 60文字までにしてください。
承認用の UDAを作成する場合、その名前の最初に接頭辞を割り当てます(た
とえば、ProdMgr:Name)。接頭辞は UDAがユーザー名を含むことを示し、
データ検証ルールがユーザーを検索できるようにします。すべての承認
UDAに同じ接頭辞を使用します。

• UDAを変更するには、  (「編集」)をクリックし、名前を変更して、「保存」をクリッ
クします。

• UDAを削除するには、UDAを選択し、  (「削除」)をクリックして、削除を確認しま
す。

ノート:

UDAを削除すると、すべてのディメンションから UDAが除去されます。
UDAを削除した場合は、それを参照していたすべてのメンバー式、計算スク
リプト、レポートを更新する必要があります。

• UDAの選択をクリアするには、  (「クリア」)をクリックします。
6. メンバーの UDAを追加または削除するには、矢印を使用して UDAを「選択した UDA」パ
ネルで移動します。

7. 「保存」をクリックします。

メンバー式の操作
演算子、計算関数、ディメンション名、メンバー名および数値定数を組み合せてメンバー式を
定義することによって、メンバーの計算を実行できます。メンバー式には次も含まれます。
• 式で許可される演算子タイプ、関数、値、メンバー名、UDAなど。
• 式に展開するスマート・リスト値またはデータベースのリフレッシュにおける値を含む事
前定義済の数式。

メンバー式を定義するには:
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1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンション」をク
リックします。

2. メンバーの式を追加または変更するディメンションを選択します。
3. メンバーを選択し、  (編集)をクリックします。
4. 「メンバー式」タブを選択します。
5. 次のフィールドのオプションを選択します:

• キューブ

ノート:

勘定科目の式を除いて、デフォルトのキューブに入力された式は、特定のキ
ューブに入力された別の式によって上書きされないかぎり、すべてのキュー
ブに適用されます。
また、勘定科目メンバーに対するデフォルトの式は、ソース・キューブにつ
いてのみ Oracle Essbaseに転送され、他のキューブについては転送されませ
ん。デフォルトの式が集約ストレージ・キューブに転送されることはありま
せん。

• データ・ストレージ: データ・ストレージ・オプションを選択します。デフォルトは
「保管」です。

ノート:

キューブ固有のデータ・ストレージ・フィールドには、「共有」または「ラベ
ルのみ」オプションは表示されません。これは、あるキューブで別のキュー
ブではない「共有」または「ラベルのみ」にメンバーを設定できないためで
す。

• 解決順: 式が評価される順序を指定します。0から 100000の間の整数を入力します
(または矢印を使用して数を増減します)。指定された解決順を持つメンバーの式は、低
い解決順から高い解決順に計算されます。デフォルトは 0です。

ノート:

解決順は、集約ストレージ・キューブに加えて、ハイブリッドが有効になっ
たブロック・ストレージ・キューブにも使用できます。ブロック・ストレー
ジ・キューブの解決順は、簡易ディメンション・エディタを使用してのみ編
集可能です。「メンバー・プロパティの編集」へのアクセスを参照してくださ
い。

6. テキスト・ボックスで、当該メンバー用の式を定義します。
7. オプション: メンバー式が有効かどうかを確認するには、「検証」をクリックします。
8. 「保存」をクリックします。
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「保存」をクリックする前に、「リセット」をクリックして、前にあったメンバー式情報を
復元します。

式の検証結果の表示
メンバー式の検証結果を表示するには:

1. 「メンバー式」で、「検証」をクリックします。
2. 「保存」をクリックします。

数式の操作
「メンバー式」タブのテキスト・ボックスに、メンバー式内の事前定義済の数式を含めて、「検
証」ボタンを使用してテストします。また、ロードすることもできます。
アウトラインに頼っているビジネス・ルールや計算スクリプトを更新することなくディメンシ
ョンのアウトラインを更新できます。計算はアウトライン内で特定数よりさらに孤立します。
スマート・リストは計算でオブジェクトとして使用できます。数式を使用しても、データベー
スのリフレッシュ時にのみ実行されるので、パフォーマンスが低下することはありません。
メンバー式で数式を使うには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「ディメンション」をク
リックします。

2. 操作するディメンションを選択します。
3. メンバーを選択し、  (編集)をクリックします。
4. 「メンバー式」タブを選択します。
5. 次のフィールドのオプションを選択します:

• キューブ

ノート:

勘定科目の式を除いて、デフォルトのキューブに入力された式は、特定のキ
ューブに入力された別の式によって上書きされないかぎり、すべてのキュー
ブに適用されます。
また、勘定科目メンバーに対するデフォルトの式は、ソース・キューブにつ
いてのみ Oracle Essbaseに転送され、他のキューブについては転送されませ
ん。デフォルトの式が集約ストレージ・キューブに転送されることはありま
せん。

• データ・ストレージ: データ・ストレージ・オプションを選択します。デフォルトは
「保管」です。
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ノート:

キューブ固有のデータ・ストレージ・フィールドには、「共有」または「ラベ
ルのみ」オプションは表示されません。これは、あるキューブで別のキュー
ブではない「共有」または「ラベルのみ」にメンバーを設定できないためで
す。

• 解決順: 式が評価される順序を指定します。0から 100000の間の整数を入力します
(または矢印を使用して数を増減します)。指定された解決順を持つメンバーの式は、低
い解決順から高い解決順に計算されます。デフォルトは 0です。

ノート:

解決順は、集約ストレージ・キューブに加えて、ハイブリッドが有効になっ
たブロック・ストレージ・キューブにも使用できます。ブロック・ストレー
ジ・キューブの解決順は、簡易ディメンション・エディタを使用してのみ編
集可能です。「メンバー・プロパティの編集」へのアクセスを参照してくださ
い。

6. テキスト・ボックスで、当該メンバー用の式を定義します。
ビジネス・プロセス数式および Essbaseネイティブ式をメンバー式に含めることができま
す。
ビジネス・プロセスは、メンバー式で使用できる事前定義の数式を提供します。独自の数
式を編集したり作成することはできません。

7. オプション: メンバー式が有効かどうかを確認するには、「検証」をクリックします。
8. オプション: メンバー式にエラーがある場合は、「詳細の表示」をクリックするとエラーの
理由が表示されます。

9. オプション: メンバー式の変更を保存しない場合は、「リセット」をクリックして、前のメ
ンバー式を復元できます。

10.「保存」をクリックします。
構文

メンバー計算数式は関数および変数をサポートします。計算数式を作成する場合には、次の関
数および変数の構文ルールに従ってください。
• 変数やプロパティは大カッコ([ ])で囲みます。大カッコを省略すると、変数はネイティブ変
数として扱われます。

• メンバー名を引用符で囲みます。
• 変数では大文字と小文字は区別されますが、余計なスペースや、アンダースコア(_)のよう
な文字は使用できません。

• 式には他の関数へのサブコールも含めることができます。
• 数字が必要な箇所には、テキストは入力できません。
• アウトラインの順番は、メンバー式では重要になります。たとえば、まだ計算されていな
い値を参照できません。
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スマート・リスト変数を変数として含める
スマート・リストは、変数として"Status"= [Status.Departed]などの数式に含めることができま
す。
"Status"はメンバー名であり、Statusはスマート・リスト名、Departedはスマート・リストの
エントリです。Departedに対するスマート・リストの IDが 2の場合、メンバー式で
Status.Departedを 2に置き換えます(アプリケーションはスマート・リストを数字として扱い
ます)。Departedに対するスマート・リストの IDが 2の場合、計算に 2をおき、データベース
に 2を保管します。
スマート・リストを次のフォーマットで記述します。[SmartListName.SmartListEntry]

数式
数式には、定義済の変数および関数を含められます。
表 24-10 数式内の変数

変数 説明
OpenInputValueBlock アプリケーションが複数通貨アプリケーションである場合は IF文を生

成し、単一通貨アプリケーションである場合は空の文字列を生成します。
ClosedInputValueBlockとともに使用されます。

CloseInputValueBlock アプリケーションが複数通貨アプリケーションである場合は End IF文
を生成し、単一通貨アプリケーションである場合は空の文字列を生成し
ます。OpenInputValueBlockとともに使用されます。

NumberOfPeriodsInYear 年内の期間を戻します。
NumberOfYears アプリケーション内の年数を戻します。

表 24-11 数式内の関数

関数 説明
Dimension(dimTag) 事前定義済のディメンションの名前を戻します。dimtagは次のとおり

です。
• DIM_NAME_PERIOD
• DIM_NAME_YEAR
• DIM_NAME_ACCOUNT
• DIM_NAME_ENTITY
• DIM_NAME_SCENARIO
• DIM_NAME_VERSION
• DIM_NAME_CURRENCY

Period(periodName) 指定した期間を戻します。periodNameオプションは次のとおりです。
• FIRST_QTR_PERIOD
• SECOND_QTR_PERIOD
• THIRD_QTR_PERIOD
• FOURTH_QTR_PERIOD
• FIRST_PERIOD
• LAST_PERIOD
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表 24-11 (続き) 数式内の関数

関数 説明
CrossRef(accountName) デフォルトの接頭辞「No」を各ディメンション名(通貨、期間および年

は除く)に追加し、指定の勘定科目を続けることで、相互参照を生成でき
ます。
たとえば勘定科目、期間、HSP_View、年、シナリオ、バージョン、エ
ンティティおよび製品のディメンションを持つアプリケーションの場合
CrossRef("5800") returns:
"BegBalance"->"No HSP_View"->"No Scenario"->"No Version"->"No
Entity"->"No Product"->"5800";

CrossRef(accountName,
prefix)

指定された接頭辞を各ディメンション名(通貨、期間および年は除く)に
追加し、指定の勘定科目を続けることで、相互参照を生成できます。接
頭辞は二重引用符で囲む必要があります。
たとえば勘定科目、期間、HSP_View、年、シナリオ、バージョン、エ
ンティティおよび製品のディメンションを持つアプリケーションの場合
CrossRef("5800", "NoX")は次を返します:
"BegBalance"->"NoX HSP_View"->"NoX Scenario"->"NoX Version"-
>"NoX Entity"->"NoX Product"->"5800";

CrossRef(accountName,
prefix, true)

指定された接頭辞を各ディメンション名(年も含む。通貨と期間は除く)
に追加し、指定の勘定科目を続けることで、相互参照を生成できます。
たとえば、CrossRef("5800", "NoX", )は次を返します:
"BegBalance"->"NoX HSP_View"->"NoX Year"->"NoX Scenario"-
>"NoX Version"->"NoX Entity"->"NoX Product"->"5800";

getCalendarTPIndex() 期間のインデックスを戻すメンバー式を生成します。暦年に基づくイン
デックスです。

getFiscalTPIndex() 期間のインデックスを戻すメンバー式を生成します。年度に基づくイン
デックスです。

CYTD(memberName) メンバー用に暦年の通算日数を計算する式を生成します。
CYTD(memberName,
calTpIndexName,
fiscalTpIndexName)

メンバー用に暦年の通算日数を計算する式と、暦年および会計年を基に
した期間インデックスを生成します。メンバーの名前が変更する場合に
使用します。デフォルトのメンバー名は「暦期間-インデックス」および
「会計期間-インデックス」です。

一般的なエラー
構文のルールに注意して従います。数式構文にエラーが含まれる場合、メンバー式を検証した
後にエラー・メッセージが戻されます。エラー・メッセージの情報を得るには、「メンバー式」
タブで式の詳細を確認します。最も一般的なエラー・メッセージは「実行に失敗しました。」で
す。これは、式でパラメータを不正に使用すると発生します。次のアクションが「実行に失敗
しました。」のエラー・メッセージの原因となります。
• 数式でパラメータの数を間違って入力
• メンバー名、関数または変数名のスペルミス
• メンバー名を引用符で囲んでいない
• テキストが必要な箇所へ数字を含ませる

フォームの管理
プランニングのニーズに基づいてデータを入力するためのフォームを作成します。

第 24章
フォームの管理

24-53



次も参照:

• フォームについて
• フォームの作成
• フォームおよびフォーム・コンポーネントの操作
• フォームとフォルダの管理

フォームについて
フォームはデータ入力用のグリッドです。ニーズを満たすようにフォームを作成でき、その後、
それらのフォームや他のアーティファクトを使用して、データをサマリーするダッシュボード
を設計できます。
ダッシュボードの設計を参照してください。

ノート:

以前は、データをサマリーするために複合フォーム(複数の単一のフォームで構成さ
れるフォーム)を作成できました。オラクル社は複合フォームのサポートを終了しま
した。ただし、既存の複合フォームは引き続き機能します。複合フォームではなくダ
ッシュボードを使用するように変更することお薦めします。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
フォームの設計方法を学習します。

 Cloud EPM Planningでのフォームの設計
チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。

目的 方法の学習
Planningでフォームを設計してタスク・リストを
管理する方法を学習します。  Planningでのフォームの設計とタスク・

リストの管理
トラブルシューティング
フォームの機能およびパフォーマンスの問題の解決の詳細は、オペレーション・ガイドのフォ
ームの機能およびパフォーマンスの問題の解決を参照してください。

フォーム・コンポーネント
視点
年、シナリオ、バージョンなどの視点(POV)ディメンションを選択して、ページ、行および列
のコンテキストを定義します。たとえば、シナリオが「予算」の場合、ページ、行および列に
表示および入力されているすべてのデータが「予算」シナリオ・ディメンション・メンバーに
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書き込まれます。各 POVディメンションが 1つのメンバーに設定され、ユーザーが変更する
ことはできません。
フォームの POVを簡潔にする場合、またはユーザーのニーズや役割にあわせて調整する場合
は、関連するメンバーのみを指定するか、ユーザー変数を定義します。フォーム・ページと視
点の定義を参照してください。
ユーザー変数の管理も参照してください。
ページ軸
ページ軸を使用して、ユーザーがより小さな論理的ビューでデータを操作できるように、様々
なディメンションにわたるメンバーの組合せを指定します。ページ軸の各アイテムに、様々な
ディメンションから選択したメンバーを指定できます。ユーザーはアクセスできるメンバーの
みを見ます。
複数のページのドロップダウン・リストを指定し、関係機能または属性を使用してメンバーを
選択できます。ページ軸から選択して、メンバー・セット間で切り替えます。
メンバー名または別名をページ軸で表示します。データ入力ページで検索ドロップダウン・リ
ストを使用可能にするページ・ディメンションでメンバーの数を指定できます。ディメンショ
ンに多くのメンバーが含まれている場合に役に立ちます。フォーム・ページと視点の定義を参
照してください。
行と列
行と列は、ユーザーがデータを入力するグリッドを定義します。たとえば、ユニット・セール
スを行軸に割り当て、1月を列軸に割り当てることができます。ユーザーがフォームにアクセ
スすると、売上個数の行が 1月の列と交差しているセルにデータを入力できます。
デフォルトでは、フォームに 1セットの行と列があります。行と列を追加し、メンバーの非対
照的な組合せを作成できます。非対称の行と列の作成を参照してください。
属性ディメンション
属性ディメンションをフィルタとして使用するだけでなく、関連付けられた基本ディメンショ
ン以外の軸に配置できるように、アプリケーション内で一意のディメンションとして属性を定
義することもできます。これにより、属性メンバーを横断してディメンション間ロールアップ
を実行できます。
属性ディメンションはフォーム・グリッドではオプションであり、フォーム・デザイナの「レ
イアウト」タブに別個に表示されます。属性ディメンションをフォームで使用するには、属性
ディメンションを視点、ページ、行または列にドラッグします。

注意:

軸上の属性をフィルタとして使用しているときはその属性をドラッグしないでくだ
さい。ドラッグすると、パフォーマンスに影響するディメンション間参照の原因とな
ります。属性ディメンションをフィルタとして使用する場合、(別名を表示するオプ
ションがあるのと同様に)関連付けられた属性を表示するフォーム・オプションがあ
ります。レイアウトの定義を参照してください。
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フォームの設計に関する考慮事項
これらの設計ガイドラインを使用して、効果的なフォームを計画します。
フォームの設計の概要
データ入力やサマリー・レベル・レポートをサポートする様々なフォームを構築します。フォ
ームの内容は、データの収集および計算に使用するテンプレートに類似しています。レイアウ
トは、スプレッドシートで使い慣れているものとは異なる場合があります。
ユーザビリティを向上させるには、「収益」、「報酬費用」、「その他費用」などの主要カテゴリに
フォームを分類します。データ入力をサポートするフォームや、サマリーおよびレビュー用の
フォームを作成できます。ユーザーが結果を分析する際に役立つチャートを挿入することもで
きます。
フォームのパフォーマンスは、ネットワークおよび環境要因、構造、レイアウトなど、様々な
要因に基づきます。
設計に関する考慮事項
ユーザーが収益、費用、仮定などの情報を入力できるようにフォームを設計します。
ベスト・プラクティス:

• 勘定科目を論理的にグループ化しますが、1つのフォームに含まれる勘定科目が多くなり
すぎないようにします。

• 入力フォームの数を、エンド・ユーザーの負担にならない量に制限します。1つのフォー
ム上の勘定科目の数とプロセスをサポートするために必要なフォームの数の間で微妙なバ
ランスを取る必要があります。

• 詳細フォームを使用して、ユーザーがすべての関連情報を入力できるようにします。入力
を必要とするすべての勘定科目がフォーム上にある必要があります。勘定科目を複数の異
なるフォームに分割できます。
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• フォームを構築する際には、フォームの設計を向上させるための適切なオプションをすべ
て選択していることを確認します。たとえば、精度、表示およびメニューを制御したり、
適切なルールをフォームに関連付ける設定を使用します。

• 年などのディメンションを参照するには、代替変数を使用します。
• 「無効なシナリオ時間/期間の抑制」オプションで、フォーム上の行または列の期間をシナ
リオに設定された開始および終了期間に設定します。この機能は、年の代替変数のかわり
に使用できます。

• 有効な交差を設定して、様々なディメンション間の関係を設定することを検討します。有
効な交差のみがエンド・ユーザーに表示されるように、無効な組合せの抑制を行または列
で設定できます。ページの選択でディメンションが設定されている場合、デフォルトでは、
有効な交差のみがエンド・ユーザーに表示されます。

• メンバーを個々に選択するかわりに、関係を使用してメンバーをフォームに組み込みます。
• エンド・ユーザーのディメンション選択を軽減できるように、エンティティやシナリオな
どのディメンションにユーザー変数を使用することを検討します。

• アプリケーションで複数通貨がサポートされている場合、ユーザーが基本通貨を定義でき
るようにユーザー変数を設定することを検討します。

• フォームをフォルダに編成します。
• 代替変数を使用して、フォームの保守を軽減します。
• 勘定科目や期間などの密ディメンションをフォームの行および列に配置します。エンティ
ティなどの疎ディメンションをページ軸に配置します。

• シナリオ、バージョン、年などのディメンションは、POV、列または行に配置できます。
ユーザーがフォームを開いたときに列または行がどのように返されるかを適切に判断する
ことが重要です。

詳細収益フォームと詳細費用フォームの構築
詳細フォームでは、ユーザーが収益および費用関連のすべての情報を入力できることが必要で
す。入力を必要とするすべての勘定科目がフォーム上にある必要があります。
ベスト・プラクティス:

• 勘定科目を論理的にグループ化しますが、1つのフォームに含まれる勘定科目が多くなり
すぎないようにします。

• 入力フォームの数を、エンド・ユーザーの負担にならない量に制限します。1つのフォー
ム上の勘定科目の数とプロセスをサポートするために必要なフォームの数の間で微妙なバ
ランスを取る必要があります。

• 詳細フォームを使用して、ユーザーが収益関連のすべての情報を入力できるようにします。
入力を必要とするすべての勘定科目がフォーム上にある必要があります。勘定科目を複数
の異なるフォームに分割できます。

• フォームを構築する際には、フォームの設計を向上させるための適切なオプションをすべ
て選択していることを確認します。たとえば、精度、表示およびメニューを制御したり、
適切なルールをフォームに関連付ける設定を使用します。

• フォームの構築を反復的に行うことで、ユーザーとプロセスをサポートできます。
フォームへのルールの関連付け
フォームにルールを関連付けることにより、適切なアクセス権を持つユーザーは、関連付けら
れたビジネス・ルールをフォームから起動し、値を計算して導出できます。
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キューブによって、複数のビジネス・ルールをフォームに関連付けることができます。フォー
ムを開いたときまたは保存したときに、フォームに関連付けられたビジネス・ルールが自動的
に起動するように設定できます。「フォームのメンバーを使用」を選択すると、ルールの起動時
にユーザーに入力を求めるプロンプトを表示するかわりに、現在のフォームから実行時プロン
プトに値を移入できます。
ベスト・プラクティス:

• 実行に時間がかかるルールについては、アクション・メニューから起動するか、単にフォ
ームへの関連付けによって起動するように設定します。

• ビジネス・ルールに実行時プロンプトがある場合、ユーザーの作業を簡単にしておくため
にプロンプトの数を制限します。

フォームへのメニューの追加
フォームにメニューを関連付けることができます。アクション・メニューを使用すると、ユー
ザーはフォーム内の行または列をクリックして、メニュー・アイテムを選択できます。たとえ
ば、実行時プロンプトの有無にかかわらずビジネス・ルールを起動したり、別のフォームに移
動できます。
メニューはコンテキスト依存です。表示されるメニューは、フォームの設定や、ユーザーがフ
ォームで右クリックした場所によって異なります。
ベスト・プラクティス:

• フォームの設計時に、「その他オプション」を使用して、フォームのメニュー・アイテム・
タイプに可能なメニューを選択します。

• アプリケーションを更新するとき、それに適切なメニューが更新されます。たとえば、メ
ニューで参照されているビジネス・ルールを削除する場合は、そのルールをメニューから
削除します。

データ検証フォームの構築
データ検証は、ビジネス・ポリシーに適合していることをユーザーが確認するための視覚的な
手がかりとして使用できます。条件に応じた色コーディングをフォームに追加したり、入力し
たデータが検証ルールに違反している場合や条件を満たした場合に検証メッセージを生成でき
ます。
データ検証ルールの定義には、次のメイン・タスクがあります:

• 条件を満たしたときに検証メッセージとともに表示したり別の色で表示するデータのセル
または場所を指定します。

• ルールの評価に関与させる必要があるセル、列または行を指定し、適切にルールを定義し
ます。

• 指定した場所におけるデータ検証ルールを作成します。
フォルダへのフォームの編成
アプリケーションでフォームを整理するための手段としてフォルダを使用します。プロセスま
たはユーザー・タイプ別に、あるいは単にユーザーがフォームをすぐに見つけられるように、
フォームをフォルダにグループ化できます。フォームをフォルダに移動したり、フォルダ階層
を作成できます。また、フォルダを作成すると、割り当てられたアクセス権限がフォルダ内の
すべてのフォームに継承されるため、アクセス権の割当てが容易になります。
サマリー・レベル・フォームの構築
通常、サマリー・レベル・フォームにはユーザーのプランまたは予測のすべての部分がまとめ
られます。ユーザーは、これを使用して結果をレビューおよび分析できます。
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さらに、ユーザーが結果を効果的に分析するための方法として、ダッシュボードを使用するこ
ともできます。
財務諸表の構築
財務諸表を使用すると、ユーザーはパフォーマンスを分析し、各自の仮定を確認できます。財
務諸表には、損益計算書、貸借対照表、キャッシュ・フローなどが含まれます。
財務諸表には通常、ユーザーが差異を分析できるように比較情報が含まれます。一般に、財務
諸表にはサマリー・レベルの情報が組み込まれ、メニューを使用してフォームをリンクするこ
とにより、詳細データを表示できます。
フォームとキューブ
フォームを作成する際、それをキューブに関連付けることにより、フォームの有効なメンバー
が決まります。たとえば、フォームを「収益」キューブに割り当てた場合、「収益」キューブに
有効な勘定科目のみを追加できます。入力したデータは、選択したキューブのデータベースに
保存されます。

ノート:

• 割り当てた後でフォームのキューブを変更することはできません。
• ソース・キューブがフォームのキューブと一致する場合にのみ、フォームの勘定
科目を編集できます。

• 勘定科目のソース・キューブ以外のキューブに関連付けられたフォームに勘定科
目を追加した場合、そのフォームでは勘定科目が読取り専用になります。

フォームと権限
設計(レイアウトや手順など)の変更やデータの入力を行うことができるユーザーを判別するに
は、フォームに権限を割り当てます。ユーザーは、保護された 1つのディメンションのメンバ
ーに対する権限を持っている場合にのみ、フォームを編集できます。たとえば、ユーザーが
Europe (欧州)エンティティに対する読取り専用権限を持っている場合、Europe (欧州)エンティ
ティを含む行と列は読取り専用です。ユーザーは、書込み権限を持っているメンバーについて
のみデータを変更できます。
フォームと通貨
単一通貨のアプリケーションでは、すべてのエンティティではアプリケーションの作成時に選
択された通貨が使用されます。標準複数通貨のアプリケーションでは、フォームで選択された
通貨メンバーによって、値が表示される通貨が判別されます。通貨メンバーが「ローカル」で
ある場合、通貨換算は行われず、ユーザーはネイティブ通貨でデータを入力できます。「ローカ
ル」以外の通貨メンバーが選択されている場合、値は、その行または列について選択された通
貨に換算され、フォームは読取り専用になります。データは「通貨」または「ローカル」を選
択したメンバーとして持つ行または列に入力できます。
フォームとバージョン
ボトムアップ・バージョンでは、レベル 0メンバーを持つ行および列でデータ入力が可能です。
親メンバーに設定された行または列は読取り専用となります。ボトムアップ・バージョンでデ
ータ・エントリを許可するには、さらに視点をレベル 0メンバーに設定する必要もあります。
ターゲット・バージョンにより親および子のメンバーでデータ・エントリを許可できます。
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属性によるフォーム・メンバーのフィルタ
属性を使用して、メンバーを選択できます。たとえば、エンティティ・ディメンションでは、
South (南部)などの特定の地域によってメンバーを選択できます。その結果として生成される
グリッドには、South (南部)属性を持つメンバー(TX、NMなど)のみが含まれます。属性によっ
てフィルタされた行および列に値を入力し、保存できます。
フォームと共有メンバー
共有メンバーは個々に選択できないため、関係機能を使用して選択します。たとえば、代替の
機能ロールアップを選択して、そのロールアップの下にすべてのメンバーを含めます。ユーザ
ーは、共有メンバーを表示する行または列に値を入力でき、データはデータベースの基本メン
バーに保存されます。
フォームと計算
計算を最適化するには、個々の子を選択するかわりに、関係(子孫や子など)を使用して行メン
バーを選択します。たとえば、個々の親レベルの合計を計算するには、複数のパスが必要にな
ることがあるため、かわりに関係を使用します。

フォームでの暗黙の共有の理解
一部のメンバーは、明示的に共有として設定しなくても共有されます。これらのメンバーが暗
黙的な共有メンバーです。
暗黙的な 共有関係が作成されると、各暗黙的なメンバーは他のメンバーの値であるとみなされ
ます。アプリケーションは次の状況でメンバーの共有関係を想定します。
• 親が 1つの子のみを持っています
• 親が親に連結される 1つの子のみを持っています
• 親のデータ・タイプが「ラベルのみ」です。親は、子の集約設定に関係なく、最初の子の
値を継承します。

暗黙的な共有関係を持つメンバーを含むフォームでは、親に対し値が追加されると、フォーム
が保存された後は、子はそれと同じ値を想定します。同様に、子に対し値が追加されると、フ
ォームが保存された後は、親は通常同じ値を想定します。
たとえば、計算スクリプトまたはロード・ルールが暗黙的な共有メンバーを移入する場合、そ
の他の暗黙的な共有メンバーは計算スクリプトまたはロード・ルールにより移入されたメンバ
ーの値を想定します。計算されたまたはインポートされた最後の値が優先されます。計算スク
リプトの変数として親または子のどちらを参照しても結果は同じです。
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フォームの作成
表 24-12 フォームの作成のチェックリスト

タスク 詳細を知るには
次のようなレイアウトを定義します:
• 行および列の追加
• 列と行へのディメンションの割当て
• 視点、ページ、列および行への属性ディメンションの割当て
• ユーザーが操作するディメンション・メンバーの選択
• グリッド・プロパティの設定
• ディメンション・プロパティの設定
• 式の行と列の追加
• Smart Viewフォームの表示オプションの設定
• 表示プロパティの設定
• 印刷オプションの設定
• フォーマット/検証ルールの追加および更新

レイアウトの定義を参照して
ください。

ページ軸および視点の定義 フォーム・ページと視点の定
義を参照してください。

メンバーの選択 メンバー・セレクタの使用を
参照してください

フォーム精度、コンテキスト・メニューの関連付け、および動的ユーザ
ー変数を有効にするかどうかの設定

フォームの精度およびその他
オプションの設定を参照して
ください。

ビジネス・ルールの選択およびプロパティの設定 ルールについてを参照してく
ださい。

スマート・プッシュの使用 スマート・プッシュを使用し
たあるキューブから別のキュ
ーブへのデータの移動を参照
してください

アクセス権限の定義 アクセス権限の設定を参照し
てください。

式の行と列の設計 式の行と列を使用したフォー
ムの設計を参照してくださ
い。

データ検証ルールおよびフォーマット・ルールの設計 データ検証ルールおよびフォ
ーム・ルールを使用したフォ
ームの設計を参照してくださ
い。

ディメンションの評価順序の設定 簡易インタフェースでの評価
順序の設定を参照してくださ
い

フォームを作成するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「フォーム」をクリック
します。

2. 「フォームとアド・ホック・グリッドの管理」で、 (「作成」)をクリックします。
3. 「プロパティ」タブで、80文字までの名前、および 255文字までのオプションの説明を入
力します。
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4. フォームに関連付ける「キューブ」を選択します。フォームとキューブを参照してくださ
い。

5. 必要に応じて、フォームの操作方法を説明する手順を入力できます。
6. 「次」をクリックし、レイアウトの定義を参照します。

レイアウトの定義
フォームを作成した際、最初は 1つの行と列のみが含まれ、オプションの属性ディメンション
を除くすべてのディメンションが視点に存在します。必要に応じて、行と列を追加します。行
と列のレイアウトを設定する場合:

• 行と列の軸に少なくとも 1つのディメンションを割り当てます。
• 複数の軸で同じディメンションは選択できません。複数の軸でディメンションを使用する
には、視点でユーザー変数を設定します。

• 任意の軸からディメンションを選択し、それを別の軸にドラッグできます
• ディメンションのメンバーは、ディメンションが行または列に割り当てられた後にフォー
ムから除去できます。

ノート:

属性ディメンションはオプションで、「レイアウト」タブの独自の領域に表示されま
す。属性ディメンションをフォームで使用するには、視点、ページ、行または列にド
ラッグします。

注意:

属性をフィルタとして操作する場合は、どの軸上の属性もドラッグしないでくださ
い。ドラッグすると、パフォーマンスに影響するディメンション間参照の原因となり
ます。属性ディメンションをフィルタとして使用する場合、(別名を表示するオプシ
ョンがあるのと同様に)関連付けられた属性を表示するフォーム・オプションがあり
ます。

レイアウトを定義するには:

1. フォームを開き、「レイアウト」タブをクリックします。
フォームとフォルダの選択および表示を参照してください。

2. 「レイアウト」タブのディメンションの隣にある アイコンをクリックし、目的の軸(「行」
または「列」)にドラッグします。必要に応じて、「視点」、「ページ」、「行」および「列」で
使用する属性ディメンションを選択することもできます。

3. 行または列に追加したディメンションを編集するには、ディメンションの隣にある
をクリックします:

• 「編集」を選択してメンバー・セレクタを起動し、フォームに含めるディメンション・
メンバーと変数を定義します。
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表 24-13 フォームのメンバー選択オプション

メンバー選択オプション 説明
メンバー メンバー・リストのメンバーをクリックして選択を行います。

フォームのメンバーの選択を参照してください。
変数 次のオプションについて選択します:

– ユーザー変数
(メンバーとしてのユーザー変数の選択を参照してください)

– 代替変数
(メンバーとしての代替変数の選択を参照してください)

– 属性
(メンバーとしての属性値の選択を参照してください)

– UDA
(UDAのメンバーとしての選択を参照してください)

• 「除外」または「すべて除外」を選択し、メンバー・セレクタを使用して除外するディ
メンション・メンバーを定義します。
– 除外: このオプションを選択した場合、メンバーは IDを基準にして除外されます。
指定されたメンバー(基本または共有)のみが除外されます。

– すべて除外: このオプションを選択した場合、メンバーは名前を基準にして除外さ
れます。基本メンバーが指定された場合、この基本メンバーとそのすべての共有メ
ンバーが除外されます。共有メンバーが指定された場合、このメンバー、その基本
メンバー、このメンバーのその他のすべての共有メンバーが除外されます。

サービス管理者は、アプリケーション設定「「セグメント」ドロップダウンでの除外メ
ンバーのフィルタ処理」を使用して、ユーザーの「セグメント」ドロップダウンのメ
ンバー・セレクタで、除外メンバーを表示するか、非表示にするかを選択することも
できます。
指定可能なアプリケーションおよびシステム設定を参照してください。

• 「クリア」を選択して選択内容を削除します。
4. オプション: 行または列におけるディメンションの順序を変更するには、 、「ディメンシ
ョンを上に移動」または「ディメンションを下に移動」の順にクリックします。

5. セグメント・プロパティの説明に従って、行ヘッダー(1や 2など)を選択して行プロパティ
を指定したり、列ヘッダー(Aや Bなど)を選択して列プロパティを設定します。
ユーザーがフォームについてテスト環境から本番環境にグローバル仮定を転送できるよう
にするには、「グローバル仮定フォーム」を選択し、フォームを更新してグローバル仮定を
保管します。グローバル仮定を使用したフォームの設計を参照してください。

6. オプション: 式の行と列を追加します。式の行と列の追加を参照してください。
サブトピック:

• セグメント・プロパティ
• フォーム・グリッド・プロパティの設定
• ディメンション・プロパティの設定
• 表示プロパティの設定
• Smart Viewフォームのオプションの設定
• 印刷オプションの設定
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• フォームへのデータ検証およびフォーマット・ルールの組込み
• 共有メンバーでのドリルの有効化

セグメント・プロパティ
フォームの「セグメント・プロパティ」にアクセスするには、フォームのレイアウトで行番号
をクリックします。
表 24-14 セグメント・プロパティ

オプション 説明
すべての行に適用 各行に異なるプロパティを指定する場合は、クリアします。
すべての列に適用 各列に異なるプロパティを指定する場合は、クリアします。
非表示 列または行を非表示にします
読取り専用 ユーザーが古い読取り専用データと新しい編集可能なデータを比較でき

るように、読取り専用の行または列を作成します。
区切り線の表示 セグメントが目視で区別できるように太い枠線を作成します
階層の抑制 インデントを抑制します。
欠落データの抑制 空の行または列を非表示にします。クリアすると、データが欠落してい

るセルには「#MISSING」が付いた行または列が表示されます。
無効なシナリオ/期間の抑制 このオプションは、列の表示をシナリオの開始期間と終了期間に結び付

けます。選択されている場合、シナリオの期間範囲外の期間の表示は抑
止されます。

列幅 • デフォルト: グリッド・レベルで定義された列幅(「グリッドのプロパ
ティ」の下)を使用します

• 小: 50px
• 中: 100px
• 大: 300px
• 適合するようサイズ調整: データに適合するよう列が拡張されます
• カスタム: ピクセル数を指定します

行の高さ • デフォルト: グリッド・レベルで定義された行の高さ(「グリッドのプ
ロパティ」の下)を使用します

• 中: 標準の高さを使用します
• 適合するようサイズ調整: データに適合するよう行が拡張されます
• カスタム: ピクセル数を指定します
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表 24-14 (続き) セグメント・プロパティ

オプション 説明
ディメンションのドロップダ
ウンの有効化

Oracle Smart View for Officeグリッドおよびビジネス・プロセスWeb
フォームの行ディメンションで、ドロップダウン・メンバー・セレクタ
を設定できます。このドロップダウン・セレクタが有効になっている場
合、フォーム・ユーザーはフォーム内の行ディメンションのドロップダ
ウン・リストから直接メンバーを選択できます。たとえば、行軸にエン
ティティとライン・アイテムの 2つのディメンションが配置されている
とした場合、メンバー・セレクタ・ドロップダウンはエンティティ・デ
ィメンション・メンバー、ライン・アイテム・ディメンション・メンバ
ーまたはその両方に対して有効になります。サービス管理者が選択した
設定に応じて、ドロップダウン・メンバー・セレクタを使用して、ユー
ザーがメンバー行(セレクタが有効になっていないと抑制または除外さ
れる場合があります)にデータを追加できる場合もあります。

ノート:

サーバー側のメンバー式がすでに含まれて
いるフォームのドロップダウン・メンバ
ー・セレクタは有効にできません。

フォーム・グリッド・プロパティの設定
グリッド・プロパティにより、行および列を表示する方法を定義します。
グリッド・プロパティを設定するには:

1. フォームを開き「レイアウト」をクリックします。フォームとフォルダの選択および表示
を参照してください。
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2. 「グリッドのプロパティ」で、行および列プロパティを次のように設定します。
表 24-15 フォーム・グリッド・プロパティ

オプション 説明
欠落ブロックの抑制 複数の行に対して、「欠落データの抑制」の効率を大幅に向上させま

す。抑制する行が存在しない場合または少ない場合は、このオプショ
ンによってパフォーマンスが低下することがあります。この設定を
使用する前後でフォームをテストし、パフォーマンスが向上するかど
うかを判定します。
このオプションを使用する場合は注意してください。
• 一部の抑制されたブロックでは、動的計算メンバーが無視される
ことがあります

• 行メンバーがインデントされない場合があります
欠落データの抑制 データがない行または列を非表示にします。クリアすると、データが

欠落しているセルには"#MISSING"が表示されます。
無効なデータの抑制 無効なデータを含む行または列を非表示にします。無効なデータを

含むセルは読取り専用です。
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表 24-15 (続き) フォーム・グリッド・プロパティ

オプション 説明
データベース抑制の使用 ビジネス・プロセス・レベルではなく Oracle Essbaseレベルで行の

抑制を適用します。これにより、ビジネス・プロセス側のデータ量が
削減され、問合せしきい値に対する影響が排除されます。

ノート:

このオプションを使用し、フォーム上に結果が#MISSING
値となる式の列がある場合、その行は Essbaseでは抑制さ
れるためフォーム上に表示されず、式の評価のためにビジ
ネス・プロセスに戻されることはありません。

デフォルトの行の高さ • 中: 行の高さは中程度になります。
• 適合するようサイズ調整: データに適合するよう行が拡張されま

す
• カスタム: ピクセル数を指定します

デフォルトの列の幅 幅をピクセルで指定します。
• 小: 50px
• 中: 100px
• 大: 300px
• 適合するようサイズ調整: データに適合するよう列が拡張されま
す

• カスタム: ピクセル数を指定します
無効なシナリオ/期間の抑制 このオプションは、フォーム・グリッドの表示をシナリオの開始期間

と終了期間に結び付けます。選択されている場合、シナリオの期間範
囲外の期間の表示は抑止されます。

グローバル仮定フォーム フォームについてテスト環境から本番環境にグローバル仮定を転送
するには、「グローバル仮定フォーム」を選択し、それを更新して仮
定を保管します。グローバル仮定を使用したフォームの設計を参照
してください。

自動保存の使用可能 このオプションを使用すると、ユーザーは、[Ctrl]を押しながら[Z]を
押すことでアクションを連続的に元に戻せます。また、プランナがセ
ル間を移動すると、変更が自動的に保存されます。

ノート:

パフォーマンスを最適化するには、行と列に密ディメンシ
ョンのみを使用します。

自動保存についてを参照してください。
自動保存のフォーム計算の
実行

「自動保存の使用可能」を選択した場合にのみ使用できます。「自動保
存のフォーム計算の実行」を選択した場合、変更および保存された値
(たとえば集約された親の値のパーセンテージを計算する式を持つ行)
に依存して動的に計算されるセルが更新され、緑の背景で表示されま
す。
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表 24-15 (続き) フォーム・グリッド・プロパティ

オプション 説明
欠落を抑制したらゼロも抑
制

フォームでこのオプションを、「欠落データの抑制」オプションと同
時に選択すると、「欠落」と「ゼロ」両方を含む行または列がすべて
抑制されます。
この設定を選択すると、Oracle Smart View for Officeでデータ欠落
やゼロを抑制していた実行時の抑制選択より優先されます。

ノート:

フォーム 2.0では、行または列にゼロと#Missingの組合せ
がある場合、フィルタ処理は適用されません。

アド・ホックでのフォーム抑
制の削除

Smart Viewユーザーに、他の抑制オプションが指定されたフォーム
上でアド・ホック分析の実行を許可する場合に選択します。フォーム
に欠落データがある場合、列または行の基本ディメンション・メンバ
ーは Smart Viewのアド・ホック・グリッドに表示されます。これに
より、フォーム設計で抑制オプションが有効になっていた場合でも、
ユーザーはフォームでアド・ホック分析を継続できます。

ノート:

このオプションを選択しても、ユーザーが Smart Viewの
「オプション」ダイアログ、「データ・オプション」タブで
設定した可能性のある抑制オプションは上書きされませ
ん。フォームに対して「アド・ホックでのフォーム抑制の
削除」オプションが有効な場合、ユーザーがフォームでア
ド・ホック分析を実行するとエラーが発生し、ユーザーは
Smart Viewで抑制オプションをクリアする必要がありま
す。

オンザフライ計算の使用可
能

このオプションを選択した場合、フォーム 2.0で、メンバー式が添付
されたセルにカーソルを置くと、セルに関連付けられているメンバー
式が表示され、オンザフライ計算を実行できます。オンザフライ計算
では、変更を送信せずに計算を実行できます。

3. 「保存」をクリックして続行するか、「終了」をクリックして保存してフォームを閉じます。
ディメンション・プロパティの設定

メンバー名や別名を表示するかどうか、ユーザーにメンバー式の表示を許可するかどうかなど
の、ディメンション表示プロパティを指定できます。これらのプロパティは、行、列、ページ
および視点ディメンションに適用されます。
ディメンション・プロパティを設定するには:

1. フォームを開き「レイアウト」をクリックします。
フォームとフォルダの選択および表示を参照してください。

2. 視点、ページ、行または列ディメンションをクリックし、「ディメンション・プロパティ」
で次のようなプロパティを適用します。
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表 24-16 ディメンション・プロパティ

プロパティ 説明
すべての行ディメンション
に適用 | すべての列ディメ
ンションに適用 | すべての
ページ・ディメンションに適
用

すべての行ディメンション、列ディメンションまたはページ・ディメ
ンションにプロパティを適用します

すべての POVディメンショ
ンに適用

すべての視点ディメンションにプロパティを適用します

展開開始 行ディメンションまたは列ディメンションに使用でき、ディメンショ
ン・メンバー・リストを展開して表示します。

カスタム属性の使用可能 フォーム 1.0の行ディメンションまたは列ディメンションにのみ使
用でき、カスタム属性を使用します。

共有メンバーのドリル 行ディメンションまたは列ディメンションに使用でき、共有メンバー
がメイン履歴の親メンバーにある場合、共有メンバーのドリルを可能
にします。

フォーム定義を超えるフレ
ックス

フレックス・フォームの行ディメンションと列ディメンションについ
て、フォーム定義の一部として含まれていない行メンバーまたは列メ
ンバーの追加を Oracle Smart View for Officeユーザーに許可する
場合に選択します。
このオプションは、行ごとまたは列ごとに有効にします。
「すべての行ディメンションに適用」を選択することもできますが、
現在の行ディメンションで選択されているすべてのプロパティがフ
ォーム内のすべての行ディメンションに適用されることに注意して
ください。
このオプションは、フォーム定義の「Smart Viewオプション」セク
ションで、「行のフレックス・フォームの有効化」または「列のフレ
ックス・フォームの有効化」(あるいはその両方)が選択されている場
合にのみ表示されます(Smart Viewフォームのオプションの設定を参
照してください)。

行の幅 行ディメンションについて、次の列サイズ・オプションから選択しま
す:
• 小: 50px
• 中: 100px
• 大: 300px
• 適合するようサイズ調整(デフォルト): 内容が収まるように列が
拡張されます

• カスタム: ピクセル数を指定します
この設定は、フォームが単独で表示される場合、またはダッシュボー
ド内に表示される場合に保持されます。

3. 「保存」をクリックして続行するか、「終了」をクリックして保存してフォームを閉じます。
表示プロパティの設定

「レイアウト」タブで表示オプションを定義します。
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ノート:

• 「勘定科目」ディメンションは、行軸に割り当てます。
• 「勘定科目」、「エンティティ」、「バージョン」、「シナリオ」のディメンションは、
列軸に割り当てることはできません。

• 「エンティティ」ディメンションは、任意の軸に割り当てることができます。
• 「バージョン」と「シナリオ」ディメンションは、ページまたは視点軸に割り当て
ます。

表示プロパティを設定するには:

1. フォームを開き「レイアウト」をクリックします。
フォームとフォルダの選択および表示を参照してください。

2. 「表示プロパティ」を選択し、次のようなオプションを選択します。
表 24-17 表示プロパティ

オプション 説明
フォームを読取り専用にす
る

ユーザーがフォームを編集できないようにします。

フォームの非表示 ダッシュボードの一部であるフォームまたはメニューやタスク・リス
トからアクセスできるフォームを非表示にします。

欠落値を空白で表示 データが存在しないセルを空のセルとして表示します。クリアする
と、"#MISSING"が表示されます。
スマート・リストで#Missingを表示を参照してください。

1つのエンティティに複数通
貨を許可

基本通貨に関係なく、エンティティが複数の通貨をサポートできるよ
うにします。

一括割当ての使用可能 このオプションを使用するには、ユーザーが「一括割当て」役割を
持っている必要があります。
Planningの操作 を参照してください。

グリッド分散の使用可能 Planningの操作 を参照してください。
セル・レベルのドキュメント
の使用可能

アクセス権限に応じて、ユーザーがフォームのセルでドキュメントを
追加、編集、表示できるようにします。
Planningの操作を参照してください。

データのないフォームのメ
ッセージ

無効なデータが存在する場合に表示するカスタム・テキストを入力し
ます。「このフォームに有効なデータの行がありません。」を表示するよ
う、空白を残します。

保存の確認メッセージの非
表示

フォームの保存の確認メッセージがユーザーに表示されないように
します。

3. 「保存」をクリックして処理を保存して続行するか、「終了」をクリックして処理を保存し
てフォームを閉じます。

Smart Viewフォームのオプションの設定
Oracle Smart View for Officeのフォーム表示のオプションを指定します。
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Smart Viewフォームのオプションを設定するには:

1. フォームを開き「レイアウト」をクリックします。
フォームとフォルダの選択および表示を参照してください。

2. 「Smart Viewオプション」を選択し、次の設定をします。
表 24-18 Smart Viewオプション

オプション 説明
スプレッドの無効化 Smart Viewで各分散オプションを無効化します。これにはデフォ

ルトの分散、期間に対するデータの分散、グリッド分散を使用した分
散、一括割当てを使用した分散が含まれます。

フォーマットの無効化 選択すると、フォームを Smart Viewで開いたときに、フォームのフ
ォーマット定義は含まれません。

メンバー・ラベルの繰返し フォームでのメンバー・ラベルの繰り返しを許可します。
この設定がクリアになっている場合、「Smart Viewオプション」ダ
イアログの「フォーマット」タブで「繰返しメンバー・ラベル」を選
択することにより Smart Viewで上書きし、フォームでのメンバーの
繰り返しを許可できます。
(「セグメント」プロパティで)「ディメンションのドロップダウンの有
効化」が選択されているフォームについては、フォーム・レイアウト
の動作は自動的に、実際に選択されているかどうかには関係なく、「メ
ンバー・ラベルの繰返し」オプションが選択されているときの動作に
なります。
フレックス・フォームでは(次の「行のフレックス・フォームの有効
化」および「列のフレックス・フォームの有効化」を参照)、「メンバ
ー・ラベルの繰返し」オプションは自動的に有効になり、クリアでき
ません。

シート保護の無効化 Smart Viewのフォームでのデータ・セルの保護を無効にします。
ユーザーはデータをセルに入力または貼付けできますが、変更された
データを送信することはできません。
デフォルトで、このオプションはクリアになっています。

行のフレックス・フォームの
有効化

Smart Viewで行のフォームをフレックス・フォームとして有効化し
ます。
このオプションが有効になっている場合、「メンバー・ラベルの繰返
し」オプションは自動的に有効になり、クリアできません。
フレックス・フォームの設計を参照してください。

列のフレックス・フォームの
有効化

Smart Viewで列のフォームをフレックス・フォームとして有効化し
ます。
このオプションが有効になっている場合、「メンバー・ラベルの繰返
し」オプションは自動的に有効になり、クリアできません。
フレックス・フォームの設計を参照してください。

第 24章
フォームの管理

24-71



表 24-18 (続き) Smart Viewオプション

オプション 説明
フレックス・フォームの無効
なメンバーの表示

Smart Viewでのリフレッシュ後、フレックス・フォーム・シートに
無効なメンバーが保持されます。
無効なメンバーは次のことによって発生する可能性があります:
• メンバー名の入力ミスやスペルミス
• あるシートから別のシートまたは同じシート内でメンバー名を
コピーして貼り付けるときの間違い

• フォーム定義を超えるメンバー名の入力
このチェック・ボックスが有効になっていると、リフレッシュしたと
きに無効なメンバーが強調表示されてシートに保持されるため、見つ
けて修正しやすくなります。
フレックス・フォームの設計を参照してください。

3. 「保存」をクリックして続行するか、「終了」をクリックして保存してフォームを閉じます。
プレディクション・オプションの設定

フォームでプレディクティブ・プランニングを使用するときに使用するプレディクション・オ
プションを設定するには:

1. フォームを開き「レイアウト」をクリックします。
フォームとフォルダの選択および表示を参照してください。

2. 「プレディクション・オプション」を選択し、次のような設定を選択します:

Table 24-19    プレディクション・オプション

オプション 説明
イベントを含める フォームでプレディクションを実行するときに、

選択したカレンダに関連付けられたイベントを
デフォルトで含めます。

カレンダの選択 デフォルトでフォームに関連付けるカレンダを
選択します。「イベントを含める」を選択した場
合、カレンダに関連付けられたすべてのイベント
がプレディクションの対象となります。

プレディクションにおけるカレンダとイベントの詳細は、IPMインサイトの構成を参照し
てください。

3. 「保存」をクリックして続行するか、「終了」をクリックして保存してフォームを閉じます。
これらの選択はフォームとともに保存されるため、フォームのすべてのユーザーにとって
デフォルトのオプションになります。

印刷オプションの設定
印刷オプションを設定するには:

1. フォームを開き「レイアウト」をクリックします。
フォームとフォルダの選択および表示を参照してください。

2. 「印刷オプション」を選択し、次のような設定を選択します。
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表 24-20 印刷オプション

オプション 説明
サポート詳細を含める PDFファイルにサポート詳細を追加行として次のように印刷します。

標準順序: サポート詳細ページと同じ順序
逆順: 関連付けられたメンバーの前。子に関するサポート詳細は親の
上に表示され、兄弟の順序が保たれます

コメントの表示 セルのテキスト・ノートを表示します
データのフォーマット 数値フォーマットの設定を適用します
精度の適用 特定の小数点以下の桁数を使用してデータを印刷します
通貨コードの表示 フォームが複数通貨をサポートする場合、通貨コードを印刷します。

通貨コードは、フォームのメンバーでの使用に基づいて表示されま
す。

3. 「保存」をクリックして続行するか、「終了」をクリックして保存してフォームを閉じます。
フォームへのデータ検証およびフォーマット・ルールの組込み

「レイアウト」タブで、フォーマットおよびデータ検証ルールをグリッド、列、行またはセルに
対して追加および更新できます。ルールが処理されるときに、ルールで、セルのフォーマット
の変更、承認ユニットの移動パスの変更、およびデータ入力時のユーザーへの検証メッセージ
の表示を行うことができます。「レイアウト」タブの緑色の背景の領域は、フォーマットおよび
データ検証ルールが定義された場所を示します。

ノート:

フォーマットまたはデータ検証ルールをフォームに追加する前に、実行する関数につ
いて検討します。フォーマットおよびデータ検証ルールの使用の詳細およびベスト・
プラクティスは、フォームでのデータ検証およびフォーマット・ルールの管理を参照
してください。

フォームにフォーマットおよびデータ検証ルールを組み込むには:

1. フォームを開き「レイアウト」をクリックします。
フォームとフォルダの選択および表示を参照してください。

2. 「フォーマット/検証ルール」を選択してから、次のルール・オプションを選択します:

表 24-21 「フォーマット/検証ルール」のオプション

オプション 説明
場所のルール 場所を選択して、その場所(グリッド、列、行またはセル)で定義され

たルールを表示します。フォームに対して定義されたすべてのルー
ルを表示するには、「すべてのルール」を選択します。
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表 24-21 (続き) 「フォーマット/検証ルール」のオプション

オプション 説明
 (検証ルールの追加) 新しいルールのプロパティを指定できる「フォーマット/検証ルール・

ビルダー」を起動します。
データ検証ルールについては、フォームでのデータ検証ルールの作成
および更新を参照してください。
フォーマット・ルールについては、フォームのフォーマット・ルール
の作成および更新を参照してください。

 (検証ルールの編集) 選択したルールのプロパティを変更できる「フォーマット/検証ルー
ル・ビルダー」を起動します。
データ検証ルールについては、フォームでのデータ検証ルールの作成
および更新を参照してください。
フォーマット・ルールについては、フォームのフォーマット・ルール
の作成および更新を参照してください。

 (一番上へ移動、上へ移
動、下へ移動、一番下へ移
動)

同じ場所に複数のルールが定義されている場合に、ルールの優先度が
同じであるときは、ルールが処理される順序を変更できます。ルール
をリストで上下あるいは一番上または下に移動するには、ルールを選
択して、矢印をクリックします。

 (選択した検証ルールの
削除)

選択したルールを削除します。

ノート:

「レイアウト」タブでフォーム要素を右クリックして、コンテキスト・メニュー・
オプションを表示することもできます。表示されるコンテキスト・メニュー・オ
プションはコンテキスト依存であり、コンテキストの場所およびルールがすでに
コピーされているかどうかに応じて異なります。
次のコンテキスト・メニュー・オプションが含まれます:

• フォーマット/検証ルールの追加/編集: 「フォーマット/検証ルール・ビルダ
ー」で、グリッド、行または列の個々のデータ・セルまたはすべてのデータ・
セルに対してフォーマットまたは検証ルールを作成または変更します。

• フォーマット/検証ルールのコピー | フォーマット/検証ルールの貼付け: 選択
した場所でフォーマット/検証ルールをコピーして貼り付けます。

• メタデータのフォーマット/検証ルールの追加/編集: 「フォーマット/検証ルー
ル・ビルダー」で、グリッド、行または列のメタデータ・セルのみに対して
フォーマットまたは検証ルールを作成または変更します。

• メタデータのフォーマット/検証ルールのコピー | メタデータのフォーマッ
ト/検証ルールの貼付け: 選択した場所でメタデータのフォーマット/検証ルー
ルをコピーして貼り付けます。

3. データ検証ルールの場合は、「フォーマット/検証ルール」ペインの下部に表示される次の
検証のオプションから選択します:
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表 24-22 検証のオプション

オプション 説明
このフォームへのアクセス
権を持つユーザーについて
のみ検証

データ検証ルールについては、現在のユーザーがフォームへのアクセ
ス権を持たない場合、承認ユニットの検証時にフォームの検証を実行
しません。

既存のブロックがあるペー
ジについてのみ検証

データ検証ルールについては、潜在的ブロックが含まれるページの組
合せに対してのみ検証を実行します。唯一の例外は、動的計算、動的
計算および保管、ラベルのみ、または子メンバー設定が 1つ含まれる
保管が含まれるページの組合せです。この場合、ページはロードされ
ます。

ユーザーがアクセス権を持
つセルおよびページについ
てのみ検証

データ検証ルールについては、サービス管理者ではなく現在のユーザ
ーとして、ユーザーのセキュリティを使用して検証を実行します。

詳細は、フォームでのデータ検証ルールの作成および更新を参照してください。
4. フォームで、フォームの構築を続行するため「次」をクリックしてから、フォームを検証
および保存します。

共有メンバーでのドリルの有効化
フォーム設計者は、共有メンバーを使用して、アプリケーション内に代替ロールアップ構造を
作成することがよくあります。これらの代替階層を使いやすくするために、アプリケーション
には、特定のディメンションの共有メンバーにドリルする機能が用意されています。ドリル・
オプションはディメンション・プロパティの 1つで、ドリル操作の焦点を特定のディメンショ
ンに絞る際の柔軟性を提供します。ドリル・オプションは、フォームの設計時に行または列軸
に配置されたディメンションにのみ使用可能です。ページまたは POVディメンションにはド
リル機能はありません。
たとえば、エンティティ・ディメンションを表す次のような階層を使用しているとします。
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iDescendants(Southwest)が行に定義されているフォームは、次のメンバーを返します。
• TX

• FL

• NM

• South

• CA

• AZ

• CO

• West

• Southwest

フォームで共有メンバーのドリルを有効にするには:

1. フォームを開き「レイアウト」をクリックします。
フォームとフォルダの選択および表示を参照してください。

2. 行または列ディメンションをクリックして、「ディメンション・プロパティ」を展開しま
す。

3. 「ディメンション・プロパティ」で、「共有メンバーのドリル」を選択します。
4. 「保存」をクリックします。
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精度の設定について
「その他オプション」では、様々な勘定科目タイプについて最小値と最大値を適用し、データの
精度を制御できます。たとえば、長い数の小数部の桁を切り捨てることができます。精度の設
定は値の表示にのみ影響し、保管されている値には影響しません。たとえば、最小精度が 2で、
Q1の値 100が 1月、2月および 3月に分散されると、選択されていない場合、これらの月の
セルには 33.33と表示されます。選択されている場合、それらには実際の値
(33.33333333333333など)が表示されます。値を保管する際の小数点以下の桁数は有限であ
るため、1月、2月および 3月の値が Q1に集約されると、33.33333333333333に 3が掛けら
れて、Q1の値は 99.99999999999998になります。 「通貨メンバーの精度設定の使用」を選択
すると、「通貨の値」の精度設定は無効になります。

フォームの精度およびその他オプションの設定
精度およびその他オプションを設定するには:

1. フォームを開き「その他オプション」をクリックします。
フォームとフォルダの選択および表示を参照してください。

2. 「精度」で、「通貨の値」、「通貨以外の値」および「パーセンテージ値」について、セルに
表示される小数部の桁数を指定します。
精度の設定についてを参照してください。
短い小数部を持つ数にゼロを追加するには、「最小」に値を指定します。大きい数の小数部
を切り捨てるには、「最大」に値を指定します。例:

表 24-23 データ精度の例

値 最小精度 最大精度 表示される値
100 0 任意 100

100 3 3以上の任意の数値か、
なし

100.000

100.12345 5以下の任意の数値 なし 100.12345

100.12345 7 なし 100.1234500

100.12345 3以下の任意の数値 3 100.123

100.12345 0 0 100

100.12345 2 4 100.1235

100 2 4 100.00

ノート:

選択により、通貨メンバーの精度設定が上書きされます。かわりに、通貨メンバ
ーの精度設定を使用するには、「通貨メンバーの精度設定の使用」を選択します。

3. 「コンテキスト・メニュー」で、メニューを「使用可能なメニュー」から「選択したメニュ
ー」に移動してフォームに関連付けます。複数のメニューの場合は、右側にある移動オプ
ションをクリックして、表示順序を指定します
「コンテキスト・メニュー」(「アクション・メニュー」)を作成する方法の詳細:
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アクション・メニューの管理を参照してください。
4. 「動的ユーザー変数の使用可能」を選択してフォームの動的ユーザー変数を許可し、「使用
可能なユーザー変数」から「選択したユーザー変数」に移動します。
ユーザー変数の動的設定を参照してください。

スマート・プッシュを使用したデータの移動
有意義で包括的なレポートを作成するために、スマート・プッシュを使用して、フォームでの
操作中にコメント、添付ファイルおよびサポート詳細をソース・キューブからレポート・キュ
ーブに即時に移動できます。ユーザーは、別のキューブから取得されるデータに関する詳細な
分析を実行できます。
スマート・プッシュを使用してデータを移動する方法を学習するには、データ統合の管理のス
マート・プッシュを使用したあるキューブから別のキューブへのデータの移動を参照してくだ
さい。
トラブルシューティング
スマート・プッシュによる問題の解決の詳細は、オペレーション・ガイドのスマート・プッシ
ュによる問題の解決を参照してください。

非対称の行と列の作成
非対称の行と列には、同じディメンションで選択されたが異なっているメンバー・セットが含
まれます。例:

行/列 A-シナリオ=実績、期間=Q1

行/列 B-シナリオ=予算、期間=Q2、Q3、Q4

非対称の行と列を作成するには:

1. フォームを開き、「レイアウト」タブをクリックします。
フォームとフォルダの選択および表示を参照してください。

2. をクリックし、変更するディメンションを選択します。
3. ディメンション名の右側にある (「メンバー・セレクタ」)をクリックし、このディメン
ションに選択したメンバーを変更します。
メンバー・セレクタの使用を参照してください。

4. 「保存」をクリックして続行するか、「終了」をクリックして保存し、終了します。

式の行と列の追加
行および列の式を定義できます。たとえば、月の売上げ列の間のパーセンテージ差異を計算す
る式の列を作成できます。行または列の式は、行または列のすべてのディメンションに適用さ
れます。式を定義する場合、または既存の式をフォームに割り当てる場合は、「レイアウト」タ
ブで行または列を選択し、「セグメント・プロパティ」のオプションを使用します。
式の作成を参照してください。
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ヒント:

空白行を作成するには、他の 2つの行間に式の行を追加することを考慮します。空白
行は、フォーム内で小計と合計を視覚的に区別する場合に便利です。

式の行と列を追加するには:

1. フォームを開き、「レイアウト」タブをクリックします。
フォームとフォルダの選択および表示を参照してください。

2. 「レイアウト」タブで、「行」または「列」を右クリックします。
3. 「式の行の追加」または「式の列の追加」を選択します。
4. 新しい「式ラベル」をクリックし、式の名前を入力します。
5. 式ラベルの行または列の番号をクリックし、ユーザーが (「式」)をクリックしたときに式
が表示されるようにするための「フォームの式を表示」など、「セグメント・プロパティ」
を指定します。

6. 「セグメント・プロパティ」で、「式のデータ型」のディメンションごとに、式の結果を表
示する方法(通貨、通貨以外、パーセンテージ、スマートリスト、日付またはテキスト形式
など)を選択します。

7. 式を入力し、 をクリックします。
式の編集を参照してください。

8. 「検証」をクリックし、エラーを探して修正します。

フォーム・ページと視点の定義
ページ軸と視点(POV)のディメンションとメンバーを選択できます。POVのディメンション
とメンバーは、フォーム・キューブに有効であり、かつページ、列または行軸に割り当てられ
ていない必要があります。POVによって、データ交差とフォームのコンテキストを定義するメ
ンバーが設定されます。ユーザー変数を使用すると、変数名が POVに表示されます。
ユーザー変数の管理を参照してください。
ページ軸および視点を定義するには:

1. フォームを開き「レイアウト」をクリックします。
フォームとフォルダの選択および表示を参照してください。

2. をクリックし、そのディメンションを「ページ」にドラッグします。
3. ページ軸ディメンションごとに (「メンバー・セレクタ」)をクリックして、メンバーを
選択します。
メンバー・セレクタの使用を参照してください。
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ノート:

「検索」ボックスが容易に確認できるようにメンバー・リストに表示されるメンバ
ーの数を削減するには、ホーム・ページに移動し、「アプリケーション」をクリッ
クして「設定」をクリックします。「「ページ」ドロップダウンの項目数」オプシ
ョンで、より少ない値を入力します。

4. 必要に応じて、ステップ 2と 3を繰り返します。複数のディメンションをページ軸に割り
当てて、ユーザーがデータの入力時にディメンションを変更できるようにします。「表示プ
ロパティ」を使用して、最近行った選択を使用できます。

5. 「ディメンション・プロパティ」を指定します。
ディメンション・プロパティの編集を参照してください。

6. をクリックし、ディメンションを「視点」にドラッグして、それらまたはメンバーをフ
ォームの視点に追加します。

7. 「ディメンション・プロパティ」を指定します。
ディメンション・プロパティの編集を参照してください。

8. 「保存」をクリックして続行するか、「終了」をクリックして保存し、終了します。

特定のタイプのフォームの設計
• 複数通貨のフォームの設計
• 式の行と列を使用したフォームの設計
• データ検証ルールおよびフォーム・ルールを使用したフォームの設計
• グローバル仮定を使用したフォームの設計
• ローリング予測のフォームの設計
• フレックス・フォームの設計

複数通貨のフォームの設計
エンティティの基本通貨以外の通貨でユーザーが作業するのを許可するには、次のタスクを実
行します。
• 同じフォームで換算された通貨を比較するには、少なくとも 2種類の通貨からメンバーを
選択します。

• そのフォームのすべてのメンバーについて通貨を換算するには、「通貨」ディメンションを
ページ軸に割り当て、レポート通貨をメンバーとして選択します。これでユーザーはペー
ジ軸から通貨メンバーを選択し、「通貨の計算」ビジネス・ルールを起動し、その通貨につ
いて値を表示できます。

式の行と列を使用したフォームの設計
式の行と列には、グリッド・メンバーに対して算術計算を実行する式が含まれます。たとえば、
特定の列内の値にランクを付けたり、2つの行間の差異を計算できます。式は、グリッド参照、
算術演算子および算術関数で構成されます。既存の式をフォームに定義する、または割り当て
る場合は、「レイアウト」タブで適切な行または列を選択し、「セグメント・プロパティ」の下
で選択を行います。
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式の行と列の追加を参照してください。
式の作成および算術関数の使用の詳細:

フォームの式関数を参照してください。
データ検証ルールおよびフォーム・ルールを使用したフォームの設計

ビジネス・ポリシーやビジネス・プラクティスの実装に役立つよう事前定義されたデータ検証
ルールが含まれるフォームを設計できます。フォームでは、入力したデータが検証ルールに違
反したときに生成されるセルの色やデータ検証メッセージを指定できます。データ検証ルール
は、フォームの一部として保存されます。
また、設計時にフォームのフォーマット・ルールを定義でき、ユーザーは、スタイルが適用さ
れている実行時に、フォームのフォーマット・ルールを表示できます。
フォームへのデータ検証およびフォーマット・ルールの組込みを参照してください。
フォームでのデータ検証およびフォーマット・ルールの管理も参照してください。

グローバル仮定を使用したフォームの設計
フォーム設計者は、通常、減価償却値、税率、単価など、グローバル仮定(「ドライバ」、「ドラ
イバ・データ」とも呼ばれる)を格納する特定の目的のフォームを作成します。これは、Migration
を使用してテスト環境から本番環境にフォームのドライバ・データを移行する場合などに役立
ちます。このようなフォームは、通常は小さく、計算を処理する参照表として使用されます。

ノート:

グローバル仮定は、ダッシュボードまたは複数のセグメントを持つフォームでは使用
できません。

フォームの設計中にテスト環境から本番環境にグローバル仮定を転送できるようにするには:

1. 「レイアウト」タブで、「グリッドのプロパティ」をクリックします。
2. 「その他」で、「グローバル仮定フォーム」を選択します。
3. 税率などのドライバ・データを保管するフォームを更新します。Migrationを使用して移行
する場合、これにより、タグ付けされたフォームに含まれるドライバ・データを移行でき
ます。

ローリング予測のフォームの設計
次も参照:

• ローリング予測について
• ローリング予測の作成
• ローリング予測変数の変更

ローリング予測について
従来の予測では、予測サイクルは常に会計年度の終わりと関連し、予測期間の月は会計年度の
月が進むにつれて減っていきます。
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ローリング予測は、会計年度の終了期間と関係なく継続するという点で、従来の予測とは異な
ります。ローリング予測の期間は、ローリング予測用に事前定義されたウィンドウに基づいて
進みます。この期間は通常月次または四半期ごとに定義されます。月次ローリング予測は通常
12ヶ月、18ヶ月、または 24ヶ月サイクルです。12ヶ月サイクルでは、12ヶ月の期間が常に
月ごとに移動し、毎月の予測は実際の会計年度の終わりと関係なく、次の 12ヶ月に対するも
のになります。
たとえば、ある会社の会計カレンダが 7月から 6月だとします。年度の最初の月(FY11の 7
月)、会社のユーザーは 11年 7月から 12年 6月までの期間の予測シナリオを入力します。次
の月(11年 8月)に、ユーザーは 12年 7月の期間が次の会計年度(FY12の 7月から FY13の 6
月)に属するにもかかわらず、次の 12か月(11年 8月から 12年 7月)に対する数字を予測シナ
リオに再度入力します。
次にローリング予測の例を示します。
図 24-1 12か月ごとのローリング予測

図 24-2 四半期ごとのローリング予測

図 24-3 四半期ごとの追跡ローリング予測(累計合計あり四半期ごとのローリング)

図 24-4 実績およびプラン年度の追加セグメントがあるローリング予測
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ローリング予測の作成

ノート:

ローリング予測を作成および操作できるのはサービス管理者のみです。これには、フ
ォームの設計時にローリング予測オプションを表示する機能、ローリング予測をユー
ザー・インタフェースから移動する機能、代替変数を削除または変更する機能が含ま
れます。

ローリング予測のフォームを設計するには:

1. 新しいフォームを作成します。
フォームとフォルダの選択および表示を参照してください。

2. 「レイアウト」タブで、列軸の「年」および「期間」ディメンションを削除します。
3. 列セグメント・ヘッダーを右クリックして、「ローリング予測設定」を選択します。
「ローリング予測設定」メニュー・オプションは、「年」および「期間」が同じグリッド軸
(行または列)である場合にのみ使用できます。

4. 「ローリング予測設定」ダイアログ・ボックスで、次の情報を入力します:

表 24-24 「ローリング予測設定」のオプション

オプション 説明
接頭辞 これによりローリング予測代替変数が別の代替変数と区別されます。

たとえば、4QRFは予測が第 4四半期のローリング予測であることを
指定します。

既存の代替変数の再利用 以前に使用したことがある接頭辞を指定する場合は、これを選択しま
す。

開始年 ローリング予測が開始する年(例: FY11)。
開始年を入力するか、 (「メンバー・セレクタ」)をクリックして、
「メンバー選択」ダイアログ・ボックスを開きます。
入力した接頭辞が既存のローリング予測代替変数の接頭辞に一致す
る場合に、「既存の代替変数の再利用」を選択してあると、既存の代
替変数の開始年が「開始年」に自動的に入力されます。

開始期間 ローリング予測が開始する年の期間(例: Q1)。
開始期間を入力するか、 (「メンバー・セレクタ」)をクリックし
て、「メンバー選択」ダイアログ・ボックスを開きます。
入力した接頭辞が既存のローリング予測代替変数の接頭辞に一致す
る場合に、「既存の代替変数の再利用」を選択してあると、既存の代
替変数の開始期間が「開始期間」に自動的に入力されます。

期間数 個別のセグメントとして生成される年/期間の組合せの数。
5. 「生成」をクリックします。
定義済の代替変数が作成され、ローリング予測用の代替変数の組合せを含むフォームで、
追加の列セグメントが作成されます。
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ノート:

• 代替変数は、開始年および開始期間に選択した期間に基づいています。
メンバーとしての代替変数の選択を参照してください。

• フォームを設計するとき、「年」と「レベル 0」の期間(たとえば、FY12/Jan)が選
択されている行または列から「ローリング予測設定」ダイアログ・ボックスを開
いた場合は、「開始年」と「開始期間」が自動的に入力されます。関数、変数、ま
たはレベル 0でないメンバーを使用して列のメンバーを選択した場合、値は自動
的に入力されません。

• ローリング予測変数を別のフォームで再利用するには、新しいフォームの列ヘッ
ダーを右クリックして「メンバー・セレクタ」を起動します。

ローリング予測変数の変更
ローリング予測代替変数の値は、フォームで直接改訂できます。
フォームでローリング予測変数を変更するには:

1. ホーム・ページで、「データ」をクリックします。
2. ローリング予測のフォームを開きます。
3. フォームの列ヘッダーを選択し、「アクション」をクリックして、「ローリング予測変数の
設定」を選択します。

4. 「ローリング予測変数の設定」ダイアログ・ボックスで、「年」および「期間」ディメンシ
ョンの値を入力または編集します。
「値のシフト基準」の横の選択を変更することで、値を上下にシフトできます。「値のシフ
ト基準」の隣にある選択肢を変更すると、年ディメンションと期間ディメンションの値は
自動的に移入され、シフト後の年と期間の値が表示されます。

5. 「適用」をクリックします。
新しい値は、これらの代替変数が使用されるすべてのフォームに流れ、そのフォームに変
更が反映されます。

フレックス・フォームの設計
フレックス・フォームは、Oracle Smart View for Officeでの行および列の柔軟な管理を提供す
るフォーム・タイプです。
フレックス・フォームでは、フレックス・フォームに添付されたビジネス・ルールの実行、保
存時または保存前のルールの実行、一部のアド・ホック固有の機能の有効化など、すべての標
準フォームのプロパティおよび機能が保持されます。ただし、フレックス・フォームでは、デ
ィメンションとメンバーの行セルと列セル、およびすべてのデータ・セルは保護されません。
これは、Smart Viewユーザーが行および列メンバーを再配置したり、行または列のソートや移
動を行うことができることを意味します。変更された行および列の順序は、リフレッシュ時お
よび送信中に維持されます。また、Smart Viewユーザーは、Excelのフィルタリング機能を使
用してデータをフィルタすることもできます。
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ノート:

フレックス・フォームは、Smart Viewでのみ使用され、Webインタフェースでは使
用されません。

フォームの定義中に次の操作を行います:

• 「行のフレックス・フォームの有効化」または「列のフレックス・フォームの有効化」、あ
るいはその両方を選択して、フレックス・フォーム固有の機能を有効にします。これらの
オプションは、「レイアウト」タブの「Smart Viewオプション」にあります。
Smart Viewフォームのオプションの設定を参照してください。

• 「行のフレックス・フォームの有効化」または「列のフレックス・フォームの有効化」、あ
るいはその両方を選択した場合は、「ディメンション・プロパティ」で、「メンバー名」ま
たは「別名」のいずれかを選択できますが、両方は選択できません。

• 「行のフレックス・フォームの有効化」または「列のフレックス・フォームの有効化」、あ
るいはその両方を選択した場合は、「フレックス・フォームの無効なメンバーの表示」オプ
ションを有効にできます。このオプションは、「レイアウト」タブの「Smart Viewオプシ
ョン」にあります。
フレックス・フォームでメンバー名を入力するときに、エラーが発生することがあります。
たとえば、ユーザーがメンバー名の入力ミスやスペルミスをしたり、一方のシートから別
のシートに、あるいは同じシート内でメンバー名をコピーして貼り付けるときに間違えた
り、フォーム定義を超えるメンバー名を入力することでメンバーが無効になることがあり
ます。「フレックス・フォームの無効なメンバーの表示」オプションを有効にすると、リフ
レッシュ後にフレックス・フォームの無効なメンバーがフォームに保持されます。無効な
メンバーは強調表示されるため、簡単に見つけて編集できます。ユーザーがメンバー名に
対して必要な修正を加え、再度リフレッシュした後、フレックス・フォームでデータを入
力して送信できます。
Smart Viewフォームのオプションの設定を参照してください。

• 個々の行または列、あるいはその両方について、フォーム定義を超えるフレックス・オプ
ションを有効にします。フォーム定義を超えるフレックス・プロパティは、行または列を
選択した場合に「レイアウト」タブの「ディメンション・プロパティ」 に表示されます。
このオプションを行または列ディメンションについて有効にすると、Smart Viewユーザー
は、フォーム定義の一部として含まれていない行または列メンバーをフレックス・フォー
ムに追加できます。フレックス機能を必要とする行または列にのみ、これを使用してくだ
さい。
ディメンション・プロパティの設定を参照してください。

• アクション・メニューを定義して、Smart Viewで別のフレックス・フォームを開きます。
アクション・メニューを定義するには:

アクション・メニューの管理を参照してください。
フレックス・フォームにアクション・メニューを添付するには:

フォームの精度およびその他オプションの設定を参照してください。
フレックス・フォームの使用の詳細:

Oracle Smart View for Officeの操作のフレックス・フォームを参照してください。
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ビデオ

目的 視聴するビデオ
フレックス・フォームを有効化して操作する方法を
学習します。  Cloud EPM Planningでのフレックス・フォ

ームを使用したプランニング

フォームおよびフォーム・コンポーネントの操作
次も参照:

• フォームとフォルダの選択および表示
• フォームのプレビュー
• フォーム定義の印刷
• フォームの検索
• フォームの編集
• フォームの移動、削除および名前変更
• Smart Viewのセル・フォーマットの Planningでの存続

フォームとフォルダの選択および表示
これらの手順を使用して、フォーム・フォルダと、フォルダに含まれるフォームを選択して開
きます。
フォーム・フォルダまたはフォームを選択して開くには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「フォーム」をクリック
します。

2. 次のステップのいずれかを実行します:

• フォルダを開くには、「フォルダ」の下の「ライブラリ」を展開し、フォーム・フォル
ダを選択します。

• フォームを開くには、「フォルダ」の下の「ライブラリ」を展開し、フォーム・フォル
ダを選択して、「フォームとアド・ホック・グリッドの管理」ペインに表示されるリス
トからフォームを選択します。

3. フォーム・フォルダを選択した後、「フォルダ」の横にあるボタンを使用して、フォルダの
作成、削除、名前変更、移動およびアクセス権割当てを行います。

4. フォームを管理するには、「フォームとアド・ホック・グリッドの管理」ペインで次のアク
ションのいずれかを選択します:

• フォームを開くには、フォームを選択し、「編集」をクリックします。
• フォームを作成するには、「単一のフォームの作成」をクリックします。
• フォームの編集、削除、移動、アクセス権割当て、名前変更または用途の表示(複合フ
ォームのみ)を行うには、フォームを選択し、対応するボタンを使用します。

フォーム名の横にあるアイコンはフォームのタイプを示します:

•  単一のフォーム
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•  複合フォーム

ノート:

オラクル社は複合フォームのサポートを終了しました。ただし、既存の複合
フォームは引き続き機能します。複合フォームではなくダッシュボードを使
用するように変更することお薦めします。

•  アド・ホック・グリッド
アド・ホック・グリッドの設定の詳細:

Planningの操作のデータ入力および分析のためのアド・ホックの使用を参照してください。

フォームのプレビュー
フォームの設計中に、視点、列、行およびページ軸に割り当てられているディメンションをプ
レビューできます。プレビューでは、メンバー属性、別名および、フォームに関連付けられた
データが表示されますが、新規データは入力できません。
プレビューにより、通常のフォームの設計検証チェックが完了し、フォームに含まれるデータ
検証ルールが正しく評価されたかどうかがチェックされます。フォームを保存するには、デー
タ検証ルールが正しく完了している必要があります。また、データ検証ルールは、フォームの
一部として保存されます。変更をフォームに保存しない場合、フォームが最後に保存された後
に行われた検証ルールの変更はすべて失われます。
フォームの設計をプレビューするには:

1. 「フォームとアド・ホック・グリッドの管理」で、フォームを選択し、「編集」をクリック
してフォームを開きます。

2. フォームが開いたら、「プレビュー」をクリックします。
フォームが新しいタブに編集モードで開きます。

3. 設計検証チェック中にレポートされた問題を解決します。これには、データ検証ルールに
関する問題も含まれます。

4. フォームを保存し、更新が保存されたことを確認します。更新には、データ検証ルールの
変更も含まれます。

フォーム定義の印刷
サービス管理者は、ディメンション・メンバー、ビジネス・ルール、アクセス権限および他の
フォームのコンポーネントについての情報が記載されているフォーム定義レポートを印刷でき
ます。
フォーム定義レポートを作成および印刷するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「モニターおよび検索」で「システム・レポー
ト」をクリックします。

2. 「フォーム」タブを選択します。
3. 「レポート・オプションの選択」で、印刷するフォーム定義を「使用可能なフォーム」から
「選択したフォーム」に移動して選択します。
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4. オプション: 「メンバー選択リストを含める」を選択し、レポートに列と行を含みます。
5. オプション: 「ビジネス・ルールを含める」を選択し、関連付けられたビジネス・ルールを
含みます。

6. 「レポート作成」をクリックします。
Adobe Acrobatが次のような集計されたレポートを生成します:

• キューブ
• 説明
• 列ディメンション、メンバーおよび追加の列の定義
• 行ディメンション、メンバーおよび追加の行の定義
• 「ページと視点」ディメンション
• フォームのアクセス権限
• 関連付けられたビジネス・ルール

7. レポートを印刷するには、Adobeのツールバーで、「ファイル」、「印刷」の順に選択しま
す。

フォームの検索
フォームを検索するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「フォーム」をクリック
します。

2. 「フォームとアド・ホック・グリッドの管理」で、「検索」ボックスにフォーム名の一部ま
たはすべてを入力します。

3.  (「下方向に検索」)をクリックして先を検索するかまたは  (「上方向に検索」)をクリッ
クして前を検索します。

フォームの編集
フォームのレイアウト、メンバーおよびプロパティを編集できます。たとえば、式の行または
列をフォームに追加できます。
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ノート:

• 以前は、データをサマリーするために複合フォーム(複数の単一のフォームで構成
されるフォーム)を作成できました。オラクル社は複合フォームのサポートを終
了しました。ただし、既存の複合フォームは引き続き機能します。複合フォーム
ではなくダッシュボードを使用するように変更することお薦めします。
ダッシュボードの設計を参照してください。

• 標準化された「データ」ページは、複合フォームのリストをサポートしていませ
ん。「データ」ページで複合フォームを表示するには、「レガシー・リスト・ペー
ジ」アプリケーション設定を使用して従来のページに戻す必要があります。標準
化されたアーティファクト・ページの詳細および従来のページに戻す方法の詳細
は、標準化された Cloud EPMプラットフォームのアーティファクト・ページに
ついてを参照してください。

フォームを編集するには:

1. フォームを選択し、 (「編集」)をクリックします。フォームとフォルダの選択および表示
を参照してください。
または、ホーム・ページで「データ」をクリックできます。フォーム・フォルダを展開し、
フォームの名前をクリックして開き、「アクション」をクリックして「編集」を選択しま
す。

2. 選択:

a. プロパティ: 説明および指示を編集します。フォームの作成を参照してください。
b. レイアウト: フォームのレイアウトを編集します。レイアウトの定義を参照してくだ
さい。

c. その他オプション: フォーム精度の編集、フォームに関連付けられたコンテキスト・メ
ニューの変更、動的ユーザー変数の有効化/無効化およびユーザー変数の選択を行いま
す。フォームの精度およびその他オプションの設定を参照してください。
アクション・メニューの管理およびユーザー変数の動的設定も参照してください。

d. ビジネス・ルール: フォームに関連付けるビジネス・ルールを変更したり、ビジネス・
ルールのプロパティを変更します。
ルールの管理を参照してください。

3. 次のいずれかのオプションを選択します:

• 作業内容を保存するには、「保存」をクリックします。
• 異なるフォームを新しい名前で保存するには、「名前を付けて保存」をクリックし、「新
規フォーム名」を入力して、「OK」をクリックします。新しい名前で更新されたフォ
ームがフォーム・リストに追加され、新しい名前のフォームが新しい動的タブで開き
ます。

フォームの移動、削除および名前変更
フォームを移動、削除および名前変更するには:

1. フォームを選択します。
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フォームとフォルダの選択および表示を参照してください。
2. 次の任意のタスクを実行します:

• フォームを移動するには、「移動」をクリックしてから、宛先フォルダを選択します。

ノート:

複数のフォームが同じフォルダにある場合、それらを同時に移動できます。

• フォームを削除するには、「削除」をクリックします。
• フォームの名前を変更するには、「名前変更」をクリックしてから、新しい名前を入力
します。

3. 「OK」をクリックします。

Smart Viewでのセル・フォーマットが Planningで持続する方法
ノート:

次のステップを実行する前に:

Oracle Smart View for Officeの操作 22.100のネイティブの Excelフォーマットの
Cloud EPMへの保存を参照してください。

フォームのフォーマットを選択するには:

1. フォームで右クリックし、「適用」を選択します。
2. 選択:

• セル・スタイル: ビジネス・プロセスのフォーマットを使用する場合
• カスタム・スタイル: Oracle Smart View for Officeで保存したフォーマットを使用する
場合

詳細情報:

• Smart Viewおよび Planningでサポートされている Microsoft Excelのフォーマット機能:

Planningの操作の Planningフォームでの Smart Viewのフォーマットについてを参照して
ください。

• Excelのフォーマットの保存:

Oracle Smart View for Officeユーザーズ・ガイドを参照してください。

フォームとフォルダの管理
フォームとアド・ホック・グリッドの管理ページとビジネス・ルール・フォルダ・ページを使
用して、フォルダとフォームを管理します。フォームとアド・ホック・グリッドの管理ページ
にアクセスするには、「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で「フォ
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ーム」をクリックします。「ビジネス・ルール・フォルダ」にアクセスするには、「ナビゲータ」
アイコン をクリックし、「作成および管理」で「ルール・セキュリティ」を選択します。
表 24-25 タスク

タスク トピック
フォルダの作成 フォルダの作成
フォルダの移動、削除または名前変更 フォルダの操作
フォームの作成 フォームの作成
フォームとフォルダへの権限の割当て アーティファクト、ルールおよびフォルダに対する

権限の割当てについて
フォームの移動および削除 フォームの移動、削除および名前変更
フォルダのすべてのフォームまたはビジネス・ルールを表示するには、左側のフォルダ領域で
フォルダ名をクリックします。すべてのフォームを選択するには、フォームのリストの上にあ
るチェック・ボックスを選択します。

フォルダの作成
フォルダを使用してフォームとビジネス・ルールを階層的に整理します。階層内でフォルダを
移動させることができ、フォルダが別の階層レベルにある場合は、同じ名前を付けることがで
きます。次の操作は実行できません。
• 空でないフォルダの削除
• 複数のフォルダの選択
• 最上位レベルのフォルダを名前変更、移動または削除します。フォームの場合、最上位レ
ベルのフォルダは「ライブラリ」と呼ばれます。ビジネス・ルールの場合、最上位レベル
のフォルダは「CalcMgrRules」と呼ばれます。

• 管理者でないかぎり、最上位レベルのフォルダへのファイルの追加
フォルダを作成するには:

1. 次のいずれかのアクションを行います:

• フォーム・フォルダの場合: 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管
理」で、「フォーム」をクリックします。

• Calculation Managerビジネス・ルール・フォルダの場合: 「ナビゲータ」アイコン
をクリックし、「作成および管理」で、「ルール・セキュリティ」をクリックします。

2. 作成先のフォルダを選択します。
3. フォルダ・リストの上の「作成」をクリックします。
4. フォルダ名を入力します。
5. 「OK」をクリックします。

フォルダの操作
フォルダを移動、削除または名前変更するには:
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1. フォーム・フォルダの場合: 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」
で、「フォーム」をクリックします。
ビジネス・ルール・フォルダの場合: 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成およ
び管理」で「ルール・セキュリティ」をクリックします。

2. 移動、削除または名前変更するフォルダを選択します。
3. 次のタスクを実行します:

• 移動するには、「移動」をクリックします。選択したフォルダを移動する宛先フォルダ
を選択します。

ノート:

フォルダを移動するとき、すべてのネストされたフォルダ、フォームおよび
それらにある Calculation Managerのビジネス・ルールも移動されます。

• 削除するには、「削除」をクリックします。
• 名前を変更するには、「名前変更」をクリックしてから、新しい名前を入力します。

4. 「OK」をクリックします。

ヒント:

ユーザーのブラウザ・ロケールに基づいてフォルダ名をローカライズできることをご
存知でしたか。フォルダ名を(たとえば、英語から日本語に)ローカライズするには、
「ツール」クラスタの「アーティファクト・ラベル」ページでフォルダ名をカスタマ
イズできます。詳細情報:

アーティファクト・ラベルの指定を参照してください。

ルールの管理
• ルールについて
• フォームでのルールの追加および削除
• ビジネス・ルールのプロパティの設定
• ルールの使用状況の表示
• 実行時プロンプトについて
• Groovyルールの使用

ルールについて
適切なアクセス権により、ユーザーはアプリケーションからビジネス・ルールを起動できます。
ルールの起動時に、ユーザーに入力を求めるプロンプトが表示される場合もあります。
データ・フォーム内から、またはアプリケーションで個別にビジネス・ルールを起動するには、
そのルールが Calculation Managerからデプロイされている必要があります。最適なパフォー
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マンスのために、フォームで実行するビジネス・ルールは 3分以内に実行するよう設計されて
います。実行時間がそれよりも長いルールでは、バッチ処理のスケジュールを作成するか、ピ
ーク以外の時間にルールを実行できます。
ビジネス・ルールに関するパフォーマンス問題を診断し、アクティビティ・レポートを使用し
て任意の問題を特定し、対処できます。アクティビティ・レポートによって、実行に最も時間
がかかっているビジネス・ルールを特定します。その後、Calculation Managerでルールを開
き、ログを確認して、ルール内のステップを最適化することでパフォーマンスを向上できます。
ビジネス・ルールの表示 - 標準化されたインタフェース

ノート:

この項では、デフォルトの標準化されたインタフェースでの「ルール」ページの操作
について詳細を提供します。標準化されたインタフェースについてさらに学習する
には、標準化された Cloud EPMプラットフォームのアーティファクト・ページにつ
いてを参照してください。
ただし、従来のアーティファクト・ページが引き続き使用されている場合もありま
す。従来の「ルール」ページを表示している場合は、ビジネス・ルールの表示 - 従来
のインタフェースを参照してください。

アプリケーションでビジネス・ルールを表示するには、ホーム・ページで「ルール」をクリッ
クします。
検索条件を入力すると、「検索」ボックスの下のドロップダウンに検索結果が表示されます。
[Enter]をクリックすると、リスト領域に検索結果が表示されます。検索結果には、検索条件が
含まれているルールのすべてのインスタンスがリストされます。
フィルタ・チップには、「検索」ボックスに入力された検索条件が表示されます。フィルタ・チ
ップを選択または削除すると、現在のビューを変更せずに情報をすばやくフィルタできます。
ルールには、タイプでフィルタする「タイプ」というすぐに使用できるフィルタ・チップが用
意されています。「タイプ」フィルタ・チップをクリックし、「ルール」、「ルールセット」、「テ
ンプレート」を選択するか、3つのオプションすべてを選択します。
ルールの名前をクリックすると、新しいタブの Calculation Managerでルールが開きます。
「システム・ビュー」をクリックすると、Calculation Managerを起動したときのデフォルトの
ビューが表示されます。Calculation Managerが新しいタブに表示され、アクセスできるすべて
のアプリケーションおよびオブジェクトがリストされます。Calculation Managerでの設計の
Calculation Managerでのオブジェクトの表示を参照してください。
「ルール」ページのリスト領域でオブジェクトを選択すると、(グローバル)「アクション」メニ
ューが表示され、そこで「システム・ビュー」を選択したり、選択したオブジェクトに権限を
割り当てることができます。
各ルール・ライン・アイテムには、アイテム固有の「アクション」メニューもあり、次のオプ
ションが含まれています:

• 編集: 新しいタブの Calculation Managerでルールを開きます。
• 起動: ルールを実行します。
• 権限の割当: ルールに対するアクセス権限を割り当てます。
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ビジネス・ルールの表示 - 従来のインタフェース

ノート:

この項では、従来のインタフェースでの「ルール」ページの操作について詳細を提供
します。

アプリケーションでビジネス・ルールを表示するには、ホーム・ページで「ルール」をクリッ
クします。

ルールは、「キューブ」および「ルール・タイプ」でフィルタできます。 (フィルタ)をクリ
ックしてフィルタ条件を選択します。

ルールに権限を割り当てるには、ルールの横にある (権限)をクリックします。
ルールを実行するには、ルールの横にある (起動)をクリックします。
ビジネス・ルールの操作
詳細について:

• ビジネス・ルールの作成、更新およびデプロイについては、Calculation Managerでの設計
のデプロイメント・ビューからのビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットのデプ
ロイを参照してください

• 実行時プロンプトの使用については、実行時プロンプトについてを参照してください
• ルールがどこで使用されているかを詳しく説明するレポートを作成するには、ルールの使
用状況の表示を参照してください

• アクティビティ・レポートを表示してルールのパフォーマンス問題を診断するには、アク
ティビティ・レポートの表示を参照してください

• ビジネス・ルールの最適化については、Calculation Managerでの設計のビジネス・ルール
の最適化を参照してください

トラブルシューティング
一般的な実行エラーを回避するためのルールの設計および時間がかかるルールの最適化の詳細
は、オペレーション・ガイドのビジネス・ルールのエラーおよびパフォーマンスのトラブルシ
ューティングを参照してください。

フォームでのルールの追加および削除
キューブによって、1つ以上のルールをフォームに関連付けることができます。ユーザーはフ
ォームから関連付けられたルールを起動し、値を計算して割り当てることができます。フォー
ムを開くまたは保存するときに、フォームに関連付けられた各ルールが自動的に起動するかど
うかを設定できます。ルールの起動順序を変更したり、フォームからルールを削除することも
できます。
次の点に注意してください。

第 24章
ルールの管理

24-94



• ルールをビジネス・プロセス・フォームに追加する前に、Calculation Managerからビジネ
ス・プロセスにルールをデプロイする必要があります。
ルールについてを参照してください。

• 同様に、Calculation Managerでルールが削除された場合は、そのルールがビジネス・プロ
セスで今後使用されないように、ルールをビジネス・プロセスに再デプロイする必要があ
ります。オプションで、このトピックの手順を使用して、フォームからルールを手動で削
除できます。

• フォームがロードまたは保存されたときに自動的に実行されるよう設定されたルールはバ
ックグラウンドで実行されません。

フォームでビジネス・ルールを追加、更新または削除するには:

1. 次のいずれかの操作を実行します。
• 現在のフォームを更新するには、「アクション」、「ビジネス・ルール」の順にクリック
します。

• ルールを関連付けられるように編集用にフォームを開くには、ホーム・ページに移動
して、「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で「フォーム」を
クリックします。フォームを選択し、  (「編集」)、「ビジネス・ルール」の順にクリ
ックします。

2. 「キューブ」ドロップダウン・メニューからキューブを選択します。
3. 「ビジネス・ルール」リストから、フォームに関連付けるルールを選択し、「選択したビジ
ネス・ルール」に追加します。関連付けられたルールを削除するには、「選択したビジネ
ス・ルール」でルールを選択して削除します。
デフォルトでは、「フォームの計算」ルールおよび「通貨の計算」ルールが選択されます。
「フォームの計算」はフォームが小計を計算するために自動的に作成されます。「通貨の計
算」は、複数の通貨を行、列またはページに含むフォームが、使用できる通貨間で値の換
算ができるよう作成されます。カスタマイズされた計算スクリプトを使用して通貨換算す
ると、「通貨の計算」を削除できます。 「フォームの計算」を削除することで、ユーザー
がフォーム上でデータを計算するのを防げます。

4. 選択したビジネス・ルールの順序(ルールが表示および起動される順序)を変更するには、「選
択したビジネス・ルール」でビジネス・ルールを選択し、上矢印または下矢印をクリック
してリスト内で上下に移動します。リストの先頭にあるルールが最初に表示および起動さ
れます。リストの末尾にあるルールは最後に表示および起動されます。

注意:

ビジネス・ルールを起動する順序は重要であり、データに影響する場合がありま
す。たとえば、小計を出す前にまず通貨を換算することが重要です。

5. ビジネス・ルールのプロパティを設定するには、「プロパティ」をクリックします。
ビジネス・ルールのプロパティの設定を参照してください。

6. 「保存」をクリックして処理を保存し、フォームの作成または編集を続行します。または、
「終了」をクリックして処理を保存し、フォームを閉じます。
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ビジネス・ルールのプロパティの設定
ユーザーがフォームをロード(開く)または保存するときに、フォームに関連付けられたビジネ
ス・ルールが自動的に起動されるようにするかどうかを指定できます。ビジネス・ルールに実
行時プロンプトがある場合、実行時プロンプトのデフォルト・メンバーを、ページ軸と視点軸
で選択されたメンバーに一致させるかどうかを設定できます。
ビジネス・ルールのプロパティを設定するには:

1. 次のいずれかの操作を実行します。
• 現在のフォームを更新するには、「アクション」、「ビジネス・ルール」の順にクリック
します。

• 編集するフォームを開くには、ホーム・ページに移動して「ナビゲータ」アイコン
をクリックし、「作成および管理」で「フォーム」をクリックします。フォームを選択
し、  (「編集」)、「ビジネス・ルール」の順にクリックします。

2. フォームにはルールの割当てが可能な 4つのフェーズがあり、各ルールではそれぞれ該当
するフェーズに関連する情報を扱います。次から選択します:

• ロード前に実行
• ロード後に実行
• 保存前に実行
• 保存後に実行

ノート:

• 「ロード後に実行」および「保存前に実行」は、Groovyルールに対してのみ
有効です。計算スクリプトやグラフィック・ルールに対してこれらのオプシ
ョンを選択することはできません。Groovyルールの詳細は、Groovyルール
の使用を参照してください。

• また、グリッドの保存、ページの変更、アクション・メニュー項目の起動な
どの一部のアクションでは、操作の完了後にページがリロードされます。こ
れにより、グリッドのデータが最新に保たれます。この際には、ロードの前
後に、通常のページ・ロードの場合と同様のアクションが実行されます。

• 非表示の実行時プロンプトはロード前およびロード後のオプションの計算ス
クリプト・ルールではサポートされていませんが、Groovyルールではサポー
トされています。

• Groovyルールがどこでサポートされているかの詳細は、Groovyビジネス・
ルールについてを参照してください。

3. オプション: ビジネス・ルールに実行時プロンプトがある場合、実行時プロンプト・ウィン
ドウのデフォルトのメンバー選択を、開いているフォームのページ軸と視点軸の現在のメ
ンバーに一致させるには、「フォームのメンバーを使用」を選択します。
このオプションが他の設定や条件の下でどのように作用するかを学習するには、実行時プ
ロンプトの理解を参照してください。
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4. オプション: 実行時プロンプトの値をユーザーに非表示にするには、「プロンプトの非表示」
を選択します。これにより自動的に「フォームのメンバーを使用」が選択されます。
フォームを保存した後、次回このページに戻ると、「フォームのメンバーを使用」が選択し
たとおりに表示されます。
次の場合に実行時プロンプトを非表示にできます:

• すべての実行時プロンプト・メンバーの値が入力されている場合(該当するディメンシ
ョン・メンバーがフォームの「ページ/視点」から読み取られます)

• 実行時プロンプトではディメンションは繰り返されません
5. 「OK」をクリックします。

ルールの使用状況の表示
ビジネス・ルールは、次のアーティファクトで使用できます。
• フォーム
• ルールセット
• メニュー
• タスク・リスト
サービス管理者は、ルールがどこで使用されているかを詳しく説明する、ルールの使用状況レ
ポートというレポートを作成できます。フィルタを使用して、ルール名、ルール・タイプおよ
びキューブで詳細を絞り込めます。

ノート:

ルールの使用状況レポートには、ビジネス・プロセスにデプロイされているルールの
みが表示されます。

ルールの使用状況を表示するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「モニターおよび検索」で「システム・レポー
ト」をクリックします。

2. 「ルール詳細」タブをクリックします。
3. フィルタする場合は、フィルタ条件を選択して「フィルタの適用」をクリックします。

• ルール・タイプ: 「すべて」、「ルール」および「ルールセット」から、1つ以上のオプ
ションを選択します

• キューブ: 使用可能なキューブのリストから選択します。
• 名前フィルタ: ルール名またはルールセット名を入力します。オプションで、ワイルド
カード文字を使用できます。

「ルール」リストに、ビジネス・プロセスにデプロイされていて、フィルタ条件に一致する
ルールが表示されます。

4. 「ファイル・フォーマット」に、次のいずれかのフォーマットを選択します。
• XLSX (デフォルト)

• PDF
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• HTML

• XML

ノート:

XMLフォーマットを選択した場合、Oracle BI Publisher Add-in for MS Office
を使用してルールの使用状況レポートを構成できます。レポートに表示する
列、列を表示する順序、ソートを適用するかどうかなどを細かく制御できま
す。

5. 「レポート作成」をクリックします。
ルールの使用状況レポートには、次の情報が表示されます。
• ルール名
• ルール・タイプ
• キューブ
• プライマリ関連付け(タイプと名前)

• セカンダリ関連付け(タイプと名前)

プライマリ関連付けでは、フォームまたはタスクにリンクされているルールなど、アーティフ
ァクトに直接関連付けられているルールを参照します。セカンダリ関連付けでは、メニュー項
目にリンクされていて、そのメニュー項目がフォームにリンクされているルール、または特定
のタスク・リストのタスクにリンクされているルールなど、アーティファクトと間接的に関連
付けられているルールを参照します。
作成されたレポートでは、ルールは次のようにアルファベット順に表示されます。
• ルール名
• プライマリ関連付けタイプ
• プライマリ関連付け名
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例 24-1 プライマリ関連付けを示す、ルールの使用状況レポートのサンプル(PDFフォーマッ
ト)

例 24-2 プライマリおよびセカンダリ関連付けを示す、ルールの使用状況レポートのサンプル
(PDFフォーマット)
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実行時プロンプトについて
起動時にビジネス・ルールは、メンバー、テキスト、日付または数字としての変数についてユ
ーザーにプロンプト表示します。プロンプトは特定である必要があり、どのようなタイプのデ
ータが予期されるかをユーザーに示します。例:

• 月を選択します。
• 四半期ごとの予想顧客数を入力します。
• 翌月に予測される収益変化のパーセンテージは何ですか?

Calculation Managerで、ビジネス・ルールについて「動的メンバーの作成」オプションが選択
されており、親メンバーが動的な子を追加できるようになっている場合、ユーザーは実行時プ
ロンプトで名前を入力して新規メンバーを作成できます。
実行時プロンプトを使用してビジネス・ルールを起動するときに、入力した値は検証されます
が、ビジネス・ルールは検証されません。実行時プロンプトでデフォルトのメンバー選択を設
定するには、ビジネス・ルールのプロパティの設定を参照してください。他の設定と条件がど
のように実行時プロンプトに影響するかを理解するには、実行時プロンプトの理解を参照して
ください。

実行時プロンプトの理解
実行時プロンプトの表示および値は次のような点に影響されます。
• 設計時に、ルールまたはルールセットのレベルで「オーバーライド値として使用」プロパ
ティが設定されているかどうか

• フォームのページ/視点に有効なメンバーがいるかどうかおよび「ビジネス・ルール・プロ
パティ」タブで「フォームのメンバーを使用」と「プロンプトの非表示」オプションが選
択されているかどうか(ビジネス・ルールのプロパティの設定を参照)

• 「実行時プロンプト」オプションをフォームの設計中に設定するか、実行時プロンプトの設
計時に設定するか(Calculation Managerでの設計を参照)

• 前回の値を使用プロパティをビジネス・ルールの設計時に設定するかどうか
• Calculation Managerで、ビジネス・ルールのオプション「動的メンバーの作成」が選択さ
れていて、親メンバーが動的な子を追加できるようになっているかどうか。なっている場
合、ユーザーは実行時プロンプトで名前を入力して新規メンバーを作成できます。

ノート:

ビジネス・プロセスでは、二重引用符で囲まれたテキスト内の実行時プロンプト値は
置換されません。かわりに、Groovyルールを使用して同じことを実現できます。た
だし、Calculation Managerからルールを起動すると、二重引用符で囲まれたテキス
ト内の実行時プロンプト値が置換されます。

原則:

1. 「オーバーライド値として使用」プロパティが設計時にルールまたはルールセットのレベル
で設定されている場合には、ページ/視点のメンバーの値や前回保存された値より、ルール
またはルールセットのレベルで上書きされる値が優先されます。これは、ルールの起動方
法(フォームからか、「ナビゲータ」メニューの「ルール」リンクからか)とは無関係に、ま
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た設計中に実行時プロンプトが非表示かどうかにも関係なく発生します。「値の上書き」は
ユーザー変数として設定できます。その場合、ルールは変数の現在値を使用して起動され
ます。

2. フォームから起動するときに、「フォームのメンバーを使用」オプションを選択すると、設
計中に実行時プロンプトが非表示かどうかに関係なく、前回保存された値よりページ/視点
のメンバーの値が優先されます。非表示の実行時プロンプトをユーザーに表示せずにビジ
ネス・ルールが実行され、実行時プロンプトの値がページ/視点メンバーからとられます。

3. 前回の値を使用オプションを設計時に実行時プロンプトで選択する場合および次の条件の
どれかが該当する場合:

• 「フォームのメンバーを使用」が選択されていない
• 実行時プロンプトは、「ナビゲータ」メニューの「ルール」リンクから起動されます
• 値をコンテキストから事前に入力できない
実行時プロンプト値の優先度は次によって決定されます:

a. 前回保存された値が優先されます。
b. ルールセットが起動する場合、設計時にルールセットのレベルで上書きされた値が使
用されます。

c. ビジネス・ルールが起動する場合、設計時にルール・レベルで上書きされた値が使用
されます。ルール・レベルで上書きされない場合、設計時の実行時プロンプト値が使
用されます。

設計時に非表示の実行時プロンプトは前回保存された値を絶対に使用しません。これらの
場合、前回の値を使用設定は無視されます。

4. 「フォームのメンバーを使用」および「プロンプトの非表示」オプションは「メンバー」お
よび「ディメンション間」実行時プロンプト・タイプのみに適用されます(ディメンション
間実行時プロンプト・タイプを使用できるのは、Calculation Managerで作成されたビジネ
ス・ルールのみです)。
「オーバーライド値として使用」プロパティが設定されているとき、設計時にルールまたは
ルールセットのレベルで設定された値は、「プロンプトの非表示」の動作に影響します。

5. ディメンション間実行時プロンプトの場合: 実行時プロンプトのすべてのプロンプトを「値
の上書き」またはページ/視点から事前に入力可能でないかぎり、実行時プロンプトは非表
示になりません。実行時プロンプトは、「値の上書き」またはページ/視点から事前に入力
された一部の値および原則 1、2および 3に応じて入力された他の値とともに表示されま
す。

この表は、次の設定と条件における実行時プロンプトの結果を説明しています。
表 24-26 メンバーの可用性と他の設定が実行時プロンプトにもたらす影響

「値の上書き」とページ/視点のメ
ンバーを使用できるかどうか

「フォームのメン
バーを使用」オプ
ションが選択さ
れます

実行時プロンプ
トの非表示プロ
パティが実行時
プロンプト設計
中に設定されま
す

「プロンプトの非
表示」オプション
がフォームで選
択されます

実行時プロンプトでの結果

「オーバーライド値として使用」
が設定され、「値の上書き」を使
用できる、またはメンバーがペー
ジ/視点で実行時プロンプトの値
として使用可能。

はい はい はい/いいえ
設定は無視され
ます

ビジネス・ルールは実行時プロン
プトをユーザーに表示せずに実
行されます。そのかわり、実行時
プロンプトの値は「値の上書き」
またはページ/視点メンバーから
とられます。
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表 24-26 (続き) メンバーの可用性と他の設定が実行時プロンプトにもたらす影響

「値の上書き」とページ/視点のメ
ンバーを使用できるかどうか

「フォームのメン
バーを使用」オプ
ションが選択さ
れます

実行時プロンプ
トの非表示プロ
パティが実行時
プロンプト設計
中に設定されま
す

「プロンプトの非
表示」オプション
がフォームで選
択されます

実行時プロンプトでの結果

「オーバーライド値として使用」
が設定され、「値の上書き」を使
用できる、またはメンバーがペー
ジ/視点で実行時プロンプトの値
として使用可能。

はい いいえ はい すべての実行時プロンプトが「値
の上書き」またはページ/視点コ
ンテキストから事前に入力可能
で、制限範囲内で有効な場合、実
行時プロンプトは表示されませ
ん。ただし、実行時プロンプト値
が 1つでも「値の上書き」または
ページ/視点コンテキストから事
前に入力できなければ、すべての
実行時プロンプトが、どこでも事
前に入力された値とともに表示
されます。その他はすべて原則
1および 3に従います。

「オーバーライド値として使用」
が設定され、「値の上書き」を使
用できる、またはメンバーがペー
ジ/視点で実行時プロンプトの値
として使用可能。

はい いいえ いいえ 実行時プロンプトは「値の上書
き」またはページ/視点から事前
に入力された値とともに表示さ
れます。

「オーバーライド値として使用」
が未設定で、メンバーがページ/
視点で実行時プロンプトの値と
して使用不可。

はい はい はい/いいえ
設定は無視され
ます

ビジネス・ルールは、原則 3に
従って事前に入力された値とと
もに実行時プロンプトをユーザ
ーに表示します。
たとえば、実行時プロンプトのデ
ィメンションは行または列にあ
るためフォームのコンテキスト
を渡すことはできません。この
ため「プロンプトの非表示」設定
は無視され、実行時プロンプトが
表示されます。

「オーバーライド値として使用」
が未設定で、メンバーがページ/
視点で実行時プロンプトの値と
して使用不可。

はい いいえ はい 実行時プロンプトは、原理 3に
従って事前に入力された値とと
もにユーザーに表示されます。

「オーバーライド値として使用」
が設定され、「値の上書き」を使
用できる、かつメンバーがペー
ジ/視点で実行時プロンプトの値
として使用不可。

はい いいえ いいえ すべての実行時プロンプトが「値
の上書き」から事前に入力可能
で、制限範囲内で有効な場合、実
行時プロンプトは表示されませ
ん。ただし、実行時プロンプト値
が 1つでも「値の上書き」から事
前に入力できなければ、すべての
実行時プロンプトが、どこでも事
前に入力された値とともに表示
されます。その他はすべて原則
1および 3に従います。

「オーバーライド値として使用」
が未設定で、メンバーがページ/
視点で実行時プロンプトの値と
して使用不可。

はい いいえ いいえ 実行時プロンプトは、原理 3に
従って事前に入力された値とと
もにユーザーに表示されます。
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表 24-26 (続き) メンバーの可用性と他の設定が実行時プロンプトにもたらす影響

「値の上書き」とページ/視点のメ
ンバーを使用できるかどうか

「フォームのメン
バーを使用」オプ
ションが選択さ
れます

実行時プロンプ
トの非表示プロ
パティが実行時
プロンプト設計
中に設定されま
す

「プロンプトの非
表示」オプション
がフォームで選
択されます

実行時プロンプトでの結果

「オーバーライド値として使用」
が設定され、「値の上書き」を使
用できる、かつメンバーがペー
ジ/視点で実行時プロンプトの値
として使用不可。

はい いいえ いいえ 実行時プロンプトは、原理 1およ
び 3に従って事前に入力された
値とともにユーザーに表示され
ます。

「オーバーライド値として使用」
が設定され、「値の上書き」を使
用できる、またはメンバーがペー
ジ/視点で実行時プロンプトの値
として使用可能。

いいえ はい 使用不可能 ビジネス・ルールは実行時プロン
プトをユーザーに表示せずに実
行されます。そのかわりに、設計
時の値が使用されます。

「オーバーライド値として使用」
が設定され、「値の上書き」を使
用できる、またはメンバーがペー
ジ/視点で実行時プロンプトの値
として使用可能。

いいえ いいえ 使用不可能 実行時プロンプトは、原理 3に
従って事前に入力された値とと
もにユーザーに表示されます。

「オーバーライド値として使用」
が未設定で、メンバーがページ/
視点で実行時プロンプトの値と
して使用不可。

いいえ はい 使用不可能 ビジネス・ルールは実行時プロン
プトをユーザーに表示せずに実
行されます。そのかわりに、設計
時の値が使用されます。

「オーバーライド値として使用」
が未設定で、メンバーがページ/
視点で実行時プロンプトの値と
して使用不可。

いいえ いいえ 使用不可能 実行時プロンプトは、原理 3に
従って事前に入力された値とと
もにユーザーに表示されます。

非表示の実行時プロンプト値が明瞭でない場合、次に注意してください。
• フォームのコンテキストを渡すことができない場合(たとえば、ディメンションは行または
列にあるため)、非表示の実行時プロンプトが表示されます。

• 実行時プロンプトが非表示のディメンション間タイプで、「値の上書き」またはコンテキス
トから一部のプロンプトを渡すことができない場合、実行時プロンプトは、「値の上書き」
またはコンテキスト値および設計時の値から値が事前入力された状態で表示されます。た
とえば、「ディメンション間」に「期間」、「エンティティ」および「シナリオ」の実行時プ
ロンプトがあり、「エンティティ」が行で定義されていてシナリオに「値の上書き」が設定
されている場合、実行時プロンプトには上書きシナリオ、エンティティの設計時値、ペー
ジ期間が順に表示されます。

• 「値の上書き」が存在するか、実行時プロンプト値でコンテキストを渡すことが可能でもそ
れが制限範囲外の場合、実行時プロンプトは事前に入力されたコンテキスト値で表示され
ます。

• 「メンバー」のタイプと「ディメンション」のタイプの組合せの実行時プロンプトが 1つ以
上ある場合、実行時プロンプトは「値の上書き」、または事前に入力されたコンテキスト値
とともに表示されます。たとえば、「エンティティ」ディメンションのメンバー・タイプの
実行時プロンプトと、「エンティティ」ディメンションの 1つのプロンプトをともなう「デ
ィメンション間」タイプの実行時プロンプトがある場合、両方の実行時プロンプトが表示
されます。このルールは Calculation Managerのルールセットには適用されません。

• 「ナビゲータ」メニューの「ルール」リンクから起動するときは、実行時プロンプトは非表
示となり、設計時の値(ルールまたはルールセットのレベルで上書きされた)を使用してビジ
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ネス・ルールを起動します。与えられた設計時の値が制限範囲外の場合、実行時プロンプ
トが事前に入力された設計時の値とともに表示されます。

• 設計中に非表示となる実行時変数は前回保存された値を決して使用しません。前回の値を
使用プロパティは無視され、その値はデータベースに保存されません。

実行時プロンプトと承認セキュリティについて
サービス管理者はメンバーの承認セキュリティを保持する実行時プロンプトを設計できます。
そうすることで、承認ルールに従い、ユーザーがアクセス権のない承認ユニットのデータを変
更することを防ぎます。たとえば、サービス管理者は、ユーザーが関連承認ユニットを移動し
た後にデータを変更できないようにすることができます。Calculation Managerで、サービス管
理者は次の実行時セキュリティをメンバーに対して設定できます。
• 承認: 次の両方の条件に該当する場合、アプリケーションは、メンバー・データの変更をユ
ーザーに許可します。
– ユーザーがメンバーに対する書込みアクセス権を持っている(アプリケーションで割当
て済)。

– メンバーが承認ユニットに属している場合、ユーザーが承認ユニットを所有している。
両方の条件が満たされない場合、ユーザーはメンバーのデータを変更できません。

• 書込み: ビジネス・ルールを起動するユーザーがメンバーに対する書込みアクセス権を持っ
ている場合(アプリケーションで割当て済)、そのデータを変更できます。メンバーの承認ス
テータスは無視されます。

• 読取り: ビジネス・ルールを起動するユーザーは、メンバーに対する読取りアクセス権を
持っています(アプリケーションで割当て済)。承認ステータスは無視されます。

• デフォルトの使用: メンバーのアクセス権が「なし」に設定されていない場合にのみ(つま
り、読取りまたは書込みのいずれか)、セキュリティが実行時プロンプトに適用されます。

保護された実行時プロンプトの設計を参照してください。

保護された実行時プロンプトの設計
アプリケーションは、実行時プロンプトの設計順序に従って、シナリオ、バージョン、エンテ
ィティおよびセカンダリ・ディメンションの交差に対する実行時セキュリティをサポートしま
す。「承認」セキュリティを適用するビジネス・ルールの場合、Calculation Managerデザイナ
は、「エンティティ」実行時プロンプトの前に、「書込み」または「承認」セキュリティを持つ
「シナリオ」および「バージョン」の実行時プロンプトを配置する必要があります。
Calculation Managerの「セキュリティ」が「承認」または「書込み」のいずれかに設定されて
いる場合、バージョンおよびシナリオ・メンバーの実行時プロンプトは書込みアクセス権でフ
ィルタされます。「セキュリティ」が「承認」に設定されたエンティティの実行時プロンプト
は、「エンティティ」実行時プロンプトの前に表示される最後の「シナリオ」/「バージョン」
によりフィルタされます。「シナリオ」または「バージョン」実行時プロンプトがどちらも存在
しない場合、エンティティは書込みアクセス権でフィルタされます。
「セキュリティ」が「承認」に設定されたその他のディメンションの実行時プロンプトは、その
実行時プロンプトの前に表示される最後の「シナリオ」/「バージョン」/「エンティティ」によ
りフィルタされます。
そのため、「承認」セキュリティを使用する実行時プロンプトは次の順番で定義されます。
Scenario1: Version2: To_Entity1、Scenario2: Version1、To_Entity2、To_Product

実行時プロンプトは次のようにフィルタされます。
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• To_Entity1は、Scenario1: Version2の組合せでフィルタされます
• To_Entity2は、Scenario2: Version1の組合せでフィルタされます
• To_Productは、Scenario2、Version1、To_Entity2、To_Productの組合せでフィルタされま
す

例:

Fix (FY11, Jan,{EntitySalesByCountry},{MyScenario2},{MyVersion2})
 Fix ({MyProduct},{MyCountry})
   {ToAccount} = {FromAccount} * 2;
 ENDFIX
Endfix

ノート:

ビジネス・ルール・デザイナが実行時プロンプトのリストから承認ユニット・ディメ
ンションを省略した場合(実行時プロンプトにシナリオまたはエンティティが含まれ
ていない場合など)、「承認」セキュリティは適用されず、階層は書込みアクセス権で
フィルタされます。

実行時プロンプトと承認セキュリティについてを参照してください。

Groovyルールの使用
通常のビジネス・ルールでは解決できないユース・ケースを解決する、Groovyスクリプト言語
で記述したルールを作成します。
表 24-27 Groovyルールについてさらに学習できる場所

目的 さらに学ぶ
Groovyルールの利点を学習します。 Groovyビジネス・ルールについて
Groovyビジネス・ルールを使用できるビジネス・
シナリオの例を確認します。

Groovyルールのビジネス・シナリオ
ビデオを視聴し、Groovyルールの実装時と使用時
のベスト・プラクティスを指導する実践的なチュー
トリアルを完了します。

• Groovyビジネス・ルール・チュートリアル・
ビデオ

• Groovyビジネス・ルール・チュートリアル
• Oracle Cloud EPMにおける Groovyを学ぶ

Calculation Managerを使用して、Groovyビジネ
ス・ルールと Groovyテンプレートを作成します。

• Groovyビジネス・ルールの作成
• Planning BSOキューブの Groovyテンプレー
トの作成

Groovyルールの作成に使用する Java APIに接続
して、Groovyスクリプトの例を確認します。

• Groovyルールの Java APIリファレンス
• Groovyビジネス・ルールの例

Calculation Managerを使用して、Groovyビジネ
ス・ルールまたはテンプレート用にスクリプトを編
集します。

Groovyビジネス・ルールまたはテンプレート用の
スクリプトの編集

権限があるユーザーの Groovyテンプレートを保
護します。

Groovyテンプレートに対するアクセス権の割当て
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Groovyビジネス・ルールについて
Groovyビジネス・ルールを使用すると、通常のビジネス・ルールでは解決できないユース・ケ
ースを解決する高度なルールを設計できます。たとえば、フォーム上のデータ値が事前定義済
のしきい値を超える場合に、そのデータの保存を禁止するルールを設計できます。

ノート:

Groovyは、Cloud EPMプラットフォームに付属する高度なカスタマイズ可能なルー
ル・フレームワークであり、Enterprise PBCSおよび PBCS Plus Oneとともに
Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Serviceで使用できます。
Groovyルールは次のもので作成および編集できます:

• Planning (次のアプリケーション・タイプを含む: カスタム、モジュール、フリー
フォーム、Sales Planningおよび Strategic Workforce Planningおよび資金予測)

• Enterprise Profitability and Cost Management

• Financial Consolidation and Close

• フリーフォーム
• Tax Reporting

Groovyルールは、Calculation Managerで作成し、ルール・ページ、フォームのコンテキスト
内、ジョブ・スケジューラ、ダッシュボード、タスク・リストなど、アプリケーションで計算
スクリプト・ルールを実行できる任意の場所から実行します。
Groovyルールはルールセットでもサポートされています。ルールセット内では計算スクリプ
ト・ルールと Groovyルールを併用できます。
Groovyルールは複合フォームではサポートされません。
Groovyルールから同期して、タイプ・ルール、ルールセットおよびテンプレートのジョブを実
行できます。
Groovyスクリプトを作成し、EPM自動化クライアントをクライアント・マシンにインストー
ルせずに、Oracle Enterprise Performance Management Cloud内で直接 EPM自動化コマンド
の選択を実行できます。Groovyを介して実行できる EPM自動化コマンドおよびスクリプト
例は、EPM自動化の操作の EPM自動化をインストールしないコマンドの実行およびサポート
されているコマンドを参照してください。
Oracleでは、次の 2つのタイプの Groovyルールをサポートしています。
• 実行時プロンプト以外のコンテキストに基づいて実行時に計算スクリプトを動的に生成
し、Oracle Essbaseに対して実行される計算スクリプトを返すルール。
たとえば、プロジェクトの期間(開始日から終了日まで)のみを対象としたプロジェクト費用
を計算するルールを作成できます。
また、フォーム上にある勘定科目のみを対象としたトレンドベースの計算も同様の例の 1
つです。この計算を収益、費用、貸借対照表およびキャッシュ・フローの各種フォームで
使用できます。これにより、最適化と再利用が可能になります。

• データ検証を実行し、入力されたデータが会社のポリシーに違反する場合に操作を取り消
すような純粋な Groovyルール。
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ビデオ

目的 視聴するビデオ
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementで Groovyルールを作成するための
トレーニング・オプションについて学習します。

 Oracle Cloud EPMにおける Groovyを学ぶ

Groovyルールの Java APIリファレンス
Enterpriseアプリケーションの場合、Groovyルールを作成する際に Java APIリファレンスを
利用できます。
Java APIリファレンスには、EPM Groovyオブジェクト・モデルの構文と動作を示す例も記載
されています。
Java APIリファレンスを確認するには、クラウド・ヘルプ・センターの Oracle Enterprise
Performance Management Cloud Groovyルール Java APIリファレンスを参照してください。
このリファレンスには、Oracle Enterprise Planning and Budgeting Cloud Academyからもアク
セスできます。アカデミにアクセスするには、サインインしてから「アカデミ」をクリックし
ます。

Groovyビジネス・ルールの例
Groovyスクリプトの例を利用できます。
Groovyスクリプトの例を表示するには:

1. Oracle Enterprise Performance Management Cloud Groovy Rules Java APIリファレンス
を参照してください(https://docs.oracle.com/cloud/latest/epm-common/GROOV/)。

2. 次のいずれかを行います:

• メイン・ページの「Example Groovy Scripts」で、「ここ」という語をクリックして
サンプル・スクリプトを表示します。

• 左ペインの「すべてのクラス」でクラスをクリックすると、そのクラスの例が表示さ
れます。
たとえば、戦略モデリングの例を表示するには、左のペインで「StrategicModel」クラ
スをクリックします。

Groovyビジネス・ルール・チュートリアル・ビデオ
Groovyビジネス・ルールの実装時と使用時の詳細およびベスト・プラクティスは、次のチュー
トリアル・ビデオをご覧ください。
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目的 次のビデオを視聴
Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance
Managementで Groovyルー
ルを作成するためのトレーニ
ング・オプションを確認しま
す:

 Oracle Cloud EPMにおける Groovyを学ぶ

データ管理で Groovyルール
を使用して、増分ロードされた
データを計算します。

 データ管理での Groovyルールを使用した増分ロードされたデ
ータの計算

Groovyテンプレートを使用し
て、ユーザー・アクションのユ
ーザビリティと計算のパフォ
ーマンスを向上します。

 

 
Groovyテンプレートを使用したパフォーマンスの向上のためのアクシ
ョンのカスタマイズ

Groovyビジネス・ルール・チュートリアル
Groovyビジネス・ルールの実装に関して、これらの実践的な例のチュートリアルを完了しま
す。
Groovyの実装: 基本タスク

目的 方法の学習
Groovyスクリプト言語、およ
び Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance
Managementのビジネス・プ
ロセスの Groovyスクリプト
の作成方法について学習しま
す。

 Groovyビジネス・ルールの概要

データ・グリッドおよびデー
タ・グリッド・イテレータを操
作する Groovyスクリプトを
実装します。
• 条件論理を使用したデー
タ・グリッドの背景色の設
定

• パフォーマンスのベンチ
マークの実装

• グリッドのデフォルトの
データ値の設定

 Groovyのデータ・グリッドおよびイテレータの操作
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目的 方法の学習
Groovyスクリプトを作成し
て、ビジネス・プロセス・メタ
データを操作します。ここで
は、ある親から別の親にメンバ
ーを移動します。スクリプト
には、ユーザーに入力を促す
RTPが含まれています。
スクリプトを呼び出すための
メニュー・アイテムを含む右ク
リック・アクション・メニュー
の作成方法と、アクション・メ
ニューとデータ・フォームを関
連付ける方法も学習します。

 Groovyによるディメンション・メンバーの移動

Groovyルールとスマート・プ
ッシュを使用してソースの場
所からターゲットの場所にデ
ータをプッシュします。

 Groovyとスマート・プッシュを使用した変更済データの移動

Groovyの実装: 高度なタスク

目的 方法の学習
ドライバ・キューブに格納され
た許可されている範囲に対し
てデータ入力を検証する
Groovyスクリプトを実装しま
す。

 Groovyによるデータ入力ルールの検証

Groovyスクリプトを作成し
て、ビジネス・プロセス・メタ
データを操作します。ここで
は、ディメンションにメンバー
を追加します。スクリプトに
は、ユーザーに入力を促す RTP
が含まれています。
スクリプトを呼び出すための
メニュー・アイテムを含む右ク
リック・アクション・メニュー
の作成方法と、アクション・メ
ニューとデータ・フォームを関
連付ける方法も学習します。

 Groovyによるディメンション・メンバーの追加

ビジネス・プロセスにフォーカ
ス済計算スクリプトを生成し、
データ・エントリ・フォーム全
体ではなく、編集されたデータ
のみを計算します。

 Groovyを使用した変更済データの計算

戦略モデリングの概念を理解
し、Groovyスクリプトを使用
して戦略モデリングとビジネ
ス・プロセス・アプリケーショ
ンの間でデータを統合する方
法を学習します。

 Groovyを使用した Planningと戦略モデルのデータの統合

対話型設計時プロンプト(DTP)
を使用して、Groovyテンプレ
ートを作成します。  Groovyテンプレートの作成
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目的 方法の学習
ビジネス・プロセスで Groovy
ビジネス・ルールを使用して、
Cloud EPMからディメンショ
ン・メタデータをエクスポート
し、そのメタデータをビジネ
ス・プロセスにインポートする
方法を学習します。

 Groovyルールを使用した Enterprise Data Management Cloud
のディメンション・メタデータの Planningとの統合

Groovyの実装: REST API

目的 方法の学習
データ管理 REST APIを呼び出
して、ユーザーのエンティティ
の最新製品ボリュームをビジ
ネス・プロセスにロードするデ
ータ・ロード・ルールを実行し
ます。

 Groovyを使用した内部 REST APIの呼出し

ビジネス・プロセスで Groovy
スクリプトから外部 REST API
を呼び出します。
スクリプトを呼び出すための
メニュー・アイテムを含む右ク
リック・アクション・メニュー
の作成方法と、アクション・メ
ニューとデータ・フォームを関
連付ける方法も学習します。

 Groovyを使用した外部 REST APIの呼出し

Groovyルールのビジネス・シナリオ
この項では、Groovyビジネス・ルールを使用できるビジネス・シナリオの例について説明しま
す。
次のトピックには、集中的なデータ移動およびビジネス・プロセス・データに対するスマート
計算を実行するための Groovyルールの使用方法を示すシナリオが含まれます。
• Groovyルールとスマート・プッシュを使用した変更済データの移動
• Groovyルールを使用した変更済データの計算

Groovyルールとスマート・プッシュを使用した変更済データの移動
このトピックでは、レポート・キューブに変更済データを移動するために Groovyルールとス
マート・プッシュを使用する方法のベスト・プラクティスについて説明します。
データ・フォームで、ユーザーは従業員の給与を変更し、レポート・マネージャを割り当てる
ことができます。フォーム・データが保存されると、スマート・プッシュが実行されて、デー
タが分析のためにレポート・キューブにプッシュされます。また、必要な場合には、データが
コピーされているときにディメンションが連結されます。
フォームに数百行のデータが含まれていても、すべてのデータが構成済のデータ・マップに対
して確認され、ディメンション連結(設定されている場合)の処理が行われてから、レポート・
キューブにプッシュされます。フォームのデータ量によっては、このプロセスが完了するまで
にしばらく時間がかかります。

第 24章
ルールの管理

24-110

https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-data-management-cloud/tutorial-integrate-metadata/index.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-data-management-cloud/tutorial-integrate-metadata/index.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/groovy-tutorial-calling-internal-rest-api/index.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/groovy-tutorial-calling-an-external-rest-api/index.html


入力とレポート・キューブの間でのデータ同期のパフォーマンスを向上させるには、変更した
データを識別して分離し、分離したデータのみをレポート・キューブにプッシュするように
Groovyルールを設計します。
たとえば、ディメンション・メンバーを入力キューブからレポート・キューブにマッピングす
る単純なデータ・マップをスマート・プッシュのために構成したとします。

次に、入力のデータとレポート・キューブを表示するフォームを用意しました。
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データ入力に使用されるフォームは、スマート・プッシュに対応しており、フォームのコンテ
キストを使用して、フォームで定義されたディメンションについて選択されているすべてのメ
ンバーのデータをプッシュします。

Groovyルールのスクリプト全体を次に示します。
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スクリプトでは、スマート・プッシュのために関連付けられたデータ・マップが最初に指定さ
れます。

スクリプトのこのセクションでは、dataCellIteratorメソッドを使用し、編集済のセルを識別
して分離します。

次のセクションでは、分離されたデータを受け取り、スマート・プッシュと、構成されてこの
フォームに関連付けられているデータ・マップを使用して、集中的なデータ移動を実行します。
変更済データがレポート・キューブに移動されるとメッセージが表示されます。

第 24章
ルールの管理

24-113



変更がないときは、変更箇所がなく、データがレポート・キューブに移動されなかったという
メッセージが表示されます。

この Groovyルールを作成した後、ビジネス・ルールをデプロイするのと同じ方法でデプロイ
しました。
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次に、フォームの管理でルールをフォームに関連付けます。この Groovyルールは、フォーム・
データが保存された後で実行します。

Groovyルールを実行するには、入力キューブでフォームを開き、変更を加えてから「保存」を
クリックします。
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保存されると、更新されたデータがレポート・キューブに表示されます。
Groovyルールを使用した変更済データの計算

このトピックでは、Groovyルールを使用して変更済データのみを計算することで、ビジネス・
プロセスの計算パフォーマンスを改善する方法を説明します。
フォーム内のデータを更新したら、データを計算する必要があります。標準計算スクリプトを
計算するビジネス・ルールを使用すると、フォームのすべてのデータが計算されます。データ
ベースの大きな領域に影響する大規模なフォームまたは計算では、計算のパフォーマンスが低
下する場合があります。
行を右クリックすると、一度に 1つの行を手動で計算できます。こうすると計算のパフォーマ
ンスが速くなりますが、データの複数行に変更を加えるために適した方法ではありません。
Groovyルールは、更新するセルに動的に集中することができます。
フォームに対して Groovyルールを使用するには次の 2つの方法があります。
• 保存時にデータを計算するとき、Groovyルールによって、更新したセルに基づいた FIX文
を含む計算スクリプトが生成されます。次に、フォーム上のすべてのレコードではなく変
更済データに対して、サーバー上で計算が実行されます。多数のデータを更新する大規模
なフォームでは、このオプションをベスト・プラクティスとして使用します。

• データを保存する前に計算する場合は、Groovyルールによって、メモリー内の変更済デー
タが計算され、フォーム上に結果が表示された後で、データベースに保存されます。実行
する計算の数が少ない場合、またはアウトラインに構築するのが難しい複雑な手続き型計
算を実行しようとする場合には、このオプションをベスト・プラクティスとして使用しま
す。

この例では、給与の割合としてボーナスが計算されます。
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保存時の計算について説明します。このフォームは、保存時に計算する Groovyルールを含む
ように定義されていることに注意してください。

フォーム上で一部の給与データと一部の電話番号を更新した後、電話番号は保存されますが、
計算には影響しません。
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関連する Groovyルールを実行するフォームを保存するとき、計算されたボーナス・データが
フォームに表示されます。

「ジョブの詳細」を表示すると、Groovyルールによって作成された計算スクリプトがあります。
FIX文には変更済の従業員のみが含まれることに注意してください。
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Calculation Managerを開いて、Groovyルールを表示します。この最初のセクションは、フォ
ームのグリッドに対して反復処理を行い、編集された給与のセルを見つけて、関連する従業員
名を収集します。

このセクションでは計算スクリプトが生成されます。フォームの POVメンバーを見つけて、
POVメンバーと編集された従業員に対する FIX文を作成します。
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ここからは、保存前の計算について説明します。
これは同じフォームですが、保存前に計算を行う別の Groovyルールが定義されています。

ここでも、給与データと一部の電話番号を更新した後で、フォームを保存して、関連付けられ
た Groovyルールを実行します。計算されたボーナス・データがフォームに表示されますが、
「ジョブの詳細」を見ると、一部のボーナス・データが更新されたことがわかりますが、今回は
計算スクリプトは生成されていません。
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Calculation Managerで Groovyルールを開きます。
最初のルールと同様に、このスクリプトはフォームのグリッドに対して反復処理を行い、編集
された給与のセルを見つけて、関連する従業員名を収集します。次に、編集された従業員のみ
に対してボーナス・データを計算します。Oracle Essbase計算スクリプトは生成されないこと
に注意してください。

また、Groovyルールは、Oracle Smart View for Officeの Planningフォームでも使用できます。
Smart Viewでは、データの一括修正を行うために Microsoft Excelのすべての機能を利用でき
ます。保存の前または後で実行するように設定されたフォームの Groovyルールはすべて、デ
ータを送信するときに実行されます。

第 24章
ルールの管理

24-121



ルール・セキュリティの管理
次も参照:

• ルールに対するアクセス権の割当て
• ルールに対するアクセス権の追加、編集および削除
• Groovyテンプレートに対するアクセス権の割当て

ルールに対するアクセス権の割当て
サービス管理者はビジネス・ルールに対するアクセス権を割り当てることができます。
Groovyビジネス・ルール・テンプレートに対するアクセス権を割り当てるには、Groovyテン
プレートに対するアクセス権の割当てを参照してください。
ルールに対するアクセス権を割り当てるには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「ルール・セキュリティ」
をクリックします。

2. 「ビジネス・ルール・フォルダ」で、ルールを含むフォルダを選択し、ルールを選択しま
す。

3. (「アクセス権の割当て」)をクリックします。
4. アクセス権を追加、編集または削除します。
ルールに対するアクセス権の追加、編集および削除を参照してください。

ルールに対するアクセス権の追加、編集および削除
選択したルールにアクセスできるユーザーおよびグループを指定できます。
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ノート:

ルールセットは、ルールセットに含まれるルールから起動権限を継承します。

ルールに対するアクセス権限の割当て、編集および削除を行うには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「ルール・セキュリティ」
をクリックします。

2. 「ビジネス・ルール・フォルダ」で、ルールを含むフォルダを選択し、ルールを選択しま
す。

3. (「アクセス権の割当て」)をクリックします。
4. 次のタスクを実行します:

• アクセス権を追加するには、 (「アクセス権の追加」)をクリックし、使用可能なユーザ
ーおよびグループのリストから選択します。
「アクセス権タイプ」で、次のように選択します。
– 選択したユーザーおよびグループが、選択したルールを起動できるようにするに
は、「起動」を選択します。

– 選択したユーザーおよびグループが、選択したルールを起動できないようにするに
は、「起動しない」を選択します。

• アクセス権を編集するには、 (「アクセス権の編集」)をクリックし、該当する「アク
セス権タイプ」を選択します。

• アクセス権を削除するには、アクセス権を削除するユーザーまたはグループを選択し、
(「アクセス権の削除」)をクリックします。

Groovyテンプレートに対するアクセス権の割当て
Groovyテンプレートに対するアクセス権を割り当てるには:

1. ホーム・ページから、「ルール」、「フィルタ」の順にクリックして、キューブとアーティフ
ァクト・タイプを選択します。

2. ルールまたはテンプレートの横にある「権限」をクリックして、「権限の割当」をクリック
します。

3. 「権限の割当」で、「権限」をクリックして、権限を割り当てます。詳細は、アクセス権限
の設定を参照してください。

スマート・リストの管理
スマート・リストは、フォーム・セルからユーザーがアクセスするカスタムのドロップダウン・
リストです。
次も参照:

• スマート・リストの操作
• レポート・アプリケーションでのスマート・リストの同期
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• スマート・リストのプロパティの設定
• スマート・リストのエントリの定義
• スマート・リストのプレビュー
• スマート・リストで#Missingを表示

スマート・リストの操作
サービス管理者は、スマート・リストを使用して、フォーム・セルからユーザーがアクセスす
るカスタムのドロップダウン・リストを作成します。スマート・リスト(メンバー・プロパティ
として)に関連するメンバーのセルをクリックする場合、ユーザーは、データを入力するかわり
に、ドロップダウン・リストからアイテムを選択します。ユーザーはスマート・リストを含ん
でいるセルに入力することはできません。スマート・リストは、セルには下矢印で表示され、
ユーザーがセルをクリックすると展開されます。
次のタスクを実行してスマート・リストを作成し、管理します。
• スマート・リストを定義します。
• メンバーにスマート・リストを関連付けます。
• スマート・リストを表示するディメンションを選択します。
• オプション:

– メンバー式でスマート・リストの値を使用します。
– スマート・リストに関連付けられた#MISSINGセルのフォームでの表示方法を設定し
ます。

– レポート・アプリケーションでスマート・リストを同期します

ノート:

スマート・リストをフォームで表示可能にするには、スマート・リストのタイプ・メ
ンバーが属するディメンションが評価順序の最初にある必要があります。ディメン
ションの管理を参照してください。

スマート・リストを作成または操作するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「スマート・リスト」を
クリックします。

2. 次のいずれかの操作を実行します:

• スマート・リストを作成するには、  (「作成」)をクリックして、スマート・リストの
プロパティを設定します。スマート・リストのプロパティの設定を参照してください。

• スマート・リストを編集するには、そのスマート・リストを選択し、  (「編集」)をク
リックして、スマート・リストのプロパティを設定します。スマート・リストのプロ
パティの設定を参照してください。

• スマート・リストを削除するには、そのスマート・リストを選択して  (「削除」)をク
リックし、「OK」をクリックします。スマート・リストを削除すると、ディメンショ
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ン・メンバーおよびレポート・アプリケーションと関連付けられたマッピングも削除
されます。
データ・セルは 1つのスマート・リストのみに表示できます。複数のスマート・リス
トがセルで交差する場合、どちらを優先させるかを設定します。

• オプション:  (「同期」)をクリックして、レポート・アプリケーションでスマート・
リストを同期します。レポート・アプリケーションでのスマート・リストの同期を参
照してください。

ノート:

スマート・リストのメンバーが削除されてから再度追加されると、新しいメンバーに
は新しい一意の IDが指定されます。削除されたメンバーに関連付けられたデータ
は、削除されたメンバーの数字の IDとして表示されます。

レポート・アプリケーションでのスマート・リストの同期
レポート・アプリケーションでスマート・リストを同期することによって、スマート・リスト
をマップするレポート・アプリケーションでディメンションが識別され、選択したディメンシ
ョンのレベル 0のメンバーが選択したスマート・リストに新規スマート・リストとして追加さ
れます。データ・マップを定義するには、データ統合の管理のデータ・マップの定義を参照し
てください。
レポート・アプリケーションでスマート・リストを同期するには:

1. 「スマート・リスト」リスト・ページを表示します。
スマート・リストの操作を参照してください。

2. 同期するスマート・リストをクリックし、

を選択します。
同期の際には、適切なスマート・リスト内の最後のスマート・リスト・アイテムの後で既
存のすべてのマッピングのレポート・アプリケーションの値が追加されます。スマート・
リストが 2つのディメンションにマップされている場合、最初のマッピングからのメンバ
ーがすべて挿入されてから、2番目のマッピングからのメンバーが挿入されます。メンバ
ーがスマート・リストにすでに存在する場合は、再追加されません。レポート・アプリケ
ーション上の対応するディメンション・メンバーが削除された場合でも、Planningスマー
ト・リスト内のスマート・リスト・メンバーは削除されません。

ノート:

勘定科目がスマート・リストとしてディメンションにマップされている場合、勘
定科目ディメンションのすべてのレベル 0メンバーはスマート・リストが同期さ
れる時にスマート・リスト・エントリとして入れられます。たとえば、スマート・
リストは HSP_Averageや HSP_Endingのようなエントリを含むことがありま
す。この場合、余分なエントリをスマート・リストから削除します。

3. 「スマート・リストの同期化を完了しました。」と表示されているダイアログ・ボックスで
「OK」をクリックします。
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ノート:

スマート・リスト名にスペースを含めることはできません。レポート・アプリケーシ
ョンでスマート・リストを同期する場合は、新しいメンバーの名前にスペースが含ま
れていないことを確認してください。

スマート・リストのプロパティの設定
「プロパティ」タブでスマート・リストのプロパティを定義します。

ノート:

スマート・リストをフォームで表示可能にするには、スマート・リストのタイプ・メ
ンバーが属するディメンションが評価順序の最初にある必要があります。ディメン
ションの管理を参照してください。

表 24-28 スマート・リストのプロパティ

プロパティ 説明
スマート・リスト 英数字およびアンダースコア(Positionなど)、特殊文字またはスペース

なしの文字のみを含む一意の名前を入力します。スマート・リスト名は
数式で参照できます。

ラベル スマート・リストが選択されたときに表示されるテキストを入力します。
スペースおよび特殊文字を使用できます。

表示順 スマート・リストのドロップダウン・リストを、ID順、名前順、ラベル
順のいずれでソートするのかを指定します。

#Missingドロップ・ダウン・
ラベル

値が#MISSINGのスマート・リストのエントリに表示するラベル(No
Justificationなど)を入力します。
次の点に注意してください。
• スマート・リストのドロップダウンに最初の項目として表示される
ので、フォームの中で#MISSINGを値として選択できます。

• セルがフォーカスされていないときは、次のオプションで「ドロッ
プ・ダウン設定」を選択した場合にのみ、このラベルが表示されま
す。それ以外の場合は、フォームについて選択した「欠落値を空白
で表示」の設定に応じて、#MISSINGまたは空白のセルが表示され
ます。

• #MISSINGラベルは、#MISSINGデータをセルに表示するかどうか
を判別するのみです。格納された値は、#MISSINGのままです。

#Missingフォーム・ラベル スマート・リストに関連付けられたセルにおける、#MISSING値の表現
形式を指定します。オプション:
• ドロップ・ダウン設定: 「#Missingドロップ・ダウン・ラベル」で
設定したラベルを表示します。

• フォーム設定: フォームについて選択した「欠落値を空白で表示」の
設定に応じて、#MISSINGを表示するか、セルを空白のままにしま
す。この選択によって、セルが選択されていないときに表示される
内容が決定されます。セルがフォーカスにある場合、ドロップダウ
ンから選択されたスマート・リストのアイテムが表示されます。
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表 24-28 (続き) スマート・リストのプロパティ

プロパティ 説明
自動的に IDを生成 各スマート・リストのエントリに対して数字の IDを生成します。このオ

プションを選択しない場合は、スマート・リストの ID値をカスタマイズ
できます。

メンバーから作成 ディメンション階層に基づいてスマート・リストを作成します。スマー
ト・リスト値は、メンバーの更新時に動的に更新されます。
ディメンションのユーザー・セキュリティは、ディメンションの階層か
ら作成されたスマート・リストに反映されます。

メンバー選択 スマート・リストで使用するメンバーを手動で選択します。
「エントリ」タブを使用して、スマート・リストの選択肢を定義します。スマート・リストのエ
ントリの定義を参照してください。

スマート・リストのエントリの定義
スマート・リストのエントリを定義するには:

1. 「エントリ」タブで、ドロップダウン・リストのアイテムを定義します。
• 最初のアイテムのみ : 最初の行に情報を入力します。
• アイテムを追加するには、 (「追加」)をクリックして、情報を入力します。
• アイテムを削除するには、そのアイテムを選択して、 (「削除」)をクリックします。
• エントリを編集するには、行の中の情報を変更します。
表 24-29 スマート・リストのエントリ

エントリ・プロパティ 説明
ID エントリを表示する順番を決める一意の数です。「プロパティ」タ

ブで「自動的に IDを生成」が選択されていない場合にのみ、ID
はカスタマイズ可能です。

名前 英数字およびアンダースコア(Customer_Feedbackなど)で、特殊
文字やスペースのない一意の英数字名です。

ラベル ドロップダウン・リストのスマート・リストのエントリに表示さ
れるテキスト(Customer Feedbackなど)です。

ノート:

赤で強調表示されるアイテムは、重複しています。

2. 「保存」をクリックします。
「プレビュー」タブを使用して、定義したスマート・リストをプレビューします。スマー
ト・リストのプレビューを参照してください。
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スマート・リストのプレビュー
定義済のスマート・リストを「プレビュー」タブでプレビューします。タブは、スマート・リ
ストをドロップダウン・リストまたは表で表示されるように表示します。
Smart Listをプレビューするには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「スマート・リスト」を
クリックします。

2. スマート・リストを選択し、  (編集)をクリックします。
3. 「保存」をクリックします。

スマート・リストで#Missingを表示
サービス管理者は、データがセルにない場合を含めて、スマート・リストおよびデータ・セル
で表示される値を設定します。セルでは、値なし、#MISSINGまたは(スマート・リストに関連
するセルの)指定値を表示させることができます。
このオプションを使用して、セルがフォーカスにない場合の#MISSINGの表示を制御します。
表 24-30 #MISSINGの表示オプション

オプション ガイドライン
空白 フォームを設計する場合、「欠落値を空白で表示」を選択します。

スマート・リストのプロパティを設定する場合、「フォーム設定」を選択
します。

#MISSING フォームを設計する場合、「欠落値を空白で表示」を選択しないでくださ
い。
スマート・リストのプロパティを設定する場合、「フォーム設定」を選択
します。

「変更なし」などのカスタム・
ラベル

スマート・リストのプロパティを設定する場合、「#MISSINGドロップ
ダウン・ラベル」フィールドにカスタム・ラベル(変更なしなど)を入力し
ます。「ドロップ・ダウン設定」を選択します。

タスク・リストの管理
タスク・リストでプランニング・プロセスを通してユーザーをガイドします。
タスク・リストは、タスク、手順および終了日を一覧表示することで、ユーザーにプランニン
グ・プロセスの手順を示します。サービス管理者とパワー・ユーザーは、タスクとタスク・リ
ストを作成および管理します。
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ノート:

アプリケーションの作成中に、「タスク・リスト」と「EPM Task Manager」の 2つ
のタスク・フロー・タイプのオプションが表示されました。「EPM Task Manager」
は、新しいアプリケーションに対するデフォルト・オプションです。タスク・マネー
ジャの管理の詳細は、タスク・マネージャを使用したタスクの管理を参照してくださ
い。

チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。

目的 方法の学習
フォームを設計してタスク・リストを管理する方法
を学習します。  Planningでのフォームの設計とタスク・

リストの管理
関連トピック
• タスクの設計に関する考慮事項
• タスク・リストの操作
• タスク・リストへの指示の追加
• タスク・リストへのタスクの追加
• タスク・リストの編集
• タスク・リストへのアクセス権の割当て

タスクの設計に関する考慮事項
割当て、手順および期限を提供するためにタスク・マネージャでタスクを設計し、プランニン
グ・プロセスにわたってユーザーをガイドします。
タスクに関する次の設計のベスト・プラクティスを考慮してください。
• ユーザーが手順に沿ってアプリケーションを操作し、プロセスに従っていることや、適切
なデータがすべて収集されていることを確認できるようにタスクを設計してください。

• ユーザーにプランニング・プロセスの手順を示すようにタスクを使用してください。
• 様々なタイプのユーザーおよびプロセス・フローをサポートするタスクを構築してくださ
い。例:

– フォームを開きます
– 指定したビジネス・ルールを起動します
– 指定されたシナリオとバージョンでレビュー・プロセスを開始します
– 現在のフォームのデータのバージョンをコピーします
– 指定された URLを開きます
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タスク・リストの操作
タスク・リストはユーザーのためにタスクの組織グループを一覧表示します。タスクを作成す
る前に、タスク・リストを作成する必要があります。
タスク・リストを作成および名前変更するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「タスク・リスト」をク
リックします。

2. 次のタスクを実行します:

• タスク・リストを作成するには、  (「タスク・リストの作成」)をクリックします。
• タスク・リストの名前を変更するには、タスク・リストを選択し、  (「タスク・リス
トの名前変更」)をクリックします。

• タスク・リストを移動するには、タスク・リストを選択し、  (「タスク・リストの移
動」)をクリックします。

• タスク・リストを削除するには、タスク・リストを選択し、  (タスク・リストの削
除)をクリックします。

3. 「OK」をクリックします。
タスク・リストを定義するには、次を参照してください:

• タスク・リストへの指示の追加
• タスク・リストへのタスクの追加

タスク・リストへの指示の追加
タスク・リストへ指示を追加するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「タスク・リスト」をク
リックします。

2. 「タスク・リスト」で、変更するタスク・リストを選択し、 (「タスク・リストの編集」)
をクリックします。

3. 「指示」タブをクリックします。
4. タスク・リストの手順を入力します。
5. 「保存」をクリックし、「閉じる」をクリックします

タスク・リストへのタスクの追加
ユーザーが実行時に実行するタスクの完了日およびアラートを設定できます。また、たとえば、
タスクが終了日までに完了しなかったことをユーザーに警告するように、電子メールのメッセ
ージを設定することもできます。アラート・メッセージは設定した"アラート日"の後に送信さ
れ、タスクの終了日になるまで繰り返し送信されます。
タスク・リストへタスクを追加するには:
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1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「タスク・リスト」をク
リックします。

2. 次のタスクを実行します:

• タスク・リストを定義するには、 (「タスク・リストの作成」)をクリックし、名前を入
力します。

• タスク・リストを変更して新しいタスクを追加するには、それを選択し、 (「タス
ク・リストの編集」)をクリックします。

3. (「子の追加」)をクリックします。
4. 「タスク」でタスク名を入力します。
5. 「タイプ」から、作成しているタスクの種類、およびタスクによってユーザーが実行可能に
なることを選択します。たとえば、サービス管理者が実行時にすべてのディメンションを
変更できるようにするタスクを作成している場合は、「ディメンション・エディタ」を選択
します。
次の表を使用して、タスク・タイプに必要な情報を指定します:

表 24-31 タスク情報

タスク・タイプ アクション
URL 指定された URLを開きます

このタスクに関連付けるために、https://www.company_name.com
などの完全修飾 URLを入力し、ステップ 6に進みます。

フォーム フォームを開きます
ユーザーが完了するフォームを選択し、ステップ 6に進みます。
オプション: タスクを最初に開いたときデフォルトとして表示するメ
ンバーを各ディメンションから選択するには、ページ・メンバーのデ
フォルト設定を選択します。このオプションを選択してから、ペー
ジ・ディメンションのメンバーを選択できます。デフォルトのペー
ジ・メンバーは、ユーザーがフォームを更新し、別のセッションでタ
スクに戻るまで適用されます。デフォルトのページ・メンバーが設定
されている場合、各セッションで最後に使用された設定がこれらのデ
フォルトによって上書きされます。

ダッシュボード ダッシュボードを開きます
ユーザーが操作するダッシュボードを選択してから、ステップ 6に進
みます。

ビジネス・ルール ビジネス・ルールを起動します
次のタスクを実行します:
• 「キューブ」から、実行するビジネス・ルールに関連付けられた

キューブを選択します。
• 「ビジネス・ルール」から、実行するビジネス・ルールを選択し
ます。

• ステップ 6に進みます。
承認の管理 指定されたシナリオとバージョンで確認プロセスを開始します

ユーザーが承認プロセスを開始できるシナリオおよびバージョンを
指定し、ステップ 6に進みます。

記述的 サービス管理者は、タスク・プロパティなしでタスクを追加できま
す。
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表 24-31 (続き) タスク情報

タスク・タイプ アクション
バージョンのコピー 指定されたソース・バージョンと宛先バージョンについて、サポート

詳細、セル・テキスト、セル・ドキュメントなど、現在のフォームの
データをコピーします
「シナリオ」、「コピー元」および「コピー先」の値を選択し、ステッ
プ 6に進みます。

ノート:

パワー・ユーザーおよびユーザーは、「バージョンのコピ
ー」を使用できません。

ジョブ・コンソール 「ジョブ・コンソール」を開いて、ユーザーがタイプ(データのコピー
やデータのプッシュなど)および完了ステータス別にジョブのリスト
を表示できるようにします
次のタスクを実行します:
• 「ジョブ・タイプ」で、コンソールに表示するジョブの種類を選
択します。

• 「ステータス」で、コンソールに表示するタスクのステータスを
選択します。

• ステップ 6に進みます。
ディメンション・エディタ サービス管理者が実行時にディメンションを表示および変更できる

ようにします
次のタスクを実行し、ステップ 6に進みます:
• サービス管理者がすべてのディメンションを表示および変更で
きるようにするには、「ディメンション」から「すべて」を選択
します。

• サービス管理者が特定のディメンションを表示および変更でき
るようにするには、これを選択します。

アプリケーションのリフレ
ッシュ

サービス管理者が実行時にアプリケーションをリフレッシュして、最
近の変更を取得できるようにします。有効化の後、ステップ 6に進み
ます。

インポートおよびエクスポ
ート

サービス管理者がフラット・ファイルを使用してデータとメタデータ
をインポートおよびエクスポートできるようにします。
「ロード方法」で、ユーザーが実行する必要があるインポート・タス
クまたはエクスポート・タスク(ファイルへのデータのエクスポート
やファイルからのメタデータのインポートなど)を指定し、ステップ
6に進みます。

ノート:

「セキュリティ管理」、「プロセス管理」および「フォームの管理」タスク・タイプ
は、タスク・リストに追加したり、簡易インタフェースで編集したりできません。
これらのタスク・タイプには、アプリケーションのデスクトップ・モードでのみ
アクセスできます。
「ダッシュボード」タスク・タイプは、デスクトップ・モードではタスク・リスト
に追加したり編集したりできません。このタスク・タイプにアクセスできるのは
簡易インタフェースのみです。
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6. 「期間」で、タスクの完了に要すると予想される期間を入力します。最初のフィールドに数
字、2番目のフィールドに時間の単位を入力します。たとえば、タスクが 2週間かかると
考えられる場合は、最初のフィールドに 2を入力し、2番目のフィールドに wまたは Wを
入力して「週」を選択します。2番目のフィールドの時間単位オプションは次のとおりで
す:

• 時間: このオプションを選択するには、hまたは Hを入力します。
• 日: このオプションを選択するには、dまたは Dを入力します。
• 週: このオプションを選択するには、wまたは Wを入力します。
• 月: このオプションを選択するには、mまたは Mを入力します。
• 年: このオプションを選択するには、yまたは Yを入力します。

ノート:

時間の単位オプションは大文字と小文字を区別しません。使用している言語が英
語ではない場合、これらのエントリはローカライズされます。ローカライズされ
た単語の最初の文字を入力して、表示される単語全体を選択します。

7. タスクが特定の日付に開始し、特定の日付までに完了することを確認するには、次のタス
クを実行します:

a. 「開始日」で、 (日付と時刻の選択)をクリックし、カレンダを使用して、それまでに
タスクを開始する必要がある年、月、日および時刻を指定します。

b. 「終了日」で、 (日付と時刻の選択)をクリックし、カレンダを使用して、それまでに
タスクを完了する必要がある年、月、日および時刻を指定します。
未完のタスクの終了をユーザーに促す電子メールのメッセージを送信するには、「次毎
に繰り返し」を選択し、電子メールを送信する頻度(1日に 1回など)を指定します。

8. タスクを完了する必要がある日付が近づいていることをユーザーに促す電子メールのメッ
セージを送信するには、「アラート」を選択して、次を実行します:

a. (日付と時刻の選択)をクリックし、カレンダを使用して、アラート・リマインダの
送信を開始する日時を指定します。

b. 「次毎に繰り返し」をクリックし、電子メール・リマインダの頻度を指定します。
たとえば、タスクの終了日が 2014年 6月 9日午後 5時で、タスクの期限の 1週間前から
1日に 1回ユーザーに知らせる場合、「2014年 6月 2日午後 5時」を選択し、「1」を入力
してから「週」を選択します。

9. タスクの完了が別のプライマリ・タスク(親タスク)の完了に依存するようにするには、「依
存関係」の横にある をクリックし、プライマリ・タスクを選択して、「OK」をクリック
します。
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ノート:

タスクの完了が、別のプライマリ・タスクの子タスクの完了に依存するようには
できません。タスク・リスト階層をまたがる依存関係は、タスクに子がある場合
にはサポートされません。たとえば、タスク 3がタスク 2に依存しており、タス
ク 4がタスク 3に依存しているケースです。タスク 3が完了していないと、タス
ク 4は自動的に未完了になります。ただし、タスク Task 2.1が完了していない
と、その親タスク(タスク 2)が未完了に変わりますが、これは再帰的ではありませ
ん(タスク 3とタスク 4は影響を受けません)。
• Task1

• Task2

– Task2.1

– Task2.2

• Task3

• Task4

10. 右側の「手順」ペインで、タスクを完了する方法を説明する情報を入力します。書式設定
ボタンを使用して、情報をカスタマイズします。たとえば、フォント、フォント・サイズ
およびレイアウト(箇条書きや番号付きステップなど)を変更できます。

11.「保存」をクリックし、「OK」をクリックします。

タスク・リストの編集
次も参照:

• タスクの編集
• タスクのコピーおよび移動
• タスク・リストの移動および順序変更
• タスク・リストのクリア
• タスクおよびタスク・リストの削除

タスクの編集
「タスクの編集」ダイアログ・ボックスを使用して、タスクのタイプとその手順、終了日とアラ
ート日、および電子メール通知メッセージを変更します。
タスクを編集するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「タスク・リスト」をク
リックします。

2. タスク・リストを選択し、 (「タスク・リストの編集」)を選択します。
3. タスクを選択し、 (「タスクの編集」)を選択します。
4. 「タスクの編集」で、次の操作を行います。

• タスク名を変更します。
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• 別のタスク・タイプを選択します。
• オプション: 「期間」、「開始日」、「終了日」、「アラート」および「依存関係」オプショ
ンの値を変更します。

個々のオプションの詳細は、タスク・リストへのタスクの追加を参照してください。
5. 「タスク - 手順」で、タスクを完了するための手順を変更します。
6. 「保存」をクリックします。

タスクのコピーおよび移動
タスクをコピーまたは移動するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「タスク・リスト」をク
リックします。

2. 次のいずれかのアクションを行います:

タスクをコピーするには:

a. タスク・リストを選択し、 (「タスク・リストの編集」)を選択します。
b. コピーするタスクを選択し、「名前を付けて保存」をクリックします。
c. 新しいタスク・リストの名前を入力し、「OK」をクリックします。
タスクを移動するには:

a. タスク・リストを選択し、 (「タスク・リストの編集」)を選択します。
b. タスクを選択し、 (「タスク・リストの編集」)をクリックします。
c. 別のタスクの子となるタスクを選択し、 (「切取り」)を選択します。
d. 親タスクとなるタスクを選択し、 (「貼付け」)を選択します。
e. 「保存」をクリックします。
タスクの切取りおよび貼付けをするには:

a. タスク・リストを選択し、 (「タスクの編集」)をクリックします。
b. タスクを選択し、 (「切取り」)をクリックします。
c. タスクを新しい位置に移動するには、移動するタスクを上に表示させます。
d. (「貼付け」)をクリックします。
e. 「OK」をクリックします。

タスク・リストの移動および順序変更
タスク・リストを移動または順序変更するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「タスク・リスト」をク
リックします。

2. 次のタスクを実行します:

第 24章
タスク・リストの管理

24-135



タスク・リストを移動するには:

a. タスク・リストを選択し、  (「タスク・リストの移動」)をクリックします。
b. 宛先フォルダを選択します。
c. 「OK」をクリックします。
タスク・リストを並べ替えるには:

a. タスク・リストを選択します。
b.  (「上へ移動」)または  (「下へ移動」)をクリックします。

タスク・リストのクリア
タスク・リストの完了後、選択したタスク・リスト内のすべてのタスクの完了ステータス、終
了日およびアラートをクリアできます。次以降のプランニング期間にタスクを再利用すること
ができます。
アラートは、タスク・リストに終了日が含まれる場合のみ有効になります。タスク・リストを
クリアすると、終了日のチェック・ボックスの選択が解除されて、アラートが無効になります。
日付は削除されません。
タスク・リストをクリアするには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「タスク・リスト」をク
リックします。

2. クリアするタスク・リストを選択し、 (「タスク・リストの編集」)をクリックします。
3. 「クリア」ドロップダウン・リストで、次のいずれかのオプションを選択します。

• 完了ステータス: 完了ステータスのみをクリアします
• 期限とアラート: タスクに設定されている終了日に基づいて、有効になっているアラー
トをクリアします

• 両方: 完了ステータス、終了日およびアラートをクリアします
4. (「クリア」)をクリックします。
5. 「OK」をクリックします。

タスクおよびタスク・リストの削除
タスクおよびタスク・リストを削除するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「タスク・リスト」をク
リックします。

2. 次のタスクを実行します:

• タスクを削除するには、削除するタスクを含むタスク・リストを選択し、 (「タス
ク・リストの編集」)をクリックします。削除するタスクを選択し、 (「削除」)をクリ
ックします。
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• タスク・リストを削除するには、削除するタスク・リストを選択し、 「タスク・リ
ストの削除」を選択します。

3. 「OK」をクリックします。

タスク・リストへのアクセス権の割当て
タスク・リストを表示および変更できるユーザーを判別できます。デフォルトでは、タスク・
リストのアクセス権限の管理および割当てができるのはサービス管理者です。

ノート:

タスク・リストに割り当てられるということは、タスク・リスト内のタスクにアクセ
スして実行できることを意味します。他のユーザーにタスクを割り当てることはで
きません。

• タスク・リストへのアクセス権の追加
• タスク・リストへのアクセス権の変更および削除

タスク・リストへのアクセス権の追加
タスク・リストへアクセス権を割り当てるには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「タスク・リスト」をク
リックします。

2. 変更するタスク・リストを選択します。
3. (「アクセス権の割当て」)をクリックします。
4. (「アクセス権の追加」)をクリックします。
5. タスク・リストにアクセスするユーザーまたはグループを選択します。

• 「ユーザー」をクリックしてすべてのユーザー名を表示します。または、「グループ」
をクリックしてすべてのグループを表示します。

• ユーザーおよびグループのページが複数ある場合は、ページ区切りバーがページの下
部に表示され、ページ間を簡単に移動したり、特定のページにジャンプできます。

6. 「アクセス権タイプ」で、ユーザーやグループがどのようにタスク・リストを使用できるか
を指定します:

• 割当て済: 表示および使用
• 管理: 変更
• 管理と割当て: 表示、使用、変更
• なし: アクセス権なし

7. 「追加」をクリックします。
8. 「閉じる」をクリックします。
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タスク・リストへのアクセス権の変更および削除
タスク・リストへのアクセス権を変更または削除するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「タスク・リスト」をク
リックします。

2. 変更するタスク・リストを選択し、 (「アクセス権の割当」)をクリックします。
3. 次のタスクを実行します:

タスク・リストへのアクセス権を変更するには:

a. ユーザーまたはグループを選択して、 (「アクセス権の編集」)をクリックします。
b. 「アクセス権タイプ」で、次から選択します。

• 割当て済: 表示および使用
• 管理: 変更
• 管理と割当て: 表示、使用、変更
• なし: アクセス権なし

c. 「設定」をクリックします。
タスク・リストへのアクセス権を除去するには:

a. ユーザーまたはグループを選択して、 (「アクセス権の削除」)をクリックします。
b. 「OK」をクリックします。

4. 「閉じる」をクリックします。

Planning内からのタスク・マネージャの有効化
現在タスク・リストを使用しているか、アプリケーション作成時に「タスク・リスト」タスク・
フロー・タイプを選択した場合、タスク・マネージャを有効にすることができますが、この変
更を行う前に確認する必要がある重要な考慮事項があります。
タスク・マネージャに切り替える際の考慮事項
タスク・マネージャを有効にする前に、次の考慮事項を確認します:

• タスク・マネージャを有効にした後で、タスク・リストに戻すことはできません。
• 既存のタスクおよびタスク・リストは、タスク・マネージャに移行できません。タスク・
マネージャを有効にする前に、タスクおよびタスク・リストを削除する必要があります。

• 新しく有効にしたタスク・マネージャを表示するには、ログアウトしてから再度ログイン
する必要があります。

タスクおよびタスク・リストの削除
既存のタスクおよびタスク・リストは、タスク・マネージャに移行できません。タスク・リス
トのアーティファクトがシステム上に存在すると、タスク・マネージャを有効にすることがで
きないため、タスク・マネージャを有効にする前に削除する必要があります。タスクおよびタ
スク・リストを削除する前に、アプリケーションをバックアップします。
タスクおよびタスク・リストの削除を参照してください。
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タスク・マネージャの有効化
既存のタスクおよびタスク・リストがシステム上にない場合は、タスク・マネージャの有効化
に進むことができます。
タスク・マネージャを有効にするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「アクション」メニューから、「タスク・マネージャの有効化」を選択します。
3. 新しく有効にしたタスク・マネージャを表示するには、ログアウトしてから再度ログイン
します。

4. タスク・マネージャを操作するには、タスク・マネージャを使用したタスクの管理を参照
してください。

セル詳細のクリア
キューブのセル詳細(勘定科目注釈、サポート詳細、セル・テキスト、セル・レベル・ドキュメ
ント)をクリアできます。勘定科目注釈、サポート詳細、セル・テキスト、セル・レベル・ドキ
ュメントの作成と表示の詳細は、Planningの操作を参照してください。

ノート:

承認ユニットの注釈は削除できません。
この機能はサービス管理者とパワー・ユーザー向けであるため、アプリケーションで
は、削除する詳細に対するすべてのアクセス権があると仮定されます。

セル詳細をクリアするには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「アクション」で、「セル詳細のクリア」をクリ
ックします。

2. 「キューブ」で、キューブを選択します。
3. キューブ内のすべてのディメンションを選択するには、「すべてのディメンションの追加」
をクリックします。
表示されたディメンションのメンバーを選択します。

4. 「オプションのクリア」から少なくとも 1つのオプションを選択して、削除する情報のタイ
プを指定します。

5. データ交差のメンバーを選択します:

a. 「ディメンション」で、消去するディメンションを詳細とともに、少なくとも 1つ選択
します。

b. 表示されたディメンションで、 (「メンバー・セレクタ」)をクリックします。「メン
バー選択」ページで、削除する詳細のある選択項目を選択します。
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ノート:

選択された各ディメンションに、少なくとも 1つのメンバーを選択する必要があ
ります。ディメンションを選択しなかった場合、アプリケーションでは、セル詳
細をクリアする際にそのすべてのメンバーが対象となります。

注意:

目的のデータをクリアするには、少なくとも 1つの勘定科目メンバーを選択し、
他のすべてのディメンションからメンバーを選択します。少なくとも 1つの勘
定科目メンバーを選択しないと、はい、値を#Missingに設定するオプションを
選択した場合でも、データはクリアされません。他のディメンションからメンバ
ーを選択しない場合、選択した勘定科目メンバーの全データは、他のすべてのデ
ィメンションにわたってクリアされます。

6. オプション: 別のディメンションを選択してそのメンバーを選択するには、 (「ディメンシ
ョンの追加」)をクリックします。

7. 「クリア」をクリックします。
確認ページに選択項目が表示されます。

8. 「終了」をクリックして次に進むか、「戻る」をクリックして選択項目を変更します。
「セル詳細のクリア」が正常に完了すると、キューブからデータが削除されます。データが
正常に削除されない場合、メッセージが表示されます。ログ・ファイルで確認することも
できます。

9. オプション: 「セル詳細のクリア」の実行ステータスを表示し、削除された情報を確認する
には、「ジョブ」を表示します。ジョブの管理を参照してください。

10. 別のキューブのセル詳細をクリアするには、ステップ 2で別のキューブを選択し、手順を
繰り返します。

データのコピー
プランは、あるディメンショナル交差から別のディメンショナル交差に、リレーショナル・デ
ータとサポート詳細を含めてコピーできます。たとえば、「予算、会計年度 10、最終」を「予
測、会計年度 11、第 1ドラフト」へコピーできます。
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ノート:

• 「選択されたデータのコピー」の設定は、現在のセッションにしか保持されませ
ん。

• コピーするディメンション・メンバーが、選択したキューブに存在する必要があ
ります。

• データは、データを使用できる列にコピーする必要があります。データを読取り
専用セルや動的セルにはコピーできません。

• 勘定科目注釈、サポート詳細、セル・テキストをコピーできます。承認ユニット
の注釈はコピーできません。

• この機能は属性とともには使用できないため、属性は選択しないでください。
• これは管理機能であるため、アプリケーションでは、コピーするデータに対する
すべてのアクセス権があると仮定されます。承認済の承認ユニットへのコピーも
禁止されていません。

• この機能でデータを計算できません。予測を 5%増加させるなどの計算を実行す
るには、データをコピーした後、ビジネス・ルールを適用させてください。

• データをコピーするには、「シナリオ」、「勘定科目」、「期間」、「バージョン」ディ
メンションの少なくとも 1つのメンバーを選択する必要があります。

• 「データのコピー」は、ブロック・ストレージおよび集約ストレージ・キューブに
対して有効です。

データをコピーするには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「アクション」で、「データのコピー」をクリッ
クします。

2. 「キューブ」で、キューブを選択します。
このキューブのディメンションが表示されます。一度に 1つのキューブからのみコピーで
きます。

3. 「データ・オプションのコピー」で、コピーする情報のタイプを選択します。
4. 「静的ディメンション」で、データ交差のメンバーを選択します。

a. 「ディメンション」で、コピー元のディメンションを選択します。
b. 「メンバー」で、 (「メンバー・セレクタ」)をクリックしてコピー元のメンバーを選
択します。メンバーは複数選択可能です。「シナリオ」、「勘定科目」、「エンティティ」、
「期間」、「バージョン」ディメンションの少なくとも 1つのメンバーを選択する必要が
あります。

5. オプション: 別の静的ディメンションをリストに加えるには、 (「ディメンションの追加」)
をクリックし、ディメンション・メンバーを選択します。
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ノート:

ディメンションを削除するには、「ディメンションの選択」を選択します。そのデ
ィメンションが、「ディメンションおよびソース /宛先」領域に移動します。

6. 「ディメンションおよびソース /宛先」で、データをコピーするディメンションを入力しま
す
「ソース」および「宛先」で、 (「メンバー・セレクタ」)をクリックします。

7. 「データのコピー」をクリックします。
データは 1つの交差から他の交差にコピーされます。データが正常にコピーされない場
合、メッセージが表示されます。ログ・ファイルで確認することもできます。

8. 別のキューブのデータをコピーするには、ステップ 2で別のキューブを選択し、手順を繰
り返します。

複数のバージョンのデータのコピー
「バージョンのコピー」は、あるバージョンから別のバージョンにデータをコピーするために管
理者が使用できる便利な機能です。
たとえば、次のことを行う場合に「バージョンのコピー」を使用します。
• 新しいバージョンのプランの開始点の迅速な作成。
• 複数のバージョンのデータの操作。
• 記録および将来的な分析のためのデータ・コピーの作成。たとえば、ベースライン・バー
ジョンと将来バージョンのデータを比較できます。

• 新しいビジネスの仮定を示す、更新済データに基づいた新しい承認サイクルの開始。たと
えば、ワースト・ケース・バージョンのデータの一部をベスト・ケース・バージョンにコ
ピーする場合があります。同様に、後続のバージョンの開始点を作成できます。たとえば、
初回パスのバージョンを 2回目のパスのバージョンにコピーして、コピーした内容を変更
します。

「バージョンのコピー」は、選択したデータを、選択済シナリオの 1つのボトムアップまたはタ
ーゲット・バージョンから同じシナリオ内の別のボトムアップまたはターゲット・バージョン
にコピーします。

ノート:

• パワー・ユーザーおよびユーザーは、「バージョンのコピー」機能を使用できませ
ん。「バージョンのコピー」を使用できるのはサービス管理者のみです。

• バージョンのコピーでは、承認済承認ユニットへのデータのコピーは行われませ
ん。

バージョンをコピーするには:

1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」アイコン をクリックします。
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2. 「アクション」で、「バージョンのコピー」をクリックします。
3. コピーするシナリオを選択します。
4. 「コピー元」で、データのコピー元バージョンを選択します。
5. 「コピー先」で、データのコピー先とするターゲット・バージョンを選択します。
6. (「実行」)をクリックします。
7. 矢印を使用して、「使用可能なエンティティ」から「選択したエンティティ」にエンティテ
ィを移動します。
データを正常にコピーするには、シナリオ、勘定科目、エンティティおよびバージョン・
ディメンションの少なくとも 1つのメンバーを選択する必要があります。「使用可能なエ
ンティティ」には、書込み権限があるユーザー所有のエンティティ (承認ユニット)が表示さ
れます。承認ステータスが「未開始」または「初回パス」であるエンティティをコピーで
きます。

8. オプション:

• 「コメントのコピー」をクリックします。
• 「添付のコピー」をクリックします。
• 「サポート詳細のコピー」をクリックします。

9. 「データのコピー」をクリックします。

ノート:

「バージョンのコピー」が完了するまで待機してから、他の作業を開始してください。

アプリケーション診断の管理
次も参照:

• アプリケーション診断について
• 仮定
• アプリケーション診断の機能
• アプリケーション診断グラフの使用
• アプリケーション診断の起動
• 最適なパフォーマンスのためのアーティファクトの変更

アプリケーション診断について
アプリケーション診断によって、サービス管理者は、設計時に、アプリケーションを本番環境
に置く前に(さらに継続的に、アプリケーションが新しいメンバーを使用して発展し、データが
アプリケーションに追加されるとともに)、およびエンド・ユーザーがアプリケーションを使用
する前に、設計の不具合を特定および解決できます。サービス管理者は、アプリケーション診
断を使用して、次を評価できます:

• アプリケーション全体
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• フォームや承認ユニットなどのアーティファクトのタイプ
• 個々の選ばれたアーティファクト
アプリケーション診断によって、サービス管理者は、設計時に、設計の不具合を含むアーティ
ファクトを解決するために加えることができる変更を識別し、それらの変更に必要なエディタ
に簡単にアクセスできます。アーティファクトを変更する必要がある場合、内部プロセスは実
行時にシステム要求を拒否するチェックを実行します。アプリケーション診断は、サービス管
理者が選択したユーザーに基づいて、アプリケーションおよびアーティファクトを評価します。
これにより、分析の一部として個々のユーザーの変数およびセキュリティ・アクセスを考えて、
実行時に発生する可能性がある問題を特定できます。

仮定
Oracleでは、妥当なパフォーマンスを保証するためのアプリケーションおよびアーティファク
トの設計方法に関する一般的なガイドラインのみを提供できます。アーティファクトおよび操
作に対して正確な値の範囲を指定できません。

アプリケーション診断の機能
アプリケーション診断は次のようにアプリケーションを評価します:

• 設計時: 発生する可能性があるすべての問題の観点で、アプリケーションまたは特定のアー
ティファクトを分析します。この考えられる最悪の状況を判断するには、抑制オプション
(フォームで使用されるものなど)は無視されます。アプリケーション診断では、発生する設
計の不具合の修正方法に関する情報が提供されます。

• 実行時: 内部ガバナーは、見つかった設計の不具合が解決されていない場合に、ユーザーが
特定のアクションを実行しないようにするチェックを実行します。

アプリケーション診断を使用して、次を分析します:

• ブロック・ストレージ・キューブ
• ディメンション
• フォーム
• スタンドアロン・ビジネス・ルール
• 承認ユニット階層
• レポート・マッピング
• データのエクスポート機能

アプリケーション診断グラフの使用
パフォーマンスの問題を引き起こす可能性があり変更する必要があるアーティファクトは黄色
で、パフォーマンスの問題が発生し再設計する必要があるアーティファクトは赤で表示されま
す。次のように円グラフを使用します:

• <ビジネス・プロセス>アーティファクト分布: アプリケーションがどのようなアーティファ
クト・タイプで構成されているかを示します。グラフの部分にマウスを置いて、各タイプ
のいくつのアーティファクトがアプリケーション診断によって分析されたかを表示しま
す。たとえば、フォームの上にマウスを置き、ポップアップ値が 55の場合、55フォーム
が分析されました。グラフの各部分をクリックして、各アーティファクト・タイプの準拠
ステータスを表示します。ここでは、各タイプのいくつのアーティファクトが許容、警告
またはエラーのステータスであるかを表す別の円グラフを表示します。
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アーティファクト分布グラフの例:

 

 

• フィルタ対象 <アーティファクト>: アーティファクトのステータスを表すグラフの部分を
クリックして、特定のステータスのアーティファクトを表示およびドリルダウンします。
たとえば、エラー・ステータスの承認ユニット階層のみの情報を表示するには、グラフの
赤い部分をクリックします。
フィルタ・グラフ:

 

 

アプリケーション診断の起動
アプリケーション診断を起動するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「モニターおよび検索」で「アプリケーション診
断」をクリックします。

2. 「ユーザーの選択」で、  (「ユーザーの選択」)をクリックして、設定が分析の実行に使用
するユーザーを選択し、  (「実行」)をクリックします。
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3. 次のタスクを実行します:

• 円グラフは、アプリケーション内のアーティファクトの分布を示しています。下部の
グリッドは、すべてのアプリケーション・アーティファクトの整合性を表します。「普
通」および「悪い」のステータスは、最適なパフォーマンスのために変更する必要が
あるアーティファクトを示します。

• 特定のタイプのアーティファクト (フォームや承認ユニット階層など)を分析するには、
円グラフ内でそのタイプのスライスを選択します。たとえば、ビジネス・ルールが適
切に設計されパフォーマンスの問題が発生しないことを確認するには、円グラフのビ
ジネス・ルールのスライスをクリックします。グラフの大きな部分が「普通」または
「悪い」の場合、ルールを変更する必要があります。そのタイプのすべてのアーティフ
ァクトに関する詳細は、下のグリッドに表示されます。

• ある特定のアーティファクトを選択して分析するには、「検索」を展開し、名前、開始
日、終了日およびタイプを指定してアーティファクトを検索し、アーティファクトを
選択して  (「実行」)をクリックします。アーティファクトに関する情報は、下のグリ
ッドに表示されます。

ヒント:

円グラフに表示されるもの、および詳細にアクセスするためのドリルダウン方法
の詳細は、アプリケーション診断グラフの使用を参照してください。

4.  (「アプリケーション・モニターの実行」)をクリックするか、「アクション」、「アプリケー
ション・モニターの実行」の順に選択します。

5. グリッドに「詳細の表示」列が表示されない場合は、「表示」、「列」、「詳細の表示」の順に
選択します。これにより、異なるタイプのアーティファクト・データを表示または非表示
にすることもできます。

6. アーティファクトを修正する方法に関する情報を表示するには、「詳細の表示」で  (詳
細の表示)をクリックします。次に、アーティファクトをクリックして、アーティファクト
を変更できるエディタを起動します。

最適なパフォーマンスのためのアーティファクトの変更
アーティファクトを変更する方法を指示する、アプリケーション診断によって提供される詳細
を確認した後で、次のように編集します:

• フォーム: フォームのアーティファクト名をクリックすると、新しいタブで「フォーム・デ
ザイナ」が起動します。フォームの管理の説明に従って、フォームを編集します。

• ビジネス・ルール: ビジネス・ルール名をクリックすると、アクセス可能なすべてのアプリ
ケーション・アーティファクトが表示される「システム・ビュー」が起動します。次のよ
うなタスクを実行できます:

– 上部の「ルール・デザイナ」を使用して、条件、コマンドおよびスクリプトなど、ル
ールの個別のコンポーネントを表示します。各コンポーネントをクリックして、ペー
ジの下部でそれを変更します。左側のルール・パレットおよび「既存のオブジェクト」
ペインからドラッグ・アンド・ドロップすることによって、式、システム・テンプレ
ート、スクリプトなどのコンポーネントを挿入および削除することもできます。

– 「デザイナ」から「スクリプトの編集」を選択して、関数の挿入、テンプレートの編
集、変数の挿入、メンバー範囲の挿入、コメントの使用、および構文の検証などのタ
スクを実行することによって、スクリプトを変更およびフォーマットします。
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– アーティファクト、ページおよびその他のドキュメントを、作成、オープン、削除、
およびリフレッシュします。

– ビジネス・ルールおよびその他のオブジェクトをインポートおよびエクスポートしま
す。

– アーティファクトを使用する方法および場所を判別します。
Calculation Managerでの設計および実行時プロンプトの理解を参照してください。

• 承認ユニット階層: 承認ユニット階層のアーティファクト名をクリックすると、新しいタブ
で承認ユニット階層デザイナが起動します。承認ユニット階層の作成の説明に従って、承
認ユニットを編集します。

• キューブ: キューブのアーティファクト名をクリックすると、新しいタブで、ディメンショ
ン・エディタの「パフォーマンス設定」タブが起動します。簡易ディメンション・エディ
タでのディメンションの編集の説明に従って、ディメンション・アウトラインまたはディ
メンションの疎を編集します。

• レポート・マッピング: レポート・マッピングのアーティファクト名をクリックすると、新
しいタブでレポート・マッピング・デザイナが起動します。データ統合の管理のデータ・
マップの定義の説明に従って、レポート・マッピングを編集します。

承認の管理
承認ユニットの作成、移動パスの設定、予算の追跡、ステータス、プロセスの問題および所有
者の確認を行って、承認プロセスを管理します。
次も参照:

• 承認プロセスについて
• 承認プロセスの定義
• 承認の設計に関する考慮事項
正確なレポート、分析およびパフォーマンス管理を遂行するには、ディメンションを効果
的に設計することが重要です。

• レビュー・プロセスの開始とサポート
• 承認グループを使用した提出フェーズの管理
• 承認ユニットの注釈の印刷
• 承認ステータス・レポートの作成
• 承認ユニットの移動パス
• 承認ユニット階層の管理

承認プロセスについて
承認ユニットを使用して、予算を追跡し、ステータス、プロセスの問題および承認ユニット所
有者を確認できます。予算サイクル期間は短縮されます。
• 承認経路は組織の構成から独立しています
• 例外と問題の領域はハイライト表示されます
• 監査情報には注釈とプロセス・ステータスが含まれます
• レビューには注釈とコメントが含まれます
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ビデオ

目的 視聴するビデオ
Planningでの承認の設定方法を学習します。

 概要: Enterpriseまたは Planning and
Budgeting Cloudでの承認の設定

チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。

目的 方法の学習
Planningでの承認の管理方法を学習します。

 Planningでの承認の管理
プランの準備のために予算策定方法がボトムアッ
プかトップダウンかを選択します。  トップダウン・プランニングおよびボト

ムアップ・プランニングの実行
関連トピック
• 承認ユニットについて
• 承認プロセス
• データ検証ルール
• タスク・リスト
• 承認通知用電子メールの設定

承認ユニットについて
承認ユニットは、プラン・データの準備、注釈付け、確認および承認の基本ユニットです。承
認ユニットはシナリオ、バージョンおよびエンティティまたはエンティティの一部の組合せで
す。承認ユニット当たり 1つのシナリオ/バージョンの組合せを持つことができます。シナリ
オとバージョンはレビュー・サイクルの基礎です。承認ユニットはシナリオとバージョンに対
してプランニング・データを送信します。たとえば、承認ユニットを、バージョン(「ベスト・
ケース」)、シナリオ(「予測」)およびエンティティ (「ニューヨーク」)で構成できます。また、承認
ユニットは、エンティティ内にセカンダリ・ディメンションを含めて、承認ユニットの細かさ
を調整できます。

承認プロセス
承認ユニットは、予算プロセスが完了するまで確認者間を移動します。確認プロセスは、イベ
ントによって移動パスの変更がトリガーされた場合を除き、承認ユニットの所有者および確認
者を選択したときに設定した移動パスに沿って行われます。移動パスに影響するイベントは次
のとおりです:

• 給与、新規採用または資本設備などの予算項目の費用の境界を超過する場合、または境界
に到達しない場合

• 現在の所有者が予算を、追加情報を求めて前の所有者に戻す場合
• 現在の所有者が、必ずしも移動パスにいないが許可されたユーザーに支援を求める場合
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選択した承認テンプレートによって、予算を確認する最初のユーザーが決まります(承認ユニッ
ト階層の名前、スコープおよびテンプレートの設定を参照)。最初のユーザーは、割り当てられ
たタスクを完了し、次に(「ボトム・アップ」テンプレートを)上位に移動したり、(「配分」テン
プレートを)送信します。これにより、次の所有者に予算に注目するよう警告します。予算がユ
ーザー間で受渡しされれば、他のユーザーにも通知されます。
各確認者は、予算を次の確認者に送信する前に承認ユニットを検証する必要があります。検証
では、確認者が処理する承認ユニットに定義されているすべてのデータ検証ルールが実行され、
承認ユニットの移動パス内のデータのエラーや変更がレポートされます。承認ユニットの移動
パスの変更を参照してください。

ヒント:

「承認」に(ユーザー IDではなく)ユーザーのフル・ネームを表示するには、指定可能
なアプリケーションおよびシステム設定の説明に従って、オプション「ユーザーのフ
ル・ネームの表示」を選択します。

データ検証ルール
ビジネス・ポリシーおよびビジネス・プラクティスを実装するために、サービス管理者はフォ
ームで条件が満たされたときにチェックするデータ検証ルールを構築できます。ルールを使用
して、検証メッセージの生成、送信される承認ユニット・データに対する制限の適用、および
特定の条件を満たすデータを確認する特定の確認者や所有者の指定を行うことができます。
例:

• 承認ユニットの移動パスの条件付け
• 無効なデータを含む承認ユニットの移動の防止
承認ユニットの移動パスに影響するルールを設計する際には、これらのルールが評価および適
用される順序を理解しておく必要があります。データ検証ルールの設計と予想される結果の詳
細は、フォームでのデータ検証およびフォーマット・ルールの管理を参照してください。

タスク・リスト
タスク・リストは、タスク、手順および終了日を一覧表示することで、ユーザーにビジネス・
プロセスの手順を示します。サービス管理者とパワー・ユーザーは、タスクとタスク・リスト
を作成および管理します。タスク・リストの管理を参照してください。

承認通知用電子メールの設定
承認ステータスまたは承認の所有権に変更があった場合に電子メール通知を受け取る場合、所
有者およびレビューアは承認通知を有効にする必要があります。ユーザー・プリファレンス・
ページで、承認通知を有効にします。
承認通知メールには、次の情報が含まれます:

• ステータスを確認する URL

• アプリケーション名
• 承認ユニット
• 現在の所有者
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• 前の所有者
• 前回のアクション
• 現在のステータス
• 時間
• 注釈のタイトル
• 注釈のテキスト
承認通知を有効にするには:

1. ホーム・ページで、「ツール」をクリックし、「ユーザー・プリファレンス」をクリックし
ます。

2. 「通知」を選択して電子メール・アドレスを入力し、「承認」を選択して「保存」をクリッ
クします。

アプリケーションおよびシステム設定の管理も参照してください。

承認プロセスの定義
次も参照:

• 予算プロセス
• 承認操作およびデータ検証

予算プロセス
アプリケーションでは、ボトムアップ、配分またはフリーフォームの予算策定がサポートされ
ています。通常は、上位レベルのユーザーが、ロードされたデータを含む承認ユニットを開始
して、最下位レベルのメンバーへのデータ入力を直属のユーザーに委任し、そのユーザーがさ
らに直属のユーザーへと配分して、それ以降も同様に続きます。予算が配分されるまで、ユー
ザーは予算にアクセスできません。
予算プロセスを定義するには、サービス管理者が次の項目を定義します:

• 承認ユニット階層
• 承認ユニット階層の所有者と確認者
• 送信したデータを評価する検証ルール
ユーザーが提出した予算データには、検証ルールが適用されます。データが検証をパスした場
合、予算は次の所有者へ移動し、元のユーザーは所有者として再度承認されないかぎりデータ
を編集できなくなります。提出プロセスでは、現在の所有者のみ編集可能なようにデータがロ
ックされます。

承認操作およびデータ検証
データ検証を起動する承認操作の間、フォーム上のユーザー変数およびコンテキスト・ユーザ
ー変数は、すべての可能な入力の結果セットの個別の組合せに置き換わります。POVでのユー
ザー変数とコンテキスト・ユーザー変数はページとして処理されます。
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ノート:

ユーザー代替変数の結果を表示するには、データ検証レポートのタスク・リストに移
動します。レポートに表示するには、フォームで故意に検証が失敗するようにして、
承認ユニットの検証操作を実行する必要がある場合があります。

承認の設計に関する考慮事項
正確なレポート、分析およびパフォーマンス管理を遂行するには、ディメンションを効果的に
設計することが重要です。
承認を設計する際は、次のプラクティスに従ってください。
承認の構築
承認を使用して、予算を追跡し、ステータス、プランニング・ユニットの所有者およびプロセ
スの問題を確認します。これにより、プランニング・サイクルに要する時間が短縮されます。
承認を得るためにプランまたは予測がたどる必要がある経路を反映するように、組織構造から
独立した承認経路を設定します。
ユーザーは、送信内容に関する注釈やコメントを入力できます。
承認階層の設定
承認階層の設定では、承認で使用する移動パスを定義します。階層の基礎は、エンティティ、
またはエンティティ・ディメンションの一部と任意のセカンダリ・ディメンションを組み合せ
たものです。
セカンダリ・ディメンションは、ワークフロー内の場所に応じて、様々なディメンションの組
合せになる場合があります。たとえば、エンティティによっては、移動パスでエンティティ・
ディメンションを製品ディメンションと組合せできるものや、移動パスでチャネル・ディメン
ションを使用できるものもあります。
承認ユニットを所有者と確認者に直接割り当てることができます。データの条件に依存する条
件付き移動パスを処理する検証ルールを作成できます。組織内のレビュー・プロセスをサポー
トする様々な階層を作成します。
その後、階層をシナリオとバージョンの適切な組合せに割り当てます。
プランニング・ユニットはシナリオ、バージョンおよびエンティティまたはエンティティの一
部の組合せです。シナリオとバージョンはレビュー・サイクルの基礎です。階層には、レビュ
ー・プロセスの対象となる承認ユニットとその他の任意のディメンションが含まれます。
承認について次のことを理解しておく必要があります。
• レビュー・プロセスは、プランニング・ユニットに対して所有者および確認者を選択した
ときに設定した移動パスに沿って行われます。ただし、イベントにより移動パスの変更が
トリガーされた場合は異なります。

• メンバー間の親/子関係はレビュー・プロセスに影響します
• ユーザーが親を上位へ移動するか拒否すると、その親の子は承認されないかぎり上位へ移
動されるか、拒否されます。親の所有者は子の所有者になります。

• ユーザーが親を承認すると、その子は承認されます。
• すべての子が同じ所有者に上位へ移動されると、親は所有者に移動されます。
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• すべての子のステータスが 1つのステータス、たとえば「サインオフ済」に変更されると、
親のステータスも同じステータスに変更されます。

• 子に別の所有者がいる場合、ユーザーは親のステータスを変更できません。
• 子が異なるユーザーによって上位へ移動、送信またはサインオフされた場合、親には所有
者がなく、サービス管理者のみがそのステータスを変更できます。

• 承認ユニットは、予算プロセスが完了するまで確認者間を移動します。
詳細は、承認の管理を参照してください。

レビュー・プロセスの開始とサポート
サービス管理者がレビュー・プロセスを開始した後、承認ユニットはあるレビュー担当者から
別の担当者へ、予算プロセスが完了するまで移動します。選択した承認テンプレートによって、
予算をレビューする最初のユーザーが判別されます。
承認ステータス・レポートを使用して、承認プロセスの詳細なステータスを表示および入力で
きます。承認ステータス・レポートの作成を参照してください。
確認プロセスを開始するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で「承認の管理」をクリックし
ます。

2. 「シナリオ」で、シナリオを選択します。
3. 「バージョン」で、バージョンを選択します。
4. 「実行」をクリックし、選択したシナリオとバージョンの組合せに関連付けられた承認ユニ
ットを表示します。
表示された承認ユニットは承認に使用できます。
選択したシナリオとバージョンで開始された承認ユニットがない場合、次のメッセージが
表示されます。「選択されたシナリオとバージョンの組合せに承認ユニット階層を割り当て
ていません。」

5. 「表示」のページの右上隅で「ツリー・ビュー」を選択し、「プラン・サイクル」で「開始」
をクリックして確認プロセスを開始します。

ノート:

承認ユニット階層に「ボトム・アップ」テンプレートが使用されている場合、「開
始」を選択すると、承認ユニットが開始され、「作成」アクションも実行されま
す。これらのアクションにより、承認ユニット階層で承認ユニット所有者として
定義されているユーザーが現在の所有者として設定され、承認ユニットのステー
タスが「レビュー中」に変更されます。

6. オプション: 確認プロセスから、またはシステムの追跡から承認ユニットを除去するには、
「除外」を選択します。
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注意:

承認ユニットを除外すると、関連付けられた注釈および履歴がすべて破棄されま
す。承認ユニットのステータスは「未開始」に戻り、所有者は「所有者なし」と
なります。データ値はそのまま保留されます。

承認グループを使用した提出フェーズの管理
承認ユニットをより細かいデータのサブセットに分割し、それを複数のフェーズで承認のため
に送信するために承認グループを作成します。
関連トピック
• 承認グループの理解
• 承認グループの定義
• 承認グループのアンカーおよび非アンカー・ディメンション
• 承認グループの編集、複製および削除
• 承認ユニット階層への承認グループの割当て

承認グループの理解
承認グループでは、データの一部を先に確認のために送信し、残りのデータの確認は後で行う
ことができます。確認プロセス時に、承認ユニット全体ではなく、承認ユニットのフェーズご
とにレベルを上げることができます。
たとえば、確認プロセス要件は、期間ごとに異なる場合があります。月締めサイクルは、1月
と 2月の貸借対照表と損益計算書のデータで単一フェーズの確認プロセスを必要とする場合が
あります。3月などの四半期月の場合、四半期締めの確認プロセスは、貸借対照表、損益計算
書および補足のデータで複数フェーズの送信サイクルを必要とします。
さらに、確認プロセス要件は、シナリオごとに異なる場合もあります。たとえば、実績シナリ
オは、確認のために送信される貸借対照表と損益計算書の勘定科目のみを必要とします。予算
シナリオの場合は、すべての勘定科目を必要とし、予測シナリオの場合は、損益計算書の勘定
科目と補足データのみを必要とします。
承認グループを使用したフェーズ送信によって、シナリオを追加する必要なく、これらの異な
る承認要件を満たすことが可能になります。
アプリケーションに対して作成できる承認グループの数には制限はありませんが、1つの承認
ユニット階層に割り当てられる承認グループの数は 20個に制限されています。
承認グループを使用して提出フェーズを設定するには、次のタスクを実行します:

1. 承認グループを定義して、承認グループをディメンション・メンバーに割り当てます。承
認グループの定義を参照してください。

2. 承認ユニット階層に承認グループを割り当てます。承認ユニット階層への承認グループの
割当てを参照してください。
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ビデオ

目的 視聴するビデオ
承認グループを設定し、承認グループを使用して承
認を管理する方法を学習します。Planningおよび
Financial Consolidation and Closeで承認グルー
プを使用して承認を管理できます。このチュート
リアルでは、Planningで承認グループを使用して
承認を管理する方法を確認します。

 Cloud EPMでの承認グループを使用した承
認の管理

承認グループの定義
管理者は、ビジネス・プロセスの承認グループを、「アプリケーション」クラスタの「承認グル
ープ」カードで定義します
承認グループを定義するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックし、「承認グループ」をクリックしま
す。

2. 承認グループを作成します:

a. 「作成」をクリックします。
b. 新しい承認グループの名前とオプションの説明を入力します。
c. 承認グループのアンカー・ディメンションを選択するには、「ディメンションの追加」
をクリックするか、「アンカー・ディメンションの選択」の横にある (「編集」)をクリ
ックして、リストからディメンションを選択します。
アンカー・ディメンションの詳細は、承認グループのアンカーおよび非アンカー・デ
ィメンションを参照してください。

d. オプション: デフォルトでは、承認グループのルールで指定されていないアンカー・デ
ィメンション・メンバーが有効とマークされます。このオプションをクリアするには、
アンカー・ディメンションの横の (「編集」)をクリックし、「選択されていないメンバ
ーは有効です」をクリックします。

e. 追加のディメンション(非アンカー・ディメンションと呼ばれます)を選択するには、「デ
ィメンションの追加」をクリックします。

f. オプション: デフォルトでは、非アンカー・ディメンションは必須ではありません。非
アンカー・ディメンションを必須にするには、非アンカー・ディメンションの横の
(「編集」)をクリックし、「必須」をクリックします。

3. 承認グループ・ルールを定義します:

a. 「ルールの追加」をクリックします。
b. アプリケーション・グループに対して含める、除外するまたは削除するメンバーの範
囲を選択するには、新規ルールのディメンションの横の (「編集」)をクリックします:

• 「編集」をクリックして「メンバーの選択」ページを開き、アプリケーション・グ
ループのルールに含めるメンバー、代替変数および属性を選択します。メンバー・
セレクタの使用を参照してください。

• 「除外の追加」をクリックして、ルール内の除外を定義します。このディメンショ
ンに含める対象のサブセットを除外できます。
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• 「クリア」をクリックして、選択をクリアします。
ルールを削除するには、 (「削除」)をクリックします。

4. 「保存して閉じる」をクリックします。
新しい承認グループが、承認グループ・リストの最後に追加されます。グループに含まれるル
ールの順序を変更するには、アプリケーション・グループの横にある (「アクション」)をク
リックし、「上へ移動」または「下へ移動」を選択します。

Tip:

また、承認グループをドラッグして、リスト内で上下に移動することもできます。

承認グループのアンカーおよび非アンカー・ディメンション
アンカーおよび非アンカー・ディメンション:

• アンカー・ディメンションは常に、承認グループの評価で使用されるキューブの必須ディ
メンションです。

• 非アンカー・ディメンションが必須である場合、または必須でない場合:

– 非アンカー・ディメンションが必須である場合、そのディメンションを使用しないキ
ューブでは、承認グループの評価時に、そのディメンションが必須としてタグ付けさ
れている承認グループは無視されます。

– 非アンカー・ディメンションが必須でない場合、そのディメンションを使用しないキ
ューブでは、そのディメンションが必須でないとして含まれている承認グループも評
価され、キューブで使用されている承認グループ内の他のディメンションのグループ
が評価されます。

• 選択していないアンカー・ディメンション・メンバーはデフォルトで有効ですが、「選択さ
れていないメンバーは有効です」オプションをクリアすると、これらを無効としてマーク
できます。このオプションでは、このルールで選択されていないアンカー・ディメンショ
ン・メンバーを含むすべてのグループを無効としてマークします。

承認グループの編集、複製および削除
承認グループの定義は、承認ユニット階層に割り当てられている場合でも編集できます。承認
プロセス中に、最新の承認グループ定義が適用されて検証されます。
承認ユニット階層に割当済の承認グループを編集して保存すると、その承認グループは割当済
であり、変更された定義はそれ以降のすべての承認プロセス・アクティビティで使用されるこ
とを通知する警告メッセージがシステムによって表示されます。
承認グループは、承認ユニット階層に割り当てられている場合は削除できません。
承認グループ定義を編集、削除または複製するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックし、「承認グループ」をクリックしま
す。

2. 承認グループの横にある (「アクション」)をクリックし、「編集」、「複製」または「削除」
を選択します。
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3. 承認ユニット階層で使用されている承認グループ定義を編集する場合は、影響を受ける承
認ユニット階層に変更を同期する必要があります。承認ユニット階層の同期を参照してく
ださい。

承認ユニット階層への承認グループの割当て
階層に既存の承認グループを割り当てて、その順序を「承認グループの割当」タブで設定でき
ます。また、承認グループがない場合は、「承認グループの割当」タブから承認グループを作成
することもできます。
承認ユニット階層には、最大で 20個の承認グループを割り当てることができます。

Note:

このトピックで説明するオプションは、承認ユニット階層に承認グループを割り当て
るためのものです。プライマリおよびセカンダリのディメンション・メンバーの定義
用オプションを含む、「承認ディメンション」タブの全オプションの詳細は、承認ユ
ニット階層の名前、スコープおよびテンプレートの設定を参照してください。

承認ユニット階層に承認グループを割り当てるには:

1. 承認ユニット階層を作成します。承認ユニット階層の作成を参照してください。
2. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で、「承認ユニット」をクリッ
クします。

3. 「承認ディメンション」タブの詳細を入力します。
• 「拡張承認フロー」で、「承認グループ」を選択します。
• 「承認グループ」オプションを承認ユニット階層のすべてのレベルに適用するには、「す
べてのレベルでの拡張承認フローの適用」を選択します。

• 「承認グループの割当」タブで定義したエントリの順序に基づいて、承認ワークフロー
を段階的に送信するように求めるには、「段階依存」を選択します。
段階依存とは、「承認グループの割当」タブのリストの最初のエントリが、2番目のエ
ントリより前に移動する必要があることを意味します。両方のエントリを同じレベル
にすることはできますが、最初のエントリより前に 2番目のエントリを移動すること
はできないことに注意します。したがって、エントリの順序が重要になります。上矢
印と下矢印を使用して順序を変えられます。ステップ 4を参照してください。

4. 承認グループを階層に割り当て、その順序を「承認グループの割当」タブで設定します。
a. 承認グループを作成するか、既存の承認グループを選択します。

• 承認グループを作成するには、 (「作成」)をクリックして、承認グループの定義を
参照してください。

• 既存の承認グループを選択するには、 (承認グループの追加)をクリックして、
追加する承認グループを選択するか、「すべて」をクリックします。

b. リスト内の承認グループの順序を変更するには、グループを選択して (「上へ移動」)ま
たは (「下へ移動」)をクリックします。前のタブで「段階依存」オプションを選択し
ていた場合は、グループを移動する順番で配置する必要があります。
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5. 承認ユニット階層のメンバーを「プライマリ・メンバーの選択」タブで選択します。承認
ユニット階層のメンバーの選択を参照してください。

6. 「所有者の割当」タブで、承認ユニット所有者を割り当てます。承認ユニットの所有者と確
認者の割当てを参照してください。

Note:

「所有者の割当」タブで、選択した承認グループがエンティティ名の隣に表示され
ます。たとえば、Sales East: Revenue Accountsのようになります(この場合、
Sales Eastがエンティティで Revenue Accountsが作成した承認グループの名前
です)。

7. 予算プロセスに含まれるシナリオとバージョンの組合せに対して承認ユニット階層を割り
当てます。承認ユニット階層のシナリオとバージョンの組合せの割当てを参照してくださ
い。

Note:

「承認グループの割当」タブに情報を入力している場合に「拡張承認フロー」オプシ
ョンを「承認グループ」以外のオプションに変更すると、「承認グループの割当」タ
ブは非表示になります。ただし、「保存」または「取消」をクリックするまで、入力
した情報はシステムで破棄されません。
たとえば、Group A、Group Bおよび Group Cの情報を「承認グループの割当」タブ
に追加して、その後「拡張承認フロー」オプションを「承認グループ」から「なし」
に変更した場合に、「保存」または「取消」をクリックすると、システムで承認グル
ープの情報は破棄されます。
ただし、「拡張承認フロー」オプションを「承認グループ」から「なし」に変更して、
その後保存する前に再度「承認グループ」を選択した場合は、「承認グループの割当」
タブに入力した情報は維持されるため、最初からやり直す必要はありません。「保存」
または「取消」をクリックすると、該当しないすべての情報は破棄されます。

承認ユニットの注釈の印刷
サービス管理者は、シナリオ、バージョンおよび承認ユニット・メンバーのセットの注釈につ
いてレポートを作成し、承認ユニットのステータスを確認できます。レポートはプロセス・ス
テータスに基づいて作成できます。アプリケーション名、選択したシナリオ、バージョンおよ
びエンティティ、承認ユニットのタイトル、ステータス、作成者、元の日付、および注釈が表
示されます。注釈テキストは、最新のエントリを最初にして日付順に表示されます。
承認ユニットの注釈についてレポートを作成および印刷するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「モニターおよび検索」で「システム・レポー
ト」をクリックします。

2. 「承認ユニット」タブを選択した後、「注釈」タブをクリックします。
3. 「レポート・オプションの選択」で、レポートを生成する「シナリオ」、「バージョン」およ
び「エンティティ」を選択します。「カスタム」を選択した場合、  (「メンバーの選択」)
をクリックしてカスタムのシナリオ、バージョンおよびエンティティを選択します。
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4. 「承認ステータス」でステータスの状態を選択します。
5. 「レポート作成」をクリックします。
6. Adobe Acrobatツールバーで「印刷」 をクリックします。

承認ステータス・レポートの作成
承認ステータス・レポートを使用して、承認プロセスの詳細なステータスを表示できます。す
べてのユーザーがこのレポートにアクセスできますが、書込みアクセス権がある承認ユニット
のみが表示されます。
フィルタを使用すると、さらに焦点を絞ったレポートを生成できます。次のものでフィルタで
きます。
• 承認ステータス
• シナリオ
• バージョン
• 承認ユニット階層
• 現在の場所の世代
• 承認グループ
承認ステータス・レポートには次の情報が表示されます。
• 承認ユニット
• 親
• ステータス
• サブステータス

ノート:

サブステータスは、承認ユニットでアクションの実行中に発生した失敗を追跡し
ます。通常、失敗には、セキュリティ・アクセスの欠落、検証ルールの失敗、ま
たは、アクションが正常に完了することを妨げるその他のシステム障害が含まれ
る場合があります。

• 前の所有者
• 現在の所有者
• 次の所有者
• 現在の場所
• 合計値
• 最終ステータス変更日
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承認ステータス・レポートは次のフォーマットで生成できます。
• XLSX (Excel)

• PDF

• HTML

• XML

承認ステータス・レポートを作成するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「モニターおよび検索」で「システム・レポー
ト」をクリックします。

2. 「承認ユニット」をクリックし、「承認ステータス」をクリックします。
3. 次の選択を行います。

• 「承認ステータスの選択」で、レポートに表示するステータスを選択するか、「すべて」
を選択します。

• 「フィルタ」で「シナリオ」を選択して、次のオプションを選択します:

– バージョン: (「メンバーの選択」)をクリックし、「メンバー選択」ダイアログを
開いて選択します。

– 承認ユニット階層: このオプションのフィルタにより、承認ユニット階層のサブセ
ットが追加されます。

– 現在の場所の世代: このオプションでは、該当する世代のすべてのメンバーがレポ
ートに追加されます。世代番号、世代範囲またはその両方をカンマで区切って入力
できます(例: 1,4,6-9)。

– 承認グループ: このオプションでは、レポートで選択する承認グループが表示され
ます。

• 「フォーマットの選択」で、ファイル・フォーマット(「XLSX」、「PDF」、「HTML」また
は「XML」)を選択します。

4. 「レポート作成」をクリックし、レポートの保存場所を選択します。
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承認ユニットの移動パス
承認ユニットは、承認ユニットごとに割り当てる所有者と確認者、および承認ユニット階層内
のその親に基づいて人から人へ、また部署から部署へ移動します。
承認ユニット階層の移動パスに影響を及ぼす方法には、次の 2つがあります。
• 承認アクション(移動や拒否など)を使用して承認ユニットの所有者と確認者およびその子
孫を変更します

• データ検証ルールを使用して、承認ユニットの移動パスの変更が必要かどうかを判別しま
す

• 承認ユニットの移動パスの変更
• 承認ユニットの移動パスのデータ検証ルールを設計する際の考慮事項

承認ユニットの移動パスの変更
承認ユニットの所有者と確認者およびその親を選択する場合、承認ユニットの移動パスを設定
します(承認ユニットの移動パスを参照)。ただし、場合によっては、予算計算結果により、次
に予算を確認する担当者が変更されます。たとえば、販売グループの給与が前年度の予算を
10%超多い場合、次の確認者以外の担当者による承認が必要になることがあります。このよう
な場合、予算のリダイレクトを自動化するには、これらの例外がないかをテストするデータ検
証ルールに条件およびアクションを追加してから、必要に応じて移動パスを変更します。また、
データ検証ルールを使用することにより、承認ユニットにデータ・エラーがあるときに承認ユ
ニットが次の確認者に移動するのを阻止できます。
承認ユニットの移動パスを変更するには:

1. データ検証ルールを作成または選択します(フォームでのデータ検証およびフォーマット・
ルールの管理を参照)。

2. 「データ検証ルール・ビルダー」で、  (「セルの処理」)をクリックして移動パス条件を作
成し、予算計算がこれらの条件を満たさないときに実行するアクションを指定します。

3. 次のいずれかのアクションを選択します。
• 移動パスの更新: 設定した条件がトリガーされたときに確認者または所有者を移動パ
スに追加する移動パス条件を作成します。

• 移動しない: 承認ユニットが次の確認者に移動するのを阻止します。通常、このアクシ
ョンは予算内に無効なデータがあることを示します。

4. 「セルの処理」ダイアログ・ボックスの「承認」の下で、「追加」をクリックして移動パス
条件を追加します。
移動パス条件は、リストされている順序で処理されます。移動パス条件をリスト内で上下
に移動するには、  (「上に移動」)および  (「下に移動」)を使用します。

5. オプション: 移動パス条件を複製するには:

a. 移動パス条件を選択し、「コピー」をクリックします。
b. リスト内でコピーした移動パス条件より前にある移動パス条件を選択し、「貼付け」を
クリックして、コピー済移動パス条件を追加します。

6. オプション: 移動パス条件を削除するには、「削除」をクリックします。
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7. 「承認ユニット階層」および「承認ユニット」で、  (「メンバー・セレクタ」)をクリック
し、移動パス条件が影響する承認ユニット階層および承認ユニットを選択します。

8. 「移動パスの条件」で、「移動パスの条件」で選択した承認ユニットについて移動パスを変
更する位置を指定します。選択:

a. 「位置」で、「承認ユニット」で選択した承認ユニットについて移動パスを変更する位
置を指定します。選択:

• 前: 「移動パスの条件」で指定した承認ユニットに所有権が到達する前に、代替の
所有者または確認者を挿入します。

• 後: 「移動パスの条件」で指定した承認ユニットに所有権が到達した後で、代替の
所有者または確認者を挿入します。

• 前および後: 「移動パスの条件」で指定した承認ユニットに所有権が到達する前ま
たは後に、代替の所有者または確認者を挿入します。

b. 「移動パスの条件」の「承認ユニット」列で  (「メンバー・セレクタ」)をクリック
し、「位置」で選択したアクションが影響する承認ユニットを選択します。

ノート:

選択した承認ユニットは、直前のステップで選択した承認ユニットの祖先で
ある必要があります。祖先でない承認ユニットを選択すると、承認ユニット
階層の検証時に移動パス条件が評価されません。

9. 「割当て」列で、代替の各所有者および確認者の役割とユーザー・タイプ、およびユーザー
または UDAと、ルールの例外が発生したときに通知対象とするユーザーを選択します。
a. 「役割」で、次を選択します。

• 代替の所有者を選択するには「所有者」
• 代替の確認者を選択するには「確認者」
• 通知されるユーザーを選択するには「通知されたユーザー」

b. 「タイプ」で、次を選択します。
• 代替ユーザーを指定するには「ユーザー名」
• ディメンションを選択し UDAに割り当てられた接頭辞を入力するには「UDAか
ら」

c. 「ユーザー」で、次を指定します。
• 「ユーザー名」には、代替ユーザーの名前を指定、またはユーザー・セレクタから

1つを選択
• 「UDAから」には、「ディメンションの選択」ドロップ・ダウンからディメンショ
ンを選択してから、UDAがユーザー名を含む(たとえば ProdMgr:)ことを示す、UDA
で使用された接頭辞を指定
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ノート:

スペースも含めて、UDAの作成時に割り当てられたのと同じ接頭辞が指
定されたことを確認します。たとえば、接頭辞とユーザー名の間にスペ
ースがある場合(ProdMgr Kim)、ProdMgrの後にスペースがあることを確
認します。

10. オプション: 承認ユニットの移動パスの変更に関係するユーザーに対するメッセージを指
定します。
a. 次の  (編集)をクリックします:

• 送信者メッセージ: 移動パスの変更時に承認ユニットを移動するユーザーに送信す
る電子メールのメッセージ・テキストを入力します。

• 確認者メッセージ: ルールの例外のために承認ユニットを受信して確認するユーザ
ーに送信する電子メールのメッセージ・テキストを入力します。

b. 「OK」をクリックし、メッセージを保存します。
入力したテキストは、承認ユニットがステータスを変更する際に送信されるメッセージに
追加されます。

11.「OK」をクリックして移動パス条件を保存し、データ検証ルールの作成に戻ります。

承認ユニットの移動パスのデータ検証ルールを設計する際の考慮事項
承認ユニットの移動パスに影響するルールを設計する際には、これらのルールが評価および適
用される順序を理解しておく必要があります。データ検証ルールの設計と予想される結果の詳
細は、フォームでのデータ検証およびフォーマット・ルールの管理を参照してください。

承認ユニット階層の管理
次も参照:

• 承認ユニット階層について
• 承認ユニット階層の操作
• 承認ユニット階層のシナリオとバージョンの組合せの割当て

承認ユニット階層について
承認ユニット階層には、確認プロセスの対象となる承認ユニットとエンティティが含まれます。
承認ユニット階層メンバー間の親/子関係は確認プロセスに影響します。
• 親を上位へ移動または拒否すると、その子は承認されないかぎり上位へ移動されるか、拒
否されます。親の所有者は子の所有者になります。

• 親を承認すると、その子は承認されます。
• すべての子が同じ所有者に上位へ移動されると、親は所有者に移動されます。
• すべての子のステータスが 1つのステータス、たとえば「サインオフ済」に変更されると、
親のステータスも同じステータスに変更されます。
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子に別の所有者がいる場合、親のステータスを変更できません。子が異なるユーザーによって
上位へ移動、送信またはサインオフされた場合、親には所有者がなく、サービス管理者のみが
そのステータスを変更できます。

承認ユニット階層の操作
承認ユニット階層を使用すると、予算策定プロセスをすべてのタイプの組織要件に適用できま
す。
• 承認ユニットはエンティティおよび他のディメンションの組合せです。たとえば、あるア
プリケーションに会社のすべての製品が含まれる場合に、North America (北米)の承認ユニ
ット階層には北米で販売されている製品に該当するディメンションとメンバーが含まれま
す。同様に、Europe (欧州)地域に対する承認ユニット階層は、欧州で販売されている製品
のディメンションとメンバーが含まれます。同じ承認階層内で、Latin America (南米)エン
ティティを勘定科目ディメンションを使用して拡張し、人事別のエンティティ、資本支出
別のエンティティおよび収益別のエンティティなどの承認ユニットを作成できます。

• 事前設定した予算策定モードのテンプレートを使用して、ボトム・アップ、配分またはフ
リー・フォームの階層を作成します。

• 使用されるエンティティ・ディメンションおよびセカンダリ・ディメンションの世代番号
に基づいたディメンションへの動的なリンクが含まれます。たとえば、エンティティまた
はセグメント・ディメンションの世代 0から 3が承認ユニット階層に自動的に追加されま
す。ディメンションで変更が発生した場合、承認ユニット階層は簡単に更新されます。

• 承認ユニット階層をインポートおよびエクスポートします。
• シナリオおよびバージョン別に異なる承認ユニット階層を作成します。たとえば、予算シ
ナリオでは、部門、勘定科目、製品を含む大きな承認ユニット階層を使用します。一方、
予測では、より少ない承認レベルを含むより単純なプロセス組織を使用します。

関連リンク
• 承認ユニット階層の表示
• 承認ユニット階層の作成
• 承認ユニット階層のシナリオとバージョンの選択
• 承認ユニット階層の編集
• 承認ユニット階層の削除および名前変更
• 承認ユニット階層の使用状況の表示
• 承認ユニット階層の同期
• 承認ユニット階層のエクスポート
• 承認ユニット階層のインポート

承認ユニット階層の表示
承認ユニット階層のリストを表示するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で、「承認ユニット」をクリッ
クします。

2. 「承認ユニット」リスト・ページで、次のアクションを実行します:
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• 承認ユニット階層を作成するには、  (「作成」)をクリックします。承認ユニット階層
の作成を参照してください。

• 承認ユニット階層を編集するには、  (「編集」)をクリックします。承認ユニット階層
の編集を参照してください。

• 承認ユニット階層を削除するには、  (「削除」)をクリックします。承認ユニット階層
の削除および名前変更を参照してください。

• 承認ユニット階層の名前を変更するには、  (「名前変更」)をクリックします。承認ユ
ニット階層の削除および名前変更を参照してください。

• 承認ユニット階層への変更を同期するには、

(「同期」)をクリックします。承認ユニット階層の同期を参照してください。
• リストをリフレッシュするには、

(リフレッシュ)をクリックします。
承認ユニット階層の作成

各承認ユニット階層では、エンティティがプライマリ・ディメンションです。エンティティ・
ディメンションにメンバーを追加する際、新しいメンバーが承認プロセスの一部になるかどう
かは、作成した追加ルールによって決まります。サービス管理者は、承認ユニット階層構造の
例外として、メンバーを階層に追加することもできます。
承認ユニット階層を作成するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で、「承認ユニット」をクリッ
クします。

2. (「作成」)をクリックします。

ノート:

「承認ディメンション」が「エンティティ」に設定されます。他の選択肢はありま
せん。

3. 承認プロセスに含まれるエンティティ・メンバーを定義する汎用ルールを作成します(承認
ユニット階層の名前、スコープおよびテンプレートの設定を参照)。

4. 承認プロセスに含めるプライマリおよびサブ階層メンバーを選択します(承認ユニット階
層のメンバーの選択を参照)。

5. 承認プロセスの各ステージの所有者と確認者を割り当て、承認ユニットの移動パスを作成
します(承認ユニットの所有者と確認者の割当てを参照)。

6. 「保存」をクリックします。
承認ユニット階層の名前、スコープおよびテンプレートの設定

承認ユニット階層を設定するには:
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1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で、「承認ユニット」をクリッ
クします。

2. 次のいずれかの操作を実行します。
• 新しい階層を作成するには、  (作成)をクリックします。
• 既存の階層を編集するには、承認ユニット階層を選択し、  (「編集」)をクリックしま
す。

3. 「承認ディメンション」の詳細を入力します。
• 階層名
• 説明(オプション)

• 「承認の使用可能」で、次のオプションを選択します:

– なし: デフォルトで、承認ユニットを承認プロセスの対象に含めません
承認ユニットのグループまたは個別の承認ユニットを承認プロセスに追加するに
は、承認ユニット階層のメンバーの選択を参照してください。

– すべて : すべての承認ユニットを承認プロセスに追加します
– カスタム: 個別の承認ユニットおよび、親メンバーおよび世代の条件に基づく承認
ユニットを追加できるフィールドを追加します。承認ユニット階層のメンバーの
選択を参照してください。

– すべて -親が選択されている場合に含める: 承認ユニット階層の一部として親も選
択されている場合にのみ、新しい承認ユニットを承認プロセスに追加します

• 承認テンプレートで、次のオプションを選択します:

– ボトム・アップ: ボトムアップ予算策定を参照してください。
– 配分: 配分予算策定を参照してください。
– フリー・フォーム: フリーフォーム予算策定を参照してください。

• キューブ: 承認ユニットの集約値を算出するキューブを選択します。
承認ユニットの所有者と確認者の割当てを参照してください。

• 「拡張承認フロー」で、次のオプションを選択します:

– なし: 承認ワークフローで、エンティティ・ディメンションのみが使用され、セカ
ンダリ・ディメンションまたは承認グループは使用されません。「プライマリ・メ
ンバーの選択」タブで、エンティティ・メンバーを選択します。

– セカンダリ: 承認ワークフローでセカンダリ・ディメンションが使用されます。「プ
ライマリおよびサブ階層の選択」タブで、メンバーを選択します。

– 承認グループ: 承認ワークフローに承認グループを割り当てることができます。
「承認グループの割当」タブで、承認グループの作成または既存の承認グループの
選択を行えます。承認グループを使用した提出フェーズの管理を参照してくださ
い。

• すべてのレベルでの拡張承認フローの適用:(このオプションは、「セカンダリ」または
「承認グループ」オプションが選択されている場合にのみ使用可能になります。)「拡張
承認フロー」オプションが、承認ユニット階層のすべてのレベルに適用されます。

• 段階依存: (このオプションは、「セカンダリ」または「承認グループ」オプションが選
択されている場合にのみ使用可能になります。)ステップ 4で定義したエントリの順序
に基づいて、承認ワークフローをフェーズに分割して送信する必要があります。
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たとえば、リストの最初のエントリは 2番目のエントリより先に移動する必要があり
ます。両方のエントリを同じレベルにすることはできますが、最初のエントリより前
に 2番目のエントリを移動することはできないことに注意します。したがって、エン
トリの順序が重要になります。上矢印と下矢印を使用して順序を変えられます。

4. 次のいずれかの操作を実行します。
• 「拡張承認フロー」に「なし」を選択した場合は、「プライマリ・メンバーの選択」タ
ブの承認ユニット階層メンバーの選択を確認します。「次」をクリックするか、「プラ
イマリ・メンバーの選択」タブを選択します。承認ユニット階層のメンバーの選択を
参照してください。

• 「拡張承認フロー」に「セカンダリ」を選択した場合は、「プライマリおよびサブ階層
の選択」タブで承認ユニット階層メンバーを選択します。「次」をクリックするか、「プ
ライマリおよびサブ階層の選択」タブを選択します。承認ユニット階層のメンバーの
選択を参照してください。

• 「拡張承認フロー」に「承認グループ」を選択した場合は、承認ユニット階層の承認グ
ループとメンバーを「承認グループの割当」タブと「プライマリ・メンバーの選択」
タブで選択します。「次」をクリックするか、「承認グループの割当」タブを選択しま
す。承認ユニット階層への承認グループの割当てを参照してください。

• 「保存」、「OK」の順にクリックして、変更を保存し、承認ユニット階層を閉じます。
ボトムアップ予算策定

データはリーフ・メンバー・レベル(予算グループの子など)で入力され、データを組織階層に
ロール・アップすることで結合されます。予算策定を開始すると、データは各シナリオと各ユ
ーザーに別々に移入されます。所有者はボトムアップ・モードでの承認の階層に従います。ユ
ーザーは、承認ユニットに定義されたアクセス権限に基づいてデータを表示または編集できま
す。最上位の予算グループ所有者は、個別に承認された予算を最終集計予算に集計します。

配分予算策定
予算データが組織のリーフ・レベルで入力され、所有権が組織の最上位レベルで開始されます。
所有権は次に、組織階層の下位へ配布されます。所有権が下位のレベルに到達すると、予算は
承認プロセスを経て最上位に戻されて提出されます。予算管理、トランザクション管理、レポ
ート作成に利用できるように最上位の予算グループ所有者が予算をレビュー、承認、およびロ
ードします。

フリーフォーム予算策定
フリーフォーム予算策定を行う場合、リーフ・メンバーにデータが入力され、ユーザーは次の
所有者をドロップダウン・リストから選択します。フリーフォーム予算策定モードでは、ユー
ザーは次の所有者をドロップダウン・リストから選択できます。この予算テンプレートは、承
認ユニット階層の作成に記載されている承認機能を使用しない場合に選択してください。

承認ユニット階層のメンバーの選択
以前の「承認ディメンション」タブで「拡張承認フロー」に対して選択したオプションに応じ
て、「プライマリ・メンバーの選択」タブまたは「プライマリおよびサブ階層の選択」タブのい
ずれかで承認ユニット階層のメンバーを選択します。
承認ユニット階層のメンバーを選択するには:

1. 次のいずれかの操作を実行します。
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• 「承認ディメンション」から「次」をクリックするか、「プライマリ・メンバーの選択」
タブまたは「プライマリおよびサブ階層の選択」タブを選択して、承認ユニット階層
の定義を続行します。

• 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で、「承認ユニット」をク
リックします。承認ユニット階層を選択し、  (編集)をクリックしてから、「プライ
マリ・メンバーの選択」または「プライマリおよびサブ階層の選択」を選択してメン
バーを編集します。

ノート:

• 承認ユニット階層メンバーの選択中ならどの時点でも、「デフォルトの階層に
リセット」をクリックして、承認ユニット階層を「承認ディメンション」ペ
ージで定義したデフォルトのメンバーシップにリセットできます。

• 共有メンバーは承認ユニット階層内に表示されません。

2. 承認ユニット階層を表示する方法を定義します。
• すべてのエンティティ : 可能性があるすべての承認ユニットを表示します
• 承認ユニット: 使用可能になっている承認ユニットのみを表示します
• 検索: 名前、別名または両方で承認ユニットを検索します。
エンティティを検索するために「検索」に名前の一部または全部を入力し、階層で
(「上方向に検索」)または  (「下方向に検索」)をクリックします。

• 複数ページの承認ユニット階層内でページ間を移動するには、「ページ」にページ番号
を入力して「実行」をクリックするか、「開始」(最初のページ)、「前へ」(前のページ)、
「次」または「終了」(最後のページ)をクリックします。

3. オプション: 承認プロセスの対象としてのデフォルト設定に含まれない承認ユニットの場
合、承認ユニット名の左側にあるボックスを選択することで、この承認ユニットを承認プ
ロセスの対象に含めることができます。

4. オプション: 承認ユニット名を右クリックして承認プロセスのサブ階層メンバーを定義し、
1つのオプションを選択します。
• 子を含む: 承認ユニットの子を含めます。
• メンバーを含む: 承認ユニットのみを含め、子孫は含めません。
• すべての子孫を含む: 承認ユニットのすべての子孫を含めます。
• 世代を含む: 承認ユニットの 1つ以上の世代を含めます。プロンプトが表示された後、
含める世代を指定します。

• 子を除外: 承認ユニットの子を除外します。
• メンバーを除外: 承認ユニットのみを除外し、子孫は除外しません。
• すべての子孫を除外: 承認ユニットのすべての子孫を除外します。
• 世代を除外: 承認ユニットの世代を除外します。プロンプトが表示された後、除外する
世代を指定します。
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5. 以前の「承認ディメンション」タブで「拡張承認フロー」に対して「セカンダリ」を選択
した場合、承認プロセスに含まれる承認ユニットにセカンダリ・ディメンションを追加し
て、細分度を高めます。
a. 「ディメンション」からディメンションを選択します。
b. 「親メンバー」で、  (「メンバーの選択」)をクリックしてメンバー選択ウィンドウを
表示し、そのディメンションの親メンバーとしてメンバーを 1つ選択します。

c. 「相対的な世代」で、含める親メンバー世代を指定します。
世代を追加すると、この世代のすべてのメンバーが承認プロセスに追加されます。

d. 検索条件を満たす承認ユニット階層に、新たに追加されたメンバーを自動的に含める
には、「自動組込み」を選択します。

e. オプション: 含めるメンバーを絞り込むには、承認ユニットの「選択したメンバー」で
をクリックします。メンバーを削除するには、メンバーの横にあるチェック・ボ

ックスをクリアします。
6. 次のいずれかの操作を実行します。

• 「次」をクリックするか、「所有者の割当て」を選択して、承認ユニット所有者を指定
します(承認ユニットの所有者と確認者の割当てを参照)。

• 「保存」、「OK」の順にクリックして、変更を保存し、承認ユニット階層を閉じます。
承認ユニットの所有者と確認者の割当て

承認ユニットの所有者は、承認ユニットの親から継承されます。承認ユニットの確認者も継承
されます。また、承認ユニットの所有者と確認者を明示的に指定して、承認ユニットが継承す
る以外の所有者と確認者を割り当てることもできます。
承認ユニットの確認者と所有者を割り当てるには:

1. 次のいずれかの操作を実行します。
• 「プライマリ・メンバーの選択」タブまたは「プライマリおよびサブ階層の選択」タブ
から、「次」をクリックするか、「所有者の割当」タブを選択して承認ユニット階層の
定義を続行します。

• 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で、「承認ユニット」をク
リックします。承認ユニット階層を選択し、 (「編集」)をクリックした後、「所有者
の割当て」タブを選択して、承認ユニット所有者を指定します。

2. 承認ユニットを選択し、「所有者」で、 (「所有者の選択」)をクリックして所有者を選択
します。
1つの承認ユニットに割り当てることができる所有者は 1人のみです。ユーザーまたはグ
ループのいずれかが所有者になることができます。「ユーザー」タブを選択し、個別のユー
ザーを所有者として割り当てます。「グループ」タブを選択し、グループを所有者として割
り当てます。グループ・ベースの承認についてを参照してください。

3. 「確認者」で、 (「確認者の選択」)をクリックし、承認ユニット確認者を選択します。
確認者には、個々のユーザー、単一のグループまたは複数のグループを指定できます。「ユ
ーザー」タブを選択し、個別ユーザーを確認者として割り当てます。「グループ」タブを選
択し、単一のグループまたは複数のグループを確認者として割り当てます。グループ・ベ
ースの承認についてを参照してください。
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ノート:

「ボトム・アップ」または「配分」テンプレートを使用している場合、確認者が個
々のユーザーであれば、承認ユニットを確認する順序で確認者を選択してくださ
い。リスト内の最初の確認者が、承認ユニットに対して最初に作業を行うユーザ
ーです。最初の確認者が承認ユニットを移動または送信すると、2番目に選択し
た確認者が承認ユニット所有者になり、それ以降も、作成した確認者のリストに
従って順番に確認が行われます。

4. 承認中に承認ユニットの集約値を表示可能にするには、「値定義メンバー」で (「値定義
メンバー」)をクリックして、非承認ユニット・ディメンションの交差を定義します。

ノート:

• 非承認ユニット・ディメンションの場合: 承認ユニットの集約値を表示するに
は、「メンバー選択」で、「承認ディメンション」タブで選択したキューブの
非承認ユニット・ディメンションごとにメンバーを 1つずつ選択する必要が
あります。非承認ユニット・ディメンションのメンバーを選択しなかった場
合、承認ユニットの集約値は空白になります。

• 承認ユニット・ディメンションの場合: 承認ユニット階層で親メンバーに指定
した値定義メンバーが、そのメンバーの子孫に継承されます。値定義メンバ
ーが承認ユニット・ディメンションの親メンバーと子メンバーの両方に選択
されている場合、子の選択が優先されます。たとえば、親「米国」とその子
「西部地域」の両方に値定義メンバーを選択すると、「西部地域」の値定義メ
ンバーが優先されます。実行時に、承認ユニット階層で指定したエンティテ
ィ、シナリオ、バージョンおよびセカンダリ・ディメンション・メンバーが
選択されます。

• 標準複数通貨アプリケーションの場合: 「プリファレンス」で、集約承認ユニ
ットを表示する「レポートの通貨」をユーザーが設定します。Planningの操
作を参照してください。合計が正しいことを保証するには、「通貨換算」ビジ
ネス・ルールを起動するようユーザーに知らせます。
標準複数通貨のアプリケーションではレポートの通貨が想定されるため、通
貨の値定義メンバーを選択しないでください。

5. 「移動パス」で、 (「移動パス」)をクリックして承認ユニットの移動パスを表示し、それが
正しいかどうかを確認して、エラーがあれば修正します。

6. 「ユーザーに通知」で、 (「通知するユーザーの選択」)をクリックして、承認ユニットが
ユーザー間で移動するたびに通知するユーザーを選択します。

7. オプション: 他の承認ユニットについてステップ 2から 6を繰り返し、継承された所有者ま
たは確認者を変更します。

8. 「保存」をクリックして作業を保存し、続行するか、「OK」をクリックして作業を保存し、
承認ユニット階層を閉じます。
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グループ・ベースの承認について
承認ユニット所有者を割り当てる場合、個々のユーザーを割り当てるか、グループを割り当て
ることができます。承認ユニット確認者を割り当てる場合は、個々のユーザー、1つのグルー
プまたは複数のグループを割り当てることができます。
詳細は、次のトピックを参照してください。
• グループの所有者としての割当て
• グループ(複数可)の確認者としての割当て

グループの所有者としての割当て
1人のユーザーまたは 1つのグループのみを承認ユニットの所有者として割り当てることがで
きます。グループ内では、任意のユーザーが所有者になれますが、所有者になれるのは一度に
1人のユーザーのみです。所有者として割り当てられたユーザーのみがアクションを実行でき
ます。他のグループ・メンバーは、現在の所有者から自分に所有権を移行できます。所有者と
して割り当てられているユーザーがいない場合、グループ内の任意のユーザーが、所有権を要
求することなく、グループを代表してアクションを実行できます。

グループ(複数可)の確認者としての割当て
個別ユーザーを確認者として選択する場合、すべてのユーザーが承認する必要があり、承認は
ユーザーが入力した順番に従う必要があります。グループ(複数可)を確認者として選択する場
合、グループ内のユーザーは確認者になることができ、次のレベルに移行できます。
複数の確認者を入力する方法の例を次に示します:

例 24-3 例 1

North America - Bill
     USA - Nick, Sandy, Kim
          CA - John

承認経路は、John、Nick、Sandy、Kim、Billです。
例 24-4 例 2

North America - Bill
     USA – {Group A}
          CA - John

承認経路は、John、グループ Aの任意のユーザー、Billです。
例 24-5 例 3

North America – {Group B}, Bill
     USA – Susan, {Group A}
          CA - John

承認経路は、John、Susan、グループ Aの任意のユーザー、グループ Bの任意のユーザー、Bill
です。
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例 24-6 例 4

North America – {Group B}, Bill
     USA – Susan, {Group A}
     CA - John
**A validation rule indicates that if New Hires > 4, then before USA, set 
{Group HR} as reviewer.

CA承認ユニットについて条件が trueの場合、承認経路は、John、グループ HRの任意のユー
ザー、Susan、グループ Aの任意のユーザー、グループ Bの任意のユーザー、Billです。

承認ユニット階層のシナリオとバージョンの選択
承認ユニット階層のシナリオおよびバージョンを選択するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で「承認の管理」をクリックし
ます。

2. 「シナリオ」で、シナリオを選択します。
3. 「バージョン」で、バージョンを選択します。
4. 「実行」をクリックし、選択したシナリオとバージョンに定義されている承認ユニット階層
を表示します。
承認の管理ページには、2つのペインが表示されます。上部のペインには、ペインの右上
隅で選択した「表示」オプション(「プロセス・ステータス」、「レベル・ステータス」、「グ
ループ・ステータス」または「ツリー・ビュー」)に基づいて、チャートまたは階層が表示
されます。ビュー・ペインの右下隅に、上部ペインの縮小と展開の切替えがあります。
下部のペインには階層の詳細が表示されます:

• 承認ユニット
• プラン・サイクル(ツリー・ビューのみ): 承認ユニットが開始されているか、また予算
プロセスの対象に含まれているかどうかを表示します

• 承認ステータス: たとえば「最初のパス」
• サブステータス: 承認ユニットでアクションを実行中に発生した失敗を追跡します。
通常、失敗には、セキュリティ・アクセスの欠落、検証ルールの失敗、または、アク
ションが正常に完了することを妨げるその他のシステム障害が含まれる場合がありま
す。

• 現在の所有者
• 場所
• 合計値
• 「パス」で、  (可能性のある移動パス)をクリックして、可能性のある移動パスを表示
します。

• 「詳細」をクリックして承認ユニットの詳細を表示し、承認ユニットの注釈を追加また
は編集します。

5. オプション: この階層の承認ユニットを所有している場合、「アクション」、「自分の承認ユ
ニットの表示」の順にクリックして、それらを選択します。
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承認ユニット階層の編集
承認ユニット階層を編集するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で、「承認ユニット」をクリッ
クします。

2. 操作する承認ユニット階層を選択します。
3. (「編集」)をクリックします。
4. 変更する内容に応じて、適切なタブを選択します(たとえば、階層内の承認ユニットの所有
者を編集するには、「所有者の割当て」を選択します)。
• 「承認ディメンション」タブを選択して、承認ユニット階層の説明や承認のデフォル
ト・スコープを変更します。承認ユニット階層の名前、スコープおよびテンプレート
の設定を参照してください。

• 「プライマリおよびサブ階層の選択」タブを選択して、メンバーを選択したり、承認か
ら除外します。承認ユニット階層のメンバーの選択を参照してください。

• 「所有者の割当て」タブを選択して、承認ユニットの所有者または確認者を変更しま
す。承認ユニットの所有者と確認者の割当てを参照してください。

• 「使用状況」タブを選択して、承認ユニット階層を参照するアプリケーション・オブジ
ェクト(フォームまたはシナリオとバージョンの組合せ)を表示します。承認ユニット
階層の使用状況の表示を参照してください。

5. 完了後、「保存」をクリックします。
操作する承認ユニット階層のシナリオとバージョンを選択するには、承認ユニット階層のシナ
リオとバージョンの選択を参照してください。

承認ユニット階層の削除および名前変更
フォームやシナリオとバージョンの組合せなど、他のアプリケーション・オブジェクトによっ
て承認ユニット階層が参照されていない場合、それを削除できます。「使用状況」タブには、選
択した承認ユニット階層を参照するオブジェクトが表示され、それらのオブジェクトへのリン
クをクリックして、階層から関連付けを解除できます。
承認ユニット階層の名前を変更することもできます。承認ユニット階層の名前を変更しても、
階層を参照するアプリケーション・オブジェクトには影響しません。
承認ユニット階層の削除または名前変更を行うには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で、「承認ユニット」をクリッ
クします。

2. 次のいずれかの操作を実行します。
• 削除するには、削除する承認ユニット階層を選択し、 (「削除」)をクリックします。
• 名前を変更するには、名前を変更する承認ユニット階層を選択し、 (「名前変更」)を
クリックします。ダイアログ・ボックスで承認ユニット階層の新しい名前を入力しま
す。

3. 「OK」をクリックします。
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他のアプリケーション・オブジェクトによって参照されている承認ユニット階層を選択すると、
エラー・メッセージが表示されます。承認ユニット階層を参照するアプリケーション・オブジ
ェクトを表示および編集するには、承認ユニット階層の使用状況の表示を参照してください。

承認ユニット階層の使用状況の表示
承認ユニット階層には、承認ユニット割当て、データ検証ルールなど、フォームに定義された
依存関係がある可能性があります。承認ユニット階層に依存関係がある場合、その依存関係が
削除されるまで階層は削除できません。「使用状況」タブでは、承認ユニット階層の依存関係を
表示し、フォームまたはシナリオとバージョンの組合せにリンクできるので、必要に応じて、
依存関係を削除できます。
承認ユニット階層の使用状況を表示するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で、「承認ユニット」をクリッ
クします。

2. 承認ユニット階層を選択して、  (「編集」)をクリックし、「使用状況」タブを選択して、
承認ユニット階層の依存関係を表示します。

3. 「フォーム」を選択し、関連付けられたデータ検証ルールを表示します:

• 関連付けられたデータ検証ルールがない場合、メッセージが表示されます。
• データ検証ルールが関連付けられている場合、フォームにリストされます。ルールの
ハイパーリンクをクリックすると、フォームが新しいタブに編集モードで表示されま
す。その後、データ検証ルールを更新または削除して、承認ユニット階層から関連付
けを解除できます。フォームでのデータ検証ルールの作成および更新を参照してくだ
さい。

4. 「承認ユニット割当て」を選択して、関連付けられたシナリオとバージョンの組合せを表示
します。
• 関連付けられたシナリオとバージョンの組合せがない場合、メッセージが表示されま
す。

• シナリオとバージョンの組合せが関連付けられている場合、シナリオにリストされま
す。バージョンのハイパーリンクをクリックすると、組合せが新しいタブに表示され
ます。その後、承認ユニット割当てを削除して、承認ユニット階層から関連付けを解
除できます。承認ユニット階層のシナリオとバージョンの組合せの割当てを参照して
ください。

5. ステップ 3または 4で依存関係を削除したら、「使用状況」タブの「リフレッシュ」をクリ
ックして、残りの依存関係を表示します。

6. 承認ユニット階層を削除する場合、すべての依存関係が削除されるまでステップ 3、4、5
を繰り返します。

すべての依存関係が承認ユニット階層から削除されたら、階層を削除できます。承認ユニット
階層の削除および名前変更を参照してください。

承認ユニット階層の同期
承認ユニット階層で使用されているディメンション・メンバーを追加、削除または変更する場
合、影響を受ける承認ユニット階層をこの変更と同期させる必要があります。承認ユニット階
層のリストを表示する場合、各承認ユニット階層のエントリには、最新の変更が承認ユニット
階層に反映されているかどうかが示されます。この手順を使用して、承認ユニット階層をディ
メンション・メンバーの変更と同期させます。
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ノート:

ディメンション・メンバーを追加する場合、ディメンション・メンバーが承認ユニッ
トとして追加されるのは、承認ユニット階層の組込みルールの基準をこれらが満たす
場合のみです。たとえば、追加したエンティティが第 4世代のエンティティであると
きに、第 1世代から第 3世代までが承認ユニットであると組込みルールに指定されて
いる場合、エンティティは承認ユニットとして追加されません。ただし、このエンテ
ィティが第 3世代のメンバーである場合は、承認ユニット階層が次回に編集、保存ま
たは同期されるときに、承認ユニットとして追加されます。

承認ユニット階層を変更と同期させるには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で、「承認ユニット」をクリッ
クします。

2. 「同期済」列では、承認ユニット階層に次のようなラベルが付きます。
• 同期済: 変更は承認ユニット階層と同期されます
• 未同期: 変更は承認ユニット階層と同期されません
• userによってロック済: ユーザーが承認ユニット階層を編集または同期中です

ノート:

承認ユニット階層リストを表示した後、ユーザーによって承認ユニット階層の編
集または同期が開始された場合、承認ユニット階層リストでは、この承認ユニッ
ト階層について"ロック済"とは表示されません。この承認ユニット階層を同期し
ようとしても同期は行われず、編集中であることを示すエラー・メッセージが表
示されます。

3. 「未同期」としてリストされている承認ユニット階層を選択してから、

(同期)をクリックします。
承認ユニット階層に変更が適用され、次に、承認ユニット階層に定義されている組込みル
ールに従って承認ユニットのリストが更新されます。

ノート:

別のユーザーによる編集または同期中である承認ユニット階層を変更と同期させ
ることはできません。

承認ユニット階層のエクスポート
承認ユニット階層をエクスポートする際には、承認ユニット階層情報を格納するファイルを作
成します。このファイルを作成した後、その内容を既存の承認ユニット階層にコピーできます
(承認ユニット階層のインポートを参照)。
承認ユニット階層をエクスポートするには:
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1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で、「インポートおよびエクス
ポート」をクリックします。

2. 「承認ユニット階層のエクスポート」を選択します。
3. 「既存の承認ユニット階層名」で、エクスポートする承認ユニット階層を選択します。
4. 「OK」をクリックします。
5. 「保存」ダイアログ・ボックスが表示されたら、エクスポート・ファイルを選択した場所に
保存します。

6. 「エクスポート」または「完了」をクリックします。「エクスポート」ではアクションが実
行され、「完了」ではダイアログ・ボックスが閉じられます。

承認ユニット階層のインポート
承認ユニット階層には、承認ユニット階層インポート・ファイルのコンテンツを移入できます。
このインポート・ファイルは、既存の承認ユニット階層をエクスポートした結果です。承認ユ
ニット階層のエクスポートを参照してください。
承認ユニット階層情報をインポートしても、承認ユニット階層は作成されません。エクスポー
ト・ファイルから移入された承認ユニット階層が存在し、少なくともインポート前の名前を持
っている必要があります。承認ユニット階層のロードでは最初に承認ユニット階層のすべての
メンバーが削除され、入力ファイルに指定された各メンバーが新規メンバーとして追加されま
す。

ノート:

承認ユニット階層のロードでは、既存のメンバーが入力ファイルで指定されていなけ
ればそのメンバーおよびその子が階層から削除されます。

承認ユニット階層をインポートするには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で、「インポートおよびエクス
ポート」をクリックします。

2. 「承認ユニット階層のインポート」を選択します。
3. 「既存の承認ユニット階層名」で、エクスポートした情報を受け取る承認ユニット階層を選
択します。

ノート:

インポート後の承認ユニット階層には、移動パスを決定するために定義されてい
る所有者、確認者およびルールが追加されます。

4. 「所有者を含む承認ユニット階層」で「参照」をクリックし、インポートするエクスポート
された承認ユニット階層ファイルを選択します。

5. 「OK」をクリックします。
6. 「インポート」または「完了」をクリックします。「インポート」ではアクションが実行さ
れ、「完了」ではダイアログ・ボックスが閉じられます。
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インポートに成功しましたというメッセージが表示された場合は、エクスポート済ファイ
ル内の承認ユニット階層情報は、「既存の承認ユニット階層名」で選択した承認ユニット階
層に正常にコピーされたことになります。
「インポートに失敗しました。一部のアイテムがインポートされませんでした。」というメ
ッセージが表示された場合は、「詳細」をクリックしてログ・ファイルを表示します。エラ
ーを修正し、承認ユニット階層のインポートを再試行します。

承認ユニット階層のシナリオとバージョンの組合せの割当て
予算プロセス中、Q1や FY10などの様々なシナリオについて計算が実行されます。シナリオご
とに、Initialや Finalなどの様々なバージョンについて計算を実行できます。予算プロセスを開
始する前に、予算プロセスに含まれるシナリオとバージョンの組合せに対して承認ユニット階
層を割り当てます。
承認ユニット階層のシナリオとバージョンの組合せを割り当てるには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で「承認ユニット割当て」をク
リックします。

2. 承認ユニット割当てを追加します。
a. 承認ユニットの「アクション」列で  (「アクション」)をクリックします。
b. 「シナリオ」列で「選択」をクリックしてから、承認ユニット階層に関連付けるシナリ
オを選択します

c. 「バージョン」列で「選択」をクリックしてから、選択したシナリオに関連付ける 1つ
以上のバージョンを選択します。

d. 「OK」をクリックします。
新規割当て行が表示されます。

3. オプション: 承認ユニット割当てを削除するには、  (「削除」)をクリックします。
4. 「保存」をクリックし、承認ユニット割当てを保存して続行するか、「取消し」をクリック
して、前回の保存以降の変更を元に戻します。
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A
命名規則

アプリケーション、データベース、ディメンション、メンバー、別名、ユーザーおよびグルー
プの名前を含む、名前に関する重要な制限事項を理解します。
次も参照:

• アプリケーションとデータベースの命名規則
• ディメンション、メンバーおよび別名の名前付けの制限
• 計算スクリプト、レポート・スクリプト、式、フィルタおよび代替変数値でのディメンシ
ョンとメンバー名

• ユーザー名およびグループ名の命名規則

アプリケーションとデータベースの命名規則
アプリケーションを命名する場合は、次のルールに従います:

• アプリケーションの名前には、8文字まで使用できます。
• スペースとタブは使用できません。
• アンダースコア( _ )は最初または最後の文字として使用できません。
• 次の特殊文字は使用できません。
表 A-1 アプリケーション名で制限されている文字

文字 意味
* アスタリスク
\ 円記号(バックスラッシュ)

[ ] 大カッコ
: コロン
, カンマ
" 二重引用符
= 等号
> 大なり記号
< 小なり記号
. ピリオド
+ プラス記号
? 疑問符
; セミコロン
' 一重引用符
/ スラッシュ
| 縦棒
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• リレーショナル・データベース環境のアプリケーション名には、拡張文字は使用できませ
ん(アンダースコアを除く)。

• 集約ストレージ・データベースでは、アプリケーション名に DEFAULT、LOG、METADATA
または TEMPを使用できません。

名前には大文字小文字のどちらでも使用できます。アプリケーション名は、入力した通りに作
成されます。

ディメンション、メンバーおよび別名の名前付けの制
限

ディメンション、メンバーおよび別名を命名する場合は、次のルールに従います。
• ディメンション名、メンバー名または別名に使用する文字数は 80文字までとします。80
文字の制限は、すべてのアプリケーション・タイプに適用されます。

• ディメンション、非共有メンバーおよび別名の名前は、大文字と小文字が区別されません。
大文字/小文字のみが異なる同じ名前を使用しないでください。たとえば、2つのメンバー
に「zzz」と「ZZZ」という名前を付けたり、基本メンバーに「zzz」、共有メンバーに
「ZZZ」という名前を付けることはしないでください。
つまり、共有メンバー名には、基本メンバーと同じ名前と大文字/小文字を使用する必要が
あります。基本メンバーの名前を変更すると(大文字/小文字のみを変更する場合でも)、共
有メンバー名は基本メンバー名と一致するように更新されます。

• メタデータ・ロード・ファイル内のメンバー・プロパティまたは列ヘッダーと同じ名前の
ディメンション名(「データ型」など)は使用しないでください。

• メンバー名、ディメンション名、別名および説明で HTMLタグを使用することはできませ
ん。

• ディメンション名、メンバー名および別名では[Tab]キーが制限されており、使用できませ
ん。

• ディメンション名、メンバー名および別名で制限されていて使用できない文字のリストを
次に示します:

表 A-2 ディメンション名、メンバー名および別名で制限されている文字

文字 意味
" 引用符
[ ] 大カッコ
\ 円記号(バックスラッシュ)

/ スラッシュ

付録 A
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ノート:

– 大カッコ[ ]は認められていますが、ブロック・ストレージ・アウトラインで
は推奨されていません。これは、集約ストレージ・アウトラインに変換する
場合にエラーの原因となることがあるためです。

– メンバー名および別名には、ASCII置換文字(ゼロ幅スペース文字) 0x1Aを使
用しないでください。

• ディメンション名、メンバー名および別名の先頭で使用できない文字のリストを次に示し
ます:

表 A-3 ディメンション名、メンバー名および別名の先頭で制限されている文字

文字 意味
@ アット・マーク
& アンパサンド
\ 円記号(バックスラッシュ)

[ ] 大カッコ
, カンマ
- ダッシュ、ハイフンまたはマイナス記号
= 等号
< 小なり記号
( ) 丸カッコ
. ピリオド
+ プラス記号
" 引用符
/ スラッシュ
_ アンダースコア
| 縦棒

ノート:

前述の文字を含むメンバー名は、ビジネス・プロセスのデータ・エクスポート・
ジョブでは許可されていません。

• 名前の先頭または末尾にスペースを挿入することはできません。
• カスタム・カレンダの期間で、接頭辞にスペースは使用できません。
• ディメンション名、メンバー名または別名として次のものを使用することはできません:

– 計算スクリプト・コマンド、演算子およびキーワード
– 関数名と関数引数
– 他のディメンションおよびメンバーの名前(メンバーが共有されている場合を除く)

付録 A
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– 動的時系列を使用可能にしている場合は、履歴、年、季、期間、四半期、月、週、お
よび日は使用しないでください。

– 属性ディメンションを含む一意のメンバー・アウトラインでは、Sum、Count、Min、
Maxおよび Avgをメンバー名またはディメンション名として使用することはできませ
ん。これらの名前を使用すると、重複する名前が競合する原因となります。

ノート:

属性計算ディメンションに作成されたメンバー(Sum、Count、Min、Maxお
よび Avg)は、予約語とみなされません。これは、これらの名前を属性計算デ
ィメンションで変更してから、属性ディメンションまたは標準ディメンショ
ンで標準名を使用できるためです。
アウトラインに重複メンバー・アウトラインのタグが付けられており、Sum、
Count、Min、Maxおよび Avgを基本メンバーとして使用する前に属性ディメ
ンション(したがって属性計算ディメンション)が存在している場合は、重複名
が許可されます。ただし、属性ディメンションを作成する前に Sum、Count、
Min、Maxおよび Avgを基本メンバーとして使用する場合、重複名は許可さ
れません。

• ディメンション名、メンバー名および別名で制限されていて使用できない語のリストを次
に示します:

表 A-4 ディメンション名、メンバー名および別名で制限されている語

制限されている語 制限されている語 制限されている語
ALL AND ASSIGN

AVERAGE CALC CALCMBR

COPYFORWARD CROSSDIM CURMBRNAME

DIM DIMNAME DIV

DYNAMIC EMPTYPARM EQ

EQOP EXCEPT EXP

EXPERROR FLOAT FUNCTION

GE GEN GENRANGE

GROUP GT ID

IDERROR INTEGER LE

LEVELRANGE LOCAL LOOPBLOCK

LOOPPARMS LT MBR

MBRNAME MBRONLY MINUS

MISSING MUL MULOP

NE NON NONINPUT

NOT OR PAREN

PARENPARM PERCENT PLUS

RELOP REQUEST SET

SKIPBOTH SKIPMISSING SKIPNONE

SKIPZERO STATUS TO
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表 A-4 (続き) ディメンション名、メンバー名および別名で制限されている語

制限されている語 制限されている語 制限されている語
TOLOCALRATE TRAILMISSING TRAILSUM

TYPE UMINUS UPPER

VARORXMBR XMBRONLY $$UNIVERSE$$

#MISSING #MI

計算スクリプト、レポート・スクリプト、式、フィル
タおよび代替変数値でのディメンションとメンバー
名

メンバー名を代替変数の値、計算スクリプト、レポート・スクリプト、フィルタ定義、パーテ
ィション定義または式で使用する場合は、MDX文では大カッコ([])で囲む必要があり、また次
の状況ではブロック・ストレージ・データベースで使用するために、二重引用符("")で囲む必要
があります。
• 名前が 1つまたは複数の数字で始まる場合(たとえば、100)

• 名前にはスペースまたは次の文字が含まれます。
– アンパサンド( & )

– アスタリスク( * )

– アット・マーク(@)

– 円記号(バックスラッシュ) (\)

– 中カッコ( { } )

– コロン( : )

– カンマ( , )

– ダッシュ、ハイフンまたはマイナス符号( - )

– 感嘆符( ! )

– 等号( = )

– 大なり記号( > )

– 小なり記号( < )

– 丸カッコ( )

– パーセント記号( % )

– ピリオド( . )

– プラス記号( + )

– セミコロン( ; )

– スラッシュ( / )

– チルダ( ~ )

付録 A
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計算スクリプトと式では、Essbaseキーワードでもあるメンバー名を含む場合、ブロック・ス
トレージ・データベースでは引用符(" ")、集約ストレージ・データベースでは大カッコ([])でメ
ンバー名を囲む必要があります。
BEGIN DOUBLE ELSE END FUNCTION GLOBAL IF MACRO MEMBER RANGE RETURN STRING THEN

計算スクリプト、レポート・スクリプトまたは式で、スペースまたは次の文字を含む名前、ま
たはスペースまたは次の文字で始まる名前を引用符で囲みます: +、-、*、/、( )、コロン、カン
マ、@、セミコロン、)、{ }、[ ]、<

数字で始まる名前も引用符で囲みます。例:

@SUM(ac1, "12345");

ユーザー名およびグループ名の命名規則
ユーザー名およびグループ名には最大 80文字まで使用できます。

付録 A
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B
フォームの式関数

フォームで式および関数を使用する方法を学習します。
次も参照:

• フォームの式関数について
• 式の操作
• 式の関数

フォームの式関数について
式の行または列を作成したら、「セグメント・プロパティ」ペインを使用して式を定義します。
式には、グリッド参照、算術演算子、およびオプションで算術関数を指定します。完全なリス
トは、式の関数を参照してください。

ノート:

アプリケーションには、メンバー式を持つ動的計算のレベル 0メンバーが必要です。
式を持たない動的計算メンバーについては、リフレッシュすると、セミコロン(;)が挿
入されます。

式の操作
次も参照:

• 式の作成
• 式の編集
• 式の削除

式の作成
式を作成するには:

1. 式を関連付ける行または列を選択します。
2. 自動的に展開されない場合は、「セグメント・プロパティ」を選択します。
3. 「式」に式の名前を入力し、 (「式の編集」)をクリックします。
4. 「式」ボックスが表示されたら、COUNT()、MAX()、IfThen()など、その式が実行する演算
または関数を選択します。式の関数を参照してください。

5. 式にエラーがないことを確認するには、「検証」をクリックします。
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式の編集
式を編集するには:

1. 式の行または列のあるフォームを開きます。
2. 「レイアウト」で、番号の付いた式の行または列を選択します。
3. 「セグメント・プロパティ」を使用して、式のプロパティを変更します。
4. (「式の編集」)をクリックして、実行する演算または関数を変更します。
5. フォームを保存します。

式の削除
式を削除するには:

1. 式の行または列を選択します。
2. 「削除」をクリックします。
3. 式の削除を確認するには:

a. 式バーのチェックマークをクリックします。
b. グリッドの別のセルをクリックして、式バーをリセットします。
c. 式を削除したセルをクリックして、削除を確認します。

式の関数
この項では、フォームの式の行および列に式を作成できる算術関数を定義します。式の行およ
び列をフォームに挿入するには、式の行と列の追加を参照してください。
算術関数の構文:

FunctionName(arguments)

引数の詳細は、引数を参照してください。
表 B-1 算術関数の構文

変数 説明
FunctionName 算術関数の名前
arguments 数値、または行、列、セルの参照、あるいは埋め込まれた関数

算術関数
表 B-2 算術関数

関数 説明
Abs 数値または参照先の絶対値を戻します。Absを参照してください。

付録 B
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表 B-2 (続き) 算術関数

関数 説明
Average 数値や参照先の集合の平均を戻します。Averageを参照してください。
AverageA 数値や参照先の集合の平均を戻します。抑制されていない行または列に

ついてのみ、計算に#Missingセルが含まれます。AverageAを参照して
ください。

Count 数値や参照先の集合に含まれる値の個数を戻します。Countを参照して
ください。

CountA 数値や参照先の集合に含まれる値の個数を戻します。抑制されていない
行または列についてのみ、計算に#Missingセルが含まれます。CountA
を参照してください。

Difference 数値または参照先と、別の数値または参照先との差の絶対値を戻します。
Differenceを参照してください。

Eval 式を評価します。Evalは、式を関数の引数として埋め込むために使用し
ます。Evalを参照してください。

IfThen、If 指定した条件が真の場合と偽の場合で異なる値を戻します。IfThen、Ifを
参照してください。

Max 数値や参照先の集合の最大値を戻します。Maxを参照してください。
Min 数値や参照先の集合の最小値を戻します。Minを参照してください。
Mod 除算した余り(モジュラス)を戻します。Modを参照してください。
PercentOfTotal 数値または参照先を、別の数値または参照で割った結果を 100倍した値

を戻します。PercentOfTotalを参照してください。
Pi 15桁の円周率の値(3.14159265358979)を戻します。Piを参照してくだ

さい。
Product すべての数値または参照先の積を戻します。Productを参照してくださ

い。
Random 0.0と 1.0の間の乱数を戻します。Randomを参照してください。
Round 数値を指定した桁数に切り上げまたは切り下げます。Roundを参照し

てください。
Sqrt 数値、行、列、セルの値の平方根を戻します。Sqrtを参照してください。
Sum 数値や参照先の集合の合計を戻します。Sumを参照してください。
Truncate/Trunc 数値の指定した桁数を除去します。Truncate/Truncを参照してくださ

い。
Variance/Var 現在の勘定科目に基づいて、指定された値の差を求めます。Variance/Var

を参照してください。
VariancePercent/VarPer 現在の勘定科目の勘定科目タイプに基づいて、指定された値のパーセン

トの差を求めます。VariancePercent/VarPerを参照してください。

引数
算術関数では、数値、行、列、セルの参照、埋込み関数を引数として使用します。引数には、
次の 4つのタイプがあります:

• 数値
数値引数を参照してください。
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• プロパティ
プロパティ引数を参照してください。

• 行、列またはセルの参照
行、列、セルの参照引数を参照してください。

• 埋込み関数
引数への関数の埋込みを参照してください。

数値引数
数値引数の構文は次のとおりです:

(numeral1, numeral2,...numeraln) 

ここで、数値 1から nは、小数および負数を含む任意の数字です。たとえば、Average(10,20,30)
は、値 20を戻します。

行、列、セルの参照引数
行、列、セルの参照引数では、グリッド内の行、列またはセルを指定します。構文:

FunctionName(GridName.GridElement[segment(range)].Property)

表 B-3 引数のコンポーネント

引数 説明
GridName フォームの名前。例:

Difference (grid1.row[5], grid1.row[6])は、フォーム grid1の 2つの行
の差を戻します。
オプション。GridNameを指定しない場合、デフォルトは現在のフォー
ムの名前になります。

GridElement キーワード row、col、column、または cellのうちのいずれかです。
たとえば、Max(row[1], row[2], row[3])は、これらの 3行の最大値を戻
します。GridElementはオプションです。ただし、セル参照には、行お
よび列のセグメント IDが必要です。たとえば、cell[2, A]と[2, A]は両方
とも、行 2と列 Aの交差であるセルを参照します。キーワード cellは、
オプションです。セルの参照には、[row, col]構文または[col, row]構文
を使用できます。
オプション。GridElementが指定されていない場合、文字は列を、数字
は行を示します。たとえば、Max ([1, A], [2, A], [3, A])という構文は、列
Aの行 1、2および 3を参照します。

segment 行、列またはセル参照の番号。展開される行また列に対しては、セグメ
ントを指定する必要があります。たとえば、row[2]は、行セグメント 2
を指します。セグメントは、角カッコ[ ]で囲んで示します。
必須。
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表 B-3 (続き) 引数のコンポーネント

引数 説明
range 指定されたセグメントから展開される行、列またはセル。範囲が指定さ

れている場合は、指定された範囲のみを指定して式が計算されます。た
とえば、row[2(3:5)]では、展開されたセグメント 2の 3番目から 5番目
までの行のみが使用されます。
オプション。範囲が指定されていない場合、展開されるセルのすべてが
使用されます。

ノート:

セグメントが 1行または 1列のみの場合
は、範囲引数を使用しないでください。

property キーワード average、averageA、count、countA、max、min、product
または sumのいずれかです。プロパティにより、指定済の展開される
行、列またはセルを集約する方法を指定します。
参照が引数の場合にはプロパティを指定しないことをお薦めします。プ
ロパティを指定しないと、関数による参照の計算が最適な方法で実行さ
れます。たとえば、次の式は、行 1と行 2にあるセルの平均を戻します:
Average(row[1], row[2])
一方、次の式は、最初に row[1]の平均を計算してから row[2]の平均を
計算し、次にこれらの 2つの値を足して 2で割ります:
Average(row[1].average, row[2].average)
行、列またはセル参照のデフォルトのプロパティは、sumプロパティで
す。たとえば、row[2]は Sum(row[2])と等価です。

セグメントのみが参照の必須コンポーネントなので、次の参照は同じになります:

Grid1.row[1].sum

[1]

AverageAと CountAの計算には、#Missingセルも含まれます。たとえば、行 1が、Qtr1 =
100、Qtr2 = 200、Qtr3 = #MISSING、Qtr4 = 400と展開するセグメント行の場合、次の関数は
4という結果を戻します:

row[1].CountA

これ以外のすべての関数は、#Missingデータ・セルを計算から除外します。たとえば、前述の
Qtr 1 = 100、Qtr2 = 200、Qtr3 = #MISSING、Qtr4 = 400と展開する行 1で、次の例は 3とい
う結果を戻します:

row[1].Count
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プロパティ引数
プロパティ引数は、展開される参照を 1つの値に集計します。この集計値は、後に計算で使用
されます。プロパティ引数は、集約行、列、またはセルでの計算に使用できます。プロパティ
引数には、次の 2つのタイプがあります:

• 集約
集約プロパティ引数を参照してください。

• 参照
参照プロパティ引数を参照してください。

集約プロパティ引数
集約行、集約列、集約セルは、それぞれ複数の行、列、セルを含んでいます。
集約プロパティ引数は、次の算術関数の構文の最後にある引数です。
FunctionName(GridName.Gridelement[segment(range)].property)

次の集約プロパティを行、列またはセルの参照に適用します。
表 B-4 集約プロパティ

プロパティ 説明
Average 行、列またはセルの平均を戻します。計算には、#MISSING値および

#ERROR値は含まれません。
AverageA 行、列またはセルの平均を戻します。計算には、#MISSING値および

#ERROR値が含まれます。
Count 行、列またはセル内の値の数を戻します。計算には、#MISSING値およ

び#ERROR値は含まれません。
CountA 行、列またはセル内の値の数を戻します。計算では、#MISSING値と

#ERROR値をゼロ(0)として処理します。
Max 行、列またはセルの最大値を戻します
Min 行、列またはセルの最小値を戻します
Product 行または列の積を戻します
Sum 行、列またはセルの合計を戻します
算術関数引数として使用される場合は、プロパティのデフォルトはその関数と同じになります。
次の例では、デフォルトのプロパティは Averageです。
Average(row[2])

算術関数引数として使用されない場合は、プロパティのデフォルトは sumになります。次の例
では、デフォルトのプロパティは集約行の sumです。
row[2]
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参照プロパティ引数
参照プロパティ引数は、式の参照結果の処理方法を指定します。この引数は、他のプロパティ
とともに使用します。
次の参照プロパティ引数があります。
IfNonNumber/IFFN

IfNonNumberは、#MISSING値および#ERROR値のかわりに使用する特定の数値を指定しま
す。構文:

AXIS[segment(range)].IfNonNumber(arg).AggregateProperty

表 B-5 参照プロパティ引数

引数 説明
AXIS キーワード row、columnまたは cellのいずれかです

オプション
セグメント(範囲) 行番号、列の文字などの軸の有効な参照を示します
IfNonNumber 軸の参照先にデータがない場合やエラーの場合の処理方法を示します
(引数) AxisRefの欠落データやエラー・データのかわりに使用する数値を示し

ます
AggregateProperty 集約関数は、集約セグメントで使用されます

オプション
例:

cell[1,A] = 3、かつ
cell[1,B] = #MISSINGのときに、
式:

cell[1,A] / cell[1,B] 

は、#ERRORを戻します。
式:

cell[1,A] / cell[1,B].ifNonnumber(1) 

は、cell[1,B]を 1に置換し、3を戻します。

ノート:

グリッドの#MISSINGを抑制しており、グリッドの行や列に IfNonNumberプロパテ
ィを含む式がある場合は、#MISSINGは抑制されたままになります。
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引数への関数の埋込み
関数の引数に、関数を埋め込むことができます。
例:

次の例では、Average関数を Sum関数の中に埋め込んでいます:

sum(row[3:5], avg(row[4:6], 40, 50), row[7; 9], 70, 80)

• 行セグメント 3、4および 5

• 行セグメント 4、5、6と、数値 40と 50の平均
• 行セグメント 7および 9

• 数値 70および 80

Abs
Absは、数値、行、列、またはセルの絶対値を戻す算術関数です。数値の絶対値は、符号に関
係なく数値そのものです。正数は変更されませんが、負数は正数に変化します。関数の構文:

Abs (argument)

ここで、argumentは、次のいずれかです:

表 B-6 Abs関数の引数

引数 説明
数値 数値。たとえば、Abs (- 20)は、値 20を戻します。数値には、小数およ

び負数も使用できます。
行、列またはセルの参照 グリッド内の行、列またはセルへのポインタ。参照の指定にはいくつか

の方法があります。参照構文:
GridName.GridElement[segment(range)].Property

関数 埋込み関数
例:

• 次の式は、引数に数値を取り、30という値を戻します。
Abs ( -30 )

• 次の例は、行 1の値の絶対値を戻します。
Abs(row[1])

• 次の例は、列 Eの合計の絶対値を戻します。
Abs( column[E].sum )
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• 次の例は、フォーム Grid1のデザイン・セグメント 3の展開された行 1から 3を示します:

Abs( Grid1.row[3(1:3)])

Average
Averageは、数値、行、列またはセルの集合の平均を戻す算術関数です。Averageでは、平均
を求めるときに#MISSINGおよび#ERRORのセルは除外されます。

ノート:

欠落している値は、その値が抑制されるかどうかにかかわらず計算には含まれませ
ん。

関数の構文:

Average(arguments) or Avg(arguments)

ここで、argumentsは、次の 1つ以上の引数を取ります:

表 B-7 Average関数の引数

引数 説明
数値 数値。たとえば、Average (10, 20, 30)は、値 20を戻します。数値には、

小数および負数も使用できます。
行、列またはセルの参照 グリッド内の行、列またはセルへのポインタ。参照の指定にはいくつか

の方法があります。参照構文:
GridName.GridElement[segment(range)].Property
たとえば、Avg(Grid1.row[4(3:5)])は、フォーム grid1、行 4、3から 5
までの範囲の平均値を戻します。

関数 埋込み関数
例:

• 次の式は、20という値を戻します。
Avg( 10, 30, 20)

• 次の例は、3つの集約行に含まれるすべての数値の平均を戻します。
Average( row[1], row[6], row[8] )

• 次の例では、3つの集約列 E、G、Iの平均値を求めます。まず、各列の平均値を求め、そ
の 3つの値を平均します。
Avg(column[E].avg, column[G].avg,column[I].avg)
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• 次の例は、集約行 3の平均値を求め、その値を 100で割ります:

Avg(row[3])/100

AverageA
AverageAは、数値、行、列またはセルの集合の平均を戻す算術関数です。AverageAの計算に
は、#MISSINGおよび#ERRORのセルも含まれます。これらのセルは、平均を求める際にゼロ
値として処理されます。

ノート:

#MISSINGのセルと#ERRORのセルは、抑制されていない行や列の場合にのみ、計
算に含まれます。

関数の構文:

AverageA(arguments) or AvgA(arguments)

ここで、argumentsは、次の 1つ以上の引数を取ります:

表 B-8 AverageA関数の引数

引数 説明
数値 数値。たとえば、AverageA (10, 20, 30)は、値 20を戻します。数値に

は、小数および負数も使用できます。
行、列またはセルの参照 行、列またはセルへのポインタ。参照の指定にはいくつかの方法があり

ます。参照構文: GridName.GridElement[segment(range)].
Property
たとえば、AvgA(Grid1.row[4(3:5)])は、フォーム grid1、行セグメント
4、3から 5までの範囲の平均値を戻します。

関数 埋込み関数
例
次の例では、グリッドに値 10、20、30および#ERRORがある 4行が含まれます。5行目にあ
る次の式は、値 15を戻します:

AverageA([1:4])

Count
Countは、数値、行、列またはセルの集合にある値の個数を戻す算術関数です。Countでは、
個数の取得時に#MISSING値および#ERROR値は除外されます。関数の構文:

Count (arguments)
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ここで、argumentsは、次の 1つ以上の引数を取ります:

表 B-9 Count関数の引数

引数 説明
数値 数値。たとえば、Count (10, 20, 30)は、値 3を戻します。数値には、小

数および負数も使用できます。
行、列またはセルの参照 グリッド内の行、列またはセルへのポインタ。参照の指定にはいくつか

の方法があります。参照構文:
GridName.GridElement[segment(range)].Property

関数 埋込み関数
例:

• 次の例は、3つの行 1、6、8にある値の個数を戻します。
Count(row[1], row[6], row[8])

• 次の例は、3つの列にある値の個数を戻します。
Count( column[E], column[G], column[I] )

• 次の例は、行 4と列 Dが交差するセルにある値の個数を戻します。
Count(cell[D,4]) 

• 次の例は、グリッド 5の集約行 3にある値の個数を戻します。
Count(grid1.row[3])

CountA
CountAは、数値、行、列またはセルの集合内の値の個数を戻す算術関数です。個数の取得時
には、CountAでは、抑制されていない行または列の#MISSINGセルおよび#ERRORセル内の
値のみの個数を戻します。関数の構文:

CountA(arguments)

ここで、argumentsは、次の 1つ以上の引数を取ります:

表 B-10 CountA関数の引数

引数 説明
数値 数値。たとえば、CountA(10,20,30,50)は、値 4を戻します。数値に

は、小数および負数も使用できます。
行、列またはセルの参照 グリッド内の行、列またはセルへのポインタ。参照の指定にはいくつか

の方法があります。参照構文:
CountA(GridName.GridElement[segment(range)]).property

関数 埋込み関数

付録 B
式の関数

B-11



例:

• 次の例は、グリッドに値 10、20、30および#ERRORがある 4行が含まれる場合です。5
行目にある次の式は、これらの 4行にある値の個数を戻します:

CountA([1:4])

• 次の例は、4つの行にある値の個数を戻します:

CountA(row[1], row[6], row[8] row[where data yields #ERROR])

Difference
Differenceは、数値、行または列から別の数値、行または列を減算した差異の絶対値を戻す算
術関数です。この関数は、Varianceとも呼ばれます。関数の構文:

Difference(arg1, arg2)

arg1から arg2が減算され、これらは次の 1つ以上の引数です。
表 B-11 Difference関数の引数

引数 説明
数値 数値。たとえば、Difference (3, 5)は、絶対値 2を戻します。数値には、

小数および負数も使用できます。
行、列または参照 グリッド内の行、列またはセルへのポインタ。参照の指定にはいくつか

の方法があります。参照構文:
GridName.GridElement[segment(range)].Property
次の例は、フォーム grid1の 2つの行の差を戻します:
Difference(grid1.row[1],grid1.row[6])

関数 埋込み関数

ノート:

Difference関数は、arg2から arg1を差し引いた値の絶対値を戻します。引数のマイ
ナス符号は、負数を示します。

例:

• 次の例は、絶対値 8を戻します。
Difference(3, -5)

• 次の例は、2つの集約列の差を戻します。
Difference( column[E], column[G] )
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ノート:

テキスト・ラベルには、"Difference"と"Variance"のいずれでも入力できます。

Eval
Evalは、式を評価する算術関数です。Evalを埋込み関数の引数として使用して 1つの式に複数
の式を結合できます。関数の構文:

Eval(expression)

ここで、式は、次の 1つ以上の引数を取ります:

表 B-12 Eval関数の引数

引数 説明
数値 数値。数値には、小数および負数も使用できます。
行、列または参照 グリッド内の行、列またはセルへのポインタ。参照の指定にはいくつか

の方法があります。参照構文:
GridName.GridElement[segment(range)].Property

関数 埋込み関数
演算子 サポートされている算術演算子(+、-、*、/、^、%など)。
例:

次の例は、行 1を行 2で割り、その値を 4桁に丸めます:

Round(Eval([1]/[2]),4)

IfThen、If
IfThen関数は、条件が真であるか偽であるかに応じて異なる値を戻す条件関数です。
関数の構文:

IfThen(Condition, TrueParameter, FalseParameter)

• 条件は、trueまたは falseを評価する論理式です。ブール演算子(And、Not、および Or)と
同様に、完全な条件論理を使用できます。条件は、#MISSING値および#ERROR値に対す
るテストの実行にも使用できます。有効な条件演算子のリストは、次の表を参照してくだ
さい。

• TrueParameterと FalseParameterは、条件の結果に基いて評価される任意の有効な式で
す。

次の表に、完全にサポートされている条件演算子の説明を示します。条件演算子によってサポ
ートされている代替構文がある場合は、その構文がリストされています。
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表 B-13 条件演算子

条件演算子 構文 ロジック
次と等しい 式 = 式 左の式が右の式に等しいかどうかを調べます。

この条件を評価するルーチンは、丸め処理を考慮しません。
丸め処理が必要な場合は、Round関数を使用します。
例:
1= 4
Falseを戻します

次より大きい 式 > 式 左の式が右の式より大きいかどうかを調べます。
例:
1 > 4
Falseを戻します

次と等しいか大きい 式 >= 式 左の式が右の式より大きい、または等しいかどうかを調べま
す。
正しい構文は">="です。構文"=>"はサポートされていませ
ん。
例:
1 >= 4
Falseを戻します

次より小さい 式 < 式 左の式が右の式より小さいかどうかを調べます。
例:
1 < 4
Trueを戻します

次より小さい、または
次と等しい

式 <= 式 左の式が右の式より小さい、または等しいかどうかを調べま
す。
正しい構文は"<="です。構文"=<"はサポートされていませ
ん。
例:
1 <= 4
Trueを戻します

次と等しくない 式 <> 式
式 != 式

左の式が右の式に等しいかどうかを調べます。
この条件を評価するルーチンは、丸め処理を考慮しません。
丸め処理が必要な場合は、Round関数を使用します。
例:
1 <> 4
Trueを戻します
1 != 4
Trueを戻します

IsMissing IsMissing ( 参照 )
IsMiss ( 参照 )

参照先に#MISSINGの値があるかどうかを調べます。
展開される行や列を参照する場合に条件が Trueになるため
には、すべての結果セルの値が#MISSINGである必要があり
ます。
例:
IsMissing([1])
行 1の値が#MISSINGのときに、Trueを戻します。
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表 B-13 (続き) 条件演算子

条件演算子 構文 ロジック
IsError IsError ( 参照 )

IsErr ( 参照 )
参照先に#ERRORの値があるかどうかを調べます。
展開される行や列を参照する場合に条件が Trueになるため
には、すべての結果セルの値が#ERRORである必要がありま
す。式行および式列のみ結果として#ERRORを戻すことがで
きます。
例:
IsError([2])
行 2の値が#ERRORのときに、Trueを戻します。

IsNonNumeric IsNN ( 参照 )
IsNonNumerid ( 参照 )
IfNN ( 参照 )
IfNonNumber ( 参照 )

参照先に、#MISSINGまたは#ERRORの結果が含まれている
かどうかを調べます。
展開される行や列を参照する場合に条件が Trueになるため
には、すべての結果セルの値が#Errorまたは#Missingであ
る必要があります。
例:
IsNN([3])
行 3の値が#MISSINGか#ERRORのときに、Trueを戻しま
す。

カッコ ( 条件 ) 条件をグループ化するために使用します。多くの場合、視覚
的にわかりやすくするために使用します。
例:
(1 > 4)
Falseを戻します

表 B-14 条件演算子

複合条件 構文 ロジック
And ( 条件 AND 条件 )

( 条件 & 条件)

2つの条件を比較するために使用される複合条件。すべての
条件が Trueの場合に Trueを戻します。
例:
(1 > 4 AND 5 > 2)
Falseを戻します

Not NOT ( 条件 )
! ( 条件 )

条件の結果を逆転(否定)します。
例:
Not (1 > 4)
Trueを戻します

Or ( 条件 OR 条件 )
( 条件 | 条件 )

2つの条件を比較するために使用される複合条件。いずれか
の条件が Trueの場合に Trueを戻します。
例:
(1 > 4 OR 5 > 2)
Trueを戻します

条件文に関するノート
• 式: 任意の有効な数式。式には、定数(整数または実数)の任意の組合せ、参照、またはそれ
以外の関数を使用できます。
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• 参照: 任意の有効な参照。つまり、IFNN参照プロパティを参照の一部として使用できます。
• 条件: 複合条件 And、Notおよび Orに適用される任意の有効な条件。これらの演算子は、
埋込み条件を持つことができます。

ノート:

And、Not、および Or演算子は、カッコで囲まれている必要があります。

• 条件内の式のいずれかが#MISSING値または#ERROR値を戻す場合、If関数は#MISSING
または#ERRORを戻します。ただし、IsMissing条件、IsError条件または IsNonNumeric
条件を使用している場合にはこの規則は適用されません。

複合条件
複合条件 And、Orおよび Notは完全にサポートされています。ただし、カッコで囲まれている
必要があります。
有効な例:

If ( ([A] > [B] and [A] > 1000), [A], [B])

無効な例:

If ( [A] > [B] and [A] > 1000, [A], [B])

Max
Maxは、数値、行、列またはセルの集合内の最大値を戻す算術関数です。関数の構文:

Max (arguments)

ここで、argumentsは、次の 1つ以上の引数を取ります:

表 B-15 Max関数の引数

引数 説明
数値 数値。たとえば、Max (10, 20, 30)は、値 30を戻します。数値には、小

数および負数も使用できます。
行、列またはセルの参照 グリッド内の行、列またはセルへのポインタ。参照の指定にはいくつか

の方法があります。参照構文:
GridName.GridElement[segment(range)].Property

関数 埋込み関数
例:

• 次の例は、行 1、行 6、行 8にある値の最大値を戻します。
Max(row[1], row[6], row[8])

付録 B
式の関数

B-16



• 次の例は、集約行の合計の最大値を戻します。
Max(row[1].sum, row[2].sum, row[3].sum)

Min
Min関数は、数値、行、列またはセルの集合の最小値を戻す算術関数です。関数の構文:

Min (arguments)

ここで、argumentsは、次の 1つ以上の引数を取ります:

表 B-16 Min関数の引数

引数 説明
数値 数値。たとえば、Min (10, 20, 30)は、値 10を戻します。数値には、小

数および負数も使用できます。
行、列またはセルの参照 グリッド内の行、列またはセルへのポインタ。参照の指定にはいくつか

の方法があります。参照構文:
GridName.GridElement[segment(range)].Property

関数 埋込み関数
例:

• 次の例は、行 1、行 6、行 8にある値の最小値を戻します。
Min (row[1], row[6], row[8])

• 次の例は、集約行の合計の最小値を戻します。
Min(row[1].sum, row[2].sum, row[3].sum)

Mod
Mod関数は、除算した余り(モジュラス)を戻す算術関数です。関数の構文:

Mod (arg1, arg2)

ここで、引数 2は除数です。引数 1と引数 2は次の引数を取ります。
表 B-17 Mod関数の引数

引数 説明
数値 数値。たとえば、Mod (6, 4)は、値 2を戻します。数値には、小数およ

び負数も使用できます。
行、列またはセルの参照 グリッド内の行、列またはセルへのポインタ。参照の指定にはいくつか

の方法があります。参照構文:
GridName.GridElement[segment(range)].Property

関数 埋込み関数
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例:

次の例は、10を 5で割った余り 0を戻します。
Mod (10,5) = 0

PercentOfTotal
PercentOfTotalは、ある数値、行、列またはセルを、別の数値、行、列またはセルで割った値
に 100を掛けた値を戻す算術関数です。関数の構文:

PercentOfTotal (arg1, arg2)

• ここで、引数 1は、現在高(引数 2)のコンポーネントです。通常、この引数は、行または列
を参照します。

• ここで、引数 2は、引数 1に対する現在高です。通常、この引数は、総計を含むセル参照
です。

• 引数 1は、引数 2で除算され、その結果に 100が掛けられます。引数 1および引数 2は、
次の 1つ以上の引数を取ります。
表 B-18 PercentOfTotal関数の引数

引数 説明
数値 数値。たとえば、PercentofTotal (100, 20)は、値 500を戻します。

数値には、小数および負数も使用できます。
行、列またはセルの参照 グリッド内の行、列またはセルへのポインタ。参照の指定にはいくつ

かの方法があります。参照構文:
GridName.GridElement[segment(range)].Property

関数 埋込み関数

ノート:

この関数には、2つの引数が必要です。

例:

• 次の例は、値 5%を戻します。
PercentofTotal(20, 400)

• 次の例では、列 Aの各セルの値をセル A5の「市場合計」の値で割り、100を掛けた結果
PercentOfTotalを列 Bに示します。式:

PercentOfTotal ([A], [A,5]),

PercentOfTotal関数の結果
次の表に、前述の例を使用した PercentOfTotalの結果を列 Bに示します。
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ヒント:

列 Bのヘッダーをクリックし、式バーを使用して式を挿入します。

Pi
Piは、算術定数 3.14159265358979を 15桁で戻す算術関数です。Pi(π)は、円周の直径に対す
る比率です。関数の構文:

PI()

例:

次の例は、行 3を、πと 2の積で割った値を戻します。
row[3] / (PI() * 2)

Product
Productは、すべての数値または参照の積を戻す算術関数です。関数の構文:

Product(arguments)

ここで、argumentsは、次の 1つ以上の引数を取ります:

表 B-19 Product関数の引数

引数 説明
数値 数値。たとえば、Product(2, 20)は、値 40を戻します。数値には、小数

および負数も使用できます。
行、列またはセルの参照 グリッド内の行、列またはセルへのポインタ。参照の指定にはいくつか

の方法があります。参照構文:
GridName.GridElement[segment(range)].property

関数 埋込み関数
例:

次の例は、40という値を戻します。
Product(2,20)
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Random
Randomは、0.0と 1.0の間の乱数を戻す算術関数です。関数の構文:

Random()

例:

次の例は、0.0と 1.0の間の乱数を戻し、それに 1000を掛けます。
Random() * 1000

Round
Roundは、指定された桁数で数値を切り上げまたは切り下げる算術関数です。関数の構文:

Round (引数 1, 整数)

ここで、引数 1は、次の 1つ以上の引数を取ります:

表 B-20 Round関数の引数

引数 説明
数値 数値。たとえば、Round(81.3987,3)は、値 81.399を戻します。数値に

は、小数および負数も使用できます。
行、列またはセルの参照 グリッド内の行、列またはセルへのポインタ。参照の指定にはいくつか

の方法があります。参照構文:
GridName.GridElement[segment(range)].property

関数 埋込み関数
整数は、数値を丸める桁数を指定します。
• 整数がゼロより大きい場合、小数点以下の指定した桁数に丸められます。
• 整数がゼロの場合は、最も近い整数に丸められます。
• 整数がゼロより小さい場合は、小数点より左側の桁数に丸められます。
例:

次の例は、小数点以下 3桁に丸められます:

Round(3594.5567,3) = 3594.557

次の例は、最も近い整数の桁数に丸められます。
Round(3594.5567,0) = 3595

次の例は、1000の桁に丸められます。スケールとも呼ばれます。
Round(3594.5567,-3) = 4000
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Sqrt
Sqrtは、数値、行、列またはセルの平方根を戻す算術関数です。Sqrt関数の構文:

Sqrt(argument)

ここで、argumentは、次のいずれかの引数を取ります:

表 B-21 Sqrt関数の引数

引数 説明
数値 数値。たとえば、Sqrt(100)は、値 10を戻します。数値には、小数およ

び負数も使用できます。
行、列またはセルの参照 グリッド内の行、列またはセルへのポインタ。参照の指定にはいくつか

の方法があります。参照構文:
GridName.GridElement[segment(range)].property

関数 埋込み関数
例
次の例は、値 4を戻します。
Sqrt(16) 

Sum
Sumは、数値、または行、列、セルにある値の和を戻す算術関数です。
Sum関数の構文:

Sum (arguments)

ここで、argumentsは、次の 1つ以上の引数を取ります:

表 B-22 Sum関数の引数

引数 説明
数値 数値。たとえば、Sum(10, 20, 30)は、値 60を戻します。数値には、小

数および負数も使用できます。
行、列またはセルの参照 グリッド内の行、列またはセルへのポインタ。参照の指定にはいくつか

の方法があります。参照構文:
GridName.GridElement[segment(range)].property

関数 埋込み関数
例:
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• 次の例は、30という値を戻します。
sum(10,20)

• 次の例は、3つの行の和を戻します。
sum(row[1],row[6],row[8])

• 次の例は、3つの集約列の和を戻します。
sum(column[E], column[G], column[I])

式の行に IDESCが含まれている場合、合計には親とその子孫がすべて含まれます。
たとえば、フォームは、次の行(および各メンバーの子)で作成されます:

IDESC("Mem1"), IDESC("Mem2"), IDESC("Mem3"), IDESC("Mem4")

式の行が次の式で追加される場合:

SUM(ROW[1],ROW[2],ROW[3],ROW[4])

フォームがデータ・エントリのために開かれたとき、式の行によりすべての親とその子の合計
が戻されます。

Truncate/Trunc
Truncateは、指定した桁で数値を除去する算術関数です。
構文:

Trunc (arg1, integer)

• ここで、引数 1は、次のいずれかの引数を取ります:

表 B-23 Truncate/Trunc関数の引数

引数 説明
数値 数値(例: 234.567)。
行、列またはセルの参照 グリッド内の行、列またはセルへのポインタ。参照の指定にはいくつ

かの方法があります。参照構文:
GridName.GridElement[segment(range)].property

関数 埋込み関数
• ここで、整数には、除去する桁数を指定します。

– 正の整数は、小数点の右側の有効桁数を決定します。
– 整数にゼロ(0)を指定すると、小数点の左側にある整数を戻します。
– 負の整数は、小数点の左側の切り捨てられた有効桁数を示します。

例:
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次の文では、正の整数 2を指定しています。小数点以下 2桁で除去されます。
Trunc(234.567, 2) = 234.56

次の文ではゼロ(0)を整数値として指定しています。小数点以下の数字はすべて除去されます。
Trunc(234.567, 0) = 234

次の文では、負の整数-2を指定しています。小数点以下の数字はすべて除去され、整数の最後
の 2桁は切り捨てられます。
Trunc(234.567, -2) = 200

ノート:

セル、列または行に事前に適用されているフォーマットは、Trunc関数を使用した場
合でも維持されます。たとえば、事前に小数点以下 3桁まで表示するようにフォーマ
ットされているセルで Trunc関数を使用すると、Trunc(234.567, 0) = 234.000のよ
うになります。

Variance/Var
Varianceは、現在の勘定科目の種別に基づいて、指定された値の差異を評価する財務関数で
す。たとえば、費用または負債勘定科目での正の結果は減少を示すので、負数として表示され
ます。この関数は、UDA勘定科目タイプ(資産、負債、資本、収益および費用)で使用できます。
構文:

Var (reference1, reference2)

reference1と reference2は、差異を計算するための、同じ勘定科目ディメンションのメンバー
の行、列またはセルの参照です。
計算結果
次の表は、勘定科目で Variance関数を使用した場合の計算結果を示しています。

表 B-24 Variance関数を使用した場合の計算結果

列 A 列 B Var ([A] , [B])=0 Var ([A] , [B])>0 Var ([A] , [B])<0

資産 資産 0 正の値を戻します 負の値を戻します
負債 負債 0 正の値を戻します 負の値を戻します
資本 資本 0 正の値を戻します 負の値を戻します
収益 収益 0 正の値を戻します 負の値を戻します
費用 費用 0 負の値を戻します 正の値を戻します
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Varianceの動作
• Variance関数は、同じ勘定科目の種別での比較を要求します。販売と費用など、2つの異
なる勘定科目の種別を比較する場合、Variance関数は、勘定科目の種別の論理を適用せず、
単純な計算を実行します。例:

表 B-25 2つの異なる勘定科目の種別を比較する場合の Variance関数の結果

販売 費用 結果
-400 100 -500

• Variance関数を勘定科目タイプ以外のディメンションに適用すると、実行時に#ERRORを
戻します。

• #MISSINGのセルは、IfNonNumberプロパティを指定していないかぎり、ゼロ(0)として扱
われます。

例
Variance関数で使用できる参照は、セル、列または行のみです。
表 B-26 Variance関数の構文の例

構文 例
列を参照する構文の例: Var ([A], [B])
行を参照する構文の例: Var ([3], [4])
セルを参照する構文の例: Var (Cell [3,A], [3,B])

次に、列 A (実績)と列 B (予算)の差異を計算する例を示します:

Var([A],[B]) 

この例では、次のレポートが作成されます:

                               Year   Product Market 

                      Actual   Budget Variance 

                    ======== ======== ======== 

Sales(Income)       400,855  373,080    27,775 

COGS (Expense)      179,336  158,940   -20,396 

付録 B
式の関数
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VariancePercent/VarPer
VariancePercentは、現在の勘定科目の勘定科目タイプに基づいて指定された値の差異をパー
セントで評価する財務関数です。収益、フロー、資産、または残高の勘定科目では、正の結果
は増加を示すため、正数で表示されます。費用または負債の勘定科目では、正の結果は減少を
示すため、負数で表示されます。
構文:

VarPer (reference1, reference2)

ここで、reference1と reference2は、VariancePercent関数の結果を計算する勘定科目ディメ
ンションと同じディメンションのメンバーである行、列またはセルへの参照です。
計算結果
次の表に、UDAの勘定科目を、VariancePercent関数で計算した結果を示します。

表 B-27 VariancePercent関数を使用した場合の計算結果

列 A 列 B VarPer ([A] , [B])=0 VarPer ([A] , [B])>0 VaPer ([A] , [B])<0

資産 資産 0 正の値を戻します 負の値を戻します
負債 負債 0 負の値を戻します 正の値を戻します
資本 資本 0 正の値を戻します 負の値を戻します
収益 収益 0 正の値を戻します 負の値を戻します
費用 費用 0 負の値を戻します 正の値を戻します

VariancePercentの動作
• VariancePercent関数は、同じ勘定科目の種別間での比較を要求します。販売と費用など、

2つの勘定科目の種別間で比較すると、VariancePercent関数は、勘定科目の種別の論理を
適用せず、単純な計算を実行します。例:

表 B-28 2つの勘定科目の種別を比較する場合の VariancePercent関数の計算結果

販売 費用 結果
-400 100 -5.

• VariancePercent関数を勘定科目タイプ以外のディメンションに適用すると、実行時に
#ERRORを戻します。

• #MISSINGのセルは、Ifnonnumberプロパティを指定していないかぎり、ゼロ(0)として扱
われます。

例
VariancePercent関数で使用できる参照は、セル、列または行のみです。

付録 B
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表 B-29 VariancePercent関数の構文の例

構文 例
列を参照する構文の例 VarPer ([A], [B])
行を参照する構文の例 VarPer ([3], [4])
セルを参照する構文の例 VarPer (Cell [3,A], [3,B])

次に、列 A (実績)と列 B (予算)の VariancePercentを計算する例を示します:

VarPer([A],[B]) 

列を比較する場合の VariancePercent関数の結果の例
この例では、次のレポートが作成されます:

付録 B
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C
アプリケーションの最適化

アプリケーションのパフォーマンスを最適化するためのベスト・プラクティスについて学習し
ます。
次も参照:

• パフォーマンスの最適化

パフォーマンスの最適化
次の方法でパフォーマンスを最適化します:

• ディメンションを密または疎として戦略的に割り当て、最も高い密度から最も低い密度へ
と順序付けします(疎ディメンションおよび密ディメンションについて、ディメンションの
順序変更についておよび簡易ディメンション・エディタでのディメンションの編集を参
照)。

• 「欠落ブロックの抑制」オプションを設定します(フォーム・グリッド・プロパティの設定
を参照)。

関連項目:

• #MISSING値の書込み
• その他の最適化のヒント

ディメンションの順序変更について
ディメンションの順序は、アプリケーションの構造およびパフォーマンスにとって重要です。
ディメンションの順序を変更する時にパフォーマンスを最適化します:

• 期間と勘定科目を密にし、密ディメンションは密の度合いが高い順に順序付けします。通
常、最も密なものは期間であり、その後に勘定科目が続きます。密ディメンションは疎デ
ィメンションより計算が高速です。

• 疎ディメンションを集約および非集約ディメンションに分離します。集約ディメンション
を非集約ディメンションの前に配置します。疎ディメンションを最大から最小の密へと並
べ替えます。エンティティなどの集約ディメンションは、子を親に集約して新しいデータ
を作成します。シナリオなどの非集約ディメンションは、子を作成してデータを作成しま
せん。

#MISSING値の書込み
セル内の「#MISSING」はセルがデータを含まないことを示しますが、セル内のゼロはデータ
値です。#MISSINGによりデータベースのサイズが小さくなり、パフォーマンスを改善します。
セルに#MISSINGを書き込むには:

1. 変更するセルを選択します。

C-1



連続したセルを選択できます。範囲内で左上のセルをクリックして、[Shift]キーを押しなが
ら範囲の右下のセルをクリックして選択します。行と列の見出しをクリックすることによ
り行と列を選択できます。[Shift]キーを押しながらクリックすることにより行または列の
範囲を選択します。
デザイナがフォームを設定して欠落データを抑制した場合、行全体が#MISSING (データな
し)を含み、行はフォーム上に表示されません。

2. 次のいずれかの操作を実行します。
• [Delete]を押します。
• #missingと入力します。
スマート・リストを使用して、#MISSINGを入力することもできます。

3. 「保存」をクリックします。
フォームを保存すると、セルの値が#MISSINGに設定されます。

その他の最適化のヒント
• 密ディメンションの上位メンバーを「動的計算」に設定します。
• 不必要なデータや履歴データをクリアします。たとえば履歴データを別のキューブに移動
して現在のキューブのデータベース・サイズを縮小します。

• 大きなフォームをより少ない行および列を含む複数のより小さいフォームに分割します。
関連フォームはフォルダに編成します。

• 勘定科目注釈の使用はパフォーマンスに影響を与えるので、控えめに使用します。
• 最初にアプリケーションを起動してフォームを開くときには、キャッシュがロードされる
ので、後続のセッションよりも時間がかかります。そのため、ユーザーがアプリケーショ
ンの使用を開始する前に、アプリケーションを起動して最もよく使用されるフォームを開
き、ユーザーによるロード時間を短縮します。

付録 C
パフォーマンスの最適化
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D
アプリケーション・アーティファクトの理解

アプリケーション内のアーティファクトについて学習します。
各アーティファクトに対して次の情報が表示されます。
• アーティファクト : アーティファクト名
• 説明: アーティファクトの説明
• 最終変更時間: このパラメータがサポートされている場合は、アーティファクトがインポー
トされた時間を反映します。アーティファクトの中には、最終変更時間のパラメータをサ
ポートしないものがあります。

• 最終変更ユーザー: このパラメータがサポートされている場合は、アーティファクトを最後
に変更したユーザーを反映します。アーティファクトの中には、最終変更ユーザーのパラ
メータをサポートしないものがあります。

• 編集可能: 「はい」の場合は、アーティファクトを右クリックして編集用にアーティファク
トをエクスポートを選択することでデスクトップにアーティファクトをダウンロードでき
ます。変更された後、アーティファクトを右クリックして編集後にアーティファクトをイ
ンポートを選択することで Planningにアーティファクトをインポートして戻すことがで
きます。

• 依存: アーティファクトの依存関係を一覧表示します

Planningアーティファクト
Planningアーティファクトは、「移行」の「カテゴリ」タブにある「Planning」ノードの下にリ
ストされます。

構成アーティファクト
表 D-1 構成アーティファクト

アーティファクト 説明 最終変更時
間

最終変更ユ
ーザー

編集可能 依存

アドホック・オプシ
ョン

抑制オプション、精度オプション、置換オ
プション、Webグリッドのデータに影響す
るその他のオプション

いいえ いいえ はい: XML アドホック・フ
ォーム

データ・ロードの設
定

データを Essbaseデータベースに直接ロ
ードできるようにするため、ユーザーが設
定できるパラメータ

いいえ いいえ はい: XML 関連付けられた
ディメンション

プロパティ: アプリ
ケーションの定義
およびアプリケー
ションの設定

ユーザーが、電子メール通知、別名表およ
び表示オプションなどのプリファレンス
を設定できるようにする機能

いいえ いいえ はい: XML なし

ユーザー・プリファ
レンス

ユーザーがアプリケーション、表示、印刷
およびユーザー変数に設定できるプリフ
ァレンス

いいえ いいえ はい: XML ユーザー変数
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表 D-1 (続き) 構成アーティファクト

アーティファクト 説明 最終変更時
間

最終変更ユ
ーザー

編集可能 依存

ユーザー変数 ユーザーのメンバー選択に基づいて、フォ
ームを動的に配置し、指定されたエンティ
ティのみを表示します。たとえば、
Departmentというユーザー変数を使用
すると、特定の部署および従業員を表示で
きます

いいえ いいえ はい: XML 関連付けられた
ディメンション

Essbaseデータ・アーティファクト
ノート:

Essbaseデータのインポートは、アプリケーションを本番から本番/テスト(クローニ
ング)に移行する場合のみです。増分更新を行っている場合は Essbaseデータ・アー
ティファクトをインポートしないでください。

表 D-2 Essbaseデータ・アーティファクト

アーティファクト 説明 最終変更時間 最終変更ユーザー ファイル・システム
で編集可能?

依存

Essbaseデータ Planning Essbase
データ

いいえ いいえ いいえ なし

グローバル・アーティファクト
表 D-3 グローバル・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更
時間

最終変更
ユーザー

編集可能 依存

属性ディメンシ
ョン

ディメンションのメンバーの属性や特質に基
づいて分析が可能なディメンション

はい いいえ はい: CSV なし
自動プレディク
ト

自動プレディクトのプレディクション定義 はい はい いいえ 関連付けられたディ
メンション

Calculation
Managerルール
セット

同時または連続の計算が可能なルールおよび
その他のルール・セットを含むオブジェクト

はい はい はい: XML なし

カスタム・メニュ
ー

サービス管理者が作成する企業に固有または
アプリケーションに固有のメニューです。ユ
ーザーはメンバーを右クリックして、メニュ
ー・アイテムを選択し、URL、データ・フォ
ームまたはワークフローを開くことができま
す。

はい いいえ はい: XML メニューのタイプが
ワークフローの場合
は、承認ユニットにな
ります

ダッシュボード ビジネス・ニーズに適した方法で編成および
表示される、キー情報の概要表示。

はい はい はい: XML 関連データ・フォーム

付録 D
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表 D-3 (続き) グローバル・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更
時間

最終変更
ユーザー

編集可能 依存

為替レート ある通貨から別の通貨に変換する際に使用す
る数値です。たとえば、1USDを EURに変換
する場合、為替レートの 0.8936に米ドルを乗
じます。$1に相当する欧州ユーロは 0.8936
です。

はい いいえ はい: CSV 通貨、期間、および年

ジョブ カスタマイズされたアクション はい はい はい: XML 関連付けられたディ
メンション

承認ユニット階
層

予算プロセスの一部とするアプリケーション
の承認ユニットおよびメンバーを指定します

はい はい はい: XML エンティティ、シナリ
オ、バージョンおよび
その他の関連付けら
れたディメンション

レポート・マッピ
ング

Planningアプリケーションとレポート・アプ
リケーションの間のディメンションをマッピ
ングすると、集計のためにレポート・アプリ
ケーションの Planningデータに対するレポ
ート、スマート・リストでの集約および問合
せ、および複数のレポート・アプリケーショ
ンへの Planningデータのリンクが有効にな
ります

はい はい はい: XML 関連付けられたディ
メンションおよびス
マート・リスト

スケジュール 定期的に実行するよう設定されているアクシ
ョンのスケジュール情報。

はい はい はい: XML 関連付けられたビジ
ネス・ルール、レポー
ト・マッピング、ジョ
ブ

スマート・リスト ユーザーが、データを入力するかわりにセル
のデータからアクセスするカスタム・ドロッ
プダウン・リスト

いいえ いいえ はい: CSV なし

拡散パターン 親から子へのデータを分散する方法を判別す
るカスタム拡散パターンです。パターンは、
「一括割当て」および「グリッド分散」メニュ
ーから選択できます。

いいえ いいえ はい: XML なし

標準ディメンシ
ョン

1つのキューブに関連付けられているディメ
ンション

はい いいえ はい: CSV なし
代替変数 定期的に変更される情報のグローバル・プレ

ースホルダ
いいえ いいえ いいえ なし

タスク・リスト 特定のユーザーについて、タスクの詳細ステ
ータスを示すリスト

はい いいえ はい: XML タスクのタイプがデ
ータ・フォームの場合
は、関連付けられたデ
ータ・フォームになり
ます。タスクのタイ
プがワークフローの
場合は、承認ユニット
になります。

付録 D
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キューブ・アーティファクト
表 D-4 キューブ・アーティファクト

アーティファクト 説明 最終変更時間 最終変更ユー
ザー

編集可能 依存

属性ディメンショ
ン

ディメンションのリスト。ディメンショ
ンのメンバーの属性や特質に基づいて分
析が可能

はい いいえ はい: CSV なし

Calculation
Managerルール

コンポーネントでグループ化されたテン
プレートと計算を含めることのできるオ
ブジェクト

はい はい はい:
XML

なし

データ・フォーム Webブラウザなどのインタフェースか
らデータベースにデータを入力でき、デ
ータまたは関連テキストを表示して分析
できるグリッド表示です。一部のディメ
ンション・メンバー値は固定され、デー
タが特定の視点から表示されます。
フォームには、ビジネス・ポリシーおよ
びプラクティスの実装に役立つ事前定義
されたデータ検証ルールが含まれます。
入力したデータが検証ルールに違反した
場合は、データ・フォームにエラーまた
は警告が生成されます。

はい いいえ はい:
XML

関連付けられたメ
ニュー、ユーザー
変数およびディメ
ンション

標準ディメンショ
ン

1つのキューブに関連付けられているデ
ィメンションのリスト

はい いいえ はい: CSV 属性ディメンショ
ン(存在する場合)

代替変数 定期的に変更される情報のグローバル・
プレースホルダ

いいえ いいえ いいえ なし

リレーショナル・データのアーティファクト
表 D-5 リレーショナル・データのアーティファクト

アーティファクト 説明 最終変更時間 最終変更ユー
ザー

編集可能 依存

勘定科目の注釈 プレーン・テキストまたは URLリンクに
なっている、勘定科目に関連付けられた
コメント

いいえ いいえ はい:
XML

Account、Entity、
Scenario、および
Versionの各ディ
メンション

通知 通常は企業の情報やデモなどを表すお知
らせ

いいえ いいえ はい:
XML

なし
セル・テキスト セルに関連付けられたテキストの注釈 いいえ いいえ はい:

XML
なし

承認ユニット シナリオ、バージョン、およびエンティ
ティの交差におけるデータ・スライス。
プラン・データの準備、確認、注釈付け
および承認のための基本単位

いいえ いいえ はい:
XML

Entity、Scenario、
および Version
の各ディメンショ
ン

サポート詳細 セルの値を算出した計算および仮定 いいえ いいえ はい:
XML

なし
タブレット・アクセ
ス

モバイル・デバイスに対して有効な
Planningのアーティファクト

いいえ いいえ はい:
XML

なし

付録 D
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表 D-5 (続き) リレーショナル・データのアーティファクト

アーティファクト 説明 最終変更時間 最終変更ユー
ザー

編集可能 依存

テキスト値 データ型がテキストのセルにデータを保
管するテキスト

いいえ いいえ はい:
XML

なし

セキュリティのアーティファクト
ノート:

アクセス権限は、リソースに対してユーザーが実行できる一連の操作です。

表 D-6 セキュリティのアーティファクト

アーティファクト 説明 最終変更時間 最終変更ユ
ーザー

編集可能 依存

アクセス権限: ユー
ザー

有効なシステム・ユーザーとしてプロビ
ジョニングされた企業の担当者

いいえ いいえ はい:
XML

なし
アクセス権限: グル
ープ

複数のユーザーに同様のアクセス権限を
割り当てるためのコンテナ

はい いいえ はい:
XML

なし

付録 D
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E
Smart Viewを使用したアプリケーションの管理

インストール、表示の制御、テンプレートのダウンロード、アプリケーションの作成、更新、
削除など、Smart Viewでアプリケーションを管理する方法を理解します。プランニング管理拡
張機能と Officeのオートコレクトについても学習します。
次も参照:

• Smart Viewでのアプリケーションの管理について
• アプリケーション管理のための Smart Viewとその管理拡張機能のインストール
• Smart Viewでのアプリケーション管理オプションの表示の制御
• アプリケーション・テンプレートのダウンロード
• アプリケーションの作成
• アプリケーション・テンプレートでのアーティファクトの操作
• Smart Viewでのアプリケーションの更新
• アプリケーションの削除
• プランニング管理拡張機能と Officeのオートコレクト

Smart Viewでのアプリケーションの管理について
適用先: フリーフォーム、Planning

サービス管理者は、Oracle Smart View for Officeと Oracle Smart View for Office (Mac and
Browser)で、Excelを使用して Planningアプリケーション、Planningモジュール・アプリケー
ションおよびフリーフォーム・アプリケーションを作成および管理できます。

ノート:

Smart Viewおよび Smart View (Mac and Browser)でアプリケーションを作成および
管理するには、サービス管理者権限が必要です。

ダウンロード可能な Excelテンプレート・ワークブックを使用すると、Smart Viewでアプリケ
ーションをすばやく作成し、モデリングおよび管理できます。アプリケーション・テンプレー
ト・ワークブックのワークシートを変更することで、アプリケーションのプロパティ、ディメ
ンションとメンバーのプロパティ、セキュリティ(アクセス権限)および代替変数をニーズにあ
わせて定義できます。また、テンプレート・ワークブックからデータをロードすることもでき
ます。
アプリケーションが作成されると、ユーザーはそのアプリケーションを Oracle Smart View for
Office、Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)またはWebアプリケーションから使用

E-1



できます。サービス管理者は、必要に応じて Smart Viewでアプリケーションをさらに更新お
よびリフレッシュできます。Smart Viewからアプリケーションを削除することもできます。
Smart Viewでのアプリケーション管理は、お使いのビジネス・プロセス環境で迅速かつ簡単に
アプリケーションを起動して実行する方法です。
開始するには、アプリケーション管理のための Smart Viewとその管理拡張機能のインストー
ルのトピックを参照してください
インストールしたら、まず Smart Viewで使用可能なアプリケーション・テンプレート・ワー
クブックをダウンロードして編集します。または、ビジネス・プロセスの「ダウンロード」メ
ニューからアプリケーション・テンプレート zipファイルをダウンロードします。テンプレー
ト zipファイルには、Planning、Planningモジュールおよびフリーフォーム・アプリケーショ
ンのスターター・ワークブックおよびサンプル Planningアプリケーション・ワークブックが含
まれています。アプリケーション・テンプレートのダウンロードを参照してください。

ノート:

22.03以降、単一の Excelテンプレート・ワークブック
PlanningApplicationTemplate_FreeForm.xlsxを使用して、フリーフォーム・ビジ
ネス・プロセス用の複数キューブ・アプリケーション(最大 12個の ASOキューブと
BSOキューブの任意の組合せ)を作成できます。
複数キューブ・フリーフォーム・テンプレートは、単一キューブ・フリーフォーム
ASOまたは BSOアプリケーションを作成可能にした、以前は使用可能であった 2つ
のテンプレートに置き換わるものです。

次に、アプリケーションの作成に進み、アプリケーション・テンプレートでのアーティファク
トの操作に記載されている情報を使用して、要件に従ってテンプレートを変更します。

ノート:

Webでのアプリケーションの作成の詳細は、ビジネス・プロセスのドキュメントを参
照してください:

• Planningの管理の Planningアプリケーションの作成
• フリーフォームの管理のフリーフォーム・アプリケーションの作成
• Planningモジュールの管理のアプリケーションの設定

付録 E
Smart Viewでのアプリケーションの管理について
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ビデオ

目的 視聴するビデオ
Smart Viewでのアプリケーションの作成について
学習します。
このビデオは、Oracle Smart View for Officeを使
用して Planningアプリケーションを作成するプロ
セスを示していますが、この概念は Oracle Smart
View for Office (Mac and Browser)、およびフリ
ーフォームと Planningモジュールのビジネス・プ
ロセスにも適用されます。

 概要: Smart Viewを使用した Planning
Cloudアプリケーションの作成および管理

アプリケーション管理のための Smart Viewとその管理
拡張機能のインストール

この付録で説明するほとんどの手順は Smart View内で実行されますが、Smart Viewでのアプ
リケーション管理オプションの表示の制御およびWebインタフェースからのアプリケーショ
ン・テンプレート zipファイルのダウンロードを除きます。

ノート:

アプリケーション管理は、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management
のビジネス・プロセス(Planning、Planningモジュールおよびフリーフォーム)でサポ
ートされています。

開始する前に、Windowsベースの Oracle Smart View for Officeまたは Oracle Smart View for
Office (Mac and Browser)、あるいはその両方のどれを使用する予定かに応じて、次のことを実
行してください:

• Windowsベースの Smart View: Smart Viewをインストールします。
Windowsベースの Smart Viewでは、アプリケーション管理機能を使用するために管理拡
張機能は必要ありません。
Windowsベースの Oracle Smart View for Officeのインストールを参照してください

• Smart View (Mac and Browser): ディメンション・エディタのオプションを選択して、
Smart View (Mac and Browser)をデプロイします。
Smart View (Mac and Browser)でアプリケーション・テンプレートを操作するには、ディ
メンション・エディタのオプションを選択する必要があります。
Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)とその管理拡張機能のデプロイを参照し
てください

Windowsベースの Oracle Smart View for Officeのインストール
Smart ViewのWindowsクライアントベースのバージョンを使用するには、Smart Viewをイン
ストールする手順について管理者用スタート・ガイドのクライアントのダウンロードおよびイ
ンストールを参照してください。

付録 E
アプリケーション管理のための Smart Viewとその管理拡張機能のインストール
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ノート:

Windowsベースの Smart Viewでは、アプリケーション管理を使用するときに管理拡
張機能は必要ありません。

インストールしたら、まず Smart Viewで使用可能なアプリケーション・テンプレート・ワー
クブックをダウンロードして編集するか、Webからテンプレート zipファイルをダウンロード
します。
• デフォルトでは、Planningアプリケーション・ワークブック・テンプレートを Smart View
から直接ダウンロードできます。

• あるいは、Planning、Planningモジュールまたはフリーフォーム・ビジネス・プロセスの
ダウンロード・ページからアプリケーション・テンプレート zipファイルをダウンロード
します。テンプレート zipファイルには、これらのビジネス・プロセスのスターター・ア
プリケーション・テンプレート・ワークブックおよびサンプル Planningアプリケーショ
ン・ワークブックが含まれています。

Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)とその管理拡張機能のデプロイ
Smart Viewの Macベースまたはブラウザベースのバージョンを使用するには、ディメンショ
ン・エディタのオプションを有効にして Smart View (Mac and Browser)マニフェスト・ファイ
ルをデプロイする必要があります。
ディメンション・エディタのオプションを有効にして Smart View (Mac and Browser)をデプロ
イする手順については、Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)のデプロイと管理の次
のトピックを参照してください:

• マニフェスト・ファイルの作成および保存
• 管理拡張機能の有効化
• サイドロードとログインまたは Office 365ユーザーに対するマニフェスト・ファイルのデ
プロイ

Smart Viewでのアプリケーション管理オプションの表
示の制御

Web、Oracle Smart View for Officeまたは Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)で新
しいアプリケーションが作成されると、デフォルトですべてのアプリケーション管理オプショ
ンがいずれかのバージョンの Smart Viewでサービス管理者に対して表示されます。
Planning、Planningモジュールまたはフリーフォームの「Smart Viewでアプリケーション管
理オプションを抑制」オプションを使用すると、「アプリケーションの更新」および「アプリケ
ーションの削除」という 2つのオプションの表示と非表示を切り替えることができます。
この設定と、アプリケーション管理オプションの表示は、サービス管理者にのみ適用されます。
Smart Viewで「アプリケーションの更新」および「アプリケーションの削除」オプションの表
示を制御するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックし、「設定」をクリックします。
2. 「Smart Viewでアプリケーション管理オプションを抑制」の設定を選択します。

付録 E
Smart Viewでのアプリケーション管理オプションの表示の制御
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• はい: アプリケーション・オプションは、Smart Viewに表示されません。
• いいえ: デフォルト。アプリケーション・オプションは、Smart Viewに表示されます。

3. 「保存」をクリックします。

ノート:

Web、Oracle Smart View for Officeまたは Oracle Smart View for Office (Mac and
Browser)のいずれであっても、新しいアプリケーションが作成されると常に、「Smart
Viewでアプリケーション管理オプションを抑制」設定はデフォルトで「いいえ」と
なり、「アプリケーションの更新」および「アプリケーションの削除」オプションが
自動的に表示されます。オプションを非表示にするには、前述の手順を実行してくだ
さい。

アプリケーション・テンプレートのダウンロード
次も参照:

• Smart Viewでのテンプレートのダウンロード
• Webインタフェースからのアプリケーション・テンプレート zipファイルのダウンロード

Smart Viewでのテンプレートのダウンロード
Smart Viewにサービス管理者としてログインすると、「テンプレートのダウンロード」コマン
ドが「Smart Viewパネル」(Windows)および「Smart Viewホーム」パネル(Mac and Browser)
に表示されます。
ダウンロードしたデフォルトのテンプレートをすぐに使用して、Planningアプリケーションの
作成を開始できます。または、テンプレートを変更して、独自のカスタム・アプリケーション
を作成することもできます。
Smart Viewからデフォルトのアプリケーション・テンプレートをダウンロードするには:

1. Smart Viewで適用可能なデータ・ソースにログインします。
2. 次のいずれかのアクションを行います:

• 「Smart View」パネル(Windows)で、パネルの下部にある「テンプレートのダウンロー
ド」コマンドをクリックします。

• 「Smart Viewホーム」パネル(Mac and Browser)で、 をクリックし、ドロップダウン・
メニューから「テンプレートのダウンロード」を選択します。
プロンプトが表示されたら、クラウド・リポジトリにファイルを作成することを許可
します。

デフォルトのアプリケーション・テンプレート PlanningApplicationTemplate.xlsxが開
かれます。デフォルトのテンプレートには、標準の Planningアプリケーションの作成を開
始するために必要な基本要素が格納されています。
アプリケーション・テンプレートでのアーティファクトの操作の説明に従って、デフォル
トのテンプレートを編集してカスタム・アプリケーションを作成することもできます。

付録 E
アプリケーション・テンプレートのダウンロード
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Planningモジュール、フリーフォームまたはサンプルの Planningのテンプレートをダウン
ロードするには、Webインタフェースからのアプリケーション・テンプレート zipファイ
ルのダウンロードに示すように、Webからアプリケーション・テンプレートの zipファイ
ルをダウンロードします。

Webインタフェースからのアプリケーション・テンプレート
zipファイルのダウンロード

Planning、Planningモジュールまたはフリーフォームにサービス管理者としてログインすると、
次のアプリケーション・テンプレート・ワークブック・ファイルが格納された zipファイルを
ダウンロードできます:

• PlanningApplicationTemplate.xlsx: Planningアプリケーションを作成します。
• PlanningApplicationTemplate_epbcs.xlsx: Planningモジュール・アプリケーションを作
成します。

• PlanningApplicationTemplate_FreeForm.xlsx: フリーフォーム・アプリケーションを作成
します。

• PlanningApplicationTemplate_sample.xlsx: Planningサンプル・アプリケーション(サン
プル)を作成します。

ノート:

22.03以降、単一の Excelテンプレート・ワークブック
PlanningApplicationTemplate_FreeForm.xlsxを使用して、フリーフォーム・ビジ
ネス・プロセス用の複数キューブ・アプリケーション(最大 12個の ASOキューブと
BSOキューブの任意の組合せ)を作成できます。
複数キューブ・フリーフォーム・テンプレートは、単一キューブ・フリーフォーム
ASOまたは BSOアプリケーションを作成可能にした、以前は使用可能であった 2つ
のテンプレートに置き換わるものです。

アプリケーション・テンプレートの zipファイルをダウンロードするには:

1. クライアント・ソフトウェアをインストールまたはデプロイするコンピュータからビジネ
ス・プロセス・インスタンスにアクセスします。

2. Planning、Planningモジュールまたはフリーフォームのホーム・ページで画面の右上隅の
ユーザー名をクリックし、「設定およびアクション」にアクセスします。

3. 「ダウンロード」を選択します。
4. ダウンロード・ページの「プランニング拡張機能」セクションで、アプリケーション・テ
ンプレートのダウンロードをクリックします。

5. zipファイルをローカルまたはアクセス可能なサーバー上の場所に保存し、その内容を解凍
します。
次のファイルが保存されているはずです。
• PlanningApplicationTemplate.xlsx
• PlanningApplicationTemplate_epbcs.xlsx

付録 E
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• PlanningApplicationTemplate_FreeForm.xlsx
• PlanningApplicationTemplate_sample.xlsx

6. 作業するテンプレート・ファイルを Excelで開いて、アプリケーションの作成に進み、ア
プリケーション・テンプレートでのアーティファクトの操作に記載されている情報を使用
して、要件に従ってテンプレートを変更します。

アプリケーションの作成
Oracle Smart View for Officeおよび Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)では、サー
ビス管理者は、ダウンロードしたテンプレートを変更せずにそのまま使用して新しいアプリケ
ーションを作成することも、変更したテンプレートに基づいて新しいアプリケーションを作成
することもできます。どちらの場合も、テンプレートがテンプレートのルールとガイドライン
に準拠している必要があります。
アプリケーションを作成する際に、次の作業を行うことができます。
• キューブの定義
• ディメンションの定義
• 限られた量のデータの追加
• セキュリティおよびアクセス権限の定義
• 代替変数の定義
アプリケーションを作成できるのはサービス管理者のみで、アプリケーションがクラウド・ビ
ジネス・プロセスに存在しない場合にかぎられます。アプリケーションを作成すると、そのオ
プションは「Smart Viewパネル」または「Smart Viewホーム」パネルに表示されなくなりま
す。
開始する前に、Excelを起動し、Smart Viewから、該当するデータ・ソースにログインする必
要があります。
Smart Viewで新しいアプリケーションを作成するには:

1. 次のアクションをまだ実行していない場合、いずれかを実行します。
• Smart Viewでのテンプレートのダウンロードの説明に従って、Planningのアプリケー
ション・テンプレートをダウンロードします。
アプリケーション・テンプレートをダウンロードすると、Smart Viewでテンプレート
が開きます。

• Webインタフェースからのアプリケーション・テンプレート zipファイルのダウンロ
ードの説明に従って、アプリケーション・テンプレート zipファイルをダウンロードし
て解凍し、いずれかのテンプレート・ファイルを開きます。

• 保存しているテンプレート・ファイルを開きます。
アプリケーションを作成する際には、Excelアプリケーション・テンプレート・ワークブッ
クが開いている必要があります。

2. オプション: 必要に応じてアプリケーション・テンプレートを編集し、保存します。
アプリケーション・テンプレート・ワークブックのワークシートを変更する方法の詳細は、
アプリケーション・テンプレートでのアーティファクトの操作を参照してください。

3. Smart Viewでアプリケーション・テンプレート・ワークブックを開いた状態で、「新規ア
プリケーションの作成」を選択します:

付録 E
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• Oracle Smart View for Office (Windows):

「Smart View」パネルのツリーでサーバー名を選択し、パネルの下部にある「新規アプ
リケーションの作成」コマンドにアクセスします。「新規アプリケーションの作成」コ
マンドには、サーバー名を右クリックしてアクセスすることもできます。

• Oracle Smart View for Office (Mac and Browser):
「Smart Viewホーム」パネルで、「アクション」ボタン をクリックし、ドロップダウ
ン・メニューから「新規アプリケーションの作成」を選択します。

アプリケーションの作成ステータスが Excelの左下隅に表示されます。
4. アプリケーションの作成プロセスが完了したら、アプリケーションが「Smart View」パネ
ル(Windows)または「Smart Viewホーム」パネル(Mac and Browser)に表示されていること
を確認します。
• Oracle Smart View for Office (Windows):

アプリケーション名が「Smart View」パネルのツリーに表示されます。フォルダおよ
びキューブを表示するには、アプリケーション名を展開します。

• Oracle Smart View for Office (Mac and Browser):

「Smart Viewホーム」パネルにアプリケーション・フォルダとキューブが表示されま
す。アプリケーション名は表示されません。

ノート:

アプリケーション作成の完了後、「ホーム」パネルがリロードされるときにア
ーティファクトが表示されます。「ホーム」パネルをリロードするには、「ア
クション」ボタン を右クリックして、アクティブなワークブック内のフレ
ームのリロード・オプションを選択します。

クラウド・ビジネス・プロセスごとに 1つのアプリケーションのみが許可されています。
アプリケーションを作成すると、「新規アプリケーションの作成」コマンドが「アプリケー
ション管理」ポップアップ・ウィンドウに表示されなくなります。
これで、該当するユーザーはアプリケーションを使用できます。
次のステップには、アプリケーション・テンプレート・ワークブックの更新などがありま
す。アプリケーションを削除し、新しいものを作成することもできます。参照:

• アプリケーション・テンプレートでのアーティファクトの操作
• Smart Viewでのアプリケーションの更新
• アプリケーションの削除

アプリケーション・テンプレートでのアーティファク
トの操作

次も参照:

• アプリケーション・テンプレートでのアーティファクトの操作について
• アプリケーションの定義
• ディメンションの定義

付録 E
アプリケーション・テンプレートでのアーティファクトの操作
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• 属性ディメンションの定義
• データの定義
• 代替変数の定義
• セキュリティの定義
• 拡張設定の定義

アプリケーション・テンプレートでのアーティファクトの操作
について

アプリケーション・テンプレートを編集する際には、アプリケーション・ワークブックで Excel
ワークシートを編集することになります。
アプリケーション・テンプレート・ワークブックには、アプリケーション・プロパティ、キュ
ーブ、ディメンションとメンバーのプロパティ、代替変数およびセキュリティを定義するため
のシートが含まれています。テンプレートを使用してデータをロードすることもできます。

アプリケーションの定義
アプリケーション・テンプレート・ワークブックで、定義ワークシートを使用してアプリケー
ションおよびキューブを定義します。テンプレート zipファイルに含まれているアプリケーシ
ョン定義ワークシートを開始点として使用して、含まれているワークシートを要件に合うよう
に編集できます。また、サンプル・アプリケーションのテンプレート・ファイルは、標準アプ
リケーションのガイドラインとして使用したり、調整して Planningモジュール・アプリケーシ
ョンまたはフリーフォーム・アプリケーションを作成することもできます。
アプリケーション・テンプレート・ワークブックでデータ・ワークシートを設定する際には、
次のワークフローに従います。
1. ワークシート名の定義
2. ワークシート・タイプの定義
3. アプリケーション・プロパティの定義
4. キューブの定義
ワークシート名の定義
ワークシート名は Excelのワークシート・タブに表示されます。ワークブックの最初のタブは
アプリケーション定義ワークシート用です。アプリケーション定義ワークシートに
「Definition」という名前を付けます。例:

ワークシート・タイプの定義
アプリケーション・ワークシートのセル A1にワークシート・タイプとしてアプリケーション定義
と入力します。図 1では、セル A1にアプリケーション定義というワークシート・タイプが入力さ
れています。
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図 E-1 アプリケーション定義ワークシートに表示されたワークシート・タイプとアプリケーシ
ョン・プロパティ

アプリケーション・プロパティの定義
アプリケーション・プロパティは、アプリケーションを作成するために必要な基本情報です。
一般に、必須プロパティは「アプリケーション名」、「アプリケーションの説明」および「アプ
リケーション・タイプ」のみです。その他のプロパティについては、指定しなければ、アプリ
ケーションの作成時にデフォルト値が入力されます。

ノート:

フリーフォーム・アプリケーションは、ワークブックのディメンション、属性ディメ
ンション、セキュリティ(アクセス権限)または代替変数を使用せずに、アプリケーシ
ョン・プロパティのみで作成できます。

表 1に、サポートされているプロパティ、デフォルト値および有効な値を示します。
表 E-1 アプリケーション・プロパティ

プロパティ 必須 値のタイプ デフォルト値 有効な値 コメント
アプリケーショ
ン名

はい テキスト Planningアプ
リケーションの
名前

説明 はい テキスト アプリケーショ
ンの説明
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表 E-1 (続き) アプリケーション・プロパティ

プロパティ 必須 値のタイプ デフォルト値 有効な値 コメント
アプリケーショ
ン・タイプ

はい テキスト 標準 標準: 最初は 2
つのキューブで
構成され、必要
に応じて後で追
加できる拡張ア
プリケーション
Enterprise: 別
称 EPBCS拡張
フリーフォー
ム: フリーフォ
ーム・アプリケ
ーション

Webインタフ
ェース上の選択
肢と類似

プランニング頻
度

いいえ テキスト 月次 月次
週次
四半期ごと
カスタム

週次配分 いいえ テキスト 445 均等
445
454
544

「プランニング
頻度」が「月次」
の場合にのみ該
当

年間の期間 いいえ 数値 13 「プランニング
頻度」が「カス
タム」の場合の
み

接頭辞 いいえ テキスト TP 「プランニング
頻度」が「カス
タム」の場合の
み

開始年 いいえ 数値 2010 4桁の年
終了年 いいえ 数値 2019 4桁の年

(開始年 + 年数
+ 1)として計算

会計年度の最初
の月

いいえ テキスト 1月 1-12月 「プランニング
頻度」が「月次」
の場合のみ

最初の会計年開
始日

いいえ 日付 「プランニング
頻度」が「四半
期ごと」または
「カスタム」の場
合のみ

ローリング予測 いいえ ブール はい True | False
はい | いいえ

月次カレンダの
場合のみ

ローリング予測
期間

いいえ 数値 6 1-36 「ローリング予
測」が「True」
の場合のみ

主要通貨 いいえ テキスト USD サポートされて
いるすべての通
貨コード
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表 E-1 (続き) アプリケーション・プロパティ

プロパティ 必須 値のタイプ デフォルト値 有効な値 コメント
複数通貨 いいえ ブール はい True | False

はい | いいえ
複数通貨タイプ いいえ テキスト 標準 標準

簡易
標準: 「標準」ま
たは「簡易」の
いずれかを選択
可能。デフォル
トは「簡易」
Enterprise: デ
フォルトのタイ
プは「簡易」

サンドボックス
別称サンドボッ
クス有効

いいえ ブール はい True | False
はい | いいえ

タスク・フロ
ー・タイプ

いいえ テキスト EPM Task
Manager

EPM Task
Manager
タスク・リスト

エントリが見つ
からない、また
は正しく型が設
定されていない
場合は、デフォ
ルトで EPM
Task Manager
になります。
ノート: このオ
プションは、
FreeFormアプ
リケーションに
は適用されませ
ん。

キューブの定義
アプリケーション・ワークシートでは、アプリケーション・プロパティの定義に使用するシー
トと同じシートにすべてのキューブがリストされます。
アプリケーション・ワークシートでキューブを定義するには、アプリケーション定義セクショ
ンの後に「キューブ」というラベルの行を追加します。たとえば、表 2では、「キューブ」という
行がワークシートの行 18に追加されています。
次の行で、列 Aに「名前」というラベルを追加し、列 Bに「タイプ」というラベルを追加しま
す。
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図 E-2 アプリケーション定義ワークシートのキューブ定義セクション

表 2に、キューブ定義に関連するプロパティを示します。キューブ名のみが必須です。「タイ
プ」列では、「BSO」または「ASO」を使用します。「タイプ」を空白のままにした場合は、
「BSO」がデフォルトで使用されることに留意してください。
すべてのアプリケーション・タイプ、Planning、Planningモジュールおよびフリーフォームで、
複数キューブおよび BSOキューブと ASOキューブの任意の組合せをサポートしています。
表 E-2 キューブ・プロパティ

ヘッダー名 必須 コメント
名前 はい キューブの名前
タイプ BSO

ASO
「BSO」がデフォルトです。セルを
空白のままにした場合は、「BSO」
が使用されます

ディメンションの定義
テンプレート・ワークブックで、アプリケーションのディメンションごとに新しいワークシー
トを作成します。サンプル・アプリケーションのテンプレートを含め、テンプレートで提供さ
れているワークシートをガイドとして使用できます。
アプリケーション・テンプレート・ワークブックでディメンション・ワークシートを設定する
際には、次のワークフローに従います。
1. ワークシート名の定義
2. ワークシート・タイプの定義
3. ディメンション名の定義
4. ディメンション・プロパティの定義
5. メンバーの定義
ワークシート名の定義
Excelのワークシート・タブでワークシート名を定義します。ディメンション・ワークシート
名には、ディメンション名に「Dim.」という接頭辞を付けたものを使用します。たとえば、
「Scenario」というディメンションの場合、ワークシートに「Dim.Scenario」という名前を付け
ます。例:
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ワークシート・タイプの定義
ディメンション・ワークシートのセル A1にワークシート・タイプとして「ディメンション」と入
力します。図 1では、セル A1に「ディメンション」というワークシート・タイプが入力されてい
ます。

図 E-3 アプリケーション・テンプレートのディメンション・ワークシートに表示されたワーク
シート・タイプとディメンション名

ディメンション名の定義
ディメンション・ワークシートで、ディメンション名を入力します。図 1では、セル B3に
「Scenario」というディメンション名が入力されています。
入力したディメンション名が存在しない場合は、アプリケーションの作成時に新しいカスタ
ム・タイプのディメンションが自動的に作成されます。
ディメンション・プロパティの定義
ディメンション・ワークシートでディメンション・プロパティを直接定義できます。「タイプ」
プロパティを使用して、勘定科目、年およびエンティティ・ディメンションのユーザー定義名
を指定し、それらを「勘定科目」、「年」または「エンティティ」ディメンション・タイプにマ
ップできます。必要に応じて、他のカスタム・ディメンションを定義することもできます。テ
ンプレート zipファイルのテンプレートには、勘定科目、年およびカスタム・ディメンション
の例とそれらのプロパティがガイドとして含まれています。

ノート:

フリーフォーム・アプリケーションは、ワークブックのディメンションまたはその他
のアプリケーション・プロパティ(属性ディメンション、セキュリティ(アクセス権
限)、代替変数など)なしで作成できます。

表 E-3 ディメンション・プロパティ

プロパティ 必須 値のタイプ デフォルト値 有効な値 コメント
名前 はい テキスト ディメンション

の名前
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表 E-3 (続き) ディメンション・プロパティ

プロパティ 必須 値のタイプ デフォルト値 有効な値 コメント
タイプ いいえ テキスト 勘定科目

期間
エンティティ

このプロパティ
を省略した場
合、つまり値を
指定しなかった
場合、このディ
メンションはカ
スタム・ディメ
ンションとして
解釈されます。

説明 いいえ テキスト オプションのデ
ィメンションの
説明。

別名 いいえ テキスト なし ディメンション
の別名

別名は、ディメ
ンション・メン
バーの代替名で
す。

別名表 いいえ テキスト いいえ 別名表 アプリケーショ
ンのデフォルト
の別名表。

階層タイプ いいえ テキスト 設定しない 設定しない
保管済
動的
複数

集約ストレー
ジ・キューブに
バインドされた
ディメンション
に使用できま
す。集約ストレ
ージ・ディメン
ションは、複数
階層をサポート
するために自動
的に有効になり
ます。複数階層
のディメンショ
ンの最初の階層
は「保管済」で
ある必要があり
ます。

密度 いいえ ブール 疎 密 | 疎 疎ディメンショ
ンには、メンバ
ーの組合せの多
くにデータ値が
存在しません。
密ディメンショ
ンには、メンバ
ーの組合せの多
くにデータ値が
存在します。
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表 E-3 (続き) ディメンション・プロパティ

プロパティ 必須 値のタイプ デフォルト値 有効な値 コメント
2パス計算 いいえ ブール いいえ はい | いいえ 親メンバーまた

は他のメンバー
の値に基づいて
メンバーの値を
再計算します。
「動的計算」また
は「動的計算お
よび保管」プロ
パティで、勘定
科目とエンティ
ティ・メンバー
に使用できま
す。

セキュリティの
適用

いいえ ブール いいえ はい | いいえ アプリケーショ
ン・テンプレー
トのセキュリテ
ィ・ワークシー
トに示されてい
るセキュリティ
に従って、ディ
メンション・メ
ンバーにセキュ
リティを設定す
ることを許可し
ます。

部分的共有 いいえ ブール いいえ はい | いいえ エンティティ・
ディメンション
では代替階層が
サポートされて
います。1つの
エンティティに
複数の親を含む
ことができ、各
親に別々にコン
トリビューショ
ンできます。こ
のようなメンバ
ーは部分共有エ
ンティティと呼
ばれ、エンティ
ティのすべての
インスタンス間
で入力データの
一部のみが共有
されます。
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表 E-3 (続き) ディメンション・プロパティ

プロパティ 必須 値のタイプ デフォルト値 有効な値 コメント
データ・ストレ
ージ

いいえ テキスト 保管 動的計算および
保管
動的計算
保管
共有しない
共有
ラベルのみ

「データ・ストレ
ージ」プロパテ
ィでは、連結が
格納される場所
と時期が定義さ
れます。たとえ
ば、デフォルト
では、メンバー
は「保管」とし
てタグ付けされ
ます。

パフォーマンス
順

いいえ 数値 なし 正数または負
数。たとえば:
1
-1

アプリケーショ
ンにおけるディ
メンションの評
価順序。

評価順序 いいえ 数値 なし 正数または負
数。たとえば:
1
-1

ディメンション
の順序により、
データ計算がど
のように実行さ
れるかが決定さ
れます。「評価
順」で、データ
交差にデータ型
の競合がある場
合に優先される
データ型を指定
できます。

表示オプション いいえ テキスト メンバー名また
は別名

「メンバー名ま
たは別名」では、
メンバー名また
は別名が表示さ
れます。
「メンバー名:別
名」では、左側
にメンバーが表
示され、右側に
別名が表示され
ます。
「別名:メンバー
名」では、左側
に別名が表示さ
れ、右側にメン
バーが表示され
ます。

アプリケーショ
ンのデフォルト
の表示オプショ
ンを設定しま
す。

メンバーの定義
ディメンション・ワークシートで、「Members」という見出し(Planningアプリケーション・テン
プレートのセル A5)の下に、メンバーとそのプロパティを追加します。メンバーのリストは、
データとメタデータのインポートおよびエクスポートに記載のフォーマットに準拠している必
要があります。必須プロパティの場合にかぎり、列を追加できます。欠落しているプロパティ
は、アプリケーション、キューブおよびディメンションのデフォルトに基づいて追加されます。
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図 E-4 標準 Planningアプリケーションの「Scenario」ディメンションのディメンション・ワ
ークシートの例

属性ディメンションの定義
テンプレート・ワークブックで、アプリケーションの属性ディメンションごとに新しいワーク
シートを作成します。Visionアプリケーションのテンプレートに含まれている属性ディメンシ
ョン・ワークシートをガイドラインとして使用できます。
アプリケーション・テンプレート・ワークブックで属性ディメンション・ワークシートを設定
する際には、次のワークフローに従います。
1. ワークシート名の定義
2. ワークシート・タイプの定義
3. 属性ディメンション名の定義
4. 属性ディメンション・タイプの定義
5. 基本ディメンションの定義
6. 属性メンバーの定義
ワークシート名の定義
Excelのワークシート・タブでワークシート名を定義します。ワークシート名には、ディメン
ション名に Attribute.という接頭辞を付けたものを使用します。たとえば、「Location」とい
う属性ディメンションの場合、ワークシートに「Attribute.Location」という名前を付けます。
例:

ワークシート・タイプの定義
属性ディメンション・ワークシートのセル A1にワークシート・タイプとして「属性」と入力し
ます。図 1では、セル A1に「属性」というワークシート・タイプが入力されています。
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図 E-5 アプリケーション・テンプレートの属性ディメンション・ワークシートに表示されたワ
ークシート・タイプと属性ディメンション・プロパティ

属性ディメンション名の定義
属性ディメンション・ワークシートで、ディメンション名を入力します。図 1では、セル B3
に「Location」という属性ディメンション名が入力されています。
属性ディメンション・タイプの定義
属性ディメンション・ワークシートで、属性ディメンション・タイプを入力します。図 1では、
セル B4に「テキスト」という属性ディメンション・タイプが入力されています。
有効な属性ディメンション・タイプは次のとおりです。
• テキスト
• 数値
• ブール
• 日付
基本ディメンションの定義
属性ディメンション・ワークシートで、属性ディメンションの基本ディメンションを入力しま
す。図 1では、セル B5に「エンティティ」という基本ディメンションが入力されています。
属性メンバーの定義
ディメンション・ワークシートで、セル A5の「メンバー」という見出しの下に、属性名とその
プロパティを追加します。属性メンバーのリストは、データとメタデータのインポートおよび
エクスポートに記載のフォーマットに準拠している必要があります。必須プロパティの場合に
かぎり、列を追加できます。欠落しているプロパティは、アプリケーション、キューブおよび
ディメンションのデフォルトに基づいて追加されます。

データの定義
アプリケーション作成テンプレートを使用すると、最大 1,000行のデータを Essbaseデータ・
フォーマットでロードできます。
テンプレート・ワークブックで、サンプル・アプリケーションのテンプレートに含まれている
データ・ワークシートをガイドラインとして使用して、アプリケーション・データ用のワーク
シートを作成します。または、テンプレートに含まれているワークシートを編集します。
アプリケーション・テンプレート・ワークブックでデータ・ワークシートを設定する際には、
次のワークフローに従います。
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1. ワークシート名の定義
2. ワークシート・タイプの定義
3. キューブ名の定義
4. データの定義
ワークシート名の定義
Excelのワークシート・タブでワークシート名を定義します。ワークシート名には、データの
ロード先キューブ名に「Data.」という接頭辞を付けたものを使用します。たとえば、「Plan1」
というキューブにデータをロードする場合は、それがわかるようにワークシートに
「Data.Plan1」という名前を付けます。「Data.」という必須の接頭辞の後に、データの識別に役
立つその他のインジケータを追加することもできます。たとえば、Plan1に実際のデータと履
歴データの比較をロードする場合は、ワークシートに「Data.Plan1.Actual」という名前を付け
ます。
 

 

ワークシート・タイプの定義
データ・ワークシートのセル A1に「キューブ」と入力し、このシートのデータをキューブにロ
ードすることを示します。図 1では、このワークシートにキューブにロードするデータが含ま
れていることを示すために、セル A1に「キューブ」と入力されています。

図 E-6 アプリケーション・テンプレートのデータ・ワークシートに表示されたワークシート・
タイプとキューブ名

キューブ名の定義
データ・ワークシートで、データのロード先キューブの名前を入力します。図 1では、セル B3
に「Plan1」というキューブ名が入力されています。
データの定義
データを Essbase列型フォーマットで定義します。各メンバー交差のヘッダーには「ディメン
ション」を使用します。
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代替変数の定義
アプリケーション・テンプレート・ワークブックで、サンプル・アプリケーションのテンプレ
ートに含まれている代替変数定義ワークシートをガイドラインとして使用して、代替変数用の
ワークシートを追加します。
代替変数は、標準アプリケーション、Enterpriseアプリケーションおよびフリーフォーム・ア
プリケーションについて定義できます。
アプリケーション・テンプレート・ワークブックで代替変数ワークシートを設定する際には、
次のワークフローに従います。
1. ワークシート名の定義
2. ワークシート・タイプの定義
3. 代替変数の定義
ワークシート名の定義
Excelのワークシート・タブでワークシート名を定義します。代替変数定義ワークシートに
「Variables」という名前を付けます。例:

ワークシート・タイプの定義
データ・ワークシートのセル A1に「代替変数」と入力し、このシートのデータをキューブに
ロードすることを示します。図 1では、このワークシートにアプリケーションの特定のキュー
ブにロードする代替変数情報が含まれていることを示すために、セル A1に「代替変数」と入力
されています。
図 E-7 アプリケーション・テンプレートの変数ワークシートに表示されたワークシート・タイ
プと代替変数

代替変数の定義
変数ワークシートで、図 1を参考にして、各代替変数の情報を次のフォーマットで追加します。
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• 「キューブ」列には、代替変数を適用するキューブの名前を入力します。例:

– 変数をすべてのキューブに適用する場合は、「すべてのキューブ」と入力します
– 変数を特定のキューブに適用する場合は、「Plan3」のように、該当するキューブ名を入
力します

– 変数をすべてのキューブではないものの複数のキューブに適用する場合は、各キュー
ブ名を 1行ずつ個別にリストします。たとえば、変数を Plan2と Plan3の 2つに適用
する場合は、「Plan2」のエントリと「Plan3」のエントリをそれぞれ別々の行に追加し
ます。

• 「名前」列には、代替変数名を入力します。図 1では、代替変数名は「CurrYr」、「NextYr」
および「CurVersion」です。

• 「値」列には、代替変数に使用する値を入力します。

セキュリティの定義
アプリケーション・テンプレート・ワークブックで、Visionアプリケーションのテンプレート
に含まれているセキュリティ定義ワークシートをガイドラインとして使用して、ユーザー権限
用のワークシートを追加します。
アプリケーション・テンプレート・ワークブックでユーザー権限ワークシートを設定する際に
は、次のワークフローに従います。
1. ワークシート名の定義
2. ワークシート・タイプの定義
3. セキュリティ・プロパティの定義
ワークシート名の定義
Excelのワークシート・タブでワークシート名を定義します。ユーザー権限を定義するセキュ
リティ・ワークシートに「Security」という名前を付けます。例:

ワークシート・タイプの定義
データ・ワークシートのセル A1に「セキュリティ」と入力し、このシートのデータをキューブ
にロードすることを示します。図 1では、このワークシートにアプリケーションに対するすべ
てのユーザー・アクセス権限がリストされることを示すために、セル A1に「セキュリティ」と
入力されています。

図 E-8 アプリケーション・テンプレートのセキュリティ・ワークシートに表示されたワークシ
ート・タイプ
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セキュリティ・プロパティの定義
セキュリティ・プロパティには、ユーザー名とその他のユーザー・アクセス情報が含まれます。
表 1に、サポートされているセキュリティ・プロパティを示します。
表 E-4 セキュリティ・プロパティ

プロパティ名 説明
名前 ユーザーまたはグループの名前
オブジェクト名 アーティファクト名
アクセス・モード 付与されている権限。デフォルトは NONEです。有効な値:

• READ
• WRITE
• READWRITE
• LAUNCH (オブジェクト・タイプがルールの場合に有効)
• NOLAUNCH (オブジェクト・タイプがルールの場合に有効)
• NONE: デフォルト

フラグ アクセスの適用時に使用されるメンバー関数デフォルトはMEMBERで
す。有効な値:
• MEMBER: デフォルト
• CHILDREN
• @ICHILDREN
• @DESCENDANTS
• @IDESCENDANTS

オブジェクト・タイプ アーティファクトのオブジェクト・タイプ。デフォルトは
SL_DIMENSION (ディメンション/メンバー)です。有効な値:
• SL_FORM - フォーム
• SL_COMPOSITE - 複合フォーム、インフォレットまたはダッシュボ

ード
• SL_TASKLIST - タスク・リスト
• SL_CALCRULE - ルール
• SL_FORMFOLDER - フォーム・フォルダ
• SL_CALCFOLDER - ルール・フォルダ
• SL_DIMENSION - ディメンション/メンバー: デフォルト
• SL_CALCTEMPLATE - テンプレート
• SL_REPORT - 管理レポート
• SL_REPORTSSHOT - 管理レポートのスナップショット

拡張設定の定義
アプリケーション・テンプレート・ワークブックで、サンプル・アプリケーションのテンプレ
ートに含まれている拡張設定ワークシートをガイドラインとして使用して、拡張設定用のワー
クシートを追加します。
拡張設定には次のとおりです:

• 評価順序
• パフォーマンス設定
• ディメンション・プロパティ(階層タイプ、2パス計算、データ・ストレージ・オプション
など)
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• 密度(集約ストレージ・アプリケーションの場合のみ)

• キューブへのディメンションの割当て
アプリケーション・テンプレート・ワークブックで拡張設定ワークシートを設定する際には、
次のワークフローに従います。
1. ワークシート名の定義
2. ワークシート名の定義
3. 評価順の定義
4. パフォーマンス設定の定義
5. ディメンション設定の定義
6. 密度設定の定義
7. キューブへのディメンションの割当て
ワークシート名の定義
拡張設定定義ワークシートに「Advanced Settings」という名前を付けます。例:

ワークシート・タイプの定義
データ・ワークシートのセル A1に「拡張設定」と入力し、このシートにアプリケーションの拡
張設定、つまりその他の設定が含まれていることを示します。図 1では、このワークシートに
アプリケーションの拡張設定が含まれていることを示すために、セル A1に「拡張設定」とい
うワークシート・タイプが入力されています。

図 E-9 アプリケーション・テンプレートの拡張設定ワークシートに表示されたワークシート・
タイプ

評価順の定義
拡張設定ワークシートの「評価順」セクションでは、ディメンションの評価順を定義します。
ディメンションは、「ディメンション」という見出しの最初の列にリストされます。後続列には
キューブがリストされます。ディメンションの評価順はキューブごとに変えることができま
す。
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パフォーマンス設定の定義
Planningアプリケーションのみが対象です。
拡張設定ワークシートの「パフォーマンス設定」セクションでは、各キューブの各ディメンシ
ョンのディメンション・ストレージ・プロパティを定義します。有効な値は「密」または「疎」
です。各キューブには少なくとも 1つの密なディメンションが必要です。ディメンションは、
「ディメンション」という見出しの最初の列にリストされます。後続列にはキューブがリストさ
れます。各ディメンションの疎または密の値はキューブごとに変えることができます。
 

 

ディメンション設定の定義
拡張設定ワークシートの「ディメンション設定」セクションでは、ディメンション・プロパテ
ィを定義します。ディメンションは、「ディメンション」という見出しの最初の列にリストされ
ます。後続列にはディメンション・プロパティがリストされます。ディメンション・プロパテ
ィのリストは、表 1を参照してください
表 E-5 拡張設定ワークシートの「ディメンション設定」セクションで使用されているディメン
ション・プロパティ

ディメンション・プロパティ 説明または有効な値
説明 オプションの説明テキスト
別名表 オプションの別名表
階層タイプ • 動的

• 保管
2パス計算 はい | いいえ
セキュリティの適用 はい | いいえ
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表 E-5 (続き) 拡張設定ワークシートの「ディメンション設定」セクションで使用されているデ
ィメンション・プロパティ

ディメンション・プロパティ 説明または有効な値
データ・ストレージ • 保管

• 動的計算および保管
• 動的計算
• 共有しない
• ラベルのみ
• 共有

表示オプション 「メンバー選択」ダイアログ・ボックスのアプリケーションのデフォルト
表示オプションを設定します。メンバーまたは別名を表示するには、「メ
ンバー名」または「別名」を選択します。「メンバー名:別名」では、左
側にメンバーが表示され、右側に別名が表示されます。「別名:メンバー
名」では、左側に別名が表示され、右側にメンバーが表示されます。
• メンバー名
• 別名
• メンバー名:別名
• 別名:メンバー名

「ディメンション設定」セクションに情報を追加する際には、図 2も参考にしてください。

図 E-10 拡張設定ワークシートの「ディメンション設定」セクション

密度設定の定義
Planningモジュール・アプリケーションのみが対象です。
拡張設定ワークシートの「密度」セクションでは、各キューブの各ディメンションのディメン
ション・ストレージ・プロパティを定義します。各キューブには少なくとも 1つの密なディメ
ンションが必要です。ディメンションは、「ディメンション」という見出しの最初の列にリスト
されます。後続列にはキューブがリストされます。各ディメンションの疎または密の値はキュ
ーブごとに変えることができます。
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キューブへのディメンションの割当て
拡張設定ワークシートのディメンション有効セクションでは、キューブにディメンションを割
り当てます。ディメンションは、「ディメンション」という見出しの最初の列にリストされま
す。後続列にはキューブがリストされます。
各ディメンションとキューブの交差部では:

• キューブにディメンションを追加するには、「はい」と入力します。
• キューブからディメンションを除外するには、「いいえ」と入力するか、セルを空白のまま
にします。

 

 

Smart Viewでのアプリケーションの更新
Oracle Smart View for Officeおよび Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)から、サー
ビス管理者は、ダウンロードしたテンプレート、またはテンプレートのいずれかをコピーして
変更したものをベースに Planning、Planningモジュールまたはフリーフォーム・アプリケーシ
ョンを更新できます。変更したテンプレートは、必ずテンプレート・ガイドライン(アプリケー
ション・テンプレートでのアーティファクトの操作に記載)に準拠している必要があります。
アプリケーションを更新する際には、次の作業を行うことができます。
• 新しいディメンションの定義または既存のディメンションの変更
• 限られた量のデータの追加または変更
• 新しいアクセス権限の定義または既存のアクセス権限の変更
• 新しい代替変数の定義または既存の代替変数の変更
• 拡張アプリケーション設定の変更
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アプリケーションを更新できるのはサービス管理者のみです。
開始する前に、Excelを起動し、Smart Viewから、該当するデータ・ソースにログインする必
要があります。
Smart Viewでアプリケーションを更新するには:

1. 変更したアプリケーション・テンプレート・ファイルをまだ開いていない場合は開きます。
2. 「Smart View」パネル(Windows)または「Smart Viewホーム」パネル(Mac and Browser)で、
タスクを実行します:

• Oracle Smart View for Office: アプリケーション名を選択し、「アクション」パネルで、
「アプリケーション管理」を選択します。
アプリケーション名が「Smart View」パネルのツリーに表示されます。

• Oracle Smart View for Office (Mac and Browser): 「Smart Viewホーム」パネルで、「ア
クション」ボタン をクリックし、ドロップダウン・リストで「アプリケーション管
理」コマンドを選択します。
「アクション」ボタン は、ライブラリ・ツリーのいずれのフォルダからもクリックで
きます。

3. ポップアップ・ダイアログで、「アプリケーションの更新」を選択します。
アプリケーションの更新ステータスが Excelの左下隅に表示されます。

4. アプリケーションの更新プロセスが完了したら、Webアプリケーションまたは Smart View
のいずれかでアプリケーションにアクセスし、変更を確認します。

アプリケーションの削除
サービス管理者は、Oracle Smart View for Officeおよび Oracle Smart View for Office (Mac and
Browser)からアプリケーションを削除できます。
開始する前に、Excelを起動し、Smart Viewから、該当するデータ・ソースにログインする必
要があります。
Smart Viewからアプリケーションを削除するには:

1. 「Smart View」パネル(Windows)または「Smart Viewホーム」パネル(Mac and Browser)で、
タスクを実行します:

• Oracle Smart View for Office: アプリケーション名を選択し、「アクション」パネルで、
「アプリケーション管理」を選択します。
アプリケーション名が「Smart View」パネルのツリーに表示されます。

• Oracle Smart View for Office (Mac and Browser): 「Smart Viewホーム」パネルで、「ア
クション」ボタン をクリックし、ドロップダウン・リストで「アプリケーション管
理」コマンドを選択します。
「アクション」ボタン は、ライブラリ・ツリーのいずれのフォルダからもクリックで
きます。

2. ポップアップ・ダイアログで、「アプリケーションの削除」を選択し、後続のダイアログで
確認します。

3. 「Smart View」パネル(Windows)または「Smart Viewホーム」パネル(Mac and Browser)で、
アプリケーションが削除されたことを確認します。
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プランニング管理拡張機能と Officeのオートコレクト
ノート:

このトピックの情報は、Windowsベースのバージョンの Oracle Smart View for Office
のプランニング管理拡張機能に適用されます。Oracle Smart View for Office (Mac
and Browser)のプランニング管理拡張機能には適用されません。

Windowsベースのバージョンの Excelのプランニング管理拡張機能では、Officeのオートコレ
クトが Smart Viewでのメンバーの編集に影響する場合があります。
メンバー・プロパティ(Textデータ型のメンバー名、メンバーの説明、別名、メンバー式など)
を編集するとき、次の例のように最初の 2文字が大文字の名前が生成されることがあります。
DGreen

Excelでは、次の例のように名前の最初の 1文字が大文字になるようにオートコレクトされま
す。
Dgreen

Excelでは、「オートコレクト」オプションを設定すると、名前の最初の 2文字を大文字にして
おくことができます。
名前の最初の 2文字を大文字にしておくには:

1. Excelで、「Excelのオプション」ダイアログにアクセスします。
2. 「文章校正」を選択して、「オートコレクトのオプション」ボタンをクリックします。
3. 「オートコレクト」ダイアログで、「2文字目を小文字にする」チェックボックスをクリア
します。

4. 「OK」をクリックして「オートコレクト」ダイアログを閉じ、「OK」をクリックして「Excel
のオプション」ダイアログを閉じます。

変更はすぐに有効になります。Excelを再起動する必要はありません。
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F
Smart Viewを使用したアプリケーション・メタデータのインポートおよび編集

アプリケーション・メタデータの操作方法、管理拡張機能のインストール方法、Smart Viewグ
リッドの使用方法を理解します。また、Smart Viewのディメンション、メンバー、アプリケー
ション・メンバー、共有メンバー、およびデータベースをリフレッシュする方法についても学
習します。
次も参照:

• Smart Viewを使用したアプリケーション・メタデータの操作について
• ディメンションの編集のための Smart Viewとその管理拡張機能のインストール
• Smart Viewグリッドを使用したアプリケーション・メタデータのインポートおよび編集
• Smart Viewでのディメンションのインポート
• Smart Viewでのメンバーの編集
• Smart Viewでのアプリケーション・メンバーの追加
• Smart Viewでのメンバーの移動
• 属性ディメンションの操作
• Smart Viewでの共有メンバーの指定
• データベースのリフレッシュ
• プランニング管理拡張機能と Officeのオートコレクト

Smart Viewを使用したアプリケーション・メタデータ
の操作について

適用対象: Enterprise Profitability and Cost Management、Financial Consolidation and Close、
フリーフォーム、Planning、Tax Reporting

サービス管理者は、プランニング管理拡張機能と Oracle Smart View for Officeおよび Oracle
Smart View for Office (Mac and Browser)を連携して使用して、ディメンションおよびメンバー
のメタデータをすばやくインポートおよび編集できます。
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ノート:

• Smart Viewおよび Smart View (Mac and Browser)でディメンションをインポー
トおよび管理するには、サービス管理者権限が必要です。

• この付録で説明するすべての手順は、Smart Viewアプリケーション内で、プラン
ニング管理拡張機能を使用して実行します。
– Smart ViewのWindowsクライアントベースのバージョンを使用するには、
拡張機能をインストールする手順について管理者用スタート・ガイドを参照
してください。

– Smart Viewの Macベースまたはブラウザベースのバージョンを使用するに
は、拡張機能をデプロイする手順について Oracle Smart View for Office (Mac
and Browser)のデプロイと管理を参照してください。

ディメンションの編集のための Smart Viewとその管理
拡張機能のインストール

Oracle Smart View for Officeでディメンションの編集を開始する前に、Windowsベースの
Smart Viewまたは Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)、あるいはその両方のどれ
を使用する予定があるかに応じて、次のことを実行してください:

• Windowsベースの Smart ViewSmart Viewおよびプランニング管理拡張機能をインスト
ールします。
Oracle Smart View for Officeおよびプランニング管理拡張機能のインストールを参照して
ください

• Smart View (Mac and Browser): ディメンション・エディタのオプションを有効にして、
Smart View (Mac and Browser)をデプロイします。
Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)とその管理拡張機能のデプロイを参照し
てください

Oracle Smart View for Officeおよびプランニング管理拡張機能のインストール
Smart ViewのWindowsクライアントベースのバージョンを使用するには、Smart Viewをイン
ストールする手順について管理者用スタート・ガイドのクライアントのダウンロードおよびイ
ンストールを参照してください。
次に、管理拡張機能をインストールします。
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Note:

22.07より前は、管理拡張機能ファイルは MSI形式でした。22.07以降は、管理拡張
機能ファイルは SVEXT形式です。
22.07より前の管理拡張機能をインストールしている場合は、最初にWindowsの「コ
ントロール パネル」の「プログラムと機能」から MSIバージョンの拡張機能をアン
インストールする必要があります。MSIバージョンをマシンに保持して、SVEXTバ
ージョンもインストールする場合は、Smart View拡張機能の更新プロセスでは、
SVEXTバージョンの管理拡張機能に対する更新が認識されません。以前にインスト
ールした MSIバージョンの管理拡張機能は引き続き使用できます。ただし、MSIバ
ージョンの拡張機能は今後更新されないため、今後のバグ修正や機能強化は含まれま
せん。このため、SVEXT形式の管理拡張機能に移行することをお薦めします。

Tip:

• 管理拡張機能のインストールに進む前に、まずブラウザのキャッシュをクリアす
ることをお薦めします。

• Enterprise Profitability and Cost Management: 管理拡張機能は、Smart View
22.100以降でサポートされています。

管理拡張機能をインストールするには:

• ビジネス・プロセスのダウンロード・ページから拡張機能をダウンロードします。プラン
ニング管理拡張機能をインストールする手順は、管理者用スタート・ガイドのクライアン
トのダウンロードおよびインストールを参照してください。

• Smart Viewの拡張機能のインストールと更新のプロセスを使用して、ダウンロードしてイ
ンストールします。Oracle Smart View for Officeの操作の拡張機能のインストールを参照
してください。

どちらの方法でも、SVEXT形式の管理拡張機能をダウンロードしてインストールします。
Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)とその管理拡張機能のデプロイ
Smart Viewの Macベースまたはブラウザベースのバージョンを使用するには、管理拡張機能
のオプションを有効にして Smart Viewマニフェスト・ファイルをデプロイする必要がありま
す。
Smart Viewとその管理拡張機能のデプロイの詳細は、Oracle Smart View for Office (Mac and
Browser)のデプロイと管理の次のトピックを参照してください。
• マニフェスト・ファイルの作成および保存
• 管理拡張機能の有効化
• サイドロードとログインまたは Office 365ユーザーに対するマニフェスト・ファイルのデ
プロイ
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Smart Viewグリッドを使用したアプリケーション・メ
タデータのインポートおよび編集

Smart Viewグリッドを使用すると、迅速にディメンションのメンバーを追加、編集および移動
できます。
• Smart Viewグリッドについて
• Smart Viewグリッドおよびリボンの表示
• Smart Viewグリッドの使用のガイドライン
• デフォルトのメタデータ・ディメンション・メンバー・プロパティ

Smart Viewグリッドについて
Oracle Smart View for Officeおよび Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)では、グリ
ッドは 2つのディメンションで構成されます:

• 1つの軸の Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementディメンション
(Planning、Financial Consolidation and Close、Tax Reporting)

• もう一方の軸にメタデータ・ディメンション
メタデータ・ディメンションは、メタデータ・メンバーのフラット・リストを表します。各デ
ィメンションについて、メタデータ・メンバーの事前定義済セットがデフォルトで提示されま
す。各メタデータ・メンバーは、グリッドにインポートされたディメンションに対して有効な
特定のメンバー・プロパティに対応します。メタデータのグリッド・データ・セルには、数値
ではなく特定のプロパティ値が保持されます。デフォルトでグリッドにないメタデータ・ディ
メンション・メンバー・プロパティを追加するには、Smart Viewの「メンバー選択」ダイアロ
グを使用します。

Smart Viewグリッドおよびリボンの表示
Smart Viewグリッドに、メンバー名を行、メンバー・プロパティを列としてディメンションが
表示されます。編集用にディメンションを初めてインポートする場合、メンバー・プロパティ
の事前定義済セットがグリッドにデフォルトで表示されます。
Smart Viewのディメンション・グリッド
図 1では、Oracle Smart View for Officeの Vision Accountディメンションのデフォルト・メン
バー・プロパティの例を示しています。

図 F-1 Planningアド・ホックのリボンが表示された Smart View for Officeグリッドにインポ
ートしたディメンション
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図 1では Planningアド・ホックのリボンが表示されていることに注意してください。接続して
いるデータ・ソースに応じて、そのデータ・ソースのプロバイダのアド・ホック・リボンが表
示されます。たとえば、Enterprise Profitability and Cost Managementのデータ・ソースに接続
している場合、EPCMアド・ホック・リボンが表示されます。
表示されるアド・ホック・リボンは、従来の Smart Viewアド・ホック・グリッドに表示され
るプロバイダのアド・ホック・リボンと同じですが、有効なオプションが少なくなっています。
属性ディメンションを含むすべてのディメンションにおいて、プロバイダのアド・ホック・リ
ボンの有効なオプションは次のとおりです。
• ズーム・イン
• ズーム・アウト
• 選択項目のみ保持
• 選択項目のみ削除
• メンバー選択
• リフレッシュ
• データの送信
次のオプションが有効になっているように見えますが、メタデータ・グリッドに対しては有効
ではありません: フォーマットの保存、カスケード、属性の挿入、POV、調整。
リボンからアクセスするか、グリッドでプロパティを右クリックして「Smart View」、「メンバ
ー選択」の順に選択することでアクセスする「メンバー選択」ダイアログ・ボックスを使用し
て、メタデータ・ディメンション・メンバーを追加できます。
Smart Viewの「メンバー選択」ダイアログ・ボックスの使用の詳細は、Oracle Smart View for
Officeの操作 22.100のメンバー・セレクタからのメンバーの選択を参照してください。
Smart View (Mac and Browser)のディメンション・グリッド
図 2では、Chromeブラウザで実行されている Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)
の Vision Accountディメンションのデフォルト・メンバー・プロパティの例を示しています。

図 F-2 Smart Viewのリボンが表示された Smart View (Mac and Browser)グリッドにインポ
ートしたディメンション

図 2では Smart Viewのリボンが表示されていることに注意してください。これは、Oracle
Smart View for Office (Mac and Browser)デプロイメントのデフォルトのリボン名です。リボ
ンには異なる名前を指定できます。グリッドにディメンションをインポートすると、すべての
リボンのオプションが有効になっているように見えますが、ディメンション・グリッドに適用
できるのは一部のみです。
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属性ディメンションを含むすべてのディメンションにおいて、リボンの有効なオプションは次
のとおりです。
• ズーム・イン
• ズーム・アウト
• 選択項目のみ保持
• 選択項目のみ削除
• メンバー選択
• リフレッシュ
• 更新
リボンからアクセスできる「メンバー選択」ダイアログ・ボックスを使用して、メタデータ・
ディメンション・メンバー・プロパティを追加できます。
Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)での「メンバー選択」ダイアログ・ボックスを
使用したグリッドへのメタデータ・メンバー・プロパティの追加の詳細は、『Oracle Smart View
for Office (Macおよびブラウザ)の操作』のメンバー・セレクタからのメンバーの選択を参照し
てください。

Smart Viewグリッドの使用のガイドライン
Smart Viewグリッドを使用してディメンション・メタデータを編集するときは、次のガイドラ
インを参考にしてください:

• プランニング管理拡張機能を使用して、ディメンション・メンバーを追加し、ディメンシ
ョンとメンバーのプロパティを編集および更新します。

• プランニング管理拡張機能は、次のことには使用できません:

– ディメンション(つまり、ディメンション・ルート・メンバー)またはメンバーの削除。
– ディメンション名またはメンバー名の編集。

• データ・セルの値は、テキスト、数値または列挙です。
• 「親メンバー」を使用して、親/子の関係を指定または変更します。
• グリッドにおけるメンバーの位置は、アウトラインにおける兄弟の実際の位置を表してい
るとはかぎりません。

• 各メタデータ・グリッドを、対応するディメンションにリンクする必要があります。
• 各ディメンションの列は、ディメンション・エディタで使用できるメンバー・プロパティ
のうち、対応するセットに基づいています。
ディメンションを初めてインポートする場合、メタデータ・ディメンション・メンバー・
プロパティの事前定義済セットが表示されます。これらのメンバー・プロパティのリスト
は、デフォルトのメタデータ・ディメンション・メンバー・プロパティを参照してくださ
い。

• メタデータ・グリッドを開くと、異なるディメンションに再リンクできません。
• 対応する有効なメタデータ・メンバーのセットは、各ディメンションに固有です。
• ディメンション・メンバーは、対応するディメンションにのみ有効です。
• Oracle Smart View for Officeでは、ディメンション・グリッドおよび選択したディメンシ
ョンの「メンバー選択」ダイアログで使用できるプロパティには、キューブに対して有効
なプラン・タイプまたはキューブ固有のプロパティのみがリストされます。これには、集
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計演算子、メンバー式、データ・ストレージなどのプロパティが含まれます。ディメンシ
ョンがプラン・タイプ(またはキューブ)に対して有効になっていない場合、ディメンション
固有のプロパティはグリッドまたは「メンバー選択」ダイアログにリストされません。
たとえば、製品ディメンションはプラン 3キューブに対して有効ではありません。プロパ
ティ(プラン 3データ・ストレージ、プラン 3集計演算子、プラン 3式、プラン 3メンバー
式の説明、プラン 3解決順など)はキューブに使用されないため、グリッドまたは「メンバ
ー選択」ダイアログにリストされません。

• 「期間」ディメンションでは、「データ・ストレージ」が編集可能な唯一のプロパティです。
• 次の機能は、ディメンション・メタデータを使用する Smart Viewグリッドでは使用できま
せん:

– ピボット
– POVにピボット
– セル・テキスト
– セル・ノート
– サポート詳細

デフォルトのメタデータ・ディメンション・メンバー・プロパ
ティ

プランニング管理拡張機能にディメンションを初めてインポートする場合、ディメンション・
メタデータ・メンバー・プロパティの事前定義済セットがデフォルトで表示されます。「メンバ
ー選択」ダイアログ・ボックスを使用して、他のメタデータ・メンバー・プロパティをグリッ
ドに追加します。
次のセクションには、Planningディメンションのデフォルトのメンバー・プロパティがリスト
されます。
Oracle Smart View for Officeの「メンバー選択」ダイアログ・ボックスを使用したグリッドへ
の他のメンバー・プロパティの追加の詳細は、Oracle® Smart View for Officeユーザーズ・ガイ
ドのメンバー・セレクタからのメンバーの選択に関する項を参照してください。
勘定科目ディメンション
• 親メンバー
• デフォルトのデータ・ストレージ
• データ型
• すべてのキューブの集計演算子
• 勘定科目タイプ
• 差異レポート
• タイム・バランス
• デフォルト別名表
• デフォルト式
エンティティ・ディメンション
• 親メンバー
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• デフォルトのデータ・ストレージ
• データ型
• すべてのキューブの集計演算子
• 基本通貨
• デフォルト別名表
カスタム・ディメンション
• 親メンバー
• デフォルトのデータ・ストレージ
• データ型
• すべてのキューブの集計演算子
• デフォルト別名表
シナリオ・ディメンション
• 親メンバー
• デフォルトのデータ・ストレージ
• データ型
• すべてのキューブの集計演算子
• 開始年度
• 終了年度
• 開始期間
• 終了期間
• デフォルト別名表
• デフォルト式
バージョン・ディメンション
• 親メンバー
• デフォルトのデータ・ストレージ
• データ型
• すべてのキューブの集計演算子
• タイプ
• デフォルト別名表
• デフォルト式
期間および年ディメンション
• 現在のまままたは親メンバーに制限
• デフォルトのデータ・ストレージ - 「期間」ディメンションでは、「データ・ストレージ」
が編集可能な唯一のプロパティであることに注意してください

• データ型
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• デフォルト別名表
通貨ディメンション
• 親メンバー
• デフォルトのデータ・ストレージ
• データ型
• 記号
• 事前定義の記号
• スケール
• 精度
• トライアンギュレーション通貨
• レポート通貨
• 3桁ごとの区切り文字
• 小数点
• 負数の符号
• 負数の色
• デフォルト別名表
• デフォルト式
HSP_Viewディメンション(サンドボックス・ディメンション)

• 親メンバー
• デフォルトのデータ・ストレージ
• データ型
• すべてのキューブの集計演算子
• デフォルト別名表

Smart Viewのディメンションのインポート
Smart Viewグリッドにディメンションをインポートすることは、ディメンションとそのメンバ
ー、およびそれらの各プロパティを編集の準備としてグリッドに配置することを意味していま
す。
ディメンションを Oracle Smart View for Officeまたは Oracle Smart View for Office (Mac and
Browser)にインポートすると、ディメンションのメンバーを簡単に追加、編集および移動でき
ます。

ノート:

Smart Viewでディメンションをインポートするにはサービス管理者権限が必要で
す。
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参照:

• Smart View for Officeでのディメンションのインポート
• Smart View (Mac and Browser)でのディメンションのインポート

Smart View for Officeでのディメンションのインポート
ノート:

Oracle Smart View for Officeでディメンションをインポートするにはサービス管理
者権限が必要です。

Smart Viewグリッドにディメンションをインポートするには:

1. Smart Viewのリボンで、「パネル」をクリックします。
2. 「Smart View」パネルで、「共有接続」または「プライベート接続」をクリックし、ログイ
ン・ウィンドウでユーザー名およびパスワードを入力します。
プライベート接続を選択する場合は、接続のドロップダウン・リストからプライベート接
続を選択し、ログイン資格証明を指定します。

3. 「Smart View」パネルのドロップダウン・リストから、ビジネス・プロセス(「Planning」な
ど)または「EPM Cloud」を選択します。

4. 「Smart View」パネルのツリーで「ディメンション」フォルダを展開し、フォルダ内のアプ
リケーション・ディメンションを表示します。
属性ディメンションが定義されている場合は、「属性ディメンション」フォルダに表示され
ます。
期間ディメンションが定義されている場合は、「ディメンション」フォルダに表示されま
す。「期間」ディメンションでは、「データ・ストレージ」が編集可能な唯一のプロパティ
であることに注意してください。
次の例では、「ディメンション」フォルダが展開されており、10個のディメンションが含
まれています。
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5. ディメンション名を右クリックして「ディメンションの編集」を選択します。
または、ディメンションを選択してから、アクション・パネルで「ディメンションの編集」
を選択します。
Accountディメンションの最初のグリッドの図は、Smart Viewのディメンション・グリッ
ドを参照してください。

Smart View (Mac and Browser)でのディメンションのインポート
Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)でのディメンションの操作を開始する前に、環
境に Smart Viewをサイドロードまたはデプロイする必要があります。手順は、Oracle Smart
View for Office (Mac and Browser)のデプロイと管理に記載されています:

• サイドロードとログイン
• Office 365ユーザーに対するマニフェスト・ファイルのデプロイ
Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)グリッドにディメンションをインポートする
には:

1. Smart Viewのリボンで、「ホーム」をクリックします。
「ホーム」パネルで、ディメンションが「ディメンション」フォルダに表示されます。属性
ディメンションが定義されている場合は、「属性ディメンション」フォルダに表示されま
す。
期間ディメンションが定義されている場合は、「ディメンション」フォルダに表示されま
す。「期間」ディメンションでは、「データ・ストレージ」が編集可能な唯一のプロパティ
であることに注意してください。
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2. 「Smart Viewホーム」パネルで、「ディメンション」フォルダをクリックして展開し、フォ
ルダ内のアプリケーション・ディメンションを表示します。
次の例では、「ディメンション」フォルダが展開され、Visionアプリケーションの 10個の
ディメンションのうち、8個が表示されています。
 

 

3. ディメンション名をクリックして、グリッドにディメンションをインポートします。
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Accountディメンションの最初のグリッドの図は、Smart View (Mac and Browser)のディメ
ンション・グリッドを参照してください。

4. オプション: パネル上部にあるパスでプロバイダのリンクをクリックして、「ホーム」パネ
ルのメイン・ページに戻ります
たとえば、ステップ 2の図では、「Planning」をクリックすると、「ホーム」パネルのメイ
ン・ページに戻ります。

Smart Viewでのメンバーの編集
Smart Viewグリッドを使用すると、ディメンションのメンバーのプロパティを迅速に編集でき
ます。
Smart Viewでメンバーのプロパティを編集するには:

1. Oracle Smart View for Office内または Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)内
で、Smart Viewグリッドにディメンションをインポートします(Smart Viewでのディメン
ションのインポートを参照)。

2. グリッドでメンバーのプロパティをハイライトします。
「期間」ディメンションでは、「データ・ストレージ」が編集可能な唯一のプロパティであ
ることに注意してください。

3. ドロップダウン・メニューで、値を選択します。

ノート:

変更されたセルは異なる色で表示されます。

4. グリッドを保存するには、次のタスクを実行します:

• Oracle Smart View for Office: Planningアド・ホックのリボンで、「データの送信」をク
リックします。

• Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)の場合、Smart Viewのリボンで、「更
新」をクリックします。

ノート:

複数のメンバーとプロパティに対する変更を、同じ「データの送信」操作または
「更新」操作で保存できます。操作が 1つのメンバーについて失敗すると、アプ
リケーション・サーバーは操作を停止し、変更は保存されません。

Smart Viewでのアプリケーション・メンバーの追加
Smart Viewグリッドを使用すると、ディメンションに簡単にメンバーを追加できます。
• Smart Viewでのメンバーの追加
• Smart Viewでのメンバーの追加のガイドライン
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ビデオ

目的 視聴するビデオ
Oracle Smart View for Officeにおけるエンティ
ティ・ディメンション・メンバーの追加について学
習します。

 Oracle® Smart View for Officeでのエンテ
ィティ・ディメンション・メンバーの管理

Smart Viewにおける勘定科目ディメンション・メ
ンバーの追加について学習します。  Oracle® Smart View for Officeでの勘定科

目ディメンション・メンバーの管理
Smart Viewにおけるシナリオ・ディメンション・
メンバーの追加について学習します。  Oracle® Smart View for Officeでのシナリ

オ・ディメンション・メンバーの管理

Smart Viewでのメンバーの追加
Smart Viewグリッドを使用すると、ディメンションに簡単にメンバーを追加できます。
Smart Viewでメンバーを追加するには:

1. Oracle Smart View for Office内または Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)内
で、Smart Viewグリッドにディメンションをインポートします(Smart Viewでのディメン
ションのインポートを参照)。
Oracle Smart View for Officeでは、「期間」ディメンションへのメンバーの追加はサポート
されないことに注意してください。

2. 新しいメンバーの名前を名前の列に入力します。

ノート:

数値の名前を持つメンバーを追加するには、その数値がデータでなくメンバー名
であることをシステムに通知するために、数値メンバー名の前に単一引用符(')を
配置します。たとえば、123という名前のメンバーを追加する場合、'123と入力
します。

3. リボンで、「リフレッシュ」をクリックします。
「リフレッシュ」を実行すると、新規メンバーにはグリッドでアスタリスク(*)のマークが付
けられます。デフォルトのプロパティ・セットが、新しいメンバーに自動的に適用されま
す。デフォルトの「親メンバー」はディメンションのルート・メンバーです。

4. オプション: 任意のプロパティをデフォルト値(ルート・メンバー)から変更するには、グリ
ッドで適切なセルをハイライトし、ドロップダウン・メニューから別の値を選択します。
(Smart Viewでのメンバーの編集を参照してください。)

ノート:

「リフレッシュ」は、新しいメンバーでプロパティを変更する前に実行してくださ
い。「リフレッシュ」操作を行うと、変更した値があってもサーバーからのデフォ
ルト値に置き換えられます。

5. グリッドを保存するには、次のタスクを実行します:
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• Oracle Smart View for Office: Planningアド・ホックのリボンで、「データの送信」をク
リックします。

• Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)の場合、Smart Viewのリボンで、「更
新」をクリックします。

ノート:

• 新しいメンバーのプロパティを変更するには、Smart Viewでのメンバーの編
集を参照してください。

• Oracle Smart View for Officeでは、メンバー名などのメンバー・プロパティ
は、Smart Viewアドインで設定され特定のロケールに基づいてローカライズ
できます。

• 複数のメンバーとプロパティに対する変更を、同じ「データの送信」操作ま
たは「更新」操作で保存できます。操作が 1つのメンバーについて失敗する
と、アプリケーション・サーバーは操作を停止し、変更は保存されません。

Smart Viewでのメンバーの追加のガイドライン
• 新しいメンバーは、指定した親の下に最後の兄弟として追加されます。
• 親子の関係は、「親の名前」列のプロパティによって決まります。
• グリッドにおける新規メンバーの相対位置には影響されません。
• グリッドでの新しいメンバーの相対位置を、「データの送信」操作または「更新」操作の実
行後に変更することはできません。アド・ホック・グリッドに反映されたアウトラインで、
新しいメンバーの実際の位置を確認するには、「ズーム・アウト」と「ズーム・イン」を続
けて実行します。

• 無効な文字のチェックや重複する名前の確認など、新しいメンバー名の完全な有効性チェ
ックは、「データの送信」操作中または「更新」操作中に実行されます。

• デフォルトのプロパティがアプリケーションによって自動的に新しいメンバーに適用され
ます。特定のデフォルト・プロパティは、ディメンションのプロパティに基づいています。

• 簡易アプリケーションの通貨ディメンションに新しい通貨メンバーを追加する場合、新し
い通貨の親メンバーはデフォルトで「通貨」ディメンション・メンバーになります。しか
し、デフォルトで入力通貨メンバーになるようにする必要があります。これを修正するに
は、次のようにします。
1. 新規に追加した各通貨メンバーの「親メンバー」列で、「通貨」を入力通貨に置き換えます。
2. 「データの送信」または「更新」を実行します。
3. 「リフレッシュ」をクリックします。
4. 新規に追加した各通貨について、「親メンバー」列のエントリが入力通貨になっているこ
とを確認します。

Smart Viewでのメンバーの移動
Smart Viewグリッドを使用すると、ディメンション内の親から別の親にメンバーを迅速に移動
できます。
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Oracle Smart View for Officeでメンバーを移動するには:

1. Smart View内または Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)内で、Smart Viewグ
リッドにディメンションをインポートします(Smart View for Officeでのディメンションの
インポートを参照。)

2. グリッドの「親メンバー」列でメンバーをハイライトします。

ノート:

「親メンバー」プロパティを空にすると、「親メンバー」の値はデフォルトでルー
ト・メンバーになります。

3. メンバー名と「親」列の交差に親の名前を入力します。
4. 「データの送信」をクリックして、データを保存します。

ノート:

同じ「データの送信」操作で、複数のメンバーまたはサブツリーの移動を保存で
きます。「データの送信」操作が 1つのメンバーに対して失敗した場合、アプリ
ケーション・サーバーで操作が停止し、変更は保存されません。

Smart Viewでのメンバーの移動のガイドライン
• グリッドで空の親メンバーは、ディメンションのルート・メンバーを表します。
• 「親メンバー」の値は、Smart Viewで使用されるメタデータ・ロード・ファイルの対応す
る値に該当するルールに従います。

属性ディメンションの操作
次も参照:

• Smart Viewでの属性ディメンション・メンバーの追加
• 属性ディメンション・メンバーとディメンション・メンバーの関連付け

Smart Viewでの属性ディメンション・メンバーの追加
Webインタフェースで、属性ディメンションを作成します。次に、Oracle Smart View for Office
または Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)で管理拡張機能を使用して、属性ディ
メンションにメンバーを追加します。
• Smart View for Officeでの属性ディメンション・メンバーの追加
• Smart View (Mac and Browser)での属性ディメンション・メンバーの追加

Smart View for Officeでの属性ディメンション・メンバーの追加
Webインタフェースで、属性ディメンションを作成します。次に、Oracle Smart View for Office
で管理拡張機能を使用して、属性ディメンションにメンバーを追加します。
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属性ディメンションのメンバーにメンバーを追加するには:

1. Smart Viewのリボンで、「パネル」をクリックします。
2. 「Smart View」パネルで、「共有接続」または「プライベート接続」をクリックし、ログイ
ン・ウィンドウでユーザー名およびパスワードを入力します。
プライベート接続を選択する場合は、接続のドロップダウン・リストからプライベート接
続を選択し、ログイン資格証明を指定します。

3. 「Smart View」パネルで、「EPM Cloud」を選択します。
4. 「Smart View」パネルのツリーで、「属性ディメンション」ノードを展開します。
次の例では、「属性ディメンション」ノードに 4つの属性ディメンションがあり、それぞれ
の属性タイプがテキスト、日付、ブール、数値です。
 

 

5. 属性ディメンションを 1つ選択して、「ディメンションの編集」を選択します。
ここで、説明のために AttText属性ディメンションを選択して編集します。属性ディメンシ
ョンの最初のグリッドの例が表示されています。このディメンションにはまだメンバーが
なく、親メンバーとデフォルト別名表の 2つのプロパティしかありません。
 

 

6. 追加する属性メンバー名を、たとえば次のように入力します。
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7. Smart Viewのリボンで、「送信」をクリックします。
属性メンバーがアプリケーションに送信されます。
 

 

8. オプション: 属性メンバーの編集を続行し、グリッドに直接入力して他のプロパティのデー
タを入力してから、変更を送信します。

Smart View (Mac and Browser)での属性ディメンション・メンバーの追加
Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)での属性ディメンション・メンバーの追加を開
始する前に、環境に Smart Viewをサイドロードまたはデプロイする必要があります。手順は、
Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)のデプロイと管理に記載されています:

• サイドロードとログイン
• Office 365ユーザーに対するマニフェスト・ファイルのデプロイ
Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)グリッドの属性ディメンションにメンバーを
追加するには:

1. Smart Viewのリボンで、「ホーム」をクリックします。
「ホーム」パネルで、ディメンションが「ディメンション」フォルダに表示されます。属性
ディメンションが定義されている場合は、「属性ディメンション」フォルダに表示されま
す。
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2. 「Smart Viewホーム」パネルで、「属性ディメンション」フォルダをクリックして展開し、
フォルダ内の属性ディメンションを表示します。
次の例では、「属性ディメンション」フォルダが展開され、Visionアプリケーションの 1つ
の属性ディメンションである Market Sizeが表示されています。
 

 

3. 属性ディメンションを選択して、グリッドにインポートします。
ここで、説明のために Market Size属性ディメンションを選択して編集します。属性ディ
メンションの最初のグリッドの例が表示されています。このディメンションにはまだメン
バーがなく、親メンバーとデフォルト別名表の 2つのプロパティしかありません。
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4. 属性名の列で、属性名の下に、追加する属性メンバー名を入力します。
 

 

5. Smart Viewのリボンで、「送信」をクリックします。
属性メンバーがアプリケーションに送信されます。
 

 

6. オプション: 属性メンバーの編集を続行し、グリッドに直接入力して他のプロパティのデー
タを入力してから、変更を送信します。

属性ディメンション・メンバーとディメンション・メンバーの
関連付け

このトピックの図は Oracle Smart View for Officeのものですが、この概念は Oracle Smart
View for Office (Mac and Browser)にも適用されます。
1. 「Smart View」パネル(Windows)または「Smart Viewホーム」(Mac and Browser)のツリー
で、「ディメンション」ノードを展開して、作業するディメンションを選択します。
次の例では、「ディメンション」ノードに Visionアプリケーションの標準のディメンション
があり、AltYearや Channelといったカスタム・ディメンションも表示されています。製品
ディメンションが選択されています。
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2. 「ディメンションの編集」を選択し、シート上のグリッドで最初のレイアウトに注目してく
ださい。
Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)では、単にディメンションをクリックして
グリッドにインポートします。
シートに属性ディメンションが表示されていない場合は、「メンバー・セレクタ」を使用し
て追加します。Planningアド・ホックのリボン(Windows)または Smart Viewのリボン(Mac
and Browser)で「メンバー選択」を選択し、属性ディメンションを追加します。

3. グリッドで、メンバーを表示するディメンションを展開します。
4. セルから開くメンバー・セレクタを使用して、属性メンバー値をディメンション・メンバ
ーに関連付けます(図 1)。

図 F-3 ディメンション・メンバーへの属性値の関連付け

5. 前のステップを繰り返して、定義が必要な他のディメンション・メンバーと属性値とを関
連付けます。
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6. いつでも、Planningアド・ホックのリボン(Windows)で「データの送信」をクリックする
か、Smart Viewのリボン(Mac and Browser)で「送信」をクリックすれば、変更内容がデ
ータベースに送信されます。
仮送信を実行することも、すべての変更を一度に送信することもできます。

Smart Viewでの共有メンバーの指定
Smart Viewグリッドを使用すると、ディメンション内で共有するメンバーを簡単に指定できま
す。

ノート:

Smart Viewでは、通貨ディメンションまたは属性ディメンションのメンバーには「共
有」データ・ストレージ・オプションを使用できません。

Oracle Smart View for Officeで共有メンバーを指定するには:

1. 基本メンバーが存在していることを確認します。
2. グリッドの「親メンバー」列で基本メンバーをハイライトします。
3. 基本メンバーの親の名前の値を変更します。
4. 「データ・ストレージ」列で基本メンバーをハイライトします。
5. ドロップダウン・メニューで、「共有」を選択します。
6. 「データの送信」(Windows)または「送信」(Mac and Browser)をクリックして、グリッドを
保存します。

送信操作によって、元の親メンバーおよびデータ・ストレージのプロパティで基本メンバーが
リフレッシュされます。共有メンバーは、サーバー上で指定した親の下に追加されます。新規
に追加した共有メンバーを表示するには、親でズームインする必要があります。

ノート:

新しい共有メンバーは、Smart Viewグリッドに自動的には追加されません。グリッ
ドに表示されるメンバーのリストは変更されません。

データベースのリフレッシュ
次も参照:

• Smart View for Officeでのデータベースのリフレッシュ
• Smart View (Mac and Browser)でのデータベースのリフレッシュ

Smart View for Officeでのデータベースのリフレッシュ
Oracle Smart View for Officeグリッドを使用すると、データベースのリフレッシュが簡単です。
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Smart Viewでデータベースをリフレッシュするには:

1. Smart Viewのリボンで、「パネル」をクリックします。
2. Smart Viewパネルから、「Planning」を選択します。
3. 「ディメンション」フォルダを展開してフォルダのアプリケーション・ディメンションを表
示します。
属性ディメンションが定義されている場合は、「属性」フォルダに表示されます。

4. ルート・フォルダである「ディメンション」フォルダまたは「属性」フォルダを右クリッ
クし、「データベースのリフレッシュ」を選択します。
Smart Viewで、「データベースのリフレッシュ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

ヒント:

ルール・タイプ・ジョブの実行中または進行中は、データベース・リフレッシュ
を完了できません。Webまたは Smart Viewのいずれかのジョブ・コンソールで、
データベースに対して実行中のジョブがないか確認します。すべてのジョブが完
了したら、データベース・リフレッシュを実行します。

5. 「リフレッシュ」をクリックします。
進行状況バーが表示され、リフレッシュや作成で完了したステップの割合が示されます。

Smart View (Mac and Browser)でのデータベースのリフレッシュ
Smart Viewグリッドを使用すると、データベースのリフレッシュも新しいデータベースの作成
も簡単です。
Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)でデータベースをリフレッシュするには:

1. Smart Viewのリボンで、「ホーム」をクリックします。
2. 「Smart Viewホーム」パネルから、アプリケーションのルート「ディメンション」フォル
ダに移動します。
アプリケーションで属性が定義されている場合、属性ディメンションをリフレッシュする
には、「属性ディメンション」フォルダに移動します。

3. ルート「ディメンション」または「属性ディメンション」フォルダを選択し、「アクショ
ン」ボタン をクリックして、ドロップダウン・メニューから「データベースのリフレッ
シュ」を選択します。
「データベースのリフレッシュ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
次の例では、「ディメンション」フォルダが選択され、「アクション」ドロップダウン・メ
ニューで「データベースのリフレッシュ」が選択されています。
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ヒント:

ルール・タイプ・ジョブの実行中または進行中は、データベース・リフレッシュ
を完了できません。Webまたは Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)
のいずれかのジョブ・コンソールで、データベースに対して実行中のジョブがな
いか確認します。すべてのジョブが完了したら、データベース・リフレッシュを
実行します。

4. 「データベース」チェック・ボックスを選択して、「リフレッシュ」をクリックします。
次の図では、「データベース」と「共有メンバー」チェック・ボックスが選択されていま
す。リフレッシュで選択できるその他のオプションは、次のとおりです:

• カスタム定義関数の更新
• セキュリティ・フィルタ
• 制限の検証
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進行状況バーが表示され、リフレッシュや作成で完了したステップの割合が示されます。

5. 「終了」をクリックしてダイアログを閉じます。

プランニング管理拡張機能と Officeのオートコレクト
ノート:

このトピックの情報は、Windowsベースのバージョンの Oracle Smart View for Office
のプランニング管理拡張機能に適用されます。Oracle Smart View for Office (Mac
and Browser)のプランニング管理拡張機能には適用されません。

Windowsベースのバージョンの Excelのプランニング管理拡張機能では、Officeのオートコレ
クトが Smart Viewでのメンバーの編集に影響する場合があります。
メンバー・プロパティ(Textデータ型のメンバー名、メンバーの説明、別名、メンバー式など)
を編集するとき、次の例のように最初の 2文字が大文字の名前が生成されることがあります。
DGreen

Excelでは、次の例のように名前の最初の 1文字が大文字になるようにオートコレクトされま
す。
Dgreen

Excelでは、「オートコレクト」オプションを設定すると、名前の最初の 2文字を大文字にして
おくことができます。
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名前の最初の 2文字を大文字にしておくには:

1. Excelで、「Excelのオプション」ダイアログにアクセスします。
2. 「文章校正」を選択して、「オートコレクトのオプション」ボタンをクリックします。
3. 「オートコレクト」ダイアログで、「2文字目を小文字にする」チェックボックスをクリア
します。

4. 「OK」をクリックして「オートコレクト」ダイアログを閉じ、「OK」をクリックして「Excel
のオプション」ダイアログを閉じます。

変更はすぐに有効になります。Excelを再起動する必要はありません。
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G
Planningのベスト・プラクティス

Planningのこれらのベスト・プラクティスを使用してください。
次の表には、このガイドで説明したベスト・プラクティスへのリンクが用意されています。

カテゴリ ベスト・プラクティスの対象 この項を参照
EPMセンター・オブ・エク
セレンス

EPMセンター・オブ・エクセ
レンスの作成および実行

EPMセンター・オブ・エクセレンスの作
成および実行

Planningアプリケーショ
ンの設計

アプリケーションの設計 アプリケーションを設計するベスト・プラ
クティス

アプリケーションの起動 ログインの問題の解決 オペレーション・ガイドのログインの問題
の解決

ダウンした環境 ダウンした環境に関する問題
の解決

オペレーション・ガイドのダウンした環境
への対処

動的タブ 動的タブの使用 管理者用スタート・ガイドのレッドウッ
ド・エクスペリエンスでの動的タブの使用

アプリケーション・インタ
フェース

Planningインタフェースの使
用

アプリケーション・インタフェースを使用
する際の考慮事項

フリーフォーム・アプリケ
ーションの作成

フリーフォーム・アプリの作成 フリーフォーム・アプリケーションの重要
な考慮事項

キューブの最適化 キューブのパフォーマンスの
向上

• キューブのパフォーマンスの向上
• オペレーション・ガイドの BSOキュ
ーブの最適化

• オペレーション・ガイドの集約ストレ
ージ・オプション・キューブの最適化

データのエクスポート ASOキューブから多数のデー
タ・セルをエクスポートすると
きに Oracle Essbase問合せ制
限エラーが発生した場合の問
題の解決

オペレーション・ガイドの ASOキューブ
からの大規模なデータ・エクスポートに関
連する問題の対処

アプリケーション・データ
ベースのリフレッシュ

データベース・リフレッシュの
問題の解決

オペレーション・ガイドのデータベース更
新の問題のトラブルシューティング

Planningアプリケーショ
ンの変換

標準アプリケーションまたは
レポート・アプリケーションの
Enterpriseアプリケーション
への変換

変換の考慮事項

日次メンテナンス 日次メンテナンス・プロセス中
に完全なエクスポートを実行
するか、アプリケーション・バ
ックアップを作成するかの決
定

オペレーション・ガイドの日次メンテナン
ス時に増分データ・インポートのためにス
マート・リストのテキスト・データをエク
スポート

環境の接続 Oracle Fusion Cloud EPM環
境の接続と Cloud EPM接続の
移行

• 考慮事項
• Cloud EPM接続を移行する際の考慮
事項
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カテゴリ ベスト・プラクティスの対象 この項を参照
ナビゲーション・フロー ナビゲーション・フローの設計

と、接続された環境でのナビゲ
ーション・フローに関する問題
の処理

• ナビゲーション・フロー設計のベス
ト・プラクティスおよび命名の考慮事
項

• Oracle Fusion Cloud EPMオペレーション・ガイドのナビゲーション・フ
ローに関する問題の処理

マスター・フォームを含む
ダッシュボード

マスター・フォームとターゲッ
ト・オブジェクトを含むダッシ
ュボードの設計

マスター・フォームと詳細を含むダッシュ
ボードの作成

ダッシュボード 2.0の POV
バー

ダッシュボード 2.0での POV
バーの使用

ダッシュボード 2.0の POVバーの考慮事
項

動的計算 動的計算の親の下への子の追
加

動的計算について

IPMインサイト IPMインサイトと自動プレデ
ィクトの利点の活用およびイ
ンサイトのスライスの設計

• IPMインサイトの考慮事項
• インサイトのスライスを定義する際
の考慮事項

IPMの構成: 独自のMLの
持込み

完全にトレーニングされた機
械学習(ML)モデルのインポー
トおよび Planningアプリケー
ションへのデプロイ

独自の MLの持込みの考慮事項

自動プレディクト 自動プレディクトの使用 自動プレディクトの考慮事項
Aliases ディメンション・メンバーへの

別名の割当て
別名について

動的メンバー 動的メンバーの削除 考慮事項
期間ディメンション 期間ディメンションでの代替

階層の作成
期間ディメンションの代替階層の考慮事
項

フォームの設計 フォームの設計と、フォームの
機能およびパフォーマンスの
問題の解決

• フォームの設計に関する考慮事項
• オペレーション・ガイドのフォームの
機能およびパフォーマンスの問題の
解決

スマート・プッシュ スマート・プッシュによる問題
の解決

オペレーション・ガイドのスマート・プッ
シュによる問題の解決

ルールの設計 一般的な実行エラーを回避す
るためのルールの設計および
遅いルールの最適化

オペレーション・ガイドのビジネス・ルー
ルのエラーおよびパフォーマンスのトラ
ブルシューティング

Groovyルール Groovyルールの実装と使用お
よび Groovyルールを使用し
たフォーム上のデータの計算

• Groovyビジネス・ルール・チュート
リアル・ビデオ

• Groovyビジネス・ルール・チュート
リアル

• Oracle Cloud EPMにおける Groovy
を学ぶ

• Groovyルールを使用した変更済デー
タの計算

Groovyルールとスマー
ト・プッシュ

Groovyルールとスマート・プ
ッシュを使用した変更済デー
タのレポート・キューブへの移
動

Groovyルールとスマート・プッシュを使
用した変更済データの移動

タスク・マネージャ タスク・マネージャへの切替え タスク・マネージャに切り替える際の考慮
事項
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カテゴリ ベスト・プラクティスの対象 この項を参照
タスク・マネージャ: スケジ
ュール・ステータスの設定

タスク・マネージャでのスケジ
ュール・ステータスの設定によ
るスケジュールのライフサイ
クル管理

スケジュール・ステータスの設定

承認ユニットの移動パスの
データ検証ルール

承認ユニットの移動パスに影
響を及ぼすルールの設計

承認ユニットの移動パスのデータ検証ル
ールを設計する際の考慮事項

アプリケーションを設計するベスト・プラクティス
以上の基本的なステップに従って、ビジネス・ニーズに応じたベスト・プラクティスに基づい
てアプリケーションを設計します。
1. 設計情報の収集
2. アプリケーションの計画
3. 設計の適用
4. 設計ウォークスルーの実施
トレーニングおよびビデオ

目的 視聴するトレーニングまたはビデオ
アプリケーションのデプロイメント、ディメンショ
ンおよびフォームについて学習します。  EPM Planningのアプリケーション設計(第 I

部): アプリケーションのデプロイメント、ディメン
ションおよびフォーム

Calculation Managerのルールおよびハイブリッ
ド BSOを使用した設計について学習します。  EPM Planningのアプリケーション設計(第

II部): Calculation Managerのルールおよびハイブ
リッド BSO

ASO、データ・マップおよびスマート・プッシュを
使用した設計について学習します。  EPM Planningのアプリケーション設計(第

III部): ASO、データ・マップおよびスマート・プッ
シュ

様々なアプリケーション・タイプを使用した設計お
よび従来の SKUからの移行について学習します。  EPM Planningのアプリケーション設計(第

IV部): アプリケーションのタイプおよび従来の
SKUからの移行

設計のドキュメントの収集方法を学習します。
 Oracle Planning and Budgeting Cloudでの

設計のドキュメントの収集
アプリケーションの設計方法を学習します。

 Oracle Planning and Budgeting Cloudでの
Planningアプリケーションの設計

ディメンションの設定方法を学習します。
 Oracle Planning and Budgeting Cloudでの

ディメンションの設定
フォームの設計方法を学習します。

 Cloud EPM Planningでのフォームの設計
効果的かつ効率的な計算の構築方法を学習します。

 Oracle Planning and Budgeting Cloudでの
効果的かつ効率的な計算の構築
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目的 視聴するトレーニングまたはビデオ
システム・アクティビティのモニター方法を学習し
ます。  Oracle Planning and Budgeting Cloudでの

システム・アクティビティのモニター

設計情報の収集
アプリケーションを作成する前に、現在のプロセスについて情報を収集します。これは、アプ
リケーションがビジネス要件を確実に満たすためのベスト・プラクティスです。
• 現在のプロセスを分析します。

– 現在のプロセスで行っている内容を確認し、それをアプリケーションにどう組み込む
か計画します。この機会を利用して、現在のプロセスを見直すことも検討してくださ
い。

– 会社の財務諸表を確認します。利益と損失が 80%を占める主要な収益と費用領域を判
別します。

– ビジネスを動かす主なドライバに絞ります。この勘定科目サブセットについて、ビジ
ネス・ドライバと必要なディメンションを把握します。たとえば、従業員報酬は費用
の 50、60%以上を占めるのが一般的です。

– 詳細なモデリングが必要かどうか、または他の方法があるかどうか、確認します。損
益計算書にある主な勘定科目ごとに、その勘定科目の適切な値をどのように導き出す
かを把握します。ビジネス・ロジックには、単位×レートなど、簡単な計算を含められ
ます。

– 残りの 20%の勘定科目は、パーセンテージの上昇などの簡易なロジックや簡易なエン
トリを使用して計画または予測します。

• 既存のスプレッドシートを収集します。現在のプロセスに基づいて入力ソースを収集し、
その目的を理解します。ソースを再確認してビジネス・ロジック、関係、その他の計算を
判別します。
– スプレッドシートを分析して、現在のプロセスを理解します。情報のソースと、それ
がサポートしているビジネス・ロジックを理解します。現在のビジネス・プロセス・
ロジックがあらゆる組織に適用されるかどうか、確認します。

– 現在のビジネス・プロセス・ロジックが、他の事業部門や部署に適用されるかどうか、
確認します。プロセスが異なる場合は、プロセスの整合を図るかどうか決めます。

• 現在のレポート要件を収集します。レポートを使用して管理レビューと分析の財務結果を
表示するため、レポートは設計中の主要な考慮事項です。
– 現在のプロセスに関して、ビジネス・ロジック、関係、計算を理解します。
– 現在のビジネス・プロセス・ロジックが、他の事業部門や部署に適用されるかどうか、
確認します。プロセスが異なる場合は、プロセスの整合を図るかどうか決めます。

• 現在の財務諸表を確認します。レポートをレビューし、どんなタイプの情報を含めるか検
討します。
– レポートのディメンション、たとえばレポートをコスト・センター別、部署別、勘定
科目別、顧客別のどれで実行するかを指定します。製品などのディメンションの追加
が必要かどうかを決めます。

– 財務諸表をレビューし、交差を確認します。レポートが勘定科目およびエンティティ
別か、他のスライス別かを確認します。
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– 含まれるディメンションなど、勘定科目のビジネス・ドライバを理解します。行ごと
に利益と損失を確認し、モデリングを含めるのかどうか、あるいは情報を単にユーザ
ーが追加するのかどうかを判別します。

– 行と列にどんな要素を配置するかなど、レポートのレイアウトに注意してください。
– コスト・センター別や部門別など、一意のレポート・フォーマットの数を判別します。
必要な各タイプのレポートのレポート・フォーマットを指定します。

• プランニングと予測要件を収集します。年次計画および予測を作成する要件を収集しま
す。分析を実行し、すべてのプロセスが同じかどうかを判断します。
– 通貨要件を判別します。計画して報告する通貨および複数通貨で計画または予測する
かどうかを識別します。外貨の要件を確認します。通貨感度分析を実行するかどうか
を確認します。

– プランニング範囲を判別します。今後 1年、2年、3年、5年など、今後計画する年数
を把握します。アプリケーションに導入する履歴データ量を計画します。1年または
2年の履歴データを含めるのが一般的です。

– プランニングおよび予測プロセスを識別します。年次予算および予測を準備するかど
うかを把握します。月ごと、四半期ごとなど、予測を再確認する頻度を理解します。
計画や予測などのサポートするプランニング・プロセスを判別します。プランニング
と予測のプロセスが類似しているかどうかを確認します。ローリング予測を準備する
かどうかを把握します。
ターゲットに向けて計画するかどうかを決めます。計画や予測の詳細ターゲットを設
定する場合、ターゲットの勘定科目のレベルを決定します。
複数の反復が必要かどうかを確認します。計画または予測の複数の送信を格納する必
要があるかどうかを確定します。保持する予測数を判別します。予測の比較など、比
較を実行するかどうかを決定します。
プロセスの計画に役立つその他の質問:

* 報酬、材料、出張または資本費用と設備費用など、ビジネスの費用ドライバは何で
すか?

* 製品、プロジェクトまたはサービスなど、ビジネスの収益ドライバは何ですか。
* 製品が主な収益ドライバの 1つである場合、製品はいくつありますか?

* 事業部門やエンティティはいくつありますか?所属企業で追跡している主なメトリ
ックおよび KPIは何ですか?何人のユーザーが財務プランニングに関わっていま
すか?主要なユーザーは誰ですか?

* アプリケーションに組み込む必要がある承認プロセスを判別します。計画と予測
で承認プロセスは同じですか?

– データ・ソースを理解します。各データ・ソースのファイル形式と内容を理解する。
これは、ディメンションやデータ統合の要件を計画するうえで役に立ちます。
* 勘定科目、エンティティ、カスタム・ディメンションなどのディメンションのソー
スを判別します。

* 実績結果のソースおよび頻度を判別します。
– 今後のアプローチを確認します。プロセスの改善を見極め、アプリケーションに組み
込むプロセスを示します。今後組み込む長所を計画し、将来改善できる短所と領域が
ないかどうか確認します。
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アプリケーションの計画
重要なベスト・プラクティスは、アプリケーションの目標、主目的および範囲を確立すること
です。
多くの場合、実装は目的を明確にするためにフェーズに分割されます。要件を把握したら、ア
プリケーションの設計に進むことができます。
早期に収集した情報は、次のようにアプリケーションに含めることができます。
• ディメンション
• フォーム
• レポート
• 計算
• ユーザー
• ディメンションを設計します。プロセスのサポートに必要なディメンションを特定しま
す。アプリケーションには、勘定科目、エンティティ、バージョン、シナリオ、年、期間、
また該当する場合には通貨のディメンションがあります。
– アプリケーションに含まれるメンバーおよびこれらのディメンションのソースを識別
します。各ディメンションのサイズを理解します。

– 計算をドキュメント化するベスト・プラクティスです。それぞれの計算について、結
果の判別方法と数値のソースをドキュメント化してください。ソースがデータ・エン
トリなのか、データが別のシステムから提供されるのかを確認します。

• 計算を設計します。行ごとに会社の損益計算書を確認し、勘定科目の計画または予測方法
を確認します。計算が必要な勘定科目の場合、Calculation Managerを活用してロジックを
作成します。
計算を理解し、必要に応じて質問します。基本勘定科目の場合、各勘定科目の計画方法を
確認します。サンプルの質問:

– この計算はすべてのエンティティに適用されますか?

– この計算に他のディメンションの側面はありますか?

– 計算は製品別または顧客別ですか?

– 計画と予測で計算は同じですか?

• 収益計算を判別します。収益の要件およびドライバを確立することをお薦めします。
– 使用しているビジネス・ドライバを把握し、収益が製品とサービスのどちらによるも
のかを理解します。モデルで収益を導出するかどうかを決定します。その他に取得す
る情報を確認します。

– 収益ドライバを確立します。他のディメンションが必要かどうかを判別します。
– 収益プランニングのロジックを決定します。単位×価格など、プロセスをサポートする
ために作成する必要がある計算を識別します。収益計算のロジックを計画します。

– 情報を収集してエンド・ユーザーが入力するフォームおよびレイアウトを判別します。
• 費用要件を判別します。費用勘定科目を確認して、ビジネスの主要な領域を識別します。
ほとんどの費用を構成する領域に焦点を当て、主なドライバを明らかにします。主要でな
い残りの費用は、トレンドを使用したり値を入力したりする非常に簡単で直接的な方法で
計画できます。
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• 費用ドライバを判別します。このグループの勘定科目に焦点を当てて、勘定科目のビジネ
ス・ドライバおよび必要なディメンションを判別します。
費用勘定科目を確認して、ビジネスの主要な領域を識別します。ほとんどの費用を構成す
る領域に焦点を当て、主なドライバを明らかにします。主要でない残りの費用は、トレン
ドを使用したり値を入力したりする非常に簡単で直接的な方法で計画できます。
– 従業員報酬を確認します。従業員別、ジョブ別、等級別など、どのように従業員報酬
が計画されるかを確認します。

– プランニングに含まれる勘定科目を把握し、報酬をサポートするデータのソースを理
解します。報酬に関して実行するレポートのタイプを識別します。

– その他費用勘定科目要件を評価します。プロセスをサポートするために作成する必要
な計算を計画します。費用の計算のロジックを把握します。

– 計算をドキュメント化します。それぞれの計算について、結果の判別方法と数値のソ
ースをドキュメント化してください。ソースがデータ・エントリなのか、データが別
のシステムから提供されるのかを確認します。

– 情報を収集してエンド・ユーザーが入力するフォームおよびレイアウトを判別します。
承認プロセスを判別します。計画および予測の承認プロセスを促進するディメンションを
判別します。承認プロセスの基本ディメンションはエンティティ、シナリオおよびバージ
ョンです。製品、プロジェクト、市場など、他のディメンションを含めるかどうか決定し
ます。
アプリケーションがサポートする承認プロセスを記載します。

設計の適用
この項で設計のガイドラインとベスト・プラクティスを確認した後、ビジネス要件を満たして
成功するアプリケーションの設計へと進みます。アプリケーションを迅速かつ容易に設定でき
るようになりました。
収集した情報を使用して、アプリケーションを設定します。アプリケーション設定ウィザード
は、簡単な質問に対する回答に基づいて、アプリケーションの基礎を作成します。
例として、次に、どのように収集した一部の情報がアプリケーションに関連付けられるかを示
します。
表 G-1 設計をアプリケーションに適用

要件に関する研究 アプリケーション・ウィザード設定
含める履歴年数 アプリケーションの開始年
プランニング範囲 アプリケーションに選択された年数
サポートするプランニング・プロセス シナリオがアプリケーションに含まれています。アプリケー

ション・ウィザードでシナリオを追加するか、後で追加でき
ます。

計画または予測の複数の送信を格納する
必要があるかどうか

送信の数がアプリケーションのバージョンに関連付けられて
います。アプリケーション・ウィザードでバージョンを追加
するか、後で追加できます。

複数の通貨を計画するかどうか 複数の通貨を計画する場合、アプリケーション・ウィザード
で「はい」を指定します。後で通貨を追加します。ウィザー
ドでレポート通貨を選択します。

期間 445、454、544などの週次配分が必要な場合、基準期間に 12
か月を選択し、適切な週次配分オプションを選択します。偶
数月次配分がデフォルトです。
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設計ウォークスルーの実施
次のベスト・プラクティスを使用して、アプリケーションの構築およびロールアウトに役立つ
設計ウォークスルーを行います。
設計ウォークスルーには通常、次の主要なステップが含まれます:

1. アプリケーションの構築
2. テスト
3. ロールアウト
4. ユーザーに対するアプリケーションの有効化
アプリケーションの構築
まず、基礎、つまり会社の勘定科目と組織構造を構築します。次に、プラン、実績、予測など、
内部プロセスをサポートするシナリオを追加します。実績 vsプランなど、レポートする差異メ
ンバーを追加します。
ユーザーからデータを収集し、レビュー、分析およびレポートを実行するために使用するフォ
ームを作成します。ビジネス・ロジックをサポートするために、Calculation Managerを利用し
て計算を構築できます。レポートを作成し、アクセス権限を適用してから、アプリケーション
をユーザーにロールアウトすることもできます。
アプリケーション構造の作成
ビジネス・プロセスをサポートする勘定科目、エンティティおよびその他のディメンションを
追加します。
ディメンションで、データ値が分類されます。Planningには、勘定科目、エンティティ、シナ
リオ、バージョン、期間、年のディメンションが用意されています。複数の通貨を計画する場
合、アプリケーションには通貨ディメンションもあります。
カスタム・ディメンションを使用して、製品、顧客、市場など、独自の値を定義することもで
きます。ディメンションの合計は最大 32個です。ただし、ベスト・プラクティスとして、追
加するのは 12個未満にすることをお薦めします。ディメンションは、ロード・ファイルを使
用して追加するか、Oracle Smart View for Officeで構築できます。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
アプリケーションでデータをエクスポートおよび
インポートする方法を学習します。  Oracle Planning and Budgeting Cloudでの

データのエクスポートおよびインポート
ファイルを使用してディメンションをロードする
方法を学習します。  Oracle Planning and Budgeting Cloudでの

メタデータのインポート
テスト
テストは、アプリケーション開発の重要なステップです。すべての計算、アクセス権およびレ
ポートをテストして、適切に動作することを確認する必要があります。
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ユニット・テストについて
ユニット・テストは、形式化されたテストの最初のステップであり、テスト環境の主要なビル
ディング・ブロックです。ユニット・テストでは、アプリケーションの各機能領域を独立した
単位としてテストして、予期したとおりに動作することを確認します。
たとえば、あるテストでは、データ・ロードが最後までエラーなしで実行されることを確認で
きます。他のテストでは、フォームやレポートにアクセスできることや、計算が完全であるこ
となどを確認できます。
通常は、アプリケーションを構築または構成した人物がユニット・テストを実施します。
システム・テストについて
システム・テストでは、システムがエラーなしで動作し、必要な機能を備えていることを検証
します。
主な重点は、アプリケーションがどのように構成されているかをテストすることと、チームが
ビジネス・プロセスおよびレポートをどのように構築しているかを検討することです。システ
ム・テストでは、固有のパラメータ構成、使用されるすべての機能、機能強化など、システム
全体のテストに焦点が置かれます。
また、システム・テストでは、ソフトウェアの先に目を向けて、手動手順、フォームおよびコ
ントロールの有効性を検証します。これは、構築しているシステム内の機能のあらゆる側面を
網羅する、正式な機能テストの完全なセットです。
多くの場合、このタイプのテストは次のものと組み合せて実施されます。
• セキュリティ・テスト: システム全体および特定の各ユーザーについてシステム・セキュリ
ティとデータベース・セキュリティが適切であることをテストします。

• 統合テスト- 統合された他のシステムとの間のデータのやり取りなど、ビジネス・ソリュー
ション全体をテストします。ここでは、システムのすべての側面が統合されたときにも機
能が有効なままであることを確認します。

• ユーザー承認テスト: システムが正しく動作し、要件を満たしていることをユーザーが検証
します。ユーザーが正式なシステム・テストに関与していない場合や詳細なテストを要求
した場合、さらに承認テストが必要になることがあります。ただし、ユーザーがシステム・
テストおよび統合テストを承認のために十分であると認めていれば、ほとんどの場合、こ
のタイプのテストはそれらのテストの一部として実施されます。

ロールアウト
ロールアウト時に、エンド・ユーザーに対してシステムのトレーニングを行い、ナビゲート方
法や機能の使用方法を示すことができます。ベスト・プラクティスとして、必要に応じて他の
ユーザーが管理を引き継げるようにシステムを文書化してください。
トレーニング
システムのすべてのユーザーがアプリケーションのトレーニングを受ける必要があります。ユ
ーザーは、アプリケーションを快適にナビゲートする方法を学習し、各自に割り当てられたタ
スクを理解する必要があります。トレーニングには、アプリケーションへのログイン、タスク・
リストのナビゲート、データの入力、ルールの実行、Smart Viewの使用およびアプリケーショ
ン内のツールの使用が含まれている必要があります。トレーニングは通常、ユーザーがアプリ
ケーションに初めて触れる機会となるため、十分に計画され、考えられたトレーニング・セッ
ションにより、第一印象をよくすることができます。
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システムおよび管理情報の文書化
アプリケーションを構築したら、アプリケーションに関するシステムおよび管理ドキュメント
を作成することをお薦めします。
ベスト・プラクティス:

• 構築プロセスが終わると、情報が新しいときにこのドキュメントを作成します。
• データのソース、アプリケーション構造、計算の仕組み、アプリケーションに必要な保守
などの情報を含めます。

月次保守や年次保守など、保守タスクを時間枠に分割してリストします。これにより、必要に
応じて他のユーザーが後でシステムを引き継ぐことができます。
ユーザーに対するアプリケーションの有効化
エンド・ユーザーに対してアプリケーションを有効にするには、システムを解放して使用でき
るようにする必要があります。さらに、承認プロセスを開始して承認を有効にします。
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